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舊約 研究 上 


一 本卷 は、 著者の 舊約硏 究に關 する 諸種の 論文に して 創世記より ヨブ 記に 至る 各 

書の 硏究 に屬 する もの を 選 擇集輯 せる ものである。 各 文 は、 一 つの 例外 を 除き、 凡て 

一 度、 著者に 依りて 主筆 せられし 『東京 獨立雜 誌』 及び 『聖書 之 硏究』 に發 表せられ 

しもので ある。 

一 此の 卷、 篇を 分ち て 「五書 研究」、 「歷 史書 研究」 及び 「ヨブ 記 硏究」 となす。 

一 「五書 研究」 は 之 を 創世記 研究、 出 埃 及 記 研究、 レビ； 5^ 硏究、 民 數紀略 硏究、 

及び 申命記 研究に、 また 「歷 史書 研究」 は 之 を H 本語譯 聖書の 順に 循ひョ シュア 記硏 

究、 士師記 研究、 ダッ記 硏究、 サム ュ ル書 研究、 列 王紀略 硏究、 歷代志 略 研究、 ェズ 

ラ書 研究、 及び ュ ス テル 書 研究に 分ち、 各々 それに 該當 する 論文 を橥輯 す。 「ヨブ 記 

硏究」 は ヨブ 記 一書の 硏究 を集輯 したる ものである。 

一 一， 五書 硏究」 中の モ ー セの 十誡、 及び 「ヨブ 記 研究」 中の 約 百 記の 研究 は、 著 


者の 講演の 筆記に 著者 自ら 校訂 を 加 へ て 成りた る ものである。 故に 其の 內容は 凡て 著 

者の もの、 其の 文章 は 大部分 筆記者の ものである。 

一 尙ほ奢 者の 文に して 本 卷收錄 の 舊約諸 書の 研究に 關聯 する もの は 他に 辩 くない 

『初期の 著作 i』 及び 『講演』 の 諸 書に 就き 參照 せられん こと を 望む。 

1 本書 は卷 末に 「第三 卷內容 年譜」 を附 し、 各 文の 發 表せられし 年月 を 明かに し 
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汝の 一一 一一 n は眞理 なり (ョ ハネ傳 十七 章 十七 節〕。 

山 未だ IJg す、 地と 世界と を 造り 給 は ざり し 時、 永遠より 永遠まで 汝は 神な り (詩 九十 篇ニ 節〕 0 

天地 は廢 るべ し、 然れ ども 我 言 は廢る 可から す (ルカ 傳廿 一章 三 三 節)。 

聖書 は 六十 六卷 より 成る。 其內 三十 九 卷が舊 約であって 二十 七卷が 新約で ある。 g と とおで ある 一 

何れも CO を 以て 除す る 事の 出 來る數 である。 殊に 新約の は 3 の三乘 である。 聖書に 在りて は CO は聖 

數 である。 父、 子、 紫靈の 三位が ある。 信、 望、 愛の 三德が ある。 聖 なる、 聖 なる、 聖 なる 哉と 天使 

が 三唱す る を 預言者 は 聞いた (ィザ ャ誊六 章 )o 凡てが 其 通りで ある。 聖書の 聖書た る 所以 は 其 卷數に 

於ても 表 はれて 居る。 

聖書 は 創 成 記 を 以て 始まり、 默示錄 を 以て 終って 居る。 創 成 記 は 天地創造の 記錄、 默示錄 は 天地 完 

成の 記錄 である。 「元始に 神 天地 を 創造り 給へ り」 と 云 ふに 始まりて、 「我れ 新しき 天 と 新しき 地 を 

見たり、 先き の 天と 先き の 地 は旣に 過ぎたり、 海 も 亦 在る 事な し」 と 云 ふに 終って ゐる。 卽ち 永遠に 

聖 赏 大 S  _ 


e* 害 大怠  二 

始っ！^水遠に終ってゐる。 斯んな 偉大なる 害 は 他に ない。 國 nj^.e£ 非す、 世界史に 非す、 宇宙 史 であ 

る。 宇宙が 成りし 由來、 其 目的、 其 終極、 之を錄 した 者が 聖書で ある。 然 かも 泡の 如くに 現 はれて 泡 

の 如くに 消えた と 云 ふので ない。 無より 出て 無に 歸 つたと 云 ふので ない。 或る 確實 なる 目的 を 以て 造 

られ、 其 目的が 完成 せられて 終った と 云 ふので ある。 愛の神より 出で & 神に 歸 つたと 云 ふので ある。 

聖書 は 宇 苗 を 取扱 ふ 書であって、 然 かも 恩惠 的に 取扱 ふ 書で ある。 無限 的に 偉大 なれば とて 赎空 的に 

尨大で ない。 聖書 は アブラハム や ヤコ ブの傳 記 を錄す やうに、 宇宙の 始終 を錄 して ゐる。 卽ち 神の 恩 

惠の 目的物と して 宇宙と 人生と を 取扱って ゐる。 莊嚴^ りなき、 慈愛 極り なき 書で ある。 

如 此き書 は 二つ はない。 論語が 偉ら い、 孟子が 偉い、 ダンテが 偉ら い、 沙 翁が 偉い と 云 ふて、 到底 

聖書に 及ばない。 他の 書が 盡く 消えて 後に 聖書が _1 ^る。 聖書 は 世界 唯一 の 書で ある。 ジョ ン • ラボ ッ 

クと云 ふ 英國の 銀行 { 永 にして 大 天然 學 者が 世界の 大 著述 存 種を擇 らんで、 其 第一 に 書 を 置いた。 聖 

△  △△△△^△△△<:AA<-IA  厶厶 厶厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 

書 は 古いから 偉ら いので はない、 偉ら いから 古びない ので ある。 人類 は大 著述 をして 死なし めない。 

故に 他の 書 は 悉く 死 失ても 此書 丈け は 死ない。 そして 他に 何ん な大 著述が 5,1 て も 聖書と 壽命を 共に し 

得 やうと は 思 はれない。 今日までに 聖書 を 攻撃した 書は澤 山に 出た、 然し 其の 何れもが 朝露の 如くに 

消え失せて 聖書の みが 淺 つた。 

詩人 ハイネが 聖書 を 讀んで 彼の 感想 を 述べた 有名の 言が ある、 左の 如し。 

何ん と 云 ふ 書で ある 乎。 世界 丈け それ 丈け 廣く 且つ 大きく、 造化の 根柢に 根ざし、 靑签の 密室に 


そび  ひので ひのいり 

まで 聳ゅ。 日出と 日 入と、 約束と 成就と、 生と 死と、 人類の 凡ての 理想と は此 書の 中に 在り。 

詩 あり、 歌 あり、 哲擧 あり、 歷史 あり、 傳記 あり、 預曾 あり、 最大の 思想、 最高の 理想、 人の すべて 

思 ふ 所に 過ぐ る悲 みと 歡び、 すべてが 此 書の 中に 在る。 故に 他の 書は讀 ますと も此書 丈け は讀 まねば 

ならぬ。 此書を 怠りて 人生 最大の もの を 怠る ので ある。 聖書 知識に 乏しき 敎育は 不完全なる 敎育 であ 

る。 まことに 聖書 は 「生命の 書」 である。 此 書を學 ばざる 人に 生命な く、 此書を 斥く る國 に生氣 がな 

い。 世界の 歷史、 偉人の 傳 記が 悉く 此事を 語る。 

聖書 は 人類の 救濟史 である。 神 は 人 を 救 ふに 方り て哲擧 者 ゃ道德 家の 如くに 倫理 道德を 以てし 給 は 

ない。 救^の 事實を 以てし 給 ふ。 先づ 個人 を 救 ひ、 然る 後に 社 會國家 を 救 ひ、 終に 人類 を 救 ひ 給 ふ。 

人類の 救濟は アブラハムの 救 ひ を 以て 始まった。 次ぎに 彼の 家 を 救 ひ、 彼より 出し ユダヤ 國を救 ひ、 

終に 彼の 裔 として 生れし ィ H ス キリス トを以 つ て 人類 救 濟の途 を備へ 給うた。 そして 其の 長い 歷史を 

傳 へた ものが 聖書で ある。 聖書 は 神が 人類 を 救 ひ 給 ふ 事 實と其 順序 を 示した 書で ある。 倫理 書に 非す、 

所謂 經 典に 非す、 歷史 である、 祌の聖 業の 記錄 である。 それが 故に 殊に 貴重なる ので ある。 考 へて 成 

つた 敎 ではない、 行って 出来た 救^の 記錄 である。 人が 新たに 聖書 を 作る 事の 出来ない 理由 は玆 にあ 

る。 聖書 は 儒 敎ゃ佛 敎の經 典と は 全く 其 性質 を 異にする。 聖人が 一一 目 ふた 言を傳 へた もので たい。 神が 

その 選び 給 ひし 人と 國 との 上に 施し 給 ひし 救濟 の記錄 である。 

人類の 救 濟に關 はる 書で あるが 故に、 人種 民族の 差別な く、 讀 まれ、 且 消化 せらる X 書で ある。 今 
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日までに 旣に五 百 以上の 國 語に 譯 された。 聖書 を 學んで 人 は 初めて 世界人に 成る。 西洋人の 書で あり 

又 東洋人の 書で ある。 南洋 人の 書で あり 叉 北洋 人の 書で ある。 我等 は 聖書 を讀ん で、 歐米 人の みなら 

す、 ^界萬國民と理想を共にし希^^1を 一 にす る。 此書を 讀んで 人 は 深く せられ 又廣 くせら る&の であ 

る 0 
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モ ー セの 五書 

舊約 聖書 研究の 必 要 

今の 信者 は、 殊に 日本の 基督 敎 信者 は、 舊約 聖書 を讀 むこ， こが 至て 斟 ない、 彼等に 取りて は 聖書と 

云へば 新約聖書 のこと である、 彼等 は舊 約の 如き は 彼等の 信仰に 何の 關係も 無い 者で あるかの やうに 

S ふて 居る。 

然しながら 是れ大 なる 誤謬で ある、 聖書 は舊 約と 新約と より 成る 者であって、 北 ハー を缺 いて 聖書 は 

完全なる 者で ない、 新約 は 花で あり raK であるが 故に 見る に 美 はしく 食 ふに 善く あると 雖も、 然 L 之 を 

ん だる 者は舊 約の 根と 幹と である、 樹は其 raK を 以て 知らる と 云 ふが、 樹を 知らす して 其 raK の 如何 を 

知る こと は 出来ない、 舊約を 知らざる 新約の 智識 は賴 るに 足りない 者で ある、 新約の み を 以て 養成 さ 

れ たる 信者が 往々 にして 憐 むべき 信仰的 最後 を遂 ぐるの は、 彼等が 深く 彼等の 信仰の 根を舊 約の 磐 根 

に 突 人れ ないから である。 

愛國心 養成の ために 必要な り 

モ ー セ の- «-  お 


今の 信者が 新約に ffi きを 置いて 舊約を 顧みない 中： なる 理由の 一 は 彼等の 信仰が 餘 りに 個人的で ある 

からで ある、 彼等 は 唯 I へに 彼等 各自の 靈魂を 救 はれん と 欲する、 彼等に 取りて は 救 濟とは 彼等が 一 

人 一 人に キリストに 由て 神に 救 はる」 ことで ある、 國家的 救 濟と云 ふことの 如き は 彼等 は 措いて 之 を 

省みない、 彼等 は 國家は 之 を 政府に 任 かし、 政黨に 委ねる、 之 を 神に 任 かし 神に 由て 之 を 救 はんとす 

るが 如き 思考 は 今 は 全く 彼等の 念頭 を 去った、 故に 中； として イスラ H ル國の 救 _ ^に 就て 記せる 舊約聖 

書 は自づ と 彼等の 注意 を惹 かな いやう になった、 是れ 彼等に 取り 國家 に 取 り 最も 歎す べき ことで ある 

我等の 愛 國心も 亦 神の 我等に 賜 ひし 者で あれば、 我等 は 之 を 神より 離して 此 世の 政府と 政治家に 獻す 

べきで はない、 我等の 靈 魂が 神に 由て 聖 めら る、 の 必要が ある 如く、 我等の 國家も 亦 神に 由て 救 はる 

るの 必要が ある、 而 して 舊約は 主として 「如何にして 祌が國 民 を 救 ひ 給 ふ 乎」 其 事 を 記した る 書で あ 

る、 故に 是れ 何人も 深く 研究すべき 書であって、 此書を 等閑に 附す るが 如き は 信仰の 大缺點 であると 

云 はなければ ならない。 

何れの 國 にも 愛 國者は 無いで はない、 我國 にも 多くの 愛國 者が あった、 然しながら 人類の 歷 史に顯 

はれた る 最も 高い 最も 潔い 愛 國者は イスラ H ル の愛國 者であった、 何れの 國 にも 未だ 曾て モ ー セの如 

き、 エレ ミヤの 如き 崇高に して 莊嚴 なる 愛國 者の 出た こと はない、 若し 理想の 愛 國者を 見ん と 欲する 

ならば 我等 は 之 を イスラ H ルの 歷史卽 ち舊約 聖書に 於て 見なければ ならない、 而 して イスラ H ルの愛 

國 者に 舉 びて 國に眞 正の 愛國 者が 出る ので ある、 英國に 於ても ァ ルフレ ッド 大王の 如き、 コ ロム ゥェ 

ル の 如き、 ジ ョ ン • ブライ 卜、 グ ラッド ス トン の 如き 愛國者 はすべ て イスラ H ル 的の 愛國者 であった- 

歐洲 大陸に 於ても 雨う である、 米國に 於ても 爾ぅ である、 余輩の 知る 所に 由れば 未だ 首て イスラ H ル 


に學 ばす して 愛國 者と 稱 すべき 愛國 者の 出た 例 は 無い と 思 ふ、 余輩の 此言を 疑 ふ 者 は舊約 聖書に 於て 

モ ー セ、 ィ ザャ、 エレ ミヤ 等の 傳を究 むべき である、 玆に此 世 を 全く 離れた る愛國 心が 働いて 居る、 

自己 以上なる は 勿論、 國家 以上、 人間以上の 愛國 心が 働いて 居る、 愛 國心は 如何に 聖く、 如何に 尊い 

者で あるか は イスラ エル の歷 史を讀 まなければ 分らない、 折 r 學者ス ベ ンサ ー の 所謂る 

愛國 心と は 利欲の 心を國 家の 上に 表 はせ しもの なり 

とか、 或 ひ は 博士 ジ ヨンソン の 有名の 曾と して 傳 へ らる 、 

愛國心 は獰人 最後の 隱場 なり 

と 云 ふ 者の 如き は イスラ H ル の愛國 者に 於て は その 痕跡 だ も 見る こと は 出来ない、 故に 余輩 は眞 正の 

愛國心 養成の ために 舊約 聖書の 研究 を我國 人に 勸 める 者で ある。 

信仰 確定の ために 必要な り 

JMV  oooooooooooooo'oooooooooooo 

舊約聚 書 研究の 必要 は猶ほ 他に も 有る、 其れ は 神が 人 を 導き 給 ふ 其方 法を擴 大して 見る ことで ある、 

神の 法則 はすべ て 一 つで ある、 大木が 生長す る も 幼芽が 發生 する も 其 法則 は 一 つで ある、 大河が 海の 

如くに 大洋に 注ぐ も、 細流が 糸の 如くに 溝に 入る も北ハ 法則 は 一 つで ある、 大は 小に 由て 見る を 得べ く、 

小 は大に 由て 見る ことが 出來 る、 宇宙の 美 は兹に 在る、 大 なる もの 大 ならす、 小なる もの 小なら す、 

大も小 も 皆な 同一 の 法則に 由て 支配 さる.^ からで ある。 

其 如く 神が 個人 を 導き 給 ふ も 國家を 導き 給 ふ も 其 取り 給 ふ 道 は 同じで ある、 神に 側 人道 德と 異なり 

たる 國家 道德 はない、 同一 の 太陽が 大陸 を も 照らし 庭園 を も 照らす やうに、 同一 の 父なる 神が 國家を 
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も 導き 兒をも 護り 給 ふので ある、 我 は 我心 を 護り 給 ふ 神 を 歴史の 神に 於て 認め、 叉 イスラエル を 護 

り 給 ふ祌を 我が 凡ての 艱難よりの 隱場 として 仰ぐ ので ある、 神 は イスラ H ルを救 ひしと 同じ 方法 を以 

て 我が-お ^ 魂 を 救 ひ 給 ふので ある、 撰 民の 歷史 はすべ て 召された る 者の 實驗 である、 新約 は 個人的で 舊 

約 は國家 的で あるとの 區別は 信仰的に は 決して 立たない、 同じく 神が 人 を 救 ひ 給 ふ 方法で ある、 舊約 

は 新約 を擴 大したる 者で ある、 舊 約を緊 ii したる 者、 其れが 新約で ある、 新約の 微妙 は 之を擴 大して 

舊 約に 於て 見る を 得べ く、 叉 舊約を 14^ 華した る 者が 新約で ある、 而 して 多くの場合に 於て 小 は 之を大 

に 於て 見る の 利益 あるが 如く、 我等の 信仰の 場合に 於ても、 之 を 狭き 胸の 中の 實験 としての み感 する 

ことなく、 時には 之 を 廣き國 民の 歷史 として 見る の大 なる 利益が あるので ある。 

而 して 舊約聖 書は斯 かる 歷史 である、 國 を 一 個人と して 見ての 歷史 である、 

H シュ ルン は 肥えて 踢る こと を爲 す、 汝は肥 太りて 大きくな り、 己 を 造りし 神を棄 て、 己が 救 扱 

の？？ ちわ を 輕んす s 命 記 三十 二 章 十五 節) 

と ある は イス ラエ ルの民 を 1 個人と 見做して 云 ふたので ある、 祌の イスラ H ルとは イスラ H ル國 であ 

つて、 又 イスラ ヱル 人で ある、 イスラ H ル の歷史 なる 舊約 聖書 は國 の歷史 でも あり、 叉 信者 各自の 實 

験で も ある、 信者 は 之に 由て 北ハ 信仰 を 確かめる ことが 出来る、 內 なる 者 して 外なる 事に 合 ふか、 微 

妙なる 事、 Ei^ して 顯 明なる 事で ある 乎、 信者 は 己れ の 實験を イスラ H ルの 歷史に 較べて 見て、 己に 就 

て此 問題 を 解決す る ことが 出来る。 

五書の 略解 


舊約聚 書 は 所謂 モ ー セの 五書 を 以て 始まって 居る、 卽ち 創世記、 出 埃 及 記、 利 未 記、 民數紀 略、 

命 記、 是れ である、 五書 等しく モ ー セに 由て 書かれた りとの 古代よりの 傳說に 由て 「モ ー セの 五書」 

と稱 せられる ので ある、 共、 誠に 然る か 否や は擧者 間に 犬なる 議論の ある 問題であって、 今玆に 之に 

就て 余 1^ の 判決 を 下す こと は 出来ない、 然し 五書 を 通う して モ ー セが 中心的 人物で ある こと は 之 を 一 

讀 して 見て 明かに 分かる。 

五書 は舊 約の 一 部分であって、 ^に 一 階級 を爲 して 居る、 否な、 少しく 注意して 讀んで 見る と 五書 

は 五書で なくして 一書で ある ことが 分かる、 今、 出 埃 及 記 一章 一節 を 讀んで 見る と、 英譯に 於て は 

now を 以て 始まって 居る、 日本 譯に は此 字が 譯し てない が、 是れは 是非 保^して 置くべき 字で ある、 

卽ち 「而 して」 とか 「さて」 とか 譯 すべき 片詞 であって 前後の 速績を 示す 言葉で ある、 卽ち出 埃 及 記 

一章」 節 は 新たに 卷を始 むる 者で はなく して、 前の 章節、 卽ち 創世記の 末 章 末節に 續 いて 居る 者で あ 

る 事 を 示して 居る、 同じ 文字が 次ぎの 利 未 記の 始めに 於ても 顯 はれて 居る、 英譯 聖書 は 21d を 以て 始 

めて 居る が 日本 譯に は兹 にも 之が 除いて 在る、 是れ亦 掛からざる 手 落で あ， ると 思 ふ、 and は 接 續詞で 

あって 是れ亦 利 未 記 を 前の 出 埃 及 記に 繼ぐ 者で ある、 其 次ぎの 數紀 略に 於ても 同じで ある、 巾 命 記 

は 此片詞 を 以て 始めて 居らない が、 然し 其全體 の內容 より 推して 見て 是れ叉 前 四書に 續 いて 讀 むべき 

書で ある ことが 分かる、 斯くて 五書 は 一書と して 見るべき である、 其 一人の 作で あるか、 數 人の 編暮 

である 乎 は 別問題と して 其連續 せる 一 の歷 史的 記錄 である こと は 疑 ふこと は 出来ない。 

偖、 五書 は 一書で あると して、 その 五分され たる 理由 も 亦 之 を 探ぐ るに 難くない、 五書 は 宇宙 萬 物 

が 創 造られて より 撰 民が 國民 として ^ ^在す るに 至りし までの 歷史 である、 卽ち其 第 一 期が 出生 井に 生 
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長期であって 之 を 記せる 部分が 创世 記で ある、 其 第一 一期 は 聖別 期であって 之 を 記せる が 出 埃 及 記で あ 

る、 北ハ 第三 期が 规则 制定 期であって、 北ハ 記事が 利 来 記で ある、 其 第 四 期が 沙漠 漂流 期であって、 其 記 

錄 が；^ 數紀 略で ある、 其 第五 期が 建 5! な P 期であって、 之 を 記述す るの が e. 命 記で ある、 イスラ H ル 民族 

發 達の 順序が 此 五書に 於て 善く 纈 はれて 居る。 

然れ ども 五 期 は 判然と 15!: 畫 された る 時期で はない、 個人の 生涯に 於け るが 如く 國民 の發 達に 於ても 

1 期 は 他の 時期と 相聯 結して 居る こと は 言 ふまで もない、 故に 創世記 を 以て 悉く 宇宙 創造の 記事との 

み 見て はならない、 其、 爾 うでない 事 は 之 をー讀 して 見れば 明かに 分かる、 宇宙 創造の 記事 は 始めの 

三 章 を 以て 盡 きて 居る、 次ぎに 來る のが、 人類の 草昧 時代に 關 はる 記事であって、 其 次ぎに 來る のが 

イスラ H ル民挨 撰定の 記事で ある、 創世記の 名 は 初めの 數 章より 屮 I た 者であって、 全書に 涉 りて 適 州 

せらるべき 者で ない、 出 埃 及 記も爾 うで ある、 埃 及 を 出る の 記 は 是れ又 始めの 數 章に て盡 きて. 居る、 

其 大部分 は 埃 及 を 出て より 後の 記で ある、 卽ちシ ナイ 山 滞留 記と も稱 すべき 者であって、 埃 及に は M 

の 關係も 無い 者で ある。 

利 未 記 は 主として イスラ H ルの 祭事に 關 はる 法令 を揭 げたる 書で ある、 之 を 利 未 記と い へ る は 祭事 

はすべ て 利 未の 埃なる ァ 口 ンと其 子孫と に 委ねられた からで ある、 叉 民數紀 略と 云へば 何やら 乾燥 無 

味なる 人 n 統計表の やうに も 聞こえる が、 民の 統計 を 掲げた の は 僅かに 始めの 二 章であって 其 他 は 重 

もに ni- 族の 沙漠 漂流 記で あ る 、 I 終り の 申命記 はモ ー セの 囘隨錄 とも 稱す べき 者であって、 神が 撰 民に 

下し給ひし恩惠の數々を述べて之を ー輯して後*Iに傳へた者でぁ^2「 卽ち 五書 を 約め て 言へば、 撰 民 

の 生長 を 記せる 者、 其れが 創世記で ある、 其 救扬を 記せる 者、 其れが 出 埃 及 記で ある、 其 祭事の 儀 令 


を m めた る 者、 それが 利 未 記で ある、 其懷疑 漂流の 狀を 示せる 者、 それが 民數紀 略で ある、. -而 して 以 

上を囘 想し 一括して 後世 を誡 めし 者、 叉 之に 由て 自 から 約束の 地に 入りし 記事が. &命 記で あ r^:} 生長、 

救 扱、 祭事、 漂流、 平安、 イスラ H ル 民族 も 亦 人生の 此 旅程 を經て 約束の 地に 入った ので ある、 而し 

て 之 を 順次に 記した る 者が 所謂る r モ ー セの 五書」 である。 

五書 は 宛然 長篇の 抒情詩 

乇 ー セの 五書が 斯 かる 書で あると すれば、 其、 我等 各自に 深い 關 係の ある 書で ある こと は 一目瞭然 

である、 我等 も 亦 以上の 旅程 を經て 我等の 約束の 固に 入る ので ある、 我等 も先づ 始めに 肉の 生長 を爲 

し、 次ぎに 我等の 埃 及なる 此 世より 救出され、 其 次ぎに 嚴 格なる 祭事の 下に 聖き 神に 近かん とし、 之 

に 次いで 長き 間の 懐疑の 生涯 を 達り、 終に 全生涯に 涉る祌 の 恩 惠を囘 想し、 己に 恥ぢ 神の 前に 懺悔し 

て 後世 を誡 めながら 自か らも 亦 天の 力 ナンに 入る ので ある、 其 中に 小兒 時代の 無邪氣 なる 歡 喜が ある、 

青年時代の 冒險が ある、 潔淸と 犠牲と を 以て 神に 事 へんと する 苦る しき 經驗が ある、 淚の 谷に 彷徨 ひ 

し 長き 間の 漂流が ある、 而 して 漂流 息んで 最後の 歡 喜が 来る、 五書 は斯く 解して 長篇の 抒情詩で ある、 

我等 は 古き 過去に 於け る異國 の 民の 記錄 として 之 を 看過す べきで はない。 
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創世記 硏究 

創世記 大 意 

创世記 は 创成記 叉 元始 錄 である。 天地の 元始、 人類の 元始、 s§ の 元始、 救.. 扬の 元始、 文明の 元始、 

よじん  しろ  にじめ 

國 の 元始、 選民の 元始に 就て 記す 書で ある。 是が 聖書の =^1: に 置かるべき は 勿論で ある。 ^^«各書の 

大要が 其 最初の 一 節に 現 はる k が 如くに、 聖書 全 體の耍 點は創 I 記に 示さる。 創 掀記は ifw 要錄 とも 

亦は聖 之-縮 圖 とも 稱 する ことが 出来る。 基督 敎は其 源 を 創世記に 於て 發 して ゐる。 夫れ 故に 創世記 

を 知らす して 基督 敎は 解らない。 基督 敎の 研究 は 馬 太 傅 叉 は 約 翰 傅 を 以てせす して 創世記 を 以て 始む 

べきで ある。 聖書 六十 六 卷の內 で實は 創世記よりも 大切なる 書 はない ので ある。 

創世記 は 之 を 十一 篇に 分つ ことが 出来る。 其 第一 篇を 除く 外 は、 「其 由 來は是 なり」 とか、 叉 は 

「何々 傳の 書は是 なり」 との 言葉 を 以て 各篇の 始まる を 見る。 第一 15^ は 天地と 其內に 在る 萬 物の 創造 

の記錄 であって、 第一章 第一 節 を 以て 始まり 一 一章 三 節 を 以て 終る。 第一 丽は 始祖 噴 落の 記事であって、 

二 章 TO: 節 を 以て 始まり 四 章 廿六節 を 以て 終る。 第三 篇は アダムと 其 子孫の 傅であって、 五 章 一節 を以 

て 始まり、 六 章 八 節 を 以て 終る。 第 四篇は ノアの 傅であって、 六 堂 九 節 を 以て 始まり、 九 章 末節 を以 


て 終る。 以下 凡て 此 例に 傚 ふ。 卽ち 創世記 は 天地の 傳、 人類の 傳、 アダムの 傅、 ノアの 傅と 云 ふので 

ある。 以て 著者の 目的が 傳記 又は 歷史 であって、 神話 又は 譬諭 でない 事 を 知る ので ある。 

そし て 其 歷史は 如何なる 者で あ つ た 乎と 云 ふに、 人 の 側に 在りて は 悉く 失敗 隋ー 落の 歷史で あ つ た。 

人 は 完全に 造られ、 完全の 境遇に 置かれた が、 彼 は 自己に 與 へられし 凡ての 特植を 濫用し、 神より 離 

れ、 樂 園より 逐 はれ、 惠 まれの 身 は 呪 はれの 身と なった。 そして 人の 爲に 造られし 地 は 彼の 爲に呪 は 

れ、 玆に 造化の 目的 は 人の 罪の 故に 破れた。 然し 神の， 聖意 は如此 くにして 轉 覆せら るべき でない。 靠 

の增す 所に は惠み もい ゃ增 せりで ある。 救扬は 始祖の 噴 落と 同時に 始まった。 「彼 01 の裔) は汝 (蛇) 

の 頭を碎 かん」 と ありて、 兹に 後の 日に 於け る 救拯が 約束 せられた (三 章 十五 節)。 造化は失§"^1に終っ 

て 鼓に 新たに 希望の 光 を 認めた。 恰 かも 歳 は 冬枯に 終って、 新春の 希； ば 1- は旣に 稍に 潜む 芽に 現 はれた 

と 同じで ある。 創世記 一 名 之 を rKOTOEVANGEL 最初の 福音書と 稱ふは 之が 爲 である。 

人 は 神から 離れて 福祉 を 失った。 そして 彼 は 幾 囘か其 福祉 を囘復 せんと 試みた。 彼 は 自己の 衷に幅 

祉を 獲る の 能力が 在る と 思うた。 故に 種々 の 方法 を 以て 幸福の 奪還 を 試みた。 彼 は 文明 を 案 =,1 した。 

共同生活 を 盛んにして 相互の 交際より 幸福 を 獲ん と 試みた。 アダムと 其 子孫の 傅と、 ノアと 其 子孫の 

傅と は 凡て 是れ であった。 然れ ども 祌を 離れた る 幸福 獲得の 試み は 悉く 失敗に 終った。 人口 は 殖え、 

幸； i は增 して 、 そ の 終る 所 は 全般的 腐 收と墮 落とであった。 

M ホバ 人の 惡の 地に 犬い なると、 其 心の 思念の すべ て 圖 る 所の 恆に 唯惡 しき 事なる のみ を 見た ま 

へり。 是に 於て M ホバ 地の 上に 人 を 造りし 事 を 悔いて 心に 憂へ 給へ り (六 章 五、 六 節)。 

と ありて、 祌は大 洪水 を 下して 人と 共に 地上の 萬 物 を 一先 づ滅し 給うた。 然し 乍ら 诚亡は 全滅で なか 
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つた。 神 は 人の 內 より 比較的に 完全なる ノアと 其 一 挨を 選び 彼等 を 救 ひて 人類 最後の 救 拯の途 を 設け 

給うた。 恩惠は S に-港 判に 伴うた。 

然し 乍ら ノアと 其 子孫の 傳記も 亦 名 譽の傳 記でなかった。 是れ亦 希望に 始まって 失 に 終った。 ノ 

ァの 子孫 は アダム の 子孫 ほど 惡し くなかった。 然し 乍ら 自己に 恃 みて 神に 賴ら ざり し點に 於て は 同じ 

であった。 ノアの 傅の 終極 はバ ベルの 塔の 建築であった。 之 を 以て 人は自 から 築いて 天に 達せん と 欲 

した。 叉 結合して 散 亂の厄 を 免が れんと 欲した。 然れ ども 「我と 偕なら ざる 者 は 我に 背き、 我と 偕に 

斂 めざる 者 は 散らすな り」 とィ H スが曰 ひ 給 ひしが 如くに、 祌を 離れた る 結合 は k 亂に 終った。 兹に 

亦 ノア を以 つてす る 世の 救扬も 失敗に 終った ので ある。 

然れ ども 人の 失敗 はまた 更らに 新たなる 救 扬の道 を 神より 呼び出した。 第 十一 章 二十 七 節に 「テラ 

の 傳は是 なり」 と ありて、 兹に亦 神の 新たなる 人類 救 拯の御 計畫が 始まった。 テラの 子が アブラハム 

であって、 彼を以 つて 選 31^ の 歷史が 始まった。 アブラハム は バベルの 地なる カル デャの ウル を 去り、 

西の方 力 ナンに 移住して 其處に 選民 發展 の途を 開いた。 そして イサク、 ヤコ ブ、 ヨセフと 三代 續 いて 

ァ ブラ ハ ム に 下りし 神の 恩惠 を承繼 した。 創世記 五十 章の 內、 四十 章はァ ブラ ハ ム 家の 歷史 である。 

記事 は 詳細に 涉 ると 雖も、 孰れ も恩惠 の記錄 である。 卽ち 救扬は 凡て 神より 51 、つと 云 ふので ある。 人 

は 自己 を 救 はんと 欲して 能 はす、 神 能く 之 を 遂げ 給 ふと 云 ふ。 イサク は アブラハムの 老年に 於て 不思 

議に 生れた る 一 子で ある。 ヤコ ブは 兄の H サゥに 代って 立ら れて恩 惠を嗣 いだ 者で ある。 ヨセフ は 兄 

弟 等に 棄られ て 反って 神の 顧みる 所と なりて ャ コブの 家の 長者と 成った。 創世記 は 恩惠の 立場より 見 

たる 人類の 初代 史 である。 


創世記 第 一 章の 精神 

I  、 太初に 祌、 天地 を 造り 給へ り。 

聖書 は 人類 救濟 の歷史 である、 祌が人 を 造り、 之 を 完成し、 之 を 己が 子と 成し 給 ふまでの 順序 過程 

を 記した る 書で ある、 聖書 は 人 を 離れて 天地 を 論じない、 天然の ために 爲る 天然 研究 は 聖書の 關與す 

る 所でない、 人の 完成で ある、 人の 救濟 である、 天の 使 等 も 知らん と 欲する 事は斯 事で ある C. 彼 得 前書 

一章 十二 節)、 故に 聖書の 初卷 である 創世記の 示さん と 欲する こと も亦斯 事に 外なら ない、 創世記 第一 

章 は 猶太 人の 宇宙 創造 說を 載せ る もので はない、 是は叉 萬 物の 起源に 關 する 科 學 的事實 を敍述 する も 

のでない 事 は 言 ふまで もない、 是れは 人類の 救^の 立場より 見た る 宇宙 觀 である、 創世記 第一章が 傳 

へんと 欲する 事は斯 事で ある、 故に 敢て此 章 を科學 的に 研究す るの 必要 は 無い ので ある、 天文 學 又は 

地質 學 又は 考古學 を引證 して 之 を說明 せんとす るに 及ばない ので ある、 創世記 は 聖書の 一部分で あれ 

ば 是れ亦 聖書 的 に 解釋す ベ き 書 である、 卽ち 人類 救濟 の 立場より 解釋す ベ き 書 で あ る。 

故に 「太初」 と は 萬 物の 太初 を 云 ふので はない、 人類 救濟の 太初で ある、 神の ぎ 業に すべて 始 初が 

あり 叉 終末が ある、 「我 は始 なり 叉 終な り」 と 彼 は 一一 一一 C ひ 給 ふた (默 示錄 一章 八 節)。 而 して 神の 聖 業の 終 
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末 は 人類の 完成で ある、 新ら しき エルサレム 備整 ひて 天より 降り、 復た死 あらす 哀み哭 き 痛み 有る こ 

と 無き に 至て 祌の 聖業は 其 終結 を吿 ぐる ので ある、 而 して 此 祝す べき 終末に 對 する 太初で あるので あ 

る、 人類の 救濟は 天地の 創造 を 以て 始まれり と 云 ふこと である、 山 未だ 生 出す、 神、 未だ 地と f 界と 

を 創せ」 り 給 は ざり し 時より、 人類 救済の 聖圖は 神の 聖 意の 中に 存し、 彼 は其實 行の 第一 着と して 天と 

地と を 創造り 給へ りと 云 ふこと である。 

人類が 救 はれん がた めに は、 然り、 我れ が キリストの 救^に 與 らんが ために は、 日月 星晨は 天空に 

懸けられ、 山 は 高く 地の 上に 擧 げられ、 海 は 深く 其 下に 掘 下げら る k の 必要が あつたの である、 我が 

救 は 容易の 事ではなかった、 是れは 我が 短 かき 一生 を 以て 成就 げらる & ことではなかった、 我が 救 

濟は 宇宙の 創造 を 以て 始 つたので ある、 此事を 思 ふて、 朝 暾水を 離れて 東天 渐く 明かなる 時、 又は 夕 

5 すづ  さら 力  す，、 ひ 

陽 西 山に 春き て 暮雲 地 を 覆 ふ 時、 又は 星 光萬點 螢火の 如くに 蒼穹に 燦爛く 時に、 我 は 我が 救 濟の神 を 

頌め、 彼に 感謝の 讚美 を默 ぐべき である。 

二、 地 は 定形な く瞎 空く して 暗黑 淵の 面に あり、 祌の靈 水の面 を 覆 ひたりき。 

天地創造の 目的 は 人類の 完成に ある、 而 して 地 は 人類の 住所と して 造られた ので ある、 神 は 人 を 造 

り 給 ふ 前に 先 づ地を 造り 給 ふたので ある。 

然るに 其 地た る や 始めは 定形な く喊. S くして 混沌た る狀 態に 於て 在った ので ある、 淵と 云 ひ、 水と 

云 ふ、 勿論 未だ 水が あつたの ではない、 隨 つて 海 も 河 もなかった、 故に 我等が 今日 稱ふ 淵の 無かった 

の は 言 ふまで もない、 「水」 は 流動 體を稱 ふ、 故に 瓦斯 を も H 1 テル を も 斯く稱 ふたので ある、 瓦 新 

の 淵で ある、 際限な く虚 {4j に擴 がりし 瓦斯の 大洋で ある、 而 して 暗 黑が此 瓦斯の 大洋 を 覆 ふたとの 事 


である、 凑愴此 上な し、 荒涼 言語に 絕 へたり とい ふ狀 態で ある、 形狀 なし 叉 光明な し、 故に X 布 望 其 中 

に 有る ことなし、 實に 造化 は 失， ば w を 以て 始まった ので ある。 

然し 乍ら 神の 靈 水の面 を 覆 ひたりき と 云 ふ、 希望 は兹に 在った ので ある、 靈 は活氣 である、 働ら か 

ん とする 生氣 である、 黑暗 淵の 面に ありし と雖も 神の 靈之を 覆 ふて 黑暗は 永久に 黑暗 として 存 すべく 

つ ふ-  はうよう  めん.：. リ にょご 

なかった、 淵 (混沌) は 永久に 淵と して 存 すべくなかった、 「覆 ふ」 は 抱擁の 意で ある、 母雞が 卵子 

つよさ  ノ. た  ^  .-1  つ 1 ぶ？ 

を 翼の 下に 抱く の 意で ある、 地 は 混沌た る こと 雞 子の 如くな りしと 雖も、 愛の 翼の 之 を 覆 ふ ありて 其 

中より 善き 宇宙 は 生るべく あった。 

豈 惟り 太初の 地の みならん 耶、 萬 物 皆な 悉く 無形に 始 つて 美 厥に 終り、 暗 黑に始 て 光明に 終り、 混 

亂に始 て 秩序に 終る ので ある、 創世記 第一章に 曰 ふ、 地 は 定形な く唛 空しく、 黑暗 淵の 面に ありと、 

默示錄 の 末 章に 曰 ふ、 

我れ 聖き 城なる 新ら しき H ルサ レム 備整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る を 見る ：.：• 城 は 日月の 照ら 

..?- 一  こひつ じ  ともしび  ， 

す こと を需 めす、 そ は 神の 榮 光之 を 照らし、 且つ 盖、 城の 月^ なれば 也 

と、 祌を ら ざる 人の 靈も、 祌を 離れし 人の 社會も 「黑暗 淵の 面に あり」 と 云 ひて、 其 混 亂の狀 を 言 

つ：  あま 

悉 して 餘す 所がない ので ある、 人に して 若し 其 儘に 放任 せられん 乎、 彼 は 永久に 混 亂の狀 態より 脫出 

する ことが 出來 ない ので ある、 然し 乍ら 神の 靈之を 覆 ふ (抱む) が 故に、 光明 中に 輝き、 秩序 其 中に 

顯 はる V ので ある、 「神の 靈 水の面 を 覆 ふ」 と、 是れ 旣に大 なる 福 昔で ある、 福音 は 幅 昔 書 を 以て 始 

まるので はない、 創世記 第一章 を 以て 始まる ので ある、 人の 心と 世の 狀 態とに 就て 一 百 はん 乎、 

地 は 定形な くして 嘴 空しく、 黑暗 淵の 面に あり 
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とせ n ふより 他に 首 は 無い ので ある、 而 して 暗 黑の 方面に のみ 注意して 我等 は 世と 人と に 就て 失 せ 

ざらん と 欲する も 得ない ので ある、 而 して 神 を識ら ざる 世と 人と は 光明の 方面 を 見る 能 はすして、 唯 

嵴 を 見て 歎じ、 泥亂を 見て 憤る ので ある、 然し 乍ら、 書 は 之に 附加 へて 一一 H ふ、 

, 祌の靈 水の面 を 覆 ひたりき 

と、 玆に 光明の 半面が あるので ある、 勸 かんとす る 愛の神の 生氣が 底な き 淵の 黑 暗の 面 を 抱む と 聞て 

失^^ 膽の耍 なきに 至る ので ある、 而 して 太初に 無形 { や： 漠の 地を複 ひし 神の 靈は 今猶ほ 地と 其 上に 樓 

むすべての 物 を： 後 ひ 抱む ので ある、 故に 希-ぼ 1- は 永久に 祌を 信す る 者の 心より 絶えない ので ある、 社會 

の： ffi 亂北ハ 極に 達する とも、 人心の 落 其 底 を 知らす とも、 祌の靈 水の面 を-俊 ふと 知る が 故に 最後の 

革 をび H んで 止まない の である。 

神 は 六日の 問に 天と地と を 造り 給へ りと 云 ふ、 卽ち之 を 六 期に 分ち て 造り 給へ りと 云 ふ、 卽ち 大略 

左の 如くで ある、 

光 をして 有らし め、 光と 暗と を 分ち 給 へり、 第一 日。 

蒼弯を 作り、 上下の 水 を 分ち 給へ り、 第二 日。 

下の 水 は 一虚に 集まり 乾け る土顯 はる、 地 (陸) と 海と を 分ち 給へ り、 陸 は 植物 を 生ぜり、 第三 

mo 

天 體 を 作りて 之 を苍弯 に箝め 給へ り、 第 i: 日。 

初めて 生物 (動 物」 を 作り 給へ り、 水に は 魚、 空中に は 鳥 を 作り 給へ り、 第五 日。 


獸類を 作り 給へ り、 最後に 御自身の 像に 象りて 人 を 造り 給へ り、 第 六日。 

始めの 三日 は 準備であって、 後の 三日 は 遂行であった、 第一 日に 光 を 有らし め、 第 四日に 光の 貯藏所 

たる 天體を 作り 給 ふた、 第二 日に 空氣と 水と (穹 蒼の 下の 水) を あらしめ、 第五 日に 空中に 飛ぶ 鳥と 

水中に 泳ぐ 魚と を 作り 給 ふた、 而て 第三 日に 陸と 其 上に 生す る 草木 を 作り、 第 六日に 陸の 上に 蕃殖す 

けもの  ふ わ V.-  じゅんび  すな ケぅ 

る獸と 人と を 造り 給 ふた、 祌の聖 業に 必す 順序が ある、 先づ 準備が あって 然る 後に 遂行が ある、 祌は 

ち から ** 力 

御自身の 能力に 任せて 氣 儘に 奇廣を 行 ひ 給 はない、 事を爲 すに 方て 必す 順序 を 守り 給 ふ、 而て 始めの 

五日 は 悉く 最後の 第 六日に 倫 ふるため であった、 御自身の 像に 象りて 人 を 造る のが 造化の 目的で あつ 

た、 天と地と は 其れが ために 造られた ので ある、 造化の 最後の 目的 は 靈的實 在 者の 出 顯と其 完成と で 

あった、 人 は 實に萬 物の 靈長 である、 星の 作られし も、 山の 築かれし も、 河の 穿 たれし も、 地が 森に 

掩 はれし も、 森が 獸を 宿せし も、 皆な 人が 顯 はれ、 彼が 完成う せられて 神の 子と 成らん がた めで あつ 

た、 

彼 を 受け 其 名 を 信ぜし 者に は 權を賜 ひて 之 を 神の 子と 爲し 給へ り ， 

と ありて、 兹に 造化の 最後の 目的 は 達せられ たので ある (約 翰傳 一 章 十二 節 )o 

然れ ども 準備 は 甚だ 永く あった、 勿論 一 日 二十 四時 間の 六日ではなかった、 幾 百 萬 年 又は 幾千 萬 年 

の 一 日 を 六. 囘 重ねた 者であった、 人 は 永劫に 涉る 祌の勞 働の 結 架 である、 神が 特に 人 を 愛し 給 ふ は ：=Ii- 

れが ためで ある、 

萬 人 救濟を 受けて 眞 现を隨 るに 至らん こと は 神の 望み 給 ふ 所な り 

たんせ い 

と ある 其现由 は玆に 在る ので ある (テ モテ 前書 二  G 四)， 人 は 神の 丹精の 作で あるから である、 彼が 傥萬 
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年 を 費して 作り 給 ふたる 者で あるから である 0 

造化の 第一 着 は 光の 出顯 であった、 光に して 現 はれ ざらん 乎、 何事 も 始まらな いので ある、 

神 光 あれと 言 ひ 給 ひければ 光 ありき 

と 云 ふ、 光 は 暗黑の 地より 發 したので はない、 神の 意識的 努力に. m て顯 はれた ので ある、 神 は 光で あ 

る OSi? 锒 一書 一 の 五)、 故に 光 は 神より 發 して 地に 俾 はる ものである、 神が 御自身より 光 を 放ちき ふま 

では 犬に も 地に も 光 はない ので ある 0 

光が 顯 はれて 暗が 分明した ので ある、 故に 謂 ふ 

神、 光と 暗と を 分ち 給へ り 

と 、 光明 出顯前 の 黑暗 は黑 暗と 稱 せんより は 寧ろ 晦冥と 稱 すべき 者で ある、 朦朧と して 判刖し 難き 者 

である、 眞の黑 暗 は 光明の 反對 である、 光が ありて 始めて 眞の 暗が あるので ある。 

何事に 於ても 雨う である、 先づ 光が 顯 はれて、 暗黑が 判然と 認められて、 然る 後に 釐 革と 進歩と は 

始まる ので ある、 所謂 不信の 狀 態は瞹 昧の狀 態で ある、 何が 善で ある 乎、 何が 惡 である 乎 判別す る こ 

と 能 はざる 狀態 である、 而 して 光 を 認めざる 多 數の人 は 此瞹味 模糊の 狀 態に 於て あるので ある、 善必 

しも 善なら す、 惡必 すし も惡 ならす と 彼等 は 謂 ふ、 彼等 はすべ て 判然なる こと を諱 み、 膝朧 なる を稱 

して 美的な りと 云 ひ、 其 蔭に 藏れて 不得要領の 意味な き 生涯 を 送る ので ある。 

然れ ども 一日 神 彼等の 心に 臨み、 光 あれと 言 ひ 給 ひて 光 ある や、 彼等 は 始めて 光を認 むる と 同時に 

又 暗 をも認 むる ので ある、 其 時 彼等の 心の中に ありて 神、 光と 暗と を 分ち 給 ふので ある、 祌の 光に 接 


して 人 は 始めて 罪の 罪た るを認 むる ので ある、 言 ふ 莫れ人 は 生れながら にして 能く 善惡の 差別 を 知る 

と、 然り、 朦朧と して 之 を 知らん、 然れ ども 判然として 之 を 知らざる なり、 彼等 は 多くの 惡事を 善事 

として 行 ひつ、 あり、 

光に 命じて 暗より 照 出で しめたる 祌、 我等 をして ィ H ス キリストの 面に ある 神の 榮光を 知る の 光 

を顯 はさし めんた めに 我等の 心 を 照らし 給 へ り 

と ある 此 光明 接受の 實 験に 與 かる を 得て 始めて 判然と 善惡の 差^ を 明かに する 事が 出來 るので ある。 

故に 先づ 第一 に 光 をして 有らし めよ、 然り、 光 をして あらしめ よ。 

明暗の 判別、 是れ 造化 第一 日の 事業であった、 是れに 次いて 上下の 判训 があった、 

神、 言 ひ 給 ひける は 水の 中に 弯蒼 ありて 水と 水と を 分つべし、 神、 穹蒼を 作りて 弯 蒼の 下の 水と 

寫 蒼の 上の 水と を 分ち 給へ り、 卽ち斯 くな りぬ。 

と ある、 穹蒼は 天 i であって、 地 を 蓋ふ圓 天井で ある、 神 は 之れ を 以て 上下の 水 を 分ち 給へ りと 云 ふ、 

實に 幼稚なる 宇宙 觀 である、 然しながら、 明暗の 刺 別 ありて 後に 天地の 判別 ありたり との 觀察は 決し 

て 過誤で はない、 若し 科擧の 言辭を 以て 言 ふなら ば、 天 體地體 の 分化 玆に 始まれり と 言 ふので ある、 

無涯 の 宇宙に 上下な しと 言 ふ を 得るな らん も、 然し 乍ら 天 を 上と 稱し地 を 下と 呼ぶ は 常識 の 然ら し む 

る 所で ある、 天地の 區刖、 上下の 判別 は 必す無 かるべからざる 事で ある。 

而 して 此 事た る 單に 現象 的 宇宙に 限らない、 すべての 事に 於て 進步の 過程と して 必然 起るべき 事で 

ある、 事物の 上下の 差別 は其價 値の 差別で ある、 何に が贵 くして 何が 賤 しき 耶、 何が 天に 屬 すべき 者 
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であって 何が 地に 鶴すべき ものである 耶、 其^e^fをl::^するは敕濟の必要條件でぁる、 而 して 神 を識ら 

ざる 多数の 人 は 事物の 此評價 を 明かに せす して 幽暗の 間に 彷徨 ふので ある、 或 ひは賤 しき 人 を 貴族と 

して 仰いで 其 前に 跪き、 贵き人 を 國賊と 見做して 彼を磔 殺す、 砂 磯に 類す る 黄金 を財寶 として 重んじ ^ 

金剛石よりも 尊き 正直の 心 を 塵埃 汚^の 如くに 扱 ふ、 祌の 光明に 接せす、 其靈的 造化に 與 からざる 者 

の 事物の 評 價は斯 くも 上下 を顚 倒して 居る ので ある、 玆に 於て か 彼の 心 靈の虛 空に 穹蒼 成り、 上の 水 

とドの 水と を判刖 する の 必要が あるので ある、 天 は 天、 地 は 地、 天に 屬 ける ものと 地に 霉 ける もの、 

永久 的の ものと 暫時 的の もの、 神の 露と 人の B と、 此^^が 明瞭に ならす して 霊魂の 救^ は 行 はれな 

いので ある、 明暗の 判^に 次ぐ に 上 1^ の 判別が ありて、 玆に 造化 は 第二 日の ェを竣 へたので ある。 

光顯 はれて 明暗の 判刖 あり、 穹蒼 成りて 上下の 判^ あり、 次ぎに 來 るべき は 水陸の 區^ である、 動 _ 

不動の 判刖 である、  ， 

神 首 ひ 給 ひける は、 天の下の 水 iJn 處に 集りて 乾け る土顯 はるべし、 卽ち斯 くたり ぬ、 祌乾 ける 

土 を 地と 名 づけ、 水の 集まれる 所 を 海と 名 づけ 給へ り。 

動く 海と 動かざる 睦、 漂流 常な き 水と 萬 古變ら ざる 山、 造化 第三 段の 進歩 は此 判別で ある、 進歩 は 

分化で ある、 判^で ある、 光と 暗との 判^、 上と： 卜との 判^、 之に 次いで 海と 陸との 判^、 斯 くして 

定形な き 者 は 定形 ある 者と なり、 造化 は徐々 として 完成に 近づいた ので ある。 

海 は變動 窮 なき^ 態で ある、 不安 不定、 移り き 有様で ある、 預言者 ィザャ は 祌に叛 きし 民の 狀 

態に 就て 述べて 曰 ふた、 


彼等が 嘯 響めく は 海の 嘯 響めく が 如し、 若し 地 を 望まば 黑 暗と 患難 あり 

と (W 赛亞書 五 章 三十 節)、 又 使徒 ャ コブは 信仰の 定まらざる 人の 有様 を， 叙して 

疑 ふ 者 は 風に 撼 されて 翻へ る 海の 浪の 如し 

と 首 ふた (雅各 書 一章 六 節〕、 之に 反して 人の 救^ は 完成せられ、 地に は 平康、 人に は 恩惠充 るの 狀態を 

述ぶ るに 方て 默示錄 記者 は 曰 ふた、 

海 も 亦. る ことなし 

と (二十 一章 一節)、 騷 亂の狀 態、 不安の 狀態、 懷 疑の 狀態、 煩悶の 狀態、 之 を 海と 一一 ーーロ ふたので ある、 海 

は 地上の 混亂 である、 其 淵で ある、 天地の 差^が 立て 後に 猶ほ， 黑喑は 地上の • の 面に あつたの である。 

つち あん  ど "I -5 

而 して 始めに 「光 あれ」 と 言 ひ 給 ひし 祌は叉 「乾け る土顯 はるべし」 と 一一 一一 口 ひ 給 ふたので ある、 怒濤 

溝湃 たる 海の 中より 堅岩洪 波を碎 く睦顯 はるべし と 一一 一一 口 ひ 給 ふたので ある、 而 して 神の 言に 應 じて 堅く 

して 乾きた る 土は顯 はれた ので ある、 其 如く 我動搖 せる 靈の 海の 中より 神の 言に 應 じて 堅き 動かざる 

信仰の 巖は顯 はれた ので ある、 我 は 其 時 詩人の 首 を藉 り て 言 ふたので ある、 

M ホバ よ 爾恩惠 を 以て 我 山 を 堅く 立て 給へ り 

と (詩篇 三十 篇七節 y キリスト は 我が 靈 魂の 巖 である、 而 して 彼 を中樞 として 我が 信仰の 山 は 懐疑の 海 

の 上に 立つ ので ある、 

M ホバ よ 爾の眞 實は萬 世に およぶ、 爾地を 堅く 立てた まへば 地 は该に 在り 

と ある：：： 仝 百 十九 篇 九十 節)、 喑黑の 中に 光明 あらしめ、 瞎空の 中に 上ドの lEi; 別 あらしめ 給 ひし 神 は、 又 

海の 中より 陸 を 起し 給 ひて 其 恩 惠の聖 業 を 績け給 ふたので ある。 
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先づ光 あり、 次に 空氣と 水と あり、 其 次に 靑草を 以て 掩 はれた る 陸 現 はる、 斯くて 生物 發 生の 準備 

けらの 

成り、 魚と 鳥と 現 はれ、 次に 獸現 はれ、 最後に 造化の 目的物た る 人が 造られた ので ある。 

創世記 第一章 第一 節 

「元始に 神 天地 を 創造り 給へ り」 實に 偉大なる 一 百辭 である、 之に 勝る の fin 辭は 天上 天ド 他に 布ら 

、 一  いつつ  こと は  00  0  0  0  00 いづれ 

うと は はれない、 五 筒の 大 なる 言より 成る 一節で ある、 元始、 神、 天、 地、 創造、 孰 も E 大 なる 一 百 

である、 五箇の 大 世界 を 以て 形 成られた る 大-: 予宙の 如き 觀が ある。  . 

「元始」 何の 元始で ある 乎、 勿論 神の 元始で はない、 神 は 無窮であって 始 もなければ 終 もない、 

故に 元始と 云へば 云 ふまで もな く 天と地との 元始で ある、 卽ち萬 有の 元始で ある、 此 無窮なる が 如く 

に 見 ゆる 宇宙 萬 物、 之に 元始が あつたの である、 故に 終焉が あるので ある、 卽ち此 天地が 無かった 時 

があった ので ある、 神の みが 在まして 他に 何物 も 無かった 時が あつたの である、 遠大なる 過去、 人 は 

之 を 想像す る 事が 出来ない、 然し 斯 かる 時が あった こと は確實 である。 宇宙 は大 なりと 雖もー の 製造 

物に 過ぎない ので ある。 

「神」 在りて 在る 者 (I  i  that  I  i)、 無窮の 實在 者、 天地の 在ら ざり し 前に 在りし 者、 何 

者に も 造られざる 者、 父の 父に して 父 を 有ざる 者、 .0H 由廣 しと 雖も之 を 包含して 之に 包含され ざる 者、 


あはれ み  め ，*、 み  め， V み t こ IJ 

宏大 無邊、 憐憫 あり、 恩惠 あり、 怒る ことの 遲き、 恩 惠と眞 實の大 なる 者、 是れが 神で ある、 名を附 

すべから ざる 者、 然 かも 人の 靈に 最も 近き 者、 神と 云 ひて 我等 は 無限 を 云 ひ、 凡の 凡 (All  ill  All) 

を 云 ふので ある。 

「天」 地 以外の すべての 物體を 指して 云 ふ、 月と 日と 太陽系に 屬 する すべての 遊星、 蒼 穹に辉 く 

幾千 萬の 星、 星雲、 星 河、 オラ イオン、 プライア デス 其 他ぎ の 星座、 之 を總稱 して 天と 云 ふ、 宏大 莊 

美、 之 を 叙述す るに 足る の "言 辭ぁ るな しで ある。 

「地」 人類の 置かれし 此地、 直徑 僅に 八 千 哩の小 球な りと 雖も、 神の 像に 象られて 造られし 人 を 

置かん が爲に 造られし 宇宙の 樂園、 べッレ ヘムの ュダの 郡 中に て 至 小き ものた るに 拘 はらす 民 を牧ふ 

いと ち ひさ 

べき 者の 其 中より 出しが 如くに、 恆 Sil ー遊虽 の 中に 在りて 至 小き 1& なりと 雖も、 神の 子と 稱 せられて 萬 

物 を 治む るの 權能 を與 へられた る 者、 卽ち 人が 其 上に 現 はれた ので ある、 地 は 量に 於て 小な りと 雖も 

質に 於て 大 である、 宇宙 廣 しと 雖も 地の 如くに 美 はしき 所 はない ので あらう、 是れ祌 が 其 獨子を 降し 

て 御自身に 贖 はんと 欲し 袷 ひし 者であって、 之 を 全 宇宙の 道德 的中 心と 見 \ ^誤らない ので あらう。 

「創造」 無き もの を 有らし むる の 意で ある、 理想 實 現の 意で ある、 詩人が 其 思想 を 韻文に 現 はす 

が 如き、 美術家が 其の 理想 を 彫刻 又は： 畫叉は 樂譜に 現 はすが 如き 之れ 皆な 創造の 類で ある、 創造 は 

製作であって 製作 以上で ある、 製作 は旣に 有る 物 を 以て 未だ 有らざる 者 を 作る ことで ある、 創造 は 未 

だ 無き 物 を 我に 出す 事で ある、 製作 は 機械 師の 事で あり 創造 は 天才の 業で ある、 意志と 理想と 技巧と 

ありて 創造 は 成し遂げら る \ の である、 工作の 至極、 之を稱 して 創造と 云 ふと 謂 ひて 誤らない と 思 ふ。 

はじめ  つ，、  .UG づ  つ ，、 

「元始に 神 天地 を 創造り 給へ り」、 天地 は自 から 出來 たので はない、 神が 創造り 袷 ふたので ある、 
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進化論と 云 ひて 物質が 自 から 現 はれ、 自 から 進化して 天 地 萬 物と 成った ので はない、 神が 之 を 造り 給 

0  0  0  0  0  0  OOOOOO0OOOO00OO 

ふたので ある、 又 祌是れ 宇宙で はない、 宇宙 は 神に 由て 造られた ので ある、 祌は 宇宙と 同體 ではない、 

神 は 宇宙 を 造り 之 を 支へ 之 を 持 緩し、 以 つて 彼の 目的 を 達し 給 ふので ある、 聖書 は卷頭 第一 に 「元始 

に 神 天地 を 創造り 給へ り」 と ip へ てダ ー ウィンの 進化論 を排し スピ ノ ー ザの 凡 祌論を 斥けた ので ある、 

宇宙 は 神の 手の 作で ある、 ，自 から 出来た 者で はない、 勿論 神で はない。 

神に 由り て 造られし 宇宙 は 言 ふまで もな く 完全で ある、 精巧で ある、 此の 宇宙の 中に 在りて 地球が 

慧 星と 衝突して 破壞 する やうなる 事 はない、 如何に 完全なる 時計と 雖も 宇宙の 完全なる が 如く 完全な 

る 能 はす、 人の 作りし 機械 は 神の 造り 給 ひし 宇{由 の眞似 事に 過ぎない ので ある、 叉 完全なる 宇宙で あ 

れば 人が 之を氣 儘に 使 ふ 事 は 中1 來 ない、 宇宙 は 一 おの 法則の 下に 造られし 者であって 之 を 使 ふに は 其 

法則に 服從 しなければ ならない、 神の 造り 給 ひし 宇宙で ある、 故に 敬虔 以て 之に 當ら なければ ならな 

い、 H ホ バ其聖 殿に 在し 給 ふ、 世界の 人 其 前に 靜 にすべし である、 天地 は 神の 聖殿 である、 ソ a モン 

が 一 國の富 を 擧げて 七 年 を 費して 建てし と 云 ふシォ ンの 山の 聖 殿に 勝る の聖 殿で ある、 人 は 共^に あ 

りて 其 造 主 を敬畏 せざる ベから す、 然るに 何者 ぞ、 此聖- 殿の 內 にありながら 劇場に 在る が 如きの 感を 

後き、 醉酒 放蕩の 中に 北ハ 生涯 を 送る と は、 神の 造り 給 ひし 天地で ある、 故に 祌の爲 に 使用すべき 者で 

ある a 

もろく けもの や. へ  け 5！ もの わが もの  ナベて  け S けもの 

林の 諸の 獸、 山上の 千々 の 牡 畜は我 者な り、 我 は 山の 凡の 鳥 を 知る、 野の 猛獸は 我 有な り、 世界 

とその 中に 充る ものと は 我 有な り 

と 言 ひ 給 ひしが 如くで ある (詩篇 五十 篇十— 十二 節)、 然り金 も 銀 も 鐵も銅 も 山 も 林 も 野 も 原も而 して 其 


中に 充る 凡の 物 は 悉く 神 の 造り 給 ひし ものであって 彼の 有で ある、 然るに 人類 は 極めて 少数者 を 除く 

の 外 は 此簡單 に し て 明瞭なる 事 を 知らな いので ある、 彼等 は 神 の 造りし 物 を 我 有と 見做す ので ある、 

曰く 我が 山林、 我が 原野、 我が 家畜と、 彼等 は 財 t:- と稱 して 之に 對 する 己が 權利を 中-張し、 人の 之 を 

侵 {^ する あれば 腕力に 訴 へ て も 之 を 守らん とする、 彼等 は 皇帝の もの は 之 を 皇帝に 納 むる 事 ある も 神 

の もの は 之 を祌に 納めん としない、 神の 造り 給 ひし 撒 萄園を 奪 ひ 其 主人 を 殺し 以て 己が 所有 權を 擅 

にす るので ある (馬 太傳廿 一 章 三 三 節、 以下)。 神 「此 等の 惡人を 甚く 討滅 し」 給 は ざらん やで ある (四十 一 

節)、 神の 造り 給 ひし もの を 己が 有と 見做す、 戰爭の 起因 は此 におる ので ある、 盗賊 相 冗に 奪 ひし も 

のを爭 ふので ある、 人類 は盜贼 である、 彼等 は 神の 造り 給 ひし もの を 奪 ひて 之 を 相互の 間に 爭 ひつ & 

あるので ある、 人類が 神の 萬 物の 所有 權を認 むる まで は 戰爭は 止まない、 彼等 は 神の もの を 奪 ひし 其 

靠の結 菜と して 相互に 對し て戰爭 を 宣告し 相： 立 を 屠り 以て 神に 對 して 彼等が 犯せし 强 奪の 罪 を 相 一.t.; の 

問に 罰しつ k あるので ある。 

「一 兀始に 神： 大地 を 創造り 給へ り」、 祌は 無暗に 手當り 次第に 天地 を 造り 給 ふたので はない、 或る 明 

確なる 目的 を 以て 之れ を 造り 給 ふたので ある、 義と 愛との 神の 造り 給 ひし 天地で あれば 終に 義と 愛と 

を實 現せ ざれば i- まない 害で ある、 神の 創造が 失敗に 終り やう 害 はない、 彼が 永久に 之を惡 人の 濫用 

に 委ね 給う と は 如 W しても 思 はれない、 彼 は r 此 等の 惡人を 甚く 討滅し 期に 及んで その 果を納 むる 他 

の 農夫に 葡萄園 を 貸 與へ給 ふ」 に 相違ない (馬 太傳廿 一章 四 一節」、 故に 今日の 惡 人の 跋扈、 不義 不虔の 

横行、 是れ 暫時 的の ものであるに 相違ない、 「元始に 神 天地 を 創造り 給へ り」、 故に 終末に 神 之 を 己 

に 牧め給 ふべ し、 神 は 己が 造り 耠ひ しもの を 己に 奪還さん とて 臨り 給 ふ、 之れ を稱 して 審判の 日と い 
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ふ、 ち祌の 勘定日で ある、 萬 物の 復興、 義人の 復活、 惡 人の 討滅、 天地の 完成、 是れ皆 元 i に 神が 

大地 をお" 造り 給 ひし 其 必然の 結 架と して 起るべき 事で ある。 

「元始に 神： 大地 を 創造り 給へ り」 と は 聖書 卷頭 第一 の首辭 である、 「我れ 必す i に 至らん、 ァ ー メ 

ン、 中； ィ H スょ來 り 給へ、 願く は主ィ H スの 恩寵す ベての 聖徒と 共に 在らん こと を」 と は 聖書の 最終 

最後の 首 辭 である、 斯くして信仰を以て始まりし聖書は希&^！を以て終って居るのでぁる、 「我等 信仰 

に 由り て 諸の 世界 0K 地 萬 物) は 神の 言に て 造られ、 如此見 ゆる 所の もの は 見るべき 物に 由り て 造ら 

れ ざる を 知る」 と ある C; 希 伯來書 十一 章 三 節」、 祌に 由る 天地の 創造 は 信者の 信仰 第一 である、 「is-.lfQ 

生命なる キリストの 顯 はれん 時 我等 も 彼と 共に 榮の 中に 顯 はる、 也」 と ある 2H 羅西書 三 章 四 節)、 キリ 

ストの 再顯と 之に 伴 ふ 信者の 榮 化と は 彼等の 最大 希&, - である、 初めに 神に 造られし 萬 物 は 終りに 兹に 

至らざる を 得ない、 神の 造り 給 ひし 天地、 之が 混沌に 終り やう 害 はない、 天地 は 神の 工作で ある、 故 

に祌の 目的 を 達して 主ィ H スの 恩寵 をす ベての 聖徒に 下す に 至る や 必然で ある、 實に 聖書 卷頭 第一 の 

首辭の 中に 聖書の 全部が 包含 まれて あるので ある。 


I 萬 物の 原始 

第一 節 元始に 神 天地 を 創造り 給へ り。 

儒 敎の總 て は 學而の 一節に 籠り 居る と は 余の 曾て 聞きし 所な り、 正 當に之 を 解せば 或は 然る や も 知 

れす、 創世記 は 基督 敎 聖書の 最始の 書に して 其 第 一 章 第 一 節 は 其內に 基督教の 總てを 含み 居る や も 知 

れす、 其 深淵 量るべからざる の 一一 百なる 事 は 之 を 一 讀 して 明かな り。 

「， 元始」 は 何の 始め 乎、 若し 始め あれば 終な かるべ からす、 是れ祌 の 存在の 始めに あらざる は 明か 

なり、 そは始 ありて 終 ある 者は祌 にして 祌 にあら ざれば なり、 祌は 造て 造られざる 者な り、 生んで 生 

れ ざる 者な り、 始 ある もの は 神に あらす、 「元始」 の 一 言の 神に 關係 なき は 勿論な り。 

然 らば 何の 「元始」 か。 

勿論 天地の 始めな り、 此廣 大無邊 の 宇宙、 是れ 木の 如く、 草の 如く、 人間の 如く、  ^蝣の 如き 始ぁ 

りて 終り ある 者、 卽ち 造られし 者に して 終に は 消 ゆる 者、 卽ち 時限 的の もの， なり、 旣に 「元始」 と 云 

ふ、 是れ 其の 曾て 存在せ ざり し 時 ありし を證 明す るの 一一 一一 口な り。 

「神」、 在て 在る 者、 在 さ る處 なきの みならす、 在 さ りし 叉 は 在 さに らん 時の なき 者、 靈 にし 

て 又 力、 義 にして 叉 愛、 首 行 一致して 其 一一 一一 n や 行 はれ、 行 はすして は 首 はざる 者、 唯一 の 完全 者、 萬 物 

の 造 主、 人間の 父に して 又 其 友、 天と地と 其內に 在る 總 てのもの は 如斯き 者の 造り 給 ひし ものな り。 

祌.' 彼 は實に 存在す る 者なる 乎、 彼が 宇宙 を 造りし との 證據 は何處 にある や、 世に 無神論 を唱ふ 

者 多き に 非す や、 誰か 肉眼 を 以て 祌を 見し 者ぞ ある、 神が 宇宙 を 造りし と 云 ふ、 妄誕 も亦甚 しからす 
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やと、 然れ共 創世記の 記者 は 如斯き 無益なる 問題に は 頓着せ ざり しなり、 彼 は 子が 父の 在る を識 りし 

が 如くに 神の 在る を 知れり、 彼に 取りて は 神の^ 在 ほど 確かなる 事實 はな かりし なり、 宇宙 は 幻なる 

や も 知れす、 然れ ども 赏の 實は祌 なり、 神の^ 在 を 疑 はん 乎、 是れ 存在 其 物 を 疑 ふ 事に して、 神 を 信 

ぜ すして 實は 確信なる 者 はなき 害な り、 創^記々 者 は哲學 者に 非す、 又祌學 者に も あら ざり したり、 

彼 は 先づ神 の ^在 を 證據立 て 然 る 後に 彼の 記述に 着手せ ざり しなり、 彼 は 神の 實在を 自明 的眞现 とし 

て 受けたり、 彼 は 或は 迷信 {kA なり しゃも 知れす、 然れ ども 彼が 今日 世に 稱 する 疑 ふの みに して. 曾て 信 

ぜ ざる 哲學 者の 類に あら ざり し は 明かな り。 

若し 祌の實 在が 自明 的眞理 なりと せば、 何故に M 人 も 直に 之 を 信す るに 至らざる、 有神論 者の 小數 

にして 無神論者の 多數 なる は是れ 何の 故ぞ と、 是れ 吾人の S 々耳に する 質議 なり。 

人が 神の 實在を 認め 能 はざる は 彼の 腦 力に 不足 あるが 爲 めに 非す、 大學院 に 入て §〔 學を 修め 役る 者 

が必 しも 神 を 認め 得る 者に 非す して、 正直に 農業に 從事 する 昔時の 豫 首 者ァモ スの 如き 者が 最も 能く 

神の 事に 就て 識る 者な り、 神 は 推理に は あらざる なり、 神は靈 にして 眞 なり、 故に 靈 ならす 眞 なら ざ 

る 者 は 如何に 透明なる 腦紫を 有する にもせ よ 神を認 むる 事 能 はざる なり、 利愁 主義の 哲學 者はド コま 

でも 利 慾 主義 を 主張す、 余 は 未だ 哲學に 由て 主義 を更 へし 人の ありし を 知らす、 彼れ 或は 非常の 困難 

に際會 して、 或は 積善 家の 愛 心に 感じて 彼の.^ 義 と哲學 と を變更 する に 至りし 事 は あらん、 然れ ども 

單 に推斷 (Ratiocination) に 依ての み祌は 認めら るべき 者に 非す。 

「愚かなる 者 は 心の中に 神な しと 云へ り、 彼等 は 腐れたり、 善 を 行 ふ 者な し」 と (詩篇 第 十 £ 篇 一節)、 

卽ち 書記 者の 說に 依れば 神の 布 在 を 信ぜざる 者 は 愚かなる 者、 腐れた る 者な りと なり、 言 甚だ 獨斷 


的に 似たり、 然れ ども 能く 其 眞意を 探りて、 記者の 此言 の眞に 事實に 近き を 知るべし、 眞に 正義に し 

て 眞に眞 面目なる 者、 眞に愛 心 深く して 眞に 無私なる 者、 眞に 人の 善 を 思 ふて 其 惡を意 はざる 者に し 

て、 神の^ 在を閜 いて 之 を 否む 者 あるべ からす。 

「天地」、 現象 的 宇宙の 總て、 天と地と 其內 にある 總 ての 者、 虽と 日と 月と は 勿論、 地と 其，？： に 在 

る總 ての 纖 物と 植物と、 而 して 人と 彼の 中に る靈 魂と、 是れ總 て 神の 造りし ものな りと なり。 

「創造り 給へ り」、 希伯來 語の bara なり、 創造の 意な り、 旣に^ 在せ る もの を 取て 之 を 改造せ し 

との 意に あらす して、 天地 萬 物 を 創作せ りとの 意な り、 工匠が 木と 石と を 以て 家 を 作る が 如くに あら 

すして、 美術家が 粘土 を 取て 像 を 作る が 如き. に 非す して、 彼の 一 富 を 以て、 彼 自身の 中より 神 は： 大地 

を 造り 給へ りとの 意な り、 .haril 必 しも 無より 有 を 作りし との 意に あらざる べし、 そ は 旣に祌 在て 後 

の 創 逸 なれば、 是 れ絕對 的の 創始に は あらざる なり、 然れ ども 神の 創造の 人の それと？； ハ なる 點は人 は 

僅かに 比較的に のみ 創作的な るに. て絕對 的に 然る 能 はざる に 比して、 祌は 何人に も 化 物に も 賴るこ 

となく、 自身、 彼れ 自身より 總 てのもの を 作り 給 ふたり、 ^に 絕對 的に 獨立， なる もの は 神の みに して- 

亦 絕對的 創作者たり 得る 者 は 彼のみ、 神 は 一 の 宇宙 を 改造して 他の 宇宙 を 作り 給 は ざり しなり、 彼 は 

亦 彼れ 以外に^ 在す る 者 を 取て 彼の 宇宙 を 作り 給 は ざり しなり、 又 天地 は 神の 造りし ものな り、 祌自 

身 叉 は 神の 一 部分に は あらざる なり、 祌の 作りし 者なる が 故に 神聖なる は 勿論 なれ ども 之 を 神たり と 

は 云 ふ を 得す、 神聖なる こと k 祌とを 混同す る 者 は 物と 物の 性質と を 混同す る 者に して 如 斯き者 は 反 

て 神 を瀆す 者な り、 偶像 崇拜の 非理 は 此に存 す。 

「元始に 神 天地 を 造り 給へ り」、 此 一 節に 基督 信者の 宇宙 觀と 人生観の 一 部と あり、 .：-HS 大 たりと 
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sfts 究  一二  s: 

雖 ども 神に 造られし もの、 故に 神が 之 を變更 し、 叉 は 改造し、 又 或る 場合に 於て は 其 運行 を 中止し 叉 

は 早め 得る は 勿論な り、 こ k に 於て か 奇跡なる もの-^ 信じ 難き 者に 非る は 明お となるな り、 神に 造く 

られ たる 宇 {.£ が 神の 支配 を受 くる は當然 にして、 彼が  一 一一 一一 II の 下に 其 波を靜 め、 其 地球の ：！ 轉を 一 時 中 

4- したれば とて 決して 怪しむ に 足らざる なり r 基督 敎は 宇宙 莴能說 を 取らす、 基督 敎は神 は 宇宙の 上 

に 立つ 者なる を 知る が 故に、 其 信者 は 神に 依敏 して 宇宙の 奴隸 たらざる を 得る たり、 旣に 神の 造りし 

-:. 于宙、 然れば 是れ我 父の 園に して、 我 其 中に 住して 恐怖 ある 可ら す、 我れ 吾圃を 去て 他國に 行かん か、 

神 必す其 所に あり、 我此 地球 を 去て 木星 又は 水 BijI に 至らん か、 彼必す 其處 にあり、 彼 は オラ イオン 星 

にあり、 プライア デス t 生に あり、 而 して 遠く 此 宇宙 を 離れ 他の 宇宙に 至る も 我が 父 は 亦其處 にあり、 

神と 和し 神の 子と なりて、 宇宙 は 美 はしき 樂国 となり、 我れ 其 所に 彼の 偉業 を 讚へ、 口 に 彼の 榮光を 

唱 へながら 死の 睡眠に 就く 時 は 彼 は 再び 彼の 聖 手に 我 を 受けて、 新ら しき 天地、 新ら しき H ルサ. レム 

に 我 は 永久に 彼の 変名 を 讚 ふるに 至らむ。 

二 天地の 創 造 

第二 節 地 は 定形な く曠空 くして 黑暗 淵の 面に あり、 祌の靈 水の面 を 覆 ひたり。 

「地」、 此 堅き 地、 岩 を 以て 骨と なし、 川 を 以て 脈と なし、 海 を 港え、 氣を 以て：^ まる K 地球、 週 

蹈ニ萬 五 千 哩の大 固形 體、 天地の 元始に 方て は是れ 如何なる 物體 なりし ぞ。 

「定形な く」、 固形 體 なら ざり しのみ ならす、 液體 なら ざり しのみ ならす、 地に 形と して 認 むべき 


もの は 一 として 存せ ざり しなり、 定形な しと は 無形の 意に あらす、 希伯來 語の ト ー フ ー (tohu) に 荒 

魔の 意 あり、 又 虚無 を 意味す る 事 あり。 

「曠 空しく」、 ボ ー フ ー (bohu)、 其 原意に 於て ト ー フ ー と 異なる ことなし、 二 語 相 合して 茫漠の 

甚だしき を 示す、 物の 混沌た る を 希伯來 語に て は 「ト ー フ ー 义ボ ー フ ー」 と 云 ふ、 社 會混亂 の 狀を示 

すに 亦 此聯語 を 用 ゆる こと あり、 (以賽 亜 書 第三 十 W 章 十 一 節參考 )。 

r 黑暗， r 光明の 不足に あらす して、 其 皆無の 狀態を 云 ふ、 神 未だ 光 を 呼び 起し 給 は ざり し 時 なれ 

ば、 其 闇 黑の狀 は 吾人の 想像 以外に あり、 絕對的 暗黑、 星な く 月な かりし のみなら す、 波濤の 揚がる 

と 同時に 海面 を 照らす 憐光 すら もなかり しなり、 或は 此狀 態を稱 して 固形 的 闇 黑と云 ふこと あり、 卽 

ち 闇黑其 全部 全體を 占めて、 色な く 光な く、 1  曰き 事 鍊魏の 一塊、 內にー 罅の 虛を 留めざる が 如し。 

「淵」、 河 海 叉 は 沼 澤の淵 を 云 ふに あらす、 此時 未だ 水の 乾燥 を 潤すな く、 河の 生命 を 供す るな し、 

淵 は 混^の 淵な り、 底 無き 暗き 空間の 淵な り、 其 深き 事 限りなく、 其 凄き 事 限りなく、 岸 有て 靑笞の 

之 を 装 ふなく、 底 有て 砂礫の 水 を 遮るな し、 曠空の 淵 は 無限より 無限に 涉 りて、 整齊 秩序の 希望の 絶 

えて 其 中に 存 するな し、 山 あり、 川 あり、 花 あり、 泉 ありて If^: 人の 心身 を歡 ばす 此 宇宙 も 其 元始 は 如 

斯き 空漠の 淵たり しなり。 

「神の 靈 水の面 を 覆 ひたりき」、 玆に云 ふ 水と は 水素と 酸素との 化合物 を 云 ふに あらす、 そ は此時 

未だ 水なる 者 は 造られ ざれば なり、 水 は 淵に 對 して 云 ふ、 萬 物 猶ほ曠 空 混沌の 狀 態に ありし を 形容し 

て 云へ るな り、 恰も 英語の fluid なる 詞の 如し、 必 しも 液體を 指す の詞 にあら すして、 瓦斯 體 にして 

其 分子の 流動す る 者 を も 亦 此詞を 以て 示す 事 あり、 希伯來 語の マイ I ム (水) にも 亦此 意味 ありと 云 

お 水 W 前 S.SJ  1 一一 五 
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「覆 ふ」 は 鶴が 寞を 以て 其 雛 を 覆 ふの 狀を 示す の詞 なり， 卽ち 愛育の 意に して 意味深長 計る ベから 

地 は茫々 漠々 { 化 形な くして 空虚の 如く、 黑 闇 深淵 を 包みて (「 面に あり」) 萬 物 混沌 を 極めし 時、 神 

の靈は 牝鷄が 翼 を 以て 其 雛 を 覆 ふが 如く、 此 暗き、 希望な き、 秩序な き、 元始の 宇 窗を覆 ひたれば、 

之に II 發、 啓 導、 進歩、 改善の 希ば ェは存 せし なり、 神 は 凡ての 秩序の 眞元 なり、 神 ありて 平和 あり、 

調和 あり、 美術 あり、 昔樂 あり、 物質 は 其 本性に 於て 戰亂 的な り、 之 をして 其 本性の 儘たら しめん か、 

整. 现 なる もの 其 中より 來る なし、 神の 靈の其 中に 注 人 せらる k 丈け 夫れ 丈け 物質 は 和合 一 致す るな り、 

造化が 其 完全に 達する 時 は 神の 靈が之 を 透 通す る 時に して、 進歩の 多寡 は此透 通の 度 如何に 依るな り、 

祌の靈 が 僅かに 其 表面 を 覆 ひし 時 は 宇宙が 泥亂を 極めし 時に して、 ^^ー  の 靈が其 M 髓 をまで 感化せ し 

時が 北ハ新 天地と なりて、 新婦の 如く その： 犬より 降る 時な り、 然れ ども 如何に 混亂を 極めし 時と 雖も神 

の 靈の之 を 放棄せ し 時 は あら ざり しなり。 

慰めよ、 宇宙、 慰めよ、 人類、 闇 黑汝の 面 を 覆 ひ、 汝に 一 點の希§"^!の^せざる時、 汝に 一 定の 目的 

なぐ、 汝は唯 無限の 淵に 辗轉 する 時、 汝の 父の 靈は汝 を 覆 ひ、 汝を 導きて 汝 をして 終に 光明の 域に 至 

らし めん 0 

第三 節 神 光 あれと tH ひ 給 ひければ 光 ありき。 

整现 第一 着 は 光の 現 中 I にあり、 其 如何なる 方法に 屮 I づ べき 乎 は 泡 ほ 未だ 問 ふべき 所に あらす、 先づ 


光明 をして あらしめ よ、 然 らば 秩序 は 始まらん、 黑 暗の 宇宙に 希望 現 はる。 光な り、 是を發 する 太陽 

ゾ ノヤ 力 ル ライト 

にあら す、 星に あらす、 かの 黄道光の 如き もの、 或は 彗星の 後に 從ふ長 尾の 如き もの、 分子の 衝動に 

依て 生す る 微光な りしな らん、 黑暗靜 止の 宇宙に 運動の 與 へられて、 分子 は 分化 を 始めて、 光 是が爲 

めに 發す。 

神に 在て は 言 へば 行 はる、 彼の 力の 意志に 伴 ふ、 彼 は 思 ふ て 行 ふ 能 はざる 吾人 人類 の 如き 者に あら 

す、 行 は ざらん と 欲せば 言 はす、 雷へば 行 ふ、 祌に 在て は 彼の 言を實 行す るに 足る 總 ての 力 備 はる、 

意志と 行動との 一 致 は 最も 完全に 神に 於て 現 はる。 

第 四 節 祌光を 善と 觀 たまへ り、 祌 光と 暗と を 分ち 給へ り。 

「善と 觀 たまへ り」、 滿 足し 給へ り、 彼の 聖 意に 適へ りと 認め 給へ り。 

光明な り、 暗黑 なり、 光明 は 暗 黑の裡 に 有て、 其 一 小 部分た るに 止まりし も、 然 かも 明 は 明、 暗 は 

暗、 二者 相 混同して、 黄昏 薄暮の 狀を呈 せす、 朦朧たる は 神の 嫌 ひ 給 ふ 所、 分化 は 天然の 恆則 にして 

亦 神の 聖旨な り。  . 

第五 節 神 光 を晝と 名け、 暗 を 夜と 名け 給へ り、 夕 あり、 朝 ありき、 是れ 首の 日な り。 

晝と 夜、 光明の 域と 喑黑の 世界、 明き は晝 にして 神と 義人との 愛する 所、 暗き は 夜に して 惡 魔と 淳 

人との 要む る 所な り、 光に 晝 なる 名 譽の名 を 授け、 暗に 夜なる 汚辱の 名 を 附し給 ふ。 

「タ あり、 朝 ありき、 是れ 首の 日な り」、 ュダ 人の 一 日 は 日沒を 以て 始り、 日沒を 以て 終る、 故に 

夕 を 先き にして 朝 を 後に せりと 云 ふ 人 あり 、おれ ども 是れ 未だ 聖 語の 眞意を 穿ちし の解釋 にあらざる 

V し 0 
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黑喑を 以て 始り、 光明 を 以て 終り、 絕^ を 以て 始り、 希び 1^.-を 以て 終る、 神の 行爲に 總て此 順" あり， 

希望 を 約して 失^に 終らし むる が 如き、 榮 光の 冠 を 戴きて 後に 恥辱の 死を遂 ぐるが 如き、 平和と 繁昌 

と を 宜 言 して 戰亂と 貧困と を來 すが 如き は祌の 決して 行し 給 はざる 所な り、 「歡喜 は 朝来る」 L ig.ll t 

Cometh  in  the  morning.. 戰鬪の 暗夜 去て 後に 平和の 晝は來 るな り、 若年 を 貧苦の 中に 過して 老年 を 

喜 樂の 中に 途る、 夕 を 以て 始り、 朝 を 以て 終る、 是れ 善人の 生涯に して 亦 神の 事業の 順序たり、 タ陽. 

西 山に 沒 して 黑暗 吾人の 天地に 臨む 時に、 吾人に 新 期限 は 臨るな り、 夜 は 長 からん、 其 戰鬪は 烈し か 

らん、 然れ ども 歡喜は 朝と 共に 來る、 夕 あり 朝 ありて、 〈-HS も- F 一 II 人 も 歩一歩 を 進めし なり。 

「：^ の 日な り」、 第一 日と 讀む ベから す、 初期な りと か、 始 なりと か、 開始、 發 端の 意 を 以て 讀 

むべ し 0 

「日」 は卄 四時 間の 一 日に あらざる は 明かな リ、 此時 未だ 太陽な く、 地球な く、 吾人の 今日 稱 する- 

時間なる 者 はな かりし なり、 聖書に 於て 「日」 なる 訶が 時期 又は 期限の 意 を 以て 用 ひらる、 事 は 翳々 

なり、 哥林多 前書 五 章 五節に 主ィ H スの 日に 救 を 得せし めんと あり、 是れ 彼の 来らん 時の 意なる は 明 

かなり、 或は 「神の 震 怒の 日」 と 云 ひ、 叉 は單に 「ifi の 日」 と 云 ふ、 共に 神が 世 を 裁判く の 日 を 云 ふ 

ものにして、 二十 E 時間の 時限 を 指す ものに あらす。 

第 六 節 神 言 ひ 給 ひける は 水の 中に 寫 蒼 ありて 水と 水と を 分つべし。 

「神 言 ひ 給 ひける は」、 其將 さに 就らん とする の 兆な り。 

「水中に」、 萬 物 未だ 流離して 一 定の形 をな さす、 其 辗轉の 滑 かなる、 流水の 盤 中に 動く が 如し、 

前述 英語の ュ uid を參考 せよ。 


「寫 蒼」、 希 伯來語 のラ キヤ ー rakiah な り、 之 を弯蒼 (firmament) と譯 すべき か は 學者間 に ； 1^. 

する 問題な り、 希伯來 人の 天文 說に 依れば 天 は 堅く して 鑄た る錢の 如き ものにして、 曰 月 星辰 は其實 

體の 中に 鏤められ、 之に 窓 ありて 雨 は 之 を 通して 11 る、 或は 天 を 幕屋に 比する こと あり、 詩篇に 「汝 

光 を 衣の 如くに 纏 ひ、 天 を 幕の 如くに 張り」 と あり、 勿論 地球 中心 說 より 打算した る說 なれば 其 今日 

の 科擧と 符合せ ざる は 玆に之 を 言 ふ を 要せす。 

然れ ども ラ キヤ ー は必 しも 弯 蒼と 譯 すべきの 詞 にあら す、 原語に 「打ち 伸ばす」、 「敷衍す る」 等の 

意 ありへ 亦 「稀薄」 の 意を存 す、 故に 或る 舉者は 之を譯 する に單に i 遠 又は 闕大 (expanse) の詞を 

以てせり、 其 孰れが 當を 得た る譯 字なる か は 吾人の 今日 判定し 得る 所に あらす、 そ は 太古 時代に 在て 

は 一一 百 語 の 不完全な る よ り 著者た る 者 は 同一 の詞を 以て 數多 の 意味 を  一一 一一 n ひ顯 はさ る を 得 ざれば なり、 

余 は 古字 を牽 强附會 し 以て 之 を 近 世科學 の 舉說に 符合せ しめんと 努め ざる ベ し。 

然れ ども ラ キヤ ー の 眞 意味 は 何 であれ、 之に 依りて 天體の 分子と 地體の それと が 相 分離す るに 至り 

し は 明かな り、 而 して 此 現象た る 宇宙 分化の 一進 步 たりし 事 は 近世 科擧 の充， 分. に認る 所な り、 先づ同 

質の 分子 宇宙に 散在し、 光、 其 裏に 現 はれ、 終に 別れて 天と地と になり ぬと なり。 

第 七 節 祌弯蒼 を 作りて 弯 蒼の 下の 水と 寫 蒼の 上の 水と を 別ち 給へ り、 卽ち斯 くな りぬ。 

第 六 節 は 命令に して 第 七 節は實 行なり、 重複 の 如くに 見えて 實は 意義 を强む る大 なり。 

第 八 節 祌穹蒼 (ラ キヤ- 1) を 天と 名け たまへ り、 夕 あり、 朝 ありき、 是 二日な り。 

玆に 天地の 判然たる 別 は 成れり、 明暗の 別に 鑌 ぎて 第二の 進化な り、 夕 あり 朝 ありて 是を 造化の 二： 

日と 稱 すべし 0 

*; 水 以前； S  =1 九 


第 九 節 神 言 給 ひける は 天の下の 水 は 一 處に 集りて 乾け る土顯 はるべし と 卽ち斯 くな りぬ。 

地體 は天體 より 離れて、 凝結 順を逐 ふて 進み、 氣體は 水體と 成り、 水體は ra: 體と 成れり、 兹に 於て 

か 氣界、 水界、 睦界の 展別は 判然たるに 至れり、 一時 は 水、 全地 を掩 ひし も 地の 冷却と 共に 其 表皮に 

皺 を 生じ、 水 は ー處に 集りて 海と なり、 土 は其內 より 顯 はれて 陸と なれり。 

第 十 節 神 乾け る 土 を 地と 名け 水の 第れ る を 海と 名け 給へ り、 祌 これ を 善しと 觀 たまへ り。 

前に 明暗の 別 を {疋 め、 後に 天と地と を 分ち、 今 亦 海と 陸と を 判別し 給 ふ、 神 之 を晝と 名け、 夜と^^^ 

け、 天 と 名け、 地と 名け、 海と 名け 給 ふと は、 之が 區劃を 定めて 之 を 彼の 支配の 下に 置^ 給 ひしとの 

意なる べし、 彼 後に 人 を 造り 給 ひて、 彼 (人) をして 諸ての 家畜と 天 さの 鳥と 野の 諸ての 獸に 名を授 

けしめ、 「アダムが 生物に 名け たる 所 は^ 其 名と なりぬ」 (第二 章 十九 *  二十 節) と あり、 是れ卽 ち 人 を 

して 鳥と 畜と 3 比 蟲とを 治めし めんとの 神の 聖 意に 適 はんため なり、 之 を 命名す る は 之 を 我が 導と な 

すの 意な り、 人 は 彼 以下の 諸 生物 を 支配す るの 植利 を與 へられし も、 暗 明、 天地、 水陸 は 彼の 統治 以 

外に 在り、 是れ 神の 直接に 支配し 給 ふ 所の もの、 暗黑は 彼の 前に 消え、 怒れる 海 は 彼の 命を聽 きて 靜 

まる。 

第.！' 一  節 神 言 給 ひける は 地は靑 草と i 莨蒇を 生す る 草 蔬と其 類に 從ひ自 から 核 を 有つ 所の 樹を地 

に發 生すべし と、 卽ち斯 くな りぬ。 

海陸の^ 成って、 陸上に 草木 顯 はる、 青草 (deshey 草蔬 (csel))、 核 を 有つ 所の 樹 (§-p2.i) の  一二 

«g は W 物事 的に 如何に- R 分すべき ものなる や 今 之を審 にす る 能 はす、 或 人 は 曰 ふ、 靑 草と譯 せられし 

原 は械生 一般 を 意 ふ ものにして、 之 を草蔬 (herb 草本)、 果實を 結ぶ 樹 (h.ef! 樹木) の 二種に 分て 


るな りと、 或は 然ら む。 

「自ら 核 を 有つ」、 譯語 不明な り、 「核 を 其. s: に藏 むる 架實を 供す る樹」 の 意な り、 高等 顯花 植物 

を 指して 云 ふたり、 

地 は 植物 を發 iiH す べしと ありて 祌 植物 を 創造り 給 へ りと 言 はす、 養し 植物 は 生物の 鼓 下等に 位す る 

ものにして、 地と 動物との 間に 介して、 前者を化して後者の餌料となすの地^-にぁるが故なるべし、 

章 中 (b き 0 造作 (galo の 二 語 ありて、 造化に 顯 はれた る 神の 力の 強弱 を 示す、 彼 は 地 をして 

植物 を發 生せ しめし も、 天地 を 創造り、 共 像の 如くに 人 を 創造り 給へ り、 植物 勿論 地が 神の 力に 頼ら 

すして 獨り 自ら 生ぜし ものに 非す、 然れ ども 地 をして 生ぜし めし 械物は 神の 創造り 給へ る禽獸 人類の 

如くに 祌の 造化 力 を 要せし ものに あらざる は 明かな り。 

地 作って 靑草其 面に 顯 はれ、 喊 空たり し 宇宙に 今や 新生 命を迎 ふるの 準備 は 成れり、 夕 あり 朝 あり 

て 造化の 三日 は 終りぬ (十二、 十三 節 略す)。 

第 十四、 十五 節 神 言 給 ひける は 天の 弯 蒼に 光明 ありて 晝と 夜と を 分ち、 又 天象の ため、 時節の 

ため、 日の ため、 年の 爲 になるべし。 叉 天の 寫 蒼に ありて 地 を 照す 光と なるべし と、 卽ち斯 くな 

りぬ。 

地 は將に 完成 を吿 げんと し、 植生 其 面に 表 はれし 後に 天の 諸體 成る と は 妄誕も 亦 甚だし からす やと 

云 ふ 人 あり、 然れ ども 是れ 創^記々 者が 地の 觀察點 より 天體顯 出の 順序 を錄 せし に 止る、 聖書 は科學 

を敎 ゆるの 書に は あら ざれ ども、 此 一事 は 最も 善く 科 學の敎 示に 適へ りと 云 ふべ し、 所謂 石炭 時代と 

稱 して 植生の 蕃茂其 極に 達せし 頃、 地上の蒸1淑は概ね凝結し永久の雲霧は地の表面ょり去りて日月《5^ 

s 水 以前 E 1 


辰 は 始めて 天 {4.: に顯 はる k に 至れり、 若し 地の 發 達の 順序より 一一-ほへば 火 體の顯 出 は 當に此 時に あるべ 

きものな り。 

人 或は-一； a はん、 地 は字宙 に 於け る-小 點 たるに 過ぎす、 故に 地 は 太陽の 爲に 造られた りと 言 ふ を 得 

る も 太陽 は 地の 爲に 造られた りと 言 ふ を 得 じ、 天の 諸體が 皆な 悉く 此 微小なる 地の ために 造られし と. 

云 ふ は：； だれ 古代の 地球 中心 說に伴 ふ 迷信の 一 ならす やと。 

然れ ども 地の 歷史 を講 する に 當て萬 物 を 地の 觀察點 より 講 する は 決して 不當の 所爲に 非す、 殊に 物 

の 眞惯は 其 大小 を 以て おむべからざる に 於て を や、 太陽 は 地球に 百 三十 萬 倍す るの 物體 なり、 然れど 

も 之に 樱 てふ^ 花の くな く、 鶯てふ 佳 鳥の 啷る なく、 人類て ふ贵 重なる 生靈の 住するな く、 隨て之 

に文擧 なく 美術な し、 ナイル 河邊 一 條の 耕地 はサ ハ ラの 砂漠 三百 萬 方 1" よりも 貴重なる にあら す や、 

地 は 人の ために 造られ、 ： 人體乂 地の ために 造らる と 云 ふ も 未だ 必 しも 妄誕 無稽の 言と 稱ふを 得ざる な 

り。 (近顷 有名なる ァ ルフ レッド. ワラ ス氏は 此說を 維持せ り )o 

「天象」、 ^道，！' 二宮の 天象 を 云 ふなり、 弯 蒼に 於け る 太陽の 位置 をお む、 之 を 以て 年 は M: に 分た 

れ、 e: 期 支 干の 別 あり。 

第 十六、 七、 八、 九 節 神 二の 互なる 光 を 造り 大 なる 光に 晝を 司らし め、 小なる 光に 夜 を 司らし 

めた まふ、 また；：； ji を 造り 給へ り、 神 これ を 1K の穹 蒼に 置て 地 を 照 さしめ、 香-と 夜と を 司らし め 光 

と 暗と を 分た しめ 給 ふ、 神 之 を 善と 觀給 へり、 夕 あり 朝 ありき 日な り〕 

此處 に： 大體の 創製 を 記せし は 造化の 順序より して これ を爲 せし に 非す、 价も 三日 目に 植物の 發生を 

記せし も 其 高等なる もの は猶ほ 後日に 至て 作られし が 如し、 創^記々 者 は 造化の israK を 示して 北ハ 順序- 


の 詳細に 涉ら す、 唯一 百 ふ此 時期に 當て 天に 顯 はれし H と と 虽とは 亦 神の 造り 給 ひし 者に して、 是れ 

地と 人類との 用 をな すべき もの なれば、 人の 之を拜 し、 神と し 之に 事 ふべき ものに あらす と、 蓋し 古 

代の 民に して 天體を 祭らざる ものな く、 バビ 口 ン の宗敎 なる もの は 概ね ル M 犬 體崇拜 にして、 金星 はィ 

スタ ー として 祭られ、 太陽 はシャ マスと して、 月 は シンと して 尺の 敬崇を 受けたり、 此 時に 方て 大膽 

に も^^：大體 の 人類の 用を爲 すべき ものにして、 人の 之に 屈服す る 者に あ ら ざる を敎へ し 人 は實に 卓見- 

の  人と 言 はざる を 得す、 天然 崇拜を 其 根柢に 於て 斷ち、 人 をして 宇宙 の 主人公た らしめ て 其 F 僕たら 

ざら しめし 者 は實に 祌の默 示に 闪て 成りし 此 聖書な りと す、 此大 敎義を 人類に 傳 へんが ために は 聖書 

は 多少 の 科學的 不明 を 1^ はす。 

「大 なる 光に 晝を 司らし め、 小き 光に 夜 を 司らし め 給 ふ」 と、 語 何ん ぞ 詩歌 的なる、 日出て 晝 とな 

り、 出て 夜と 成る と は 是れ 太古 朦昧 時代の；：：：： なりと 雖も敎 へらる.. 1 の 要な き事實 なりし なるべし、 

然るに 特に こ、 に 之 を 記せし 記者に 他に 目的な くんば あらす。 

然り余 は 能く 大光を 以て 晝を 司らし め 給 ひし 神の 聖意を 解す、 然れ ども 小 f を 以て 夜 を 司らし め 給 

ひし 神の 慈愛に 至て は 余の 推測 以外に あり、 若し 夜に して 全くの 暗黑 ならん 乎、 慘 愴寂漠 何物 か 之に 

過る もの あらん や、 恰も 頭上に 黑板を 仲べ しが 如きの 狀、 晦 P (の 裏に 一 點の 希望な く、 日 入て より 日 

屮 Z るまで、 宇宙 は 再び 黑 暗の 淵と 化して、 夜来る 毎に 吾人 は 深淵の 恐怖に 壓 せられて、 青天の 光輝 も 

ために 其 喜樂を 失する に 至らん、 然れ ども 神 は 夜の 來 ると 同時に 吾人 を 去らす、 彼は弯 蒼に 月と 無數 

のおと を 懸けて 黑 暗の 中尙ほ 神助の 灼々 たる を 知らし め 給 ふ。 

夜然 り、 死 亦然ら ざらん や、 生命の 太陽 は沒 するな らん、 生 を 司る の 太陽 あらば 死 を 司る の = ^と M. 
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と 無から ざらん や、 黑 暗の 天に H: と 無数の！ Z 生と を 5W 布して 夜 をして 希望と 平和との 時たら しめし 神 は 

死 をして 亦然 かせ ざらん 乎。 

第.^ 節 祌言給 ひける は 水に は 生物 饒に 生じ、 烏 は： 人の 弯 蒼の 面に 地の 上に 飛ぶべし と。 

梳 物に 次で 地に 顯 はれし 生物 は水樓 動物な り、 卽ち 珊瑚、 海 百合 及び 軟體 動物の 類に して.， 其饒多 

なる の狀は 今日 尙 ほ熱帶 地方 の 海底に 於て 見 る を 得 ベ し 、 北ハ他 魚類 は 先 づ 硬 鱗 類を以 て 顯 はれ、 爬虫 I 

は 水陸 兩樓類 を 以て 始まれり、 造化の階段に於て水^^動物は全體に陸樓動物の下に化する者にして其 

の 發顯 の 順」： t に 於 て は 前お は 後者 に 先んぜし ものなる は 近^ 枓學 の發見 を俟て 始めて 知ら れ 得し 事箕 

なりと す。 

一と 爬蟲 とに 次で 鳥類 現 はると、 是亦 能く 天然 的發 生の 順序と 符合す、 先に 爬蟲 にして 飛 機 を 備え 

しもの 現 はれ、 後に-!; II 類に して 尾骨 を 備えし もの 屮 Z で、 終に 羽 族 今日の 完全 を 見る に 至れり。 ■ 

第廿 一節 神 S なる 魚と 水に 饒に 生じて 動く 諸ての 生物 を北ハ 類に 從 ひて 創造り、 叉 羽^ ある 諸て 

の を 其 類に 從 ひて 创 造り 給 へ り、 神 之 を 善と 觀給 へ り。 

「一:1; なる 魚」 tamiinim.  E 獸、 異形の 動物な り、 必 しも 魚類に 限らす、 或は 長さ 八十 尺に 達せし 

と 云 ふ Hadl.osaums の 如き 者 を 云 ひしな らん か、 北 ハ他蛇 首 魚體の Elasmosaurus の 如き を 指せし 者 

ならん 乎、 海中に K 獸 ありと は 古代より 人の 一般に 信ぜし 所、 个日尙 海蛇に して 長さ 數哩に 達する も 

の ありと；；^ する 人 あり、 亦鰱 魚の 如き、 鯨 魚の 如き 其 動物 學 的に 魚類に 屬 すべから ざる ものなる も 亦 

此 「海中の R 獸」 の 屮に數 へられし なるべし。 

「水に 饒に 生じて 動く 諸の 生物」、 單蟲 類、 滴蟲 類、 水母 類、 硬殼 類、 烏賊、 暢、 章魚、 驟^ 蝶 等 


の軟 動物 類、 諫、 鰛、 鍬 等の 總 ての 魚類、 總て 水中に 生息す るお ると 凡ゆる 動物、 水 は 彼等 を 以て 

充 たされ、 其饒 多なる 事 顯微鏡 下の 一滴に 尙ほ數 百 干の 動物の 群聚 する を 以て 知る を 得べ し、 槍诲無 

^なる が 如しと 雖 も是れ 亦生氣 の充滿 する 所、 千尋の 底 亦 死 陰の 谷に あらす。 

水界然 り、 氣 界亦然 り、 水中に 鰭 を 有する もの ありて 氣屮に 羽翼 を 有する もの あり、 神の 靈は 宇宙 

に充滿 す、 到る 處 として 生なら ざる はなし。 

祌は 魚と 鳥と を 「創造り」 給へ りと あり、 地 をして 植物 を 「發 生」 さしめ しが 如くなら す、 地上に 

於け る 動物の 發顯は 神の 特別の 始 造に H りし ものなる を 示す、 本能、 意志、 智能 を 有する 動物 は 俯に 

榮養カ を 備えた る 植物に 比して 全く 類 を 異にす、 動物の 創造 を俟て 生命 は 其 固有の 性 を 以て 此 地に 臨 

めり と 稱ふを 得べ し。 

第廿 二、 三 節 祌之を 祝して 曰く 生めよ 繁 息よ、 海の 水に 充てよ、 又 禽鳥 は 地に 蕃息 よと、 i 

り 朝 ありき 是五 nl なり。 

動物に 至て 始めて 神の 祝福 あり、 是れ 造化の 偉業の 其 終結に 達せん としつ V あるの 兆なる が 如し、 

「生めよ、 繁息 よ」 と、 生物の 蕃殖 力に 驚くべき もの あり、 鍵 魚 は 一 尾に して 叫 百 萬 粒の 卵子 を库. す、 

若し 之 をして 悉く 孵化す る を 得せし めば 一 一十 年 を 出す して 一 尾の 雌 魚より 地球の 重量に 五 百 萬 倍す る 

の鳕魚 は產す ベ き 害な り、 弯蒼 有て 之 を 飾る の 星な かりせば { 千 宙は曠 空 の 淵た るの み、 海 有て 之を充 

たす の 魚な かりせば 是れ 「死海」 の 苦き に 過ぎて ™: 邊に荒 瘦を來 たす の 類なる べし、 ： 太の 面に 鳥 飛ぶ 

なくん ば 吾人の 頭上 亦寂漠 たる 虚空た らん、 生々 たる-: 由の 其內に 生物の 充滿 する が 故に-吾人 は此地 

を稱 して 「生者の 地」 と は 云 ふなり、 斯くて 死せ る 岩石より 成りし 地球が 生物の 棲 {| となる に 及んで 

C 水 以前 記  H 五 


K 害 w 究  II 六 

造化の 五日 はまた 希望 の 朝 を 以て 終れり。 

第二 十 il 節 神 言 給 ひける は 地 は 生物 を 其 類に 從て 出し、 家畜と 昆蟲と 地の 獸を其 類に 從て 3,1 す 

べしと、 卽ち斯 くな りぬ。 

「生物」、 地の 生物な り、 第二 十 節に 於け る 水の 生物に 對 して 云へ るな り、 〇 「昆 蟲」、 希 怕來語 

の remesh の譯詞 として は 甚だ 不適 當 なる ものな り、 之 を 利 未 記 第 十一 章 四十 二 節に 於け るが 如く 

rra 足に て 歩く 者」 と讀 むべ し、 ゲセ - ュ ス 氏の 說に 依れば remesh は m の 如き 小哺 5^ 動物 を 意味す 

る詞 なりと 云 ふ、 〇「 家畜」 は 馴れたる 動物に して 「地の 獸」 は野獸 なり、 勿論 人の 未だ 造られざる 

前に 家畜の 有るべき 害な けれども、 是れ 家畜た るべき 獸類を 指して 云へ る は 明かな り、 獸類全 體の受 

造を說 ける が 故に 斯く iHi 刖 して 云 ひしなる べし。  - 

第二 十五 節 神 地の 獸を其 類に 從て 遣り、 家畜 を 其 類に 從て 造り 地の 諸ての はふ もの を 其 類に 從 

て 造り 給へ り、 神 之 を 善と 觀給 へり。 

「造り 給へ り」、 創造と 云 はす、 動物 的 生命 は旣に 水産 動物 受 造の 時に 此 世に 注入され、 敷 類の 受 

造 は 其繼緩 事業 たれば なり、 〇 「其 類に 從 て」、 瑞西國 有名の 博物 學者 ルイ • アガシ (後に 米 國に歸 

化せり) の說に 大梭型 的 造化 (arclltypal  creation) の 語 あり、 卽ち 生物 は 凡て 或る 大 模型に 從て造 

られ しとの 說 なり、 創世記々 者の 說 或は アガシ 氏の 此說に 類せ しもの ならん か、 卽ち神 は 動植物 を 造 

り 給 ふに 方り 先づ其 模型 を 造り、 然る 後總て 之に 從て 造化 を 行 ひ 給 ひしとの 意な らん か、 是れ 特^ 造 

化說の 最も 極端なる もの なれ ども、 然も 其 中に 亦 深き 科學 的眞现 なきに あらす、 〇r 神 之 を 善と 觀給 


へり」、 是 にて 先づ 人類 以下の 造化 を 終へ 給へ り、 始に光 現 はれ、 穹蒼 成り、 水と 陸と は 分 たれ、 睦 

上に 草木 出で、 天體の 光明 地上に 達する に 至り、 水中に 動物 饒に 生じて、 終に 上に 高等動物の 繁殖 

する に 至りぬ、 若し 造化に して 之に 止まりし ならん 乎、 地上に 雜惡 なる もの はなく して 爲 めに 淚と悲 

哀と はな かりし ならん、 吾人 は 無辜の 天然 物 を 愛する 餘り 時には 造化の 玆に 止まりし こと を 願 ふこと 

あり、 然れ ども 俟て、 罪惡 と共に 救 齊は此 世に 臨みし なり、 悲哀に 勝つ に 足る の 歡喜は 吾人に 供 せら 

れ たり、 若し 地上に 獸類 以上の 造化な かりし ならば、 ミルトンの 「失 樂園」 は 何處に 於て 歌 はれし 乎- 

ラフ ハ ヱルの 「聖母」 は 何處に 於て 畫 かれし 乎、 花 は. 晩き 鳥 は 囀す る も 之 を 歌 ふの 詩人な かりせば 彼 

等 何の 用 か ある、 造化 若し 獸 類に 於て.： y まりしな らば 一 ッの 意味な き隱 語た るの み、 牛 は 之 を 飼 ふの 

人 を 要し、 馬 は 之 を 御す るの 人 を 要す、 人な きの 造化 は 首な きの 體 たり、 體は 首の 豫言 にして、 物質 

的 宇宙 は 完全 を 告げて、 人類の 受造は 必要に 迫れり。 

第二 十六、 七 節 神 言 給 ひける は 我 儕に 象て 我 儕の 像の 如くに 我等 人 を 造り 之に 海の 魚と 天空の 

鳥と 家畜と 全地と 地に 葡 ふ 所. の 諸ての はふ もの を 治めし めんと、 神北ハ 像の 如くに 人 を 創造り 給へ 

り、 卽ち 神の 像の 如くに 之を创 造り、 之 を 男と 女に 創造り 給へ り。 

「我 憐に 象て 我等の 像の 如くに」、 の 如くに は 前說に 於け るが 如く 從 てと 護むべし、 他の 動物 は 其 

類に 從て 造られし もの、 人の みは 神の 像に 從て 造られし となり、 〇 神の 像と は 如何なる も のぞ、 神に 

寳に像 ある や、 神は靈 にして 像な きものなら す や、 是れ 困難に して 而も 有益なる 問題な り、 神に 像な 

しとなら ば 宇宙 は 何物なる や、 是れ祌 の體艇 にあらざる か、 是れ 神の 衣裳に 止まる 乎、 んは 小天地な 

- りと 云 へば 天地 は 人の E 大 なる ものに あらざる か、 金 は 人の 手 を W て 作りし 偶像 を 神と して 拜 する を 
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好ます、 然れ ども 若し 此 無逾 の 宇宙 にして 神の 像たり とせば 余 は 其 說を扭 む を 好ます、 {. 丄 由と は 勿 論 

此 Si 埃大の 地球 を 指して 意 ふに あらす、 太陽系 亦 宇宙の 一 小 部分た るに 過ぎす、 宇宙 は 〈千- W の 集合 體 

なり、 吾人の 屬 する 宇宙 あれば、 亦 吾人の 宇宙 外の 宇宙 あり、 彼の 歷 雲と 稱 する もの &或者 は 宇宙 外 

の (つ 南 を 遠距離よりば 1^: みし ものな りと 云 ふ、 然 らば 宇宙 は 無限大に して， 人類が 曾て 製作せ し 最も 完 

< ^なる $11?; 遠 鏡の 視察 區域內 にある 宇宙 は 全 宇宙の 一 小 部分た るに 過ぎす、 l^ill 人 は 肉眼 を 以て 宇宙の 全 

部 を 見る 能 はす、 然れ ども 吾人 は 小宇宙より 推して 大 〈于宙 の 何たる 乎 を ほ 知り 得るな り、 宇宙の 字 

{m た る は 其 部分 は總 て 能く 其 全部 分 を 代表す るに あり、 吾人 若し 宇宙 を び H 遠錢內 に 望む を 得すん ば 之 

を 顯微鏡 下に 察す る を 得 るな り、 宇宙 は大に し て 完全な るの みな らす亦 小に し て 完全な る もの なり、 

裘， 雲 も 宇宙の 一 部分 なれば 堇花も 亦 宇宙の 一 部分な り。 

r 祌は その 像に 從て人 を 造り 給へ り」 と、 义 「眞： 止の 神殿 は 人な り」 と、 又 爾曹は 神の 殿に して 祌 

の靈 爾曹の 中に 在す」 と、 然 らば 人の lg 纏 は 〈于宙 に 象て 造られし ものに あらざる や、 而 して 宇宙 若し 

神の 體 にして 人 若し 宇窗 に 象て 造られし ならば、 人 は 彼の 外形に 於ても 亦 祌の像 を 現 はす ものに あら 

ざる 耶、 神よ、 願く は 我が 此氣 儘なる 想像 を 免せ よ、 余 は汝を 人類 視 otnthrcpcmorphize) せんとす 

るに 非す、 余 は、 人を汝が彼に與へ給ひにし適當の高^^にまで引き上げんとするなり、 人 は 彼 自身の 

肉體を 見る に 常に 卑賤の 念 を 以てし、 之を獸 類の それに 比し、 單に 肉塊な りと 稱し、 其 如何に 貴 s に 

して 如何に 神聖なる ものなる 乎 を 知らざる なり、 彼 は 彼の 體を 汚す 時に 神の 像 を 汚す ものなる 事 を 知 

ら ざるたり、 聖な るかな、 聖な るかな 萬 軍の 中： M ホバ よ、 我等の 靈は實 に汝の 像に 象られて 造られし 

聖き 神殿に. M る ものなら す や。 


若し 吾人 人類の 體軀の 祌形說 (讀者 余の 此 不敬の 語 を 許せよ ：- に 就て 疑 を 懐く こと ありと する も、 

吾人の 意志 並に 思惟の 祌の それ 等に 象られて 造られし ものなる 事に 就て は 何人も 疑を存 すべきに あら 

す、 若し 肉 鉢に して 動物 的な りと する も靈 魂と マインドと は 確に 祌的 なり、 吾人 は 萬 物を感 する のみ 

ならす 亦 之を識 るの 力 を 有す、 之 を 知覺し 得る のみなら す 亦 之 を 概念し 得るな り、 「我 倚 信仰に 由て 

諸の 世界 は 神の 言に て 造られ、 如此見 ゆる 所の もの は 見る ベ き 物に 由て 造られざる こと を 知る」 (希 伯 

來書第 十一 章 三 節)、 是れ 決して 人類 以下の 動物の 爲し 得る 所の ことに あらす、 我等 は 物質 以外に 亦 心 

的. 宇宙 を 有し、 其 處に思 ひ、 泣き、 喜び、 敬 ひ、 且つ 憎むな り、 吾人 は此靈 性に 於て 確かに 神に 象ら 

れて 造られし 者な り。 

1 ハ體は 直立に して 天 を 仰いで 地 を 眺めす、 其 心 は 超 物質的に して、 之 を. 53 む 體纏を 離れて 其 物 自身 

にて 完全し 且つ 滿 足す、 彼が 萬 物の 長た る は 彼の 全部の 構成に 照して 明かな り、 神が 彼 をして 「海の 

(と 天空 の 鳥と 家畜と 全地と 地に 匍 ふ 所の 諸 ての はふ もの を 治めし め」 給 ふ：^ 彼の 身心の 共 に 證す る 

所な り、 彼が 時には 牛に 向て 「汝は 我が 神な り」 と 云 ふて 之に 事へ、 帝王の 乘る馬 なれば とて 之に 向 

て 敬禮を 表し、 神の 使者 なれば とて 蛇 を 敬 ひ、 甚だしき に 至て は 金と 銀と に 使役 せられて 之 を 使役し 

得ざる に 至る は是れ 彼が 人た るの 威 嚴を放 楽して 罪 惡の線 練に 縛られし 時の 狀 なりと す。 

「之 を 男と 女に 創造り 給へ り」、 神 は單獨 にて 完全なる 者な り、 然れ ども 人 を 造り 給 ふに 方て 彼 は 

之 を 男女に 創造り 給へ り、 卽ち 完全 を 割きて 一 一とな し、 一 一 者 相 合する にあら ざれば 完全なる こと 能 は 

ざら しめ 給へ り、 結婚の 神聖 は 實に此 に 原因す。 

「創造り 給へ り …… 創造 …… 創造り 給へ り」、 一節の 中に 創造 を 三度 宽複 す、 以て 創世記々 者が 人 
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の 創造 を 如何に 直耍視 せし か を 知る に 足る、 無より 有 を 4g 造りし 祌、 死物より 生物 を 創造り し祌 は、 

-规 類の 上に 特^に 人 创 造り 給 ひしと なり、 殊に 「其 像の 如くに 人 を 創造」 を 二度 重複す る を 以て 神 

と 人との 間に^す る關 係の 親密なる を强首 し 給 ひ、 叉 「之 を 男と 女に 创 造り 給へ り」 と. 言 ひて、 女 

の^は 神の 特にお め 給 ひし ものなる を 示し 給 ふ、 ず I 物 は 勿論 ル M な 神の 造化に 成りし ものな りと 雖 ども 

人 は 特^に 彼の 精ェを 凝せられ し 者な り、 人 を 以て 特別に 「神の 子供」 と稱 する は 之が 故な り、 聖書 

が其始 より 終に 至る まで 人類の 救濟を 以て 神の 最大 事業な りと して 吾人に 敎 ゆる 所以の もの は 吾人 人 

類 は 神の 特^に 聖 意に 留め 給 ふ 所の もの なれば なり。 

第二 十八 節 神 彼等 を 祝し、 神 彼等に 言 ひ 給 ひける は 生めよ、 繁殖よ、 地に 滿盈 よ、 之 を 服從せ 

よ、 又 海の 魚と 天空の 鳥と 地に 動く 所の 諸の 生物 を 治めよ。  , 

「生めよ、 繁殖よ、 地に 滿盈 よ」、 人口の 增殖を 怖る & 勿れ、 地 は 人の 占有すべき ものと して 彼の 

爲 めに 備 へられたり、 是に五 千 二百 五十 萬 方 哩の陸 面 あり、 而 して 其 今日の 人口 は 僅かに 十四 億 八 干 

萬に して、 一 方哩 僅かに 一 一十 八 人に 過ぎす、 之 を 白 耳 義國に 於け る 一 方 哩內に 住する 三百 五十人に 比 

すれば 世界の 陸 面 は尙ほ 今日の 人口の 十四 倍 を^る \ に 足るな り、 汝の 住する 一 小 邦 を 以て 汝が 神よ 

り^ひし 地球な りと 思 ふ 勿れ、 汝は週 圍ニ萬 五 千哩の 地球 を 賜 はりし なり、 而 して ブラジルの 平原、 

滿 州の 平野 亦 汝の屬 なり、 生めよ、 繁殖よ、 平和的に 膨脹せ よ、 心に 神 を 信じ、 手に 鋤 を 取りて 世界 

至る所に 汝の 翁れ られ ざる 所 はな かるべし、 汝 マル タスの 人口 制限 論なる もの を 信す る 勿れ、 是れ貴 

挨を 保護せ ん爲 めに 世に出で たる 最も 反 聖書 的の 經濟說 なり、 先づ 膨脹の 策 を 講ぜよ、 然る 後に 生め 

よ、 繁殖よ、 逮言 十四 章 二十 八 節に 曰く 「王の 榮は 民の 多き にあり、 牧 W の 衰败は 民 を 失 ふに あり」 


と、 人口 增殖の 方法 を講 する は 神の 聖 3 曰に 適し、 愛國の 精神に 合 ふ。 

「之 を服從 せよ」、 他人の 國を 奪へ との 意に あらす、 服 從は此 場合に 於て は 開拓の 意な り、 荒野 を 

變 じて 田園と なせよ、 地の 與へ 得る 總 ての 産物 を 獲よ、 但之を 卑賤なる 肉 慾の ために 消費す る 勿れ、 

且つ 神の 給 ひし 地 を 利用す ると 同時に 其 森 を 刹ぎ、 其 地 を 枯らして、 造化の 目的 を妨 ぐる 勿れ。 

「諸ての 生物 を 治めよ」、 之 を 汝の屬 として 利用す るの みならす、 是れ 皆な 神の 造り 給 ひし ものな 

れば之 を 保護し、 其 發達を 助け、 其 生活 をして 可成 丈け 快樂 ならしむべし、 牛 は 人が 其 肉 を 食 ひ 其^ 

を飮 まんが 爲 めに のみ 造られし ものに あらす して、 亦 彼の 勞 働の 友と なりて 彼 を 慰めん ために 造られ 

しもの なり、 羊 は 彼に 毛と 肉と を 供 せんが 爲 めに のみ 造られし ものに あらす して、 彼の 孤獨の 時の 侶 

伴たり、 叉 彼に 服從信 賴の敎 訓を傳 へんた めに 彼に 與 へられし なり、 馬然 り、 犬然 り、 鷄然 り、 鵞然 

り、 其 他 野 を 走る 獸、 天空 を 翔ける 鳥に して 然ら ざる もの あらん 歟、 之 を 愛して 之に 就て 學 ベば 物と 

し て 宇宙 の 大眞理 を 吾人に 傳 へざる はなし、 彼の ダ，' ゥヰン 氏が 蚯蚓に 就て 土， 壤 構成 の 理を學 びし 如 

き、 是れ實 に 萬 物の 長た る 人が 萬 物 を 治む るの 途 ならす や。 

第一 一十 九 節 神 言 給 ひける は 視ょ我 全地の 面に ある 實蔵 のなる 諸の 草 蔬と核 ある 木果の 結る 諸の 

樹 とを汝 等に 與ふ、 是は汝 等の 糧と なるべし。 

此處に 記された る 二種の 植物に 就て は 本章 第 十 一 、 十二 節に 對 する 註解 を 見ら るべ し 〇 此處に 人類 

の 食物と して 肉類の 記載され ざる を 見れば、 創世記々 者の 說に 依れば 人類 は 元来 菜食 動物と して 造ら 

れし 者なる が 如し、 今日 西洋 諸國に 於て 多くの 有名なる 慈善家が 獸 類の 屠殺 を 非難す る は實に 深き 人 

類的觀 念に 基 闪 する こと、 云 はざる ベから す。 
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第三 十 節 叉 地の 諸の gfl と 天空の 諸の 鳥 及び 地に 匍 ふ 諸の 物 等 凡そ 生命 ある 者に は 我 食物と して 

諸の 靑き 草を與 ふと、 卽ち斯 くな りぬ。 

人類 菜 貪！^ のみなら す、 諸の 動物の 非 肉食 說も 前後 兩 節に 依て 宜 ベら れ しが 如し、 世に 肉 貧 動物 あ 

りて 他 上に 悲剷 を演 する に 至りし は 人類の 墮落 以後に ありし と は 古き 神學 者の 唱 へ し 所なる なれ ども 

吾人 は 今や 地質 學の發 見に 依て 其 全く 妄說 なる を 知る に 至れり、 然れ ども 人類の 罪惡 なる もの は始 f§ 

の！ 落 を 以て 始まりし ものに あらざる を 知て、 彼の 古代の 神學 者の 說も 亦强ち 直に 放棄す ベ きものに 

あ ら ざる を諒す ベ し、 -吾人 をして 古人 の 言 を 其 俊 になし S かしめ よ、 思想 の 進步は 或は 吾人ん r 日 の 結 

論 をして 亦妄說 たらしむ るに 至る や も 計られす (以 賽亞書 第 十 一 章 七 節 「獅子 は 牛の 如く i を 食 ひ」 

の 語 を參考 せよ〕。 

第三 十一 節 神 其 造りた る 諸ての 物 を ig 給 ひて 甚だ 善 かりき、 夕 あり 朝 ありき 是六 H なり。 

造化の 宏業 終結 を 吿げ、 神 之 を 視察し 給 ひて 甚だ 滿 足し 給へ り、 善と 見 給 ひしの みならす、 善 かり 

.SJ と 念じ 給へ り、 勿論 其 完成 は 數十百 世紀の 後に あるな らん、 然れ ども 祌の 像に 象られた る 人類の 地 

上に 出で i より 造化 は兹に 一 段落 を 告げて 其 發 達の 第一 一期に 入れり、 是を稱 して 神の 安息日と は 云 ふ 

なり。 

創世記 第二 章 


三 安息日の 制定 

第一、 二、 三 節 -斯 天地 及び 其 衆 群 悉く 成りぬ、 一一 第 七日に 神 其 造りた る ェを竣 たまへ り、 卽 

ち 其 造りた る ェを竣 て 七日に 安息た まへ り、 一一 一 神 七日 を 祝して 之 を 神聖め たまへ り、 そ は 神 其の 

創造り 爲し 給へ る ェを盡 く 竣て此 日に 安息み たまへば なり。 

「衆 群」 天に 在て は 日と 月と 星と、 地に 在て は 草と 樹と 魚と 鳥と 獸と、 單に 空漠た る 天地の みな 

らす、 其 中に 充 制る 總 ての 物體を 造り 給 ひぬ 〇 「成る」 は 第二 節に 於け る r 竣り」 と 同一 の詞 なり、 

完結 を吿 げしの 意な り or ェ」、 物質的 造化 を 意 ふ、 人 は 神に 象られて 創造せられ しも 未だ 神の 生氣 

の 其 鼻に 噓 入れられ ざるが 如し (第 七 節 を 見よ)、 ェを竣 へりと は 造化の 最大 目的た る 靈氣 發 育の 準 

備は 成れり との 意な り、 恰も 王子 を 入る，^ に 足る の 宮殿 は その ェを竣 へりと 云 ふが 如し、 第 七日に ェ 

を竣 へりと 云 ふ は 勿論 第 七日までに 之を竣 へりとの 意なる は 前後の 連績に 照して 明かな り 〇 「安，： た 

まへ り」、 疲勞を 癒さん がた めの 休息に あらざる は 明かな り、 そ は 全能の 神に 懦弱き 人間に 於け るが 

如く 休息の 必要なければ なり (詩篇 百 二十 ー篇四 節)、 祌に 在て は 安息 は 停止の 意なら ざるべ からす、 而 

して 之れ 亦餘 儀な くされての 停止に あらす して、 任意 的 停止なる は 論を俟 たす、 造化の 偉業 一先 づ完 

結 を 吿げ、 神 之 を 善と 觀給 ひて、 玆に創 鄉の業 を 停止し 給へ りとの 意なる べし 〇 「神 s= たまへ り」、 

或は 之 を 聖別す と 云 ふ、 特別に 神の ものと してお め 給へ りとの 意な り、 萬 物 皆な 神の もの なれ ども 彼 

は 特^に 或る 者 を 以て 彼の ものと 定め 給 ふ、 「エホバ、 モ ー セに 告げて いひ 給 ひける は、 人と 畜とを 
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論 はす、 イスラ H ルの 子供の 中に 始めて 生れた る 首 生 をば 皆 聖別め て 我に 歸せ しむべし、 是れ 我が 所 

屬 なれば なり」 と 广出埃 及 記 十一 一一 章  一 *  二 節)、 叉 エホバ、 預言者 H レ ミヤに 曰 ひ 給 ひける は 「我れ 汝が 

胎を出 ざり し 先に 汝を聖 め汝を 立て 萬國の 預言者と なせり」 と、 而 して 神 は 人と 畜と 物と を 聖^し 給 

ふの みならす、 又 時 を も 聖別し 給 ふなり、 故に 神が 第 七日 を 神聖め 給 ひしと は 特刖に 之 を祌の 日と し 

て 定め 給 ひしとの 意な り、 安息日の 制度 は實に 神の 此聖 皆に 原因す 〇r そ は祌其 創造り 爲し 給へ る 云 

云」、 是れ 神が 安息日 制度 を 定め 給 ひし 现 .5 な り とす、 卽ち "おれ 宇宙 の 竣工 を紀 念す るた め の 祝日な 

りとの 意な り、 安息日の 起因 何ぞ それ 宏遠なる。 

安息日 は大 問題な り、 然れ ども 此處は 安息日 制度に 就て 詳論す る 所に あらす、 余輩 は 機に 左の 考說 

を提 する に 止むべし。 

祌がェ を竣て 七日に 安息た ま へりと 云 ふ も是れ 神が 全く その 創造的 活動 を 中止し 給へ りとの 意に あ 

ら ざる は 明かな り、 そ は 宇宙 は 神な くして 存在し 得る 者に あらざる のみなら す、 亦 進步と 云ひ發 達と 

云 ふ も是れ 神な くして 行 はるべき ものに あら ざれば なり、 十八 世紀の 末つ 頃に 自然 神 敎徒 (Deist) な 

る 者 起り て 神 は 創造 を竣 へて 後 宇宙 を 全く 彼の 手より 離し、 彼 は 八：' は 全く 北ハ 外に 立て 其 運行 發 育に は 

少しも 干渉し 給 はすとの 說を 主張せ り、 是れ 稍々 理 あるが 如くに 見 ゆれ ども、 然も 吾人の 深き 心靈的 

實驗に 照して、 亦 人類の 歷史の 趨勢に 稽 へて 其妄說 たる を證 する に 難から す、 宇宙 は 或る 一方 面に 於 

ての み 完成 を吿 げし ものにして 他の 方面に 於て は 今 猶ほ创 造 を 緩け られつ \ ある 者な り。 

然 らば 何の 意味に 於ての 「竣工」 なりし やと 云 ふに、 勿論 形 而！^ 的 造化の 竣工 を 云 ひし ものなる は 

明かな り、 山 成り、 河 成り、 地 は 人類 發 育の 爲に 用意 せられて 兹に 造化 は 其 第一 期 を 去て 第二 期に 入 


りしたり、 勿論 其 地 勝に 於て 多少の 變遷 はありし ならん、 或は 二三の 星 は 失せし ならん、 亦 二三の 星 

は 新たに 空 天に 顯 はれし ならん、 然れ ども 人類 受造 以後の 形而下 的 宇宙 は 其 以前の それの 如く 激變活 

動せ しものに あらざる は 之 を 天文 地理の 示す 所に 照して 明かな り、 人類 出顯 以後の 地球 は實に 或る 地 

質擧 者の 稱 する Psycozoic  Era- 卽ち 心的 動物 時代に 入りし ものにして、 是れ 特別に 人類 發育 時代な 

る は 識者の 一 般に 承認す る 所な りと す。 

r ェ」 と は 實にェ なり、 ナイルの 河底 は 鑿 まれて、 其 水流の 方向と 氾濫の 區 域と は 定められたり、 

アルプス は 建立 せられて 其 支脈 は 四方に 涉 りて、 歐 大陸 は 地質 的に 数個の 小 邦に 區 劃せられ たり、 Si 

花と 櫻 草と は 小山 を 飾て 詩人の 來て 天の 美 想 を 謠ふを 待てり、 丘 を 走る の 山羊と 小羊、 平野に 彷 ふの 

牛と 馬、 人類の 發 育に 必要なる 家屋と 庭園と 其 中の 凡ての 器具と 象 群と は 悉く 具 はりて、 造化 は 其 第 

1 一期に 入れり、 此に 於て か 神 は 彼の 工事より 安息み 給 ひて 彼の 敎育 事業 を 始め 給へ り。 

祌の敎 育 事業、 是 をば 稱 して 歷史と 云 ふなり、 而 して 歷史は H デンの 園に 於け る 人類 始祖の 試鍊を 

以て 始まり、 延て 二十 紀の 今日に 至れり、 歷史 に戰爭 あり、 國の 興亡 あり、 悲劇 は 悲劇に 次ぎ、 流 

血 淋^、 之 を 讀む者 をして 酸鼻の 念に 堪え ざら しむ、 然れ ども 是れ 安息 時期た るな り、 是れ 救へ 餌の 期 

限た るな り、 多くの 聖賢 君子 は此 期限に 於て 此 世に 顯 はれ、 終に 神の 子ィ H ス キリスト は此 世に 降り 

給 ひて、 我 儕 人類に 死して 死せ ざるの 途を 開き 給へ り、 人類の 罪 惡は神 をして 北 ハ獨子 を 降し 給 ふ ほど 

に 彼の 心 を 傷まし めたり、 然れ ども 愛の 無盡藏 なる 神は惡 に 勝つ に 足る の 善 を 己れ に藏し 給へば、 人 

類の 救 it は 期して 俟 つべき なり、 今 は 恩惠の 時期な り、 人の子が 神の 子と なりつ & ある 時な り、 是れ 

實に 神の 安息の 時たり。 
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人 は 首 はん 救^ は勞 働の - なり. 之 を 安息と 稱 すべから すと、 然れ ども是 れ 朱だ眞 正の 安 I の 何 

たる 乎 を 知らざる 者の 一一 In なり、 眞 正の 安 nD^ は勞 倒の 中に あり、 勞働は 重荷な りとの 經濟舉 者の 言 は髙 

尙 なる 勞 働に 就て 云 ひし 一一 E にあら す、 イエス、 ヤコ ブの 井の 邊にサ マリヤの 婦人に 天 國の道 を 說き給 

ひつ、 ありし 時に 弟子 達 行て パン を 買ひ來 り、 イエスに 請 ひて ラビ 食し 給へ と 曰 ひければ、 ィ H ス彼 

等に 曰 ひける は 我に 爾曹の 知らざる 食物 あり、 我 を 遣 はし \ 者の 旨に 隨 ひ其ェ を成畢 る是れ 我が 精な 

りと (約 ゃ5 傳第四 章 三  一、 一一 一二、 三 三、 三 四 節 y イエス 亦 彼 を 窘めて 殺さん と 謀りし ユダヤ人に 告げて 曰 

ひ 給 ひける は 我 父 は 八：' に 至る まで 働き 給 ふ、 我 もまた 働くな りと (同 五 章 十七 節)、 斯くて キリス トに取 

て は勞， f は 精な りしな り、 亦 生命な りしな り、 父 のん 叩 じ 給 ひし ェを 成畢 る、 彼に 取て は 之に 優る の 快 

樂 はなん りしな り、 彼に 取て は 彼の 全生涯が 安息な りしな り、 希望の 播種たり しなり、 善行の 速 核た 

りしな り、 安息 を W て 勞倒を する ことなりと 信す る 人 は 未だ 安息 勞働兩 ながらの 眞 意味 を 知らざる 

者な り。 

バウ & は 曰く 「我れ 若し 福 昔 を 宣傳へ 得 ざれば 禍な るかな」 と、 力 ー ライル 夫人 曾て 或 人に 語て 曰 

く 「我が 夫の 快樂は 彼の 勞 働に 伴 ふて 来る」 と、 勞働は 人の 本性 なれば 働かす して 彼に 平和と 安 慰と 

あるな し。 

愛なる 神の 安息 は 愛の 事業 を爲す ことなり、 物質的 造化 を竣 へ て 心靈的 事業に 人り 給 ひし 時に 神の 

安 I は 始まりし なり、 •： 于宙の 創造 亦祌 の 歡び給 ひし 所なる に 相違な し、 若し 然ら すば 彼 は 之 を 善と 觀 

給 は ざり しならん、 然れ ども 神の 目的 は 物質的 造化に あら ざり しなり、 彼が 宇宙 を 造り 給 ひし は 之に 

彼に 象， て 造られし 人 を 置て 彼に 彼の 愛 を 示さん が ためなりし、 人に して 未だ 生きた る靈 となら ざり し 


間 は 神の 特 愛の 事業 は 始まら ざり しなり。 

安息日の 眞 意如斯 くなる を 知て 吾人 は 安息日 を 守る の途を 知る に 難から す、 亦單に 一 週 一 日 を 安 自^ 

日と して 守る のみなら す、 吾人の 全生涯 をして 安息の 連 綾たら しめざる ベから す、 そ は 神 を 信じ 彼の 

救^に 與 かり、 吾人の 身 も靈も 全く 之 を 神に 捧 ぐるに 至て、 吾人の 勞 働は勞 苦たら ざるに 至り、 走れ 

ども 疲れす、 步め ども 倦ます、 M ホバ を俟ち むに 由て 新たなる 力 は 吾人に 加 へられ 鷲の 如く 翼 を 張 

りて 天に 昇る を 得れば なり (以 赛亞睿 a 十 章 三 一 節)。 

四 ヱ デンの 園 

第 四 節 M ホバ祌 地と； 大を 造り 給へ る 日に 天地の 創 造られた る 其 由 來は是 なり。 

創世記、 一名 之 を 由來記 又は 傅の 書と 稱ふを 得べ し、 之に 天地創造の 由來 記、 アダムの 傅の 書 (五 

章 一節〕、 ノアの 傳 (六 章 九 節)、 ノアの 子の 傳 (十 章 一節)、 セ ムの傳 C 十一 章 十 •〕、 等、 總 て十傳 あり" 

第一章 一 節より 一 一章 一 一節に 至る まで は 之 を 全 記の 序文と 見て 可な らん、 各傳 おのく 其 之れ に 先つ 傅 

記の 簡 短なる 再說を 以て 始まる 〇 前に は 神 (Elchim) 天地 を 創造り 給へ りと 云 ひて 玆には H ホバ神 

(Jehovall  Elohim) 地と 天と を 造り 給へ りと 云 ふ、 以て 前後の 記事の 間に 重要なる 差異の 存 する を 見 

るべ し、 H  B ヒムは 能力の 祌 にして H ホバは 恩惠の 神な り、 前者 は 天然の 神に して 後者 は 特^に 人類 

(歷史 ) の 神な り、 同一 の祌 にして 宇宙 を 創造り 給 ふに 方て は 重に 其 力 を顯 はし 給 ひ、 人類 を 導き 

給 ふに 方て は 其 恩 を 示し 給 ふ、 創世記々 者が 本節に 於て 祌を稱 ぶに H ホバの 名 を 以てする を 見て、 
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以て 彼が 兹に 始めて 人類の 歷史に 入りし を 知るべし、 彼 は 第 一 章に 於て 主として 物質的 宇宙に 就て 語 

れり、 彼 は 令より 人類 歷史と 神の 攝理 とに 就て 述べん と 欲す、 彼が 本節に 於て 「地と 天と」 と 曰 ひて 

「天と地と」 と 曰 はざる を 見ても 今後の 彼の 觀察點 の 全く 人類の 歷史に 在る を 知る を 得べ し 〇 「エホ 

パ」 は 自顯の 神の 名稱 なる は 之 を 出 埃 及 記 三 章 十三 節 以下に 於て 見るべし 〇 本節 以下 七 節まで は 亦 第 

KM 十に 於け るが 如く 天地創造の 記な り、 然れ ども 人類の ために 造られた る 天地創造の 記な り、 地现學 

者 ライン (有名なる 「日本 論」 の 著者) 曰く 地 を 地 其 物の ために 講 する を地學 (地質 學) と 云 ひ、 之 

を 人類の 住所と して 講 する を 地 现學と 云 ふと、 本節 以下に 於て 記者 は 天地 を歷史 の舞臺 として 講じつ 

つ あるな り or 是な り」 下の 如し、 卽ち 以下の 記事 を 指して 云 ふ。 

第五 節 野の 諸ての 灌木 は 来 だ 地に あらす、 野の 諸ての 草蔬は 未だ 生ぜ ざり き、 そ は H ホバ祌 雨 

を 地に 降らせ 給 はす、 亦 土地 を 耕す 人な かりければ なり。 

「野」 は 耕地な り、 荒野に あらす、 故に 野の 灌木 又は 草 蔬とは 野生の もの を 云 ふに あらす して、 栽 

培され たる 植物 を 云 ふなり、 橄權、 無 杲樹、 葡萄 樹等、 又麥、 西瓜、 扁豆、 粟、 粗麥 等、 總て 人類に 

衣食の 料 を 供す る 者 を 指して 云 ふなり、 卽 ち歷史 以前、 未だ 地に 利牛 鋤の 入れられ ざり し 前、 麥も米 も 

桑樹も 葡萄 樹も 未だ 野生 植物と して 繁茂せ し 時の 狀を云 ふなり 〇 「雨 を 地に 降らせ 給 はす」， 八 マ 日 吾 

人が 稱 して 雨と なす もの は是れ 天地の 始めより 此 地上に 降りし ものに あらす、 空 中に 存在す る 水蒸氣 

が 雨て ふ 有益なる 流動 體 となりて 地の 面を濕 すに 至りし は 是れ地 質學上 最近 の 事に 屬す、 石炭 時代に 

蕃殖せ し 巨大なる 棕橺 類は膏 雨の 液漑を 受けて 成育せ しものに あらす、 水と 水 蒸 氣とは 早くより 存せ 

しもの なりと 雖も、 其 雨と なりて 地上 を濕 ほす に 至りし は實に 人類 現出に 先つ 遠から ざる 時に ありき 


〇 「土地 を 耕す の 人な し」、 雨 未だ 降らす、 人 未だ 顯 はれす、 故に 地 は 天然 有りの 儘に して、 山 は 森 

林 を 以て 掩 はれ、 野 は 草原たり し、 罪惡の 地面 を^す ことな かりし も 而も 地 は 人工に 依らす して 其完 

全に 達し 得べき 者に あらす、 處女 林の 人手 を俟 ちし 時、 是れ 實に歷 おの 曙光 時代な りし。 

第 六 節 霧 地より 上りて 土地の 面 を遍く 潤せり。 

雨の 未だ 降ら ざり し 時の 狀を云 ふ、 深 雲 全地 を 蓋 ひ、 日光 未だ 地相 を 乾かす に 至らす、 水氣 常に 空 

中に 充滿 して 凝て 濃霧と 成て 萬 物 を 潤 ほせり、 是れ實 に 人類 顯出 以前の 空 氣の狀 態たり しなり。 

第 七 節 H ホバ神 土の 塵 を 以て 人 を 造り 生 氣を其 鼻に 嘘 入れ 給へ り、 人卽 ち生靈 となれ り。 

萬 物 は 人類の 顯出を 待ち、 地と 天と は 彼を迎 へんと する 頃、 神 は 土の 塵 を 以て 人 を 造り 給へ りと な 

り、 神 は 如何にして 彼 を 造り 給 ひしゃ、 陶師が 人形 を 造る が 如くに 瞬間に して 彼 を 造り 給 ひしゃ、 或 

は 彫刻師が 像 を 刻む が 如くに 永年に 涉る 技工の 結 菜と して 彼 を 作り 給 ひしゃ、 是れ 吾人の 能く 知る 所 

にあら す、 吾人 は 唯一 事 を 知る、 卽ち人 は共體 質に 於て 確かに 土の 塵なる 事 を、 彼の 身 體髮膚 皆な 土 

より 出で 土に 歸る 者なら す や、 吾等 は 天 に屬 する 者なる のみなら す 亦 地の 產な， り、 吾等が 神 は 父と 呼 

んで地 を 母と 霄ふは 吾等の 地 的 起原 を 認めて なり、 吾等 或は 猿猴の 進化せ し 者なる や も 知れす、 吾等 

或は 蠕蟲を 吾等の 祖先と 稱 すべき 者なる や も 知れす、 吾等の 產 出の 由來は 吾等の 玆に問 はんと 欲する 

所に あらす、 吾等 は 粉 ふべき なき 地の 產 たる を 知る のみ、 〇r 生 氣を其 鼻に 嘘 入」、 人類 は 地の 產な 

り、 彼の 肉體に 於て 彼 は 猿猴、 馬 族と 質 を 異にせす、 彼 は 、飲み、 且つ 食 ふ 者な り、 彼 は 怒り 又 喜ぶ、 

動物 學 的に 彼 を觀 察して 彼に 特殊の 榮譽 ある を發 見す る 能 はす、 然れ ども 神 は 生 氣を其 鼻に 吹 人れ 給 

ひしと なり、 而 して 人 は生靈 となれ りと なり、 卽ち 動物 以上の 者と なれり となり、 人の 人た る は 其 鼻 
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に 嘘 入れられし 此生氣 に^す、 彼が 猿猴と 全く 類 を 異にする も 亦 玆に存 す、 ソ B モン 曰く 人の 魂 は 上 

に 弊り 獸の魂 は 地に ド ると (傅 道之鲁 三章廿 一節)、 二者の 體 質に 於て 異る にあら す、 北ハ靈 魂に 於て 異る 

なり、 〇 人 は 成れり、 之より 彼の 歷史は 始まりぬ。 

第 八 節 H ホバ祌 H  、、テ ン の 東の 方に 園 を^け て 其 造りし 人 を 其處に 置き 給 へ り。 

園 は H, チンの 東の 方、 或は 東の 方 (著者 所在の 地より) H, テンに^ けられたり、 「園」 は 滞 救の 效 

に 由て 砂漠の 屮に 造られし 肥沃の 地 を 指して 云 ふ、 ち^ 蘭 高原の 地に 多く 散在す る 所の 沃地の 如き 

者、 メルブ 、バルタ、 イス パハ ン 地方 等 は 其 好例な り (『興 國 史談』— 本 全集 笫ニ卷 敉錄— 參考 )、 時に 

は 之を樂 園と 稱 する は 之 を 週 園の 荒漠に 較べて なり、 之 を 普通の 庭園と 解して 本文の 意 を 汲む 難し、 

〇「 人 を 共處に 置き 給へ り」、 人類 (歷 史的 人種) の 始祖 は 其 始め亞 非 利 加 内部の 叢林の 中に 置かれ 

ざり し、 彼 は 亦歐洲 北部の 山嶽 魏々 たる 間に 産出され ざり しなり、 或は ナイル 河の 沿岸な らん か、 或 

はチ グリス、 ュ フラテ 11 の冲積 地な らん か、 或は オタ ザス、 シル ダリヤ 問の 壤土 ならん か、 其 孰れに 

於て せられし も 彼の 搖籃が 耕す に 易く、 穫 るに 難から ざり し 處に澄 かれし は 論を俟 たす、 地 擧者カ I 

ル • リッテル 曰く 「太 右の 文明 は 河 的 (pct§lic) なり」 と、 エデンの 圃は 或る 大河に 沿 ふて 設けら 

れ しもの なり。 

第 九， S エホバ 祌觀 るに 美麗し く、 食 ふに 善き 备 種の 樹を 土地より 生ぜし め、 又 園の 中に 生命の 

樹 および 善惡を 知る 樹を 生ぜし めたり。 

r 觀 るに 美 歷 はしき 樹」、 桃 金 i、 夾竹桃の 如く、  raK 實 のために あらす して 葉と 花との ために 耕さ 

る、 者、 植物の 用 は經濟 的なる のみなら す 亦 審美的な り、 春 桂の 山 を 飾る あれば 楓樹の 岸 を 装 ふ あり- 


宇宙 を 代表せ る H デンの 園は此 種の 植物に 於て 甚だ 富みし ならん 〇 「食 ふに 善き 樹」、 海處の 如き、 

胡桃の 如き、 安 石 指の 如き、 叉 香 櫞樹の 如き、 栗の 如き 觀 るに 甚だ 美 はしからざる も 貪 ふに 甚だ 佳き 

某樹 は亦樂 園の 產 なりし と 云 ふ、 山林 素是れ 松、 檢、 櫸等 木材 用の 樹木に 限るべき ものに あらす、 神 

の 種え 給 ひし 天然 林に 於て は 栗 あり、 柿 あり、 梨 ありて 何人も 之に 甘味 を 取る を 得るな り、 rai<樹 は 之 

を圍 むに 必す墙 壁 を 以てせられ、 人 は 額に 汗す るに あら ざれば 果實ー つ を も 穫るを 得ざる に 至らし め 

しもの は 抑々 是れ 誰の 業ぞゃ 〇 「生命の 樹」、 その 何の 樹 なるや を 知る 能 はす、 或は 所， 麵飽 樹と稱 

して 南洋諸島に 產 する 掠橺の 類な りし か、 或は マナの 樹と稱 して ザ クロ ス 山中に 生す. る 湖の 一 種な り 

し 乎、 或は 乳香、 沒藥等 痍傷を 癒す ための 藥品を 生す る靈 木な りし 乎、 或は 吾人 を 其 下に 導き 天の 微 

聲を聽 かしむ る隆樹 なりし 乎、 「生命の 樹は」 一にして 足らす、 吾等 は 其 エデンの 園に 在て 著明の 地 

位 を 占めし を 知る のみ 〇 「善惡 を 知る の 樹」、 是れ亦 植物 擧 的に 指定す る 難し、 只 其 果實が 之 を 食 ふ 

者に 善惡 鑑^の 識を 供せ しものに あら ざり し は 明かなる が 如し、 「善 惡を 知る の樹」 は 之に 接する 人 

の 善惡を 刺^す るた めに 植え 附 けられし 者に して、 其觀 るに 美 はしく 食 ふに 善. きも、 身に 害毒 を 及ぼ 

す 果實を 結びし 者なる が 故に 斯く 名附 けられし が 如し、 卽ち 一 名 誘惑の 樹 とも 稱 すべき 者に して 人の 

智 愚善惡 を 試す ための 樹 なりし が 如し。 

第 十 節 河 H. デン より 出て 園 を 潤し、 彼處 より 別れて 四の 源と なれり。 

ェ デ ン (edinlo は アツ シ リャ 語に て 平原 を 意味す とい ふ、 而 して 博士 デリッチの 說に 依れば バ ビ 口 

11 ャ 平原 を 昔時 はヱデ ンと稱 へしこと ありと、 それ は 鬼 も あれ、 H デンは 一箇所の 名に あらす して 一 

地方の 名たり し は 其 四川の 水源たり しに 由て 明かな り、 然れ ども 四川の 配布 流域に 就て は 記事 錯雜し 
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て 之 を 刹^す る 難し。 

第 十一 、 十二 節 其 第一 の 名はピ ソンと いふ、 是は金 ある ハ ビラの 全地 を繞る 者な り、 其 地の 金 

は 善し、 又ブド ラタと 碧玉 彼處 にあり。 

河 エデンの 地に 發し、 其 中に ある 園 を 潤し、 園內に 於て 分れて 四川と なり、 其 第一 をピ ソンと 云 ひ 

しとな り、 是を 古代 地理に 稽 ふるに ピ ソンなる 河の 曾て 記錄に 止まる 者 あるな し、 或は 是れァ ルメー I 

ャ洲に 流が る、 ァラキ シス (Araxes) 河の 支流なる クル (Kur) なりと 云 ひ 或は ギ ホン は ナイル 河に 

して ピソ ンは イン ダス 河な りと いふ、 然れ ども 論據雜 弱 にして 孰れ も 頼る に 足らす、 ハ ビラと 稱 せら 

れし 地は亞 拉比亞 半島の 一部分たり しゃ 明かな り、 然れ ども 其 或は 北部に 或は 西南 部に 指示 せらる、 

を 見て 以て 其 確乎たる 地理 的區 域を定 むる の 難き を 知るべし、 ブ ドラ クは 普通 護謨の 一種と して 知ら 

る、 金 並に 寶石 と共に 亞拉比 亜の 特產 物な り。 

第 十三 節 第二の 河の 名 はギホ ンと いふ 是は クシの 全地 を繞る 者な り。 

ギ ホンの 名 又 之 を 古代 地理に 見る 難し、 ナイル 河が H シォ ビヤ 人 (埃 及 南部の 民) に 依て ゲ ウォン 

(Gewou) 又は ゲ ヨン (Geyon) と稱 ばれし を 見て 或 人はギ ホン は 埃 及の ナイルな りと 云 ひたり、 而 

して 聖書に クシと 稱 はる， - 地の 常に ナイル 上流に 指示 せらる、 を 知て 此說の 能く 本節の 記事に 適合す 

る を 見るべし、 唯 困難なる は 他の 三 河と 比對 して 其 位置の 餘 りに 一 隅に 偏した るに あり。 

第 十四 節 第三の 河の 名 は ヒデ ゲルと いふ、 是は アツ シリャ の 東に 流る、 ものな り、 第 四の 河 は 

ュ フ ラテ なり 0 

ヒデ ケルは 確かに 今の チ グリスな り、 希伯來 語の ヒデ ケル (Hiddekel) はス メラ 11 ャ 語の ィヂ クラ 


(Itlikla) にして、 ィヂ クラ 後に ヂ クラ (Dilda) と變 じ、 波斯 人に 依て チグラ (Tigra) と稱 せられ、 希 

職人に 依て 今の チ グリス (TisTis) と名附 けられたり、 此河 名の 變遷に 六 千年の 歷史 と四大 文明の 繼 

承と の顯 はる 乂 あり、 且つ 其チ グリス 河なる は アツ シリャ の 東に 流る &こ と ある を 見て 疑を容 る ベ き 

に 非す 〇 第 四の 河 は ュ フラテ なり、 今日 尙ほ其 名を存 す。 

ピ ソン、 ギ ホン、 チ グリス、 ュフ ラテ、 此等 M 河の源 を發 する 所、 是れ 人類の 始祖が 置かれし H デ 

ンの 園の 在りし 處 なりと 云 ふ、 今 其 地现學 上の地位 を 指定 せんとす るに 方て 吾等 は 幾多の 難問題の 吾 

等の 前に 橫た はるを 見るな り、 今 左に H デンの 園の 所在地に 就き 聖書 擧 者に 依て 提出され し 假說の 四 

五を揭 げん。 

一、 ァ ルメー ーャの 山中に ありし との 說 

チ グリス、 ュ フラテ の 一 一流が 其 源 を 一 一 者 相 遠から ざる 所に 於て アル メ 11 ャの 山中に 發 する は事實 たり、 

而 して 若し クル をして ピソ ン たらしめ、 ァラキ シス をして ギホ ン ならし むれば 四 河 同. 所に 發す るの 一 

事 は 此假說 を 以て 稍ゃ說 明す る を 得べ し、 然れ ども クル は ピソ ン にして ァ ラキシ ス はギホ ンな るの 確 

證 一 つも^す るな きが 故に 此說の 以て 取る に 足らざる を 知る ベ し。 

二、 西方 亞細 亞全體 涉 りしとの 說 

此 地域 內にチ グリス、 ュフ ラテの 二流 あり、 又ギ ホンと 稍 や 同音なる ゲ ウォン 叉はゲ ヨンの 名 を 有し 

たる ナイル 河の 其 西疆を 限る あり、 而 して 若し イン ダス を 以て ピ ソンと 稱し 得べ くんば、 此說亦 全く 

依る 所な きものに あらす とせん、 然れ ども イン ダスが 曾て ピ ソンの 名を帶 びし 事 ある を 聞かす、 又 創 

世 記 著者が 埃 及 又は パ レ スチナ の 地に ありながら 「^^の方ヱデン」 と 云 ひし を 見て 其斯 くも 大 一!^ 域に 
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涉 りし 地方に あら ざり し を 知る に 足る。 

三、 土 耳 其斯丹 地方に ありし との 說 

オタ ザス (ジ ホン) をギ ホンに、 シル ダリヤ (シ ホン) をビ ソンに 擬 して 成りし 說 なり、 然れ ども ジ 

ホン、 シ ホンの 名 或は 此假說 に 依て 起り し 名なる や も 未だ 以て 知る ベから す、 丑つ ra 河の 水源地 を 一 

にす るの 重要なる 一 點の此 假說に 依て 些少の 解 釋だも 得る 能 はざる を 如何せん。 

バ ビ C ン 城市 附近に ありし との 說 

止お せに 衣れば ピ ソン、 ギ ホン は ュフラ テ 河より 分岐せ る大 運河の 名稱 にして 之に チグリ スを 加へ て 

s: 河の 一 所に 相 集まる を 見るべし と、 ヱ デンが 平原 を 意味して バビ II 一一 ャ 平原が 一 時 は エデンと 稱へ 

られし 事 は此假 說を强 むに 足る の 一 證 ならん、 且つ 大 運河の 一 がグ ハ ナ 〔(Guhaua) ギホ ン (Giholv 

に 類す〕 の 名を帶 びし は 偶 ま 以て 此假 說に學 者の 注意 を 喚ぶ の 一因と はなれり、 殊に 運河の 西に 流が 

る、 者 (pallakopas  canal) が 亜， 拉比亞 砂漠の 一 端に 沿 ふて 流が る、 を 以て 或は 其 逸 を 金 屬寶玉 を 產 

する ハ ビラの 地と 稱 すべし と 言 ふ 者 あり、 要するに バビ C ン 附近 說は前 三者に 比して 依る 所 稍 や 多き 

者なる が 如し。  、 

五、 ペルシャ 湾頭に ありし との 說 

；&れ カルビ ン に 依て 始めて 提出され し說 にして 今日に 至る も尙ほ 多くの 有力なる 贊成者 を 有す る^な 

り、 共 說く 所に 依れば 四の 源と ある は 水源の 意に あらす して 水流の 義 なりと、 而 して 昔時べ ル シャ灣 

一 S の 今日の 如く 冲積暦 を 以て 塡充 せられ ざり し 時に 當て はチ グリス、 ュ フラテ の 一 一流 は 合して 一 水と 

たり、 後、 また 分れて 二 水と なりて 海に 注げり、 而 して 園 は 上下 四 水の 一水と 成りて 流れし 所に あり 


たり、 卽ちピ ソ ン、 ギホ ンは 下の 一 一流に して チグリ ス、 ュ フラテ は.：，； の 一 一流な りと。 

然れ ども 以上 諸說は 孰れ も 創世記々 者の 敍述を 悉く 說 明す るに 足らす、 吾等 は 今日 地理 學 的に H デ 

ンの 園の 所在地 を 確お する に 足る の 材料 を 有せす、 只 一 ニニ 左に 讀 者の 注意 を 促すべき 要 點を揭 げん， 

一 、 H デンの 園の 實在 せし 事、 其單に 詩人の 夢想に 上りし ものに あら ざり し 事 

一、 H, 、テンの 園の 西方 亜 細 亞の或 所に 存在せ し 事 

一、 H  , 、テンの 園の チ グリス、 ュフ ラテ雨 河に 瀬せ し 事、 

而 して 近世に 至て アツ シリ ャ學の 進歩に 由り 最舊 文明の 兩 大河々 邊に 起り し 者なる 事の 愈々 明 E なる 

に 及んで 吾等 は 創世記々 者の 此記錄 の 何時か 明瞭に 解說 せらる &の 日の 至らん 事 を 望んで 止ます。 

五 女性の 創造 

とり  ,ゲ さ  , 

第 十五 節 H ホバ 祌其人 を 挈て彼 を ェ デ ン の 園に 置き 之 を 理め之 を 守らし め 給へ り。 

人 は 成り、 園 は 設けられて 神 は その 創造り 給 ひし 人 を 挈て彼 を 其 設け 給 ひし 阁に き 給 ひぬ、 之れ 

人 をして 園 を理め つ 之 を 守らし めん ためなりと いふ、 「理 め」 は整现 なり、 修飾な り、 園 をして 荒 

魔に 歸せ ざら しむる ことなり、 之 を 利用して 濫用せ ざる ことなり、 「守る」 は 保存な り、 ；人然 の 美 を 

害 はざる ことなり、 園 は 人に 委 托せられたり、 彼 は 之 を现め 之をキ るの 義務 を擔 はせられ たり、 遊惰 

に 耽けらん がた めの 庭園に あらす、 福利と 智能と を開發 せんた めの 祌の勞 働 園 (task-garden) なり ◦ 

始祖 アダム は 人類 を 代表し、 ラ アンの 園 は 地球 を 代表す、 神 は 人類 を 地球に 置き 給 ひし 意味に 於て ァ 
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ダム を エデン の 園に 置き 給へ り、 五 千 一 一 百 五十 萬 方 哩の陸 面 はより 大 なる エデンの 園に して 十五 億の 

生靈 はより 大 なる アダムな り、 人類 も 亦 地球 を 现め之 を 守る の 義務 を委 托されたり、 彼 はん 「ま 如何に 

此 義務 を 果たしつ k ある 乎、 是れ 世界 歷史 の敎 ゆる 所な り。 

第 十六、 十七 節 エホバ 神 其 人に 命じて 官ひ給 ひける は 園の 各種の 樹の 果は汝 意の ま、 に 食 ふこ 

と を 得、 然れど 善惡を 知る の 樹は汝 その 果を食 ふべ からす、 汝之を 食 ふ 日に は必す 死す ベければ 

たり 0 

闽 中に 多くの 樹木 繁茂せ り、 其 或 者は漿 raK を 生じ、 或る 他の 者 は 梨果 を 生ぜり、 桑果 あり、 球果ぁ 

り、 镇果 あり、 堅果 ありて、 人 は 總て之 を 食 ふの 自由 を 許されたり、 然れ ども 彼に 許されし 自由 は 無 

條 件の 自由に は あら ざり し、 之に 一 つの 嚴命は 附着せられ たり、 そ は 人 は 依 賴的實 在 物にして、 彼 は 

絶對的 自由 を享 くべき 者に あら ざれば なり、 人の 享 くべき 完全の 自由 は 彼が 神に 依て 享 くる 自由な り- 

彼が 神の 如くな りて 絕對的 自由 を樂 まんと する 時に 彼は墮 落し、 彼れ は 精神的に 死す るな り、 是れ道 

義擧 上の 大 問題、 創世記の 記事に 深遠 量るべからざる 者 あり 〇 「善惡 を 知る の樹」 は 一 に は 人の 蕃惡 

を定 るの 樹 なり、 卽ち 彼の 試驗 石な り、 二に は 彼 をして 善惡を 分^せし むる の樹 なり、 卽ち其 ra^ を 食 

ふ 者 は 神に 依らす して 自身 善 惡を判 分す る を 得べ しとな り、 卽ち之 を 食 ふの 口に は 彼の 目 開けて、 彼 

は 神の 如くな りて 事物の 善惡を 識別す る を 得べ しとな り (第三 章 五節 を 見よ)、 人 は 小兒的 依頼 (神 

に對 して) を 維持すべき か 或は 成人 的獨 立に 達すべき か、 是れ此 試 鍊の樹 に 由て 定めら るべき 實際的 

大 問題な りし。 

第 十八 節 H ホバ神 言 ひ 給 ひける は人獨 なる は 善から す、 我 彼に 適 ふ 助 者 を 彼のた めに 造らん と- 


始めにぎ 造られし 人 は 男性な りき、 彼は獨 り耕耘 者と して 整理 者と して H デンの 園に 置かれたり、 

然れ ども 彼は獨 り此聖 業に 從 事すべき 者に あらす、 人、 獨 なる は 善から す、 是れ 第一 に 彼 自身の ため 

に 善し か らす、 男性 は 天 然性 の 半分な り、 其 完全 せんが 爲には 之に 適 ふ 補缺性 (supplementary  char- 

acter) を  要す、  第二に 彼の 事業の 爲 めに 善しから す、 天然に 男性 あり、 亦 女性 あり、 男性 は 女性 を俟 

て 始めて 能く 發 達する を 得べ し、 神 は 男の み を 創造り 給 ひて 未だ 其 創造の 偉業 を完 ふせられ しと 云 ふ 

を 得す、 彼 は 更に 男に 優る 者 を 造らざる ベから す 〇 「助 者」 男子の 補助 者な り、 其翼贊 者な り、 其 共 

倒 者な り、 男子の 玩弄 具に あらす、 彼を媒 ません ための 装飾品に あらす。 

• 第 十九 節 エホ ボ神土 を 以て 野の 諸の 獣と 天空の 諸の 鳥 を 造り 給 ひて アダム の 之 を 何と 名く るか 

を 見ん とて 之 を 彼の 所に 率ゐ いたり 給へ り、 アダムが 生物に 名け たる 所 は 其 名と なりぬ。 

神が 土 を 以て 獸と 鳥と を 造り 給 ひし は 彼が 同一 の 物質 を 以て 人 を 造り 給 ひしに 同じ、 聖書 は 創造の 

結 菜を述 るに 止て 其 手緩に 及ばす 〇 「アダム」 の 名 始めて 此 所に 現 はる、 是れ i| に 「人」 と譯 されし 

希 伯 來語其 儘な り、 「アダム」 は 「土」 の 意に して 彼 は 土の 塵 を 以て 造られし が 故に 斯く名 けられし 

なり、 土より 出で 土に 歸る 者、 槿花 一朝の 夢、 た 其衷に 神の 生氣を 宿す が 故に 萬 物の 長と して 崇め 

らる、 に 至れり、 希 職 語の. 「人」 olnthropos) は 「上 を 仰ぎ 瞻る 者」 の 意な りと 云 ひ、 英語の mfs 

は 梵語の mim より 來り しものに して 「B 心考 する 者」 の義 なりと 云 ふ、 希 職 語 英語 は 人の 理性 を 指し" 

希 伯 來語は 彼の 肉 性 を 示す、 卑 くして 貴く、 貴く して 卑しき 者 は 人な り、 アダム (土) の 名に 同情の 

涙の 掬すべき あり 〇 神 は その 造り 給 ひし 獸と 鳥と を アダム の 前に 率ゐ いたり 給 ひて 之に 命名せ しめ 給 

へりと なり、 「名 を附 ける」 と は 之 を解說 する ことなり、 卽ち 物の 關係を 示し、 類似 殊 異に 依て 之 を 
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分類す る ことなり、 是れ 博物 學の 目的と する 所な り。 

人 は 神に 像ら れて 造られし 者、 故に 彼 は祌の 意匠 を究 むる の 现解カ を 有す、 神が 灭然物 を 造り 給 ひ 

し 其 目的の 一 は 人智 を發達 修練 せんとす るに ありたり、 祌の 造り 給 ひし 物 を 究めて 吾人の §H 能 を 研磨 

十る は 吾人の 當 さに 爲 すべき 事な り、 神 は その 造り 給 ひし 獸と 鳥と を 率ゐ來 りて 之 を アダム に 示し、 

彼 をして 之を舉 ばし め 給 ひしと なり、 依て 知る 博物 學の 研究 は 人類が 創造の 初めに 於て 神より 直に 示 

されし 者なる 事 を、 祌の 造り 給 ひし 者 を 直接に 祌 より 受けて 之を學 ぶ、 神 を 知り 眞理 を究 むる の 方に 

して 何物 か 之に 勝る^ あらん 耶、 博物 學は 人類 最初の 舉問 なり、 擧 なり、 政治 舉 なり、 經^ 學 なり" 

是れ な 人類の S- 落 を 以て 始まりし もの、 造化の 初期に 方て H デンの 園に 樹花林 葉の 未だ. W ほ番 はし 

き 時に 人の 苦悶せ し 問題に あら ざり し、 獸を 分類す る こと、 鳥を說 明す る こと、 見れ アダムの 受けし 

敎育 なりし、 美 はしき かな 天然 學、 害な くして ハ、 i 多く、 天然 を 通して 直に 天然の 神に 達す、 來れ 社會. 

舉^ よ、 汝は抓 悪學^ なり、 來て 森に 禽鳥の 聲を 聞け、 出て 山に 野 獸の常 性を學 ベよ、 天然 詩人 は 一一 一一 口 

ひしに あらす や 

〇n®  impulse  irom  vernal  .svocd 

will  teach  us  more  of  man 

，rllan  £ill  tlie  Hag-es  can. 

春の 森より 来る、 感動の 一 閃が 

人類に 就て 敎 ゆると ころ は 

總 ての 哲人の 敎 ゆる 所に 勝る 


第二 十 節 アダム 諸ての 家畜と 天空の 鳥と 野の 諸ての 獸に 名を與 へたり、 然れ ども アダムに は 之 

に 適 ふ 助 者 見え ざり き。 

アダム は總 ての クれ畜 と 鳥と 獸とを 撿_^： せり、 彼 は 其 美に 驚きし ならん、 彼 は 之に 遣 化の 美妙 を 認め 

しならん、 然れ ども ァ、 鳥 は 鳥に して 人に あら ざり き、 鶯は 善く 囀る も 彼に 人に 同情 を 寄す るの 心 あ 

るな し、 馬 はよ く 走る も 彼に 人 を 知る の 智能な し、 天然 は 人の 善き 友な り、 然れ ども 彼の 助 者に あら 

す、 吾等 は 同情者 を 要す、 吾等と 性 を 同う し、 目的 を 同う し、 存在の 理由 を 共に する 助 者 を 要す、 獸 

は 多し、 鳥 は 多し、 草木の 種類に 數限 なし、 然れど 天地 萬 物 何者 も 吾等の 寂寥 を 慰む るに 足らす、 男 

子 は 女子 を 要するな り、 而も 牢稷 なる 意味に 於て せす して、 最も 高潔なる 意味に 於て 彼 は 彼女 を 要す 

るな り 0 

第二、 一、  ニニ 節 是に 於て M ホバ祌 アダム を 熟く 睡 らしめ 睡 りし 時 其 肋骨の 一 を 取り 肉 を もて 其 

處を堪 塞ぎ 給へ り、 H ホバ祌 アダムより 取た る 肋骨 を 以て 女 を 作り 之 を アダム の 所に 摧れ來 り 給 

へり。  , 

雌雄 兩 性の 分化 olirfcrsltiaticu  of  sexes) は 生物 學 上の 大 問題な り、 最下 等 動物に 在て は兩 性の 

同 一 體 に^する あり、 其 稍 や 進化せ し 者に 至て は 一 體 にして 雨 性 を 具へ ながら 時に 依て 雄の みの 用 を 

なし、 亦 雌の みの 用 をな す 者 あり、 兩 性の 全く 分離す る は 之 を 比較的 上等 動物に 於て 見る を 得べ し、 

故に 若し 進化論の 提議に して 誤りな くば (而 して 余輩 は 其 大體に 於て 之に 贊す) 人類に 於け る 男女の 

分化 は その 創造 以前に 於て 成りし ものと 見做さ 5^ るべ からす、 女 は 直に 男より 取られし 者に あらす し 

て、 二者の 分化 は 生物 學上 人類 以下の 動物に 於て 成就され しもの ならざる ベから す、 兹に 於て か 創^ 
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記の 女性 創造の 記 は 生物 學の 明ね なる 指示に 反する が 如しと 云 ふ 者 あり。 

然れ ども 是れ 未だ 創世記々 者の 眞意を 知らざる 者の 一一 目と 云 はざる ベから す、 記者 は 造化の 結果 を 言 

ふに 止て 其方 法 を 語らす、 人 は 土の. M を 以て 造られた りと 云 ひて 如何なる 順序 を經て 十； 塊が 生物の 長 

たる 人と 成りし 乎に 就て 言 はす、 女の 創造に 就ても 亦然 り、 記者 は 言 はんと 欲す 「sf^ 女 は 素と 是れー 

體 なりし もの、 其 今 分れて 二者た る は 創始より 二者 分離せ るが 故に あらす」 と、 兩性 一原の 深き 眞理 

を f に傳 へんが 爲 めに 記者 は此事 を玆に 記載せ しなり、 然 らば 記者 は 何故に 單に此 事 實を言 はすして 

奇談に 類した る 肋 s:^ 剜 取の 記事 を 載せし やと 問 ふ 者 あらん、 吾人 は 之に 答へ て 曰 ふ、 是れ 幼稚の 人類 

に兩性 一 原の 眞理を 傅 ふるに 最も 簡：^ 尸-なる 途 なれば なりと、 祌は 最始の 女子 を 最始の 男子に 紹介 せん 

とする に 方て、 夫妻 合同の 大眞理 を 示さん とし 給へ り、 故に 彼 は アダム を 熟睡に 導き 彼に 肋骨 分 取の 

幻景を 示し、 以て 此 深き 眞理を 彼に 示し 給 ひしな り、 神 は 斯く爲 し 給 ひて アダム を 欺き 給 ひしに あら 

す、 恰 かも 吾人が 兒童 に 深遠 にして 彼等の I 曰識 の 程度 を以 て し て は 到底 解し 得 ベ から ざ る眞 理を傳 へ 

ん とする に 方て 卑近の 例 を 引き 又は 簡易の 實例を 以て 彼等 を敎 へんと する も是れ 彼等 を 欺く にあら ざ 

るが 如し、 要は アダム をして 夫妻 合同の 神聖 を 知らし むる にあり たり、 而 して 彼が 幻景に 於て 見し 女 

性 形成の 現象 は 彼 をして 能く 其眞理 なる を 了ら しめたり。 

女 は 男の 肋骨より 作られし となり、 アダム は 此事を 示されて 女性に 對 して 如何なる 觀 念を懷 くに 至 

りし や、 彼 は (一) 彼女の 彼と 同體 なる を 知れり、 (二) 彼女が 彼の 頭骨より 出で しに あらざる を 見 

て 彼 は 彼女に 服從 すべき 者に あらざる を 知れり、 然り とて 彼女 は 彼の 四肢より 成りし 者に あら ざれば 

彼の 使役すべき 者に あらざる を敎 へられたり、 男の 胸部より 出し 女 は 彼と 同等の 者な り、 彼の 主に あ 


らす、 亦 彼の 婢 にあら す、 彼の 妻な り、 彼と 榮光を 共に する 者な り、 アダム は 幻景に 於て 社會學 上の- 

此大眞 理を敎 へられたり、 (三) 胸部 は 情の _J ^する 所、 肋骨より 出し 者な りと して 示された る 女は特 

^に 男の 同情者な り、 彼の 愛 を 受け、 彼に 愛 を 供す る 者な り、 單に勞 働の 伴なる のみなら す、 單に智 

識の 分配者なる のみなら す、 特別に 愛情の 共享 者な り、 女が 男の 助 者た る は 特別に 愛の 一 點に 於て 然 

るな リ、 聖く 愛せら れんこと は 彼れ の 最も 要求す る 所に して、 神に 在て 彼 を 愛して 女 は 男の 偉大なる 

助 者た る を 得る たり、 神の 何たる を 知らす、 男性の 何たる を 知らざる 女 は 男に 賴るを 知て 彼 を 助く る 

を 知らす、 彼に 愛せら れんこと を 欲して 彼 を 愛せん と 欲せす、 男の 肋骨より 成りし 女 は 彼の 心情 を强 

めて 彼の 大 補佐た る を 得べ し、 亦 彼 を 通して 有力なる 女王た る を 得るな り。 

第一 一三 節 アダム 言 ひける は此 こそ はわが 骨の 骨 わが 肉の 肉な れ此は 男より 取た る 者 なれば 之 を 

女と 名く ベ しと。 

アダム 睡眠より 覺 めて 之 を 言へ り、 彼の 言に 驚 鬆の調 あり、 彼は總 ての 獸と 鳥と を 視察せ り、 然れ 

ども 彼に 適合す るの 助 者 を 其 中に 發見 する 能 は ざり し、 然るに 彼 は 今 彼の 前に 立た る 彼に 類した る而 

も 彼と 異なりた る 彼の 生涯の 伴 を 見たり、 故に 彼 は 叫んで 此 言を發 せり 〇 「骨の 骨、 肉の 肉」、 親近 

之に 勝る 者 あるな し、 同一 體の 分離せ し 者、 自我の 異體 となりて 現 はれし 者、 是れ 女な り、 妻な り、 

創世記々 者の 一 百に 詩人の 理想 あり 〇「 男 (islo より 取た る 者 なれば 之 を 女 (ishalo と 名く ベ し」 と、 

希伯來 語の 女 は 男の 女性名詞 なり、 日本語の 男 (をと こ) は 小 之 子の 轉 にして その 女 (をん な 叉 をみ 

な) は 小 見 人の 音便な りと 云へば 二者の 間に 根 詞的關 係な きが 如し、 英語の ％voman は wifmanu 又 

は wifc-maii にして 人の 妻 を 指す の 言葉な りと 云 ふ。 
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第一 一 叫 節 是 故に 人 は 其 父母 を 離れて 其 妻に 好 合 ひ 一 一人 一 體 となるべし 0 

たおの 關係は 人類の 關係中 最も 親密なる もの に し て 親子 の 關係も 之 に 及ばす となり、 是れ 支那 學者 

をして 幾 11： となく 躓かし めし 某 敎 の倫现 なりと す、 彼等 は 憤て m ふ是れ 基督 敎の背 倫た るの 證 なり、 

妻に 厚く して 父母に 簿 きが 如き、 是れ 忠孝 道 德を共 根底 に 於て 破壞 する 者な りと。 

或は 然 らん、 然れ ども 偏執 は isH 莨 を 曲る 能 はす、 基督 敎の 夫妻 觀は 社會に 健全に して 幸福なる ホ ー 

ム を^して 不自然に して 不愉快なる 支那 的 家庭 を排 しつ \ あり、 善良なる 夫と 妻と 父母と 子と は 前者 

に 多くして、 後者に 斟きは 3： 故ぞ や、 姑媳の 嫉視 (命鬩 は 何に 因て 來る や、 何故に 支那 風の 家庭に 禮多 

くして 實尠き や、 儒 敎的 (欢」 她を观 ひ 見よ、 何 ぞ北ハ 中に 不平 多き や、 悲憤 多き や。 

支那 的 道德は 不自然 なれば なり、 夫妻 天然の 愛情 を 妨げん と 欲する 者 なれば なり、 故に 見よ、 支那 

舉者は 彼等の 索め つ i ある 孝道 を も 得る 能 はざる を、 然り 彼等の 得し 孝道なる 者 は應制 的に 得し もの 

なる が 故に 僞善 的な り、 夫妻に 天然の 要求す る 愛情 を 許さ る 支那 道德は 子た る 者 並に 媳 たる 者より 

滿 腔の 愛 心 を 買 ひ 得ざる なり、 支那 擧者は 子に 愛せら れんと 欲して 僅かに 彼等に 懼れら る、 者、 怕れ 

らる、 を 見て 愛せられ しと 謬 信して 喜ぶ 者な り、 父母 を 離れて 妻に 好 合へ と は 妻の ために 父母 を 拾て 

よとの 意に あらす、 又 妻た る 者の 曾と あれば 何事 も 之 を 探 州せ よとの 敎訓 にも あらす、 是は 之れ 祌 

の敎理 にして 天然の 聲 なり、 卽ち人 は 情に 於て は 其 父母 を 離れても 其 妻に 好 合 はんと 欲すとの 彼の 

木 能 を 一一 m ひ 現 はせ し 一一 目な り、 若し 此 本能 あるが 故に 子 を 責る者 あらば 是れ 天然 を責る 者な り、 神の 

造化 を 貴る ものな り、 吾人 は 信す、 最も 高尙 にして 最も 誠責 なる 孝道 は此 本能の 中に 存 する こと を。 

「一 體 となるべし」、 命令 的 動詞に あらす、 「ならん」 と 護む 方 返て よく 原意に 適 ふならん (獨 逸" 


譯の 纖 dm  sein  Ein  Fleiscli を參考 せよ、 之 を 英譯の shaU  be  one  fl。sll と讀ん で 原意 を 誤り 易 

し)、 いま 全 節 を意譯 して 左の 如くに 爲 さんに は 原意 は 一 曆 明瞭なる を 得べ し。 

此 故に 人 は 其 情に 於て は 其 父母 を 離れても 其 妻に 好 合 ひ 一 一人 一 體 とならん と 欲する なるべし。 

第一 一 五節 アダムと 其 妻 は 一 一人 共に 裸體 にして 愧ぢ ざり き。 

裸 體を愧 るの 念 は 人類 if 落 を 以て 始まれり (三 章 一 一十 一 節 を 見よ)、 彼等が 未だ 罪の 何たる 乎 を 知 

らざ りし 時に、 彼等の 肉體 に不淨 なる 情慾の 現 はれ ざり し 前に、 彼等 は 裸體を 以て 愧ぢ ざり しなり、 

若し 扉 美的に 之 を 評せん 乎、 何物 か 人の 身體に 優て 美なる 者 あらん や、 是れ 神の 形に 象れて 造られし 

者な りと 云 ふ、 天使の 姿 も 之に 優る ものに は あらざる べし、 之 を 無辜の 小兒に 於て 見よ、 寶 玉の 美 も 

遙 かに 之に 及ばざる にあら す や、 綺羅 を 以て 體を掩 ふ は實は 襖樓 を 以て 眞珠を 包む の 類なら す や、 此 

整. 備 せる 身 體に 就て 吾等が 恥づ るに 至りし は 抑 々 何が 故ぞ や、 吾等 は大 美術家 の 筆に 就り し 裸 體靈を 

見 て 些 少 の 惡 感を覺 えざる なり、 不淨 の 人 に 依て 畫 かれし 裸體畫 が不淨 の 人の 眼に 觸る \ に 及んで 汚 

據の 念は懷 かる \ なり、 保羅： n く 「潔 人に は 凡の 物淸 く、 汚れた る 人と 不信者に は 一 として 潔き 物な 

し、 旣に 彼等の 心と 良心と もに 汚れ たれば なり」 (提多 書 一章 十五 節〕、 裸體の 醜態に 就て 侃々 する 者 は 

宜しく 先づ其 心と 良心と を 潔む ベ きなり。 
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創世記 第三 章 

六 人類の 堕落 

1 エホバ 神の 造りた まひし 野の 生物の 中に 蛇 最も 狡 消し、 蛇 婦に言 ひける は 神 眞に汝 等 園の 諸の 樹の果 は 食 ふ 

ベ からず と 言 ひた まひし や、 ニ婦 蛇に 言け る は 我等 圃の樹 の 果を食 ふこと を 得、 H 然ど 園の 中央に 在る 樹の果 

實 をば， 神 汝等之 を 食 ふべ からず 又 之に 捫 るべ からず 恐く は汝等 死ん と 言 給 へ り、 M 蛇 婦に言 ひける は汝 等必ら 

ず 死る 事 あら じ、 ^神め 等が 之 を 食 ふ 日に は汝 等の 目 開け 汝等 神の 如くな りて 善悪 を 知る に 至る を 知りた まふ 

なりと、 六 婦樹を 見ば 食 ふ に 善く 目に 美麗し く且 智慧から ん が 爲に慕 はしき 樹な るに よりて 逸に 其果 寶を联 て 

食 ひ 亦 之 を 己と 偕なる 夫に 與 へ ければ 彼 食 へ り、 七是 におい て 彼等の 目俱に 開て 彼等 其裸體 なる を 知り 乃ち 無 

花 果樹の 葉 を 綴て 裳 を 作れり。 

此處に 所謂る 「蛇」 は 蛇な り、 蛇 如何にして 人 を 欺く を 得ん や、 是れ 聖書の 此 句に 對 して 常に 起る 

疑問な り。 

然れ ども 今此 問題 を 他の 方面より 考究し 見よ、 人類 は 何故に 蛇 類 を 忌み嫌 ふや、 何故に 極 惡の人 を- 

指して 蛇 赐と稱 ふや、 狂 すれば 蛇 を 想 ひ、 魔 さるれば 蛇 を 夢む、 蛇 其 物が 醜惡 なる 動物なる に 非す、 

其 中に 審液 を蓄 ふる 者 ある も是れ 彼等の 中の 小數 のみ、 人類 (殊に 女性) が 蛇 を嫌惡 する は 實に其 本 

性に 霉す、 是れ 何に H て 然る 乎。 


惡鬼を 指して 蛇と 言 ふ、 是れ 孰れの 國 語に 於ても 見る 所な り、 「犬なる 龍、 卽ち惡 魔と 呼ばれ、 サ 

タンと 呼ばる、 者、 全世界の 人 を 惑 はす 老蛇」 (默 示錄 十二 章 九 節〕 と ある を 讀んで lf!n 人は惡 魔、 老蛇 

の 同一 物なる を 知る、 素盞嗚 尊が 斬り 給 ひしと 云 ふ 妖蛇は 蛇な りし 乎、 賊 なりし か、 吾人 は 深く 之 を 

究 むる を 要せす、 蛇 是れ賊 なり、 賊是れ 蛇な り、 人類の 首 語に 蛇と 賊とは 同意義た るに 至れり。 

「蛇 婦にー 百」 ひたりと 讀んで 吾人 は 蛇に 發音 器な きが 故に 言 ひ 能 はざる を 知る、 彼れ 亦 無智の 生物- 

人 を 惑 はす 者に あらざる を 知る、 然 らば 人 を 欺きし 者 は 誰ぞ、 勿論 蛇 を 以て 代表され たる 惡魔 なり、 

さと  すがた 

吾人 は 彼れ 惡 魔の 何たる を 知る、 彼 は 蛇の 如く 智く其 貌姿は 優しく、 其擧動 は溫雅 なり、 未だ 曾て 彼 

の譎 計に 陷り しこと なき 者 は 必す彼 を 指して 義人な り、 仁者な りと 做す、 而も 彼 は 彼の 腹中に 利劍 を- 

藏す、 一度び 彼の 毒牙に 觸れて 何物 も 其 捕 握より 免 かる k 事 能 はす、 彼 は 離間 者な り、 疑 察 者な り、 

彼に 因て 人類 は 今日の 悲 慘に陷 りしな り。 

物界は 霊界の 模型な り、 聖者 を 代表す るた めの 鵠 あり、 惡魔を 代表す るた めの 蛇 あり、 聖靈 は鵠の 

如く 天より 降りて 基督の 上に 止り たりと 云 ふ、 物 を 以て 心 を 語る、 之 を 詩歌と 云 ふ、 詩歌 は 比喩に あ 

らす、 詩歌 は 物の 眞意 を發 見す る 者な り、 悪魔 を 指して 蛇と 云へ る は 詩歌 的 言語な り、 然れ ども 詩歌 

的 なれば とて 虚偽の 言に あらす、 能く 聖書 記者の 天然 觀を 解して、 此 種の 語法 を 解す る 易し。 

人類の &- 落 は 彼が 制限 外の 智識 を 得ん と 欲せし に 基因す、 彼 は 園の 中に ありし 都ての 果を食 ふこと- 

を 許されし も 其 中央に ありし 善惡を 知る の 樹の果 のみ は 之 を 食 ふこと を 禁ぜられたり、 是れ 彼の 爲に 

計て 最も 有益なる 神の 規 {ル なりし なり、 彼 は祌と 宇宙と 人生と に關し 都ての 事 を 知る 能 はざる のみな 

らす、 亦 之 を 知て 返て 彼に 害 ある こと ii からす、 例へば 生死の 時期の 如き、 是れ 彼の 知り 得べ から ざ- 
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る 事た るの みならす、 知て 返て 彼に 害 を 及す 者な り、 「無學 は 幸！ i なり」 との 標語 は 文運 隆盛の 今日 

に 於ても 多くの場合に 於て 尙ほ 眞理 たる を 失 はす、 人の 知るべき こと あり、 知るべからざる こと あり、 

人 は 萬 _3?f 萬 物 を 究め 斑して 祌の 如くなら ざるべ からすと は是れ 大望の 如くに 聞え て 實は虚 望な り、 彼 

は 自身 總 ての 事 を 知る を 要せす、 或る 事 は 直に 之 を 彼の 祌に 聞き、 神の 命 を 受けて 信じて 之 を 行へば 

足れり、 是れ 人た るの 彼の 本分に して、 此 本分 を 捨て 神 を 離れて 獨り 立たん と 欲せし が 故に 彼の 墮落 

は來 りしな り。 

而 して 蕃惡を 知る の 樹とは 如何なる 者な りし ぞ、 是れ 「食 ふに 善く、 目に 美麗 はしく 且つ 智慧から 

んが爲 めに 慕 はしき 樹」 なりし とぞ、 喧、 今日 世に 稱 せらる k 無祌 主義なる 者 は如斯 きものに あら ざ 

る 乎、 天地に 我と 萬 物と を 支配す るの 主宰 あるな く、 我 は 獨り此 世に立て 獨り 我が 運命 を 形成す る を- 

得べ しと、 其 中； 張の 如 3： に勇壯 にして、 其 志望の 如何に 遠大なる、 是を有 神 主義が 神に 對 する 服從を 

敎へ、 我意の 抑 爾を說 くに 較 ぶれば、 二者の 優劣 は 疑 ふべ くも あら じ、 宜 なり、 人類の 始祖が 惡 魔の 

此 誘惑の 實に 接して 强く 之に 抗 する こと 能 は ざり し は、 吾人 八：' 日 心に 此 言に 接して 時に 吾人の 迷信 を 

歎じ、 神を棄 て、 基督 を 去て、 無 祌哲學 に 身 を ねんと する に 非す や、 アダムと H バ とは虚 望、 傲慢、 

自信の 故 を 以て 神より 離れたり、 而 して 神より 離れて 彼等 は 自己 を 守る 能 はすして、 終に 總 ての 罪惡 

を 犯す に 至れり、 祌、 豫言者 H レメャ をして 其國 人に 言 はしめ て 曰く、 「我が 民 は 二つの 惡事 をな せ 

り、 卽ち 活ける 水の 源なる 我 を 拾て、 自 から 水 溜 を 掘れり、 卽ち 壌れ たる 水 溜に して 水 を 有たざる 者 

たり」 と r 耶利米 亜記 二 章 十三 節)、 人類 は 其 始祖に 於て 活ける 水の 源なる 神 を 去て、 壞れ たる 水 溜なる 

自已 に頓れ り、 是れ總 ての 惡 事の 根源に して、 彼の 總 ての 悲痛、 困窮 は 是に素 まれり。 


善惡を 知る 樹の Bi- を 食 ふて 人類 は 神の 如くに なれり (五節)、 彼等の 目 は 開けて 彼等 は 自己の 裸體 

を 恥る に 至れり (七 節.)、 彼等 は 知ら ざり し、 彼等の 目の 開けし 時 は 卽ち其 閉ぢし 時な りし を、 基督 

乂リ サイの 人に 吿げて 曰く  r 爾曹 もし 瞽 ならば 罪な かるべし、 然れど 今 我 儕 見る と 言 ひしに 因りて 爾 

曹の おは； れり」 と f. 約 翰 傳九章 四 一節)、 或る 事に 就て は 目の 開けざる こそ 幸 なれ、 我 憐が萬 事 を 知悉 

せりと 思 ふ 時に 我 儕の 暗黑は 實に大 なり。 

愧 恥の 念 は 罪惡の 結果な り (七 節)、 無辜の 小 兒に此 念 あるな し、 偉人 多く は 小兒の 如くなる は 彼 

等に 此 念- 溥 ければ なり、 潔 人に は 凡ての 物 潔し、 心に 其 主た る 祌を棄 て より 人類 は 其 神 架な る ベ き 身 

體に 就て 愧 るに 至れり、 (七三 頁參考 )。 

女子 は 男子よりも 誘惑に 陷り 易し、 是れ 彼女の 虚榮を 愛する の 心に 因ら すん ば あらす、 彼女の 此心 

よりして 滅亡に 終りし 家族 ^だ 多し、 女子 虚榮を 要求し、 男子 彼女の 愛に 溺れて 彼女の 此 要求 を充た 

さんと 欲し、 而 して 沈淪は 彼等の 家に 臨むな り、 惡魔 は此弱 點に乘 じて 人類 を墮 落せし めたり、 實に 

恐るべき は 女性の 虚榮 心なり。 

A 彼等 園 の 中に 日の 淸 涼き 時分 步み給 ふ エホバ 神の 聲を 聞し かば アダム と 其 妻 卽ち エホバ 神の 面 を 避 て 園の 澍 

の 間に 身 を 匿せ り。 九 M ホバ祌 アダム を 召び て 之に 言 ひ 給 ひける は汝は %處 に をる や、 十 彼い ひける は 我れ 園 

の 中に 汝の聲 を 聞き 裸體 なる により 懼れて 身 を 匿く せりと、 十一 ヱ ホバ言 ひ 給 ひける は 誰が 汝の 裸なる を汝に 

告げし や、 汝は 我が 汝に食 ふ 勿れと 命じた る 樹の實 を 食 ひたりし や、 十二 アダム 言 ひける は 汝が與 て 我と 偕な 

らしめ 給 ひし 婦、 彼れ 其樹 の果赏 を 我に あたへ たれば 我 食へ りと、 上 一一 M ホパ祌 婦に言 ひ 給 ひける は汝 がな し 
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たる 此事 は何ぞ や、 婦言 ひける は 蛇 我 を 誘惑して 我 食へ りと、 十 ホバ 神蛇に 言 ひ 給 ひける は汝 是を爲 した 

るに 因りて 汝は 諸ての 家畜と 野の 諸ての 獸 よりも 勝りて 詛 はる、 汝は腹 行て 一生の 間 塵 を 食 ふべ し、 十五 又 我 

汝と婦 の 間お よび 汝の 苗裔と 婦の 苗裔の 間に 怨恨 を 置かん、 彼 は汝の 頭を碎 き、 汝は 彼の 踵を碎 かん、 十六 又 

婦に言 ひ 給 ひける は、 我 大に汝 の 懷姙の 劬勞を 滑すべし、 汝は 苦み て 子を產 まん、 又 汝は夫 を 慕 ひ 彼 は 汝を治 

めん、 +七又 アダムに 言 ひ 給 ひける は汝 その 妻の 言を聽 きて 我が 汝に 命じて 食 ふ 可から ずと 言 ひたる 樹の實 を 

よ  ,、-。，- ふ それ  :•  a ら あざみ 

食 ひしに 緣 りて 土 は汝の 爲に詛 はる、 汝は 一生の 間勞 苦て 其より 食 を 得ん、 十八 土 は 荊棘と 薊と を 汝の爲 に 生 

ずべ し、 また 汝は 野の i を 食 ふべ し、 十九 汝は 面に 汗して 食物 を 食 ひ 終に 土に 歸 らん、 其 は 其 中より 汝は取 

られ たれば なり、 汝は塵 なれば 塵に 皈 るべき なりと。 

愛すべきの 神 は 罪 を 犯して より 怖るべき 者と なれり (八 節)、 神 在 さぐる にあら す、 人 彼 を 怖れて 

身 を 匿さん とするな り、 世に 神 を識ら すと 曰 ふ 者 ある は 神 を 知らす して 之 を 曰 ふに 非す、 自己の 罪の 

顯 はれん こと を附れ てな り、 基督 曰く、 「凡て 惡を なす 者 は 光 を 惡み其 行の 責められ ざらん が爲 めに 

きこ  おも 

光に 就ら す」 (約 翰 傳三章 十九 節) と、 無神論の 主なる 原因 は 人が 其 罪の 顯 はれん こと を 怖れて 神の 存 

在 を 否まん と努 むる に存 す。 

アダムと 其 妻と は 日の 淸 涼き 時分 祌の聲 を 聞け りと いふ (八 節)、 日中、 日 は 午に 當る 時分 は 萬 物 

活動して 心自 から 靜 ならす、 隨て人 亦た 祌の實 在を感 する こと 尠し、 然れ ども 夏の タ、 日光 其 猛威 を 

失し、 萬 有 皆な 休息に 就かん と 欲する 時分、 是れ 良心の 覺醍 する 時に して、 神の 細き 微かなる 聲が其 

奥底に 響く 時な り、 「汝は 何處に 在る や」 と、 鳴 呼 何人 か 一度 は 神の 此聲を 聞 かざりし 者ぞ ある、 是 

れ罪 人に 取て 怖るべき 聲 なり、 彼 は その 彼の 造 主の 聲 なる を 知る、 然れ ども 彼 は 之 を 認め ざらん と努 


む、 時に 彼 は 獨り淸 涼の 樹 下に 此聲を 聞く に堪 へすな り、 此 好個の 祈 禱の座 を 去て、 罪悪の 宴に 彼の 

同類 を 求め、 飮樂の 間に 彼の 良心に 響き渡る 神の 此聲を 消さん と 計る。 

罪 を 犯せし の 結果と して 人 は 其裸體 を恥づ るに 至れり (十 節)、 此に 於て か 虚禮の 必要 彼に 生じ、 

彼 は 心の 汚 據を蔽 ふに 身の 衣服 を 以てせん とする に 至れり、 裸 體は今 は 彼が 神の 前 を 避く るた めの 口 

實 となれ り、 かの 身 を 飾る に 汲々 たる 者 を 看よ、 彼等 多く は 心の 美に 於て 缺 ぐる 所の 有る 者な り、 心 

に 潔くして 人 は 多く 意 を 装飾に 注がす、 修飾 は 常に 墮 落の 徵 なり。 

神 は アダム の 提出せ し 口 實に對 して 曰 ひ 給へ り、 「汝 何者 なれば 言 を 裸 體に藉 りて 我が 前 を 避けん 

とする や、 汝は 我が 命に 叛 きし 者に 非す や」 と (十 一 節)、 神 は 託言 を 以て 欺く 可ら す、 彼 は 直に 人 

の 罪 を 指 明して 其 良心 を 衝き給 ふ、 此 言に 接し て アダム は 答 ふるに 言葉な かりき。 

神に 心中 を 看破され し アダム は 人マ は 自己の 罪 を 他に 嫁 せんとせ り (十二 節)、 曰く 「婦我 をして 此 

罪 を 犯さし めたり」 と、 罪 を 他人に 歸 して 自 から 其 責を免 かれんと する は 罪人の 常な り、 彼れ 逃る に 

途 なきに 至る や、 彼れ 之 を 彼の 最愛の 妻に 歸す るに 躊躇せ す、 世に 其 罪 を 他人に 負 はしめ て 自身 潔白 

を 裝ふ者 多き を 看て、 其尙ほ アダム の 罪跡 を糙模 しつ、 ある を 知らん。 

夫 は 其 罪 を 妻に 歸し、 妻 は 之 を 蛇に 歸す (十三 節)、 罪 惡の世 は 罪の ナス リ合 ひに 外たら す、 無責 

住の 念 は 罪惡 と共に 世に 臨めり、 罪 を 除く にあら ざれば 責任の 念 を囘復 する 能 はす。 

墮 落の 原因 は 蛇に あり (十四 節)、 彼 は 人 を 欺きし 者な り、 人の 罪 は 欺かる.^ に 在りたり、 故に 神 

は 蛇 を 憎み 給 ひて 人 を 憐み給 ふ、 神の 心に 於け る 人類 救 it の 企畫は 早く 旣に 其墮 落の 時に 始まれり。 

惡魔を 代表す る 蛇 を 看よ (十四 節)、 其 血 は 冷 かにして 其 舌 は 二 枚な り、 其 眼に 険 なくして、 其 眼 

iM;  以前 記  七 九 
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光は銳 し、 其 擧動は 同！^ S にして 曾て 聲を 立てす、 而 かも 腦中審 囊を藏 し、 一度び 其 獲物に 接すれば 一 

架の 下に 彼 を 殺す、 彼 は 腹 行して 鹿 を 食 ふ、 彼 は 雲 報の 太陽 を 指して 羿るを 解せ す、 紅領の ii? 氣に醉 

ふ を 了ら す、 彼 は 常に 叢の 中に 匿れ てた 奸策を 施す のみ、 友 は 彼のた めに 離 問され て 敵と なり、 夬 

は 彼のた めに 愛情 を 奪 はれて 其 妻と 別る、 「蛇、 蛇、 蛇」 彼に 注意せ よ、 彼は敎 會の屮 にあり、 彼 は 

我等 を 殺す 者たり 、 ゆに 怖る ベ く 憎む べき ものにして 實に 彼の 如き は あ らす。 

人類と 蛇 族との 問に 存 する 敵意 怨恨 は 永久 的な り (十五 節)、 人 は 生れながら にして 蛇の 北ハ 固有の 

敵なる を 知る、 荒 燕 の 開拓 は 先づ蛇 類の 剿滅 を 以て 始まる-人 は 終に 彼 を絕さ れば 止まざる べし。 

. 蛇 は婦の 踵を碎 きたり、 故に 婦は 終に 彼の 頭を碎 くに 至らん (十五 節)、 婦の胎 に 宿りし 者 は 終に 

ゴ ルゴ タの 丘に 於て 彼に 勝てり、 人類 救^に 關 はる 神の 約束 は玆に 始まれり。 

然れ ども 其 勝利の 實の舉 るまで は 人類 は 其 犯せし 罪の ために 苦しまざる 可ら す、 女に 懐 娘の 苦勞は 

ありし も、 北ハ噴 落の 結果と して 彼女 は 一 曆强く 之を感 する に 至らん (十六 節)、 必 しも 出產當 時の 苦 

痛に 限らす、 是れ 比較的に 輕き 苦痛な り、 失戀の 苦痛な り、 僞 愛の 苦痛な り、 愛せざる 者に 彼女の 愛 

を呈 し、 敬せ ざる 者 を 彼女の 夫と して 仰ぐ、 誰か 祌を 離れし 婦人の 心 を 知る 者ぞ ある、 人生 莫レ作 一一 婦 

人身 f 百年 苦樂 由，， 他人 f 懷赃其 者の 劬勞 なる に 非す、 愛せざる 者を姙 む、 是れ愧 恥の 極な り、 然れ 

ども 之 を 如何せん、 彼女 は 彼女の 造 主を棄 てたり、 故に 彼女 は 愛なら ぬ 者の 支配 を受 くるに 至れり、 

祌に還 へれよ、 我が 姉妹よ、 還って 彼 を 主と 仰げよ、 然 らば 神 は 再び 汝を惠 み、 汝 をして 彼の {疋 めし 

所に 安ん ぜ しめ 給 はん。 

,v 子然 り、 男子 亦然ら ざらん 耶 (十七 節)、 此美 はしき 地 は 彼のた めに 詛 はれ、 樂 しかるべき 勞勸 


は 彼に 取て 勞 苦と 化せり、 彼れ 利 慾に 驅られ 濫りに 山の 林を斷 つや、 洪水 爲に 沃土に 氾濫して 田園 忽 

に 化して 砂原と なる、 採鑛の 術、 染色の 法、 共に 汚 毒 を 醸して 淸流爲 めに 魚介 を 宿さ r るに 至る、 世 

に 天災な きに あらす、 然れ ども 地上の 殘 害の 十分の 九 は 之 を 人 爲に歸 せざる 可ら す、 若し 罪な きの 人 

をして 之 を 耕さし めしなら ば 此地は <fr 日の 如き 淚の 谷に あら ざり しならん。 

荊棘と 薊と は廢棄 せられし 田 畝の 產 なり (十八 節： >、 天然 は 創始より 是 等の 有害 植物 を 以て 原野 を 

掩 はす、 然れ ども 人 一度び 之を拓 き、 之に 植 ゆるに 有用 植物 を 以てし 而 して 後地の 肥料 を牧 取し 盡し 

て 再び 之 を 放棄す る や、 荊棘と 莉とは 其 面に 生じ、 彼の 殘 忍の 業を詛 ふ、 永く 煙草の 耕作に 使用 せら 

れし 土地に して 此狀 態に 在る 者 甚だ 多し、 かの 二 宫尊德 翁 をして 彼の 心血 を 絞らし めし 者 は 未開の 山 

野に あらす して、 民の 懶惰と 過 慾と より 來 りし 荒 廢に歸 せし 田野な りし、 之 を 渡良瀨 川の 沿 5li に 於て 

見よ、 .m 茅 黄葦滿 目慘儋 たるの 狀は 皆な 是れ 罪惡の 結果た るに 非す や。 

園の 實を食 ひし 者 は祌を 離れて より 野の 草 蔬を食 ふ 者と はなれり (十八 節)、 人 は 直に 父の 恩賜に 

與 かる こと 能 はざる に 及んで 自 から 食 を 野生の 植物 中に 索め ざる を 得ざる に 至れり、 耕作の 業 勿論 惡 

しきに あらす、 然れ ども 神の 園を理 むる の 心 を 以てせす して、 地より 食を竊 取す るの 念 を 以て 之に 從 

事す るに 至りし は 確に 罪惡の 結果と 云 はざる 可ら す、 人類に して 若し 罪 を 犯さ りしなら ば 彼 は 衣食 

のために 多く 苦しむ ことな かりし ならん、 彼の 勞働 はより 貴き もの、 ために 仕向けられ、 彼 は 肉に 足 

りて 靈の爲 に 彼れ の 主力 を 消費す る を 得しな らん。 

勞働は 神聖な り、 幸福な り、 快樂 なり、 最も 大 なる 神の 賜物な り、 額に 汗せ すして 人生の 快味 を 知 

る 難し、 神 は 遊惰の 民と してん を 造り 給 は ざり し、 人 は 北ハ 創造の 始めより 汗 を 流す 者な りし。 

水 以前 記  八 一， 
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然れ ども 彼れ 神の 命に 叛 いてより 勞働は 彼に 取て 苦しき 者と なれり (十九 節)、 彼は强 ひられて 之 

にお 事す るに 至れり、 彼 は， S ち 奴隸の 一種に 化せり、 彼の 流す 汗 は 今 は溫き 熱心の 汗に あらす して、 

冷たき 苦役の 汗た るに 至れり、 面に 汗して 食物 を 食 ふと は 此事を 言 ふなり、 卽ちィ ャィャ ながらに き 

耘 製作に 從 事す るの 狀を云 ふなり、 罪 惡の結 菜に して 勞 働が 其 快味 を 去る に 至りし が 如く 歎す ベ きも 

の あるな し、 勞 働が 苦痛と 變ぜし 時に 人生 は^ 苦と 化せし なり。 

「塵より 出て 塵に 歸る」 (十九 節)、 人 は 素と 斯く あるべき 者に あら ざり しなり、 彼 は 神の 大 能に 因 

て 塵より 出て 靈に 化する の 特權を 有せり、 彼 は 皆な ヱ ノクの 如く 神と 偕に 歩みて 此 地に 形骸 を 遺す こ 

となく 「居らすな る」 べき 者な りき (創世記 五 章 二 四 節)、 墓なる 者 は 彼が 自身 撰んで 作りし 者な り、 禽 

獸に死 あるが 如く 彼 も 亦必す 死すべき 者な りと 惟 ふ は 誤謬な り、 人の みは 素と 死すべき 者に あら ざり 

し、 彼 は 墓 を 望ます して 此世を 逝るべき 者な りし、 「死の 刺 は 罪な り」、 を 犯せし に 依て 人 は 神よ 

り 死刑 を 宣告せられ しなり、 恐怖の 王なる 死 を 看よ、 而 して 罪の 如何に 怖るべき ものなる か を 覺れょ _ 

廿 アダム 其 妻の 名 を エバと 名け たり、 其 は 彼 は 群の 生の 母 なれば なり、 廿ー エホバ 神 アダムと 其 妻の ために 皮 

"お i 作りて 彼等に 衣せ 給へ り、 廿 一一 ヱ ホバ神 曰 ひ 給 ひける は、 視 よかの 人我 等の 一 の 如くな りて 善惡を 知る、 

然れば 恐く は 彼れ 其 手 を舒べ 生命の 樹の果 實をも 取りて 食 ひ 限りなく 生ん と、 . 廿三ヱ ホバ神 彼 を エデンの 園よ 

りいだ し、 其 ほて 造られた ろ 所の 土 を 耕さし め 給へ り、 廿 W 斯くて 神 其 人を逐 出し、 エデンの 園の 東に ケ ルビ 

おの づ  **  **  -iAG ほ つる >>  t も 

ム と自 から 旋轉る 谄の劍 を 置て 生命の 途を 保守り 給 ふ 

希； £來 の エバ (chavvah) は 其 「生」 なる 詞 なる エイ (chai) の 女 姓 名詞な り、 卽ち 生命の 女 的 側 


面の 意な り、 妻た る 者の 名と して は 不適 當 なる ものに 非す、 然れ ども 群生の 眞の母 は 神な り、 神に 奉 

るべき 名 を 以て 其 妻に 附す、 之れ 亦 墮 落の 一 兆候と 見做さ るべ からす、 女人 崇拜 なる 者 は 米 國叉は 

英國に 於て 素 まりし 者に あらす、 人類が 祌を 離れて H デンの 園 を 逐れし 時に 旣に 此惡風 ありたり (廿 

ざ 0 

罪 を 犯せし 人類の 始組は 裸體を 恥て 無 花 果樹の 葉を錢 りて 裳 を 作りて 其 體を掩 へり (七 節)、 然るに 

神 は 更に 彼等の ために 獸を 屠り、 其 皮 を 剝て衣 を 作り 以て 彼等に 衣せ 給へ り (廿 一節)、 斯くて 神 は 

彼等に 犠牲の 必要 を敎 へ、 彼等 は 他の 者に 依て 供せられ し 義の衣 を 着る にあら ざれば 再び 義人と して 

神の 前に 立つ 能 はざる を 示し 給へ り、 犠牲の 念 は 犯罪と 共に 起る ものな り、 罪 を 犯さ^る 所に 犧牲の 

要な し、 故に 保羅は 曰く  r 爾 曹主ィ H ス キリス トを 衣よ」 と (羅馬 書 十三 章 十四 節〕、 叉 曰く、 「我 儕 こ 

の 幕屋に 居り、 重き を 負 ひて 歎くな り、 之 を 衣の 如く 脫ん こと を 欲 はす、 彼 を 衣の 如く 着ん こと を 欲 

ふ」 と (哥林 多 後書 五 章 四 節〕、 罪 を 犯して より 人類 は 何物 か を 着ざる ベから ざるに 至れり、 獸 類の 供す 

る 皮衣 を 以て か、 或は 神の „ ！の耠 する 義の衣 を 以て か、 彼 は 彼の 愧恥 を掩 はざる ベから す、 噴 罪の 必 

要は 墮 落と 同時に 生ぜり。 

人 は 善惡を 知る に 至て (卽ち 知る と自 から 信す るに 至て〕 彼 は 神の 如く なれり、 卽ち 獨り自 から 神 

に 依る ことなくして 萬 事 を 處理 する に 至れり、 而 して 自立と 同時に 彼 は 天與の 自由 を 失へ り、 彼 は 今 

は 生命の 樹に觸 る \ 能 はざる に 至りぬ、 然れ ども 彼 は 彼の 失 ひし 自由 を 慕 ふて 休ます、 S 次 彼の 手 を 

舒 ベて 之 を 取て 食 はんとせ り、 或は 彼の 哲學を 以て 或は 彼の 發 明に 摇る 宗敎を 以て 彼 は 生命の 樹の raK 

寳を 獲ん とせり、 然れ ども 神の 恩賜なる 此果實 を 彼 は 如何なる 手段 を 盡すも 獲る 能 はす、 彼の 熱心 天 

«i 水 前記  八 S 
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を 焦す に 足る も、 彼の 深慮 地 を 穿つ に 足る も 彼は自 から 努めて 限りなく、 生る こと 能 はす、 永生 は 神 

の 賜な り、 人、 祌に 依らす して 之 を竊み 取ら ざらん がた めに 神 は 旋轉る 焰の劍 を 以て 之に 達する 途を 

防ぎ 給 へ り。 

人 終に 園を逐 はる (廿三 節)、 荊棘と 莂とは 八：' は 彼を迎 へり、 彼 は 自由 を 愛して 却て 束縛 を 得たり、 

彼 は眞の 自由 は 神の 束縛なる を 悟ら ざり き、 彼は獨 り^に 處 して 彼の 運命 を完 ふす るの 却て 快樂 なる 

を 意へ り、 嗚呼 如何なる 失錯 ぞ、 彼の 終生の 悲痛 は 此に素 まれり、 彼 は 自誇自 滿の故 を 以て！^ 落せり、 

彼 はこ &に 漂流 を 始めたり、 これより 彼の 身に 東 傷 を 負 ふ 無數、 彼の 淚を 流し 謹し、 彼の 腸は斷 たれ、 

彼の 心 は 裂けて 彼 は 始めて 此 世に 於け る 流浪者なる を 了る に 至らん、 而 して 零落の 極、 彼の 眼 適 かに 

父の 家 を 望み、 「我れ 起て 我が 父に 往ん」 と 曰 ひて 彼の 蹯を 同す に 至る までの 彼の 行路の 如何に 險し 

きょ、 行路 難、 行路 難、 山に あらす、 河に あらす、 人、 其 本性 を 悟らざる にあり、 祌を 離れて 獨り步 

まんと する にあり、 深く 思 はざる ベから す。 

園の 東 は 其 正門の ある 所な り (以西 結 書 第 四十 章 六 節參考 )、 神 は 園の 中央に 在る 生命の 樹を 守ら 

んが ために 殊に 其 東門の 守備 を嚴 にし 給 ふ、 ケ ルビ ム は威嚴 の 現象な り S 西 結 書 第一章)、 神 は 律法の 

概 なる 一 一個の ケル ピム の 間より して イスラ H ルの 民に 諸の 事 を 語らん と 曰 ひ 給へ り (出 埃 及 記 第 サ五章 

廿ニ 節； r 慈愛 を 以て 裝ひ給 ひし 神 は 罪人に 對 して は 威嚴を 以て 現 はれ 給 ふに 至れり、 生命の 樹 人 マ ゃケ 

ルビ ム の 守る 所と なれり、 自由 は 血 を 流す ことなくして 得る 能 はざる に 至りぬ。 

自 から 旋轉る 焰の劍 の 何なる か を 知る 難し、 或 ひ は 是れシ H キナ ー (shelduall) なる 神の 自顯 なら 

んと云 ふ、 或は 然 らん、 威 嚴の顯 象なる ケル ピムと 相對 して 其 威風 凛烈の 象なる は 疑 を容れ す、 自動 


的の 焰の劍 は斷る 者なる が 如くに して 燒く 者な り、 機具なる が 如くに して 活物な り、 恐怖 を 描出す る 

辭 にして 此の 如き は 他に あるな し、 而も 言 ふ 生命の 樹を 守る 者 は此劍 なりと。 

生命の 樹は今 猶ほ存 す、 H デンの 園 は 未だ 失せす、 然れ ども 威厳の 之 を 園む あり、 恐怖の 之 を 護る 

あり、 吾等 之に 近かん と 欲して 近く 能 はす、 人類の 歷史 なる 者 は 樂圜挽 0: の 歷史に 外なら す、 政治た 

り、 殖產 たり、 兵備たり、 科學 たり、 皆な 樂園 を囘復 せんた めの 手段に 外なら す、 如何にして 最上の 

幸 幅に 達する を 得ん 乎、 如何にして 生命の 樹の果 實を食 ひ 得て 限りなく 生る を 得ん 乎、 此 難問題 を 解 

釋 せんた めに 總 ての 哲理と 總 ての 方法と は 講ぜら る、 なり、 而 して 人生の スフ インク スは聲 を 揚げて 

言 ふ、 此 問題 を 解けよ、 然ら ざれば 我れ 汝を 殺さん と、 死と 劍とは 生命の 樹を 守て 今日に 至れり、 我 

等 之に 近づかん とすれば、 山鳴り、 地震 ひて 我等の 手の 之に 觸る、 を 許さす、 嗚呼 憐れむべき かた 樂 

圃を逐 はれし 人類。 

然れ ども 一人 あり、 彼 は 我等の ために 再び 生命の 樹に 達する 途を 開けり、 ナザレの ィ H ス彼 なり、 

彼は自 から 血 を 流して ケル ピムと 焰の劍 の 間に 我等の 步 むべき 途を 開き 給へ り、 然り、 血 を 流す にあ 

ら ざれば 途は 開け ざり し、 然れ ども 人が 政治的 自由 を 得ん がた めに 血 を 流す が 如くに あらす して、 彼 

は 獨り自 から 我等の 科を擔 ひ、 我等の 罪の 祭 物と して 獻 げられ 給へ り、 彼に 由て H デン 囘復の 端緒 は 

^かれたり、 我等 は 失望 を 去て 可な り、 神の愛 は 終に その 律法に 勝てり、 焰 の劍、 今 は 我等の 身に 害 

を 加へ ざるに 至りぬ。 
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創世記 第 四 章 

七 最初の 殺人 罪 

一 アダム 其 妻 エバ を 知る、 彼女 孕みて 力 イン を 生みて 言 ひける は、 我 エホバに よりて 一箇の 人 を 得たり と. 二 

彼女 また 其 弟 アベル を 生めり、 アベル は 羊 を牧ふ 者、 力 イン は 土 を 耕す 者な りき、 三日 をい  1 て 後 力 イン 土より 

出る お を 携へ來 りて エホ.、 ハ LTi へまのと なせり、 5^ アベル、 彼 も 亦 其 羊の 初生と 其 肥えた る 者 を携へ 来れり、 ヱホ 

バ、 アベルと 其 供物 を m 顧た まひし かど も、 _ 五 力 インと 供物 をば 看 顕給は ざり しかば、 力 イン 甚だ 怒り 其 面 落 

ちたり、 六 エホバ、 力 インに 言 ひ 給 ひける は、 汝何ぞ 怒る や、 汝の面 何故に 落る や、 七汝 若し 善 を 行 はに 其擧 

げられ ざる こと を 得ん や、 若し 善 を 行 はずば 罪 門戸に 伏す、 彼 は 汝を慕 ひ 汝は彼 を 治めん、 A 力 イン 其 弟 アベ 

ルに 語りぬ、 彼等 野に 在りけ る 時 力 イン 其 弟 アベ ル に 起 か.、 りて 之 を 殺せり。 

人類 は隨 落せり、 然れ ども 彼に 猶ほ 家庭の 和 樂は存 せり、 祌は 彼を逐 放せられ しと 同時に 彼より 男 

女 同室 愛兒 養育の 快 樂を奪 ひ 給 は ざり し、 愛 は 其 最も 下等なる 狀に 於て 救濟 的な り、 妻 を 愛し子 を 愛 

する 者に 復 たび 其 造 主 を 愛する に 至る の 希望 存す、 人類 救濟の 希望 は 其 家庭に あり、 愛の 泉 源 此處に 

溢れて^ は復 たび 樂^ と 化する に 至らん ( 一 節)。 

H バ ％ 子 を 生んで 之 を 力 インと 名く、 「賜物」 の 意な り、 彼女に 猶ほ感 恩の 念存 せり、 彼女 は獨り 

自 から 子 を 設けたり と は 想 は ざり き、 彼女 は 之 を エホバより 得たり と 云へ り、 人類の 有する 多くの 感 


情の 中に 母が 始めて 其 子を產 みし 時の 感に 優て 聖く 且つ 深き は あらざる べし、 宜 なり、 聖書に 記載せ 

らる、 最も 著名なる 感恩歌 は 母が 其 初子 を產 みし 時に 其 口に 唱へ しもの なりと は (撒 母 耳 前書 第一 一章 

ハ ンナの 讚美歌)、 總 ての 子 は 力 インな り、 卽ち M ホバ によりて 得た る 者な り、 吾等 何人たり とも 此 

一 事 を 忘る ベから す ( 一 節)。 

エバ 亦 力 インの 弟 アベル を 生めり、 アベル 譯 せば 「疲 勞」 の 意な り、 出 產の劬 勞を想 ふて 断く 名け 

しならん、 力 イン を 生んで 歡 びし H バは アベル を 設けて 痛く 出 產の勞 苦 を 感じたり しが 如し、 喜んで 

長子 を迎 かへ し H バは稍 や 困 倦の 念 を 以て 次子 を迎 へたり、 然れ ども. io? んぞ 知らん、 彼女が 喜んで 迎 

へし 者が 却て 彼女 を 苦め し 者た らんと は (二 節 )o 

& おき アベル は 羊 を牧ふ 者と なり、 强きカ イン は 土 を 耕す 者と なれり、 牧畜 必 しも 責 きに あらす、 耕 

土必 しも 卑しき にあら す、 二者 共に 神聖なる 農業の 雨 面に して、 是に從 事して 人は勞 働の 神聖 を 味 ひ 

得て 復 たび 勞 働の 神に 歸るを 得べ し、 唯 知る、 牧畜の 業 は 耕耘の それよりも 天然と 交 はる こと 更に 一 

曆 親しき が 故に 誘惑の 之に 伴 ふ 稍ゃ少 きを、 牧畜の 民が 常に 純樸 の： にして、 彼等の 耕耘の 業に 移る 

時 は 其 奢侈の 程度 を增す 時なる は 何人も 能く 知る 所な り、 其 業の 撰擇 より 考 ふる も アベル は 寡慾の 人 

にして 力 イン は多愁 野心の 人たり し は 明瞭なる が 如し (一 一節)。 

供物 は感 恩の 記念な り、 之 を 神に 獻 ぐる は是れ 人た る 者の 至當の 義務な り、 神 は 之 を 自己の ために 

要し 給 はす、 彼 は 之を獻 ぐる 人の ために 之 を 要し 給 ふなり、 人に 最も 肝要なる もの は酬 恩の 念な り、 

之れ なくして 彼 は 高貴なる 天の 恩賜に 接する 能 はす、 依賴 すべきの 人 あり、 依頼 さるべき の祌 ありて- 

俱 物の 禮は 二者 を繁 くた めの 必要な り (三 節)。 
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力 イン は 土より 出る を 携へ來 り、 アベル は 其 羊の 初生と 其 肥えた る 者 を携へ 来れり と 云 ふ、 乃ち 

力 イン は^に 土産の 一 を 携へ來 りしに 止まる と雖も アベル は 其 群羊 の 中より 最善 最美 の もの を 撰び 來 

りて 之 を 神に 獻 げたり、 依て 知る 二者の 供物の 問に 大 なる 差異 ありし こと を、 同じく 是れ俱 物な りし 

と 雖も其 之に 依て 表證 されし 誠意に 至て は アベ ル の もの は迎 かに 力 イン の ものに 優れり、 人は總 ての 

もの を 神より 受 くる 者 なれば 神に 獻ぐ るに 彼の 受け しもの、 中より 最も 善き も の を 撰ばざる ベ か らす、 

而 かも 知る、 世の 供物なる もの、 多く は 是れカ イン の それに 似て 僅に 所有の 殘餘を 神に 獻 ぐるに. ま 

る ものなる こと を (三、 四 節 )o 

其 供物に 於て 現 はれし 一 一 者の 誠意 斯の 如し、 神が アベルの 供物 を 喜び 給 ひて 力 インの それ を i^I へ i み 

給 は ざり し は 敢て怪 むに 足らす、 神 は 野の 產を嘉 し 給 はす、 亦 山の 產を 喜び 給 はす、 神の 看 顧み 給 ふ 

もの は遞 りたる 誠實の 心なり (詩篇 第五 十 ー篇第 十七 節 y 祌は 勿論 供物 其 物の ために 力 イン を 斥けて ァ 

ベル を 受納し 給 ひしに あ らす、 彼 は 人の 心 を 觀給ふ 者 なれば 義務の 念に 强 ひられて 供物 を獻 げし カイ 

ソ. を 斥けて 感謝の 意に 驅られ て 之 を 彼 に 携ち來 りし アベル を 受容し 給 ひ しなり、 世に 無益なる ものと 

て 感謝の念に 基因せ ざる 供物の 如き は あら じ、 是れ神 を 喜ばす に 足らす、 叉 自己と 他人と を 益せ す、 

今日 世に 稱 する 義務的 慈善なる もの は 多く は 是れカ インの 供物な り (四、 五節)。 

神に 其 心裡を 看破 せられて 其 供物 を 斥けら る \ や 力 イン 甚だ 怒り 其 面 落ちたり と 云 ふ、 彼 は 始めよ 

り 好意 を 以て 彼の 供物 を 携ち來 りしに あらす、 故に その 受納せられ ざる を 見る や 甚く 怒り 且つ 絡 は >丄 せ 

り、 納れら るれば 喜び 斥けら るれば 怒る、 其 信ぜら る &ゃ羔 の 如く 從 順に、 其 信ぜられ ざるに 至る や 

野猪の 如くに 狂暴なる、 是れ惡 人の 常態な りと す、 彼等 は 欽慕 奉仕の 巧言の 下に 毒蛇の 劍を g し 持つ 


者な り (五節)。 

神 力 イン を 論して 曰く  r 汝の 憤怒と 絕&. I とは汝 自身の 惡 業に 因る、 汝 にして 若し 汝の 行爲を 改めん 

には汝 の面擧 げられ ざる こと を 得ん や」 と、 力 イン は 彼の 憤怒の 原因 を 神に 歸せ リ、 彼 は 想へ り、 

「我の 供物に 間然す る 所 あるな し、 神が 之 を 受けざる の 罪 は 神に 在て 我に 在るな し」 と、 彼 は 神は完 

全の 愛に ましまして 彼に 憤怒なる もの.^ 無き を曉ら ざり し、 彼 は 彼 自身に 愛の 足ら ざり しが 故に 結 望 

に陷 りし こと を覺ら ざり し、 偶むべき かな 力 イン、 憫 むべき かな 凡の 憤怒の 子供、 憤怒と 絡 望と は 小 

. 心の 結 なり、 小心 猜疑 を 醸し、 猜疑 公義に 觸れて 憤怒と なる、 小心 亦 嫉妬 を 簇生し、 而 して 嫉妬 眞 

正の 愛 心に 接して 絶望と なる、 故に 祌はカ インの 行爲を 怒り 給 はすして 却て 諄々 彼 を 論し 給へ り、 1^" 

人 小人に 對 する 亦 爾 かせ ざらん や (六、 七 節)。 

若し 善 を 行 はすば 罪 門戸に 伏す と、 怕 るべき かな、 靠を追 f るの 法 は 善 を 行す にあり。 善 を 行 さ 

る 時に 惡は 吾人の 門戶に 迫り 來る、 曾 ふ を 休めよ、 吾人は惡を爲さ^^れば足ると、 惡は 招て 來る もの 

にあら す、 善 を爲さ 5- る 時に 來る ものな り、 疾病 を 避く るた めの 唯一 の 方法 は 健康 を增 すに あり、 世 

の 所謂 消極的 倫理なる もの は德を 建て 得ざる の みならす 亦 惡をも 斥 る 能 はす、 聖書 は其卷 首より 積極 

的 道 德を敎 ゆる 書な り (七 節)。 

神 又 く、 「彼 (罪) は汝を ひ、 汝は彼 を 治めん」 と、 善 を 行 はざる 力 イン は ssi を 其 門戶に 招き 

しのみ ならす 亦 の 慕 ふ 所と なれり、. 愛情 は 之を壓 殺す る 能 はす、 若し 善 を 愛せ ざれば 惡を 愛せざる 

を 得ざる に 至る、 かの 淫婦に 戀 慕せられ て 死滅に 終る 男兒を 見よ、 彼に 厲美を 愛する の 心な かりし が 

故に 彼は此 悲境に 陷 りしな り、 西 諺に 曰く 「何事 をも爲 さに る は惡事 をな すなり」 と、 世に 遊惰に 時 
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を 過す が 如き 危險 あるな し、 此時 吾等 は 雜の慕 ふ 所と なり、 北ハ に 人る 甚だ 易し、 玆に 於て か 吾等に 

,15 誡の 必要 生じ、 吾等 は 罪 を 制御せ ざる を 得ざる に 至る (七 節〕。 

「彼 を 治めん」、 「罪 を 制御せ ざる を 得ざる に 至らん」、 是れ， s!_i: 惡の 世に 在て は 吾等が 爲 さ^る を 得 

ざる 所の 事 なれ ども、 而 かも 是れ 吾等が 善を勵 みつ k ある 時に 方て は爲 すの 必要な き 事な り、 吾等が 

善を爲 すに 多忙た る 時 は 吾等が 惡を 不問に 置く 時な り、 そ は 其 時惡は 吾等に 近く を 得ざる が 故に、 吾 

等 は 其 制御に 吾等の 注意と 精力と を 奪 はる & ことなくして 一 意專心 以て 善の 遂行に 從 事し 得れば なり- 

吾等 は 善 を勵 みて 惡と 全く 無關 係の 者と なるべき なり、 惡を 近寄せす、 惡に慕 はれす、 亦 悪 を 治む る 

の 要な きおと なるべき なり (七 節 )o 

然れ ども 力 イン は 終に 神の 此聖諭 を 覺る能 は ざり し、 彼 は 罪の 慕 ふ 所と なり、 終に 其 捕 廣 となれ り" 

嫉妬の 焰 八：' は 彼の 心に 燃え、 彼 は 今 は此 心中の 苦惱を 現實せ ざれば 止み 能 はざる に 至りぬ、 彼 は 終に 

心に 決せり、 彼 は 辜な き 彼の 弟 アベル を 殺さん と、 彼 は アベルに 罪な きを 知れり、 然れ ども アベルの 

淸 淨に對 比して 彼 は 彼の 汚 獨に耐 ゆる 能 は ざり し、 罪惡は 自殺的な り、 si- は 罪を掩 はんがた めに 罪 を 

作る、 心中の 嫉妬 は 外形の 殺人 雜 となりて 現 はれたり、 力 イン は 終に 辜な き 其 弟 アベル を 殺したり 

っノぎ 

嫉妬、 憎惡、 殺人、 …… 力 イン は アベル を 憎みて 之 を 殺したり、 「何故に 之 を 殺し \ か、 己の 行 ひ 

し 所は惡 しく 弟の 行 ひし 所は義 しかりし に 因る」 (約 翰笫 一書 三 章 十二 節)、 卽ちカ インの 殺人罪 は憎惡 

に 基き、 其 憎惡は 嫉妬に 基け り、 彼 は 自己の 義を装 はんがた めに 其 兄弟 を 殺したり、 以て 知るべし、 

彼の 犯せし 扉惡は 殺人 の 最も 極惡 なる ものな りし こと を、 財 を 奪 はんため の 殺人罪に あらす、 亦 情 


慾を充 たさんた めの 故殺に も あらす、 高德 を嫉ん での 殺人罪な り、 信仰 を 憎んでの 兄弟 殺しな り、 罪 

惡の 最も 心靈 的なる ものな り. 卽ち祌 に 就て 知りし ことなき 者、 又は 德義に 就て 學 びし ことなき 者の 

犯し 能 はざる 罪惡 なり、 力 イン は卽ち 義人 迫害者の 祖先な り、 義人 サボ ナロ ー ラを 殺せし 羅馬 法王 ァ 

レキサ ン ドル 第 六 世 は 力 イン 正統の 裔 なり、 而 して 今日 猶ほ其 兄弟 姉妹のより 高き 信仰と より 潔き 行 

動 を 嫉み之 を 憎み 之 を 罪に 陷 れんと 計る 基督 敎界 無數の 敎師、 牧師、 傳 道師、 役者の 類 は哲な 悉く 力 

イン 正統の 子孫な り (八 節)。 

九 ヱ ホバ、 力 インに 言 ひ 給 ひける は、 汝の弟 アベル は 何處に 居る や、 彼 言 ふ、 我知らず、 我豈我 弟の 守 者なら 

ん やと、 卜 M ホパ言 ひ 給 ひける は、 汝 何を爲 したる や、 汝の 弟の 血の 聲 地より 我に 叫べり、 十一され ば 汝は詛 

はれて 此地を 離るべし、 此地其 口 を 啓きて 汝の 弟の 血 を汝の 手より 受 たれば なり、 十二 汝地を 耕す とも 地 は 再 

び 其 力 を 汝に效 さじ、 汝は 地に 吟行ふ 流離 子と なるべし と、 十一 一一 力 イン、 M ホバに 言 ひける は 我が 罪は大 にし 

て 我 は 之 を 負 ふこと 能 はず、 十 £ 視ょ汝 今 曰 W 地の 面より 我を逐 出し 給 ふ、 我 汝の面 を瞻る ことなき にいたら 

ん、 我れ 地に 吟行ふ 流離 子と ならん、 凡そ 我に 遇 ふ 者 は 我 を 殺さん、 十 K エホバ 彼に 言 ひ 給 ひける は、 然ら 

ず、 凡そ 力 イン を 殺す 者 は 七 倍の 罰 を受ん と、 ヱ ホバ、 力 インに 遇 ふ 者の 彼を擊 たざる ため 印 誌 を 彼に 與へ給 

へり。 

神 は 勿論 力 イン の 犯罪 を 知り 給へ り、 然れ ども 彼 をして 其 罪 を 自白せ しめて 彼に 赦罪の 恩惠を 施さ 

んが爲 めに 問 を 設けて 彼に 曰 ひ 給へ り、 「汝の 弟 アベル は 何處に 居る や」 と、 是れ 確かに 詰責の 言辭 

に 非す して 恩惠 の曾辭 たりし なり、 然れ ども 憐 むべき 力 イン は 神の 慈惠を 了ら ざり き、 彼 は 祌に吿 ぐ 
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るに 虚偽 を 以てし、 殺人の 罪に 加 ふるに 僞證の SS を 以てせり、 彼 は 曰へ り、 我 知らす、 我豈我 弟の 守 

者な らん やと (九 節 )o 

「我豈 我 弟の 守 者な らん や」 と、 力 イン は 同胞 兄弟の 關係 義務 を 無視したり、 彼 は 此語を 吐て 社會 

壞亂 者の 標語 を 作りたり、 人 は 相互 ひの 保護者な り、 是れ 神の 聖意 にして 社會 存在の 原則な り、 我 は 

獨り^ 在す る 者に して 我 は 我が 隣人に 何の 負 ふ 所な しと 云 ふ 者 は 社 會を其 根底に 於て 破壞 する 者な り、 

殺人 を 世に 紹介せ し 力 イン は亦總 ての 社 會擾亂 の 基 を 開けり C 九 節)。 

力 インが 其 E 非 を 自白せ ざるが 故に 神 は 彼に 之 を 摘 示し 給へ り、 曰く  r 汝の 弟の 血の 聲 地より 我に 叫 

ベり」 と、 人の 之 を 神に 吿 げしに 非す、 血に 聲 ありて 地より 彼に 叫びたり となり、 勿論 血に 聲 ある 害 

なし、 聲は此 場合に 於て は確證 の 意味なら ざるべ からす、 血痕 歷 然として 之に 聲 あるが 如しとの 謂 ひ 

ならん (ト節 )o 

兄弟の 血 を 流して 地 を 汚せし 者 は 神と 人と に詛 はれし のみなら す、 亦 地の 詛ふ 所と なれり、 地 は 力 

インの 手より 辜な き アベルの 死體を 受けて 其 復活の 日まで 之 を 守る と 同時に、 亦 力 インに 向て は呪詛 

を 宣告せ り、 地 は 神の 造り 給 ひし 者 なれば 神と 協同して 働くな り、 地 は 神の 祝す る 者 を 祝し 神の 詛ふ 

者を詛 ふ、 力 イン は 思 ひしな らん、 我假令 神の 詛ふ 所と なりし も尙ほ 地上に 於て は 安全なる を 得べ し 

おも 

と、 彼は自 から 撰んで 天の 特權を 放棄せ しと 雖も、 地に 在て は 其 主 權を揮 はんと 欲へ り、 彼 は 天は聖 

徒に 罢 する ものなる も 地 は 彼幷に 彼の 同類の 所有な りと 思へ り、 彼 は 彼の 望を屬 せし 地まで が 彼を詛 

ふに 至りし まで は 地と 其 中に ある 總 てのもの も 亦 神の 霉 たる こと を 了ら ざり き、 來 らんと する 天の 希 

を 放^して、 目前の 地の 快樂に 飽かん と 欲して 終に 亦 地の 詛ふ 所と なり、 天上 天下 身 を容る \ に 所 


なきに 至り、 失望 落膽に 生命 を 終る 者は豈 惟り 力 インの みならん や (十一 節〕— 

第 十一 節の 譯文は 少しく 粗な り、 之 を 次の 如く 改譯 する の 必要 ある を感 す、 卽ち、 

されば 汝は其 n を 啓きて 汝の 弟の 血 を汝の 手より 受けし 地より 詛 はれん。 

「離るべし」 の詞、 原文に あるな し。  . 

惡人は 地 を 耕す を 得べ し、 然れ ども 地 は 彼に 其 カを效 さす、 是れ 彼に 某實を 供せ すとの 謂 ひに あら 

す、 彼に 歡 喜と 滿 足と を 供して 彼の 心と 靈とを 養 はすとの 意な り、 彼は飽 くも 娥ぇ、 滿 るも缺 け、 彼 

の 倉 il に 禾穀滿 ちて 彼の 心 は 常に 憂愁 を 以て 溢る、 彼 は 廣土を 有する が 如くに 見えて、 實は寸 地 を 有 

する 者 こ， 非す、 保羅は 自身 「何も 有たざる に 似 たれ ども 凡の 物 を 有て り」 と 云へ り、 天 を 有する と！： 

，時に 亦 地 を も 有する 者 は 無 一 物の 如くに 見 ゆる 基督 信者 (眞 正の) のみ (十一 一節)。 

神 を 失 ひ 人と 離れ、 天に 希^ を 失して 地に 詛 はる、 彼れ 今 至る に 所な し、 故に 世 を 終る まで 彼は此 

地に STlm ふ たらん のみ、 僅に 二十 年に 三倍す る 生命に 身 を 託し、 其 短期 限內に 彼の 總 ての 志望 

を壓 縮し、 飲み、 食 ひ、 娶り、 生み、 時には 友を賫 りて 些少の 名譽と 利と を 貪り、 淫し、 黨し、 憤り" 

義人 を 装 ひ、 而 して 恥辱の 墓に 下る、 罪 を 天に 得て 訴 ふるに 所な し、 神に 詛 はれて 人 は 無邊の 宇宙に 

身 を 寄す るに 所な きに 至る (十二 節)。 

罪の 宣告に 接して 力 イン 怖る k 事 甚だしく、 重科の 彼の 身に 福る を 自認し、 偏に 祌の 寛恕 を 乞へ り- 

然れ ども 彼の 後悔なる もの は 保 羅の謂 ゆる 「悔 なきの 救 を 得る の 悔改」 に は あら ざり し、 彼 はたに 恐 

怖の 餘り、 神の 寬恕を 求 ひしの み、 彼 は 曰へ り 「我 は 之 を 食 ふこと 能 はす」 と、 卽ち我 は 我が 受 くべ 

き 刑罰に 堪 ゆる 能 はすと、 彼 はた 減刑 を 乞 ひしの み、 喜んで 刑に 伏して 心に 靠の 赦免 を 得ん こと を 
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求めし にあら す (十三 節 〕o 

物質的なる 力 イン は 神の 一一 一一 口 辭を總 て 物質的に 解せ り、 彼 は 地に： 訊 はれし と 聞き ffl に 地の W より 逐出 

ださる & こと、 E わへ り、 彼 は祌を 以て 肉 體を！ Ji^ けたる 人との み 想 ひ、 放蕩 兒が其 父 を 想 ふが 如く、 單 

に 肉愁の 供給者 生命の 保護者と しての み 神 を 解せ り、 故に 彼 も 亦 永久に 祌と 偕に 在らん こと を 求 ひ、 

祌の面 を瞻る こと 能 はざる に 至らん こと を懼れ たり、 神の 前より 逐 放されて 彼の 衣食 供給の 途は 絶た 

れ、 亦 社會齊 通の 法律に 問 はれて 彼の 罪の 罰せら れんこと を 恐れたり、 神の 聖 3in に從 はんと はせ す、 

た、. -物 1：； 的に 祌の 子た るの 特權 に與 からん こと を 欲へ り、 斯く欲 ひし は 惟り 殺人犯の 始祖た る 力 イン 

に 4- まらす、 口に 公然 基督 敎を 排斥す る も 尙ほ身 を 共丄督 敎國の 國籍に 置き 基督 敎的 H 民 を 以て 世界に 

誇る 多くの 似て 非なる 『基督 敎的 市民』、 交際上の 利益 を 求め、 子女の 敎 育の 便益 を 計り、 妻女の 淑 

德の 安全 を 期して、 心に 基督 敎の 何たる を 解せ ざる も自 から 進んで 洗禮を 受けて 基督の 敎會に 人り し 

我國數 多の 『基督 信者』 なる 者 はル. 2 な 力 インの 心 を 以て 心と する 者な り (十四 節〕。 

躬 から 進んで 其 兄弟 を 殺しながら 自身 は 人に 殺されん こと を 怖る、 世に 卑怯なる 惡 人の 如き は あら 

す、 彼に 眞勇 ありて 凶暴 を 行 ふに あらす、 彼 は 激情に 驅られ て 之 を 行すな り、 故に 情 波 一 たび 豁 まり 

て 彼れ 其 本性に 立 還る や、 彼 は 恐怖 戰慄、 身を處 する に 術な く、 たぐ 偏に 有司の 寛大 を哀 求し 以て 身 

の 安全 を 計らん とする のみ、 眞 正の 勇者 は 正當の 刑罰 を 避けす、 彼 は 喜んで 之に 伏し、 身に？？ 責を加 

へて 心の 洗淨を 計らん と 欲す (十四 節 )o 

兄弟 を 殺せし 力 イン は 人に 殺されん こと を 怖れたり、 然れ ども 神 は 人 をして 彼 を 殺さし めすと 誓 ひ 

給へ り、 是れー に は 死刑の 非理 を敎 へん ためにして、 二に は 犯人 を 永く 此 世に 留めて 罪 惡の怕 るべき 


結果 を廣く 世に 示さん がた めなら ざるべ からす、 斯くて 罪人に は 改悔の 機會を 供せられ、 彼 を 瞻る者 

に は 罪 を 恐る i の 念 を 起さし め 給へ り (十五 節)。 

「力 イン を 殺す 者 は 七 倍の 罰 を 受けん」 と、 是れ 罪人 を 保護 せんた めの 神勒 にあら す、 力 インの 生 

命 を 保存す る は 公益の ためなり、 且つ 生命 は 神の 眼の 前に は S 非人の ものと 雖も 神聖たり、 神に 詛 はれ 

し 者の 生命 なれば とて 徒らに 之 を 奪 ふ 者 は 却て 亦 神の 詛ふ 所と なる、 殊に 力 イン は 今や 旣に刑 を宣吿 

せられ 身に 犯罪の 印 誌 を 受けし 者 なれば 彼 を 殺す が 如き は是れ 保護な き 者 を 殺す の 類に して、 神の 甚 

だ 忌み 給 ふ行爲 たる ゃ必 せり、 米國に 今日 行 はる \ 罪人 私 罰の 習慣 は 神の 此 禁制 を 犯す ものにして、 

其極惡 の行爲 たる や 言を俟 たす して 明かな り (十五 節)。 

「エホバ、 力 インに 印 誌 を與へ 給へ り」 と、 其 如何なる 印象たり しゃ 今 知る に 由な し、 或は 云ふ谆 

惡 の額貌 にして 一 目 以て 彼の 殺人犯た るを證 する に 足りし ものな らんと、 或は 然 らん、 今の^に 在て 

は惡 人の 多く は 天使の 貌を裝 ひ、 善く 慈善 を 語り、 革新 を談 じ、 人に 向て は 深切に して 北 ハ言辭 に 蜂の 

蜜の 如き もの ある 者 あり、 故に 吾人 は 彼の 眞惡 人た る を 了し 得すして、 彼の 掌中に 陷り 易く、 爲 めに 

慘 絶の 困苦に 遭 ふこと S 々なり、 然れ ども 暖昧 の 時代に 方て 未だ 內心を 外に 装 ふ の 術 を 知らざる 民の 

中に 在て は、 神 は 吾人が 令 日 吾人の 社會に 於て 目撃す るが 如き 偽善 虚飾 を 許し 給 は ざり しならん、 力 

ィ ンの 罪惡は 明瞭に 彼の 額と 頰と脣 とに 印せられ て、 彼 は 至る 處に 彼の 身に 宿る M ホバ の 呪詛を 示せ 

しならん、 我 は 力 イン を 憎む と 雖も而 かも 彼が S 非惡を 公表せ しを嘉 みす、 力 インに 勝る の惡 人と は 今 

日 吾人の 社會に 彷徨す る 善人 義人 を裝ふ 多くの 「忠臣」 「孝子」 又は 「基督 信者」 の 類な りと す。 
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八善惡 二子の 裔 

十六 力 イン、 ヱ ホバの 前 を 離れて 出て エデンの 東なる ノドの 地に 住めり、 十七 力 イン 其 妻 を 知る、 衝女 孕みて 

エノ クを 生めり、 カイ ン邑を 建て 其 邑の名 を 其 子の 名に 循 ひて エノ クと 名け たり、 十八 ェ/ クに イラ デ 生れた 

り、 イラ デ、 メ ホヤ エル を 生み、 メ ホヤ エル、 メトサ エル を 生み、 メトサ エル、 レメク を 生めり、 十九 レメ 

クニ 人の 妻 を娶れ り， 一の 名 は ァダと 曰 ひ、 一の 名 は チラと 曰へ り、 廿ァダ 、ャ バル を 生めり、 彼 は 天幕に 住 

みて 家畜 を牧ふ 所の 者の 先祖な り、 サー其 弟 の 名はュ バルと.： ムふ、 彼 は 琴と 笛と を 把る 凡ての 者の 先祖な り、 

廿ニ亦 チラ、 ト. パル 力 イン を 生めり、 彼 は 銅と 鐵の 諸の 刃物 を鍛ふ 者な り、 ト バルカ インの 妹をナ アマと いふ、 

SI レメク 其 妻 等に 言 ひける は 

ァダと チラ よ 我が 聲を聽 け 

レメク の 妻 等よ 我が 言 を 容れょ 

我れ 我が y のために 人 を 殺す 

我が 痍 のために 少年 を 殺す 

廿 s: 若し 力 インの ために 七 倍の 罰 あれば 

レメク のために は 七十 七 倍の 罰 あらん。 

サ五 アダム 復た其 妻 を 知りて 彼女 男子 を 生み 其 名 を セッと 名け たり、 其 は 彼女 神 我に 力 インの 殺した る アベ ル 

のか はりに 他の 子 を與へ 給へ りと 云 ひたれば なり、 廿 六セッ にも また 男子 生れたり、 彼 其 名 を H ノスと 名け た 

り、 其 時人々. ヱ ホバの 名 を 呼ぶ こと を はじめたり。 


最初の 善人 は 最初の 惡 人の 殺す 所と なりて、 地 は 竞に惡 人の 所有に 歸 せり、 地上に 於け る惡 人の 跌 

a は 令 日 始まりし 事に あらす、 彼 は^の 創始より 旣に其 主人公たり しなり、 善人の 此 世に 在る は覊客 

の 異鄕に 在る が 如し、 彼に 土地な く、 家屋な く 彼 はた 倚寓 者と して 惡 人の 中に 流寓 する のみ、 吾等 

何ん ぞ此 地に 於て 吾等の 受く る 不遇 虐待 を 歎く を須ゐ ん、 之を義 しき アベルに 與へ すして 惡 しき カイ 

ンに賜 ひし 神 は 義人 繁榮 のために 別に 佳き 所 を備へ 置き 給 は ざらん や (十六 節 〕。 

力 インが エホバの 前 を 離れて 後に 住めり しとい ふ ノドの 地 は 今 之 を 知る に 由な し、 ノドは 「追放」 

の 意な り、 故に 或は 是れ單 に 力 インの 占領せ し 地域の 全體を 指して 云 ふ 一一 一一 ロ辭 ならん、 若し 然 らんに は 

ノドの 地 は 亞細亞 大陸 東半 部に 適用すべき 名稱 なるや も 計られす、 力 インの 子孫 は 支那 人な りとの 斷 

定は今 日直に 之 を 下す こと 能 はすと 雖 ども、 而も 力 イン の 子孫が セッの それに 較べ て 全然 物質的なる 

を 思 ふて、 此斷定 の 全く 根據 なき 者に あらざる を 知らん (十六 節)。 

力 インの 妻 は 其 姉妹なら ざるべ からすと 言 ひて 近親結婚 を默認 する の 罪 を 以て 聖書 を責 むる 者 あり、 

然れ ども 是れ 聖書の 關り 知らざる 問題た る や 首を俟 たす、 聖書 は (一) 罪人の 始祖た る 力 インの 行爲 

を 辯 護せ す、 (一 一) 若し 人類 は 一 對の 夫婦より 生れし 者な りと すれば 兄妹の 結婚 は 彼に 取りて は 一 度 

は 免 かるべからざる ことなり、 故に 力 イン 若し 此事 を爲 したりと する も 彼 は 近親相姦 罪 を 犯せり と 首 

ふべ からす、 (三) 人類 は必 すし も ー對の 夫婦より 生成せ しものに あらす して、 アダム、 H バの 外に 

尙ほ 男女 ありたり との 說は學 者の 往々 唱 ふる 所の 者な り、 擧識、 信仰 兩 つながら を 以て 噴々 たりし 瑞 

西の 博物 學者 ァガ シの 如き は 固く 此說を 取て 動 かざりし と 云 ふ、 吾等 をして 如 斯き小 問題に 拘泥して 

聖書の 傳 ふる 道 德 上の 大 問題 を 看過せ ざらん こと を 努めし めよ (十七 節)。 

ft- 水 以前 S  九 七 
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始めて 市ぎ を 建てし 者 は 始めて 人 を 狡せ し 者な りき、 依て 知る 都市と 殺人罪との 問に 深き 關 係の 存 

する こと を、 都市 は 1^ 惡 の柩府 なる 事 は 昔 も 今 も變 はる ことなし、 バビロン なり、 HI マな り、 倫 動 

なり、 巴 里な り、 紐 育な り、 桑 港な り、 東京な り、 横濱 なり、 名古屋 なり、 廣島 なり、 一 として i 非惡 

の粜 |g にあらざる はなし、 首 あり 曰く 神 は 村落 を 作り、 人 は 巿邑を 作れり と、 人々 相 接近して 銃 V 李 場 

裡に 相互の 生血 を 吸 取す るの 社 會は是 れ祌の 定め 給 ひし 者に あらざる や 明かな り、 力 インが 始めて 邑 

を 建てし や、 彼 は 蓋し 意 ひしな らん 「我れ 旣に祌 を 離れ たれば 人と 相 接近して 神より 仰ぐ 能 はざる 援 

助 を 人より 得ん と」、 然れ ども 人 は 神より 離れて 如何で 其 隣人と 永久に 相 親む を 得ん や、 人 は 神に 託 

りての み 互に 相 交 はるを 得る 者 なれば、 神より 離 絶せ し 者が 相 第 合して 其數 或は 十 萬に 及び 百 萬に 達 

する こと ある も、 是れ單 に 利益の 築 合に して、 慈愛 援助の 集合に あらざる は 勿論な り、 誰か 東京 市 は 

人口 Ic 萬の. 1^ なりと M て 其 愛憐 和合の 圓體 なりと 信す る 者 あらん や、 人 は 其 形體に 於て 互に 相 接近す 

るに 隨て其 衷心に 於て 益々 相 離隔す る 者なる が 如し、 若し 人情の 最も 菲 薄なる 所 を 知らん と 欲せば、 

之 を 都市 人口 稠密の 所に 於て 探る に 若 かす、 眞 個の 孤獨は 山屮 人な き 所に 於て あらす して、 市街に 在 

て 家 々 軒 を 接す る 所に 於て あり、 故に 祌に 近かん と 欲する 者 は 必す巿 街喧： 囂 の 所 を 去らん こと を 欲す- 

綠 陰の 下に 軟風 袖 を拂ふ 所に 於ての み眞 個の 愛 心と 友情と は あるな り、 「カイ ン邑を 建て 其 邑の名 を 

其 子の 名に 循 ひて H ノクと 名け たり」 と、 殺人犯の 始祖の 創設に 係る 巿邑は 神の 子の 居住すべき 所に 

あらす (十七 節 )o 

エノ ク、 イラ ヂ、 メ ホヤ エル、 メトサ エル、 レメク 等 子々 孫々 罪惡の 巿邑に 生長し、 天然の 美 を 知 

る こと 至て 龄く、 神 を 去る こと 益々 遠く、 唯 だ俗智 にの み 長 じ、 誠 實に代 ふるに 虚禮を 以てし、 天眞 


なる を野蠻 なりと 稱せ しならん、 都 人士と は 人爲的 人物の 稱 なり、 人の 作りし 習慣 を 以て 神の 造りし 

天然の 法則に 代 ふる 者な り、 彼等の 擧 動が 優美なる が 故に 彼等 を 貴し と E わ ふべ からす、 彼等 は 力 イン 

の裔 なり、 殺人犯 者の 子孫な り (十八 節)。 

巿邑は 罪人の 創設せ し 者なる が 如く、 多妻 も 亦 罪人に 依て 始められし 惡習 なり、 罪惡と 多妻と は 其 

間に 密接の 關係を 有する ものな り、 殺人犯の 始祖なる 力 インの 裔に 多妻の 開始 者た る レメク ありし は 

決して 怪 むに 足らす、 人 を 殺す 者 は 多くの 妻 (妾〕 を 有つ 者な り、 多くの 妻 を 有つ 者 は 多くの 人 を 殺 

す 者な り、 昔時に 於て 然り、 今日に 於て 然り、 社會の 現狀に 深き 觀察を 下す 者に して 此 一事 を 曉らざ 

る 者 あるな し (十九 節 )o 

多妻 は多淫 より 來り、 多 淫は神 を 信ぜざる より 來る、 神 を 信じて 愛情 は聖 化され 情愁は 制限され、 

人 は 一 人の 妻の 外に その 佳耦を 求めざる に 至る、 無 信 は 家庭 紊亂の 始めな り、 情 を 潔む るに 神 を 信す 

るに 擾る途 あるな し (十九 節 30 

婦人の 名 は 其 始めより 優美な りし、 ァダは 「装飾」 を 意味し、 チラ は 「影」 の義 なり、 It 人 レメク 

「かげ」 と 「かざり」 と をして 其 兩侧に 待ら しめ、 以て 其 憂愁 を 慰む、 恰 かも 我國當 今の 富者 を 六 干 

年 前の ^tl 曰 時に 於て 見る が 如し (十九 節)。 

惡人レ メタ 其 妻の 一人なる ァダに 依りて ャ バル を 生めり、 彼 は 天幕に 住みて 家畜 を牧ふ 者の 先祖と 

なれり、 後日べ ド，" ウィン 族と なりて 旅人の 掠奪に 從 事せ しもの は 此徒 ならん、 牧畜に 二種 あり、 畜 

類 を 友と し、 之に 人類の 保護 を 供して、 之より 綿毛^ 汁の 供給に 與 からん と 欲する、 是れ 正當の 牧畜 

なり、 義人ァべ ルが從_;^-せしと云ふ牧畜業は蓋し此種のものなりしならん、 多く 豚 牛の 類 を 飼育し、 
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之 を asE り、 其 肉を鬻 きて 利 を 贏す、 卽ち血 を 流す こと を 以て. お 業と なす もの、 是れ 不正の 牧畜業に し 

てャ バルが 創始せ しもの ならん (廿節 )o 

殺伐 的 牧畜業の 開始 者ャバ の 弟に ュバ ル あり、 彼 は 琴と^と を 把る 凡ての 者の 先祖な りと いふ、 

W て 知る、 昔樂 なる 者 も亦惡 人の 家庭に 於て 發昆 されし 者なる こと を、 兄の ャ バル は 性 猛な るが 故 

に 野に 畜類 を逐 ふて 快 を 取り、 弟の ュバ ルは性 惰弱なる が 故に 琴と W とに 北ハ惰 情を訴 へて 其 憂悶 を 遣 

らんと せり、 天の 眞现の 心 琴に 觸れ て 獨り默 想し て 宇 {由 の 調和 を樂 しみ 得ざる が 故に、 其 憂愁 を音聲 

に顯 はし 之を樂 器に 移して、 靈感の 缺を補 はんと 欲す、 深く 感 する 能 はす、 故に 口に 歌 ひ、 樂に 和す、 

沈 默に勝 さる 音樂 なきに、 絲と 風との 力 を 藉り來 て 微弱なる 感想に 力 を 添 へんと 欲す、 ミルトンの 

「失樂 園」 中に 魔 族が 琴を彈 じて 其 悲痛 を 癒さん とする の 一節 あり、 曰く 其 聲は美 はしく 其 調 は 悲し 

と、 笛聲秋 空に 響き 涉る 時に 吾人 は祌を 離れし 孤兒の 悲鳴 を 耳に して、 祌の懊 に 歸り來 りし 聖徒の 凱 

旋の聲 を 聞かす (廿 一 節〕。 

昔樂は 悉く 惡 しきに 非す、 ハイデン、 ベ ー ト ー ベンの 天の 美 昔 を 吾人に 傅 ふる あり、 然れ ども 音樂 

a;- れ えつ 

の 多く は娩 樂の爲 なり、 怨 咽の 聲に非 ざれば 遊蕩の 譜、 卑情を 喚起し、 劣 想 を 促す 者、 狂歌に 伴 ふ 者、 

飮洒を 封£  くる 者な り、 世の 惡 にして 昔 樂に伴 はれざる は 稀な り、 而 して 其 一度び 神の 禮拜 堂に 採用 

されし や、 人 は 敎師の 說敎に 意 を 注がす して 樂 人の 昔 樂 に-; を倾 くるに 至れり、 宜 なり、 淸敎 徒が 神 

の s^, 殿 を 潔 めんた めに は 昔 樂の廢 止を實 行せ ざる を 得ざる に 至りし は、 美術 勝つ の 時 は 信仰の 衰 ふる 

時な り、 昔時の 豫言 者に して 樂を其 民に 勸 めし 者 ありし を 聞かす、 M レ ミヤな り、 コ a ムゥ H ル なり、 

ジョ ージ. フ ホック ス なり、 彼等 は 皆た 美術の 排斥 者な りし、 正義 は 美術の 之に 附隨 する ことなくし 


て 其 物 自身に 於て 美なる 者な り、 街頭に 琴と 笛との 懦 夫の 纖 手に 依て 奏せら る&を 看よ、 而 して 其 力 

インの 裔 なる ュ バル の發 見に 權 りし 者なる を 知れよ (廿 一 節〕。 

ァダの 二子 は 兇 人と 懦夫、 チラに 亦 一 一子 ありし、 其 一 人 をトバ ルカ インと 云へ り、 彼 は 銅と 鐵の諸 

の 刃物の 發 見者な りしと 云 ふ、 是れ亦 カイ ン挨適 當の發 見たり しゃ 論を俟 たす、 力 イン は 多分 棍^ を 

以て 其 弟 アベル を 打殺せし ならん、 然れ ども 「文明」 の 進步と 同時に 人 は 棍棒に 優る の 殺人 具の 必要 

を感 する に 至りし ならん、 玆に 於て かレ メタの 子ト バルカ イン は大 なる 發見を 社會に 供せ り、 銅と 鐵 

と を 以て 製せられ たる 武器の 發見是 なり、 力 イン 族 は 如何に 大 なる 稱 讚の 聲を 以て 此發 見を迎 へし ぞ、 

恰 かも 今日 基督 敎を 信す ると 稱 する 獨 逸に 於て 無煙 火 藥の發 見が 迎 へられし が 如き 歡迎 の聲を 以て、 

或は 世界 第一 の 新 敎國を 以て 世界に 誇る 英 園が 潜水 水雷艇の 發 見を迎 へしが 如き 歡 呼の 聲を 以て、 彼 

れトバ ルカ イン は 力 インの 子等に 迎 へられし ならん、 彼の 大 なる 發 見に 由て 殺人 は 容易なる 業と なれ 

り、 此 利器の 彼の 手に 依て 發 見せられ てより カイ ン挨は 更に 地上に 於け る 其 領土 を擴 張し 得て、 威 を 

彼等の 近隣に 在る 神 を 長れ 人 を 愛する 族の 上に 揮 ひしな らん、 此地は 創始より 惡 人に 屬 する 者、 而し 

て 彼等 は 益々 其 武器 を 改良して、 地上の 霸權を 失 は ざらん と 力む、 一手に 聖書 を 握り、 他 手に 劍を翁 

し、 文明 を蠻 民に 强 ると 稱 して 殺伐に 從 事す、 クルップ 砲 を 以てする も、 棍棒 を 以てする も、 殺人 は 

殺人に して 大罪 惡 なり、 人 を 殺す 者 は 凡て 力 インな り、 其獨逸 皇帝なる と 露西亞 皇帝なる と英國 皇帝 

なると を 問 はす、 人 を 殺し、 ト バルカ インの 類 を歡迎 し、 之 を 賞す るに 位階 動 章 を 以てする 者 は 凡て 

力 イン の 例に 傚て 神に^ はれ 且つ 罰せら る、 者な り、 此 事に 關 する 聖書の 敎訓は 其 明瞭なる こと 天日 

の 空に 輝く が 如し (廿ニ 節 )o 
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武器の 發 見者 卜 バルカ インの 妹をナ アマと 云へ り、 ナ アマ 之を釋 けば 「愛嬌」 の 意な り、 兄 は 軍人 

にして 其 殺人的 勳功を 以て 世に 歡迎 され、 妹 は 「愛 II」 を 以て 其 名 交際 場裡に 高し、 世に 幸福なる 力 

インの 一 族の 如き はなし、 光榮 一 家に 溢れ、 勳 窣燦爛 たり、 然れ ども …… (廿 一 節)。 

彼の 子に 由て 金屬 製の 武器の 發 見せられて、 レメク は歡喜 措く 能 はす、 彼の 意は昂 し、 彼の 情 は 熱 

し、 S に 最初の 詩歌 は 成れり、 之 を 名け て r レ メタの 劍の 歌」 と 云 ふ、 武器の 效能を 讚せ し 歌に して 

軍人の 敵 懷心を 以て 充 たさる (廿 三、 廿四 節)。 

ァダと チラよ 我が 聲を聽 け 

レ メタの 妻 等よ 我が 曾 を 容れょ 

自己の 腕力 を 誇る に 之 を社會 公衆の 前に 於て 爲 さすして 其 妻 (妾) に 向て 爲す、 軍人の 自慢なる 者 は 

多く は是れ 婦人の 歡心を 買 はんがた めに 言ひ顯 はさる &者、 眞 勇の 沈默を 守て 天の 稱讚を 待つ の 類に 

非す、 

我れ 我が 創傷の ために 人 を 殺す 

我が 瘦 のために 少年 を 殺す 

我に 無禮を 加へ し 者 を 我 は 罰せす して 止ます との 軍人の 精神な り、 名譽を 重す ると 稱し、 恥 を 雪ぐ と 

昌 へて、 復仇 を敌 てす、 復響 を名譽 なりと 宣言せ し は 力 インの 裔 なる レメク を 以て 始まる。 

若し 力 インの ために 七 倍の 罰 あれば 

レメク のために は 七十 七 倍の 罰 あらん 

我が 祖カ イン は 彼の 粗末なる 武器 を 以て 僅に 七 倍の 復！ * をな す を 得たり、 然れ ども 我 は 精 良なる 近世 


發 見の 武器 を 以て 我の 尊嚴を 冒す 者に 七 十七 倍の 罰 を 加 ふる を 得べ しと、 恰 かも 英國 兵が リダ イト 砲 

の 一 發を 以て 杜兵數 百 人 を 一 時に 鎏 にせし が 如き、 又獨逸 皇帝が 其 精 良なる 陸軍に 恃んで 支那 人嚴罰 

の 令 を ワルデ ルゼ ー 將 軍に 下せし が 如き、 武器に 賴る暴 勇の 發表 なり、 ト バルカ インの 劍の歌 は 文明 

國 今日の 軍歌の 濫觴な り (廿 三、 廿 節)。 

以上 を 力 イン 族が 人類 社會に 供せ る貢獻 物な りと す、 都市の 制な り、 牧畜業な り、 樂器 なり、 金屬 

製の 武器な り、 軍歌な り、 卽ち 文明の 肉 情 的 半面な り、 卽ち 神に 頼らす して 單獨を 慰めん ための 制度 

(都市)、 肉食して 肉 情 を 昂進 せんた めの 職業 (牧畜)、 媿樂の 具 (樂 器)、 殺人の 機械 (武器)、 

敵 心の 發表 (軍歌)、 是 なり、 而 して 二十世紀の 今日^の 文明と 稱 へらる & もの は 多く は是れ カイ 

ン 族の 此 等の 發 見に 更に 改良 を 加へ たる ものに 過ぎす、 文明の 進 步とは 實はカ イン 族の 進歩な り、 英 

國はカ イン 族が 僅に 基督 敎の 表面 を 採用して、 世界の 陸 面 五分の 一 以上に 其 領土 を擴 めし 者な り、 獨 

逸國の 陸軍と はトバ ルカ インの 武器 改良の 殆んど 其 極に 達せし 者な り、 國の 音樂と はュバ ルの 美術 

が 其 巧妙の 絶頂に 達せし 者な り、 米國の 牧畜と はャ バルの それ を大 陸大に なせし ものにして、 シカゴ 

はャバ ルの產 を廣く 世界に 鬻ぐ ための 市場な り、 而 して 巴 里、 倫 動、 東京、 名 古屋、 大阪、 廣島等 は 

H  ノ クの邑 を擴大 せし 者に して、 雜惡の 醸造所、 偽善の 繁榮 地、 美術の 練習所、 武器の 製造所に あら 

ざれば 其 貯蓄 所、 兵力の 集合 點、 敵谋 心の 吹 入所な り、 之 を 文明と 稱 すれば 其 名^だ 美なる が 如しと- 

雖も、 その 殺人犯の 始祖なる 力 インの 族に 由て 開始せられ、 且つ 發 見され し 制度 文物の 發 達せし もの 

なる を 知て、 吾人 は その 吾人の 讚 稱の辭 に 値する 者に あらざる を 認めん。 

然れ ども 幸に して 神は惡 人に のみ 此世を 渡し 給 は ざり しなり、 彼 は アベルに 代て 亦 一 人の 魏人を 世- 
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に 遣 はし 給へ り、 アダム 亦 其 妻 H バに 依りて 更に 一子 を 生めり、 其 名 を セッと 名く、 セッ之 を 解けば 

「代用」 の 意な り、 アベルに 代て 正道 を此 世に 傳 ふべき 者 なれば 斯く名 けられし ならん (二十 五節 )。• 

セッ にも また 甲.； 子 生れたり、 彼 其 名 を H  ノスと 名け たり、 其 時人々 M ホバ の 名 を 呼ぶ こと を 始めた 

りと 云 ふ、 卽ち H, デンに 於け る 其 叛逆に 由て 人類が 忘れん とせし 祌に對 する 信仰が セッの 子 ヱ ノ スに 

依て 囘 役され、 玆に 再び エホバの 聖名は 人に 依て 稱 へらる k に 至りし が 如し、 是れ卽 ち 最初の 信仰 復 

活 にして、 かの 十六 世紀の 始に 方て 羅馬 敎會の 腐， 収其 極に 達して、 ル ー テルの ー聲 に歐洲 人の 信仰の 

忽焉 として 復興せ しが 如き は ヱ ノ スの此 信仰 復興の^ 承なら すん ば あらす、 世に 汚隆 なきに あらす、 

正氣 時に 光 を 放つ、 神 は 永久に 此 地を惡 人の 手， にの み 委ね 給 はす、 彼れ 時に 正義の 士を遣 はして、 

の 罪 惡を糾 し 給 ふ、 アベル 殺されて セッ 世に出たり、 吾人 何ん ぞ 義人の 堙滅に 就て 深く 憂 ふる を 須ゐ. 

ん、 セッ は旣に 吾人の 中に あらん、 吾人 は 遠から すして 彼の？ »を聞 かん (廿六 節)。 

創世記 第 五 章 

九長壽 時代  -- 

1 アダムの 傳の 書は是 なり、 神人 を 創造り 給 ひし 日に 神に 象りて 之 を 造り 給 ひ 二 彼等 を 男女に 造り 給， へり、 彼 

等の 創造 せられし 日に 神 波 等 を 祝して 彼等の 名 を アダムと 名け 給へ り、 一一 一 アダム 百 三十 歳に 及びて 其 像に 循ひ 

己に りて 子 を 生み 其 名 を セッと 名け たり、 S アダムの セ ッを 生みし 後の 齡は八 百 歳に して 男子 女子 を 生めり、 


W アダムの 生存へ たる 齡は都 九 百 三十 歳な りき、 而 して 死ねり、 六 セッ百 五 歳に 及びて エノス を 生めり、 

七 セッ、 エノス を 生みし 後 八 百 七 年 生存へ て 男子 女子 を 生めり、 八 セッの 齢 は 都合 九 百 十二 歳な りき、 而 して 

死ねり、 九 エノス 九十 歳に 及びて カイ ナン を 生めり、 十 エノス、 カイ ナン を 生みし 後 八 百 十五 年 生存へ て 男子 

女子 を 生めり、 十-エノスの 齢 は 都合 九 百 五 歳な りき、 而 して 死り、 十二 カイ ナン 七十 歳に 及びて マ ハラレ ル 

を 生めり、 十一 一一 カイ ナン、 マ ハラレ ルを 生みし 後 八 百 四十 年 生存へ て 男子 女子 を 生めり、 十 H カイ ナンの 齢 は 

都合 九 百 十 歳な りき、 而 して 死ねり、 十五 マ ハラレ ル六 十五 歳に 及びて ャレド を 生めり、 十六 マ ハラレ ル、 ャ 

レドを 生みし 後 八 百 三十 年 生存へ て 男子 女子 を 生めり、 十七 マ ハラレ ルの齢 は 都合 八 百 九十 五歲 なりき、 而し 

て 死ねり、 十  <  ャレド 百 六十 二 歳に 及びて エノ クを 生めり、 十九 ャレド 、エノ クを 生みし 後 八 百年 生存へ て 男. 

子女 子 を 生めり、 廿ャレ ドの齢 は 都合 九 百 六十 二 歳な りき、 而 して 死ねり、 サー エノ ク六 十五 歳に 及びて メト 

セラ を 生めり、 廿ニ エノ ク、 メト セラ を 生みし 後 三百 年祌 と共に 歩み 男子 女子 を 生めり、 サー 一一 エノ クの齢 は 都 

合 三百 六十 五 歳な りき、 サ S エノ ク祌と 偕に 步 みしが 神 彼 を 取り 給 ひければ 居らず なりき、 サ W メト セラ 百 八 

十七 歳に 及びて レ メクを 生めり、 廿 六メト セラ、. レ メクを 生みし 後 七 百 八十 一 一年 生存 へ て 男子 女子 を 生めり、 

メト セラの 齢 は 都合 九 百 六十 九 歳な りき、 而 して 死ねり、 サ八レ メク百 八十 二 歳に 及びて 男子 を 生み、 廿九其 

名 を ノアと 名け て 言 ひける は、 此子は M ホバ の 詛ひ給 ひし 地に 由れ る 我が 操作と 勞苦 とに 就て 我等 を 慰めん * 

卅レ メク、 ノア を 生みし 後 五 百 九十 五 年 生存へ て 男子 女子 を 生めり、 卅ーレ メタの 齢 は 都合 七 百 七十 七 歳な り 

き、 而 して 死ねり、 卅-/ ァ五百 歳な りき、 ノア、 セム、 ハム、 ャぺテ を 生めり。 

乾燥無味 荒唐無稽の 言なる が 如し、 然れ ども 寶石叉 砂礫の 中に 混す る こと あり、 砂礫 叉 之 を 精 木に す 

れば 水晶の 類な り、 吾人 は 美文なら ざる の 故 を 以て 輕 しく 聖書の 首 を 看過す ベから す。 

「アダムの 傳の 書」 と は アダムの 傳記 にあら す、 傳は此 場合に 於て は 子孫の 意な り、 傳は 綾な り、 
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人の 後 を 核ぐ 者、 之 を 傅と 云 ふ、 支那 譯の 「亞當 世 系 之譜」 に對 照せ よ (一節)。 

神、 人 を 男女に 造り、 彼等の 名 を アダムと 名け 給へ りと 云 ふ、 以て 知る アダム は 人類の 總稱 なりし 

を、 その 最初の 男子に 適用 せられし は 彼が 人類の 代表者な りしが 故な り (二 節 )o 

アダム 百 三十 歳に 及びて セッを 生めり と 云 ふ、 彼 前に 力 インと アベルと を 生めり、 力 イン は 父の 惡 

性 を 承け て 其 志 を 繼ぐ能 はす、 アベル は 父の 善性 を繼て 終に 其 兄弟の 殺す 所と なれり、 父の 性質が 善 

惡相 分れて 其 子に 1: はる、 の 例 多し、 アダムの 二子に 由り て 彼の 兩性は 明， 曰に 分析せられ たり、 然る 

に惡 なる 者は存 して 善なる 者 は 亡びたり、 純 善 は 到底 永く 此^に せす る 能 はす、 此に 於て か セッの 如 

く 純 善なら す 亦純惡 ならざる 者に 依て 善道 は 雜に此 地に 維持 さる、 なり、 余^ は 深く アベルの 死を惜 

むと 雖 ども 亦 セッの 生れし ありて 世に 光明の 全く 絕ぇ ざり し を 感謝す (三 節〕。 

アダム は 其 像に 循ひ已 に 象りて 其子セ ッを 生めり と 云 ふ、 像 は 肉體の 像に して 象は靈 性の 象な り、 

卽ち彼 は 其 子に 彼の 靈肉兩 つながらの 性 を 偉へ たりとの 意なる が 如し、 セッは アダムの 再生な り、 彼 

は 酷 だ 父 アダム に 肖たり、 アベ ルの 死に 依て 杜絕 せんとせ し アダム の 象 像 は セッに 依て 後世に 傳 へら 

れ たり (三 節)。 

アダム 歳 百 三十に して 其 第三の 男子 を 生み、 其 後 八 百年 存 へて 更に 多くの 男子 女子 を 生み、 齡 都合 

九 k« 十三 歳に して 死ねり と 云 ふ、 令 人に して 少しく 敎育を 受けたり と稱 する 者 は 云 はん、 是れ作 話な 

り、 事實 なる ベから す、 現代の 人で すら 百年の 壽を 保つ 難し、 況んゃ 原人 を や、 醫 術の 未だ 開けざる 

原始時^に 於て 人 は 如何で か 九百歲 以上の 齢 を 保ち 得ん やと (三、 四、 五節)。 

然れ ども 思へ、 アダム は 最初の 人たり しなり、 而 うして 聖書の 示す 所に 依れば 人 は 下等動物より 徐 


いけろ もの 

徐に 進化し 来りし 者に 非す して、 直に 神より 靈を 受けて 生靈 となりし 者な り、 又 彼の 肉體は 彼の 靈魂 

と共に 永久に 朽っ ベから ざる ものにして、 彼に して 若し 罪 を 犯さ りしなら ば、 彼 は 死の 苦痛 を 見す 

して 他界に 移遷 さるべき ものな りし、 是れ 聖書の 吾人に 示す 所に して、 擧說 としても 決して 信じ 難き 

ものに 非す、 最始の 人 は野蠻 人に して、 現 世紀に 於て 始めて 英國 人米國 人の 如き 高貴なる 人種 を 地上 

に 見る を 得る に 至りし との 説 は 人類 學 者の 普通 一 般に唱 ふる 所 なれ ども、 去りと て 其 說に亦 非難す ベ 

きの 點 多く、 之 を 主張す る 者と 雖も 完全 無 謬の 學說 として 之 を 信す るに 非す、 所謂 劣等 人種なる 者 は 

實は墮 落人 種に して、 人類 は 今や 科擧の 進歩に 由り て 其 性格 を 進化し つ \ あるに 非す して、 實 は其墮 

落に 由て 失 ひし 原 性 を囘復 しつ \ ありとの 說は 多くの 歷 史上の 事實に 照らし、 又人類の本能に稽ぇ1115^ 

て、 眞實に 最も 近き 說な るが 如し、 故に 聖書の 人生 觀 より 視れば アダム 九 百 十三 歳の 齢 は 決して 長し 

と 云 ふ を 得す、 彼 は 永久に 生く るに 足る の 體質を 有せり、 然るに 罪の 故 を 以て 彼 は 死刑 を 宣告せられ 

たり、 而 して 罪が 人類の 中に 宿りて より 未だ 若 千たら す、 疾病の 數も 未だ 多から す、 殊に 人類の 社會 

て ふ 罪惡が 制度の 形 を 取て 顯 はれし 者の 未だ あら ざり し 時 なれば、 人の 長壽は 最も 保ち 易 かりし や 明 

かなり、 死 は 罪の 結果に して、 爭鬪 疾病 苦悶の 類の 皆な 悉く 同一 の 原因に 出で し を 知て、 吾人 は 原人 

の 長壽を 聞て 少しも 怪 ます、 吾人 は 寧ろ 人類の 始祖が 僅々 九 百 歲有餘 の 齢に 達して 死の 苦痛 を 見ざる 

を 得ざる に 至りし を悲 ますん ば あらす (五節)。 

此 處に揭 げられ たる アダム 世 系の 譜に循 へば アダムより ノアまで 凡て 十代、 歳 を經る こと 凡べ て 一 

千 六 百 五十 五 年な り、 然れ ども 是れ歷 史的に 違算な き 年代記と 見て 可なる や 否やに 就て は 多くの 疑問 

なき 能 はす、 ユダヤの 歷史 家が 其國の 歷史を 編む に 方て、 讀 者の 記憶 を 助けん ために m, に 圓數叉 は 七 
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數を用 ひし こと は 聖書 を讀む 者の 能く 知る 處 なり、 創^記 は 十の 「傅の 霄」 より 成る、 聖マ タイが キ 

リ ストの 系圖を 編む に 方て、 彼はァ ブラ ハ ム より キリス ト まで を 四 十一 一代と し- 之 を 三紀に 分て 一 紀 

を 各 一 一七 卽ち十 四 代と せり、 ん ママ タイの キリス トの 系圖を 以て 系鬧 として は 最も 精密なる 歷代 史略の 

記事に 較 ぶる 時 は、 マ タイの 記事に 多くの 脫漏 ある を 見る、 今 其 一例 を擧 げんに、 マ タイ 傳 第一章の 

八 節に r ョ ラム、 ゥッ ヅャを 生み」 と あれ ども、 ゥッヅ ャはョ ラムの 子に あらす して 其 玄孫な り、 之 

を歷 代. 略 上の 第三^ 十 一 、 十一 一節に 對照 すれば 「ョ ラム、 其 子はァ ハ ジャ、 北ハ 子はョ ァシ、 其 子 は 

アマ ジャ、 其 子はァ ザリャ (卽ち ゥッヅ ャ)」 と あり、 以て 知る、 ユダヤ人の 記錄に 於て 若し 何の 誰 

何の 誰 を 生みと あると も 是れ必 しも 父子 直接の 關係を 示す ものに あらざる を。 

アダムより ノアまで 十代の 名 を記錄 しある は、 之 を 他の 例より 推して 考 ふるに、 是れ 二者の に 生 

れし 著名の 人 十 人 を例擧 せし ものに あらざる 乎、 若し 此假說 にして 眞實 なりと すれば H  ノ スは必 すし 

も セッの 生みし 子に あらす して 其 遠 孫なる や も 知る ベから す、 而 して セ ッ百五 歳に して H  ノ スを 生み 

と ある を必 しも H  ノ ス 彼れ 自身 を 生みし との 意に 解せ すして、 エノス の 祖先の 或 者 を 生めり との 意な 

りと 解す る も ユダヤ人の 歷史編 暴 法に 循 へば 敢て非 難すべき にあら す、 故に 若し 此の 解釋 法に して 誤 

謬な くんば (而 して 余輩 は 其正當 なる 解釋 法なる を 信ぜん と 欲す〕、 此處に 記された る 「アダムの 傳 

の 書」 なる もの は アダム の 創造より ノアの 洪水に 至る までの 年代 を定 むる ための 史的 材料と して 見る 

ベ か ら すし て 、 是只 僅に 其 間に 此等 著名 の 人物 ありし を 示し、 併せ て 其 長壽な りし こと を傳 へしに 

まるな らん、 人類の 始祖 創造 は 基督 降 世 前 三千 九 百 八十 八 年に ありたり との 普通の 年代記 は 「アダム 

の 傅の 書」 を 其 俊 遣 漏な きものと 見て 成りし 計算に して、 人類 は此 世に 顯れ てより 僅かに 六 千年 を經 


過せ しに 過ぎす との 說の 如き も 亦此假 定說に 基因す る 者な りと す。 

此傳の 書に 記されし 者の 中に 最も 短命な りし 者 は H  ノク にして 最も 長命な りし 者 を 彼の 後に 来りし 

メト セラと す、 前者 は 三百 六十 五 歳 を 以て 此世を 去り、 後者 は 九 百と 六十 九 歳の 高齢 を 以て 死せ りと 

云 ふ、 短く して 三百 年、 長き は 千歳に 垂ん とす、 若し 吾人 を 苦しむ るに 政治なる 者な く、 虚儀 なく、 

虚禮 なく、 國 民と 國 民との 競爭 なく、 父母 兄弟の 吾人 を 嫉視す る 事な く、 親戚の 偽善 的 交際な く、 友 

に 賣らる \ の 恐怖な く、 娥 死の 心配 微 りせば、 吾人 今日の 體質を 以てする も尙ほ 容易に 百 歳 以上の 年 

齢 を 保つ を 得ん、 況して 原始時代に 在て 樂 園の 記憶 未だ 全く 人の 腦裡を 去らす、 創始の 體格 未だ 甚だ 

しく 其 精 氣を失 はざる 時に 於て を や、 来れ や 神の 天國、 来て 再び 樂園を 吾等の 間に 囘復 せよ、 僅々 七 

十 歳の 齢 を 以て 古來稀 也と 言 ふに 至りし 我等 罪惡 に沈淪 せる 者の 狀態を 偶め よ、 罪は斯 くも 吾等の 地 

上に 於け る 生命 を 短縮したり、 蜉蝣の 如き 吾等 は 三百の 長壽を 聞て 人 マ や 之 を 信す る 能 はざる に 至れり。 

最も 短命な りし H ノクは 神に 最も 近く 歩みし 人な りし、 故に 神 は 彼 を 取り 給 ひて 「彼 は 居らすな り 

ぬ」 と 云 ふ、 他の 人々 に 就て は總て 「死ねり」 との 言 あるに H  ノクに 就て は此 不吉の 首 あるな し、 彼 

は 苦しき 死の 門 を 通過せ すして 他界に 移遷 せられし が 如し、 是れ キリス ト 以前の 昇 天 の實 例なら す や、 

人類 は 素と 是れ總 て移遷 さるべき ものな りしに 非す や、 而 して H  ノクは 罪の 子供の 中に 在て 特別に 此 

恩 惠に與 かる を 得しが 如し、 「 一 たび 死る こと は 人に {1^ まれる 事 也」 (希 伯 来書 九 章廿七 節〕 と雖も ェ ノ 

ク のみ は此 死の 經驗 なくして 性くべき 所に 牲 きしが 如し、 幸福なる 哉 H ノク、 吾等 も 呰爾の 如くに あ 

らんこと を 願 ふ、 然れ ども 吾等に は爾の 知らざる 仲保者の 備 へられし あり、 彼れ 我等と 共に あれば 吾 

等 は 恐怖な くして 獨り 死の 河 を 渡り 得るな り、 然り、 彼 あるが 故に 死 は其總 ての 刺 を 失 ひ、 吾等 は淚 

S 水 以前 記  一 0 九 


五書 究  二 〇 

を 以て 之に 臨む と雖 ども 亦 讚美 を 以て 之を迎 ふる を 得るな り、 死せ ざる は 善し、 然れ ども ィ H スの如 

き 救 主 ありて 死す る も 亦 善し、 我等 は此 勝利 を 我等に 賜 ひし ィ H スキ リストの 父なる 神に 謝す (卄四 

レ メタに 至りて 人類の 腐 肷噴落 益々 甚だしく、 比較的に 善良な りし セッの 子孫 すら 甚く H ホバ の咒 

詛を感 する に 至れり、 メト セラの 名、 之を譯 けば 「翁の 人」 なり、 レメク は 「掠奪 者」 の 意な り、 以 

て 時代の 如何に 殺伐の 氣風を 帶び來 りし か を 察すべし、 今 は 革命の 世に 臨むべき 時と なりぬ、 人は大 

災害の 到 來を豫 想し 始めぬ、 大 洪水 か、 大地震 か、 何れにせよ^ は 改造せられ ざるべ からす、 然らざ 

れば地 は 湮滅に 歸 せん、 而 うして 正義と 恩愛との 神 は 何等かの 方法 を 以て^ を 救 は ざれば 歇み給 は ざ 

るべ し、 嗚呼、 誰か 此恩 惠を祌 より 招く 者ぞ と。 

レ メタに 一 子 生る、 彼 其 名 を ノアと 名く、 之を譯 けば 「安息」 の 意な り、 彼 曰く  r 此十は H ホバ の 

はたらき ほね，？. リ 

詛ひ給 ひし 地に 由れ る 我が 操作と 勞苦 とに 就て 我等 を 慰めん」 と、 人の 勞侧、 動作 悉く 利愁 的なる に 

及んで 之に 興味 あるな く、 慰藉 あるな きに 至る、 神 を 忘れた る 者の 勞 鋤の 結果 は 總て淚 なり、 空虚な 

り、 傳道之 書の 言を藉 りて 首へば 是れ 「空の 空、 空の 空なる 哉、 都て 空な り、 日の 下に 人の 勞 して 爲 

す 所の 諸の 動作 は その 身に 何の 益 か あらん」 (傳道 之 書 一章 二、 三 節〕、 誰か 此 無味の 人生に 芳味を 加 ふ 

る 者ぞ、 地 は鹽を 要し、 世 は 光 を 求む、 レメ クは斯 かる 新生 命 を 望んで 歇 まざりき、 而 して 神の 靈感 

に 依て 彼 は 彼に 生れし 子の 此 慰藉 を 世に 供す る 者なる を 悟れり、 「安息」 の ノアに 由り て 神の 安息 は 

再び 疲れたる 此 世に 臨まん、 ノア は 其 時代の 人類の 希望な りき (廿九 節)。 

然れ ども 革命 はレ メタが 望みし が 如くに 速 かに は來ら ざり し、 ノア 生れて 五 百 歳、 彼に セム、 ハム- 


ャぺテ の 三 子 生れて 革命の 時期 は 漸く 迫り 来りぬ、 社會は 終に 改造せられ ざるべ からす、 惡人は 終に 

一度 は 全滅せられ ざるべ からす、 是れ 人類に 臨みし 最 始の大 革命な りし、 而 して 最 始の大 革命 大掃攘 

は 勇士の 劍に 由て 来らす、 預言者の 首 を 以て 来らす して、 天よりの 大 洪水 を 以て 来れり (卅 一一 節)。 

創世記 第 六 章 

十 ノアの 洪水 

お， 0 て ふ え  むすめ 5 つく 

一人、 地の 面に 繁衍 はじまりて 女子 之に 生る、 に 及べる 時、 一一 神の 子等 人の 女子の 美しき を 見て 其 好む 所の 者 

を 取りて 妻と なせり、 一一 一 M ホバ曰 ひ 給 ひける は、 我靈 永く 人と 爭 はじ、 其 は 彼 も 肉 なれば なり、 此れが 故に 彼 

そのころ  こ. U ち  むすめ 

の 日 は 百 二十 年なる べし、 £ 當時 地に ネピ リム ありき、 亦 其 後神の 子 輩 人の 女の 所に 入りて 子女 を 生まし めた 

りしが 其 等 も 勇士に して 古昔の 名聲 ある 人な りき、 五 H ホバ 人の 悪の 地に 大 なると 其 心の 思念の 都て 阖 維ろ 所 

の恆に 惟惡き 事の みなる を 見た ま へ り、 六是に 於て エホバ 地の 上に 人 を 造りし こと を 悔いて 心に 憂へ 給へ り、 

七 ヱ ホバ言 ひ 給 ひける は、 我が 創造り し 人 を 我れ 地の 面より 拭 ひ 去らん、 人より 獸、 爬蟲、 天空の 鳥に 至る ま 

ち滅 さん、 其 は 我れ 之 を 造りし こと を 海れば なりと、 八 然れど ノア は H ホバの 目に 恩 を たり。 

人口 繁殖 は 善き 事な り、 「生めよ 繁殖よ 地に 滿盈 よ」 と は 其 創造の 時に 於て 神が 人に 命じ 給 ひし 所 

なり (創世記 一章 二八 節)、 王の 榮は 民の 多き にあり、 牧 伯の 裹敗は 民 を 失 ふに あり (箴言 十四 章 二八 節， }、 

人口の 增殖は 祝 ふべ し、 富の 增加は 感謝すべし、 但 敬神の 伴 はざる 繁榮、 是れ 最も 厭 ふべき、 最も 怕 

るべき ものな り、 破滅 は是を 以て 始まり、 毀 爛は是 に 依て 臨る、 ノアの 大 洪水 は 怫國大 革命 其 他の 近 
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時の 大破 亂と 等しく 信仰の 伴 はざる 物質的 文明の 招きし 所の ものな り ( 一 節)。 

世の 創始より、 人に 「人の子」 と 「神の 子」 との^ ありき、 「人の子」 と は 現世の 人に して 卽ち所 

§i 俗人な り、 卽ち 斯枇に 於て 大 ならん とする 者、 人に せ めら れ、 人 を 使役す る を 以て 大 なる 名 譽と信 

する 者な り、 「神の 子」 と は 之と 異なり、 凡ての 榮光を 神に 歸し、 祌に譽 めら れ、 神に 使役 せらる、 

を 以て 最大 幸福と 做す 者な り、 人の子 は 力 イン を 以て 代表され、 アベル は 神の 子の 模範な り、 二者 素 

と 同腹の 兄弟たり しも、 其 理想と する 所の 全く 相違 背した るが ために、 カイ ン挨は 地に 屬 きて 「人の 

子」 となり、 アベ ル族は 天 を んで 「神の 子」 となれ り ( 一 節)。 

神の 子に して 若し 其 純潔の 性 を 永久に 維持 せんと 欲せば 彼 は 宜しく 聖 なる 單獨を 守りて 猥りに 人の 

子と 接觸 すべから ざるな り、 彼に して 若し 彼の 交際の lEi 域を廣 めんこと を 求め、 斯^の 勢力 を 借り 來 

て 彼の 勢力 を增 さん こと を 計り、 友 を 俗人の 中に 索め、 緣を此 世の 權 者と 結ぶ に 至らん か、 彼 は 其 時 

旣に 神の 子た るの资 格 を 失 ひ、 鹹味 を 去りし 鹽の 如くな りて 神人の 共に 忌 嫌 ふ 所の 者と なるな り、 聖 

なる 狹^ は 神の 子等の 勉めて 守るべき ものな り、 人類 最始 の大 堕落 も 亦 廣量を 装 ひし 神の 子等の 大失 

錯 より 来りし を 知れ (一、 二 節〕。 

結婚 素と 是れ 信と 信との 結合な り、 是れ美 を 慕 ひ 利 を 一んで 結ばるべき ものに あらす、 其 神聖なる 

所以 は 全く 此 一事に 存す、 然るに 神の 子の 俗化す る や、 彼 は！^, i 婚の 眞義を 忘れ、 祌の 定め 給 ひし 此聖 

なる 制度 を 利用し、 以て 其 身の 榮進を 計らん とす、 世に 卑 むべき 者に して 神 を 信す る 者の 政略 的！ i 婚 

の 如き は あらす、 然れ ども ノアの 時に 祌の 子に 由て 始められし 此醜事 は 今日 猶ほ 盛に 此 世に 行 はれつ 

つ あり、 而 して 同一 の 原因 は 同一 の 結果 を 生す、 婚を 俗人と 結ぶ 者に して 大墮落 を 其 身と 家と に 招か 


ざる 者 あるな し、 謹むべき にあら す や (一 一節〕 0 

其 容貌の 美なる が 故に、 其 才識の 優れる が 故に、 亦 其 家の 富む が 故に、 彼女の 志操の 如何 を 問 はす、 

むすめ 

亦 其 信仰の 何たる を 究めす、 神の 子 は 彼の 神と 人と に對 する 重責 を 忘れ、 俗人の 女た る 彼女 を 娶て彼 

の 妻と せり、 玆に 於て 神 は 如何で か 彼に 就て 失望し 給 はざる を 得ん や、 「我靈 永く 人と 爭 はじ」 と 彼 

は 歎じ 給へ り、 卽 ち 我 は 永久に 我靈を 以て 彼の 意 辯に 逆 ひて 彼 を 尊かん と はせ じとの 意な り、 神の 忍 

耐兹に 於て 盡き彼 は 人に 施す に 適當の 刑罰 を 以てせざる を 得ざる に 至れり (三 節〕。 

「彼 も 肉な り」、 憐 むべき 彼れ、 彼 は 神の 性に 肉の 性 を 供へ し 者、 彼れ 若し 全く 神に 服從 せし なら 

んには 彼 は 肉の 要求 を 納れて 降 を 現世に 乞 ふが 如き こと を爲 さぐりし もの を、 然れ ども 旣に神 を 離れ 

し 彼 は 肉に 杭す るの 勇氣 あるな く、 些々 たる 「人の子」 の 美 色に 耽りて 其 節操 を賣 るに 至れり、 「肉 

の 愁は靈 に 逆 ひ 靈の慾 は 肉に 逆 ひ、 此 二つの もの 互に 相 敵る」、 肉の 慾に 牽 かされて 彼 は 神 を棄て X 

むすびつら な 

現世と 和せ り、 故に 彼 は 祌の靈 の 見放す 所と なれり rn フ ライム は 偶像に 結聯れ り、 その 爲 すに 住 か 

せよ」 (何 西 阿 書 四 章 十七 節) (三 節)。 

「彼の 日 は 百 一 一十 年なる べし」 彼の 齢 は 百 一 一十 年を越え ざるべし、 彼に 五 百 歳の 齢 を 供す る も M の 

要 か ある、 彼 はたぐ 之 を 肉 慾放縱 のために 浪費す るに 過ぎす、 彼 は祌を 崇めん がた めに 之 を 消費 せん 

とは爲 さす、 彼 は 眞理を 探求 せんがた めに 之 を 使用 せんと は爲 さす、 長壽は 彼に 取て は 無益な り、 彼 

をして 彼が 欲する ま i に 世の 快樂を 貪らし めよ、 而 して 百 二十 年 を 一期と して、 然り、 若し 彼に して 

改め すん ば 更に 之 を 短縮して 五十 年 を 一 期と して、 彼の 崢蝣の 如き 生涯 を 終らし めよ、 永遠の 牛に 叩 を 

承繼 ぐべき 彼が 玆に 至りし ことの 憐れ さよ (三 節〕。 
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ネビ リム は 互 人な り、 其 寢臺の 長さ 九キ ュビト に 達せり と 云ふバ シャンの 王 オダの 如き 者 OS. 命 記 三 

章 十 一節)、 或は 其 身の 長 六キュ ビト半 (一 丈 〇 五寸) ありし と 云ふガ テのゴ リア テの 如き 者の 類なら 

.ん (撒 母 一:^ 前甞 十七 章 四 節)、 「イシ ビべ ノブ は M 人の子 等の 一人に て 其 槍の 銅の 重さ は 三百 シケル (一 

貫 三百 匁〕 あり」 と ある を 見て 彼 國に互 人の ありし を 知るべし、 女子 は 美人に して、 sf^ 子 は 偉丈夫な 

り、 「祌の 子」 が 「人の子」 を 慕 ひし は 故な きに あらす (四 節)。 

ネビ リム は 偉丈夫な り、 偉丈夫に して 亦 腐敗 漢 なり、 彼等 は 自己の 腕力 を賴 んで權 威を恣 にし、 暴 

人 レメク の 如く 武器 を 以て 世を壓 せんとせ り、 或は 雷 ふ、 ネビ リム は 私生兒 又は 墮落漢 の 意な りと、 

或は 然 らん、 肉體に 於て 猛き者 は 多く は 心に 於て 賤 しき 者な り、 世界 到る 所に 軍人 は 私 生兒の 繁殖 者 

たり、 血 を 流す こと を 以て 本職と なす 彼等の 中に 高貴なる 人の 多く^す る^な し (四 節 )0 

ffl 落 生ネピ リム は 勿論 「人の子」 の 産みし 者な り、 然れ， ども 「神の 子 輩」 も 人 r- や 暴 人の 偉貌を 羨ん 

で 止ます、 其 女を迎 へて 妻と なし、 之に 子 を 生まし めて 自ら ネピ リムに 類す る 勇士 を 設るを 得たり、 

小なる 體に大 なる 靈を 宿す を 以て 足らす となし、 大 なる 體を 得て 人 を 威服 せん 事 をのみ 是れ 求めたり、 

而 して 彼等 は 其 目的 を 達する を 得て、 彼等が 「人の子」 の 女に 由 て^けし 子 は 其 父に 肖す して 其 女の 

父に 酷 肖して 偉丈夫に して 隨落 生な りき (四 節)。 

「名 聲 ある 人」 は 腕力 を 以て 有名なる 者な り、 。ハウ B の 如く 倭 小な りし も 靈能を 以て 名聲 ありし 者 

に 非す， 义パ スカルの 如く 羸弱 かりし も 智能 を 以て 名聲 ありし 者に 非す、 其 動物 力の 强大 なりし が 故 

に、 其氣猛 くして 其 慾 多 かりし が 故に 其 名 天下に 轟きし 者な り、 名 聲は必 しも &itl むべき に 非す、 たに 

髙 貴な る名聲 の み 之れ 羨 す べき ものな り (ra 節)。 


地の たり、 北ハ 光た るべき 「神の 子」 は 「人の子」 と 和し、 其 女を娶 り、 其 婿と なる に 及んで 世 は 

救 ふべ からざる までに K 落せり、 今や 惡を爲 す も 之に 抗 する^な く 人の 思念 ふ 所、 圖 維る 所 は 惡き事 

のみなる に 至れり、 是れ社 會の墮 落の 極な り、 惡 人の 勢力 如 ：！： に强大 なる も尙ほ 少數の 義人の 毅然と 

して 惡に抗 する ある 間 は 其 社 會に尙 ほ 救濟の 希望 存す、 然れ ども 義人 は惡 人と 和し、 之と 血橡を 結び、 

之と 其 主義 目的 を 偕に する に 至て 社會は 全く 其 生存 力 を 失し、 之 を 救 ふに 何の 道な きに 至る、 斯 かる 

場合に 於て 必然に 臨むべき もの は 全滅な り、 大破 壞 なり、 ノアの 洪水 は 之が 爲に 来れり、 總 ての 社會 

的大 破滅 は 之れ がた めに 来るな り (五節)。 

然れ ども 愛なる 神 は 世の 破滅 を 以て 喜悅 となし 給 はす、 彼 は 偏に 地の 上に 人 を 造りし こと を悔 ひて 

心に 憂へ 給へ り、 地上の 萬 物 は 皆な 彼の 命に 順 ふに、 自由意志の 賦與を 受けし 人の みは 傲慢に も 神に 

反し、 其 命 を 担み、 神より 離絕 して 獨り 自ら 其 生を營 まんと せり、 神の 後悔 は 憐愍の 後悔な り、 過失 

と愆 との 後悔に あらす、 其與 へんと する 恩惠を 斥けら る.^ 時の 哀惜な り、 彼 は 人類の K 落 を 思 ふて 甚 

く 心に 憂へ 給へ り、 恚 怒り 給 ひしに 非す、 泣き 給 ひしな り、 人の 無情 を 憾み 給 ひしな り、 其 無智 無謀 

を 憐み給 ひしな り (六 節 ：>o 

人類の 墮落其 極に 達して 祌は 終に 一 度び は 之 を 地の 面より 拭 ひ 去らざる を 得ざる に 至れり、 彼が 此 

地 を 創 i5l り 給 ひし は 其 上に 正義の 國を 建設 せんが ためなり、 祌は斯 かる 美 はしき 天地 を 惡人を 飼育せ 

んが爲 に は 創造り 給 は ざり しなり- 若し 人に して 人た るの 本分 を盡さ らん 乎、 彼は此 地より 拭 ひ 去 

られ ざるべ からす、 地 は 神聖な り、 神 は 神聖なる 目的 を 以て 天地と 其 中に ある 萬 物 を 創造り 給へ り、 

彼が 汚濁に 沈める 人類 を 地の 面より 拭 ひ 去り 給 ひし は聖 なる 神と して. む を 得ざる に 出しな り、 彼 は 
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神た る 彼の 本性に 照らして 悪人 を 永久に 此 地上 に 認容す る 能 はざる な り (七 節)。 

人 を 拭 ひ 去る と 同時に 禽獸 爬蟲 まで を滅 さんと すと は是れ 無慈悲の 極に あらす やと 一 K ふ 者 あらん、 

然れ ども 天然 は 人 を 離れて 造られし 者に 非す、 若し 萬 物の 靈長 たる 人に して 無き に 至らん 乎、 何の 用 

ありて か 天然 は此 地に 存 せん 乎、 花 は^く も 人の 来て 開化の 理を 探て 之に 無量の 愛 を讀む 者な く、 鳥 

は 囀る も 人の 环を倾 けて 之に 天の 美樂を 聞く 者な くば、 地上に 存在す る 三十 九 萬有餘 種の 動物 は 皆な 

意味な き 者と ならん、 著者が 書 を 著 はす は 人の 之 を 讀むを 期して なり、 之を讀 むの 人な きに 至らん か I 

人 か 書 を 著す 者 あらん や、 "大 然は大 なる 書な り、 人 は典讀 者に して 亦註釋 者な り、 然るに 今や 讀者 

にして 拭 ひ 去られん とす、 著書の 同時に 燒き焚 てられん とする 亦 怪しむ に 足らざる なり、 又 人 は 造化 

の 首長な り、 今や 首長に して 滅 されん とす、 北 ハ隨從 者の 彼と 述命を 共に する は又怪 むに 足らざる なり. 

故に 天然 は 常に 深き 同情 を 人に 寄す、 「それ 愛造 者 (天然 物) の 切望 は 神の 諸子の 顯 はれん こと を俟 

てるな り」 と 保羅は 云へ り (羅馬 書 八 章 十九 節)、 又 神の 子 輩の 救 はれん 時には 「山と 岡と は聲を 放て 前 

に 歌 ひ 野に ある 樹は 手を拍 たん」 と あり C 以 赛亞甞 五十 五 車 十二 節 y 人と 天然との 間に 布す る 最も 親密 

なる 關係を 知て、 二者の 問に 共通の 運命 ある を覺 るに 難から. f- (七 節)。 

然れ ども 破滅 は 全滅に あらす、 玆に 一 人の 救 ふに 足る の 人 ありき、 彼の 名 を ノアと 稱 へり、 社會は 

彼に 依て 改造 さるべし、 天然 物 も 彼に 依て 全滅 を 免るべし、 祌は 一ん の 義人 を 留保め 給へ り、 而 して 

彼に 依て 彼の 恩惠の 下賜 を繼け 給へ り、 失 の 中に 冀 tll-^ す、 未だ 洪水の 到らざる 前に 改造と より 大 

なる 恩 惠とは 人類 全體に 約束せられ たり (八 節 )o 


fcN しき ひと  i つ t  .  >  •  «  > 

九 ノアの 傳は是 なり、 / ァは 義人に して 其 世の 完全き 者な りき ノア 神と 偕に 歩めり 1/ ァ はセム ハム 

ャぺテ の 三人の 子 を 生めり、 I 一時に 地 は 神の 前に 亂れて 暴虐 地に 滿盈 たりき、 十二 神 地を視 たま ひける に、 

視ょ、 亂れ たり、 其は世の人比^-其迢を亂したればなり、 十一 一一 祌 ノアに 言 ひ 給 ひける は 諸の 人の 末期 我が 前に 近 

づけり、 其 は 彼等に 因て 暴虐 地に 滿盈れ ばな り、 視ょ、 我れ 彼等 を 地と 偕に 剪滅 さん、 十 W 汝. ゴ フルの 木 を も 

て汝 のために 方舟 を 造り、 方舟の 中に 房 を 作り、 瀝靑を もて 其 内外 を 塗るべし、 十五 汝 かく 之 を 作るべし、 卽 

ち 方舟の 長さ は 三百 キュ ビト、 其濶 さは 五十 キュ ビト、 其 高さ は 三十 キュ ビト、 十六 又 方舟に 導 光牖を 作り、 

-.^ 一  キュビ トに之 を 作り 終べ し、 又 方舟の 戶は其 傍に 設く べし、 下牀と 二階と 三階と に 之 を 作るべし、 十七 視 

よ、 我れ 洪水 を 地に 起して 凡て 生命の 息氣 ある 肉なる 者 を 天の下より 剪滅し 絕ん、 地に をる 者 は 皆 死ぬべし、 

十  <  然れど 我れ 汝と 我が 契約 をた てん、 汝は汝 の 子等と 汝の妻 及び 汝の 子等の 妻と 偕に 其方 舟に 人る ベ し、 

十九 又 諸 の 生物、 總て 肉なる 者 をば 汝各其 二 を 方舟に i へ いりて 汝と 偕に 其 生命 を 保た しむべ し、 其 等は牝 

なるべし、 サ鳥は 其 類に 從ひ、 獸は其 類に 從ひ、 地の 諸の 爬蟲は 其 類に 從 ひて 各 二つ 汝の 所に 至りて 其 生命 

を 保つべし、 廿ー汝 食 はる k 諸の 食品 を汝の 許に 联 りて 之 を汝の 所に 集むべし、 是れ卽 ち 汝と是 等の もの &食 

物と なるべし、 サニ ノア 其 如く 爲 せり、 都て 神の 彼に 命じ 給 ひし 如く 彼 は 爾か爲 せり。 

「傳」 は系圖 にして 叉 之に 伴 ふ略傳 なり、 ノア は 其 身に 神の 恩惠を 受けて 人類 を 改造す るの 榮を擔 

ひたれば 彼の 略傳は 人類の 歷史の 一 部分と はなり ぬ (九 節)。 

ノア は 義人な りし、 然れ ども 是れ 完全 無缺の 義人な りしとの 謂 ひに 非す、 彼 は 其 世の 完全き 者な り 

しのみ、 卽钆 邪なる 彼の 時代に 在て 比較的に 義人な りしの み、 彼が 特別に 救 はれし は 彼の 義の ためな 

らで、 神が 彼に 由て 神の 義を 世に 顯 はさんが ためなりし、 ノアが 義 のために 誇る に 足る の 人物に あら 

水 W 前記  一一と 
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ざり し は 後に 至て 明かな り (九 節 )o 

ノア は H  ノクの 如くに 神と 偕に 歩めり (五 章 二  S: 節)、 卽ち 「神の 子」 が 悉く 「人の子」 と 和し、 共 

女を娶 り、 其 風 を 習 ひし 時に 方て ノア は單り 儼然として 彼の 「神の 子」 たるの 品性 を 維持した りき、 

彼 は 見る 所に 憑ら す、 信仰に 憑り て 歩めり 2S 林 多 後書 五 章 七 節〕、 彼 は 權威を 以て 此 世に 事を爲 さんと 

はせ ざり き、 彼 は罩に 神の 指 命を俟 ち、 神に 憑り ての み 事を爲 さんと せり、 彼 は 完全の 人に は あら ざ 

りし も 彼 は祌に 愛せら る、 の 人な りし、 希 伯來軎 の 記者 は 曰く 「ノア は 未だ 見ざる 事の 示 を 蒙り、 敬 

みて 其 家族 を 救 はん 爲に舟 を 設けたり、 之に. E て， の 人の を ルめ、 また 信仰に 由れ る 義を受 くべき 

嗣子と なれり」 と r 希 伯來書 十一 章 七 節)、 大 洪水に 關 する 凡ての 敎 訓は此 一節の 中に おす (九 節)。 

ノアに 三人の 子 ありき、 セム、 ハム、 ャぺテ と 云へ り、 彼等 は 父と 信仰 を 偕に せり、 彼等 は 時勢の 

風潮に， 漂 はされ て^を 俗人と 結び て^の 大 なる 者と 成らん と は 欲せ ざり き、 幸なる 哉 ノアの 一 族、 父 

子 相 共に 一 圑 となりて 不信の 世に 在りて 信仰の 孤城 を 保たん とせり、 世に 不幸なる 事と て 父 は 其 子の 

主義 信仰 を 解す る 能 はす、 チは其 父の 志^ を覺り 得ざる が 如き 事 は あらす、 我等 願く は 父子 兄弟 相 共 

に 同； の 信仰の 方舟の 中に 人り て 救 はれん こと を、 然れ ども 聖ぽの 天に 成る ごとく 地に も 成させ 給へ 

(十 s。  . 

時に 地 は 神の 前に 亂れて 暴虐 地に 滿盈 たりきと、 卽ち 人類 社 會の最 始の大 革命 を 招きし もの は 暴虐 

の 罪な りしと 云 ふ、 ネビ リム 挨 世に 跋 凰し (一 一 四 頁 を 見よ)、 人 は 法 を 重んぜす して 腕力 (武力) 

にの み頓 るに 至て、 祌は 之に 對 して 大 洪水の 如き 暴力 を 下して 彼等 を應 せざる を 得ざる に 至れり、 劍 

を 執る 者は釗 にて 亡ぶべし、 軍人、 偉丈夫、 腐敗 漢の 種族が 暴虐 を 以て 世を亂 すに 方て、 世 を 救 ふに 


之に 類す るの 暴力 を 以てする より 他に 途 あるな し、 而 かも 神に 鐵を 以て 毅 へたる 劍 あるな し、 祌の劍 

は 閃く 電光な り、 山 を も 裂く 雷な り、 暴風な り、 暴 雨な り、 人に 若し 神に 逆 ふの 力 ありと すれば、 祌 

に は 亦 人を壓 する の 猛威 存す、 暴漢の 暴虐に 對す るに 大 洪水 を 以てす、 高ぶる 者よ、 汝は何 を 以て 祌 

に 逆 はんとす るか (十 一 節)。 

地 は亂れ たり、 お」 は 世の 人 皆 其 道を亂 したれば なり、 社 會の亂 る- -は 個人が 其 道を亂 すに 原因す、 

世は自 から 亂る、 ものに あらす、 之 を 亂す者 あれば なり、 亂世は 四季の 如くに 時期 を { えめて 天然 的に 

ひ とへ 

來る ものに 非す、 暴 人 上に 在て 權を 握り、 庶 天道に 憑らん と 欲せす して、 單に暴 人の 風に 習て 其從 

順の 民た らんと 欲して、 世 は 普通 手段 を 以て は 終に 濟ふ ベから ざるに 至るな り、 壓 制の 結果 は大 洪水 

なり、 大王 ルイ 第 十四 世 死に 臨んで 大息して 曰く 「我が 後に 洪水 来らん」 と、 而 して 彼の 先覺は 誤ら 

すして 佛國 革命の 大 洪水 は 来れり、 軍人の 支配の ドに 立つ 國民は 或る 種の 洪水より 免 かる \ 能 はす 

(士 一節)。 . 

暴虐 は 地に 滿盈 り、 はネピ リム (腕力 家) の 世と 化せり、 女 は 軍人 を 夫と し 有たん と 欲し、 r 祌 

の 子」 すら も 彼 を 婿と し迎 へんと する に 至れり、 玆に 於て か 諸の 人の 末期 は 近づけり、 人の 人た る 所 

以は 彼に 德 性なる もの^して、 他 を 制する に德を 以てする にあり、 威 を 以てする は野獸 的な り、 軍人 

は 世 を禽獸 化せん とする 者な り、 基督の 如き、 保羅の 如き 者が 人の 模範た るべき 世に 在て、 殺人の 術 

に 長け たる 者が 宰相よ 貴顯 よと て 仰がる、 に 至て、 地 は 其 創 造られし 目的 を 失 ひ、 人 は 存在す るの 理. 

由な きに 至るな リ、 地の 神聖と 人の 高貴と を 知て 大 洪水 到来の 理由 を覺 るに 難から す (十三 節)。 

人 は 地と 偕に 剪 滅ぼさるべし、 地を瀆 せし 人と、 人に 瀆 されし 地と は 二者 相關聯 して 離る ベから ざ" 
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るお なり (一 一 六 頁參考 )、 人の 罪 は 其 子孫 三 四 代に 及ぶ に 止まらす して、 其 耕す 地、 又 飼 ふ 家畜に- 

まで 及ぶな り、  應制を 蒙りし 國土を 見よ、 山の 林 を 殆んど 全く 據 奪され し 西班牙 を 見よ、 年毎に 洪水 

を 以て 歸 まさる、^ 太 利 を 見よ、 而 して 人の 罪が 如何に 國 土の 上に 見舞 はる、 乎 を 見よ、 利根 沿岸 を 

見よ、 尾 濃-牛 原 を 見よ、 祌通 川の 氾濫に 徵し 見よ、 而 して 是れ亦 罪惡の 結果に あらざる 乎 を考へ 見よ 

(十三 ®〕。 

ゴ フ ルの木 は 香 柏の 變種 ならん との 說 あり、 或は 「いとすぎ」 屬の 一 種な らんとの 說も あり、 吾人. 

は 唯 だ 其 西方 亞細： に產 する 松 杉 科 植物の 一 種た る を 知る のみ。 

瀝靑 (pitch) は礦 物性の 塗抹 劑 にして 松脂、 煤 膠の 如き 植物 性の ものに あらす、 ュ フラ テス 河岸に 

沿 ふて 瀝靑を t;- する 所 多し、 ヒット (Hit) は 今日に 至る も 尙ほ其 有名なる 產地 なり、 方舟 を 造りし 建- 

築 村より 考 へて、  ノアの 大 洪水の チ グリス、 ュフラ テス 河岸なる パピ a 一一  ャの 平原に 起り しもの なる 

事 を 知る を 得べ し (十四 節 )o 

方舟 は 吾人が 今日 稱 する 「舟」 に は あらす して、 方形の 筘の大 なる 者な りし、 其 長さ は 三百 キュ ビ. 

ット、 其濶 さは 五十 キ ュ ビット、 其 高さ は 三十 キ ュ ビットな りしと、 而 して 一 キ ュ ビット は 掌の 幅の 

六 倍な りとの 事 なれば 之 を 一 一十 一 呎と 計算して 可な らん、 然る 時 は ノアの 方舟なる 者 は 長 サ五百 一 一十 

五 呎、 濶サ 八十 七呎 半、 深サ 五十二 呎 半の 大 浮游 物な りしが 如し、 之 を 容積に 算 すれば， S ち 三 百 六 

十 萬 立方 呎、 噸數に 換算 すれば (ー噸 を 四十 立方 呎と 見積り) 九萬噸 なり、 是れ 曾て 造られし 最大 汽. 

船と 稱 へらる &大 束 號の四 倍大の 容量な り、 令 博士 ォスグ ー ド (Dr.  Howard  Osgood) の 計算に 

依れば ノアの 方舟の 容量 を 以てすれば 今日 世に 知らる- -ニ千 四百 種の 啼乳 動物と 一 萬 種の 鳥類と 一 千 


極の 蛇 類と 千 二百 五十 種の 蜥蜴 類と 十 萬 種の 昆蟲 類と を 悉く 其 中に 容る& も、 尙ほ之 を 一年間 飼育す 

るに 足る の 食料 を貯藏 する ための 充分の 餘 地を存 せりと、 ノアの 大 洪水なる もの は歷 史的 事實 なりし 

や 否や は刖 問題と して、 創世記々 者が 方舟の 容積 を 記す るに 方て 其 適 當の比 準 を 失 は ざり し は 吾人の 

注目す ベ き ことなり (十五 節 )o 

方舟に 又 導光牖 ありし、 「上 一 キュ ビットに 之 を 作り 終べ し」 と は 之 を 甲板に 作りし 者なる か、 又 

は舷に 開きし 者なる か審 かなら す、 但し その 導光瞩 にして 亦空氣 流通 のた めの 設備な りし は 云 ふまで 

もな し、 戶は 勿論 出入口に して 其 傍 (舷) に^けられたり、 之に 下牀と 二階と 三階と ありし と ある を 

見て、 その上、 中、 下の 三 甲板に 分^れし を 知るべし (十六 節 )o 

斯くて 生命保^の ための 準備 は 成れり、 其 時 存在せ し 凡ての 人と 凡ての 生命の 息氣 ある 者と は 今や 

將に 悉く 剪滅 されん とす、 抑 も是れ 何の ためなり しか、 神 は 斯くて 自 から 造り 給 ひし もの を 剪 滅し筢 

たんと し 給 ひし 乎、 神は斯 かる 激烈なる 手段に 出る より 他に 惡 人の 罪惡を 罰する の途を 知り 給 は ざり 

しか、 H ホバの 神 は淺忍 無慈悲の 祌 ならす や、 彼 は復謦 を 好む 神なら す や、 永久に 宥 すが 神の 特性た 

ひ， -」 つ ひ 

るべき に玆に 基督教の 聖書に 示された る祌は 人の 一 埃と 諸 生物の 一 番づ. 1 と を 除く の 外 は 悉く 之 を 剪 

滅ん とし 給へ り、 然り、 終に 之 を 剪滅し 給へ りと 云 ふ、 我等 は斯 かる 淺 酷なる 祌を 信す る 能 はすと 

(十七 節)。 

然ら す、 人よ、 汝は 未だ 神の 深意 を 知らざる たり、 大 洪水 は 神が 自 から 慰まん ための 遊 戲には あら 

ざり し、 枝 は 深く 「心に 憂へ」 給 ひて c; 六 節) 此慘事 を 人類の 上に 降し 給へ り、 而 して 刑罰 は 此慘審 の 

唯一 面な りし、 神 は 今や 此大慘 事 を 降して 世 を 永久に 訓誡 せんと 爲し給 ひつ & あるな り、 救 はるべき 
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者 は 誰なる 乎、 滅 さるべき 者 は 誰なる 乎、 世 は 如何にして 救 はるべき ものなる 乎、 動物と 人類との 關 

係、 人類の天然物に對する^^任、 社會 成立の 目的、 正義の 眞慎、 雜 法の 神 ST 是 等に 關 する 大敎訓 を 

世に 俾 へんが ために 此 世界的の 悲劇 は： @ ぜられ しなり、 滅 されし 個人 は悠 むべ しとす る も 全人 類 は 側 

人よりも 大 なり、 地の 表面 を 一時 は 荒 癡に歸 せし むる も、 之 を 永久に 保^せん がた めに は 荒癡は 却て 

悅 ぶべき に 非す や、 試に 思へ、 若し 大 洪水 微 りせば 如何と、 若し ネピ リム 族が 永久に 其 暴威 を 揮 ひ、 

義人 は 僻隅に 贬 せられて 終に 其 聲を揚 る を 得ざる に 至りし ならば 如何と、 然り、 大 洪水 は 大恩 惠なり 

し、 恩 惠の萬 世に 涉 らんが ために 一 時の 剪滅は 世に 臨みし なり、 救 拯の萬 人に 及ばん がた めに 人類の 

一部 は詛 はれし なり、 神の 慈 と嚴 なると を觀 よ、 其嚴 なること は躧 者に 顯 はれぬ、 爾、 慈に 居らば 

其 慈 は 雨に 在らん s 馬 書 十一 章 ニニ 節〕、 慈 は 厳に 比例して 来る、 世界的の 嚴罰を 降せ し 祌は亦 世界的. 

の 慈愛 を顯 はし 給 は ざらん や (十八 節)。 

諸の 生物の 一 番づ& を 一 處に 集む る こと は 到底 爲し 得べ からざる ことなり とて 創世記の 此 記事 を 嘲 

ける 者 あり、 然れ ども 此 記事 を 嘲け る 者 は 亦 聖書 全體を 嘲け るな り、 彼は祌 子の 降^ を 嘲け るな り、 

彼 は 肉體の 復活 を 嘲け るな り、 彼 は 基督の 昇天 を 嘲け るな り、 旣に 奇鑌其 物 を 担む 者に して 此 記事 を 

嘲け る は 少しも 怪 むに 足らざる なり (十九、 仕、 一節 )o 

然れ ども 此 所に 記された る 動物の 聚集は 特に 動物 保存の 目的に 出し ものに あらざる こと を 吾人 は豫 

め識ら ざるべ からす、 大 洪水と 之に 伴 ひし 總 ての 出来事 は 實物敎 授法を 以て 人類 を敎 へんた めに 起り 

しもの なり、 故に 此 目的 を 達せん ために は必 しも 北極の 白熊 を も 南米の 王 蛇 を もバビ u 一一  ャの 平原 ま 

で 呼び 寄す るの 要はな かりし なり、 世界的た りし は ノアの 一族に 取りての 世界的たり しなり、 卽ち 彼. 


等の 知れる 凡ての 人と 凡ての 生物と を 意味して なり、 神 は ノアの 一族に 救 はるべき 人類の 全體を 代表 

せしめ 給 ひし 如くに 亦 世界の 一 小 部分た る 其 時代の 開明 國 たる バビ 口 一一  ャの 附近 をして 全世界 を 代表 

せしめ 給 ひしな り、 ノアの 洪水が 五大洲 を蔽 ひし 證 跡な しとて 其歷 史的 事 實 たる こと を 担む 者 は 未だ 

大 洪水の 目的 を 解せ ざる 者な り、 大 洪水 は 世界的の 意味 を帶 びたり、 然れ ども 令 日 吾人の 知る 所の 全 

=i« -界 を蔽 ひし ものに は あら ざり しならん、 吾人 をして 聖書の 記事の 目的に 注目して 其 枝葉に 涉る こと 

なから しめよ、 然 らば 吾人 は 正 當に其 意 を 解す る を 得て 子供ら しき 異論 を提 して 其 不滅の 眞理 を隱蔽 

する に 至らざる べし。 

創世記 第 七 章 第 八 章 

(第 七 章) 十一 ノアの、 i ひの 六 百 歳の 二月、 卽ち其 月の 十七 日に 當り、 大 淵の 源 皆な 滑れ 天の 戶 開けて 士 一雨 四 

十日 四十 夜 地に 注げり …… 十八 而 かして 水 漫 りて 犬に 地に 滑し ぬ、 方舟 は 水の面に 漂へ り、 十九 水 非常にお ほ 

こ M"5^ りければ 天下の 高山 皆な 蔽 はれたり …… -ニ 凡そ 地に 動く 肉なる 者 は …… 皆 死ねり、 三 一一 斯くて 地の 表 

fi にあ 7"f。i "は 人より？ 汆 Isssy^l の 鳥に 至る まで 盡く拭 ひ 去られたり、 …… 唯/ ァ 及び 彼と 偕に 方舟に あ 

りし 者の み ¥ れり、 二 S 水 は 百 五十 日の 間 地に 彌漫 りぬ。 …… C 第 八 章) 3： 方舟 tl 七月に 至り 其 月の 十七 曰に ァ 

ララ テの 山に 止まりぬ、 氷 次第に 滅 りて 十月に 至りし が 其 月の， 一 曰に 山々 の 巔現 はれたり、 六^ 一.； J; 、日 を經 

て 後 ノア 其方 舟に 作りし 窓 を 啓きて 七 鴉 を 放出ち ける が 水の 地に 涸 るまで 性 来し 居れり、  < 彼れ 地の 面より 永 

のまが しか を 見ん とて 亦 If を ちけ るが、 九 鴿は其 足の" 妬 を 止むべき 處を 得ず して 彼に 還りて 方舟に 至れり" 

か は 水 全地に あり たれば なり、 彼れ 卽ち其 手 を Is ベて 之 を 執へ て 方舟の 中なる 己れ の 所に 接き 人れ たり、 十尙 

水 以前 記  一一 一一 一一 
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又 七日 待ちて 再び 鴿を 方舟より 放出ち ける が、 十 一鵠 基に 及びて 彼に 還り 來れ り、 視ょ其 口に 橄^ の 新.， 葉 あり 

き。 是に 於て ノア 地より 水の 減少し を 知れり、 十一 ー尙又 七日 待ちて 鴿を 放出ち ける が、 再び 彼の 所に 歸ら ざり 

き、 十一 一一 六 百 一年の 一月の 一 日に 水 地に 酒れ たり、 ノア 乃ち 方舟の 益 を 撒きて 視 しに、 視ょ 土の 面 は， ぎきて あ 

りぬ、 十 S 二月の 二十 七日に 至りて 地 は 乾きたり。 

大 洪水 は 終に 世に 臨めり、 義人 ノアの 聲は 終に 聽れ ざり き、 彼の 忠告 も 諫戒も 皆 悉く 衆人の 斥く る 

所と なれり、 彼等 はた 5- 飲み、 食 ひ、 嫁ぎ、 娶り、 賫り、 買 ひ、 植へ、 耕し、 構造して 神の 事と 靈魂 

の とに は 少しも 意 を 留め ざり き、 彼等 は大 洪水 を豫 首せ る ノアに 對 つて 一一 m へり、 神罰ぎ 處 にある や、 

有らば 之 を 来らし めよ、 我等 之 を 見ん と、 彼等の 哲學者 は 彼等に 敎 へて 口 へり、 萬 事す  物呰 な； 大然の 

し が ひ 

法則に 循て來 る、 神の 刑罰 を 信す るが 如き は 迷信の 極な り、 汝等智 を 磨き 擧を 修め、 狂人 ノアの 首の 

如き は 決して 之 を 信す る 勿れと、 ネビ リム 族なる 軍人 政治家 は镇 落せる 「神の 子 s^」 の 讚辭を 得て 傲 

然として 其淫縱 奢侈の 生涯 を 緩け たり、 正義 人道 は 唯 虚飾 的に のみ 唱 へられ、 宗敎は 嘲 けられ、 貧者 

は 虐げられたり、 大 洪水の 世に 臨みし まで は 地 は 宛然 俗人の 占有 物と 化せし が 如き 觀 ありたり (馬 太 

傳ニ 十四 章 三十 七 節、 彼 得 前書 三窣 二十 節、 同 後書 二 章 五節 等參考 し。 

然しながら 感謝すべき かな 祌は 存在せ り、 天地 は 神の 命を聽 けり、 偽哲擧 者と 軍人 政治家と 墮落信 

者と は 宇宙に 神の 實 在す るの 實證を 見ざる を 得ざる に 至れり、 ，大 淵 は 神の 命を聽 けり、 彼 は： H ハ源を 開 

て洪 波に 緩いて 洪 波を惡 人の 住する 國 土に 注げり、 天 も 亦 神の 命を聽 けり、 彼 は 其戶を 啓いて 暴風 電 

影に 沛雨を 加へ て 四十 日 叫 十 夜 核け ざまに 惡人 輩の 頭上 を擊 てり、 嗚呼 悲慘、 叫號 の聲、 呪詛 の聲、 

鳴-昨、 哲學 者よ、 汝の 智慧 は何處 にある や、 嗚呼 政治家よ、 汝 の經綸 は何處 にある や， 今 は 大空と 大 


淵は汝 等に 逆 ふて 戰ふ なり、 吾等 今此 破裂に 關 する 汝 等の 「說 明」 を聲 かんこと を 欲す (七 章 十 一 、 

十二 節)。 

波斯灣 より 海嘯來 り、 チ グリス、 ュフラ テスの 兩 大河 は 其 岸に 溢れ、 而 して 猛雨は 四 十日^ 卜 夜 天 

上より 注げり、 或は 曰 ふ、 此時 中央 亜細亜の 山脈に 大缺濱 を 生じ、 東方 土 耳 其 斯丹は 乾 土と なりし と 

同時に 其 水 は 西方に 流出して ァ ラル、 裏 海 沿岸の 高地 を惹 ひたりと (獨 逸國の 地質 學者 Fl.fulz  von 

Sdnvarz 氏の 說)、 斯くて 六合の 水 は 最始の 物質的 文明の 創設 地なる バビ 一一  ャ の-牛 原に 集まり、 此 

所に 非 精神的の 榮 華に 耽けりし 惡 人の 社 會を沒 了せ り、 草 昧の世 未だ 彼等に 匹敵して 劍を 以て 劍に誇 

る 彼等 を滅 すに 足る 他の 國民 なき 時に 方て、 祌は 四方より 水 を 呼び 来りて 虚偽と 腕力と に 誇る バビ 口 

ろ，. 

-1 ャの民 を泯し 給へ り、 彼等の ために 悲む べし、 人類の ために 悅ぶ べし (七 章 十 一 、 十一 一節〕。 

水 は 全地に 彌漫 りたり、 而 かして 惡人は 家畜、 昆蟲、 鳥類と 偕に 死ねり、 彼等 は 其 時 神の 名 を詛ひ 

て 叫びし ならん、 殘忍 無慈悲の 神よ と、 彼等 は 終まで 彼等の 罪を悔 ひざり しならん、 然り、 彼等 はノ 

プの 一族 を 除く の 外 は 皆な 悉く 同一 の 水に 蓥 はれて 溺死す る を 見て、 同情の 交換に 稍々 心中 無限の 寂 

漠を 癒せし ならん、 彼等 は 神の 嚴 罰に 耐 ゆる 能 はす、 故に 人類の 同 iwlulmanity を 口にして 死に 就き 

しならん、 順境の 時には 無神論 を唱 へ、 逆境の 時には 人情 宗を 語る、 六 百年 間に 涉る 義人の 諫 戒を藐 

視 して 後に 天罰の 終に 其 頭上に 臨む や、 同情 推察 を 口に 唱 へて 神を怨 む、 是れ 人情の 常にして 亦惡人 

め 常な り、 吾等 其 時に 於け る 彼等の 悲鳴に 對 して は 厳然たる 態度に 屮 Z て 可な り (七 章 十八、 十九、 二 

十一 節)。 

劍に 誇る 者、 智に 誇る 者、 自己の 義に 誇る 者 は總て 死して 謙遜 以て 神に 依り 頼みし ノアの 一 族の み 

*J 水 以前 記  二 一 五 
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は存れ り、 彼の 船 は 水上に 漂へ り、 斯 世の 人を滅 すの 水 は：^ 仰の 人 を 亡す の 力なし、 今 は ノアの 時代 

となりぬ、 彼 は 永らく 嘲笑の 中に 立てり、 彼 は 狂人と して 嘲 けられ、 亡 國を豫 言す る國賊 として 罵ら 

れ、 天 を唱！ f する 迷信 .；1^ として 貌 視られ たり、 然れ ども 視ょ、 仰の 人に は 亦 信仰 勝利の 時代 あり、 

貴族と 豪商と 其 美 はしき 女と 男 ましき SR とが 神の 怒に 遭 ふて 刑罰の 水中に 溺る \ 時に、 祌を敬 ひし^ 

は 安然に 信仰の 船の 屮 にあり て、 謹んで 其聖 「業 を 注視す る を 得るな り、 惠 人の 滅亡な りと 雖も之 を 傍 

觀 する は 勿論 慘事 たる を 免れす、 然れ ども 正義の 終に 地に 勝利 を 占めて、 暴虐、 偽善の 地の 面より 拭 

ひ 去らる &を 看る は 亦 絶大の 慰藉なら ざるに 非す、 洪水 地に 瀰漫 しつ k ありし 間に 舟 中 一 族の 感慨 果 

して 如何な りし ぞ (七 章 二三 節 )o 

大 洪水 は 二月の 十七 日に 始まり、 m 十日 四十 夜の 猛 雨の 後、 四面 渺々 たる 海と 化し、 怒濤 狂 爛又高 

山 を 越 ゆるに 至れり、 水の 地に 瀰漫 りし こと 百 有 五十 日、 而 かして 七月 十七 日に 至りて ノアの 方舟 は 

ァ ララ テの 山に 止まれり、 十月の 一日に 至りて 山々 の 顧 現 はれ、 更に 四 十日 を 經て水 益々 減退し、 

年の 一月 一 日に 至りて 始めて 乾燥の 地 を 見る に 至り、 同じく 一 一月の 一 一十 七日に 至りて 地 は 全く 乾きて 

平常に 復せ り、 大 洪水 始まりし より 玆に 一 年と 百有餘 日、 地と 社 會とは 是が爲 めに 一 變 せり。 

方舟の 止まりし と 云ふァ ララ テの山 は 今の ァ ララ テ山を 指して 云 ひしに あらす (ん r 日 地理 學 者の 稱 

する ァ ララ テ山 IVlt.  Ararat なる もの は 波 斯と土 耳 其との 境 上に ありて、 高さ 一 萬 七 千 尺の 高山な 

り)、 ァ ララ テは アル メ 一一  ャ 地方の 總稱 にして、 方舟 は 其 諸 山の 一 に 止まりし なり、 或は ザク ：！ ス山 

脈の n ヮ ンヂ ズの峯 (Mt.  liowandiz) こそ： H ハ 山な らんと 云 ふ 者 あれ ども 定かなら す (八 章 四 節)。 

第 十一月の 十日 ノア 方舟の 窓 を 啓き 地の 狀態を 探らん と 欲し、 鸦を 放出ち て 其 復命 を 待てり、 然れ 


ども 人に 懐かざる 鴉 は 再び 方舟に 飛び 歸 らんと はせ す、 波浪の 上 を 翔 飛して、 地の 乾 洞す るまでに 至 

れり、 吾人に 馴致せ ざる 者の 憐れ さよ、 彼等 は 吾人の 心 を 知らす、 故に 暗流の 上 を 翔 飛す る も 吾人の 

温き 懷に歸 て 其處に 安息 せんと 欲せす、 鸦は 不信 恐怖の 鳥な り、 彼 は 偵察 者と して 用な きのみなら. K 

慈 者の 恩惠 にも 與 かる 能 はす、 憐 むべき かな (八 章 七 節)。 

然れ ども 鶴 は然ら す、 ノア 鴿 を放屮 I つや、 彼れ：；.？ ハ 足の 跖を 止むべき 處を 得すして 直に ノアに 還りて 

方舟に 至れり、 而 して 柔和なる ノア 其 手を舒 ベて 之 を 執 へ て 方舟の 中なる 己れ の 所に 接き 人れ たりと 

云 ふ、 は ノア を 信ぜり、 而 して ノア 亦 鶴 を 愛せり、 二者 共に 柔和なる 者の 代表者、 其 交情 實に 嘆美 

すべきに 非す や (八 章 八、 九 節)。 

尙叉 七日 を經て ノア 再び 同一 の 鶴 を 送り出しければ 鴒は暮 夕に 及びて また 彼に 還り 来れり、 而 して 

視ょ、 其 口に 橄授の 新 葉 ありたり、 ノアの 一族 は 方舟の 中に 在りて 如何に 鶴 を 待 託び しならん、 而し 

て暮 方に 至りて 其 再び 歸り來 りし や、 彼等 は 互に 相呼應 して 言へ り 「視 よ」 と、 而 して 其 口に 平和の 

記號 なる 橄權の 新 葉 を 御へ 來る を視 しゃ、 彼等の 中の 女性の 一人 は 直に 彼 を 執りて 其懷に 人れ 暫時 は 

愛撫 を 禁じ 得 ざり しならん、 平和の 鳥 は 平和の 徽號を 持來れ り、 是れ 神の 怒 は 再び 解けて 恩寵の 再び 

しろし 

地に 臨む の徵 ならす や、 喜べよ、 久しく 怒 清 狂 il の 上に 汝 等の 信仰 を 守りし 者よ、 惡人令 は 地より 拭 

ひ 去られて 新 天地 は 汝等を 待てり、 神 は 再び 汝 等と 契約 を 立てん、 地 は W び 洪水 を 以て 毀 たれざる ベ 

し (八 章 十、 十 一 節)。 

鴒は 更に 一週 日の 間 ノアの 家族と 偕に 方舟に 止まれり、 而 して 三た び 彼等に 送り出さる、 や、 軟風 

晴 空の 到る 所に 彼を迎 へたれば、 彼 は 青天白日 を 報ぜん がた めに 彼等の 許に 歸ら ざり し、 ノア は是を 

«i 水 以前 記  ニー 七 
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以て 地の 靜穩 に歸 せる を 知り、 方舟の 蓋を撤 きて 視 しに、 視ょ 土の 面 は 燥き て W び 人類の 住所に 適し 

をれ り、 斯くて 舟に 人り てより 玆に 一 週 年を越 ゆる こと 十 ET を經て 信仰の 一 族 は 感謝に 溢れて 乾きた 

る 地上に 立てり (八 章 十二、 十三、 十 節〕 

0 洪水 後の 新社會 

十 W 爱に祌 / ァに 語りて 言 ひ 給 はく、 十六 汝 及び 汝の 妻と 汝の 子等と 汝の 子等の 妻 共に 方舟 を 出べ し、 十七 汝 

と 偕に ある 諸の 肉なる 諸の 生物、 諸め 肉なる 者、 卽ち 鳥、 家畜 及び 地に 匍 ふ 諸の 蟲 を率ゐ 出で よ、 此等は 地 

に曉く Si 育ち、 地の h に 生み 且つ 增殖 すべし、 十八 ノアと 其 子等と 其 妻 及び 其 子等の 妻 共に 出たり、 十九 諸の 

獸、 諸の 昆蟲、 及び 諸の 鳥 等 凡そ 地に 動く 者 は 種類に 從 ひて 方舟より 出た， り、 廿 ノア、 ヱホバ のために 壇 を 築 

き- M の 潔き 獸と 諸の 潔き 鳥 を 联り燔 祭 を 壇の 上に 獻 げたり、 廿ー H ホバ其 馨 き 杏 を 聞ぎ 給 ひて H ホバ其 意に 

Si ひ 給 ひける は、 我 再び 人の 故に 因りて 地を詛 ふこと をせ じ、 其 は 人の 心の 圖 維る 所 其 幼少 時より して 惡 しか 

れば なり、 又 我 曾て 爲 したる 如く 再び 諸の 生ける 物 を 擊ち滅 さじ、 廿二 地の あらん 限り は 播種 時、 收 M 時、 寒 

さ、 熱さ、 夏、 冬、 及び 日と 夜、 息む こと あら じ。 

神の 命に 由り て 方舟に 人り し ノア は祌の 命に 由ら では 其 内より 屮 Z で來ら ざり し、 悪人 は旣に 掃攘せ 

られ、 地 は 乾き、 全地 は旣に 彼の 專有 物に 歸せ しと 雖も、 彼 は 自ら 進んで 之 を 彼が 有と なすが 如き 事 

を爲 さ、 くりし、 彼 は尙ほ 慎んで 彼の 家族と 偕に 方舟の 中に 在て 神の 命 を 待てり、 此信賴 の 心 あり たれ 

ば こそ 彼 は 撰ばれて 新社會 の 創^者と は & めら れた る なれば (第 十 五節)。 


時に 神より 聲 あり 口く、 「ノアよ 出で 来れ、 汝 および 汝の 妻と 汝の 子等と 汝の 子等の 妻と 偕に 方舟 

を 出で よ、 汝と 偕に ある 總 ての 動物 を 率 ひて 出で よ、 而， つして 創造の 時に 於け るが 如く 地に 饒く 生育 

ち 其 上に 蓄殖 すべし」 と、 大 洪水 は 實に全 地の 改造に して 第二の 創造な りし、 此時 一大 陶汰は 行 はれ、 

醜 惡は取 除かれ、 善美 は 保 _ ^されたり、 革命 其 物 は悲慘 たる を 失 はすと 雖 ども 革命の 結果 は 常に 好 良 

なり、 世 は 洪水 毎に 進歩し っ& あるな り (十六、 十七、 十八 節， }。 

神の 聲に應 じて 彼等 は 今方 舟より 出で 来れり、 ノアと 彼の 家族と 諸ての 動物と は 出で 来れり、 地 は 

今や 歡 呼して 彼等 を迎 へたり、 祌の聖 業を瀆 せし ネピ リム (軍人 政治家. } の 種族、 神 を 長れ ざる 哲學 

者、 偽の 豫首 者と 傳 道師、 彼等 はん f は 全く 地の 面より 剿滅 せられて、 兹に 歷史の 新紀元 は 開かれたり、 

神 は 其 造り 給 ひし 天地 を 永久に 惡 人の 手に 任ね 給 はす、 彼 は 時々 洪水と 革命と を 下して 彼の 造りし も 

の を 潔め 給 ふ、 感謝すべき かな (十八、 十九 節)。 

新紀元 は 感謝祭 を 以て 始まれり、 ノア、 N ホバ のために 壇 を 築き 諸の 潔き 獸と 諸の 潔き 鳥 を 取て 燔 

祭 を 壇の 上に 獻 げたり、 祭 物 其 物 は 勿論 神の 嘉 みし 給 ふ 所に あらす、 林の 諸の 獸、 山の 上の 千々 の 牡 

畜は 凡て 神の 有な り (詩篇 第五 十篇十 節〕、 世界と 其 中に 充 つる ものと は總て 神の 有 なれば、 彼 は 物 を 得 

んと 欲して 祭 物 を 人より 要め 給 はす、 神の 要め 給 ふ 所の もの は 感謝の 供物な り、 謙遞 りたる 靈魂 なり、 

祭 物 は 心の 表彰に 外なら す、 而 うして ノアの 獻 げし 祭 物 は アベ ルの それの 如く 感 恩の 祭 物にして 神の 

聖 意に 合 ひし ものな りき (二十 節 )o 

神 は ノアの 祭 物 を享け 給へ り、 是れ祌 の 恩惠を 感じ M 其義を 認め、 北 ハ愛を 慕 ふの 祭 物 たれば なり、 

是れに 誠心の 馨 香 ありたり、 神 は 其 燻に 感 恩の li^ を #、 ぎ 給へ り、 故に 彼 は 其 _ 意に 誓 ひて 謂 ひ 給へ り、 

*i 水 S5 前記  ニー 九 
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我； 冉び 人の 故に 地を詛 ふこと をせ じと (一 一十、 一 一十 一 節)。 

ノアの 祭 物 は 挽 囘の祭 物な りし (羅馬 書 三章卄 五節 參考 )、 祌は 之に 由て 人類の 寧ろ 憐 むべ くして 

憎むべき 者に あらざる を 認め 給へ り、 故に 彼 は 其 心に 誓て 謂 ひ 給へ り、 我れ W び 人の 故に 闪 りて 地 を 

詛 ふこと をせ じと、 總 ての 災難 は 肴 和の 性質 を 有す、 之に 因て 悪人 も 神と 人との 同情 を惹 き、 其當然 

受 くべき 刑罰 を減輕 せらる、 祌に 人の 情 ありと て 其 祌性を 否 むべ からす、 神性 は 人情の 最も 高潔なる 

ものな り、 神 は 罰する よりも 赦す こと を 好み 給 ふ、 神が 人 を 罰し 給 ふ 後に 北 ハ罰を 悔ひ給 ふと ある は 

(屮 I 埃 及 記 三 一 一章  一 ra 節 其 他參考 〕、 我等 父母た るき が 子 を 罰して 後に 感 すると 同 一 の悔改 なり、 神 

の 心 は 親の 心なり、 彼 は 公義の 外に 情 性 を 有す、 神の 我等に 下し 給 ふ 刑罰 は 我等の を 12 むる のみな 

らす亦 神 を 宥和す るの 功 を 有す (廿  一 so 

人の 心の 圖 維る 所 は 其 幼少の 時より 惡し、 卽ち人 は 性 來の靠 人な り、 然れ ども 彼の 性 は 幾 11 洪水 

を 下す と 雖も拭 はるべき ものに 非す、 是れ 神の 子の 躓 罪の 死 を 待て 始めて 消滅 さるべき ものな り、 故 

に祌は 人を懲 し、 彼 を 救 はんがた めに 再び 地を詛 ひ、 其 上に 在る 諸の 生物 を 擊ち滅 し 給 はざる べしと、 

卽ち 一 たび は 人と 萬 物との 間に 存 する 緻密なる 關係を 示さん がた めに 人の 郭惡 のために 水 を 以て 全地 

を掩 ひ、 北 ハ內に 在る 諸の 生物 を 剿滅し 給 ひしと 雖も、 後 は 救濟の 方法 を 他に 求め、 神 自身 世に 降り 來 

て 人の 卵 を 負 ふて 彼 を 救 ふこと ある も、 人の 罪惡 のために 地と 其 中に ある 總 てのもの を 擊ち滅 し、 辜 

なき^5£物をして人の5!§を負はしむることは苒び爲さ^-るべしとなり、 祌は人類の罪性に失^1111して此言 

を發 し！^ ひしに 非す、 彼の 聖 意に 旣に 完全なる 救濟の 途の存 したれば、 彼 は ノアと 其 家族に 此霄 を吿 

げて キリストの 降 世 を 約束し 給 ひしな り (一 一十 一 節)。 


故に 地 をして 地の 發達 を遂ナ しめよ、 人 K り ggr- ご -、 . 

叫 S 時、 ， 期の 變、 囊" assl を"：： SIf  "JJU"SV 也の あらん 

れん 匿ちバプテスマを以て^?れ，レ、.^?$ ,3こ -は ノに^ は 神の 孓の血 を 以て 賸は 

ために は 人 を 罰し、 iik^BM^^ii 人の 


倉 世 記の 研究 

其 I 天地の 創造 

創世記 第 一 章 

西洋の 神 f は 曰 ふ 「fi 一章 はヒ ブライ 人の 12?」 , 

其れ 以上に ない」 と。 我等 は 之に 答へ て 曰 ふ 「2" は"：： ほ" める、 爵爐は それ 丈け である、 

るが 故に 殊更ら に 貴い ので ある、 f 印度人 12,^" 一  /ん とも ヒブ ライ 人 QSIf あ 

論 を 其內に 雷す 能 はす、 ^"u" ほ" 1 の それに 無い-のが ある。 勿論 近代 科き 結 

人の 天地 創 i なりと 稱し J 之 Jgu:;" き 眼の 達せざる 所の もの を 我等に 示す。 リフ" 

ならない」 と。 て 之 を f めて はならない、 近代 科 學も 亦 之より 大いに 學ぶ 所がな く 


创世 記の S 究 
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..^^5:^究  ニニ 二 

其發 端が 顯著 である。 其 第一、 第一 一節に 曰く 

元始に 祌： 大地 を 創造り 給へ り。 地 は 定形な く 嚒.； くして 黑暗 淵の 面に あり、 神の 靈水 の^を 覆 ひ 

たり 

と。 天地に 創造が あった、 そして それが 自然に 發 達した のでな くして、 神が 之 を 創造り 給う， たので あ 

ると 云 ふ。 事の 眞偽は 別と して 思想 は實に 遠大で ある。 殊に 驚くべき は 第二 節で ある。 地 は 定形な く 

曠络 くあった と 云 ふ。 外に は 整形な く、 內には 整理な しと 云ふ狀 態であった。 無形の 塊 amorphous 

mass であった と 云 ふので ある。 そして 黑暗其 上に 漂へ りと 云 ふ。 混沌の 狀を 記す 一一 目辭 として 之より 

も 深刻なる 者 はない。 然れ ども 黑暗は 際限な き黑 暗でなかった。 祌の靈 水の面 を 覆 ひたりと ある。 母 

ビ. り  iuu-  つ さ  クさ 

鷄が其 卵子 を 翼の 下に 抱く が 如くに、 神の 靈が 宇宙の 卵子 を 抱け りと 云 ふ。 何ん と 優しい、 希望に 充 

てる {-H.m 觀 でない 乎。 ヒ ブライ 人 は祌に 示されて 如斯き 宇宙 觀を 抱いた のであって、 之を傳 へし 聖書 

は 永久に 食いので ある。 

玆に 造化の 徵兆 があった。 そして 之 を 根本と して 造化 は始 つたので ある。 無形 は 有形に ならねば な 

らぬ、 喊空 は充實 されねば ならぬ、 是が 造化の 順序で ある。 斯 くして 造化 は 六日 を以 つて 行 はれた。 

六 期に 分 たれた る 時期 を以 つて 行 はれた。 始めの 三日に 外形が 成り、 後の 三日に 充實が 行 はれた。 そ 

して 無形 は 有形と 成り、 曠穴. j は充實 されて、 宇宙 は 完成され て 神 は その 聖業を 止めて 休み 給へ りと 云 

ふの である。 

そして 外形 は 如何にして 成りし 乎と 云 ふに、 判別の 方法に 由って ある。 第 一 日に 神 光と 暗 を 分ち 

給 ひ、 第二 日に 弯 蒼の 下の 水と 穹 蒼の 上の 水と を！： ち 給 ひ、 第三 日に 海と 陸と を 分ち 給へ りと 云 ふ。 


判 分 又 判 分で ある。 判ち て は 又 分ち、 そして 天地 は 終に 成れり と 云 ふ。 混沌 狀 態が 判別 狀 態と 成った。 

玆に 形が 整 ふて 载頓 せる 天地が 現 はれた ので ある。 

然れ ども 無形が 有形と 成った 丈け では 造化 は 完成う された ので はない。 形を充 たす に 物を以 つてせ 

ねばならぬ。 第三 日を以 つて 無定形の 狀態は 終った が、 曠空狀 態 は 依然として 存 した。 玆に 於て か祌 

は 先づ弯 蒼を充 たし 給うた、 日と 月と 星と を以 つて 之を充 たし 給うた。 祌は 之に 次いで 空界と 水界と 

つ 5  もろ/,.^  £,  いひ 

を充 たし 給うた。 空 界を充 たす に 「羽翼 ある 諸の 鳥」 を 以てし 給うた。 諸て 空中 を 飛ぶ 動物との 謂で 

あらう。 叉 水 界を充 たす に 「巨い なる 魚と 水に 饒に 生じて 動く 諸の 生物」 を以 つてし 給うた。 水產動 

物の 總稱 である は 明かで ある。 如斯 くにして 空界 Atmosphere と水界 Hydrosphere と は 生物 を以っ 

て 充實 せら る&に 至った。 空と 水と は曠 空から ざ るに 至った。 

殘る は陸界 ILitliosphere である。 之 も 亦充實 されねば ならなかった。 そして 祌の 命に 從 つて 「地 

は 生物 を 其 類に 從 ひて 出し、 家畜と 昆蟲と 地の 獸とを 其 類に 從 ひて 屮 I し」 た。 そして 北ハ 上に 神 御自身 

に 象りて 其 像の 如くに 人 を 造りて、 之に 萬 物 を 治む るの 權能を 賦與し 給うた。 是で萬 物の 造化 は 其 終 

り を げた。 そして 天地 及び 其 衆 群 悉く 成り たれば 神 は 第 七日に 其 造りた る ェを续 て 安息み 給へ りと 

云 ふ。 

まことに 整然たる 天地創造 說 である。 近代の 科學と 調和 も 衝突 もあった もので ない、 科學の 眼の 達 

せざる 所 を 示して ゐる。 判別 Separation と充實 ：FulBling- 神の 聖 業の 順序と 方法と を 示して ゐ る。 

そして： 人 地 萬 物に 限らす、 凡ての 者が 此 順序 方法に 從 ひて 完成 せらる &の である。 混沌に 始 つて 整 齊 

に 終る。 暗と 光と 分れ、 上と 下と 判れ、 右と 左と 別れ、 善と 惡と 判る。 眞の 進步は 判別に 於て 在る。 

創世 Si の 研究  ニニ 1 一一 
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1, 乂昧は 混亂狀 態で ある。 かに も 有らす、 熱く も 有らす、 堪え難き 生 溫き狀 態であって、 正 翁の 祌の 

最も 憎み 給 ふ ものである。 「我れ 汝を我 口より 吐 出さん」 と 彼が ラオ デ キヤの 敎會に 言 ひ 給 ひし 其 嫁 

ふ ベ き狀態 である (默示 錄三章 十五 節) 。判別の 上に 充實が 行 はれて 萬 事が 完成す るので ある" 

そして 天地に 限らない 我が 靈 魂が 救 はる \ も亦此 順序 方法に 依る。 始めは 無形 赎空、 暗 黑其周 園に 

わざ 

漂 ふの 狀態 である。 然れ ども 祌の靈 暗 黑の面 を 覆 ふが 故に 兹に恩 惠のェ が 始まる ので ある。 そして^ 

別に 次ぐ に 判別が 行 はれ、 キリスト を迎 ふるの 殿堂が 成って、 聖靈 之に 充 ちて 玆 に救拯 が 完成 せらる 

るので ある。 

其 二 人の 創造 

創世記 第二 章 

西洋の 聖書 學者は 曰 ふ、 創世記に 二つの 天地創造 記が ある、 第一章と 第二 章と がそれ である。 二者 

つ り あは 

は 训侗の 記事であって、 其 問に 何等の 關係 あるな く、 編者 はた^ 出處を 異にする ニ侗の 記事 を 綴 合し 

たるに 過ぎす、 研究の 便宜上 第一 葷を H  &ヒム 系の 記事と 稱し、 第二 章 を エホバ 系の 記事と 云 ふと。 

卽ち創 成 記 は 著述に あらす して 緣合 である、 今日の 言葉 を以 つて 云 ふなら ば 主として 鉄と 糊と を以っ 

て 成りし 作で あると。 

或は 然 らん、 然れ ども 縱し^ 合に 成った とする も、 目的な しの 綴 合でなかった 事 は 明かで ある。 創 

作必 しも 善事に 非す、 剪切必 しも 惡 事に 非す、 要は 記事の 正確なる にあり。 創世記の 記者 は 天地人 類 


に關 する 或る 重要なる 事 實を傳 へんと した、 そして 彼の 使用し 得る 最良の 衬料を 用 ひて 其 目的 を 達せ 

ん とした。 彼に 眞理 を傳 へんと する 努力の 外に 何の 形式 も 遠慮 もなかった。 彼 は 今日で 云 ふ文學 者で 

なかった、 神の 眞现を 語る 預言者であった。 故に 文字 や 文體に 注意 を 奪 はれて は 彼の 敎ー 14 を 解す る 事 

が 出来ない。 

天地 萬 物 は 如何にして 造られし 乎 は 第 一 章の 敎 ふる 所で ある。 人 は 如何にして 造られし 乎が 第一 一 11 早 

の 示す 所で ある。 第二 章 は 人の 造化に 關 する 精し き 記事で ある。 rH ホバ神 土の 塵 を 以て 人 を 造り、 

生氣 を北ハ 募に 嘘 入れ 給へ り、 人卽 ち生靈 となりぬ」 と ある。 此は人 は 神に 象りて 其 像の 如くに 造られ 

たりと 第 一 章に 記さる よりも 更らに 精細なる 記事で ある。 卽ち 人が 神に 似る は 其靈に 於て 在りて 肉に 

於て あらざる 事が 的確に 記さる。 叉 地と 其內に 在る 萬 物 は 人の 爲に 造られし 事が 記さる、 卽ち 造化の 

目的 は 人に 在り、 人 は 萬 物の 內の 一 にあら すして 其 主人公た る 事が 記さる。 又 人が 置かれし と 云 ふ H 

デンの 園 は 四 大河の 發源 地に 方り、 古代 世界の 中心に 位し、 §： 通 八達の 地たり し 事が 記さる。 又 女性. 

の 創造に 就て 記さる、 卽ち男 は 女の 爲に 造られし に 非す して 女 は 男の 爲に 造られし 事が 記さる。 殊に 

夫婦 一 體の 眞理が 示さる。 以上 何れも 現代人の 立場より 見て 記事の 疎雜を 免れす と雖 も、 其傳 ふる 眞 

理の 深遠なる や 疑 ふべき に 非す。 祌に敎 へられし 者に あら ざれば、 §: 千年 前の 昔に 是 等の 大眞理 を 傅 

ふること は出來 ない。 

殊に 驚くべき は 第 九 節 並に 第 十七 節の 言で ある。 

H ホバ 神、 園の 中に 生命の 樹 及び 善 惡を 知る の樹を 生ぜし め 給へ り …… M ホバ 神人に 命じて 言 ひ • 

給 ひける は、 園の 各種の 樹の 果は汝 意の 儘に 食 ふこと を 得、 然れど 善惡を 知る の 樹は汝 その 菜 を 
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食 ふべ からす、 汝之を 食 ふ 口に は必す 死ぬ ベければ なり。 

園 は 世界の 中心に あり、 其 園の 屮 心に 二 本 又は 二種の 樹 があった、 生命の 樹と 善惡を 知る の樹 とが あ 

つた。 人 は 前^ を 食 ふて 生き、 後者 を 食へば 死す との _5?- であった。 此 は事贲 である 乎比喻 である 乎、 

能く 刺 明らない、 然し 人生の 大事 實を 語る 者で ある こと は 明白で ある。 生命の 樹は 信仰で ある、 善惡 

厶 <3<3厶厶<" 厶厶厶  <:厶<-<3 厶厶厶 厶厶厶  < "厶厶 厶 

を 知る の樹は 知識で ある。 人 は 信仰に 由て 生き、 知識に 由て 亡ぶ と 云 ふので ある。 現^人の 到底 承知 

せざる 所で ある、 然れ ども 聖書が S く 執りて 動かざる 眞现 である。 義人 は 信仰に 由て 生く。 文字 は 殺 

し は 生かす (# 後 三の 六 )o 人の 生命 は 眞の祌 を 信す る 信仰に 於て ある、 知識、 .文 字、 ^學、 藝 術に 

於て 無い。 深い 贵 ぃ眞理 である。 人が 始めて 造られし や、 直に 彼に 示されねば ならぬ 露理 である。 人 

の 造化に 關 する 記事の 內に此 記事が 缺 けて 大 なる 書きお としが あるので ある。 

如此 くにして 地 は 成り、 人 は 成り、 萬 物 は 成りて、 人の 生活 卽ち 人生が 始 つた。 然し 人生 は 無條件 

にて 幸福なる べき 者でなかった。 人の 最初の 住所たり し H デ ン の 園の 屮 心に 一 一 茴の樹 が 植えられた。 

其の 孰れ を 食 ふ 乎に 由って 祝福と 呪詛 とが 定められた。 生命 か行爲 か、 信仰 か 知識 か、 アブラハム か 

ソクラテス か、 ユダヤ か ギリシャ か、 道 は 唯ニ途 あるの みであった。 此世は その 創始より 試練の^で 

あった 0 創世記 第二 章 は 人生 を 其 初發の 時期に 於て 畫 いて 誤らなかった。 * 

人 は 試練 を經る 前に 恥 を 知らなかった。 「アダムと 其 妻 は 二人共に 裸體 にして 愧ざ りき」 と ある〕 

卽ち辜 無き 小 兒の狀 態で ある。 知識な く、 愧を 知らす して、 野蠻 人の 狀態 でありし 乎の 如くに 見 ゆ。 

然し 人 は 知識の 利 (仗 を 知って 信仰の 效 を 知らないの である。 知識が 發 達して 成った 者が 今日の 文明 

OOOOOOOOOOCCOOOOOOOOOOOOO 

である、 然し 信仰が 發 達して 成りし 者の 如何な りし 乎 を 知らない。 少数の 個人の 場合に 於て 眞の 信仰 


は眞の 紳士と 淑女と を 作った。 人類が 若し 知識に 由ら す 信仰に 依りて 其 發達を 遂げたならば 今と は 全 

く 異なりた る 文明 を 産んだ であらう。 卽ち 人生の 至上 善と 稱 せらる、 愛、 義、 同情の 世界 を實 現した 

であらう。 そして 知識 も 亦 豊かに 賦 與られ たで あらう。 戰爭と 淚の伴 はざる 進歩 發達を 見た であらう。 

そして 今の 世に 於ても 信仰が 知識に 代りて 勢力と 成る に 及んで 眞の 幸福 を 見る ので ある。 生命で ある、 

知識で ない。 善惡を 知り、 倫理 哲學の 蕴奥を 窮めて 生命が 得らる X のでない、 神 を 知る の 知識 卽ち信 

仰が 有りて 善悪が 明白に 成る ので ある。 

アダムの 創造 

創世記 第 一 章、 二 章 

創世記に 於て 人 問の 創造に 關 する 記事い ヒ 一箇 ある。 其 一 はェ a ヒム 系の 記事であって、 第一章の 終 

りより 第二 章 三 節までの 記事で ある。 卽ち神 は 御自身の 像の 如くに 人 を 造り、 之に 萬 物 を 治む るの 權 

能 を與へ 給へ りとの 事で ある。 而 して 第二 章 四 節を以 つて 全然 新ら しき 記事が 始まる。 以 は 單に神 

と 云 はすして M ホバ 神と 云 ふ。 「M ホバ祌 土の 塵 を もて 人 を 造り」 と 云 ふ 類で ある。 故に 此 記事 を稱 

して ヱホバ 系の 記事と 云 ふ。 H  口 ヒム 系の 記事と は 全く 趣き を 異にして ゐる。 天地の 創造に 就て は 多 

く を 言 はない。 主として 人の 創造に 就いて 云 ふ。 第 七 節に 曰 ふ、 

H ホバ神 土の 塵より 人 を 造り、 生命の 氣を其 鼻に 吹 入れ 給へ り、 人卽ち 生ける 靈 となりぬ。 

とリ 殊に 女の 創造に 就いて 委しく 記す。 
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玆に 於て M ホバ神 アダム を 熟く 睡 らしめ、 其 肋骨の 一 を 取り、 之 を もて 女 を 作り 云々。 

と (サ 二 廿ニ節 )o 其 他 H デンの 園、 善惡を 知る の 木 等に 關 する 重要なる 記事が ある。 

さて 共 詳細なる 說明は 後 ほに 讓 りて、 今 曰兹に 究めん と 欲する は、 我等 は创 f 記に 於て 同事の 記事 

をニ简 有つ の 乎、 或は ニ箇の 異なりた る 事實の 記事 をニ箇 有つ の 乎、 其 事で ある。 そして 私の 今 口 ま 

で 讚み し 所の 註解 書 は 凡て 前說を 取る のであって、 唯 或る 學者は 同一 の 事 實を兩 方面より：；^ たので あ 

ると 云 ひ、 或る 他の 學者は ニ简は 全く 相互に： E の 關係も 無き 記事であって、 創世記の 編 S 者 は 唯 二 筒 

の舊記 を玆に 列べ た 丈け であると 云 ふに 過ぎない。 然し 私 は 夙く より 此解釋 に 疑 を 挟さん でゐ た。 何 

の關係 もな き 記事 をた 一 一つ 列べ たと 云 ふて は 意味 を爲 さない。 是は餘 りに 子供ら しい 編 法で ある 9 

縱し 記事の 出 所 は 別で あっても、 之 を 列べ た 以上 は、 其 間に 何 か 深い 關 係がなくて はならぬ U  H  ロヒ 

ム 系の 人 問 創造の 記事と、 H ホバ 系の それとの 問に 3： にか 深い 聯絡 關 係がなければ ならない と、 私 は 

常に さう 思 ふて 來た。 

そして 今日に 至って 猶ほ其 説を變 へない。 而已 ならす れが 唯一 の解釋 であると 思 ふ。 一言に して 

OO0OOOOO00O0OOOO0O00O00O00OO0OO  OOCOOOOO  00 

云へば H  & ヒム 系の 記事 は 天然の 產 として 見た る 人 問に 關 する 記事であって、 H ホバ系の記^^-は歷史 

の 立場より 見た る 人類 祖先に 關 する 記事で ある。 若し 學 者の 言葉 を以 つて 云 ふなら ば、 前者 は 聖書 的 

人類 學の 記事であって 後者 は 聖書 的歷 史の發 端で あると。 科舉 的に 見た る 人類の 創始と 歷 史的に 見た 

る 人類の それで ある。 アダムと エバ とを以 つて 人類の 歷 史は始 つたので ある。 

人類 舉 の 立場より 見て アダムが 初めの 人であった と は 何う しても 思 はれない。 聖書 年代記 に 依れば 

アダムより 今日に 至る まで 六 千年 乃至 八千年 經 過した 事になる。 如何に 計算しても 一 萬 年 以上に 達す 


る 事 は 出来ない。 然し 乍ら 人類 擧の 明白に 示す 所に 從 へば、 人類の 出現 は 決して 一 萬 年 や 二 萬 年 前の 

事で ない。 一 一十 萬 年と 云 ふが 最小限度 である。 若し 一 八 九 一、 年に 爪哇に 於て 發 掘せられ し 骨 (頭蓋骨 

の 一部 並に 左側 大腿骨) が、 或る 學 者の 唱 ふるが 如くに 半 猿 半 人の 動物の 骨であった とするならば 

(彼等 は 此假想 的 動物に pithecallthrcpus  el.ectus の擧 名を附 けた)、 人類の 出現 は旣に 地質 學上 

第三紀に 兆して ゐ たのであって、 之 を 數百萬 年の 昔と 稱 して 可いで あらう。 何れに しろ 聖書が 記す が 

如くに 僅々 一 萬 年 以內に 人類が 初めて 地上に 現 はれた と は、 近代 科學は 如何しても 承知 しないの であ 

る。 今や 人類 學の 初歩 を 知る 者 は 所謂 「アダム •  H バ說」 を眞 面目の 事實 として 受納れ ない ので ある-^ 

然 らば アダムと H バは單 に 作 話と して 排斥すべき 乎と 云 ふに、 決して 爾 うでな いと 思 ふ。 アダム は 

良心に 覺め たる 初めての 人間であった、 卽ち 本當の 意味に 於ての 人間であった。 彼れ 以前に 人類 は あ 

つた、 動物と して 見た る 人間 はあった。 ギリシャの 祈" 舉 者が 云うた 「羽毛 無き 雨脚の 動物」 はあった。. 

更に また 猿 類 以上に 知能の 發 達した 人間 はあった。 然し 乍ら 人間と しての 人間、 善悪 を識 るの 存在者 

としての 人間 は アダム を以 つて 初めて 現 はれた ので ある。 そして 創世記 一 一章の 人間 創造の 記事 は此意 

味に 於ての 人間の 創造に 關 する 記事であって、 第 一 章の 記事 を 當然補 ふべき 者で ある。 

更に 注意すべき は 神と ュホバ との 使 ひ 分けで ある。 神卽ち H  口 ヒムが 能力の 祌 であって、 所謂 全智 

全能の 神で ある。 之に 對 して エホバ は 自顯の 神であって、 正義と 恩 惠の祌 である。 神 は H  口 ヒム とし 

て 我等の 肉體を 造り 之に 知能 を 授け 給 ひしに 加へ て、 ^l ホ バ と し て 靈魂 を 造り 之 に 御 自身を顯 は し給 

うた。 斯 くして 人 は 神の 被 造 物で あるに 相違ない が、 肉に 於て は 他の 萬 物と 同様に 能力の 祌 (H  a ヒ 

ム) に 造られ、 靈に 於て は M ホバ の祌を 父と して 有つ ので ある。 曰く 
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エホバ 神 土の 塵 を 以て 人 を 造り (他の 動物 同様に、 而 して 之に 加へ て) 生命の 氣 (靈 魂) を 其 鼻 

に 吹 入れ たれば、 人卽ち 生ける 靈 C 靈的 存在者) となれ り 

と。 アダム は此 意味に 於ての 人間の 始祖であった。 

女の 創造 

創世記 二 章 一 八 節 以下 

神 は 人 を 男と 女と に 造り 給へ りと 云 ふが 第 一 章の 敎 である。 神 は 先 づ男を 造り、 男より 女 を 造り 給 

へりと 云 ふが 第二 章の 示で ある。 第一章に 依れば 男女 は 同等であって、 第一 i に 依れば 男尊女卑 であ 

る。 現代 婦人に して 第 十八 節 以下の 言 を 讀んで 甚く 憤らざる 者 は あるまい。 之 を 現代語に 直して 言へ 

ば 左の 如くになる。 

エホバ 言 ひ 給 ひける は 人 (sfo 獨り ある は 宜しくない、 我れ 彼の 爲に 彼に 適する 助 者 を 造る であ 

らうと。 玆に 於て エホバ は 土を以 つて 種々 の獸と 鳥と を 造り、 之 を アダムの 所に 持來 り、 彼が 欲 

ふま k に 之 を 調. 14^ し 其 價値を 定めしめ 給うた (名 を附 けたり とは此 事で ある )o 然るに アダム は 

其內に 一 も 己が 助 者た る 者を發 見し なかった。 依て H ホバ は 土よりに 非す 直に アダム の 骨より 女 

を 造り、 之 を 彼に 與へ 給うた。 アダム は 之を以 つて 滿 足し、 兹に 初めて 幸福なる 家庭が 成立した 

ので ある。 

卽ち女 は 家畜 家禽 同様に 男 を 助け 彼に 奉仕す る爲に 造られた ので ある。 卽 ち野蠻 人が 女 を 男の 動產と 


見る 其 見方で ある。 低い 賤 しい 女性 觀 であって、 文明 人の 到底 許容す る 能 はざる 所の 者で ある。 

然し 乍ら 女 は 男の 爲に 造られた りとの 見方 は 聖書 全體を 通う しての 見方で ある。 現代人が 之に 對し 

て 如何に 反對 しゃう とも 聖書 は此 立場に 立って 動かない。 預言者 は 一 一三 人 を 除いて は 凡て 男であった。 

キリスト は 勿論 男子と して 世に 臨み 給 ひ、 彼が 選び 給 ひし 使徒達 は 凡て 男子であった。 聖書 は 女子 を 

敬 ひ、 之 を 顧み、 之 を 愛護す ると 雖も、 彼女に 此 世の 至上 權を與 へなかった。 パゥ& は 男女の 位置 を 

听 かにして 曰うた。 

凡の 人の 首 は キリスト なり、 女の 首 は 男な り、 キリストの 首は祌 なり  男 は 神の 像と 榮 なり、 

女 は 男の 榮 なり、 そ は 男 は 女より 出しに 非す 女 は 男より 出 たれば 也 U また 男 は 女の 爲に 造られし 

に 非す 女 は 男の 爲に 造られた る 也 云々 (コリ ント 前書 十 一 章〕。 

此は女 權擴張 論者が 最も 忌み嫌 ふ 言であって、 彼等の 或 者 は 之が 爲に キリスト を 離れ、 基督 敎を棄 た。 

然し 乍ら 縦し 現代 婦人が 之が 爲に盡 く 基督 敎を 去りても、 聖書の 言 は 覆す ベから すで ある。 「智慧 は 

其 子に 義 しと せらる」 と 主が 曰 ひ 給 ひしが 如し (馬 太傳 十一 章 十九 節〕。 眞理は 事實に 由て 證明 せらる。 

女性 跋屋の 今の 世界が 聖書の 言の 善き 證明 者で ある。 英米 聖公會 は 時世に 媚びて 結婚に 關 する 祈禱文 

を 改正して 明かに 聖書の 敎に叛 きつ、 ある。 女の 首 は 男、 男の 首 は キリスト なりと 見て 秩序 ある 社會 

は 成立す るので ある。 

現代人が 嘲け りて 止まざる は 創世記が 錄す 女性の f3 られ 方で ある。 神が 男の 肋骨の 一 を 取り、 之 を 

以て 女 を 造り 之 を 男に 與 へたり と 云 ふ。 笑止 千 萬と は此 事で ある。 新約聖書に 云 ふ 「女 は 子 を 生む こ 

ち， 3 ナ， ひ 

とに 因りて 救 はる」 と あると 共に 嘲笑の 二 大事 項で ある。 彼等 は 曰 ふ 女性 はそんな 簡 短なる 方法に 由 
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て 成りた る 者で ない。 進化の 永い 途程 を經て 成った 者であって、 之 を 委しく 知らん と 欲せば 生物 學に 

舉 ぶべき であって、 舊ぃ時代過れの§^誓に敎へらるべきでなぃ。 西洋に 於て はァ ー サ ー . トムソン、 

F  -H  •  A  . マ ー シャル 等の 碩學、 我國に 於て は 永 井 潜、 故 木 村德藏 等の 祈！： 舉的 生物 舉者、 彼等 は 何 

れも 性の 發 達に 就て 多く 我等に 敎 ふる 所があった。 創世記の 記者 は 現代 生物 舉の 初歩 を も 知らな かつ 

た。 故に此んな荒^1"無稽を記載したのでぁると。 

慧ぃ哉 蛇に 欺かれた る H バ の 娘た る 現代 婦人！ 彼等 は 創世記 を 嘲け りながら 創世記が 彼等に 就て 

記す 所の 事を實 行し っ& ある。 彼等 は i ぶ发を 信じ 之 を 熱心に 實行 しつ、 ある。 彼等 各自 は 意中の 男子 

を 求め、 之 を 求め 得ば 最大 幸福な りと 信じ、 彼の 爲には 喜んで 其 父母 を も 棄っ& ある。 勿論 3?^ も 同一 

の 事を爲 しつ i ある。 男女 共に 其 理想の 配偶 を 求めつ i ある。 其 事 は 何 を 示す 乎。 一 かき, i  一  4-^ 

女が 定められて あるとの 事で ない 乎。 廣き 世界に 我が 夫、 叉 は 我が 妻が 1".^、 然り If  4： ありと 信す 

るからで ない 乎。 若し 雨 性が 單に 進化の 途に 順って 天然 的に 發 達し 来った ものである ならば、 何故に 

無雜 作に 離婚 を 行 はない の 乎。 人の 結婚が 禽獸の 交合と 異なる 根據は 鼓に 在る。 創世記の 此 記事に 由 

ら すして 結婚の 神聖なる 理由 は 解らない。 

神 は アダム を # ーく陲 らしめ、 彼が 知らざる 問に 彼の 心臓 を 護る 肋骨の 一 を 取り、 之を以 つて H バを 

造り、 彼女 を 彼に 與へ 給へ りと 云 ふ。 事は祕 密に屬 す。 SR 女 關係は 神の み 之 を 知り 給 ふ。 我が 肋骨よ 

り 成りし 者 は 誰か。 彼女 は 今 何處に 在る 乎。 人 は 何人も 之 を 知らす、 神の み 知り 給 ふ。 結婚の 闲難は 

兹に 在る。 

神、 之 を アダムの 所に 携れ來 り 給へ り 


と ある。 人 は 其 配偶の 發見を 神に 委ねねば ならぬ。 選擇 ではない、 發見 である。 何千 萬 人の 內 より 

「. 是れ こそ は 我が 骨 我が 肉」 と稱び る 者を發 見す る 事で ある。 こ は 人なる 媒介 者の 爲し 得る 所でな 

い。 祈禱に 依って 神に 爲 して 戴く より 他に 途 がない ので ある。 

エデンの 所在地 

(此 篇を讀 むに 方て 成る ベ く 精細なる 西部 亞細亞 の 地 圖 を參 する を 要す。) 

創世記 二 章 八 ー 一四 節の 研究 

聖書 は 宇宙 並に 人生に 關 する 大 問題 を 提出す る。 其 他に 叉 多くの 地 现學上 並 に歷 史上 の大 問題 を提 

出す る。 聖書に 依て 科學 並に 哲擧の 研究が 促進され しゃう に、 地现學 並に 史學の 研究 も 亦大に 其の 獎 

勵 刺戟す る 所と な つた。 今や H ジ プ ト學 並に アツ シリャ 學は 儼然たる 専門的 學科 であるが、 其 起因 は 

聖書に ある。 幾多の 大學者 は 其 研究に 沒 頭し、 多くの 驚くべき 知識 を 近代 文明に 貢獻 した。 聖書 を 知 

ら すして ナイル、 ュフ ラテ兩 岸に 起り し 太古 文明 を 究めん と 欲する の 熱心 は 起らない。 而 して 亦 太古 

文明 を 知る は 近代 文明 を 知る に 最も 肝要で ある。 考 古學、 其れより 人類 學、 是れ皆 聖書の 刺戟 を 受け 

て始 つた ものである。 

北 ハー 例が 我等が 今夕 研究 せんと 欲する 「H デンの 所在地」 問題で ある。 人類の 始祖が 置かれし と 云 

ふ H, 、テンの 圜は 何處に 在った 乎と 云 ふ 問題で ある。 創世記 二 章 八 節 以下に 曰く 

その 

M ホバ 祌 エデン の 東の 方に 園 を 設けて 其 造りし 人 を 其處に 置き 給へ り ：：•• 河 H デン より 出て 園 を 
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潤し、 彼處 より 分れて m の 源と なれり。 其 第一 の 名 は ピ ソンと 云 ふ、 是は金 ある ハ ビラの 地を繞 

る 者な り。 北ハ 地の 金 は 善し、 叉ブド ラタと 碧玉と 彼處に 在り。 第二の 河の 名はギ ホンと 云 ふ、 是 

は クシの 全地 を繞る 者な り。 第三の 河の 名 は ヒデ ケルと 云 ふ、 是は アツ シリャ の 東に 流る & 者な 

り。 第 四の 河の 名はュ フラテ なり。 

問題 は r 此說 明に 合 ふ 地 は何處 にあり や」 と 云 ふので ある。 

づ 第一 に 知るべき は H デンと は 園の 名で なくして、 園の 在った 地方の 名で ある 事で ある。 「神 H 

デンの _ ^の 方に 園 を 設けて 云々」 と ある。 H デンと 云 ふ 地方、 其 地 は 3； 處に 在りし 乎と 云 ふ 問題で あ 

る。 そして 之を定 むる に 四の 河の 名が ある。 ピ ソンと ギ ホンと ヒデ ゲルと ュ フ ラテ、 是 等の 四つの 河 

が 其 源 を H デン に發 したりと 云 ふので ある。 故に 若し 是 等の 河 を 確かめる 事が 出来るならば、 エデン 

の 所在地 は 判明る 害で ある。 故に 問題 は 河の 名の 研究に 歸す るので あって、 そして 北ハ 研究が た 困難 

なる ので ある。 

S: の 河の 名の. 5： で 明白なる は 第 四 の ュ フラテ である。 ヒ ブライ 語の pel.ath は ギリシャ 語の Euph- 

ra<- に當 ると は 解し 難い 事で ない。 次に 稍 明白なる は ヒデ ゲルで ある。 ヒ ブライ 語の widdelcel はァ 

ッ シリャ 語の Idiklat の 訛で あると は、 是れ亦 受納る &に 難い 事で ない。 そして ィヂ クラト は 今の チ 

グリスで ある 事 は 判明って 居る。 然し 乍ら 第 一 の ピソ ンと 第一 一の ギホ ン とに 至って は、 その 何れの 河 

を 指して 云うた ので ある 乎、 判明らない。 そして 考古學 者の 知識 は 其 探究の 爲に 注がれた ので ある。 

ュフラ テとチ グリスが 其 源 を 同 一 の 地方に 發 して 居る こと は 判明って 居る。 卽ちー 一河 共に アル メ 一  1 

マの 西南 部に 發 して 居る のであって、 ュフ ラテは 初めは 西に 向って 流れ、 チ グリス は 東に 向って 流れ 


て 互に 相 離る、 と雖 も、 メソ ボタ ミヤに 至り 相 接近し、 終に 合して 一流と なりて ペルシャ 湾に 注ぐ の 

である。 故に ピソ ン とギホ ンとは 不明な りと 雖も、 ュ フラテ と チグリ ス との 源の 在る 所 を 知って、 我 

等 は H デン がな マ の 土 耳 古領の クル ヂ スタン、 並に 其 北方の アル メ 一一  ャに 在った 事 を 推測す る 事が 出來 

る。 若し さう であると すれば ピ ソンと ギホ ンとは 同じく 此 地方に 發 する 河でなくて はならない。 そし 

て さう 云 ふ 河が ある 乎と 問 ふに 在る ので ある。 其 一 は Araxes であり、 其 他の 者 は Kur である。 二 

者 孰れ も 頗る 大河であって、 二流 は 合して 裏 海に 注ぐ ので ある" 故に 若し ギ ホンと ヒ ソンと は ァラキ 

シスと ク ー ル であると 證明 する 事が 出來 るなら ば、 問題 は玆に {ぉ 易く 解けて、 ヱ ヂンの 園はァ ルメー 一 

ャの 南部、 ワン 湖畔、 ァ ララ ット 山の 南 麓に 在った と 指定す る 事が 出來 るので ある。 

然し 乍ら 問題 はさう 容易で ない ので ある。 若し ピ ソンが ァラキ シスな りと 假定 すれば、 其 河 は 金と 

ブ ドラ ク其 他の 寶 石を產 する ハ ビラの 地を繞 りて 流れねば ならぬ。 然るに ァ ラキシ スの 沿岸に 斯 かる 

地の 在る を 知らない。 又ギ ホン は クシの 全地 を繞る 河な りと あり、 而 して クシと は H ジブ ト國 ナイル 

河の 上流、 今 の ス ー ダン、 アビ シ 一一 ャ 地方の 名であった。 故に カウ カサス 山の 南方 を 流が る- H 一大 河 

何れも 之に 合 はない ので ある。 兹に 於て H デンは アル メ 一一  ャ であった との 說は 全く 破れて、 他に 說明 

を 求む るの 必要が 起る ので ある。 

今 玆に學 者に 由て 提出され し 説 の 主な る 者を擧 ぐれば 大略 左 の 通りで ある。 

； i, カイル Keil に循 へば ピソ ン Pislion は ァラキ シス Arexes 又は ク ー ル Kur であって、 ギ ホン 

Gihou は アラル海 Aral に 注ぐ ォクザ ス 〇xus である。 ォ クザス 一 名 之をジ ホウ ン Jihouu と 云 

ふに 徴 して 此說の 事實 らしき を 知るべし との 事で ある。 
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g 老ヂ リッチ Franz  Delitzscli 並に ヂル マン Dillmann に 掘へば ピソ ンは 印度の イン ダス 河 Indus で 

あり、 ギホ ンはェ ジ ブトの ナイル 河 Nile であると 云 ふ。 創^記々 者の 地现に 暗ら きが 故に、 古代 

に 知られた る 四 大河が 同 一 の 地方に 源を發 したりと 想像した るより 此 記事が 成った ので あるとの 說 

である。 

S セ イス 敎授 Sayce に循 へば、 ピソ ンは メソ ボタ ミヤの 河の 名であって、 ペルシャ 灣に 注ぎ、 ギホ 

ンは チヨ ァスぺ ス河 Choaspes であって、 ザグ ロス 山脈 の 東南 を 排水して 同 湾に 注ぐ 者で ある。 ェ 

ギンの 圜は ペルシャ 湾頭の 西岸に 位ゐ し、 四大 流の 河口 は 相 接近して 同灣に 注ぎし が 故に 「彼 處ょ 

り 分れて 四の 源 (或は 水脈) となれ り」 と 記された りとの 說 である。 

g 若、 デ リッチ Friedrich  Delitzscli に循 へば ピソ ンはュ フラテ の 右岸に n 態 されし パロ コー パス 大 

運 河 Pallokopus であって、 ギ ホン は チ グリス、 ュフ ラテ兩 河の に 開 整 さ れ 、 今猶 Shatt-en-Nil 

と稱 して 其 跡を留 むる、 是れ又 大規模の 運河で ある。 故に H デンの 園 は 二 大河が 相 接近し、 ニ大運 

河が ュ フラテ より 分 水す る邊に 在った ので あるとの 說 である。  _ 

ホム メル Kommel の說に 由れば、 ヒデ ケル、 ビ ソン、 ギ ホンの 三流 はァラ ビヤ 沙漠 を 流る、 溪水 

で あって、 Sirhan  Puim ョ n  Dawasir の 三溪 水が ュ フラテ 河の 河口 近くに ベ ル シ ャ 湾に 注ぎし 邊 

に エデン の 園 は 在った ので あるとの 說 である。 

S パゥ n . ハウプトの 說に 由れば、 セ イス 敎 授の說 が 大體に 於て 正しく、 但し ピソ ンは チヨ ァスべ ス 

であつ て、 ギホ ンは其 東南に 流る、 カル ン であると。 

斯 くして H デンの 所在地 は 未 判定で ある。 大家の 說の斯 くも 異なる を 見て、 或る 學者 は是れ 解決 を 


見る 能 はざる 問題で あると 見做し、 之 を 不問に 附 せんとして ゐる。 然し 我等 は 彼等に 傚 ふて 失望す る 

に 及ばない。 ァラ ビヤ 半島の 地理 學的 探撿 は今始 つた 計りで あると 云 ふ 事が 出来る。 何時 大發 見が あ 

りて 我等 を 驚かす 乎 知れない。 而 して 擧者は 今や 大 なる 熱心 を 以て ァ ララ ット 地方、 並に カウ カサス 

方面 を 研究し つ \ ある。 或は ノアの 方舟の 破片 を發 見し 得ない とも 限らない。 難問題の 解決 は 容易で 

ない。 百年 二百 年 を經て 解決し 能 はすと 雖も 失望すべき でない。 忍耐して 研究 を鑌 け、 叉靜 かに 解決 

を 待つべき である。 

私自身 は 未だ ァ ルメー ーャ 說を棄 てない。 ァラキ シスの 上流 を Pasis 叉 は Phasis と 云 ふ。 此は ピソ 

ンに 近い 音で ある。 而 して 叉 彼 地方に 於て は 川 は 普通に ジ ホンと 稱 すとの ことで あれば、 今日の ク ー 

ルをギ ホンと 呼んだ 時が あった 乎 も 知れない。 クシ は カス CKass) の 事であって、 ザグ ti ス 山脈 北部 

の 地名であった 乎 も 量られす。 何れに しろ エデン はチ グリス、 ュフ ラチニ 大河の 源なる アル メ ニヤ 南 

郭ヴン 湖の 邊に 在った との 說は 容易に 棄 つべき 者で ない。 

アダム、 H バは 人類の 始祖で はなく、 白人種の 組 先であった ので ある。 シ ェム、 ハム、 ャぺ テと稱 

して ァ ルメー 一  ャ邊を 中心に、 亜 細亞、 阿弗利加、 歐羅 巴の 三 大陸に 散在せ し IE 人種の 祖 i^, である。 而 

して アダム を 以て 人類の 文明 一 名 救 濟が始 つたので ある。 聖書 は 神が 人類 を 救 ひ 給 ふ 其 順序 事 緩の 記 

錄 であって、 救 ひ は アダムと H バとを 以て 始 つたので ある。 而 して 文明 卽 ち救濟 史が亞 細亞 大陸の 西 

部 アル メ 一一  ャ邊に 於て 始 つた 事 は 甚だ 事實 らしく ある。 H デンの 的確の 所在地 は 知る 能 はすと 雖も、 

其の 大體の 位置 は 之 を 知る に 難くない。 裏 海、 黑海、 地中海、 紅海、 彼 斯灣の 沿岸より 殆んど 同 距離 

の 地點に 在った と 見て 多く 誤りない と 思 ふ。 斯くて 創世記 も 亦 「巧みなる 奇 しき 談」 ではない (ぺ テ 。 
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後書 一章 十六 節，)。 此は歷 史的 事實を 語る 者であって、 地理 學に 基礎 を 置く 者で ある。 

其 三 人類の 堕落. 

釗ゅ記 第三 章 

園の 中央に 二種の 樹 があった、 生命の 樹と 善惡を 知る の樹 があった。 前者 を 食へば 生き、 後者 を 貪 

へば 死す との 事であった。 そして アダムと H バとは 人類 を 代表して、 蛇に 欺かれて 生命の 樹を 斥けて 

知識の 樹を 選んで 其 菜 を 食うた。 其 結果と して 彼等の 眼 は 問け、 彼等 は 神の 如くに なり、 獨り 知り、 

獨 りおめ、 獨り 歩む やうに 成った。 人の 眼より 見れば 善き 選擇 であった、 彼等 は 鼓に 進歩 發 達の 途に 

就いた ので ある。 然し 乍ら 神の 御 眼より 0- て此は 失敗で あり、 墮落 であり、 死に 到る の途 であった。 

故に 神 は 泣き 給 ひしに 對 して 人 は 喜んだ であらう。 路加 傅 十五 章に 於け る 放蕩 兒の 取りし 途 であった _ 

季子 父に 曰 ひける は 父よ 我が 得べき 業 を 我に 分與 へよ と。 父 その 產を 分ち ければ、 幾日も 過ぎ ざ 

るに 季子 その 產を 盡く粲 めて 遠國へ 旅立ちせ り 

と あるが 如し。 そして 始祖が 取りし 此熊度 を 人類 全體 が今猜 取りつ V あるので ある。 

ぃ** しめ 

始祖 は 神の 誡 命に 叛 いて 墮 落し、 園を逐 はれた。 然し 彼等 は 多分 不幸と 思はなかった であらう。 彼 

等 は 却って 自由 蘧 得の 成功 を 祝した であらう。 然し 乍ら M 落の 事實 は歷然 たる 者が あった。 彼等 は 第 

一 に 己が 裸體 なる 事 を 知った。 卽ち の 自覺が 起った。 自己に 顧みて 恥づ べき 者なる を 知った。 第二 

に 神に-兆 を 問 はれて 之を自 から 負 はんとす るの 勇氣 なく、 之 を 他に 轉嫁 せんとした。 男 は 曰うた 「女 


我 を 誘へ り」 と。 女 は 曰うた 「蛇 我に 勸 めたり」 と。 彼等 は 神 を 離れて 相互より 離れた。 最愛の 妻 を 

-ー  /とし  め  厶 厶厶厶 厶厶厶  <1<1 厶厶厶 厶厶厶 

さへ 罪に I いれて 自 から 其 貴より 免 かれんと した。 彼等が 善惡を 知る 樹の raK を 食 ふて 第一 に 知りし は 

き^^.^ いし \^惡 であった。 德 ではなく して であった。 彼等 は佛國 有名の 大小 說家 ゾラと 等しく S 

惡 研究の 専門家と 成った。 アダムと H バ の 子孫なる 第一 一十 世紀 人 「日の 文明 人 も亦雜 のこと に 精し くし 

て德 のこと に、 疎く ある。 彼等の 間に 大哲學 者 は 綾 出せし に拘 はらす、 彼等 は 未だ 判然と 何故に 盜 むは 

惡 事なる 乎、 其 理由 を すら 知らない。 人類 は 其 該博の 知識 を 以て 今日 猶ほ 何が 善で 何が 惡 なる 乎 を 知 

ら ない。 善惡を 知る を 以て 專門 とする 倫理 學 者の 數は 限りなし と雖 も、 彼等の 內に善 惡に關 する 最後 

の 斷定を 下した 者 は 一 人 もない。 

アダムと H バ は 自由 研究の 人と 成り、 何事に 拘 はらす 凡て 研究の 手 を 仲ば して 其 眞相を 探らん と 欲 

する に 至った。 兹に 於て か 神 は 生命の 樹の 祌聖を 護らざる を 得ざる に 至った。 之 をし も 研究の 手に 委 

ねん 乎、 其 神聖 は瀆 されて、 樹は 生命の 茶 を 結ばざる に 至る。 故に 先づ 二人 を 園の 外に 追 出し、 天使 

をして 囘轉 る焰の 劍を以 つて 生命の 樹に 到る 途を 守らし め 給へ りと 云 ふ。 事實 まことに 其 通りで ある ( 

研究に 由って 何が 得られても 生命 丈け は 得られない。 殊に 靈 魂の 生命 は 得られない。 世に 人 を 活かす 

の 術と て はない。 是は 神の 特權 に屬 する ものであって、 人が 之 を 施さん として 大 なる 災禍 は必す 彼に 

臨む。 偶像 崇拜、 偽 はりの 宗教が 其 類で ある。 人が 人と して 生く る途は 唯一 つ ある、 それ は 神 御自身 

が其聖 子を以 つて 備え 給 ひし 途 である。 使徒べ テ &が CI へる 如し 

蓋 天下の 人の 中に 我等の 依頼み て 救 はるべき 他の 名 を 賜 は ざれば 也 (行傳 四の 十二) 

と。 何故に 人も國 民もィ H スキ リストに 依ら ざれば 生く る 能 はざる 乎、 其 理由 は 研究の 外に 在る。 善 
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惡を 知る の 能力 を以 つて 十字架の 功績 を說明 する 能 はす、 科學 折" 學を以 つて 人 を其靈 魂に 於て 活かす 

事 は 出来ない。 我國の 或る 大舉者 は E うた 「余が 提唱す る學 說は遙 かに 耶蘇 敎 徒の 宣る 所に 勝 さる、 

然れ ども 人に 熱心 を 起す 能 はす。 嗚呼欲しき^|<?は彼等 (耶蘇 敎徒) の 熱心で ある」 と。 然り其 熱心、 

卽ち 生命、 それ は 研究に 由って は 得られない。 謙遞 りて、 信じて、 祈り 求めて 神より 與 へらる、 ので 

ある。 

人類 は 選擇を 誤りて 亡びた、 然し 乍ら 神 は 彼等の 亡ぶ る を 好み 給 はす、 旣に 彼等 を 救 ふの 途を 定め 

給-つた。 女 は 子 を 生む 事に 由って 救 はる、 であらう (テ モテ前 二の 十五〕。 其 子 は 蛇の 頭を碎 き、 蛇 は 其 

子の 踵を碎 くで あらう。 そして 女の 胎 より 生れし 者が 終に 蛇の 頭を碎 きて 人類 は その 譎 計より 救出 さ 

る. -の である (默 示錄 第二 十 章 を 見よ)。 人類 を 救 ふに 方り て 神に 絕 望なる もの はない。 人類 if 落の 

始まり は 神の 救拯の 始まりであった。 救 拯の御 約束 は墮 落と 同時に 與 へられた、 そして 其 御 約束 は 令 

履行のへ；^ 屮に 於て 在る。 

始祖 等 は 神に ききて 己 等の 裸體 なる を 知り、 樹の紫 を 綴りて 裳 を 作れり と 云 ふ (七 節 )o 然るに エホ 

バ は^に 皮衣 を 作りて 彼等に 衣せ^ へりと ある 「廿 一節)。 己が 作りし 葉 衣と 神が 與へ給 ひし 皮衣と、 

二者の 間に 天地の 差が ある。 皮衣 は 恙の義 の 衣で ある。 之 を 着る にあら ざれば 大王の 設け 給ふ婚 筵の 

席に 待る こと は 出来ない (馬 太廿 二の 十一、 十二)。 葉 衣 は 行爲に 由る 人の 義を表 はし、 皮衣 は 信仰に 由 

る 祌の義 を 示す。 始祖 は 皮衣 を 衣せられ て 救 拯の道 を 示された ので ある。 


其 四 力 インと ァ ベ ル 

創世記 四 章 一— 一六 節 

聖書の 此所 を讀み 誰に も 起る 問題 は、 神 は 何故 アベルの 供物 を 受けて 力 インの それ を 斥け 給 ひし 乎。 

二人共に 己が 從事 せし 産業の 產を， 携來 りて 獻げ たのであって、 其 間に 善惡の 差別の あり やう 害がない。 

力 インの 獻 げたる 土より 出た る 2^ は アベルの 獻 げたる 羊の 初生と 其 肥た る 者 丈け それ 丈け 神聖で ある。 

然るに ェ ホバ は アベ ルと其 供物 を眷 顧み 給 ひし かど も、 力 インと 其 供物 をば 眷 顧み 給 は ざり しと 云 ふ Q 

それ は 抑々 如何い ふ 理由で ある 乎。 斯う 云 ふ 問題が 起らざる を 得ない。 

聖書の 言葉 は 簡潔で あるが 故に、 其內に 省略が 無い と は 限らない。 玆にカ インと アベルとの 供物 を 

携來 りし 時の 意志の 差異が 書 落して ある 乎 も 知れない。 人 は 外の 形 を 見、 H ホバは 心の 內を見 給 ふと 

あれば、 外に 現 はれた る 二人の 供物 以外に、 內 に隱れ たる 意志の 差異が 有った のか も 知れない。 更ら 

に また 力 インが 耕作 を 選び、 アベルが 牧羊 を擇 みし 其 目的に 犬なる 相違が あつたの かも 知れない。 何 

れ にしろ 神が アベ ルの 供物 を 喜び 給 ひしに 對 して、 カイ ンの 供物 を 喜び 給 は ざり し は 明白で ある。 

力 インの 供物 は 作物、 卽ち 穀類、 野菜の 類であった。 之に 對 して アベルの 供物 は 畜産、 卽ち 羊の 初 

生と 其 肥えた る 者であった。 そして 二人の 供物に 各自の 神に 對 する 態度が 現 はれた ので ある。 作物 は 

勞 働の 結果で あり、 畜產 は天產 (作物に tr へて) であった。 殊に 作物 は 植物であって、 畜產は 其 内に 

血の 流る X 動物であった。 作物 は單 なる 供物であって、 畜産に は 供物 以外に 模牲の 精神が 籠った。 そ 
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して 犧牲は 代惯を 意味し、 延いては 頌， 化の 意味が 籠った。 アベルが 確然と 其理を 了った 乎 否や を 知ら 

おどろけ  .h んづ  000OO0OO000OO0OO0000 

すと 雖も、 多分 舰氣に 其 事に 感附 いたの であらう。 卽ち 罪人なる アダムと H バ の 子と して 聖き M ホバ 

00OOO000  0  OO0  0O00OOO0O0000000O 

の 神に 近づかん と 欲すれば、 手に 躓， 非の 印 記を携 へざる ベから すと。 多分 彼が 牧羊に 從 事した 最初の 

動機が 兹に 在った ので あらう。 卽ち羊 を 飼育し 之 を 神に 獻げて その 嘉納に 與 からん との 心根より して 

此 業に 從 事した ので あらう。 そし， て 其 目的が 達して 彼 は 喜び、 神 も 亦 害び 給うた ので あらう。 如斯く 

に 見て、 H ホバが アベルの 供物 を 顧み 給 ひし 理由が 能く 判明る。 

然るに 力 インに は アベルに 有りし 此 心が 無かった。 彼 はた 勞 健に 從 事した.' そして 勞 働の 結果 を 

神に 默 げた。 彼に それ 丈け で 神に 對 する 人の 本分 は靈 きる と 思うた。 彼に ，4 の 心配が 無かった。 民が 

國に 稅を納 むる が 如くに、 納 むれば それで 義務 を果 したと 思うた。 如斯 くにして 力 インの 神に 對 する 

熊 度 は 全然 律法 的であった、 卽ち權 利 義務の 關 係であった。 爲 すべき を爲 せば それで 事 は 足りる と 思 

うた。 神が 力 インと 其 供物 を眷 顧み 給 は ざり し 理由 は玆に 在った。 

今日の 言葉 を以 つて 曰 ふなら ば 力 イン は儀禮 的であって アベル は： i 昔 的であった。 力 イン は 行爲を 

以 つて 神に 事 へんと し、 アベル は 信仰 を 以て 神に 近づかん とした。 そして 行爲の 子と 信仰の 子と ffl 較 

ベて、 祌は 前者に 勝 さりて 後者 を 愛し 給う たので ある。 

此事を 見て取りし 力 イン は 甚大の 怒 を 禁じ 得なかった。 彼 は 彼の 最善 を 翳せし に拘 はらす、 彼は眷 

顧みられ すして、 彼の 弟の 眷顧 みられし を 見て、 彼 は 憤 怨の餘 り 終に 弟 アベルに 危害 を 加 ふるに 至つ 

た。 人類の 歷 史は墮 落に 次いで 殺人 を以 つて 始 つた。 而 かも 骨肉の 殺人 を以 つて 始 つた。 そして 其理 

由 は 神に 對 する 態度の 相違に 在った と 云 ふ。 何人も 聖書に 此事を 讀んで 其 人生 觀の 不思議な るに 驚か 


ざる を 得ない。 

然し 乍ら 事實 なる を 如何せん。 ユダヤ人が ィ H スを 殺し 其； 子等 を 迫害せ しも 同じ 理由に 依った の 

である。 彼等 は惡 意を以 つて 殺した ので はない、 殺す のが 神に 事 ふるの 途 であると 信じた からで ある。 

(ヨハネ 傳 十六 章 二 節)。 羅馬 カトリ ク敎會 が 許 多の 新 敎徒を 殺した の も 之が 爲 である。 人の 救 はる、 は 

行爲に 由ら す 信仰に 由る と 堅く 信ぜし 者 は 敎會の 眼に は 異端の 徒、 罪惡の 輩と 見えた ので ある. U そし 

て 其 事 は 今も猶 ほ變ら ない。 西洋の 護に 「人 は 何人も 生れながら にして カトリ ク敎 徒で ある」 と 云 ふ 

が、 卽ち 律法の 子であって 幅 昔の 敵で あるとの 事で ある。 卽ち 自己 を義 とせんと する は 人類 通有の 性 

であって、 之を惡 しと 見、 之れ 以上に 信仰の 優れる を唱 ふる 者 を 忌み、 嫌 ひ、 憎む は 少しも 不思議で 

ない。 

如斯 くにして アベル は 最初の タリ ス チヤ ン であって 力 イン は 最初の 敎會 信者であった。 神に 事 へん 

とする 心 は 一 であるが、 亊 ふる 途は異 ふ。 敎會は 其 手の 業を以 つて 事 へんと する に對 して クリス チヤ 

ンは 羊の 初生 卽ち祌 の 備え 給 ひし 主で ビ以 つて 事 へんと する。 「手に 物 持た で、 十字架に SI る」 である。 

自分の 罪 を 認める。 自分の 能力で 之を處 分す る 能 はざる を覺 る。 代惯 なくて 祌に 近づく 能 はざる を 知 

る、 故に 犠牲が 必要で ある。 


創世？ -の 研究  1 冗 111 


^00 究  一 mil 

其 五 アダムより ノアまで 

創世記 第五 章 

路加 俾 第三 章はィ H スの 系統 を 掲げ、 ノア 以前の 先祖 を 列記して 曰く 

ノア、 其 父 は ラメ ク、 其 父 は マト サラ、 其 父 は H  ノク、 共 父はャ レド、 其 父 は マ ハラレ ル、 其 父 

は カイ ナン、 其 父 は エノス、 其 父 は セッ、 共 父 は アダム 

と a 一一 六 * 1ー一 七 節 )o 卽ち ノアより 溯りて アダムに 到る まで 十代で ある。 そして ノアの 祖先 九 人に 就て 稍 

し. 0 

精し く 記した 者が 創世記 第五 章で ある。 アダムが 造られし より ノアが 生れし まで 一 千と 五 卜 六 年、 卽 

ち此 記事に 由れば 人類 初めの 一 千年 は 儘 かに 九 代の 子孫に 由って 過ぎた ので ある。 そして アダム は 九 

百 三十 年； i へたと 云へば、 彼 は ノアの 生る X 僅かに 百 一 一 十六 年 前に 世 を 逝った 事に 成る ので ある。 

勿論 問題 は 直に 起る ので ある、 人 は 三百 年 以上 生く る 事が m 來る 乎と。 ノアの 祖父 メト セラ は 九 百 

六十 九 年生き たりと 云へば、 長壽の 最大 記錄 である。 如 此き事 はおり 得る 乎と 何人も 問 ふ。 然れ ども 

有り得な いと 誰が 確答し 得る 乎。 德川第 十 一 代將 軍の 時に 大阪 落城 を 記憶せ し 1 一 百 何歳と 云 ふ 老人 あ 

りたり と 云 ひ、 其 子 は "ra 八十 何歳、 其 孫 は 百 五十 歳に して 三 夫婦 揃 ふて 生存せ りとの 事で ある。 若し 

此^に して 有り得るならば 何故に かの 事 は 有り得ない 乎。 殊に S: 落せり と雖も 神に 造られた 計りの 人 

達で ある、 彼等に 生命力が 溢れて 長壽を 保ち 得し は怪 むに 足りない。 然し 乍ら 問題 は 理論の それに 非 

すして 事實の それで ある。 若し 此間題 を 解決す る 者が あれば、 それ は 生物 學 ではなく して 考古學 であ 


る。 考古學 は 聖書の 記事に 精確なる ことに 就き 多くの 著しき 事 實を發 見した。 洪水 前史に 關 しても 亦 

如何なる 發 見が 爲 されん や も 計り 知る こと は 來 ない。 進化論の みが 眞现 でない。 考古 擧の發 見に 由 

つて 幾多の 學 說が轉 覆されし やうに、 人類の 起原 發 達に 關 する 進化論者の 立場の 全然 壞 たる k 時の 來 

らたいと も 限らない。 

或は 洪水 以前の 父祖 九 人 を 九 家と 考へ て考 へられない 事 はない。 アダム、 セッ、 H ノスと 云 ふ は 北 

條九 代、 足 利 十三 代、 德川 十五 代と 云 ふが 如き ものであって、 一 人 を 指して 云 ふに 非す、 所謂 epsuym 

であって、 人名に 基き て附 したる 民族の 名と して 解し 得ないで はない。 卽ち アダム 族 百 三十 年に して 

セッ挨 を 出し、 其 後 八 百年 を經 て、 _ ^績九 百 三十 年に して 亡びたり と 讀んで 三 I 五節 を 解し 得ないで 

はない。 然し 乍ら 文字 上斯く 解す る ことの 困難なる は 何人が 見ても 明かで ある。 吾人の 思想に 適合せ 

000000000  0-00000000000000000000000000 

んが爲 に 無理の 解釋を 試みん より は 文字 北ハ 儘に 解して 事 實の證 明を俟 つに 如かす。 

洪水 以前の 人 九 人の 中で 最も 短命な りし は H ノク であった。 其 父 ャレド は 九 百 六十 二 歳、 其 子メト 

セラ は 九 百 六十 九歲 なりし に 對し彼 は 僅に 三百 六十 五 歳であった。 然し 信仰的に は 彼 は 最も 惠 まれし 

人であった。 

エノ ク祌と 偕に 歩みたり、 神、 彼 を 取り 給 ひければ 彼れ 居らすな りき (二十 四 節) 

と ある。 彼はァ ブラ ハ ム と 同じく 信仰の 人であった。 此 世に 在りながら 此 世の 人に 非す して 神の 人で 

あった。 洪水 以前に 於け る 神の 證明 者であった。 其 報 賞と して 彼は靈 化の 恩 惠に與 つた。 H リャと 同 

じく 死を經 すして 他界した。 斯 かる 事 は 有り得べ からすと 云へば それまで f ある、 然し ィ H スの 復活 

を 信す る 者 は H  ノク の靈化 昇天 を 讀んで 驚かない。 H  ノクは 復活の 事に 於て キリストの 先驅 者で あつ 
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た。 キリストの 復活 は 突如と して 前例な くして 起った 事で ない。 エノ クを以 つて 始まり、 モ， J セ、 ェ 

リャの 最期の 場合に 現 は れし變 貌變化 の 事實 の强 度の 實 現に 過ぎなかった。 祌は人 に 大奇踵 を 信ぜ し 

めんが 爲に、 小 奇踏を 行 ひて 其 信仰 を 準備せ しめ 給 ふ。 H  ノクの^3„^まれたる最期はキリス トの(设活35|； 

天の K 兆と して 信者に 取り 意義深 長で ある。 

而し てまた H  ノク 以外の 人達の 生涯と 雖も 決して 無意味で なかった。 「アダム は 百 三十 歳に 及びて 

其 像に 循ひ 己に 象りて 子 を 生み 其 名 を セッと 名 づけたり」 と ある (三 節 )o セッ 以下 も 亦 凡て 同じで あ 

つた。 彼等 は 始祖 アダムが 造られし 像 を 共 子に 傅へ た、 そして 後に アブラハム、 モ I セ、 ィ ザャ、 そ 

して 終に ィ ヱ スを產 する の 器と なった。 遣傳は 決して 小事で ない。 子 を 生んで 之 を 育つ る 事 は 貴き 事 

業で ある。 誰、 誰 を 生みと 云 ひたれば とて 無爲の 生涯 を 送った のでない。 ハンス. ル ー テル は 唯の 鎮 

夫で あつたが マルチン • ル ー テル を 生んで 世界 を 祝福す るの 大役 を 務めた。 ャ レド、 メ卜 セラ 等亦然 

りであった。 家系の 重ん すべき は玆に 在る。 單に 生， の 役 を 務め たれば とて 之 を輕ん じて はならぬ。 

ミル トン、 クロムウエル、 家康、 藤樹も 彼等 备自 に相應 はしき 祖先 を 持った ので ある。 

アダム 九 代の 孫が ノアであった。 彼に 由って 世界の 改造が 行 はれた。 ノアの 名はヒ ブライ 語の ナ へ 

ム より 出づ 「慰む」 の 意で ある。 其 父 ラメ クが 「此子 我等 を 慰めん」 と 云 ひて 彼 を 斯く名 づけたり と 

云 ふ。 そして ノア は 其 行 績を以 つて <fr- 猶ほ 我等 信す る 者 を 慰めつ、 ある。 ノアの 一生が 活 きたる 幅 昔 

である。 
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ノアの 大 洪水に 就て は I に 涉り創 I に 記載 せらる。 其內 どれ 丈け； f は 的 ほ？！： あ" 乎： む T 

ま £ する きが 出來 ない。 其內に 今日の 常識 を以 つてして は事實 として 受取り 糊 レ事カ t くな レ 第一 

fiiu^soi つた p\ ふま is ふ 世界的でなかった 事 は 5 餘 地がない。 洪水 全地 を掩 

お へりとの 事で あつたに 相 f い、！ 太古 文明の ifl 

t グリース ま flu: 雨 大河の 沿岸 並に 中間 地 を 指して 云うた のであって、 それが 太古の 民 天 

ず ありき きあつた ので ある。 故に 洪水 全地 を掩 へりと 2 し は、 今 曰の 地理 f 以て 言へば >、 

シ" J れょ" S はァ ルメー ーャ 高原まで を掩 へりと 云うた ので ある。 是 れ廣大 なる 地域であって 

S  ^2|.分が.^こぉ，ま，，-たりとするも、 之 を 世界的 大 洪水と 稱 して 不可な しで ある 

"第 7p 凡" が ノアの 蕩に 由って 救 はれた と 云 ふ は、 是れ また 雲と して It が出來 

ない。 從し 神の1な りと する も、 斯 かる 事の 有り得べき 害な く、 叉 £ つるか； きを も考 ふる 

！ I 何百 種、 鳥類 魚類 何千 種、 i 動物、 i 類 何 i が 難 雄 一番. で 方舟 ド 。 

集せられ て、 溺死 I かれたり と 云 ふが 如き は、 $之を眞面| る 雲と して 取 1 ぱ はない 

uintn め h、fs に 現 はれた が 如くに 記す は 人 を 迷 はし 易く ある。 是 等の 事に 注意せ すして 

"古 ts;:^ip"s 明 せん H する 熟 心より して、 今より 見れば 多くの 笑 ふに 堪 へたる I を 試 

1 五 七 
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みし は、 以 つて 今日の 我等 を醫 むる に 足る。 其 一例 を擧 げんに、 彼等 は 化石 は 凡て 洪水 以前の 生物の 

遣 跡な りと し、 その 世界 到る 所に 存在す る を 指して 洪水の 世界的な りし を證明 せんとした。 然るに 地 

質學の 進步に 由り、 化石の 由来の 明かに せられし や は 識者の 前に 其 價値を 落した ので ある。 そし 

て斯 かる 辯證が 今より 僅かに 百年 前に 試みられし を 知りて、 科學の 進歩の 4^ 速な りしに 較べて 聖書 解 

釋 術の 遲々 たりし に 驚かざる を 得ない。 ノアの 大 洪水 を 正當 に解釋 する は 容易の 事で ない。 

然 らば ノアの 洪水 は據 所な き 空談 义作 話で ある 乎と 云 ふに 決して さう でない。 太古 時代に 大 洪水の 

あった 事 は 多くの 民族の 口碑に 存 する 所で ある。 殊に 其 中心たり し兩 大河 沿岸の 地に 於て は大 洪水の 

しろ あ-こ 

傅 説 は 深く 住民の 記憶に 刻まれた。 創世記の 記事と 大差な き 洪水の 記錄が 一一 ネベ の城趾 より 發 見され 

た。 殊に 注意すべき は 近年 行 はれし アブラハムの 故鄕 なりし カル デャの ウルの 市の、 沙漠の砂に！^ま 

りし 者の 發 掘の 結果で ある" 之に 依れば 今より 五 千年 乃至 六 千年 前に 彼 地に 洪水の 久しき に涉り 溜ま 

り 居りし 歷然 たる 形跡が ある、 卽ち 古代文明の 遣 物 を埋藏 する 地 暦數十 尺の 下に 六尺 乃至 八 尺の 冲積 

暦 ありて、 其 また 下により 舊き 文明の 遣 跡を留 むる、 是れ 亦數十 尺の 地 暦 が あると 云 ふ。 之に 依って 

判斷 すれば ウル を 中心とする 今日で 云 ふメソ ボタ ミヤ 地方に 於て、 或時大 洪水に 由て 舊. 文 明の 破壞が 

行 はれ、 そして 年 を經て 後に 新 文明の、 洪水に 由って 堆積され し冲積 着の 上に 起り し 事が 判明る。 ゥ 

ル の 發掘は 創世記 研究に 關し 多くの 責 重なる 事實 を寄與 した。 大 洪水の ありし 事が 地質 學 的に 明. n に 

なりて、 其 詳細の 說明は 之 を 他日の 探究に 待つ 事が 出来る。 

考古學 の 探究に 由って 創世記の 記事が 悉く 說明 せらる & 時の 到來を 見る 乎る 乎 は 今日 斷 おする 事 は 

出来ない。 然し 乍ら 今日 斷定し 得る 事は大 洪水に 現 はれた る 信仰的 事實 である。 神 を 信ぜし 者が 如何 


にして 此大 天災に 臨みし 乎、 如何にして 災害 を 免 かれし 乎、 如何にして 其 利益に 與 かりし 乎、 是れ創 

世 記が 傳 へんと 欲する 所で ある。 聖書 は 全 體に歷 史的で あるが、 厳密なる 意味に 於ての 歷史 でない。 

それが 地質 學 又は 氣 象學、 其 他の 科 學を敎 ふる 爲の 書で ない 事 は 言 ふまで もない。 聖書 は 信仰の ntl で 

ある、 人事 天然 を 信仰の 立場より 觀て、 觀察 實驗の 結果 を傳 ふる 書で ある。 聖書 は 信仰 を傳 へて 誤ら 

な い 。 若 し 其 他 の 事に 就て 誤 S が あると する も … … そして 聖書が 著 かれし 時と 場合 を考 へて 誤謬と 思 

はる & 記事の 甚だ ii きに 驚く …… 敢て 意を留 むる に 足りない。 先づ大 洪水の 歷 史的 事 實を 確かむ るに 

あら ざれば、 其 記事 を 信す る 能 はすと 言 ふ 者 は、 聖書 を 始めと して、 凡ての 信仰、 理想 を述 ぶる 書 を 

讀む の 眼 を 有たない 者で ある。 

00OOO0OOO0OO00  1 ではり 0O0O0000 

唯一つ、 何れの 方面より 見る も 明白なる は、 所謂 ノアの 大 洪水が 太古 文明の 終末であった 事で ある „ 

若し 洪水 以 前史なる 者が あつたと すれば、 それ は ノアの 洪水 を以 つて 終結 を 告げる ので ある。 歷史に 

劃時代的 出来事の ありし は 今や 何人も 知る 所で ある。 そして ノアの 大 洪水 は 其 一 であった" 之に 由つ 

て アダムより ノアの 第 六 百年に 至る までの 人類 一 千有餘 年間の 文化的 生命が 破壞に 終った ので ある。 

神 を 離れた る 文化、 卽ち 物質的 文明に 終末の 臨む 事、 而 かも 終末 は絕滅 にあらざる 事、 破 壞の內 より 

神 は 義人 を以 つて 義の 世界 を 新たに 起し 給 ふ 事 其 事を傳 ふる 者が 大 洪水の 記事で ある。 
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現代人 は 萬 事 を 天然 的に 見る、 古代人 は 萬 事 を 信仰的に 見た。 現代人に奇！^はなく、 古代人に は 萬 

事が 奇 踏であった。 現代人 は 萬 事 を 直接 原因に 由て 說明 せんと 欲し、 古代人 は 之 を 第一 原因にまで 運 

んだ。 二者 孰れが 本當の 見方で ある 乎と 云 ふに、 二者 孰れ も本當 であって、 相互に 反對 する 者で なく 

して、 相互 を 補足す る 者で あると 云 はざる を 得ない。 凡ての 事に 直接 原 H が あると 同時に 第一 原因が 

ある。 凡ての 事が 天然の 働きで あると 同時に 神の 業で ある。 眞の科 學と眞 の宗敎 との 間に 衝突 はない。 

二者 孰れ も、 其方 面より する 萬 事の 正當 なる 見方で ある。 

ノアの 大 洪水 を 天然 的に 解釋 する 事が 出来る。 雨が 四十 日 四十 夜 降 緩いて チ グリス、 ュ フ ラトの 兩 

大河が 氾濫し、 之に 加 ふるに ペルシャ 湾に 何 か 異變が 起り て 其 水が 陸に 押 寄せた と 見れば、 兩 大河 下 

流の 盆地が 全部 水に 覆 はれた と 見る は 至って 容易で ある。 そして 如 此き事 は 決して 有り得ない 事で な 

い。 ノアの 洪水 は 豪雨に 海 嘯が 伴うた 者で あると 見れば 其 天然 的 說明は 完全で ある。 「此 日に 大 淵の 

源^な れ、 天の 戶 開けて 雨 四十 日 四十 夜 地に 注げり」 との 記 察 は 難無くして 如此 くに 解釋 する 事が 

出来る (七 章 十 一、 十二 節)。 

更に 叉 注意す べき は 過去 數 千年間に 涉 りて 地球の 氣象 i,! 大變 動の あった 事で ある。 亞細 .„3； の 中部に 

於て、 外蒙古 並に 東 トル キス タンが 今日の 如き 接漠 たる 沙漠に 化した の は 地學上 最近の 事であった。 


成吉斯 干の 都なる カラ コ ー ラ ム の 城市が ゴ ビの 沙漠に 繁榮を 極めた の は 今より 僅かに 千年 以內の 事で 

あった。 裏 海が 北氷洋より 離れた の も 此氣象 上大變 動の 前提と して 見る 事が 出来る、 卽ち 地上の 水分 

は渐次 地中に 吸收 され、 所謂 地球の 乾燥 Desiccation  of  the  Earth は 逐年 增進 しつ i ある。 そして 

當 時まで 度々 起り し大 洪水が、 所謂 ノアの 大 洪水 を以 つて 終った のであって、 其 後 再び 斯 かる 大規模 

の 洪水 を 見ざる に 至った ので あらう。 如此 くに 見て、 神が ノアに 言 ひ 給へ りと 云 ふ 

總て 肉なる 者 は、 再び 洪水に て絕 たる、 事 あら じ、 又 地 を滅す 洪水 再び あらざる べし (九 章 十一 節) 

との 首 葉に 天然 的 解 釋を與 ふる 事が 出来る。 神が 人類の 罪 を 罰せん が爲に 特別に 洪水 を 起した ので は 

ない、 洪水 は 天然 的に 必然的に、 臨んだ ので あると 言 ひて 言 ひ 得ない 事 はない。 

然るに 不思議に も、 或は 偶然に も 人類 社 會大墮 落の 時に 際して 大 洪水が 起った ので ある。 そして 墮 

落と 異變 とが 同時に 行 はれて、 異變は ® 落 を 罰する 爲の 刑罰で あると 思 はれた ので ある。 恰 かも 大正 

十一 一年の 關 東の 大地震が 我 國社會 の大墮 落の 時に 際して 起り しが 故に、 或る 敬虔の 人達の 眼に は 天罰 

として 映 じたと 同じで ある。 有 島 事件、 大震災、 虎之 門 事件と 相次いで 同年に 起った ので ある、 其閒 

に： E か 深い 道 德的關 係が あつたと 見られし は 決して 無理で ない。 ノアの 時に 於ても 同じであった。 其 

時 地表の 乾燥に 現 はれた る地擧 上の 一 期限 は 終りつ & あった、 同時に アダム を 以て 始まりし 人類 一 千 

年の 文化的 發逹は 其 終末に 達しつ、 あった。 文化の 終結 は墮 落で あると は 歷史の 法則で ある。 洪水 以 

前の文化も其後に^！^りし文化同樣に墮落に終った。 創世記 六 章 一 —六 節に 曰く 

人、 地の 面に 繁航 はじまりて 女子 之に 生まる \ に 及べる 時、 神の 子等 人の 女子の 美しき を 見て 其 

好む 所の 者 を 取りて 其 妻と なせり。 H ホバ曰 ひ 給 ひける は我靈 永く 人と 爭 はじ、 そ は 彼 も 亦 肉な 
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れ ば.^ り …… エホバ、 人の 惡の 地に 大 なると、 其 心の 思 ふ 所圆る 所の 凡て 恆に 唯惡 しき 事の みな 

る を 見 給へ り。 兹に 於て エホバ 地の 上に 人 を 造りし 事 を 悔いたり 云々。 

洪水 以前 一千 年 問の 所謂お 類 進步の 道德的 結果 は如此 しであった。 奢侈、 享樂、 戀愛、 人生 を 最大限 

虔に樂 まんと 欲する 努力 經營、 其點に 於て 洪水 以後 も 以前と 何の 異なる 所 はない。 第 十八 世紀の 初期 

に 方り て 怫蘭西 文化が 其 最高潮に 達せし 時に、 其 封 £ 助 者に して 代表者た りし 大王 ルイ 第 十四 世 は 死に 

臨 で 曰うた 「我が 後に 大 洪水 到らん」 と。 そして 彼の 豫測 通りに 大 洪水 は 怫蘭 西大 革命の 形 を 取り 

て 現 はれた。 文化 は 決して 人類の 救濟 でない、 其 破滅で ある。 其點に 於て 今日の 獨逸 文化 亦 アメリカ 

n^^^r  ノアの 大 洪水 は 凡ての 文化に 共通 

なる 此 原理 を 後世に 示した 者で ある。 

そして 誰か 知らん 天然と 歷史と は 其 第一 原因 を 共に せざる 事 を。 人類の 罪 を 罰せん と 欲する 者が 大 

洪水 を 551^ つたので ない と 誰が 斷 言し 得る 乎。 知識 は 事物 を 其淺き 表面に 見る に 止まる に對 して、 信仰 

は 深く 其 中心 を觀 る。 創世記の 記事に 科擧的 叉は歷 史的 事實 として 多少の 錯誤 は 免れす とする も、 其 

示さん とする 根本的 眞理は 動かす ベから すで ある。 天然の 祌 はまた 歷史の 神で ある。 
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創世， 記 六 章より 八 章まで、 馬 太 傳廿四 章 三 七 I 三 九 節、 

各加傳 十七 章 二 六、 二 七 節、 彼 得 後書 三 章 三 I 一三 節 

ノアの^. K.HS*- 的 * 實 である、 是は 曾て 有りし 事の 事實 の記錄 である、 &は稗 史的 物語で はない、 

叙事 的 英雄 詩で はない、 眞 面目なる 事實 の記錄 である、 勿論 其內に 今日の 科學 又は 史學を 以てして は 

解し 難い 多くの 事實が ある、 然れ ども 是れ あるが 故に 其事實 なりし こと を 拒む こと は 出来ない 事實 

の禅釋 で 付く であらう、 主ィ H スが 事實 として 認め 給 ひし 此事は 我等 も 亦 其 通りに 之を受 くべき 

である、 「ノアの 時の 如く 人の子の 来る も亦然 らん」 と 彼 は 言 ひ 給 ふた、 誠實の 彼が 彼の 未来 を小說 

に 譬へ給 ひしと は しても 受取る こと は 出来ない、 ノアの 洪水に 似た る 傳說が 古き バビロンの 記錄 

のい に 蛇り あると て 聖書の 記事 を 異邦の 傳 說の燒 直しと 見る の 必要 は更ら にない、 バ ビ ン 人の 洪ズ 

f よ 確かにい 說 である、 厳正なる 聖書の 記事と， i ぶべ くもない、 若し 又 强ゐて 事 實の科 學的說 明 を 求 

めんと 欲するならば 之 を 西方 亞細 裏 海の 流域に 起り し 地質 的大變 動の 結果と して a る ことが 出来 や 

う、 今 其 事に 就て 玆に 論す るの 必要 はない、 唯 記事の 性質より 見て 之を歷 的事實 として 見る の 最も 

直當 なる を唱 へざる を 得ない、 科學 上より 見た る ノアの 洪水に 就て は J  • ダウ ソン 著 『地質 學と 

感， 史の接 觸點』 Meeting.  Place  of  Geology  gul History は 多くの 暗示 を讀 者に 與 ふるで あらう。 

ノアの 洪. Ki 歷 史的 事 實 である、 故に 多くの 信仰的 敎訓を 供へ る、 稗 史小說 亦 敎訓を E\ へな レ でに 

な、.、 然れ ども 事 實に優 さる 敎訓 はない ので ある、 眞 面目なる 文士 は 可成く 小說を 避けて 歷史を 語る 

隱史は 最上の 倫理 書で ある、 文士 然り 沉んゃ 神に 於て を や、 神の 敎科書 は 天然と 歷史 である、 聖書 は 

C  1 六 三 
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最上の 歷史 である、 最も 嚴密 なる 意味に 於ての 歷史 である、 聖書 を小說 化して 聖書の 權威は 失 はる & 

ので ある、 ノア は エリヤと 同じく 我等と 同じ 情 を もてる 人であった、 彼が 大 洪水に 會 際して 有し 實驗、 

其 實驗が 後世 を敎 へて 五 千年 後の 八 r 日に 至った ので ある、 小說 如何に 巧妙な りと 雖も此 永久 的 價値を 

有ない、 聖書の 聖書た る 所以 は 主として 其の 人類の 實驗 の記錄 であるから である。 

ノア は 義人であった、 殊に 信仰的 義人であった、 彼 は 所謂 聖人ではなかった、 完全 無缺の 人で なか 

つた、 其 事 は 創世記 第 九 章 十八 節 以下の 記事に 由て 見て 明かで ある、 爾 あるに も關 はらす ノア は 義人 

であった 「信仰に 由り て ノア は 未だ 見ざる 事の 示し を 蒙り 敬み て 其 〈豕族 を 救 はん 爲に舟 を 設けたり、 

X つ ぎ 

之に 由り て^の 人の- s§J: をお め乂 信仰に 由れ る 義を受 くべき 嗣子と なれり」 と ある 广ヒ ブライ 睿十 一章 七 

節) 斯くて ノア も亦ァ ブラ ハ ムと 同じく 祌を 信す るに 由て 義 とせられ、 其の 信仰の 報 賞と して 救扬の 

恩惠に it" つたので ある、 而 して ノアの 場合に 於て 神の 言 其 儘 を 信す る は 容易の 事でなかった ので ある I 

神 は其賴 のために 全世界の 民 を 滅し給 ふと 云 ふ、 是れ 信す るに 最も 難い 事で ある、 愛なる 祌が其 造り 

^ひし 人類 を 減し 給 ふ 害 はない、 殊に 其 罪た る必 しも 之 を 罪と 認む るに 及ばない、 肉に 伴ふ自 からな 

る 缺點と 見て 之 を 見る ことが 出來 るので ある、 人類 は 進 步の途 程に 在る 者で ある、 故に 不完全 は 其の 

免 かる 能 はざる 所の ものである、 然るに 祌は此 不完全の ために 「其 心の 思念の 凡て 圖る 所の 谊に 唯惡 

i ろ？ i 

しきの みなる」 故に 之 を 滅し給 ふと 云 ふ、 如何に 神の 首な りと は 云へ 是れ 信す るに 最も 難い 事で ある- 

殊に 臨まん とする 剪滅 より 免 かれん 爲 めに 長さ 四百 五十 尺餘、 幅 七十 五 尺、 高さ 四十 五 尺餘の 大船 を 

造るべし との 啓示に 接して ノアの 信仰 は動搖 ざる を 得なかった ので ある、 世の 嘲笑 を 招く の 因に して 

之よりも 大 なる もの はない、 單に 心に 信す るに 止まらす 社會 注視の 前に 此 大船 を 造る ベ しと 云 ふ、 愚 


か 狂 か、 若し 彼れ 在世 當 時に 今日に 於け るが 如く 智者 識者が あったならば 彼の 企圖は 迷妄、 非科學 的、 

. 非合理的 なりとの 聲の裡 に 葬り去られん としたで あらう、 爾 あるに も關 はらす ノア は 信じた ので ある、 

順った ので ある、 嘲 けられながら 大船 を 造った ので ある、 而 して 神の 審判と 之に 伴 ふ 救 扬とを 待 §w ん 

だので ある、 ノアの 偉大なる は兹に 在った、 彼 も 亦 聖書 的 偉人であって 信す るが 故に 偉人で あつたの 

である、 彼 も 亦 「ユダヤ人に は礙く 者、 ギリシャ 人に は 愚かなる 者」 であった、 信仰と 迷妄と は 其 外 

面に 於て は 何の 異なる 所 はない、 等しく 非科學 的であって、 等しく 非合理的 である、 唯 召された る 者 

のみ 信仰の 「神の 大能 また 神の 智慧」 なる を 知る ので ある (；コ リント 前 一章 二 四 節)、 其 他 ノアの 信仰的 

實， 驗に 於て 吾人ん マ 日の 信者の 大に學 ぶべき 所が ある、 實に ノアの 信仰 はァ ブラ ハ ムの 夫れ 丈け 大 であ 

つた、 殊に 不信 の 世に 對 して 信仰 を 維持 せし 勇氣に 至て は 吾人 は 寧ろ 之 を ノアに 於て 學ば ざ る を 得な 

、 0 

事實 であり 敎訓 である ノアの 洪水 は亦大 なる 預言で ある、 大 洪水 は 世の 審判の 模型で ある、 洪水 以 

前の世が 玆に審 抓れて 其 終結 を 告げて 新 天 新地が 現 はれし が 如くに 吾人の 生存す る 今日の 斯世も 亦 同 

じ やうに * 判れて 之に 代りて 亦 更らに 新たなる 天地が 現 はる &の である、 洪水 以前の 世が 俄然 的大禍 

難 を 以て 滅びし が 如くに 文明 を 以て 誇る 今日の 斯世も 亦 同じ やうに 滅びて 其 後に 聖徒の 治む る 天國が 

現 はる、 ので ある、 「人の 惡の 地に 大 なると 其 心の 思念の すべて 圖る 所の 恆に 惟惡 しきの みなる」 と 

は 今日 も 洪水 以前と 少しも 異ならない、 人類 は 神が 造り 給 ひし 此地を 己れ に 奪 ひ 之 を 己れ に 利用し 祌 

に榮 光を歸 せす 又 神の 分を默 げんと せす 神 を 無き ものと して 极ひ、 又 彼 を 愚弄し、 而 して 言 ふ 「祌は 

愛な り 彼れ 爭で 罪人 を 罰せん や」 と、 彼等 は科擧 と哲學 とに 頼りて 神の 言 を 斥け、 自己 を 以て 神を審 

ノアの せい 水  1 六 五 
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刺き 神に 自己 を {#1: かれんと しない、 彼等 は 萬 物の 自然 的 進化に 信賴し 神が 奇踌を 以て 之に 干 涉し給 

ふ を 許さす、 大 なる^ 判の 必す 彼等に 臨むべし と閜 くや 戲龍を 以て 之 を迎へ 侮蔑 を 以て 之 を 斥く、 洪 

水 以前の 世界 を擴 大したる 者が 今日の：^ 界 である、 其雜の 絶大なる、 其 不信の 深 犬なる、 其 黥 傲の 高 

大 なる、 人類の 歷史に 於て 未だ 曾て 今日の 如き はない ので ある、 斯く言 ふ は 人世 を悲觀 する ので はな 

い、 明，； n なる 事實を 語る ので ある、 ゲ 時の 世の 腐敗と 堕落と を 知る 者 は宗敎 家に 非す して 政治 _M であ 

る、 竹舉 博士に 非す して 實務 家で ある、 人世と 直接の 接觸を 保ちつ & ある 者 は 今や 大 なる 審判の 其 上 

に 臨みつ i ある を 疑 はんと 欲して 疑 ひ 得ない ので ある。 

斯 かる 時に 神 は 少數の ノア をが き 給 ふので ある、 彼等に 救扬の 方舟の 建造 を 命じ 給 ふので ある、 今 

や 舊天舊 池 は 去らん とし 新 天 新地 は 現 はれん としつ、 ある、 然 かも 人の 努力に 由て にあら す 天然の 進 

ほろ 

化に A てに あらす 神の 直接の 干涉に 由て 舊きは 滅び 新ら しき は 建てられん としつ & ある、 玆に 於て か 

召 れし 少数者 の 忍耐と 勇氣と の 必要が あるので ある、 ノアが 當 時代に 於て 神の 言 の 善き 證明 者と し て 

立ちし が 如くに 召 かれし 小な る 群 は 侮蔑と 戲譃と を 身に 浴びな が ら 福音 證明 の 衝に當 るべき であ る。 

ィ H スは ノアの 原型で ある、 神 は ノア を 以て 小なる 始めの 世 を 救 ひ 給 ひし 如くに ィ H スを 以て 大な 

る 終りの 世 を 救 ひ 給 ふので ある、 ィ 工 ス の 方舟に 入る を 得る 者 は 其 十字架の 血 を 以て 躓 はれし 者で あ 

る、 而 して ノアの 救 拯が禽 獸昆蟲 すべて 生ける 物に 及びし が 如くに ィ H ス の救扬 はすべ ての 受造 物に 

及ぶ ので ある、 ノアの 方舟の 中に 新 天 新地が 含まれて 有りし が 如くに ィヱ ス の 敎會の 中に 新ら しき 天 

と 新ら しき 地と は 含有 せらる、 ので ある、 大 審判が 斯 世に 臨んで 其 制度 文物、 其 誇りと する 文明の 產 

が盡く 滅び 失する 時に イエ ス の 方舟の 中に 在る 者の み存 りて 之 を 以て 新たなる 世界が" 造り 出さる、 


ので ある、 則 あるが 如くに 祌 S し 給 ふ 所に も 亦 法則が ある、 00k 藝 極に 達して？ 

I と 其 手のへ ま 減 I、 「然れ ど 我等 は 其 約束に 因りて 新ら しき 1K と 新ら しき 地 I み 待て 

"に"" り」 と ありて 壊滅の 中より 新たに 襲が 始まる ので ある (ぺテ 。後一 5 十三 節)、 f 

h^^i^iK 其 g である、 更らに f 世の 讓 である、 神は此 筵に 從 ひて 宇宙 

を 完成し 給 ふので ある。 
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全地 は ii き 一の f みなりき、 玆に人 S に 移りて シナル の 野 を 得^^ g ひ ■ お！！ 

t:: るまい ざ 瓦 を 作り 之 を 善く 燒 かんと、 遂に 石の 代りに 冗 を 獲、 灰沙の 代りに 石 響 獲たり、 又 言 ひけ： S 

, -.； ；」 s?;§ と 1 て 其 塔の 頂 I に 至らし めん、 斯 くして 我等 名 を 揚げて 全地の 表面に 散 I を 免 i と 、、ェ 

Hhrll . ホ バー iil^f 一： に M よ：： ど P . 

今旣 こ之を爲 し 始めたり、 されば 凡て 其爲 さんと 圖る事 は 止め 得られ さるべし、 、さ 寒 降 lemp 

opi し 互に言響通 ずる 事 を 得ざ らし めんと、 ヱみ ホ： ハ遂に彼等 を 彼處 よ 4- 地の 表面に 散 £『o はは 

巴 Lpuf たり、 是 故に 其 名 は バベル (1 と 呼ばる、 こ は エホバ 霞に lii し 給 h 

ひし こ 由て なり、 彼處 より M ホバ 彼等 を 全地 の 表に 散らし 給へ り (一 ー 九 節」。 

一 」 、七 
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しラち 

「全地」 全地 球で はない、 其 時代に 周知せられ たる^ 界 である、 主として 西方 アジア 卽ちパ レ ス- 

チナ 及び アラビアの 北方 ュ ー フラテ ス 河の 西 境地 方で ある。 

「 一 の 言語 一 の 昔」 國 語全體 として 一 なる のみなら す單語 其 他の 組立に 於ても 一 。 

「東に 移り」 「東に 向て」 か. 「東より」 か 判明らない、 「東」 は 固有名詞 である、 單に 「束 方」 

の 意で はない、 パ レ スチナ より 東方に 當る メソポタミア 地方 卽ちチ グリス、 ュ ー フラ テス の 沿岸で あ 

る 0 

「いざ」 g.o  to 叉 は I10W とい ふが 如く 或 事に 着手 せんとす る 時の 呼び掛けの 語で ある。 

「石の 代に 瓦 を 獲」 メソポタミア 地方 は 恰も 我國 の上總 九十 九 里の 沿岸 又は 尾 張-牛 原の 中央 等の 

如く 石に 乏しき 所で ある、 故に 石の 代りに 瓦卽ち 煉瓦 を 作った ので ある。 

「灰沙 の 代りに 石 漆 を 獲たり」 昔 は 石を间 むる に灰沙 を用ゐ た、 其 代りに 「石， 漆」 卽ち 令の ァス 

フ アルト を疲 たので ある、 ァス フ アルト は 八 マ 日尙シ ナルの 野、 殊に 死海の 海底より 多量に 產 出せら る。 

r 邑」 大 なる 都で ある、 人類の 巢窟叉 は 大家族と もい ふべき 築團 である、 我國の 多くの 都 會の如 

き 町村の 集合 體 の 如き 者で はない。 

「塔」 バビロンの 塔 は 「ヂ クラ ー ト」 と 稱し其 巨大なる 事 到底 我國の 所謂 塔の 如きで はない、 佛 

國の アイ フル 塔 も 比較す るに 足りない、 例へば 東京 神 田區の 一 街 を土臺 として 其 上に 建設した る 人工 

的の 小 丘で ある、 從て其 都の 見えざる 數十 里の 遠距離より 塔の みは 之 を 見す る を 得べ く 以て 人の 注 

意を惹 かんと 欲した ので ある、 バビ 0 ン 地方に は 今 も 尙ほ此 「塔」 の 遺物た る 煉瓦の 堆積が 遺って 居 

ると い ふ。 


「天に 至らし めん」 原語に 「至らし めん」 の 字な し、 バビロン 人 如何に 無學 なりし と 雖も塔 を 作. 

りて 天に 上らん と はしなかった、 否 塔の 築造 其 事が 彼等に 深き 知識 ありし 事を證 明す る、 「天 を 指し 

て」 叉 は 「天 を 以て」 の 意な らん、 多分 十二宮の 圖を 塔の 頂に 揭 げたので あらう。 

「我等 名 を 揚げて 云々」 功名 を 立て 偉力 を 示し 我等 こそ はか i る 強大なる 國 民なる 事 を 全世界に 

現 はし 以て 一 致團結 せんと 欲した ので ある。 

「エホバ 降りて 云々」 邑は 建てられ 塔 は 成らん とす、 人 は 其 中央 集權の 目的 を 達せん とす、 祌は. 

上より 之 を 見、 若し 之 を 放任 せんに は 彼等 今後 何 を 企つべき か 鬧 るべ からざる もの ある を變へ 給うた 

の である。 

「我等 降り」 聖書に 於て 神 は 初より 「我等」 と 言 ひ 給 ふ、 神 は 勿論 多數 ではない、 獨 一 無 一 一で あ 

る、 然しながら 三位 ー體 である、 父なる 神と 于 なる 神と 聖靈 なる 祌と である。 

「彼等の 首 語 を 滑し 云々」 祌は 彼等の 建てた る 邑叉は 塔を壞 たんと は 言 ひ 給 はない、 邑と 塔と は 

其儘存 つたで あらう、 然しながら 祌 彼等の 言語 を亂し 給へば 彼等 は 忽ち 散亂 して 邑の 建設 を 中止せ ざ 

る を 得ざる に 至った ので ある。 

「是 故に 其 名はバ ベ ル (滑 亂) と 呼ばる 云々」 「バ ベル」 は 「バ ビル」 にして 「神の 門」 である- 

パ ビ tl ン 人は此 意味に 於て 名を附 したので あらう、 然るに バ ビロン に對 して 惡感を 有する へ ブル 人 は 

自己の 立場より 之 を 「滑 亂」 と 呼んだ ので ある。 

000000  000 〇 0000  00000000000000000 

注意すべき は rn ホバ 降りて 云々」 に 至る 迄 一 も 祌の名 を 見ざる 事で ある、 いざ 邑と 塔と を 建て 

「我等」 の 名 を 全世界に 揚げて 合同 せんとい ふ、 神の 爲 ではない 「我等」 の名譽 「我等」 の 幸 幅 「我 

人 額 最初の 平和 fiss  1 六 九 
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0  0  0  0  0  0  0  0なぃ，^1しろ0  0000000000000  0  OO00000O 

S の 勢力の 爲 である、 天地 を 造りし 祌を 蔑 にして 合同 せんと 欲した ので ある、 故に 祌は之 を 散亂. 

せしめ 給うた ので ある、 近代の 者 は 之 を 評して 言 はん、 祌は 何故 人類の 功名 を嫉む や、 何故 廣 量 

大度に 出で ざる やと、 神 若し 父なる 神に 非 ざり しなら ば 彼 は 彼等の 言の 如くに 爲し 給うた であらう、 

然しながら 父なる 神 を 離る、 は卽ち 子の 滅亡で ある、 之れ 彼等の 上に 神の 大な る聖 手の 降りし 所以で 

ある a 

而 して 神 は破壞 者なる と共に 乂 建^者で ある、 彼 は祌を 離れた る 人類の 計 畫を破 壞し給 ふ、 然れど 

も乂 直に 自ら 備へ給 ふ 所の 結合 を 始め 給 ふ、 バ ベルに 人の 言語 を亂 して 之 を 全地の 表面に 散亂 せしめ 

給 ひし 神 は、 セムの 後より 長き 系統 を經て 遂に アブラハム を カル デャの ウルより 呼び、 彼に 由て イス 

ラ H ルの 歷史を 始め、 更に ィ H ス キリストの 降誕と 再臨と に 由り 最後に 人類の 眞 正なる 和合 一 致を實 

現せん と 欲し 給 ふので ある、 故に 創世記 第 十 一 章に 於て バ ベ ルの 記事に 尋ぐ もの は セ ムの俾 である. 

OOOO0OOOOOOOO000O0OOOOO0OO0OOO000O0O00O 

(十 節 以下〕。 之れ 人類の 計畫に 基く 合同に 代 ふるに 神の 計畫に 基く 統 一 を 以てし 給 ふ 事を敎 ふるもの 

0  0  0 

である 0 

近代の 註釋家 (例へば ドライバ ー 氏) は 口 ふ、 此 記事 は 之を歷 史的に 見る 能 はす、 人類の 言語が 一 

なり しとい ひ 神 之 を 亂し給 へりと いふ も 言語の 成立 又は 混 亂は爾 く 容易に 行 はる i ものに 非す と、 然 

らば 此 記事 は 一 の 譬喩 又は 小說に 過ぎす して 其 深き 意義 は 著る しく 減殺され ざる を 得ない、 勿論 全 世 

界が 一 の國語 を 有した る 時代 は 今日 殆んど 想像すべからざる 太古の 事で ある、 然しながら 此處に 所謂 

「一 の 一一： 一口 語」 と は斯の 如き 意味で はない、 こは大 勢力家の 出現に 基く 國 語の 統一 である、 例へば 露 西 

亜 中に 幾 十 種の 言語 ありし に 拘らす 彼 得 大帝 及び 之に 鑌 きし 幾多の 英傑の 屮 Z 現により 一 億數干 萬の 民 


が 遂に 一 の 言語 を用ゐ るに 至りし が 如くで ある、 而 して 創世記 十 章 八 節 及び 十二 節に 於て 之が 說明を 

發昆 する 事が 3,:; 來る、 ；ー ム & デ なる 大 英傑 出現して 獨裁 君主と なり 大 なる 城 邑を 建設して 其國 民の 言 

語 を 統一 したので ある (或は 曰 ふ-一 ム ロデは 人名に 非す、 其 語源 「ムラ ー ド」 は 謀叛 を 意味す、 卽ち 

彼 は 神に 對 する 謀叛 人、 偽 基督たり と、 以て 其 非凡の 英傑な りし を 知る)、 然 らば 「言語 を亂 す」 と 

いふ も 亦 國語を 忘却せ しむる 事で はない、 露國 の帝窒 倒れて ウクライナ、 ポランド、 シベリア 等皆备 

刖の；？^1を使ふに至るが如く、 國 家の 分裂の 意で ある、 又 言語の 同 一 は 思想の 同 一 又は 主義の 同 一 を 意 

味す る、 其 生活の 根 抵破壤 せられて 思想 及び 主義に 分裂 を 生す るは歷 史上の 事實 である、 故に 創世記 

の記15^-は大體に於て之を歷史的に解釋すべきでぁる。 

功名の 發揚、 權 力の 振暢、 實 業の 繁榮、 而 して 世界の 統一 、 之れ 皆 佳き 事で ある、 古代の 英傑-一 ム 

ロデ之 を圖り 爾來稀 私の 英雄 チヤ ー レ マン、 ぺ ー トル、 ナボレ オン 等 皆 之 を 11 つた、 然るに 彼等の 事 

業の 悉く 失敗に 歸 せし は 何故で ある 乎、 彼等の 爲す所 凡て 佳 かりし と雖も 唯一 っ缺 くる 所 ありし が 故 

O0OO00OOO0OOOOOOOOOO  OOOOO0OO0OOOOO0OOO00 

である、 彼等 は 一 言 も 神の 名 を唱へ ざり しが 故で ある、 バ ベルに 於け る 人類 最初の 平和 會議の 混亂に 

000000000000O0  ム  <1.1 厶厶 厶  <1<1<】<1 へ 1<3<1 

終りし 所以 は 全く 此處 にあった、 平和 は 可な り、 聯盟 は 可な り、 然れ ども 世に は 神の 定め 給 ひし 唯一 

△  AAA 厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶  <1< "厶厶 <!△△,, 厶厶厶 厶厶ム  <1 厶厶厶 

の 平和 聯盟の 途 あるの み、 之 を 除いて 決して 永久 的 平和 永久 的 聯盟 あるな しと は 聖書の 明白に 敎 ふる 

厶厶厶 △ 厶 

眞理 である。 

飜て S 心 ふに、 今 囘の巴 里に 於け る 平和 會議は 如何、 余 も 亦 之 を歡迎 したる 者の 一人で ある、 然しな. 

がら 先づ 解し 難き は會議 地と して 巴 里 を 選定した る 事で ある、 戰 前の 巴 里 は 世界 腐敗の 中心に して 實 

に 近^の バビ 口 ン であった ではない 乎、 此處に 萬 W の 政治家 等 相 集りて • 世界の 平和と 人類の 合同と を 
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議 しつ、 あるので ある、 而 して 彼等 は 如何にして 之を議 しつ i ある 乎、 害て フランクリンが 費 府に 

於て 米 國の獨 立を議 せんとせ し 時 彼 は會衆 一 同に 吿げて 曰うた、 斯 かる 大 問題 は 祌に 祈らす して 之 を 

議 する 能 はす、 故に 毎朝 敎師を 招き 祈禱を 以て 會議を 始めん と、 福 ひなる 哉 北米 合 衆國、 斯の 如くに 

して 成りし ものが かの 有名なる 獨立宣 首 書で ある、 之れ 世界の 曾て 作りし 最も 完全なる 合同の 議決 書 

O0OOO0OOOO0O0O0O0O0OO0OO000O000O00OOOOOOO 

である、 然るに 巴 里に 於け る 平和 會議が 祈躊を 以て 開かれた りと は內 外の 新聞 電報の ニー 111 も 報ぜざる 

所で ある、 J1 イド • ジョ ー ジ 又は ウィルソン は 熱心なる 基将 者な りと 聞く、 然るに も 拘らす 彼等が 世 

界 十五 億の 民の 合同 平和 を圖る 軍； 大事 件を議 せんとす るに 當り 神の 名 キリス トの名 Q 下に 祈禱を 以て 

せざる は 何 を 示す ので ある 乎、 巴 里に 於て 獨 逸の 事 白 耳 義の事 戰爭の 事 經濟の 事 其 他 何事 を 語る も自 

由で ある、 然しながら 唯 エホバの 名のみ は 禁物と せらる、 祌を拔 きにして 人類の 合同 を 計る、 之れ 豈 

パ ベ ル の 會議に ^ 似して 居る ではない 乎、 故に ェ ホバ の 神 は 四千 年 前と 同じく 今 囘も亦 「いざ 我等 降 

り彼處 にて 彼等の 言語 を 清し 互に 言語 を 通す る 事 を 得 ざら しめん」 と 言 ひ 給 ふで あらう、 巴 里に 於け 

る 平和 會議も 亦 人類 最初の 平和 會議と 同じく 混亂に 終る であらう、 試に 昨今の 新聞 電報 を 見よ、 而し 

て 之 を數月 前に 現 はれた る 世界の 大 なる 期待と 對 比せよ、 國際 聯盟 を 以て 现 想の 實 現と 做し 大統領 ゥ 

ィルソ ンを 以て 人類の 救 主と 做した る 者 は 今 何處 にある 乎、 自ら 名 を 揚げて 合同 せんと 欲した る國民 

等の 却て 全地に 散亂 せんとす る徵 候が 旣に見 ゆるで はない 乎、 平和 會議は 何故に 爾く 我等 を 失望せ し 

めた ので ある 乎、 其 說明は 明白に 聖書の 中に 示さる \ ではない 乎、 之 を 東京に て 語る も 未だ 足りない、 

余輩 は 之 を 巴 里の 中央に 於て 叫びた く 欲 ふ、 實に 禍 なる は 神に 祈らす して 歸合を 作らん と 欲せし 政 

治 家敎師 等で ある、 彼等 は 一 一 十 世紀の 今日 搏びバ ベ ル會議 の 覆 轍 を 踏みつ \ あるので ある。 


而し てこ は 獨り國 際 問題に 限らない、 個人 間の 平和 然り、 敎會の 合 同然り、 我國に 於け る敎會 合同 

の 未だ 實 現せざる は 何故で ある 乎、 余 は 虞る 敎會の 名士 一  堂に 會 合して 互に 其 利害 を讓 らんと する も 

O0O00000O0000  厶厶厶 厶< "厶厶 厶厶厶 <"<! 厶厶 

合同 は 永久に 成立せ ざる 事 を、 敎會 合同の 秘訣 は祈禱 にある、 會議に 先 だち て 祈 躊會を 開き 合同の 主 

A 厶厶 △<!△△△△ 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 <I<J<-<: 厶厶厶 厶厶<3<1<3<1<1厶<1 厶厶厶 .0 厶. c<:<1<"*1<1<3 

唱者 たる 敎會の 先輩より 始めて 一 同 自己の 罪を悔 改め 互に 主の 名に 由て 相赦 さんと 欲する 待 一 條の法 

<!△△<" 厶厶厶  <1<1. <"<<:△  A 厶 厶厶厶 

^なくして 合同 は 直に 成立す るで あらう。 

而 して 合同の 要件 はた 1- H ホ バを迎 ふる 事に あるの み、 其 他に 何の 條件を も 要しない、 各々 其 住む 

所の 家 を 異にする も 眞實の 合同 を 妨げない ので ある、 バ ビ a ン の 英傑 は 先づ國 民の 言語 を統 一 せんと 

欲した、 然しながら 祌は 言語の 統一 を 要求し 給 はない、 ペンテ コステ の 曰聖靈 降りて 使徒 等の 大說敎 

を 始めた る 時 彼等 は 諸國の 言語 を 以て 語った、 神は會 衆の 言語 を 統一 せす して 却て 使徒 等に 異なりた 

る 言語 を學 ばし め 給うた ので ある、 叉 默示錄 七 章 九 節に 曰 ふ r 此後我 見し に 諸 國諸族 諸 民 諸 音の 中よ 

り 誰も 數へ盡 す 能 はざる 程の 多くの 人 白き 衣 を 着、 手に 踪梠の 葉 を 持ち 寶 位と； ffi- の 前に 來 りて 立てり、 

彼等 大聲に 呼 はり 曰 ひける は 云々」 と、 依て 思 ふに 天 園に 於ても 亦 諸 國の民 皆 其 特異の 言語 を 以て 祌 

を 讚美す るので あらう、 而 して 一一 ーーロ 語 は 寧ろ 其 異なる 所に 美 はし さが ある、 和合 一 致を妨 ぐる もの は 言 

語で はない、 敎會の 合同 を妨 ぐる もの は敎 派で はない、 敎派は 其 儘に て 可な り、 t 、い を 一 にして， を 

0  0  0  ひ づ 

崇めよ、 然 らば 敎會の 眞實 なる 合同が 成る であらう、 主の 前に 跪きて 平和 を議 せよ、 然 らば 完全なる 

園 際 聯盟が 成る であらう。 I 藤 井武肇 記) 
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te^ 伯 拉 罕 傳 の 研 究 

序 言 

舊約 聖書が 解らないで 新約聖書 は 解らない、 舊約は 新約の 最も 善き 註解で ある。 

ァ ゾラ ハム は 今 口の 我等に 關係 のない 人物で はない、 彼 は 今より M 千年 前の 人で あるが、 然し 信仰 

的に は 我等の 極く 近い 友人で ある、 我等と 境遇 を 異にし 時代 を 異にした る 彼 は 我等の 信仰の 父で ある 

彼の 傅 記に 解し 難い 事は掛 くない、 然し 其の 屮心 たる 信仰の 一事 は 我等の 善く 解し 得る 所で ある、 信 

仰 的の アブ ラハ ムは實 に 今 曰 現下の 人物で ある。 

ァ ブラ ハ ム の 傳記を 以て イスラ H ル 人の 歷 史は始 つた、 隨て キリストの 生涯と 直接の 關 係が ある、 

キリストの 生涯 は 其 多くの 點に 於て アブ ラ ハ ム の それに 像ら れ たる 者で ある。 

新約聖書に 列祖 (罹お 書 九 章 五節〕 と ある は アブラハム、 イサク、 ヤコ ブの 三人 を 指して 云 ふたので 

ある、 基督 敎は 祌がァ ブラ ハ ム に 誓 はれし 約束に 從 つて 出た ものである。 

テラの 移住 


(創世記 十一 章 二十 七 節 以下) 


ァ ブラ ハ ム の 父 を テラと 云 ふた、 「テラの 傅」 と 云 ふ は 其 系 圖と云 ふと 同じで ある、 但し 祖先の 系 

Ml を 云 ふので はなく して、 子孫の それ を 云 ふので ある、 之 を 表に 作れば 左の通り である、 

—アブ ラ ム  


テラ I 一 


ナ ホル- 


ハ ラ ン. 


一-口 


 ミ ル 力- 

——ィ ス 力 (サ ライ？ 0 

テラに 三人の 子が あった、 アブラム は 多分 其の 長子で あつたの であ らふ、 ハラン は 三人の 子 を 遣し 

むすめ  力 ひ 

て 早世し、 ナホ ルは ハランの 女卽ち 彼の 姪を迎 へて 妻と なした、 アブラムの 妻をサ ライと 云 ふた、 波 

女 は ハランの 女 イス 力と 異名 同人であった らふとの 說が ある、 或 ひ はさう であった かも 知れない、 二 

十 章 十二 節に 彼女が 彼の 近親であった ことが 記して ある、 何れに しろ テラ 家の 一家 族 は 或る 避け 難き 

O0O00OO00O0OO00OOOOOO 

事情の ために 近親結婚 を 行った 事 は 確かで ある。 

繭う して 其 事情と は 3： であった らふ 乎、 確かに は 解らない が、 多分 周圍の 偶像 信者との 混合 を 避け 

んが ためであった らふ、 テラ 家の 故鄉 なる カル デャの ウル は 有名なる バビロンの 巿 より 遠から す、 偶 

像 崇拜の 盛んなる 地であった、 恰 かも 我國の 名古屋 市の 如き 所であって、 繁華なる 不道德 なる 所で あ 

つたら しい、 此 中に 在て 純潔なる H ホバ 崇拜を 維持 せんと 欲す、 近親結婚 は 止む を 得ざる 次第で あつ 

アブラハム 薛の „s ：宄  一七 五 
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たので あら ふ、 神の 子等が 人の 女子 を 取て 妻と なした のが 洪水 以前に 於け る聖民 K 落の 起因であった 

(六 章 二 節〕、 义 後に 至て ァ ブラ ハ ムが其 家 宰に嘱 して 其 子 イサクの ために 力 ナン 人の 女 を 妻と し 取ら 

ざら しめたの も此 ためで ある (二十 四 章 二， 三 節)、 結婚 は 私事であって 私事で ない、 信仰 維持の ために 

は 近親結婚 も 時には 止む を 得ない、 此事 勿論 今日の 我國に 於て 基督 敎徒 は怫敎 徒と 結婚して はなら な 

いと 云 ふこと ではない、 惡 人の 滔々 として 基督 敎會， 2： に人來 りし 今日、 信徒 相互の 結婚 は 不信者との 

結婚よりも 危險 である、 テラの 一家の 場合に 於て は 信仰 は 道徳であった、 異敎 信者と 結婚 を 避けて、 

彼 は 罪惡の 感染 を 避けた ので ある。 

テ ラが 終に 其 故鄕カ ルデャ の ウル を 去りし 北ハ 理由 も 亦 其 腐敗 を 避けん ためで あ つ たに 相違な い 、 恰 

かも 淸黨の a 先が 英國を 去て 新 英洲に 到りし と 同然、 移住の 目的 は經濟 的で はなく して 信仰であった、 

人類の 歷史に 於け る 大事 業は厘 々斯 かる 移住に 由て 成った、 若し テラが 偶像； へ ^ 拜の 盛なる カル デャの 

ウル を 去らなかったならば 如何であった らふ、 若し 彼が 多くの 情實に 揮： はれ、 彼の 將來 を. -慮 りて 舊 

き 腐った る カル デャの 地に 止って 居ったならば 如何であった らふ、 モ ー セのー 神敎は 無った であら ふ、 

バウ & の 基督 敎は 無った であら ふ、 隨て ダンテの 天主 敎も、 ル ー テルの 新敎も 無った であら ふ、 隨て 

吾人 今日の 信仰 も 無った であら ふ、 テラの 斷乎 たる 移住 は實に 今日より 見れば 世界的の 事業であった、 

此 創世記の 數 節の 中に 人類 M 千年間の 進歩 歷史が 籠って 居る。 

アブラムの 移住 


(創世記 十二 章 一 —八 節) 

テラ、 カル 、チヤ を 去て ユウ フラ テス 河の 上流 ハラン (カランと 訓む べし) の 地に 到り、 其 目的地た 

る 力 ナンに 達する 能 はすして 其 地に 死んだ、 依て 其 子 アブラム、 父の 志を繼 いで 更らに 西の方 力 ナン 

に 向て 出立した、 

爱に H ホバ、 アブラムに 言 ひ 給 ひける は、 汝の國 を 出で、 汝の 親族に 別れ、 汝の 父の 家 を 離れて 

我が 汝に 示さん 其 地に 至れ (一節〕 

と、 是れ 奉す るに 隨分辛 らい 命令であった、 「アブラム 乃ち エホバ の 己に 首 ひ 給 ひし 言に 從て 出たり」 

と、 目的の ない 移住で ある、 ii: 處へ 行けと 云 ふので はない、 「我が 汝に 示さん 其 地に 到れ」 との 命で 

ある、 神に 導かる.^ 儘に 行けとの 事で ある、 而 かも アブラム は しなかった、 彼 は 萬 事 を 神に ね 

て 親族と 父の 家と を 後に して 行 先 不明の 旅程に 就いた。 

テラ は ウルの 巿 民の 中より 撰拔 され、 アブラム は テラの 一族の 中より 撰拔 された、 撰拔 (豫 お) は 

神が 人 を 救 ふの 順序で ある、 精選 又 精選、 斯 くして 信仰 も陶汰 される ので ある。 

シケム (六 節) 後に てサ マリヤの 市の 建てられし 所、 イエスが 其邊 にて サ マリヤの 婦と 語り 給 ひ 

しと 云 ふ ヤコ ブの 井戶の 在りし 所より 程遠から ぬ 所に ある。 「處」 と ある は 「聖 處」 の 意であって、 

r シケム の 神聖， なる 所」 卽ち アブラムが 後に 祭壇 を 築きし 所との 意で あら ふ、 「及び」 は 「乃ち」 と 

讀 むべき である、 祭壤は r モ レの 橡樹」 と稱 し、 當時 有名の 大木の 在りし 所に 築かれた ので ある。 

斷然 家鄉を 去りし ァ ブラ ム の 信仰に 報ゐん ために M ホバ は 兹に己 を 彼に 顯 はし 給 ひて 「我れ 汝の t 田 
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裔に此 地を與 へん」 との 約束 を 賜 ふた。 

テラと アブラムの 二 同の 移住に 由て、 兹に撰 民 發展の 端緒 は 開かれた、 神の 命令に 出で、 人の 信仰 

に 成り、 祝 幅され たる 端緒であった。 

饑饉 を ヱ ジブ トに 避く 

(創世記 十二 章 九 節 以下) 

此 記事の 中に 信仰 上、 刖に 注目に 値 ひすべき 者 はない、 た アブラムが 小なる 嘘 曾 を 吐いて 無ハ- 仏の 

心配 を 己が 身に 招き、 其 妻を大 なる 危險に 曝ら せし 事、 H ホバの 特別の 干涉に 由り、 妻の 節操 を 全う 

する を 得し 事が 錄 して ある、 信者に 取りて は 嘘 言 は 小なる ものと 雖も 語る ベから すで ある、 叉 不信者 

*フ つ. i 

に 取りて は 彼が 信者 を 肉 慾の 器と 爲 さんと する は大 なる 危險 である、 神 は それが ために 彼 (不信者〕 

を惱 まし 給 はん、 彼 は 速 かに 彼 (捕 はれし 信者) を放釋 すべきで ある。 

アブラム ロトと る 

(創せ 記 十三 章) 

アブラム、 エジプトより 歸り、 ベ テルと アイの 間に 暫時の 居 を 定めた、 時に 彼の 家財 は增 して 甥の 

n ト と共に 同所に 居住す る 能 はざる に 至った、 アブラム の 牧者と B トの 牧者との 間に 競 爭が始 つた、 


1 一人 は 分離せ ざる を 得ざる に 至った、 然るに 此 時に 方て アブラム は 其 甥 ロトに 向って 伯父た るの 權威 

を 振はなかった、 彼 は 甚だ 謙 遞で叉 深切であった、 彼が 11 トに 曰へ る 言 は實に 平和 を 愛する 人の 言で 

ある、 

あらそ ひ 

我等 は 兄弟 なれば、 請 ふ、 我と 汝の 間、 及び 我が 牧者と 汝の 牧者との 間に 競爭 あらしむ る 勿れ， 

地 は 皆な 汝の 前に 有る にあら す や、 請 ふ 我 を 離れよ、 汝、 若し 左に 往 かば 我れ 右に 柱かん、 叉汝 

若し 右に 往 かば 我れ 左に 往 かん (八、 九 節) 

と、 是比 普通、 伯父が 甥に 向って 發 する 言で はない、 誠に M ホバの 忠僕の 言で ある、 アブラムの 氣質 

は此 等の 言に 於て 善く 現 はれて 居る。 

然し ロトに は アブラムの 謙遲 がなかった、 彼は们 父に 讓 らんと は爲 なかった、 彼 は 伯父の 提 首 其の 

儘 を 受けて、 己の 欲する 所 を 撰んだ、 彼れ は 東の 方 ヨルダンの 低地の 善く 潤澤 ひて H, テンの 園の 如く 

なる を 見て 自 から 之れ を 撰んで 其處に 移った、 然るに 何ん ぞ 計らん、 潤 澤の地 は郭惡 の 地であった、 

ゾ ドム、 ゴ モラと いひて 古代 惡德 を以 つて 有名なる 市邑の 在る 所であった、 大慾は 無慾に 等しで ある 

肥えた る 土地 を 擇んで 罪人の 中に 陷 つた、 ロトの 不幸 は 東方 移住 を以 つて 始 つたので ある、 其の 事 は 

後に 審か である。 

之に 反して 其 甥 に 先き を讓 りし ァ ブ ラ ム は 其 謙 通と 讓退 とに 由 て大 なる 祝福 を 得た、 

ロトの アブラム に^れし 後、 H ホパ、 アブラムに 言 ひ 給 ひける は、 汝の目 を擧げ て汝の 居る 所よ 

り 西 東北 南を瞻 望め、 凡そ 汝が觀 る 所の 地 は 我れ 之 を 汝と汝 の 裔に與 ふべ し、 我れ 汝の 後裔 を 地 

の 塵 砂の 如くな さん、 若し 人、 地の 塵 砂を數 ふること を 得ば 汝の 後裔 も數 へらるべし、 汝、 起て 
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縱 横に 其 地 を 行き 巡るべし、 我れ 之 を 汝に與 へんと (十四 I 十七 節〕 0  . 

是れ 資に大 なる 約束で ある、 雨う して 是れは アブラム の 其 甥 ロトに 對 する 寛大の 措置の^ 賞と して 

彼に 與 へられた ので ある、 アブラム は 善き もの を 他人に 讓て、 己れ は それよりも 更らに 善き もの を祌 

より 賜 はった、 謙 遞の結 架 は 常に 此 通りで ある、 得ん と 欲する 者 は 失 ひ、 失 はんと 欲する 者 は 得る、 

無 愁は大 慾に 等しで ある、 アブラム の 無愁は エホバ の歡ぶ 所と なりて、 彼に 福祉 を來 すの 基因と なつ 

た 0 

ァ ブラ ハ ムを 信仰の 人と いふ は、 彼が 斯 かる 人であった からで ある、 彼が 何にも 今日 I に稱 する 宗 

敎的 熱心 家であった からで はない、 彼が H ホバの 聖名を 喧しく 唱 へたから ではない、 彼の 氣 質と 行爲 

とが 謙 進で、 從 順で、 寡慾であった からで ある、 信仰の 人と は斯 かる 人で ある、 祌の 命と あれば 斷乎 

として 之に 從ひ、 人に 對 して 寛大に、 爭 つて 利 を 己に 牧 めんと しない 人、 是れが 信仰の 人の 模範で あ 

る、 アブラハム は 平和主義の 人、 謙遜の 人、 讓 退の 人であった、 故に 萬 世に 模く國 民の 祖父と なった。 

ロト、 ァヅ ラム を 離れて 拇 民の 淘汰 は 更らに ー步を 進めた、 此 時より して a ト 族の 運命 は アブラム 

埃の 運命の 正反對 であった、 其 事 は 創世記 を 研究す るに 循て 益々 明かに 現 はれて 來る、 祖先の 決斷ー 

つに 由て 子孫 千代の 運命 は 定まる ので ある、 慎むべき は 人生の 岐路に 立てる 時の 吾人の 行爲 である。 

ケ ダラ オメルの 侵入 

(創世記 十四 章) 


甥 は 愁に驅 られて 叔父の 許 を 去て 惡 人の 地に 入った、 然し 叔父 は 甥 を 忘れなかった、 其 危急の 場合 

に 臨んで は 危險を 冒して 其 救濟に 赴いた。 

そうして 危急の 場合と は エラム の王ケ ダラ オメルの ソ ドム 侵入であった、 彼 は 東方 三人の 王と 結ん 

で 西方 パ レス チナの 地に 攻 入った、 玆にソ ドムの 王と ゴ モラの 王と は 他に 三人の 王と 結んで 之 を 防が 

ん とした、 東方 g; 人の 王 は 西方 五 人の 王と シ デムの 谷に 戰 つた、 而 うして 戰爭は 全く 西 軍の 欧 北に 歸 

した、 ソ ドムと ゴ モラの 兩巿は 掠奪され、 其 人民と 財 魔と は戰 勝者の 運び 行く 所と なった、 而 して 被 

害 者の 中に アブラムの 甥 ロトが あった、 此事、 アブラムの 知る 所と なるや、 彼は贩 然として 起った、 

家人 三百 十八 人 を 率 ひ、 大 軍の 跡を逐 ひ、 ダ マスコの 邊に 於て 之に 追及し、 &トと 其 家族 並に 財産 を 

奪囘 した、 平和 好きの アブラム は 臆病者ではなかった、 危急の 場合に 臨んで は 彼 は 勇者と 化した、 玆 

に アブラム 劍を拔 いて 敵 を 屠った と は 書いて ない、 然し 彼が 腕力に 訴 へて 彼の 甥 を 救った こと は 確か 

である、 ケ ダラ オメルの 侵入に 由て 計らす も アブラムの 男敢 性は發 揮せられ た、 アブラムが 戰爭に 類 

したる こと を爲 したの は 唯の ー囘、 此時 丈け である、 此時を 除いて は 彼の 全生涯 は 平和なる 家庭の 生 

涯 であった、 名 を 萬 世に 垂れた る アブラム は 功を戰 場に 立てた る 人で はなく して、 純然たる 家庭の 人 

であった、 アブラハム 傳は 主として 彼の 家庭 談 である。 

アブラム、 ケ ダラ オメルと 其 聯合 軍を擊 破りて 歸る や、 途にサ レ ム の 王 メル キゼ. 、テクが。 ハ ンと 酒と 

を携 へて 彼を迎 ふるに 會 ふた、 此人は 至高き 祌の 祭司な りしと 云 ふ、 卽ち 一神教の 信者であって、 ァ 

プラムと 信仰 を 同う せし 者、 ソ ドム、 ゴ モラの 王 等と は 全く 主義 信仰 を 異にした る 者であった、 彼れ 

アブラム を 祝して 一一 =11 ふた、 
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願く は灭 地の 主なる 至高き 神 アブラム を 祝 幅し 給へ 

願く は 汝の敵 を汝の 手に 付し 給 ひ し 至高き 神に 稱 り あ れ 

と、 實に 立派なる 祝； g の 一一 a 辭 である、 拜 すべき 者 は. が； 高き 祌、 彼 は 天地の i なりと 云 ひ、 而 して 功績 

は 之 を アブラムに 歸せ すして 彼に 勝利 を 賜 ひし 此 至高き 神に 歸 すべし と 云 ふ、 此 祝福の 辭に 接せし ァ 

プラムの 歡喜 は她何 許りな りし ぞ、 彼は卽 座に 彼の 所有の 十分の 一 を ぼり て此 人に 對 する 彼の 尊敬 を 

表した、 異鄕カ ナンの 地に 在て アブラムと 信仰 を 同う し、 彼に 深き 同情 を 寄せし 者 は 實に此 メル キゼ 

デク 一 人であった、 アブラムと 其 子孫と は 永久に 此 人の 恩 を 忘れなかった、 其 事 は 詩篇 第 百十篇 四 節、 

希 伯來書 五 草より 七 章までに 照らして 見て 明かで ある。 

メル キゼ デク王 去て 後に アブラム を迎 へし 者はソ ドム の 王であった、 彼 は 曰 ふた、 

人 を 我に 與へ、 物 を汝に 取れ 

と、 是れ 無禮の 言であった、 己れ は戰に 敗れ、 家人と 家財と を 敵に 奪 はれ、 之 を 囘復し 能 はざる に、 

今や ァ ブラ ム の 之 を 奪 囘し歸 へる に 及んで 其 處分を 彼に 要求した ので ある、 ァ ブラ ム は 之 を 聞て 怒ら 

ざる を 得なかった、 

我れ 天地の 主なる 至高き 祌 エホバ を 指して 言 ふ、 一 本の 絲 にても 鞋帶 にても すべて 汝の所 屬は我 

れ之を 取らざる べし、 恐らく は汝 「我れ アブラム をして 富ましめ たり」 と 一一 一一 a はん、 

と、 アブラム はソ ドムの 王より は 一本の 絲 にても 鞋帶 にても 受け じとの 事であった、 至高き 神の 祭司 

なる サ レムの 王に 接して は 之に 其 所有の 十分の -を 獻ぜし アブラム は、 神 を識ら す、 奢侈に 耽り、 不 

法、 猥褻 を 以て 其！： の 上に 立ちし ソ ドムの 王より は絲 一本 を も 受け じとの ことであった、 柔和なる ァ 


プラム は 叉 豪氣の 人であった、 彼 は 聖者に 物を饋 つて 惜ま なかった と 同時に 叉 俗人より は絲 一 本たり 

とも 受けん としなかった、 

我れ 天地の 主なる 至高き 神 エホバ を 指して 言 ふ、 一 本の 絲 にても 鞋帶 にても 汝の 所屬は 我れ 之 を 

取らざる ベ し、 

と、 我等 も 亦、 その 責挨 なると、 商人なる と、 外國 宣敎師 なるとに 關 はらす、 卑俗の 人が 我等に 物 を 

與 へんと する 時に 方て はァ ブラ ム の 此言を 以て 斷然之 を 斥くべき である。 

註、 ケ ダラ オメル (clledorlaonler) はバ ビ 口  二 ャ 語の ク ー ヅル • ラ ゴ モ ル (Kllaur  rjagcmcr) 

卽ち r ラゴ モ ル (神の 名〕 の 僕」 の 意であって、 之に 類した る 名の バ ビ 口  -ー  ャ 王の 中に ありし こと 

は該 地方に 於け る 近世の 考古 學的發 見に 由て 明かに なった。 

- シナル の 王 アム ラペル はバビ ロー ーャ 語の ハム ムラ ビ (Hammuml>i) であって、 彼が 紀元前 二 千 

二三 百年 頃 西方 亞細亞 に 於て 覇權を 振った こと は 今や 歷 史上 疑 を 挟み 難き 事と なった、 所謂 ハム ム 

ラビ 律と 稱し、 羅馬 法、 摩 西 律よりも 更らに 古き 法律 は 始めて 此 人に 由て 編成され た、 アブラムの 

時代 は 決して 野蠻 時代ではなかった、 今 を 去る 叫 千年 前の 事で は あるが、 其 時旣に 法律 も 有り、 文 

いと. U か 

學 もあった、 殊に 天地の 主なる 至高き 神の 崇拜 があった、 聖書の 年代の 計算に 由て アブラムの 時代 

は 紀元前 千 九 百年 乃至 一 一千 年と して 知られて 居った が、 今や ユウ フラ テス 河岸に 於け る 古代文明の 

遺物の 發 見に 由て 此 計算に 大 なる 違算の なかった 事が 明 c になった、 卽ちァ ブラ ム の 年代 を 紀元前 

二 千年と 見て 大差の ない ことが 判明った。 
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嗣子の 禱求 

(創世記 十五 章) 

自己に 不實 なりし 甥の 難に 赴いて 之 を 救 ひ、 架 者に 會 ふて 之に 多大の 尊敬 を 表し、 惡 者に 舎 ふて 共 

有利なる 提供 を 斥く、 ケ ダラ ォ メル 俊 人事 件に 際して ァ ブラ ム は 彼の 敢と 敬虔と 寡愁の 本性 を彰は 

した、 玆に 於て か H ホバ は 例に 由り て復た 彼に 顯 はれて 口 ひ 給 ふた、 

アブラムよ、 權る V 勿れ、 我 は 汝の干 櫓な り、 汝の 甚だ 大 なる 赛 なり 

と、 アブラム は 他に 對 して 寛大で あり、 自己に 對 して 寡慾であった、 故に 神 は 彼 を 賞め 彼 を 慰めて 曰 

ひ 給 ふた、 缺乏 を懼る i 勿れ、 そ は、 天地の 主なる 我 は 我 は、 汝の干 措、 汝の 甚大の 賓 なれば 也と、 

實に 神に 依る 者の 受 くる 賓は金 でもなければ 銀で もない、 叉 其 干糟は 政府で もなければ 敎會 でもない、 

神 御自身で ある、 彼れ 御自身が 我等の 最高き 櫓、 最 固き 砦で ある、 而 して 又 彼れ 御自身が 我等の 最責 

き寶 である、 エホバ は 今 此贵き 敎理を アブラムに 傅へ 給 ふた、 然し アブラムに はま だ此 事が 能く 解ら 

なかった、 故に 彼 は エホバ に 答へ て 曰 ふた、 

中： エホバ よ、 汝、 我に 何を與 へんと し 給 ふや、 我れ は 子な くして 逝かん、 此ダ マスコの H リエ ゼ 

ル 我が家の 相镜 人な り、 視ょ、 汝、 我に 子 を 賜 はす、 我の 家人、 我が 嗣子と ならん とす、 

と、 アブラムが 今筌 んで歇 まざる 者 は 嗣子であった、 然るに 彼に 子な くして、 彼の 財產は 家人 ダ マス 

コの H リ H ゼル の 手に 渡らん とす、 神 は 彼に 甚大の * を 約束し 給 ひしと 雖も彼 は 之 を 受けて 何 かせん、 


世に 子に 勝 さるの 寶 なきに 非す や、 神 は 彼に 子 を 賜 はす、 彼 は 神が 彼に 下さん とする 「奢」 の 何たる 

乎 を 解す る 能 はすと。 

「我れ 子な くして 逝かん」 「子な くして 居り」 ではない、 「嗣子な くして 逝らん、 憐 むべき 我なら 

す や」 との 意で ある。 

然れ ども 神 は 怨言が ましき アブラム の 此言を 責め 給はなかった、 却って 彼に 嗣子 を も 給 はんと 約^ 

し 袷 ふた、 夜、 彼 を 屋外に 携 出し、 天空に 輝く 星 を 示し、 r 汝の 子孫 は是の 如くなる べし」 と 言 ひ 給 

ひて 彼に 力 附け給 ふた。 

しか ほね 

七 節 以下 は 古代に 於け る 誓約の 式で ある、 之に 類した る 式 は 希 職人の 中に も 行 はれた、 卽ち 馬の 屍 

を 二つに 截 つて 盟約 者 は相携 へて 其 間 を 通った ので ある、 神が 人と 盟約 を 結ぶ に 方て 人の 定めた る 法 

式に 循 つたと は 信じ 難い ことで あるが、 然し 今に 至て 其 眞偽 を判斷 する こと は 出来ない、 或 ひ は 神が 

幼 禅の 民を敎 ゆるに 方て 斯 かる 手段 を 執られた ので ある 乎 も 知れない、 或 ひ は 七 節 以下 を 省い て 直に 

十六 章 一 節を讀 めば 前後の 聯 結が 善く 着く の を 見れば、 第 七 節 以下 契約 結 締に關 する 記事 は 後， の 人 

の 想像 K 入に 係る 者であって、 實 際に 有った 事で ない 乎 も 知れない、 聖書の 首は必 しも 是非 其 儘に 解 

釋 しなければ ならない 者で はない、 敬虔と 常識と を 以て 之 を 究め、 其 解し 難き 者 は 解し 難き 者と して 

存 して 置くべき である。 

此 章の 中に 於て 最も 肝要なる 言 は 第 六 節で ある。 

アブラム、 M ホバを 信す、 エホバ 之 を 彼の 義 とし 給へ り。 

我等、 キリストの 福音 を 信す る 者に 取りて は此 言葉の 意味 は 明白で ある、 バウ 口 は 幾 囘か此 言雜を 
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引いて 其 解說を 試みた (羅馬 書 四 章 一一 一節， 加 拉太書 三 章 六 節)、 此霄葉 は 叉 雅备書 二 章 二十 三 節、 希 伯 来書 

十一 章 八、 十七 i§ にも 引かれて ある 意義深 淵の 言葉で ある、 實に アブラムの 全生涯が 信仰の 生涯で あ 

つたので ある、 彼が 特に 神に 愛せられ たの は 之れ が爲 めで ある、 彼 を 正義の 人と いふ こと は 出来ない、 

彼 は 殊更ら に 信仰の 人であった、 神の 命と しあれば 疑 はすして 之れ を 信じ、 其 示す が 儘 を 行った、 故 

に-止 義の 人なら ざり し アブラム は 其 信仰に 由て 正義の 人と して 認められた、 而 して 彼は實 際に 正義の 

人と なった、 彼が ソクラテス や 孔子と 異なる 所 は玆に 在る、 此 世の 義人 は 先づ義 しからん とする、 神 

の 人 は 先 づ祌を 信ぜん とする、 神に 信頓 せんとす る、 二者の 道義 は 其 發足點 に 於て 違って 居る、 アブ 

ラム は 此點に 於て キリスト 系の 人で ある、 故に 我等の 兄弟であって 又 我等の 祖先で ある。 

アブラム の 失敗 

(創世記 十六 章) 

神 は アブラムに 子 を 賜 はんと 約束し 給 ふた、 然し 其妻サ ライ には子がなかった、 依て アブラムと サ 

ライと は 思 ふた、 嗣子 は 多分 正妻に 由て 與 へられる ので は あるまい と、 彼等 は 如何にもして アブラム 

の 身より 出た る 嗣子 を 得ん とした、 兹に 於て 當 時の 習慣に 從ひ、 サ ライ は 其 侍女 を アブラムに 與へ、 

彼女に 由て 嗣子 を 得ん とした、 誘惑 は アダムと H バ との 場合に 於け るが 如く、 女より 出で k 男に 由て 

行 はれた、 而 して 欲 ふ 通りに 子 を 得て 大波 爛 は 平和の 家庭に 臨んだ、 サ ライ は 自己の 供せ し H ジ ブト 

人ハ ガル を惡ん だ、 アブラム は 彼女に 抗言 ふこと が 出来なかった、 ハ ガル は 終に 懐胎の 身 を 以て 家 を 


逐 はれた、 アブラム は 心に 大 なる 悲痛 を 感じた、 是れ 彼の 生涯に 於け る大 失敗で ある、 彼は是 れが爲 

めに 終生 苦んだ、 聖書 人物の 中で 失敗し ない 者はィ H ス キリスト を 除いて は 他に 一人 もない、 モ— ゼ 

も、 ギ デオン も、 H リャ も、 エレ ミヤ も、 バウ 口 もべ テロ も 皆な 失敗した、 而 して アブラム も 其數に 

漏れなかった、 人 は 其 最も 得意の 點に 於て 失敗す る 者で ある、 アブラムの 得意と せし 所 は 其の 聖き平 

和なる 家庭であった、 而 して 後 は 家庭に 於て 失敗した ので ある、 彼 は 神の 定め 給 ひし 時 を 待つ 能す し 

て餘 りに 嗣子 を 得た さに 妾を蓄 へて 終生 拭 ふべ からざる の 苦痛 を 招いた、 然し 止む を 得ない、 彼 も 亦 

人で ある、 神の 攝理に 於て 是れ 彼のた めに 返て 善き 事であった ので あら ふ、 此 苦痛と 失敗と に 由て 彼 

はより 深く 神の 恩惠を 知った ので あら ふ、 聖書 は アブラム を 完全の 人と して 吾人に 紹介し ない、 信仰 

の 始祖なる アブラム も 亦 人で ある、 故に 失錯り 易き 者で ある、 然り、 實 際に 失錯った 者で ある、 故に 

我等の 兄弟で ある、 我等 を 推察し 得る、 又 我等の 近づき 得る 者で ある。 

ハ ガル、 アブラムの 男子 を 生めり、 アブラム、 ハ ガルの 生める 其 子の 名 を イシマエルと 名 づけたり 

パ ガル、 イシマエル を アブラムに 生める 時、 アブラム は 八十 六歲 なりき (十五、 十六 節 )o 第二 十一 章 

參考。 

割 禮の制 定 

(創世記 十七 章) 

アブラム 失敗の 後 十三 年 を經て エホバ はまた 彼に 顯 はれて 曰 ひ 給 ふた、 
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我 は H ルシャ ダイな り、 汝、 我 前に 歩みて 完全 かれよ、 

と、 エルシ ャ ダイ、 之 を譯ば 全能の 神で ある、 莊嚴 なる 名であって、 エホバと 云 ふが 如き 親しみ き 

と "マ、 

名で ない、 アブラム は 罪 を 犯して 後、 久しき 間、 神より 遠 かって 居った と 見える、 故に 神 は復び 彼に 

顯 はれ 給 ふに 方て 此嚴 めしき 恐ろしき 名 を 以てし 給 ふた、 神 は 又 前囘の 如く 「アブラムよ、 懼る \ 勿 

れ 云々」 と は 首 ひ 給はなかった (前々 章 一節)、 r 汝、 我 前に 歩みて 完全 かれよ」 と、 是れ 確かに 詰責 

の 言 紫で ある、 「汝、 何を爲 したる 乎、 シッ カリせ よ」 と 一一 一一 II ふが 如き 詰責に 警誡を 加へ たる 一一 百 葉で あ 

る、 之 を 聞きた る アブラム は 「地に 俯伏したり」 と ある、 左 も あるべき である、 玆に 於て 神 叉 彼に 吿 

げて曰 ひ 給 ふた、 

我れ 汝と 我が 契約 を 立つ、 汝は 衆多の 國 民の 父と なるべし、 汝の名 を此後 アブラムと 稱ぶ ベから 

す、 アブラハム (衆多の 國 民の 父) と稱 ぶべ し、 そ は 我れ 汝を 衆多の 國 民の 父と 爲 せば なり 云々 

と、 罪の 增す 所に は恩惠 もい ゃ增 さる (羅馬 書 五 章 二十 節)、 失敗の 後の アブラム は 却て 彼が 曾て 受けし 

最大の 契約に 與 つた、 嗣子 は必す 彼に 與 へられる であら ふ、 而 して 彼 は大國 民の 祖先と なる のみなら 

す、 衆多の 國 民の 始祖と なる であら ふ、 故に 彼 は 彼の 名を改 むべき である、. 彼 は 最早 アブラムと 稱す 

べきで はない、 アブラハムと 改 むべき であると、 アブラム は 「高き 父」 の 意であって、 日本語の 高祖 

に相當 する、 然し 彼 は單に ー國民 又は 一宗 派の 高祖た るに 止まるべき でない、 故に 其 名をァ ブラ ハ ム、 

卽ち 「衆多の 國 民の 父」 と改 むべき である、 そ は 彼の 子孫 は 全世界に .擴 がり、 國を 異にし、 政 を異 

にし 乍ら、 等しく 彼 を 始祖と して 仰ぐ ベければ なりと。 

ァ ブラ ハ ムは斯 かる 契約に 接して 更らに 驚いた であら ふ、 然し 信仰 を 以て 其 生命の 根底と 定めし 彼 


は 亦 此事を も 信じ 得た であら ふ、 如何にして、 又 如何なる 意味に 於て 彼が 衆多の 國 民の 父と なる ので 

ある 乎、 其 事 は キリスト 降 *1 二 千年 後の 我等なら では 能く 解らない、 然し、 アブラハム は 小兒の 如き 

信仰 を 以て 神の 此 契約 を 其言辭 なりに 納 けたで あら ふ、 聖書 はすべ て 預言の 書であって、 歷史 はすべ 

て 其 實現 である、 ァ ブラ ハ ムは 今日 實に 誠に 衆多の 國 民の 父で あるで はない 乎。 

兹に 於て 割禮の 式が 定められた、 是れは 男兒の 陽の皮 を 割る ことで ある、 早くより 埃 及 人、 亞拉比 

亞人 等の 間に 行 はれし 習慣で ある、 其 最初の 目的 は衞 生に あつたの であらう との 事で ある、 然し、 玆 

に は 古き 式が 新しき 意味 を 以て アブ ラ ハ ム に傳 へられた ので ある、 イスラ H ル 人に 取て は 割禮は 病毒 

豫 防の ための 習慣で はない、 宗敎的 儀式で ある、 然し、 實 際に 於て は 豫防を 兼ねた る隨 式であった こ 

と は 言 ふまで もない、 聖書の 中に ある 儀式 は 大抵 は 古き 習慣に 新ら しき 意味 を附 けた ものである。 

ソ ドムと ゴ モラの 滅亡 

(創せ 記 十九 章) 

ソ ドムと ゴ モラ はん マの 死海の 在る 所に あった 市で あると 一一 一一 n 傳 へられて 居る、 其 事の 眞偽は 今後の 地 

理學的 採險に 依らなければ 分らない、 或 ひ は 死海の 底より 古い 市の 遣 跡が 出て 來る かも 分らない、 何 

れ にしろ 一 一市 共に 今や 地上に 痕跡 を だ も 留めない 事 は 確かで ある、 ソ ドムと ゴ モラとの 滅亡 は 實に文 

字 通りの 全滅であった。 

二者の 腐 改は其 極度に 達した (第 十八 章 二十 三 節 以下 を 見よ)、 ァ ブラ ハム は 其 中に 五十人の 義人 
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は あら ふと 思った が、 善く 數 へて 見る と 五. r 人 も 無かった、 四十 人と 思 ふたが 四十 人 も 無った、 三十 

人， 二十 人、 十 人と 段々 と數を 減らして 算 へて毘 たが 十 人 も 無った、 實に憐 むべき 狀態 である、 玆に 

於て アブ ラ ハム は 神に 二 市の 救^ を 乞 ふて 見た が、 旣ゃ乞 ふの 理由 を發 見し 得なかった、 神 は 容易に 

社 會ゃ國 家 を 滅し給 はない、 義人 其 跡を斷 ち、 腐敗 其 極に 達して、 全然 人類の 團體 として 存在す るの 

理由 を 失 ふまで は 之 を 滅し給 はない、 然し^ 在の 理由 を 失った 以上 は 之を滅 さすに は 置き 給 はない、 

诚すは 人類 全體の 幸福の ために 必要で ある、 ソ ドムと ゴ モラと を 其 俊 に^して 置て 正義 は 正義で 無く 

なる に 至る、 實に 止む を 得ない。 

一 一市の 如何程 一 M 敗せ し 乎 は 第 十九 章 一 節より 十 節まで を 讀んで 見て 分かる、 是れー 一市の IS 惡の 一 端 

である、 斯 かる 暴 戾は每 曰の やうに 行 はれた ので あら ふ、 淸 潔の 念 もなければ 慈悲の 念 もない、 外來 

人 を M ふこと だ 酷、 唯 利 慾と 淫 縦に のみ 耽けった、 玆に 至て 全滅の 命令 は 天使に 由て 降った、 二人 

の 天使 は先づ 口 トに吿 げて曰 ふた、 

汝の 婿、 子、 女、 及びす ベて 市に 25 りて 汝に屬 する 者を此 所より 携 へ出づ べし 

と、 然るに 憐む べし、 ロト は 財產の 損失 を 恐れて 屮 Z づる ことが 出来なかった、 彼の 婿の 如き は 曰 ふた 

之れ 戲言 なり 

と、 而 して 容易に 市の 滅亡 を 信じなかった、 玆に 於て か 天使 は 遲延ふ B トと其 妻と 其 二人の 女の手 を 

取り、 無理に 彼等 を 市の 外に 導き出した、 然るに B トは 尙も斷 念し 得すして 遠く 山地に 逃れん こと を 

0. 大使に. 1  乙 ふて 其 附近の 小 村 ゾァ. -の邑 に 至り 其處に ニ巿の 滅亡 を 目撃して 居ったら しい、 C ト 

の 妻の 如き は 今や 燼滅 せんとす る 己が 家屋 や 財貨 を 惜んで 止ます、 生命 を 救 はんとて 逃げす、 途中に 


彷徨き 居りし 間に 終に 天火の 執ら ふる 所と なり 「镜の 柱と なりたり」 と 言 ふ。 

B ト、 ゾアルに 至れる 時、 日、 地の 上に 昇れり、 H ホバ 硫黄と 火 を 天より ソ ドムと ゴ モラの 上に 

降らしめ、 其 市と 低地と 其 巿の居 民、 及び 地に 生 ふる 所の 物 を 盡く滅 し 給へ り (二十 三 I 二十 五節」。 

是れ 火山 作用に 由る 天然 的 現象であった こと は 今の 死海 附近の 地質 狀 態より 推して 見て 能く 分かる、 

而 して 之に 類した る 現象 は 我國に 於て は 明治 一 一十 一 年の 岩 代 國盤梯 山の 破裂、 又 西洋に 在て は 紀元 七 

十九 年に 於け る 伊太利 國 ボムべ ー、 ヘルク レ 1-1 ムのニ 市の 破滅で ある、 特に 後者の 場合 は 其 天然 的 

並に 道 德的狀 態に 於て 善く ソ ドムと ゴ モラの それに 似て 居る、 叉 口 トの 妻が Se" の 柱と 成った と 云 ふこ 

と は盤梯 山の 破裂の 時に 木 や 草が 急に 上より 降り 來る 硫黄に 蔽 はれて 硫黄の 柱と なった と 云 ふこと で 

あるが、 其 事に 能く 似て 居る、 鹽と云 ふ は 勿論 化學 的の 藤 類で はない、 魔に 似た 物であって、 多分 盤 

梯 山のと 同じく 硫黄であった であら ふ。 

故に ソ ドムと ゴ モラ 滅亡の 談は 事實談 ではない と 云 ふ說は 立たない、 之に 類した る 事 は實際 他に も 

有った、 唯 問題 は 天然 的 現象 は 人類の 道 德的狀 態に 應 じて 来る ものである 乎、 それで ある、 然し 是れ 

ノアの 大 洪水 其 他 の 所謂 刑罰 的 大災害 に關 して 起る 問題であって、 低地の 二 市の 場合に 於ての み 起る 

問題で はない、 然し 人 も 天然の 一 部分であって、 其 道德は 天然と 深い 關係を 有つ ものであるから、 今 

逮 かに 二者の 間に 關係 はない と速斷 する こと は 出来ない、 聖書の 此 記事 は 猶ほ此 儘に 存 して 置いて 可 

ヽ 0 

ソ ドムと ゴ モラの 滅亡 は 世の 最後の 滅亡の 前兆で ある、 其 事 は 彼 得 後書 三 章 十 節 以下. 其 他 を 讀んで 

見て 分かる、 而 して 其 時に 臨み 注意すべき は 之に 對 する 世人 多數の 態度で あら ふ、 彼等 も 亦 B トと等 
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しく 容易に 掀の 滅亡 を 信じまい、 彼等 は II トの 婿と 等しく 曰 ふで あら ふ。 之れ 3^ 言な りと、 而 して 神 

に 救 はる i 者、 卽ち 信者と 稱 する 者まで も、 ロトと 等しく 強いて 手 を 以て 天使に 引き出され るまで は 

滅 ぶべき 此世を 去らない であら ふ、 而 して 彼等の 或 者 は n トの 妻と 等しく 顧囘 りて 途に 亡ぶ るで あら 

ふ、 而 して 最後の 滅亡の 時ば かりで は 無い、 今でも 爾ぅ である、 今でも 人 は 容易に 惡 魔の 支配す る此 

卅 1 を 捨てない、 彼等 は ナンと か カンと か 理屈 を附 けて 此 世に 緒り 附 かんとす る、 偶 はしき は實に 人間 

である、 大 破滅の 世に 臨みつ、 あるに 關 はらす、 イツまで も此 世の 人と して 存 らんと する、 何にも 四 

千年 前の ソ ドムと ゴ モラの 事で はない、 今日 現下の 吾人の 事で ある、 ソ ドムと ゴ モラと に 行 は しゃ 

うな 惡は今 吾人の 中に も 行 はれて 1:5 ら ないか、 吾人の 中に 義人 は 幾人 あるか、 果して 滅亡 を 免 かる 

るに 足る 丈け あるか、 是れ大 に 思考すべき 問題で ある。 

イサク の獻供 

(創世記 二十 二 章) 

ァ ブラ ハ ム に 取り 何よりも 大切な 者 は イサクであった、 彼 は 彼に 取り、 すべての 財產 より は 勿論、 

自己の 生命よりも 大切であった、 ァ ブラ ハ ム のす ベての 希望 は 彼の 一 子 イサクの 中に 籠って 居った、 

之れ なからん 乎、 彼の 存在 は 無意味と なる ので ある、 彼の 神に 對 する 信仰まで も 之に 紫って 居った、 

イサク を 失 ふはァ ブラ ハ ム に 取りて は 神 を 失 ふに 等しかった。 

然るに 祌はァ ブラ ハ ム に 命じて 


汝の 子、 汝の 愛する 一 子、 卽ち イサク を携 へて モリ ャの 地に 到り、 我が 汝に 示さん とする 彼 所の 

山に 於て 彼を燔 祭と して 獻 ぐべ し 

と 曰 ひ 給 ふた、 是れァ ブラ ハ ムに 取りて は 何よりも 辛ら い 命令であった、 多分 此 命令 は此時 始めて 彼 

に 下った ので は あるまい、 イサクが 生れし と 同時に 彼の 心に 臨んだ る 微かなる 聲 であった らふ、 彼が 

や 、  も Q 

彼の 老年に 於て 設けし 一 子 を 愛する 餘 りに 切なる より 彼 は^も すれば 之 を 己が 靄と 思 ひ、 神が 特に 彼 

に 賜 ひし 者であって、 是れ亦 祌の屬 である こと を 忘れん としたで あら ふ、 彼 は 度々 心に 思 ふたで あら 

ふ、 他の物 はこれ を 祌に獻 げても イサク 丈け は 獻げる こと は 出来ない、 縱し我 は 死んでも 此子 は存し 

て 置かなければ ならたい と、 然し 神 は 彼に 此 不信 を 許し 給はなかった、 故に 益々 聲を 高く して イサク 

の 獻供を 迫り 給 ふたで あら ふ、 此時 イサク は 歳が 二十 五であった らふとの 事で あれば、 事の 終に 兹に 

至りし はァ ブラ ハ ム に 取りて は 一 一十 五 年間に 涉る 試練の 後であった らふ、 實に 辛ら かった であら ふ、 

若し 簿 信の 人であった ならば 速に 試練に 負けて 仕舞て、 ィサクを保^^せんがために ェ ホバ の 神 を棄て 

去った であら ふ。 

然し アブラハム は 終りまで 祌を 信じた、 神の 命に 從ひ 故鄕の カル デャを 去り、 神の 命に 從ひ ハラン 

に故舊 親戚 を ts- して 力 ナンの 地に 彷徨 ひ、 神の 命に 從ひ干 辛 萬 苦して 今日まで 来った、 彼 は 最後に 至 

て 信仰の 戰に 負けて イサク 欲し さの ために 神 を K« むべき ではない、 彼 は 決心した、 彼 は 彼が 己が 生命 

よりも 貴し とする イサク をも獻 げんと 決心した、 彼 は玆に 於て 己が 生命 を獻 ぐるよりも 辛ら い 犧牲を 

爲 したので ある。 

斯く 決心して モリ ャの 山に 向て 出立した、 途に 二人の 從者を 留め、 父子 相携 へて 途に 進んだ、 ィサ 
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ク は父ァ ブラ ハ ム に；^|1りて：：1ふた、 

父よ  " 

と、 彼れ 答へ て 曰 ふた、 

子よ、 我れ 此 にあり 

と、 此 時の アブ ラ ハ ムの心 は什麼 であった らふ、 口に は 言 はね ども 心 は 張り 裂く ばかりであった らふ、 

認 惑の 惡魔は 此時ー a- た 彼の 心に 懷疑を 起こさせた では あるまい 乎、 無情なる 神よ と、 我れ 神 を； 一:r せ ざ 

りし もの をと、 仁慈の 神が 人の子の 犠牲 を 要求し 給ふ理 あらん やと、 萬感 交々 浮び、 足も辣 まんば か 

りであった らふ、 然し、 彼 は 又 心 を 取 直した であら ふ、 故に イサクが 搏び 彼に 向 ふて 

た >  •  き  こひつじ 

火と 柴薪は 有り、 然 れど潘 祭の 羔は 何處 にある や 

と 問 ひし 時に、 ァ ブラ ハ ム は： n ふた 

子よ、 神自 から 潘 祭の 羔を備 へ 給 はん 

と、 是 れ遁辭 でも あり、 亦 希 でもあった、 「神、 或 ひは遁 逃の 途を閒 き 給 はん」 と。 

斯くて 二人 は 偕に 進み 往 きて 遂に 神の 示し 給へ る處に 到った、 其處に アブラハム は 擅 を 築き、 柴薪 

なら  力  a.^ 

を 列べ、 其 子 イサク を 縛りて 之 を 境の 柴 薪の 上に S いた、 斯 くして 手を舒 ベ、 決心 の^を W ため、 刀 

を 取りて 其 子を宰 らんと した、 鳴 呼 一刹那、 其 刀が イサク を 貧いたならば 如何であった らふ、 老 ひた 

るァ ブラ ハ ムは其 刀 を 採りて 己で 己が 身 を 貫いて 其處に イサクと 共に 潘 祭の 煙と 共に 消えて 仕舞 ふた 

では あるまい か、 然し 

エホバ ェ レ ( エホバ 備へ給 はん) 


ヱ ホバは 憐憫の 祌 である、 其 子 を 苦しめん と 欲して 苦め 給 ふので はない、 其 罪の 木 源た る 利己の 心 を 

殺がん がた めに 苦しめ 給 ふので ある、 旣に 犠牲の 決心と 行 爲と現 はれて、 H ホバは 其餘を 要求し 給 は 

ない、 天より 聲 あり、 ァ ブラ ハ ムに 告げて 曰 ふた 

汝の手 を 童子に 按 くる 勿れ、 亦 何 を も 彼に 爲 すべから す、 

と、 鳴 呼 救 ひ！ 然り 恩惠！ 愛子 を 一た び 神に 獻げて 彼 は. 再た び 神より 之を與 へられた、 イサク は 

今や 前より 強き 意味に 於て アブ ラ ハ ム の 子と なった、 ァ ブラ ハ ムは 兹に復 たび 犠牲の 何たる 乎 を覺っ 

た、 犠牲 は棄 てるので はない、 更らに 得る ので ある、 燔 祭の 供物 は祌 御自身 训に之 を 備へ給 ふた、 牡 

羊 は 林 叢の 中に 繁 がれて 在った、 

ァ ブラ ハ ム 卽ち往 きて 其の 牡羊 を 執らへ、 之 を 其 代りに 燔祭 として 獻 げたり G 

是れで 萬 事 は it んだ、 此後は 叉々 恩惠の 契約で ある、 エホバ の 使者 たび 天より ァ ブラ ハ ムを 呼びて 

HI ふた、 

H ホバ 論し 給 ふ、 我れ 己 を 指して 誓 ふ、 汝、 是 事を爲 し、 汝の 子、 卽ち汝 の獨， 子を惜 まざりし に 

因りて 我れ 大に汝 を 惠み又 大に汝 の 子孫 を增 して 天の 星の 如く 濱の 砂の 如く あらしむべし、 汝の 

子孫 は 其 敵の 門 を 確ん、 叉汝の 子孫に よりて 世界の 民^な 祝 幅 を 得べ し、 汝、 我が 言に 遵 ひたる 

に 因りて たり 

と、 斯くて アブラハム は 信仰の 戰爭に 勝ち、 凱旋の 讚美 を 揚げながら イサクと 共に モリ ャの山 を 降り、 

其 妻 サラの 天幕へ と 還った であら ふ。 

然り、 我等 も 亦す ベて 神より 我等の 有する 最も 善き 物 を 要求せられ るので ある、 或 ひ は 子で ある 乎、 

アブラハム： の W 究  1 九： A 


^  ^  w  ^  一九 六 

或 ひ は 妻で ある 乎、 或 ひ は 財  である 乎、 或 ひ は 位階で ある 乎、 或 ひ は 此批の 名？」 である 乎、 或 ひ は 

時には 技 藝舉？ ^である 乎、 何れに しろ 我等 各自が 己が 生命よりも 大切な りと 思 ふお を 要求せられ るの 

である、 其 時が 信仰の 大試驗 である、 此試驗 に 及第して 我等 は 始めて 完全に 神の 屬 となる ので ある、 

然し 此試驗 に 落第して 我等 は 其 時までに 得し ものまで を 悉く 失 ふに 至る ので ある、 人生の 大事と は實 

に此 時で ある、 我等 各自 の 永遠 の 運命の 定まる の は 實に此 時で ある。 

然るに 嗚呼、 此試驗 に 及第した 者、 叉 は 及第し 得る 者 は 幾人 ある 乎、 神 を 信す る 十 年 又は 二十 年、 

而 して 此試驗 に際會 す、 獻 ぐべき 物 は 財 產叉は 名譽、 然るに 之 を獻げ 得すして 此 批， の 人と 化し 去った 

人 は實に 多いで はない 乎、 此世 は實に 信仰の 試驗 の^ 第 者 を 以て 充ち 盈ちて 居る ではない 乎、 我等 は 

玆にァ ブラ ハ ム傳を 研究して 信仰 維持の 決して 容易で な い^を 知る ので ある、 凡て を獻 ぐるに あら ざ 

れば 神の 覉 となる こと は 出来ない、 イサク を さ へ獻 げてァ ブラ 、ノ ム は 始めて 完全に 祌に納 けられた、 

鳴 呼、 我等 も 亦 神の 恩惠に 由り 我等の イサク をも献 げんかな。 

因に 曰 ふ、 人 を犧牲 として 獻 ぐる こと はィ ス ラエ ル 人に 取て は大 なる S 非惡 として 信ぜられて 居つ 

しる 

た、 然るに 兹に アブラハムの 最大の 信仰的 行爲 として イサク を獻 げし 事が 記されて ある、 是れ或 人 

に 取りて は 解す るに 甚だ 難い ことで ある。 

然し 多分 神はァ ブラ ハ ム より イサク を潘 祭の 供物と して 獻 げんこと を耍 求し 給 ふたので は ある ま 

いと 思 ふ、 之 を單に 神に 默げ よと 吿げ給 ひしに ァ ブラ 、ノ ムは 壇の 上に 潘祭 として 獻 ぐるより 他に 犧 

牲の 何た る 乎 を 知 らざ りしに 由り、 彼 の 思想に 應 ふ 方法 を 以 て 獻 げんと した ので あると 思 ふ、 ァ ブ 

ラ ハム は 誠に 犠牲の 精神 を 解した、 然れ ども 其方 法 を 誤った、 獻 ぐると は 刀 を 以て 宰 ると 云 ふこと 


ではない、 自己の 所有 權を 放棄す る ことで ある、 故に 神 は アブラハムの 精神 を 受け 給 ひて 其方 法 を 

け 給 ふたので あると 思 ふ。 


ソ ドムと ゴ モ ラ の 覆滅 

創世記 第 十八 章 第 十九 章の 研究 

其 一 

し- 0  、-ち じる  ，£  つ 

ソ ドムと ゴ モラの 覆滅 は ノアの 洪水に 次ぎ 聖書に 記された る 最も 顯 著しき 出來 事であります。 一 「者 

共に 神が 人類の 雜を 罰せん 爲に 時々 途り給 ふ； 大災の 模型でありまして、 克く之 を 究めて、 天 災の 何た 

る 乎、 其道德 上の 意義 並に 信仰 上の 敎訓 を覺る ことが 出来ます。 神の 寒 判 は 最も 明かに 之 を 以て 現 は 

れ ました。 故に 祌の審 利 を說く 時に 之を參 照す るの が 常であります。 ィ H スも 弟子 達 も S 々之 を 引い 

て、 神の 審判と 之に 備 ふるの 途を 述べました。 ノアの 洪水 は 別と して、 ソ ドムと ゴ モラに 關し、 新約 

聖書の 左の 一 一 茴所は 人の 克く 知る 所であります。 

路.^ 傳 十七 章 一 一 十八 節 以下。 叉 n トの 時に も如此 ありき。 人々 飮食、 賨買、 耕作、 建築な ど爲 

たりし が ロト ソ ドムより 出し 日に、 天 より 火と 硫黄 を 降らせて 彼等 を皆滅 せり。 人の子の 顯は 
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る k 日に も 亦如此 あるべし。 B トの 妻を悅 へ。 凡そ 其 生命 を 救 はんと 欲する 者 は 之 を 失 ひ、 之 を 

失 はん 者 は 之 を^つべし。 

彼 得 後 »  二 章 六、 七 節。 叉ソ ドムと ゴ モラの 邑 を滅 さんと (化め、 之を燒 きて 灰と なし、 後の 

に 於て 神 を 敬 はざる 者の 鑑 とし、 た 義 しき a ト 卽ち惡 者の 淫亂の 行 爲を恆 に 憂へ し 者 を 救へ り。 

以上 新約 架 書の 一一 一一！： は 孰れ も克く 創世記の 記事 を說 明す る 者でありまして、 私供 は 之に 由て、 二 市の if 

^の 程度、 其の 特に 罰せられし 抓の 種類 を も,！ e< しく 知る 事が 3 來 ます。 

先づ 第一 に 知るべき は、 刚 市に 臨みし 天災の 性質であります。 之 を 天罰と して 見す して、 かの 地域 

にあ り^べき； 大然的 現象と して 見て、 充分に 5^ 明す る 事が 屮 H 来ます。 パレスチナ は 日本と n: じく 地震 

國 であります。 之に 幾囘か 大地震が 臨みました。 其內 最も 有名なる は ュダの 王 ウジ ャの 治世 第二 十七 

年に 起った 者でありまして、 其 事が ユダヤの 歷史に 新紀元 を 劃して 居ます。 舊 約の ァ モス 書 は 左の 言 

を 以て 始 つて 居ます。 

テ コ ァの 牧者の 一人なる ァ モス の  一一 一一 no 此はュ グの王 ウジ ャ、 イスラエルの 王 ョァシ の 子ャラ ベア 

ムの 世、 地 靈のニ 年 前に 彼に 示された る 者な り。 

同じ 事が ゼ カリヤ 書 十四 草 rais 五節に 記いて あります。 

なか 

其 R に は H ルサ レム の 東に 當る 所の 橄^ 山に 彼の 足 立たん、 而 して 橄欖山 その 眞 中より 東西に 裂 

けて 甚だ 大 なる 谷 を 成し (裂 罅 を 生じ)、 その 山の 半 は 北に、 半 は 南に 移るべし。 汝等は 我 山の 

谷に 逃げん …… 汝等は ュダの 王 ウジ ャの 世に 地震 を 避けて 逃し 如くに 逃げん。 我 神 H ホバ來 り 給 

はん 0 


地質 學 上より 見て 所謂 「ヨルダンの 谷」 は 地震に 由て 出來た 者であります。 美 はしき ガリ ラャの 湖 も 

亦、 我阈の 蘆の 湖 又 十 和 田 湖と 等しく、 地震 火山の 働ら きに 由て 出來た 者であります。 ヨルダン 河の 

南に 盡 くる 所が 死海でありまして、 之 は 長さ 四十 六哩、 幅 十哩の 深い 溝 であります。 ヘル モン 山の 麓 

より 死海の 南端に 至る まで、 直徑 凡そ 百哩、 此は 多分 地質 舉上 第三紀の 初の 顷、 大地震 を 起した る 地 

暦大缺 裂の 結 架と して 出来た 者で あらう との 事であります。 そして 今に 至る も 其 形跡に 歷然 たる 者が 

ありまして、 死海 沿岸 到る 所に 噴火 叉 は 地震に 因る 地層 大變 動の 跡 を 見る 事が 出來 るとの. 事で ありま 

す。 故に 若し ソ ドムと ゴ モラと が 死海の 東北 隅 或 ひ は 南部に 在った とすれば、 其 覆滅に 關 する 創^記 

の 記事 は、 科學 的に 充分に 說明 する 事が 出來 ます。 第 十九 章廿三 節に 「ロト ゾアルに 至れる 時 太陽 

地の 上に 昇れり」 と あれば、 時 は 日の出 少し 過ぎし 頃であった であり ませう。 一 一十 M 節に 「M ホバ 硫 

黄と 火 を 天より ソ ドムと ゴ モラに 降らしめ」 とあります は、 地靈を 起せし 地層 缺 裂の 結 ral^ として、 地 

下に 搾せられ し 瓦斯が 放出し、 之に 押されて 地中に 堆積せ し 硫黄と ァ スフ ハルト (地， 1 靑) が點火 

された 儘に さ 中に 運ばれ、 火の 雨と 成って 市の 上に 降った ので ありませ う。 二十 五節に 「其巿 と 低地 

と 其 邑の居 民 及び 地に 生る 者 を く 減し 給へ り」 と ある は克く 解ります。 此場 合に 於て は 今囘の 東京 

橫濱の 場合と は 異なり、 出火の 原因 は人爲 的で はなく して 天然 的で あり、 隨て 廢の 程度 も 更に 甚だ 

しく 有った であり ませう。 一 一十 六 節 「口 トの妻 は 後 を囘顧 たれば 鹽の 柱と なりぬ」 と ある、 「柱」 は 

「塚」 と讀 むべき であると 云 ひます。 燒 失せし { 糸戀 しく、 置棄し 財貨 欲しく して 後 を ura し a トの妻 

は、 地 暦の 割目より 放出せ る 濃厚の 鹽水 の 掩ふ 所と なり 忽ち にして g_」 の 塚と 化した ので あらう との 事 

であります。 二十 七 節 「アブラハム 共 朝 夙に 起きて、 ソ ドムと ゴ モラ 及び 低地の 全面 を み 見る に、 
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共 地の 烟 竈の 焖の 如くに 職 上れり」 と ある は、 高地より 見た る 低地 全滅の 有様 を 叙して 餘す 所が あり 

ません。 

如此 くにして、 ソ ドムと ゴ モラの 覆滅 を 地震 國に 於て 起り し！ 一の 出来事と 見て 何の 不思議 も あり 

ません。 之に 天罰と か 神 怒と か 云 ふ 事 を 加へ て 解す るの 必要 は 少しもありません。 地震の 事 は 地震 學 

者の み 克く之 を 知って 居ます。 之 を宗敎 家に 問 ふの 必要はありません。 創世記の 此 記事 は ヨルダン 流 

$ に 死海 瘦 地 の 地質 を 研究す る爲の 材料と し て は價梳 の 至 つ て 多き 者であります。 然しながら 民の 

ST 惡を 罰する 爲の 神の 行爲 として 見る が 如き は、 是は 現代人の 敢て爲 さ る 事であって、 天然と 道德 

と を 混同す る 無智の 結果と 云 はざる を 得ない と 云 ふが 普通であります。 

然し 是は 聖書の 天然の 見方ではありません。 架 書 は 神の 支配の 乎 を 離れた る 者と して 天然 を考 へま 

せん。 ヒ ブライ 書 一 章 七 節 は 云 ひます 「神 は 風 を その 使者と なし、 . ^焰を その 役者と なす」 と。 「風 

は 己が ま k に 吹く」 と 云 ふ は 「風 は 勝手に 吹く」 と 云 ふ 事ではありません。 「風 は 人に 構 はす 吹く」 

と 云 ふ 事であります。 人 は 風 を 支配す る こと は出來 ません が、 神 は 其 聖意を 行 ふ爲の 使者と して 之 を 

もろ/ ヽ 

使 ひ 給 ひます。 舊 約の 士師記 五 章 二十 節に あります 「天より 之を攻 むる 者 あり、 諸の 虽其道 を 離れて 

シ セラ を 攻む」 と。 祌は 己に 逆ら ふ 者を攻 むる に 方て 天の 星 を も 使 ひ 給 ふと 云 ふ 事であります。 天然 

は 神より 獨 立して、 惟り 其 法則に 從 ひて 動く と 云 ふ は、 神 を 人の 如き 者と 見ての 云 ひ 方であります。 

人 は： 大然 に服從 する 者、 神 は 天然 を 支配す る 者であります。 若し さう でた ければ 神は祌 でありません。 

人の 見た る 天然が 所 IS 天然であります。 神の 見た まふ 天然 は 天然で はなく して 攝理 であります。 そし 

て 人が 已を 神の 立場に 於て 見る 時に、 天然 は 天 然として 見えす して 攝理 として 見えます。 之を稱 して 


信仰の 立場と 云 ひます。 そして 聖書 は 神の 立場より 歷史と ；大 然と を 見た る記錄 でありまして、 是は信 

仰 を 以て 解すべき 書で ぁリ ます。 

そして 信仰 を 以てする 天然の 見方 は 決して 不合理の 見方ではありません。 天然の 意味 は 科 擧的說 明 

を 以て 盡 きません。 其 事 は 天然が 科學者 以外、 詩人に も、 美術家に も、 觀察 模倣の 材料 を 供す るに 由 

て も 解ります。 ヲルヅ ォスの 見た る； 大 然と、 一一 ュ ー トンの 見た る 天然と は違ゐ ます。 然し 同じ 天然で 

あります。 天然 は科學 者の 專有 物ではありません。 そして 信仰 家 も 亦 彼れ 特有の 天然 觀を 有つ ので あ 

ります。 彼 は 聖書の 敎に從 ひ、 風 を 神の 使者と 見、 火 焰を其 役者と 見る のであります ひ そし. て 有限の 

彼に は 天然 界の 一 事 一 物 を 悉く 祌の聖 3a の 働きと して 解す る こと は出來 ません が、 然し 天然 を全體 と- 

して 見る 時に、  又は 其顯 著き 出来事に 遭遇す る 時に、 其 內に鮮 かに 祌の 聖旨 を讀む 事が 33 來 るので あ 

ります。 すべての 眞の豫 言 者に 此の 能力が あつたので あります。 そして 創世記の 記者の 如き 其 一 人で 

あつたので あります。 彼 は 死海の 沿岸に 起り し此 天然 的大變 動に 明かに 神の 聖旨 を讀ん だので ありま 

す。 そして 彼の 讀 方の 誤 まら ざり し 事 を、 後世の 我等 は認 むる のであります。 

天災と 5 非惡 との 問に 何 か 深い 關 係の あ る 事 は 人が 本能 的 に 知 る 所であります。 勿論 人類 の 現 はれ ざ 

りし 前に 地震 も 喷火も あり、 叉 今日と 雖も勘 察迦ゃ 南極大陸に 於け るが 如くに、 人間の 住まざる 所に 

も 起り まする が、 然し 乍ら 人類の 行爲 と關聯 して 見て、 天變 地異 は 道德的 意義 を帶 ぶる のであります Q 

そして 其顯 著しき 實 例の 一 がソ ドムと ゴ モラの 場合で ありました。 そして 叉 其 他に も 同じ 實例を 見る 

のであります。 紀元 七十 九 年、 今より 干 八 百 四十 ra 年 前、 伊太利 國ネ ー プルス 湾に 臨み、 ヴ H ス ー ビ 

ァス 火山の 麓に ボムべ ィ とへ ルキ ユレ 一一 ゥム と稱 する 繁華なる 二 個の 市が、 一 夜の 內に 大山の 噴火に 
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由て 跡 方な しに 滅びました。 其廢滅 たる 實に 完全なる 者でありまして、 北 ハ後干 五 百年 間、 其 曾て 在り 

し 場所まで が 忘れら る k に 至りました。 それが 八.' より 百 五十 年 程 前に 發 見され て、 今 は 殆んど 全部 發 

掘され て 昔の 俊の： S をん：.. 見る 事が 屮 Z 來る のであります。 共. 2： の ボムべ ィは羅 馬上 流 社 < ^の 海 濱遊與 地 

でありまして、 奢侈 港蕩を 極めた 所で ありました。 それが 瞬 に i 石と 火山灰と を 以て 敏 まりて 今日 

.1* の あたり 

ま で卄， (sa に 保せ された のでありまして、 彼國に 旅行す る 者 は、 今日 目前に 昔時 の 羅馬人 の 所謂 文化 生 

活を兑 るので あります。 そして 北ハ 生活た る 如 3： なる^であった 乎と 云 ふに、 多分 一 曾 以て 之 を 言 慮す 

事が m 來 ると m 心 ひます 卽ち r 戀 愛と 藝術」 と。 其壁霰に美術上ょり見て贲^6^なる者が夥多ぁるとの事 

であり ますが、 畫の 題目に 至て は 到底 紳士 淑女の 見る こと を 許さない との 事であります。 「之より 內 

婦人 入る ベから す」 との 描 示が ありて 幕 を 以て 掩 はれて あるとの 事であります。 ボム ペイの 錢 墟を委 

しく調水^した^|<?は云 ふの であります、 此巿 にして 此 天災に 遭 ひたる は當然 である。 神 は 火山の 噴火 を 

** ち r1 ろぼ  ふせし め 

以て 此^ を械 して、 後^の 懲戒と なし 給うた ので あると。 勿論 此 場合に 於ても 他の 場合に 於け るが 如 

くに、 多くの辜なき者が5_^ぁる者と共に滅びたでぁりませぅ。 然し 「市と しての ボム ペイ」 は 罪 ある 

市であった 事 は、 其 遺物が 證 明して 餘り あるので あります。 天 は 火山の 喷火を 以て ボム ペイの 市を滅 

したりと云ひて何人も異論を唱ふる事が5^來なぃ のでぁります。 

其 二 アブラハムと ロト 

創世記 第 十三 の 研究 


天災 は 之 を 避く る 能 はすと は 普通 一 般の 見解で ある。 天災 は 研究の 結 菜 終に 之 を 避く る を 得べ しと 

は學者 全體の 所信で ある。 ；大災 は 神の 道に 從 ひて 之 を 避く る を 得べ しと は 信者の 信仰で ある。 信者と 

雖も 勿論 天災 を豫 知す る 事 は出來 ない、 然れ ども 萬 事 を 知り 給 ふ祌の 命に 從 ひて、 彼 は 彼の 1^ るべ か 

ら ざる 天災に 摇ら すして 濟 むので ある。 ァプラ ハ ムと ロトの 場合が 克く其 事 を 示す ので ある。 ァ ブラ 

ハム は寬大 にして 其 甥に 讓 りて 天災 を 免 がれた ので ある。 之に 反して ロト は 慾に 驅ら れ、 己が 欲する 

が 儘 を 行 ひて、 罪人に 臨みし 天災に 己が 身 を 苦しめた ので ある。 道德と 天然との 關係 は如斯 くにして 

現 はる。 「驕傲 は 滅亡に 先 だち、 誇る 心 は 倾跌に 先 だつ。 謙遜と エホバ を 畏る& 事との 報，. は 富と 尊貴 

と 生命と なり」 との 眞现が 玆に灭 然の屮 I 來事を 以て 證 明され たので ある。 

「ァ ブラ ハ ム 口 トに言 ひける は 我等 は 兄弟 なれば、 請 ふ 我と 汝の 間、 及び 我が 牧者と 汝の 牧者と 

の 間に 競爭 あらしむ る 勿れ。 地 は 皆な 汝の 前に 在る に 非す や。 請 ふ 我 を 離れよ。 汝 若し 左に 往 かば 我 

れ 右に 行かん。 汝 若し 右に 往 かば 我れ 左に 行かん と」。 们 父が ぎに 對 する 巾 出と して は 最も 謙 遞 又 寛- 

大なる 者であった。  然るに 口 トは 之に 對 して 如何なる 行動 を 取りし 乎と 云 ふに、 

"li- に 於て 口 ト目を 擧げて ョ ル ダン の 凡の 低地 を瞻 望た るに、 H ホバ がソド ム とゴ モラと を 減し 給 

は ざり し 前な りければ、 ゾアルに 至る まで 遍く 善く 潤澤 ひて、 エホバの 園の 如く、 エジプトの 地 

の 如くな りき。 a 卜 乃ち ヨルダンの 低地 を盡く 撰み 取りて 東に 徒れ り。 斯くて 彼等 相互に 別れた 

り 

と ある。 如此 くにして 伯父の 謙遞 なる に對 して 甥 は 傲慢であった。 伯父の 平和 を 愛する に對 して 甥 は 

快樂を 求めた。 ロト は 其 欲する 所 を 撰んだ。 彼 は 束の 方、 ヨルダンの 低地に ソ ドムと ゴ モラの 繁榮 を- 
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瞻§-^1みて、 自己 も都會 生活の 快 樂を味 はんとて、 家族 を 率ゐて 其處に 徒った。 ロトに 臨みし 災難 は玆 

に 始まった ので ある。 然し 彼 は 其 時 成功の 途を 取りたり と m やった。 伯父の ァ ブラ ハ ムを 山地に 殘 して、 

文化 生活の 快樂を 夢みながら 都會を 指して 下った ので あらう。 

ァ ブラ ハム は 力 ナンの 地に 住めり。 而 して ロト は 低地の 諸邑に 住み、 其 天幕 を遷 して ソ ドムに 至 

れり 

と ある。 諺に E く  r 祌は 田舍を 造り、 人 は 都會を 作れり」 と。 無私 無 愁のァ ブラ ハ ムは 田舍に 止まり、 

自分勝手の 口 トは 都き に徙 つた。 而 して 凡の 幸福が ァ ブラ ハ ム に 臨みし に對 して、 凡の 不幸 は 口 トに 

OO000  0  000O0O0  OOOOOOO0OOOOOOOO 

來 つた。 幸福 は 之 を 求めざる 者に 來る、 之 を 求む る 者 は 却て 不幸に 見舞 はる。 ァ ブラ ハ ムが敢 て 低地 

に 起らん としつ & ありし； 大 災を豫 知した ので はない。 謙遜 無私の 途を 取りし が 故に、 自づ から 災害 を 

免 かれた ので ある。 無慾に 勝 さる 利ハ俞 なしで ある。 宜 なり rn トの アブラハムに 別れし 後、 エホバ 

アブラハムに 言 ひ 給 ひける は 云々」 と ありて、 恩惠の 約束の 新たに アブラハムに 降りし と は。 

而 して" トは 伯父 を 離れ、 山地 を 去りて 都會に 出て、 如何なる 所に 柱いた ので ある 乎。 「ソ ドムの 

人は惡 くして エホバの 前に 犬なる si^ 人な りき」 と ある。 ソ ドムに 文明 的 快樂は 有った が、 之と 共に 多 

くの 大 なる 罪 惡が行 はれた。 其 市民 は惡 人であって、 神の 目の前に は大 なる 罪人であった。 然るに 此 

世の 成功と 快樂 とに 愤憬れ し ロトの 眼に は、 低地の 狀態は 「エホバ の 園、 卽ち H デンの 如く、  H ジブ 

トの 地の 如く」 見えた ので ある。 如此 くにして a トは淸 風 爽 なる ュダの 山地よりも、 濕氣 重苦しき 

ヨルダンの 低地 を 揮んで、 神の 民と 共に 苦難 を 受けん よりも、 暫く 1- の 偸 樂を享 けんとし たので あ 

る C ヒブ ライ 書 十一 章 二 五節)、 a トは 信仰の 家に 生れ、 信仰の 父と 伯父と に 成育ら れ ながら、 此 世の 人 


に 成った ので ある。 アブラハムが すべて 信す る 者の 父であって、 信者の 好 模範で ありし が 如くに、 口 

トは墮 落 信者の 好 模型であった。 彼 は 充分に 現世 を樂 しまん と 欲した。 そして 樂 しむ * を惡事 である 

と 思はなかった。 そして 其 思想が 彼を驅 つて 都會に 送った ので ある。 そして 都き に 出て の愉 樂に與 

つて、 都會に 臨みし 天罰に 與 つたので ある。 後に ソ ドムと ゴ モラの 覆诚 にき ふや、 彼 は 妻 を 失 ひ、 所 

有の 全部 を 失 ひ、 其 二人の 娘と 共に 僅かに 身 を 以て 逃れ、 住む に 家な く 天 幕 すらな くして、 ゾアルの 

市より 遠から ざる 山の 巖 穴に 住みたり と 云 ふ (十九 章 n 一十 節 )o 是れ 彼に 定まりし 運命と 稱ふを 得ん も- 

せん. li  く 

彼の 誤りた る 心の 狀 態より 起り し 誤りた る 選擇が 終に 彼 をして 兹に 至らし めし 事 も 亦 見逃す ベから ざ 

る事實 である。 

而 して 己が 欲する 儘 を 行 ひて 都會に 出て 身を滅 さん 計りの 災禍に 會 ひし &トの 運命に 對 して、 謙 進 

己 を 持し、 愛の 命す る 所に 從 ひて 歩み、 山地に 止まりて 勤儉 素樸の 生涯 を繼績 せし アブ ラ ハ ム の 運命 

は 如 3： であった 乎。 H ホバは 幾囘も 彼に 顯 はれ 給 ひ、 彼に 廣大の 土地と、 衆多の 子孫 を與 へん 事 を 約 

束し 給 ひ、 而 して 彼の 生涯 も 亦 平穏に して、 恩惠 はい やが 上に も 彼と 彼の 家族と に 加 はった。 イエ ス 

が 幾囘も 繰返して 言 ひ 給 ひし 「その 生命 を 得ん と 欲する 者 は 之 を 失 ひ、 我が 爲に 生命 を 失 ふ 者 は 之 を 

得べ し」 との 眞理は 最も 明かに ァ ブラ ハムと 口 トの對 照に 於て 現 はれた ので ある。 

私 は 此例を 引いて、 今 同 の 大震災に 於て、 災禍 を 免 かれし 者 はすべ て アブラハムの 如き 忠實 なる 信 

者で あり、 之に 摇 りし 者 はすべ て ロトの 如き 墮落 信者で あると 云 ふので はない。 摧 りし 者の 內に 善人 

あり、 摧ら ざり し 者の ft に惡人 ありし 事 を 私 は 疑 はない。 然し 乍ら 船災 者の 內に 多くの II トに 似た る 

人の あった 事 も 亦 疑 ふ 事 は 出来ない。 今囘東京横濱等に臨みし大慘一?^-は、 之 を盡く 天災の 結 として 
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のみ見る察は中^^なぃ。 天災に 加 ふるに 人の 犯せし 罪が 加 はって、 此悲 慘の狀 態を呈 したので ある。 

多分 何十 萬と 云 ふ 市 は、 n トがソ ドムに 行いた と 同じ 心掛を 以て 都會に 集ひ來 つたので あらう。 彼 

等の 多数 は、 彼等の 父 や 伯父 や 先生の 忠告に 叛き、 唯單 へに 己が 意見 を 貰 徹せん として、 平靜 なる 山 

ii の 故鄕を 離れて、 都會に 出て 苦しき 生活 を營ん だで あらう。 又 多くの 基督 者と 稱 する 人達まで が、 

信仰と 文化 生活と を 混同し、 此 世の 事業に 成功す る を 以て 神の 恩惠に 浴す る 事と 信じ、 天然 を 通う し 

て 天然の 神に 接する 樂 しき 田園 生活 を棄 て、 都會に 出て 都會 人士と 共に 輕佻 奢侈の 生涯 を 送って 無意 

義の 快樂に 耽った であらう。 而 して 斯 かる 人達が 今囘の 災禍に 會 うて、 今更ら ながらに 彼等の 取來り 

し 生 の 方針の 全然 誤 まりし 事に 氣附 いたで あらう。 アブラハムの 如くに 無私で あり 無慾で あり、 成 

功 を 追 はす、 榮華を 求めす して、 人 は 何人も 多くの 災禍より 免 かる.， 事が 出來 る。 叉 縦し： 大災 に會ふ 

と雖 も、 其 損害 を 最少 限度に. むる 事が 屮 I 來る。 信仰 道德は 天災に 關係 なしと 云 ふ は 間違で ある。 神 

の 支配し 給 ふ 此{ 千宙に 在りて、 信仰 も 天 然も 同 一 の 目的 を 以て 働く。 ァ ブラ ハ ムは 己に 求めす して、 

の 街 を 避けて 天災 を 免 かれ、 B トは已 が 欲する が 俊 を 行 ひて、 此 世の 1^?;; 人と 行動 を 共に し、 彼等に 

臨みし 災難に 與 りたり と 云 ふ、 创^! 3^ の此 記事 は、 其 内に 深き 眞理 を藏 する 者で あると 云 はざる を 得 

ない。 

奮 約 聖書 は 校範を 以てする 神の 眞理の 啓示で ある。 故に 之を學 ぶに 方て 模範に 多くの 例外 ある を 忘 

れて はたらない。 世に は 義人に して 災禍に 摧り、 惡人 にして 之 を 免 かれた 多くの場合が ある。 そして 

人の 幸 不幸に 由て 彼 を * 判 かざらん が 爲にィ H スは 左の 敎訓を 述べ 給うた ので ある。 

シ a アム の 塔 倒れて ® 死され し 十八 人 は H ルサレ ムに 住める 凡の 人よりも 勝 さりて 罪 ある 者と 田 i 


ふ e、 我れ 汝 等に 告げん、 然ら す、 汝等も 若し 悔 改めす ば 皆な 同じく 亡 さるべし (路加 傳 十三 章 四 

節〕 

と。 決定的 裁判 は 世の 終末に 行 はる。 夫までの 裁判 はすべ て例證 的た るに 過ぎない。 

其 三 天使の 訪問 

創 *1 記 第 十八 章の 研究 

人類の 歷史は 神の {番 判の 歷史 であると 云 ふ。 然ら す、 神の 恩惠 の歷史 である。 -雜判 は 行 はれないで 

はない が、 恩惠を 施す 爲に行 はる。 恩惠は 目的であって、 蕃判は 手段で ある。 恩惠は 常に 施されて、 

判 は 稀に 行 はる。 太陽 は 日々 に 照り、 雨 は匮々 降る。 暴風 は 稀に 吹き、 地震 は 滅多に 來 ない。 人が 

祌の 審判に 注意して、 恩 惠を思 はな いのは、 彼が 祌を 離れ、 罪に 沈んだ からで ある。 ソ ドムと ゴ モラ 

の 覆滅 は 恐るべき 事であった。 然し 是れ 全世界に 極めて 稀に ある 事で ある。 而 して 其 事で すら 主と し 

て S 惠を陁 さん 爲 にあった ので ある。 「是れ エホバ、 ァ ブラ ハ ムに 其の 曾て 彼に 就きて 言 ひし 事 を 行 

こどもら 

はん 爲 なり」 と ある (十九 節 下半)。 卽ち 「彼 をして 其 後の 兒 孫と 家挨 とに 命じ、 H ホバの 道 を 守りて 

公義と 公道 を 行 はしめ ん爲 なり」 と ある、 其 目的 を 達せん が爲 であった (同 節 上 牛)。 世界人 類に、 未 

OOOOCIO  OOCO0CC-0OCO0OO0O  00OC0O0O0000O0  0  0-0  0  0  0 

來 永劫に 涉り、 ァ ブラ ハ ムと 彼の 子孫と を 通う して、 神の 公義と 公道と を敎 へん 爲に、 還滅の 災禍が 

C00000  0  00  0  000000 

ソ ドム とゴ モ ラ とに 降った ので ある。 

た びびと 

或日の_?^-でぁった、 三人の 遠 人が アブ ラ ハ ム の 天幕の 人口に 現 はれた。 彼 は 彼等が 普通の 遠 人で あ 
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ると 思うた。 そして ァラ ビヤ 人 特有の 款待 を 以て 彼等 を 接待した。 然るに 彼 は 後に 彼等が 普通の 人で 

ない 事を發 見した。 彼等 は 天使であった。 殊に 北 02： の 一人 は 天使の 首であって、 rn ホバの 使者」 と 

0  0  0  0  0  0  あは 

稱 せられて エホバ 御自身であった。 彼 は玆に 人が 其 友と 語る が 如くに、 アブラハムと 面を對 して 語り 

給うた ので ある" 「エホバ、 マ ムレの 橡木 にて アブラハムに 顯 はれ 給へ り」 と ある は北ハ 事であった。 

そして H ホバ は 玆にァ ブラ ハ ムに大 なる 約束 を爲し 給うた。 それ は 彼の 妻 サラが 一 年の 後に 彼に 男子 

を 生まん との 事であった。 此は彼が終生^11-んで4-まざりし所の^でぁった。 然るに 彼 は此時 齢旣に 九 

九 歳に 達し、 サ ラ又老 ひて、 嗣子 を 得る の希& おは 全く 絡え た。 然るに エホバ は 彼等に 此 不可能 事の 

寳現を約朿し袷ぅた。 サラは&^にて此事を聞ぃて笑った。 エホバ は 彼女に 齿 げて 一一 目 ひ 給うた、 r 汝笑 

へり、 其 笑 を 憶へ よ、 我が. 言の 成らん 時に、 汝が產 みし 子 を イサク (笑 ひ) と：！ 叩 名くべし」 と。 是れ 

不信の 詰責で はない、 御 約束 實 行の 保 證 である。 ァ ブラ ハ ム 夫！！ は 老境に 入りて、 待&^！みし 一 子を授 

けられ、 之に イサク 卽ち 「笑 ひ」 の 名を附 けて、 永久に rn ホバに 豈爲し 難き 事 あらん や」 との 事 を 

記念した ので ある。  し 

此恩惠 の 約束 を 爲し給 ひて 後に、 M ホバ はァ ブラ ハムに 一 の 犬なる 開示 を爲し 給うた。 それ は 彼が 

ソ ドムと ゴ モラと を 滅し給 ふとの 事であった。 ァ ブラ ハ ムは之 を 聞いて 驚いた 叉 震へ た。 自分に 恩惠 

を 約束し 給 ひし 者はソ ドムと ゴ モラに 覆滅 を 宣言 し 給うた ので ある。 同じ 天使が 同時に 恩惠 と吮詛 と、 

救扬と 滅亡と を 示し 給うた ので ある。 自己の 爲に 喜びし ァ ブラ ハ ムは 低地の 兩 市の 爲 に悲ん だ。 ぜ. 何 

ひる "かへ  い，、 たび 

かして H ホバ の此御 計璺を 翻さん 乎と 思うた。 彼はソ ドムの 罪惡を 知った。 彼 は 幾 囘か之 を 歎き、 幾 

11： か黎 ijc を發 して 悔改を 促した。 然し^ かれなかった。 彼は斯 かる 審判の 終に 兩巿に 臨むべき を豫 一一 一一 口 


した。 而 して 今や 其實 現の 宣吿を 聞いて 今更な がらに 悲しみ 且つ 驚いた。 此は實 に 神の 人の 心で ある。 

iij- を 憎む も 罪人 を憐 む。 刑罰の 到 來を豫 言せ ざる を 得すと 雖も、 愈々 到來 せりと 閒 いて、 其撤囘 又は 

猶豫を 希 はざる を 得ない。 神 御自身に 此 心が ある。 神に 煩悶 はない と 云 ふ は 違で ある。 神に 正義と 

慈悲との 衝突より 來る大 なる 煩悶が ある。 そして 神に 有る 此烦悶 が 人に も あるので ある。 ァ ブラ ハ ム 

は 八/や ソ ドム、 ゴ モラの 覆滅の 到來を 聞いて 此焼悶 に 襲 はれた ので ある。 

H ホバ の 使者 一 一人 は 審判 執行の 爲に 低地に 下った。 そして ァ ブラ パ ム は 今や 獨り H ホバ の 前に 立つ 

た。 兹に 於て M ホバ とァ ブラ ハ ム の 間に 左の 問答が 行 はれた ので ある。  ， 

ァ。 貴 神 は 義人 をも惡 人と 俱に滅 し 給 ひます 乎。 勿論 給 はない と 信じます。 若し 市の 中に 五十人 

の 義人 あらば、 贵神は 尙ほ其 處を滅 し 給 ひます 乎。 其 中の 五十人の 義人の 爲に之 を 恕し給 ひま 

せん 乎 C 貴 神が 義人 を惡 人と 俱に 殺し 給 ふと 云 ふが 如き は、 是れ 有るべからざる 事であります。 

義人と 惡 人と を 同様に 极ひ給 ふが 如き は 有るべからざる 事であります。 天下 を 鞫く者 は 公義 を 

行 ふべき ではありません 乎。 そして 貴祌は 審判 人の 模範ではありません 乎。 

t4。 我れ 若し ソ ドムの 市の 中に 五十人の 義人 を 看るならば、 彼等の 爲に その 全市 を恕 すで あらう。 

ァ。 私 は 塵と 灰に 等しき 者であります るが、 責祌の 御 慈愛 を循に 取りて 巾 上げます。 若し 五十人 

？っ 

の 義人の 中、 五人缺 けたり としま すれば、 贵祌は 五人缺 けたる が爲に 朮を盡 く 減し 給 ひませ う 

乎。 

ヱ。 我れ 若し 彼處に 四十 五 人 を \； ；;; るなら ば滅 さないで あらう。 

プ 。若し 十 人で ありました たらば 如何で ありませ う。 
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ヱ。 我れ 十 人の 爲に爲 さないで あらう。 

どう  る 

ァ。 主よ。 請ぞ御 怒りな くして 私の 首 ふ 事を恕 して 下さい。 若し 彼處に 三十 人 在りたら ば 如何で 

ありませ う。 

ヱ。 我れ 若し 三十 人 を 彼處に 看るならば 行さない であらう。 

ァ。 私 は大膽 に. & 上げます。 若し 彼處に 二十 人 看え なば 如何で ありませ う。 

ヱ。 我れ 二十 人の 爲に 之を滅 さないで あらう。 

ァ。 ァ、 我 主よ、 怒り 給 はすして 今一度 巾 上ぐ る 事 を 許して 下さい、 若し 彼 處に十 人 看え ますな 

らば 如何で ありませ う。 

M* ろ？ A 

ヱ。 我れ 十 人の 爲に滅 さないで あらう。 

アブラハム は是れ 以上 を 首 ふ 事 は 出来なかった。 故に 問答 は 鼓に 止んで、 神と 神の 人と は 相 別れて 备 

自其 所に 歸 つたと ある。 

赏に 驚くべき 問答で ある。 然し 乍ら 神が 人の子の 上に 審刹 を實 行し 給 ふ 前に、 如此き 問答 は 天の 寶 

座の 前に 常に 行 はる、 ので あると 信す る。 神 は 容易に 審判 を 行 ひ 給 はない。 そして 終に 行 はざる を 得 

あ ひ 3 し 

ざるに 至る や、 多くの 代願 者が 寶 位の 前に 立つ ので あらう。 其 第一 は 勿； i 罪の 赝主ィ H ス キリストで 

ある。 彼 は 其 流し 給へ る 血に 訴 へて、 罪人の 爲に執 成し 給 ふで あらう。 第二 はァ ブラ ハ ム であらう。 

彼はソ ドムと ゴ モラの 爲に願 ひしと 同 一 の 熟 心 を 以て 將 さに 滅ぼされん とする 巿ゃ 人の 爲に願 ひ 求む 

るで あらう。 第三 はモ ー セ であらう。 第 四 は バウ B であらう。 其 他 聖徒の 全 衆は惡 人、 背敎 者、 反逆 

者 等の 爲に執 成す であらう。 實に 天に 於て 惡 人の 滅亡が 決定 せらる.^ までに は、 長い 謀議が 行 はる- 


減刑の 上に 減刑が 要求 せらる k であらう。 赦免の 上に 赦免が 宣告 せらる 、であらう。 然し 

罪の，！ "ifaf 其 極に 達し、 之 を 越 ゆれば 神の 公義が 立つ 能 はざる に 至って、 玆に 萬々 止む を 得す、 奢^ 

が惡 者の 上に 降る ので あらう。 そして 爾 あるに 相違ない。 

エホバと ァ ブラ ハ ム との 間に 此 切迫せ る 問答が 行 はれつ、 ありし 間に、 ソ ドムと ゴ モラの 市民 は 何 

を爲 しつ. - あつたで あらう 乎。 彼等 は 飲み 食 ひ、 娶り 嫁ぎ、 寶り買 ひ、 耕し、 築きつ k あつたで あら 

う。 彼等 は 何を爲 しても、 唯 神と 其 審判と 丈け は 思はなかった であらう。 彼等に 若し 神と 其 正義 を說 

く 者 あれば、 彼等 は 其 迷信 を 嘲け るか、 然ら ざれば 自分 等 を 箱く 者と して 其 行爲を 憤うた であらう。 

(十九 章 九 節 を 見よ )o 彼等 は當 時の H ジ ブト 又は バ ビ ン の 物質的 文明 を 謳歌し、 之に 由て 現世 を 

最大限度に 樂 しまん と 欲した であらう。 彼等 は 「別けて 汚れた る 情慾に 循ひ、 肉の 愁を行 ひ、 主たる 

者 (神) を じ」 たりと あれば、 其狀 態に 能く 震災 前の 東京に 似た る 所があった であらう (彼 得 後書 

二 章 十 節 )o そして 此狀態 を 見て 天に 在す 者 は 言 ひ 給うた であらう 「汝 愚かなる 者よ、 今夜 (或は 明日) 

汝が靈 魂 取らる、 事 あるべし」 と (路加 傳 十二 章 二十 節〕。 人が 神 は 在る とする も 無い と 同然で あると 思 

時に、 神 は 恐るべき 事實を 以て 彼が 活 きて 働き 給 ふ 事 を 示し 給 ふ。 「活ける 神の 手に 陷 いる は 畏る 

べき 事な り」 である (希 伯 來書十 章 三 一 節」。 
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其 四 ゾ ドムの 罪と ロトの 叩 

創世記 第 十九 章の 研究 

二人の 天使 はァ ブラ ハ ムの 天幕 を 出で、 ユダヤの 山地 を 去り、 低地 を 指して 下った。 ソ ドムの 市の 

門に 1^, 一る や 口 トの迎 ふる 所と なった。 口 トも亦 アブ ラ ハ ム と 同じく 旅人 接待の 義務 を. 11;^ ら なかった。 

然し 乍ら C1 トは惡 人の 中に 在りて、 接待に 大 なる 妨害 を 受けた。 ソ ドムの 巿民は 老若 擧 りて „1 卜に 迫 

りて 客人の 引渡し を 要求した。 II ト之を 担み たれば、 .Jes^ は 彼を卻 けて 曰 うた 「汝 退け、 此人等 は 他 

^ん なる に K に 我等の. 雜判 人た らんと す。 然 れば汝 i おし 彼等 を 庇 ふなら ば 我等 彼等よりも 先づ 汝を處 

ヘリ せん」 と 「九 節/"  に 沈みた るソ ドム 人に はすべ ての 義人 は寐判 人と して 見えた ので ある。 惡 人が 

求む る にして 放任の 如き はない。 彼等 は 他人の 注意 义は 警告 はすべ て 之 を.； i 判と して 感 する。 彼等 

に 取りて は祌は 恐るべき 最大の 裁判官- 天使 は 其 下に 働く 司法官、 然ら ざれば 刑の 執行 人で ある。 故 

に 之 を 忌む 事 甚だし、 機會 あらば 之 を 除かん と 計る。 彼等が 神の 使者なる 預言者 を 憎み、 S ば 之 を 殺 

せる は 此れが 爲 である。 「此人 は 寄寓 者の 身なる に 伍に 士師 とならん とす」 と。 ユダヤ人が イエス キ 

リスト を 十字架に 釘け たの も此 理由に 因る ので ある。  - 

抑々 ソドム 人の-罪と は 如何なる ものであった 乎。 玆に 的確と 記て はない。 然し B ト 自身が 感染した 

^に 由て、 北ハ柯 たりし 乎 を 略 ぼ 知る が 出来る。 いかに 客人 接待が 大切で あると しても、 自分の 娘の 

節操 を 權牲に 供して まで も 之 を 行 はんとす る は、 過誤の 極で ある。 然し ソ ドム 人の 間に 在りて は、 此 


は 別に 惡事 であると は 思 はれなかった ので あらう。 而 して 又 後に 至りて ロトの 一 一人の 娘が 父に 對 して 

爲 した 背 倫の 行爲 は、 彼等の 墮落を 示す と 同時に、 ソ ドム を 首" 4； とする 低地 全 體の隨 落の 狀態を 現 は 

す ものと 云 はざる を 得ない。 卽ちソ ドム 人 特^の i 非は亂 倫であった ので ある。 その 事が 口碑に 傳 はり" 

彼 後書 二 章 六 節 以ドに 現 はれた ので ある、 卽ち 

又ソ ドムと ゴ モラの 市を滅 さんと 定め、 之を燒 きて 灰と なし、 後の世の 神 を 敬 はざる 者の 鑑 とな 

し、 唯義 しき „1 ト 卽ち惡 人の 淫亂の 行 爲を恆 に 憂へ し 者 を 救へ り。 如 此く祌 は …… 汚れた る 情慾 

に循 ひ、 肉の 慾 を 行 ひ、 中； たる 者 を藐視 する 者 を 罰する 事 を 知り 給 ふ。 

と。 卽ち ロトの 行爲、 彼の 娘の 行爲、 並に 新約聖書の 此 一一 目に 照して 見て、 ソドム人特^の！^；の、 情愁 

の 罪、 近代 人の 所謂 性慾の でありし 事が 制 明る。 そして 之が 異邦人 特別の" s| でありし 事 は、 歷&- の 

充分に 證明 する 所で ある。 前囘に 述べし 通り 羅馬ボ ム ぺ ィ 市の 罪が 之であった。 神が イスラ H ルの尺 

に 全滅 を 人 叩 じ 給 ひし 所の パ レ スチナ 土着の 民力 ナン 人の， おが 之であった。 其 他 滅亡に 定められし 凡て 

の 民の が 之であった 0 維 馬 書 一章 二  ra: 節 以下 參 照)。 卽ち 彼等の 噴 落が 性慾の に 現 はる、 に 至つ 

て、 彼等 は 滅亡に 定めら る \ の である。 a トの 娘の 行爲 は、 今日 之 を インセスト 卽ち 近親 間の 姦^と 

稱し、 身 震 ひする 程の 罪悪で あるが、 然し 乍ら 道 德の墮 落が 終に 玆 にまで 至る は 決して 無い 事で はな 

い。 此は H ジブ 卜 人の 間に 行 はれた 事で あり、 义異敎 力 ナン 人の 間に は 普通に 行 はれた 事で あらう。 

そして 斯 かる 罪悪が 異敎の 民の 間に 盛んに 行 はれた るが 故に、 モ ー セは 之に 對し嚴 格なる 律法 を 設け 

たので ある。 事は申命記第ニ十七章ニ^ >— 二十 四 節に 明かで ある。 人が 禽獸 にまで 墮落 する 事で ある 

そして ソド ム とゴ モ ラは兹 にまで 噴 落した ので ある。 

ソ ドムと ゴ * ラの覆 滅  ニニ 一一 
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我等 日本人に 此罪 なしと 云 ふて 我等 は 誇る であらう 乎。 實に 我等 は C トの 娘が 犯した やうな IJi; を 犯 

した 日本； g 人の 在った 事 を 聞かない。 我等 は此 事の 爲に祌 に 感謝す る。 然し 乍ら 日本人 は 震災 以前に 

此^ 落の 極にまで 近づきつ & あつたの では あるまい 乎。 他人の 妻 を 奪 ふて 己が 妻と 做し、 或は 己が 夫 

を棄て 他の 男に 適く は 明白なる 姦娃の 罪と して、 世界 全體に 認めら る k に關 はらす、 震災 以前の 日本 

人 は、 之 を 罪と して 認めざる に 至りし 而已 ならす、 彼等 の^の 多くの 識者と 稱 する 者まで が 之を稱 

美して 撣ら ざるに 至った ではない 乎。 斯くて 「不義 (姦娃 ) は 死罪」 との 日本人 固有の 道 德は全 く 

れて、 「不義 は惡 事に あらす、 戀愛藝 術の 立場より 見て 寧ろ 讚美すべき 事な り」 と 云 はる、 に 至つ 

た。 而 して 1* 玆に 至て 鼓に 止まる であらう 乎。 罪 は奇を 好む 者で ある。 益々 33 て 益々 奇 なりと は 罪の 

行爲の 特質で ある。 普通の 姦淫が 罪惡 ならす 却て 美德 として 認めら る、 に 至って、 其 次ぎに 來 るは特 

殊の 姦^で ある。 インセスト は卽 ち如此 くにして 始まる ので ある。 罪惡の 美術 鑑賞で ある。 奇なる 丈 

け 夫れ 丈け 美しく 見える。 そして ロト は自 から 揮んで 惡の 市に 住んで、 自 から 其 良心 を 鈍らせし に 

4- まらす、 北ハ娘 をして 藝術 的娃婦 たらしめ たの. である。 震災 以前の 東京 はソ ドム 程 は 噴 落しなかった 

と 言 ひ 得 やう。 然し ソ ドムに 近づきつ & あった は事實 である。 r 此 輩 は膽 太く 自 放なる 者に して 尊 

者 (祌) を 謗る 事 を 恐れざる なり」 との 一一 一一 n は、 ソ ドムに 於ても 東京に 於ても 文字通りに 眞 であった" 

r 此輩 は」、 殊に 東京に 於け る、 文士と 稱 する 人達 は、 常 倫 を 破る に大膽 であった。 彼等 は自 放で あつ 

た、 卽ち 何 よりも 自分の 思想 を 重んじ、 之に 反對 する 者 あれば、 舊式 なり、 壓迫 なりと 云 ひて 激昂し 

たり 彼等 は に 尊者 卽ち神 を 誇りて 恐れなかった。 彼等の 多数 は背敎 者であった。 そして 背敎 者の 

常と して 何よりも 彼等が 曾て 信ぜし 神 を 誇る に 熱心であった。 彼等の 背 倫と 謗 一 i と は 同一 の 原因より 


出る のであって、 祌を 謗る 其 心 は 大膽に 背 倫を敢 てす る 動機であった。 

口 トは 義人であって、 ソ ドム 人の 中に 在り 日々 その 不法の 行爲を 見聞して 己の 義 しき 心 を 傷めたり 

と 云 ふ (八 節)。 然し 夫れ は 比較的に 云 ふに 過ぎない。 ロト はソ ドム 人に 較べて 義人で あつたので ある？ 

然し 乍ら 伯父 アブラハム に比べて は 確かに 墮落 信者であった。 「腐っても 鯛の 骨」 である。 墮落 信者 

も 不信者の 中に 在りて は 義人で ある。 一た び 祌の義 を 味 ひし 者 は、 日々 不信者の 不法の 行 を 見聞して 

義を 以て 養 はれた る 己が 心 を 傷めざる を 得ない。 ロトの 如き 薄 信の 信者と 雖も、 ソ ドム 人の 屮に 在り 

て は、 彼等の 警告たり 訓誡たり であった であらう。 そして 祌も亦 P トを 忘れ 給はなかった。 彼 は 彼 を 

ソ ドム 人と 同様に 极ひ 給はなかった。 天使 を 遣 はして 彼と 彼の 家族と を 救 ひ 出し 給うた。 然し 彼等 は 

容易に 救 はれなかった。 彼の 妻はソ ドム 戀 さに 後 を 顧へ りて 堕の 塚と 化した。 B ト 自身 も 亦戀々 の 情 

禁じ 難く して、 天使の 命す るが 俊に 山に 逃れす して、 附近 ゾアルの 邑に 止まった。 彼等 は 救 はれ はし 

たる もの \ 線に 身 を 以て 免 かる 目に止まった。 &ト はパゥ tl がコ リント 前書 三 章 十五 節に 於て 言 ひし 

が 如くに 「己 は 火より k れ 出る 如く 救 はれ」 たので ある。 漸く さっと 救 はれた ので ある。 

ロトの 運命 は憐 むべき 者であった。 彼は惡 人ではなかった。 然し 此 世に 多く 見る 意志の 弱い 人で あ 

つた。 彼 は 妻の 慫 想に 逆 ふ 能 はすして 伯父の 忠告 を 省みす して 虛榮の 街なる ソ ドムに 移住した。 彼 は 

又 娘の 氣儘 勝手 を 抑制す る 能 はす、 彼等 をして 自由に 不信者の 婿を擇 ましめ、 ソ ドムの 罪に 感染して、， 

終に 父の 身 をまで 汚さし めた。 ァ ブラ ハ ム に 較べ て 口 トは 信仰の 人に 非す して 情の 人であった。 循っ 

て此 世に 善く 受け らる \ 人であった。 而 かも 神の 人の 平安と 彼に 降る 完全の 恩 惠に與 る を 得. なかった。. 

「备 人の ェは 明に ならん、 夫 日 之を顯 はすべ ければ 也、 此は 火に て顯 はれん、 其 火 各人の ェの 如何 

リ ドムと ゴ モラの IS 滅  ニニ 五 
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を； むべ し」 とべ ゥ a は 首うた (コ リ ン ト 前書 三 章 十一 一一 節，； -0 ゾ ドム を滅 せし 火はァ ブラ ハムと ロトと ソ 

ドム 人と、 其 他の 人々 の實 質を顯 はした。 災禍の 要は 化し 鼓に 在る ので あらう。 信者 は 信者、 墮落信 

者 は^^ 信者、 不信者 は 不信者、 それ を 明に 顯 はす 者が 天災 其 他の 災難で ある。 天災 其 物 は 善人 を も 

造らす 叉 惡人を も 造らない。 然れ ども 惡は 之に 由て 亡び 善 は 之に 耐 へて おる。 神 は 燒盡す 火で ある。 

然れ ども 神の 火 を W てしても 燒盡 されない 者が ある。 我等 はァ ブラ ハ ム と共に 純金の 信仰 を 神より 戴 

いて、 比^ 界 に幾囘 となく 臨む 審判の 火に 耐えて、 終に 父の 永への 家へ と 移されん こと を 祈る。 


ヨセフの 話 

其 一 青年時代の 夢 

創^記 第三 十七 章の 研究 

馬 太 it 一章 二 節に 「アブラハム イサク を 生み、 イサク ヤコ ブを 生み、 ヤコ プ ュダと 其 兄弟 を 

生めり」 と ある。 ョ セ フは卽 ち ュダの 兄弟の 一 人に して、 ャ コブの 子に して イサクの 孫ァ ブラ ハ ム の 

< 孫で ある。 アブラハム は 特に 信仰の 人で あり、 イサク は n 肅の 人で あり、 ヤコ ブは 活動の 人で あつ 

た。 エホバ は 已 をモ ー セに現 はして 曰 ひ 給うた 「我 は汝の 父の 神、 アブラハムの 神、 イサクの 祌、 ャ 


コ ブの祌 なり」 と r 出 埃 及 記 三 章 六 節 )o 父子 孫 三人 は 同一 の 神の 恩寵の 下に 三ッの 全く 異 つた 性質 を 

現 はした。 そして 曾孫の ヨセフ に 於て 三人の 性質が 一 人の 性格と なりて 現 はれた。 神 は 天然の 法 M を 

い ちじろ 

以て 働き 給 ふ。 遺傳の 法則 は 著しく ァ ブラ ハ ム の 家に 於て 働いた。 ョ セ フはァ ブラ ハ ム 家の 善き 代表 

者であった。 アブラハムの 子孫た る 所謂 ュダ人 は、 其 光明 的 半面に 於て 善く ヨセフの 性質 を 現 はして 

居る。 ヨセフ を 知らす して 選民の 歷史を 解す る 事 は 出来ない。 ヨセフ はィ H スキ リストの 原型で ある」 

ひろ  O0O0OGO0  0 

ョ セ フを 高め、 潔め、 擴 くした 者が、 神の 子に して 人類の 王なる ィ H ス である。 ョ セ フの 生涯 は 之 を 

OO0OOO00O0OO0OOOO 

イエス の小傳 として 見る ことが 出来る。 

創世記 三十 五 章 一 一十三 節以 F に 曰く 

夫れ ャ コブの 子 は 十一 一人な り、 卽ち レアに 由て 生れし 子 は、 ャ コブの 長子 ルべ ン 及び シメヲ ン、 

レビ、 ュダ、 イサカ ル、 ゼ ブル ン なり。 ラケル に 由て 生れし 子はョ セ フ とべ 一一 ャミ ン なり。 ラケ 

ル の 仕 女 ビル ハ に 由て 生れし 子 は ダンと ナフタリ なり。 レアの 仕 女 ジルバに 由て 生れし 于 はガド 

とァセ ル なり。 是 等はャ コ ブ の 子に して パダ ンァ ラム に 於て 彼に 生れた る 者な り。 

此 外に レアに 由て 生れし，、 テナと 呼ばれし 女子が あった。 此 女子が ャ コ ブの 子等に 由て 大 なる 悲劇 を 起〕 

すの 原因と なった (： 第三 十四 章」。  」 

此 くして ヤコ ブに 人の 妻が あった。 然し 彼が 正妻と して 認めし 者 は ラケルであった。 そし. て 彼 ひ- 

十二 人の子の 內で 彼が 嫡子と して めし 者 は、 此 ラケルが 生みし ヨセフであった。 アブラハム 家の. 祝 

幅 は 長子 ルべ ン ならで、 ベ 一一 ャミ ンを 除いての 末子なる ョ セ フに傳 はるべき であった。 信仰の 家に 於 

て は 家督の 恩惠は 選びに 由る ので ある。 (羅馬 書 十一 章 五節 を 見よ)。 イサク、 ヤコ ブ、 ヨゼフ、 孰- 
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れも 「恩の 選に 由り」 て 信仰の 家を嗣 いだので ある。 此 福音 的 眞理を 心に 留めて、 第三 十七 章 二 節の 

言 を 解す る 事が 出来る。 卽ち 「ヤコ ブの 傳は是 なり、 卽ち ヨセフ 十七 歳に して その 兄弟と 偕に 羊を牧 

ふ 云々」 と。 卽ちャ コブの 傳はョ セ フに繁 がると 云 ふので ある。 そして ョ セ フは 彼の 長き 多事多難の 

生涯に 於て、 此傳統 的 恩惠を 失はなかった ので ある。 祌は アブラハムに 爲し給 ひし 約束 を充 たさんが 

爲に ヨセフ を 守り、 彼 をして 其 聖旨 を爲 さしめ 給うた ので ある。 ヨセフの 場合に 於ても 人の 意志 や 計 

畫が行 はれた ので はない、 神の 聖旨が 行 はれた ので ある。 ヨセフが 偉ら かった ので はない、 彼に 在り 

て 働き 給 ひし エホバ の 神が 偉ら かった ので ある。 神の 人の 生涯 はすべ て如此 しで ある。 其點に 於て モ 

1 セ、 M レ ミヤ、 パゥ 口、 ル I テル、 コ ロム ゥ エル、 すべ て 異る所 はない。 

ヨセフ は 青年時代に 夢を見た。 禾 束の 夢と 星の 夢と がそれ であった。 靑年 はすべ て 夢見る 者で ある。. 

コ a ム ブス も 秀吉も 青年時代に 夢を見た。 そして 其 夢が 彼等の 生涯に 於て 事實 となりて 現 はれた。 夜 

の 夢が ある、 晝の 夢が ある、 そして 殊に 注意すべき は晝の 夢で ある。 預言者の 夢、 詩人の 夢、 美術家 

の 夢 はすべ て 醒めた る 時の 夢で ある。 之 を 夢想と 稱 して 斥く る 勿れ。 或る 夢 は 神より 來る 啓示で ある。. 

然し 之 は 人に 語るべき 者で はない。 語って 返って 彼等の 誤解す る 所と なる。 ヨセフ 其 夢 を 兄弟 等に 語 

りし かば、 「兄弟 彼を嫉 めり、 然れど その 父 は此言 を 憶え (心の中に, め) たり」 と ある (第 十一 節)。 

若し ョセ フが夢 を 何人に も 語ら ざり しなら ば、 彼 は 多くの 災害より 免 かれた であらう。 

ョ セ フの 兄弟 等 は 自分 等に 甚だ 不名譽 なる 夢 を 打消さん とした。 卽ち 夢見る 者 を 無き ものにして、 

夢の 災禍 を 絶たん とした。 彼等 は 彼 を 殺さん とした。 然るに 長兄 ルペンの 遮る 所と なりて 彼 を 辱 かし 

め、 ^に 投じ、 後に 彼 を 引上げて 異邦の 商人に 奴隸 として 彼を賣 渡す に 止めた。 骨肉の 行爲 として 實 


に 殘酷 極ま る と 云 ふ ベ き で あ る。 然し 乍ら 嫉妬 は 時 に 人を驅 つて 玆に 至らし む。 兄弟 は 他人の 初めで. 

あると 云 ふ。 利益の 爲に 兄弟 相 爭ふは 決して なる 事で はたい。 我國の 歷史に 於て 兄弟が 位を爭 うて 

1 が 他 を 除きし 場合 は 斟 くない。 所謂 宇都 宮^$ 動の 如き は 其 一 例で ある。 ァ ブラ 尸 ム の 家に も 亦此罪 

が 行 はれた。 人はァ ブラ ハ ム の 子孫と 雖も 生れながら にして は 罪の 人で ある。 後に 至りて、 ユダヤ人 

が、 ヤコ ブの 子等と 同じ 精神 を 以て、 ナザレの ィ H スを 殺した。 ヨセフに 於て ィ H スが現 はれ 彼の 兄- 

弟 等に 於て 民の 長老と 擧 者と パリ サイの 人が 代表され たので ある。  罪の 歷史は 古今東西 變 らたい。 

ョ セフは 銀 二十 枚に て イシ マ ェ ル 人に 賫られ 商品と して H ジ ブトに 携へ 行かれ、 彼 地に て 終に 國 王- 

パ n の 侍衛の 長なる ボ テパ ル に賫 渡された。 憐 むべ し靑年 ョセ フ の 夢 は玆に 全然 破壤 された。 彼 は 多 

分 ドタンより シケム へ、 ベ テルより 父の 家なる へブロ ンを經 て、 南の 方 H ジブ ト へと 酪 鉈の脊 にて 運 

ばれた であらう。 叫ぶ も 呻く も 今 は 無益で ある。 彼 は 今 は 無慈悲なる 運命の 繩に 縛られて、 まだ 見ぬ- 

圃 へと 運ばれた ので ある。 彼の 若き 血 は 煮えた であらう。 彼 は獨り 思うた であらう、 鳴 呼 我が 父祖の 

神 は 何處に 在る、 彼 は 我 を 非道の 手に 渡し 給へ り、 夢 はや はり 夢であった、 我 は 我が 兄弟 等に 夢 を 語 

つて 夢 を 破られて 憂き目 を 見せられ たと。 此時彼 は 攝理の 手に 導かれて、 理想 實 現の 域へ と 連れ 行か 

れつ i ある を 知らなかった。 泣ける ヨセフの 上に 恩 惠の神 は 笑み 給 ひつ X あった。 人の 怒 は 神の 聖旨 

を壞っ こと は £來 ない。 神 は 御自身に 逆 ふ 人達 を 以て 其 聖旨 を 遂げ 給 ふの みならす、 更に 進んで 惡人 

自身の 救 ひ を も 行 ひ 給 ふ。 イス カリオ テの ニダが ィ H スを 賣ん とて 出 行く や、 イエス は 弟子に 告げて 

曰 ひ 給うた 「今、 人の子 榮を受 く、 神 亦 彼に 由り て 榮を受 くるたり」 と (ヨハネ 傳十 一一 一章 三 節 )0 ヨセフ 

の 場合に 於ても 同じであった。 但し 神の 子なら ぬ ヨセフ は 其 兄弟に 賣られ て 「榮を 受け、 神 亦 彼に 由 
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りて 榮を受 る」 と は 知らなかった〕 . 

愛子 ョ セ フの 喪失 はャ コブに 取りても 亦曾盡 されぬ 疝舉 であった a 彼の 生涯の 希 あは 今や 懸 つて 此- 

子に あった。 彼 はは 取 近 ：！^ 愛の ラケル に^れ、 彼女の 遺子と して、 叉 祖父 アブラハムより 傳 來の祌 の- 

祝： i の承繼 者と して、 ヨセフ は の寶、 老いた る 父の 倚賴む 柱であった。 然るに 親の 心 子 知らす であ. 

つて、 ヤコ ブの 子等 は 其 弟を寶 ると 同時に 其 父 を 欺いた。 「斯くて 彼等 ヨセフの 衣 を 取り、 牡 山羊の 

羔を 殺して その 衣 を 血に 濡し、 之 を 父に 送り 遣 はして 曰 ひける は、 我等 之 を 得たり、 汝の 子の 衣なる- 

や 否や を 知れ」 と (三 一、 三 二 節 )o 無情の 極、 無慈悲の 極實に  一一-一 n 語道斷 である。 然し 是れ 決して 無い 

事で はない。 斯 かる 例 は^にい くら も ある。 ^に 嫉妬 程 恐ろしい 者 はない。 自己に まさりて 他 を 愛す 

る 者 を 怒る の 心、 それが 嫉妬で ある。 そして 此 心に 驅られ て、 最も 恐るべき 靠惡が 行 はれた。 嫉妬の 

ほのほ  ひ，. 1 亡-一 

焰の燃 ゆる 所に 親子 も 兄弟 も 夫婦 もない。 「是 れ汝の 子の 衣なる や 否や を 知れ」 と。 ィ H スの 放蕩 3^ 

の譬 話に、 兄が 弟の りし を 聞いて 父に 告げし 言に 曰く  T. 此汝が 子 歸れば 之が 爲に 肥た る糗を 宰れり 

云々」 と c ルカ 傳 十五 章 一一 一 〇 節)。 「汝が 子」 である、 我が 兄弟で はない。 嫉妬 は 肉親の 情 を 打消す の 能 

力で ある。 

然し 乍ら 「人の 怒 は 神の 義を行 ふ 事を爲 さす」 と ある (ヤコ ブ書 一章 ニト節 )o ヤコ ブの希 ひ If- も ヨセフ 

の 夢 も 兄弟 等の 惡 計に 由て 破碎 されなかった。 神の 約束 は 立て 壞れ す。 神 は 異邦の 商人 を 以て、 大國 

の 王と 高官と を 以て、 而 して 大 なる 娥謹を 以て 終に 彼に 依頼む 者 を 救 ひ 給うた。 


其 二 正しき 歩み 

創世記 第三 十九 章 の 研究 

エホバ ヨセフと 偕に 在す (二 節〕  H ホバ ヨセフの 爲に其 エジプト 人の {_ ^を 惠み給 ふ、 エホバ 

の 祝 ii 彼が. 3^ と 田に 有る 凡の 物に 及ぶ (五節：) … … 然れば 我れ いかで 此大 なる 惡を なして 神に 對し 

を 犯す を 得ん や (九 節)  そ は エホバ ヨセフと 偕に 在せば なり、 エホバ 彼の 爲す 所を榮 えし 

め 給 ふ (ニー 一一  節〕。 

ョ セフは 惡人等 の譎 計に 槻り大 なる 悲. 境に 陷 つた。 然し 絶 の 故に 爲 すべきの 義務 を 怠らなかった。 

彼 は 第 1 に 神 を 恨まなかった。 第一 一に 主人に は 中： 人と して 事へ た。 彼 は 多くの W 年が 爲 すが 如くに、 

自分の. 理想お 1; 立て 境遇に 逆 ひて 進まん としなかった。 身 は 富家の 生れで あるに 拘 はらす、. 令 は 買 は 

れ し奴隸 として、 自分の 利益 を 忘れて、 主人の 利 ハ.； ^を 計った。 斯 くして 彼の 爲す事 は 悉く 成功した。 

ら て 

彼 は 第一 に屮： 人の 完全なる 信用 を 博した。 主人 は 家と 其 財 產を擧 げて之 を 彼. に 委ねた。 「彼れ t^」 の 有 

る 物.. を 悉く ョ セ フ の 手に 委ね、 その 食ふパ ン の 外 は 河 を も ra み. ざり き」 と ある (六 節 >o 「彼れ 己が 食 

もて 

ふパ ンの外 は、 何 を 有る 乎 を 知ら ざり き」 と譯 すべきで ある。 信頼の 極で ある。 ボテ。 ハル は 其 全財產 

を 擧げて 之 を ヨセフに 委ね、 其 決算報告 を すら 聞く に 及ばざる に 至った との 事で ある。 此忠實 と信顿 

もの しもべ もの  もの 

i ありて、 所謂 资 本と 勞 働との 衝突の 有り やう はない。 中-人の 有 は 僕. の 有、 僕の 有 は 主人の 有で あ 

る。 「エホバ ヨセフと 偕に 在ます  エホバ ヨセフの 爲に其 H ジプト 人の.： お を 惠み給 ふ」 と ある。 
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ヱホパ 偕に 在して、 雇人と 被 雇人と の^に 此美 はしき 關 係が 成立す るので ある。 神の 臨在 を 乞 はすし 

て 唯 法挣を 以て 定めし 權利關 係と して、 資本と 勞 働との 調和 を 計らん とする も、 その 失敗に 終る は 明 

甴 である。 

傳道之 書 第 九 章に 曰く 「凡て 汝の 手に 堪 ふる 事 (凡て 汝の 手に 来りし 事) は カを盡 して 之を爲 すべ 

し」 と。 凡て 與 へられし 仕事 は、 その 何たるに 拘 はらす 全力 を 注いで 之を爲 す、 それが 成功 最大の 祕 

訣 である。 凡の 成功者 は 此途を 取った。 そして ョ セフは 其 好き 例であった。 彼 は ボテパ ル の 家の 宰と 

して 忠實 であった、 獄舍 に投ぜ られ、 囚人の 首と して 忠實 であった、 そして 最後に H ジブ ト國 の總理 

大臣と して 忠實 であった。 能く 家 を 齊ふ者 は 亦 能く 國を 治む。 小事に 忠なる 者 は 大事に も忠 である。 

「彼に 曰 ひける は、 あ ヒ害且 忠なる 僕よ、 汝^^なる事に忠なり我れ汝に多くの物を督どらせん、 汝の 

キ： 人の 歡樂に 人れ よ」 との、 馬 太傳ー 一十 五 章 一 一十 一 節に 於け るィ H ス の 御 一一 目 は ヨセフ の 如き 者に 適用 

すべきで ある。 米國 人に ョ セフと 呼ばれし 新島襄 君の 壯年 時代の 行爲の 如き、 克く ヤコ ブの 子ョセ フ 

の それ を例證 すべき ものである。  ■ 

成功の 途に 就きし ヨセフ は 再た 新たなる 災厄に 遭うた。 彼は惡 しき 婦人に 誘 はれ、 之 を 担み し 結果、 

主人の 怒 を 買 ふて 獄に投 ぜられ た。 誘惑と 云へば 男が 女 を 誘 ふ 者の 如くに 思 はる、 が、 然し 決して さ 

うと は 定まらない。 男 は 必す惡 魔であって、 女 は必す 天使で あると 思 ふ は 間違で ある。 ヨセフの 場合 

に 於て 男 は 天使であって、 彼 を 誘 ひし ボテ パルの 妻は惡 魔であった。 そして ヨセフ は 如何にして 魔女 

の 誘惑 を 斥けし 乎と 云 ふに、 彼 は H ホバに 依て 之 を 斥けた ので ある。 「我れ いかで 此大 いなる 惡を爲 

して 神に 罪 を 犯す を 得ん や」 と 彼 は 此妖艷 なる H ジプト 婦人に 告げた。 姦淫 は 何故に 罪で ある 乎、 之 


を學理 的に 定 むる は 頗る 困難で ある。 日本 文士の 多数の 如き、 令 日と 雖も猶 ほ 姦淫の 罪た る を 明白に 

認めない であらう。 ヨセフ も 亦、 當 時の 倫理 學 者に 問 ふて、 的確なる 解答 を 得なかった であらう。 そ 

して 彼の 兄姉 等 は 此事を 明かに せす して、 多くの 恥 かしき 罪 を 犯した。 創世記 第三 十四 章と、 同 第三 

十九 章と は、 ヤコ ブの 家に 於け る、 男女 關 係の 暗黑的 半面 を 語る 者で ある。 然れ ども ヨセフ は 彼等と 

類 を 異にした。 彼 は 身の 淸潔を 守る に： 男敢 であった。 柔順 溫 良の 彼 は 罪に 對 して は 峻厳であった。 そ 

して 彼 は M ホバを 信ぜし が 故に 斯く ある を 得た ので ある。 希 伯來書 十三 章 四 節に 曰く、 「汝等 婚姻の 

事 は 凡て 之 を 貴むべし、 …… 神 は苟合 また 姦淫す る 者 を 審判き 給 ふ」 と。 姦淫 は 神に 對 して 犯す 罪で 

ある。 神 は 殊に 此罪を 憎み 給 ふ。 故に 神 を歡ば せんと 欲する 者 は 此罪を 避ける。 ィ H ス キリストの 御 

父なる 眞の 神に 對 する 信仰と 姦淫の 罪と は 如何にしても 雨 立す る 事が 出来ない。 「我れ いかで 此大な 

る 惡を爲 して 祌に對 して 罪 を 犯す を 得ん や」 と 三千 年 前の ヨセフ は 曰うた。 そして 今日と 雖も此 罪 を 

免 かれ、 身と 魂との 淸潔を 守らん と 欲せば ヨセフに 傚 ふより 他に 途 がない ので ある。 修養 も毅鍊 も、 

思索 も 研究 も、 此 罪に 勝つ には餘 りに 微力で ある。 多くの 英雄、 多くの 文士が、 他の 事に 於て は 世の 

尊敬 を惹 くに 足りし かど も此罪 丈け に は 勝つ 事が 出来なかった。 エホバ 我と 偕に 在しての み、 我 は 彼 

の 潔き が 如くに 潔く ある を 得る ので ある。 

身の 淸潔を 維持して ョ セフは 無實の 罪に 問 はれて 獄に投 ぜられ た。 災厄の 上の 災厄で ある。 彼 は 益 

ハ„ ^不幸の 深みへ と 沈んで 行いた。 實に 「義 しき 人に 息 難 多し」 である。 彼 は 神に 倚りつ k ありし 間に、 

異邦に 賣 られ、 今 は其獄 舍に投 ぜられ た。 アブラハムの 祌何處 に 在す 乎と 彼 は 眩いた であらう。 それ 

は 鬼 も あれ 彼 は 又 彼の 境遇に 安んじた。 彼 は 監獄 生涯 を 利用して 彼の 信仰 を發 揮した。 監獄に 在りて 
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も 貴顯の 家. に 於て 在ゥ しが 如くに、 エホバ ヨセフと 偕に 在して 彼の 爲す 所を榮 えしめ 給うた (二十 

三 節， )o エホバ 偕に 在して、 境遇の 如何 は 問題に ならたい。 すべての 境遇が 彼の 榮光 を顯 はすに 適して 

ゐる。 「義 しき 人 は 患難 多し、 然れ ども エホバ は 智な其 巾より 救出し 給 ふ」 と ある。 そして 彼に 正直 

勤勉の 靈を與 へて 彼 を 救 屮：： し 給 ふ。 境遇 其 物に 救拯の 途が備 つて ゐる。 ^に 手段 方法 を講 する に 及ば 

おの づ .U ォけ 

ない。 ifsl かれし 地位に 在りて、 勤勉で、 1^ 直で、 忠實 で、 彼に 自 から 救 拯の途 が 開かれる ので ある。 

ヨセフの 生涯に 於て 特に 注意すべき は、 彼が 神の愛 子で ありし に拘 はらす、 奇 跨の 之に 現 はれ ざり し 

^$-でぁる。 彼の 立身の 途は 平凡であった。 そして H ホバ 偕に 在して、 平凡の 途は奇 跨 以上の 奇蹟で あ 

る 0 

其 三 榮 達の せ」 

創世記 四十 章、 ra: 十 一 章の 研究 

ヨセフ は 夢を見る 者であった。 义夢を 占 ふ 者であった。 彼 は 夢の 人であった。 八，' n の 言葉 を 以て 言 

ふなら ば、 现 想の 人であった。 彼 はュダ 人の 善き 代表者であって、 實行ハ \ ぶ であると 同時に 现想 家で あ 

つた。 彼 は 首 者であった、 同時に 又 政治家であった。 預言者 ィザャ の 如き、 政治家 ダ-ー H ルの 如き、 

共 他 gfiE 人物の 跡 を踐ん で、 預言 叉 は 政治に 從 事した 者に、 此の 反對 性で ある 乎の 如くに 見 ゆる 兩面 

があった。 ァ ブラ ハ ム 埃の 偉大 は兹に 在る。 彼等 は 理想の K であると 共に 實カ實 I, 仃の 民で ある。 M 千 

年後の 今 G と雖 も、 彼等が 其： i: 挨的 精力 を 失 はざる 现由 は玆に 在る。 夢を見ざる は 古び、 夢 を 行 は 


ざる 民は滅 ぶ。 夢 は 詩で ある、 舉 である、 音樂 である。 實行は 政治で ある、 工業で ある、 S 業で あ 

る。 ュダ人 は此兩 方面に 於て 偉大で ある。 そして ヨセフが 彼等の 爲に 此の 善き 遣傳を 作った ので ある。 

凡て 不確實 なる もの、 之 を 夢と 云 ふ。 「夢の 浮世」 と 云 ふ。 r 睡る 間の 夢、 旅人の、 一 夜 語りの 話 種」 

と 云 ふ。 夢 ほど 當 にならぬ 者 はない と 思 はる。 然るに 近代の 心理 學の 研究 は 此說. をー變 した。 多くの 

革命的 言語 を發 せし 哲學者 一一 イチ H は 夢に 就て 曰うた 「我れ 自身の 何たる 乎 を 示す 者に して、 我の 1:5- 

よ,、 せ 

る 夢 ほど 確實 なる 者 はない」 と。 夢 は 我が 無意識的 自我で ある。 意志の 抑制な き 時の 赤裸々 の 自我、 

それ を 自分に 見る ものが 夢で ある。 腦神經 は 機械の 一種であって 眠る 間 も 働く 者で ある。 そして 或る 

あて  ハ しづ ケし 

刺激に 由て 之 を 意識す る 時に 「夢を見る」 ので ある。 故に 夢 は 悉く 當 にならぬ 者で ない。 或る 闲 難き 

數學 上の 計算 を 夢の 裡に爲 した 例が ある。 有名の アツ シリ ャ擧者 ヒルプレヒト 氏 は 夢の 告示に 由って 

或る 判じ 難き 古代 文字 を讀 解したり と 云 ふ。 夢 は 人の 生涯に 於け る 不思議の 一 である。 「痴人 夢 を； fii 

る」 と稱 して、 夢 を盡く 痴人の 事と 見る は、 心理 學 研究の 進步 せる 今日の 識者の 爲 さぐる 所で ある。 

ョ セフは 獄舍に 在りて、 彼と 共に 繁 がれし パ 0 の ffi 臣ー 一人の 夢 を 解いた。 彼の 判 斷に違 はす 一 人 は 

赦 され、 一 人は處 刑せられ た。 夢 其 物に 深い 意味 は 無かった。 然し ヨセフ は 之に 由て 神に 依る 判斷の 

誤らざる を覺 つた。 神 は 叉 之に 由って ヨセフ を 王に 紹介し、 彼の 立身の 途を 開き 彼 を 通う して、 彼の 

兄弟 及び 父 ヤコ ブの 一族 を 救 ふの 機會を 作り 袷うた。 祌の聖 手に 在りて 小事 は 決して 小事で たい C 小 

事 は 我等 を 大事に 導く の徑路 として 贵く ある。 

r ョセ フ 彼等に 曰 ひける は、 (夢 を) 解く 事 は 神に 因る に 非す や、 請 ふ 我に 述べよ」 と (八 節：)。 ョ 

セフ は何處 まで も 謙 運であった。 彼 は 自分で 夢 を 解き 得る と は 思 はたかった。 夢 を 起す 者 は祌、 之 を 
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解く 者 は 神で あると 信じた。 斯くて 彼 は 普通の 夢 占 ひではなかった。 夢 を 以てする 祌の默 示に 與る者 

であった。 夢は默 示の 手段に 過ぎなかった。 贵きは 示されし 事實 であった。 手段 は 文化の 程度に 由て 

異なる、 然れ ども 默 示と 之に 接する 心の 狀 態と は 今 も 昔 も 同じで ある。 ヨセフが 夢 を 解きし 如くに、 

我等 は 時に 人生の 謎 を 解か しめらる。 そして 神に 依て 其 解釋を 試みて 我等 も 亦 自他に 關 はる 祌の默 示 

に 與る審 が ある。 そして ヨセフの 場合に 於け るが 如く 「解く 事 は 神に 因る に 非す や」 である。 各自に 

臨む 人生の 謎 は祌が 起せし 者であって、 之 を 解く の 智慧 も 亦 神より £ る 者で ある。 「神の は 神の 靈 

の 外に 知る 者な し」 と バウ 口 がコ リン ト 前書 一 一章 十 一 節に 於て 曰 ひしが 如くに、 祌 より 出しん 生の 謎 

は 神の 靈 より 外に 之 を 解く 者 はない。  _ 

ヨセフ は獄に 在る こと 二 年、 彼に 夢 を 解かれて、 素の 榮 職に 役せ し 酒 人の 長 は 恩 を 忘れて、 彼れ ョ 

セフの 放 釋 を 計らなかった。 然るに 鼓に 彼 を 世に 屮 いすべき 事件が 起った。 それ は 王 自身が 解す るに 難 

き 夢を見し 事であった。 七 頭の 牝牛と、 ，七 穗の麥 の 夢 は國の 安否 を 思 ふ H ジブ ト國の 王が 見さう の 夢 
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である。 そして 之に 對 する ヨセフの 解釋は M 人が 見ても 適切で ある。 r パ 口と 其す ベての 臣僕此 事 を 

善と す」 と ある は爾 あるべき である r 四十 一章 卅七節 )o 七 年の 凰 f: 年に 次で 七 年の 凶年が 來る、 故に 豐 

年の 間に 穀を蓄 へて 凶年に 備へ よとの 建言で ある。 事 は 至て 簡短 明瞭で ある。 然 れど此 iH に 當る者 は 

誰ぞ。 ョ セフは 勿論 自分 を 推薦し なかった。 然れ ども パ ：！ の 眼に はョセ フ こそ 其 適任者であった。 パ 

口 は ヨセフに 曰うた r 祌之を 盡く汝 に 示し 給 ひたれば 汝の 如く 慧く 賢き 者な かるべし、 汝我 やぶ を宰る 

べし、 我が 民 皆な 汝の言 に從 はん、 唯 位に 於ての み 我は汝 より 大 なるべし」 と (卅 九、 £ ト 節：. )o  。ハ 口 

にん を 見る の^が あった。 國を思 ふに 厚き 彼 は 民 を 治む るの 才に 長け た。 治 圃の術 は 他で ない、 適當 


の 人 を 適當の 地位に 置く 事で ある。 パ p は ヨセフの 風采 言語に 於て、 殊に 北ハ 謙遜の 態度に 於て、 國を 

舉げて 之を委 ぬるに 足る の 资格を 認めた であらう。 君、 君 たれば 臣、 臣 たるべし と 云 ふが 如く、 パ 口 I 

明君たり しが 故に、 ヨセフ は良臣 たり 得た ので ある。 我等 は ヨセフの 偉大 を認 むる と 同時に、 。ハ の 

賢明 を 忘れて はならない。 

ョ セ フは 何に 由て パ 口 の 夢 を 正當に 解す る を 得し 乎。 聖靈に 由る と 我等 は 首う であらう。 然れ ども 

聖靈は 如何にして 斯 かる 解釋を ヨセフに 供し 給うた であらう 乎。 神 を 信す るの 結果と して、 神の 造り 
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給 ひし 萬 物に 對し、 厚く 同情 を 寄す る 事に 由って と、 私 は 答 へんと 欲する。 ヨセフ は 本能 的に 來 らん 

とする 七 年の 豐 作と 七 年の 凶作と を豫 知した ので あらう。 其點に 於て ョ セ フは克 く 我が 二宮 尊 德に似 

てゐ た。 實に彼 は 尊德に エホバ の靈の 宿りし 者であった らう。 尊德も 曾て 凶年 を豫 知して 民 をして 之 

に備 へしめ た 事が ある。 彼 は 秋に 茄子 を 味 ふて 翌年の 凶作 を 知った との 事で ある。 彼 は 曰うた 「十 年 

の 凶作に 備 ふるの 貯蓄な き 國は滅 ぶ」 と。 そして 尊德 をして 農業 的豫言 者たら しめし 所以 は、 地と 其 

產に對 する 彼の 深厚なる 同情に 在った ので ある。 天然の 秘密 を 知る の祕訣 は、 人の 心 を 知る の 秘訣と 

同じく、 深き 熱き 同情で ある。 パ n をして 斯 かる 夢を見せ しめし 者 は 民 を 思 ふ 切々 の 心であった。 そ 

して ヨセフ をして 之 を 正當に 解せ しめし 者 は、 神に 對 する 信仰 は 勿論の 事と して、 パロと 其 氏と、 彼 

等の 國 土と に對 する 熟き 深き 同情であった。 預言 は單に 未來を 語る 事で ない。 叉 王 を 責め 民 を 篤る 事 

でない。 預言 は 熟き 同情 を 以てする 時勢の 解釋 である。 預言者 は 同情 卽ち 愛の 人で ある。 愛 を 以て 見 

る 時に、 夢に 意味が あり、 風に 眞理が 含まる、 ので ある。 ヨセフが 若し 令 日 世に 在ったならば、 彼 は 

夢 を 解す して、 ィ H スが曰 ひ 給 ひし 「時の 兆候」 を 解いた であらう。 祌は 何れの 時代に 於ても 明かな 
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る 「兆候」 を 供へ 給 ふ、 唯 之 を讀む 者がない ので ある。  " 

「ヨセフ. H エジプトの 王パ 口の 前に 立し 時 三十 歳な りき」 と ある (四 六 節 〕o 同じく ヤコ ブの裔 にし 

しる 

て ョ セフ よりも 大 なりし 者が 世に 現 はれ 給 ひし 時 も 亦 三十 歳で ありし と 記さる (ルカ 傳 三章サ 一一 一節. )o 三 

いにして 立つ と孔 ゃも官 うた。 神に 事 へんと 欲して n 十 かるべ からす、 晚 かるべ からす、 未？ 一の 身 を w 

てす ベから す、 老衰の 體を 以てすべ からす、 「その 身 を 神の 聖 意に 適 ふ 聖-き 活ける 祭 物と して 神に 獻 

げょ」 と ある 如く (。 マ 書 十二 章 一節)、 我等 は 我等の： _ 取 善の もの を 彼に 獻 ぐべき である。 与-ぐ， 刃れ、 然 

れば とて ある i 勿れ。 大抵の 場 <f 口に 於て 三十 歳が 時で ある。 

祌は 終に ョ セ フを其 多くの 忠 難の 屮 より 救 屮 I し 給うた。 彼 は 其 を 彼が 設けし 一 一人の 男ず の 名を以 

て した。 曰く マナ セ (忘れ)、 口 く  H フ ライム (多く 生る) と。 十七 歳に して 異邦の 人に 賣られ 

奴隸の生涯を^；きること十三年、 然 かも  一 11 も自 から 難より 免 かれんと せす、 唯 置かれし 地-化に 在りて 

巾お 莨に 勤めた。 彼 は 唯の 一 囘も 自分の 立身 榮 達の 爲に 運動し なかった。 唯一 囘酒 人の 長の 夢 を 解いて 

其， 報： U して、 屮 I 狱の 後に 彼の 放 釋の爲 に カを遨 さん 事 を 頼みし も、 それすら 忘れられて、 彼 は 更に 二 

年 問 獄舍の 生涯 を績 けた。 神が 人を義 とし 給 ふ 時に 人の 手 を 藉り給 はない。 彼 は 大王と 天地の 力 を W 

ひて ヨセフの 練 紲を釋 き、 彼を榮 光の 地- U に： ふ は ゑ 給うた。 我等 も 亦 ヨセフに 傚 ひて 成功 を 焦心るべき 

でたい。  ， 

其 四 夢 の 實 現 
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ヨセフ の 夢 は 終に 事實 となりて 現 はる、 に 至った。 彼の 兄弟 達の 禾 束が 立ちて 彼の 禾束を 還りて 之 

を拜 せりとの 夢 は 共通り に 成って 現 はれた。 「ヨセフの 兄弟 等來 りて その 前に 地に 伏して 拜す」 と あ 

り (四. H 一章 六 節〕、 彼等 (兄弟 等) 身 を (ヨセフの 前に〕 屈めて 禮を なす」 と あり (四十 一一 一章 二十 八 節)、 

「ュダ と 共 兄弟 等 ヨセフの 前に 地に 伏す」 と ある (四十 四 章 十四 節 )。 如此 くにして 預ー 一一 一口 は 成就す るの 

である。 如何に 成就す る 乎 は 成就した 後でなければ 判明らない。 而 して その 成就す る や、 自然の 成 行 

として 成就す るので ある。 之に 何の 不思議 もない やうに 見える。 然し 乍ら 實に 不思議で ある。 自然の 

成 行 其 物が 不思議で ある。 北 ハ結某 を 見て、 自然と 奇践 との に iHll 別 はない。 

ョ セ フは兹 に 彼の 兄弟 等に 對し復 罄 を 行 ひつ 、あるので はない、 彼等に 悔改を 促しつ、 あるので あ 

つ み 

る 。兄弟 等 は 自分 等の 上に、 不幸の 上に 不幸が 加 はりつ k ある を 見て、 自分 等が 曾て 辜な き ヨセフの 

上に 行 ひし 舊惡を 憶 起さ る を 得なかった。 彼等 は ヨセフの 前に、 彼が 彼等の 一一 一一 n 語 を 解せ ざると 思 ひ、 

相互 を 責めて 口うた、 「我等 は 弟の 事に よりて 實に罪 あり、 我等 は 彼が 我等に 只管に 願 ひし 時に その 

心の 苦しみ を 見ながら 之を聽 かざりき、 故に 此 苦しみ 我等に 臨めるな り」 と (四十 ニ章サ 一節， )o 

苦しみに 會 ふて 罪を悔 ゆる 者 は 福で ある、 北 ハ人は 旣に赦 し を 得ん としつ、 あるので ある。 ヨセフ は旣 

に 其 時 彼の 兄弟 等が 彼に 對 して 犯せる； を赦 したので あらう。 然し 乍ら 彼等が 充分 に 悔改の raK を 結 び 、 

赦 しの 恩惠 をして 完全なら しめんが 爲に、 更らに 苦しみの 鞭を當 たので ある。 容易く 赦す事 決して 恩 

惠 でない。 名醫が 抉る 丈け 抉りて 病 氣を取 除く やうに、 神と 神の 人と は 苦しめる 丈け 苦しめて 然る 後 
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に赦 すので ある。 人 を 完全に 赦 すに 多くの 勇氣 と、 確信と、 忍耐と を 要する。 此 場合に 於て ヨセフ は 

彼の 兄弟 以上に 苦しんだ ので ある。 「ヨセフ その 弟の 爲に心 焚る が 如くな りし かば、 急ぎて その 泣く 

べき 所 を 尋ね、 窒に 入りて 其處に 泣けり、 而 して：. S を 洗 ひて 出で、 自 から 抑へ て 食 を 供へ よと in ふ」 

と ある (： 四十 三 章 三十、 三十 一節〕。 多情 多感た る ヨセフよ、 彼 は 今 は大 政治家と なり、 强國 の總理 大臣 

と 成りし も、 彼の 軟き心 を 失はなかった。 彼に 臨みし 連糗 せる 不幸 難 艱は彼 を 化して 堅き 心の 人と 成 

さなかった。 基督 的 政治 {豕 は 今と 雖も 泣く こと を 恥と しない。 正義の 爲には 獅子の 如くに： ffl? ましく あ 

ると も、 慈悲の 爲には 婦人の 如くに 優 さしく ある。 ヤコ ブの 愛子 ヨセフ はすべ ての 基督 的 政治家の 好 

校範 である。 

苦しめられし は ヨセフ の 兄： に 止まらない、 彼の 父ャ コ ブ も亦然 りで ある。 實に 彼等の 中に 在りて 

老いた る ヤコ ブが 最も 苦む 者であった。 枝れ H ジ ブトより 歸れる 其 子等に 曰 ひける は、 「汝等 は 我 を 

して 子 を 喪 はしむ。 ヨセフ は 居らすな り、 シメ オン も 居らすな りたる に、 亦べ 一一 ャ ミン を も 取らん と 

す、 "だれせ な 我 身に か、 る 事な り (是 等の 事す ベて 我に 不可な り) …… 我 子は汝 等と 共に 下る ベから 

す、 彼の „ も は 死て 彼れ 獨り 遺り たれば なり、 ^し汝 等が 行 く 所の 途 にて 災難 彼の 身に 及ば i -、 汝等は 

我が，：： J 髮 をして 悲しみて 慕に 下らし むる に 至らん」 と (四十 二 章 讲六節 以下 )o 憐 むべき ヤコ ブょ、 彼の 

多事多難の 生涯の 終りに 於て、 最大の 患難が 彼の 身に 及ばん としつ k あった。 人生に 息 難 絶えす。 患 

難が 萬 察の 終りで ある 乎の 如くに 見 ゆ。 而 して ヨセフ は 父の 此心を 知らざる に 非す、 然れ ども 父 を も 

斯く 苦しめざる を 得す、 是れ單 に 人の子と して は 爲す能 はす、 神の 子と して、 神に 代りての み 爲すこ 

との S 來る 事で ある。 ヤコ ブの 苦しみが 終らん が爲に は、 彼 も 亦 彼の 子等と 共に 苦しまざる ベから す 


苦しむ は 人生で ある。 始めに ヨセフ 苦しみ、 次に：： 儿弟等 苦しみ、 終りに 老いた る 父が 苦しむ。 そ は 人 

はすべ て S§ 人で あるから である。 苦します して 彼等 は 神の 恩惠に 人る 事が 55 來 ない。 そして 全家ぎ つ 

て 苦んで、 全家 擧 つて 喜びに 入る ので ある。 

てのうち 

そして ヨセフ は 其 兄弟 等 を 如何に 扱うた 乎。 彼等 はん マ は 彼の 手中に 在った。 彼等 を 活すも 殺す も 今 

は 彼の 自由であった。 彼等 は 曾て 彼 を 殺さん と 謀りし 者、 然り旣 に 殺せり と 思 ひし 者であった。 若し 

謦を 役さん と 欲するならば 今であった。 骨肉の 兄弟 は必 しも 互に 相赦す 者で ない。 我國の 墜史に 於て 

しょち 

も 源賴朝が其弟範{<ま-^^經等に 對 して 取りし 所 置に 就て 考 ふる も、 復響は 骨肉の 2? にも 有りがちの 事で 

ある。 希躐 人の 理想的 人物と して 仰がる、 ゥリ シス は、 ヨセフに 略 ぼ 似た る 運命に 陷 つた 者で あるが、 

彼が 勢力 を 得て、 彼の 敵 人が 彼の 手中に 陷る や、 彼 は 彼等が 曾て 彼を极 ひしが 如くに 彼等 を极 ひ、 以 

て 正義の 何たる 乎 を 後世に 示せり と 云 ふ。 ゥリ シスの 場合 は 遙に賴 朝の それに 優 さると 雖も、 然し 我 

等 * 督 者の 立場より 觀て 決して 譽 むべき 者で ない、 然し 乍ら ヨセフ は遙 にゥリ シス 以上で ある。 ョセ 

フは 前の 敵 を 自分の 手中に 牧 めて、 彼等に 對し 謦を復 さす、 心より 彼等 を赦 した。 聖書の 記事の 內で、 

创ぼ記 第 四十 五 章 は 最も 美 はしき 者の 一 である。 世界の 大文 學の內 で、 何處に 之に 優 さる 者が あるで 

あらう 乎。 

玆に ヨセフ その 側 に 立る 人々 の 前にて 自ら 堪 ゆる 能 はざる に 至りければ 「人々 皆な 我 を 離れ 出 

よ」 と 呼 はれり …… ョ セ フ聲を 揚げて 泣けり …… ョ セ フ卽ち 其 兄弟に 曰 ひける は、 「我 は ヨセフ 

なり、 我 父 は猶ほ 生存へ 居る や」 と 兄弟 等 その 前に 愕き 懼れて 之に 答 ふる を 得 ざり き。 ヨセフ 兄- 

弟に 曰 ひける は  「請 ふ 我に 近づけ」 と、 彼等 卽ち 近づきければ、 曰 ふ 「我 は汝 等の 弟 ヨセフ、 汝 
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等が H ジ ブトに 寶 りたる：^ なり。 然れ ども 汝等 我を此 所に 寶 りし を 變 ふる 勿れ、 叉 自己 を寊 むる 

, 刃れ。 神 生命 を 救 はん 爲に 我を汝 等の 前に 遣 はし 給へ るな り …… 然れば 我を此 所に 遺 はした る 者 

は汝 等に 非す 祌 なり 云々」 と。 而 して ョ セ フ北ハ 弟べ 一一 ャ ミ ン の 頸 を 抱 へ て哭 く、 ベ 一一 ャ ミ ンも亦 

ヨセフの 頸 を 抱へ て哭 く。 ヨセフ 亦北ハ すべての 兄弟に 接吻し 之 を 抱きて 哭く。 此後 兄弟 等 ヨセフ 

と 言 ふ。 

是れ 木當の ，脉 の赦 しで ある。 そして ヨセフ は祌に 在りて 斯 くも 完全に 其 兄弟 等 を赦す 事が 出來 たので 

ある。 「我 を此 所に 遣 はせ し 者は汝 等に 非す 神な り」 と 云 ふ。 神 は 人の 憎しみ を 以て 其 愛しみ を 行 ひ 

給うた ので ある。 斯く 神の 聖意を 窺 ひ 知る^が W 來て、 何人も 完全に 其 敵 を赦す 事が S 來 るので ある， 

人 は畢竞 神の 聖 意を變 へる 察 は 屮：： 來 ない。 彼等 は 神に 逆 ひつ k ある 問に 其 聖意を 成しつ、 あるので あ 

る。 我が 生涯 は 我と 人との 關係 ではない、 我と 祌 との 關 係で ある。 そして 「凡の 事 …… 善 も惡も …… 

凡の 事 は 神の に 依りて 召された る 神 を 愛する^の 爲に 悉く 働きて 益 を 爲すを 我等 は 知る」 と ある 如 

く、  ； i も 味方 も 悉く 我に 關 はる 神の 善き 聖意 を爲 すため に 働きし を 知る 以上、 我等 は 敵を赦 さぐら 

んと 欲する も 能 はない ので ある。 そして ヨセフ はん：' より 三 干 七 丙 年 前に 此攀 を實驗 した。 其點に 於て 

我 化 ズ，' m の 基督 者 も 亦 ヨセフの 兄： S である。 神の 子等の 復活の 日に 於て、 我等 も 亦 彼の 兄弟と して 認 

めら れて、 ベ 一一 ャ ミンと M じく 彼に 抱かれて、 北 ハ歡迎 を 受けん こと を 祈る。 

そして ヨセフの 事に 依り 最大の 恩惠は 北ハ父 ヤコ ブに 及んだ。 ヨセフ は尙ほ 生きて 2iS り、 H ジブ 卜 全 

國の宰 となり ると 聞いて ヤコ ブは之 を 信じなかった。 然れ ども 其 事が 諸の 子等に 由て 繰 返 へ さる" 

を 開き、 殊に ヨセフが 自分 を H ジプト にまで 運ばん とて 送り 来りし 車 を 見て、 其 疑ひ渐 くにして 解け 


^^..-?£05に復りて曰ぅた 「足れり、 我 子 ヨセフ は尙ほ 生き 居る、 我れ 死なざる 前に 往 きて 之 を 視ん」 

と。 親の 喜びに して 失 ひしと 思 ひし 子に W び會 ふに 勝る 者 はない。 老いた る ヤコ ブに此 喜びが 臨んだ。 

言 あり 曰く 「神 は 其 最大の 恩惠を 最後に 現 はし 給 ふ」 と。 イスラ ェ ルと稱 ばれし ヤコ ブの悤 難 多き 長 

き 生 に 於て、 人生 最大の 恩惠 はや はり 最後に 臨んだ。 神に 導かる、 者の 生涯 は 孰れ も 美 はしき ドラ 

マで ある。 ヤコ ブと ヨセフの 生涯 は それであった。 我等の 生涯 も 亦 それで あらねば ならぬ。 

附 イエスと ヨセフ 

馬 太傳廿 一章 三 三— 四 六 節。 馬可傳 ー 十二 章 一— 一 一節。 

路加 傳 二十 章 九— 一 八 節。 

し ら  あかし 

約 翰 傳五章 三十 九 節に 云 ふ、 r 汝等 聖書に. 水生 ありと 思 ひて 之 を 探索ぶ、 此 聖書 は 我に 就て 證 する 

者な り」 と。 卽ち舊 約 聖書 全體が 預言で ある、 殊に ィ H スに 就て 證 する 者で あるとの 事で ある。 所謂 

頂 言 書の みが 預言で ない、 歷史も 詩篇 も箴 一一 一一 ：！ もす ベて が 預言で ある。 ィ H ス はまた 言ひ 給うた" r 汝 

しる 

等 もし モ ー セを 信ぜば 我 を 信すべし、 そはモ ー セ 我事 を 書し たれば 也」 と r 同 四十 六 isjo そして r モ 

1- セの 第一 書」 と稱 せらる、 創世記 全部が ィ H ス に關 はる モ ー セの證 明で あると 見て 間違ない ので あ 

る。 アブラハムの 一 子 イサクが 神の 獨子ィ H スを 代表し、 モリ ャの 山に 於け る 彼の 犠牲が ゴ ルゴ タの 

丘に 於け る 神の 羔の暧 罪の 死 を 預言す る 者なる 事 は 何人に も 判る。 情の 人なる ヤコ ブはィ H スの情 的 

半面 を 表 はし、 彼が 其 妻 ラケル を 愛し、 「ヤコ ブ七 年の 間 ラケルの 爲に 勤めたり しが、 彼女 を 愛する 
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が 爲に數 n の 如く 見做せり」 と ある は、 キリス 卜が 其 新！！ なる 敎會を 愛し 給 ふ 其 愛の 預表 であると 多 

くの^ 解 者 は稱ふ (釗 * 記 二十 九 章 二十 節)。 其 如く ョ セ フ も亦ィ H ス の 御 生涯の 或る 方面 を 現 はして 居 

るに 相違ない。 其方 面 如何、 是れ 我等の 知らん と 欲する 所で ある。 

000OOOO000000000  00000000000 

ヨセフ の 生涯 はィ H スの御 生涯の 全體を 示す 者で あると 思 ふ。 ィ H ス の 御 生涯と 云 ひて 地上の 御 生 

涯 ではない。 神の 子と しての 御 生涯であって、 地上に 始 つて 今 は 天上に 於て 繼 綾せられ、 永遠 無窮の 

未來に 於て 完成 せらる & 彼れ 獨特の 御 生涯 を預 表する 者で あると 思 ふ。 如此 くに 見て ヨセフ の 生涯に 

深い 意味が あり、 又ィ H ス の 御 生涯の 普通人 間の 一 生と 全く 其 趣き を 異にする 事が！： ると 思 ふ。 卽ち 

ヨセフ の 傳を讀 む 時に 我等 は 復活 以後の ィ ェ ス の 御 活動に 目 を 注がねば ならぬ ので ある。 

ヨセフが ヤコ ブの 愛子であった やうに、 ィ ェ スは 神の愛 子であった。 そして ャ コ ブが其 子等の 內に 

よの ひ i 

ョ セ フを送 りし やうに、 祌は 世人 殊に ユダヤ人の 間に ィ H スを遣 はし 給うた。 そして ョ セ フ の 兄弟が 

彼を极 ひしゃう に、 ユダヤ人 はィ H スを极 うた。 「我 子 は 敬 ふならん と 謂 ひて 終に 其 子 を 遣 はし i に、 

^夫 等 その子 を 見て 互に 曰 ひける は、 此は 嗣子な り、 いざ 之 を 殺して 其 產業を も 奪 ふべ しと、 卽ち之 

ぶ に >e の  た i 7:s し  あて 

を 執らへ、 ^？^萄園ょり逐出して殺せり」 と ある 譬話は ヨセフに もィ H スに も當 はまる 者で ある。 イエ 

スは ヨセフ の 如くに 其 兄弟に 賣 られ、 遠き 國 なる 死の 里 へと 速 行れた ので ある。 

X み  いへ つくり  ナ み お いし 

そして 陰： 肘に 止まる 事 三日に して ィ H スは 甦り 給うた。 「工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり」 

であった。 ヨセフが H ジブ ト國の 全權を 握る に 至りし やうに ィ H スは 神より 天の 內、 地の 上の すべて 

の 權を賜 はりて 萬 物に キ： たるに 至り 給うた。 屈辱の 後に 榮 光が 臨んだ。 「彼 は 祌の體 にて 居りし かど 

ひとし  むなし  し tv か，； -ち 

も、 自ら 其の 神と 匹く 在る 所の 事を棄 がた き 事と 思 はす，、 反って 已を虚 うし 僕の 貌を 取りて 人の 如く 


成れり、 旣に 人の 如き 形狀 にて 現れ、 己を卑 くし、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至 

も ろ A. さ 

れり、 此故に神は^^^しく彼を崇めて諸の名に超る名を彼に予へ給へり、 此は 天に 在る もの 地に 在る も 

の をして 悉く ィ H ス の 名に 由り て 膝 を 屈めし め、 《1^諸の舌をして悉くィ H ス キリスト は 主な りと 稱揚 

して 父なる 神に 榮を歸 せしめ〃 爲 なり」 とパゥ 口 が ピリ ピ書ー 一章 六 節より 十 一 節までに 於て ィ H ス に 

就て 述べし 言 は、 之 を 或る 範圍に 於て ヨセフに 適用す る 事が W 來る。 ヨセフ は實に 小なる ィ H ス であ 

0 

る 0 

そして ヨセフ の 兄弟が 終に 彼の 救援に 與 からざる を 得ざる に 至りし やうに、 ィ H スを 十字架に 釘け 

し 彼の 兄弟 も 亦 終に 彼の 足下に 俯して、 彼の 赦免と 援助と を 乞 はざる を 得ざる に 至る 時が 來 るので あ 

る。 北ハ 時が 卽ち 「主 イエスキリストの 日」 である (ピリ ビ書 一章 六 節〕。 北 ハ時ゼ カリヤ 書 十二 章 十 節に 云 

へる； m 富者の 一一 一一 〔が實 現す るので ある、 曰く 「彼等 は その 刺したり し 我 を 仰ぎ 觀、 獨 子の 爲に哭 くが 如 

く 之が 爲に哭 き、 長子の 爲に悲 むが 如く 之が 爲に 痛く 悲しまん」 と。 然し 彼等 は 容易に 其 罪を悔 改め 

て、 「しが 刺した る 者の 爲に哭 かないで あらう。 神 は 之が 爲に 多くの 困難 を 彼等の 上に 降し 給 ふで あら 

，、ろしみ 

う d 地. お、 火事、 饑饉、 ：？： 亂、 外患と 色々 な 苦難が 彼等 を 見舞 ふで あらう。 之に 遭 ふて 彼等 は 互に 言 

ふで あらう、 「我等 は 兄弟の 事に 由り て 眞に罪 あり、 我等 は その 心の 苦しみ を 見ながら 北ハ 願を聽 かざ 

りき、 故に この 苦しみ 我等に 臨めるな り」 と (四十 ニ章サ 一節」。 ィ H スを 十字架に 釘け し 事が 人類が 

犯せし 最大の 罪で ある。 彼等 は此賴 の爲に 苦しみ、 此 罪を悔 ゆるに 至って 初めて 救 はる.^ ので ある。 

そして ィ H スは 罪を悔 改めし 彼の 兄弟 を 如何に 扱 ひ 給 ふで あらう 乎。 彼 は ギリシャの ゥリ シスが 其 

敵を极 ひしゃう に 扱 ひ 給 ふで あらう 乎。 卽ち場 太 傳廿四 章 五十一 節に 記す が 如くに 「之 を 斬殺して 其 

ヨセフの 話  ニニ 五 
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報 を 偽善者と 同 うし」 給 ふで あらう 乎。 然ら すで ある、 彼 は ヨセフが 其 兄 „?s を极 ひしゃう に、 彼をト 

字 架に 釘け し 者 を 极ひ給 ふで あらう。 彼 は ヨセフ の 言 を 以て 其 時 彼等 を 慰めて 曰 ひ 給 ふで あらう、 

「汝等 我を此 所に 賫 りし を もて 憂 ふる 勿れ、 又 自ら 身を責 むる 勿れ、 祌、 生命 を 救 はし めんと て 我 を 

汝 等の 前に 遣 はし 給へ るな り」 と (四十 五 章 五節 )o ィ H スを 死刑に 附 せし は 犬なる 罪であった。 然れ 

ども 神の 御 攝理に 由り、 此 1^ が 救の 原と なった。 イス カリオ テ のュダ と、 民の 長老と、 祭司の長と學 

^<^;等との詭譎と犯罪的行爲となかりしならば、 ィ H スの榮 化と 之に 伴 ふ 萬 1- の 救はなかった であらう。 

悪人 も 亦 惡を行 ひつ k ある 問に 神の 聖意を 遂げつ. - ある。 そして 終末の 日に 於て 此 事が 判明し、 惡人 

も 亦 共 惡を認 むる に 至れば、 玆に宪 全なる 赦免が 宜吿 せられて、 ィ H スは ヨセフの 如くに 心より 其 兄 

弟 を 赦し給 ふで あらう" ヨセフの 兄弟 は 計らす も 彼の 前に 引出されて、 彼等が 犯せし 雜を箱 かれた。 

然れ ども 審判 は 正義に 依らす して 恩惠に 依った。 そして ィ H スが ヨセフに 劣り やう 害 はない。 我等 も 

亦ィ H スの 前に 引出されて、 我等の ，51 を鞫 かる、 時に、 ィ H スも亦 我等 を 糊 くに、 律法の 正義 を 以て 

せす して、 幅 昔の 恩惠を 以てし 給 ふに 相違ない U 是れ 人なる 我等に 取り 犬なる， 慰安で ある。 神はョ 

セ フと共 兄弟との 場合 を 以て、 預め 我等に， の 悔改を 促し 給 ふと！ i: 時に、 之に 對 する 赦免の 恩 惠を約 

^し 給うた ので あると 信す る。 

ィ ェ スを 殺した 者 は ユダヤ 认 である、 故に ョセ フと其 兄弟との 場合 は 最も 克くィ ェ スと 北ハ國 人なる 

ユダヤ人に 當 はまる 者で ある。 然 らば ユダヤ人 以外、 例へば 日本人の 如きに は當 はまらざる 乎と 云 ふ 

に、 決して 爾 うでない。 日本人 は ユダヤ人の 如くに ィ H ス の體を 十字架に 釘け なかった。 然れ ども ュ 

ダャ 人； IE 様に イエ スを嫌 ひ、 機會 あれば 彼 を 斥けた。 日本人が ィ H スを 侮辱した 事 は 決して くな か 


つた。 彼等 は 西洋文明と 云 へば 銃って 之 を 探 用しながら 其 3 呉髓 とも 稱 すべ きィ H ス の 幅 昔 は 力 を盡し 

て 之 を 排斥した。 「ャ ソ」 の 名 は 彼等の 嫌惡の 目標であった。 其 法律、 敎育、 社き 制度 等、 西洋文明 

屮设も 善き ものに 於て、 キリストに 負 ふ 所^だ 多き に拘 はらす、 之が 爲に 彼に 感謝 を 表せし 事 $t て 一 

同 もな く、 キリスト を 利用す る も 彼 を？ みポ めす、 反て 彼を詬 り、 斥け、 侮辱し 來 つた。 日本人が イエ ス 

を 虐待せ し 事 は 決して ユダヤ人に 劣らない。 故に ィ H ス キリストの { 称 判の 日に 於て、 日本人 全 體、 政 

府當局 者の 立場 は 最も 恐るべき 者で ある。 然れ ども 其 時 彼等 を 鞫く者 は If を復す 者で はない。 ヨセフ 

の 如くに 兄弟の" s^;; を赦す 者で ある。 此事を 知るならば、 日本人 もん：' より 其 反逆の を 悔いて、 來 らん 

とする 判の 日に 備 ふるで あらう。 


3 セノの 5;^  ニー；； 七 
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出 埃 及 記 研究 

出 埃 及 記 大意 

出 埃 及 記、 r モ ー セの 第二 書」 と稱 す。 創世記 以下の 五書 を r モ ー セの 五書」 と稱 し、 其 第二に-化 

ゐす るが 故に 斯く稱 す。 出 埃 及 記の 名 は 「七十 人譯」 より as たもので あって 其 意義 は 希 伯 來書十 一 章 

廿ー 一節に 由て 示さる k ものである。 「ョセ フ 死なん とする 時に イスラ ェ ルの 子孫の ェ ジブ ト より 出る 

事に 就いて 語り 云々」 と あるが 其れで ある。 

埃 及は當 時の 世界的 大勢 力であった。 今日の 米國の 如き ものであった。 物質文明の 中心であった。 

せ けん 

世間 的 精神 を 代表す る國 であった。 そして イスラ H ル人は 當時埃 及の 捕 慮と 成って ゐた。 其 束縛より 

彼等 は 如何にして 脫 出せし 乎、 其 事 を 記す のが 此書 である。 故に 出 埃 及 記 は 出世間 記で ある、 脫俗記 

と稱 する も 可な り、 選民が 如何にして 現世の 粋より 脫 して 祌を拜 する 自由の 民と 成りし 乎、 其^ を 

記す が 出 埃 及 記で ある。 選民の 脫 世間 記で ある、 其 救出 錄 である。 斯く 觀て此 書の 重要なる 理由が 判 

明る。 吾人 何人 か 出世間 を 要せざる 者 あらん や。 此 世の 勢力 は 我等 を 捕へ、 我等 は北ハ 束縛す る 所と な 

りて 冲き、 祌の 子の 自由に 人らん と 欲しても がくので ある。 信者 备自に 出 埃 及 記が ある。 イスラエル 


の歷 5„ -に此 書の 在る は當然 である。 

出 埃 及 記 は 四十 章より 成る。 其 第一章 は 選民 俘 はれの 記錄 である。 第 W 十 章 は エホバ の榮 光民と 偕 

に 在る の 記事で ある。 奴 隸の民 を 以て 始 つて、 潔め られ たる 自由の 民 を 以て 終る。 恥辱 を 以て 始 つて、 

榮光を 以て 終る。 奴隸 より 自由に 至る までの 途程を 示す 者が 此書 である。 そして 奴 隸は埃 及に 於て 行 

はれ、 解放 はシ ナイ 山に 於て 爲 された。 第一章より 十五 章まで が 埃 及に 於け る m 來 事の 記事であって、 

十六 章より 終末まで がシ ナイ 半島に 於け る その 記錄 である。 前者 を 埃 及 篇と稱 すべく、 後者 をシ ナイ 

篇と 呼ぶ ベ けん。 そして 埃 及 篇は解 i 錄で あって、 シ ナイ 篇は 訓練 記で ある。 奴隸の 民が 壓 制より 救 

出されて (上 篇)、 自由の- たるの 訓練 を受く  (下 篇)、 それが 出 埃 及 記で ある。 

そして 凡てが 祌の聖 業であった。 其點に 於て 出 埃 及 記 は 他の 獨立史 と 異なる。 民が 自ら 戰 つて 自由 

を 得た のでない、 祌が 彼等の 羈粋を 解いて 彼等 をして 自由の 民たら しめ 給うた ので ある。 戰士は イス 

ラエル 人に 非す して エホバ の祌 であった。 如斯 くにして 出 埃 及 記 は 創世記と 同じく 神の 恩 惠の歷 おで 

ある。 然 かも 最も 著る しい 恩惠 の歷史 である。 「汝 記憶すべし、 汝 曾て H ジ ブトの 地に 奴隸 たりし に、 

汝の神 エホバ 强き 手と 仲べ たる 腕と を 以て 其處 より 汝を 導き出し 給へ り」 と ある 其 事で ある 「巾ん i 記 五 

章 十五 節〕。 神 エホバが 強き 手 を 以て 其 民 を 救出し 給うた ので ある。 そうして 救出 は大 なる 奇蹟 を 以て 

行 はれた。 人の 業で はない 神の 業で ある。 m 埃 及 記 を 普通の 歷史 として 解す る 事 は 出来ない。 神の 御 

業の 記錄 である。 奇蹂 は當然 である。 

そして 神 は 其 選びし 特^の 人 を 以て 此の 驚くべき 救出 を 行 ひ 給うた。 其 人はモ ー セ であった。 出 埃 

及 記 は イスラ H ル の歷史 であって、 同時に 亦モ ー セの傳 記で ある。 世界の 歷史は 偉人の 傅 記で あると 
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の 力 ー ラ ィ ルの首 が此處 にも 亦證明 さわる。 神 は 北 ハ聖意 を 行 ふに 人 を 以て 行 ひ 給 ふ。 奇 は 自然 的に 

行 はる 。神 は 直接に 人事に 關涉し 給 はない、 人 を 以て 携 はり 給 ふ。 イスラエル を 救 はんと 欲して モ— 

セを 選み 給うた。 そして 選お の 歴史が 恩惠 の歷史 でありし が 如くに、 モ ー セのー 生が 恩 鹿の 一 生で あ 

つた。 モ ー セの 生れ！ 時代と 境遇、 彼の 成育、 敎育、 修養、 訓練、 北 ハ事を 委しく 述 ぶる のが 此書 であ 

る。 W 尺の 歷史 に侗 人的 人類 的舆味 ある は が爲 である。 ル ，- テルの 傳記、 コ a ムゥ H ルの傳 記に 同 

様の 趣味が ある。 祌は 人類 救扬の 目的 を 以て 彼が 特^に 選み し 人の 一 生 を？ き 給 ふ。 屮 I 埃 及 記 は 神の 

人モ ー セの傳 記と して 見て 非常の 興味が ある。 

埃 及脫 出に 伴 ふ 奇践、 紅海の 橫斷、 T. 誡の授 m:、 マナの ド賜、 天幕 禮拜の 制定 等、 イスラ H ルの歷 

.S ^に 於け る 最大の 屮1 來 事は此 書の 記す 虎で ある。 督敎は 救出の 宗敎 であって、 其 起原 は 出 埃 及 記に 

於て ある。 救 扱 は 救出であって、 出 埃 及 は 其 模範で ある。 信者 は 凡て イスラ H ル 人が H ジ ブトより 救 

屮 Z されし やうに、 此^より 救出され るので ある。 埃 及 記 を 解せ すして * 督敎を 解す る 事 は出來 ない。 

M ホバは 其 民 を 救 はんとて 降臨し 給へ り、 共 審を錄 すの が上篇 である。 三 章 十七 節が 北 ハ事を 表明す。 

エホバ は 其 民の 內に 宿らん とて 降臨し 給へ り、 其 事を錄 すの が 十六 章 以下の 下篇 である。 そして 第 叫 

十 章が 其 事 を 言 ふ。 信^ 各自が 救 はる k も、 人類 全 體が救 はる.^ も此 順序に 循ふ。 「H ホバの 榮光幕 

屋に 盈ちたり」 とい ふが 屮 I 埃 及の 終極であった。 「神の 幕屋 人の 間に 在り、 神人と 共に 住み、 人 神の 

とたり、 神 また 人と 偕に 在して 其 祌と爲 り 給 ふ」 と 云 ふの が 人類 救扬の 最後で ある r 默 示錄サ 一章 三 

節に。 神 は 己が 造り 給 ひし 人類 を惡 魔の 乎より 奪還して、 一 冉び之 を 己が 有と なし、 彼と 父子の 關 係に 

\ り 給 ふ。 それが 救扬 である。 出 埃 及 記 は イスラ H ルの 歷史を 以て 書かれた る 神の 民の 救扬史 である。 


モ ー セ傳の 研究 

一 イスラエルの 出生 

(出 埃 及 記 第一 章) 

± びいだ 

我れ 我 子 をェジ ブトよ リ召 出せり と (馬 太 傳ニ章 十五 節〕、 イスラ H ルは國 として は H ジ ブトより 生れ 

たもので ある、 今 を 去る こと 凡そ 三千 二百 年、 アブラハム、 カル デャに 生れて より 凡そ 七 百年、 彼の 

子孫 は、 H ジ ブトに 降りて より 愈增 しに 繁殖し、 玆に ー國 民と 成りて 生れ 出た ので ある、 時に H ジブ 

トは旣 に 世界の 老大國 であって、 太古の 文明 は此 地に 於て 其發 達の 極に 達した、 而 して イスラ H ルの 

民 は 此國に 留まる こと 旣に s: 百餘 年、 太古 文明の 供す る 利 ハ鍁は 悉く 之 を 享受し、 今より 新たに 其 天職 

たる 靈性發 展の途 に 就かん としてあった、 而 して 機會は 外より 又 内より 供せられ た、 外よりの 機會は 

爲政 家の^ 制であった、 內 よりの 機會は 偉人 モ ー セの聖 召であった、 外なる 嚷 制は內 なる 自由と 相伴 

ひ、 玆に骨 界歷史 の 大事 件なる ィ スラ H ル 民族の 出 埃 及 は 演ぜられ たので ある。 

精神な き 文明 は 國を榮 えしめ すして 反て 之を衰 へしむ、 H ジ プ ト國は 其 物質的 文明 の 毒す る 所と な 

りて 八：' や 玆に褰 退の 狀を現 はした、 然るに 其 中に 客たり し イスラ H ルの民 は生氣 益々 熾ん にして 
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お t  いや ** し  I 

イスラ H ルの 子孫 饒く子 を 生み 彌增 被え 甚だしく 大に强 くな りて 國に滿 つるに 至れり 

とのこと であった (七 節〕、 兹に 於て か 彼等 は H ジブ ト 人の 嫉み懊 る、 所と なり 犬なる 壓制を 彼等の 上 

に 招いた、 然れ ども 彼等の 生氣は 少しも 衰 ふべ くもない、 彼等 は 苦しむ に隨 ひて 愈々 增し 殖え たれば 

(十二 節)、 H ジブ ト人は 更らに 彼等の 撲滅 策 を 講 する に 至った、 卽ち 彼等 は 古代に 於て 厘々 行 はれし 

嬰 兇の 殺戮 を實 行して 此外來 の 民 を 根絶 せんとした (馬 太 傅 一 一章 十六 節 以下 參 照〕、 ヱ ジブ 卜 王は產 

婆 を 召して 之に 命じて イスラ H ル 人の 中に 生れし 男子 は 悉く 之 を 殺さし めんと した、 然れ ど.^ 文明の 

惰氣 に觸れ ざり し へ ブ ル の婦は H ジ ブトの 婦の 如くで はない、 

彼等 は强 他う にして 席 婆の 彼等に 至らざる 前に 產 了れ り 

とのこと であった (十九 節〕、 精神的の みに あらす、 肉體 的に も イスラ H ルは遙 かに エジプト 人に 勝 さ 

るの：^ であった、 此 生殖 力 を 有する 强 健の 民 は 到底、 衰弱せ る 文明の 民の 壓？ m す ことの 出来る 者で は 

なかった、 彼等の 體 質に 由て 見る も 自由 は 終に 彼等の 間に 起らざる を 得なかった。 

パロと へ ti デ、 彼等 は朿洋 流の 二 大稱制 {豕 であって、 同じ 方法 を 以て 光明 を 2^ の 中より 絕 たんと し 

た、 然れ ども 彼等と 雖も攝 现の大 なる 聖 手に 抗 する こと は出來 なかった、 神の 人モ ー セはパ " の 厭 制 

の 手の 下より 生れ、 神の 子ィ ヱス はへ 口 デの殘 虐の劍 を 免 かれた、 而 して 前者 は イスラ H ルの闺 を 創 

立し、 後者 は 祌の國 を 建設した。 

一一 モ I セの 誕生 


(出 埃 及 記 第二 章 上半) 

神の 途は 人の 途に 非す、 

あはれ み 

エホバ を，^^、者に^l ホバ の 賜 ふ其憐 恤は大 にして 天の 地よりも 高き が 如し (詩篇 百 ミ篇十 一節〕。 

實に 人 の 恚怒 は汝を 讚む ベ し (仝 七 十 六篇十 節〕。 

神の 民 を 絶たん とせし パ n の 計畫は 終に 己 を 減す の 基と なった、 モ ー セは レビの * 鋭" に 由て 生れ，/」、 彼 

れ美 はしき 男子な りし かば 彼の 母 は 彼 を 殺す に 忍びす、 一時 は 彼 を 匿した、 而 して 終に 匿し 得ざる に 

至て、 パピ ラス 草 (萑) の 舟 を 作りて 彼 を 其 中に 入れ 之 を ナイル 河の 水に 委ねた 、な；!" や 之 を 洗 ひ 去る 

べき、 鱷魚ゃ 之 を 食 ひ 去るべき、 然れ ども 祌は 嬰兒 と共に 在り 給 ふた、 パ a の 王女 は 身 を 洗 はんとて 

に 下り 來 つた、 是れ 蓋し 當 時の 習慣に 循ひ、 ナイルの 水神 を 祭らん ためであった らふ、 而して4&^i- 

の 眼に 止まりし は パピ ラス 草の 小さき 箱舟であった、 彼女 之 を 開いて 見れば 嬰兒は 彼女 を 見て 啼 いた. 

パ は 暴虐の 君であった、 然し 彼の 女 は 仁慈の 婦人であった、 彼女 は 嬰兒を 水の 中より した、 而 

して 之に モ ー セ (援 出) の 名を與 へて 彼女の 子と して 彼 を 養った、 子 は 親の 罪 を 慎 ふと 云 ふ、 此 父に 

して 此女 があった、 パ P の 女 は H ジプト 國將來 の 敵 を 養 ふて 不忠 不幸の 罪 を 犯したり と 云 ふべき であ 

らふ 乎、 然り 若し H ジブ ト國 のた めの 人類であって 人類の ための H ジブ ト國 でないならば 此 詰責 は 適 

當 であら ふ、 然し 世界に 偉人 モ ー セを 供せ し此 王女 は此 詰責に 當る べきで あら ふ 乎、 池の 尼 は 賴朝を 

援 けしが 故に 不義 不忠の 婦 であら ふ 乎、 n 木國は 平家 を 犠牲に 供しても 賴朝を 要した では あるまい 

若し 世界 歷史の 舞 臺にモ ー セが現 はれ ざり しなら ば 如何？ 人類が 有せし 最初の 自由 は 無った であ 

モ. -セ德 の I  二  g 


•r^-  ^fj  w 究  二 四 四 

らふ、 所謂 モ ー セの 十誡 は 無った であら ふ、 隨て摩 西 律なる 者 は 無った であら ふ、 それが 故に 四大預 

liH 者 も リニ 小 一一 一一 c 者 も 出なかった であら ふ、 隨て ナザレの ィ H スも 出す、 タル ソの バウ C も 出な かつ 

たで あら ふ、 隨て * 督敎^ 界千丸 百年の 歷史は 無かった であら ふ、 今の 英國も 無かった であら ふ、 米 

1； も 無かった であら ふ、 獨逸國 も 無かった であら ふ、 而 して 余鞏が 若し モ ー セ微 りせば 憲法 的 R 木 も 

無かった であら ふと 一一： 一" ふなら ば 余 軍の 國人は 余輩に 向って 憤怒 を發 する であら ふ 乎、 モ ー セは實 に 世 

界 文明の. 源で ある、 摘 太敎も 基督 敎も囘 々敎 も、 亦 之に 伴 ひしす ベての 美術 も 文 擧も折 n 學も 一時 は 

、一し  しき だ 

き 一 人の 嬰兒 と共に 萑の 箱舟の 中に 在て ナイル 河の 流れに 浮いて 居った ので ある、 而 して 之 を援出 

した^が パ B の 女で ある、 纖 弱き 婦人の 乎の 中に 全世界の 文明 は嬰兒 と共に 託された ので ある。 

モ ー セはパ n の 女の 下に 在て 老大國 の 王子と して 其 授け 得る 最善 鼓 良の 敎育を 受けた、 時に 太古の 

文明の 華は鍾 つて エジプト 園に 有った、 政治、 法律、 宗敎、 文學、 理學、 藥學、 之に 加 ふるに 法 術と 

ト^、 …… ^！^學に涉るモ ーセ の造詣の如何に深かりしかは彼が後に彼の國人の爲めに作りし法律制度 

に 由て 知る ことが 出来る、 彼 は 是等を 直に M ホバ より 授かりたり-と 言 ふと 雖も、 H ホバは 物 を 人に 授 

くるに 彼の 豫め 有たざる もの を 以てし 給 はない、 法律家に は 法律 を！；^ け、 政治家に は 政治の 智禁 を授 

け 給 ふ、 モ I セの 授かりし 默 示の 大 なりし に 由て 彼の 素養の 如何に 大 なりし 乎 を 察する 事が 出來 る。 

三 モ I- セの遁 逃 

(出 埃 及 記 二 章 下半) 


モ ー セの敎 育 は 終った、 彼の 智識 的 準備 は 成った、 彼は今ょり世に出て何にか大なるii^-を爲さんと 

した、 彼 は旣に 彼の 埃 及國の 王子に あらざる を 知った、 彼 は 彼の イスラ H ル的 血統 を 認めた、 彼 は 八，' 

より 苦しめる 彼の 國人 のために 彼の カを挪 はんとした、 彼の 愛 國心は 燃えた、 彼の 衷に 義務の 念 は 動 

いた、 後に 11  布 伯 来書の 記者が 曰 ひし 如く 彼 は 

暫 らく 罪の 樂を享 けんより は 寧ろ 神の 民と 共に 苦難 を 受けん こと を 善と し 

た 「希 伯 來書十 一章 サ 五節)、 彼 は 一 日 野に 出て そこに 彼の 同胞た る イス ラ H ルの乂 が ェ ジブ ト 官吏の 虐 

待す る 所と なる を 見た、 彼 は 憤慨に 堪えすな つた、 ra: 方 を視ま はし 人の 居らざる を 見て 其 H ジプト 人 

を 撃て 殺し、 之 を 砂の 中に 埋め 頃く した、 而 して 此事 終に 發覺 せんとし たれば、 人 を 殺せし 彼 は 己れ 

も 亦 殺されん こと を 權れ、 終に 獨り H ジ ブトの 地 を 去て 東の 方、 紅海の 彼方なる ミデ アンの 地に 逃れ 

た、 憐む べし 「H ジプト 人の 學術を 盡く敎 へられ、 言と 行と に 才能 ありし」 モ ー セは 未だ 民 を 救 ふの 

途を 知らな か つ た (使徒 行傳 七章サ 一 一節)、 彼 は 人の 怒を以 て 神の 義を 遂げ ん とした、 彼 の 志 は嘉す ベ し 

とする も 彼の 取りし 方法 は 全く 誤って 居った、 彼 は 多くの 靑 年愛國 者の 取る 途に， E て 彼の！： 人に 自出 

を與 へんと した、 己れ の 暴力に 訴 へて 暴虐 者の 暴 を 挫かん とした、 彼 は 未だ 國民 救濟の 大任 を 委ねら 

る k に 足りなかった、 彼 は 今 は H ジ ブト 人の 舉 校な らで 祌の學 校に 行て 學 ぶの 必要が あった。 

而 して：；！ _ ハ學 校はシ ナイ 半島 ミデ アンの 地であった、 彼 は 玆に尙 ほ 四十 年間の 彼の 修養 を繼 けた、 个 

は 敎師と 文 字と を 以てせす して、 勞 鋤と 寂寞と 山嶽と 家畜と を 以て 彼は此 所に 神の 事に 就て 敎 へられ 

た、 彼 は 血 氣の賴 るに 足らす して 親るべき は 神の 靈 なること を敎 へられた、 彼 は 又 人の 怒 は 神の 義を 

行す 者で ない こと を敎 へられた、 劍を 以て 人 を？ 4 す も： の 自由 は 獲られな いこと を敎 へられた、 卜 
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年 に 涉る臍 野に 於け る 神との 接觸に 由て 怒り 易き モ— セは 柔和なる モ ー セと 化した、 

モ ー セは其 人 成、 溫柔 なること 世の中の すべての 人に 勝れり 

と (K 数 記 略 十二 章 n 一節〕、 是れ 神の 學校 を卒 へし 後の モ ー セ である、 H ジ ブトの 學者は 彼に 法律、 理學、 

折！： 畢を傳 へ 得た、 然れ ども 神の み 能く 彼 を 溫柔の 人と なすこと が出來 た。 

むすめ 

モ， I セ はミデ アンの 地に 至りて 計らす も 其 地の 祭司 リウ H ル (一名 H テロ) の 女に 遞返 した、 面し 

て 彼女の 導く 所と なりて 祭司の 家に 至り 兹に 彼の 客と なり 乂 終に 其 婿と なった、 チポラ、 之を譯 せば 

「小鳥」 である、 鳥 子 は 今はモ ー セ 夫人と なった、 モ I セの宽 流に も 亦小說 的の 所が ある、 彼 は 泉の 

傍に 於て 彼の 未來の 妻に 會 ふた、 彼の 新 生涯 は 兹に始 つた、 王女の 宮殿に 養 はれし 彼 は 牧羊者の 女 を 

娶 つた、 彼 は兹に 下って 平民と なった、 而 して 彼の 向上 は此 時に 始 つた。 

四 モ， I セの聖 召 

(出 埃 及 記 二 章 二十 三 節 以下、 三 章、 e: 章) 

乇 ー セは其 死た る 時 百 二十歳 (中 命 記 三十 四 章 七 節〕、 その パ 口と 談論け る 時 は 八十 歳であった (出 埃 

及 記 七牵七 節)、 故に 被 は 修養に 全生涯の 三分の 二 を 費した ので ある、 埃 及に 於け る 人の 學 校に 於て 四 

十 年、 シ ナイの 嚒 野に 於け る 祌の學 校に 於て 四十 年、 實に 長い間の 修養であった、 大器 晚 成の 理 に：^ 

れ す、 iSt 人モ ー セ も亦晚 成の 人であった、 寳に彼 は 一時 は此 世に 於け る 活動 を斷 念した ので あら ふ、 

彼は嗪 野に 於て 羊を牧 ひながら 神と 偕に 歩む 生涯に 慣れて、 是れ 以上の 幸福 を 求めざる に 至った であ 


らふ、 世に 事を爲 さんと 欲する 者が 事を爲 すので はない、 世の 事業 を斷 念せ し 人、 其 人が 大事 を爲す 

ので ある。 

時勢 は 終に モ— セ の 出動 を 促した。 

斯くて 時 を經る 程に H ジ ブトの 王 死ねり、 イスラエル の 子孫 其勞 役の 故により て 歎き 號 ぶに、 其 

勞 役の 故により て號ぶ 所の 聲祌に 達しければ、 神 その 長 呻 を 聞き、 祌 その アブラハム、 イサク、 

,  .  0  ひとん、 かへ り  0 しろ 

ャ コ フ になした る 契約 を 憶へ、 祌、 イス ラエ ルの 子孫 を眷 み、 神、 知し めし 給へ り 

と (二 章サ 一一 丁サ 五節 y 以上 三 節の 中に 神と 云 ふ 文字が 五つ ある、 镄は已 に 熟して 神が 人事に %ら ざる 

を 得ざる に 至った とのこと であら ふ、 苛政 は 其 極に 達し、 民の 叫 號の聲 神に 達し たれば、 祌は 其臂の 

カを發 し、 彼等 を 救 ひ 給へ りとの ことで あら ふ。 

祌、 神、 祌と、 イスラ H ルの歷 史は實 に 神の 歷史 である、 神 を 以て 始まり、 神 を 以て 終て 居る、 ィ 

スラ H ル の爲 したる 事で はない、 神が 彼等 を 以て 爲し 給へ る 事で ある、 此出埃 及 記 も 亦 神の 歷史 であ 

0O0OOOOOO 

る、 特に 祌の 歷史 である。 

モ ー セは其 妻の 父なる ミデァ ン の 祭司 H テ 口 の 群 を牧ひ 居りし が、 其 群 を 曠野の 奥に 導きて 神の 

山ホ レブに 至る に、 エホバ の 使者 棘の 裏の 火談の 中に て 彼に 現 はる 

と (三 章  一、 二 節)、 モ， I セは斯 かる 境遇に 在て 斯 かる 場所に 於て 神の 聖 召に 接した、 身 は 今 は 彼の 舅 

の 牧者と 化し、 羊と 共に ホ レブの 山奥に 入りし 時、 神 は 彼に 現 はれ 給 ふた、 ； t 服 を 着けて 會 堂に 出た ■ 

時で はない、 勞 倒の 粗服に 天然と 交 はりし 時で ある、 其 時祌は 彼に 現 はれ 給 ふた、 

祌曰ひ 給 ひける は、 汝の 足より 履を脫 ぐべ し、 汝が 立つ 所 は 架き 地 なれば なり 
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と (五一 断)、 此 所に 人なる 證人は 一人 もな く、 只、 山と 羊との 彼の 證人 として 立つ ありて 彼 は 彼の 聖職 

に 就いた ので ある、 神の 聖召は 常に 斯の 如くに して 行 はれる、 或 ひは靜 かなる 河邊に 於て 或 ひ は 無人 

おの ふる  しし.： 

の 山奥に 於て、 或 ひ は 鋤 取る 時に、 或 ひ は 斧 を 揮 ふ 時に、 神の 聲は 彼の 僕に 臨む ので ある 

然れ ども 謙遍 なる モ ー セは 直に 神の 聖 召に 應 じなかった、 彼 は 今 は 前日と は 異なり、 能く 自己の 弱 

きを n つた、 前に は自か ら 進ん で 民 を 救 はんと せし 彼 は 今 は 其 事 の 到底 彼 の 力に 及ばざる こと を覺 つ 

た、 

モ ー セ 神に n ひける は、 我 は 如何なる 者ぞ や、 我れ 。ハ 口 の 許に 往き イスラ H ルの 人々 を H ジブ 

ト より 導き出す ベ き 者な らん や 

と (r- 一章 十 一節」、 パ B は 大王で ある、 我 は 微小 さき 牧者で ある、 我れ 如何で 此 大任に 當り 得る 者なら 

ん やと、 是れは 臆病の 聲 ではない、 謙 遞の言 紫で ある、 斯 く謙遞 りて こそ、 救， おの 大業 は 就 げられ る 

ので ある。 

モ ー セは尙 ほ 一つの 引目が あった、 それ は 彼の 諮 辯で ある ことであった、 彼 は 美 はしき 一一 =1: 葉の 人で 

なかった、 彼 は 能辯の 術がなかった、 故に 彼 は 彼の 授けられし 職 を辭退 せんとした、 

モ ー セ、 エホバに 曰 ひける は、 我 主よ、 我 は 素と： 一目 辭に敏 き 人に 非す、 …… 我 は 口重く 舌 重き 者 

なり 

と (g: 章 十 節)、 力なし、 义辯 舌な し、 故に 我 を 免し 給へ と、 然れ ども 祌は彼 を 免し 給はなかった、 彼 

は 己の 力 を 以て 行 ふので はない、 神が 彼 を 以て 行 ひ 給 ふので ある、 訥辯は 敢て憂 ふるに 足りたい、 

我、 汝の 口に 在りて 汝の言 ふべき こと を敎 へん 


と (. 十二 節.)、 H ホバは 彼に 吿げ給 ふた、 而 して 彼れ 尙ほ辭 退して 止まざる が 故に、 神 は 彼の 兄ァ ロン 

を 彼の 代言人と して 任命し 給 ふた、 モ， - セは斯 くして 止む を 得すして 彼の 聖職に 就いた、 自己の 之に 

耐 ふる を 信じた からで はない、 神の 能力 を 信じた からで ある、 容易く 聖職に 就く 者 は 容易く IB: る、 辭 

退に 辭退を 重ね、 4- む を 得すして 神に 引出さる、 者、 北ハ^^：が能く神のために大事を爲すのでぁる。 

五 パロとの 應對 

(出 埃 及 記 五 章) 

モ ー セとァ a ンと は相携 へ て 埃 及王パ 口 の 前に 立った、 彼等 は 曠野より 來 りし 野人、 彼 は 大國の 王 

であった、 兩 者相對 して 勿論、 大王 は 直ちに 野人の 言に 耳 を 傾くべく もない、 

其後モ ー セとァ 口 ン 人て パ 口に ni ふ、 イスラ ェ ルの祌 M ホバ斯 く  口 ひ 給 ふ、 我 ：Ii^ を 去らし め、 彼 

等 をして 赎 野に 於て 我 を 祭る こと を 得せし めよ と、 パ n 曰 ひける は H ホバは 誰 なれば、 我れ 其聲 

に循 ひて イスラ H ルを 去らし むべき か、 我れ ェ ホバを 識らす 亦 イスラ H ルを 去らし めじ 

と、 一 , 二 節 y モ ー セとパ 口との 對 抗は斯 くの 如くに して 始まった、 彼 は H ホバ の 名に 由り て 語りし 

に、 もルは H ホバ の^；^在をさ へ認めなかった、 二者の 間に 調和の あり やう 苦 はない、 祌の 外、 の 頼る 

所な きモ ー セと、 强國 の大權 を獨り 己に 撮りし パ 口、  螂 斧に ると は此 事で あら ふ。 

モ ー セの霄 を 聞いて パ 口 は 益々 怒った、 彼 は 更らに イスラ H ルの 重荷 を增 した、 虐待の 上に 更らに 

虐待 を 加へ た、 彼 はおの 有司に 命じて 曰 ふた、  . 
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人々 の 工作 を 重く して 之に， 勞 かしめ よ、 然 らば 偽 はりの 言を聽 くこと あら じ 

と (九 節)、 自由 を 欲する が 如き は 彼等に 閑暇が あるから である、 更らに 勞働を 軍： くして 他 を m 心 ふの 閑 

^なから しめよ、 然 らば 彼等 は 煽動 者の 言に 耳を倾 けざる に 至る であら ふと、 是れ 暴虐の IIJ^ の 常に 一一 =11 

ふ 所で ある、 尺が 自. 5 を 要求す る は 彼等に 餘裕が あるから である、 若し 稅を ffi くし、 勞を さば、 彼 

等 は沈默 する であら ふと、 

パロ 曰 ふ、 汝等 は條惰 なり、 懶惰 なり、 故に 汝等は 我等 をして 往て M ホバに 犧牲を 捧げし めよ と - 

一一 一一 〔ふなり 

と (十七 節」、 民が 自由 を 要求 すれば、 是れ 懒惰の 故な りと 云 ふ、 解し 難き は實に 王者の 心で ある。 

歷史 〔¥ は 曰 ふ、 昔時の H ジ ブトに すべての 文物 は 具って 居った、 唯一 つ 無い 者が あった、 それ は 個 

人の 自由で あつたと、 實に 雨う であった、 エジプトの みならす、 バビロンに 於て、 アツ シリャ に 於て， 

印度に 於て、 支， 那に 於て、 然り 東洋 全體に 於て、 すべての 文物 は 具 はって 在った が、 個人の 自由の み 

はなかった、 東洋 諸國に 於て は 人ら しき 者 は 帝 か 王 かの 一人であって、 他 は 皆な 所謂 民草であった、 

人 ii ではなく して 器械であった、 王の 命 維れ 從ふ 所の 意志な き 自由な き 牛馬の 如き 者であった、 而し 

て 自由 は H ジ ブトに 於て イスラエル を 以て 始 つたので ある、 兹に 始めて 神政 は 創 まり、 神政と 同時に 

il- 法 は { 化 めら れ、 律法に 由て 民の 自由 は確證 された ので ある、 誠に モ ー セは 世界 最始の 立憲 的 政治家 

である、 彼に. E て イスラ H ルの 子孫の みならす、 人類 は 始めて 自由の 首途に 就いた ので ある、 モ— セ 

が 其 兄弟 ァ 口 ン と共に 埃 及王パ B の 前に 立って 民の 釋放を 要求せ しまで は、 人類 は 未だ 背て 王者に 向 

て此 要求 を爲 したる 事 はない、 而 かも モ ー セの此 要求 を 始めと して、 彼より 三千 五 百年 後の 今日に 至 


るまで 人類の 歷史に 於て 此 要求の 絕 えたる 時 はない。 

六 パロの 剛懷 

(出 埃 及 記 六 1 十二 章) 

神はモ ー セを 以て パ 口 に 命じ、 彼 をして イスラ ェ ルの 民を釋 放た しめんと した、 然れ ども パ 口 は 頑 

として 神の 命に 應 じなかった、 神 は 言辭を 以て 命じ 給 ふた、 然れ ども パ a は斷 じて 之に 從 はなかった、 

みち か-, ン 

玆に 於て か 祌は其 能力 を顯 はし 給 はざる を 得ざる に 至った、 神 は 容易に 奇蹟 を 行 ひ 給 はない、 道理と 

言 辭とを 以てして 論す 能 はざる に 至り 4- む を 得す 之 を 行 ひ 給 ふ、 神はパ & の 如き 剛復 なる 者と 雖も始 

めより 奇跨を 以て 之 を 壓し給 はない、 又 奇蹑を 以て 之に 臨み 給 ふと 雖も 先づ輕 きを 以て 試み、 其 信ぜ 

ざる を 見て 徐々 と きを 加へ 給 ふ、 始めに モ ー セ をして 杖 を 執り 之をパ 0 の 前に 擲 ちて 蛇と なし、 以 

て 彼れ モ ー セに異 能の 存 する を 示さし め 給 ひしと 雖も、 パロと 其 臣下と は此事 を覺り 得す、 更らに 彼 

等の 心 を 剛愎に して モ ー セとァ ロン の 一 百 を 斥けた、 其 後 ナイル 河の 水 を 血に 化して 彼等 を覺醒 せんと 

かはづ  の ふ わ か  ぁ丄 

し 給 ひたれ ども、 是れ 又效を 奏しなかった、 次ぎに 蛙 を 呼出し、 次ぎに 资を發 生し、 次ぎに 蚋 を 送り、 

次ぎに 獸疫を 下し、 次ぎに 霄を 降らし、 次ぎに， 蝗を 送りて パ n の 剛復を 挫かん とし 給 ひたれ ども、 彼 

は 尙ほ其 心を變 へなかった、 兹に 於て か 最後の 大 災難 はパ 口と 埃及國 とに 臨んだ、 

う ひご  -ひす うしろ  しもめ 

H ジ ブトの 國の 中の 長子た る 者 は 位に 坐す るパ J1 の 長子より 磨の 後に 居る 婢の 長子まで 悉く 死ぬ 

べし 

モ. I セ お  二 五1 
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との 命が 下った (十一 窣 五節；)、 而 して 此 災難が 全國に 臨んで パ a は 終に エホバ の 命に 從 はざる を 得 ざ 

るに 至った、 

パ ロ卽ち 夜の 中に モ ー セとァ a ンを 召して n ひける は汝 等と イスラ M ルの 子孫 起て 我が：^ の屮ょ 

り 出 去り、 汝 等が 言 へ る 如くに 往て エホバに へよ 

と (十二 章卅 一節」、 パロ は 又 二人に 乞 ふて E ふた、 

汝等叉 我 を 祝せ よ 

と (仝 三十 二 節)、 國に 幾囘か 災難 臨みし も 北 ハ心を 改め ざり しパ B は 己が 長子 を楚 はれん とする を： ：^て 

終に 神の 命に 從 はんとした、 强國の 大王 も 矢張り 人で ある、 己が 子 を 助けん がた めに は 民に 自由 を 供 

しもし、 亦 人に 祈禱 を依賴 もす る、 

汝等叉 我 を 祝せ よ 

と、 憐む べし、 今や 乞 ふ 者はモ ー セとァ n ンと ではない、 大王で ある、 大王 は 今や 我 子 を 助け 吳れょ 

と祌 の人モ ー セに乞 ふたので ある。 

此所は 奇踌論 を 語る 所でない、 祌がモ ー セを 以て パ a の 前に 奇蹟 を 行 ひ 給 ひたりとの 事 は 聖書の 玆 

しろ 

に 明かに 錄す 所で ある、 之 を 信す ると 疑 ふと は 人々 の 自由に 在る、 然れ ども  一 二 我等の 兹に 注意す ベ 

き ことがある、 北 ハー ッは此 所に 錄 された る 奇蹟の 埃 及 的た る ことで ある、 卽ち埃 及國に 有り得る 事で 

ある、 杖 を 蛇と なしたり と 云 ふ 當時有 瞬れ の 祕術を 外にして、 ナイル：^ の 水が 血の 如く 赤くな りし こ 

かはづ  のみ ちぶ いなご 

と、 が全國 に^ S せし こと、 s、 蚋、 蝗の發 生せ し 事 等 は 埃 及 阐に有 勝ちなる 天然 的 現象であって、 

其、 相^いて 斯 くも 激烈に 之に 臨みし は 神の 奇蹟と 云 はざる を 得ざる とする も、 其、 埃 及に 河の 關係 


もない 現象で ない 事 は 確かで ある、 神 は 卽ち此 時 埃及國 特有の 災害 を 以て 其 王と 民と に 臨み 給 ふたの 

である、 若し 天災に 道德 的の 意味が あると するならば、 すべての 國に 臨む； 大災は 叉 其 治者と 被治者と 

の 覺醒を 促す ための 神の 警戒で ある、 ^國の 震災 も 印度の 饑謹 も亦此 意味に 於て 解釋 する ことが 出來 

る- 特に 埃 及に 限り 此時此 災害が 臨んだ ので はない、 之に 類した る 災害 は幾囘 となく、 他の 國 にも 臨 

み、 且今尙 ほ 臨みつ、 あるので ある。 

我等の 注意す べき 第二の 點 は 自由 進 得 の 困難なる ことで ある、 民の 自由 は 容易に 瘦らる k 者で はな 

い、 治者 は 被治者に 容易に 自由 を與 へない、 彼等 は餘 儀な くせられ ざれば 民に 自由 を與 へない、 志士 

の 勸吿に 遭 ふて 聽か す、 識者の 明示 を 見て 信ぜす、 終に 災害 踵 を 接して 己に 臨んで 止む を 得す 民 を釋 

放す る、 而 して 爲 政家然 りで ある、 惡魔更 らに然 りで ある、 彼 は 容易に 罪の 線紲を 解かない、 彼は容 

易に 靈 魂に 自由 を與 へない、 彼の 束縛より 脫 する は 至難の 業で ある、 而 して パ&は 惡魔を 代表し、 ィ 

スラ H ルは 神の 民 を 代表す る、 出 埃 及 記は歷 史的 事實を 以てする 心靈釋 放、 自由 獲得の 記事で ある、 

祌の 忍耐に 對 する 惡 魔の 剛復を 示す 記錄 である。  、 、 

奇蹟 を奇接 丈け に 見て 之 を 解す る こと は^だ 難く ある、 然れ ども 奇贖を 人 を 救 ふ 手段と 見て、 其 解 

O0O0OOO0O00OOO0OOO0  OOOO000OO00O00O 

釋は 左程に 難くない、 奇蹟 は科學 的に 解釋 さるべき もので はない、 道德 的に 解釋 さるべき ものである、 

而 して 道德 的に 解 釋 せんとして 其 科學的 解釋は 容易になる ので ある、 宇宙 萬 物 は 素々 人 を 縛る ための 

者で はない、 人に 事 ふための 者で ある、 彼 を 養 ひ、 彼を敎 へ、 彼 を 自由と 榮光 とに 導く ための 機械 叉 

手段で ある、 而 して 今や 玆に イスラ H ルを 以て 自由 は 始めて 人類に 供 せられん としたの である、 事 は 

甚だ 小なる が 如くに 見えて 實は 非常に 大 である、 自由 は 今や イスラ H ル の 民 を 以て 埃 及の 壓制國 に 在 
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て 人類の 中に 生れん としつ V あつたの である、 此 人類 的 理由の 此 事件に：；^ する を 知て、 神が 其 聖手を 

以て 特刖 に此 事に i, はり 給 ひし こと を 解す る ことが 出 來る、 一 小； i ^埃の 救濟 ではない、 全人 類の 救^ 

である、 祌は 所謂 r ゴ ！ン H ン の 穢多 村」 の 民 を 救 はんため に玆に 奇蹑を 以て 人事に 携 はり 給 ふたの 

ではない、 兹に 自由の 源 を 開いて、 世の 終りに 至る まで 全人 類に 自. m の 恩惠を 垂れん がた めに 玆に此 

奇蹐を 行 ひ 給 ふたので ある、 目的の 遠大なる を 知て 手段の 異常な りし 理由が 解かる、 出 埃 及 記 はュダ 

ャ 歴史の 一部分で はない、 人類 歴史の 要 部で ある、 之に 奇蹟の 伴 ひし は當然 である、 人類 は斯 くの 如 

く に して 其 最初 の 自由 を瘦た ので ある。 

七 も；^ の： 鼠 

(出 埃 及 記 第 十四 章) 

イスラ H ルの 民は乇 ー セに率 ねられて H ジブ トを 出た、 其數は 子女の 外に 徒にて 歩める 男子の みに 

て 六十 萬 人 (十二 章 三十 七 節」、 往く 先き はシ ナイ 半島の ホ レブの 山、 人 は 多く 途は 遠く、 困難なる 旅途 

であった、 進んで 紅海の に 至れば、 右は巖 山、 左 は 沼、 前 は 海、 而 して 後を囘 顧れば パ ：! の 馬、 車 

及び 其 騎兵と 軍勢の 彼等の 後 を 追 ひ 来る を 見た、 進退 玆に 谷り て 民 は 乇，' セに訴 へて 曰 ふた 

汝、 我等 を 出して 曠野に て 死し むる や、 何故に 汝、 我等 を H ジ ブトより 導き出して 斯く 我等に 

爲す や、 我等が H ジ ブトに て汝に 告げて 我等 を 菜 置き、 我等 をして H ジ ブト 人に 事へ しめよ と： n 

ひし は是れ ならす や、 そ は 曠野に て 死る よりも ェ ジブ ト 人に 事 ふる は 善ければ なり 


と (十 g: 章 十一 節 a 下)、 是れ H ジブ トを 出て より 民が モ ー セに 語りし 怨言の 第一 である、 彼等 は此 時よ 

り幾囘 となく、 彼等が 困難に 遭遇す る 毎に 之に 類した る 怨言 を 彼に 述べた、 彼等 は幾囘 となく 奴隸の 

生涯の 自由 獨 立の 生涯に 較べて 安全に して 幸福なる を述 立た、 

そ は 曠野に て 死る よりも H ジブ ト 人に 事 ふる は 善ければ なり 

と、 イスラ H ルの 民に 限らない、 すべて 神の 人に 導かれて 奴 裁の 國を脫 して 自由の 鄕 土に 向 ひし 者 は 

其 途中 にて 幾囘か 之に 類した る 怨言 を發す るので ある、 

獨 立の 曠野に て 餓死よりも 政府に 事へ、 敎 會に屬 する は 善し 

と、 斯 かる 時に 方て 神の 人モ ー セの 1 徵は 我等の. 耳に 響き渡る ので ある、 

H ホバ 我等の ために 戰ひ給 はん、 汝 等は豁 まり； 15 るべ し 

と (十 3 聿十 a 節)、 而 して 思 ひがけな き 梭助は 我等に 臨み、 我等の 前に 途は 11 かれ、 我等 は 難 を 免 か 

れ、 敵 は 我等の 後 を 追ひ來 つて 神の 手に て滅 さる、 ので ある。 

八 モ I- セの歌 

(出 埃 及 記 第 十五 章) 

イスラ H ルの民 は 紅海 を横斷 し、 兹に 不思議に も 強敵の 爪牙 を 免 かれた、 彼等 は 安全の 陸に 揚るを 

得て、 彼等の 敵 は 海底の 藻屑と 化した、 鼓に 於て か 彼等の = より 讚美の 歌が 上った ので ある、 疋れ默 

：: 小錄 十五 章 三 節に 謂 ふ 所の 「神の 僕モ ー セの 歌」 である、 基督^に 由て 今日 唱 へらる k 所の 讚美歌の 
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濫觴で ある、 勿論 不， 〔兀 全なる 飜譯文 を 以てして 原文の 官辭 の 優と 思想の 美と を 現 はすこと は 出来な い 

が 、 然し 少しく 文-ザ の 配列 を變 へ て 見て 其壯嚴 なる 歌で ある ことが 解かる、 

我 は M ホバを 歌 ひ， m めん、 彼 は 美事に 勝ち 給へ り 

おと 其乘者 をば 彼 は 海に 投ち 給へ り 

エホバ は 我 力なり、 我 歌な り 

彼 は 我 救と なり 給へ り 

彼 は 我 神な り、 我れ 彼 を頌め まつらん 

彼 は 我 父の 神な り、 我れ 彼 を 崇め まつらん 

いくさび， こ 

ェ ホバ は 軍人な り、 H ホバ は 其 名な り 

い *、.T に. ゝる t  な i, ひ 

パ P の戎 車と 軍勢と を 彼 は 海に 投ち給 へ り 

パ a の 選拔の 軍士. 等 は 紅海に 沈みたり 

深淵 彼等 を淹 ひて 彼等 は 石の 如く 海の 底に 沈みたり。 

や. 篇を 以上 の 如くに 請んで 其實 に 模範的 の 讚美歌 である ことが 判明る、 其 中に 下品なる 所は寸 毫もな 

い、 1^〕|^に^り、 狎々 しく 祌に 近づかん とする が 如き 今日の 讚美歌に 有り 勝なる 點は 一 ッ もない、 


誰か 汝の 如く 聖 くして 榮ぇ あり 

讚む ベく して 威 あ る 者 あ らん や 

と、 讚美の 精神 は玆 にある、 M ホバ は榮ぇ あると 同時に 亦聖ぃ 者で ある、 故に 讚むべき 者で あると 同 

時に 亦 威 あるが 故に 狎 るべ からざる 者で ある、 此 最大 最初の 讚美歌に 傚 ふて すべての 讚美歌 は 作らる 

ベ きで ある 0 

九 マナと 鹑 

(出 埃 及 記 第 十六 章) 

イスラエル の 民 は 自由 を瘦ん がた めに H ジ ブトの 地を屮 I た、 彼等 は 奇蹟 的に 紅海 を 過ぎて 兹に 全然 

獨 立の と 成った、 然し 束縛の 地 を 去て 彼等 は樂 園に 来らす して 喊 野に 入った、 自由 は靈の 自由で あ 

つて、 肉の 不自由で ある、 美 衣 飽食 は 自由に 伴 はない、 鍵餓は 自由の 附隨 物で ある、 

斯くて H リム を 出立ち て イスラ H ルの 子孫の 會衆 その H ジ ブトの 地 を 出しより 一 一箇 巧の 十五 日に 

皆な H リ ムとシ ナイの 間なる シ ン の喊 野に 至りけ るが、 其 曠野に 於て イスラ H ルの全 會衆モ ー セ 

とァ 口 ンに 咬け り、 卽ち イスラ H ルの 子孫 彼等に 言 ひける は 

我等 H ジ ブトの 地に 於て 肉の 鍋の 側に 坐り 飽くまで パ ンを食 ひし 時 H ホバ の 手に て 死にたら ば 

モ I セ is^w 究  二 五 七 


^  ^-0  .^^  二 五八 

蒂か りし 者 を、 汝等 は此嚒 野に 我等 を 導き出して 此，^ 衆 を飢に 死なし めんと するな り ( 一 —一一 一節； y 

自由 は 之を據 しも^ 縛の 地に 於け る 「肉の 鍋」 を 想 S して 彼等 はモ ー セ に-; i 一いた ので ある、 然り人 

は 同時に 二 を蹈る こと は 出来ない、 自由 を？ 付れば 「肉の 鍋」 を 失 ひ、 永久に 「肉の 鍋」 に有附 かん 

とすれば 永久に 束縛に 甘んじなければ ならない、 而 かも イスラ ヱ ルの民 は 此事を 忘れ、 自 S の 特椒を 

得ながら 食の 足らざる の 故 を 以て モ ー セ に-眩いた、 彼等の 愚ゃ憐 むべ しで ある、 然し 憐 むべき は 彼等 

イスラ H ルの！ に 限らない、 多くの 自由の 璲得者 は 彼等と 同じ 愚を演 する ので ある、 彼等 は 自由 を 

んで 4- ます、 終に 善き 敎導者 を 得て、 束縛の 所 を 出る や、 其 H ジ ブトなる と、 政府なる と、 敎會 なる 

との^ はない、 彼等 は 之 を 去て 後に 其 曾て 供せ し 「肉の 鍋」 の 味 を 忘る、 能 はす、 之 を 想 出して 彼等 

の 敎導者 を 恨んで. まない、 彼等 は 首 ふ、 

我れ 自由 を 得て 此嚒 に來れ り、 我と 我が 妻子と は將 さに 幾 死 せんとす、 鳴 呼、 我 は 敎會を 去ら 

ざり しもの を、 其 時 我に 豊かなる 衣食 ありたり、 其 時 我 は 0: 毎に 傅 耠を 得たり、 饑 死の 恐怖 は 共 

時 我に なかり き、 我 は 北 ハ時實 に 幸 幅なる 者な りき 

： びす V へ 

と、 而 して 斯く 一一 一一 C ひて 彼等の 或 者 は W び 踵を轉 して H ジブ トの 地に 向 ひ、 W び 紅海 を橫斷 し、 W びパ 

口の 配下に 歸 して 「肉の 鍋」 の 恩 惠に與 かるので ある、 意地 無しの 極と は 實に此 事で ある。 

乍然、 嚒 野に は 嚒 野の 食物が ある、 束縛の 「肉の 鍋」 は 無い が 自由の 神より 降り 來る 自由の 食物が 

ある、 

時に エホバ、 モ ー セに言 ひ 給 ひける は、 視ょ、 我れ パン を汝 等の ために 天より 降らさん、 R、 出 

て 日用の 分 を 毎ロ斂 むべ し、  


卽ち 夕に 及びて 鹑來 りて 營を覆 ふ、 又 朝に 及びて 露、 營の 四圍に 置きし が、 其 置け る 露 乾く に 方 

りて 曠野の 表に 露の 如き 小さき 圓き者 地に あり、 ：••： モ ー セ 彼等に 言 ひける は是は M ホバ が汝等 

の 食に 與へ 給ふパ ン なり。 

l^f 所に 肉も與 へられ 亦 パン も與 へられた、 然 かも 人の 手よりに あらす 直に 神より 與 へられた、 祌の自 

由 を 求む る 者が 饑 死す るの 虞れ は 決してない、 肉と パ ンとを 獲ん として 吾等 は W び 敎會の H ジブ トに 

還る の 必要 はない、 一.:: 等 は 斷然獨 立 の 曠野に 止まりて 神より 降り 來る聖 き 食物 を 待ち § でむ ベ きで ある。 

摩 I 西 の 十誡と 其 註解 


一、 汝 我が 面の 前に 我の 外 何物 を も 神と すべから す、 

眞 と Hi^n つなり、 故に 眞理 の祌に 一 つ 以上 あるべき 害な し、 かの 是も是 なりと し、 彼も是 なり 

とする 者の 如き は眞理 に對ひ 甚だ 不忠 實 なる 者な り、 國にー 一 君 あるべからざる が 如く、  .：. 土 由に 一 ー祌ぁ 

るべ からす、 〈于宙 はコズ モス (整 體) なれば 其 法則 は 悉く 唯一 の 中： 權 者より ar つる ものなら ざるべ か 

らす、 多神教 は： H ハ 原理に 於て 旣に 矛盾 的な り。 

『面前』、 神に 對 して、 或は 神と 比較して、 或は 神と 相 併んでの 意な り、 卽ち 神の 前に 立つ 時には 

神 以外の 神 を認む ベ からすとの 意な り。 

モ —セの 十：？ f と 其 二  s 九 


五 4«  0 究  二 六 0 

二、 汝， wnj のために 何の 偶像 を も 彫む ベから す、 亦 卜； は 天に ある 者、 下 は 地に ある^ 

併に 地の 下の 水の 中に ある 者の 何の 形 狀をも 作る ベから す、 之を拜 むべ からす、 之 

に 事 ふべ からす、 我 エホ バ汝 の祌は 嫉む祌 なれば 我 を 惡 む 者に 對 ひて は 父の 罪 を 子 

に 報 ひて 三 四 代に 及ぼし、 我 を 愛し 我が 誡命を 守る 者に は 恩惠を 施して 千代に 至る 

なり、 

人 は 萬 物の 長 なれば 彼 は 神 以下の 物に 對 して 宗敎的 崇拜を 奉るべき 者に 非す、 バビ a ン人は 星 (1K 

にある 者) を拜 み、 埃 及 人 は 牛と 猫 (地に ある 者) を 祭り、 フィリス チ人は 魚 (地の 下の 水の 中に あ 

る 者. } を 崇めたり、 彼等 は 其 像 を 作り、 金星に アスク & スの名 を 奉り、 牛 をプタ ー の 神と し 崇め、 魚 

をダゴ ンの 像に 刻めり、 然れ ども 獨ー 無二の 眞の 神に 事 ふべき 猶太 人 は 堅く 此 種の 崇拜を 禁ぜられし 

なり。 

『嫉む 神』、 嫉妬 は不實 不良 を憒 ふるの 情なり、 普通の 男女 問の 愛に 於て する も 夫、 たる 者 は 妻た 

る 者より 彼女の 全心の 愛 を 要求し、 妻た る 者 も 亦 彼より 同一 の 要求 を爲 して 可な り、 若し 東洋 的 倫理 

に； 1： ひ 夫た る 者 は 彼の 愛を數 婦に頒 つも 妻た る 者は默 して 忍ばざる ベから すと する も、 彼女の 愛は此 

不倫 の 行 爲を以 て繁ぎ 得 ベ きに 非す、 盍は 如何に 錢節 の 女子な りと 雖も 彼女 は躬 から 彼女 の 天然 性 を 

殄滅し 能 は ざれば なり。 

嫉妬に 善惡 のニ穩 ある は 憤怒に 同様の 二種 あるが 如し、 義 しき 愤怒 (義憤と 名づ く) あるが 如くに 

亦； 止 當 の 嫉：^ あり、 父た る 者が 子の 不孝 を 憤る は 當然 の 嫉妬な り、 夫た る 者が 妻た る 者の 不貞 を 許さ 

ざる も 亦 正當の 嫉妬と 稱 はざる を 得す、 若し 是を爲 さすして 父た る 者が 子た る 者より 彼の 最大の 愛 を 


要求せ す、 亦 夫た る 者が 妻た る 者の 姦を容 すが 如き 事 あらん 乎、 是れ 父た る^、 夫た る 者の 愛の 缺乏 

を 意味す る ものにして、 吾人 は 如斯の 父、 如 斯の夫 を 持つ を 好ます。 

憤怒 其 物に 害な し、 然れ ども 憤怒 の 結果と して 復馨の 念 を釀し 他人 の 害 を 謀る に 至て 憤怒の 罪 は 生 

するな り、 嫉妬の s§ も亦然 り、 世の 所謂 嫉妬なる もの は 常に 其 S 非 的 結果 を稱ふ ものにして、 愛に 相當 

すか 返 愛の 要求 を 示す ものに 非す。 

神 は 最大の 愛な り、 故に 彼 は 彼の 造りた る 人類より 專心 全力の 愛 を 要求す るな り、 是れ 彼の 正當の 

耍求 にして 吾人 神の 何者た る 乎 を 知る 者 は 如 斯の愛 を 以て 吾人に 對 せざる 者 を 以て 祌 とし 認め 能 は ざ 

るな り、 神 は 萬 物 を 吾人に 賜 ひたり、 吾人の^ する 者に して 一 つと して 祌の 有なら ざる はなし、 此祌 

にして 吾人より 吾人 全身の 服從と 全心の 愛と を 要求す、 世に 何物 か如斯 くに 正當 なる 要求 あらん や、 

嫉む祌 は 愛の神の 別稱 にして、 吾人 は 吾人より 如 斯の愛 を 要求し 給 ふ 神の 存在 を 知て 偉大の 慰藉 を感 

するな り。 

神 を惡む 者の 罰 は 子孫 三 代に 及び、 彼 を 愛し、 彼" 誡命を 守る 者の 上に は恩惠 千代に 抵る べしと 

あり、 罰の 嚴 なる は 恩惠の 洪且大 なる に 及ばす、 三 m 代の 罰と 干 代の 恩惠、 神 は 罰する に 優て 憲むを 

好む。 

神の 惠と 罰と は是を 吾人々 類より 見れば 自然の 結果と 稱 する を 得るな り、 自然の 法則なる もの は祌 

の聖 意に して、 祌の聖 意なる もの は 自然の 法則より 他の物た る 能 はす、 神の に 違 ふて、 卽ち 自然の 

法則に 逆 ふて 其 適當の 刑罰 を 免 かる k 能 はざる は 勿論な り、 君 怒らす と雖も 不忠の 臣は刑 せらるべし、 

父恕 すと 雖も 不孝の 子 は 罰せられ すして は歇 まざるべし、 神 を 捨て、 神の 命に 逆 ふて 責 罰の 吾人に 臨 
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まざる はなし、 れ 神の 嫉妬深き (惡 しき 意味に て) が 故に 非す して、 恩惠 深き 犬 則の 然か らしむ る 

處 なり。 

< よ 輩是を 歷史に 徴す るに 一 神敎を 信じて 其 恩惠 を 子孫 百 千代の 後にまで 享 けざる の阈 ある を 知ら 

す、 へ 輩の：^ に說 明す る 摩，， 西の 十訓を 授かりし 辆太人 は 四千お 餘 年後の 今日 尙ほ其 國お的 生命 を 消耗 

せす、 バビロン 诚び、 埃 及 亡び、 羅馬壞 れて辆 太 唯り 其 祖先の 希^と 活動力と を 失 はざる は 何故 ぞ、 

全世界に 散布す る 僅に 四 百 萬に 足らざる 民 を 以てして、 メンデル ゾ— ン (音樂 家) ス ピノ， 'ザ (折 r 學 

者) ヂス レリ ー (政治 { 象し ネアン ダ ー (神學 者) 等の 諸 雄 を 屮：； し、 口 ス チャイルドの 一家 ありて， 界 

の M- 權を 握り、 近く は ヒル シ ュ氏 夫妻 ありて 互 大の富 を 投じて 同胞の 困苦 を拯 ひ、 彼等 をして パ レ ス 

チナの 故 地 を購ひ 祖先の 王 國を渠 の 地に 復興す るの 希ば I- を懷 かしむ、 ゆに 猶太 人の 希望の 如く 强 ra: な 

る はなし、 一 祌敎の 恩惠は 最も 著しく 猶太 歷史に 於て 見る を 得べ し。 

波斯 人亦ゾ ロア ス トルの 嚴肅 なる 一神教に 由て 起り、 彼等 は 一時 西： =0^. 細 -^i の 全部 を 席捲し、 上古 未 

だ贫て 見ざる の 仁政 を 西 亜の に 施け り、 是れ亦 彼等が 比較的に 純潔なる 一 祌敎を 信ぜし に 由れ り。 

亜 拉比； 亞 人の 勃與も 亦豫富 者モ ハメットの 唱 へし 一 神敎 に. m りし ものな り、 其 一 時 は歐洲 文明の 中 

心 を 犯し、 中古の 晴黑 時代に バグ ダット、 ァラ ハム ブラに 文 華の 花 を 吹かせし もの は 實にコ ラン 經の 

傅 ふる 强 健なる 一 祌敎的 思想に 依ら すん ば あらす。 

之に 反して 國 {| の 袞亡は 常に 多 神 敎の宜 布に 伴 ふて 来れり、 埃 及の 衰運 は 一 神敎の 衰退 を 以て 始ま 

れり、 一 祌敎的 m 心 想の 健全たり し 問 は 希 職、 羅 馬は兩 つながら 调 零の 兆 を 示さ 5- りし、 國民 の勃與 期 

は 概ね 其 一 祌 S へ A 拜時 代に ありき、 又 偶像-: へ A 拜の國 民 的 生命に 及ぼす 感化 力 は 之 を 八，' =1 の 印度に 於て、 


西班牙、 葡萄牙に 於て、 暹羅、 安 南 幷に其 近隣の 諸 邦に 於て 見る を 得べ し、 獨ー 無二の 祌、 肉^ を以 

て 見る 能 はざる 精！ t の 神、 是れ眞正の神にして國！！：；^の生命なり。 

ニー、 汝の神 エホバの 名 を妄に 口に あぐべ からす、 エホバ は 己の 名 を妄に n にあぐ る 者 

を 罪せで はおかざる べし、 

祌聖 にして 犯すべからざる 名 を 濫用す、 是れ 法律に 於て は 不敬 gi- にして 宗教 に 於て は 褻 漬§§ た 0  、 

雨 者 共に 主權 者に 侮辱 を 加へ 其 威 嚴を瀆 すの 罪な り、 不敬罪 は 人 爲の國 法 を 以て 罪せら る k が 如く、 

褻瀆 は 天 爲の 自然法 則に 依て 處 せらる、 〇 神 は 其 名 を 濫用す る 者 を 罰す る に 投獄 罰金 の 刑 を 以てせ 

す、 神の 名 を 濫用す る の 刑罰 は 終 に 彼 を 識認す る 能 はざる に 至る 事な り、 是れ 人た る 者に 取りて は最 

大最嚴 の 罰に して、 余 W は 人生 他に 如 斯の苦 罰 ある を 知らす、 神 を 神と し 認め 能 はざる は眞 理を眞 观 

とし、 善 を 普と し、 惡を惡 とし 認め 能 はざる 事に して、 終に は 酸 を 美と 評し、 壓制を 自由と 稱ひ、 忍 

想 悉く 轉 倒して 永遠 を 迷 霧の 裏に 過 さ る を 得ざる に 至る、 かの 35- 现に 遭遇す る も 其 美と 善と を 識^ 

する 能 はす、 常に 政略 を談 じ、 名利 を 口にし、 宗 敎是れ 政界の 爲め なりと ラ "ひ、 祌 佛是れ 名利の 具な 

りと 做し、 人に 誠實 なる もの 上 貧 在す る を 信ぜす、 世に 確信なる もの」 在る を 知らす、 人生 を 欺計詐 

術 を 施 こすの 巷な りと 信す る 幾多の 政治家、 敎育 家、 宗敎家 は 此條の 破戒 者の 好 標本な り。 

此條神 名 を妄に 口 に擧 ぐる を誡め しものに して 其 使用 を 全く 禁ぜし もの に 非す、 心 に 尊崇して 是を 

用 ふ 3： の 罪 か 之 あらん、 後^の 猶太 人が 罰 を 恐れて 什麼 なる 場合に 於ても H ホバ の 名 を 用 ひざる に 至 

りし は此誡 命の 眞意を 謬り しものと 謂 ふべ し、 詩人 リヒテルが 造化に 詼諧の 事 多き を 評して 「神は^^ 

諧の 材料に 富む」 と 言 ひし も祌に 於け る 信仰 敬虔の 念 深 かりし 彼 を 知る 者 は 褻 瀆罪を 以て 彼 を 責めす 
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是れ恰 かも 慈父の 愛に 浴して 之と 細事 を談 する の 類に して、 却て 父子の 情の 親密なる を 示し、 父た る 

者の 威 嚴を損 ふこと なく 亦 子た る 者の 從順を 汚す ことなし、 詩人 ゲ ー テが祌 を 呼ぶ に 「我が 父よ」 の 

名 を 以てする 基督 信徒 を责 めしが 如き は 彼が 大能大 慈の 神なる 者の 特性 を 究めざる より 来りし 言な り。 • 

要は 信ぜす して 神の 名 を 口に 擧 げざる にあり、 卽ち 神の 名 を 利用せ ざるに あり、 信仰 を 街 はんが 爲 

めに 聖名を 口癖に する 宗敎 家、 信徒の 心 を牧攬 せんが 爲 めに 公認 敎の 必要 を 宣言す る 政治家、 敬祌愛 

國を 揚言 して 時流の 俗 海に 投 ぜんとす る文擧 者、 ， —— 彼等 は 皆 神の 名 を瀆す 者に し て 其適當 の 罰と し 

て 未来永劫 眞理の 美 を 味 ふ 事 能 はざる 者な り。 (綾 稿な し〕 


モ— セの 十誡 

聖書 は 創世記 を以 て 始まり 默示錄 を 以て 終る、 而 して 創世記の 傳 ふる 所 は 天地 萬 物の 創造で ある、 

默示 錄の傳 ふる 所 は； 大地 萬 物の 完成で ある、 其 創造より 共 完成に 至る 迄 之 を 悉く 一書の 屮に藏 む、 卅： 

界何^！^にか復た斯る書がぁる乎、 然しながら 書中 また 一 の 重要なる 領域 又は 區 劃が ある、 神の 創造 

し 給 ひし 天地 萬 物 を 其 完成に 達せし めんが 爲の乎 段た る ものが ある、 之れ 卽ち 基督 敎 である、 然り基 

O00O0OO0000O000O0000000O00O0 

哲敎は 手段で ある、 宇宙の 完成に 關 する 神の 聖旨 を 成就 せんが 爲の 一 の 手段で ある、 故に 聖書が 悉く 


基督 敎 ではない、 基督 敎は 聖書の 一部分で ある、 然し 乍ら 最も 重要なる 部分で ある、 神 は 基督 敎を除 

い て.： 千宙を 完成し 給 はない、 基督 敎は雷 ふ 迄 もな くや， 書の 中心で ある。 

然 らば 基督 敎の 根柢 は 何で ある 乎、 福音の 本源 は何處 にある 乎、 答へ て R く モ，' セの 十誡で ある、 

基督の 福 昔はモ ー セの 十誡 を 以て 始まった ので ある、 基督 敎の 何たる 乎を學 ばんと 欲して 基督 敎 のみ 

を 深る こと は S 來な い、 薔薇の 花の 高き 香の み を 喚 ぐを以 て 其 美 を 賞す るに 足りない、 溯って 北ハ 幹と 

ooooooooooooooooooooooo〇  0000000900000 

5^ とに 注目せ よ、 基督の 福音の 眞髓を 味 はんと 欲せば {且 しく 其 根 ft たる モ ー セ の 十誡 を學ぶ 、へ きで あ 

る 0 

今 試に 基督 敎とは 何 ぞと問 はぐ 多くの 人 は 答へ て 「愛の 敎 なり」 と 一 百 ふで あらう、 而 して 基督 敎は 

實に 愛の 敎 である、 然しながら 愛と は 何で ある 乎、 愛と は 徒らに 赦す 所の 情の 愛で ある 乎、 否、 * 督 

^ 愛 は淸の 愛で はない、 義の 愛で ある、 此事を 明解 せんが 爲には 基督 敎の愛 は何處 より 始まりし 乎 

00000  O0OOOOOOOOO000O0O0O00OO  I 

を 知る 必要が ある、 「神 は 愛な り」 との 福音 は 素々 峻嚴 なる 雜 法より 始まった ので ある、 r 汝 …… す 

ベから す …； する 勿れ」 との 律法 を 其 根源と して 發し來 つたので ある、 故に モ ー セの 十誡の 研究 は 基 

督敎の 根本の 研究で ある、 之 を 解せ すして 基督 敎を 解す る 事 は 出来ない、 十誡の 精神 を學 ばす して キ 

リ ストの 愛 を 知る 事 は 出来ない、 八：' や 誤りた る 福 昔の 切りに 宜 傅 せらる、 時に 當り、 基督 敎の 根本に 

溯り て 其 性質 を 明か にし、 以て 信仰の 基礎 を 建て 直す 事 は 刻！^ の ^務た る を 失 は な い 。 

之 を 呼んで 「モ ー セの 十誡」 とい ふ、 然しながら 勿論 モ ー セの 十誡に 非す して 神の 十誡で ある、 神 

がモ ー セを 以て 俾へ給 ひし ものである、 出 埃 及 記 又 は 申命記に 記さ る、 如く モ ー セ がシナ ィ 山上 親し 

く _ ^と 相 接して 神より 直接 授與 せられし ものである、 初め 祌は之 を 一 一枚の 石板に 一お ■ みて モ ー セ に 渡し 
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給 ふた、 モ ー セ 之れ を 受けて 山より 降れば？ ーリ： 圇 らん イスラ H ル の：！：： は 彼の 兄ァ n ンに 迫りて 金の 核 を- 

造らし め 之を拜 して 居った、 モ ー セ： H ハ狀を 見て 忽ち 偉人の 義憤 を 發しー 一枚の 石板 を 地に 擲 ちて 之 を 破 

碎 した、 玆に 於て 祌は び 山上に 於て 前の 如くに 之 を 彼に 與へ 給うた ので ある、 此 十誡 を 刻める 石板 

は 純金 を もて 蔽 ひし 根の 中に 藏 めら れ北ハ 上に は兩 端に 相對 して 一 一箇の ケ ルビ ム が 配 せられ 而 して兩 

ケ ルビ ム の 面 は 各々 下方に 向 ひて 此 十誡の 石板 を 注視せ しめられた、 而 して 兩ケ ルビ ム の 問より ェ ホ 

バ は 其 尺 イスラ ヱ ルに 語り 給 ふた、 斯て 十誡の 石板 は聖 所に 藍 かれて モ ー セ と共に 喊野を 進み ョ シ ュ 

ァに守 られて カナ ンの 地に 人った、 然るに 紀元前 凡そ 六 百年の 頃に 及び バ ビ 口 ン 王木ブ 力 ドネ ザル之 

を携 へて 柬に歸 りし 以來 遂に 其 行方 を 知らないと 言 ふ、 然し 乍ら ネブカ ドネ ザ ル王は 決して 無智 蒙 味 

の 人に 非 ざり しが 故に 彼 は 徒らに 之 を破壞 しなかった であらう、 モ ー セが 神より 授けられし 十誡の 石 

板 は 今 も尙 純金に て蔽 はれた る 榧の 中に 在りて、 メソボ タミ ャ の 野の 何處 にか 埋沒 して 居る であらう、 

若し ケ囘の 戰爭の 結果 メソポタミア 地方 を 占領した る 基督 敎 徒の 手に 由て、 此 貴き 遺物の 發掘 せ ら る 

るが 如き 事 あらば、 蓋し 世界最大の 發見 である。 

モ ー セの 十誡 は 神の 十誡で ある、 然るに 祌學者 等 は 臼 ふ 「世に 絕對 的^ 在 者た る 神の 授け 給 ひし 十 . 

誡 なる もの X 在るべき 害がない、 モ ー セの 十誡 は 卽ちモ ー セの 十誡で ある、 共 前に も 後に も 亦 十 誠が 

あつたの である、 多くの 十誡 中 今より 三千 三 11 百年 前に 成りた る 者が 卽ちモ ー セの 十誡で ある」 と、 

て英 園の 或學 者が 「神の 十誡」 說を擊 たんと して 曰うた 事が ある、 「汝等 は エホバ 其 十誡 を 石の 板 

に 刻み 給へ りと 言 ふ も エホバの 神豈 石工な らん や」 と、 然り H ホバの 神 は 石工で はない、 然しながら 

誰が 石工 を 造った ので ある 乎、 石工 を 造り 給 ひし 神が 何故 石工の 爲し 得る 事 を爲し 得ない ので ある 乎、 


彼等 神擧 者の 反對 論に 對 して は 此 一 一 百 を 以て 答 ふれば 足る、 若し 夫れ 十誡の 內容の 如 3： に贵 きものな 

るか を 知らば H ホバ 自ら 之 を 石の 上に 刻み 給 ひし 所以 を 悟る に 難くない であらう、 妄りに 十誡 を輕ん 

する を已 めよ、 幾千 年來 イスラ ヱ ル雜 法の 根抵 として 义某 督敎的 福音の 本源と して 尊敬せられ たる モ 

1 セの 十誡 は 之を學 びて 後に 其惯値 をお むべき である。 

法律 は 勿論 社會 生活 上设も 重要 なる 條件 である、 而 して 古來， 界に 優秀な る 法律 は其數 il し と し な 

い、 就中 法律の 模範と して 新紀元 を 作りし ものが 五六 ある、 其 一 はモ ー セ より 後る、 凡そ 干 五 百年 

にして 希臘に 出で たる ドラ コ ー の 法律で ある、 彼の 法律 は 血 を 以て 書かれた りと 稱 せられ 其の 嚴 格な 

る を 以て 名が ある、 後 叉 百年に して ソ 口 ン 出で ァテ ン スに 有名なる 憲法 を 布いた、 ソ 口 ンの 憲法 はド 

ラ コ ー の 法律と 共に 法制 史上に 看過すべからざる 貴重なる 産物で ある、 後に 至り 羅 馬の 大 法律家 ヂャ 

スチ 一一 ァ ン 出で i 完倫 せる 羅馬法 を 制定した、 Is- に 近世に 及びて^ 界の國 民 を 支配す るに 大 なる 感化 

力 を 有した る もの は 確かに ナボ レオン. ボ ナパ ー 卜の 制お に 係る 法律で ある、 斯の 如く 數 種の 優秀な 

る 法律 ありて 世界に 於け る 令 日の 法制の 基礎 を 作れり と雖 も、 其 時代に 於て 叉 其 性質に 於て 遙 かに 之- 

O000O000OOOOO00O000000O0  , 

等 諸 法律 を 凌駕す る もの は 實にモ ー セの 律法であった、 其 時代に 於て は歐洲 最古の 法律に 先ん する 事 

尙千五 百年 卽ち 今より 三千 三 百年 乃至 g: 百年 前で ある、 其 性質 に 於ても 亦モ ー セ雜に 驚くべき 特徵 の. 

^在す る雍は 法 學者を 俟た すして 明かなる 事實 である。 

先づ其 大體の 形態に 就て 見ん 乎、 之れ を傳 へたる 最も 古き もの は 出 埃 及 記 第二 十 章で ある、 故に 此 

や；： 十に？.^ された る 通りに 石板の 上に 刻まれし もので あ るか も 知れな い 、 然しな が ら 申命記 第五 章 六 節 W 

下 义は第 六 章 四 節 以下 又は 第 十 章 w 節 以下 等に 於て 少しく 趣 を 異にする より 察して、 石板の 上に 刻ま 
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れし、 言語 は 此屮の 主なる 耍點 のみな りしに 非す やと 曾 ふ は根據 なき 想像で はない、 思 ふに モ ー セ律 

) IC  -  ^  ！  ■  C  ' > 1 'Z  I.  ：  ,  0O  OO0OO0OOO00O00OOOOO0O 

の根抵 たる 者 は斯の 如き 詳細なる 规定に 非す して 祌は 簡潔なる 力強き 言語 を 以て 其要點 のみ を 綴り 給 

うたので あらう、 有名なる 東洋 舉者 H ヴハ ルトが 石の 上に 刻まれし 言と して 推定した る 十 誠 全文 は 左 

の 如くで ある。 

一、 汝我 面の 前に 我の 外 何物 をも祌 とすべ からす。 

二、 汝 自己の 爲に 何の 偶像 を も 彫む ベから す。 

三、 汝の祌 H ホバの 名 を 妄りに 口に 上ぐ ベから す。 

1:、 安. y 心 日 を 憶えて 之を聖 潔く 守るべし。 

五、 汝の 父と iS と を 敬 ふべ し。 

六、 汝 殺す 勿れ。 

七、 汝 さぶ 淫 する 勿れ。 

八、 汝盜む 勿れ。 

九、 汝 その 隣人に 對 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れ。 

十、 汝 その 隣人の 家 を 貪る 勿れ。 

(出 埃 及 記サ章  一 I 十七 節， 申命記 五 章 六 —サ 一 節) 

希伯來；^12 の 貴 き は 深遠な る 思想 を 簡潔なる 語を以 て發 表し 得る 所に ある、 故に 靈 魂の 事、 道 德の事 

を言はんと欲して希伯來；^！^に勝るものはなぃ、 其の 強き 一 語の 中には 我等の 一 一三 語 を 包含せ しむる 事 

が出來 る、 而 して 右の 十誡 中 多數は 極めて 簡單 なる 言語で ある、 「汝 殺す 勿れ」 と 言 ひ r 汝 姦淫す る 


勿れ」 と 言 ひ r 汝盜む 勿れ」 と 言 ふが 如き 何れも 僅かに 二 語 を 以て 一一 一一 n ひ 表 はさる、 卽ち 「汝 殺す 勿れ」 
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は ピ0  tirziih である、 其 他 何れも 皆 Ix> 「勿れ」 の 字 を 以て 始まり 而 して 力 ある 短き 語が 之に 績ぃ 

た、 故に 二 枚の 石板 上此强 き： Lo の 語が 儼然として 羅列した であらう、 斯る 律法 を 手に 執りて モ ー セ 

がシ ナイ 山より 下り 之 を イスラエル 全民衆の 目前に 發 表せし 時 の 嚴肅 さ は 能く 之 を 想像す る 事 が 出來 

る、 十誡 實は十 語 (ten  words) である、 十 語 を 中心として 綴られし 簡單 にして 强烈 なる 律法で ある。 

十誡の 區分 如何に 就て は從來 基督 敎界 に少 からざる 議論が あった、 其 何れの 筒條 までが 第一 の 板に 

書かれた ので ある 乎、 十誡 を 大別して 神に 對す るの 義務と 人に 對す るの 義務と に 分ち 得る 事 は 殆ど 疑 

を容れ ない、 故に 二 枚の 板の 中 第一 に は 前者 を 第二に は 後者 を 記された る ものと 想像す る 事が 出来る、 

然 らば 何れ 迄が 神に 對 する 義務であって 何れより が 人に 對 する 義務で ある 乎、 此 問題に 就て 久しく 行 

はれた る解釋 はァゥ ガス チンの 意見であった、 彼 は 以上に 揭 げたる 十條 中、 初の ニ條を 第一 誡 として 

以ド 順次に 繰 上げ 最後に 第 十誡と して r 汝 隣人の 妻 を 貪る 勿れ」 の 一條 を附 加し (申 八 S 記 五章サ 一節」、 

而 して 化： (第 一 乃至 第三の 三條を 神に 對す るの 義務と 爲し第 四 乃至 第 十の 七條を 人に 對す るの 義務と 爲 

した、 又ァゥ ガス チンに 先 だち 有名なる 歷 史家 ョ セフ ァスは 自ら 猶太 人た るの 立場より 一 種の 區分を 

批に 提供した、 卽ち前 揭十條 中 第 m 迄が 祌に對 する の 義務に して 第五 以下が 人に 對す るの 義務な りと 

の說 である、 而 して 後世 プ 口 テス タント 諸 敎會は 多く 此說を 採用した ので ある。 

斯る 幾多の 區分法 あるに 拘らす 训に又 何人も 排斥す る 能 はざる 明白なる 區分 法が ある、 そ は 卽ち十 

0000000000000000000001000000 

誠 を 別ちて 前後 备 五條と 爲し前 五條 は 神に 對す るの 義務に して 後 五條 は 人に 對す るの 義務な りと 做す 

ものである、 此區分 法 は 甚だ 單 純なる のみなら すモ ー セの 律法 中 五條 又 五條 を 合せて 十條 たらしむ る 
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の習惯 あるに 由て 一層 確かめら る、 ので ある、 然 らば 「汝の 父と 母と を 敬ぶべし」 との 條項は 何故 第 

五に 來 るので ある 乎、 こ は 人に 對す るの 義務で はない 乎、 答へ て 曰く モ ー セ 律に 於て 父母 を 敬 ふの 義 

00000000OOC00  00O0O0000  000000000  00000  ^  ) ： 

務は 神に 對す るの 義務で ある、 人なる 父母 を 神の 代表者と して 見る の 田え 想で あると、 イスラ H ルの尺 

は古來 固く 此 思想 を 執りて 動かなかった ので ある、 誰か 霄ふ 基督 敎に 忠孝 道德 なしと、 基督 敎 の根祗 

OOOO0O0OOO0O0O0OO000O0O  0:0  Oooo_oooc-ooooo^>-9r9  9,- 

たる モ ー セの 十誡 中 父母 を 敬 ふの 義務 は 神に 對 する 義務の 中に 包含 せらる，^ ではない 乎 基督 敎道德 

OOOOOO0OO0000O00O0OO0OOOOO00  O  000  1->、 -ヒ 

を 以て 孝道に 冷淡な りと 爲す者 は 未だ 基督 敎の 本源 を 知らざる 者で ある、 モ ー セの 十誡 は 「汝 の， 乂« 

を 神の 代表者と して 敬 ふべ し」 と敎 ふるので ある。 

「汝 我が 面の 前に 我の 外 何物 を も 神と すべから す」 とい ひ 「我れ エホバ 汝の祌 は 嫉む神 なれば 云 

去」 とい ひ r 汝の神 H ホバの 名 を il!^ に 口に 上ぐ ベから す」 とい ふ、 「我」 である、 「ェ ホバ」 である 

OOOO000OOO0O0OOO  00000  00  0  0  000000  OC 

「神」 である、 卽ち 知る モ ー セ 律法の 第 一條 は 神に 關 する 规 (疋 なる 事 を、 神の 觀念 なくして 法 雜の觀 

念 あるな し、 先づ 神に 對 する 宗敎心 ありて 然る 後に 法律の 遵奉が ある、 之れ ユダヤ 法 上 動かす ベから 

ざる 根木觀 念で ある、 世界 何れの 法律 か 其 第一 條に神 を 一一 1:: ふ ものが 有る 乎、 宗敎 に^ 淡なる 者 は 法^ 

に 多い、 然るに 獨りモ ー セ律は 法律の 根柢 を 宗教に 置きて、 未だ 祌を 識ら ざる 者 は 法 体 を 語る ベ か 

ら すと 爲 すので ある。 

道德 に關 して 亦然 り、 倫理 擧者 の 思想 は 法律.； M に 比して 少 しく 眞 面目なり と 雖も神 を 重んぜ ざるの 

虱に 至て は 選ぶ 所がない、 彼等の 倫理 は 全く 宗敎を 加味せ ざるの 倫理で ある、 然しながら モ ー セ 律に 

OO0O0O0O000OO000O0  、  .  ,:  :--、-::  C  3r  - 1 

由れば 道 德も亦 神より 屮 Z づる ものである、 神 を 認めて 初めて （^の 道德が ある、 道^^の根牴も亦祌でぁ 

る 0 


宗敎 なくして 道德ぁ るた し、 道德 なくして 法律 あるな し、 神の 觀念は 道德と 法律と の 某： 礎 である、 

眞の祌 を 認めす して 個人 も 社 會も國 家も^ 立す る 能 はすと、 之れ モ ー セの 十誡の 精祌 である、 然るに 

近代の 法制 は 民主々 義を 中： 張して 祌を 顧みない、 二者 果して 何れが 眞 である 乎、 法律 道 德の根 抵を神 

に 求む る 三千 數 百年 前の モ ー セ 律と、 祌拔 きの 現代の 法制と、 果して 何れが 眞 である 乎、 事 は 審判の 

日に 至て 悉く 判明す るで あらう、 何れにせよ モ ー セ の 十 誠 は社會 生活の 根抵を 正しき 神の 観念に 置く 

者で ある。 

十誡 は 之れ を 前後の 各 五條に 半切して 祌に對 する の 義務 及び 人に 對す るの 義務と 見る 事が 出来る、 

而し て 少しく 注意 して 各條の 順序 を觀 察すれば 神乂 は 人に 對 する 我等の 心の 態度 が 自ら 其 に 明示せ 

らる k ので ある、 先づ， 人に 對す るの 魏務を 見よ、 r 汝 殺す 勿れ」 「汝姦 招す る 勿れ」 「汝^{-む勿れ」、 

之れ 皆 人の 行爲を 以てする 罪に 對 する 誡 である、 「汝 その 隣人に 對 して 虚妄の 證 を 立つ る 勿れ」、 

一一： 一口 を以 て 隣人の 名譽を 傷く る 勿れとの 意で ある、 卽ち 之れ n を 以てする 罪に 對 する 誡 である、 「汝そ 

の 隣人の (¥ を 貪る 勿れ」、 未だ 行爲に 出で ざる 心中の 罪に 就て 首 ふ、 卽ち 之れ 意思の S 非に 對 する 誡め 

である、 行爲を 以て 隣人 を 俊 害せす、 一一 一一 n 語 を 以て 侵害せ す、 また 之 を 侵害 せんとす る 惡意を も 抱か ざ 

る 事、 行爲と 言語と 意思、 隣人に 對 する 完全なる 義務 は此 三に 於て 在る、 而 して 同じ 事が 亦 祌に對 す 

るの 議務 たる 初の 五條 中に 現 はる k ので ある、 「汝 我が 面の 前に 我の 外 何者 をも祌 とすべ からす」、 

「汝 自己 の爲に 何の 偶像 を も 彫む ベ か らす」 、 之れ 3： れも 信仰の 問題 卽ち 意思に 關す る誡 め で あ る 、 

r 汝の祌 H ホバ の 名 を妄に 口 に 上ぐ ベ からす」、 卽ち 言語に 關 する 誠め である、 「安息 を， 憶えて 之 

を 潔く 守るべし」 「汝の 父と 母と を 敬 ふべ し」、 卽ち行 に關 する 誠め である、 祌に對 して 誠實た 
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る 意 &と霄 語と 行 爲とを 以て ii ふべ し、 隣人に 對 して も 行爲と 一一 一一 n 語 と 意思と を以 て 侵害 を與 ふる 勿れ 

と. 言 ふ、 聖害は S 々斯の 如き 修辭法 を 用ゐて 我等 をして 35- 现の 記憶に 便なら しむ、， 修辭舉 上に 所謂 

Mp^^d^.2.M^OB. である。 

十誡 第 一條 

汝 我が 面の 前に 我の 外 何者 をも祌 とすべからず 

「我が 耐の 前に」 と は 如何、 或は 口 ふ、 此 一語に 深き 意味 あるな し、 何れの 國：？ にも 此 種の 添附 語 

ありと、 然し 乍ら 神が 「我が 面の 前に」 と 一一 一一！！ ひ 給 ふ 時に 之 を 無意義と する 事 は 35 來 ない、 我等 皆 主の 

臺 前に 出づる 時は卽 ち^の 面の 前に 立つ 時で ある、 故に 「我が 面の 前に 我の 外 何者 を も 神と すべから 

す」 と 首 ふと 「我 を 除きて 他に 何者 を も」 と 雷 ふとの 間に は 多少の 相違な きを 得ない、 恰も 余が 此壇 

上に ありて 語る 時 「余の 面の 前に 何人も 立つ ベから す」 と 首 は^ 單に 「余 を 除きて 何人も」 と 言 ふと 

少しく 其 意義 を 異にする が 如きで ある、 「余の 面の 前に」 と は 余と 聽衆 諸君との 關 係に 就て 言 ふので 

あって 其 他の 關 に 於て 他の 人が 此處に 立つ と 否と を 問 はない ので ある、 其の 如く  r 汝 我が 面の 前に 

0000000000000000000000  00009000 

我の 外 何者 を も 云々」 と 言 ふ は ェ ホバ の 神と イスラ H ル の 民との 關 係に 就て 言 ふ、 他の 國民か 如何な 

^^^^^^s^^^^^^^^^s^^. 當時 何れの 國 にも 神が あった、 モ アブに はケ モス あ 

り 、 矣及 にはラ I あり、 アッシリアに は アッシュ ル あり、 バビロンに は ベル あり、 フィ- 了 ンァに は マ 

ル カスが あった、 乍然之 等の 者が して 神なる 乎 否 乎 は 暫く 措いて 之 を 問 はすして、 唯汝等 イス ラエ 


ルが 我が 前に 立つ 時 は 我の 外 何者 を も 神と すべから すとの 意で ある、 故に 此敎を 受けた る イスラ ェ ル 

人が モア ブ 人の 家に 至る 時 は 「汝 等の 神 は 神に 非す」 と は 言はなかった、 た^ 「我等の 神 は エホバな 

り、 我等 は エホバの 前に ありて 他の 何者 をも拜 せす」 と言うた ので ある、 卽ち 宗敎擧 上の 所謂 Mono- 

latry  (拜 一 神敎) にして Mcnotheii  (唯 一 祌敎) ではなかった、 伹し此 思想が 遂に は M ホバ のみ 眞 

の 神に して 彼の 外に 祌 あるな しとの 唯一 神敎に 着すべき は 勿論で ある、 故に H レ ミヤ、 グー 一 H ル等 

預言者 は 皆 之 を 高調して 「祌は 唯 エホバの み、 共 他の 神 は 風の 如く 有りて 無き 者な り」 と 主張す るに 

至った ので ある、 モ ー セは 何故に 初より 明，：：： に 之を唱 へなかった 乎、 蓋し 唯一 神敎其 もの は當時 未だ 

民衆の 直に 受け入れ 難き 大眞理 なりし が 故に 寧ろ 思想 上 必然 此處 に歸 結す ベ き拜 一 祌敎を 以て 始めた 

ので あらう、 エホバ の 面の 前に 彼の 外 何者 を も 神と せす して イスラ ェ ルは 結局 彼れ H ホバ の祌を 宇扭 

に 於け る 唯 一 の 神と して 拜 せざる を 得ざる に 至った ので ある。 

現代の 人 は 神の 有無に 就て 論す る、 故に 彼等の 前に 此 思想 は 必す しも 重要なる もので ない、 乍然モ 

1 セの 時代に 於て は斯の 如き 重大なる 問題 はまた 他に 無かった ので ある、 何と なれば 當時 何人も 神の 

^在 を 信ぜざる 者な く 各 國皆異 りたる 神 を 信じ、 就中 其 勢力 全世界 を 風靡した る 埃 及 又は バ ビロンの 

祌が眞 正なる 祌 として 尊敬せられ たるが 故で ある、 此 時に 當り 恰も 今日の 遍羅 又は 葡萄牙の 如き 小國 

イスラ H ル 出で \ 「我等の 拜 する エホバの 祌 のみが.： H 由 萬 物 を 造り 給 ひし 唯一 の祌 なり、 其 他の 祌は 

神に 非す 皆 空の 空なる 者に 過ぎす」 と唱 へし は 誠に 驚くべき 提言であった、 其の 之が 爲に 如何に 大な 

る 勇氣を 必要と したる か は < 水 輩の 如き 異敎國 に 於け る 初代の 信者の 少しく 想像し 得る 所で ある、 W 尺 

皆 在来の 各種の 神 を 信仰す る 時に 當り 社會上 何の 勢力な きいと 小き 我等 如き 者が 「我等の 信す るィ H 
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ス キリストの 父の みが 眞の 神な り、 他 は 皆 空に 均し」 と斷 一一 一一 n する は 甚だ 大瞻 なる 行爲 であった ので あ 

るリ 

加 之 此の モ ー セの提 首 は 人類の 思想 上に 於け る大 なる 進步 革命であった、 當時 何れの 國 にも 皆 神 あ 

り、 希 職に は希臘 の祌、 フィ 一一 シァに はフィ 一一 シァの 神、 埃 及に は 埃 及の 神、 アッシリアに は アツ シ 

リアの 神、 北ハ他 バビロン、 波斯、 印度 等に も 皆 特有の 神が あった、 埃 及 研究の 大家 レヌ ー フ (Rellouf) 

は 一 kl て 埃 及の 神々 の 表 を 編成 せんと 欲した る も 其、 數餘り に 多くし て 遂に 斷 念す るに 至った と 言 ふ 、 之 

OO0OOOOOOO0O0O0OOOOOOOOOOO  000  0.-000-9  O00OOO  0  0 

等 無数の 神々 が 皆 人類に 向て 其 崇拜を 要求す る 間に 立ちて、 獨り 偉人 モ ー セが 「イスラ H ルょ 汝等 

O0OOOOOO0OOO0OO0OOOOO00OOOOOOO0  0000  9.9  05*00  9.-9^ 

は 汝等を 埃 及の 地より 救 ひ 出せし エホバの 外 何者 を も 神と すべから す、 彼のみ が 宇宙に 於け る 唯一 の 

0  0  0  0  0  OOOOOOOOO0O0OOOOO0OO0O0OOOOO  -  J  -  m: 

眞の祌 なり」 と 叫びし 時 イスラ H ルは實 に 一躍して 大 思想に 接した ので ある 我等 を 支配す る 神 は 

一な りと 言 ふ、 是れ 思想の 根本的 統一 である、 思想 分裂して 人に 活動 あるな し、 我等の 內 心が 或は 利 

愁 或は 名譽 或は 恐怖 等の 爲に 分裂せ しめられ 僅に 其 一 部 を 神に 委 ぬるに 過ぎざる 時、 何れに 服從 すべ 

きか を 知らす して 徒らに 禱躇逵 巡 せざるを得ない、 然るに 眞の祌 は 唯一 にして 彼のみ が 我等の 全心 を 

支配し 凡ての もの 彼に 由て 統一 せらる \ を 信す るに 及び 初めて 眞 個の 活動が 始まる ので ある、 イスラ 

エル は 本 來頭腦 の 明晰なる 國民 である、 其 中より 選出 せられし モ ー セは 偉大なる 學 者であった、 彼 は 

當 時の 世界 文明の 中心たり し 埃 及に 於て 優秀なる 敎 育を受 くる こと SI 十 年後 又ァラ ビヤの 野に 退きて 

羊 を 牧ふ事 四十 年な りしと 雖も 英才 彼の 如き 者 栗して 其 間 曠野に のみ 彷植 したで あらう 乎、 或は 想 ふ 

彼 は 進んで バビ £1 ンに 赴きて 其 文明 を 研究し 其の 知識 を 探求した らん 事 を、 兎に角 其 時代に 於て 獲得 

し 得べき 1 切の 知識 を 所有した る 者 は 彼れ モ ー セ であった、 而 して 今 其 人より rn ホバ のみが 宇宙に 


於け る 唯 一 の眞の 神に して 其 他に 一 も 神なる ものな し、 埃 及 又は バ ビロン の祌は 神に 非す、 我等 は 唯 

エホバに のみ 服從を 奉るべし、 彼が 自己の 存在の 中心に して 又 社 會國家 宇宙の 中心な り」 との 思想 を 

傳 へられて イスラ H ルは 忽ち 永遠の 眞现に 接し 萬國の 民に 勝る の國 民と なった ので ある、 爾來 歷史は 

變遷に 變遷を 重ね 埃及バ ビ a ン 等の 譜國皆 倒れて 其 神 は 悉く 葬り去られ たるに 拘ら す、 獨り 全^界の 

尊敬 を 第め て 今に 至る 迄 我等 を 支配す る 者 は 三千 三百 年の 昔 偉人 モ ー セの傳 へたる H ホバ の祌 あるの 

みで ある、 この 宇宙 唯一 の祌の 存在 は實に 我等の 信仰の 根本で ある。 

00OO000O0000O0O00O0OO0000O 

「エホバ を畏る k は 知識の 本源な り」、 然り 唯一 の祌 H ホバを 信す る は 唯に 信仰の 根本なる のみな 

らす乂 知識の 本源で ある、 科擧も 折：！ 擧も玆 に 至て 初めて 可能と なる、 昔 は 六十 乃至 七十の 元素 を認 め 

たる 化 學はラ ヂゥム 發見以 來單ー の 元素 を認 むる に 過ぎす、 哲學も 亦 多元論より 二元論に 進み 更に 一 

元 論に 歸 着して 渐く滿 足す るに 至った ので ある、 所謂 絡對 者と いひ 實在 者と いひ 本體 又は 實體 とい ひ 

て 他者に 俟 たす 自ら 永遠 の 存在 を 保 つ 者 を 認めす して は 挤：： 學は 始まらな いので ある、 人 をして 眞正 の 

事 者たら しむる もの は祌は 一 也 (unity  cf  God) との 思想で ある、 之 を 知って 萬 物に 對 する 科 擧的興 

昧は湧 然として 起る、 之 を 知って 凡ての 天然 は 調和した る： 大音樂 と 化する に 至る、 3： 故に ユダヤ人 

屮 より i 界的擧 者 を 輩出した る 乎、 何故に 舉 問の 探究 は 基督 敎國に 於て 旺盛なる 乎、 他な し 唯一 の祌 

の 信仰が 知識の 根牴 なる が 故で ある、 兹に 於て か 知る、 ー祌 論の 提唱者 モ ー セは大 信仰 (豕 なると 共に 

000OO0OOO0 

又 大^ 學者 なりし 事 を。 

更に 之 を實際 問題に 就て 見ん 乎、 此 思想 ありて こそ 文明 は 存在し 得る ので ある、 若し 今日 尙ほ 昔：：： 

の 如く 各 國皆其 特異の 神 を 奉ぜん に は國際 聯盟 叉 は 人道主義 等 を 說く者 あると も 何人 か 之に 應 ぜんや、 
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神 は 一 なり、 人類 は 皆 唯 一 の 神の 子な りとの 思想 ありて 初めて 人類 相： A の 親密なる 關係を 生す る、 神 

は 一なる が 故に 人類 はせ 兄弟で ある、 故に和^^ふべからす、 故に 相兀 の：： 取^ を 計らざる ベから す、 心 

を し 精神 を盡し 意 を盡 して 神 を 愛する と共に 叉 己の 如く 隣人 を 愛せざる ベから すと、 凡そ 人類の 

H 心 想の 贵 きもの は哲此 思想より ar つるので ある、 かの グラ ッ ドスト ー ンがァ ルメー 一  ァ人 虐殺の 報に 接 

する や r" だれ 我が 兄" S の 不幸なら す や」 と 叫びて 英國 議會を 動かした る大 なる 義憤 は何處 より 發 した 

ので ある 乎、 之に 反して 我國民 の 多數 者が 印度 の 饑謹 の 慘狀を 報ぜ らる、 も 冷然と し て相關 せざる の 

風 ある は 何が 故で あるか、 憐 むべ き 異國の 同胞 を 救 はんが 爲には 己が 貪 を 節し 財を倾 くる も 厭 はざる 

の 精神 は H ホバ の 神が 唯 一 の 神な りとの 思想な くして は 起らない ので ある、 試に^ 界の傳 道會に 赴き 

兌よ、 國內の 識者- K 級に 腸す る 者數干 人相 集りて 未開 固 の 民 の爲 に熱禱 を獻げ 同志 中 健康と 敎 育と の 

は 取 も 優れたる 人々 を 選びて 「汝 は往 いて アフリカの 土人に 福音 を傳 へよ」 「汝は 何處に 云々」 と Iw ひ 

て 彼等 を 遠く 派遣す るので ある、 北ハ 熱烈なる 愛 他の 精神 は 天地 萬 物の 神 は 一 なる が 故に 萬 人 は 兄弟な 

りとの 思想 を 除いて 他に 何處 より 來る であらう 乎。 

十誡 第二 條 

汝 自己の 爲に 何の 偶像 を も 彫むべからず 

旣に エホバ の 外 何者 を も 神と せす して 勿論 其 偶像 を 彫む 害 はない、 然しながら 露の 祌 のみ を拜 する 

時に も 人 は 偶像 を 造り 易く ある、 故に 切 金銀 銅鐵 木石 を 以て 我等の 崇拜物 を 造るべからざる 事を誡 


めた ので ある、 偶像 禁止に 對 して は 常に 一種の 反對 論が 行 はる、 曰く 「何れの 宗敎 と雖も 偶像 を 以て 

神と 爲す もの あるな し、 た^^人類が崇拜の目的物を欲するは自然の要求でぁる、 故に 信仰 を 助けん が 

爲に 或る 目標 を 造る のみ」 と、 此說は モ，' セの 時代に 旣に埃 及 叉 は バビロンに 於て 唱 へられた ので あ 

る、 而 して 多年 埃 及の 敎 育と バ ビ & ン の文學 とに 親み たる モ ー セは 勿論 之 を 熟知して 居った ので ある、 

然るに も 拘らす 彼 は H ホバ より 示された る此 偶像崇拝に 對 する 誠め を 以て 信仰 上の 重大問題と 爲 して 

之 を 共 民に 傅へ たので ある、 若し 偶像 を拜 する に 非す 之 を 以て 代表 せらる、 神を拜 する のみと 一一-; C ひて 

15^- 足 る な ら ば 斯 の 如 き 誡 は 狹 隙 に し て 無 益 な る 思 想 と 言 は な け れ ば な ら な い 、 然 し な が ら 事 實 は 證 明 

する ので ある、 人の 偶像 を拜 する や 直に 偶像 其 者が 神と 成る 事 を、 こ は 古來萬 國の實 例の 均しく 證明 

する 處 である、 故に 十誡 第二 は 誠に 能く 偶像？ 拜の 心理 を 穿ちし ものである、 試に 我等の 周 園 を 見よ、 

世界の 開明 首府の 一 と稱 せらる k 東京に 於て 最も 腐敗した る 部分 は何處 である 乎、 偶像 を拜 する 所 之 

れ 腐敗の 巢窟 である、 國內に 於て 亦然 り-、 偶像の 神 を祀る 地方に 最も 多く 不潔が 行 はる k ので ある、 

偶像 祟拜 の 動機 は 之 を 如何 に說 明す る と 雖も共 の 結 * に 於 て 信仰 墮落 の 階梯た る の 事實は 如何と もす 

る；3^-が屮1來なぃ、 故に エホバ の 神はモ ー セと豫 一一 一一 n 者と イエ スと 使徒と を 以て 明白に 傳 へしめ 給うた、 

曰く  r 祌は靈 なれば 之を拜 する 者 は 靈と眞 と を 以てすべし、 像 を 以てする 勿れ」 と、 偉大た る 敎訓で 

あ る、 之 あ りて 初めて 純な る 信仰 あ り 初めて 淸き 家庭と 社會 とが ある 、 靈的 の 神に 對す る靈的 の 祟拜、 

玆に 宗敎の 根本が ある、 玆に 基督 敎の 力が ある、 基将 者の 相 集まる や 一片の 像の 之に 加 はるな く 一葉 

の 畫の之 を 助く る を 要しない、 唯 其屮に 在りて 充ち ふ靈 なる 神を拜 する のみ、 信仰が 何等かの 形 を 

耍求 する は 旣に墮 落の 第一歩で ある、 神 は 造 主で ある、 神に 造られた る 何者 を 以て も 神 を 代表せ しむ 
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る 事が 出来ない、 基督 者 は 常に 全人 類 中の 少数者た るに 拘らす 世界 を 動かす の 勢力 を 有する は北ハ 信仰 

の 全く  的な るに 由る ので ある。 

十誡 第二に 綾き て 「我 M ホバ汝 の 神 は 嫉む祌 なれば 我 を惡む 者に 向て は 父の 罪 を 子に 報いて 二 四 代 

に 及ぼし 我 を 愛し 我が 誡命を 守る 者に は 恩惠を 施して 千代に 至る たり」 との 語が ある、 「嫉む 神」 と 

は 如何、 之れ 祌を 嘲る 者の 厦々 我等の 前に 提出す る 問題で ある、 然しながら r 嫉む」 は必 すし も惡し 

き 意味の みで はない、 善き 意味に 於て 「嫉 み」 は 愛の 集中で ある、 何故に 嫉む 乎、 餘 りに 强く 愛する 

が 故で ある、 而 して 神 は實に 熱愛者で ある、 エホバの 「嫉 み」 は卽ち H ホバの 熱心で ある、 「萬 軍の 

エホバ の 熱心 之 を 成し 給 ふべ し」 とい ふ (ィザ ャ書九 章 七 節)、 彼 御自身が 我等 を 救 はんとして 其 獨子を 

ffi て 給うた ので ある、 故に 彼 は 又 我等の 一 切の 精神と 心意と を 要求し 給 ふ、 若し 彼に 對 する 我等の 愛 

を 濫用して 之 を 彼 以外の 者に 歸 せん 乎 彼れ H ホバ の 神 は堪へ 難しと して 怒り 給 ふので ある、 斯くて こ 

そ 彼 は 眞に賴 るべき 神で ある、 嫉 まざる は 熱愛な きに 由る、 其 意味に 於て 夫は嫉 みある 夫、 妻 は嫉み 

ある 妻た らん 事 を 欲する、 嫉 みは 熟 愛で ある、 而 して M ホバは 熱愛 其 者で ある、 故に 彼 は 嫉み給 ふ、 

嫉む 迄に 我等 を 愛し 給 ふ、 感謝すべき は エホバ の大 なる 嫉み である。 

-扉は 之 を 三 ra 代に 及ぼし 恩 惠は之 を 施して 千代に 至るな りと 云 ふ、 罪 は 三 四 代、 恩惠は 千代、 モ ー 

セの 神を稱 して 殘忍 無慈悲の 神と 云 ふ 者 は 誰ぞ、 神 は 罪 は 之 を 罰せで は 措き 給 はない、 然れ ども 之 を 

一 人に 注 集せ すして 數人 をして 分擔 せしめ 給 ふ、 父の 罪の 故に 子 をして 苦 まし 給 ふと 雖も其 家 を 絶ち 

給 はない、 是れ 確かに 恩惠 たらざる を 得ない、 遺傳は 生理的 事實 である、 而 して 其 內に祌 の 深き 恩惠 

が 宿る ので ある、 祌は 罪人の 絕滅を 好み 給 はざる が 故に 其 罪 を 三 m 代に 分配して 其 輕滅を 計り 給 ふの 


である、 子た る 者 は 叉 父祖の 罪 を橹 ふて 神に 對 する 一家 連帶 責任の 實を覺 り、 祌 御自身が 人類 全體の 

罪 を 己れ に 擔ひ給 ひし 大御 心の 幾分 か を 知る を 得て 稍々 神に 肖た る 者と 成る 事が 出來 るので ある、 祌 

が 罪 を 三 四 代に 及ぼし 給 ふに は 種々 と 深き 理由が ある" 

十誡 第 三 條 

汝の神 ヱ ホバの 名 を 妄リに 口に 上 ぐるべからず、 ェ ホバ は 己の 名 を妄に 口に 上ぐ る 者 を 罰せで は 

措かざる べし 

エホバの 名に 關 する 誡め である、 斯 かる 誡 めが 十誡 中の 一條と して 揭 げられ しに は 深き 理由が 無く 

て はならない、 而 して 能く 其 意義 を 研究して 我等 は此 一 條も亦 人類の 爲に 最も 重要なる 敎訓 たる を 知 

るので ある。 

エホバ の 名 を 妄りに 口に 上ぐ ベから すと 言 ふ、 卽ち神 叉 は キリ ス トの名 は 之 を 尊重して 無意味に 口 

にす ベから すとの 謂で ある、 凡て 名 を 置々 口に 稱 ふる 時 は 次第に 其 貴 さ を 失 ひ 終に は 其 名 を 以て 表 は 

さる、 者 自體が 貴から ざるに 至る ので ある、 實に Familiarity  bogets  contempt  (親近 は 侮蔑 を 生 

む) である、 人に 對 して 然り、 神に 對 して 亦 然り、 日常の 交際に 於て 口 を 開けば 必す 聖^ を稱 ふるが 

如き は 神に 關 して 淺簿な る 思想 を 有する 人で ある、 然るに 之 を 解せ すして 先づ 名に 親 まば 神 に 近づく 

に 至らん との 豫 想より 人 をして 切りに 聖 名を稱 へしむ る は 宗敎々 育 上の 一 大 誤謬と 曾 はざる を 得ない、 

試に かの 日蓮 宗に 於け る 所謂 御題目 又は 淨土 門の 念佛 等の 實狀を 見ば 蓋し 思 ひ 半ばに 過ぐ るで あらう、 
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南無 妙法 述華經 とい ひ 南無 阿 彌陀佛 とい ふ、 孰れ も簡 SSf なる 一 語の 中に 深遠なる 信仰の 凡て を 籠め た 

る 者で ある、 然るに 此名を 妄りに P に 上げて 無意味なる 反覆 を繼續 する に 由り 遂に 殆ど 何等の 憤 依 を 

も 有せざる に 至る ので ある、 某 楼敎に 於ても 亦 同じ、 神、 基督、 天國、 永生 等の 語 を 濫用して K 々之 

を：： に 上ぐ る 時 は 初めは 其 名が 卑しき ものと なり 終に は 其 名の 代表す る 者 其 れ 自身が 慎 値 を 失 ふ に 至 

る、 故に 單に 此點 より 見る も 名 を 貴ぶ 事 は 小事の 如くして 實は 甚だ 大事で ある。 

更に 進んで 名と は 如何なる 性質の ものなる 乎 を 知る に 及び 此誡 めの 一 暦 深き 意味 を 解す る 事が 屮ぃ來 

る、 名 は 果して 輕き 問題で ある 乎、 日本語に 於け る 假名の r ナ」 は 「泣く」 叉 は 「鳴る」 等の； 語に 川 

ゐらる k 最も 輕き 昔で あると 一一 一一 n ふ、 若し 然 らば 名 を 「ナ」 と 一一 m ひて 輕視 する は怪 むに 足りない、 而し 

て 名 實相副 はざる が 如き 場合に は 名 を棄て k 實を 選ぶべき は 勿論で ある、 然しながら 名 は 決して 等閑 

に附 すべき もので はない、 少く とも 神 は 古より 名 を 輕く見 給 はない ので ある、 祌 初めに アダム をァダ 

ムと 名け H バを H バと 名け 义 アブラム をァ ブラ ハ ムと 改名し 給 ひしに は 深き 意義が あった、 イサクと 

名け ャ コプと 名け 又ィ H スと 名け しに も 街 深き 意義が あった、 シ モ ン をべ テ 口と 呼びし も同樣 であつ 

た、 サゥ 口 をパゥ n と 改めし も 亦 必すゃ 深き 现 由が あつたの であらう、 名 は實に  一 一一 一一 n にて 其 人 を 代表 

する ものである、 西 護に 曰 ふ Nomenestomen と、 然り 名は證 兆で ある 预言 である 而 して 叉 歷史 であ 

る、 處女 マリアの 子 を 名け てィ H スと 一一-一 II ふ、 之れ 神よりの 吿 知に 從 ひし 命名であった、 「ィ H ス」 卽 

ち 「ヨシ ユア」 は 「H ホバ救 ひ 給 ふ」 の義 である、 而 して 此名は 果して 彼の 證兆 にして 預 曾であった、 

彼の 三十 餘 年の 地上に 於け る 生涯と 其 昇天 後 <fr- 日に 至る 迄 二 千年間の 世界 歷史と は 明かに 其 名の 誤ら 

ざり し 審を證 明す るので ある、 斯くて 彼の 名の 屮に^ はれし 預言 は 成就して 歷史と 成った. - 今や 我等 


に 取て ィ H スの 名はィ H ス自 身と 同一で ある、 名 は 人の 外に 現 はれた る ものに 外なら ない、 故に 名 を 

贵ぶは 人の 天性で ある、 商人 は 其 名の 保存 せられん が爲に 財產を 犠牲に する を 厭 はない、 武士 は 其 名 

の 汚され ざらん が 爲には 生命 を も 賭する ので ある、 殊に 名はィ スラ H ル 人の 場合に 於て 責 くあった、 

彼等 は 短き  一 二 語より 成る 名 を 以て 人の 何たる 乎 を 表現せ しめたの である、 名 は 彼等 各自の 預 一一 一一 口にし 

て 又歷史 であった。 

神 は 其の 造り 給 ひし 人に さへ 適當 なる 名を與 へ て 以て 其 人 を 代表せ しめ 給 ふ、 然 らば 御自身の 名 を 

「エホバ」 と稱 して、 之をモ ー セを 介し 叉 イスラ H ルを 通う して 世界 萬 民に 示し 給 ひしに は 深き 意義 

ある を 疑 ふ 事が 32 來 ない" 

モ ー セ 神に 言 ひける は、 我れ イスラ H ルの 子孫の 所に 往 きて 汝 等の 先祖 等の 神 我を汝 等に 遣 はし 

給 ふと 言 はんに、 彼等 もし 其 名 は 何と 我に 雷 は と 彼等に 言 ふべき や、 祌モ ー セに言 ひ 給 ひけ 

る は 我 は 在て 在る 者な り、 又た 一一 一一 口 ひ 給 ひける は汝 かく イスラ H ルの 子孫に 言 ふべ し、 我 在りと い 

ふ 者 我を汝 等に 遣 はし 給 ふと、 神叉モ ー セにー I  一一 口 ひ 給 ひける は、 汝 かく イスラ H ルの 子孫に 言 ふべ 

し、 汝 等の 先祖 等の 祌、 アブラハムの 祌 イサクの 神 ヤコ ブの神 M ホバ 我を汝 等に 遣 はし 給 ふと、 

是は 永遠に わが 名と なり 世々 にわが 誌と なるべし (出 埃 及 記 三 章〕。 

「我 は 在て 在る 者」、 「我 在りと いふ 者」、 之れ 卽ち 「エホバ」 である、 而 して 「是は 永遠に 我 名と 

しるし 

なり ゆ々 に 我 誌と なるべし」 と 言 ふ、 乃ち 知る 此 短き 一 語 (希 伯來 語に て 僅に s: 箇の 子音 を 以て 表さ 

る〕 の 中に 神の 凡てが 包含 せらる る 事 を、 アブラハムの 神 イサクの 神 ヤコ ブの 神に して モ ー セに顯 は 

れ給 ひし 神、 叉 ィヱス キリスト として 我等に 顯 はれ 給 ひし 祌を 一言 以て 代表せ しめん 乎、 曰く 「エホ 
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パ」 である、 「エホバ」 が 神の 證 兆であって 預言であって 歷史 である、 神の 性格と 其 事業との 全部が 

此 語の 屮に 示さる、 ので ある、 然 らば 何の 研究 か 「エホバ」 の 名の 研究よりも 重大な らん やで ある、 

抑 も 「エホバ」 と は 如何なる 意義で ある 乎、 「在て 在る 者」 と は 如何なる 存在者で ある 乎。 

「.55 一い 在る ^」、 之 を 英語に て "二  am  that  lam" と 雷 ふ、 「昔 在り 今 在り 後 在る 全能者で ある」 

(默 示錄笫 一章 八 節)、 卽ち 存在の 根牴 にして 始 なく 終な き 者で ある、 他の 者 は 無くと も 之の みは 在る 者， 

である、 「在て 在る 者」、 永遠の 存在者、 唯一の 存在者 the  Being 之れ 卽ち 「エホバ」 である、 他 

の 何者に 就ても 此 名を附 する 事 は 出来ない、 山川、 湖海、 天地、 日 虽、 又は 我等 人類 其 他 萬 有 は 皆 被 

•mlj ある、 皆始 あり 終 ある 者、 智 無^の 過去 を 有せざる 者に して 又 未來に 消滅し 得べき ものである、 

然るに 假令萬 有 は 悉く 消滅し 去る とも 獨り 我等の 信す る H ホバ の 神の みは 永遠の^ 在 者で ある、 彼の 

みは 「在て 在る 者」 である、 故に 彼の 名 を 「在て 在る 者」 と稱 して 少く とも 哲擧上 合理的なる 贵 きお 

義と 一一 15 はざる を 得ない。  く 

然か し 乍ら 近 來學者 研究 の 結 此 定義に 未だ さ にる もの ある を發 見す るに 至った、 英國に 於け る 

葡約 一書 學の 泰斗た る S  -K  . ドライバ ー (彼 は 高等 批評家の 一人な りと 雖も愼 重に して 深遠なる 學者 であ 

る)、 k  • ス ミス r 高等 批評家 中 左 黨と稱 せられ 敎會 より 驅遂 せられた る學 者に して セ ミチ ク 語の 大權 威)、 

及び •  B  . デビ ッドソ ン 广 スコット ラ ンドの 産に して 學者 たると 同時に 能く 平信徒の 心 を 解した る 人) の 三 

大學 者が 期せす して H ホバ の 意義に 關 する 新 研究に 於て 一 致した ので ある、 卽ち 希伯來 語の Kllyell 

asher  ehyeh は I  am  that,  I  am  (在て 在る 者) では 13 足りない、 "H  . ^ヨ ぎ さ M  will  bo  (在 

.Jひぃレ\!;^.1^4とする^) である、 其 動詞 を 未来の 意義に 讀 むべき であると 言 ふ、 勿論 「在る 者」 


に 非 すん ば 「在らん とする 者」 たる 能 はざる も單に 「在る 者」 ではない、 徐々 として 「在らん とする 

者」 である、 「在る」 は essence である、 心髓 である、 「在らん とする」 は plumcmenil である、 發 

現で ある、 化成で ある、 而 して 「エホバ」 の 語源 は 「在る」 よりも 寧ろ 「成る」 の 意で あると 言 ふ、 

限た く 己を顯 はし 給 ふ 者、 昔 在りし、 今 在り、 後 在らん とする 者、 斯 かる 者が H ホバの 神で あると 曾 

ふ、 獨 逸に 於ても デリッチ、 ヱヴ ハルトの ニ大學 者が 此說を 主張した、 斯の 如くに して 學者 研究の 結 

H ホバ の 名 は 更に 深遠な る 意義 を發 揮し 來 つたので ある" 

H ホバは 永久に 「在らん とする 者」 である、 今日の H ホバは 明日の H ホバ ではない、 明日 は 令 日よ 

り も 更に 大 にして 貴く、 明年 は 今年よりも 更に 大 にして 贵く、 斯くて 十 年 又 百年 永遠に 亙り， 限な き眞 

现と 恩寵と を 人類に 現 示し 給 ふ 者で ある、 換言すれば 彼 は 永遠に 約束して 而 して 之を實 行し 給 ふ 神で 

ある、 I  メ  vill 1,5  th;it  I  ノ  viU  be 在らん として 在らん とする 者、 斯く 在らん と 言 ひて 最後に 之 を實現 

し 給 ふ 者、 斯の 如き 者が H ホバの 神で ある、 故に 彼 は アダムに 現れし よりも ノアに 至て 更に 深く 己 を 

顯 はし、 アブラハムに は 更に 貴く、 モ， -セに は 更に 大に、 ィ ザャ、 H レ ミヤ、 ダ  一一 H ル 等に は 更に 明 

かに、 而 して ィ H スキ リストに 於て 一度 完全に 現 はれ 給うた、 而も 人の 之を認 むる 能 はざる や 叉 使徒 

等 を 通して 更に 遠大なる 約束 を 我等に 遺し 給うた ので ある、 實に 在らん として 在らん とする 神で ある- 

新しき 眞理と 恩寵と を 限な く 現 はして ぎ處に 至る も盡 くる 所 を 知らざる 神で ある、 恩寵 も 其 終局に 達 

して 行き詰りて は 最早 や 恩寵で はない、 然るに H ホバ の 神 は 恰も 深山 を迪っ て 紅葉 を？」 W むが 如く 一  峰 

盡 くれば 又谿を 隔て \ 新たる 峰の 眼前に 開展 する あり、 絶景 は 勝景に 繼 ぎて 菜つ る 所 を 知らざる の 類 

である、 彼 は 恩寵 を 以て 恩寵に 加へ 約束 を 以て 約束に 加へ^ な く 之 を實行 し 給 ふ、 故に 其 名 を H ホ バ 
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と 言 ひて 祌の 凡て を 言 ひ 表 はすに 足る の である。 

H ホバ の祌は 在らん として 在らん とする 者で ある、 然 らば 了 就 キリス ト として 此 世に 降り 大 なる 恩 

寵を 人類に 施し 給へ りと 雖も事 は玆に 終った ので はない、 彼 は 更に 新しき 恩寵 を 我等の 上に 加 へんと 

欲し 給 ふ、 宇宙 萬 物の 復興、 我等の 身 體の榮 化、 愛する 者との 再會、 之 皆 彼の 約束で ある、 而 して 此 

約束 を實行 せんが 爲に キリスト 一 冉び來 り 給 ふと 言 ふと も 何の 怪 むべき 事が ある 乎、 之れ 誠に 「在らん 

として 在らん とする」 エホバの 神に 適 はしき 行爲 である、 故に 「エホバ」 の 名の 中に 神の 凡てが 包含 

せらる、 ので ある、 貴き 哉 「エホバ」 の聖 名、 此名は 妄りに 之 を 口に 上ぐ ベから すで ある、 エホバの 

g,?, 名 は 福 昔 其 ものと 均し く 之 を 尊重す べきで ある。 

H ホバは 己の 名 を 妄りに 口に 上ぐ る 者 を 罰せで は 置かざる べし」 と 首 ふ、 其：^ 故なる か は 刖茵の 問 

題と して 祌 又は キリストの 名を贵 ばす 不誠實 の 心を以 て 無意味 に 之 を 口に 上ぐ る 者が 神に 罰せら る、 

事 實は疑 ふ 事が 出來な い、 然 らば 如何にして 罰せら る k 乎、 贵き名 を 妄りに 口にする 者に は 其 名 先、、 つ 

化；：^ 義を失 ひ 終に は 神 御自身が 彼の 心中より 消え去り 給 ふ、 之卽ち 覿面の 刑罰で ある、 ^に 恐るべき 刑 

罰 にして 斯の 如き もの あるな し、 聖書 を播 くも 其 意義 を 解す る 能 はす 祈 禱を獻 ぐる も 唯 形式た るに 止 

まり 凡ての 貴き ものが 北ハ 心に 訴 へざる に 至らば 其慘擔 たる 事 如何ば かり ぞ、 神の 我等に 加へ 給 ふ 最大 

の 刑罰 は 之で ある、 而 して 現に 基督 敎國の 民に して 此罰を 負へ る 者 は 決して 尠 くない、 米國に 於け る 

多くの靑年若くは紳士が其雜談又は遊戲の間に^^名を濫用する事如何に多きかを知る者は彼等の爲に 

歎 せざるを得ない、 彼等 は 再び キリストに 導かる、 の 見込な き 信仰 上の 墮落 者で ある、 信仰 墮 落し 

て 聖ぉを 濫用し、 聖名を 濫用して 信仰 益々 落す、 惡魔は 人 をして エホバの 名 を妄に 口に 上げし むる 


と共に、 之 を妄に 口に 上ぐ る 者 は 更に 甚だしく. 惡 魔の 手中に 陷 るので ある、 故に 信者よ 注意せ よ、 傳 

S 者よ 来に 注意せ よ、 子女 を敎 育す るお よ 最も 注意せ よ、 意味な くして 聖名を 口にする 勿れ、 心より 

出です して 形式的なる 祈 禱會を 開く 勿れ、 一度び 聖 名の 口より 發 せらる k 時は肅 然として 敬虔の 念 溢 

る.. 1 が 如くに 在らし めよ、 「父よ 願 はくば 聖名を 崇めさせ 給へ」。 

十誡 第四條 

息 日 を iani えて 之 を iil くすべし、 六日の 間勞 きて 汝の 一切の 業を爲 すべし、 七 口 は 汝の神 エホバ 

むすこ むすめ  しら ペ しちめ 

の 安息 なれば 何の 業務 を も爲す ベ か らす、 汝も汝 の 子息 息女 も汝 の 僕婢 も汝 の ま 畜も汝 の 門の 巾 

に 居る 他國の 人も然 り。 

七日の 中 一 日 を 安息日と して 特^に 記憶して 之を聖 守すべし との 誠め である、 而 して 「凡て 之を瀆 

す 者 は必す 殺さるべし、 凡て 其 日に 働 作 を 爲す人 は 其 民の 中より 絶 たるべし」 と 言 ふ (出 埃 及記卅 一章 

十四 節 )、 誠に 嚴肅 なる 法則で ある、 イスラ H ルの 人々 曠野に 在りし 時 或 人 安息日に 柴を拾 ひ 集めた る 

爲め 遂に の 外に 曳き 出されて 石に て擊ち 殺された りと は 聖書 中に 明記 せらる、 事實 である (R 數記略 

十五 章讲ニ 節- W 下)、 何故に 安息日 聖守 は爾く 重 要なる 問題で ある 乎、 之 を 十誡の 一 に 揭げ、 之 を 犯す 

を 以て 偷盜 姦淫 殺人に 均しき si- と 爲し其 人 を 死罪に 附 せざる ベから すと する は 何故で ある 乎、 若し 斯 

の 如き 法律 を 以て 今日の 我國に 臨まん に は 三百 萬の 東京 市民と 雖も其 多敏は 死罪 を 免れないで あらう- 

否 獨り我 園に 限らない、 歐米 基督 敎國に 於ても 近来 安息日 聖守は 文明の 進步を 阻害す と 做し 之 を. 猶太 
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人の # 法と 稱 して 排斥す る 者 多 からん とする の倾 向が ある、 然るに も 拘らす 基督教の 根柢た るモ ー セ 

の 十 誠 は 厳然として 其 第 i: 條に 於て 安息日 聖守 を报げ 以て 之 を 永遠 不變の 法則たら しむる ので ある、 

思 ふに 十誡の 研究 中 最も 困難なる もの は此 問題で あらう、 安息日 菜して 之 を 度外視して 可なる 乎、 若 

く は 之を聖 守せ ざるべからざる 乎、 近代 人の 稱 ふる 所 正しき 乎、 將たモ ー セの敎 ふる 所眞 なる 乎。 

之 を 安息日 問題と 言 ふ、 卽ち第 七日 (土曜日) に 一 切の 業務 を廢し 家族 僕婢 を 始め 家畜に 至る 迄 之 

に 休養 を 與へ而 して 會 堂に 赴きて 律法 を學び 以て 此日を 聖別す るので ある、 之れ 現に 今も尙 篤信の 摘 

太 人の 實行 する 所で ある (某 督 者の 間に ありて 土曜日 安息日が 如何にして H 曜日に 變更 したる 乎に は 自ら 理. E が 

ある〕、 然し 乍ら 安息日 問題 は 獨り日 を 以て 終らない、 第 七月 (我等の 十月 牛より 十一月 牛 迄) に 安息 t:: あ 

り、 第 七 年に 安息 年 あり、 七 年 七 次の 後 第五 十 年に 喜びの 年と 稱 する 大安 息 年が ある、 其 第 七 年 は 地 

の 休息 年 にして 卽ち地 を 鋤き て 後に 播種せ すに 置く ので ある、 又 其 第五 十 年に は 唯に 土地 を 息 ましむ 

るの みならす 其 時) p」 繼績 せる 一 切の 貸借 關係を 消滅せ しむる ので ある、 卽ち 借金の 證書は 之 を 無效と 

し 身を賣 りし 者 は 其 自由 を囘. おし 土地 を抵 當に附 せし もの は 悉く 其 返還 を受 くるので ある、 モ ー セ律 

によれば 凡ての ユダヤ人 は 土地の 所有者であった、 何人も 己が 家族に 食糧 を 供給す るに 足る 丈け の 土 

地 を 有せざる 者はなかった、 蓋し 土地 は 空 氣叉は 日光と 同じく 人類 生存 上缺 くべ からざる 必要物なる 

き や 5 い， ジ  もと 

が 故に 萬 人に 對 して 其 享有 を保證 したので ある、 素より 事情に 由て は 土地 を抵 當に附 する を 許す と雖 

も 之が 爲め 遂に 其 所有 權を 喪失して 幸福の 基本 を釗奪 せらる &事を 防止 せんが 爲め 四十 九 年 を 過 ぐれ 

ば必す 一 曰； 其 所有者の 手中に 之 を 返還せ しめたの である、 之れ 實にモ ー セ 律の 卓 拔 なる 社 會 政策で あ 

つた、 今や 土地 所有者 は 極めて 少數 にして 而も 社會 改造の 聲 徒らに 喰 囂 たるの 時に 當り 若し 此モ ー セ 


律の 如き 法律が 實 行せられ たりと せば 如何、 社會 問題の 根本的 解決 は其邊 より 始まる ので は あるまい 

乎、 故に 安息日 問題 は 單に第 七日に 業務 を 休む のみの 問題で はない、 第 七 年の 耕地 休息なる 農業 經^ 

上の 大 問題が ある、 又 第五 十 年の 土地 所有 權： 1; 设 なる 社會 政策 上の 大 問題が ある、 之 を 知らす して 安 

息 日 問題の 重要 を 十分に 理解す る 事は屮 I 來 ない。 

「安息日 を 憶えて 之を聖 くすべし」 と 言 ふ、 「憶 ゆる」 は 「憶 ひ囘 す」 である、 卽ち 知る イスラ ェ 

ルは此 時 初めて 安息日に 就て 學び しに 非す、 シ ナイ 山上 十誡 を 授けられし 以前 旣に 之を識 りし 事 を、 

Sabbath の 原語 サバ ー トは r 罷 める」 「抑へ る」 叉 は 「休む」 等の 意で ある、 而 して 此語は 決して ュ 

ダャ 特有の 語で はない、 ユダヤよりも 遙に 古き 文明 を 有する バ ビロンに も旣に 「サバ ッ ー」 なる 制度 

があった、 少く とも 七日 を 以て 一 の 紀元と する の 思想 は 人類 全體に 通有の ものなる を 拒む 事 は 出来な 

い、 我國に 於ても 古 來病氣 療養 其 他に 一 週 を 以て 一 期と する の 風 あり、 叉 女 兒の七 歳 男子の 二十 一 歳 

に 達する を 祝す るの 習慣 あり、 殊に 著しき は 七日 中 一 日 休息の 舊慣の 所々 に 於て 行 はる X 事で ある、 

茨城 縣加波 山麓 地方に 於て 古より 七日 中 一 日 畑に 出で て勞 作すべからざる 日 あり、 田 植時等 已むを 3^ 

ざる 場合に は 特に 時 問 を 制限して 之 を 許す 寧 ある も然ら ざる 場合に 若し 此 習慣に 違背す る 者 ある 時 は 

村民 擧 つて 制裁 を 加へ たりと は 先年 余が 同地 方に 赴きて 親しく 聽 取した る 所で ある、 又 明治の 初年 一 

時 毎月 一 六の 日 を 以て 休日と 定めた る 事 ある も 其の 社會 生活に 適合せ ざるより 久しから すして 日曜日 

休 自^に 復舊 したる 等の 實例を 以て 見る も、 安息日 又は 之に 類す る 制度 は 人類の 社會 組織 上 若く は身體 

の 生理的 組織 上 自ら 發 達し 來 りし 天然の 法則と も稱 すべき 者なる 事 を 知る、 安息日 は實に 人類 通有の 

原始的 制度で ある、 故に イスラエルが 此日を 「憶えて」 之 を ®1 く 守るべし と 命ぜられし 時には 決して 
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彼等の 环に 新しき 者ではなかった ので ある、 舊き 安息日 は 之 を 憶 ひ 1^ して 特に 祌の定 め 給へ る 日と し 

て之を^^く守るべ きでぁる。 

「六日の^ 勞 きて 汝の 一切の 業を爲 すべし」、 i 文 息 日 は 安息の 日で ある、 然し 乍ら 息む は勞 かんが 

爲 である、 息め よ、 仉し 息まん が爲に けよ、 若し 勞 かすして 唯 毎日 休まん に は 却て 苦痛の 極で ある、 

我國に 所謂 隠居なる もの、 狀 態が 其 事を證 明す る、 勞 かざる 者 は安自 心の 3： たる 乎 を 解し ない、 眞に休 

まんと 欲する 者 は 大に勞 くべき である、 眞に 一 日 を く .H^ まんが 爲には 六 曰の n 孜々 として 勞 かなけ 

れ ばなら ない、 勞作は 休息の 爲め、 休. は乂  力作の 爲 である、 互に 手段に して 同時に H 的で ある、 一 

rn の 安.！30日を 聖く守りし 者に し て 初 て 新し き 力 に 充ち て 次 の 六 日 の 勞作 に 移 る_9^- が 屮1來 る。 

むすこ むす め  し .0 ペレ. 6 め 

「七日 は 汝の神 エホバ の 安息 なれば 何の 業務 をも爲 すべから す、 汝も汝 の 子息 息女 も汝の 僕婢 も汝 

の 家畜 も汝の 門に 居る 他國 人も然 り」、 我國に 在て は靜肅 なる 安息日 を 味ふ審 甚だ 困難なる も 外！： に 

於て 學び 得べき 最もせ：：！ き 事の 一 は 淸敎屮 ^の 人々 に 由て 守らる-安息日 である、 新 英 洲 の山屮 等に 

於て は 多分 今 も 之 を 目撃し 得る であらう、 月曜日の 朝より 土曜の 夜に 至る 迄 は 激烈なる 勞働 を^ 鑌す 

る も 一 度 土曜日の 午後 十一 一時の 鐘聲を 開かん 乎 乃ち 一 切の 勞働 は屮 止せら る、 斯て 日曜日の 朝に おれ 

ば滿 目の 光景 前日と 一 變す るので ある、 北ハ朝 起」 i£ も 例日より 遲く 食後 暫時に して 會 堂の 鐘 讚美歌の 聲 

に 合せて 鳴り響く や 彼方の { 水 此方の 門より 聖書 を 乎に せる 男女 老幼 相携 へて 出で 、食堂に 向 ふ、 而し 

て 讚美 あり 昔樂 あり 說敎 あり 終て 〔衣に 歸れ ば旣に 正午 を 過ぐ る 半時 計りの 頃で ある、 此日 新聞 叉は郵 

便の 運ばる i なく 汽舉も 亦 其 度 數を滅 じ 商店 は 閉鎖せ られて 窓懸を 垂れ 平 日 街 上を蔽 へる 衆の 黑き 

塊阐も 全く 撤去 せられて 町の 一端より 他 端 迄 を 透 見す る 事が 出来る、 誠に 肅 然として 別 界 にある の 


思 ひがす る、 タには 再 び會堂 に 奥り て 心靜か に 讃美 祈禱 を獻げ 歸 りて 感謝の 中に 寢に 就く ので ある、 

斯の 如きが 往年 余の 滞米 屮に實 見した る 安息日 聖 守の 都市の 光景であった、 殊に 美しき は 日々 使役せ 

らる k 牛馬の 此日は 野に 放 たれて 自由に 馳驅 する 事で ある、 之 等の 狀 態が 人の 心身に 及 ぼす 感 化 力の 

如何に 大 なる ものな る 乎 は 之 を實驗 せす し て 能く 解す る ことが 出来な い、 若し 世に 快 美な る 所 ありと 

せば そ は 安息日の 聖守 せらる る社會 である、 故に 曾て 有名なる 英國の 宰相 ヂス レリ ー 卿 は 言うた 「神 

の 賜物 中 最大た る もの は 安息日で ある」 と、 之れ 安息日の 聖守 を社會 的に 實行 したる 者の 何人も 共鳴 

せざる を 得ざる 言で ある、 單 に此點 より 見る も 安息日に 關 する 一 條を 十誡 中に 加 へられた る 理由 を 解 

する 事が 出来る。 

然しながら 更に 進んで 安息日 問題 中 土地の 休耕 並に 貸借 關 係の 一 掃 等 を 包含す る を 知らば 其 國家社 

會に 取て 如何に 重大なる 問題なる か を 思 はざる を 得ない、 我 國の國 家 的 問題 中 最大なる もの i 一  は 土 

地生產 力の 維持で ある、 凡て 土地 は 之 を 使用して 或る 程度 以上に 及ぶ 時 は 全く 用 を爲さ r るに 至る、 

其 好き 實例 は米國 ボル チ モア、 華 特間鐵 道 沿線の 野に 於て 之 を 見る 事が 出来る、 世界に 珍ら しき 沃饒 

の 地が 多年 堙革 耕作に 由て 酷使 せられし 結果 全然 其 生 魔力 を 消耗した ので ある、 我國に 於ても 亦大に 

其 倾向を 見る、 近年 農家の 金肥 使用の 激增 したる は 何故で ある 乎、 米愤の 暴騰 停止す る 所 を 知らざる 

厶厶， 、】 厶厶厶 △△<! 厶ム厶 △ 厶厶さ 厶厶厶 

は 何故で ある 乎、 これ 孰れ も 土地 虐待の 結 采其生 雍カを 消失した るが 故で はない 乎、 土地に 休養 を與 

へざる の 刑罰に 恐るべき ものが ある、 若し 此俊 にして 顧み ざらん に は 終に は 如何に 資本 勞カ を投 する 

と 雖も地 は 一 物 を も生產 せざる に 至る であらう、 而 して 土地の 生 產筢滅 すると 共に 社 會は其 生活の 根 

抵 を破壞 せらる V ので ある、 故に 神 は旣に 三千 一二 glw 年前モ ー セを 通して 人類に 命じ 給うた、 n く 
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r 汝六 年の Si 汝の 地に 種 播き北 ハ實を 獲り 人るべし、 但し 第 七 年に は 之 を 息 ま せて 耕さす に 置く ベ し、 

而して汝の民の貧しき者に食ふ_9^-を得しめょ、 北 ハ餘れ る 者 は 野の 獸之を 食 はん、 汝の 葡萄 圃も 橄麼圜 

も&の 如くな すべし」 と (出 埃 及 記サ三 章 十 節 * 十 一節)、 恩惠 土地に 及び 七 年に 一 年の 安息 を 給して 以 

て 其 生産力 を 永久に 保存せ しむ、 兹に 至て 安息日 問題の 重要 を 知るべき である、 之 を 守らす して 土地 

の 死滅 を 促す の 罪 は飮料 水に 毒を投 する の 罪と 異ならない、 然 らば 其 3^ に 凝す るに 死刑 を 以てする と 

も何ぞ 苛酷と 稱 すべきで あらう 乎、 加 之 第五 十 年に は 失 はれん としたる 土地 所有 描の 完全なる 囘復を 

保證 せらる、 あり、 斯くて 安息日 制度の 中に 此 世に 關 する 一切の 問題が 包含 せらる、 ので ある、 身體 

の休義 あり、 神の 記念 あり、 牛馬の 解放 あり、 土地の 休息 あり、 負愤の 免除 あり、 自由の 囘復 あり、 

00000000000000000  -  . 1: 、 - A  A 

之れ 資に祌 の 造化 を 尊ぶ の 制度で ある、 故に 余 は 曰 ふ 「安幸-日 は 宇宙の 祝日な り」 と 

最後に  一 一一 K すべき は 安息日 聖 守が 勞 働の 功 程 叉 は 身體の 健康に 及ぼす 影響で ある、 多くの 學生叉 は 

商人 等 は 安息日 聖 守の 美 はしき を認 むる も 之に 由て 競 (ザ 場裡の 敗者た らん 事 を 疑ひ且 虞る & ので ある- 

然し 乍ら 事 實は其 反 對を證 明す る、 余の 青年時代 札幌 51^ 學 校に 至りて 基督 者と なりし 時の 誓約の 主な 

る 一 箇條は 安息日の 聖 守であった、 而 して 在校 中 基督 者た る 同志 六 七は假 令試驗 中と 雖も 堅く 之 を 守 

り 核け た、 然るに 卒業の 日に 至て 明白に なりし 注意すべき 一 現象 は 級 中の 上席 は 悉く 安念 日聖守 者の 

占む る 所と なりし 事で ある、 安息日の 聖守は 決して 銃爭 上の 劣敗 を 促さない、 否 却て そ は勞働 能率 增 

進の 原因で ある、 健康 維持の 祕訣 である、 活力 保存の 要件で ある、 かの 近時 滔々 として 神經 衰弱 症に 

惱む者 多き が 如き 其 原因の 一 は 安息日 聖守を 知らざる に 在る ので はない 乎、 瑞 西の 思想家 ヒルティ 之 

を 官 ふ、 余^も 亦 同意で ある、 十誡の 一 に 揚げられし 安息日の 聖守は 實に勞 働 問題、 社會 改造 問題、 


其他备 方面に 於け る 大小 數 多の 難問題の 根本的 解決 者で ある。 

十誡 第 五條 

汝の 父母 を 敬へ、 こ は 汝の祌 M ホバ の 汝に賜 ふ 所の 地に 汝の 生の 命の 長から ん爲 めな り 

嘲る 者 は 曰 ふ 「基督 敎 何ぞ、 親に は 不孝、 君に は 不忠、 而 して 國 家的觀 念の 皆無、 之れ 卽ち 基督 敎 

である」 と、 世の 多くの 人が 之に 類す る 思想 を 有する は 實に奇 と 謂 ふべき である、 何ぞ 知らん 基督 敎 

の 根本た るモ ー セの 十誡 は 其 一條と して 「汝の 父母 を 敬へ」 との 誡めを 揭げ、 而も 之 を 二 枚の 石板 巾 

第一 の 中に 屬 せしめて 父母 を 敬 ふの 義務が 神に 封す る 義務の 一なる 事 を 明示す るので ある、 「汝の 神 

に對 する の 心 を 以て 汝の 父母に 仕へ よ」 と、 斯く敎 ふる 基督 敎は 菜して 不孝 不忠の 宗敎 である 乎。 

或は 曰 ふ 「基督教に 『孝』 の 字な し、 之れ 其の 孝道 を缺 くの 一例 證 である」 と、 余 は 答へ て 曰 ふ、 

「何故 我國 語に も 『忠孝』 の 字 を 有せざる 乎」 と、 其 文字な きの 故 を 以て 其 道な しと 一一 目 ふ 事 は 屮1 來な 

い、 英語に 「孝」 の 字な く 已むを 得す Filial  piety なる 語 を 以て 之に 充 つる も 其 語勢 弱くして 到底 

我國 民に 於け るが 如き 「孝」 の 思想 を 表 はすに 足りない、 殊に pious の 語の 如き 今 は 所謂 「御 信心」 

と稱 する 嘲弄の 意味に 用 ゐらる k 事が 多い、 故に 余 は 自ら 一 字 を 創作して miality と 言 ひ 以て 孝の 字 

に充 つるので ある、 然しながら 英語に 果して 孝の 字が 無い 乎、 否 Piety  (ラテン語の pietas) 其 も 

のが 孝 义は忠 を 表すに 足る 深き 貴き 語で ある、 tc" て 上長 者に 對す る 敬愛 恭順 を稱し て ：Piet,v と ；ー： in ふ 、 

故に 孝道 も 忠君 も愛國 も^ 此 一 語 中に 包含 せらる- -の である、 此字 を輕き 意義に 解す るに 至りし は 偶 
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偶 信仰の 落 を 表明す るに 過ぎない、 英語 に^の 字な しと 言 ふ は 謬で ある、 孝道 は 初め 祌に對 する 奉 

仕と して 敎 へられ 而 して 爾來眞 正の 基督 敎國， おの 間に 重んぜ？ つれて 八 r 日に 至った ので ある。 

汝の 「父母」 を 敬へ と 言 ふ、 聖 誓に 於て 「父母」 と は 包括的の 意義 を 有する 語で ある、 子 を 生みた 

る 父と 母と は 勿論 父母で ある、 然し 單に 共れ のみで はない、 凡て 祖先 を稱 して 亦 父と いひ 母と いふ、 

例へば 「汝 等の 父ァ ブラ ハ ム」 若く は 「我等の 父 (複数) ァ ブラ ハ ム、 イサク、 ヤコ ブ」 と 一 ぎひ、 或は 

「アブ ラ ハ ム の 子に して ダビデの 子なる ィ H ス キリスト」 と實ひ (馬 太傳 一 章 一 節)、 若く は 「汝 等はサ 

ラ の 子た るな り」 と 一一 一一 II ふが 如き (ぺ テ 。前書 三 章 六 節) 皆 其實 例で ある、 希伯來 人の 語と して 父母と は 父 

母 並に 祖先の 謂であった、 故に 「汝の 父母 を 敬 ふべ し」 と 一一 目 ひて 同時に 「汝の 祖先 を 敬 ふべ し」 の 意 

義を 含む ので ある。 

加 之す ベて 己の 上に 立ちて 己 を 指導 又は 支配す る 者 も 亦 之 を 父と 呼んだ、 正義と 慈悲と に 富みた る 

帝王 皇后 を稱 して 國父國 母と 雷 ふは單 なる 詩的 稱 呼に 非す して 事實を 表明す る 首 紫で ある、 其 意味に 

於て ダビデ、 ソロモン 其 他の 諸 王 は イスラ H ルの 父であった、 又 師弟の 關 係に 就ても 此語を 用 ゐる事 

ある は 聖書の 明示す る 所で ある、 約 翰 第 一 書 一 一章 中に 「父老よ」 「壯 者よ」 「喘 子よ」 と 言 ふ は  一 {豕 

の 父子 を 指して 言 ふに 非す 師弟 を 意味して 斯く 呼んだ ので ある。 

故に 「父母 を 敬 ふべ し」 との 一語の 中に 唯に 生みの 父母に 對 する 敬愛の みならす、 我等 を 支配す る 

屮： 權者 並に 我等の 靈魂を 導く 師傅 に對 する 畏敬の 義務 を も 包含す るので ある、 「汝の 父母 を 敬 ふべ し」、 

換 一一： H すれば 「凡て 上長 者に？^ する 敬愛 を 以てせよ」 である、 而 して 老人に 對 する 尊敬 は 聖書の 敎 ふる 

重要なる 敎訓の 一で ある、 「白髮 の 人の 前に は 起ち 上るべし、 又 老人の 身 を 敬 ひ汝の 神を畏 るべ し、 


我れ は エホバな り (利 未 記 十九 章卅ニ 節/ 「老人 を責 むる こと 勿れ、 之 を 父の 如くし …… 老いた る；^ を 

母の 如くし 云々」 (テ モテ 前書 五 章 二  二 節)、 「白 髮は榮 の 冠な り、 義 しき 途 にて 之 を 見ん」 (策 言 十六 章 

骨 一節 y 其 他ソ 口 モ ン 王が 其 母の 己れ の 許に 至る や 起ちて 迎 へて 之 を拜 したる が 如き (列 王 記 略 上ニ聿 

十九 節)、 又 ブジ人 H リフが 年長者 を 憚りて 自己の 意見の 開陳 を差控 へたる が 如き (ヨブ 記 卅ニ章 四， 六 

節〕 皆 同じ 事を敎 ふるもの である、 之に 反して 世の 墮 落の 一 特徵は 上 者に 對 する 尊敬 心の 衰退、 老人 

に對 する 若者の 驕傲で ある、 童子 は 老いた る ものに 向 ひて 高ぶり 云々」 ハイ ザ ャ書三 章 五節)、 何故に 然 

る 乎、 凡て 老者 又は 上長 者 は 神の 代表者と して 神の 聲を 我等に 傳 ふべき 者なる が 故で ある、 父母 を 敬 

ふ 精神の 淵源 は實に 此處に 在る ので ある。 

「次に 敬 ふべ し」 と は 如何、 所謂 「敬遠」 と稱 して 「敬」 の 字を淺 薄なる 形式的 敬禮の 意に^ ゐる 

に 至りし は 人心の 大 なる 墮落を 示す、 「敬 ふ」 は 素々 甚だ 重き 意義の 語で ある、 英語に て 之 を に eo- 

11CU1- とい ふ、 祌に對 する が 如き 心 を 以て 衷心より 敬愛し 長 敬す る 事で ある、 イエス 曰く 「我 は 吾 父 

を 尊ぶ」 と (約 T 说傳八 章 四十 九 節〕、 「尊ぶ」 卽ち 「敬 ふ」 である、 祌を 尊ぶ の 心 を 以て 汝の 父と 母と を 

敬 ふべ しとの 誡め である。 

「こ は 汝の祌 エホバ の 汝に賜 ふ 所の 地に 汝の 生命の 長から ん爲 めな り」、 父母 を 敬 ふ 者 は 其 酬いと 

して 長壽 なるべし との 意で ある 乎、 或は 然 らん、 然し 乍ら 父母に 孝なる 者必 すし も 長命なら す、 不孝 

者必 すし も 短命なら す、 肉體の 生命の 長短 を 決する 者 は 獨り道 德問题 のみでない、 遺 傅 义は衞 生狀態 

等 も 亦與て 力が あるので ある、 然 らば r 汝の 生命の 長から ん爲め 也」 と は 如何、 此 問題に 就き 余の 研 

究 したる 限りに 於て 最上の 說 明と 認 むべき は 之 を國民 的に 解釋 する にある、 卽 孝道 を K する 國民は 永 
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く北ハ 地に 存在して 繁榮 すべし との 義 である、 此語は 將にカ ナンの 地に 人らん とする イスラ H ルの 民に 

向て 神の 吿げ給 ひし 所に して、 從て 「汝の 神 エホバ の 汝に賜 ふ 所の 地に 云々」 と は 彼等 若し 孝道 を 重 

んす るの 民たら ば 力 ナンの 地に 入りし 後 永く 其處に 存續 繁榮す べしとの 謂な りと 做す は 適 常なる 解释 

と稱 せざるを得ない、 余の 肯て 米阈ァ マ ス トに學 びし 時聖， 書 學敎授 博士 フィ— ルド 先生 余に 語て 曰く 

「忠牵 を 重ん する 國 民が 長く 其 國土を 維持す べしとの 眞理は  が 日本 及び 支那の 歷史 を讀 みて 初めて 

明解した る 所な り」 と、 誠に 忠孝の 精神 は 東洋 國 民の 特性と して 神の 賦與し 給 ひし 恩惠 である、 之 あ 

るが 故に 我等の 愛する 此國は 長く^ 綾 繁榮を 保ちつ k あるので ある、 之に 反して 父母 叉 は 上長 者に 對 

する 尊敬 心簿 くして 常に 反 抗的 態度 に 出 づる國 民 は 到底 長く 其 土に 安堵す る 事が 出来ない、 之れ 神の 

おめ 給 ひし 大 なる 掠で ある、 而 して 又 唯に 國家 として 然るの みならす、 個人と しても 亦然 り、 假にニ 

靑年 ありと して 其 一 人 は 父 a; を 思 ふの 心 篤く 他 は然ら すして 甚だしく 自己中心 なりと せん 乎、 靑年を 

滅ぼさん とする 恐るべき 誘惑の 渦中に 立ちて 二者 何れが 菜して 安全で あるべき 乎、 少く とも 余 自身の 

{藏 驗に徵 して 父母 を 憶 ふの 心が 幾度び か 青年 を危險 より 救出す の 事 實を疑 ふ 事が 出來 ない、 蓋し 上 者 

に 對 する 尊敬 服從 の 中に 萬 物 調和の 精神が ある、 故に 統治者に！： ：5 頓し て 國.； ij^ 社會 乂は家 を 憶 ふの 念 篤 

き 者の 胸屮に 深き 平安が 宿る ので ある、 かの 歐 米の 社 會に 近時 頻々 として ス トライ キ其 他の 大 なる 騷 

极を隨 す は 何故で ある 乎、 其 原因の 一 は 彼等に 「父母 を 敬 ふ」 の 精神の 缺 如せ るが 故で はない 乎、 彼 

等 は 切りに 帝政 を 排斥して 民主々 義を 謳歌す る、 民主々 義 或は 可な らん、 然しながら 彼等の 上長 者に 

對 十る 敬愛 畏敬の 念の 稀薄なる は 驚くべき である、 其 大統領に 對し其 大學總 長に 對し、 其 家長に 對し 

共 老^に 對 して 彼等 は 敬意 を 表する 事 を 知らない、 斯の 如くに して 北米 合 衆 國の國 運 果して 長久なる 


を 得る か 否や 大 なる 疑問で ある、 此點に 於て 我等 日本 國 民に 重き 責任が ある、 我等 は 我等の 特別なる 

國民的 情 性と して 與 へられし 忠孝の 精神 を 保存し、 更に 之 を 化して 以て 世界に 傅へ なければ ならな 

、 0 

然 らば 如何にして 上長 者に 仕 ふべき 乎、 神に 對す るの 心 を 以てすべ しと 言 ふと 雖も實 際 上 甚だ 困難 

たる を 免れない、 如何と なれば 上長 者 彼等 自身が 人間に して 誤謬 多き 者なる が 故で ある、 然しながら 

其れ あるに 拘らす 我等 は 父母 を 以て 神の 代表者と して 之 を 敬 はなければ ならない、 此點に 於て ィ ェ ス 

が 其 父母に 對 して 取り 給 ひし 途は 直に 之 を 我等の 模範と 爲す 事が 出来る 、 其 一 は 路加 偉一 一章 四 十八 節 

以下に 記さる \ 出来事で ある、 彼 は 齢 十二の 時 父母 を 離れて 獨り エルサレムに 留まり 父母の 彼 を 尋ね 

て 歸り來 るに 會 する や 彼等に 告げて 曰く 「何故 我を尋 ぬる や、 我 は 我 父の 事を務 むべき を 知らざる 乎」 

と、 卽ち彼 は 唯一 の條 件の 下に 其 父母に 仕へ たので ある、 父なる 神に 對す るの 奉仕 之れ である、 彼 は 

父 像の 子た ると 共に 叉 神の 子で ある、 故に 其の 神に 對す るの 奉仕 は 父 a; をして 之 を 認めし めざる を 得 

ない、 然しながら 此 一 事 だに 認めら れんか、 乃ち 滿 腔の 尊敬 を 以て 一 切 父母に 服從 したので ある、 故 

に 彼 は斯く 答へ し 後 父 & に 隨ひ歸 りて 神と 人と に 益々 愛せられつ、 成長した ので ある、 其 一 一は 約翰傳 

一 一章 三 節 以下に 記された る カナの 婚 筵に 於け る 彼の 態度で ある、 其 時 彼 は 母の 言に 答へ て 曰く  r 婦ょ 

汝と 我と 何の 與り あらん や」 と、 一 見 非禮の 一一 一一 a である、 然しながら 斯く言 ふと 共に 彼 は 直に 母の 耍求 

に 副 ふ 所の 奇饋を 行 ひて 大に 彼女 を 喜ばしめ たので ある、 乃ち 服從 である、 但し 神と 我との 關 係の 承 

fe と 

認を 要め たる 上の 服從 である、 此關係 は必す 承認せられ ざるべ からす、 然 る 上 は 萬 事に 就て 服 從せざ 

るべ からすで ある、 而 して 彼れ ィ H スの 如何ば かり 孝心 厚き 人な りし 乎 は 彼の 十字架 上に 於け る 最後 
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の， JiJ- の 明 に 示す 所で ある、 「イエス、 母と 愛する 所の 弟子と 旁に 立てる を 見て、 母に 曰 ひける は、 

；;! よ、 之れ 汝の 子な り、 又弟子に 曰 ひける は、 之れ 汝の 母な り」 (約 翰傳 十九 聿サ六 * サ七 節)、 之が 全人 

類の^く！^ーの大责^を負ぅて死せんとするィ H ス の 最後の 語な りし を 知らば 謹 か 彼の 深厚なる 孝心 を 讚 

美せ ざる を 得 やう 乎、 父母 をして 我の 神に 對 する 直接の 關係を 明白に 認めし めよ、 然る 後 父母に 對し 

て絶對 に服從 せよ、 之れ 基督 敎の 孝道で ある" 

十誡 第 五條 は 誠に 深遠なる 敎訓 である、 而 して 此敎訓 の眞 義を閲 明し 其、 誤 まらざる 適用 を 指示す る 

のぶ 3； 任 は 思 ふに 洋 人の 上に 非す して 我等 東洋人の 上に ある、 上 者に 對 する 尊敬の 心 は 神が 特^に^ 

泎 人に 陚與し 給 ひし 者で ある、 故に 此心を 神に 奉る に 於て 我等 は眞 個の 基督 的 奉仕の 實 を擧げ 得る で 

あ ら -っ 、 くて 孝道 問題に 就て は 西洋人 の 貢默し 得ざる 所 を 東洋人— 日本 支那 朝鮮 の 基督 者が 基督 敎 

の爲 に貢獻 する であらう、 斯く云 ひて 勿論 余 は 忠孝 は 西洋人の 中に 無い と は 云 はない、 君に 對 する 多 

くの 誠實 なる 尊敬と 奉仕、 父母に 對 する 最も 美 はしき 孝養、 余 は 其 實例を 西洋人の 中に 見た、 キリス 

ト の ； i 音 が 誠實 に iljst 乂ら れて眞 個の 忠孝と して 現 はれざる を 得ない、 忠孝 他な し、 上 者に 對 する 誠實 

の 表現で ある、 人 を誠實 ならしむ る 一 K 昔が 彼 を 不忠 不孝に 成し やう 答がない。 

十誡 第六條 

十誡 第 一 乃至 第 五條 は 神に 對す るの 義務に して 第六條 以下 は 隣人に 對す るの 義務で ある、 祌に對 す 

るの 義務 ま 心 を 以て 始まり 言に 進み 行 を 以て 終った、 隣人に 對す るの 義務 は 行 を 以て 始まり 言に 及び 


心 を 以て 終る、 各條 何れも 簡單 にして 明確で ある、 我等の 隣人に 對 する 責任、 之に 對 して 取るべき 態 

度が 種々 なる 方面より 明示 せらる.^ ので ある、 「汝 殺す 勿れ」 とい ふ、 隣人の 生命 を 重んぜよ との 誡 

めで ある、 「汝 姦淫す る 勿れ」 とい ふ、 隣人の 家庭 を 軍； んぜ よで ある、 「汝盜 む 勿れ」 隣人の 所有 を 

重んぜよ である、 「汝 その 隣人に 對 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れ」 隣人の 名 を 重んぜよ である、 其 生 

命と 其 家庭と 其 所有物と 其 名と、 之 等 を 軍； んす るに 由て 人の 最も 貴重なる ものが 悉く 保護 せらる k の 

である 0 

汝 殺す 勿れ 

之 を 枝 極 的に. 言へば 汝 隣人の 生命 を 重んぜよ である、 而 して 生命 は 勿論 重ん すべき もの 、第一 であ 

る、 世に 何物 か 生命よりも 貴ぶべき ものが 有る 乎、 「人 もし 全世界 を 獲と も 己が 生命 を 喪 は、 ^ 何の 益 

あらん や」 である、 生命 は 實に人 其 者で ある、 故に 恰も 十誡 第 一條 中に 祌に對 する 義務の 凡てが. 3 含 

せられし が 如くに、 生命に 關 する 誡 たる 第 六條 中に 隣人に 對 する 一 切の 義務が 包含 せらる、 ので ある。 

汝 殺す 勿れ、 生命 を 道ん ぜ よと 一一 一一 11 ふ、 然しながら そは佛 敎の訓 ふる 如く 如何なる 生命 を も 奪 ふ 勿れ 

との 意味で はない、 事の 是非 は 暫く 措き、 モ，" セは斯 の 如き 敎を傳 へなかった ので ある、 イスラエル 

の 民 は 牛 又は 羊 义は鳥 を犧牲 として 神に 獻 げた、 又 家畜 は 其 時代の 最大の 財產 たりし に徵 する も 彼等 

が 肉食 を 禁ぜられ ざり し 事 を 知る、 又 かの トルストイの 唱 へたる が 如く 戰爭 死刑 其 他 如何なる 場合に 

於ても 人 を 殺す を 非と したので はない、 神の 誡に從 はざる 者 は 終に 地上より 絶滅 せらる、 も 之 を 辯 護 

する 能 はすと は舊約 聖書の 明かに 敎 ふる 所で ある、 故に 汝 殺す 勿れと いひて 絕對 的に 何物 を も 如何な 

る 場合に もとの 意で はない、 之 を 英語に て 言へば Thou  Shalt  not  kill に 非す して Thou  sliaU  not 
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commit  mlu.der である、 汝 殺人 S| を 行 ふ 勿れで ある、 ち汝の 怨恨の 爲め 又は 私慾の 爲め叉 は不注 

意の 爲め人 を 殺す 勿れとの 誡 である。 

然しながら 此誡の 由て ar つる 所 は 生命が 何物よりも 貴重なる の 事實に 在る、 人命の 如何ば かり 大切 

なる か を 知らす して 此誡の 意義 を 解す る 事 は出來 ない、 實際上 多くの場合に 於て 人の 生命が 甚だしく 

輕視 せらる k ので ある、 然れ ども 或 時 一 人の 生命が 全 宇宙よりも 重き 價値を 以て 我等の 心に 訴へ來 る- 

子 を 失 ひし 親の 如き 場合が 其 一 例で ある、 假令 他人より 之 を 見て 何の 慣値 なき 子な りと 雖も其 親に 取 

て は 一 人の 彼 を 失 ふ襄は 全世界 を 失 ふに 勝る の 損失で ある、 彼 を 瘦んが 爲には 何物 を 犠牲に 供す る も 

惜 まない、 否 之が 爲には 自己 自身 をも捐 てん 事 を 欲する ので ある、 贵 重なる もの は實に 親心に 於け る 

一人の 子の 生命で ある、 而 して 神 は 此心を 以て 我等 人類 を 造り 給うた、 神の 心に 於て、 一人の 生命の 

貴から ざる は 無い、 彼 も 貴し 此も贵 く ある、 故に 祌は全 字宙を 菜て、 も 失 はれた る 人の 生命 を 獲ん と 

欲し 給 ふので ある、 玆に 於て か 「汝 殺す 勿れ」 との 誠の 重き 所以 を覺る 事が 屮 H 來る" 

此誡の 詳細なる 適用 は 出 埃 及 記 第一 一い 一 章 十一 一節 以下に 揭 げらる、 其 規{ 丈 は 今日より 之 を 見て 粗雜 

なる 法律の 趣き を 免れざる に 似たり と雖 も、 而も 其 中に 最も 注意すべき 一 ニニの 事實が ある。 

人 もし 相^ ひて 娘め る 婦を擎 ち 其 子を墮 りさ せんに、 ^に 害な き 時は必 すその 婦人の 夫の 耍 むる 

所に 從 ひて 刑せられ、 法官の 定 むる 所を爲 すべし、 もし 害 ある 時 は 生命に て 生命 を慣ひ 云々 c.„i" 

二、 廿三 節)。 

牛 もし 男 或は 女を衝 きて 死なし めば その 牛 をば 必す 石に て擊ち 殺すべし … … ^し 其 牛の 主 は 罪な 

し、 さ^ど 牛 もし 素より 衝 くこと を爲す 者に して 其 主 之が 爲に 忠吿を 受けし 事 あるに、 之 を 守り 


置かす して 遂に 男 或は 女 を 殺す に 至らし めな ば、 其 牛 は 石に て擊 たれ、 其 主 も 亦 殺さるべし (サ 

八， 廿九 節)。 

赃婦 を擊ち て 胎 せしめ 而 して 其 子 死した る 時 は 生命 を 以て 生命 を 償 ふべ しと 首 ふ、 卽ち尙 ほ胎內 

の兒 たるに 關は らす其 生命 は 百 歳の 壽を 保ち し 者の 生命に 均し き 値 あ りと 爲す ので ある、 又危險 

を帶べ る 飼 牛に 就き 忠吿を 受けた るに 拘らす 適當の 監護 方法 を 講ぜ ざり し 爲め人 を 殺した る 時 は 飼主 

は 死刑に 處 せらる と 一一 IE ふ、 卽ち 生命に 關 する 不注意の 罪 を 罰する に 厳刑 を 以てした ので ある、 胎兒の 

殺害と 過失に 由る 殺人、 何れも 最 重の 罪と して 遇せら る、 以て モ ー セ 律の 生命 を 重ん する 事 如何に 大 

なる か を 知る ベ きで ある、 而 して 斯の 如き 思想の ケ より 三千 五 In 年 前に 屬 する ものなる を 思 は . ^何人 

も 驚嘆 を禁す る 事が 出來ま い 。 

「汝 殺す 勿れ」、 我等 は此言 を 聞いて 全く 自己に 關係 なき 古き 誡を聽 くの 心地が する、 我國に 於け 

る 源 •  牛 時代 义 は北條 時代 等の 如き 殺人の 頻々 たりし 時勢に 於て は 知らす、 今日 文明 の^に 最も 適用 少 

き 法律 は此 一 條 である、 我等 は屢 々各種の 罪 を 犯す も 殺人の 罪に 關 しての みは 自ら (女ん じて 可な りと 

は 現代の 多數 人の 思想で ある、 然しながら 事實は 果して さう である 乎、 若し 律法 家モ ー セ がその 生命 

を 重んじて 已 まざる の 精神 を 以て 二十世紀の 今日に 出現したり とせば、 彼の 銳き 眼光 は 果して 何處に 

迄 屈いた であらう 乎、 十 誠 第 六條は 今日 果して モ ー セ 時代に 於け る 如く、 否 或る 意味に 於て は 更に 多 

く 其 適用 を 見な い 乎、 戰爭 問題 を^と し て 見る も 現今の 世に 於て 殺人の 誡は 果して 不必要で ある 乎、 

近時 米國 よりの 報知に 由れば 彼 w に 於て 殺人罪の 盛なる 事 未だ 曾て 今日の 如きはなかった とい ふ、 牢 

獄 は皆滿 員に して その 囚徒 中に 多数の 殺人犯 者 を 見る とい ふ、 扭育ー 州に 於て 行 はる.， 殺人罪 は 全英 
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國に 於け る 其れよりも 多数で ある、 而も その 方法の 殘酷 無慈悲なる 殆ど 聞く に堪 へない、 ^人 決して 

文明の 社會に 珍ら しき ではない、 汝 殺す 勿れとの 誠 め は 令 日に 於ても 亦 最も 必要で ある。 

又斯の 如き なる 殺人罪 を训 とす る も 他の 意味に 於け る 殺人， は 亦 現在 盛に 行 はれつ k あるので 

ある、 モ ー セ律は 墮胎の 罪を誡 めて 一 人の 胎兒を 死せ しむる は 人を捉 へ て劍を 以て 其 胸 を 刺す に 均し 

き 罪悪な りと 做した、 然るに 今日 世界 何處 にか 此 罪の 行 はれざる 處が ある 乎、 多くの 產科醫 又は 產婆 

が i ハ 一 指 を 以て 天使の 如き 兒を 屠りつ 、あるので ある、 曾て 米國 ミル ゥォ ー キ巿に 於て 或る 醫師の 多 

年 開業の 後齒科 醫に轉 じたる 者が あった、 彼の 自ら 告白した る處 によれば 其 原因 は 有力者より 墮胎を 

迫らる & 事の 多き に堪へ ざり しに 因る とい ふ、 此 極の 殺人罪 は 我國に 於ても 亦頻々 として 實 行せられ 

つ、 ある、 人の 注意 を惹 かざる 所に 於て：：！々 幾 百の 生命が 殺されつ k あるので ある、 然 らば 神が 雷電 

と 喇叭 の^との 間より 降し 給 ひし 「汝 殺す 勿れ」 との 誡律は 三千 五 百年 後の 今日に 於て 尙北ハ 深き 意義 

を 失 はない の である。 

： 現 時 世界の 視聽を 集めつ X ある もの は勞働 問題で ある、 余輩 は 勿論 此 問題に 關 する 素人で ある、 然 

し 乍ら 玆に 一事の 明瞭なる ものが ある、 今日に 至る 迄 資本家 叉 は 工業 主にして 辜な き 男 女工の 生命 を 

奪 ひし もの 幾許 ぞ 、 歐 米に 於て は 夙に 此事實 に 注意 を拂ひ 工場 法 を 施行した りと 雖 も 尙之を 青 際に 就 

て w^, れぱ 恐るべき 弊害の 絶えざる を 知る、 例へば 妨績 工場 又は 刃物 製造 工場の 如き 綿 若く は 硬の 粉末 

g: 方に 飛散して 盛に 職工の 肺臉 中に 侵入し 数年の 後 多く 之を斃 すに 至る、 斯の 如くに して 幾多の 靑年 

男女の 生命が 企業 {| の爲に 犠牲に 供せられ つ K あるか を 知らない、 或は 先年の 我阈に 於け る- 1 毒 事件 

の 如き 亦 其 一 例で ある、 渡 良瀨川 沿岸の 地 一 帶は籟 毒の 侵す 所と なりて 其 害 を 飲食物に 及ぼし 爲に幾 


萬の 民 を^せ しめ 嬰兒は 母乳 を 吸 ふ 能 はすして 其 死亡率 激增 したので ある、 一 人の 資本家が 自家の 懐 

を 肥さん と 欲して 數 萬の 民 を 殺しつ k ある、 多くの 工場 主が 責き 生命 を犧牲 にして その 工業の 繁榮を 

計りつ k ある、 之れ 豈 明白なる 殺人罪で はない 乎、 誰か 知らん 最後 塞 判の 日 主の 前に 引かれて 此 東き 

E に 問 はる、 もの 今日の 立派なる 紳士なら ざらん 事 を、 其 他 近頃 文明 諸國に 於て 到る 處 盛に 行 はる、 

飮 食物の 混和の 如き も 犬なる 罪惡 である、 安價 にして 有害なる 材料 广 酒精、 .M 酸 又は 硫酸 等〕 を 混和して 

人 を 欺き 以て 其、 生命 を 損 ふ、 之れ 亦 十誡 第 六條の 違反た る を脫れ ない。 

年 米國の 未だ 戰举 に參 加す るに 至ら ざり し頃备 種の 工業 會社は 競うて 戰時 品の 製造に 從 事した、 之 

れ 最大の 營利 方法であった からで ある、 かくて 多くの 株主 は 短日月の 間に 莫大なる 富 を 積んだ ので あ 

る、 然し 乍ら 之 等の 生產 品に. m て 幾多の 雜 なき 獨 填の 父母が 其 愛する 子供 を 失うた、 誰か その 株主の 

子女の 手 を 飾りし 指環が 無辜の 血の 使なら ざり し 事 を 知らう 乎、 神の 森 判は必 す其處 にまで 及ぶ ので 

ぁるヽー|、^^るは當時斷乎として戰時品の製造を担み之が爲には亊業の廢滅をも辭せすと爲したるー ニニ 

の 製造 工場 主で ある、 彼等 は 審判 の 日に 於て 必すゃ 神の 豐 なる 祝 幅に 與か るで あらう。 

其 他 突 H に 於て 最も 多し と稱 せらる k 結核 病患 者 自身 及び 其 周 園の 人々 の 不注意に 由て 恐る ベ き悲 

釗は M されつ.. - ある、 臺所 を預る 婦人の々 ん に 由て 愛する 者の 生命 は 損 はれつ k ある、 殺人 決して 我 

等に 關 係な き誡め ではない、 假令 直接に 人 を 殺さす と 雖も問 接に 此 扉に 與 かる 場合 は 甚だしく 多い の 

である。 而 して 祌は必 す 之 を も き 給 ふので ある。 

-史に 進んで 虫ィ H ス の敎に 至らば 誰か 之 を 免る、 事が 出來 やう 乎、 「古の 人に 告げて 殺す こと 勿れ 

殺す 者 は 審判に 與 らんと 曾へ る 事 ある は汝 等が 聞きし 所な り、 され ど我汝 等に 告げん、 凡て 故な くし 
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て 其 兄弟 を 怒る 者 は 塞 1： に與 らん、 又 其 兄弟 を 愚者よ とい ふ 者 は 集 議に與 らん、 叉狂妄 よと いふ 者 は 

地獄の.^ に與 らん」 (マ タイ 傳五 章サ 一、 サニ 節)、 ョ ハネも 亦 曰 ふた 「凡そ 兄弟 を 憎む 者 は 卽ち人 を 殺す 

者な り」 と、 又 之 を 其 反面より 說 いて 曰く 「我等 兄弟 を 愛する に 由り 旣に死 を 出で k 生に 入りし * を 

しれもの 

自ら 知る」 と、 我等 は 果して 兄弟 を 憎まない 乎、 之 を 愚者よ と 云 ひ狂妄 よと 呼ばない 乎、 或る 場合に 

は 或 人の^ 在 其 もの を 呪 ふが 如き 事がない 乎、 之れ 皆 生命 を 重んぜ ざるの 罪で ある、 卽ち 殺人の 罪で 

ある、 力 インの アベル を 憎み し北ハ 意志が 殺人 の 根源であった、 言 ふ こ と 勿れ 我 は 殺人 の 罪. Q みは 之 

を 犯さす と、 祌は * 判の 日に 於て 我等の c: ら豫想 だ もせざる 此罪 にさへ 我等 を 問 ひ 給 ふで あらう、 一 

人の：： 儿 弟を悅 みし 時に 我等 は此 恐るべき 罪 を 犯した ので ある。 

然しながら 讚むべき かな、 神 は 我等 をして 此 菲を赦 され 且 之より 免 かれしむ るの 途を 開き 給うた、 

キリストの 十字架 は卽ち 其れで ある、 彼處に 我等の 唯一 の 希望が ある、 十誡の 律法に 責められて 我等 

は 皆 キリ ストの 十字架に 来らざる を 得ない、 ：i 昔 は實に 律法の 完成 者で ある。 

十誡 第七條 

汝 姦淫す る 勿れ 

其 語 は 甚だ 美 はしくない、 其 響き は • 斗に 最も 不快で ある、 曾て 紐 育に 於け る 有名なる 長老 敎會 の牧 

師が 余に 告げて 曰うた 「十誡 第 七 條は之 を 公開の席 上に 於て 講ぜざる を 可とする、 何と なれば 多くの 

悪しき 暗示 を與 ふるの 虞 あるが 故で ある」 と、 余 は 此の 申 分に 重き 理由の ある 事を認 むる、 然した が 


ら 其れに も拘 らす此 一 條の 研究 は 極めて 緊要で ある、 何と なれば 此誡 の敎 へ んと 欲する 所 は 家庭の 神 

i にある からで ある、 「汝^<5^淫する勿れ」 之 を 換言すれば 「汝 隣人の 家庭 を 尊重せ よ」 である。 

生命の 貴 さ を 知 つて 初め て 殺人の の 重き を 知る、 其 の 如く 家庭 の 如何に 貴き 者な る 乎 を 解して 初 

て 姦淫に 關 する 誡 めの 由て 來る所 W を 解す る 事が 出來 るので ある、 然るに 多くの 人 は 生命に 就て 知ら 

ざると 同じく 家庭に 就て 解す る 所 亦 甚だ 淺薄 である、 家庭 卽ちホ ー ムとは 何で ある 乎、 そ は 人の 宿泊 

所で ある 乎、 財産の 所在地で ある 乎、 近親の 集合 所で ある 乎、 之 等の 條 件に 由て ホ ー ムの觀 念の 識き 

ざる 事 は 言 ふ 迄 もない、 ビス マ ー ク或時 歎じて 曰く 「英國 人に 羨むべき ものが ある、 ホ ー ムの 詞卽ち 

之で ある」 と、 {UIJ- に the  home は 英語 特有の 美 はしき 語の 一 である、 ホ ー ムは 或る 特^の institution 

「印度) である、 此 中に 少 くと も 一 の 神聖なる 觀念を 包含す るので ある、 ホ ー ムは 軍に 〔\ ぶで はない、 

叉嫂樂 の機關 ではない、 又 生活の 本據 ではない、 之 等 各種の 要素 を 外にして ホ ー ムにー の缺 くべ から 

ざる 條 件が ある、 何で ある 乎、 曰く 其 中に H ホバ の祌の 宿る 察 之で ある、 夫 あり 妻 あり 子 あり 又 或 場 

へ：： に は 老人 あり 若く は 異國人 も ある、 然しながら 彼等 凡ての 巾 心に 一 の 本；^ が ある、 卽ち 神で ある、 

而 して 家長 は 之 を 代表し 主婦 は 之 を 助け 一 一人に よりて 神の 恩 惠を全 {豕 族に 頒ち 一 同擧 つて 神を崇 むる 

所、 其處に 眞のホ ー ムが ある、 故に ホ ー ムは 最も 厳格なる と共に 叉 最も 慈悲 深き 所で ある、 堅き こと 

鐵の 如くに して 同時に 美 はしき こと 花の 如き 所で ある、 眞のホ ー ム の 如何なる ものなる 乎 は 之 を實見 

せす して M する 事が 出来ない。 

然 らば ホ ー ム は何處 にある 乎、 ホ ー ムは 素と イスラ H ルに 始まり 而 して 基督 者が 之 を繼稜 して 今 口 

に 至った、 眞 正の 意味に 於け るホ ー ム、 スヰ ー トホ ー ム なる もの は 地上 未だ 會て其 他に 現 はれた る 事 
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に せし ものである、 斯の 如き 罪惡の 記事が 小說 として 叉 演劇と して 數 多の 純 士 淑女の 賞 觀 する 所 

となった ので ある、 彼等 は 曰うた 「事の 惡 しき は 之 を 知る、 然れ ども 我等の 問 ふ 所 は善惡 ではない、 

不可能 事の 遂行に 現 は. たる 人の 意志の 力で ある」 と、 然しながら 彼等 は 其 小 說を讀 み北ハ 演劇 を 見て 

某し て 單に 意志 の 力の み を 感じた で あらう 乎、 彼等 は 實は言 を 巧みに して 姦淫の 罪 を 喜び つ 、あるの 

である、 有名なる 欧洲の 社會 主義者 マクス . ノルダウの 著 「虚 禮」 の 如き も 其 一例で ある、 彼 は 曰う 

た 「文明 社き に 最も 多く 行 はる、 虚偽 は 結婚で ある」 と、 叉 近来の 所謂 過激 主義者 中に も 驚くべき 思 

想が ある、 過激派 は 虚無 黨を 以て 始まりし 者で ある、 而 して 虚無 黨の 始祖と 稱 へられし ミケル ，バク 

一一 ンの吿 白に 曰く 「迷信の 第一 は 神で ある、 第二 は權 利、 第三 は 法律、 曰く 何 曰く 何、 而 して 次に 結 

婚 である、 一人の 男と 一人の 女と が 互に 終生 束縛 せらる \ が 如き は 最大の 錯誤で ある」 と、 彼等 は.： Z ぶ 

.M を 呪うて 之 を破壞 せんと 努めつ 、ある、 而 して 斯の 如き は獨り 彼等 社會 主義者に 限られた る E 心 想で 

ある 乎、 余輩 は 決して 雨 か 思 はない、 家庭 を 念頭に 置かざる の 風 は 今や 全社 會に 禰蔓 しつ k ある 病弊 

である、 < ^て 米 國の讀 書界を 風靡した る 「第 八 年 目」 と稱 する 小說 があった、 そ は 或る 敎育 ある 婦人 

の 結婚 後 八 年 目の 經験を 記せし ものであった、 彼女 は 曰 ふ、 結婚 は 典 最初に 於て 甚だ 甘く 美 はしく あ 

ん， 0,0 

つた、 然しながら 子を產 むの 顷 よりして 渐く 煩累 を 感じ 遂に 八 年 目に 至りて 其の 破壞 せざる ベから ざ 

る を 知った と、 而 して 此 書が 多くの 人に 愛讀 せられた ので ある、 家庭 を 以て 厭 ふべき 束縛な りと し、 

假令 他人 の 夫 又は 妻たり と も 眞實を 以て 之 を 慕 は 1- 何の 惡 しき 事 か あらんと 厭 ふが 如き 思想 の 近時 殊 

に敎育 ある 社會に 浸潤し つ 、ある を 見る、 令 年 一 月 我國に 於て 起り し 或る 不祥事に 對し 全阔の 同情 翁 

^として 注ぎし は 何 を 示す ので ある 乎、 事 は 十誡 第 七條の 明白なる 破 壞の場 露たり しに 拘らす 却て 上 


下 の 同情 を 集む るが 如き は實に 奇怪 至極で ある、 今や 世界 何處に 於ても 〔尿 庭 は 其根牴 より 破壤 せられ 

つ」 ある、 此 時に 當り 「汝， 淫 する 勿れ」 との 誡 めの 必要なる は 三千 五： 白 年 前の イスラ H ルに 於け る 

と 何等 異なる 所 は 無い。 

イエス は 曰 ひ 給うた r 婦を 見て 色情 を 起す 者 は 中心 旣に 畜淫 したるな り」 と、 姦淫の S 非 も 亦 殺人の 

罪と 同じく 其 本源 は 心中の 腐敗に 於て ある、 故に 此 罪より 脫 れんと 欲せば 先づ 我等の 情の 潔め らる& 

事 を 要する、 情 育 を 怠りて 此 の 廓淸を 期す る 事 は 出来ない、 如何にして 靑年 男女の 情 を 潔むべき 乎、 

これ 父兄の 慎重に 講究す べき 大 問題で ある、 由 來我國 社會の 風習に して 育 を妨ぐ る ものが 甚だ 多い、 

服装の 如き 音樂 の 如き 讀 物の 如 き 皆然 り、 純潔な る 基督 的 家庭 に 於て 靑 年に 對 する 二 個の 禁物が あ る 、 

其 一 は觀 劇で ある、 人 或は 曰 ふ 演劇 必す しも 不可なら す、 ハ ム レット も マクベス も 皆 劇に 非す やと、 

然しながら 多くの 家庭 破 壌が 劇場より 始ま る は 事實 の證 明す る 所で ある、 靑 年の 情 育上觀 劇の 決して 

獎勵 すべき ものに 非ざる は 何よりも 明確で ある、 其 二 は小說 である、 小說 にも 亦 美 はしき ものが 無い 

ではない、 然しながら 此名を 以て 幾多の 堅き 家庭の 破壞 せられた る を 知らば 子弟の 手に 小說を ぬる 

の危 險に堪 へない、 劇と いひ 小說 とい ひ 其屮に 稀に 偉大に して 善美なる もの ありと 雖も 畢竟す るに そ 

の iietresult  (勘定し 上げた る 結果) は 十誡 第 七條の 罪への 誘導で ある、 故に 古来 多くの 模範的 家庭 

に は 必す嚴 正なる 半面 を存 した、 今よ リ百餘 年 前に 出で たる ジョナ サン . H ドヮ ー ドは 其神舉 の嚴格 

なる を 以て 聞え し 人で ある、 彼 は 曰うた 「悔 改めざる もの は 小 兒と雖 も 地 J:^ に 入らん」 と、 彼れ の此 

祌學は 今日 最早 ゃ棄て 、觀 みられす と雖 も、 彼の 子孫と して 數 へらる と 一千 五百餘 の米國 人中 多数の 

有力なる 說敎者 又は 文學者 又は 辯 護士、 副大統領、 社長、 市長 等 社 會の樞 要の 地 を 占む る 紳士 を 生み 
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K  ^  一一 一 〇 八 

たるの みならす 其 屮朱だ 竹て 一 人の 犯， 者 を 出せ— 事な きの 事 K は 3： 等 かの 眞现を 語る もので はない 

乎、 然しながら 子：？ g の 情 育ヒは 取も晝 要なる もの は 勿論 その^ 栎的 方法に ある、 卽ちィ ヱ ス キリス トを 

迎 へて 〔豕 庭の 主人公たら しむる 事、 彼 をして 各自の 心 巾 最も 深き 處に 宿らし むる 事 之れ である、 家長 

も あ；^ も 子女 も 僕婢も^ 彼の 勢力に 服し 彼の 悅び給 ふ 所の みを爲 さんと 力む るに 至らば 家庭 は嚴 格な 

ると 同時に 溫き 所と なりて 心よりの 笑 聲が囊 々共 中より 揚る であらう、 而 して 淸 き快樂 の 之に 伴 ふ あ 

り 一 J 朝より タま で 感謝 を 緩く る を 得 るで あらう、 玆に 至 て 觀劇も 小說も 最早 ゃ靑年 の 心を惹 かす、 T 

誠 第 七條の mj; より 脫 る、^ 闲雞 ならざる に 至る、 情 を 潔め 家庭 を s^, むる 唯一 の 途はナ ザ ンのィ H スを 

迎 ふるに 在る。 

宵と 共に 父兄の 重大なる 责 任に 腾 する は 子お の 結婚 問題で ある、 此の 一事 を 誤りて 愛すべき 青年 

女 を 地獄の 火に 投す るの 虞れ が ある、 姊に 我國の 如き 社會に 在て 其 困難と 危險と は 一 liB 深大 である、 

故に， に 父に たる 者 は 祈 禱を以 て 其 子弟の 爲に佳 耦を求 め 彼等 を 導き て その 幸； i を 計らなければ なら 

ない、 有と 媒介と は 十誡 第 七 條に伴 ふ實 際問题 として 父兄の 考慮す ベ き赏大 なる 問題で ある。 

十誡 第八條 

汝盜む 勿れ 

他人の 所有 卽ち 財^ を 尊-直せ よとの 誡め である、 =^そ人の^に生る &ゃ必す 「我 所? F」 と 呼ぶ 所の 

物が ある、 之 を 法律上に 於て 權 利と 稱 し宗敎 上に 於て 神の 賜物と 稱 する、 例へば 空氣、 日光、 食物 等 


之れ である、 之 を 取得す る は 生存の 權利 にして 從て之 を备自 の正當 なる 所有と 一一 一一 口 ふ； jiSf が S3 來る、 具體 

的に 其範圍 如何 をお むる は 至難なる も 神が 適當と 思惟して 我等 各自に 賜 ひし 恩惠 の：：^ する _sfs; は 確實で 

ある、 此恩惠 は 神 架なる ものにして 之 を 他人より 犯さる ベから す义 他人に 對 して 之 を 犯す ベ か らす で 

あるひ 

故に 「汝盜 む 勿れ」 とー百ひて其意_^^餘りに明白にして論を俟たざるもの ^如く見ゅる、 然しながら 

ぼに 普通なる 罪惡 にして 盜む 事の 如き はない、 文明 は 如何に 進歩し 社會 組織 は 如何に 完成す る も 此^ 

は 決して 絶滅し ない、 「石 川 や 演の眞 砂は盡 くると も 世に 盗人の 稗は盡 きま じ」 と は 固の 束 两 を 問 は 

す 時の 古今 を 問 はすして 確かに ポ 莨で ある、 我等 各自が iiw 此寄を 被りし 實驗を 有する ので ある、 余 は 

づ著 "How  I  wecame  a  christian: を 書きし 時 西洋に 於け る盜 難に 比し 日 木に 於て その る 安全な 

る じ；： を 記して 次の 如くに 書き 加へ た、 曰く、 「基督 敎 國と稱 する 西洋の {豕 庭に 在りて 婦人が 其 腰に 數 

多の 鍵 を垂る X は 一 の奇觀 なり、 我國に 在て は 鍵の 必要なし、 門 戶 を 開放して 安んじて 眠る を 得」 と、 

然るに 先般 或る 獨 逸人 は 余に 告げて 曰うた 「責 著の 爲に 余は大 なる 損害 を 蒙れり」 と、 {是 に の 精 

神 は 何れの 社會 にも 充ち滿 つるので ある、 我等 は 盜贼 の巢窟 巾に 在る ので ある、 こ は 決して 社會敎 

育の 幼稚なる が 故で はない、 偷盜の S 卵 は 文明と 共に 進步 する、 歐 米の 警察 界の 出版物 を 見れば 近来の 

審門的 偷盜の 如： E に 巧妙に して 且 大規模な るか を 知る、 其方法は：^取も嶄新なる科學の應用でぁる、 例 

へ ば 或 種の 瓦斯 を 用ゐば 堅牢なる 金庫と 雖も之 を 破 る の 容易な る 事 宛もナ ィ フを以 て の 箱 こ 臨 

むが 如しと いふ、 斯 くして 豫防 方法の 發達は 加害 方法の 進歩と 相伴 ひ 一 一 者 常に 競爭 の狀 態に 於て 在る 

ので ある、 然 らば 我等 は 如何にして 盜 まれざる を 得る 乎、 n く 盗ま る べき 物 を 有せ ざ るに. § かす、 
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五番 IS 究  一一 I 1 o 

しみ  r び：. さ t? ャびと 

r 蠢 i 仏ひ銹 腐り 盜人 穿ちて 盗む 所の 地に 財を蓄 ふること 勿れ、 蠢喰ひ銹腐り盜人穿ちて^！-まざる所の 

天に W を蓄 ふべ し」 との ィ H スの 敎訓は 永遠 の 眞现 で あ る。 

偷盜は 又 社會的 罪惡 として 盛に 行 はる、 殊に 竊盜强 盜等は 法律の 规定 する 所に 係る も 不正の 蒂财其 

他の 社 會的雜 悪 は 却て 法律 を 利用して 行 はる」 ので ある、 今や 犬なる 財產を 作らん と 欲せば 一 種の 盜 

み を 行 は ざれば 能 はすと は旣に 公然の 祕密 である、 曾って 聞く 若し 正當の 方法 を 以てせん 乎、 一人が 

其 生： 卵の^に 蓄へ 得べき 金額 は 凡そ 十 萬 弗を以 つて 極度と すと、 而 して 實 際に 於 て も 亦た 正直なる 處 

化 者に して 未だ 大財產 を 築きし 者 ある を 聞かない、 E 萬の 蓄財 は 必すゃ 不正の 途に 由る、 彼等 は卽ち 

社^の 財を盜 むので ある、 今より 三十 年 前 米 闕 の 富豪 ヂュ 1 • グル ー ドは 一 億 卯の 資產を 遺して 逝い 

た、 彼 は 如何にして 此 富を缝 たる や を 知らす と雖も 之が 爲に 自殺した る者少 くと も 六 人に 上りし と霄 

へば 以て 其の 如何に 多くの 人 を 苦め て 成り し 財産な るか を 察す る 事が 出来る、 而し て 斯の 如き は獨り 

米國の 富豪に 限らない、 世界 备！： の 富豪 然り、 彼等 は して 其 莫大なる 財產を 神よりの 賜物と して 

受けた る 乎 否乎大 なる 疑問で ある、 近來の 物價の 暴騰 は 河に 由て 来たので ある 乎、 勿論 北 (原 H に i -々 

あるべし と雖も 素々 利愁深 き實業.；；^ が 腐敗した る 政治家と 相 給び て 其 富 を增 さんが 爲に 商品の 格 を 

引 卜： げたる が 故で ない 乎、 勞倒 問題の 起因 如何、 「見よ 汝 等が 其 田 を 獲せ し 雇人に 與 へざる は 叫び 

其 刈りし 者の 叫ぶ 聲は旣 に 萬 軍の 主の.？ に 入れり」 と ある (ヤコ ブ甞五 章 四 節)、 资 本家が 勞働者 を 雇 ひ 

自ら莫大の利〔献を舉げながら之を彼等に頒たざる^e^fが其原因ではなぃ乎、 彼等の 行爲は 法律に 牴觸し 

ない、 彼等 は 社會に 於て 尊敬 せらる-紳士 である、 然しながら モ ー セ 律に 照して 彼等 は 實に大 盗賊 で 

ある、 彼等に 封して 他の 一一； 一 S を發 する に 及ばない、 唯 「汝^<.-む勿れ」 を 以て 足る、 力 ー ライルが 或 時英， 


國の 宗敎家 連に 勸 めて 言うた 事が あった、 「卿ら よ、 その 說敎と 神舉說 とを廢 めよ、 英圃を 救 ふの 途 

は 一 あるの み、 我等 をして 跣 足の ま、 國の 南端より 北端まで 聲を 揃へ て 『汝盜 む 勿れ』 と 叫びつ 、奔. 

らしめ よ」 と、 言 は 奇矯なる が 如くに 聞え て 其 中に 犬なる 3 呉理が ある、 實業 家政；！ ぶ 等 をして 其盜み 

を 止めし めよ、 社 會は必 す 改造せられ、 物價の 暴騰 は 停. せられ 勞働 問題 は 解決 せらる、 であらう、 

實業 家に 金 錢の盜 みある が 如くに 政治家に 所謂 地盤の 盜 みあり 宗敎 家に 靈的審 業の 盗みが ある、 何れ 

も 最も 卑しき 社 會的偷 盗の 一種で ある、 「汝盜 む 勿れ」 との 十誡 第 八條は 今日 決して その 適用 少き誡 

めで はない。 

更に 之 を國家 的罪惡 として 見ん 乎、 其 害ー曆 甚だしき ものが ある、 所謂 外交と は 何ぞ、 他 國を盜 む- 

事の euphemism  (言 を 美 はしく して 云 ふ 事) に過ぎない、 一 國が他 圃を盜 む 事 は 未だ 赏き s^i ；惡 として 

認められな いので ある、 露獨 填の 三國 聯合して 波 蘭 を ひし は 實に大 なる 扉惡 であった、 而 して 獨り 

彼等 三國に 限らない、 世界 各國が 同じ 罪 を 犯しつ & ある、 恰も 富豪が 國法を 利用して 社會的 罪悪 を 行 

ひつ & ある が 如く 國家も 亦 阈際法 の 保護の 下に 大砲と： 艦と を 以て 公然 國家的 S 非 惡を行 ひつ k ある、 

之 を 占領と 一一 一一 n へば 名稱は 盛な りと 雖も惡 は 卽ち惡 である、 罪は卽 ち- S 非で ある、 故に コブ デン、 ブライ 

ト、 グ ラッド スト ー ン等は 大膽に 起ちて 其 非 を 鳴らした ので ある、 「汝盜 む 勿れ」 個人の 有 を 盜む勿 

れ、 社 會の有 を 盗む 勿れ、 又國 家と して 他 國の有 を盜む 勿れで ある。 

汝の 他人の 所有 を 尊重せ よ、 之を盜 むこと 勿れ、 然しながら 更に 注意すべき は 神の 有 を 尊重して 之 ^ 

を盜 まざらん 事で ある、 侗 人的、 社會 的、 國家 的罪惡 たる 罪 惡は叉 人類 的 世界的 罪惡 である、 人類 は 

-全體 として 絶えす 神の 有 を 盗みつ 、ある. 神 は 自ら 此美 はしき 世界 を 造り 之 を 己が 子の 爲に備 へ 給 ふ. 
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i  0  0  a-  一一 ニニ 

た、 然るに 人類 は 此蔡を 忘れ 木來 自己の 有と して 之 を 使用し っ& ある、 此點に 於て 全人 類が 盜贼 であ 

る、 掠奪 者で ある、 彼等 は 天然と 稱 して 之 を 無 中： 物の 如くに^ 做し 何人が 占有 支配す る も自. S である 

と 云 ふ、 何人に 對 しても 其 資 Jif を 負 はない と 言 ふ、 之れ 菜して-止しき 思想で ある 乎、 全世界 を 盜賊の 

裔 たらしめ た る 原因 は 此虑に 在る ので はない 乎、 ，s 物 は 神の 所お であ る、 祌之を 造り 之 を 支配し 給 

ふ、 我等 は 神の 恩惠 に. E り 之 を 賜物と して 受 くると 雖も祌 の 有 を 預けられ たるに 過ぎない、 故に 素よ 

り祌 や， なる ものと して 之 を 使用し なければ ならない、 骨に 「我がお」 と稱し 得べき 物 は實は 一物 だ も 

存在 しないの である、 我が 有する 凡てが 神の 有で ある、 此事 實を覺 りて 一 度び 一 切を神の§^:乎に返納 

する ポ、 之を稱 して conversion  (改 信) とい ふ、 我が もので はない、 祌の ものである、 故に 之 を 其 正- 

當な る 所有 キ： に 返還す ベ きで ある、 祌の物 を 神に 返すべき である、 而 して 人が 神の 物を祌 に 返す 時に 

社き 改造 は 根本的に 行 はる i ので ある リ 

然るに^5|^實は如何、 人類 は 全 體 として 今尙ほ 神の もの を 私有し つ k ある、 神の 造り 給 ひし美 はしき 

ゅ界を 其聖 手より 奪 ひつ- - ある、 祌の恩 惠を思 はすして 自己の ものと して 之 を 使用し つ k ある、 卽ち 

人類 全 體が祌 の 所有 を盜 みつ、 あるので ある、 豫ー W 者 マラキ は エホバ に 代りて イスラ H ルの民 を 責め 

て 曾うた、 「汝等 は 我が物 を竊 めり」 と (マラキ 書 三 章 八 節)、 神 は 我等に 對 して 亦 斯く言 ひ 給 ふ、 我等 

も 亦 神の 物 を 盗んだ ので ある、 之れ 人類 社 會に現 ^4: する 大 なる 苦痛の 原因で ある、 而 して 我等 は 之 を 

をし  ま H 

神に 返さん と 欲しない、 自： U の爲 には吝 みなく 之 を 使用しながら 神に 獻 する 事 極めて 稀で ある、 斯の 

、  OO00OO00OO0O0OOOO00O0  0-00O0OO 

如くに して 事 は it むで あらう 乎、 否、 神は盜 人の f より 己が 物 を 取り返さん とて 必す 一度び 我等の 前 

に 細 はれ 給 ふ、 神 は 何時か 全人 類に 對 して 必す萬 物の 返還 (restitution  of  all  things) を 要求し 給 ふ、 


之れ 卽ち 最後の = である、 之れ 卽ち キリスト： 冉 臨の n である、 其日來 らば 一 切の 物が 共 正當 なる 所有 

主に 歸 する であらう、 人は己に屬せざる物を：^時迄も私^^する事は^^來なぃ、 「汝盜 む 勿れ」 と 一 ふ、. 

必す しも 單に盜 む 事の 罪惡 なる を誡 むる 道德 的敎訓 ではない、 其 半面に 於て 人生の 蔡實を 語る もので 

ある、 ち 「盜 むは 無ハ仗 なり」 との 敎 である、 何人 か盜 みし 物 を 永遠に 保持す る 事が 屮ぃ來 やう 乎、 不 

おそ 

正 手段に e て據 得した る 物 は 必す之 を 奪還 せらる、 問题 はた^ 時の 如 M にある、 晚 かれ 早 かれ 凡ての 

物が 其歸 靄すべき 處 に歸屬 する ので ある、 例 へば 波 蘭の 運命 を见 よ、 八， より 百 數十年 前 露 獨塽の 三 M 

10 の 

協ハ して 弱き 波 蘭 を 分割した る 時 彼等 は 永久に 之 を 己が 有たら しむる 事 を 期した であらう、 然るに M 

ぞ圖 らん、 八/ 11 の 戰爭に 由て^ 界 環視の 中に 三 國は之 を 取り返され たので ある、 同じ やうに 富豪の 不 

正 手段に 由て 獲た る 財産 も 亦 必す之 を 取 返さる &の である、 我等が 祌の 恩惠に 背きて 私有す る 一 切の 

物 も 亦 必す祌 に 由て 返還せ しめらる、 ので ある、 玆に 於て か 知る 盗む 事の 如何に 愚かなる か を、 1^ 仰 

の 逃む に從て 人生の 此 大事 實を 感知す る 事 愈 々痛切で ある、 故に 神の 與へ ざ る 物 を 我等 の 計畫 努力 に 

e て 巡 得せん と 欲する， 勺れ、 無ハ化ーなる競^^に由て利ハ發の增進を計る勿れ、 神 若し 與へ給 はすば 假 ヘリ 之 

を瘦 5；： すると も 遠から すして 其 返還 を 迫らる k ので ある、 之に 反して 唯 神の 許し 給 ふ 領域 を 忠實に 守 

cc-〇  00000000  ooooo  000000  C00OO00OO  i> ち i"c 

り =;ハ 八 叩の ま、 に從 はん 乎、 必すゃ 我に は 我 相 應の物 を 加へ 給 ふので ある、 我に 相應 なる 所有、 我に 相 

應 なる 地位、 我に 相應 なる 事業の 與 へらる & ありて、 我 は 他人の 領域 を 侵害せ す 他人の 所有 を 盗ます、 

而 して 自ら 安全で ある、 平和で ある、 幸福で ある。 

斯の 如くに して 此誡も 亦 我等 の 各自 に 密接な る關 係が ある、 个 H の 世界 全體に 對 して 最も 適切なる 

應用を 見る ので ある、 「汝盜 む 勿れ」、 然り 「盜 をす る 者 また 盜を する 勿れ、 寧ろ 貧者に 施さん ため 
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に勵 みて 手づ からず！" きェを 作すべし」 である CH ぺソ睿 £ 章 二十 八節ヽ 滅. 10^ の 生；^、 他人 をして 働かし 

めて 自身 は 坐して 食 ふの 生涯、 ゆの 所謂 幸福なる 生涯、 之れ 皆な 盗む 生涯で ある、 我等 はケ 日直に 之 

を^す ベ きで ある。 

十 誠 第九條 

汝其の 隣人に 對 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れ 

此 誡 は 本來裁 1^ 所に 於け る證 人の ぶ贝 任に 關 する 者で ある、 往昔 ユダヤに 在て は 常に 城邑の 門の 處 

に 於て 行 はれた (ル ッ記第 四-;? sf 參 照)、 而 して 事件に 關係 ある 者は證 人と して 其 處に呼 出され 之等證 

人の 富に. m て 裁判の 判決 は 下された ので ある、 從て證 人た る 者の 責任 は 甚だ 重大であった、 彼等に し 

て 若し 偽 證を爲 さん 乎、 無辜の 隣人 をして 直き に陷 らしむ るの 虞が あった、 故に 卜滅第 九條は 隣人 

に對 する 義務の 一 として 特に證 人た る 者の 责任 を誡 めた ので ある、 曰く  r 汝 その 隣人に 對 して 虚妄の 

I ぺ據を 立つ る 勿れ」 と。 

此 意味に 於け る偽證 の 實例 は 聖書 中 諸 所に 之を發 見す る 事が 出来る 、 馬 太 俾第廿 六 章 五 七— 六 八 節 

は. 1 ^ スに對 する 偽 證の記 である、 「多くの 妄の證 者來れ ども 亦 得す 後 また 妄の證 者 一 一人 来りて 曰 

ひける は、 此人 先き に  一一 IE へる 事 あり、 我 能く 神の 殿 を 毀ちて 三日の 中に 之 を 建て 得べ しと 云々」、 此 

場合に 於て 彼等が 立證 したる 言 其 もの は 虚妄に 非ざる もィ H ス の 之を發 したる 眞實の 意味 を 以てせす" 

全く 別個の 精神より 出で たる 語と して 之 を 引用す るが 故に 亦事實 を. 邦 ふる 僞證 たる を 免れない、 其 他 


使徒 行 傳第六 章 第 八 節 以下 は ス テパ ノに 封す る 明白なる 僞證 にして 列 王 記 略 上第廿 一 章 五— 一 四 節 は 

いつはり あかしび と 

ナボ テに對 する 明白なる 偽證 である、 彼等 妄 の 證人は 何れも 其惡 むべき 偽證に 由て 隣人の 生命 を 奪 

ふに 至った ので ある。 

其 の 直接の 目的 は 古代に 於け る ユダヤの 法律 を 維持す るに あった、 然 しながら 此誡の 精神と する 所 

は宽畢 隣人に 對 して 誤りた る 證を爲 さぐらし めん 事に ある、 此 意味に 於て 惟り ユダヤの 裁判に 招かれ 

たる 説 人の みならす 今日 我等 各自;？ I 亦 其の 適用の 下に 於て 在る、 我等 は 果して 隣人 を 裁判かない 乎、 

叉 は 其の 裁判 かる &時 之に 對 して 虚妄の 證を 立てない 乎、 日々 の 新聞紙 上に 現 はる、 一人の 人物 を捉 

へて 幾千の 人々 が 裁判 を 下しつ- - ある、 叉 は 其 裁判に 參 加して 毀譽 褒^ 種々 なる 證を 提供し つ k ある、 

卽ち 我等 各自が 日々 裁判官と なり 證 人となりつ k ある、 殊に 昔日 平民 は 諸侯 士族 等 を 裁判く 能 は ざり 

し 時代と 異なりへ.' 日 文明の 世に 在て は 何人が 何人 を 裁判く も 全く 自由なる が 故に 至る所に 於て 各種の 

裁判 又は 立證の 盛に 行 はれつ. M める を 見る、 此 時に 當り 「汝 その 隣人に 對 して 虚妄の 證を 立つ る 勿 れ」 

との 古き 誡めを 我等の 普通 道德に 適用 せん 乎、 乃ち 其 意味す る處は 「人 を議 する こと 勿れ」 と 言 ふと 

異ならない、 更に 之 を 約言 すれば 惡 評する 勿れで ある、 隣人の 名 を捉へ て 之を惡 評する 勿れで ある、 

然 らば 何人 か敢て 「我 は 此^§ を 犯さす」 と 言 ひ 得る 者が ある 乎、 首 を 以て 隣人の 名 を 傷く るの 5 非、 之 

を誡 めた る ものが 十誡 第九條 である、 而 して 之れ 令 日に 在て 最も 普通に 行 はる、 である、 何人も 自 

ら辯 護す る 能 はざる 日常の 罪惡 である。 

何故に 惡評は 罪で ある 乎、 何故に 人を議 する は惡 しき 事で ある 乎、 其 理由の 說 明は必 すし も 容易で 

OO0OO0O00OO00O0OOOOOOO0OOOO00OO00OOO 

たい、 然しながら 一 度び 此の 罪の 行 はれざる 社 會に往 いて 見て 其 犬た る罪惡 たる を 認めざる を 得ない、. 
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^  ^  ョ 一 六 

も 禁酒 の嚴守 せらる k 社會に 人り て： 初て 明， H に 飲 is の 惡を感 す るが 如くで ある、 贫て 英！； 某 純 ± 

が n ふた 事が ある 「，^ の 生涯 屮 他人に 惡評 を： 卜せし 事 一 ： 一度 あり、 之 を 思 ふ 毎に 堪へ 難き 苦痛 を感 す」 

と、 此 人の 如き は 他人の 惡評を n に 出さん とする も 恰も 盜 まんと する の 心 を 起す が 如く 堆 ふる 能 はす 

して 之 を 抑止す るので ある、 斯の 如き 人の 前に ありて は 何人も 他人の 惡評を 博らざる を 得ない、 美 は 

しき は斯 かる 惡 評の 行 はれざる 社き である、 之 を 去って 普通の 社會に 入らん 乎、 惡評叉 惡評始 ど閜く 

00O0000000O000O00O00000000  O0000OO0OO0  0 

に堪 へない、 何ぞ 知らん 人を惡 評する は卽ち 自己 を惡 化する 所以なる を、 人を議 する は卽ち 自己の 議 

OOO00OOOO  00000000000  C 一  ゥ0〇〇 00000000 〇〇  C- つ 0  0000  C- 

せらる \ 所以なる を、 試に 次の {夂 息 日 迄 一 囘も 他人の 惡評を 口に 上せす して 過せ、 然 らば 新しき 光明 

の 胸中に 照り 渡る を感 する であらう、 十 年 前 余荤の 札幌に 於て 初て 基誉 者と 成りし 頃 最も 余輩 を感 

化した る 者はャ コ ブ 書であった、 ャ コ ブ書は 舌を愼 むべ きを 敎 へて 後 更に E  く 「兄弟ょ：な；に|^^る，叨れ、 

兄. * を 謗り 或は 兄弟 を議 する 者 は， 律法 を 誇り 律法 を議 するな り …… 汝誰 なれば 隣を議 する 乎」 と (第 

E な f 十 r 十 lm.)、 余 W は 此敎に * き爾 人， 決して 他人の 惡評 を：： にせざる べき を 相： 互に 誓った、 惡評 

の s;^ 惡 たる を 感ぜざる は 基督 者の 信仰の 墮落 である、 信仰の 處女 時代に らん 乎、 堪へ 難き は 人を議 

する 事で ある、 人 を 裁判き また 之に 乘 じて 偽 誇 を 立つ る 事で ある、 斯の 如くに して 信仰 は S- 落し 愛情 

は 却 せざるを得ない、 近時の 敎會の 不振 は その 原因 何處 にある 乎、 信者の 集會に 於て 兄 * に對 する. 

^i? ほの 盛なる は卽ち 之が 有力なる 說明を 供す る もので はない 乎、 人を議 する 者 は 基督 者に 非す、 此， 5^ 

惡の行 はる k 所に 靈は {IS らな いので あ る。 

ん：^ は複雜 である 深刻で ある、 其の 或る 方面 は 人の 目に 映す る も 大部分 は 隱れて 之 を昆る が 出来 

たい、 衣服 面貌 其 他 外的 生活 は 之 を 裁判き 得る とする も 其 性質、 境遇、 家庭 其 他の 內的 生活 殊に 各 ai 


の、 レ 中の 秘密に 至て は祌と キリスト を 除いて 何人 か 之 を 知り 嶽す 事が a:! 來 やう 乎 人の、 もの 最も 淺？ IS 

O0O0O0O00O000OOOO00000OOOO 

なる ものと 雖も 神の み 之 を 知る、 人 は 他人 を 裁判かん と 欲して 實は 裁判く 能 はざる 者で ある、 彼が 完 

全に 裁判き 得べき 區域を 有せざる 者で ある、 故に 人の 裁判 は 殆ど 常に 誤謬で ある、 偶々 公的 生涯に 立 

ちて 自己に 對 する 新聞紙 其 他の 批評 を 兄る 時 其 虚妄に 驚かざる を 得ない、 或は 数年 或は 數月 甚だしき 

に 至て は數 時の 間 人と 共に 在りて 而 して 彼 を 知り 盡 せりと 做し 之に 對 して 公然た る 批评- を 下す が 如き 

は 人生 を 解せ ざるの 最も 甚だ しき 者で ある、 人 は 人 を 裁判く 能 はす 故に 裁判く ベ からすで ある。 

然 らば 問 ふ、 人 は 他人に 對 して 絕對に 批評 を 加 ふる 事が 屮 I 來 たい 乎、 答へ て：：！ ふ、 智慧と して 义基 

督^ 的 習慣と して は 絶 對に之 を 加へ ざるに 如かす、 唯 或る 事に 就て は^む を ざる ものが ある、 例へ 

ばぶ 円 年 女 を 配して 生涯の 耦 たらし めんと する が 如き 場合に 於て は 自ら 一 極の 設人 たるの 地- U に 立つ 

O00OO0OOO0O0O 〇 つ 000  OO0OOOOOOOO0-OOOO 

を辭 する 事が 出来ない、 然しながら 斯の 如き 場合に 於ても 我等の 立證し 得る 所 は 祈り を 以て 知り 得た 

る 僅少の 範 園に 就ての みで ある、 卽ち 我が 知る 範函に 於て 此 事に 就て は 云々 彼 事に 就て は 云々 と敲も 

OO0OOOO0OO0000DO0O0O0OO0  0  0 

謙遞な る 部分的 判斷を 提供す べきで ある、 人 は 如何なる 場合に 於ても 決定的に 全般的に 他人に 對 する 

を斷定 して はならない、 之れ人たるの地^^：！を忘れ祌の領域を犯す所の大なる偕越の罪でぁる、 人 

の 判斷の 正しき は 其の 最も 謙遜な る ものである、 恰も 疾病 を診斷 する に 當り 輕々 し き 斷定を 避け 自己 

の 探知し 得る 部分に 就て 最善 を盡 さんと する 醫師の 最も 信頼す べきが 如くで ある。 

或は 曰 ふ、 人 は 人を議 する 能 はす、 故に 裁判官と 成る が 如き は 誤れり と、 然しながら 社會 制度と し 

ての 裁判 は自 ら其 趣を異 にす る 所が ある、 勿論 裁判 制度 を W て絕對 的に 有效 なりと は稱 する 能 は ざ る 

も、 个， V くと も 有 〔盐 である、 化し 國 家の 官吏と して； 大皇 より 委嘱せられ たる 權限を 以て 行 ふ 裁判 は 其 S 
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的と する 所 は 公益に ありて 個人の 利害に は關 係がない、 故に 比較的 公平 を 保ち 易く ある、 义 必要なる 

多くの 證 據を聚 第し 得る が 故に 判 斷の誤 を 除き 易く ある、 之れ 北ハの 個人の 裁判と 異なる 所以で ある、 

加之偭 人に 在りても 亦 或る 裁判 を 爲す事 を 許さる」 場合が ある、 公人の 公 に關 する 場合 卽ち 之で あ 

る、 例へば 爲政 者が 明白なる 非 遠 を 行ひ會 社の 重役が 職務 上の 不正 を 働き 敎會の 監督が 信仰 上の 誤謬 

を爲 したる が 如き 場合に 於て 其 人の 品性 叉 は 意思に 立 人る 事な くして 其 公的 行爲を 非難す る は 許され 

たる 裁判で ある、 但し公人の公事を批刹するに當り其私事を摘發して之を^せんとするが如きは：^取も 

誡 めなければ ならない。 

斯の 如く 神の 許し を 得て 批評 を 加へ 得る 公の 範圍 なきに 非す と 雖も之 を 超えて 人を議 する は 重大な 

る罪惡 である、 「見よ 微火 いかに 大 なる 林 を 燃す を、 舌 は 卽ち火 卽ち惡 の 世界な り、 舌 は 百體の 中に 

備り ありて 全體を 汚し 叉 全世界 を 燃すな り」 (ヤコ ブ書 一一 一章 五， 六 節)、 新聞紙 上 一 篇の惡 評の 人心 を 腐 

耽せ しむる 事 如何に 大な るか を 見よ、 ライマン • アボット 會て 曰く 「f 界 中の 最も惡 しき 新聞紙 は 米 

圃の 其れで ある、 但し 唯一 の 例外 は 日本の 新聞紙で ある」 と、 實に米 國义は 我國の 新聞紙が 社 會に流 

したる 害毒 は 之 を 計る 事が 出来ない、 僞證は 人の 熱心 を 冷却せ しめ 人の g.elsrous  spirit  (寬宏 の 精 

祌) を 萎縮せ しむ、 之に 由て 愛 心 は 失せ 信顿は 動き 勇氣は 挫かる、 之に 由て 幾多の 忌むべき 社 會的騷 

換は 醸さる、 偽證は 一種の 徵菌 である、 其 播 かる &ゃ 散布 傳染 して 遂に 全社 會を 破壞 する に 至る ので 

ある。 

然 らば 如何にして 此 罪より 脫 るべき 乎、 勿論 之を愼 むべき である、 今日 限り 之を廢 止せん と 決心す 

べきで ある、 然しながら 單にロ を 愼むを 以て は 足りない、 其 心神 を 愛し 而 して 人 を 愛しなければ なら 


oooooooooooooooooooooooo 

ない、 心より 人 を 愛して 僞證は 口に 上らん とする も 能 はない、 母 は その 惡 しき 子に 就ても 惡評を 下す 

に 忍びざる が 如く 兄弟に 對 する 愛 ありて 僞 證は自 から 消滅す るに 至る、 悪評の 行 はる k は 愛な きの 確 

證 である、 愛せよ、 心より 兄弟 を 愛せよ、 而 して 「地獄の 火」 たる 苦き 悪評の 罪 を 其 根より 斷絶 せよ。 

十誡 第十條 

し r 丄  しもべし もめう しろ 15 

汝 その 隣人の 家 を 貪る 勿れ、 叉汝の 隣人の 妻 及び 其 僕婢 牛 驢馬 並に 凡て 汝の 隣人の 所有 を 貧る 

勿れ 

之 を簡- ¥に首 へば 「汝 食る 勿れ」 である、 家と いひ 妻と いひ 僕婢 牛 驢馬と いふ は 其 目的物 を 列擧し 

たるに 過ぎない、 十誡 は此 一 條に 至て 最後に して 且最 深なる 誡 めに 達した ので ある。 

「貪る」 の 意義 如何、 普通に 解 せらる、 所に 由れば 妄りに 物 を 取り込む 事 を 「貪る」 とい ふ、 ，SI ち 

一 物 を 得て 足らす 更に 第二 第三の 物 を 取る の行爲 である、 然し 乍ら 「貪る」 なる 語の 本来の 意義 は 行 

爲に 非す して 意志で ある、 行爲を 生む 所の 心で ある、 之 を 「むさぼる」 と 言 ふ、 卽ち r ム ザと 欲る」 

の 意で ある、 il^ に 欲しがる 事、 飽く事 を 知らす して 貪 する 事、 その 意志 を稱 して 貪る と 曰 ふので あ 

る、 英語の covet 亦然 り、 其 語原 は ラテン語の cupidus にある、 他人の 物 を妄に 自己の 有たら しめん 

と 欲する 欲心の 謂で ある、 新約聖書の 原語た る希臘 語に 於ても 亦 同じ、 pleonexia  (貪る) は ple5ii 

き li5  (更に 多く 所有 せんとす る) より 來る、 乃ち 取り込む の 行爲に 非す して 取らん とする 意志で ある。 

oooooooooooooooooooooooo 

依て 知る 十誡 第 ト條は 意志 の 罪に 關す る誡 めな る 事 を、 隣 人に 對す るの 義務た る 第 六 條 以下に 於 て 
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隣人の 生命と 其 家庭と 其 所有物と 北ハ 名との 重ん すべき を敎 へたる 後 最後に 一 條を 加へ て H ふ r 汝の 心 

に 其 念 を 抱く， 刃れ」 と、 玆に 至って 誡は. r 的と なりて 普通の 法 ほの 問 はざる 堪に 及ぶ ので ある、 モ ー 

OOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOCO 

セ律 は單に 人の 行 爲を問 ふの みならす 更に 溯つ て其意志の加^からん^^を要求する、 「汝^ 淫 する 勿れ」 

と は 隣人の 妻 を 貪る 心の 行爲に 出で たる 場 八；： にして 「汝盜 む 勿れ」 と は 其 他の 所せ 物 を 貪る 心の；；；： 爲 

に 出で たる 場合で ある、 此兩 條の誡 めに 附 加して 更に 罪 を 其 根本に 於て 絶たん が爲に r 汝 貪る 勿れ」 

と 一； ふ、 卽ち單 に 盗まざる のみなら す盜 まんと する の 欲 を 抱く 勿れとの 謂で ある、 而 して 十誡 第 六 七 

0000000000000000000000000000000000000000  0  0  〇 

•S 條に 對し此 追加の 一條 あるに. e て 我等 は 十誡，， ぶ， 體を 如何に 解釋 すべき か を 知る ので ある、 {是 に 「a= 

OO0OOO  000  OOO000O0O0O0OOOO0O 

法 は. 露なる 者」 である、 故に 之が 解 釋は靈 的で なければ ならない、 凡ての 罪の 根源 は 心に 於て あるが 

故に 1^ を誡 めんと 欲して 心に 及ばざる を 得ない、 十 誠 第 十 條は此 事を敎 へて 明. R である、 之れ 律法の 

OCO0OOO0000OOOO00OO0OOO  000000000000000000000 

想 を：： 小す の 語に して 舊 約より 新約への 過渡で ある、 此 一條 あるに 由て 律法 其 者が 靈 化せられ たので 

ある、 以て 此誡め の 要なる と 其 深遠なる と を 知 るべき である。 

ん しん 

貪 心の の 如何に 恐るべき ものなる か は、 新約に 於け るィ H ス 及び 使徒 等の 敎に. S て 明. R である、 

「ィ ェ ス人々 に H ける は 戒心して 貪 心を惯 めよ」 と (ルカ 傳 十二 章 十五 節)、 之 を 原語の 語勢に 從 て：！ I は 

. - -  0COOOO0OO0OO0OO000OO00OOO  1<  んぷ， 、て？ ゲ、， こ： 

ば r 汝等 注意せ よ、 貪 心 を 恐るべき 敵と： a:! て 其 攻难に 遇 はざる やう 注意せ よ」 との 反覆 的誡吿 である、 

して 後に 附言して 曰く 「汝等 生命の 爲に何 を 食 ひ 身 體の爲 に M を 着ん とて E 心 ひ 煩 ふ 勿れ …… た ^神 

の！： を 求めよ、 さらば 之 等の 物は汝 等に 加 へらるべし」 と、 聖書 は 叉 曰 ふ 「汝等 世 を 渡る に 貪る 事 を 

せす、 有る 所 を 以て 足れり とせよ、 そ は 我れ 汝を 去らす 更に 汝を棄 て じと 一一： E ひ 給 ひたれば なり」 と 

(へ ブル 書 十三 章 五節」、 乃. ち 聖書 は 半面に 於て 「貪 楚は卽 ち 偶像 を拜 する 審 なり」 と tH ひて (コ。 サイ 誊 


三 章 五節〕 貪る 心 は 人 をして 財の 奴隸 たらしむ る 事 を，. 警 むる と共に、 他の 半面に 於て、 之 を 神の 恩 と 

00000000000000000000000000000000000000000000 

對 照して 其の 全く 無 要なる を敎へ 以て 貪る 事の 基督 者の 本領に 反く 所以 を 明白なら しむる ので ある、 

恐るべき 敵た る 貪 心を愼 むの 半面に 於て 犬なる： 午 和と 滿足 とが ある 、神の 加へ 給 ふ 恩惠を 以て 足れり 

とする 事卽ち 之で ある。 

凡ての 罪の 根源 は 意志に 於て ある、 行爲の は 旣に姙 まれた る 意志の 罪の 外部に 發 現した る ものに 

0000000000000000000000000000000 

過ぎない、 故に 意志の 罪なる 貪 心 は 他の 多くの 罪との 間に 密接なる 關係を する、 隣人の 妻 を 貪り 而 

して 之に 併せて 姦淫と 殺人との 大罪 を 犯した る 者 は ダビデであった (サム ヱ ル後誓 十 一 、 一 一章 を 見よ) 

聖書が 最も 神 の 心に 適 ふ 者と して 記述せ る ダビ デ 彼 自身が 最大 の 罪人で あつたので ある、 此事實 は 乂 

一 個の 福 昔を傳 ふる 敎訓 たる を 失 はない、 何と なれば 彼 ダビデす ら赦 されて 祌に 愛せら る、 の途？ 1 か 

れ しなら ば 我等 も 亦 神の 救に 與 かるの 希望 十分なる が 故で ある、 又 列 王紀略 上第卄 一 章 は ァハブ 王が 

貧しき 者の 葡萄園 を 貪り 且彼を 殺した るの 記事 を揭 ぐ、 貪 心 は 多くの場合に 於て 他の 罪 を 促す の 動機 

である。 

貪 楚の罪 も 亦 最も 普通の 罪の 一 である、 何人も 之 を 犯さ る 者 はない、 就中 商人の 如き は y を 51 け 

ば 卽ち貪 焚 を 語る、 殊に 叉 之 を國家 的罪惡 として 見ん 乎、 ー國が 他國の 領土 を 貪る 事は從 來の歷 史上 

殆ど 怪ま る 、 所 無き の 狀態 であ つ た、 然しながら 基督 者た る 者 は 此罪を 口 にだ もす ベから すで ある、 

「聖徒た るに 適 ふ 如く 奸淫 及び 凡ての 汚據 また 貪婪 を 互 ひに 言 ふこ とだにす る 勿れ」 と あるが 如し 

0  0  0000  0000000000 ほ 0000000000000  〇oo 

(エペ ソ書五 章 三 節」、 唯に 「むさぼる」 ベから ざるの みならす 欲る 事 其 事が 旣に 罪の 根で ある、 隣人の 

O0OOOOOO000O0OOOOO0OO0O0OO0 

物 を 羨み て 之 を 欲しと 思 ふ 其 心が 直に 貪 心と 化す るので ある、 余の 識る或 女子に し て 福 昔を舉 ばん 事 
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を 欲する の餘り 他人の ^書 を^み て 遂に 之 を^み し 者が ある、 聖書す ら然 り、 沉んゃ 其 他の物に 於て 

を や、 他人の 地位 を 羨みて 虚妄の 證を 立つ る 紳士 あり、 隣人の 土地 を 貪りて 巨大の 富 を 作る 會社 あり、 

上下 貧富の 刖 なく 滔々 として 人心に 瀰漫 する もの は實に 貪慾の 罪で ある。 

0000000000000000000000 

然 らば 我等 は 何の 欲 を も 抱くべからざる 乎、 否、 欲の 許され 得べき 場合と して 少く とも ニ侗の もの 

を考 ふる 事が 出来る、 其 一 は 知識欲で ある、 神の 我等に 與へ耠 ひし 驚くべき 能力 を 以て 祌に屬 する 萬 

物 を 探らん とする の 欲卽ち 之で ある、 其 二 は 信仰 欲で ある、 更に 聖き 人た らんと 希 ふの 欲卽ち 之で あ 

る、 こは疑もなく正當なる欲^11^|にして凡ての基督者の抱懷する所でぁる、 偶々 地位 低く 財產 乏しき 人 

にして 其聖 さに 於て は實に 羨む に堪 へたる 者が ある、 往年 余の 米國に 在りし 時 或 日 人に 伴 はれて 費府 

の 貧民街 を ig 察した る 事が あった、 其 時 一 人の 盲目なる 黑人 老婦 ありて 余の 信仰 上の 實驗 談を聽 くや 

ら 路傍の 石段に 昇り 聲を 揚げて 近隣の 人々 を麾き 其歡 喜を頒 たんと する を 見て 余 も亦斯 かるん たら 

ん事を X 布 ひし は 昨日の 事の 如くに 覺 ゆる、 而 して 此 種の 欲 は 神の 許し 給 ふ 所で ある、 而 して 之 等 二種 

の 欲 を 除きて 我等 は 如何なる 欲 を も 抱いて はならない、 何 を 着 何 を 食 ひ 何を飮 まん 乎、 其 事に 就て 一 

切 欲る ベから すで ある、 我等の 求むべき もの は 唯 神の 固と 其義 とで ある、 然 らば 凡て 必要なる もの は 

加 へらる、 であらう、 「汝 貧る 勿れ」、 然り 「汝 欲する 勿れ」 である、 無欲 は 聖書の 要求す る 基督 的 

生涯の 一 面で ある。 

無欲-の 生 龍と いふ、 ^に して 斯の 如き ものが 有り得る であらう 乎、 之れ 實に 不可能に 似て 然も 可 

ooooooeo  OOOOOOOC0O00O0O0OOOO00 

能なる 事赏 である、 無欲 は 可能で ある、 我等の 心に キ" スト を迎 ふる 時に のみ 可能で ある、 曾て 或 人 

余の 靑年會 に 於け る 講演 を聽 きて 後歸途 ゆく りなく 帝國剌 場の 前 を 過り 乃ち 其 感想 を 認めて 余の 許に 


致した、 曰く 「今 は 我れ 自動車 を驅て 帝劇に 遊ぶ 者 を 見る も 何の 羨む 所な きのみ ならす 自己の 歡 喜に 

比して 彼等の 甚だ 憐 むべき を 知り 此 恩寵 を 彼等に も頒 たんとの 念 切なる もの あり 云々」 と、 余 は此人 

が 粗服 を 纏うて 忠實 なる 勞 倒に 服し 而 して 常に 不相應 なる 寄附 を爲 しつ V ある 事 を 知る が 故に、 その 

紳士 淑女 を 見て 忌ます 羨ます 却て 自己の 受けた る 恩惠を 分たん と 欲する の 基督 的 心情に 對し 深き 同感 

を禁 する 事が 出来ない、 余 自身の 實驗も 亦 同様で ある、 余 も 曾て は 他人の 地位 又は 名譽 又は 財産 等に 

對し 時として 嫌惡 若く は 羨望の 情に 堪 へざる 事がないで はなかった、 而 して 自ら 之 を 抑 へんと 欲する 

も 抑 ふる 能 はす、 益々 努力 を 加 ふれば 卽ち 愈々 苦痛 を增す ® みであった、 然るに 余 をして 遂に 此欲念 
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を 根絶せ しめたる もの は 何であった 乎、 ィ H スキ リス ト 余の 心に 宿り 給うて 眞の 生命が 余の 衷に 湧き 
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起り し 時に 余 は 初めて 一 切の 欲念 を棄 つる 事が 出來 たので ある、 殊に 神の 有なる 此 天地が 何時か 我等 

基督 者 に 嗣 業と し て 必す與 へらるべき を 知りし 時に 余 は 神の 余に 賜 ひし もの を 以て 衷心より 滿足 する 

事が 出来 たので ある、 今や 余に 取て は 神より 受けた る此 地位 を 何人と も 交換 せん 事 を 欲したい、 如 3： 

なる 衣服 食物 住宅 も 余の 心を惹 くに 足りない、 世に 最も 幅なる 者 は 此身此 儘 を 以て キリストに 救 はれ 

たる 自分で ある、 故に 復た 羨まない、 嫉 まない、 忌み嫌 はない、 さりと て 勿論 葡惰に 傾かたい、 否、 

我心に 此滿 足の 溢る、 ありて 目の 欲、 耳の 欲、 肉體の 欲の 我を妨 ぐる ものな く、 從て 我が 活動 は 一層 

な,、 て.： * ふ r-i リの 

旺盛で ある 熱烈で ある、 かくて 祌 より 賜 ひし 必需 物 を 以て 滿足 する 者の 生涯 は唯歡 喜と 感謝と あるの 

みで ある。 

「律法 はモ ー セに 由て 傳 はり 恩寵と 眞 理はィ H ス キリストに 由て 来れり」 と ある、 モ ー セは 「汝貪 

000  000OOC0CO0OCO0OOOO0  OCOOOOOOOOOOOOCOOCOOC 

る 勿れ」 と 言 ひて 罪 を 其 根抵に 於て 絶つべき を敎 へ、 キリスト は 我等に 靈を 注ぎて 此 誡を實 行す るの 
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カを與 へたので ある、 十誡 は 十誡 を 以て 實行 する 能 はす 其 第. T 條は 十誡 其 者の 不完全 を 表明す る、 然 

れ ども 幅なる 哉此 不完全 を 補 ふて 十誡 をして 實行し 得べき ものたら しむる カはィ H ス キリストに 在て 

我等に 臨んだ ので ある、 十誡の 理想 は 靈的聖 潔に ある、 之を敎 ふるもの は 十誡 第十條 である、 然し 乍 

ら 之を實 行せ しむる もの は 我等の 生ィ H ス キリスト である、 十誡 第 十 條は實 に 舊新兩 約の 結 鎖で ある。 

殺 後に モ，" セの 十誡 を 以て 試に 佛敎の 十誡と 比較 せん 乎、 乃ち 前者の 價 値の 一 層 明，：：： なる を 知る、 

今 佛敎の 十誡 中 最も 普通に 行 はる k 沙彌の 十誡と 菩薩の 十誡と を揭 ぐれば 左の 如くで ある。 

沙彌の 十誡 

(一〕 不殺誡 (二) 不盜誡 (三) 不姪誡 (S) 不 妄語 誡 (五) 不 飮酒誡 (六) 不 食肉 誡 (七) 不邪 a 

0  (八) 不毀誠 (八) 不謗誡 (十) 不 欺誑誡 

菩薩の 十誡 

(一) l(s 前に 同じ (五) 不 酤酒誡 (六〕 不說 過！ S  (七) 不自讚 毀 他 誠 (八) 不慳誡 (さ 不隨 

誡 (十) 不管 ー寶誡 

乃ち 知る 怫敎 十誡 は 如何にして 神に 仕 ふべき 乎を敎 へす 乂 一  言 だ も 父母 を 敬 ふべき 事に 就て 語ら ざ 

る を、 其條 項はモ ー セの 十誡 第 九條の 分解に 過ぎない、 佛敎 十誡 貴から ざるに 非す、 然し 乍ら 之 を 博 

大 にして 深遠なる 倫理的 觀 念より 見て モ ー セの 十誡の 遙に 優秀なる は 何人も 担む 能 はざる 所で ある、 

定に其 高き は 天の 上に 迫り 低き は 地の 底に 達して 抱 宇宙 的で ある、 而 して 之に 加 ふるに キリス トの幅 

11 日 ありて 道德の 上に 立ちて 道 德を實 行し 得べき ものたら しむ、 律法 は 偉大で ある、 福音 は 更に 偉大で 

ある。 


附 律法と 福 音 

律； 94 はモ ー セに 由て 傳 はり 恩寵と 眞理は イエ ス キリス トに 由て 來れり (ョ ハ ネ傳 一 の 十七 )o 

モ ー セの 十誡 は 一一 一一 n 其の 者が 偉大で ある、 之 を 聞く 者 は單に 古代 法律と しての 知的 興味 を 喚起せ しめ 

らる \ のみなら す 其 心に 種々 なる 感想 を 懐かざる を 得ない、 或は 從來 自ら を義 しき 者と 做し、 我 は 殺 

さす 淫 せす 盗ます と 信じ、 又 安息日 聖 守の 如き 猶太 思想に して 父母 を 敬 ふが 如き は 支那の 敎に 過ぎ 

すと 見た る 者が 兹に 新しき 訓誡に 接した る を 感じ、 十誡の 理想 を 以てすれば 神の 前に 最も 重き 雜を犯 

せる 者は實 に 我 自身な りとの 感 念を强 くす る 者 も あるで あらう、 或は 更に 一 步を 進め 斯の 如き 宏大に 

して 深刻なる 誡めを 以て 責められて は 如何と もす る 能 はす、 こは餘 りに 過當の 要求に して 弱き 人類の 

到底 堪 ふる 所に 非す、 か&る 不可能 事 を實行 せんとす る 事北ハ 事が 誤謬で ある、 十誡 は 理想で ある、 而 

して 人類 は 進化 の 途中に 於て 在る 者に して 今 直に 理想に 到達 せん 事 を 期すべき ではない、 十誠必 すし 

も 之 を 守る に 及ばない との 思想 を 起す 者 も あるで あらう、 或は 叉 自ら 之 を 守り 得ざる より 却て 此敎を 

說く 者に 就て 思 を 致し、 彼 自身が 之 を 守らざる に 非す や、 彼 自身が 殺人者！^ 淫 者竊盜 者に して 彼 自身 

が 最大の 罪人に 非す や、 教師 自ら 守り 得ざる 誠め を 我等が 守らざる ベから ざる 理由な し、 若し 之 を 守 

ら ざる 者が 減 ぶるならば 敎師を 始め 凡ての 人が 共に 滅ぶ るので ある、 然 らば 滅亡 必す しも 悲しむ に 足 

ら すと 言 ひて 此 問題の 解決 を 逃避す る 者 も あるで あらう、 斯の 如く 或は その 罪 を 自己に 負 はんとし 或 

は 之 を 隣人に 叉 は 人類 全 體に歸 せんとす る も、 その 何れにせよ 十誡 は 人心に 一大 混 亂を汾 起せし めす 
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ん ば-匕まない ので ある、 之れ 實に 十誡の 性質 上 當然の 事に して、 若し 此事 なからん か、 我等 は 其 人の 

爲に悲 まざる を 得ない、 十誡 は 先づ萬 人に 對 する 大 問題の 提起 者で ある。 

而 して 之 を 守り 得る と 否と は 暫く 措 き 十誡 は實に 完全なる 律法で ある、 3： 人 も その 莊嚴 偉大 を 歎^ 

せ ざ る を 得な い 、 假令之 を 以て 餘 りに 嚴 格な りと 爲し少 しく その 輕減を 乞 はんと 欲す る も 十 誠 は儼然 

として 尺寸と 雖も 動かない ので ある、 然り 十誡 は 動かない、 恰も {£ 嶽の巍 々として 千秋に 紫 ゆるが 如 

く 十誡 も 亦 人の 之 を撤囘 せんと 欲する も 能 はすで ある 、或は 自ら 實 行し 得る にせよ 或は 得ざる にせよ 

卜 誠 は 人類の 理想で ある、 社 S きの 根抵 である、 祌 一度び 之 を 我等に 與へ 給うて また 永遠に 動かない、 

M 人 もた ぐ 之 を. 來 認し而 して 歎美せ ざ る を 得ない。 

化 法 は賦與 せられて 之 を 動かす 能 はす、 理想 は 提示 せられて 之 を 覆す 能 はす、 莊截 にして 偉大なる 

十 誠 は 我等の 前に 立ちて 其 實行を 迫る、 然 らば 何人が 之を實 行し 得る 乎、 其 一 を 守らん とすれば 他 は 

忽ち 破れて 如何と もす る 事が 出来ない、 九鬥の 閂 を 確保 すれ は 他の 一 門より 敵 は 侵入し 來 りて 我が 

心 中 を ^領す るので ある、 曾て 戰ゅ 最中に 於け る獨 逸の 苦心 を 描きし 諷刺 畫に獨 帝 カイゼル 其 手と 足 

と を 以て 数多の 鬥を 抑へ 以て 敵 を 防ぐ も 顧みれば 背後 意外の 方面の 破る.^ ありて、 遂に 牧拾 する 能 は 

ざるの 狀態を 示した る ものが あった、 十誡に 對 する 人心の 無力 は略此 類で ある、 其の 全部 を 守らん 事 

は 到底 不可能で ある、 古來 一人の 之 を 守りし 者 ある を 聞かない、 然 らば 各自 互に 相議 りて 之 を 迷信と 

し 义は舊 思想と して 葬り去らん 乎、 やがて 獨り 神の 前に 立つ 時聖 くして 堅き 十誡 は 依然として 動かす 
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ベから ざる 徘成を 以て 我等に 迫り 來るを 如何せん、 斯く あらざる ベから ざる は 明白に して 而も 斯く 
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ある 能 はす、 此 奇異なる 心的 狀 態に 擠 れられ て 人類に 深刻なる 苦痛が ある、 如何にして 此 苦痛より 


脫 する 事が 出来る 乎、 十誡の 權威を 認めて 而 して 之 を 守り 得る の途は 無い 乎、 或は 少 くと も徐々 とレ 

て 次第に 之 を 守り 得る に 至らし むる の途 は何處 かに 開かれない 乎、 これ 人類 ありて 以來 人の 力 を 以て. 

解決し 得ざる 至難 至大の 問題で ある。 

バウ 3 が 羅馬書 又は 加拉太 書に 於て 說 かんとす る 問題 は卽ち 之で ある、 故に 此兩 書翰 を 解 せんが 爲 

に は先づ その 問題 を 明白なら しむる の 必要が ある、 問題の 何たる を 知らす して 解答に 接する は 決して 

之 を 正解す る 所以で ない、 學生 は敎師 より 授けられ たる 問題に 臨み 自ら 之 を 解決 せんとして 能 はす、 

その 難 點の何 處に存 する 乎 を 知悉して 後 或る 暗示 を與 へられて 始めて 完全なる 解答に 達する ので ある、. 

我等 も 亦 人類の 有する 苦しき 問題の 如何なる か を 知悉し なければ ならない、 而 して 後 始めて 此 苦痛よ 

り脫 る、 の 途を學 ぶ 事が 出来る、 律法が 我等の 心中に 提起す る大 問題 を 認めす して 幅 音 を 解す る 事 は 

出來 ない。 

。ハウ 0 は 人類 中の 偉人であった、 其 頭腦の 偉大 且 明晰に して 其 信仰の 熱烈 且 深遠なる は 何人も 及ば 

ざる 所で. V9. つた、 若し 世に 完全に 近き 人 ありと せば そは卽 ちパゥ n であった、 彼 は 何事 を 爲すも 第一 

位 を 下らざる べき 人物であった、 彼 をして 政治家た らしめ 又は 哲學 者たら しめな ば 彼 は 必すゃ 世界 最 

大の 政： m 家 叉 は哲學 者と なった であらう、 此 偉大なる バウ II 先生、 世界人 類の 師表と して 仰がる &パ 

ゥロ 先生が 一 度び 自己の 經驗を 語りて 次の 如き 曾 を發 したので ある。 

それ 律法 は 霊なる 者と 我等 は 知る、 され ど 我 は 肉なる 者に して 罪の 下に 賣られ たり、 そ は 我が 行 

ふ 所の 者 は 我 も 之 を 善と せす、 我が 願 ふ 所の もの 我 之を爲 さす、 我が 惡む 所の 者 我 之を爲 せば な 

り …… 若し 我れ 願 はざる 所 を 行 ふ 時 は 之 を 行 ふ 者 は 我に 非す、 我に 居る 所の 罪な り、 此 故に 我れ. 
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善 を 行 はんと 欲 ふ 時に 惡の 我に 居る 此ー の 法 ある を覺 ゆ、 そ は 我れ 內 なる 人に 就て は 神の 律法 を 

樂め ども 我が 肢體に 他の 法 ありて 我心の 法と 戰ひ 我を據 にして 我が 眩體の 中に 居る 罪の 法に 從は 

する を 悟れり (。 マ 書 七 章 十四 節、 以下)。 

律法の 聖 きを 認め 而も 之 を 守らん と 欲して 守る 能 はす、 我が 願 ふ 所 は 之 を 行 ふ 能 はすして 却て 願 は 

ざる 所の もの を 行 ふ、 我の 中に 二 個の 我 あり、 理想 を 認めて 之 を 追求す る 我と 善を爲 さす 惡を爲 すの 

我と、 二者 互に 分離して 相 闘 ふので ある、 パゥ &は此 苦しき 問題の 解決に 全力 を 傾注して 最後の 叫び 

を發 して 曰うた、 

1  お 我れ 惱 める 人なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は 誰ぞゃ 

と、 或 ひ は 想 ふ 彼が 三年 をァラ ビヤの 野に 過した るは此 問題の 根本的 解決 を 期せん が爲 ではなかった 

乎、 そ は 何れにせよ 彼が 此 一語に 次で 「是れ 我等の 主ィ H スキ リストな るが 故に 神に 感謝す」 との 歡 

ばし き 聲を揚 ぐるに 至る 迄の 間に パ ゥ 口 は 確かに 長き 苦闘の 歷史を 有った ので ある、 而 して 之れ 獨り 

パゥ n のみの 問題で はない、 ル ー テル、 カル ビン、 ノックス、 コ ロム エル、 其の 他 一 切の 基督 者と い 

ふ 基 蝥者は 皆 一度 は此經 驗を經 たので ある、 此 苦しき 問題の 解決に 惱 みし 最後に 神より キリストの 十 

字 架 を 示され 此處に 完全なる 救 拯の途 を發昆 して 歡 喜と 感謝と に 溢る &に 至りし 者が 卽ち 基督 者で あ 

る 0 

パ ゥ & はまた 同じ 經驗を 他の 語 を 以て 述べ て 曰うた、 

我れ 推 法に 由り 律法に 向 ひて 死ねり、 是れ 神に 向 ひて 生きん 爲 なり、 我れ キリスト と共に 十字架 

に 釘 けられたり、 もはや 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生けるな り、 今 我れ 肉體に 在り 


て 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を 捨てし 者卽ち 神の 子 を 信す るに 由て 生けるな り c カラ テャ書 二 

章 十九、 サ 節) 

と、 誠に さう である、 基督 敎の 礎石 又は 其 發足點 は 此處に 在る、 基督 敎は 之より 出 發し此 上に 建設せ 

られ なければ ならない、 實 際に 於て 人の 基督 敎を 研究 せんとす る 動機に 種々 ある、 或は その 世界的 宗 

敎な るが 故に 之を學 ばんと 欲し 或は 社會を 11 正す るの 具と して 之 を 用 ゐんと 欲し 或は 境遇 上の 苦痛よ 

り脫 れんが 爲に 之に 敏 らんと 欲し 又 或は 人生の 矛盾 を解釋 すべき 宗敎 哲擧の 一 種と して 之 を 探らん と 

欲す、 就中 最も 普通なる は 不遇の 境に 於て 自己の 安心 を 求めん とする 者と 宗敎の 媒樂的 研究 を 目的と 

する 者と である、 然しながら バウ ri の 信仰の 根抵は 全然 之 等の 動機と 其 趣き を 異にした、 そ は 境遇 的 

に 非す 社會 的に 非す 人類 的に 非す して 個人的 また 倫理的 また 霊的であった、 彼 は 律法と 自己との 調和 

に 苦んで 其 解決 を 得ん と 欲した ので ある、 玆に聖 き 律法の ある あり、 之 を 守らざる ベから す、 然れど 

も 守る 能 はす、 之れ 人類に 取て 永久の 疑問で ある、 守らざる ベから ざる 律法と、 守る 能 はざる 自己と 

二者 何れが 果して 眞 である 乎、 律法 若し 眞 ならば 自己 は 滅びなければ ならない、 如何にして 滅びざる 

を 得ん や、 如何にして 神の 律法に 從ふを 得ん 乎、 眞 個の 基督 敎 研究 は 此處 より 始まらざる ベから す、 

此 立場より 見て 新約聖書 は 極めて 解し 易き 書で ある、 その 羅馬 書と その 加拉太 書と 其 他 凡ての 福音書 

又は 書翰に 於て 示された る 重大なる 眞理は 悉く 之れ を 解す る 事が 出来る、 キリストの 處女 降誕と いひ 

其肉體 復活と いひ その 昇天 その 再臨と いひ、 すべて 之 等の 信じ 難き 事實を 信じ 易 か らしむ る もの は羅 

馬 書 七 章 七 節 以下に 於け る 心の 熊 度 あるの み、 此 門より 入らす して 聖書 的 信仰 を 抱く 能 はす、 此鬥ょ 

り 入て 福 昔 を 離れん とする も 能 はない、 余 をして 過去 三十 有餘 年の 間， 1 昔を說 いて 飽か ざら しむる も 

モ一セ の 十 誠  一一 三 九 
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oooooooooooooooooooooooooo 

の は 何で ある 乎、 曰く 挣 法の 問題で ある、 法が < ^を 追うて キリストの 十字架に 縫らざる を 得 ざら し 

むる ので ある、 たと へ 今日 限り 福 昔を說 かすと 決心す る も 明日 早く 旣に此 問題 の 余に 迫る ありて. 冉び 

一 i 昔に 歸ら ざる を 得 ざら しむる ので ある、 そ は 恰も 食を廢 せんとす る 決心の 如く 饑渴は 余を驅 りて 其 

實行を 不可能な らしむ、 人 は 律法の 問題 を 有する K り 福 昔より 逃る、 事が 出来ない、 此 出發點 より 出 

でた る 者の み 能く 新約聖書 を 解し 得る ので ある。 

其 道 同じから ざれば 相 共に 語らす と 一一 一一 II ふ、 基督 敎に 到らん として 其お 發點を 異にする 者と 共に 救 を 

g る^ は 出来ない、 宗 敎哲舉 とよ、 そ は 徒らに 人 をして 高ぶらし むる のみに して 毫も 問題の 解決 を提 

供し ない、 家庭 問題 又は 宇宙 問題と よ、 之に 先 だち て 汝の靈 魂の 問題 を 如何にすべき 乎、 神の 律法に 

接して 之 を 守る 能 はざる 倫理的 問題 を 如何にすべき 乎、 罪の 責任 は 果して 社會 又は 祖先 又は 父母 又は 

友人に 於て ある 乎、 否 罪人 は 却て 汝 自身で はない 乎、 此事實 を 自覺し 一度び はパゥ B と共に 己が 胸 を- 

架ち て 「1 思 我れ 惱 める 人なる 哉、 この 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 との 歎き を發 したる 者に 非 

すん ば 共に 基督 敎を 語る 事 は 出來な いので ある、 之に 反し 律法に 追 はれて 何處に 其 解決 を 得 ベ き 乎 と- 

の  深き 苦悶 を經 たる 人 は その 經歷 素養の  如何 を 問 はす 互に 手 を 握りて 衷心よりの  祈禱を 共に する 事が 

出来る、 詩人 コ レ リッジ 臼く 「人類の 筆に 成りし 最大の 書 は羅馬 書で ある」 と、 然しながら 一度び 自 

已を此 立場に 置かん 乎、 此 世界最大の 書なる 羅馬書 は 決して 難解の 書に 非す、 若 齢の 51 女子 も 之 を 解 

する を 得べ く 文字な き 勞概者 も 之 を 味 ふ 事が 出来る。 

羅馬害 を 難解の 書な りと 一一-; c ふ 者 は 其 第 七 章の 言 を 自己 の聲 たらしめ ざる 者で ある、 何人も 遭遇せ ざ 

る ベ からざる 律法 の 問題 を囘 避せ すして 誠 實に之 を 解決 せんと 欲する 者に 取て は 新約 架 J 曰 の 全 體が歡 


喜で ある 感謝で ある、 律法 は 人 をして 福音に 到らし むる 唯一 の途 である。 

然るに ゲ 時の 基督 敎は 何で ある 乎、 先づ 第一に 社 會. 的で ある、 基督 敎何ぞ やと 問へば 令の 基督 敎信 

者、 殊に 米國 流の 基督 敎 信者 は 答へ て 曰 ふ 「社會 的 奉仕」 と、 卽 ち社會 本位の 基督 敎 である、 「噫 我 

れ惱 める 人なる 哉」 との 聲を發 せざる 基督 敎 である、 「噫 不完全なる 社會 なる 哉」 と 叫ぶ 基督 敎 であ 

る、 故に 今の 基督 敎 信者、 米國 流の 基督 敎 信者 は 新約聖書 其 儘の 信仰 を 懐く 事 を 厭 ふので ある、 t おり 

懍き 得ない ので ある、 社會的 基督教に キリストの 奇臻的 出生、 彼の 復活、 彼の 昇天、 彼の 再臨 等 を 信 

する の 必要 はない、 彼等 は 神 は 愛な りと 唱 へて、 神 は 如何にして 其 愛 を 表 はし 給 ひし 乎 を 問 はない、 

彼等 は 天然の 法則に 應 はすとの 故 を 以て 復活 を 信ぜす 再臨 を 嘲け る、 然し 問題 は 天然の それで はない、 

良心の それで ある、 如何にして 神の 前に 義 とせられん 乎、 此 深刻なる 問題 を 倫理的に、 實際 的に、 宇 

is 的に 攻究 すれば 終に 新豹聖 |1 が 明白に 示す が 如き 結論に 達せざる を 得ない ので ある" £1 井武箪 記) 
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利 未記大 意 

利 未 記はモ ー セ 第三 書で ある。 二十 七 章より 成る。 之 を 利 未 記と 云 ふ は 35 埃 及 記 同様、 『七十 人譯』 

より 巾 r つ。 レビ は ヤコ ブの 第三 子であって、 モ ー セとァ ロンと は 其 子孫で ある。 聖 殿の 祭事 は レビ 族、 

殊に ァ B ンと其 子等に 委ねられ たれば、 祭13^^に關はる記事を載せたる此書は利未記と稱せられたので 

ある。 但し レビ 人の 名 は 唯一 囘此 書に 記された るに 過ぎない。 二十 五 章 三 二、 三 三 節が 夫れ である。 

利 未 記 は 法律の 書で ある。 乾燥無味なる ものにして 法律の 如き はない。 現在 世に 行 はる k 法律 然り、 

況して 古代の 法律に 於て を や。 信者と 雖も利 未 記を嗜 まざる 现由 は玆に 在る。 殊に 宗敎の 民たり しィ 

スラ H ル 人の 法律 は 主として 祭事に 關 はる 法律で ある。 宗敎の 儀式で ある。 犠牲の 獻げ 方で ある。 身 

を 潔む る 方法で ある。 今の 人が 之 を 讀んで 興味の 有り やう 害がない。 然し 乍ら 法律 は國 民の 生活 を 支 

配す る ものであって、 法律 を 知る は 其 配下に 生きる 民 を 知る の途 である。 我等 は知覺 すると 否と に拘 

はらす 法律の ドに 生く る 者で ある。 預言者 も 使徒 もィ H ス 御自身 もモ I セ の 法律の 下に 生きた る 者で 

あ，；： ば、 モ ー セ 律の 法典た る 利 未 記 を 解せ すして、 彼等の 生涯と 敎訓と を 解す る こと は 出来ない。 北ハ 


點 から 見て 利 未 記の 研究 は 信者に 取り 必要 缺 くべ からざる 者で ある。 利 未 記は少 くと も舊約 聖書の 中 

心で ある。 「律法と 預言」 と 云 ふ 其 律法 を 記した 害で ある。 選民の 生涯 は 其 凡ての 方面に 於て 此^ 法 

の 支配 を 受けた ので ある。 

利 未 記の 記す 所 は、 第一 に 祭事で ある。 そして 祭事 は 主として 犧 牲を獻 ぐる 事で ある。 燔祭、 素 祭、 

酬恩 祭と 云 ふが 如きで ある。 第二が 祭司で ある。 其 資格、 其 潔め に關 する 制度で ある。 第三が 國民全 

體の聖 潔の 道で ある。 第 十九 章 一、 二 節が 其 精神であって、 利 未 記の 中心的 眞 理と稱 すべき 者で ある。 

エホバ、 モ ー セに 告げて 曰 ひ 給 はく、 汝、 イスラ H ルの 子孫の 全會 衆に 告げて 之に 言 ふべ し、 汝 

等 宜しく 聖く あるべし、 そ は 我れ H ホバ 汝 等の 神 は聖く あれば なり。 

と。 そして 祭事 も 祭司 も 凡て 民を聖 くせんた めの ものである。 イスラエル 人 をして、 其 神 エホバが 聖 

く あるが 如くに 聖 くなら しめんと す、 其 事が 利 未 記の 目的と する 所であった。 そして 潔め は單 に道德 

にの み 因る のでない、 祭事 も 亦 潔め の 重要なる 半面で ある。 まことに 利 未 記の 示す 所に 由れば、 先づ 

祭事に 由て 神に 對 する 罪と 汚 據とを 潔 めら る \ に 非れば、 潔め は 行 はれない との 事で ある。 此 事に 於 

て 新約聖書 は 利 未 記の 敎を 承繼 ぐに 過ぎない、 卽 ち先づ 神との 關 係に 於て 義 から ざれば 人 は 凡ての 關 

係に 於て 義 しかる 能 はすとの 事で ある。 卽ち 祭事が 前であって 道德が 後で ある。 

利 未 記の 大 問題 は 躓 罪で ある U 贖罪の 文字が 四十 五囘使 はれて ゐる。 M 章 一 一十、 一 一十 六、 三十 一 、 

三十 五節、 五 章 六 節 等 を 見よ。 そして 其絕 頂が 十六 章に 於け る大 贖罪 日 祭事の 規定で ある。 基督 敎の 

贖罪の 思想 は 兹に發 した ものである。 毎年 一度、 七月 七日に、 此壯嚴 なる 國民的 儀式 を 千年 以上 も 行 

ひ 来りし ユダヤ人に 取りて は 噴 罪 は 人生 確定の 事實 であった。 之 を 疑 ふの 餘地 は寸毫 なかった。 大祭 

利 未 記 大意  一一 一三 一一 一 
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司 は 毎年 一 囘贖 罪の 血を携 へて 至聖 所に 入って 之 を 祭壇の ra: 周の 角に つけ、 叉 七囘之 を北ハ 上に 魔いで 

イスラ H ルの 子孫の 汚 檢 を 除き 之 を 潔め た C 卜 八、 ト九 節：，)。 叉國 民の を 一頭の 山羊に 負 はせ、 之 を 

喊 野に 放ちて、 ！^；：を永久に葬るの式を行ぅた。 斯 かるなら はし (慣例) の 下に 養 はれし 民が 贖罪と 罪 

の 赦しを 求めて 4- ます、 叉 北 ハ實現 を 期した 事 は 少しも 不思議で ない。 贖罪 を 近代 人の 思想と して 考ふ 

るが 故に 困難なる ので ある。 利 未 記 を 以て 養 はれし 民の 思想と して、 其 意味 は 明白で ある。 

そして 利 未 記 を 基督 信者 の 立場より 見た ものが 新約の 希 伯來書 である。 殊に 其 八 章と 九 章と である。 

玆に 新約の * 礎の 舊約 にある 事が 明かに 示さる。 希 怕來書 を 以て 利 未 記 を 護んで、 キリストの 贖？ ：-、 

昇： 大、 執 成、 ー冉 臨が 確然と 判明る。 舊約は 「眞の 物の 模」 である。 神の 子 を 以て 施さるべき 完全なる 

救扬を 豫め敎 へんが 爲に利 未 記の 示す が 如き 込 人った る、 而 かも 精密なる 满 式が 行 はれた と 見て 此書 

の價 値が 充分に 認めら る。 

まことに 賴の赦 し は 容易の 事で ない。 血 を 流す 事な くして 赦る k 事な し (希 伯 來書九 章サニ 節， }o 唯悔 

いた 丈け で赦 さる、 に 非す、 唯 祈った 丈け で 潔 めら る、 に 非す、 或 ものが 罪人に 代って 血 を 流さねば 

ならぬ まことに 厭 ふべき 血 腫き 敎 である。 故に 或 人 は 聖書の 宗 敎を稱 して 「屠殺 者の 宗敎」 であると 

云 ふ。 牛、 羊、 山羊、 鴻、 是等を 神の 前に 殺して 其 血 を 流す にあら ざれば 罪の 赦 しと 之に 伴 ふ 凡ての 

恩惠は 降らない と 云 ふ。 まことに 無慈悲 極まる 宗敎 である やうに 見える。 然れ ども 是れ 人生の 事實な 

る を 如何せん。 神の 子が 一 點の 罪な くして 人類 全體に 代り、 其 罪 を 食 ひて 血 を 流し、 狂暴の 死に 就き 

たりと 知って、 信者 各自の 心の奥底に、 眞の平 {.15- を覺 ゆる 理由 は玆に 在る ので ある。 


猶太の 祭事 

昔時の 猶太 人が 祌を 祭る に 五 個の 儀 法が あった、 卽ち、 燔祭、 素 祭、 酬恩 祭、 罪 祭、 愆 是れで 

ある (利 未 記 七 章 世 七 節)、 外に 任職 祭と いふが あった、 然し是 れは 祭司に 係 はる 儀禮 であって、 國民全 

體に 直接の 關係 のあった 事で ないから 兹には 之に 就て 語らない。 

燔祭は 全身 を 祌に獻 ぐるた めの 祭典で ある (利 未 記 第一章)、 故に 他の 凡ての 祭典 を總 括す る もの 

そ.： ん を 5 し 

である、 祭 物 は 全き 牡牛 を 以てし、 而 して 「祭司 は 一 切 を 壇の 上に て燒 くべ し」 と ある (一章 九 節)、 

あ i 

全身 を H ホバに 獻げて 自己に 何の 餘す所 あるべ からすとの 意で ある、 而 して 斯く行 ひたる 燔祭は 「ェ 

ホバ に馨き 香た るな り」 と ある、 後に. ハウ 51 が 羅馬書 十二 章 一節に 於て 

汝等 己が 身 を 祌の聖 意に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と して 彼に 獻げ よ、 是れ 當然の 祭な り 

と 一一 a ひし は潘 祭に 就て 言 ふたので ある、 汝の 全身 全靈 を燔 祭と なして 殘る 所な く 神の 祭！？ 一の 上に 獻げ 

よとの 意で ある、 人 は先づ 自己 を 神に 獻げて 然る 後に 已が 所有物 を獻げ 得る ので ある、 卽 ち バウ 口が 

マ ケド I 一  ャ人を 讚め て コ リン ト 人に 書 贈りて 一一： 一 n ひしが 如し 

彼等 は 祌の聖 意に 循ひ先 づ己を 主に 饋へ 然る 後に 我等に 餓 へたり (託せり 〕 

と S3 林 多 後 書 八 章 五節〕、 祭 は 祭の 總 括であって 同時に 其 首始 である、 武 正の 信仰 は 「先 づ己を 主に 

港 太の 祭 It*  三 一一 一 五 
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娥」 ふるに ある。 

燔 祭の 次ぎが 素 祭で ある (利 未 記 第二 章)、 潘祭は 腿 祭 卽ち肉 祭であって 生命 を 神に 獻 ぐる 祭で あ 

る、 之に 對 して 素 祭は麥 粉、 橄欖 油、 乳香 を 供へ 以て 我が 勞 働の 結果 を 神に 獻 ぐる 祭で _ ある、 卽ち燔 

祭 は 生命の 默徵 なる に對 して 素 祭 は 財産の 獻徵 である、 昔時の 猶太 人に 取りて は麥は 圃の產 であって、 

なか 

橄憷は 丘の 產 であった、 農國民たりし彼等に取りては彼等の勞働の結果と言へば主として麥と橄t^こ 

であった、 而 して 彼等 は 之 を エホバ に 默げて 彼等の 勞卿も 亦 彼のた めに 爲す ことで ある を 表した ので 

ある。 

生命 を默 ぐるた めの 燔祭 があった、 財 產を獻 ぐる 爲の素 祭が あった、 然し 祭典 は ffi- に 人が 神に 對し 

て爲 すべきの 義務で はない、 臣下が 帝王に 納 むべき 貢物の 如き もので はない、 祭典 は 感謝の 表號 であ 

る、 而 して 特に 此意を 表 はした る ものが 酬恩 祭で ある、 酬恩 祭、 一名 之 を 感謝祭と 稱す (第三 章)、 

特に エホバ の 恩惠を 記念す るた めの 祭で ある、 酬恩 祭に 於て ェ ホバ は 彼の 禮拜 者の ために 筵 を 設け、 

玆に 彼等と 飮食を 共に し 給 ふので ある、 詩篇 第一 一十三 篇に 

雨、 ，我が 敵の 前に 酒 筵 を 設け、 

我がせ に 油 を 注ぎ 給 ふ、 

我が 酒杯 は 溢る \ なり _ 

と ある は此 喜ばしき 聖 筵に 侍りし 者の 感を 述べた る 言で ある、 又 馬 太傳廿 一 一章に 載せられ たる ィ H ス 

の婚 筵の 比 譬も酬 恩 祭の 意義 を 適用して 成った 者で あると 思 ふ、 敬虔 ある 猶太 人に 取りて は H ホバ を 

祭る こと は樂 しき 事で ある、 眞の 祭典 は 神 を 利用して 人が 樂 しむ 事で はない、 人が 祌 と共に 樂 しむ 事 


である、 神 は 人と 共に 樂 しむ 事を好み 給 ふ、 主 キリスト は 其僕ョ ハネを 以て ラオ デ キアの 信者に 吿げ 

て 言 ひ 給 ふた、 

視ょ、 我れ 戶の 外に 立ちて 叩く、 若し 我聲を 聞きて 戶を 開く 者 あらば、 我れ その 人の 所に 就らん、 

而 して 我 は その 人と 偕に、 その 人 は 我と 偕に 食 せん 

と (默示 錄三章 二 十 節)、 前に は燔 祭と 素 祭と ありて 生命 財 產を祌 に 獻げ、 後に は 罪 祭と 短 祭と あり て 、 

罪の 赦免 を 神に 求む るに 對し、 其 中央に 酬恩 祭卽ち 感謝祭 ありて、 神人 親交の 途を備 へられる、 モ ー 

セ律は決して^^酷なる律法ではなぃ、 情に 充ち、 愛に 溢る. 1 律法で ある。 

人 は 自己 (生命) と 所有物 (財 產) とで ある、 而 して 自己 を 神に 獻 ぐるの が燔 祭であって、 所有 を 

獻 ぐるの が 素 祭で ある、 神に も 亦 人と 同じく 御自身と 其 所有物 (聖 物〕 とが ある、 而 して 人が 祌御自 

身に 對 して 犯す 罪 を 「罪」 と 謂 ひ、 聖 物に 對 して 犯す sii を r 愆」 と 謂 ふ、 罪 は 神の 尊嚴を 冒す 不敬罪 

せつ， こ,、 

である- 「愆」 は 神の 聖物 を瀆 す褻濟 罪で ある、 祌に對 して 此 二種の 揮が ある 故に、 之れ を聰 ふため 

に 罪祭愆 祭の 二 典が 示された ので ある。 

罪 祭 (利 未 記 第 四 章 ：>  人の 階級に 循 りて 輕 重が あつたの である、 祭司 最も 重く-  M 體 としての 國 

民 (會 衆) 之に 次ぎ、 牧伯 (政治家」 其の 次ぎに 來り、 而 して 民に 及ぶ、 而 して 罪 はすべ て 人に 對す 

る 罪で あるより は先づ 第一 に 神に 對 する 罪で あれば、 祭司が 信者に 對 して 犯した る 罪も牧 伯が 民に 對 

して 犯した る^も 齊 しく 是れ 祌に對 して 犯した る 罪と して 問 はる、 ので ある、 人 は 何人も 罪 を 自覺し 

て ダビデと 共に 祌に 向つ て 叫ぶ ので ある、 

•  f  -o む; 力  ひと ©  -t  ** へ あし？ 二と 

我 は 爾に對 ひて、 然り、 惟り 爾に對 ひて を 犯し、 聖 前に 惡事を 行へ り 
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と (詩篇 五十一 篇四 節〕、 罪 は 其 何たる を 問 はす 祌 御自身 を- # かしめ、 其 尊厳 を 冒 しまつる 事であって 不 

敬 である、 而 して 其 sii の赦 されん がた めに ii げられ たのが 罪 祭の 禮物 である。 

(利 未 記 第五 章) 萬 物 は 神の 所有で ある、 故に 之 を 悉く 聖物 として 見る ことが 出来る、 然れ 

ども 人が 神の 所有 權を 認めん がた めに、 彼 は 或る 特刖の 物 を 選み て 特に 之 を 彼の 聖 物と 定め 給 ふたの 

である、 故に エホバ はモ ー セに 告げて 首 ひ 給 ふたので ある、  ， 

人と け かのと を 論ぜす、 I て イスラ H ルの 子孫の 中の 始めて 生れた る 首 生 をば 皆な 聖£ ^て 我れ に歸せ 

しむべし、 是れ 我が 所屬 なれば なり  じ. f さい 

と (出 埃 及 記 十三 章 二 節〕、 神の 聖殿 あり、 聖 殿の 器具 あり、 民の 中の 首 生 あり、 神の 要求し 給 ふ 什一 g 

あり、 是れ 皆な 聖 物であって 之 を 私用して、 慰と なる ので ある、 而 して、 愆の 赦免 を 得ん がた めに 想 

祭の 儀禮が 定められ たので ある。  。 

£1 は 神の 所有 權を 侵す ことのみ に 限らない、 人の 所有 權を 侵す こと も 亦 神に 對 して 犯した る愆 であ 

る、 

H ホバ また 乇 ー セに 告げて 言 ひ 給 はく、 人 もし エホバ に 向 ひて 不信 をな して -を瘦 る こと あり、 

卽ち 人の 所 腸 を-おり 义は 質に 取り 或 ひ は 奪 ひ 置きて 然る 事 あらす と 云 ひ 云々 

と f. 利 来 記 六 章 一 節 以下)、 卽ち エホバ は 人が 人に 對 して 犯した る愆を ェ ホバ 御自身に 對 して 犯した る 慰 

い l^i い、 御自身に 對 して 您祭を 要求し 給 ふと 同時に、 又 被害 人に 對し、 原物に 其 五分の 一 を 加へ て 

其 返還 を 命じ 給 ふたので あ る。 


以上 は 昔時の 猶太 人の 祭事の 大略で ある、 他の 國 民の 祭事と 比べて 見て 至て 簡 短で 其 意義 は 明瞭で 

ある、 乍然、 祭事 は 祭事に して 複雜 なる を 免 かれない、 循 つて 之 を 文字通りに 實行 する は 甚だ 困難で 

そな へち の ©  © お ラし 

ある、 祭 物の 選擇 をな すに 方ても 其 困難た る や 決して 容易で ない、 燔 祭の 禮物は 全き 牡牛でなくて は 

St  しみ  え  むかし 

ならない、 卽ち撖 なく 汚な き 者でなくて はならない、 而 して 斯 かる 家畜の 得難き は 昔時 も 今と 少しも 

異ならない、 而 して 犠牲 を 擅の 上に 獻 ぐる 方法に 至て は是 れ北ハ 道に 熟した る 者に あら ざれば 到底、 行 

す ことの 出来ない ことで ある、 

！; TV つ ふ  っゝ  あぶら  じん  あぶら こし り や 5 は、 フ 

臓腑 を裹む 所の 脂と 1 腑の 上の すべての 脂、 及び 二 筒の 肾と其 上の 脂の 腰の 雨 旁に ある 者、 並に 

肝の 上の 網膜の 肾の 上に 達る 者 を 取るべし 云々 

と 謂 ふが 如き は 祭事 專門家 を 待て 始めて 執行す る ことの 出来る 儀禮 である、 比較的に 簡易なる 猶太の 

あやまり  "ざ 

祭事と 雖も 誤謬な く 之 を 行 ふこと は 至難の 業と  一一 一一 n はざる を 得ない。 

兹^^至て祌が人に代って供へ給ひし完きなる犧牲の必耍が起って來るのでぁる、 群の 中より 擇び來 

で ひつじ  ？メ，  しふ  こひつじ  0  0  0  0  0 

りし 全き 牡羊に 非す して、 神が 供へ 給 ひし 「疵 たき 汚な き羔」 が 要求 せらる &の である、 神の，， ^ィ H 

O0OOOOOOOOOOOOOOO 

ス キリスト のみが 完全なる 祭 物で ある、 彼れ のみが 憲に 

お  こひつじ 

世の！^ を 任 ふ 祌の羔 

である (約^ 傳 一章 二十 九 節〕、 彼 は 叉 完全に 己れ を聖 父に 獻げ給 ふた、 而 して 人 は 信仰 を 以て 彼の 權牲 

を 己が 犧牲 として 祌に對 し 完全なる 犧 牲を獻 ぐる ことが 出來 るので ある、 ィ H ス キリスト は 我等の 完 

00000  0  0  0  0  0  0  0000000  000000  O0C0000O0 

全なる 燔祭、 完全なる 素 祭、 完全なる 酬恩 祭、 完全なる 罪 祭、 完全なる 愆祭 である、 カル バリ ー 山上 

に 彼が 完全に 自己 を聖 父に 獻げ給 ひて より 玆に牛 や 羊 や 鴻ゃ小 麥ゃ橄 I- 油 や 5^ 香 を 以てする 祭事の 必 
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要は 全く 絶えた ので ある、 我等 今 彼 を 信す る 者に 禮 典の 必. 要は 全く 無い ので ある、 イエ ス キリスト は 

權 iii であり 給 ひしと 同時に 祭司であった、 彼 は 完全き 祭 物 を 完全に 獻げ給 ふた、 我等 今や 祭 物 を携へ 

もと 

ァ rx ンの 子孫なる 祭司の 所に 到て 我等の ために 祭典 (禮 拜) を 行 ふて 赏ふ 必要 はない、 我等 は 直に 我 

等の 祭司の 長なる キリストの 所に 至り 彼に 託り て 直に 神に 近づく ことが 出来る、 モ ー セ律 の廢繁 と 之 

に 伴 ふ 基督 者の 信仰 並に 禮拜の 自由 を 詳述した 者が 新約聖書 中 の 希伯來 書で あ る 、 新約 の 希 伯來書 は 

舊約 の 利 来 記と 相 照らして 一？ ほむ ベ き 書で ある。 


民 數紀略 研究 

民數 紀略大 意 

民數紀 略と 云 ふ。 名から して 乾燥無味、 砂を嚙 むが 如くに 感 する。 イスラ H ルの 人口 調 茶、 寧ろ 壯 

丁 調 布： の 結果 を 載せた る 書なる が 故に 斯 く名づ けられた ので ある。 斯 かる 調査が ニ囘行 はれた。 第一 

II は H ジブ 卜 を 出た る 次の 年の 二月 一日に、 第二 囘は 四十 年後、 約束の 地に 人る 前に 行 はれた。 そし 

て 第 一 囘の 調亮に 由れば、 イスラエル の 中に て 凡て 二十歳 以上に して 戰爭に 勝る 男 丁の 總數は 六十 萬 

三千 五 百 五十人 (一章 a 十六 節)、 第二 囘の 調査に 由れば、 六十 萬 一千 七 百 三十 人な りしと 云 ふ (二十 六 

章 五十一 節 )0 伹し レビ 族 は^であった。 そして 六十 萬の 壯丁を 有する 國民は 其總數 二百 萬 以上で なく 

て はならぬ。 モ I セが 率ゐし 民の 大數 なりし は 推して 知るべし。 彼 は單の 理想家でなかった、 實際的 

の 政治家であった。 故に 先 づ國勢 調 茶 を 行 ひ、 支 派 夫バの 部署 を 定め、 秩序 整然として 前進の 途に就 

いた。 一 百 あり 口く 「整理 は 天の 第一 命令な り」 と。 何事 も 順序 を 得 ざれば 始まらない。 民を數 ふる は 

決して 徒勞 でない。 整理の 行 はれない 所に 大事 は 始まらない。 數字 を极ふ 書な りと 云 ひて 民 數紀略 を 

輕ん じて はならない" 聖書が 数字と 統系 とに 精し き は 故な きに 非す。 
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然し 乍ら 民數紀 略の 名は此 書の 一 面 を 示す に過ぎない。 是は單 に 統計表で はない。 其內に 歴史が あ 

り、 歌が あり、 预 一一 一一 II が ある。 ユダヤ人 は 此書を wammidbar と 呼ぶ。 「曠野に 於て」 の 意で ある。 

卽ち此 は イスラ H ル 人の 曠野 旅行記で ある。 彼等が シ ナイの 山 を 出て より、 ヨルダン； 1： を 渡る までの、 

嗨野 流浪の 記錄 である。 K 挨の 流宽錄 である。 イエスが 四十 日間、 曠野に 於て 試みられ 給 ひしゃう に、 

イスラ H ル 人が 四十 年 問 曠野に 於て 試みられし、 其淚 多き 實驗の 記事で ある。 兹に民 は 其 信仰 を 試さ 

れ、 モ ー セは 其の 忍耐 を 試みられた。 そして ィ H スの 場合と は 異なり、 彼等 は 孰れ も 失敗に 終った。 

其の 意味に 於て 民 數紀略 は 信仰 失敗 錄 である。 曠野に 於け る イスラ H ルの 生涯 はまこと に 曠野の 生涯 

であった。 荒涼 凄 情の 生涯であった。 第 十六 章に 於け る、 コラと 其從屬 とが モ ー セに 反いて、 其 刑 

罰と して 地が 裂けて 彼等 を吞 むの 記事の 如き、 讀んで 身の 毛の よ 立つ を覺 ゆ。 酸 野の 生涯 は 長く 續く 

の 必要はなかった。 民の 不信が 之 をして 長から しめ 又悲慘 ならしめ たので ある。 「彼等が 安息の 地に 

入る こと を 得 ざり し は 不信に 由り てな り」 と あるが 如し (希 伯來 書-一一 一章 末節 )o 其 不信の 速續、 それが 故 

に 被りし 刑罰、 之 を 記す 者が 民数紀 略で ある。 

巾 Z 埃 及 記に 績ぎ 2^ 數紀 略はモ ー セの傳 記で ある。 此 書の 內に 彼の 人 成が 躍如と して 現 はれる。 「モ 

1 セは其 人となり 溫柔 なる 事^の 中の 諸の 人に 勝れり」 と ある (十二 章 三 節〕。 生れつき 溫柔 であった 

のでない、 神に？ J 柔 にせられ たので ある。 彼 は先づ 弟妹の 反逆 を 受けた。 ミリアムと ァ a ンは 其の 兄 

モ ー セを 誘り て 曰うた、 

エホバた モ ー セに 由り ての み 語り 給 はんや、 また 我等に 由 りても 語り 給 ふに 非す や 

と。 ちモ ー セ獨り 民の 指導の 名 譽に與 るべき に 非す、 彼の 弟妹 も 之を頒 つべき であると。 然るに K 


ホバ は 彼等の 越權を 許し 給はなかった。 彼 は 覿面に ミリアム を 罰して モ ー セの權 能を證 明し 給うた。 

後、 同じ レビ 族の 一人に コラと 云 ふ 者 あり、 ルペン 挨のダ タン 及び アビ ラムなる 者 を 語 ひ、 民の 牧怕 

として 擧 げられ たる 二百 五十人 を 誘 ひ、 モ ー セに 對し大 謀反 を 企た。 卽ち 彼等 集りて モ ー セとァ n ン 

に 逆 ひて 曰うた、 

汝等は 其 分 を 超 ゆ。 會衆 皆な 盡く 聖者に して H ホバ其 中に 在し 給 ふに、 汝等尙 H ホバ の會 衆の 上 

に 立つ や (十六 章 三 節) 

と。 卽ち 彼等 は 萬 人 平等主義 を 採って モ ー セ 兄弟に 當 つたので ある。 彼等 はモ ー セ 兄弟が 惟り 自 から- 

擇んで 指導の 權を揮 ふに 非す、 神に 召され 彼に 代って 爲すを 知らなかった。 モ ー セは 此の 反 對に會 ふ 

て 怒った。 

モ —セ やがて 一 百 ひける に は、 汝等 マー ホバ が 此の 凡ての 事を爲 させんと して 我 を 遣 はし 給へ る 事、 

また 我が 之 を 自分の 心に 循 ひて 行 ふに あらざる 事 を是に 由り て 知るべし と (第 十六 章サ八 節〕 

斯 くして 彼れ 祌の怒 を 呼び たれば、 地 は 謀反 人 等の 足下に 裂けて 彼等 を 呑み 去りたり と 云 ふ。 其 他、 

幾 囘も民 は マー ホバ に叛 き、 其た び 毎に モ ー セを 責めた。 然るに エホバ は 恆にモ ー セ と共に 立ちて 彼の 

權威を 守護し 給うた。 

如斯 くにして f 叛と 刑罰との 間に 曠野の 流浪 は續 いた。 其の 間に ミリアム は 去り、 ァ ロン も 亦 逝い 

た。 天より 火が 降りて 一時に 二百 五十人 を 殺した 場合 あり、 疫病の 故に 二 萬 四千 人の 纏れ た 場合 も あ 

つた。 H ジブ トを 出し 時に 在りし 壯年 以上の 者 は盡く 失せて、 殘るは モ一セ と 力 レブと ヨシ ユアの み 

であった。 感慨無量の 流浪であった。 此 場合に モ ー セの 口より 迷り し 者が 詩篇 第 九十 篇 であつ た。 
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「神の人モーセの！^§禱」 と 題 せらる。 民數紀 略の 靈的 註解で ある。 人 は 大水の 如く 

に エホバ は 永遠の 磐で あると。 悲壯 である、 然し 壯嚴 である。 


申命記 大 意 

モ ー セの 第五 書 を. &命 記と 云 ふ。 申 命 は 重 命で ある、 m ねて 命令す る 事で ある。 モ ー セが ft に投け 

いましめ 

し 誡命を び 民に 授けし を 云 ふ。 故に 申命記 はモ ー セ 律の 繰返しと 稱 して 差 支ない。 出 埃 及 記、 民數 

紀 略に 於て 斷々 に 授けられし 法度と 律法と を 一 まとめと なして 之 を イスラ H ルの 民に 授けし もの、 そ 

れが. e. 命 記で ある。 故に モ ー セ雜を ー讀の 下に 通覽 せんと 欲すれば 巾 命 記を讀 むに 若く はない。 屮命 

記は舊 約の 概要で あると 云 ひて 差 支がない。 

民數紀 略はモ ー セ 雜の嚴 格なる 方面 を 示す に對 して 申命記 は 其 寛容なる 方面 を 示す。 我等 は 申命記. 

を讀で キリストの 愛の 福 昔が 旣に玆 に 萌して ゐた事 を 知る。 ィ H ス 御自身が 如何に 此書を 愛 讀し給 ひ 

し 乎 は、 彼が 幾 同 も 之 を 引用し 給 ひしに 由て 判明る。 曠野の 試 誘に 於て 惡魔 を擊 退す るに 方て、 彼が 

W ひ 給 ひし 聖書の 言 は 凡て 申命記の 言で ある。 「人 はパ ン のみに て 生ける 者に 非す 唯 神の 口より 52 る. 

凡ての (H に 2 ると 錄 されたり」 と ある は、 巾 命 記 八 章 三 節に 錄 された ので ある。 「义 主たる 汝の神 を 試 

むべ からす」 と は 同 六 章 十六 節 を 引いて 言 ひ 給うた ので ある。 更に 乂 「ひ-たる 汝の 祌を拜 し、 惟之に 

のみ^ ふべ し」 との 一 W は： I 章 W 節-.^ 節 を 約め て n: ひ 給うた ので ある。 如. 此 くにして 咄嗟の 場合に ィ K 
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スの に 上り 來 りし 曾 は、 彼が 常に.！？^ し複 誦し 給 ひし 言で あらねば ならぬ。 其他ィ H スが 直接に 

接に 此書を 引用し 給 ひし 場合が 澤山 にある。 預言者 も 使徒 等 も 亦 多く 此書を q;; 用した。 新約に 幾度 か 

用 ひられし 「仇 を復 へす は 我に 有り」 との 言の 如き、 申命記 三十 二 章 三十 五節より 出た る ものである。 

そして 申命記 全體を 讀んで 見て、 その 如何に 慈愛に-) £ める 書なる 乎が 判明る。 左の 救 節の 如き、 嚴 

格の 人モ ー セの 心より 出たり と は 如何しても 思 へぬ。 

汝小 山羊 を 共 母の 乳に て 煮る ベから す。 

おやこどんぶり 

と (笫 十四 章サ 一節 )o 日本の 食物に 親子丼と 云 ふ ものが あるが、 モ ー セは斯 かる もの を 法律 を 以て 禁 

じたので ある。 彼 は 山羊の 親子 煮 を 許さなかった。 モ ー セは又 鳥類 保護の 法 を^け て 曰うた。 

ほとり 

汝、 鳥の 巢の、 路の頭 义は樹 の 上 又は 土の 上に 在る を 見ん に、 雛 叉 は 卵 その 中に 在りて 母鳥 その 

雛 又は 卵の 上に 伏し 居らば、 その 母鳥 を 雛と 共に 取る ベから す。 必 すその 母鳥 を 去らし め、 その 

雛 の み を 取る ベ し。 然 かせ ば汝 福祉 を 璲且汝 の ほ を 長う す る を 得 ベ し (一 一 十 二 章 六 、 七 節)。 

母鳥 を 取 つ て 雛 を 餓死せ しむ る の 無慈悲 を 行 ふ ベ か らす、 若し 取るべき の 必要 ある 場合に は 母鳥 を 逃 

して 鎩を 取るべし と 云 ふので ある。 鳥類 保護で はない、 人道 獎勵 法で ある。 禽と獸 とに 對し 無慈悲な 

る 者 は 人間 相互に 對 して 無慈悲で ある。 r 汝 福祉 を 獲べ し」 と ありて、 鳥 を 庇 ふの 報と して 神の 祝！ 幅 

に與 るべ しと 云 ふ。 近代の 法律が 凡て 社會 公益の 爲 なる に對 して、 モ ー セ律は 凡て 神の 爲に 設けられ 

はな よめ 

た。 又 新婦 を 慰む る爲の 律法が あった。 二十 g: 章 五節 を 見るべし。 

人 新たに 妻を娶 りたる 時 は 之 を 軍に 出 だすべ からす、 何の 職務 を も 之に 任す ベから す、 其 人 は 一： 

年 問 家に 閑居し て そ の 娶れる 妻 を 慰む ベ し 


と。 何たる 優 さしき 法律なる 哉。 新婚の 男子 は 一 年間 兵役 を 免ぜら ると 云 ふ。 斯くて 女子 は 尊 まれ 家 

庭 は 重んぜられ たので ある。 スパルタに ドレ ー コ あり、 ァ テンスに ソロン ありて 古代の 民に 法律 を授 

けしと 雖も、 モ ー セの 如くに 兵役 を 免じてまで も 新婦 を 慰む る 法律 を 編んだ 者はなかった。 其 他贫民 

救助に 關 する 法律 は 精密 を 極めた。 

然 らば モ ー セ律は 小事に 精密であって 大事に 疎漏で ありし 乎と 云 ふに、 勿論 然ら すで ある。 二十 七 

章 十五 節 以下の 十二 囘に涉 る 呪詛の 首の 如き、 護んで 戰慄 を： It じ 得ない。 「北 ハ 父母 を輕ん する 者は詛 

はるべし」 「盲者 をして 路に迷 はしむ る 者は詛 はるべし」 と 云 ふが 如きで ある。 そして 神の 律法に 背 

くの 刑罰と して 國 民に 臨むべき 不幸 息 難 を列擧 する 所 は、 實に 深刻 を 極む と 謂 ふ 可し である。 之に 對 

して 之 を 守る の 報 (a; は廣大 であった。 結大の ■ 詛に對 する 絶大の 祝福であった。 バウ n が 曰へ るが 如 

いっくし み びし.？ 

くに、 「祌の 慈愛と 嚴肅と を 見よ」 である  <>  マ甞 十一 章 ニニ 節 )o モ ー セは H ホバを 呼んで 曰く 

I およ、 その 御行 爲は完 く、 其 道 は 凡て 正義な り 

みこ ゝろ  いは  ；；， さし  はざま 

と (：讲 二 章 四 節〕。 モ ー セ律は エホバ の 聖意を 現 はした 磐で ある。 北ハ優 さは 狹 間に^く 石竹 や 百合 花の 

如し。 

美 はしき は 申命記の 錄すモ ー セ の 最期で ある。 

H シュ ルンよ、 汝の 神の 如き 者 他に 在るな し 

彼 は汝を 助けん とて 天に 乘り給 ふ 

雲に 駕 して 其 威光 を 現 はし 給 ふ 

永久に 在ます 祌は汝 の 住所な り 

5- 命 ぉ大 -SE-  七 
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汝の 下に は 永遠の 腕 ありて 汝を 支え 給 ふ 

と (卅三 章 二 六、 二 七 節 )o 之 を 彼の 最後の 言と して、 彼はモ アブの 地なる ビス ガの 鶴に 登り、 約束の 地 

を遙にび_^!んで死んだ。 時に 百 二十歳。 
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余は^^-：約^^：書中の中命記を愛讀する者の 一 人で ある、 神の 義と 愛と 情と を 示す 者に して、 古代の 書 

の 中に 之に 比ぶ ベ き 者 はない と 田 5 ふ。 

勿論 兹で巾 命 記に 就て すべ て を 語る こと は 出来ない、 唯 其 中の 余の 特 愛の 聖 句の 或 者 を揭げ て、 共 

如何なる 性質の 書で ある 乎 を 示し、 併せて 之に 關 はる < ^の 感想 を 少しく 述べ やうと 思 ふ。 

北 (第 一 章 十六、 十七 節に 曰く 

汝等 その 兄弟の 中に 起る 訴訟 を聽 き、 此 人と 彼 人との 間 を 裁判くべし、 他國の 人に 於ても 亦然 り、 

汝等人 を 視て裁 やすべ からす、 小なる 者に も 犬なる 者に も 耳 を倾 くべ し、 人の 面 を 恐る ベから す- 

裁剌は 神の 桌 なれば なり。 

是れ 神が モ ー ゼを 以て 當 時の 裁判官に 傅へ 給 ふた 言葉で ある、 實に 簡潔に して 力 ある 言葉で はない 


乎、 今より 少く とも 一 一千 七 百年 前に.：： めら れ たる 律法な りと 雖も、 其 精神に 至て は 今 も， ：！： ほ齊ら ない、 

外國 人の 權利を 內國人 同様に 認め、 法律の 前に 富者 貧者の 差別な きを 一一 一一 tl 明し、 人の 面 を 恐るべからず 

と 曰 ひて 富者 權者 のために 特別の 裁判 を爲 すべから すと 誡む、 殊に 裁判 は 神の 事な リと云 ひて 裁判の 

神聖 を宣 ぶる に 至りて、 誰か 莊嚴 の 感に打 たれざる 者 あらん や、 裁判 は國家 安寧 のた めば かりで はな 

い、 叉 生命 財產の 保護の ためば かりで はない、 裁判 は 特に 神の 事で ある、 之を忽 諸にす る 者 は 神に 對 

して 罪 を 犯す 者で ある、 今の 文明 國の 民法、 刑法に 此 神聖 ある や、 疑 はし。 

111： じ 章の 三十 一 節に 曰く 

汝は叉 汝の祌 H ホバ が、 人の 其 一十 を 抱く が 如くに 汝を 抱き 給 ひし を 見たり。 

公義の 神は义 慈愛の 祌 である、 エホバ の 祌に此 優 さしい 心が ある、 舊約は 愛を說 かすと いふ は ii 言 

である、 人が 其 子 を 抱く が 如く 汝の神 H ホバ は汝を 抱き 給 ヘリと、 是れに 勝 さりて 濃 かなる 愛： W は， 何 

處 にある 乎、 而 かも イスラ H ルを 抱きし 神 は 天地 萬 物の 造 主で あると 云 ふ、 大 なる 神、 犬なる 父、 ィ 

ス ラエル は 幸福なる 民で ある。 

其 第 w 章 十五、 十六 節に 曰く、 

. ホ レブに 於て エホバ 火の 中より 汝 等に 曾 ひ 給 ひし 日に 汝等は 何の 像 を も 見 ざり しなり、 然 れば汝 

等 深く 自 から 愼み、 道 を 短り て 自己の ために 偶像 を 刻む 勿れ。 

偶像 崇拜 を絕對 的に 禁じた 首 葉で ある、 H ホ バはホ レブの 山 (シ ナイ 山) より イスラ H ルの 民に 語 
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り 給 ふた、 然しながら 何の 像 を 以て も 彼等に 顯 はれ 給はなかった、 イスラエルの 民 は エホバの 聲を聞 

いた、 然しながら 其 像 を 見なかった、 聲は靈 的で ある、 形 は 物質的で ある、 眞现は 之を环 に 巾て 傳ふ 

ぺき である、 目に 由て 示すべき でない、 目 を 以て 見て 人 は眞理 を曉ら すして、 之を傳 ふる 器械 を 祟む 

るに 至る の 虞が ある， H ホバは 御自身 さへ も 其 像に 於て 崇拜 せらる、 こと を 許し 給はなかった、 神の 

聲は杜 の それの 如くで ある、 吾等 は 其の 聲を聽 けど も 其 形 を 見ない、 偶像 崇拜 は眞 理の傳 達と 其 了 

解と を妨 ぐる ものである、 故に 是れ は絕對 的に 禁 すべ き 者で ある。 

输赘 彫刻 を 以て 神の 形 を 現 はすこと、 或 ひ は 建築 術 を 凝して 敎會堂 を 飾る こと、 或 ひは莊 美なる^ 

衣 を 着て 民の 敬 崇を惹 く 事 等 はすべ て 偶像 崇拜の 類で ある、 純然たる 靈的宗 敎は斯 かる 形貌の 使用 を 

許さない、 聲 ある も 形な き 宗敎、 是れが H ホバの 命じ 給 ひし 宗敎 であって、 叉 我等の 主 イエス キリス 

ト の宗敎 である。 

祌は靈 なれば 拜 する 者 も 亦 靈と眞 を 以て 拜 すべき 也 (約 翰傳四 章サ四 節〕。 

其 第 七章廿 1 一節に 曰く 

汝の神 M ホバ は是 等の 國民 を漸々 に汝の 前より 逐攘ひ 給 はん、 汝は 急速に 彼等 を滅 しっくす 可ら 

す、 恐らく は 野の 獸 殖えて 汝に逼 らん。 

「汝」 は イスラ H ルの 民に 對 して 云 ふ、 彼等 は 其 時 力 ナンの 土地 を 征服し つ & あつたの である、 

r 國人」 は 力 ナンの 地に 住める 諸 民 挨を云 ふ、 卽ち イスラ H ルの 民の： W 攘 すべき 歒 である. 雨う して 

祌 は 其 選民 を 約束 の 地に 導き 給 ふに 方て も 急速 に は 其 敵 を逐攘 ひ 給 はざる べしとの 事で あろ， 卽ち征 


服 の 事業 は漸 々に 行 はるべし との 事で ある、 爾 うして 其 故 は 野の 獸が 增殖 して 選民 を 害 は ざらん がた 

めで あるとの 事で ある。 

人 は 急速の 成功 を 要求す る、 然 かし 神の 事業 は 常に 順序 的で ある、 初めに は 苗、 次ぎ は德 出で、 穗 

の 中に 熟した る穀を 結ぶ (馬 可傳 3 章 二十 八 節)、 神 は 急速に 其 選民 を 約束の 地に 導き 給はなかった、 神 

は 又た 急速に 其 愛子 を 聖國に 導き 給 はない、 所謂る 「卽 刻の 改信」 なる もの は 神に 取て 爲し 難い 事で 

は あるまい、 然し 全智の 神は斯 かる こと を 爲し給 はない、 「恐らく は 野の 獸 殖えて 汝に逼 らん」、 恐 

ら く は 急 劇 の 改信は 其 人 を 前よりも 更 らに惡 しき 狀 態に 陷 しいれん。 

惡鬼 人より 出て 旱 きたる 地 を 巡り 安息 を 求 むれ ども 得すして 曰 ひける は、 我が 出し 家に 歸 らん、 

旣に來 りしに 穴. I 虚 にして 播淨 まり 飾れる を 見、 遂に 己よりも： 惡き 七つの 惡 鬼を携 へ、 偕に 入りて 

こ k に 住まへ ば 其 人の 後の 患狀は 前よりも 更 らに惡 かる ベ し (馬 太傳 十二 章 四十 三— 四 十 五節)。 

おひ はら 

惡は之 を 急速に 逐攘 ふべき でない、 渐々 に逐攘 ふべき である、 急速の 成功に 恐るべき 危險が ある、 

不信者に 急速の 改信を 迫る が 如き は 決して 彼等 を 救ふ途 でない、 「汝 の祌 M ホバ は漸々 に汝の 敵を汝 

の 前より 逐攘ら ひ 給 はん」 と、 漸々 に、 然り、 漸々 に！ 

誡 命に 誡命を 加へ、 誡 命に 誡命を 加へ、 度に 度 を 加へ、 度に 度 を 加へ、 此 にも 少しく、，， 彼に も少 

しく 敎 ふ GW 赛亞書 一 一十 八 章 十 節)。 

其 第 八 章 一 一、 三 節に rn く 

あれの 

汝 記念すべし、 汝の神 M ホバ この 四十 年の 間汝 をして 曠野の 路に 歩まし め 給へ り、 …… 卽ち汝 を 

申命記 標註  三 五 一 


0 究  三 五 二 

苦しめ、 汝を 飢えし め、 义汝も 知らす、 汝の 先祖 等 も 知らざる 所の マナ を汝 等に 食 はせ 給へ り、 

是れ、 人 は パン 而已 にて 生く る 者に 非す、 叉 エホバの 口より 屮： る 言に 由り て 人 は 生く る 者なる を 

汝に 知らし めんた め 也。 

同 十六 節に in  く 

汝の 先祖 等の 知らざる マナ を喊 野に て 汝に食 はせ 給へ り、 是れ 皆な 汝を 苦しめ、 汝を みて 終に 

福祉 を汝 に赐 はんとて なりき。 

「人 は パン 而-」 にて 生く る 者に あらす、 叉 エホバの 口より 出る 一一：： ：： に. S りて 人 は 生く る 者な り」、 是 

ちれの  こ、 ろみ 

れ キリストが 曠野の 試 誘に 於て 惡糜に 向って 引用され し 一 W 葉で ある、 神が 時には 飢娥を 以て 其 子 を 苦 

しめ 給 ふ は 彼に 食物 以外、 他に 食物 ある こと を 知らし めんがた めで ある 、神の 言 紫 は 誠に 實に 滋養に 

富める 食物で ある、 是 れは靈 魂の 食物で ある 計りで はない、 又 肉體の 食物で ある、 人 は 神 を 知る こと 

に 由て 齒食 して、 叉斷 食して 其 健康 を 保つ ことが 出来る、 淸き 良心 は 最も 良き 滋養 品で ある リ 

「終に 福祉 を汝 に^ はんとて 也」 と、 神 は 其 愛子 を 初めに 苦しめて 終に 祝福し 給 ふ、 若き 時に 乏 

を 味 はしめ て老 ひ て 益 々 恩 惠の豐 富に 飽かしめ 給 ふ、 初めに 肉體 の 食 を 奪 ひて 後に 靈魂 の 食物 を裕か 

に 與へ給 ふ、 

ィ H ス曰 ひける は 誠に 實に汝 等に げん、 若し 人の子の 肉 を 食ら はす 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生 

な 叩な し、 我 肉 を 食ら ひ 我 血 を 飲む 者 は 永生 あり、 我れ 末の 日に 之 を 甦らすべし、 夫れ 我 肉 は眞の 

食物、 叉 我 血 は 3 讽の飮 物な り、 我が 肉 を 食ら ひ 我 血 を 飮む者 は 我に 居り 我 も 亦 彼に 居る 「約 翰傳六 

章 五十一！  一  1 五十六 節」。 


是れは 譬喩で あら ふ 乎、 事實 であら ふ 乎、 是れは 赏に甚 しき 言で ある (同 六十 節)、 卽ち 解す るに： J 取 

も 難い 一一 一一 c 紫で ある、 然れ ども 人生の 曠野に 獨り祌 と 偕に 語り、 其 微かに して 而 かも 確かなる 聲を聽 い 

て、 ィ H スの此 一一 K 葉の、 事實 中の 事實 である ことが 判明る、 人の 食物 問題 は經 f£ 的に のみ 解釋 する こ 

と は出來 ない、 世に は 米 以外、 パン 以外、 肉 以外、 野茱 以外、 他に尙ほ經^^擧者と相場師との知らな 

い 食物が ある。 

曠野の 試 誘、 飢餓の 苦痛、 食 を 奪 はれて 路頭に 迷 ふこと、 是れ實 に 貴い ことで ある、 是に 由て 「終 

に 福祉 を 汝に賜 はん」 と 神 M ホバは 曰ひ耠 ふた、 然り、 「終に」、 末の 日に、 「福祉 を 賜 はん」、 之 

を輕ら すべし、 政〕 时ゃ會 社 や 敎會に 食 を 奪 はれて 神に 永生 を 賜 はると 云 ふので ある、 何等の ii 祉 ぞ！ 

SI に 云 ふ、 ィ H スが 曠野の 試 誘に 於て 惡 魔に 向て 發 せられし 言葉 はすべ て 此巾命 記より 引かれし 

ものである、 「人 は パン 而已 にて 生く る 者に 非す」 と は 其 第 八 章 三 節より、 「主たる 汝の祌 を 試む 

ベから す」 と は 其 第 六 章 十六 節より、 「主たる 汝の 神を拜 し、 唯 之に のみ 事 ふべ し」 と は 其 第 六 章 

十三 節より 引かれた る 者で ある、 以て ィ H スが如 M に 巾 命 記 を愛讀 されし 乎が 判明る、 ィ H スの特 

愛の 書たり し 此書は 叉 吾人の 特 愛の 書た るべき である。 馬 太 傳四章 一 —十 一 節 參考。 

其 第 十-軍 十一 一節に 曰く 

イスラ H ルょ、 4マ 汝の神 H ホバ の汝に 要求め 給 ふ 事 は何ぞ や、 唯是れ のみ、 卽ち汝 が 汝の祌 エホ 

バを 長れ、 その 一切の 道に 步み、 之 を 愛し、 心を盡 し、 精 祌を盡 して 汝の神 H ホバに 事へ、 叉 我 

が 今日 汝 等に 命 マ る M ホバ の誡 命と 法度と を 守りて 身に 福祉 を 得る の 事の み。 
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神が 其 選民より め 給 ふこと は是れ のみで ある、 其 他に ない、 彼 は 彼等に 貴顯の 門に 出入せ よと 

命じ 給 はない、 又 魔く 交際 を此 世に 求めよ と 敎へ給 はない、 又 彼等より 敎會堂 建築 を 要め 給 はない、 

口先の fm 美と 言辭 の辯證 と を 求め 給 はない、 神 を 畏れ、 祌を 愛し、 神に 事 ふること、 是れ 神の 選民が 

爲 すべき 唯一 の 事で ある、 M ホバは 同一 の 要求 を 預言者 ミカの 口 を 通う して 爲し給 ふた、 

, H ホバ數 千の 牡羊、 萬 流の 油 を 悅び給 はん 乎、 我が 愆 のために 我が 長子 を默 げん 乎、 人よ、 彼れ 

V  n  ？  000000 もと OOCCOOOOOOO  OOO0O  へり,、 だ 

前に 善事の 何なる を 汝に吿 げたり、 エホバの 汝に 要め 給 ふ 事 は 唯 正義 を 行 ひ、 憐润を 愛し， 謙遞 

OOOOOOOOOOOOCOO  .- 國.） ノ  3 

りて 汝の 神と 偕に 步む 事なら す や (米 迦甞六 章 七 八 節) 

偶像 崇拜を 禁じ 給 ひし 神 はすべ ての 表面の 儀式 方法 を 嫌 ひ 給 ふ、 イスラ H ルは 神に 事 ふるに 方て 多 

く 心 を， 配るべき ではない、 曰く 敎會 政治、 曰く 傳 道の 方法と， 是れ祌 の 一 選民の 憂慮すべき ことで はな 

い、 「正義 を 行 ひ、 憐個を 愛し」、 卽ち嚴 格に して 心 優 さしく、 「謙遜り て 神と 偕に 步む 事」、 是れ 

敬神の 諸 凡で ある。 

. 共 第 十 章 十九 節に 曰く 

汝 等外 國人を 愛すべ し、 そ は 汝等も H ジブ トの國 に 於て 外國 人たり し 事 あれば 也。 

汴國ん を 愛すべし、 異國の 民な りと て 彼等 を 冷遇 虐待す る 勿れ、 汝等も 曾て 一度 は H ヂプト 國に在 

て 外 K 人たり し 者、 而 かして 其 王と 民との 虐 遇する 所と なりて、 異邦に 流寓 する の 辛ら さ、 痛 さ を 味 

へり、 汝が 人に 爲ら れんと 欲する が 如く 其 如く 人に も爲 よ、 汝、 外國に 在て 其 民の 優遇す る 所と なり 

しか、 其 恩 を 酬ゐん がた めに 汝 等の 中に 流 遇する 外 國の民 を 優遇せ よ、 人 は 人な り、 すべて 神の 子な 


り、 支那 人な りと て賤 み、 朝鮮人な りと て 蔑し め、 印度人な りと て 欺く 者 は 君子 國の 民に あらす、 勿 

論 キリス トの 僕に あらざる なり。 

其 第 十四 章廿 一 節に 曰く 

汝、 小山 羊 を 其 母の 5^ にて 煮る ベから す。 (出 埃 及 記 サ三章 十九 節 * 仝 三十 四 章 二十 六節參 照) 

動物に 對 して 無慈悲なる 勿れ、 小山 羊と 雖も其 親子の 情 を 重んぜよ、 其 肉 を 煮る に 其 母の を 以て 

する 勿れ、 人 は 動物に 對 して 冷酷に して 同胞に 對 して 冷酷なる に 至る、 山羊 を も 其 情に 於て 顧みよ、 

而 して 自身 も 亦 柔和、 溫 情の 人と 成れよ。 

其 第一 一十一 一章 六、 七 節に 曰く 

汝、 鳥の 巢の路 の邊、 又は 樹の 上、 叉 は 土の 上に ある を 見ん に、 雛 叉 はた i ノ 其 中に ありて a- 鳥 そ 

の 雛 叉 は 卵の 上に 伏し 居らば、 その 母鳥 を 雛と 共に 取る ベから す、 必す其 母鳥 を 去ら しむべし、 

f 唯 その 雛の み を 取る も 可な り、 然 かせば 汝幅祉 を 獲、 且汝の 日 を 永う する を 得ん。 

si に對 して 無慈悲なる 勿れ、 又 禽に對 して 慈悲 深 かれ、 鳥の 巢を擾 す 勿れ、 母鳥 を 雛と 共に 取る 勿 

.^、、 , ^を 同時に 捕 慮と なす 勿れ、 若し 止むな くば 必す £1 をして 去らし めよ、 和 i い ハ」 ト^ 

とな づ 勿れ 〔 孤兒 となさん より は 寧ろ 之 を 殺す に 若 かす、 斯の 如く 小鳥にまで 汝の 同情 を 表して、 汝 

は 神より 福祉 を璲 て、 地上に 汝の日 を 永う する を 得ん、 平和 は 之 を 人に 對 しての み 求む ベから す、 又 

獸と 禽に對 して 求むべし、 森の 獸 をして 汝を祝 さしめ よ、 林の 鳥 をして 汝の名 を i へしめ よ、 萬 軍の 
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主 エホバ 斯 くん 叩 じ 給 ふ。 

共第廿 1： 章 五節に 口く 

, 人、 新たに 妻を娶 りたる 時 は 之 を 軍に 出す ベから す、 叉 何の 任務 を も 之に 负 はすべ からす、 其 人 

は 家に §1 居し て その 娶れ る 妻 を 慰む ベ し 。 

新 II を 顧みよ、 人に 嫁す る や 否や ffl に 彼女より 新 郞を奪 ひ 去りて、 彼女に 憂目 を 見せし むべ からす _ 

兵役 は 新婚 後一 年間 之 を 新郎に 課すべ からす、 n- 疋れ 彼れ をして 家に 在りて 彼の 新婦 を 慰めし めんた め 

なり、 "；^ れ 义莴？ ^の 主 H ホバの 律法な り、 人の E わ 念に 過ぎて、 弱き 器 を m 心 ひやる こと 深し、 婦人の 幸 

一 i を 措て 問 はざる 國も 民も榮 えざる べし。 

其 第一 一十 五 章 il 節に 曰く 

t 穀物 を-礎す 牛に 口籠 を かく 可ら す。  . 

{| 畜を 愛すべし、 之 を 家人と して 极ふ べし、 牛に 穀物 を碾 さしむ るに 方て 之に 口籠 を繁 けて、 彼が 

"た ドに踐 む 所の 穀粒 を 食 ふこと 能 は ざら しむる 勿れ、 勞 働の 權利は 之 を 家畜に 於ても 認めよ、 彼が 其 

報酬 の 分配に 與か るは宜 ベ なり、 況して 人に 於て を や。 

實に 驚くべき 書で ある、 モ ー ゼ の 律法と 云 へば 嚴格 一 方の 律法で あると は 世間 一 般の 想像で ある、 

然るに^^HKは決して爾ぅではなぃ、 宇宙の 主宰、 萬 物の 造 主なる h ホバの 神の 誡命 として 傳 へらる、 


モ— ゼ律は 獸を囘 護 ひ、 禽を眷 顧み、 新婦 を 想 察り、 家畜の權利までを<3^んする者でぁる、 世に 優 さ 

しい 律法と てモ ー ゼの 律法の 如き はない、 「基督 敎は嚴 父の 如き 者であって、 佛敎は 慈母の 如き 者で 

ある、 故に 我 は 後者に 適かん」 など 云 ふ 者 は 未だ H ホバ の 神の 心 を 知らない 者で ある、 

婦 その 乳兒を 忘れて 己が 胎の 子を憐 まざる こと あらん 乎、 縱ひ 彼等 忘る 、 こと ありと も 我 は汝等 

を 忘る k ことなし (以 赛亞書 四十 九 章 十五 節 )o 

-是 でも 基督教の 神に 慈母の 愛が 無い とい ふ 乎、 愛 深き が 故に 嚴格 であるの である、 淺き愛 は 放縦で あ 

る、 申命記 を 讀んで 祌の嚴 格と 憐憫と が 解かる、 彼 は 非常に 嚴格 にして 非常に 慈悲 深き 父で ある。 
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ヨシ ュ ァ 記より ヱス テル 書に 至る 


ヨシ ユア 記 研究 

約 書 亞記大 意 

約 W  記 は イスラ H ル 人の 力 ナン 侵入 記で ある。 或は 亦 ヌンの 子 ヨシ ユアの 傳 記で あ る。 だ 勇ま 

しい 書で ある。 日本人の 5sf 記を讀 むが 如くに 感 する 筒 所 も ある。 神の 民 を 軍人と して 見た る、 其の 行 

動の 記錄 である。 故に 基督 信者であって 軍事に 從事 する 者 は 喜んで 此 書を讀 む。 此はコ &ムゥ H ルの 

特 愛の 誓であった。 彼は自 から 英國に 遣され しョ シ ュ ァ であると 3 心 ひ、 其 敵 を 剿滅す るに 方て ョ シ ュ 

ァが 採りし 途を 採った。 戰 爭を惡 事と 見れば 此の 書に 何の 價値 もない が、 戰 (卡を 神の 審判と 見れば、 

此の 書 は 校範的 書物で ある。 そして 平和 を 愛する 基督 信者 も 亦此書 を讀ん で敎 へられる 所 多大 である。 

信仰 は戰ー 印で ある。 「我等 は 血肉と 戰 ふに 非す、 政 また 權威 また 此 I の 幽暗 を 宰る者 また 天の 處に 

在る 惡の 靈と戰 ふなり」 と あるが 如し (以^ 所 書 六 章 十二 節 )o 我 敵 を 惡の靈 なる サタンと 見て、 我 も 亦 

イエス (ヨシ ユアと-: ム ふと 同じ〕 に 率 ゐられ て 其 剿滅に 從事 する 者で ある。 (ヨシ ユア は rn ホバは 

我が 救扬 なり」 の 意で ある。 馬太傳 一 章廿 一 節參考 )。 

約 書 ：=si 記 は卄四 章より 成る。 之 を 三部に 分つ。 第一 部 は 力 ナン 侵入 記で ある、 第一章より 五 章に 至 

約 * "亞 大意  一ーニ ハー 
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る。 第二 部 は 力 ナン 征服 記で ある、 第 六 章より 十二 車に 至る。 第三 部 は 力 ナン 分割 記で ある、 第 十； 二 

^i!3fょり廿ニ章に至る。 以上の 附錄 として ヨシ ユアの 訣^の 辭が ある。 我等に 興味 多き は 第一 部と 附錄 

とで ある。 第三 部はパ レ スチナ 地现の 精細に 涉り、 理解す る 事 甚だ 困難で ある。 然し 乍ら ユダヤ人に 

取て は貴簠 なる 文書で あらう。 又 考古學 の 立場より 兑て約 書 Si 記の 價値 は大 なる 者で ある。 其 內にョ 

シュアの 性質が 能く 現 はれて ゐる。 乇 ー セは 政治家で あり、 法 体 家で ありし に對 し、 ヨシ ユア は單 純 

なる 軍人であった。 故に 彼の 行爲も 言辭も 悉く 軍人 的であった" 

エホバ モ ー セの從 者 ヌンの 子 ヨシ ユアに 語りて 曰 ひ 給 はく ：：： 心を强 くして み勵 み、 我 僕 一 マ 

1 セが汝 に 命ぜし 法 を 悉く 守りて 行 ふべ し。 右に も 左に も 曲る 勿れ、 然 らば 汝何處 に往 きても 

利 を 得べ し  汝の 凡て 往く齒 にて 汝の祌 H ホバ 偕に 在せば 懶る& 勿れ 戰慄く 勿れ (一章 一— 九 

節〕。 

5^ 人の 職分 は 命べ" に從 ふに 在る。 「右に も 左に も 曲る 勿れ」、 「柯 故に」 と 云 ひて 命令の 說明を 聞かん 

と 欲する 勿れ、 從へ、 それが 〔4 人の 本分で ある。 詩人 テ 一一 ソンが お 名なる 「輕 騎隊の 突貫」 に 於て 

歌うた 如くで ある。 「我等 は 3： 故と 問 ふべき でない、 我等 は 唯 服從、 死ぬべき である」 と。 そして 約 

書 ：5| 記 を 通う して 漲る 精神 は 此精祌 である。 民が ヨシ ユアの 命令に 對 して 誓 ひし 一 百 は 左の 如し。 

誰に も あれ、 汝が 命令に 背き、 凡て 汝が 命す る 所の 言に 聽從 はざる 者 あらば 之 を 殺すべし。 唯汝、 

心を强 くし 且 勇め ( 一 章 十八 節 )o 

力 ナン 征服 は ヨルダン 河 渡涉を 以て 始まった。 玆に紅^||横，歐に似たる奇蹟が行はれた。 次ぎに エリ 

コの陷 落が あった。 之 も亦奇 接に 由て 行 はれた。 其 次ぎが アイの 攻略であった。 兹に 敗北の "：^ も ra は 罪 


に 在りとの 事が 忘るべからざる 實驗 として 敎 へられた。 (第 七 章、 殊に 其 十九 節 以下 を 見よ〕。 イス 

ラ H ル人は 西に 向って 進んだ。 H ルサ レムの 王 アド 一一 ゼヂク 以ド、 ァ モリ 人の 王 等 五 人が 聯合して 防 

戰 した。 然し ヨシ ユアの 率ゐる 侵入軍に 當る能 はす、 北て べテホ ロンの 降 坂に 至る や、 エホバ 天より 

大石を 降して 彼等 を擊ち 給へ りと 云 ふ。 曰く 「イスラエルの 人々 が劍を 以て 殺し i 者よりも-富 石に て 

死し 者の 方 多 かりき」 と。 そして 此處に ヨシ ユアが 衆の 前にて 唱 へし 言が 有名なる 者で ある。 

日よ ギベオンの 上に 止まれ、 月よ アヤ ロンの 谷に 息ら へ。 民 その 敵 を 撃破る まで、 日 は 止まり 月 

は 息ら ひぬ (十 章 十二、 十三 節 )o 

記者 は 之に 註して 曰うた、 「是は ヤシ ャルの 書に 記さる \ に 非す や。 卽ち日 は 空の 中に 息ら ひて 急ぎ 

^ざり しこと 凡そ 一 日な りき、 是 より 先き にも 後に もェ ホパ 此の 如く 人の 言 を 聽容れ 給 ひし 日 は あら 

す」 と。 

此後猶 ほ 幾た びかの 戰爭 があった。 然し 何れも ヨシ ユア 軍の 大勝 利に 歸 した。 近世 史に 於て ヨシ ュ 

ァ戰史 に 匹敵すべき 者はコ 口 ムゥ H ル戰史 である。 連戰連 大勝であった。 何れも 奇蹟 的 大勝 利で あつ 

み わざ  たゝ. h ひ 

た。 人の 業で はない、 神の 御 業で ある。 戰は エホバ の ものであった。 其 正 護 を 行 ひ、 恩 惠を施 こす 爲 

の ものであった。 若し 殺伐に 意味が あると すれば 之れ 以外に 無い。 イスラ ヱ ルのカ ナン 征服 は 噴 落の 

極に 達せる 力 ナン 人 を 罰する 爲と、 之に 合せて イスラ H ルに惠 を 施 こさん 爲 であった。 然し 乍ら 神の 

子が 人類の 罪 を 負 ひ 十字架に 死た まひし 以後の 八 r '口、 ョ シ ュ ァが 採りし 手段 方法 を 採る 必要 は 全然な 

い。 約 書 亜記 は 今や 靈戰 記と して 讀 むべき である、 そして 爾ぅ讀 んで此 書の 價値は 絶大で ある。 

約 IS 記大 is-  H 六 一一 一 
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アイの 攻撃 

隱惡と 敗北 

約 螯 亞 記 第 七 章 (改譯 ) 

時に イスラエルの 子等、 詛 はれし 物に 就きて 罪 を 犯せり、 卽ちュ ダの支 派なる ゼラの 子なる ザブデ 

の 子なる カルミの 子 アカン 詛 はれし 物 を 取れり、 是を 以て ヱホバ イスラエルの 子等に 對 ひて 一 震 を 

發ち 給へ り。 

ヨシ ユア ヱ リコより 人 をべ テルの 東に 當り てべ テアべ ンの邊 にある アイに 遣 はし、 之に 語りて 言 

ひける は r 汝等 上り 往 きて かの 地 を 窺へ」 と、 其 人々 上り 往 きて アイ を 窺へ り、 彼等 ヨシ ユアの 許に 

りて 之に 曾 ひける は 「民 をして 蜜く 上り 往 かしむ， 叨れ、 唯一 一三 千 人 を 上らし めて アイ を擊 たしめ よ、 

すべての 民 を 彼 慮に 遣りて 勞せ しむる 勿れ、 彼等 は 寡ければ 也」 と、 玆に 於て 民 凡そ 三千 人ば かり 

% ^に 上り 往 けり、 然るに 彼等 アイの 人の 前より 遁走れ り、 アイの 人 彼等の 中 三十 六 人ば かり を 

：" た." ざ >ノ  しひき 

乘 てり、 彼等 を 門の 前より 追 ふて シバ リムに 至り、 '坂に て 彼等 を 撃てり、 民 は 魂 神 消えて 水の 如く 

になれ り。  、 

斯り しかば ヨシ ユア 其 衣 を 裂き、 ヱホバ の櫃の 前に 俯伏して 暮 にまで 及べり、 彼と イスラエルの 長 


老 等と は斯く なせり、 彼等 は 首に 塵 を 蒙れり、 ヨシ ユア 言 ひけら く、 

嗟 主 ヱホバ よ、 汝 何とて 此民を 導きて ヨルダン を濟ら せ、 我等 をァ モリ 人の 手に 付し、 我等 を 

滅亡 さしめ 給 ふや、 我等 ヨルダンの 彼方に 安んじ 居りし ならば 善 かりし 者 を、 嗟 主よ、 イスラ 

エル 旣に 敵に 背 を 見せ たれば 我 また 河 を か 言 はん、 力 ナン 人 及び 此 地の すべての 民 等 之 を 聞き、 

我等 を攻圍 み、 我等の 名を此 *1 より 絶たん、 汝は 汝の大 なる 聖名を 如何にし 給 ふや。 

ヱホバ ヨシ ユアに 一一 一一 n ひ 給 ひける は、 

立てよ、 汝 何とて 斯くは 俯伏す や、 イスラエル は雜を 犯せり、 彼等 は 我が 彼等に 命ぜし 我が 契 

約 を 破れり、 彼等 は詛 はれし 物 を 取れり、 竊み H: つ^はり て 之 を 己が 所有物の 中に 置け り、 是を 

もて イスラエルの 子等 は 敵に 當る こと 能 はす、 彼等 は 敵に 背 を 見せたり、 彼等 は詛 はれた る 者と 

なりたれば 也、 汝等 その 詛 はれし 物を汝 等の 中より 絶つ にあら ざれば 我れ 再び 汝 等と 偕に 居ら じ、 

立てよ、 民 を 潔め よ、 彼等に 言へ、 

汝等 明日の ために 己 を 潔め よ、 イスラエルの 神 ヱ ホバ斯 く 一一 一一 C ひ 給 ふ、 イスラエルよ、 汝の 中に 

詛 はれし 物 あり、 汝 其詛 はれし 物を汝 等の 中より 除き 去る まで は汝の 敵に 當る能 はす、 然れ 

ば 明朝 汝等 その 支 派に 循 ひて 進屮 I づ べし、 而 して エホバの (鬮を もて) 引き 給 ふ 支 派 は 其 宗族 

に循 ひて 進出 づ べし、 而 して ヱ ホバの 引き 給 ふ 宗挨は 其 家族に 循 ひて 進出 づ べし、 而 して ヱホ 

バの 引き 給 ふ 家族 は 北ハ 男子 一人一人 進屮 I づ べし、 而 して 詛 はれし 物 を 有て る 者と して 引かれ 

し 者 は 火に て燬 かるべし、 彼と 彼の 所有物 はすべ て 1^ かるべし、 そ は 其 者 は ヱ ホバの 契約 を 破 

り、 イスラエルの 中に 愚かなる 事を爲 したれば 也。 

アイの 攻 三 六 E 


歴史 *  s 究  三 六 六 

玆に 於て ヨシ ユア 朝 夙く 與き、 イスラエル を 其 支 派に 循 ひて 進出し めけ るに ュダの 支 派 引かれたり、 

ュダの 諸の 宗族 を 進出し めけ るに ゼラの 宗族 引かれたり、 ゼラの 宗族 を 家々 に循 ひて 進出し めけ るに 

ザブデ 引かれたり、 ザ ブデの 家の人々 を進屮 I しめけ るに アカン 引かれたり、 彼 は ュダの 支 派なる ゼラ 

の 子なる ザ ブデの 子なる カルミの 子な り、 ヨシ ユア アカンに 言 ひける は、 

我 子よ、 請 ふ、 汝 イスラエルの 祌 H ホバ に稱讚 を歸し 奉り、 之に 對 ひて 懺悔せ よ、 汝の爲 した 

る^ を 我に 吿げ よ、 其 事 を 我に 隱す 勿れ。 

アカン ヨシ ユアに 答へ て 言 ひける は、 

寶に我 は イスラエルの 祌ヱホ バに對 ひて SSi を 犯し 如 此如此 行へ り、 卽ち、 我れ 掠奪 物の 中に バビ 

a ンの美 はしき 衣服 一 枚と 銀 一 ー百シ ゲルと 重量 五十 シ ゲルの 金の 棒 ある を 見し や、 欲しく 思 ひて 

之 を 取れり、 視ょ、 其 物 は 我が 天 慕の 中なる 地に 埋め 匿し あり、 銀 は 其 下に あり。 

玆に 於て ヨシ ユア 使者 を 遣し ければ 彼等 走りて アカンの 天幕に 至れり、 而 して 視ょ、 北 ハ物は 彼の 天幕 

の 中に 匿し ありて 銀 は 其 下に ありたり、 彼等 之 を 天幕の 中より 取 出して ヨシ ユアと イスラエル のす 

ベての 子等との 所に 携へ來 り、 之 を ヱ ホバの 前に m はけり、 ヨシ ユア やがて イスラエルの すべての 子等 

と共に ゼラの 子 アカン を 執らへ、 かの 銀と 衣服と 金の 棒 及び 彼の 男子、 女子、 牛、 驢馬、 羊、 天幕 等、 

すべて 彼の 有て る 物 を靈く 取りて 之をァ コルの 谷に 携へ 行けり、 而 して ヨシ ユア 一一 目 ひける は 

汝 ：e とて 我等 を惱 せし や、 ヱホバ 今日 汝を惱 し 給 ふべ し 

と、 やがて イスラエル 人 皆な 石 を もて 彼を擊 ち、 石 を もて 此 等の 物を擊 ち、 火 を もて 之 を 1^ けり、 而 

して 彼等 彼の 上に 大 いなる 石？^ を 積 揚げたり、 此 塌は存 りて 今日に 至る、 斯くて ヱ ホバ其 烈しき 震 


怒 を 息め 給へ り、 是に 由り て 其 所の 名をァ コル (憎) のハ 介と 呼べり、 此名存 りて 今日に 至る。 

C 選民の 歷史 は道德 的な り、 彼等に ありて は 道德的 原因 は 直に 境遇 的 結果 を 以て 現 はる、 イスラエル 

の 子等 は H ホバの 前に を 犯したり、 故に 彼等 は アイの 前に 敗れたり、 兵力の 不足な りしが 故に 非， K 

戰 術の 拙劣な りしが 故に あらす、 エホバ の 命令 を 破りし が 故に 敗れたり。 

〇 イスラ H ルの 子等 は 其 罪 を 悔いたり、 彼等 は 其 中より 詛 はれし 物 を 絶ちて 己 を 潔め たり、 兹に 於て 

か 彼等 は W び 立て 敵に 當るを 得たり、 罪 は 敗北 を 招き、 悔改は 勝利 を 呼べり (第 八 章 を 見よ)、 敗北 

の 道德的 原因 を 取 去りて 大勝 は 彼等に 臨めり" 

〇 イスラ H ル の 歷史は 我等す ベて 祌を 信す る 者の 歴史な り、 我等 も 亦 S 非 を 犯して 人生の 戰鬪に 於て 敗 

れ、 之 を悔ひ 己を悛 めて 勝つ、 我等 は 權カを 以て 勝つ 能 はす、 智略 を 以て 優る 能 はす、 信仰 を 以ての 

み 能く 勝つ を 得べ し、 衷を 潔め 祌と 和合して 我等 は 始めて 腺 利の 戰陣に 臨む を 得るな り、 敵 は 先づ之 

を 己が 攻に 於て 亡さざる ベから す、 然 らば 外なる 敵は戰 はすして 澄 ゆべ し。 

〇忠 難の 我等に 臨む あらん 乎、 我等 は 其 现學的 原因 を 探る と问 時に 道德的 原因 を 究めざる ベから す、 

我等に ありて は 失敗 は 悔改を 要求し 給 ふ 祌の聲 なり、 我等 は 衷に詛 はれし 物 を 匿し 居らざる 乎、 我等 

は 瞹昧揆 糊の 中に 明白なる 公道 を 埋め 置かざる 乎、 我等の 中に アカン は 在らざる 乎、 我等 は 不義の 金 

と 銀と を 懐に して 神の 震 怒 を 己が 身に 招き 居らざる 乎、 是れ 我等が 患難に 遭遇す る 時に 巳に 問 ふて 己 

に 答 ふべ き 問題な り、 
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災禍 は 塵より 起ら す、 艱難 は 土より 出す (約 W 0 五 章 六 節) 

是れに 道 德的原 ra 在て 存す、 M ホバ に 鞭撻れ て 己の Si を發 見す る 者 は 幸福な り。 

〇辆 太 歷史は 他なら す、 國 民の 歷史を 信仰的に 解釋 せし 者是れ なり、 何れの 國 民の 歷史と 雖も之 を 信 

仰 的に 鮮 すれば すべて 猶太 歷史の 如き 者なら ざるべ からす、 之 を單に 政治 史 として 見る を 得べ し、 戰 

史 として 足る を べし、 經濟史 として 見る を 得べ し、 而 して 叉 信仰 史 として 見る を 5r へし、 舊約聖 

書 は 猶太 民族の 信仰 史 なり、 其、 人類 進步 の記錄 として 特に 貴き は 是れが ためなり、 力 ー ライル 曰へ 

る あり 「人類の 歷史 はすべ て 聖書な り」 と、 然り、 之 を 信仰的に 解して n 木 歷史も 支那 歷史も 猶太 歷 

史に 劣らざる 聖書な り、 唯 之 を 政治的に 又は 戰爭 的に 又は 經 一お 的に 解す る 者 多くして 信仰的に 解す る 

者な きを 悲む なり。 


アイの 攻略 

約 書 "亞 記 第 七 章 第 八 章の 硏 究 

イスラ H ル んはョ シ ユア 指 採の 下に H リコ を 屠り 西の方 山地に 向って 進んだ。 ヨルダンの 平 他の H 

リ コと ュダの 山地の ベ テルとの 間に アイの 邑 があった。 イスラ ェ ル人は 今や 之を攻 取らん とて 兵 を 進 

めた。 共小邑 なる を 侮り て^かに 三千 人 を 遣 はして ー擧に 之を陷 いれん とした。 アイの 人 は 彼等 を邑 


の 『に 邀撃し、 擎 退し、 追撃して 其 三十 六 人 を 殺した。 攻略に 向 ひし イスラエルの 「民 は 魂 神 消えて 

水の 如くな りぬ」 と 云 ふ (七 章 五節 )o 

ヨシ ユア 並に 民 全體は 敗報に 接して 非常に 失 した。 是れ 彼等に 取り 死活の 問題であった。 損失 は 

i かに 三十 六 人に 過す と雖 も、 彼等 は 之に 由て 彼等の 名 聲を失 はんとした。 イスラ H ル人 にして アイ 

の ト邑の 撃退す る 所と なりたり との 報知が 力 ナン 全地に 傳 はるに 至らば、 全地の 民 は 起って イスラ ヱ 

ル と防戰 し、 彼等 を 全滅せ すして は 止むまい。 而已 ならす、 神 は ヨシ ユアに 連戰 連勝 を 約^し 給 ひし 

に、 彼は兹 に 味方の 敗北 を 目撃した。 是れ エホバの 約束の 顿 るに 足らざる 事を證 明す る 者で はな 

い 乎。 大敵の 前に 控 ゆる あり、 M ホバの 援助の 絶 ゆる あり、 イスラ H ルの 運命 は 旣に封 ぜられ たりと 

EEfV べし。 i 乎 如. せんと、 ョ シ ュ ァと イス ラエル の 長老 等と は 叫んだ ので ある。 

乍然 敗因 は 思 はざる 所に 在った。 アイの 民が 强 きが 故に 非す、 H ホバの 援助が 絶えた るに 非す、 ィ 

ハ、 -ハ S  ^  ^か^ー^.^.^。 彼等の 內の或 者が M はれし 物 を 隠匿して H ホバ の 震 怒 を 

招いた ので ある。 此 にして 除かれん 乎、 エホバの 恩寵 は復 たび イスラ H ルに歸 り、 勇氣は (化活 し、 

智謀 は 授けられて、 容易く 敵 を欣る 事が 出来る。 要は 先づ 己が 罪を發 見して 之 を 除く にある、 然 らば 

勝利 は必す 到る と エホバ は ヨシ ユアに 吿げ 給うた。 

ヨシ ユア は エホバが 命じ 給 ふが 如くに 爲 した。 そして^ 鑿の 結果、 ゼラの 宗族の アカンが エホバに 

獻 ぐべき 物 を 己が 家に 隠く し 置きし 事が 判明った。 物品 は r ハビ ンの美 はしき 衣服 一枚、 銀 二百 シ 

ケル と、 重量 五十 シケル の 金の 棒」 とであった。 アカン は 之 を 其の 天幕の 內の 地の 下に 埋め 匿し 置い 

た。 此事 白狀に 及び たれば、 ョ シ ュ ァは人 を 遣 はして 是等ー 切の 物 を 掘 出さし め、 之 を 衆人の 前に 携 
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へ來 り、 H ホバの 前に 置いた。 そして アカン 並に 其 家族 をァ コルの 谷に 曳き往 き、 ヨシ ユア 彼等に 向 

ひ 「汝 何ぞ 我等 を惱 まし k や、 エホバ 今 曰 汝を惱 まし 給 ふべ し」 と S ひて、 イスラエルの 全 衆に 命じ- 

マカンと 其 9 ^族と を 石に て擊 殺さし めた。 

如斯 くにして 罪 は 民の 裡 より 除かれた。 イスラ H ルは搏 び聖き 民と 成った。 彼等 は 再び アイに 向つ 

おとしい  つく 

て攻 上った。 そして 簡 短なる 謀略に 由り 容易く 之 を 陷れ、 其 民 を 剿した。 イスラ H ルは玆 に 善き 敎訓 

を學ん だ。 敗北の 原因の 己が 1  非に 在る 事を敎 へられた。 彼等 は 子々 孫々 に K 土る まで ァ コ ル の 谷の 悲劇 

を 忘れなかった。 後の 日に 預言者が 民 を 慰めて 

ァ コル (患難) の 谷を& おの 門と して 與 へん 

と： ：！ ひし は、 失. ば-モー を 代 へ て 希望に 變 ぜんと の であつ た C ホゼ ァ書ー 一章 十五 節)。 

以上 は 今より 三千 年 前の 好蠻 時代に 在った^ である。 我等 今 n の 基督 信者 は 敵に 對し S 非人に 對し、 

ョ シ ュ ァと イスラ ェ ル人 とが 取った 途を 取る 事 は出來 ない。 敵 を 屠る とか、 罪人 を 石に て 撃 殺す とか 

云 ふ 事 は、 我等が 爲 さんと 欲して 爲す能 はざる 所で ある。 然し 乍ら 人生 は戰爭 である C 刃 を 以てする 

戰 (1- は 娘んでも 靈を 以てする 戰 (サは 媳 まない。 我等に は 我等の H リコが あり、 アイが あり、 占領す ベ 

き 力 ナンが あり、 征服すべき 力 ナン 人が ある。 そして 我等 も 亦戰に 臨んで 義に 生きて 勝ち、 5 兆 を 犯し 

て 負ける ので ある。 我等 も 亦 敵に 遭 ふて 敗れ、 我等の 弱き に 失 し、 神に 菜ら れ しの 感を懷 かし めら 

る。 然し 神が 我等 を棄て 給うた のでない、 敵が 强 きに 過ぐ るので ない、 我等が _5 ^に S 非を隱 して、 其れ 

が爲に 神の 拨 助が 絶えた ので ある。 故に 敗北の 場合に、 我等 も イスラ H ル 人の 如くに 己 に^み * 败北 

を 招きし 雜を 探り、 之 を 看 出して、 石に て 之を擊 殺し、 火に て 之 を燒盡 すべきで ある。 然か爲 せば 祌 


の 恩寵 は 再た び 我等に 降り、 能力 は- 冉 たび 加 へられ、 智慧 は與 へられて、 容易く 敵に 勝つ ことが 出来 

00000000000  OOO0000O0OOO000000O 

る。 問題 は 至って 簡短 である。 我等の 衷に アカンが 居て、 祌に屬 する 物を隱 して 之 を 私用す るが 故に、 

00000000000000000000000 

我等の 能力 は衰 へ て 敵の 擊退 する 所と なる ので ある。 

個人に 取て さう であり、 國 社き に 取り 亦 さう である。 箴言 十 叫 章 三十 四 節に 曰く、 「義は 國を高 

くし、 雜は民 を 辱 かしむ」 と。 罪を隱 して 敵に 向 ふて 國 家の 强大を 以てする も 敗北 を 免 かれない。 S 

は義を 求めて 興り 義を喪 ふて 亡ぶ。 此は單 に道德 家の 繰言で ない、 人類の 實験 である。 宗敎道 德は如 

何で あっても、 國 富み 兵强 ければ 必す 勝つ と 云 ふ は 誤りで ある。 人生 は複雜 であって 亦單 純で ある。 

隱れ たる ii が戰 場に 於け る 敗北と 成りて 現 はる \ ので ある。 
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士師記 研究 

士 師記大 意 

聖書 第七卷 は士師 記で ある。 二十 一章より 成る。 若し 初めの 五 卷がモ ー セ傳 であり、 ヨシ ユア 記が 

ヨシ ユア 傅であるなら ば、 士師記 は 十 四 人の 士師の 傅 記で ある。 ヨシ ユアの 死より サム H ルの 王政 制 

定に 至る まで 四百 五十 年、 此期 問 を イスラ H ル の暗黑 時代と も、 亦 英雄 時代と も稱 する ことが 出来る。 

士師は サバキ ッカサ である。 臨時の 統治者で ある。 單に 裁判官でなかった、 同時に また 戰士 であった。 

文武 兩道を 兼ねた る 者であった。 神に 招かれて 起った 者であって、 他國の 歷史に 於て 見る 能 はざる 者 

であった。 士師記 を イスラ H ル の武將 俾と稱 する も 不可な きに 非す と雖 も、 イスラ H ルの武 將の他 園 

G!^ の 武將と 全然 性質 を 異にせる を 忘れて はならない。 

士師 記の 示す 所に 據れ ば、 ヨシ ユアの 死後^ 百 五十 年間に、 イスラエル 人 は七囘 H ホバを 離れて 他 

神に 事へ、 其 結 raK として 七 11 異邦の 侵略 を 蒙り、 七 ホバに 叫びて 祈り 求め たれば、 七 囘士師 を 送 

られて 外敵の 壓 迫より 救出され たりとの 事で ある。 卽ち 七た び 罪 を 犯し 七た び赦 されたり との 事で あ 

る。 堪太傳 十八 章 一 一十 一 節 を參考 せよ。 同 一 の 背信と、 同 一 の 患難と、 同 一 の 叫びと、 同一 の 救 ひで 


ある。 それが 七た び 繰 返された ので ある。 「イスラエルの 子孫 H ホバの 前に 惡 きこと を爲 して バァリ 

ムに 事へ」 と 云 ふの か每囘 困難の 始まりで ある。 そして 1§ の 根元 は 同じで あつたが、 救 ひの 方法 は 様 

様であった。 士師記 は 人の 側より 見れば 反逆 であり、 祌の 側より 見れば 恩惠史 である。 基督 信者が 

實驗 する 恩惠の 原理 は、 凡て 之を此 書に 於て 見る 事が 出来る。 

七 次祌を 離れ 七 次 敵に 附 され、 七 次 救出 さる。 其 順次 は 左の 如し。 

第一 囘。 メソ ボタ ミヤの 王 クシ ヤン リシ ャ タイム の 手に 附 され、 士 師ォテ  一一 H ルに 由り て 救出 さ 

る (三 章 一— 一 一節)。 

第二 囘。 モ アブの 王 エグロンに 附 され、 士師 エホ デに 由り て 救出 さる (三 章 十二  I 三 一節 )o 

第三 囘。 力 ナンの 王ャ ビンに 附 され、 デボラと バラクに 由り て 救出 さる 。デボラ は イスラエル 力 

產ぜし 最初の 婦人 政治家で ある (四 章 • 五 章 )o 

第 囘。 メデア ン 人に 附 され、 士師ギ デオンに 由り て 救出 さる (六 章より 八 章 三 二 節まで )o 

第五 囘。 內亂 である。 アビメレク、 トラ、 ャィル に 由り て 平定 さる (八 章 三 三 節より 十 章 五節まで )o 

第 六！：。 アン モ ン んこ附 さる。 士師 M フタに. E りて 救出 さる (十 章 六 節より 十二 章まで」 t 

第 七囘。 ピリ ステ 人に 附 さる。 士師 サム ソンに 由り て 救出 さる (十三 章より 十六 章まで〕。 

外に シャム ガル、 イブ ザン、 H  ロン、 アブ ドンの 士師が ありし が、 其 名 を 記す 丈け であって、 事蹟 

に 及ばない。 士師十 W 人の 內、 有名なる 者 は gl 人で ある、 卽ち デボラ、 ギヂ オン、 エフ タ、 サム ゾン 

である。 四 人 は 孰れ も 著る しき 人物で ある。 孰れ も 神に 特別に 選 まれし 者であって、 自己に. m らす、 

神に 由り て 大事 を 遂げた 人 等で ある。 其 行爲に 於て は 缺點多 かりし に拘 はらす、 蛮靈 一 たび 彼等の 上 
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に 降れば、 彼等 は 神の 人となりて、 大敵 を擊 破り、 國 民に 平 康を 供へ た。 希 伯來書 十一 章 三 二 節 以下 

に 曰 へ るが 如し。 

我れ 更に 何 を 一一 一一 a はんや。 若し ギ.、 テオン、 バラク、 サム ソン、 ィプタ 等の 事 を 一一 一一 口 はんに は 時 足ら ざ 

る 也。 彼等 信仰に ぬりて！；！^ きょりして 強く せられ、 戰^^に於て勇ましく、 異邦人の 陣を 退かせた 

と。 士師記 は 特に イスラ H ル の 信仰 史 である。 數 ふるに 足らぬ 者が 神に 選 まれて 强 くせられ、 神のお 

を 救うた ので ある。 デボラ は 婦人であった。 ギデォンは マナセ族の內のは取も小なる-冢の內で最も^^賤 

しき 者であった (六 章 十五 節)。 H フタ は 妓婦の 子であって、 其 兄弟 等に 賤 めら れし 者であった。 サム 

ソン も 其 家柄に 於て 何の 誇る 所な く、 又 其 品性に 多くの 厭 ふべき 點 があった。 然れ ども 神 は 如 此き者 

を 召して、 彼等 をして 其 聖意を 遂げし め 給うた。 神の 見る 所 は 人の 見る 所と 異なる。 庶子たり 末子た 

る 事 は 神が 之 を 用 ひ 給 ふ 時に 何の 妨害に もなら ない。 若し 品性の 完全 を 云 ふなら ば サム ソンよりも 不 

完全なる 人を考 ふる 事が 出来ない。 然るに 祌は此 人を以 つて 最も 瞭 かに 御自身の 榮 光を顯 はし 給うた。 

品性、 品性と 稱 して、 品性 髙 きに 非れば 祌の 善き 僕た る 能 はすと 思 ふ 人 等 は、 士師 記に 於て ギ デオン、 

ェ フタ、 サム ソン の 偉 記を讀 むべ きで ある。 

神が 選び 給 ふ 人物 は 卑賤かった、 彼等が 使用せ し 武器 は 粗末であった。 イスラ H ル の敵シ セラ は 一 

せつじゅ こつ  ， 

婦人の 手に 由り、 天幕の 釘 を 其顳額 骨に 打 込まれて 死んだ (四 章 二 一  節)。 ギデォ ンは メデア ン の大軍 

を 破る に、 精兵 三百 人 以上 を 用 ひる 事 を 許されなかった。 そして サム ソン は 空手 を以 つて ピリ シテ人 

の 群 伯と 共に 其 民 三千 人 を 殺した。 人物 も 器械 も 要らない、 神の 能力よ く 敵 を 亡す と 云 ふので ある。 


何事 も 人物、 品性、 遺傳、 敎育、 機關、 武器と 云 ふ 近代 人 は 士師記 を 讀んで 大に考 へさせら る "ので 

ある。 


上 師 ギ デ ォ ン 

者 曰. 本文 は邦譯 聖書に 某き- 改正 英譯 聖書、 ァ イサク ク.レー ゼル (猶太 人) 英譯舊 約犁- 書. 綜理 ダグ 

ラス 著 『士師 記 解 釋』、 G、F、 ム ー ァ氏著 『士師 記 批評 的 註解』 等に 由り 之に 改正 を 加へ しもの なり、 余輩. 

は讀 者が 註解 を讀む 前に 本文 を 熟讀、 精讀 せられん こと を 望む。 

一 士師記 第 六 章 

要 略 

一、 イス ラエ ルの 子等 惡を 行して ミデ アン 人の 手に 附 さる (一— 五節)。 

一、 イスラエルの 子等 其 罪を悔 ひて ヱ ホ バ に 呼 はる (六 節)。 

一、 ヱホバ 預言者 を _ 遣りて 彼等 を 責め 給 ふ (七— 十 節：)。 

一、 エホバ の 自顯、 ョァシ の 子ギデ ォ ン の聖召 (十 一 —サ四 節)。 
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一、 ギ デオン、 バ アルの 像 を 毀ち 其 父の 家と 鄕とを 革む (二十 五 —一一 一十一 一節)。 

一、 ミデ アン 人の 侵 人、 羊毛 を 以ての 試驗 (；ー； 十三 I 四十 節)。 

1 イスラ H ルの 子等 復た H ホバの 目の 前に 惡を行 へり、 H ホパ七 年の 問 彼等 を ミ デ アン 人の^に 附しー 

給へ り 2、、、. デァ ン の チ イスラ ェ ルを壓 せり、 ミ -デァ ン 人の 故 を 以て イスラ H ル の 子等 は 山に ある 窟 

ほらあな i りで 

と 洞穴と 堡 砦と を 自己の ために 造れり "斯くて イスラエルが 種 を 時く や、 ミデ アン 人、 アマ レキ人 

及び 東方の 民、 相 共に 上り 來り 4 イスラエル 人に 對 して 陣を 張り、 地の 産物 を 荒して ガザにまで 至 

り、 イスラ H ルの 中に 生命 を 維ぐべき 物 を 遣 さす、 羊 も 牛も驢 liT も遗 さ？^ りき 5 彼等 は 家畜と 天幕 

とを携 へて 来れり、 蝗蝨の 如くに 數 多く 来れり、 彼等と 彼等の 路 舵は數 ふるに 勝へ す、 彼等 は 國を荒 

さんと て 入 來れり G 斯 かりし かば イスラエル はミ、 デ アン 人の ために 大に衰 へたり、 兹に 於て か イス 

ラエルの 人々 エホバ に 呼 はれり。 

7 斯くて イス ラ ェ ルの 子等 ミ， チ アン 人の 故 を 以て ェ ホバ に 呼 はりし かば 8 ェ ホバ 一 人の 預言者 をィ 

スラ H ルの 子等に 遺り 給へ り、 彼れ 彼等に きげ て HI ひける は、 

イスラエルの 祌 ズホバ 斯く曰 ひ 給 ふ、 

我、 曾て 汝等を H ジプト より 上らせ、 

汝等を 奴隸の 家より 出し、 

9 汝等を H ジブ 卜 人の 乎より 救 ひ、 汝等 を虐る 者の 手より 脫し、 

汝 等の 前より 彼等 を追攘 ひ、 其 邦土 を汝 等に 與 へたり、 


w 我れ 又汝 等に 言へ り、 我は汝 等の 祌 M ホバ なり、 

す i ひ を 

汝 等が 住居る ァ モリ 人の 國の 祌を權 るべ からす、 と 

然るに 汝等は 我が 聲に從 は ざり き。 

"玆に H ホバの 使者 來り、 アビ H ゼル人 ョァシ の 所有なる オフ ラの橡 の樹の 下に 坐し 給へ り、 時に ョ 

ァシ の子ギ デオン、 ミデ アン 人の 目より 隱 さんため に 酒摔の 中に 麥を 打ち 居たり しが ，.-H ホバの 使 

者 彼に 顯 はれて 臼 ひ 給 ひける は 『猛き fwf; 者よ、 H ホバ汝 と 偕に 在す』 と、 巧キ、 デオン 彼に 曰 ひける は 

あ、 我が 主よ、 エホバ 若し 我等と 偕に 在 さば 何とて 是等 のこと 我等の 上に 及びた る や、 叉 我 ♦ 等の 

父祖が 我等に 告げて 『エホバ は 我等 を エジプトより 導き出し 給 ひしに あらす や』 と 一一 一一 口 ひし そのす 

ベての 不思議なる 行爲 は何處 にある や、 今 は エホバ 我等 を 菜て ミヂ アン 人の 手に 附し 給へ り。 

" H ホバ彼 を 顧て 曰 ひ 給 ひける は 『汝、 此汝の 力 を もて 行き ミデ アン 人の 乎より イスラエル を 救 ひ 出 

すべし、 我れ 汝を 遣す にあら す や』 と 巧キ. 、テオン 彼に 曰 ひける は 『あ. ホバ よ、 我れ 何 を 以て か 

イスラ ヱ ルを救 ふべき、 視ょ、 我家 は マナ セ 族の 中の 最も 弱き者、 我 は 叉 我が 父の 家の 中の 最も 微さ 

き 者な り』 と 55  H ホバ 彼に 曰 ひ 給 ひける は 『我れ 必す汝 と 偕に 在るべし、 汝は 一人 を擊 つが 如くに 

ミデ アン 人 を 撃つ を 得べ し』 と -たキ デオン 彼に 曰 ひける は 『我れ 若し 汝の 前に 恩惠を 得しなら ば、 

請 ふ 我と 語る 者の 汝 なる 休 徵を 我に 示し 給へ "願く は 我れ 復 たび 汝に來 り、 我が 祭 物を携 へて 之 を 

汝の 前に 供 ふるまで 此處を 去り 給 ふ 勿れ』 と、 彼れ 曰 ひ 給 ひける は 『我れ 汝の 還る まで 止まるべし』 

こ や ざ  xi ねい. e ぬ  しる 

と リキ、 デオン 卽ち往 きて 小山 羊と 粉  一 H パを もて 造りし 無酵 パン を備 へ、 肉 は 之 を筐に 入れ、 獒は 
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之 を壺に 盛り、 而 して 橡樹の 下なる 彼の 所に 持來 りて 之を獻 げたり S 神の 使者 彼に 曰 ひ 給 ひける は 

しろ 

『肉と 無酵 パンと を 取りて 此巖の 上に 置くべし、 而 して 羹を 之に： はぐべし』 と、 彼れ 卽ち其 如く 爲せ 

り a エホバ の 使者 その 手に 持てる 杖の 末端 を 仲して 肉と 無醉パ ン とに 觸れ たりし かば 厳より 火 燃え 

上り、 肉と 無醉 パンと を 燒き盡 くせり、 而 して H ホバの 使者 は 去りて 彼の 目に 見えすな り 給 ひぬ ？！， 

ギ デオン 玆に 於て 彼が H ホバの 使者な りし を覺れ り、 ギ デオン 曰 ひける は 『于嗟 我れ 死なん、 神 エホ 

バ よ、 そ は 我れ 赏に面 を 合せて H ホバ の 使者 を 見 たれば 巾〕』 と - エホ;、 ハ 彼に 曰 ひ 給 ひける は 『平安 

汝 にあれ、 怖る & 勿れ、 汝死 ぬる こと あら じ』 と、 兹に 於て ギ デオン 彼 所に H ホバ のために 祭壇 を 

築き、 之 を H ホバ シャ 口 と 名け たり、 "冗 は 今日に 至る も尙ほ アビ H ゼル 人の オフ ラに 在り。 

お 斯くて H ホバ北 ハ夜ギ デオンに 曰 ひ 給 ひける は 『汝の 父の 牡 核 卽ち七 歳なる 第二の 牡犢を 取り、 汝の 

父の 有て るバ アルの 祭壇 を 毀ち、 共 傍 なる ァ シラ を研仆 すべし S 而 して 汝の神 H ホバ のために 此 

堡 砦の 頂に 次序 を 正しくして 祭壇 を 築き、 第二の 牡模を 取り、 汝 が研仆 せる ァシラ の 木 を 以て 燔祭を 

默ぐ べし -。 V キ デオン 卽 ちその 僕の 十 人を携 へて ェ ホバ の 曰 ひ 給 ひし 如くに 行へ り、 然れど 父の.；^ ぶの 

もの ども 及び 邑の人 を 怖れ たれば 晝之 を爲す こと を 得す、 夜に 入りて 之を爲 せり §5 邑の 人々 朝早く 

起き 出て 來 りしに、 視ょ、 バ アルの 祭壇 は 毀 たれ、 北 (傍なる ァシラ は研仆 されて あり、 新たに 築かれ 

たる 祭壇の 上に 第二の 牡 犢は獻 げられ たり 彼等 互に 曰 ひける は 『誰が 此 事を爲 せし や』 と、 彼等 

且つ 問 ひ 且つ 採り、 終に 曰 ひける は 『ョ ァシ の子ギ デオン 此 事を爲 せり』 と 加玆に 於て 邑の 人々 ョ 

ァシに 對ひ曰 ひける は 『汝の 子 を曳き 出せ、 彼 は 死ぬべし、 そ は 彼はバ アルの 祭壇 を 毀ち たれば なり、 

叉 其 傍に ありし ァシラ を研仆 したれば なり』 と S 然るに ョァシ 己れ の 周圍に 立てる すべての 人々 に 


いひ あらそ 

曰 ひける は 『汝 等はバ アルの ために 論爭 ふや、 汝等は 之を援 けんとす る や、 之が ために 論 爭ふ者 は 朝 

の 中に 死ぬべし、 バ アル 若し 神なら ば自 から 論爭 ふべ し、 そ は 人、 其 祭壇 を 毀ち たれば 也』 と ぉ是 

を もて 人々 彼れ その 祭壇 を 毀ち たれば 『バ アル 自 から 論 爭ふ べし』 と 曰 ひて 其日ギ デオン を H ルバ ァ 

ルと稱 ベり。 

玆に ミデ アン 人、 アマ レク 人、 及び 東方の 民 等 相 集りて 河 を 濟りェ ズレル の 谷に 陣を 張れり "然 

るに H ホバ の靈ギ デオン に 臨めり、 彼れ 筑を 吹きし かば アビ H ゼル人 彼の 下に 集れり 彼れ 使者 を 

偏く マナ セに 遣りし かば、 マナ セ人も 亦 彼の 下に 集れり、 彼れ 叉 使者 をァ セル、 ゼ ブルン 及び ナフタ 

リに 遣りし かば、 その 人々 も 之を迎 へたり W 時に ギ デオン 神に 曰 ひける は 

汝、 曾て 言 ひ 給 ひしが 如く、 果して 我が 手 を 以て イスラ H ルを救 はんとし 給 は ぉ視ょ 我れ 羊 

毛の 一束 を禾 場に 置くべし、 而 して 露 若し 羊毛に のみお きて 地 はすべ て 燥き 居らば、 我れ 之に 由 

りて 汝が 曾て 一一 一一 C ひ 給 ひし 如く、 汝が 我が 手 を 以て イスラ H ルを救 ひ 給 ふ を, るべ し 

と お 卽ち斯 くな りぬ、 彼れ 翌朝 早く 起 出で、 羊毛 を擾 寄せて その 毛より 露を摔 りしに 鉢 は 水 を 以て 

滿 たされたり 幼ギ デオン 又 神に 曰 ひける は 『我に 向って 怒 を 發し給 ふ 勿れ、 我 をして 尙ほ 一 囘言は 

しめ 給へ、 願く は尙 ほー囘 羊毛 を 以て 試さし め 給へ、 願く は 羊毛の みは 燥き ありて 地に は 悉く 露 あら. 

しめ 給へ』 と "其 夜 神 その 如くに 爲し耠 へり、 卽ち 羊毛の みは 燥き ありて 地に はすべ て 露 ありき。 
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紀元前 凡そ 千年 頃、 イスラエルの 子等が 力 ナンの 地に 定住して より 二百 年 乃至 三百 年の 後 也、 士師 

ギ デオンの 前に ォテ- 一 エル (三 章 九 節〕、 エホ デ (仝 十五 節〕、 シャム ガル (仝 付 一節〕、 女預 一一 IB 者 デボラ 

(四 章 四 節) 幷にバ ラク (仝 六 節〕 ありたり、 皆な 救 者と して ェ ホバ に 召され ィ スラヱ ルを其 敵の 手より 

救へ り、 ギ デオン は. 士師の 第 六 代 目な り、 或 ひ は E ふ、 彼れ 以前の 士師に 同時代の 者 ありたり と、 若 

し然 りと すれば 彼の 年代 を 精密に 知る は 更らに 難し、 後の 預言者に 所謂る 大預言 者と 小 預言者と あり 

しが 如く、  士師に 义大士 師と小 士師と ありたり、 而 して ギ、 デオン は デボラ、 サム ソン、 ァ： フタと 共に 

四 大士師 と 併せ 稱 せらる。 

人名、 地名 

S 「ミ ヂァ ン人」 ミデァ ンはァ ブラ 、ノ ムが其 妻 ケ卜ラ に^て 生みし 子の 一 人な り (創 讲記サ 五 章 一 

—四 節)、 其 子孫 は ヨルダン 河 以東の 沙漠に 住せり、 彼等 時には イシ マ H ル 人と 稱 せられたり (士 師-纪 

八章サ ST 節)、 二者の 習俗の 能く 相似た るに 由て なるべし、 今日の アラビア 人の 如き 者に して 掠奪 を以 

て 業と せり 〇， 5 「アマ レキ 人」 慄忏の 民な り、 幾度 か イスラ H ル の：：^ を 苦しめし 者、 ミデ アン 人と 

同じく ヨルダン 河 以東に 住せり (今往 きて ァ マ レクを if ち 云々。 撒 母 耳 前書 十五 章 三 節參考 ：- 〇 「束 

方の s^a ユダヤの 地より 見て 云 ふ、 ヨルダン 河 以東に 居住せ し K なり、 ミデ アン、 アマ レク、 其 他 


の 東方の：；^ を 云 ふ 〇 「ガザ」 ピリ ステの 地に 在り、 M ルサ レムより 西南に あたり、 地中海の 濱 より 

遠から ざる 所に あり、 東方の 民の 掠奪 ガザにまで 至りし と ある を 見て その 全 國に涉 りし を 知る ベ し 〇 

ゆ 「アビ エゼル 人」 マナ セ 族の 一 支 派な り (約 甞亞記 十七 章 二 節〕 〇 「オフ ラ」 マナ セの 地に 在りた 

り、 然れど 明細に 其 地位 を定 むる 能 はす 〇 ゆ 「エホバ シ ヤロム」 エホバ は 平和な りとの 意な り、 平和 

は ェ ホバ より 來る とも、 H ホバ は 平和 を 脇 ふと も 解す る を 得べ し、 祭壇に 名を附 する 前例 は 之 を 出 埃 

及 記 十七 章 十五 節に 於て 見るべし (エホバ 二シ、 H ホバ我 旗の 意な り〕、 紀 念のために 祭壇 を 築きし 

前例 は 約 書 亜記 一 一士 一章 一 一十 六 節に 記さる OS-  r ァ シラ」 バ ァ ル の 像 を 祭る ために 立てられし 竿な 

りしが 如し、 時には 數本 林立せ しこと ありたり、 故に 林と 譯 せらる る 事 あり、 「ァ シラ を研仆 す」 の 

意 は 之に 由て 明かな り 〇i- r エルバ アル」 バ アル をして 自 から 論 一 - はしめ よとの 意な り、 偶像の 無 

力なる を 表彰して 最も 適切なる 稱號 なり、 此名を 負 は しめられて ギ デオン は 偶像の 破壞 者、 眞 神の 忠 

み-つ  1  1 

僕と して 自 から 立てり 〇g?  rn ズレル の 谷」 イサカ ル領と マナ セ領 との 間に 跨がりし 廣 谷の 名な り、 

其 水 は 束に 流れ ヨルダン 河に 注げり、 東方より 攻 登りし 敏は 恆に此 谷に 由り しが 如し、 後口に 至り サ 

ゥロ 王が 北ハ 子ョナ クンと 共に ピリ シテ人 を 迎撃し、 其 殺す 所と なりし も 此邊に 於て なりし、 猶太 歴史 

に 於け る 著名の 戰場 なり 〇i- 「マナ セ」 「ァ セル」 「ゼ ブルン」 「ナフタリ」 地 圖を參 照すべし、 

力 ナンの 地 北半 部 を占顿 せる イスラ H ルの支 派の 名稱 なり、 屮に イサカ ルを缺 けり、 蓋し ギ デオンが 

ミヂァ ン 人を败 りし は イサカ ルの 領內に 於て なりし が 故に、 彼等の 戰鬪に 加 はりし は 勿論の こと i し 

て 其 名 を 省きし に 由るな るべ し。 
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〇 エホバに 簡 まれ、 愛せられ、 其 驚くべき 攝现の 下に おかれ 来りし イスラエルの 子等 は復 たび 彼の 前 

に惡を 行へ り、 彼等 は 前に も 同じ 惡を行 ひ其黨 と 赦免と 救濟 とに 與 かれり、 然れ ども 懲りす まに 彼 

等は復 た、 然り復 た、 H ホバの 前に 惡を 行へ り、 人類 を 代表し、 祌の撰 民 を 代表し、 基督 信者 を 代表 

する 彼等 ィ ス ラヱル の K は 惡に陷 るに 易く して 善に 留まる に 難き 民なる かな ( 一 節)。 

〇 イスラ H ルの 子等 は エホバの 前に 惡を 行へ り、 如何なる 惡を か、 ^淫 か、 奢侈 か、 醉酒 か、 B^, 

彼等 はすべ て是 等の 惡を行 ひしな らん、 然れ ども 彼等 は是 等の 惡を行 ひし 前に 更ら に大 なる 惡を行 へ 

り、 彼等 は エホバの 祌を 菜て 他の 神に 從 へり、 バ アルの 崇拜 家と なれり、 偶像 信者と なれり、 心の 純 

正 を 要求し 給 ふ エホバの 神 を 去て 或 ひ は 理性 を 滿 足す ると 稱し、 或 ひ は 美的 觀 念に 訴 ふると 稱し、 放 

縱を許 { ？?: し、 不淨を 看過す る ギリシャ 人、 フィ -シャ 人、 力 ナン 人 等の 崇拜 する バ アルの 祌に 事へ た 

り、 是れ イスラ H ル 人が 犯せし 特^の たりし なり、 神 は 特に 此 1  軋の ために 彼等 を 其 敵の 手に 附し給 

へり (一節)。 

〇 イスラ H ル の 子等 は M ホバを 繁てバ アルに 事へ たり、 而 して M ホバ は 七 年の 間 彼等 を ミデァ ン 人の 

手に 附し 給へ り、 信仰 失せて 獨立 失す、 エホバに 依る は獨り 立つ の途 なり、 個人に 於て 然り、 國 家に 

於て 然り、 人類の 歷 史は此 事を證 明す (二 節)。 

〇 r^ra; なる 避 所」 なる H ホバ を 離れし イス ラ H ルの： は：： おも 憐れなる 者と なれり、 曾て は 五 人 は 百 

人を逐 ひ、 百 人 は 萬 人を逐 ひし 彼等 は 今 はミデ アン 人の 追窮 する 所と なり、 山に 在る 窟ゃ 洞穴 ゃ堡砦 


を 自己の ために 造りて 其 中に 身 を 匿く すに 至れり、 C 日に 潤 歩せ し 彼等 は 暗夜に 彷徨す る^と なれり- 

心に エホバの 祌を繁 て 身に 異邦人の 壓 迫を受 くるに 至れり (二 節 )o 詩篇 七十 ー篇七 節。 利 未 二十 六 章 

八 節 Q 

〇 信仰 堕落の 結 ra^ として イスラ ヱ ルの民 は 北 ハ自. m と獨 立と を 失 ひしに 止まらす、 其康 まで を も 奪 はる 

るに 至れり、 彼等 稱 を薛 くや、 ミ， デ アン 人 は 其 同類 アマ レキ人 及び 北ハ 他の 東方の 民 を 伴ひ來 り、 イス 

ラ H ル 人に 對 して 陣を 張り、 地 を 荒して 北の方 ガリラヤ湖 畔 より 南の 方 ガザの 市にまで 及べり、 彼等 

は 蟲の 如くに 来れり、 其 數は算 へ 難く、 其殘害 は 防ぐ に途 なかり き、 斯くて イスラ， エルの 巾 に^せ 

し 生命 を 維ぐべき 物 は 羊、 牛、 驢馬に 至る まで 蝗蟲に 食み 盡 されし が 如くに 異邦人の 掠む る 所と なれ 

り、 イスラ H ルの民 は H ホバの 祌を棄 てし 時に 事の 玆に 至らん と は 思 は ざり しならん、 彼等 は 身の 繁 

榮を 期して エホバ を 去て バ アルに 事へ しなり、 然るに バ アル は 彼等の 希 を充 たす 能 はすして、 彼等 

は 彼等の 生命と 恃 みし 北 (財 まで を 奪 はる i に 至れり、 信仰 墮落は に 信仰 落に 止まらす、 延びて 

査產 消失にまで 暨ぶ (三— 六 is〕。 

〇 r 玆に 於て か イスラ H ルの 人々 H ホバに 呼 はれり」 彼等 は 異邦人の 掠む る 所と なり、 其 產を奪 は 

る k に 至って、 始めて 自己の 非を隨 り、 聲を 揚げて H ホバに 呼 はれり、 憐れむべき 彼等 は 非 を 非と し 

て 解す る 能 はす、 其悲 むべき 結 5^ を 見て 始めて 自己に 歸 るに 至る、 祌 を北ハ に 於て 視 すして、 其 下 

し 給 ふ 物質 上 の 恩葸に 於ての み認 むる 者の 爲す所 は に斯の 如し、 其 產を奪 はれ て 後 始めて 神に 向つ 

て 叫ぶ、 產を奪 はる、 まで は 心より 聖靈を 取り去らる、 も、 ：：： より 讚美の 聲を絕 たる、 も、 M の 損失 

をも感 する ことなく、 祌は 無き に 等しき 者と 思 ひ、 或 ひ は利愁 の祌バ アル 卽ち H ホバ なりと 想 ひて、 
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安逸 貪 焚 を繼 緩す、 彼等 の 愚 ゃ憐む ベ し、 然れ ども 產を奪 は れ て H を覺ま せし 彼等に 尙ほ 救^の 

存す、 世に は 比 希^す らも 存 せざる 者 あり、 卽ち產 を 奪 はる k も エホバに 歸る ことなく、  . ^ほ も バァ 

ルに 祈りて 復 たび 產を作 らんと 欲する 者 あり、 然れ ども イスラ H ル の n_ ^は斯 くまでに 神に 詛 はれし：^ 

に は あら ざり き、 彼等 は 彼等の 圈 より 羊と 牛と 驢 おと を^ はれて 終に 眼 を 上げて ュ ホバ に 向って 呼 は 

わり (六 節〕。  t 

〇H ホバ は イスラ H ル の 子等の 叫 號の聲 を聽き 給へ り、 依て 先づ 一 人の 預言者 を 彼等の 中に 遣り 給へ 

り、 預曾者 は 預言者な るより は 寧ろ 詰責 者な り、 彼 は 救 者に 非す、 救 者 は 預言者の 後に 来る、 祌は先 

づ預首 者 を 遣りて を K めしめ、 然る 後に 救 者 を 遣りて 恩惠を 施して 救 ひ 給 ふ (七、 八 節)。 

〇 イスラ H ルの 罪と は是れ なり、 卽ち 彼等 は 前に 彼等 を 救 ひし H ホ バを棄 て、 彼等と 何の 關係 もな き 

異邦人の 祌に從 へり、 忘恩 は 彼等が 犯せし 特別の 雜惡 たりし なり、 彼等 若し H ホバ を識ら ざり しなら 

ば 止む、 然れ ども 彼等 は國 として は 旣に數 百年に 涉り 「H ホバ の恩惠 深き を嘗 ひ」 ながら、 今に 至 

て 之 を棄て 他の 神に 仕へ たり、 是れ エホバが 彼等に 就て 特に 怒り 給 ひし 所以な り、 故に イスラ H ルが 

犯せし-罪 は 異邦人の 犯し 能 ふ にあら す、 「曾て 嘗 ひて 主 を 仁 ある 者と 知」 りし 者の み 犯し 能 ふ 罪な 

り、 卽ち 不信者の 犯し 能 ふ 罪に あらす して、 信者の み 能く 犯し 克ふ 罪な り、 イスラ H ルは 今後た 此事 

を覺ら ざるべ からす、 然ら ざれば 救濟は 彼等の 上に 臨まざる べし (八— 十 節 )o 

〇 預曾 者は其 任務 を 終りたり、 吾人 は 其 何人な りし 乎 を 知らす、 聖書 は 其 名 さ へ を も 吾人に 傳 へす、 

唯雜 かに 彼の 發 せし 此 警醒の 一言 を錄 すの み、 彼 は 誰な りし 乎、 ァ モスの 如き 牧者な りし 乎、 H リャ 

の 如き 野人な りし 乎、 吾人 は 知らす * 吾人 は 唯 此時尙 ほ イスラ H ルに 無名の 預言者 ありし を 知る のみ 


旣に此 預首者 ありたり、 イスラ H ルの 復興 は 期して 待つべし (七 I 十 節. }o 

〇 預言者 は 其 警醒の 任務 を 終りたり、 今 は救濟 者の 顯 はるべき 時な り、 「玆に エホバの 使者 來り、 ァ 

ビ エゼル 人ョァ シの 所有なる オフ ラ の 橡の樹 の 下に 坐し 給へ り」、 ェ ホバ の 使者と は 何者なる 乎、 希 

伯來 語に て 之 を Ivlal-ak  Jalrweh と 云 ふ、 彼 は 人なる が 如くに して 人に あらす、 神なる が 如くに して 

もれ か .U はら  し .fi  -丄 0 

靈 にあら す、 彼 は 曾て 曠野の 泉の 旁に て アブラハムに 顯 はれし 者、 叉 棘の 中の 火錢の 中に てモ ー ゼに 

顯 はれ 給 ひし 者な り、 人に 非す、 神に 仕 ふる 天使に あらす、 マラタ. ャ ー ベ ー は エホバの 自顯 なり、 

後に ィ H ス キリスト として 顯 はれ 給 ひし 者 也と は 神の 選民の 一 般に 信す る 所な り、 彼れ 人 「其 民 を 救 は 

ん とて マナ セ挨 アビ H ゼル人 ョァシ の 所有なる 橡の樹 の 下に 坐し 給へ り、 是れ より 奇 蹟は イスラ H 

ルの 中に 行 はるべし (十一 節 )o 創世記 十六 章 十七 節、 W 下。 出 埃 及 記 三 章 二 節 以下。 

〇H ホバは 其 民 を 救 はんとて 下り 給へ り、 然れ ども 自己 を 國民全 體に顯 はし 給 はす、 其 中の 唯一 人に 

顯 はし 給へ り、 而 かも 其 中の 最も 小なる 者に 顯 はし 給へ り、 國 民の 救 濟は侗 人の 救濟を 以て 始まる、 

而 かも 其 最も 小なる 者の 救濟を 以て 始まる、 衆目が 見て 以て 塵と なし、 衆 指が 指して 以て 穢と 做す 者 

の 救濟を 以て 始まる、 是れ H ホバの 爲し給 ふ 所、 我等の 目に 奇 しと 見 ゆる 所な り (十二 節 )o 

〇H ホバ の 使者 は 酒摔の 中に 麥を 打ち 居た る ョァシ の子ギ デオンに 顯 はれ 給へ り、 彼れ 彼 を 祝して a 

ひ 給 はく 『猛き 勇者よ、 H ホバ汝 と 偕に 在す』 と、 後に 處女 マリヤ を 祝して 『慶 たし、 惠 まる.^ 者よ、 

主汝と 偕に 在す』 と 言 ひ 給 ひしが 如し、 ギ デオンの 小な りし も 神に 其 勇猛 を 認めら る \ 所 となりたり、 

彼 は 自己の 弱き を 知れり、 然るに H ホバは r 猛き 勇者よ」 と 曰 ひて 彼に 話し掛け 給へ り、 M ホ バはギ 

ヂ オンの 信 を 知り 給へ り、 彼の 天上よりの カを受 くるに 足る の 器なる を 知り 給へ り、 故に 微 なる 彼 
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を 「猛き 者よ」 と稱び 給へ り、 人 は 其 豫定の 力量に 於て 神に 識ら る、 今の ギ、、 テオン は 後の ギ デオン 

に 非す、 「猛き 勇者」 と は 今の ギヂ オンに 非す、 祌が豫 めお め 給 ひし ギ デオンな り、 卽 ち聖靈 を 受け 

て 後の ギ デオンな り (十二 節)。 第三 十四 節 を 見よ。 

〇 ギ.， テオン 驚いて 曰 ふ、 H ホバ 我と 偕に 在す とよ、 此事 決して あるべ からす、 エホバ は旣に イス ラエ 

を 焚て 之 をミデ アン 人の 手に 附し 給へ り、 エホバが イスラ H ルと 偕に 在し 給 ひし は 過去の 事に 屬 す- 

今 は 末の世な り、 預言 は 止み、 奇践 も亦絕 えたり、 H ホバ我 と^に 在す と 聞く も 我 は 其聲を 信す る 能 

はすと (十二、 十三 節)。 

〇 然れ ども H ホバは 更らに 彼を强 めて 曰 ひ 給 はく、 「疑 ふ 勿れ、 信ぜよ、 汝、 此汝の 力 を 以て 行き ミ 

デ アン 人の 手より イスラエル を 救 ひ 出すべし、 我れ 汝を 遣す にあら す や」 と、 神はモ ー ゼの 時に 於て 

の 如く ギ， デオンの 時に 於ても 人と 偕に 在し 給 ふ、 彼 は 永遠の 存在者 なれば 彼の 存在が 過去に 屬す るが 

如き 時 は 永久に あるべ からす (十 g: 節 ：}。 

〇 「汝、 此汝の 力 を 以て 往く べし」 と、 我、 今 汝に與 へんと する 其 力 を 以て 往く べし、 汝 になす るに 

は あらで 我に 存 する 此 (彼 は 自己 を 指して 此 言 を 發し給 ひしな らん) 力 を 以て 往く べし、 我れ M ホバ 

汝を 遣す にあら す やと、 エホバ はギ. 、テオンの 注意 を 自己 (エホバ) に 惹き給 ひて 彼を勵 まし 給へ り、 

彼れ ギ デオン は 自己の 力 を 以て 往く にあら す、 エホバの 賜 ふ 力 を 以て 往く なり、 獨り自 から 擇 らんで 

往く にあら す、 M ホバに 遣られて 往く なり、 彼の成功の希^！-^と確實とは此に存す (十 M 節〕。 

〇 然れ ども ギ デオンの 懷疑は エホバ の 此獎勵 の  一一 一一 口 を 以て 晴れす、 彼 は 更らに 彼の 微弱 を訴 へて 彼に 負 

はさ れんと する 責任より 免 かれんと せり、 「我家 は マナ セ挨の 中の 最も 弱き者、 我 は 我が 父の 家の 中 


の 最も 微 さき 者な り」 と、 前に モ ー ゼは彼 を 埃 及王パ 口 に 遣さん とする H ホバ の 命 を 担んで 曰 へり. 

「主よ、 我 はもと 言 辭に敏 き 人に あらす、 我 は 口重く 舌 重き 者な り …… 願く は 遣 はすべき 者 を 遣 はし 

給へ」 と、 後に エレ ミヤ は 預言の 職を辭 して 曰く 「喧キ ：H ホバ よ、 視ょ、 我 は 幼な きに 由り 語る こと 

を 知らす」 と、 神に 召されし 者 は te に 自己の 微弱 を識認 して 止ます、 辭す るに 能力の 不足 を 以てす、 

然れ ども 此 謙虚 ありて こそ 能く 神よりの 力 を 注がる i を 得る なれ、 ギ デオン も 亦 自己 を 信ぜ ざり し、 

彼 も 亦 神の 刀 c 命に 接して 甚だ 意外に 感じたり (十五 節〕。 出 埃 及 記 四 章 十、 十三 節。 耶利 米亞記 一章 六 節。 

0 ェ ホ、、 ハ 復 たび ギ デオン の辭 退の  一一； 一 I： 辭を 退けて 曰 ひ 給 ひける は 「我れ …… 我れ 萬 物 を 造りし H ホバ … 

…必ず、 汝と 偕に 在るべし、 汝は 一 人を擊 つが 如く ミデ アン 人 を 擊っを 得べ し」 と、 H ホバ の 手に 由 

りて 事を爲 さんと す、 ギ デオンの 弱き を 以てする もミデ アンの 强 きを 挫く は 容易の 業な り、 ギ， テオン 

は H ホバを 信 すれば 足る、 其餘は エホバ、 彼に 代り、 彼 を 通う して 爲し給 ふべ し (十六 節)。 

〇ギ デオン 玆に 於て 彼の 前に 立つ 者の 普通 尋常の 人に あらざる を覺 りたり、 彼 は 彼と 語る 者の 彼なる 

を 稍 や 悟る に 至りたり、 彼 は 今 彼の 彼た る を 認めざる ベから す、 彼に して エホバた らん 乎、 然 らば 彼 

の 召命 は 動かす ベから す、 叉 彼の 曾 は事實 となりて 顯 はるべし、 故に 彼 は 玆に祭 物 を 獻げて 彼 を拜し 

奉れり、 而 して 彼 は 之 を 納け給 ひて 彼の H ホバ たる を證し 給へ り、 ギ デオン は 面 を 合せて エホバと 語 

りつ k ありし なり (十七— 廿 一節 )o  , 

〇 聖な るかな 聖な るかな 聖な るかな 萬 軍の H ホバ よ、 汝の實 在 を 確む るに 唯獻 祭の 一途 あるの み、 唯 

汝 のみ 能く 之 を 祝し 之 を 納け給 ふ、 我 は 我が 祭 物の 汝に納 けらる、 を 見て 汝の 我と 偕に 在し 給 ふ を 知 

るな り、 我 は 我が 利 慾の 祈願 を汝の 前に 陳 ベて、 汝の 之に 塵へ 給 ふや 否や を 見て、 汝の實 在 を 試む る 
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能 はす、 是を 之れ 神 を 試む ると 云 ふなり、 然れ ども 祭 物 を 獻げて 汝の聖 3a の ある 所 を 知らん る は 

是れ汝 の 許し 給 ふ 所な り、 ギ デオン は此途 に. m りて 汝の汝 なる を 知り 得たり、 願く は 我 も 我が 有する 

最も 善き 物 を汝の 前に 獻げて 我の 靈と 語る 者の 聖 なる 萬 軍の M ホバ なる を 知らん こと を (仝)。 以赛亞 

書 六 章。 

〇H ホバの 使者、 ギ デオンが 獻 げし 祭 物 を 納け給 ひて 後に 彼の 目に 見えすな り 給 ひぬ、 玆に 於て か 恐 

怖ギ デオンの 身 を 襲 ひぬ、 彼 は 目に 祌を視 しを覺 りぬ、 -向を 合せて 神 を 見し 者 は其榮 光に 耐えす して 

死すべし と は 彼が I て 聞きし 所な り、 實に人 は 未だ 曾て 神 を 見し ことなし、 然るに ギ デオン は 今や 面 

前に 彼の 祭 物 を 受納れ 給 ひし M ホバを 見 奉れり、 故に 彼 は 歎 聲を發 して 曰へ り 「于嗟 我れ 死なん、 神 

エホバよ、 そ は 我 はまこと に 面 を 合せて M ホバの 使者 を 見 たれば 也」 と、 昔時 ヤコ ブも亦 H ホバと 相 

見えて 死せ ざり しを歡 び、 其會 見の 地をぺ  一一 H ル (神の 面) と 名 づけて 曰へ り 「我れ 面と 面 を 合 はせ 

て 神と 相 見て 我が 生命 尙ほ存 るな り」 と、 後日 又シ モンべ テ II、 イエ スが北 ハ祌 たるの 榮光を 以て 彼に 

顯 はれ 給 ひし を 見て、 死 を 怖れて 其 足下に 俯して 曰く 「主よ 我 を 離れ 給へ、 我 は 罪人な り」 と、 人 は 

祌を 見ん と 欲すれ ども、 彼と 相 見えて 怖れざる を 得す、 我等 は 自己の 何たる を 知らす、 叉 神の 何. たる 

を 知らす、 故に 濫りに 神人 合 體 を 口にして 憚から ざるな り、 エホバ、 モ ー ゼに曰 ひ 袷 はく、  r 汝は我 

が 面 を 見る こと 能 はす、 我 を 見て 生く る 人 あら ざれば 也」 と、 神 を 怖れざる 者 は 彼を視 奉る こと 能 は 

や、 ギ， デオンの 恐怖 は 其 謙虚の 如し、 是れ あり たれば こそ 彼 は 神に 召され、 其 自顯の 恩 惠に與 かりし 

なれ (廿ニ 節 し。 創世記 三十 二 章 三十 節。 路加 傳五章 八 節。 出 埃 及 記 三十 三章サ 節。 

〇 然れ ども ギ デオン は 恐る、 に 及ばす、 彼 は 死せ ざるべし、 エホバ は 彼 を 殺さん として 彼に 顯 はれ 絵 


ひしに あらす、 彼 を 救 ひ、 彼 を 以て 彼の 家と 國とを 救 はんため に 彼に 顯 はれ 給 ひしな リ、 神 は 又 神と 

して 彼に 顯 はれ 給 はす、 エホバと して 顯 はれ 給へ り、 H ホ バは祌 なり、 然れ ども 宇宙の 主權 者と して 

の 神に あらす、 人類の 救 主としての 神な り、 彼 は 萬 有 を 主宰し 給 ふ、 彼の 手に は權 勢と 能力 ぁリ、 然 

れ ども 彼れ 人 を 救 はんとして 世に 臨り 給 ふや、 彼 は 身に 謙遞を 衣、 人の 如き 形狀 にて 現 はれ 給 ヘリ、 

人 は 神 を 見て 生きざる べし、 然れ ども H ホバを 見て 救 はるべし、 M ホバは 人の 見る を 得る 神な り、 先 

きに モ ー ゼに顯 はれ、 エホバなる 名 を 彼に 示し 給 ひ、 後に イエスキリストと して^に 顯 はれ、 萬 人の 

罪 を 續ひ給 ひし 者な り、 今や ギ デオン も 亦 彼 を 見 奉れり、 彼 は 見る に 柔和なる 人の 友な りき、 彼れ ギ 

デオン を 祝して 曰 ひ 給 はく 「平安 汝 にあれ」 と、 (廿三 節 )o 歷代志 略 上 廿九章 十二 節。 彼 55 前書 五 章 五節。 

排立比 書 二 章 八 節。 出 埃 及 記 三 章 十四 節。 

〇 「玆に 於て ギヂ 才 ン 彼 所に H ホバ のために 祭壇 を 築き、 之 を H ホバ シャ ti ム と 名け たり」、 祭壇 を 

紀 念のために 築く は イスラ H ル 人の 習慣な りしが 如し (地名 欄 を 見よ〕、 ギ デオン 今や H ホバの 特性 

に 就て 新たに 示さる \ 所 ありたり、 彼 は 祌は懼 るべき^、 們 るべ からざる 者、 燃た る 火の 如き 者、 密 

雲、 喑黑、 又は 暴風の 如き 者な りと 想へ り、 然るに 鼓に M ホバの 柔和なる 形 狀を拜 し 奉り、 其 「平安 

汝 にあれ」 なる 優しき 聲に 接して、 エホバに 關 はる 彼の 思想 はー變 せり、 彼 は 心に 曰 ひしな らん、 

「エホバ は 猛威に あらす、 權 勢に 非す、 平和な り」 と、 H ホ パシヤ ロム、 H ホバは 平和な り、 人の 近 

づき 得る^、 人に 近づき 給 ふ 者、 救濟 の祌、 宥め 得べき^、 永久に 怒り 給 はざる 者、 赦し給 ふ 者、 故 

に 我と 我家と 國とを 敵 人の 手より 救出し 給 ふ 者と、 是れ此 時に 於け るギ デオンの 感 なりし ならん、 彼 

が 彼 所に 紀 念のために 祭壇 を 築きて 之 を H ホバ シャ n ム (H ホバ は 平和な り) と 名 づけし は宜 ベな り- 
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神の 僕の 生涯に 於て 紀 念すべき 期 は 彼が 神に 就て 新たに 舉ぶ所 ありし 時な り、 而 して 威權の 神が 平和 

の 神と して 心に 顯 はれ 給 ひし 時に、 我等 今日の 基督 者 も 亦 石なら ぬ 擅 を 築きて、 共 上に 新たに 自己 を 

獻げ まつる にあら す や (二十 W 節)。 希伯來 * 十 章 十八 節。 

〇M ホバ は先づ 自己 をギ. 、テオンに 顯 はし 給 ひ、 彼 を聖め 且强め 給へ り、 今より 彼 を 以て イスラ H ルの 

民 を 救 ひ 給 はんとす、 然れ ども 之に 先 だち て 彼 をして 彼の 家と 鄕とを 救 はしめ 給 ふ、 ギ デオン は先づ 

其 父の^て るバ アルの 祭 擅 を 毀ち、 共 傍なる ァ シラの 竿 を研仆 し、 其 木 を 以て 父の 困より 取 出せし 七 

歳の 牡 粮を潘 祭と して エホバに 獻ぐ ベく 命ぜられたり、 是れ ^«氣 を 要する 行爲 なり、 父に 背き、 鄕友 

に 背き、 北ハ 忿怒 を 買 ふの 行爲 なり、 然れ ども ギ デオン は 之を敢 てせ り、 但し « 間に 於て 之を爲 さすし 

て 夜 問に 之を爲 せり、 彼の： 奥 氣に尙 ほ 足らざる 所 ありたり (卄 五— 廿七 節)。 

〇 鄕民は 怒れり、 彼等 はギ デオンの 死 を 北ハ 父に 求めたり、 然れ ども 何ぞ 計らん、 父 ョァシ は 其 子の 行 

爲を 怒らす して、 却て 其た めに 辯 じたり、 ギ デオンの 心 を 照らせし 神の 靈は旣 に 其 父の 心 を 化せし が 

如し、 敵と 思 ひし 父 は 今や 旣に 味方と 化し 居れり、 ギ デオンの 此 時の 感謝 は 如何ば かりなり しならん、 

然れ ども 斷 じて 神の 命 を 行 ふ^は E に 比く の 如し、 反 對は思 ひしよりも 强 からす (廿八 I 卅 一節)。 

- -  いひ あらそ 

〇 ギ デオンの 父ョ ァシ、 其 子の 行 爲を辯 じて E く  r バァル 若し 神なら ば自 から 論爭 ふべ し」 と、 眞神 

と 偽 神、 眞理と 誤謬との 刖を識 るに 唯此 一途 あるの み、 神 は 懲し給 ふ、 偽 神 は 罰する 能 はす、 眞理 

は 其れ 自身 を證 明す、 後、 パリ サイの 人に て 衆 民の 巾に 尊ばる &敎 法師 ガ マリ H ル、 同じ 論法 を 以て 

イエスの 弟子 等の 行 爲を辯 じて 曰く 「此 人々 を容 して 之に 係 はる 勿れ、 若し その 謀る 所、 行 ふ 所、 人 

より 出でば 必す 亡ぶべし、 若し 神より 屮 I でば 汝等 彼等 を 亡す こと 能 はす、 恐らく は汝等 神に 逆 ふ 者と 


ならん」 と (卅 一節)。 使徒 行 傳五章 三十 四 節 以下。 

〇 ョァシ の 杭す る 所と なりて 鄕 民はギ デオンに 害 を 加 ふること 能 はす、 唯 彼に エルバ アルなる 綽號を 

附 して 之 を 放免せ り、 エルバ アル、 之を釋 けば 「バ アル 論爭 ふべ し」 の 意な り、 敵の 嘲弄の 言 辭に深 

き 意味のお する こと あり、 ギ，、 テオン は 喜んで 此名を 受けし ならん、 彼 は獨り 心に 默 想して 曰 ひしたら 

ん 「ュ ルバ アル、 バ アル 論爭ふ べし、 然れ ども 彼 は 論 爭ふ能 はす、 彼 は 口 ありて 語る 能 はす、 耳 あり 

て 聽く能 はざる！ 《 像 なり、 彼れ 恐る、 に 足らす、 彼を拜 する 力 ナン、 ミデ アン、 アマ レキの 民 等 も 亦 

恐る、 に 足らす、 我は此 名を帶 びて 進んで バ アルと 其從者 等と を擊 たん」 と (卅ニ 節 )o 

〇 彼の 家と 鄕とは 今や 彼に 服せ り、 彼 は 今より 進んで 彼の 國を救 はざる ベから す、 ミヂ アン 人、 アマ 

レク人 及び 東方の 民 等 は 相 集りて 旣に ョ ル ダン 河 を 渡りて ェ ズレル の 谷に 陣を 張れり、 然れ ども 恐る 

る 勿れ、 此時 M ホバ の靈ギ デオンに 臨めり、 敵 は其大 軍を悉 して 来れり、 然るに 之に 對 して エホバの 

靈ギ デオンに 臨めり、 敵の 聯合 軍と M ホバ の靈、 二者 何れ か 強き 乎、 今や M ズレル の 谷に 肉の 力に 對 

する 靈のカ は 試め されん とす (卅 三、 卅四 節)。 

〇 エホバ の靈ギ デオンに 臨めり、 彼れ 其 靈に勵 まされて 筑を 吹きし かば アビ H ゼルの 全鄕は 彼の 旗下 

に 集れり、 彼れ 又 マナ セ挨を 招きければ 全 族擧て 彼の 命に 服へ り、 彼れ 叉ァ セル、 ゼ ブルン 及び ナフ 

タリの _ ^挨を 招きし かば 彼等 も 亦 彼の 招きに 應 じて 来れり、 彼 は 一躍して 人 §1- の 人となりぬ、 彼は最 

早 マナ セ 族の 中に て 最も 弱き 家の 屮の 最も 微 さき 者に あらす (十五 節)、 人望、 一時に 身に i る 時に 大 

なる 危險 あり、 ギ、 デオン は 今や 輙も すれば 神 を 忘れん とする の 危險に 瀕せり、 彼 は 搏び祌 に 近づきて. 

玻と 彼の 民と 雨つな がら をカ附 くる 者の 神 M ホバ なること を 確かめざる ベから す、 所謂る 「羊毛 を以 
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てせ し 試驗」 と は是れ なり (卅 節以ド )。 

〇 羊毛の 一束 は 民の 先導者た る 己れ ギ、、 テオン を 代表し、 禾場は 彼の 周 園に 在る 民 を 代表し、 露 は 神の 

靈を 代表す、 ギ デオン は先づ 知らん と 欲す、 神の 靈は 特に 先づ 彼れ 一人の 上に ド りし 者なる 乎、 彼の 

熱心なる 者 は 彼れ が 民衆の 熱心に 驅られ て 得し 者に は あらざる 乎、 彼の 受けし 力 は 人より なる 乎、 祌 

よりなる 乎、 執 一 情の 火なる 乎、 恩惠の 露なる 乎、 是れ 彼れ が 第一 に 知らん と 欲せし 所な り、 而 して 神 

は 彼の 祈願に 應 ひて、 北ハ、 彼が 思 ひしが 如くなる こと を 彼に 知らし め 給へ り (卅六 ー 卅八 節)。 露が 

神の 靈を 代表す る ことに 就て は 詩篇 第 百 三十 三篇三 節。 何 西 阿 書 十四 章 五節 を 見るべし。 

〇 ギ デオン は 第一 に 彼の 受けし 能力の 特に 神より 送られし 者なる を 知ら しめられたり、 彼 は 次に 彼の 

招きに 應 じて 彼の 下に 集り 來 りし 民 も 亦單に 彼れ ギヂ オンの 聲に應 じて 集りし にあら すして、 神の 靈 

に 導かれて 來 りし 者なる や 否や、 其 事 を 知らん と 欲せり、 卽ち 神はギ デオン を 離れて 直に 民 を 招き 給 

ひしなる 乎 否や を 知らん と 欲せり、 是れ 第二の 「試 驗」 の 意味に して、 神 は叉ギ デオンの 祈願に 應へ 

て、 其、 彼が 思 ひしが 如くなる を 彼に 知らし め 給へ り C 卅九、 四十 節)。 

〇 ギ デオン 玆に 於て、 彼に 臨みし 能力の 所謂る 多數の 勢力に 非す して 特に 神より 賜 はりし 靈 なる を 知 

れり、 又 民を强 むる 者の 彼等の 先導者なる 彼に 非す して 神 御自身なる を 知れり、 導く 者 も 神に 導かれ、 

導かる、 者 も 神に 導かる i を 知れり、 玆に 於て か 彼の 懐疑 は 晴れ、 憂慮 は 散 じ、 勇氣は 百倍して、 彼 

は 彼の 下に 集ひ來 りしす ベての 民 を 導きて 進んで ハ £1 デの 泉の 邊 りに ミヂ アン 人に 對 して 陣を 張れり 

(次章 一 節)。 

註 第二 十五 節 丼に 二十 八 節に 云へ る 「isu 一の 牡 犢」 と！ K へる は 何の 意味なる や、 原文 不叨 にして 知る に 由な 


，し、 「其 七 歳」 の 者と ある は 七 年間に 涉る イスラエルの 束縛 を 表して なるべし * 牡 植を罪 祭と して 獻 ぐる こと 

に 就て は 出 埃 及 記 二十 九 章 三十 六 節， 利 未 記 十六 章 六 節 等 を 見るべし。 

二  士師記 第 七 章 

一 、 ギ デオン 民 を 率 ひて ミデ アン 人に 對す ( 一 節)。 

一 、 ギ デ ォ ン 其 兵 を 選拔す ( 一 一— 八 節)。 

一 、 ギデ ォ ン 密かに 敵陣 を竊ふ (九 —十五 節)。 

一 、 ギ デオン 謀計 を 廻らして 敵陣 を 敗る (十六 —廿ニ 節)。 

一、 ミデ アン 人の 追擊 (廿 三— 廿 五節)。 

1 斯くて H ルバ アル 卽ちギ デオン 及び 彼と 偕に 在りし すべての 民 は 朝 夙に 起 出て ハ ロデの 泉の 邊に陣 

を 取れり、 ミ.， テ アン 人の 陣は 彼等の 北の方に あたり モ レの 山に 沿 ひ 谷の 中に ありき。 

2 時に エホバ、 ギ デオンに 曰 ひ 給 ひける は 

汝と 偕に 在る 民 は、 我れ その 手に ミデ アン 人を附 さんに は餘 りに 多し、 恐く は イスラ H ル 我に 向 

ひて 自 から 誇りて 曰 はん 『我れ 我が 手 を 以て 己 を 救へ り』 と 3 然れ ばい ま 民の 耳に 告げて 曰 ふ 
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べし 『誰 にても 懼れ慄 く 者 は ギレアデ 山 を 廻りて 歸り 去るべし』 と、 

玆に 於て 民の 歸 りし 者 一 萬 一 一千 人 ありき、 而 して 一 萬 人 は 残れり。 

4 エホバ 又ギヂ オンに 曰 ひ 給 ひける は 

民尙ほ 多し、 汝、 彼等 を 導きて 水際に 下るべし、 我れ ぎ 所に て汝 のために 彼等 を 試みん、 凡そ 我 

が汝に 告げて 『此人 は汝と 偕に 往く べし』 と 雷 はん 者 は 卽ち汝 と 偕に 注くべし、 叉 凡そ 我れ 汝に 

告げて 『此人 は汝と 偕に 行く ベから す』 と 一 百 はん 者 は 卽ち往 くべ からざる なり。 

..d 斯くて ギ デオン、 お を 導きて 水際に 下れり、 エホバ、 ギ デオンに 一一 一一 口 ひ 給 ひける は 

凡そ 犬の 规む るが 如くに 其 舌 を 以て 水 を 舐む る 者 は 汝之を 別けて 置くべし、 又、 凡そ 其 膝 を 折り 

屈みて 水 を 飮む者 を も亦然 かすべ し。 

e 而 して 水 を 班め し 者の 數は 三百 人な りき、 餘の民 は. 盡く膝 を 折り 屈みて 水 を 飲めり 7 エホバ、 ギ 

ヂ オンに：！： ひ 給 ひける は 『我れ 水 を 舐めた る 三百 人 を 以て 汝等を 救 ひ、 ミデ アン 人 を汝の 手に 附 すべ 

し、 餘の民 は 悉く その 所に 就くべし』 と 8 玆に 於て 彼等 民の 兵糧と：^ ハ菰と を 手に 受取れ り、 ギデォ 

ン すべての イスラ H ルを 各自 其 天幕に 送り 歸 せり、 然れ ども かの 三 W 人 を 留置け り、 而 して ミデ アン 

人の 陣は 彼の 眼下に 谷の 中に ありき。 

9 北 ハ夜ュ ホバ、 ギ デオンに 曰 ひ 給 ひける は 『起てよ、 下りて 敵陣に 攻 人るべし、 我れ 旣に之 を汝の 手. 

に 化た せり S 然 れど汝 若し 下る こと を 怖る、 ならば 汝、 汝の僕 フラと 偕に 陣 所に 下るべし n 汝、 

彼等の 霄ふ所 を 聞かん、 然 かせば 汝の 乎は强 めら れて汝 敵陣に 攻 入る こと を 得ん』 と、 ギ， デオン 卽ち 

其 漠フラ と 偕に 下りて 陣 所に 在る 隊伍の 外 逢に 至れり、 ？、、 デ アン 人、 アマ レキ人 及びす ベて 東方の 


民 は 其 數蝗蟲 の 如く 谷の 中に 偃し 居れり、 其驗駝 も亦數 ふに 勝へ す、 濱の 砂の 如くな りき "ギ ヂォ 

ン其處 に 至りし に、 或 人 其 侶伴に 夢 を 語り 居れり、 其 人 は 曰へ り 

視ょ、 我れ 夢を視 たり、 大麥の パン 一 っミデ アンの 陣中に 轉び 入りて 天幕に 至り 之 を 打仆し 覆し 

ければ 天幕 は 倒れ 臥せり 

と "其 侶伴 答へ て 曰へ り 

是れ イスラエルの 人 ョァシ の 子ギデ ォ ン の劍に 外なら す、 神 は ミ 、デ ァ ン と 其す ベ ての 軍と を 彼の 

手に 付た し 給へ り  ， 

と ギ デオン 夢の 物語と 其 解 釋とを 聞きし かば 地に 伏して 拜 せり、 彼れ イスラ H ルの陣 所に 還り 曰 

ひける は 『起てよ、 M ホ バは汝 等の 手に ミヂ アンの 軍. を 付た し 給へ り』 と。 

W 斯くて 彼れ 三百 人 を 三隊に 分ち、 乎に 乎に 筑 及び 空瓶 を 取らせ、 瓶の 中に 火炬に 置かし めたり 

"彼等に 曰 ひける は 

我 を視て 我が 爲す 如くせ よ、 我れ 陣 所の 外邊に 至らん 時 我が 爲す 如く 汝等 も爲 すべし S 我 及び 

我と 偕に 在る 者す ベて 筑を 吹かん 時、 汝等も 亦す ベて 陣營の 四方に て菰を 吹きて 曰ぶべし 「エホ 

パ のた め、 ギヂ オンの ため」 と。 

S 斯くて ギ、、 テオンと 彼と 偕に 在りし 百 人、 中更の 初め 番兵の 新たに 置かれし 頃、 陣營の 外邊に 至れり、 

彼等 菰を 吹き、 其 手に 携 へたる 瓶 を打碎 きたり、 お 卽ち三 隊の兵 等筑を 吹き 瓶を碎 き、 左手に 火炬を 

執り、 右手に 筑を 持ちて 之 を 吹き、 「H ホバ のた め、 ギ デオンの ため」 と喊 ベり 各人 その 持 場に 

立て 陣營を 園み たり、 全軍 は 走れり、 彼等 は叫號 せり、 遁 逃せり ？ i 三百の 人菰を 吹きければ、 エホ 
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パは 各人の 劍 をして 其 同士と 全軍と を擊 たしめ 給へ り、 全軍 は 逃れて ゼレラ の 方べ テ シックまで、 又 

タパ テに沿 ひし アベル メ ホラの 境にまで 至れり。 

M 兹に 於て イスラ H ルの 人々、 ナフタリの 中より、 叉ァ セルの 屮 より、 又 マナ セの全 族の 中より i% ひ 

來 りて ミヂァ ン人 を追擊 せり ギデォ ン 叉 使者 を 偏く  H フ ライム の 山地に 遣して 曰 はせ ける は 

下りて ミ 、デ ァ ン 人を邀 へ 、 其 前に 水 を 擁し て ベ テ バ ラ 及び ヨルダンにまで 至るべし 

と、 斯くて M フ ライムの 人々 盡く 樓ひ來 りて べテ バラ 及び ヨルダンに 至る までの 水 を 擁したり "彼 

等 はミヂ アンの 侯怕ォ レブと ゼ H ブの 二人 を 俘へ、 ォ レブ は 之をォ レブの 厳に 殺し、 ゼ H ブは 之をゼ 

エブの 酒摔に 殺し、 尙ほ もミデ アン を 追 せり、 而 して ォ レブと ゼ H ブの 首を携 へて ヨルダンの 彼方 

に 於て ギ， テオンの 許に 至れり。 

lis  ^ 

本文の 訂正 並に 記事の 年代に 就て は 前章 註解 を 見るべし。 

地名、 人名 

sr ハ 口 デの 泉」 「モレの 丘」 雨 軍 ェズレ ルの谷 を 隔て 相對 す、 ハロデ の 泉 は 其 南に あり、 「モレ 

の 丘」 は 其 北に あり、 r ハ a, デ」 は 戰傈の 意な り、 三 節に 謂へ る 懼れ慄 くより 出し 名なる 乎、 若し 然 

りと すれ ば^は 此事 ありし より 後に て附 せられし 者なる べし、 撒 母 耳 前書 廿九章 一 節に 謂へ る H ズ レ 

ルに 在る 泉水と は此 泉の ことなるべし OS: 「ギレアデ 山」 ヨルダン 河 以東に 在り、 此 名の 山、 其以 


西に 見當ら す、 故に 日本 譯 聖書の 「ギレ ァヂ 山より 歸る べし」 は 地理 學 上意 味を爲 さす、 余輩 は 博士 

ダグラスの 說に從 ひ 「ギレアデ 山 を 廻りて」 と改譯 せり、 卽ち パレスチナ 本土 を 避けて、 ヨルダン 河 

を 渡り ギレアデ 山の 麓に 添ひ迂 廻して 家に 還るべし との 意なる が 如し、 註解 者 を 多く 苦め し 一 節な り 

og. ミデ アン 軍 は 其 一 部 は 北の方べ テ シ ッタに 向 ひ、 其 他の 一 部 は 南の 方ァ ベ ル メ ホラに 向 ひ、 南北 

兩 方に 向て 遁れ しが 如し、 アベル メ ホラ は 預言者 H リシ ャの 生地な り (列 王 紀略上 十九 章 十六 節)、 ゼレ 

ラは ゼレダ (仝 十 H 早廿六 節) 又は ザ ルタナ (仝 四 章 十二 節〕 ならん との 說の 外、 是 等の 地名に 就て 知る 

所な し oi-r ォ レブ」 烏、 r ゼ H フ」 狼、 人に 禽獸の 名を附 けし は我國 にも 其 例 あり、 頭 八 烏、 

つちく  6  く. 14 そ 

土 蜘跌、 熊 襲 等の 名を參 照すべし 〇 r ォ レブの 厳」 r ゼ H ブの 酒拷」 後世に て附 せし 名な り、 士師記 

の 書かれし 時代に は 著名の 所な りしなる べし。 

敎 訓 

〇 イスラ H ルの 戰爭は M ホバ の戰爭 なり、 是れ數 を W て 勝つべき 者に あらす、 信 を 以て 勝つべき 者な 

り、 人 は 數に賴 む も 神 は 信 を 求め 給 ふ、 二 萬の 人 は 多き に 過ぐ、 神に よりて 敵 を 敗らん とす、 三百 人 

にて 足る、 然り、 一人に て 足る、 祌は其 愛子 をして 「我れ 我が 手 を 以て 己 を 救へ り」 と 云 はしめ 給 は 

す (一 一節)。 

〇 モ ー セの 遺書に 曰く 

汝 その 敵と 戰 はんとて 出る に當り 馬と 車 を 見、 叉汝 より 數 多き 民 を 見る も 之を懼 るる 勿れ、 そ は 

汝を H ジ ブトの 圃 より 導き 上りし 神 M ホバ 汝と 偕に 在せば なり  誰か 懼れて 心に 臆する 者 
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あるか、 其 人 は 家に 歸り 行くべし、 恐く は その 兄弟 等の 心、 之が 心の 如く 挫けん (申侖 つ. - 二十 章 一 

節 * 八 節〕。 

と、 敵の 多き は^る. -に 足らす、 味方に 怯 者 ある は 恐るべし、 怯 者 は 之 を 淘汰すべし、 怯 者 は 之 を 其 

家に 還すべし、 怯 者 は 獨り怯 者た るに 止まらす、 其 怯 を 他人に 傳染 す、 怯 者 を 陣中に 留めて 全軍 怯 者 

と 化する の k れ あり (三 節 )o 

〇 怯 者 は 其 家に 還るべし、 然れ ども 東の 方 ヨルダン 河 を 渡り、 ギレアデ 山 を 廻りて 還るべし、 怯 者 は 

北 ハ怯を 全軍に 傳 ふるのみ ならす、 之を國 民に 傳 へて 其 銳氣を 挫く の 虞れ あり、 故に 家に 還る に 方ても 

國； 1!^ の 中 を 通過す ベから す、 國外を 廻りて 行くべし と、 而 して 此 命に 從ひ陣 を 去りし 者 一 萬 二 千 人な 

りしと 云 ふ、 卽ち陣 に 臨みし 者の 過半数な りしと 云 ふ、 憐 むべき かな 怯 者！ (三 節 〕。 

〇 蝗蟲の 如き ミデ アンの 軍に 對 して 二 萬の 軍 は 多き に 過す、 然るに 旣に其 半 を 失 ひたり、 イスラ ヱル 

人の 心中 察する に餘り あり、 然るに H ホバは 更らに 一一 一一 口 を 緩け て 曰 ひ 給 ふ 「民尙 ほ 多し」 と、 軍 は更ら 

に 精選せられ ざるべ からす、 民の 自己に 恃む心 は 更らに 除かれざる ベから す、 一 萬 人 は尙ほ 多し、 祌 

の 奇踏を 表 はす に 足る の少數 にまで 減ぜられざる ベから す RSO 

〇 ギ デオン 軍 を 導きて ハ 口 デの 泉より 流れ出る 小川の 水際に 至れり、 此 所に 其 三百 人 は 直に 地に 伏し. 

其 面 を 水に 當て 犬の 舐む るが 如くに 其 舌 を 以て 水 を 舐めたり、 其 餘の民 は 盡く膝 を 折り、 屈みて 水 を 

飮 めり、 前者 は 敏捷 を 表し、 後者 は 猶豫を 示せり、 敵 を 面前に 控 へながら 猶豫 する 者の 如き は 取る に 

足らす、 ギ デオン は 男 あり 且つ 警戒 怠らざる 三百 人 を 以て 敵の 大軍を 敗るべし となり (五、 六、 七 節 )- 

〇 水邊に 警戒の 缺乏を 表せし 一 萬 餘の民 は 軍 を 去りて 家に 還る に 及ばす、 其携 へし 所の 兵 精と 筑とを 


戰士に 渡し、 各自 其 天幕に 留 りて、 少数の 攻撃隊の 後援 たるべし となり、 怯 者 は 家に 還り、 勇者 は陣 

に留 り、 敏者は 進んで 敵に 當る、 軍の 區分、 斯の 如くに 成りて、 小 軍 も 能く 大軍を 敗る を 得べ し、 軍 

を 弱から しむる ことにして 其龙雜 なる が 如き は あらす、 勇 怯を區 分して 勇氣は 十倍し、 利 純を區 分し 

て 銳利は 百倍す、 區 分なる かな、 區 分なる かな、 事 を 成す の 祕訣は 兹に存 す 0 へ 節〕。 

〇 軍の 淘汰 成り、 ギ デオン は 今や 直に 進んで 敵 を 撃て 之に 勝つ を 得べ し、 然れ ども 必勝の 確信、 未だ 

彼に 起ら す、 彼に 尙ほ 躊躇 遂 巡の 色 あり、 故に M ホバは 彼 を 密かに 敵の 陣營に 遣り、 其 狀況を 察せし 

め 給 ふ、 而 して ギ デオン 其 所に 至れば、 敵の 陣中 旣に H ホバ とギ デオンの 名 を 聞て 震 ふ を 見たり、 

「大麥 の パン 一 っミデ アンの 陣中に 轉 入て 天幕に 至り 之 を 打仆し 覆しければ 天 if は 倒れ 臥せり」 と、 

是れ懦 夫の 夢 1 ぎに 過ぎす、 然れ ども 能く 陣中の 輿論 を 表する 者な り、 大麥の パン 一 個 は 酒摔の 中に 

麥を 打ち 居たり しョァ シの 子ギ、 デオンな り (前章 十 一 章)、 彼れ ミデァ ン の 陣中に 轉び 人り て北ハ 王の ：大 

幕 を打仆 し、 之 をして 立つ 能 はざる に 至らし めんと、 敵軍 旣に此 恐怖 を懷 けり、 一 擊のド に 之 を 挫く 

を 得べ し、 我等に 力 を 添へ 給 ふ 神 は 同時に 敵の 瞻を奪 ひ 給 ふ、 卽ち 恐怖の 靈を 彼等に 下して 彼等の 心 

を 弱くし、 我等 をして 彼等 を 挫く に 更らに 容易なら しめ 給 ふ (九 —十四 節 ：}。 

〇 ギ デオン、 敵 兵の 夢物語 を 聞いて 歡 びて 地に 伏して M ホ バを拜 せり、 必勝の 確信 今や 彼に 起れ り、 

故に 彼 は 急ぎ イスラ H ルの陣 に 還りて 曰 ふ 「起てよ、 ェ ホバ は汝 等の 手に ミ、 デァ ン軍を 付た し 給へ り」 

と、 戰は旣 に 勝ちし ものと して ギ、、 テオン 之をィ スラ H ル の陣に 報じたり (十五 節〕。 

〇H ホバ に 頼りて ミデァ ン の 大軍を 敗る に 方り てはギ デオン は 劍を拔 いて 血 を 流す の 要 を 見 ざり き、 

I ビ火 Js、 鳴る 物と 光る 物、 是れ にて 足れり、 敵 は 之 を 敗れば 足る、 殺す を 要せす、 其膽を 奪へば 足 
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る、 北ハ 生命 を 奪 ふ を 要せす、 ギ デオンの 戰 爭は祌 の戰爭 なりし、 故に 自 から 進んで 血 を 流す 戰爭 にあ 

らざ りき (十六— 廿節 )o 

〇 ギ デオンと 彼の 三百 人 は 各自 その 持 場に 立ちて 敵の 陣營 を圍 み、 叫び 且つ 光 を 放てり、 而 して 敵軍 

は 互に 相殺せ り、 我等 叫べば 彼等 互に 相殺し、 我等 輝けば 彼等 先 を ふて 走る、 神の 戰爭 は斯く あら 

ざるべ からす、 自 から 手 を 下して 敵 を 殺す ベから す、 敵、 若し 殺さ るべ からすば 敵 をして 之 を 殺さ 

しむべし、 我等 は 唯 勝利の 聲を 放ち、 眞理の 光 を 放てば 足る、 殺戮 は 我等の 業に あらす (廿 一、 サニ 

節)。 

〇 敵軍 遁 逃の 報 偉 はる や、 全國 今や 怯懦のお あるな く、 ナフタリ 人 も、 ァ セル 人 も、 マナ セ人も 招か 

ざるに 集ひ來 りて 北ぐ る 敵の 跡を逐 へり、 ^に 敗軍 を 追撃し 得ざる が 如き 怯 者 あるな し、 他人 をして 

敵 を 敗らし め、 而 して 己れ 其 追撃の 任に 當る、 人情 は 古今東西 變る ことなし、 勇者 は獨り 立て 敵 を 敗 

り、 怯 者 は 隱れて 批評眼 を 以て 勝敗 を 目撃し、 敵の 敗走 を 認めて 然る 後に 集 ひ 来りて 戰 勝の 榮 譽を竊 

む (廿三 節)。 

〇 然れ ども M フライ ム人は 少しく 恥 を 知れり、 彼等 は 招かれす して は 追撃の 軍に 加 はら ざり き、 ギデ 

ォ ン 又 彼等の 頼む ベ きを 知り たれば 使者 を 遣 はして 彼等の 參加を 促せり、 而 して ギ デオンの 召に 應じ 

て 下り 来りし H フライ ム人は 其 爲す所 又 群を拔 けり、 彼等 はべ テバ ラ 及び ヨルダン の 渡 口に 敵を邀 へ、 

其 慮に 敵將 二人 を 殺し、 其 首を携 へて ヨルダン 河の 彼方に ギ デオンに 會 せり、 唯憾 む、 敵 を 敗りて 後 

に、 信仰の 戰爭は 殺戮の 戰爭と 化せし こと を、 ギ デオンの 墮 落は實 にミデ アン 軍 潰走の 時 を 以て 始ま 

れり、 成功の 時、 是れ墮 落の 危機な り、 ギ デオン は 敵に 勝つ の訣を 知て 之を逐 ふの 術 を 知ら ざり き、 


敲將の 生首 を 見て 喜びし ギ デオン は 自家に 大敵 を 起す の俑を 作れり (廿三 I 廿 五節 第 九章參 照)。 

■ 三 士師記 第 八 章 

耍 略 

一 、 ギ デオン 頓智 を 以て ェ フ ライム 人の 怒 を 解く  ( 一 —三 節)。 

一 、 ギ デオン、 ス コ テとぺ ヌ ェ ルの 民に 食 を 乞 ひて 斥けら る (四— 九 節)。 

一、 ギ デオン、 ミデ ァ ン の 軍を殲 くす (^ 1— 十一 一節〕。 

一 、 ギ デオン、 ス コ テとぺ ヌ ェ ルを懲 す (十三 —十七 節)。 

一 、 ギデ ォ ン其 兄弟の 仇 を 報 ゆ (十八 —廿 一 節)。 

一、 ギ デオン、 イスラエルの 王位 を辭す (サ 二— 廿三節 )o 

一 、 ギ デオン 掠奪の 金 を 得て H ホデを 造る (廿 四— 廿 4： 節)。 

一、 ギ デオン、 平 康をィ ス ラエル に 供す (廿八 節)。 

一、 ギ デオン の晚 年と 死 (廿九 —# 一 一節〕。 

一 、 ギ デオンの 死と イスラ ェ ルの腹 落 (卅 三— i 五節)。 

1 エフ ライムの 人々 ギ デオンに： n ひける は 「汝 ミ、 デ アン 人と 戰 はんとて 往 ける 時、 我等 を 招 かざりし 

此詭瞞 は 何事 ぞゃ」 と、 斯くて彼等烈しく彼と^,矛ひたり "一 彼、 彼等に 曰 ひける は 「我、 汝等 に比べ 
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ひろ  かりと 

て 何を爲 せし ぞ、 H フ ライムの 拾 ひ 得し 葡萄 は アビ H ゼル の牧據 りし 葡萄に 勝 さるに あらす や ？神 

はミデ アンの 侯们ォ レブと ゼ H ブを汝 等の 乎に 付し 給へ り、 - 我れ 汝等 に比べて 何 を爲し 得し ぞ」 と、 

ギ デオン 斯く曰 ひし かば 彼等の 憤怒 解けたり。 

さ キ， デオン 彼と 偕に ありし 三百 人と 共に ヨルダン に 至りて 之 を： 折り、 疲れながら も尙ほ 追撃せ り 

5 彼、 スコテ の 人々 に 曰 ひける は 「願く は. 我に 從 へる 人々 に パン を與 へよ、 彼等 は 疲れたれば 也、 而 

して 我 はミデ アンの 王 ゼバと ザルム ンナを 追撃し つ、 あり」 と G スコテ の 侯伯 等 曰 ひける は 「ゼバ 

と ザ ルムン ナ今旣 に汝の 手の 中に 在る や、 我等： r ぞ汝の 軍に パン を與 へん や」 と 7 ギ デオン 曰 ひけ 

ぃ^^ら おどろ 

る は r 然 らば M ホバ 我が 手に ゼバと ザ ルムン ナとを 付し 給 はん 時、 我れ 野の 荊と 棘と を もて 汝の肉 を 

打つべし」 と S 斯くて 其 所より ぺヌ エルに 上り 同事 を 彼等に 述べた るに、 ぺヌ H ルの人 も スコテ の 

人の 答へ しが 如くに 答へ しかば 彼れ 叉べ ヌ H ルの 人に 告げて 曰 ひける は 「我れ 安らかに 歸る 時に 

此の 城梭を 毀つべし」 と。 

S 偖ゼバ と ザルム ンナは 其 軍 凡そ 一 萬 五 千 人 を 率ゐて カル コルに 在りたり、 是れ 東方の 民の 全軍 中、 

い？ のこ 

生 殘れる 者の すべてな り、 戰に 幾れ し 者 は 劍を拔 く 所の 者 十二 萬 人な りき "ギ デオン 卽ち ノバと 

ョ グべバ の 東に て 天幕に 住める 者の 路 より 上りて 敵の 陣營を 撃ちたり、 陣營は 安心して 備 へ ざり き 

じゼバ と ザ ル ム ンナと は 走れり、 ギ， チ オン 其 跡を逐 ひて ミデァ ン の 一 一人の 王ゼバ と ザルム ンナ を擒に 

し、 悉く 其 軍 を 敗りたり。  ,  ， 

"斯くて ョァシ の子ギ デオン、 へ レシの 坂より 軍 を旋し "ス コテの 人の 中、 一人の 少壯者 を 執へ て 

かきしる 

之に 尋ね たれば、 彼れ 則ち ギ、、 テオンの ために スコテ の 侯伯 及び 其 長老 七十 七 人 を記錄 したり H ギデ 


オン、 スコテ の 人に 到り rn ひける は 「玆に ゼバと ザ ルムン ナを視 よ、 此 者に 關 して 汝等は 我 を 嘲け り 

て 『ゼバ と ザ ルムン ナ今旣 に汝の 手の 中に 在る や、 我等 何ぞ 疲れたる 汝の 軍に パン を與 へん や』 と 曰 

へり」 と W 玆に 於て 彼れ 邑の 長老 等 を 執へ、 野の 荊と 棘と をと り、 之 を 以て ス コテの 人を懲 したり 

n 彼 又ぺヌ H ルの 城樓を 毀ち、 その 邑の人 を 殺したり。 

S 斯くて 後ギ. 、テオン、 ゼバと ザ ルムン ナに曰 ひける は 「汝 等が タ ボルに て 殺せし 者 は 如何なる 者な り 

しゃ」 と、 彼等 答へ ける は 「彼等 は 能く 汝に 似たり、 其 一 人 は 王の 子の 如くに 見えたり」 と "彼れ 

臼 ひける は 「彼等 は 我が 兄弟、 我が 母の 子な り、 H ホ バは活 く、 汝等 若し 彼等 を 生かし 置きた らんに 

は 我れ 汝等を 殺す まじき もの を」 と ^ 卽ち其 長子 H テルに 曰 ひける は 「起て 彼等 を 殺すべし」 と、 

然れ ども 少者 は 其 劍を拔 かざりき、 彼れ 年若き が 故に 懼れ たれば 也 S 玆に 於て ゼバと ザルム ンナ曰 

ひける は 「汝自 から 起て 我等 を 撃てよ、 そ は 大人に 大人の 力 あれば 也」 と、 ギ デオン 則ち 起て ゼバと 

ザルム ンナと を 殺し、 その 骼駝の 頸に 懸けた る 半月形の 飾 を 取りたり。 

？ー玆 に 於て イスラ H ル の衆ギ デオンに 曰 ひける は 「汝、 我等 を 治めよ、 汝と汝 の 子 及び 汝の孫 も亦爾 

かせよ、 そ は汝、 ミデ アンの 手より 我等 を 救 ひたれば なり」 と 〔ゃキ デオン 彼等に 曰 ひける は 「我れ 

汝等を 治めざる べし、 亦 我 子 も 汝等を 治めざる べし、 エホバ 汝等を 治め 給 ふべ し」 と。 

？ I ギ デオン 又 彼等に 曰 ひける は 「我れ 汝 等に 一 つの 希 願 あり、 汝 等が 各自 掠 取せ る 環 を 我に 與 へん こ 

と是 なり」 と (是れ 彼等 イシ マ H ル 人なる が 故に 金の 環 を 着けた るに 由る). お 衆 答へ て 曰く 「我等 悅 

んで 之を與 へん」 と、 卽ち 外衣 を 敷き 各自 其 掠 取せ る 環 を 其 中に 投げ入れたり タキ、、 テオンが 求めて 

得た る 金の 環の 重量 は 一千 七 百 シケル なりき、 外に 半月形の 飾、 耳環、 ミデ アンの 王 等の 着た る 紫の 
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衣、 及び， 恥駝の 頸に 懸けた る 鍵な ども ありき ギ デオン 之 を もて 一箇の H ホヂを 造り 之 を： J の邑な 

る オフ ラに藏 む、 イスラ H ル擧て 其處に 行いて 之と 淫を行 ふ、 此物ギ デオンと 其 家と を陷 るの 罟 とな 

りぬ。 ？- 斯くて ミデァ ンは イス ラエル の 子等の 前に 征服 せられて 復 たび 其 頭 を 擦ぐ る こと を 得 ざり 

き、 斯くて 國はギ デオンの 世に ある 問、 S 十 年間 休息 を 得たり。 

S 斯くて ョ ァ 、ンの 子 H ルバ ー ル往 きて 己の 家に 住めり 加ギ デオン 其 身より 出た る 子 七 卜 七 人 を 生め 

り、 彼れ 多くの 妻 を 有ち たれば 也 M シケム に 居りし 其 妾 も 亦 彼に 一人の 子 を 産みし かば 彼 は 之をァ 

ビ メレクと 名け たり ョァシ の子ギ デオン 高齢に 達して 死し、 アビ エゼル 人の オフ ラに 在る その 父 

ョァシ の 墓に 葬られたり。 

？-ギ デオン 死す るゃィ スラ H ルの 子等 翻 りて (仪 たバ ァ ル を 慕 ひ、 バ アル ベリ テ を 北ハ祌 となせ り 

** は， T ら ろ/ \  お ぼ 

W イスラ H ルの 子等、 北 ハ叫圍 の 諸の 敵の 手より 己 を 救 ひ 出し 給 ひし 神 M ホバを 記憶へ す お 又 H ルバ 

アル 卽 ちギヂ オンが イスラエルに 爲 せし すべての 善行に 循 ひて 其 家 を 厚く 待 ふこと をせ ざり き。 

註 解 

地名、 人名 等 

^  r ス コテ」 盧の 意な り、 其 名の 起原に 就て は 創世記 三十 三 章 十八 節 を 見るべし、 人， に 至り 其 位 

！!? 1 を 確定す る 難し、 ョ ル ダン の 低地に 於て ス コ テと サルタン の 問 云々 (列 王 紀略上 七 章 四十 六 節) と あれ 

ば ヨルダン 河 沿岸の 低地に 在りし は 明かな り、 叉スコ テの 谷と あれば (詩篇 六十 篇六 節) 高地の 間に 介 


して 特に ー鄉を 作りし 邑 なりし が 如し、 ヨルダン 河の 東岸、 ャ ポクの 支流が 之に 注ぐ 逢に ありし なら 

んとは 一般の 說 なり 〇g  r ぺヌ H ル」 神の 面の 意、 創世記 三十 二 章 三十 節 前後 を 見るべし、 「ャボ 

クの 渡」 より 程遠から ぬ 所に ありたり、 其 所 (ス コ テ) より 上りて と あれば ョ ル ダン の 低地より 東の 

方 高原に 上りし 所に ありし は 明かな り、 然れ ども ス コテと 同じく 其 位置 を利定 する 能 はす OS 「ゼバ 

と ザ . -ム ンナ」 生 贄.^ 隱場 無し、 其 侯伯 は 烏と 狼 (前章 廿 五節 註解 參考 )、 其 王 は 生 贄と隱 場 無し、 

「生 贊」 は 神に 獻 ぐる 動物、 r 隱場 なし」 は 無頓漢 なり、 共に 甚だ iilo ましき 名な り、 蓋し 少しく 原 名 

の 昔 を： して イス ラ H ル 人が 附 せし 綽名なる ベ し、 ミデァ ン 人と 雖も自 から 選んで 斯 かる 名 を 其 王に 

附せ ざり しならん 〇!; 「カル コル」 -仅置 判然せ す 〇g 「ノバと ョグ べバ」 ノバ は 判然せ す、 然れ 

ども ョグ べバ は 今尙ほ ュ べィハ ー の 名 を 以て 存す、 ョ ル ダン 河 以東の 高原が ァラ ビヤ 砂漠に 接近する 

邀 にあり、 ガドの 子孫 は …… ョ グべバ …… などの 堅^なる 邑を 建て 羊の ために 圈を 建たり (R 數紀峪 三 

十二 章 三十 五節〕 と あれば 有名なる 城邑 なりし が 如し 〇 瑪 「へ レシの 坂」 原文 不明な り、 隨て其 位置 

は 岡より 知る を 得す ◦g' r シ ケル」 金 一 シケル は 二百 五十二^ 六 二な り、 故に 我國 今日の 金貨に 換 

算 すれば 凡そ 一 一十 圓に當 るべ し、 故に 千 七 百 シケル は 代 價金三 萬 四千 圓餘の 金塊な り 〇w 「 H ホヂ」 

或 ひ は 祭司が 其 職 を 執る 時に 着し 聖衣 なりと 云 ひ (出 埃 及 記 二十 八 章 四一七 節) 或 ひ は 偶像の 一 極な りと 

云 ふ、 ギ， デオン は 金襴の 愤衣を 着て 民の 畏敬 を惹 かんとせ しか、 或 ひ は 或る 極の 偶像 を 作りて 其 迷信 

を 促さん とせし 乎、 一 一 者 孰れな りしと する も靈的 崇拜を 棄て& 物質的 崇拜の 弊 を 作りし は 明かな り 〇 

g 「アビメレク」 我 父 は 王な りの 意、 ギ、 デオン、 王位 を辭 せし も 此名を 其 妾腹の 子に 附 せし を 見れ 

ば、 彼の 心 屮旣に 王者 を 以て 自 から 任ぜし に は あらざる か、 何れに する も 彼に 取りて は 甚だ 不穩當 の 
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名な り og 「バ アルべ リテ」 契約の バ アル、 契約 を 司る バ アル、 或 ひ は 契約 を 守る バ アル、 卽ち能 

く 契約 を 守りて 歸依 者の 祈願 を 聽くバ アル、 九 章 g: 卜 六 節に 「ベリ テ神」 と あるに 同じ。 

〇 一 たび 敵の 堅 勁 を 挫きし 後の ギ デオン は 信仰の 人に あらす して 普通の 軍人な りき、 彼 は 北ぐ る 敵の 

跡 を逐ひ 殺戮 を 行 ひ、 仇 を 報 ひ、 忿 iff^ を發 し、 掠麥を 擅に し、 淫縱に 耽けり、 宗敎的 安逸 を さへ 求め 

て榮 華の 中に 一生 を 終れり、 國 に敵國 なければ 亡ぶ と、 人に 艱難なければ 其 信仰 衰ふ、 ミデ アン 人の 

侵 人に 由り てギ デオン の 信仰 は 喚起せられ たり、 ミデ アン 人の 敗亡に 由て ギ デオンの 信仰 は衰 へたり- 

或る 意味より 云 へば イス ラ H ルを救 ひし 者 はギ， デオンに して、 ギ デオン を 救 ひし 者 はミデ アン 人な り 

し、 謹むべき は 强敵を 前に 控 へし 時に あらす して、 彼 を 敗りし 後に あり (全 章 〕。 

〇ミ デァ ン 人の 與 みし 易き を 知りし H フライ ム人は 軍功の 更らに 多から ざらん こと を 憾みたり、 故に 

ギ デオン を資 むる に 初めより 彼等 を 招 かざりし を 以てせり、 北ぐ る 敵を逐 ひて 功を顯 はせ し H フライ 

ム 人は陣 營に據 りて 相對 せし 敵 を も 敗り 得しな らんと 想へ り、 然 らば 彼等 何ぞ自 から 進んで 敵に 當ら 

ざり しぞ、 他人 をして 敵の 堅 勁 を 挫かし め、 而 して 己れ 追 迹の任 を 受けて 少しく 功 を 立て たれば とて- 

冒險の 功に 與 から ざり し を 怒る、 H フライ ム人は 今の 敎會獨 立論 者な り、 外人の 跋息 せし 時には 身 を 

匿して 一臂の 努を 貸さす、 而 して 其の 傲慢の 角の 挫かれし 今日、 頻りに 聲を 高く して 獨立 を唱 ふ、 然 

れ ども 視ょ、 ミデ アン 人 は 今 は遁れ て旣に 河の 彼方に 在り、 彼等 は 今 は 追 はざる も自 から 亡ぶべし、 

今や 勇者の 已を抑 ふべき 時な り (一 節)。 


〇 功 成りし 後の ギ デオン は 政治 を 捨て 宗敎を 取れり、 彼れ はまこと に 善き 選 揮き 爲 せり、 そ は 政治 は 

低き 此 世の 事に して 宗敎は 高き 神の ことなれば 也、 然れ ども ギ デオンの 選びし 宗敎は モ，" セ、 エリヤ、 

M レ ミヤの それの 如き 聖き 精神的 宗敎に は あら ざり し、 彼 はミデ アン 人より 奪取り し 金 を 一鬼め て金镧 

の 僭 衣 を 作り、 之 を 己が 身に 着けて 民の 敬 祟 を 己に 惹 かんとせ り、 兹に 於て か イスラ H ルは擧 て 之と 

淫を 行へ りと 云 ふ、 卽ち 彼等 は H ホバ を棄て 燦然た る 金色の 法衣 を拜 する に 至りし と 云 ふ、 而已 なら 

おとし  わな 

す、 法衣 は叉ギ デオンと 其 家と を陷 いるの 晋 となりし と 云 ふ、 卽ち、 法衣 は 民 を 惑 はし、 ギ. デオンと 

其 全家と を墮 落に 導きたり と 云 ふ、 諱 むべき は 金 欄の H ホデに 止まらす、 すべての 敎職的 衣服な り、 

之に 由て 他 を 欺き 己を滅 せし 實例 は、 古今東西 枚擧 する に遑 あらす (二十 二— 二十 七 節)。 

〇 多妻 は惡 事な り、 而 して 舊約 聖書 は 之を誡 むる-に 禁制 的 律法 を 以てせす して 事 實的證 明 を 以てせり、 

アブラハムの 場合に 於て、 ギ デオンの 場合に 於て、 ダビデ 王の 場合に 於て、 多妻 は 多くの 紛雜、 多く 

め 悲痛の 基因なる を 示せり、 特別に 神に 選 まれし 者の 行爲 なれば とて、 多妻 は惡 事た る を 失 はす、 神 

は 其 愛子たり と雖も の正當 なる 結果より 彼 を 免除し 給 はす、 罪の 價は 死な リと云 ふ、 士 師ギ. 、テオン 

たりと 雖も 殺人、 褒漬、 多妻の 刑罰より 免 かる \ こと 能 は ざり き、 彼れ 死す る や 否や、 イスラ エルの 

民 は 再び 以前の 偶像 祟 拜に戾 り、 彼の 子等 は 互に 相爭 ひて 彼の 家 は 終に 全滅に 歸 せり (廿. K 節 以下、 
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士師 H フタの 話 

少女の 權牲 

此&！ を 能く 解 せんと 欲する 者 は 先 づ士師 記 第 十 一 章 を精讀 する を耍す 

我れ 更ら に： 1： を はんや、 化 右し ギデ オン、 バラク 叉 サム ソン、 H フタ、 ダビデ 又 サム H ル 及び預 

一一 等の 事 を 一一 目 はんに は 時 足らざる 也。 希 伯 來書十 一章 三十 二 節。 

H フタの 話 は舊約 聖書 士： 帥 記 第 十 一 窣に 載せて あります、 彼 は ギレアデ 人で 猛き 者で ありまし リた 

^生兒 であるとの 故 を 以て、 本妻の 子等の 逐ふ 所と なり、 家鄕を 去りて 也 園に 流浪し、 トブと 云ふ听 

そ こ  ぶ らい. K ん ども  i. 

に往 いて、 其處に 土地の 無頼漢 等 を 集め、 ァラ ビヤ 地方に 時々 行 はる.^ 所の 旅客の 掠奪に 從事 しまし 

た、 時に 彼の 本國は アン モン 人の 侵掠に 遭 ひ、 十八 年の 間 其 暴虐に， ぼしみ ました、 に 於て かギ レア 

ヂの 長老 等 トブの 地に 到り、 エフ タに乞 ふに 其 生 國に歸 り、 民 を 率 ひて アン モン 人に 當り、 民 國を鍵 

掠 者の 手より 扬 出さん こと を 以てしました、 時に M フタ は 長老 等に 答へ て： 2 ひました、 

汝等は 我を惡 みて 我 父の 家より 我を逐 出した るに 非す や、 然るに 今汝等 困難め る 時に 至りて 何ぞ 

我に 来る や 

と (七 節〕、 私 生 兒も亦 人であります、 一度び 世に 生れて 來た 以上 は 、神に 召されて 生れて 來た 者で あ 


ります、 然るに 私生兒 なるとの 故 を 以て 之 を嫌惡 ひ、 之 を 虐待し、 之を逐 放して、 ギレアデ 人 は 人の 

前に 自己の 淸淨を 街 ふたので あります、 然るに 祌は 智者の 智を愧 しめ、 賢者の 賢を愧 かし めんた めに、 

玆に私 生兒ェ フタ を 選み て 彼に 異常の 能 を 與へ耠 ふたので あります、 今や 國 難に 際し、 救濟の 衝に當 

る 者な きに 至りて、 民の 長老 等 は 頭 を 低れ、 彼等が 曾て 侮辱し、 逐 放せし 不幸 兒の 援助 を藉ら ざる を 

得ざる に 至りました、 H フタの 得意 實に想 ふべ しであります、 時に 長老 等ェ フタに 答へ て 曰 ひました、 

北ハ事 ありし が 故に 我等 今禮を 厚う して 汝に來 りしたり、 乞 ふ、 汝今 我等と 共に 往 きて アン モン 人 

と鬪 へ 、 然 らば 我等 汝を 戴きて ギ レ アデ 人の 首領と なすべ し 

と (八 節)、 此 懺悔と 懇願と に對 し、 勇者 は 之 を 斥く る を 得ませんでした、 長老 等 をして H ホバの 前に 

誓約 を 立てし め、 終に 彼等の 首領と なり、 大將 となり、 ギレアデ 人 を 率 ひて 敵 人 アン モン を擊攘 すべ 

きこと を 承諾し ました。 

M フタ は ギレアデ 人の 首領と なりて、 アン モン 人に 對 して 直に 戰鬪を 開始し ませんで した、 彼 は 先 

づ 平和 手段 を 2^ て 爭鬪の 根 を 絶たん としました、 彼 は 使者 をァ ン モン 人の 王に 遣りて 其 要求の 非を钆 

し、 彼 をして 讓 るべき を讓 らし めんと しました、 本章 第 十二 節より 第二. ！• 八 節まで は、 當 時の 外交 談 

判 を 記す 者であります、 ギレアデ 人の 立場より 見て 正當 なる 要求で あつたので ありませ う、 外交な ど 

云 ふ 者 は 其 時 其 場合に 臨んでの み 興味 ある 者であります、 然し 時と 所と を 異にして 何の 與味も 無い 者 

であります、 其當 時に 於て こそ 日露 外交 談判と 云 へば 世界の 耳目 を惹 きました が、 然し 个 より 叫 千年 

の 後に 至りて 之 を 見れば、 丁度 私共が 今 H フタ 對 アン モ ン 王の 外交 談判 を讀む やうな 感が 致しまして、 

誠に；！. S ら ない 事で ありませ う、 然し M フタが 戰ふ 前に 先づ 平和的 手段 を 取りし こと、 其 事 は 文明 的で 
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あって 賞 讚すべき 事であります、 彼れ 私 生兒の 浮浪 人 も 之に 資 任の 地位 を與 ふれば 純 土と なります、 

神を識 りし H フタ は 其 素性 如何に 關 はらす、 性來 の純士 でありました、 之に 軍國の 指揮 を委 ぬれば 直. 

に 陣頭に 立て、 SfJ 敢 以て 敵の 膽を 挫ぐな らんと 思 ひの 外、 H フタに 優しき 女らしき 所が ありました、 

私共が H フタ を 愛する 理由 は 中； として 玆 にあります。 

H フタ は 平和の 方法 を 試みました、 然しながら ギレアデ 人の 力 を 侮りし アン モン 人の 王 は 不作法に.. 

も 之 を 斥けました、 

玆に 至りて H ホバ の靈 M フタに 臨みたり 

とあります (二十 九 節)、 戰鬪の 力 は 平和の 手段の 盡 きる 時に 降ります、 エフ タは 今は鬪 はざる を^ ま 

せんでした、 然れ ども 彼は戰 場に 臨む に 先 だち て 神に 誓 を 立てざる を 得ませんでした、 彼の 擔 ひし 責 

住は餘 りに 重大で ありました、 彼 は 自己の 力に 頓るを 得す、 然れ ばと て 未だ 全く 神の 援助 を 信す る こ 

とが 出來 ませんで した、 誓願 は 人の 至情より 出る 者であります が、 然し 全く 祌に顿 む 人 は 誓願 を 立つ 

るの 必要 を 感じません、 天父の 聖旨 を 完全に 了解り 給 ひし ィ H スは 曾て 一 囘も 誓願 を 立て 給 ひません 

でした、 彼 は北ハ 弟子 等に 敎 へて 曰 ひ 給 ひました、 

我れ 汝 等に 吿 げん、 更らに 誓 ふこと 勿れ、 ；大を 指して 誓 ふこと 勿れ、 是れ 神の 座 位 なれば 也、 地- 

を 指して 誓 ふこと 勿れ、 是れ祌 の 足 Jftw なれば 也、 エルサレム を 指して 誓 ふこと 勿れ、 是れ 大王の 

みやこ  かしら  ひとす ぢ 

京 城 なれば 51、 汝の首 を 指して 誓 ふこと 勿れ、 そ は 一 絲の髮 だに 白く 又黑 くす る こと 能 は ざれば 

也、 汝 等た^ 然り、 然り、 否な、 否な と 言へ、 此 より 過る は惡 より 出るな り 

と (馬 太 傳五章 三十 四 節 以下)、 此は祌 を 信す る こと 深き の餘り 誓願の 必要 を 認めざる のみなら す、 却て 


其罪惡 なる を認 むる 聖者の 言であります、 然れ ども 神の 子なら ぬ M フ タ には此 深き 完全き 信仰が あり 

ませんで した、 彼 は 多くの 人の子の 例に 傚 ひ、 戰鬪に 臨む に 際して 神の 前に 誓 を 立てました、 此 場合 

に 在りし ェ フクに 對し、 私 は 其 行爲を 讚む る 能 はざる と 同時に、 又 深く 彼に 同情 を 表せざる を 得 ませ 

ん。 

ェ フタが M ホバ に 立てし 誓 は是れ でありました、 卽ち 

汝 若し 誠に アン モン 人 を 我が 手に 附し給 はば、 我が アン モン 人の 所より 安らかに 歸 らん 時に、 我 

家の 戶 より 出で 来りて 我を迎 ふる 者 は必. fi ホバ の 所有と なるべし、 而 して 我れ 之を燔 祭と なし 

て獻 げん 

とハ卅 * 世 一節〕、 誠に 前後 を； S みざる 無謀の 誓で ありました、 然し M フタ は 時の 必要に 逼 まられ、 自 

己の 弱き を感 する の 餘り此 一一 一一 II を發 したので あると 思 ひます、 私共 は H フタの 輕 率を責 むる 前に 先づ自 

.T! もん ほか 

己 を 彼の地 位に 置いて 見なければ なりません、 彼に 取り 今や 彼の 私事 を 慮 るの 時ではありませんで 

した、 國の爲 め、 神の 爲め、 然 かも 自己 は 一個の 浪士、 娼妓の 子な りと して 人に 賤 めら れし 者、 彼れ 

爭 でか 此 大任に 堪 ゆる を 得ん や、 彼れ 若し 一歩 を 錯れば 國家は 滅亡の 淵に 沈まざる を 5£ す、 此事を 思. 

ふて、 彼 は 如何なる 犧牲を 拂ふも 此戰爭 に 勝たざる ベから すと 思 ふたので あらう と 思 ひます、 私 は此： 

時に 於け る 彼れ M フタの 心情 を 推量り て 同情の 淚に 堪えません。 

上よりの 力 は 彼の 身に 加 へられました、 誓願 は エホバの 前に 立てられました、 人 マ や M フタの： S? 氣干 

日に 百倍し、 彼 は 猛然と して アン モン 人の 陣を襲 ひました、 

ェ フタ 卽ちァ ン モン 人の 所に 進み 行きて 之と 戰 ひしに、 H ホバ 、 彼等 を 其 手に 附し給 ひし かば、 

士 M  M フタの 話  rail 
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ァ n エルより ミン II テ にまで 至り、 彼等の 一 一十の 邑を打 敗りて アベ ルケ ラ ミ ム に 至り、 甚だ 多く 

の 人 を 殺せり、 斯くて アン モ ン人は イスラ H ル 人に 征 伏せられたり 

か  しる 

と あり ます (措 二、 卅 三 節)、 殺伐 の 記 事を好まざる 聖書 記者 は此 場合 に 於ても 是れ 以上 を 書き記し ま 

せんでした、 戰爭の 記事 は 是れで 足ります、 斬った とか、 突いた とか、 喊 いたと か、 叫んだ とか 云 ふ 

ちな *r>?  しろ しょ 

血 照き 審は 之を讀 むの 必要はありません、 士師 記の 如き 戰爭に 就て 多く を 記す 書に 於て すら 聖書 は戰 

^其 物に 就て は 成る ベ く 沈 默を守 つ て 必要 以上 を 語り ま せ ん 、 是れ 聖書 の 聖書た る 所以で あると 思 ひ 

戰爭は 大勝 利 を 以て 終りました、 强 敵は征 伏せられました、 民の 自由 は囘復 せられました、 而 して 

勇者 は 凱旋の 榮 光を擔 ふて 其 家に 歸 りました、 

越 王 勾 踐吳を 破て 歸る、 

義士 家に 還て 盡く錦 衣、 

此^の 榮譽 にして 凱旋の 榮譽に 優 さる 者はありません、 H フタ は 今や ァ ン モ ン 人の 王 を 破て 錦 衣 を 纏 

ふて ミヅパ なる 其 家に 還て 来ました、 然るに 視ょ、 何事 ぞ、 先づ 第一 に 彼の 家 を 出て 彼を迎 へし 者 は 

； J すめ  つ み 

彼の 一人の 女で ありました、 彼女 は 嬉し さの 餘り 手に 鼓 を 執り 舞 ひ 踊りながら、 彼女の 凱旋の 父を迎 

ひとりご ひと，.：'； 3 ナめ 

へました、 而 して 彼女 は H フタの 獨 子で 獨 娘であった のであります、 鳴 呼 運命！ 之 を 見し M フタの 

心 は倏忽 にして 歡 喜の 天より 悲哀の 地に 隕 ました、 彼 は 彼の 衣 を 裂きました、 

我が 女よ 

と 彼 は 叫びました、 


汝は實 に 我を仆 せり、 汝は 我が 1^ 災の 源と なれり  ， 

と 彼は績 いて 言 ひました、 嗚呼 如何せん、 誓願の 首 は 旣に發 せられたり、 今 は 之 を撤囘 すべく も あら 

t 彼 は 彼の 一 人の 娘を燔 祭と して エホバ の 前に 獻 げざる ベから す、 鳴 呼高價 なる 勝利、 敵 を 破り 國 

を 救 ふて 其代價 として 一 人の 女 を 捧げざる ベから すと、 此 時の ェ フタの 心 は亂れ て絲の 如くで ありま 

したら ふ。 

さ す .じ すめ  ちか ひ 

然し 有槃に イスラ H ル の 國士の 女で ありました、 彼女 は 其 父に 此 誓願の ありし こと を 聞い て 少しも 

驚きませんでした、 彼女 は 曰 ひました、 

あな. U  ち fto 

お父さん、 驚きな さるな、 貴 父が エホバに 向 ひて 其 誓 を 立てられし ならば、 其 通り 私に 爲 さい、 

神様 は 貴 父を援 けて 贵 父の 敵なる ァ ン モ ン 人に 勝た しめ 給 ひました、 

と (卅六 節〕、 健氣 なる 彼女 は 彼女の 父の 敵に 勝ちし と、 彼女の 國の敕 はれし と を 聞きて、 彼女の 身に 

臨みし 大 なる 狭 災を 感じませんでした、 彼女 は 喜んで 父と 國 との 犠牲と なりて 神の 祭 境の 上に 捧げら 

れんこと を 求めました、 彼女に 唯一 つの 願が ありました、 それ は 彼女が 死の 準備 を爲 さん ことで あり 

ました、 彼女 は 父に 向て 曰 ひました、 

お父さん、 ドウ ゾ此事 を 私に 允して 下さい、 ドウ ゾニ ヶ月の 私に 暇 を 下さい、 私 は北ハ 間に 私の 

友 等と 共に 山に 往 きて、 私が 處女 として 身 を 終る こと を 歎 かふと 欲 ひます 

と (三十 七 節〕、 さう して 父の 許可 を 得て 山に 往き、 二 ヶ月 滿て 後に 彼女の 家に 歸り來 りたれば 

父 其 誓 ひし i『 願の 如くに 之 を 行へ り 

ちか ひ こ i  &, む すめ K; 

とあります (三十 九 節〕、 多分 誓の 一一 一一 口 葉 通りに H フタ は 彼の 女 を 捧げた ので あらう との 事であります。 

士師 M フタの 詰  ニニ 
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殘 酷と 云へば 殘 酷であります、 往昔 はァ ブラ ハム、 其 一 子 イサク を潘 祭と して 神に 捧げん とせし 其 

刹那に、 神 は 一頭の 羊 を 下して、 之 をして イサクに 代ら しめたとの 事であります C 創世記 第サニ 章)、 神 

こゝ  むすめ  ひ とみ y  ，、ラ 

は 何故に 同じ 手段 を 以て 兹にェ フタの 女 を 救 ひ 給はなかった ので ありませ う 乎、 人身御供 は 聖書の 堅 

く禁 する 所であります、 H フタが 若し 玆に此 事を爲 したと すれば、 是れ 神の 律法に 反いた ので ありま 

むすめ  そな 

す、 故に 或る 聖書の 註解 者 は 言 ひます、 H フタ は玆に 文字通りに 彼の 女を燔 祭と して 神に 供へ たので 

はない、 往昔の アブラハムの 例に 倣 ひ、 盖か犢 を 以て 彼女に 代らし め、 彼女の 生命 は 之 を 保存し、 彼 

女 をして 終生 聖童 として 祌の聖 殿に 事へ しめたの であると、 或 ひ はさう であった 乎 も 知れません、 然 

し 第三 十九 節 を 其 ま i に解釋 して 之 を 文字 以外に 解釋 する こと は 出来ません、 多分 ェ フタ は 彼の 誓願 

むすめ  ま 

通りに 彼の 女の 身を處 分した ので あら ふと 思 はれます、 前に も 述べました やうに、 誓願 其 物が 旣に間 

違であった のであります、 其 成就 は 敢て怪 むに 足りません、 私共 は M フタの 迷信 を憐 みませう、 彼の 

淺慮を 責め ませう、 然しながら 彼の 誠 實を責 び、 彼の 志 を 愛せざる を 得ません。 

然し 潘 祭の 事實は 如何で ありし とする も、 犠牲の 事實は 之を蔽 ふこと は 出来ません、 エフ タは玆 に 

凱旋の 歸途に 於て 彼の 一人の 女 を 失った のであります、 此 事に 由て 彼の 昂 りし 心 は 低く せられ、 誇ら 

へ， り C  まこと  さと 

ん とせし、.^ は遞 だら された ので ありませ う、 H フタ は 此時眞 の榮譽 なる 者の 此^に 無い こと を覺 つた 

ので ありませ う、 此， に 於て 曇りな き歡 喜、 缺 けなき 成功、 淚 なき 名譽 なる 者 は 無い のであります、 

ェ フ タは 流浪の 身より 一 躍して 一 國の 首領と 成りし 時に、 償 はんと 欲して 度 ふ 能 はざる 損害に 遭遇し 

たのであります、 被 は 此後六 年間 イスラ H ルと ギレアデ を審 いたと あります (十二 章 七 節)、 然し 六 年 

の 榮華は 彼に 取り 決して 悲哀な き榮 華で は 無かった のであります、 彼 は 終生 凱旋 當 日の 悲劇 を 忘れな 


かった に 相違ありません、 ァ ン モン 人の 王 を 睨みし 勇者の ik 、は 度々 悲しき 犠牲の 事 を 想 出して 熱き 淚 

に 浸された に 相違ありません、 彼 は 度 々ギレアデの 首領と ならす して、 トブの 地に 彼の 一人の 女と 共 

に 匿れ て 幸！  i なる 日 を 終生 送らん こと を 51  布 ふたので あら ふと 思 ひます。 

然し 幸福 は 人生 最大の 得 有ではありません、 義務 は 幸福に 優 さりて 更 らに贵 くあります、 義務の 故 

に 私共 は 度々 幸福 を棄 てざる を 得ません、 而 して 義務の ために 私共の 蒙る 損失 は 決して 損失で ない の 

むすめ  ， 

であります、 H フタ は 彼の 幸福 を 犠牲に 供して 彼の 國を救 ひました、 而 して ェ フタの 女 は 彼女の 生命 

を 犧牲に 供して 彼女の 父の 心を聖 めました、 犠牲に 犧牲、 人生 は 犠牲であります、 犠牲な くして 人生 

は 無意味であります、 幸福 は 人生の 目的ではありません、 犧牲 こそ 人生の 華であります、 若し イスラ 

むすめ 

H ルを救 はんがた めに H フタの 苦痛が 必要で あり、 而 して M フタ 自身 を 救 はんがた めに 彼の 女の 死が 

必要で ありし とならば (而 して 私 は 必要で ありし と 信じます〕、 神の 聖名は 讚美すべき であります、 

H フタ は 無益に 苦します、 彼の 女 は 無益に 死にませんでした、 神は斯 くの 如くに して 人と 國とを 救 ひ 

給 ふので あります。 

むすめ こら  むすめ-  な ^ 

是れ より 後年々 に イスラ H ル の 女子 等は往 きて 年に S: 囘 ギレ ァヂ人 H フタの 女の ために 哀哭く こ 

と をな せり、 是れ イスラ H ルの 規定と なれり 

とあります (四十 節〕、 單に 哀哭の 表彰と 見て 此 規定 は 無意味であります、 然し 是れ單 に 感情の みの 哀 

突ではありません、 貴き 主義の 籠る 哀哭であります、 H フタの 女は國 のために、 叉國 のために 戰 ひし 

彼女の 父の ために 其處 女の 身 を 神の 祭壇の 上に 捧げた のであります、 さう して 年毎に 彼女の 死 を 記憶 

して イスラ H ル の 女子 等 は 貴き 犠牲の 精神 を 養 ふたので あります、 聖書の 載す る 多くの 佳話の 巾に H 

士師, 1 フタの 話  HI 五 
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フタと 其 一人の 女の 話 は 無量 の 感慨 を 私共に 與 ふ る， i であります。 


ルツ 記 研究 

路 得記大 意 

路得記 は士帥 記の 附錄 とも 叉た は サム H ル 前書の 序文と も 見る ことが 出来る。 イスラエル の 王政 を 

士師 政治に 紫ぐ 者で ある。 而 かも 軍記に 非す 政治 史に 非す して 田園詩で ある。 其 書名から して 婦人の 

名であって 優しく ある。 此 書の 外に、 婦人の 名を以 つて 呼ばれた る 書が 聖書の 内に 尙ほー つ ある、 そ 

れは H ステル 書で ある。 ルツ 記に H ス テル 書、 一は 異邦の 婦人が イスラ H ル 人に 嫁せ る 書で あり、 他 

は イスラ H ル の 婦人が 異邦人に 嫁した る 記事で ある。 そして 其の 美 はしき 事に 於て ルツ 記は遙 かに H 

ス テル 書 以上で ある。 

ルツ 記 は 何れの 方面より 見る も 驚くべき 書で ある。 婦人の 行爲を 記した 丈け で 異例で ある。 而 かも 

其 婦人が サラ、 ミリアム、 デボラと 云 ふが 如き イスラ H ルの 婦人に 非す して、 異敎乇 アブの 婦人で あ 

つた。 そして 此 婦人が 夫なら で 夫の 母の 後に 從 つて 父母の 國を 離れて 亡夫の 故鄕に 還り 來 つたと 云 ふ 

ので ある。 其 思想が 全然 基督 敎 的で 而 かも 東洋 的で ある。 聖書 中に 異邦の ：® 人の 傳 記が 收 めて あると 

云 ふので ある。 玆に 異邦人と 婦人の 救 ひとが 預ー W せられて ある。 祌は イスラ ヱ ルを掙 び 給 ひしと 雖も、 

路？ S 記 大意  巧 一七 
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彼等の 爲に 彼等 を擇び 給うた のでない。 彼等 を以 つて 異邦人 を 救 はん 爲に 彼等 を擇び 給うた ので ある。 

乂 婦人 は 決して 汚れた る 者で ない、 男子と 共に 救 ひに 定められ たる 者で ある。 聖書 は 始めより 婦人 を 

救 ひより：^ れ たる 者と して 取扱はなかった。 神 は 婦人 を 5?^ 子と 對 等の 者と して 取扱 ひ 給うた、 故に 時 

到れば 婦人の 權 利は此 世に 於ても 認められざる を 得なかった。 舊約 聖書の 內に ルツ 記 を 見て 男女 同權、 

萬 人 平等の 主義が 早く 旣に確 認められ たので ある。 

然れ ども ルツ 記 は どこまでも 東洋風で ある。 ルツ は 決して 近代 婦人でなかった。 彼女 は 權利を 要求 

しなかった。 彼女 は 柔和で、 從 順で、 勤勉で、 校範的 東洋 II 人であった。 彼女 は 自己に 歸 家を勸 むる 

彼女の 姑 ナオミに 答へ て 曰うた (一章 十六、 十七 節)、 

貴女 を棄て 貴女 を 離れて 私の 家に 歸る こと を勸 めて 下さるな。 私は責 女の 往く 所に 往き、 貴女の 

宿る 所に 宿りた くあります。 貴女の 民 は 私の 民であります。 貴女の 神 は 私の 神であります。 貴女 

が 死ぬ る 所に て 私 も 死にます。 そして 其處に 葬られます。 若し 死训れ にあら すして 私が 貴女に^ 

れ るなら ば、 私 は 神が 私に 降し 給 ふ 如何なる 刑罰に も當 ります。 

と。 媳が 姑に 向って 發 した 一一 百に して 是 よりも 切なる 者 はない。 是れ 義務で はなく して 愛で ある。 義務 

より 生れた る 愛で ある。 玆に 於て か ナオミと ル ッとは 親子 以上の 深き 關 係に 入った ので ある。 

ナオミ は 異鄕モ アブの 野に 夫と 二人の 男子 を 失 ひ、 媳の ルツに 作 はれて 國を 出 てより 十 年、 淋しく 

故鄉 のべ ッレ ヘムに 歸 つて 来た。 ユダヤ人 として 彼女の 家に 世襲 財產は 在った が、 男子な きが 故に 之 

を 取 もどす の途 がなかった。 姑 媳兩人 は 今 は 貧者の 權利を 利用し、 他人の 畑に 落 穗を拾 ふより 他に 生 

活の途 がなかった。 然し エホバ は忠實 なる 媳を 導いて ナオミの 夫 H リ メレクの 緣者ボ ァズの 畑に 往か 


しめた。 兹に 不思議なる 攝理の 下に、 モ ーセ律の規^;ぇに從ひ、 ボア ズは H リ メレク.； M の 責任 を， ふに 

至った。 創世記 三十 八 章、 .m. 命 記 二十 五 章、 馬 太 傳廿ニ 章廿三 I 廿七節 參考。 之を稱 して Levirate 

Liiw と 云 ふ。 亡夫の 兄弟に 嫁して 嗣子 を擧 ぐるの 法律で ある。 

し 5 とめ 

ルツの i5 仰と 良 節と は 充分に 報いられた。 彼女 は 自身に 安息 を 得て、 叉 彼女の 愛する 姑の ナオミに 
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安息 を與 へた。 美 はしき 古き べッレ へ ムの 村里に 於け る 新 家庭の 喜びの 狀態 である。 第 四 章 十三 節以 

下 は 小 說に勝 さる 事實 である。 「汝を 愛する 汝 の媳、 卽ち七 人の子よりも 汝に 善き 者 之 (男子〕 を 生 

みたり」 と 云 ふ。 ルツの 喜び、 ナオミの 滿足、 村人 擧 つての 心よりの 同情 祝貿、 昔の イスラ H ルに此 

んな 事が あった。 今の 世界に は 無い。 孝道 を以 つて 誇る 日本に も 無い。 宜べ なり 後年に 至り、 人類の 

救 主が 此村 にて 生れたり と は。 而 かも 此 貞淑の モ アブの 婦人 ル ッの遠 孫と して 生れたり と は。 

偖 ペレツの 系圖は 左の 如し。 ペレツ、 へヅ B ンを 生み、 へヅ II ン、 ラム を 生み、 ラム、 アミ ナダ 

ブを 生み、 ァ ミナ ダブ、 ナシ ヨン を 生み、 ナシ ヨン、 サル モン を 生み、 サル モン、 ボア ズを 生み 

ボア ズ、 オペ.、 テを 生み、 ォ べデ、 H サイ を 生み、 M サイ、 ダビデ を 生めり (十八— サニ節 )o 

以上 は 馬太傳 一章 三 I 六 節と 同じで ある。 但サル モン、 ラハブ に 由り て ボア ズを 生み、 ボア ズ、 ルツ 

に. m りて ォべデ を 生む と ありて、 二人の 婦人の 名 を 記す 點に 於て 異なる。 卽ち ボア ズの母 は エリコの 

妓婦 ラハブ であって、 彼れ 亦 異邦の 婦 ルツに 由り て ォべデ を 生んだ ので ある、 ボア ズが ルツに 同情し 

た 理由の 一 面 は兹に 在った。 そして ラ ハ ブもル ッも、 身 は 異邦の 婦人な りし も、 信仰に 由り て 「キリ 

ストの 母」 たるの 榮 光に 與 つた。 血で はない 靈 である。 妓婦 も異敎 婦人 も靈に 由り キリストの 祖先た 

る特 權に與 つた。 實 に大膽 極まる 宣言で ある。 
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撒母环 前書 大意 

舊約 聖書 中に 史書と 稱 すべき 者が 六卷 ある。 サム H ル 前書、 同 後書、 列 王紀略 上、 同 下、 歷代 史略 

上、 同 下で ある。 サム H ル 前書 は 其初卷 であって、 三十 一章より 成る 長い 書で ある。 三人の 傳 記を以 

つて 成れる 歷史 である。 「人類の 歷史は 偉人の 傳記 である」 との 力 ー ライルの 一一 一一 口 に 鑑みよ。 三人と は 

サム H ル、 サ ウル、 ダビ ヂで あった。 M れも イスラ H ル の 英雄であった。 そして 聖書に 由り て^ 界の 

偉人と 成った。 サム H ル 前書 は 世界 歷史に 編み 込まれて、 人類 を 感化して 今日に 至った。 此書を 知ら 

すして、 人類の 歷 5. ^に 就き、 多くの 道 要なる 事 を 知らす して 終る ので ある。 

サム H ルは 最後の 士師 にして、 最初の 预ー 一一 一口 者であった。 彼はラ マに 在り イスラ H ルを 審判いた。 彼 

は亦預 一一 ーーロ 者 を 養成して 其 長と 成った (十九 章 一 一十 節參考 )。 故に 云 ふ 最初の 神 學校は サム H ル に 由て 

建てられ たりと。 彼 は 王政に 反對 した。 彼 は イスラ H ルが祌 御自身に 由て 治めら れんこと を 主張した。 

然れ ども 民 は 彼に 聽か なかった。 斯 くして 彼 は いやいやながらに 神に 祈りて 王 を 立てた、 然れ ども 此 

事 は イスラ H ルに 臨む 多くの 災禍の 原因た る を 先知した。 サム H ルのー 生 も亦モ ー セの それに 似て 悲 


歎の 一 生であった。 然れ ども 神の 忠實 なる 僕と して 其 聖旨 を 明白に 述べて ら なかった。 美 はしき は 

彼の 出生と is! と聖刀 とに 關 する 記事で ある。 サム エル は r 祌聽き 給へ り」 の 意で ある。 其母ハ ンナ 

が 祈禱に 由て 授けられし 子で あるから である。 二 章 一— 十 節に 於け る ハンナの 讚美歌が、 路加 傳 一章 

m 六— 五 五節に 於け る 聖母 マリヤの 讚美歌の 模型と 成った ので ある。 ハ ンナは 信仰の 母の 模範で ある „ 

彼女の 例に 傲って 其 子 を 聖職に 獻 げし 母 は 今日まで 多数に 在った。 イスラ H ルの 史書が 信仰の 婦人の 

串！. 維と 祈 iiw と 讚美 を 以て 始まる は當然 であり 亦不 田心議 である。 ル ー テルが 自己 を サム H ルに 較べ、 ハ 

ン ナ の 事绩を 愛せし は 周知の 事實 である。 

神に 選 まれ、 サム H ルに 膏を沃 がれて イスラエルの 最初の 王と 成りし 者が、 ベ 一一 ャ ミン 族の キシの 

子サ ウルであった。 彼 は 「イスラエルの 子孫の 中に 彼より 美 はしき 者な く、 肩より 上、 民の 何れの 人 

よりも 高し」 と錄 されて ある (九 章 二 節〕。 彼の 治世 は 成功 を 以て 始まった。 彼 は 置々 ィ ス ラエルの 敵 

ペリ シテを 敗った。 普通の 王と して 彼れ 以上の 王 を 看 出す 事 は 不可能で あらう。 然れ ども 選民 イスラ 

エルの 王と して は 彼 は 装 だ 不適任であった。 彼 は 自己の 智慧と 能力と に 賴る事 多き に 過ぎて、 神の 器 

たるの 资 格を缺 いた。 彼 は 常備軍 を 置いた (十三 章  一、 二 節)。 又 アマ レク 人の 殲滅 を 命ぜられ しも 從は 

なかった。 サム H ルが 彼を誡 めし 言に 曰く  、 

H ホバ は その 言に 從ふ事 を 嘉し給 ふ 如く 潘 祭と 犧牲を 嘉し給 ふや 

夫れ 順 ふ 事 は 犠牲に まさり、 聽く事 は 牡羊の 脂に まさる 也 

そ は 1 连反は 魔術の" の 如く、 抗展は 虚しき 物に 事 ふる 如く、 偶像に 事 ふる 如し (十五 章廿ニ * 廿三 

節) 
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サ ウルの sf^ は 違 反抗 戾を以 つて 始まった。 人に 賴 みて 祌に聽 かざる に 始まった。 gfM 之が 爲に彼 

を 去り、 彼 は イスラ H ルの 王位 を 失 ひ、 異邦人の 手に 幾れ た。 

サム H ル 前書の 半ば は ダビデの 生長、 修練の 記事 を 以て 充 たさる。 彼 も 亦賤微 の內に 召され、 萬 軍 

の 主 エホバ の 指導に 由り て 王た るの 资格を 作らせられた。 彼はサ ウルに 比べて 全然 信仰の 人であった。 

神が 彼に 就て 「我が 意に 適 ふ ダビデ」 と 宣べ給 ひし は 是が爲 であった。 サム H ル前 後書 は 彼に 就て 多 

くの 缺點 を擧 げてゐ る。 共 或る 者の 如き 實に赦 すべから ざる， である。 然れ ども 彼に 依り 頼む の 心が 

あった、 そして 其 心が イスラ H ルの 王と して 必要 缺く ベから ざる 者で ある。 詩篇 五十 一 篇に現 はれた 

る 彼の 心が 彼 を 理想の 王と 爲 したので ある。 普通 道德の 標準より 量って サ ウル は 反って ダビデに 優る 

やうに 見える。 然れ ども 信仰 を 標準と して 見て ダビデ はたし かに サ ウル 以上の 人物で ある。 

サム H ル 前書の 中心と るべき は 其の 第 十七 章で ある。 玆に 有名なる ダビデ 對ゴリ ャテの 一騎 打の 

戰鬪が 記さる。 甲 越 軍記に 於け る 越後 方の 長 谷川 與 五左衛門と 甲 州 方の 安馬 彥 六との 格闘の 類で あつ 

て、 請む 者 をして 手に 汗 を 挺ら しむ。 然れ ども 此は 普通の 格闘でなかった。 イスラ H ル對 ペリ シテ、 

神の 民 對異敎 徒、 信仰 對 腕力の 格闘であった。 肉の 力 を 以てして は 到底 相撲に ならなかった。 然れど 

も ダビデに はゴリ ャテに 無い 者が あった。 天地の 神に 倚り 頼む の 心が あった、 故に 手に 寸鐵を 持た す 

して 强敵を is す を 得た。 ゴリャ テは此 世の 勢力で ある、 ： ^(武力で ある 义 財力で ある。 時には 又 敎會の 

敎權 である。 之に 對 して ダビデ は 純 信仰の 力で ある。 神に 依り 賴 むより 他に 何の 據所 なき 者であった。 

そして 一 一 者相對 して 立ちて 信仰 は 立派に 此 世の 勢力に 勝った ので ある。 エラの 谷 を 挟んでの 戰は今 も 

猪 ほ鬪か はれつ 、ある。 


撒 母 耳 後書 大 意 

サム H ル書は 其 前後 を 通じて ダビデ 傳 として 見る 事が 出来る。 前書 は ダビデが 王と 成る までの 記錄 

であり 後書 は 王と 成りて 以來、 死ぬ るまでの 記錄 である。 後書 は 二十 四 章より 成る。 其 第一章 は ダビ 

デがサ ウルと 其 子ョナ タンの 死 を 悲しむ の 歌 を 載す。 有名なる 「弓の 歌」 である。 「兄弟 ョナ タンよ. 

我れ 汝の爲 に悲慟 む。 汝は大 に 我に 樂 しき 者な りき、 汝の我 を 愛する 愛 は 尋常なら す、 婦人の 愛に も 

勝りたり」 との 有名なる 一 句 を 以て 終る。 玆に ダビデの 情 性が 鮮 かに 表 はれて ゐる。 彼 は 勢力の 人で 

ありし と 同時に 感情の 人であった。 勇者の 口より 此言が 出し を 見て、 彼が 如何なる 勇者で ありし 乎 を 

知る 事が 出来る。 彼 は 情に 脆かった。 彼の 短所 は玆に 在った、 然し 長所 も 亦玆に 在った。 「汝の 我 を 

愛する 愛 は 婦人の 愛に 勝りたり」 と 歌 ひし ダビデ は 友情に 厚かった。 子煩惱 であった、 婦人の 愛に 溺 

れて赦 すべから ざる 罪 を 犯した。 イスラエル の 大王で ありし より は 寧ろ 情愛 濃 かなる 家長であった。 

サム H ル 後書が 國 王の 傳 記で あるに 拘 はらす、 强く萬 人の 心に 訴 ふる 所以 は玆に 在る。 此は laf 談叉は 

政治 史 たらす して、 ダ ビ ヂ 王の 心の 實驗錄 である。 

第 八 車が ダビデ 王の ra: 隣 征服の 記錄 である。 「ダビデ、 ペリ シテ人 を 撃ちて 之 を 征服す」 と ある 

i« 母 耳 採- «: 大意  四 ニー 一一 
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みつぎ  しもべ 

二 節 ■)。 「又 モア ブを擊 つ、 モア ブ人は 貢物 を 納れて ダビデの 臣 僕と なれり」 と ある 广ニ 節」。 又 一 ス 

リャ人 は 貢物 を 納れて ダビデの 臣 僕と なれり」 と ある (六 節〕。 終りに 「ダビデ、 イスラ H ルの 全地 を 

治め、 其 民に 公道と 正義 を 行 ふ」 と ある (十五 節 )o 卽ち東 は ュ フラテ 河より 西 は H ジブ ト國 境に 至る 

まで、 南 は 紅海の 北端 H ジ オンゲべ ル より 北 は レバ ノン 山脈が 北に 盡 きる 邊りハ マテの 入口にまで 及 

んだ。 そして 外は擴 張の 極に 達する と 同時に 內は 固く 統一 せられ、 ダンより ベ ー ルシバ に 至る まで ダ 

ビデ を 仰いで 其 正統なる 主權 者と して 戴く に 至った。 此は 牧羊の 童子が 達せし 最高の 立身であって、 

之 を 思 ふて ダビ. デは H ホバ に 向 ひ 叫ばざる を 得なかった。 

主 エホバ よ、 我 は 誰れ、 我家 は 何 なれば 汝此 まで 我 を 導き 給 ひしゃ (七 章 十八 節) 

と。 權 勢の 頃 上に 座して、 彼 は 過去 を 顧みて、 奇 しき 攝理の 導きに 驚かざる を 得なかった。 

勢力の 絶頂に 達して ダビデ は 犬なる 誘惑に 陷 つた。 悪魔 は 彼の 弱 點に乘 じて 其 處に彼 を 辱 かしめ た" 

英雄 色 を 好む と の 護 は 殊に ダビ デの 場合に 於て 然 りで あった。 彼 は 多数の 妻と 妾と を 持 つた。 「ダビ 

デ、 へブ & ン より 来りし 後、 エルサレムの 中より また 妾と 妻 を納れ たれば、 男子 女子 また ダビデに 生 

れ たり」 と ある (五 章 十三 節」。 慾は充 たせば 充 たす 程 增 すが 常で ある。 ダビデ は 彼の 多妻に 飽き 足ら 

すして、 終に 人の 妻 を 慕 ひ、 之 を 辱 かしめ、 そして 罪の 上に 更らに 罪 を 加へ て 彼女の 夫 をして 死に 到 

らしめ た。 其 婦人 はバ テ シバ と 云 ひ、 へ テ人ゥ リャの 妻であった.。 十 一 章 十一 一章 は 大王 ダビデの 此犯 

罪に 就て 錄す所 甚だ 明細で ある。 此は 姦淫 罪の 最大 最惡の ものである。 人の 妻を兹 して 彼 を 殺したり 

と 云 ふので ある。 之 を 姦淫 罪の 模型と 稱 して 可な りで ある。 主ィ H スは 山上 之 垂訓に 於て 茶 淫を誡 め 

!^£ひし時に、 ダビ、、 テの此 場合 を 眼中に 置い て說き 給うた ので あると 思 ふ。 


凡そ it を 見て 色情 を 起す 者 は 屮心旣 に 姦淫した るな り (馬 太 傳五章 二八 節) 

と。 r 婦」 と は ギリシャ 語の グネ ー であって、 「結婚せ る婦」 卽ち 妻で ある 。「凡そ 人妻 を 見て 云々」 

と譯 すべきで ある。 卽ち ダビデの 爲 した 事 を 云 ふので ある (十一 章 二 節 を 見よ )o ダビデが 屋蓥の 上 

より ゥリャ の 妻 を 見し 時に、 旣に 姦淫の 罪 を 犯した ので ある。 性慾 其 物が 姦淫 罪で あると 云 ふので は 

ない、 不義の 性慾 は旣に 其內に 姦淫 罪 を 孕む と 云 ふので ある。 サム H ル 後書 十一 章に 照らして 讀 むに 

あら ざれば 馬 太 傳五章 一 一八 節の 意味 は 判明らない と 思 ふ。 

大王 ダビデ は 玆に赦 すべから ざる 罪 を 犯した。 いかに 神の 選み 給 ひし 王で あれば とて、 彼 は 此罪を 

赦し 給はなかった。 神 は 先づ預 首者ナ タン を 遣りて ダビデ を 責め 給うた。 玆に預 一一 一一 口 者 は 王 以上の 權能 

を 有せし 事 を 見る。 所謂 「帝王 以上の 帝王」 である。 其點に 於て イスラ エルの 王 は 他 園の 王と 異なつ 

た。 彼 を 支配す るに 預言者が あった。 ナ タンの 前に ダビデ は 平伏した。 此 靈的權 能の 活動 を 見る 間 は、 

イスラ H ルの 政治の 永久に 腐敗せ ざる を 知る。 

ダビデの 生涯の 此 場合に 於て 成りし ものが 詩篇 第五 十 一 篇 である。 此は 懺悔の 歌と して 人類の 文學 

に 於て 第一 位に 立つ 者で ある。 ダビデの 隱落は 悲しむ べしと 雖も、 其 結果と して 此谶悔 詩が 生れたり 

と 思へば、 人類が 得し 所 は 失 ひし 所に 勝 さる を 知る。 

汝は祭 物 を 好み 給 はす、 若し 然ら すば 我れ 之を獻 げん、 汝 また 燔祭を も 悅び給 はす、 

神の. 求め 給 ふ 祭 物 は碎け たる 靈魂 なり、 神よ 汝は碎 けたる 悔いし 心 を 親しめ 給 はざる べし。 

此は 人類の 聲 である。 此聲 の揚る 時に 罪は赦 さる。 

母 耳後番 大意  巧 二 五 
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サム H ル 後書の 後半 部の 主なる 記事 は アブ サ ロムの 謀叛で ある。 第 十三 章に 始まり 第 十九 章に 終る。 

ダビ、、 テの 生涯に 於け る 最大 事件で ある。 一家の 事で あり 私事で あると は 云 ふ もの、、 其 人 自身に 取り 

ては此 上な き 重大 事件で ある。 我 子の 叛く 所と なった と 云 ふので ある。 父子の 間に 乖離 を 生じた と 云 

ふので ある。 人の 一 生に 斯んな 重大 事件 は 無い ので ある。 大王 ダビデの 傳記を 著 はすに 方て 著者が 多 

大の 場所 を 之に 與 へし は當然 である。 人の 生涯に 公私の 別 ありと 雖も、 二つの 生涯で はなく して 一 つ 

の 生涯で ある。 そして 私なる ものが 公け なる ものに 及ぼす 影響 は 甚大で ある。 人の 內を 知らす して： He 

外 を 知る 事 は 出来ない。 家を齊 ふる も國を 治む る も 同一 の 精神に sr つ。 聖書が 偉人 英雄の 家庭に 就い 

て 記す 所 多き は 聖書の 聖書た る 所以で ある。 

ダビ， デは 東方 民族の 惡風 を脫し 得すして 多妻 を實 行した。 聖書 は 明かに 其 事 を 記して 居る" 

へ ブ 口 ン にて ダビデに 多くの 男子 生る。 其 長男 はァ ム ノン と 云 ひて H ズレル の 婦人 ァ ヒノ アムよ 

り 生る。 次男 はキレ アブと 云 ひて カルメル 人 ナパ ルの 妻な りし アビ ガルより 生る。 三男 は アブ サ 

. P ムと云 ひて ゲシ ュ ルの王 タル マイの 女マァ 力の 子な り。 男 は アド -1 ャと云 ひて ハギテ の 子な. 

り。 五男 はシ パテ ャと云 ひて アビ タルの 子な り。 六 男 は ィテレ ャムと 云 ひて ダビデの 妻 H グラの 

子な り。 是 等の 子、 へ ブロンに て ダビデに 生る (三 章 二  — 五節〕。 

ダビデ、 へ ブロンより 來 りし 後、 H ルサ レムの 中より また 妾と 妻 を納れ たれば 男子 女子 また ダビ 

デに 生る。 エルサレム にて 彼に 生れた る 者の 名 は 下の 如し、 卽ち シャン マ、 ショ パブ、 ナ タン、 


ソ t: モン、 イブ ハル、 エリ シュア、 ネベ グ、 ャ ピア、 エリ シャ マ、 エリア ダ、 エリ パレ テ (五 章 十 

三— 十六 節)。 

以上 男子 丈け でも 十七 人で ある。 外に 女子 も數 多あった。 複雑 極まる 家庭であった。 同じ 事が 徳川家 

康に 就ても 云 はれる。 彼に も 多くの 男子 女子が ありて 多くの 異なりた る 母より 生れた。 東洋 歷史の 汚 

點 である。 此點に 於て 我等 は ダビデに 於て 東洋の 英雄 を 見る。 

然れ ども 英雄 如何に 英雄な りと 雖も 神と 天然の 法則に 反いて 幸福なる 能 はす。 ダビ、 デは M ホバ の聖 

意に 合 ひて、 膏を沃 がれて イスラ H ルの 王た るに 至りし と雖 も、 彼の 賴は賴 として 取极 はれて、 彼 は 

痛く 其爲に 苦んだ ので ある。 事 は 長男 アム ノンと 三男 アブ サ 口 ム との 確執 を 以て 始 つた。 アブ サ 口 ム 

に 同 母 妹が あって タマルと 云うた。 ァ ム ノンが 彼女に 不義の 愛 を 寄せし 其 事が 大 騒動の 因と 成った。 

ダビデ 家の 所謂 「お 家驟 動」 であって、 甚だ 醜い ものである。 アブ サ 口 ムの母 はゲシ ュ ルの 王の 女で 

あつたと 云 へば、 彼の 人品に 自 から 高貴なる 所が あつたと 見える。 

さて イスラ H ルの屮 に アブ サ 0 ム の 如く 其 美貌の 爲に 讚め られ たる 人 はな かりき、 其 足の 跖 より 頭 

の 頂に 至る まで 彼に は 瑕^ ある ことなし (十四 章サ 五節〕。 

と ある。 父 は 大王で ある、 母 は 王女で ある。 彼 は 三男な りと 雖も、 父の 後 を 承け て イスラ H ルの 王た 

るべき であると アブ サ ロム は 思うた であらう。 彼 は 妹 タマルの 事に 託して 兄の アム ノン を 殺した。 续 

る は 次兄の キレ アブと、 そして 父なる ダビデ、 彼 は 恐ろしき 計畫を 立た、 大 なる 雜を 心に 宿した。 そ 

して 一 時は國 民の 輿論 は 彼に 傾いた。 彼 は 終に M ルサ レム を 占領した。 父の 大王 は 都 を 逃れて; ョ ル 

ダン を 渡りて ギレアデに 隱れ た。 謀叛 は 殆んど 成功した。 民の 或 者 は旣に 叫んで 曰うた 「王よ 壽命永 

a 母 耳 後 ffi-K 意  SI  二 七 
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かれ、 一お 命 永 かれ」 と (十六 章 十六 節〕。 此 に反して ダビデの 窮境 は 其 極に 達した。 其 時 彼が 作った 歌 

が 多分 詩 第 叫 十二 篇 であった らう。 

ぁ&祌 よ、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く、 我が 靈魂も 汝を蕩 ひ 喘ぐな り。 …… ァ 、神よ 我が 靈魂は 

我が 攻 にうな たる。 然れば 我れ ヨルダンの 地より、 ヘル モンより、 ミザル の 山より 汝を想 ひ 出 づ。 

神の 恩惠に 由り ダビデ は 漸くに して 助かった。 然し 彼 は 己が 苦難に 遭 ひしと 共に、 愛子 アブ サ ロム 

の 非業の死 を遂 ぐる を 見ざる を 得なかった。 アブ サ B ムは 父と 戰 ふて 其 兵の 敗る 所と なり、 馬に 乘り 

て 逃れん として 其 長髮を ヨルダン 河畔 叢林 の 枝に 懸け、 宙 にぶら 下り し 所 を 追 兵 の 殺す 所と なった。 

其 報 を 受取りし 時の ダ ビ デ の 首が 父が 子 を 思 ふの 心 を 表 はして 有名 である。 

王 は 其 面を掩 へり、 王 大聲に 叫びて 言 ひける は、 我が 子 アブ サ ロムよ アブ サ ロムよ、 我れ 汝に代 

りて 死た らん もの を。 アブ サ ロムよ、 我 子 アブ サ ロムよ。 

憐む べし 大王 ダビデ、 王位 は奪囘 せし と雖も 死ぬ るに まさる 苦痛 を 嘗めた。 恐ろしき は 多妻の 罪で 

ある。 神は活 きて 在し 給 ふ。 彼 は 罪 を 罪と して 罰せす して はゐ給 はない。 

アブ サ 口 ム の 事 は是れ で濟ん だ。 ダビデ は 叉 更らに 同じ 苦痛 を 嘗めざる を 51： なかった。 彼 はまた 其 

子 叫 s?^ アド 一一 ャの叛 く 所と なった。 ダビデ は 子等に 對 して 優し 過ぎて 生涯 其の 苦む る 所と なった 。-# 

は 美 はしと 雖も義 の 支配す る 所と ならす して 多くの 罪と 災を 作る。 ダビデの 生涯 は その 好き 例證 であ 

る 0 
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撒 母 耳 後書 第 一 章 

一九、 イスラ H ルょ、 汝の榮 耀は汝 の 高き 所に 殺さる 

嗚呼 勇士 は仆れ たる かな。 

二十、 ガ テに此 事を吿 ぐる 莫れ、 

ァ シケ n ン の 街に 此事 を傳 ふる 勿れ、 

恐く はべ リ シテ 人の 女 等 喜ばん、 

恐く は 割禮を 受けざる 者の 女等樂 しみ 祝 はん。 
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- 汝は 我に 甚だ 優し かりき „ 


是れ 婦人の 愛に も 優る 愛な りき。 


:t 七. 鳴 呼 勇士 は仆れ たる かな、 

戰の具 は 失せた るかな。 

略 註 

ダビデが 其 敵サゥ ：！、 其 友ョナ タンの 戰死を 歎きし 歌な り、 ダビデの 愛 國心は 今や 彼の 私怨に 勝 

ちて 彼 は 彼の 敵 人の ために 玆に 悲歎の 聲を 揚げざる を 得ざる に 至れり、 神と 國 との 爲 めに盡 す 時に 

私怨 は 化して 友愛と なる、 此の 詩 一言の 神に 及ぶ ことなしと 雖も、 詩人の 寬容 大度 を 示す に 於て 確 

かに 聖 詩の 一 なる を自證 す。 

(十九) 國の 勇士 は 其榮耀 なり、 ギルボア 山上に 殺されし が 故に 高き 所に 殺さる とい ふ、 而 かも 

是れ亦 榮譽の 戰死を 祝す るの 語な り 〇( 一 一十) ガ テとァ シケロ ンとは ペリ シテ 人の 城巿 也、 我 勇士 

の 訃音の 敵地に 達せ ざらん こと を 望む、 是 れ愛國 者の 眞 情なり、 「割 禮を 受けざる もの」 と は イス 

ラ H ル 人より 見た る 異邦人の 稱 なり 〇 ( 廿 一〕 次に ギルボアの 山 を， 通へ り、 汝 何故に 我 男士を 防ぎ 

護ら ざり しゃと、 「干 は 汚さる」 と は 武士の 最大 恥辱 也、 r 齊を沃 がれた る もの」 と は イス ラエ 

ルの 王の 尊稱 なり 〇( 廿ニ) サゥ 。父子の 剛勇 を頌 讚せ し 句 也 〇( 卄三) 父子の 膠質 も啻 ならざる 

情を寫 せり、 而 かも 父なる 者 は 詩人の 難敵に して 子なる もの は 彼の 骨肉に も 優る 親友な り. き 〇( 廿 

& 父なる 録敵 のために 此 聲を發 す、 イスラ H ルの 女子に； 都へ て 彼の 爲 めに 哀歌 を 揚げし む、 曰 ふ、 

「彼れ サゥロ は 特に 汝等を 思へ り、 彼 は 幾度 か 彼の 命 を 賭して 奪 ひ 来りし 戰利品 を 以て 汝等 を粧ひ 

ダビ， チの 弓の JlS  Ell 一二 
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たり」 と 〇( 廿五、 廿 六〕 而も 詩人の 悲哀 は 特に 彼の 親友の ために 發 せらる、 彼 は 繰返して 曰 ふ 

「勇士 は戰の 中に 仆れ たる かな」 と、 ョナ タン は 優し かりし、 彼の 愛 は；^ 人の 愛に りと、 ^の 

友 il± を 歌 ひし 詩に して 斯 くも 熱 切なる もの あるな し 〇( 廿七) 終 尾の 覆 唱 飼な り、 ；s し. H  T,、lb,I^「 

なり」、 干城な り、 彼れ ありて 國{ 氷は泰 きなり、 此節 を拉典 語に 譯せ しもの は 左の 如し 

Quomodo  cecidel.unt;  robusti, 

Et  perierunt  arma  Tbellica. 

是れ往 々歐洲 諸 固に 於て 戰 死者の 墓標の 上に 見る 聯句な りと 云 ふ。 


列 王紀略 研究 

列 王紀略 上の 大意 

列 王 紀略は 撒 母 耳 書の 辏き である。 上下 共に 元は 一書で あつたが、 七十 人 譯以來 二 書に 別た る。 撒 

a 耳 書 同様、 預首 者の 立場より 見た る ユダヤ 歷史 である。 列 王 紀略上 は ダビデ 王の 死に 次ぐ ソ n モン 

の 卽位を 以て 始まり、 H ホシャ パテ 王の 死 を 以て 終る。 百 十八 年 乃至 百 二十 五 年間の 歷史 である。 然 

し 普通の 歷史 でない、 神の 審判と 恩惠 の歷史 である。 故に 或る 事に 委しく して 他の 事に 簡略で ある。 

其 末 章 末節が 一 例で ある。 

彼 (ァ ハブ の子ァ ハジ ァ) は エホバの 目の前に 惡を爲 し、 バ アルに 事へ て 之を拜 み、 イスラエル 

の 神 H ホバ の 怒を激 せり、 その 父の 凡て 行へ るが 如し。 

是れ 以上 を 記く 必要はなかった。 然し ァハブ に 就て は 長々 と 記いて ある、 それ は 彼が 善き 王であった 

からで はない、 最も 惡 しき 王の 一人で あつたが、 彼の 治世に 預言者 エリヤの 活動が 關聯 したから であ 

る 0  H リャ傳 は 第 十七 章 を 以て 始まり 末 章の 二十 二 章 を 以て 盡 きす 下 篇のニ 章に 至って 終る。 王の 列 

傳 であるより は 寧ろ 預首 者の 列傳 である。 興味の 存 する 所以 は兹に 在る。 

列 王お £ 上の 大意  Ell 一一 1ー1 
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列 王 紀略上 篇はソ a モ ン 王に 就て 記す 所が 多い。 彼が 或る 意味に 於て イスラ H ルの 理想の 王で あつ 

たからで ある。 クリスチャン は 誰でも 彼に 關 する 主ィ H ス の 有名なる 言 を 知って ゐる。 

3： 故に 衣の 事 を 思ひ烦 ふや。 野の 百合 花 は 如何して 生長 か を 思へ、 勞 めす 妨 がざる 也。 我れ 汝等 

に 4" げん、 ソロモン の榮 華の 極みの 時 だに も 其 装ひ此 花の 一 に 及ば ざり き cii^ 太 傳六章 二八、 二 九 節)。 

天然の 美 を 讚美した る 一一 一一 C 葉に して 是れ 以上の もの はない。 そして 百合 花に 較べられ たる ソ B モンの 榮 

華、 其 事 を 委しく 記した る 者が 列 王紀略 上で ある。 聖書 を 研究す る 上に 於て ソ & モン を 知る は 甚だ 大 

切で ある。 箴言と 雅歌と は 彼の 著で あると 言 はれ、 又 詩篇の 內に 彼に 關 はる 者 掛 からすと 見られる。 

殊に 彼が 建たり し 神の 殿 は イスラ H ル 人の 信仰に 最も 深い 印象 を與 へた 者であって、 之 を 知らす して 

舊約も 新約 も 解す るに 甚だ 困難で ある。 ダビデ は 其 武勇と 信仰と を 以て イスラ H ルの 理想の 王で あり、 

ソ n モン は 智慧、 擧問、 藝術を 以ての 大王であった。 彼 は 其 名の 示す が 如く 「平和」 の 王であった。 

彼の 治下に 於て イスラ H ルは 文化の 絶頂に 達した。 ソ B モン の 知識の 範圍 として 記さる- - 所に 由れば、 

「彼れ 箴 一一 =11 三千 を說 けり、 又 其 詩歌 は 一 千と 五 首 ありき。 彼れ 叉 草木の 事 を 論じて レバノンの 香 柏よ 

か  >  こけ  けら と， リ  はふ もの 

り墻に 生える 苦にまで 及べり。 彼れ 亦獸と 鳥と^ 行 物と 魚の 事 を 論じたり」 と ある (四 章 三 二、  一： ニー 一節 〕0 

な.'：：： で 云 ふなら ば、 彼 は哲學 者で あり 文學 者で あり 天然 學 者で あつたと 云 ふので ある。 玆に 哲人 ブラ 

ト ー の 理想が 實 現して 學 者が 國 王と 成った ので ある。 

ソ ti モン の 大事 業 は 神殿の 建築であった。 之が 爲に彼 は 七 年の 年月と 莫大の 金銀 を 費した。 歷代志 

略 上 一 一十 九 章の 記事に 由り 之 を 計算 すれば 今日の 米國 貨幣に 算てー 一十 叫 億 五 千 萬 ドルに 達せし ならん 

と 云 ふ。 此は 多分 誇張の 記事な らん も、 當 時の 世界に 在りて 莫大の 額たり しに 相違ない。 ソロモンの 


神殿 は 萬 世に 涉る祌 殿の 模範であった。 其 宏莊絕 美なる 點に 於て 計りで ない、 其 建築の 方法に 於て、 

みや 

獻 堂の 精神に 於て、 神の 殿と して 最も 完備せ る ものであった。 大 殿堂 は 昔な くして 大山の 如くに 出來 

ヒ がった。 六 章 七 節に 曰く 

,. しきり じょ  き  と ゝの  つん 刀み 

家 は 建る 時に 鑿 石 所に て 整り、 ；g め備 へたる 石に て 造り たれば、 造れる 間に 家の 中には 鎚も整 も、 

其 他の 鐵 器の 音 も 聞え ざり き 

と ある。 神殿 を 築く に 方り て 騷音は 凡て 之 を 禁じたり との^で ある。 「エホバ は其聖 殿に 在し 給 ふ、 

世界の 人 は 其 前に 離 かにすべし」 との 預曾 者の 言 を、 建築に 於て まで 採用 實行 したので ある。 殊に 第 

ベ 章に 記された る獻堂 式の 如き、 莊嚴の 極であって、 大王 ソ& モンの 偉 さが 躍如と して 我等の 服 前に 

映る を 見る。 其 一 一十一 一節 以下に 曰く 

ソ ti モン、 イスラエル の 凡ての 會 衆の 前にて、 H ホバ の 壇の 前に 立ち、 其 手 を 天に 舒 ベて 言 ひけ 

る は、 イスラエルの 祌 エホバよ、 上の 天に も 下の 地に も、 汝の 如き 祌 はなし 云々 

と。 そして 彼が 其 時 M ホバ に 捧げし 祈 禱は獻 堂の 祈禱 として 模範的の ものである。 ソ & モン は此時 

r 國 民の 大 isli -」 として 神の 前に 立った ので ある。 

然るに 此ソ 口 モ ン も亦墮 落した。 其 主なる 原因 は 彼が 世界的 華麗の 代表者であった からで ある。 彼 

は 文化の 獎勵 者であった" 彼れ 自身が 其 表現であった。 文化の 美 は 外の 美であって 內の 美で ない、 故 

に それれ ぎから 信仰的 隨落 を招來 する は 有り 易き 事で ある。 そして ソ ロモン の 場合に 於て 落 は ダビ 

ギの 場合の 如くに 多妻より 來 つた。 第 十一 章 一 節に 臼く 

ソ 口 モ ン王パ 口の 女の 外に 多くの 外 國の婦 を 寵愛せ り、 卽ちモ アブ 人、 アン モン 人- H ドム 人、 

列 王 紀略 にの丄<„- は  en 一一 五 
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シ ドン 人、 へテ 人の 婦を 寵愛せ り 

と。 佛國の 大王 ルイ 第 十四 世の 場合と 同じで ある。 「漢皇 重レ色 思-傾 國匚 と ある 其 必然の 結 raK がソ 

口 モン にも 臨んだ ので ある。 

ソ。 モン の 榮華は 彼れ 一 代を以 つて 失せた。 ダビデの 一 生 を 以て 築き上げし 大王 國も植 花 一朝の 夢 

として 消えた。 ソ n モンの 後に ソ c モンな く、 文化の 花 は 彼 を 以てへ いて、 永久に 去りて 再び 歸り來 

らす、 チゃ 「ソ 口 モンよりも 大 なる 者」 の W び 來り給 ふ を 待ちつ、 ある (馬 太傳 十二 章 四 二 節)。 文明と 

云 ひ、 文化と 云 ひ、 消え 失する 此 世の 榮 華で ある。 第 二十世紀の 文明す ら旣に 衰滅の 途に 在りと は、 

スぺ ングラ ー、 フ リンダ ー ス • ぺ トリ ー 其 他の 大舉 者の 唱 ふる 所で ある。 

ャ コブの 家を窮 りなく 支配すべく 

且其國 終る ことな かるべ し 

と 歌 はれし より 犬なる ソ B モ ンは 文化 を 以てに 非す 正義 を 以て 支配す るが 故に 其國に 終りがない ので 

ある。 ソ B モン は キリストの 證明 にして 叉 其反證 である。 我等 はソ 口 モンに 由り て 文明 文化の 消滅 性 

を學 ぶので ある (ルカ 傅 一 章 三 三 節)。 

ソ 口 モ ンの 死後、 彼の 王國は 二つに 分裂した。 北方の 十 州 は 彼の 臣下なる ネバ テ の子ャ ラベ アム に 

就いて イスラ H ル王國 と 成った。 南方の 一 一州 卽ち ュダ とべ ンャ ミンの み ソロモンの 子レ ハベア ムに屬 

して ュダ 王國と 成った。 雨來 選民の 歷史は 南北 ニ國 の歷史 である。 ユダヤ 民族の 南北朝時代 である。 

そして 我國の 南北朝に 似て 南 は 小に して 比較的に 淸く、 北は大 にして 叛逆が 絕 えたかった。 ダビデの 

血統と 信仰と は 南朝に 由て 傳 へられた。 キリストの 先祖と して 錄 さる、 レ ハベア ム より H ホアキンに 


至る まで 凡て 南朝の 王であった (馬 太傳 一章 七— 十二 節 )o 之に 反して 北朝の 王 等 は 其 多数が 王位の 掠奪 

者であった。 ャ ラベ アムが ソロモンに 反いて 北方に 王たり し 以來、 九 人の 叛逆 者が 王位に 上り、 其 子 

孫 を 合せて 十 人が 王と して 政權を 握りし が、 立 國以來 一 一 百 一 一十 年に して アツ シリャ 人の 亡す 所と 成つ 

た。 實に憐 むべき 歷史 である。 叛逆 者の 運命 凡て 如斯 しと 云 ふが 如き 歷史 である。 然し 神 は 彼等 を 忘 

れ 給はなかった。 S 々彼等の 間に 預言者 を 遣り、 彼等 を 誡め敎 へ 導き 給うた。 其內に 有名なる H リャ 

と エリ シャ とがあった。 又ァモ スと ホゼァ とがあった。 叉ャ ラベ アム を 導く にシ 口 人なる 預言者 ァヒ 

ャ があった (十一 章 二 九 節〕。 又 王 バァシ ャを責 むる に ハナー 一の 子 H ヒゥ があった (十六 章 一節 )o 斯く 

いっくし み  み わざ 

て叛 ける 民の 歷史は 慈愛 深き エホバ の 御 業の 歷 おであった。 故に 敎訓 として 見て 北方 イスラ H ルの歷 

史は 南方 ユダヤの それ 丈け 有益で ある。 見る 眼 を 以て 見るならば 北朝 足 利 氏の 歷史は 南朝 楠 北 島 の そ 

れ丈け 興味 多き 害で ある。 

列 王紀略 上篇の 後の 半分 は 主として 預言者 H リャの 行績の 記事で ある。 第 十七 章 を 以て 始まり、 後 

篇 第一 一章 を 以て 終る。 卽ち八 章に 涉る 長い 記事であって、 舊約 聖書 中與味 最も 多き 記事で ある" 預言 

者の 相手 は イスラ H ルの 王ァハ ブと 女王 ィゼ ベルであった。 ァハブ は 弱い 男、 ィゼ ベル は 強い 女で あ 

つた。 そして ヱ リャは ギレアデの 野人であって、 王と 女王との 嫌 ひ 且つ 懼る、 所であった。 r ォムリ 

の子ァ ハ ブはシ ドン 人の 王 H テバ アルの 女ィゼ ベル を 妻に 娶り往 きて バ アルに 事へ 之を拜 めり」 と あ 

る (十六 章 三 一節)。 玆に 信者が 信仰よりも 勢力 を 重んじて、 富める 力 ある 不信者の 女を娶 り、 其惡感 

よさ 

化 を受く る實 例が あ つた。 そして 此 意志薄弱の 信者に 對し て 神 は 其忠實 なる 僕 を 遣りて 彼 を 警め、 善 

に 導かん と 欲し 給うた ので ある。 ァ ハ ブ對 H リャの 衝突 は 我等が S 々此 世に 於て 目擊 する 衝突の 實例 

列王紀 路上の 大 S  二 七 
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であって、 之に 永久 變ら ざる 興味の # する は、 不信 對 信仰の 衝突 を 最も 如實 的に 示す からで ある。 

預言^  H リャの 一 百に 由て 三年 問に 涉る大 早 魅が パレ スチナ 全土に 臨んだ。 彼れ 此预  一一 一一！！ を爲す ゃ祌は 

彼を國 民の 眼より 隱し 給うた。 ケリテ 川の 畔に鸦 をして 彼 を 養 はしめ 給うた。 又シ ドンに 屬 する ザ レ 

パテに 往 きて 其 處 に^の 家に 客たら しめ 給うた。 斯くて 彼 は 彼 を 養 ふ 者の 神 御自身であって、 天然に 

も非す亦た人にもぁらざる15^-を舉ばしめられた。 而 して 彼が イスラ H ルに顯 はるべき 時 は 終に 來た。 

阈が旱 魅に 苦んで 雨 を 望んで 止まざる 時が 來た。 王ァ ハブは 彼の 畜產の 全部が 失 はれん 事 を 恐れた。 

彼 は 1:1 宰のォ パデャ に 曰うた 

國 中の 水の 凡ての 源と 凡ての 川に 往け、 馬と 驟とを 活かしむ る 草 を 得る こと あらん、 然 らば 我等 

{| 畜を盡 く 失 ふに 至ら じ (十八 章 五節) 

と。 憐む べし 王 は 2^ を 救 ふ 事を考 へす して 家畜 を 活かす 事に 努力した。 エホバ を 菜て バ アル を 拜 みし 

事 は 彼 を玆に 至らし めた。 神は此 時に H リ ャをァ ハ ブに 遣り 給うた。 

ァハ ブはェ リ ャに會 ふて 曰うた。 

汝 イスラ H ルを惱ます^|<?鼓に在る乎〔十七節) 

と。 エリヤ 答へ て 曰 ひける は、 

我 は イスラ H ルを惱 まさす、 汝と汝 の 父の 家と 之を惱 ませり、 汝等は エホバの 命に 叛き、 汝はバ 

アルに 從 へり C 十八 節) 

to 神に 代りて ェ リャ は玆に 王の 王と 成った。 


預 言 者 H リャ 

筆者 云 ふ， 讀者は 先づ並 2 通 日本 譯 聖書 を讀み * 然る 後に 余輩の 此譯 文を讀 むべ し * 而 して 兩者 相違の 點に注 

意すべし * 蓋し 解 釋の牛 分 以上なる べし。 


ァ ハブの 卽-化 

列 王 紀略上 第 十六 章 

ュダの 王 アサの： 一 第三 十八 年に ォムリ の 子 ァハブ イスラエルの 王と なれり、 彼れ サ マリヤに 

於て 一 一十一 一年間 イスラエルに 王たり き、 ^ァ ハブ其 先に ありし すべての 王よりも 多く H ホバの 目の前 

に 惡を爲 せり、 J- 彼はネ パテの 子ャ ラベ アムの 罪 を 行 ふ 事 を輕き 事と 做せし や、 シ ドン 人の 王 ェテバ 

アルの 女 イエ ゼ ベル を娶 りて 妻と なし、 往 きて バ アルに 事へ、 之を拜 めり、 彼れ 其サ マリヤに 建た 

るバ アルの" I の 中に バ アルの ために 祭壇 を 築け り、 お ァハブ ァシラ 像 を 作れり、 斯くて ァハブ は 其 

先き にあり し イスラエルの すべての 王よりも 荼 しく イスラエルの 神 ヱ ホバの 怒 を激す 事を爲 せり。 

HS 者 エリヤ  三 九 


墮 落の 一斑 

3^ 彼の 代に ベ テル 人 ヒヱル ヱ リコ を W 建せ り、 彼れ 其 基 を 置え し 時に 其 長子 アビ ラム を 喪 ひ、 其 

門 を 立てし 時に 季子 セグブ を 喪へ り、 ヌンの 子 ヨシ ユアに 由り て ヱ ホバの 首 ひ 給へ るが 如し。 

エリヤの 現 

列 王 紀略上 第 十七 章 

1 ギレ マデに 寄寓せ る テシべ 人 エリヤ ァハブ に 言 ひける は 

我が 事 ふる ヱホ バは活 く、 我が 富に 由る にあら ざれば 數年問 雨 も 露 も あらざる べし 

と、 2 時に ヱ ホバの 雷 彼に 臨みて 曰へ り 

3 汝 此處を 去り、 東に，： 1： ひ、 ヨルダンの 前なる ケリ テの溪 谷に 身 を 匿せ、 4 汝 其溪 の 水 を 

飲むべし、 我れ 鴉に 命じて &處 にて 汝を養 はしむ 

と、 5 彼れ 往 きて ヱ ホバの 雷の 如く 爲 せり、 卽ち往 きて ヨルダンの 前なる ケリ テの溪 谷に 住めり、 6 

91 は 朝に パンと 肉と、 夕に パンと 肉と を 彼に 持來れ り、 彼 は 又 溪 に飮 めり、 7 然るに 國に 雨な かり 

しが 故に 暫 らくして 其 溪水 涸れぬ。 

異邦に 逃る 

8 ヱ ホバの 一一 一一 E 彼に 臨みて 

9 起ちて シ ドンに 屬 する ザ レ パテに 往 きて 其 處に 住むべし、 我れ 彼處に 蔡婦に 命じて 汝を養 はし 

む 

と、 ^斯くて 彼 起ちて ザ レバ テに往 けり、 彼れ 市の 門に 至りし 時 一人の 鼓 の 其 處に薪 を 採 ふ を 見た 


り、 乃ち 之 を 呼びて 曰 ひける は 「請 ふ、 器に 少 許の 水 を 我に 持來 りて 我に 飮 ませよ」 と、 ；：！ 彼女 之 を 

持來 らんと て往 ける 時、 エリヤ 彼女 を 呼びて 曰 ひける は 「請 ふ、 汝の 手に 一 片のパ ンを 我に 持 来れ」 

と、 S 彼女 曰 ひける は 「汝の 神ヱホ バは活 く、 我に パン 有るな し、 唯 桶に 一 握の 粉と 瓶に 少 許の 油と 

あるの み、 視ょ、 我 は 二 本の 薪 を 採へ り、 我 は 今 家に 往て 我と 我 子の ために 調理し、 之 を 食 ひて 死な 

ん とす」 と 、^エリヤ 彼女に 曰 ひける は 

懼る k 勿れ、 往 きて 汝が言 ひし 如くせ よ、 机し 先づ それ を 以て 小さき パン 一 つ を 作り、 之 を 我に 

持 來れ、 然る 後に 汝と汝 の 子の ために 作るべし、 W そ は 「ヱ ホバが 地の 面に 雨 を 降らし 給 ふまで 

は 其 桶の 粉は竭 きす、 其 瓶の 油 は 絶えす」 と イスラエルの 神 H ホバ首 ひ 給へば なり。 

i5 彼女 往 きて エリヤの 言へ る 如く 爲 せり、 而 して 彼女と 彼と 彼女の 家族 は 久しく 食へ り、 55 桶の 粉 は 

竭 きざり し、 瓶の 油 は 絶え ざり し、 ヱ ホバが エリヤに. e て 語り 給 ひしが 如し。 

貧 女 を 救 ふ 

^：：是等の事のぁりし後に、 其 家の 主婦なる 婦の子 病に 観れ り、 其 病 劇く して 氣息其 中に 筢 えたり、 

？ S 婦 エリヤに 曰 ひける は 「神の 人よ 我れ 汝と 何の 干與 あらん や、 汝は 我が 罪 を 憶 ひ 出さし めて 我が 

子 を 死なし めんた めに 我に 来りし 乎」 と、 ^彼れ 彼女に 言 ひける は 「汝の 子 を 我に 附せ」 と、 彼れ 之 

を 彼女の 懐より 取り 之 を 己が 居る 高 部屋に 抱來 り、 己が 牀の 上に 置け り、 ^斯くて 彼れ エホバに 叫び 

て 曰 ひける は 

我が 神 ヱホバ よ、 汝は 我が 偕に 宿る 此 鼓；！ の 上に も 亦 災 を 下して 其 子 を 死なし め 給 ふ 乎 

と、 M 斯くて 彼れ 三度 身 を 仲して 小兒の 上に 伏し ヱ ホバに 叫びて 曰 ひける は 「我祌 ヱホバ よ、 我れ 汝 

預ー 一一 3 者 エリヤ  EIral 
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に 願 ふ、 此小 3- の 生命 を .冉 び 其 中に 還らし め 給へ」 と、 ヱホバ エリヤの 聲を聽 きいれ 給へ り、 小 

兒の 生命 は W び 彼に 還れり、 彼 は 復活せ り、 エリヤ 卽ち 小兒を 抱き 之を髙 部屋より 家に 連れ： 卜り、 

其 1^ に附 して 一一： 一口 ひける は r 視ょ汝 の 子は活 く」 と、 お；^ エリヤに 言 ひける は 「今 我 は汝が 神の 人に 

して 汝 の：：： にある ヱ ホバの 一一 一一 n の眞 なる を 知る」 と。 

列 王 紀略上 第 十六 章 

此時 猶太 國は 南北 二 園に 分れたり、 南なる をュ ダと稱 し、 エルサレムに 都し、 北なる を イスラ ェ 

ルと稱 して サ マリヤに 都せ り、 ュダに 王 ありし と 同時に イスラ H ル にも 亦 王 ありたり、 アサの 治世 第 

三十 八 年 は 紀元前 八 百七ト 年頃に 當る 〇^ 「H ホバの 目の前に 惡を爲 せり」 多くの 不義 を 行 ひしに 

止まらす、 凡ての 不義の 源なる 背信 を 行へ り、 卽ち聖 き エホバの 神 を棄て 異邦の 神に 事へ たり、 殊に 

r 惡」 と 云 ふは此 事な り 「ネ パテの 子ャ ラベ アム」 イスラ H ル王國 の 建設者な り、 ダビデ 王 

統に叛 きて 別に 王統 を 立てし 者、 彼 は 始めて M ホ バを拜 する に 偶像 を 以てせり、 故に 偶像 崇拜 を稱し 

て 殊に 「ャ ラベ アムの と 云へ り (十二 章 二十 六 節 以下 を 見よ) 〇 「シ ドン 人の 王ェテ バルの 女ィ 

ェゼ ベ， -」 ッ 口、 シ ドンに 就て は 『興國 史談』 (本 全集 第二 卷收錄 I 編者〕 を 見るべし、 ぺ -ーケ 國の貿 

易 市場に して 股 富 を 以て 聞え し 者、 ァハブ 王 は婚を 異邦の 王と 結んで 其 淫猥なる 宗敎を 採用せ り、 淫 

婦ィ ヱゼ ベルに 就て は 默示錄 一 一章 一 一十 節 を 見るべし 首府に 偶像 殿 を 建て、 其 中に 偶像 を 安置して 

之に 事へ たり 〇 ぉバ アル は男祌 にして ァ シラは 女神な り、 淫猥 放縱は 常に 男 神、 女神の 崇拜に 伴 


ふ o 

ェ リ コを再 築す ベから すと はェ ホバが ヌンの 子 ヨシ ュ ァに 由り て 選民に 命じ 給 ひし 所な り 

ョ シ ュ ァ其 時人々 に 誓 ひて 命じ 首 ひける は、 凡そ 起て この ユリコ の邑を 建る 者 は M ホバ の 前に 詛 

はるべし、 其 石 礎を笸 ゑな ば 長子 を 失 ひ、 其 門 を 建てな ば 季子 を 失 はん-と (約 書 亞記六 章 二十 六 節 )o 

ベ テル 人ヒ H ルは 此禁を 犯して 此呪咀 に 腐れたり。 

列 王 紀略上 第 十七 章 

1 「キ レア、 デ」 ヨルダン 河の 束に あり、 ァラ ビヤ 沙漠に 接し、 イスラ H ル 王の 權 カ範圍 以外に 在 

りたり 〇 「テシ ベ」 ガリ ラャの ナザレより 程遠から ざる 所に 在りたり 〇 「H ホ バは活 く」 誓の 一一 一一 n 

なり、 語 氣を强 め， 其 誠實を 確かめん ために 用 ひられたり 〇 「我が 言に 由る にあら ざれば」 エホバ 

が 我が 言 を 以て 其禁を 解き 給 ふまで は 〇2  r ケリ テの溪 谷」 其 位置 を 確定す る 能 はす、 蓋し ョルダ 

ン より 遠く 来に 方り て 沙漠に 瀕せし 邊に 在りし ならん 乎、 早魃數 旬に して 溪水 涸れたり と ある を 見て、 

其 ヨルダン 本流に 近から ざり し を 知る に 足らん 乎 〇4 「鴉」 日本 產の 鴇と 異ならす、 鳥類が 如何に 

して 人 を 養 ふ を 得し 耶、 之を奇 接と 見る より 他な からん、 或る 一一 目 語 學者は 云 ふ 「鴇」 と譯 せられし 希 

伯 來語は 「商人」 とも 亦 「亞拉 比 人」 とも 解す る を 得べ しと、 若し 然り とすれば 亜拉 比： C ュの 隊商に 

して 其邊を 通過せ し 者が 朝夕 孤 獨の預 一一 目 者に 食物 を 供給せ しと 解す る を 得べ けん、 奇 積は强 ひて 之 を 

信すべき 者に あら ざれば、 此 見解 或 ひ は 我等の 採用すべき 者な らん。 

8 シド ン はピ 一一 ケに 在り、 イスラ H ル國 より 西北に 方り、 レ バ ノ ン 山に 沿 ひ、 地中海に 面し、 古來 

より 貿易の 繁盛 を 以て 名 あり、 ザレ パテ は 其 南に 位 ひし、 同じく 古代よりの 名巿 なりし 〇？^ 「一握の 

預 一 W 者 エリヤ  Eslll 
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粉と 少 許の 油」 貧の 極な り、 粉 は 勿論 麥粉 なり、 油はォ レイフ 油な り、 混じて 玆に 所謂 パン を 作り 

たり、 我國の 煎餅の 如き 者な りしな らん o;:!: 「其 桶の 粉は竭 す、 共 瓶の 油 は 絶えす」 汝の飮 食物に 

不足な かるべ しと、 必す しも 奇蹟 的に 供給 せらる べしとの 意に あらす 〇lf ^「彼女と 彼と 彼女の 家族と」 

貧しき 鼓婦と 孤獨の 預言者と 貧 女の 一 人の子 息と なり、 聖き樂 しき 一 圑樂。 

^ 「我れ 汝と 何の 干與 あらん や」 我 ^SJ 去れよ と 言 ふに 同じ、 路加 傳五章 八 節 を 見るべし 〇 「我が 

gii を 憶 ひ 出さし めて」 神 をして 我が 罪 を 憶 ひ 出さし めて 云々、 預言者の 同宿 は祌の 注意 を 其 家に 呼 

ぶの 機 となれ りとの 意なる べし、 聖淨の 臨む 時に 汚據の 暴露 さる、 の懼れ あり 〇w 「彼女の 懐より 

取 出し 云々」 死 兒を懷 にせし 貧 女の 境遇 想 ひやら る 〇^ 「鼓婦 にも 亦災を 下し 云々」 災は之 を 富 

める 人と 權 ある 者の 上に 下すべし、 鼓婦の 上に 下す ベから すと、 祌に對 する 預 一一 一一 n 者の 懇求は 下民に 對 

する 同情 を 以て 充滿す 〇？- 「彼れ 三度 身 を 伸して 小兒の 上に 伏し 云々」 猛き預 一一 百 者 も 貧兒の 死. 體 に 

封して は 慈父の. 如し。 

意 解  ， 

第 十六 章 二十 九 —三十 三 節 

〇 惡 王位に 卽き、 異敎の 女を迎 へて 妻と なし、 國政 弛み、 淫猥 行 はれ、 聖淨は 失せ、 壓制は 臨めり.、 

-  ひそ  ひ す 

民は權 者に 媚びて 自由の 聲を 潜め、 其 預言者す らもた、. -單ら に 淫婦の 微笑 を 買 はんと めたり、 イス 

ラ H ル に 光明 絕 えて、 世 は 阿諛 盲從の 暗夜と なれり。 

仝 三十 四 節 


〇 土の 爲す 所、 下 之に 從ふ、 宮中に H ホバの 禮拜は 廢れ、 バ アルの ために 祭壇 は 築かれ、 ァシラ の 像 

の 祠られ し 時に、 ベ テル 人ヒ H ルは エホバの 禁を 犯して H リコの 舊巿 を： 冉與 せり、 エリコの 地た る異 

邦モ アブの 國 境に 接し、 氣 候溫暖 にして 民に 惰氣を 促し、 腐敗の 巢窟 たるに 最も 適したり、 神が 呪 詛 

を 以て 其 再興 を嚴禁 せし は 深き 道德的 理由に 因れり、 然れ ども 今や 道 德を贫 みる 時に 非す、 國 民は擧 

て 快樂を 追求せ り、 彼等 は 一一 一一 n へり、 人生 是れ 快樂の 享有に 外なら す、 H ホバの 禁制の 如き、 之 を 迷信 

と 見て 可な りと、 玆に 於て かべ テル 人ヒ H ル、 衆に 先 じ、 其 未だ 目 を 之に 注がざる に乘 じ、 エリコの 

舊市を 復興して 利益と 快樂と を獨尊 せんとせ り、 彼れ c だれが ために 長子 を 喪 ひ 又 乖子を 喪 ひたり、 然 

れ ども 彼 は 深く 彼に 臨みし 大 なる 災害 を 歎 かざりし ならん、 彼の 目的 は 利益と 快樂の 獲得に 有り、 神 

を棄 てし と 同時に 彼の 情 は 鈍りたり、 M ホバの 命に 背き、 彼の 愛子 二人 を 喪 ひて、 彼 は尙ほ 彼の 事業 

の 成功 を 見て 得々 たりし ならん、 ベ テル 人ヒ H ルは當 時の 模範的 實業 家な り、 民衆 は 彼の 不虔 を咎む 

る ことなく、 返て 深く 彼の 成效を 羨みし ならん。 

第 十七 章 一— 七 節 

〇此 時に 方り ギ レア，、 テの 曠野より 一 人の 野人 現 はれたり、 其 名 を ヱ リャと 云へ り、 彼 は イスラ H ル國 

の 北方に 営り、 ナフタリの 地なる テシ ベの 人な り、 然れ ども 彼の 生國の 腐敗に 堪え ざり けん、 之 を 避 

けて ヨルダンの 彼方なる ギレアデの 地に 寄寓せ り、 我等 は 彼の 系圖を 知らす、 彼の 父 は 誰ぞ、 彼の 敎 

師は 誰ぞ、 是れ問 ふて 益な き 問題な り、 彼 は忽焉 として 歷史の 舞 臺に現 はれ、 叉忽焉 として 之 を 去れ 

り、 彼 は 蓋し 自 成の 人な りしなる べし、 彼 は 預言 學校 (當 時の 祌學校 ：>  に學 ばす、 故に 彼 は 預言者な 

ら ざる 預言者な りし、 彼 は 獨り喊 野に 在りて 神より 直に 其 細き 聲に 接せり、 彼は斯 *1 の 交際 を 避けた 
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り、 故に 彼 は 粗野の 人た る を 免 かれ ざり し、 然れ ども 此 人に 聖き 優しき 心 ありたり、 彼に 王者の： If を 

拽 くの； ありたり、  > お の 淚を拭 ふの 情 ありたり、 單純 にして 高潔、 H リ ャは聖 W 人物 巾；： 取 も 愛すべ 

き 者の 一 人な り。 

0 國人 擧て權 威に 媚び、 其預 一一 目 者す らも 悉く ロを嚓 ぎて 語ら ざり し 時に、 ギレアデより 來 りし テシべ 

の 野人 は 獨り聲 を 揚げて 叫んで 曰く 

我 は 誓て 曰 ふ、 我が 一一 =11 は a 具な り、 國民は 上より 下まで 悉く を 犯し、 エホバの 怒に 觸れ たれば、 

其 蒙るべき 適當の 刑罰と して 今より 後、 H ホバ が 我が n を 以て 言 ひ 給 ふまで は 地 は n 千 魅 を 以て 困 

むべ し、 

と、 而 して 野人の 聲は 全國に 饗き涉 りて 終に ァ r フとィ H ゼ ベルとの 耳にまで 達せり、 彼等 は 震動せ 

り、 此 野人 何 を 語る 乎と、 此 不敬 漢と、 國 民の 罪悪 を唱 ふる 此國贼 と、 殊に 被雇預 一一 一 5 者 等 は 口 を 揃へ 

て 曰へ り、 汝 異端の 徒よ、 何故に 國王を 辱む るぞ と、 ヱリ ャは國 民に 警告して 其 忌 嫌 ふ 所と なりたり、 

彼 は 故國に 歸り來 りて ギ レ アデ の 曠野に 在りし と 同じく 孤獨の 人な りき、 彼 は 終に 叉 身 を 匿 さ る を 

得ざる に 至れり。 

〇 民の ために 正義 を唱 へて、 民の 中 一人 も H リャ を囘護 はんとす る 者 無 かりき、 彼 は 逃れて ケリテ の 

溪 谷に 至り、 玆に溪 流に 飲み、 「穗」 に 養 はれたり と 云 ふ、 r 鸦」 若し 鳥な らん 乎、 禽獸は 彼の 國人 

に-没 さりて 彼に 厚 かりき、 若し 亞拉比 Si 人な らん か、 異邦の 人 は 故國の 民に 優 さりて 彼に 深 かりき、 

預言者 は 其 故鄉其 家の外に 於て 尊 まれざる ことなしと (馬 太傳 十一 一一 章 五十 七 節)、 預言者 を 憎む 者に して 

共^ 人、 其.； 人の 如く 甚 しき は あらざる なり。 


仝 八. I 十六 節 

〇 溪 流に 水竭 きて、 眞の 預言者 は 還る に 家な く、 再び 隱場を 異邦に 求む るに 至れり、 ヨルダンの 河邊 

より 上り、 彼の 故國 を横斷 し、 西の方、 海に 沿 ひたる ザ レブ タの邑 に 至り、 其處に 貧しき 發婦の 款待 

を 受けたり、 禽 にあら ざれば^ 婦、 此 世に 於け る 神の 人の 友 は是れ のみ、 權 者と 富者と は 彼 を 憎み、 

國民は 擧て彼 を 避く、 彼が 枕す る 所 は潺々 たる 聲を發 する 溪 流の 邊 にあり、 一握の 粉、 一壺の 油、 僅 

かに 生命 を繁ぐ 鼓婦の 家に あり。 

仝 十七—  二十 四 節 

〇 偉人 は 情人な り、 彼 は 王者の 權を 恐れす、 然， れ ども^ 婦の懇 求に 抗 する 能 はす、 ァハブ 王と ィヱゼ 

ベ ル 女王と 四百の バ アルの 預言者の 前に 立て は巖 よりも 堅き H リャ は^ 婦と其 一 子の 前に 立て は老媪 

よりも 柔 かりき、 「彼れ 三度び 身 を 仲して 小兒の 上に 伏し、 H ホバに 叫びて 曰 ひける は、 我 神 M ホバ 

よ、 我れ 汝に願 ふ、 此小 兒を復 たび 活かし 給へ」 と、 預言者 自身が 大 なる 小兒 なりき、 小兒の 心に 大 

人の 實験を 加へ し 者、 是を 偉人と 云 ふ、 ヱ リャに 於て 我等 は 模範的 偉人 を 見るな り、 力の 人に して 情 

の 人、 彼が 「神の 人」 と稱 へられし は 彼が 神の 特性た る 此兩性 を 供へ たれば なり。 

二 

預 一一 目 者 故 國に歸 る 

列 王 紀略上 第 十八 章 
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1 多くの 時日 を經 たる 後、 第三 年に ヱ ホバの 言 エリヤに 臨みて 曰く 「往 きて 汝の身 を ァハブ に 示 

せ. 我れ 雨 を 地の 上に 降さん」 と、 2 エリヤ 共 身 を ァハブ に 示さん とて 往 けり、 時に 磯 謹サ マリヤに 

甚だし かりき。 

途に 朝臣に 遞 返す 

3 時に ァハブ 其家宰 なる ォバ デャを 召したり、 4  (ォバ デャは 大にヱ ホバを 畏れし 者に て、 イエ ゼ 

ベルが ヱ ホバの 預言者 を斷 たる 時、 ォバ デャ百 人の 預 一一 一一 si<; を 取り、 之 を 五十人 づ k 洞穴に 匿し、 パン 

と 水と を もて 之 を 養へ. り)、 5 ァハブ ォバデ ャに曰 ひける は、 「んマ 遍く國 中 を 巡行き、 諸の 水の 源と 

諸の 川と に 至り 見よ、 或 ひ は 馬と 驟とを 活かしむ るに 足る 草 を 得る こと あらん、 然 らば 我等 家畜 を盡 

く 失 ふに 至ら じ」 と、 6 彼等 巡るべき 地 を 二人の に 分ち、 ァハブ -此途 を 取り、 ォバデ ャは彼 途を取 

れり、 7 而 して ォバデ ャ途に 在りし 時、 視ょ、 エリヤ 彼に 遭へ り、 彼れ その エリヤなる を識り けれ 

ば、 地に 伏して  一； T へり、 

我 主 エリヤよ、 汝は此 に 居た まふ や 

と、 8 エリヤ 彼に 曰 ひける は、 

然り。 往 きて 汝の 主人に 告げよ、 視ょ、 エリヤ は此 にあり と。 

9 彼れ 曰 ひける は、 

我れ 何の を 犯し たれば、 汝、 此僕を ァハブ の 手に 付して 彼 をして 我 を 殺さし めんと する や、 ^ 

汝の神 M ホバは 生く、 我が 主人の 人 を 遣 はして 汝を 尋ねざる 民 あるな く、 叉國 あるな し、 而 して 

若し 「エリヤ は 在らす」 とい ふ 時 は 其 國其民 をして 汝を 見す とい ふ 誓を爲 さしめ たり、 U 汝は今 


一一 一一 口 ふ 「往 きて 汝の 主人に 告げよ、 視ょ、 エリヤ は此 にあり」 と、 然れ ども 我れ 汝を 離れて 行か 

ん 時、 ヱホバ の靈は 我が 知らざる 處に汝 を 携へ往 かん、 斯くて 我れ ァハブ の 許に 至りて 彼に 吿ぐ 

る も、 彼れ 汝を 尋ね ざる 時 は 彼れ 我 を 殺すべし、 然れ ども 汝の 僕なる 我 は 幼少の 時より ヱホバ 

を 長れ たり、 $3 イエ ゼ ベルが ヱ ホバの 預言者 を 殺した る 時に 我が 爲 したる 事 は 我 主に 聞え ざり し 

や、 .§ ち 我れ ヱ ホバの 預言者 ぼ 人 を 五十人 づ V 洞穴に 匿し、 パンと 水と を 以て 之 を 養 ひし 事 は 我 

が 主に 聞え ざり しゃ、 ；^然るに今汝は曰ふ、 「往 きて 汝の 主人に 告げよ、 視ょ、 エリヤ は此 にあ 

りと」、 然 らば 彼れ 我 を 殺すな らん。 

^ エリヤ 曰 ひける は、 

我が 事 ふる 萬 軍の ヱホ バは活 く、 我 は必す 今日 我が身 を 彼に 示すべし。 

終に 王と 會 見す 

^ォ バデャ 卽ち往 きて ァハブ に會ひ 之に 吿 ければ、 ァハブ エリヤに 伶 はんとて 往 けり、 n ァハブ 

エリヤ を 見し 時、 ァハブ エリヤに 口 ひける は、 

イス ラエ ルを亂 す 者は汝 なる か。 

^^彼れ答へけるは、 

我 は イスラエル を亂 さす、 汝と汝 の 父の (豕と 之を亂 したり、 汝等は ヱ ホバの 命を抗 みたり、 而し 

て汝はバァルに_?^- へたり、 ^故に 今 人 を 遣し、 すべての イスラエル を 我が k に カルメル山に 築 

めよ、 亦バ アルの 預言者 W 百 五十人、 並に ィヱゼ ベルの 席に 食 ふ ァシラ の 預言者 ra: 百 人 を も 集め 

よ 0 

sws 者 エリヤ  es 九 
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^2;^ に 於て ァハブ 人 を イスラエルの すべての 子孫の 中に 遺し、 預言者 等 を カルメル山に 壞 めたり、 

5 時に エリヤ すべての 民に 近づき 曰 ひける は、 

汝等 何時まで 二者の 間に 禱路 ふや、 ヱホバ 若し 神なら ば 之に 從へ、 然 れどバ アル 若し 祌 ならば 彼 

に從 ふべ し。 

民 は 一首 も 彼に 答へ ざり き、 エリヤ に 一一 目 ひける は、 

我れ …… 唯 我 一人の み ヱ ホバの 預言者たり、 然 れどバ アルの 預言者 は 叫 百 五十人な り、 お 然れば 

彼等 をして 二の 模を 我等に 供へ しめよ、 而 して 彼等 をして 自己の ために 其 一 を 選み、 之 を 截り剖 

き、 之 を 薪の 上に 載せし めよ、 而 して 火 を 其 下に 置 かざらし めよ、 我は淺 りの 模を 調理へ 之 を 薪 

の 上に 載せん、 而 して 火 を 其の 下に 置かざる べし、 ；-斯 くして 汝 等は汝 等の 神の 名 を 齲ぶべし、 

我 は エホバの 名を顬 ばん、 而し て 火を以 て應ふ る 神 を 神と 爲す ベ し。 

民 ゆ 2 な 答へ て 曰く、 「此言 は 善し」 と。  • 

5^ 玆に 於て エリヤ バ アルの 預 言 者 等 に 言 ひける は、 

汝等 多数 なれば 先づ汝 等の ために 一 の犢を 選み、 之 を 調理へ、 而 して 汝 等の 神の 名を顬 ぶべ し、 

然れ ども 火 を 其 下に 置く 勿れ。 

^彼等 乃ち 其與 へられた る模を 取り、 之 を 調理へ、 而 して 朝より 午 時に 至る まで バ アルの 名 を 顧び て 

首へ り 「バ アルよ、 我等に 聽き 給へ」 と、 然れ ども 何の 聲も なく、 何の 應 ふる 者 もなかり き、 斯 くし 

て 彼等 は 其 造りし 壇の 周圍に 踊れり、 午 時に 及びて エリヤ 彼等 を 嘲け りて 言 ひける は、 


大聲を 揚げて 叫べよ、 彼 は 神 なれば なり、 彼は默 想へ 居る 乎、 义は 他處に 行し 乎， 又は 旅に ある 

乎、 或 ひ は假寐 りて 醒 さるべき 乎。 . 

ぉ是に 於て 彼等 は 大聲に 呼 はり、 其 例に 循 ひて 刀 劍と斷 を もて 其 身 を 傷つけ、 血 は、 迸る に 至れり、 

斯 くして 午 時 過ぎて、 彼等 は 醜 事を爲 して 晚の祭 物を獻 ぐる 時にまで 及べり、 然れど 何の 聲も なく、 

叉 何の 應 ふる 者 もな く、 叉 何の る 者 もなかり き。 

^時に エリヤ すべての 民に 向 ひて 言 ひける は 「我に 近 よれ」 と、 民 皆な 彼に 近 よれり、 彼れ 先づ 

i きれた る ヱ ホバの 祭壇 を 修<理 へり、 S エリヤ 十二の 石 を 取れり、 ヤコ ブの 子の 支 派の 數に循 ひて 

なり、 ヱ ホバの 一一 一一 II 曾て ヤコ ブに 臨みて 言へ り、 イスラエル を汝の 名と すべし と、 彼れ 石 を 以て ヱホ 

バの 名に 由り て、 祭 擅 を 築き、 祭壇の 周圍に 種子 ニセ ャを容 るべき 溝 を 作れり、 ？ 彼れ 又 薪 を 陳列べ 

接を截 剖き て 薪の 上に 載せたり、 斯くて 彼れ 言 ひける は、 

四の 桶に 水を滿 たし、 之を燔 祭と 薪の 上に 沃ぐ べし、 

と、 叉 言 ひける は、 

W たび 之を爲 せ、 

と、 W び 之を爲 せし かば、 叉 言へ り 

三た び 之を爲 せ、 

と、 乃ち 三た び 之を爲 せり、 お 水 は 祭壇の 周 園に 流れたり、 彼れ 叉！ i にも 水を滿 たしたり、 ^斯くて 

晚の祭 物を獻 ぐる 時に 及びければ 預言者 エリヤ 近く 寄來 りて 言 ひける は、 

アブラハムの 神、 イサクの 神、 イスラエルの 神なる ヱホバ よ、 汝の イスラエルに 於て 神なる こと 

預 エリヤ  e: 五一 


wi 史卞： ：s 究  e; 五 二 

と， 我が 汝の 俊に して 汝の に循 ひて 是 等の すべての 赛を爲 せし こと をん. '口 知らし め 給へ、 W ヱ 

ホバょ 我に き 給へ、 我に 聽き 給へ、 是れ此 が 汝ヱホ バは祌 に 在し ますこと、、 汝は 彼等の 心 

を 翻さん と 欲し 給 ふこと を 知らん が爲 めな り。 

お 時に ヱホバ の.^ 降り、 潘 祭と 薪と 石と 親 を焚堯 し、 亦 溝の 水 を も 舐め 盡 せり、 g-::- ル M な 之 を 兌て 地 

に 伏して；； T へり、 

ヱホバ …… 彼は祌 なり、 ヱホバ …… 彼は祌 なり、 

と、 ^エリヤ 彼等に 一一 H ひける は r バ アルの ラ n 等 を 執らへ よ、 彼等の 一人 を も 逃遁れ しむる こと 勿れ」 

と、 卽ち 彼等 を 執らへ ければ、 エリヤ 彼等 をキシ 3 ン 川に. a 下りて 彼虚に 彼等 を 殺せり。 

大雨 沛然と して 到る 

：； 玆に 於て エリヤ ァハブ に 一一 一一 c ひける は、 

汝 h りて 食 ひ rd つ 飲むべし、 旣に 大雨の 聲聞 ゆ、 

，、ひのみ  い .u*- き 

と、 3,1 ァ ハブ卽 ち食飮 せんとて 上れり、 斯くて エリヤ カルメルの 嶽 に 上り 往き、 地に 伏し、 其 面 を 

膝の に 入れて 祈れり、 ^？彼れ其僕にラ！：ひけるは 「請 ふ、 上り 往 きて 海の 方を兑 よ」 と、 彼れ 上り 往 

なゝ 二び  ゝ 二び も 

き、 兑て 一一 m ひける は 「何 もな し」 と、 エリヤ 首 ひける は rw たび 往け、 七次往 け」 と、 ：？ 第 七 次に 及 

びて 彼れ 一一 一一！！ ひける は、 

よ、 微少の 雲、 人の 乎 ほどの もの、 海より 起る、 

と、 エリヤ 言 ひける は 「起て ァハブ に 一一 K へ、 汝の 車を備 へよ、 雨に 沮 めら れ ざる やう^に ドれ」 と、 

お^時 ありて 签 天雲と 雨と によりて 黑く なり、 大雨： トれ り、 ァハ ブは乘 りて M ズレル に 到れり、 ^ヱ 


ホバの 能力 エリヤに 臨み、 彼れ 其 腰 を 絡 束げ、 ヱ ズレル の 入口まで ァハブ の 前に 趨り往 けり。 

字 解 

1 r 多くの 時 曰を經 たる 後」 ザ レプタ なる 毅婦の 一子 を復 生せ しめて 後" H リ ャは少 くと も 二 年 

以上 彼女の 客たり しが 如し 〇 「第三 年」 旱魃の 第三 年、 早魃は 三年と 六 ヶ月 繼 けりと 云 ふ (路加 傳 

ra 章 一 一十 五節 を 見よ〕 〇 r 往 きて 汝の身 をァ ハ ブに 示せ」 彼の 汝を尋 ぬる を 待た すして、 汝 より 進 

んで 彼の 前に 出で よ 〇2 「サ マリヤ」 イスラ H ル王國 の 首都な り、 饑謹は 首都 附近の 地に 甚だし か 

りしと 云 ふ。 

3 「家 宰」 王室の 財產 管理人、 小 朝廷の： 藏頭 なり 〇 「イエ ゼ ベル」 淫祠 を 祭りし ィ H ゼ ベル- 

故に H ホバを 憎みて 其 預言者 を 殺したり 〇5 「驟」 驢と 牝馬との 雜種 なり、 主として 駄馬と して 用 

ゐられ たり U 

U 「イスラ H ルを亂 す 者」 民の 攪亂 者、 惡 人の 服に 映す る 預言者 は是れ なり 〇^ 「汝等 は エホバ 

の 命 を 担み 云々」 汝と汝 の 父祖 等と は H ホバ の 命 を 拒み、 汝は 特に 之に 加へ てバ アルに 事へ たりと- 

ァハブ の 罪 は 彼の 父祖 等の 罪の 上に 出たり となり 〇s 「すべての イスラ H ル」 全國 民の 代表者 〇 「力 

ルメル 山」 地中海に 突出す る 海 角な り、 海面よりの 高さ 五 百 五十六 尺、 キション川 其 北 麓に 於て ァ 

1 クル 灣に 注ぐ、 石灰岩より 成り、 洞穴 多し、 ：渺 茫 たる 地中海の 水、 其 麓 を 洗 ひ、 眺望 極めて 美な り 

「火 を 其 下に 置 かざらし めよ」 詐欺 を 避けん が ためなり、 バ アルの 祭司 等 は 密かに 火を燔 祭の 

下に El^ て 其 燃 上る を 見て、 天火な りと 稱 して 民 を 欺きし が 如し 〇^ 「« の 周 園に 踊れり」 「刀 刻 

預言 苦 エリヤ  e: 五三 


と 搶とを 以て 其 身 を 傷け」 今 も 尙ほ囘 々敎 の^ 侶の 爲す 所な り、 彼等 は斯 くな して 祌の憐 悠を喚 ，《3 

せんと 欲す 〇；^ 「イスラ H ルを汝 の 名と すべし」 创世記 三十 ニゴ 4 二十 八 節 を 見よ 〇g^ 「稲子 ニセャ 

を容 るべき 溝」 一 セャは H パの 三分の 一 にして 我 邦の 七 升 に當 る、 一 斗 四 升 を i_ 介るべき 溝と は 小 

に 過る が 如し、 令に 至り 其 詳細 を 知る 能 はす 〇w 「汝は 彼等の 心 を 翻さん と 欲し 給 ふ 云々」 エホバ n 

ひ 給 はく 背ける 子等よ 我に 歸れ、 我れ 汝 等の 違背 を 癒さん と (耶利 米 亞記三 章 二十 二 節〕 〇^ 「彼 處に彼 

等 を 殺せり」 民 をして 彼等 を 殺さし めたり。 

^ 「上りて 食 ひま々」 ァハブ は キション川の 岸に 下り、 バ アルの 預言者の 殺さる、 を目擎 せし が 

如し、 「上り」 は 再び カルメル山に 上りて 云々 なるべし 〇^ 「其 面 を 膝に 入れて」 屈伏の 狀を いふ、 

神に 祈る の 熱心、 預言者の 姿勢に 現 はる 〇 お 「七 次往 け」 雨の 降る まで 幾 囘も往 け 〇1^  rn ズ レル」 

カルメル山より 宽南、 キション川の 南岸に 在る 城市な り、 イスラ エル 王の 居住の 一 として 知らる。 

意 解 

一、 二 節 

〇 隠るべき 時 あり、 顯 はるべき 時 あり、 隱 るべき 時 は 世が 榮 華に 耽る 時な り、 顯 はるべき 時 は 世が 援 

助 を 求む る 時な り、 批の 晝は預 一一 一一 si<? の 夜な り、 世の 夜 は 預言者の 晝 なり、 靈界の 明 一なる 預言者 は 夜 

に 入て 始めて 世の 認 むる 所と なる。 

〇 顯 はるべき 時に 顯 はる、 虐 王の 憤恚も 恐る k に 足らす、 彼 は旣に 神の 懲罰に 苦み て 恩 鹿の ド賜を 待 

ちつ 、あり、 ェ ホバ の 言 H リャに 臨みて 曰く 「往 きて 汝の 身をァ ハブに 示せ、 我れ 雨 を 地の 上に 降 さ 


ん」 と、 預言者 は 人 マゃ膏 雨の 恩惠を II して 渴 ける 地に 臨まん とす、 誰か 彼 を歡迎 せざる もの あらん や、 

虐王ァ ハ ブと 娃婦ィ ヱ ゼ ベ ルも 今や H リャに 手を觸 れんと する も 能 はざる なり、 三年に 涉 りし 旱魃 は 

神の 預言者が 世に 顯 はるべき 機會を 供せ り。 

三 節より 十五 節 ま で 

〇 地に 雨 降らざる こと 三年と 六 ヶ月、 锇殍途 に 横た はり、 黎民 飢餓に 泣く、 而 かも 虐王は 民 を 思 はす 

して 馬と 驃とを 思 ふ、 侍臣 ォバ デャを 召し、 自身と 共に 國中 を遍歷 し、 靑草を 求めて 所有の 家畜 を 保 

存 せんとす、 惡 政の 極 は 終に 玆に 至る、 人 は禽獸 よりも 尊から ざるに 至る。 

〇 憐 むべき は 朝臣 ォバ デャ なり、 彼れ 心に エホバ を 長れ たれ ども 身に 暗 主に 事へ ざるべ からす、 故に 

エリヤ を 主と 呼び、 又 ァハブ を 主と 呼べり、 二人の 主に 事 ふと は實に 彼の 事な り、 H ホバの 懲罰 を 恐- 

れ、  又虐 主の 忿怒 を懼 る、 然れ ども 憐 むべき は 彼れ 一人に 止まらざる なり、 朝臣 ォバ デャの 地位に 在 

る 者 は 古今東西 絕 ゆる ことなし。 

i- まもの 

〇 青草 を 尋ねて 神の 預言者に 遭 ふ、 預言者 は 青草に 優 さるの 恩賜な り、 而 かも 朝臣と 俗吏と は 爾か信 

ぜす、 預言者に 遭 ふて 戰慄 し、 青草 を 得 ざれば とて 歎息す。 

〇 r 往てァ ハブに 告げよ、 視ょ、 H リャ は玆に 在り」 と、 神の 使命 を帶 びて 故 國に歸 りし 預言者 は 猛- 

きこと 獅子の 如し。 

十六 節より 十九 節まで 

〇 「ァハ ブ ェ リ ャに會 はんとて 往 けり」 と、 會見を 求めし 者 は H リャに 非す して ァ ハ ブ なり、 身に 

一 物 を 持たざる 預言者 は 今や 王の 王た るな り、 此威權 を 有せざる 者 は眞の 預言者に あらざる なり。 

預言 者 エリヤ  w 五 五 
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〇 ァハブ は エリヤ を 呼び掛けて 「イスラエル を亂す 者よ」 と 云へ り、 惡 人の 眼に は 祌の人 は 常に 此の 

如くに 映す るな り、 惡 人の 罪 を 看過せ ざるが 故に、 遠慮なく 社 \ まの を 摘 指す るが 故に、 預 一一 一一 c 者 は 常 

に 平和の 攪亂 者と して 世に 目 せらる、 彼等 は 「提亂 者」 こそ 彼等の 傷 を 癒す 者なる こと を 知らざる 也。 

〇K の 攪亂者 は 預言者に 非す、 惡人 なり、 惡 しき 政治家な り、 偽りの K 曾 者な り、 平和な きに 平和 平 

和と 叫ぶ 者な り、 イスラ H ルを亂 せ し^は H リャに 非す、 ァハブ 王な り、 其 父な り、 共 祖父な り、 事 

實は 明. H に 語らざる ベから す、 H リャは 王者の 面 を 恐れて、 馬 を 見て 鹿な りと 言 はす， 想 を 見て 驚な 

りと 言 は ざり しなり。 

〇 然れ ども 事實は カルメル 山上に 於て 決せら るべ し、 H リャの 言、 或 ひ は 暴言なる や も 計られす、 預 

1  一一 一 口 者 は 言 ふ 者なる より は 寧ろ 爲す 者な り、 R の 代表者 を カルメル 山上に 集めよ、 バ アルの 預言者 叫 百 

五十人、 女王の 寵に 誇る ァシラ の 預言者 w 百 人、 彼等 も 同時に カルメル 山上に 来れよ、 而 して 王 も 亦 

北ハ 朝廷 を 率 ひて 之に 臨めよ、 活ける 神 は 在し 給 ふ 乎、 彼 は 其 預言者 を 以て 語り 給 ふ 乎、 萬 事 は カルメ 

ル 山上に 於て 決せら るべ しと。 

二十 節より 四十 節まで 

〇 エリヤ は先づ 民に 其 決心 を せり、 彼等 は 今 二者の 間に 彷徨 ふ、 半ば ュホバ を 信じて 半ば バ アル を 

信す、 是れ誠 實の士 の 憎んで 止まざる 所な り、 バ アルに 從ふも 可な り、 然 らば 判然と バ アルに 歸 依せ 

よ、 H ホバを 信す るが 如くに 見せて、 バ アルに 事 ふる 勿れと、 然り、 < ^輩 も 亦 信者 を 愛し、 純然たる 

不信者 を 愛す、 余輩の 堪 ゆる 能 はざる 所の 者 は 半ば キリスト を 信じて 半ば 此 世に 從ふ者 なり、 名 は 基 

督 信者に して、 實は此 枕の 從屬 たる 者な り、 H リャ 若し 今人の 屮に 臨まば 同一 の 言 を 以て 彼等の 二心 


を責 むるな るべ し。 

〇：5^ は 一 言 も 彼に 答へ ざり き、 時に 彼れ 歎息の 餘り獨 り 叫んで 曰く、 

鳴 呼、 然 らば エホバの 預言者 は 今 は 我れ 一人の みなる 乎、 他 は 皆な 頼る に 足らざる 乎、 民の 中 一 

人の 信者な き 乎、 然れ ども バ アルの 預言者 は 四百 五十人な るに 非す や、 嗚呼、 單獨の 我れ なる か 

な、 

と、 H リャの 此言を 倨傲の 言と して 見る は 誤れり、 是 れ失& えに 瀕する 歎息の 聲 たりし なり。 

〇 八， は 誰に 訴 へて 誰に， t 判 かれん、 直に 神に 訴 へて 事物の aa^ を训 たんの み、. 火 を 以て 腔 ふる 祌を神 

とすべき のみと、 國民舉 て 非を理 とする 時に 方て 黑. n を训 つに 唯 此方 法 あるの み、 火 を 天より 仰ぐ の 

み、 靈 火を受 くる 者を眞 人と し、 靈火を 受けざる 者 を 偽善者と なすの み、 H リャは 彼の 時代に 在りて 

彼の 取るべき 最終、 唯一 の 方法 を 取りし のみ。  . 

〇バ アルの 預言者 叫 百 五十人、 之に 加 ふるに ァシラ の預雷 者 s: 百 人、 國 民の 後投と 王の 庇 保と を 以て 

祭壇に 臨み、 その 周圍に 坐して 「バ アルよ、 我等に 聽き 給へ、 我等 は國 民の 聲を 代表す」 と 叫んで 朝 

より 午 時に 至る、 然 かも 何者 も 彼等の 聲に應 するな し、 彼等 は 狂へ り、 踊れり、 身 を 傷け たり、 然れ 

ども 何者 も 彼等に 應へ ざり き、 彼等 は 多 數を賴 んで聲 を 高う して 上より 天火 を 招かん とせり、 然れど 

も 天 は 寂と して 聲 なく、 日光、 鋭く 彼等の 頭上 を 輝ら せり、 熱誠の 預言者 も 今 は 笑を禁 する 能 はざる 

に 至れり、 熱誠の 解けて 外に 溢る k もの、 之を諧 とい ふ、 H リャも 亦 偉人の 例に 傚 ひて 此性を 具へ 

たり、 彼 は 破 額 一 笑、 戯れて 曰く、 

叫べよ、 更らに 叫べよ、 バ アル は 眞に祌 なり、 彼 は 終に 汝 等の 祈 禱を聽 くべ し、 彼 は 今哲學 者の 
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如くに 默 想に 耽けり 居るな らん、 又は 商人の 如くに 用事 を帶 びて 他處に 行きし ならん、 或 ひ は 旅 

行中に て 不在な らん、 或 ひ は寐り 居るな らん、 

と、 是れ 他人の 誠實を 嘲け る 非純士 的の赏 なりと 稱 する を 得ん、 我等 はすべ ての 事に 於て H リャを 我 

等の 模範と 仰がす、 我等の 模範 は 他に 在り、 然れ ども 人なる H リャ として、 我等 は 彼に 此善罵 を 許さ 

んと 欲す。 

〇 然れ ども 今より が眞 面目の 時な り、 他人の 失敗 は必 しも 我が 成功の 證 にあらざる 也、 諧謔 止んで 預 

言 者 は肅然 たり、 彼 は 今より 天より 火と 水と を 招かざる ベから す、 彼 は 民の 代表者に 向 ひて 曰く 「我 

に 近 かよれ」 と、 恰 かも 厳父が 大事に 臨んで 其 子 を 膝下に 招く が 如し。 

〇H リャ は先づ 敗瓌れ たる エホバの 祭壇 を 改築せ り、 彼 は レビの 族に あら ざり しが 故に、 祭司た るの 

. 敎權を 有せ ざり しと 雖も、 自 から 神の 預首 者なる を 知りし が 故に、 撣ら すして 祭司の 職 を 執れり、 彼 

れ先づ ヤコ ブの 子の ま 派の 數に循 ひ、 十二の 石 を 取り、 H ホバの 名に. H りて 祭壇 を 築け り、 是れ蓋 し 

イスラ H ルの Gl^ の 北ハ當 時に 於け るが 如く 南北 兩 邦に 分るべき 者に 非ざる こと を 暗示して なるべし、 祭 

壞の周 圉に廣 溝 を 築きし は、 之に 水を滿 たせて、 火氣の 皆無 を證明 せん ためなり、 斯くて 民に 命じて 

ぎ と 祭壇の 上に、 桶 十二 杯の 水 を 注がし め、 然る 後に 祈 禱に取 掛かれり、 而 して 其祈禱 たる ゃ簡に 

して 単、 自己の 名譽を 求む るに あらす して エホバの 榮 光の 顯 はれん こと を 願 ふ、 若し 祈禱 にして 聽か 

る、 者なら ば、 斯 かる 祈 禱 ならざる ベから す、 アブラハムの 神、 イサクの 祌、 ヤコ ブの 神なる エホバ 

も ぷ d-，6 

よと、 約束の 神、 自顯の 神、 矜恤の 神よ と、 而 して 「汝は 彼等の 心 を 翻さん と 欲し 給 ふ 慈愛の 神なる 

を 彼等に 知らし め 給へ」 と 祈る や、 H ホバの 火 降りて、 燔祭 のみに 止まらす、 祭壇の 石と 其 邊の塵 ま. 


で を 焚き 盡し、 亦 溝の 水まで を 舐め 盡 したりと 云 ふ、 犬なる 奇蹟、 科學の 法則に 反すと 近世の 讀者は 

云 ふならん、 然れ ども、 近世に 至て エリヤの 如き 預言者の 出し ことなし、 其宗敎 家なる 者 は 多く はバ 

アルの 預言者の 類な り、 H リャの 信仰 ありて H リャの 奇積は 行 はる、 なり、 今や H リャの 信仰な し、 

エリヤの 奇蹟な き は 敢て怪 むに 足らざる 也。 

0 エホバ は 火 を 以て H リャの 祈 禱に應 へて 彼れ M ホバ の 神なる を證し 給へ り、 然れ ども 人なる エリヤ 

は、 憐む べし、 其 成功の 驅る 所と なりて、 犬なる 罪 を 犯したり、 彼 は 憤怒に 乘 じて、 バ アルの 預言者 

等 を 執らへ、 ，1 に曳 行きて 民 をして 之 を 殺さし めたり、 彼れ 或 ひ は 心に 想 ひしな らん、 是れ 前に 女王 

ィ H ゼ ベルが H ホバ の 預言者 を 屠りし 其 罪に 報ゐ んが爲 めな りと、 然れ ども 彼 は 未だ 愛の 奥義 を 知ら 

ざり しなり、 若し ナザレ 人ィ H スに して 彼の地 位に 立たん 乎、 彼 は 此殘忍 を 行 ひ 給 は ざり しゃ 明かな 

り、 H リャは 偉人な り、 然れ ども 神の 子に 非す、 彼 は 他 神の 預首者 を 殺さし めて H ホバの 憤怒に 觸 れ- 

終に 彼の 心より 其 聖靈を 奪 はる k に 至れり、 事、 後篇に 至て 明かな り。 

四十 一 節より 四十 六 節まで 

〇 然れ ども 熱心 は 未だ H リャの 心 を 去ら ざり し、 彼に 尙ほ雨 を 招く の 信仰 存 したり、 火 を 祈て 之 を 得 

し 彼 は 雨 を 祈て 叉 之 を 得る の 確信 を 有せり、 H リャは 今や 火 を 招きし 熱心 を 以て 雨 を 招きて 地 を 潤さ 

とす 0 

〇 ァハブ に 降雨の 必然 を 約して、 再び カルメル山に 上て 雨 を 祈りたり、 彼れ 祈 禱の聽 かる &を 確信し 

たれば 幾 囘か人 を 海 角に 遣て 海 を 望んで 天候 を 報ぜし む、 終に 人手 大の 雲の 西方、 沖遙 かに 起る あり 

雲 は祈禱 と共に 其 嵩を增 し、 終に 滿天 を蔽 ふて 沛然 雨 を 降せ り、 ァハブ は 車に 乘 りて 雨 を 冒して H ズ 
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レルの 離宮に 到れり、 而 して H ホバの 能.. 力 は 益々 H リャに 加 はり、 彼 は 絡 束して 趨 りて ァハブ の 馬 率 

に 先 じて M ズレ ルの 入口に 到れり。 

〇 大事 は 成れり、 エホバの 神なる の實證 は舉れ り、 然れ ども 同時に H リャの 人なる の 證跡も 亦舉れ り、 

彼 は 人 を 殺したり、 故にュ ホバ は彼ょり 一 時其§^,靈を奪ひ給へり、 悲痛、 落膽は 次で 彼に 臨めり、 彼 

は 終に ホレ ブの 曠野に 逃れざる を 得ざる に 至れり。 

ミ 

エリヤの 走 逃 

列 王 紀略上 第 十九 章  ， 

1 ァハブ イエ ゼ ベルに エリヤの 爲 したる 渾の事 及び 其 如何に 渾の，  預言者 等 を刀劍 にて 殺した る 乎 

を渾て 語りし かば、 2 イエ ゼべ ル 使者 を エリヤに 遣して 言 ひける は 「神 等斯 くな し ー仅た 重ねて 斯く爲 

し 給 ふべ し、 我れ 必す 明日 今頃 汝の 生命 を かの 人々 の 一人の 生命の， くせん」 と、 3 彼れ 此事 を觀し 

かば 起て 彼の 生命め ために 往 きて ュダに 腸す るべ エルシ バに 至り、 彼處に 彼の 從者を 遣し、 4 自身 は 

一 日路 ほど 進みて 曠野に 入り、 來 りて 一本の 金 雀 花の 下に 坐したり、 彼れ 其 身の 死なん こと を 求めて 

一一 一 1E ひける は 

足れり、 ヱホバ よ、 今 我が 生命 を 取り 給へ、 そ は 我 は 我が 父祖 等に 勝 さら ざれば なり。 

5 斯くて 彼れ 金 * 花の 下に 伏して 寐れ り、 時に 人 あり、 彼に 們 りて 一一 目 ひける は 「興き て 食へ」 と、 お 


被れ 見し に、 視ょ、 頭の 側に 炭に て燒 きたる パンと 一 瓶の 水 ありき、 彼れ 乃ち 食 ひ =: っ飮 みて 役た 臥 

したり、 7 ヱ ホバの 使者 二次 来りて 彼に 們 りて 言 ひける は r 與 きて 食へ、 そ は 途尙ほ 遠ければ なり」 

と、 8 彼れ 與き、 飲み 汁っ<^ ひ、 其 食の 力に 依りて i: 十日 M 十夜往 きて 神の 山ホ レブに 到れり C 

山上の 示顯 

9 斯くて 彼れ 彼 虎の 洞穴に 至り 其處に 宿れり、 時に H ホバの 言 彼に 臨みて 首 ひける は 

エリヤよ、 汝、 此處に 何 を 爲すゃ 

と、 W 彼れ 言 ひける は 

我 は 萬 軍の 神 ヱホバ のために^だ 熟 心なり き、 そ は イスラエルの 子孫 汝の 契約 を棄 て、 汝の 祭壇 

を 毀ち、 刀， 劍を 以て 汝の WII:^ 等 を？ 权 したれば なり、 而 して 我れ、 我れ 一人の み存 る、 而 して 彼 

等 我 生命 を 求め、 之 を 奪 はんとす 

と、 n ヱホバ ー百 ひ 給 ひける は、 

出て ヱ ホバの 前に 山の 上に 立つべし、 視ょ、 ヱ ホバは 通過き 給ぶべし 

と、 時に 大 なる 强風 起り、 山 を 裂き 岩を碎 きたり、 然れ ども ヱ ホバは 風の 中 に^さ りき、 風の 後に 

地震 ありたり、 然れ ども ヱ ホバは 地震の 中に 在 さ りき、 S 地. 震の 後に 火 ありたり、 然れ ども ヱホバ 

は 火の 中に 在 さ、.^ りき、 而 して 火の 後に 靜 かなる 微細き 聲 ありき、 ？ 5 エリヤ 之 を 開き、 而を 外^に 蒙 

み、 屮 I て 洞穴の 入 门 に 立てり、 聲 あり， 彼に 臨みて 言く、 

エリヤよ、 汝、 此虚に 何 を 爲すゃ 

と、 W 彼 言 ひける は、 
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我 は 萬 軍の 神 ヱホバ のために 甚だ 熱心な りき、 そ は イスラエルの 子孫 汝の 契約 を棄 て、 汝の 祭壇 

を 毀ち、 刀劍を 以て 汝の預 一一 一一：！ 者 等 を 殺し たれば なり、 而 して 我れ、 我れ 一人の み^る、 而 して 彼 

等 我等が 生命 を 求め、 之 を 奪 はんとす 

と、 S ヱホバ 彼に 一一 百 ひ 給 ひける は 

往け、 曠野 を 經てダ マスコに 還るべし、 往 きて ハザ エルに 膏を沃 ぎて スリャ の 王と なすべし、 ^ 

又 二 ムシの 子 ェヒゥ に 膏を沃 ぎて イスラエルの 王と なすべし、 又 アベル メ ホラの シャ パテの 子ェ 

リ シャに 膏を沃 ぎ て汝に 代りて 預曾 者たら しむ ベ し、 ^i; 斯くて ハ ザ ェ ル の 刽を遞 る. -者は ェヒゥ 

之 を 殺すべし、 ェヒゥ の 劍を遁 る &者は エリ シャ之 を 殺すべし、 S 我れ 猜ほ七 千 人 を イスラエル 

の 中に 遣さん、 彼等 は 皆な 其 膝をバ アルに 跼 めす、 其门を 之に 接け ざる 者な り。 

エリ シャ の聖召 

^エリヤ 彼處を 去り、 シャ パテの 子 ヱ リシ ャに遭 ふ、 彼 は 十二 耦の牛 を 其 前に 歩まし め、 己 は 其 第 

十二の 牛と 偕に ありて 耕し 居たり、 ヱリャ 彼の 所に 涉り ゆきて 外套 を 其 下に 投 懸けたり、 ^彼れ 牛 を 

棄て エリヤの 後に 趨り 行きて 首 ひける は、 

請 ふ、 我 をして 我が 父と 母と を 接吻せ しめよ、 然る 後、 我れ 汝に從 はん 

と、 エリヤ 彼に 一一 一一 11 ひける は、 

往け、 還れ、 我れ 汝に 何を爲 したりし や 

と、 彼れ 彼 を 離れて 家に 還り、 一 耦の牛 を 取りて 之 を 殺し、 牛の 器具 を 焚きて 其 肉 を 煮、 之 を 民に 與 

へて 食 はしめ、 而 して 起て、 エリヤに 從ひ 之に 事へ たり。 


字 解 

1 「渾… 渾… 渾 云々」 一 五一 什 を 語りし かば 〇2 「祌等 斯く爲 し 云々」 手 眞似を 以て 爲 したる 誓 

ひの 言な り 〇3 「彼れ 此 事を觀 しかば」 此 事に 勘付きし かば。 エリヤ はィ H ゼ ベルの 使者の 到りし 

前に 危險の 彼の 身に 迫りし を覺 りしが 如し 〇 「ニダに 馬す るべ H ル シバ」 ュダ王 國に屬 する シメォ 

ンの 地に 在る ベ H ルシ バ、 猶太 亞國の 南に 盡 きて パランの 砂漠に 連なる 邊 にあり 〇 r 從者」 偉へ 言 

ふ、 ザレ パテなる^ 婦の 一子に して エリヤが 死より 救 ひし 者な りと 〇4 「金^花」 れ だま 樹、 茫漠 

たる 砂原の 中に 立てる 一 本のれ だま 樹の 下に 坐せ りと 云 ふ 〇 「父祖 等に 勝 さらす」 父祖 等と 何の 異 

たる 所な し、 卽ち我 は 父祖 等と 運命 を 共に す、 善 を 以て 惡に 勝つ 能 はすとの 意な り 〇5 「人 あり、 彼 

に捫 りて 云々」 『愛吟』 (本 全集 第 十二 卷敉錄 —編者〕 中 「エンデ イミ オン」 の 一 篇を參 照すべし、 知ら 

ぬ 情の 人 ありて、 此 身の 憂に 應 ふらんと は W かる 人な り、 H リャ 後に 共 人の 天使な りし を發 見せり と 

云 ふ、 然れ ども 渾て按 くる 人 は 天使に あらざる 乎 〇7 「途尙 ほ 遠ければ 也」 ベ H ルシバ より ホ レブ ま 

で直徑 六十 哩、 旅程 尙ほ 遠し、 H リャは 未だ 死す ベから す、 彼に 尙ほ爲 すべきの 事業 存す、 前途 尙ほ 

遼遠な り 〇8 「四十 日 四十 夜」 或る 長 時日 を經 て。 必 しも 四十 晝 夜の 意に 非す 〇 「神の 山ホ レブ」 

モ ー セが祌 より 十 誠 を 授けられし 山、 故に 此稱 あり、 事、 出 埃 及 記 第 十九 章に * かなり。 9 「彼處 の 

洞穴」 ホ レブの 洞穴と て 有名な りし 者、 曾て モ ー セが 神の 示顯に 接せし 所、 出 埃 及記卅 三章廿 一、 

廿ー 一節 を 見るべし 〇 「宿れり」 一 夜 を 過せ り 〇 「汝何 を爲す 乎」 英語の How  do  you  do と 云 ふ 

に 同じ、 「何 を爲す 乎」 は 「如何に 爲す や」、 卽ち 「如何に あるか」、 又は 單に 「如何に」 と 云 ふに 
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同じ 〇；^ 「エホバ は 通過き 給ぶべし」 エホバの 榮光汝 の 前 を 過ぐべし、 汝はモ ー セの 如く 其 示顯に 

與 かるべし 〇は r 靜 かなる 微細き 聲 ありき」 靜肅 の屮に 微細き 聲 ありき とも 譯 する を 得べ し、 後^ 

蓋し 正譯 なるべし 〇 「外套」 所謂 「預言者の 外套」 なり、 一 種の 制服な りしな らん、 第 十九 節 を 見 

にんめい 

よ 〇t5  r 靑を沃 ぐ」 單に 任命の 意な り、 三人 受膏の 記事 聖書に 見當ら す、 .ri.? 太 俾末章 十九 節 「萬 圃 

の 尺に バプ テス マ を 施し」 の 辭も斯 く 解すべき 者なる べし、 卽ち單 に 「弟子と 爲 すべし」 との 意に し 

て必 しも 水の 洗 禮式を 施すべし との 意に あらざる べし 〇^ 「H リシ ャ殺 すべし」 劍を 以てに 非す、 

ェ ホバ の 一一 一一 口 を 以て 殺すべし 〇^ 「七 干 人」 我が 簡 みたる 多數を 遺さん との 意な り、 數字を 字義な り 

に 解す ベから す 〇 「其 口 を 之に 接け ざる 者」 バ アルの 像 を 接吻せ ざる 者" 接吻 は 露從の 表彰な り。 

^ 「H リャ 彼處を 去り」 ホ レブ を 去り、 曠野 を 經て搏 び 故 國に歸 り、 ヨルダン：^ の^、 スコテ より 

程遠から ぬ アベ ルメ ホラ の 地に 到りて 〇 「十一 ー耦の 牛」 一 一十 四 頭の 牛 を 以て 耕 耘に從 事せ りと 云 ふ、 

以て H リ シャの 〈1 の 豪農な りし を 知るべし 〇 「外套 を 其 上に 投懸 く」 預 一一 H 職授 住の 式なる べし、 而 

かも 其 式場 は敎會 堂に 非す して 田^な り、 授 くる 者 は 野人、 受 くる 者 は 農夫な り、 最も 嚴肅 なる 儀式 

は斯 かる 場合に 於て 行 はる 〇^ 「我 父と 母と を 接吻せ しめよ」 我が 父母に 離別 を吿 げしめ よ 〇 「行 

け、 這れ」 行け、 然れ ども 直に 我が 許に 歸り 来れ 〇 「我れ 汝に 何を爲 したりし 乎」 我れ 汝に M ホ 

バの 名に 由り て 預言の 職 を 授けたり しに 非す や、 汝は 今や {| を 顧るべき に 非す、 神の ため、 W のた め、 

汝の 公職に 就くべき にあら す や 云々、 H リ ャの此 言に 確かに 不滿の 調 あり 〇s^  rH リャ に從ひ 之に 事 

へたり」 エリヤの 弟子と なり、 之に 師事せ り、 後に rn リャの 手に 水 を 注ぎた るシャ パテの 子 H リ 

シャ」 と稱 はれたり r 列 王 fe 略 下 三 章 十一 節)。 


意 解 

一 節より 八 節まで 

〇 ィ H ゼ ベ ル 神の 預富者 を 屠り、 H リャ バァ ルの預 首 者 を 屠り、 暴に 報 ゆるに 暴 を 以てせり、 是 

れ 常人に ありて は 許すべし とせん、 然れ ども 神の 人に ありて は 許す ベから す、 暴行に 對 して 刑罰な か 

るべ からす、 而 して 神の 人に 在りて は 暴行の 刑罰 は 聖霊の 據奪 なり、 H リャ たりと 雖も此 刑罰より 免 

かる 能 は ざり し。 

〇 妖婦の 威嚇に 會 ふて、 ヱ リャは 之に 耐 ふる 能 はす、 死 を 恐れて 遁 逃す、 全國 民の 反抗に 會 ふて 鐵壁 

の 如くな りし H リャ も、 神の 聖靈を I- はれて 荏 弱き こと 斯の 如し、 惡者 は逐ふ 者な けれども 逃ぐ と 云 

ふ S 言 サ八章 一節〕、 神の 人 エリヤ も 殺人の を 犯して 此憐 むべき 狀 態に 陷れ り。 

〇 イスラ H ルを 去て ュダに 走り、 ュダに 留まる 事 能 はすして シ ナイに 走る、 バ アルの 預言者 叫 百 人と 

相對 して 猛 きこと 獅子の 如くな りし エリヤ は 今や 自己の 影の 逐ふ 所と なり、 彷徨 四十 日、 身をホ レブ 

の 洞穴に 隱 すに 至て 始めて 平和 を 得たり、 想 ひ 見る、 れ だま 樹の 下、 偉漢 長旅に 疲れて 寐 るの 狀を、 

彼れ 今や 眞に 孤獨 なり、 人 を 離れ、 神 を 離れ、 宇宙の 孤客と なりて 獨り 曠野に 徨ふ。 

〇 彼れ 今や ヨブの 如く 生 を 願 はすして 死 を 求めたり、 曰 ふ、 最早 足れり、 我 は 苦痛 を 嘗め 盡 せり、 我 

が 事業 は 揮て 失敗な りし、 我が 誠實は 人の 認 むる 所と ならす、 神 も 亦 我 を 去り 給 ふ、 我 は 我が 父祖 等 

と 何の 異なる 所な し、 我が 前に ありし すべての 預言者の 如く、 我が 生涯 も 亦 失敗の それなり しと。 

〇 然れ ども 失望 其 極に 達して 希望の 曙光 現 はる、 H リャは 新たに 神意 を隨ら ざるべ からす、 彼に 尙ほ 
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爲 すべきの 事業 在り、 彼はホ レブに 行て 神の 教訓に 與 からざる ベから す、 復た故 國に歸 りて、 正義 公 

道を唱 へざる ベから す、 彼 は 熟 心に 驅られ て 犯せし， のために 沙漠の 露と して 消 ゆべ からざる なり。 

〇 玆に 於て か 天使 彼に 来りて 彼 を 慰めたり、 曰く 「H リャ よ、 與 きて 飲み 且つ 食へ、 汝の 前途 尙ほ遼 

遠な り」 と、 祌は其 子の 荏 弱 を 知り 給 ふ、 彼 は 其 失錯の 故 を 以て 之 を 追 窮し給 はす、 其 荏 弱 を 自認す 

るに 至る や、 天使 を 遣りて 之 を 慰め 給 ふ。 

九 節より 十八 節 ま で 

〇 天使の 慰藉に 力 を 得て 徒步數 日に して シ ナイ 半島 ホ レブ 山に 至る、 兹に 曾て 神の 人モ ー セが 籠りし 

と俾 へらる k 洞穴 あり、 H リャ 之に 宿り、 過去 を 追想し、 モ ー セの 神の 示顯を 待てり、 聲 あり 彼に 問 

ふ、 彼れ 忍 ふが 俊 を 答 ふ、 彼 は尙ほ 自己の 潔，：： を 辯 じて 止ます、 曰 ふ、 我れ 熱誠 を 以て の S 非 惡を責 

めたり、 然るに 民 我 を 殺さん とすと、 彼 は 未だ 自己の 罪 を隨ら す、 彼 は 死 を 恐れて 玆處に 逃 来りし 理 

由 を 解せ す、 故に H ホバ は 今玆に 彼を敎 へ 給 はんとす。 

〇 聲 あり 曰く、 洞穴の 入口に 立つべし、 汝はモ ー セの 例に 傚 ひ 神の 示 顧に 接すべし と、 時に 大風の 山 

を 裂き 岩 を碎く あり、 然れど M ホバ の 影 を 見る 能 はす、 風 息み て 後に 地震 ふ、 然れど M ホバ の 聲を聞 

く 能 はす、 地震 止みて 後に 噴火 あり、 然れ ども エホバの 跡を認 むる 能 はす、 噴火 止みて 後に 萬 敏肅然 

たり、 而 して 視ょ、 微細き 聲 あり、 H リャの 心に 耳語き て 曰 ふ、 エリヤよ、 如何にと、 然れ ども エリ 

ャは此 時 未だ 此 現象 を 以てする 大敎訓 を 曉る能 は ざり しが 如し、 故に 彼の 答 ふる 所 前と 異ならす、 彼 

は ヨブの 如く 依然として 彼の 潔. H を 維持せ り、 彼れ 終に 之を曉 りし や 否や、 吾人 は 知らす、 唯識 る、 

共 a 呉に 神の 大 なる 示 顯 なりし こと を。 


〇 卽ち識 る 神 は 大風 を 使 ひ 給 ふ も 大風の 如き 者に あらざる こと を、 裂きて 碎くは 彼の 喜び 給 ふ 所に あ 

らす、 彼 は 叉 地震の 如き 者に あらす、 震 ひて 恐れし むる は 彼の 欲み 給 ふ 所に あらす、 H ホバは 叉 火の 

如き 者に あらす、 燬 きて 靈すは 彼の 求め 給 ふ 所に あらす、 彼 は 靜肅を 愛し 給 ふ、 彼の 寶座は 萬 有淵靜 

の 中に あり、 彼の 聲は洪 波の 如くなら す、 疆虔の 如し、 彼 は 咆哮た ま はす、 耳語き 給 ふ、 靜肅の 中に 

細き 聲を 聞きて 我等 は 其沟に 神の 聲 なる を 知るな り。 

0 然れ ども H リャは 此示顯 に 接して 其 深き 意味 を 曉る能 は ざり しが 如し、 彼は義 罰の 神と してより 他 

に エホバの 神 を 知る 能 は ざり しが 如し、 故に 彼の 再度の 自 辯に 接して 神 は 更らに 彼 を 責め 給 はす、 彼 

の 解し 得る 範圍に 於て 彼 を 慰め、 彼 を 故阈に 還し 給へ り、 M ホバは 彼に 言 ひ 給 ひしが 如し、 

我れ 汝に敎 ゆる も汝 は曉ら す、 尙ほ 我より 惡 人の 責？ 則 を 望んで 止ます、 然 らば 我れ 暫 らく 汝の意 

に 住 かせん、 往て我 名に 由り て スリャ の 王と して r サ H ル をお むべ し、 イスラエル の 王と して H 

ヒ ゥを定 むべ し、 而 して 汝 の後繼 者と して H リシ ャを： 化むべし、 彼等 三人 相拔 けて ァハブ と 其 家 

を 罰すべし、 憐む べし、 汝は 未だ 愛の 勢力 を 曉る能 はす、 唯義 罰の 惡 人の 上に 加 はらん こと を 求 

む、 我れ 今 深く 汝を 責めす、 責 むる も 詮なければ なり、 ホ レブに 於け る 示顯の 意味 は 後， 之を曉 

る 者 あるべし、 汝は舊 約の 預言者と して 汝の 生涯 を 終るべし、 我れ 後日に 至り、 汝に勝 さる 預ー 一一 一口 

者 を 起し、 11 かなる 微細き 聲の 福音 を唱 へしむべし。 と。 

〇 ァハブ の 家 は 亡ぶべし、 然れ ども 信仰 は イスラエルの 中より 絶えざる べし、 エホバ は 更らに 許 多の 

義人 を 彼等の 中より 起し 給ぶべし、 ァ r フに詔 ひて バ アルに 膝 を 屈せざる 者、 ィ H ゼ ベルに 媚びて ァ 

シラの 像 を 接吻せ ざる 者 を 起し 給 ふべ し、 エリヤ は單獨 を歎づ ベから す、 そ は 彼 は 神と 偕に 在りて 單 
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獨 ならざる のみなら す、 祌は叉 彼のた めに 多くの 同志 を 起し 給 ふべ ければ なりと。 

十九 節より 二十 一 節 ま で 

〇 ホ レブに 於け る 隱退は 終れり、 彼 は 其處に 神の 大 なる 示 顯に與 かりし も 其 深意 を曉ら ざり しが 如し、 

然れ ども 他に 大 なる 任命 を帶 びて 故國 に歸れ り、 アベル メ ホラ に 於て シャ パテの 子 H リシ ャ に會 し、 

之に 預言の 職 を 授けたり、 エリ シャは 富家の 子弟な りし も： 1： の躊隨 する 所な く、 斷然 起て 野人の 迹に 

從 へり、 彼 は 自己の 決心 を 固う せんた めに、 先 づ牛ニ 頭 を 屠り、 其 耕具 を 燒て其 肉 を 煮、 之 を 村民に 

施して 去れり、 聖職に 就く 者に 此 決心な かるべ からす、 河 を 渡り 舟 を燒て 去る と は H リシ ャの 謂な り、 

彼 は H リャ の後繼 者と して 能く 其 任に 耐 ふるなる べし。 

四 

暴 主の 貪 望 

列 王 紀略上 第二 十一 章  . 

1 ヱ ズレル 人 ナボテ H ズレル に 葡萄園 を 有ち たり、 サマリ ャ王ァ ハブの 宮殿の 側に 在りたり、 2 

ァハブ ナホ テにー bG ひける は、 

汝の 葡萄園 を 我に 與 へよ、 我れ 之 を 我が 蔬菜 園と なさん とす、 我家に 近 かければ 也、 我れ 之に 代 

へて 其れよりも 善き 葡萄園 を 汝に與 へん、 或 ひ は 若し 汝の 心に 適 は 我れ 其價を 銀に て 汝に與 へ 

io と 0 


硬漢 の担絕 

3 ナボテ ァハブ に 雷 ひける は、 

是れヱ ホバの 禁じ 給 ふ 所な り、 我 は 我 父祖の 產業を 汝に與 ふる 能 はす。 と。 

4 ァハブ 憂 ひ 且つ 怒りて 其 家に 歸れ り、 ヱ ズレル 人 ナホ テの 言に 由て なり、 ァハブ 其 床に 臥し、 其 面 

を 背け、 食 をな さ ざり き、 5 其 妻 イエ ゼ ベル 彼の 所に 來り、 彼に 言 ひける は、 

汝、 何故に 憂 ふるや、 汝、 何故に 食せ ざる ャ。 と。 

6 彼れ 彼女に 言 ひける は、 

我れ H ズレル 人 ナボテ に 語りて 言へ り 「汝の 葡萄園 を 銀に 易へ て 我に 與 へよ、 若し また 汝、 欲す 

るなら ば 我れ 之に 易へ て 他の 葡萄園 を 汝に與 へん」 と、 然るに 彼 は 答へ て 言へ り 「我 は 我 葡萄園 

を 汝に與 へざる べし」 と、 我れ 是れが 故に 憂 ふ。 とリ 

7 其 妻 イエ ゼ ベル 彼に 言 ひける は、 

汝は <f マ イスラエル 國を 治む るに 非す や、 起て 食せ よ、 汝、 心に 樂 しかれ、 我れ ヱ ズレル 人 ナボテ 

の 葡萄園 を 汝に與 へん。 と。 

妖婦の 奸計 

8 玆に 於て イエ ゼ ベル ァハブ の 名 を 以て 書 を 作り、 彼の 印を捺 し、 此書を ナホ テの 住する 邑の長 

老 並に 貴人に 贈れり、 彼等 は 彼と 同邑の 人な り、 9 イエ ゼ ベル 其 書に 記して 言 ひける は、 

斷食を 布告し、 ナホ テを 民の 上座に 据 ゑよ、 S 而 して 惡漢 二人 を 彼の 前に 据ゑ、 彼に 對 して 證を 

爲 して 曾 はしめ よ、 「汝は 神と 王と を詛 ひたり」 と、 斯くて 彼を曳 出し、 石に て 彼 を 撃ち、 彼 を 
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して 死なし めよ。 と。 

無辜の 虐殺 

：：： ナボテ の邑の 人、 卽ち 其邑の 住人なる 長老と 貴人 等、 イエ ゼ ベルが 彼等に 言 遣 はせ しが 如くに 爲 

せり、 卽ち 彼女 等が 彼等に 贈りし 書に 記し ありし が 如くに 爲 せり、 S 彼等 は 斷食を 布告し、 ナ. ホテを 

民の 上座に 据 ゑたり、 $5 時に 惡漢 二人 入り 來 りて ナボテ の 前に 座せ り、 斯くて 惡漢、 彼に 對し、 卽ち 

ナボ テに對 し、 民の 前にて 證を爲 して 言へ り、 

ナホ テは祌 と 王と を，；^ ひたり。 と。 

玆に 於て 人々 彼 を 村の 外に 曳 出し、 石に て 彼 を擊ち たれば、 彼れ は 死せ り、 ； 1： 斯くて 彼等 人 を イエ. セ 

ベ ルに 遣して 一一 一一 ：！ へり、 

ナボテ 石に て if たれて 死せ り。 と。 

果 園の 略奪 

15 斯くて イエ ゼ ベル ナボテ 石に て擎 たれて 死したり と 聞きし かば、 イエ ゼ ベル ァハブ に 一 おひけ 

る は、 

起て ヱ ズレル 人 ナホ テが 銀に 易へ て 汝に與 ふる を 担み し 葡萄園 を 占領すべし、 ナ. ホテは 生きて 居 

らす、 死に たれば 也。 と。 

^斯くて ァハブ ナポテ の 死にた る を 聞きし かば ェズ レル人 ナホ テの 葡萄園 を 占領 せんとて、 其處に 

下らん とて 起てり リ 

義人の 愤怒 


時 に ヱ ホバ の 言テ シべ人 エリヤに 臨みて 言 へ り、 

S 起て サ マリヤに 在る イスラエルの 王ァハ ブに會 はんため に 下るべし、 視ょ、 彼れ 今ヱホ バの葡 

萄 園に 在り、 彼れ 之 を 占領 せんとて 其處に 下れり、 S 汝、 彼に 語りて 言 ふべ し、 

ヱ ホバ斯 く 曾 ひ 給 ふ、 汝は 殺し 且 占領せ し 乎。 と。 

汝叉 彼に 語りて 首 ふべ し、 

ヱホバ 斯く言 ひ 給 ふ、 犬が ナボテ の 血を^めし 其處に 於て、 犬 は 汝の血 を 舐むべし。 と。 

^ァ ハブ エリヤに 會 ふて 之に 言 ひける は、 

嗚呼 我が 敵よ、 汝、 我 を 見出せし 乎。 と。 

エリヤ 答へ て 曾 ひける は、 

我れ 汝を 見出せり、 汝、 ヱ ホバの 目の前に 惡 事を爲 すがため に 自己 を賫 りしが 故に、 ？-視 よ、 我 

れ汝の 上に 惡事を 降さん、 汝の 後裔 を 除き、 汝に屬 する 者 は、 繋がれた る 者と 繁 がれざる 者と を 

論ぜす、 悉く 之を絕 ち、 汝の家 をして ネ パテの 子ャ ラベ アムの 家の 如く、 又 ァヒャ の 子 バァシ 

ャの 家の 如くに 爲 さん、 汝、 我 を 怒らせ、 イスラエル をして 罪 を 犯さ しめたる に 因て なり、 又 

イエ ゼ ベルに 就ても ヱ ホバ斯 く 語りて 首 ひ 給 ふ、 「犬、 ヱ ズレル の 城壁の 側に イエ ゼ ベル を 食 は 

ん」 と、 ァハ ブに屬 する 者に して 邑 にて 死す る 者 は、 犬 之 を 食 はん、 野に て 死す る 者 は、 空の 鳥 

之 を 食ん。 と。 

^  (實に ァハブ の 如く ヱ ホバの 目の前に 惡 事を爲 さんため に 自己 を賣 りし 者 は あら ざり き、 其 妻 イエ 

ゼ ベル 彼を塌 動せ しなり、 ^彼 は 偶像に 從 ひて 甚だ 惡 むべき こと を爲 せり、 彼 はすべ ての 事に 於て ヱ 

預言者 エリヤ  E- 七 一 


ホバが イスラエル 人の 前より 追 瘦ひ給 ひし ァ モリ 人が 爲せ しが 如くに 爲 せり)。 

暗 主の 懺悔 

デ J ァハ ブ是 等の 一一 一一 n を 聞きし かば、 彼れ 其 衣 を 裂き、 粗 麻布 を 身に 纏 ひ、 食を斷 ち、 粗 麻布の 上に 臥 

し、 素足に て 歩めり、 ^時に ヱ ホバの 一一 一一 2 ァシべ 人 エリヤに 臨みて 曾へ り、 

ぉ汝、 ァハブ の 我 前に 自己 を卑 p.. する を 見る や、 彼れ 我が 前に 自己 を 卑下す るに 因て 我れ 惡事を 

彼の 日に 於て 降 さ るべ し、 彼の 子の 日に 我れ 惡事を 彼の 家に 降すべし。 と。 

卞 解 

1 「ェズ レル」 第 十八 章 四十 五節 本文 並に 字解 を 兄るべし 〇2 「葡萄園」 カルメル山 並に キシ 

ョ ン河 沿岸 一 帶の地 は 好 良なる 葡萄の 產 a-: を 以て 名 あり 〇3  rn ホバ の 禁じ 給 ふ 所な り」 民 數紀略 

三十 六 章 七、 八 節 を 見るべし、 父祖 傳來の 所有地 を 他人に 寶 渡す は 摩， S 律の 嚴禁 せし 所な り 〇4  r ァ 

ハブ …… 其 家に 歸り」 サ マリヤなる 其 家に 歸り 〇7 r 汝 …… 國を 治む るに 非す や」 汝は國 王なら 

す や、 臣下の 所有 はすべ て汝の 所有なら す や 云 々〇 「我れ …… 汝に與 へん」 ナボテ は 何と 一一 一一 口 ふと も 

我れ 計 焚 を 以て 汝の 欲する 田園 を 汝に與 ふべ し 〇8 「ナ ボテの 住する 邑」 勿論 ェ ズレル なり 〇r 長 

老 並に 贵人」 家 富み 位高く、  の 指導者 を 以て 自 から 住する 者 〇9 「斷貧 を 布告せ よ」 大 不敬 漢 

の H ズレル に 現 はれし あり、 市民 は自 から 其， 非 を 負 ひて 斷食を 行 ふべ し、 と、 撒 母 耳 前書 七 章 六 節の 

例に 傚 ふ 〇 「民の 上座に 据 ゑよ」 民衆の 注 HI する 所に 据 ゑよ 〇w 「惡 漢」 直譯 すれば 「ベリ アル 

の 子」 なり、 哥林多 後書 六 章 十五 節 を 見るべし、 無祌の 徒な り、 利益の ためとな らば 何事 を爲 すに も 


躊^せ ざる 者な り 〇 「一 一人」 證人は 必すー 一人 以上なら ざるべ からす、 申命記 十七 章 六 節 〇 「神と 王 

とを詛 ひたり」 讒誣の 言な り、 不敬 不忠 を 行 ひたりと なり 〇 r 石に て 撃ち 云々」 利 未 記 二十 M 章 

十六 節に 曰く 「エホバ の 名 を瀆す 者は必 す誅 されん、 全 會衆必 す 石 を もて 之を擊 つべ し」 と 〇55 「下 

らんと て IE てり」 ァハブ は 令 ゃサ マリヤに 在りたり、 サ マリヤ は 高地に 在り、 ェズ レルは 河岸の 低 

地に ありたり、 故に 爾か云 ふ。 

^ 「下るべし」 H リャ今 また カルメル 山上に 在りし が 如し OS 「殺し 且 占領せ し 乎」 殺し 且つ 

竊 みし 乎、 十誡の 二 ケ條を 同時に 破りし 乎 〇 「犬、 汝の 血を^むべし」 二十 二 章 三十 八 節 を 見る ベ 

し、 ァハブ は H ズレル に 於て にあら す、 サ マリヤに 於て 死せ しと 雖も、 預言の 要點 は事實 となりて 現 

はれたり 〇w 「自己 を賣 りしが 故に」 自己 を惡人 (此 場合に 於て は 特に 妖婦 ィ H ゼ ベル〕 の 乎に 委 

ねし が 故に。 ァハブ 自身 は 惡に手 を 下さ^り しならん、 然れ ども 彼 は 彼の 配下 を 制する 能 はすして 彼 

等 をして 大罪 を 犯さし めたり 〇？-  r 槃 がれた る 者と 繁 がれざる 者」 巾 命 記 三十 二 章 三十 六 節 參考、 奴 

隸と 自主との 意なる べし、 加 拉太書 三 章 二十 八 節 を 見るべし 〇g^ 「ネバ テ の子ャ ラベ アムの 家の 如く」 

十五 章 二十 九 節 を 見るべし 〇 「ァヒ ャの 子バァ シャの 家の 如く」 十六 章 十 節 を 見るべし 〇？^ 「犬 

…… ィ H ゼ ベル を 食 はん」 列 王 紀略下 九 章 三十 五 —三十 七 節 を 見るべし 〇5^^ 雨 節 は 列 王紀略 編者 

の囘 想な り、 故に 揷 人文と して 讀む べし 〇 「ァ モリ 人」 力 ナン 民族 中 最も 勢力 ありし 者な り、 ァハ 

ブはカナン土着の民の習慣に傲ひてすべての悪事を行ひたりとなり〇5^- 「粗 麻布 を 身に 纏 ひ …… 粗 麻 

布の 上に 臥し」 晝は之 を 身に 纆ひ、 夜 は 其 上に 臥したり 〇^ 「彼の 日に 於て」 彼の 世に 在る 間 は。 

預需者 エリヤ  R 七 S 
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意 解 

〇 十誡 第 十條に 口く、 汝、 その 隣人の 家 を 貪る 勿れと、 然るに サマリ ャ王ァ ハブは その 隣人の 田圃 を 

貪り、 之 を 己が 有と なさん とせり、 彼 は 想 ひしな らん、 我は國 王な り、 故に法^^以上なり、 我に 爲さ 

んと 欲して 爲す能 はざる こと あるべ からす、 叉 我が 臣民に して 我が 命 を 担む 者 あるべ からすと、 故に 

彼 は M ズ レ ル人ナ ボテに 臨む に權 威と 利得と を 以てし、 其 葡萄 圃を 獲ん とせり。 

〇 然るに ナボテ は 王の 權 威に 優りて 法律 を贵 びたり、 摩 西の 法律に 曰く、 

地を寶 るに は 限りなく 賫 るべ からす、 地 は 我 (神) の 有 なれば なり。 利 未 記 二十 五 章 二十 三 節。 

イスラ H ルの產 業、 この 支 派よりか の 支流に 移る こと あら じ、 イスラ H ルの 子孫 は智な 各自 その 

父祖の 產 業に 止まる ベ きなり。 R 數紀略 三十 六 章 七 節。 

ナボテ は 法 に 由て 王の 要求 を 拒めり、 爲 めに 災害 を 己が 身に 招け り。 

〇 王 は 怒れり、 彼 は 食を廢 したり、 彼 は 彼の 臣下に 彼の 命令 を 拒む 者 ある を 見て 之に 堪 ゆる 能 は ざり 

し、 故に 小兒の 如くに 悶え、 單 へに 其 小なる 愁^の 達せら れんこと を 欲 ひたり。 

〇 玆に 於て か 妖婦 ィ H ゼ ベル 現 はれたり、 彼女 は 曰へ り 「汝 は國 王なら す や、 而 して 國王 として 國內 

に 於て 爲す能 はざる こと あらん や、 起てよ、 憂 ふる 勿れ、 ナボテ は 担む とも、 法律 は禁 すると も、 我 

れ 我が 計略 を 以て 汝の 欲する もの を 汝に與 へん」 と、 彼女 は實に 彼の 身に 添 ふ惡靈 なりき。 

〇 ィ H ゼ ベルの 計 策 は大膽 にして 單純 なりき、 官書を 私 造す るに あり、 ナボテ に 罪 を 被 むらす るに あ 

り、 而 して 彼 を 殺して 其 田圃 を 奪 ふに あり、 而 して 彼女 は躊路 する ことなく、 彼女の 欲する が 儘を實 


行せ り。  . 

〇 憐む べし ナボテ は 罪な きに 惡漢 二人の 偽證に 由て、 闺贼、 不敬 漢の名 を 被せられ、 民衆の 石擊 する 

所と なりて 死せ り、 「ナ ボテは 神と 王と を詛 ひたり」 と、 ィ H ゼ ベル 如何で 神 を 知らん や、 而 かも 彼 

女 は 神の 名を藉 りて 無辜 を 殺したり、 鳴 呼、 敬神よ、 愛國 よ、 如何に 多くの 罪 惡は汝 の 名に 由て 行 は 

れ しょ Q 

〇 惡漢の 憎むべき は 一一 目 を 待た す、 然れ ども 恕 すべ からざる は H ズレル の 長老と 貴人と なり、 彼等 はナ 

ボテと 同邑の 者たり、 然るに 其 讒誣 さる.^ を 見る も敢て 一 言、 彼のた めに 辯 護の 聲を 揚げす、 見す/ \ 

彼 をして 悲慘の 死 を 遂げし めたり、 人情 輕薄、 雜 きこと 紙の 如し、 然れ ども 何ぞ 惟り H ズ レル巿 1^ に 

限らん、 權威を 權れ、 自己の 安全 を 遣 ふて、 長者 も 貴人 も 怯 儒なる ことす ベて 如此 し。 

〇 國に 大罪 は 行 はれたり、 然れ ども 一 人の 起て 王と とを責 むる 者な かりき、 ィ H ゼ ベル は 心に 言 ひ 

しならん、 我れ 我が 智慧と 權 力と を 以て 何事 を か 爲し得 ざらん やと、 國民 は聲を 潜めて 互に 相 語りて 

言 ひしな らん、 今や 不義に 抗 する も 益な し、 唯备 自身 を愼 みて 王者の 憤怒に 觸れ ざらん のみと、 然れ 

ども 玆に 一人の 人の 面 を懼れ ざる 者 ありき、 彼れ ホ レブの 山より 歸 りて 以来、 カルメル山に 隱れて 長 

く 沈默を 守りたり、 然 りと 雖も、 H ズレル に 無辜の 血の 冷酷に 流されし を 聞て、 終に 再び 起たざる を 

得ざる に 至れり、 ァ ハ ブがサ マリヤ を 出て ェズ レルに 至りし と 同時に エリヤ は カルメル山 を 出て 同じ 

く ナボテ の邑に 下れり、 ^かも 大 軍の 山 を 降りて 王 を 迎撃 せんとす るが 如し。 

〇 二者 は ナボテ の 葡萄園に 於て 出會 せり、 ァハブ は 始めより 此事 あらん を懼れ たり、 故に 彼 は ヱリャ 

に 曰へ り 「嗚呼 我が 敵よ、 汝、 我 を 見出せし 乎」 と、 恰も 盗賊の 警官に 出會 せし が 如し、 H リャは 博 

預言者 エリヤ  R 七 五. 
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からす 王 を 貴め たり、 彼 は 神の 刑罰 を 彼に 巾 渡したり、 彼 は 彼の 家の 全滅 を 預言せ り、 M ホバの 律法 

はすべ ての 人に 對 して 公平な り、 殺せし 者 は 殺さるべし、 王と 女王と は 殺し 且つ 奪 ひたり、 故に 殺さ 

れ 且つ 奪 はるべ しと、 神の 公義 を II らして 身に 寸鐵 を帶 びざる 預言者 は强 きこと の 城の 如し。 

〇 エリヤの 詰責と 呪詛 とに 會 ふて、 ァハブ は 甚く 罪 を 悔いたり、 祌は碎 けたる 悔いし 心 を 親め 給 はす、 

積惡ァ ハブの 如き 者の 場合に 於ても 然ら ざる はなし、 彼の， おは 懺悔の 故 を 以て 輕滅 せられたり、 彼の 

家 は 彼の 存命中に 亡びざる べし、 然れ ども 彼と ィ H ゼ ベルと はナボ テの慘 死に 類す る 死 を 免 かる、 能 

はすと、 神 は 人 を視て 審判き 給 はす、 神の 前に は 國王も 臣下と 等しく 罪せら るべ し、 イスラ H ルを治 

むる 者 は其國 王に あらす して H ホバ なり、 而 して H ホバは 其 預曾者 を 以て イスラ H ルと其 王と を 治め 

給 ふ。 


歷代志 略 研究 

信仰の 勝利 

F はすして 勝ちし 實^ 

歷代志 略 下 第一 一十 章 解 聖書 を 以てする 聖書の 解釋 

我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等が 信な り。 約翰笫 一 書 五 章 四^ 

民 は ぎ 立ち、 諸の 國は 動きたり、 

神、 その？ i を 出し 給へば 地 はやが て蒯 けぬ。 

末り て M ホバの を、 看よ， 彼は懼 るべき 事 を 地に p」# へりに i 

ヱ ホバは 地の § まで， fcii めしめ、 弓 を 折り、 戈を斷 ち、 绫 車 を 火に て燒 t へり  。 

汝等靜ま りて 我の 神た る を 知れ、 Bfi$. 全地に 高く  S: らる べし (と H ホバ曰 ひ 給 ふ) 

萬 軍り エホバ は 我等の 神な り、 ヤコ プの神 は 我等の 高き 樓 なり。 (詩篇 四十 六 篇六節 以下〕 

n 七 七 

信仰の ts 利 
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此後モ アブ 人、 及び アン モン 人、 及び マオ 二人 等 ュダの 王 ヨシヤ パテと 戰 はんとて 攻 来れり、 時に 

或人來 りて ヨシヤ パテに 吿げて 曰く 「海の 彼方 スリャ より 大衆 汝に 攻來 る、 視ょ 八：' ハザ ゾン タマルに 

在り」 と、 (ハ ザゾン タマル は 死海の 西岸 ェン ゲデ なり)、 玆に 於て ヨシヤ パテ 躍れ 面 を ヱ ホバに 向 

たすけ もと  * たんじき ふ つ  こも  た 4,  ：! り も 

けて 其 救 扬を祈 求めたり、 又 ュダ全 圃に斷 食 を 布 達しければ、 全 國擧り 集り、 エホバの 救 扬を祈 求め 

たり、 卽ちュ ダのー 切の 巿邑 より 人々 ヱルサ レムに 來 りて ヱ ホバの 救 扬を祈 求む、 時に ヨシヤ パテ、 

ヱホ バの聖 殿の. s: なる 新たに 設けられし 中庭の 前に 於て ュダと ヱルサ レムの 會 衆の 中に 立ちて 曰 ひけ 

る は、 

我等の 先祖の 祌 ヱホバ よ、 爾は 天の 神に まします に 非す や、 異邦人の 諸 國を統 たま ふに 非す や、 

雨の 手に は 能力 あり、 權威 ありて、 人 も 雨に 抵抗 ふこと 能 はざる に 非す や、 我等の 神よ、 雨 は 

此國の 民 を 雨の 民 イスラエルの 前より ぎ逐 たま ひて、 爾の友 アブラハムの 子孫に 之 を 永く 與へ給 

こゝ  みな  こゝ  た て  つる 1-., 

ひしに 非す や、 彼等 は此に 住み、 繭の 聖 名のた めに 此に聖 所 を 建て 一一 一一 n へり 「刑罰の 劍、 疫病、 饑 

饉 等の 災禍 我等に 臨まん 時 は、 我等 此 殿の 前に 立ちて 爾の 前に 居り、 我等の 苦難の 中に て 呼 は 

らん、 然 らば 爾聽 きて 救 扬け給 はん、 そ は繭此 殿に 在せば なり」 と、 今 アン モン、 モ アブ、 及び 

セィル 山の 民 等を視 たまへ、 往昔 イスラエル、 エジプトの 國 より 出来れ る 時、 爾、 イスラエルに 

ろぶ 

人 叩 じて 此民を 侵さし め 給 は ざり しかば、 彼等 (イスラエル) は 之 を 離れて 滅， さ りしな り、 然る 

に 今 彼等が 我等に 酬る 所を視 たまへ、 彼等 は 仇 を 以て 恩に 酬ゐん とす、 彼等 は爾が 我等に 有た し 

め 給へ る爾の 領土より 我等 を逐攘 はんとす、 我等の 神よ、 爾、 彼等 を 钩 き 給 はざる や、 我等 は此 

せちよ  ち r ら  み 

の^く 攻 寄せ 来れる 大衆に 當る 能力な く、 叉 爲す所 を 知らす、 唯爾を 仰ぎ 瞻る のみ、 


と、 王、 斯く 祈りし 間に、 ュダの 人々 は 其 幼 者 及び 妻子と 共に 皆な ヱ ホバの 前に 立ち居れ り。 

時に 會 衆の 中に て ヱホバ の靈、 アサ フの 族なる レビ 人ャ ハジ エルに 臨めり、 (ャ ハジ エル はゼ カリ 

ャの 子に して、 ゼ カリヤ はべ ナヤの 子、 ベ ナヤ は エイ エルの 子、 M イエ ルは マッター 一 ャの 子な り)、 

ャ ハジ エル 卽ち曰 ひける は、 

ュダの 人々 及び ヱルサ レムの 市民、 並に ヨシヤ パテ 王よ、 聽け、 ヱホバ 斯く汝 等に 言 ひ 給 ふ、 汝 

\  に、 亍ひ 

等此 大衆の 故に 懼る こと 勿れ、 傈く 勿れ、 そ は 是れ汝 等の 戰に 非す、 H ホ バの戰 なれば なり、 汝 

等 明日 彼等の 所に 下るべし、 彼等 は ヂッの 坂より 上り 來る、 汝等 アル H ルの 野の 前なる ハ 介の 口に 

て 之に 遇 はん、 此戰鬪 に は 汝等戰 ふに 及ばす、 ュダ 及び ヱルサ レムよ、 汝等は 唯 進みて 立つべし、 

汝 等と 偕に 在す ヱホ バの汝 等に 施し 給 ふ 救扬を 見よ、 懼る. - 勿れ、 慄く 勿れ、 明日 彼等に， 對 ひて 

進むべし、 ヱ ホバ汝 等と 偕に 在せば なり、 

と、 兹に 於て ヨシヤ パテ 首 を 下げて 地に 俯伏せり、 ュダの 人々 及び ヱルサ レムの 巿民も 亦 ヱ ホバの 前 

ひれふ  やから  .U ち あ-か 

に 俯伏して ヱホ バを拜 す、 時に コ ハテの 族 及び コラの 埃なる レビ 人 等、 起立り て聲を 高く 揚げて イス 

ラエルの 神 ヱ ホバを f 讽美 せり。 

いでゆけ 

斯くて 彼等 皆な 朝早く 起きて テコアの 野に 出往 り、 其の 出る に當 りて、 ヨシヤ パテ 立て 曰 ひける は、 

ュダの 人々 及び ヱルサ レムの 民 等よ、 我に 聽け、 汝 等の 祌ヱ ホバを 信ぜよ、 然 らば 汝等 岡く 立つ 

を 得ん、 その 預言者 を 信ぜよ、 然 らば 我等 榮 ゆる を 得ん、 

と、 彼れ 叉 民と 議 りて 人 を 選び、 彼等 をして 聖服を 着け 群衆の 前に 進まし め、 ヱ ホバに 向 ひて 歌を唱 

へ i つ 彼 を 讚美せ しめて 曰く、 
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H ホバ に 感謝せ よ、 

そ は 其 恩惠は 世々 限りなければ 也 

と、 而 して 彼等が 歌 を 歌 ひ、 美を始 むる に當 りて ヱ ホバ伏 を 設けて ュ ダに攻 来れる アン モン、 モア 

ブ、 セィル 山の 民 等 を 苦しめ 給 ひければ、 彼等 は擊 破られたり、 卽ち アン モンと モ アブの 民 等 起ちて 

-1 か  つく  ほろぼ 

セィル 山の 2^ に^ ひ、 悉く 之 を 殺し 盡 したり、 而 して セィル の 民 を 殺し 盡 して 後、 彼等 は 相互に 滅し 

あへ り。 

斯くて ュダの 人々 荒野の 望樓に 到りて 敵の 群衆 を 見たり ければ、 唯 地に 倒れた る 死屍の みに して 一 

人 だに 逃れ 去りし 者な かりき、 兹に 於て ヨシヤ パテ 及び 其 民、 彼等の 物 を 獲ん とて 來り 25- るに、 その 

死屍の 間に 財贊、 衣服、 及び 珠玉 等 夥 しく 在り たれば、 各自 之を剝 とりける が餘 りに 多くして 携へ 

去る こと 能 はざる 程な りき、 分捕 物 多 かりし に 因りて 之 を 採集む るに 三日 を 費せ り、 第 叫 日に 民 な 

ベラ 力の 谷に 集まり、 其處 にて ヱ ホバに 感謝せ り、 此 故に 其 處を今 も尙ほ ベラ カ卽ち 「感謝」 の 谷と 

稱ふ、 而 して ュダと ヱルサ レムの 人々 皆な 歸來 り、 ヨシヤ パテ 彼等 を 導きて ヱルサ レムに 凱旋せ り、 

そ は エホバ 彼等 をして 其 敵を滅 して 歡喜を 得させ 給 ひたれば なり、 卽ち 彼等 瑟と 琴と 喇叭 を 合奏して 

ヱルサ レムに 往 きて ヱ ホ バの聖 殿に 到れり、 神 を畏る i の 恐怖、 隣邦の 民 等に 臨めり、 そ は 彼等 ヱホ 

バが イスラエルの 敵に 對 ひて 戰ひ給 ひし こと を 聞き たれば なり、 斯くて 其 後、 ヨシヤ パテの 國は 平穏 

なりき、 そ は 神、 其 ra 方に 於て 之に 安息 を 賜 ひたれば なり。 (第一 節よ" 第三 十 節まで) 

梗 槪 


ュダの 東南に 境 を 接する 三國 アン モンと モ アブと マオ 一一、 同盟して H ルサレ ムに攻 上る、 ュダの 王 

ヨシヤ パテ 衆寡 敵せ，^、 抵抗の 力なき を覺 り、 民に 祈 禱と斷 食と を 布 達し、 其 代表者 を 送りて 彼等 を 

して 王と 偕に エルサレム の聖 殿に 於て H ホバ の 救 扬を祈 求めし む、 王、 國 民に 代り、 熱 禱をェ ホバ に 

棒ぐ、 H ホバ其 叫號の 聲を聽 き、 群衆の 間に 一 人の 豫 一一 一一 口 者 を 起し、 彼 をして M ホバ の 聖旨 を 彼等に 吿 

げしめ 給 ふ、 曰く、 是れ汝 等の 戰に 非す、 H ホ バの戰 なりと、 時に 救扬の 確信、 民の 心に 起り、 彼等 

朱 だ 救 拯に與 からざる に、 樂人 をして 聲を 揚げて H ホバを 讚美せ しめたり。 

イスラ H ルは H ホバの 命に 從ひ、 矛を携 へす して 敵軍に 對 ひて 進む、 彼等 は戰 はんと 欲せす、 エホ 

バの 彼等に 代りて 戰ひ給 ふを拜 見せん と 欲す、 故に 彼等 は 軍樂を 奏せす、 讚美の 歌を唱 ふ、 曰く 「ェ 

ホバに 感謝せ よ、 そは其恩^1^は世々限りなければ也」 と、 而 して 讚美の 聲 未だ 息まざる に、 彼等 は 敵 

軍の 間に 大 なる 接亂の 起る を 見たり、 敵 は 何等かの 誤錯 よりして 相互 を 殺し 盡 すに 至れり、 始めに ァ 

ン モ ンとモ アブと は 一 隊 となりて セィル の 軍に 打懸 りて 之 を 殲滅し、 後に ァ ン モ ンとモ アブと は 相互 

を 屠れり、 斯 くして イスラ H ルは其 手に 血塗す して 其 敵 を 滅し盡 せり、 イスラ H ル はたぐ 戰 場に 下り 

て自 から 斃れし 敵の 死屍より、 其携帶 せし 武器 財 寶を剝 取る に 過ぎ ざり き。 

斯くて 戰鬪は 祈禱を 以て 始まり 讚美 を 以て 終りたり、 而 して 隣の 國民は M ホバ が 其 民の ために 戰 

ひ 給 ふ を 見て、 敢て其 境 を 侵す 者な く、 ヨシヤ パテの 國は其 後平！^ なる を 得たり。 

0 マオ 二人 は セィル 山の 民な りと あれば ェ ド ム 人た るべ し。 
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〇 非戰 主義と いふ は必 しも 絶對 的に 戰 はない と 云 ふ 事で はない、 自分で 戰 はない と 云 ふ 事で ある、 若 

し戰 ふの 必要が ある 場合に は、 神 をして 自分に 代て 戰 つてい た^くと 云 ふ 事で ある、 「伙を 復すは 我 

に 在り」 と 彼 は 言 ひ 給 ふた、 實に r 戰 爭は汝 等の 事に 非す、 H ホバ の亊 なり」 である、 戰爭の 事 を 全 

然 神に 任 かし 奉る 時に、 兹に 初めて 眞の 意味に 於け る非戰 主義が 行 はる &の である。 

〇 而 して 神 は 戰ひ給 ふに 當 りて 敢て自 から 聖手を 下し 給 はない ので ある、 彼 は 敵 をして 自 から 己れ を 

さしめ 給 ふので ある、 アン モンと モ アブと をして セィル を 打た しめ、 而 して 後に アン モンと モ アブ 

をして 相互 を滅 さしめ 給 ふ、 悪人の 相 結ぶ は 勿論 相愛す るが ためで はない、 同一 の 敵が あるから であ 

る、 共 敵に して 取 除かれん 乎、 彼等 は必す 相互 を 屠る に 至る、 聖書に r 惡に抗 する 勿れ」 と ある は 之 

れが爲 めで ある、 惡 人は抗 すれば 相 合し、 杭せ ざれば 互に 相 食む 者で ある、 無抵抗 は 惡人を 幾す ため 

の 最良の 方法で ある、 我等 は 神に 傚 ひ、 惡に抗 せす して、 悪 をして 自滅せ しむべき である。 

〇 若し 我等に 敵 を すため の 武器が あると すれば、 それ は樂 器で ある、 而 かも 敵 像 心 を 鼓舞す るた め 

の樂 器で はない、 神 を 讚美す るた めの 樂器 である、 瑟と 琴と 喇叭と である、 「エホバに 感謝せ よ、 そ 

は 彼の 恩惠に 眼り なければ 也」 と聲を 揚げて 歌 ふ 時に、 其聲を 助く るた めの 樂器 である、 信者 は 関の 

聲を 投げて 敵に 向 ふべき でない、 神 を 讚美しながら 進むべき である、 敵の 耍塞 を壞 つに 當 りても、 ョ 

シュアが エリコ の邑を 陷れし 時の 如くに、 唯ョ ベル の 喇叭 を 吹きながら 神が 其 石垣 を 壞ち給 ふ 共 時 を 

待つべき である (約 書： 亞記第 六 章 を 見よ 〕。 


o 自 から 劍を拔 いて 敵に 向 ふ 者 は 着敎？ はない、 若し 眞の 意味に 於ての 着 敎國が あると なら^ 

それ まへ ゼ キヤ 王の ュダ國 S 霊 書 三. H ハ 章. $s の 如き ほ 叉 我等が 兹に學 びし ヨシ ヤノ テョ 

""乂 ダ國の S き 者でなくて はならない、！ i の 文化 を f ために 劍を拔 いたと 云 ふ i 國は、 

勿ま督 I ではない、 S 洲の 自由 を i るた めに 劍 I いたと； 英國も 露國も 着敎 國 ^ はな、 

殊 ら 劍を拔 きながら 神に 戰勝を 祈る に 至って は 墓 道 斷と言 ふより 外 は 無い、 英獨1、 皆な 

悉く 大 なる 偽善 國 である、 明白なる 非 基督 敎國 である。 


w 八 三 
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X ズ ラ 書 硏 究 

世界 歷史と イスラエル 

(ェ ズラ書 紹介の 爲に 述べし もの) 

聖書 は 世界 歷史 と共に 研究すべき 書で ある。 世界 歷史を 離れて 聖書 は 解らない。 聖書 は實に 世界 歷 

史の屮 心と して 發 達した 書で ある。 時には 聖書 を 作る 爲の 世界 歷史 でなかった 乎と 思 はる 乂節 なきに 

非す。 故に 世界 歷史を 知らす して 聖書 は 解ら す、 聖書 を 知らす して^ 界歷史 は 解らない。 聖書 研究の 

與味 は兹に 在る。 

思へば 實に 不思議で ある。 我が 九州に も 及ばざる 僅々 八 干 平方 哩のパ レ スチナ が 世界 歷史の 中心で 

あつたと 云 ふので ある。 ソ 。モン の榮 華の 極みの 時に 於て さへ も、 其 人口 は 五 百 萬に 滿 たなかった で 

あらう。 然るに 此小 邦が 世界 歷史の 中心で あつたと 云 ふので ある。 誰か 之 を 信ぜん や。 然れ ども 事實 

たりし を 如何せん。 H ホバは イスラ H ル をいた はり、 之 を 服の 珠の 如くに 護り 給へ りと 云 ふ (申命記 一一 一 

十二 章 十 節 )。 そして 事 實は其 通りであった。 土地と しての パ レス チナ も、 民と しての イスラ ェ ルも世 

界 人類の 「眼の 珠」 であった。 他の 國民は イスラ H ルを 育つ る爲 であって、 イスラ H ル はまた 全人 類 


を 祝福す る 地位に 置かれた。 パゥ ClIII く 

萬 物は汝 等の 屬、 汝等は キリストの 屬、 キリスト は 神の 屬 なり (コ リント 前書 三章サ 一 — サ三 節) 

と。 神 は 萬 物 を 言 者 中心として 造り 給へ りと 云 ふので ある。 不思議に 堪へ すと 雖も 事實 たる を 如何せ 

ん。 羅馬書 八 章廿八 節の 有名なる 言 も亦此 事を敎 ふ。 

凡ての 事 は 神の 3 曰に 依りて 召れ たる 神 を 愛する 者の 爲に 悉く 働きて 益 をな す 

とリ 世界の 出 來事は 凡て 悉く 働きて 神に 選 まれた る 民の 益を爲 せり 又今爲 しつ k ありと 云 ふので ある 一 

ァ ブラ ハムが カル デャの ウルより  1ロ れて 約束の 地に 移住せ し 以来、 使徒 等に 由り て キリストの 福音 

が 萬 民に 傳 へられし までの 間に、 幾多の 所謂る 世界 王國 なる 者が 起った。 エジプト、 カル. チヤ、 アツ 

シ リャ、 バ ビロン、 ペルシャ、 ギリ シャ、 n 1 マが 其 主なる 者であった。 そして 其 孰れ もが イス ラ ェ 

ルに關 係し、 或は 之 を 征服し、 或は 之 を 解放し、 時に 之 を 究め、 時に 之を援 けた。 そして イスラ ェ ル 

は 其 間に 在りて 選民た るの 試練 を 受け、 信仰より 信仰へ、 光明より 光明へ と 進んだ。 そして I 界王國 

は as ちて 又 亡びし と雖 も、 イスラ H ルの みは 惟り 存 りて 今日に 至った。 斯くて 預言者の 言 は事實 とな 

りて 現 はれた ので ある。  - 

H ホバ曰 ふ、 我れ 汝と 偕に 在りて 汝を救 はん。 設令 我れ 汝を 散らせし 國々 を 悉く 滅 しっくす とも 

汝 をば 減し つくさ じ (耶利 米亞記 三十 章 十 一 節) 

と" 大國 家、 大國民 は變り 行く 地上の 萬 物と 共に 現 はれて は 叉 消え去り しと 雖も、 イスラ H ル のみ 惟 

り殘 りて、 人類 勞 苦の 跡 を 後世に 留む るので ある。 

創世記 は エジプト、 カル デャ の兩 世界 王國の 歷史を 背景と して 讀んで 見て 解る。 屮：； 埃 及 記 は 讀んで 

世界 "お 史と イスラエル  五 
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字の 如く H ジブ ト史の 一面で ある。 ィザャ 書の 主要部 は アツ シリャ の歷史 であって、 而 かも 其說 明と 

も稱 すべき 者で ある。 H レ ミヤ、 ヱゼキ H ルの預 一一 目 は バビロン 王國を 離れて 考 ふる 事が 出來 ない。 そ 

して 鼓 後に 我等が 研究 せんと 欲する H ズラ 書、 之に 次ぐ のネへ ミヤ 書、 H ス テル 誓、 そして H ズラ書 

に關聯 する ハガイ 誓、 ザ カリヤ 書 は 凡て 歷 史上 ペルシャ 時代に 屬 する 者であって、 メ デャ、 ペルシャ 

兩王阈 の 歷史を 知って 其 意味が 解る ので ある。 其 後の 事は刖 問題と して、 紀元前 二 千年 頃より 同闪百 

年頃に 到る まで、 舊約 聖書 歷史は 世界 歷史 主要部と して 進み 來 つたので ある。 まことに 聖書の 研究が 

世界 歷史 研究の 因を爲 した。 H ジブ ト國の 象形文字 を讀 まんと 欲する 動機 も、 アツ シリ ャ、 バビロン 

の 楔形文字 を讀解 せんと 欲す る 熱心 も、 其 因 はと 問 へ ば 聖書 を 解かん と 欲する 熱心に 出た ので ある.。 

近代 考古學 は 其 源 を 聖書 研究に 發 したと 稱 して 護らない。 今や H ジブ ト學、 アツ シリ ャ學は 孰れ も 堂 

堂た る 專門學 科で ある。 しかも 是れ 皆な 初 は 聖書 を 探索 べんと 欲する 熱心より 起った 者なる 事 を 忘れ 

て はならない。 

H ズラ 書の 初頭に 曰く 

ベ ル シ ャ王ク 口 ス の 元年に 當り、 ェ ホバ ft に エレ ミヤの 口に 由り て 傳へ給 ひし その 聖ー 一一 in を 成さん 

とて ペルシャ 王 クロスの 心 を 動かし 給 ひければ、 王 卽ち宜 命 を 傅へ、 詔書 を 出して 國 中に 告示し 

て 曰く、 ペルシャ 王 クロス 日 ふ 云々 

と。 此 一 節 を 能く 解る に は 多くの 歷 史的 知識が 要る。 そして 歷 史的に 解して H ズラ 書の 如何に 大切な 

る 書で ある 乎が 解る。 そして 多くの 史學 家の 努力に 由り て 我等 は 略 ぼ 正確に 此 一 節の 意味 を 解し？ £ る 

に 至った ので ある。 先づ 年月より 云へば、 ク 口 ス 王の 元年 は 紀元前 五三 八 年で ある。 卽ち H ルサ レム 


破壞 後の 第 S: 十九 年で ある。 H レミ ャは 七ト年 を經て 救拯の ユダヤ人に 臨むべき を 預言した が、 年數. 

に 於て 預言 は 正確に 適 中し なかった。 七十 年 は 所謂 l.cund  number である。 概約 である。 一 時代 を 

經て 後に と 云 ふと 同じで ある。 ぺ ル シャ 國はバ ビ n ン王國 に て 起り し 世界 王國 である。 
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事 實の福 音 

(此編 を讀む 前に 必ず 1 囘以士 帖書を 注意して 通讀 せらるべし. 然ら ざれば 此 編の 意 を 解す るに 難 かるべし) 

之 t てる  ビ 

^士 帖蒈 此 書が 聖書の 中に 有ら ふと は 何う しても 思 はれません、 先づ 第一に 聖書 は 神の 書で あり 

まする に、 此以 士帖の 書に は 神と か エホバと か 云 ふ 詞はー つも 見えません、 第二に 神の 事業 を % め ま 

つるの が 聖書の 目的で あるのに 此書は 人の 業 を 記載す るの みで、 一言の 神の に 及びません、 

ならす 此 以士帖 書の 記事 は 至て 世俗的でありまして、 或は 東洋風の 宮庭の 內幕 であると か、 或は 嫉 

妬復 誓の 實歷 であると か 云 ふやうな 事ば かり を 以て 滿 ちて 居りまして、 i ぎから 見ても 此 書が 聖書の 

1 部分で あると は 受領 難う あります。 

ほるに最も稀態な|^^.,1._、は此書を今日まで傳へたる猶太人自身は此書に非常の^きを置きます、 彼等 

は 白し ます、 r 縱令 律法と 豫言者 は 失する こと あると も 以士帖 書 は 消 ゆる ことなし」 と、 彼等 は 毎 Jt- 


ァ ダルの：：：： (十一 一月) の 十 g: 日と 十五 日と に プリム の 節なる もの を 設けます るが (九 章サ 一 節) 其 日に 

は 彼等の 會 堂に 於て 敎師は 必す此 書 を通讀 する の を 以て 例式と 致します、 尤も 此 書の 神聖に 就て 疑 を 

懷 いた 者 は 今日まで 幾人 も ありました、 有名なる ル ー テルの 如き も 其 一人でありまして、 彼 は 白し ま 

した、 「余 は此以 士帖の 書に 反 封す、 余 は その； 1^ 在せ ざらん こと を 欲す、 此 書は餘 りに. 猶太 人的に し 

て 其 中に 多くの 異敎的 非行 を 記載す」 と、 然しながら 斯 かる 有力なる 反對 ありし にも 係 はらす 此 書が 

今日まで 聖書の 中に 儼然たる 地位 を 占め 來り、 今日に 至て は 何人も 之 を 聖書の 一 部分と して 認む るに 

至 り ま した の は實に 奇鉱な 事で あります。 

然しながら、 聖書 問^から 全く 離れて 此書を 見 ますれば、 是れは 最も 興味 ある 歷 史的の 記錄 である 

ことが 分ります、 抑々 ァ ハシュ H  口 ス 王と は 何人で あるかと 歷史を 索ね て 見ます ると、 是れは 希臘人 

がゼル キゼス (Xerxes) と稱 へし 波 斯國の 大王でありまして、 二百 萬の 大兵 を 提げ、 へ レス ポントの 

海峡 を 渡り、 セ ルモ ペリ ー の 路 にスパ ルタ王 レオ 二 ダスの 率 ひし 小 軍の 勇猛なる 反抗 を 受け、 耩か 

に 之を鎏 にす る を 得て 雅 典の 城市に 入り、 火に て 之を燼 くし、 後、 コ リント、 スパルタ へと 其 兵力 

を 及さん として、 セ ミスト ー クルスの 智略に 抗し 難く、 サ ラミスの 海 載に 一敗 地に 塗れ、 這々 の 能  1 に 

て 波 船本國 にまで 逃げ 歸 りしと 云 ふ 古代史 上に 於け る 有名なる 人物であります、 彼が 歷史の 舞 臺に於 

て 演じた る 事 積 は i,^ 史の 始祖と 稱 へらる k へ ロド ー タスに 由て 最も 活 人的に 畫かれ ましたが、 然し 歷 

史家の ために は 最も 幸に して、 爾 うして 大王 自身の ために は 最も 不幸なる 事に は、 彼の 裏面の 生涯、 

卽ち 宮廷 內に 於け る 彼の 情 性、 彼の 下賤なる 品格、 彼の 薄弱なる 意思 等はヒ ブライ 人の 中の 或る 記者 

に 依て、 是れも 最も 活 人的に、 此以 士帖の 書に 於て 畫 かれました、 私共 は此以 士帖の 書を讀 みまして、 

女乇. エステル  EI 八 九 
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後、 へ p. ド ー タスの 大 著述に 大王 ゼルキ ゼスの 事績 を 探ります る 時に、 大王の 人物が 內 外相 照らして 

躍如と して 私共の 眼前に 現 はれ 來 るの を覺 えます、 雨う して 斯 かる 品性 を 以て 斯 かる 大失肷 を 招きし 

理由 を 明白に 解し 得まして、 私共 は 一 層 深く 歷史の 趣味 を感 する に 至ります。 

波斯王 ゼルキ ゼスは 古代史に 於け る 最も 著名なる 人物の 一人であります、 彼 ありし が 故に セル モぺ 

リ ー、 サ ラミス、 ブラ テャ 等の 世界 有數 の大戰 爭は戰 はれた のでありまして、 彼に 對 して 5{ 布 職 方に 在 

てはセ ミスト ー クルス、 アリス タイ デス 等の 愛國 者、 レオ-一 ダス、 パゥサ 一一 ァス 等の ゾ將が 起った の 

であります、 爾 うして 時の 文明 世界に 斯 かる 大擾亂 を 惹起せ し 大王 ゼル キゼ スは歷 上で は 印度より 

ェ テオ ピ ァ までの 百 七十 一 一州 を 治め、 一 呼の 下に 一 一 百 萬の 大兵 を 召集す る を 得しと い ふ 大王で はあり 

ましたが、 然しながら 此 以士帖 書の 記事に 由て 彼れ 大王の 宮廷の 裏面 を舰 きま すれば 彼 は 一 個の 白痴 

が 金の 冕 を 戴きし に過ぎない 人物で ある ことが 判りまして、 史上の 大王 は忽 にして 家庭 の 小人と 變 じ- 

私共 之 を 讀む者 をして 轉た 悲歎の 念に 堪え ざら しめます、 ^自身に 取りまして は此 以士帖 書が 他の 事 

を敎 へて 吳れ ませんでも 東洋 君主と なる 者の 家庭的 生涯 を 明白 地に 示して 吳れた 丈け でも 大 なる 福 昔 

であります、 是れを 追 從的歷 史家の 誓いた 歷史に 於て 讀み ますれば 東洋 的 君主の 生涯と て は 「芙蓉 帳 

暖 度， 一春 宵？ 春宵 苦 短日 高 起」 など 申しまして、 如何にも 優美で ある やうに 思 はれます るが、 然しな 

がら 之をヒ ブライ 人の 飾りな き 文章に 綴り ますれば 「ァ ハシュ H  口 ス酒 のために 心樂 み」 (一章 十 節〕 と 

か、 又は 「王 怒り 酒宴の 席 をた ち」 (七 章 七 節) など、 ありまして、 彼れ 大王 も 酒の 奴隸 となりまして は 

普通の 醉漢と 何の 異なる 所な く、 醉に乘 じて 無理の 要求 を 持 出し、 終に 后 を 辱 かしむ るに 至りし と 云 

ふ狀態 は實に ii^K 貧 其 儘であります、 爾 うして 百 七十 二 州 を 統治せ し 大王の 生涯 を畫 きます るに、 (而 


かも 大王の 治世に 程遠から ぬ 後に) 斯 くも 自在に 筆 を 運ばした 以士帖 書の 著者 は 決して 今日 普通 世に 

稱 する 文學 者の 類ではありません。  i, ま.  V- 

大王 自身 は斯 くも 「史上の 大王で 家庭め 小人」 であると 致しまして、 大王 を 繞圍て 居った 人 等 は 何 

んな 人物で ありました らふ、 「王の 前に 事 ふる 七 人の 侍 從メホ マン、 ビス タ、 ハル ボナ、 ビグ タ、 ァ 

バグ タ、 セ タル 及び カル カス」 など 稱 へし 人 等 は (一章 十 節) 其當 時に 在て は 大王の 寵臣でありまして、 

忠臣で ある、 愛國 者で あると 云 はれて 世に 持噺 された 人物で ありました らふ、 然るに 彼等が 王に め 

し 事柄に 由て 彼等 を 評し ますれば、 彼等 は 王に 對し 少しも 誠實の 念を懷 かない 人 等でありまして、 彼 

等 は 自己の 恨を晴 さんが 爲 めに は 廢 后の 沙汰 を さ へ 王に 獻言 する に 躊躇し ない 人 等で ありました、 

殊に 時の 總理 大臣と も稱 すべき ハ マ ン に 至りまして は 心に 名利の 外 一 物を蓄 へない 人物でありまして" 

君寵 一 たび衰 へし 曉には 何の 取 所 もない 極く 詰らない 人物で ありました、 爾 うして 斯 かる 惯 なき 無 

能漢が 國務柩 要の 地位に 立ち 億兆の 生命 與 奪の 權を 握って 居った 事 を 思 ひます る 時に、 東洋風の 政治 

なる もの は 如何に 危險 極まる もので あるかぐ 面前に 示されまして、 私共 之 を 讀んで 莊嚴を 飾る 宮廷の 

生涯 は； W の 前と は 云 はすと も、 史家の 裁判に かけて は 何ん と 卑しい もので あるか を覺 るので あります- 

000000000000000000000000000  •  :r  Z  1 ) ^  ？  i-o  . 1 >  ,s  ？ 

以士帖 書 は 其 一 面に 於て 東洋 的 政治の 裏面の 曝露であります 之に 由て 波斯 大帝 國の 基礎て すら 虛の 

虚 なる 者で ある 事が 示された のであります、 サ ラミス、 ブラ テ ャの戰 場で 大敗 を 取りし 所以の もの は 

波 斯軍を 指揮せ し アル クバ ザス、 マ ルド - ーァス 等の 將官の 無能に 在った ので はなく して、 遠く シ ュ シ 

ヤン 城 5： 九重 雲 深き 邊の 奢侈 娃縱 懦弱に 於て 在った 事が 判 かります、 斯くて 舊約聖 害 中の 以士帖 書 は 

之 を 史學の 太祖へ ロド ー タスの 著に 成る 希 臘史と 併び 讀んで 一 つの 犬なる 一 i 昔 書と なる ので ありま 
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す。 

今 東洋人の 模範た る 波 斯人を 離れて 常に 自由の. 14.: 氣を 呼吸し 來 りし 希伯來 人の 事績 を稽 へて 御覽な 

さい、 兩 者の 間に は 殆んど 天壞も 管なら ぬ 差別が ある ことが 分ります、 卽ち 阿諛、 佞奸、 追從、 詔媚 

の 術の 外、 何事 を も 知ら ざり し 波 斯國の 朝臣 等に 對 して 希伯來 人たり し モル， デ カイ を 較べて 御覽 なさ 

い、 私共 は 彼れ モ ルデ カイに 於て 今より 一 一千 ral 百年 前の 往昔に 一 人の 自由の 人 を 見 止む るので ありま 

す、 滿朝舉 つて 權に 阿り 威に 屈服す る 時に 方って、 玆處に 一 人の 腰 を 曲げない 人が 居りました。 

王の 門に ある 王の 諸臣 みな 跪きて ハ マン を拜 せり、 是は 王斯く 彼に なす 事 を 命じ たれば なり、 然 

厶厶 厶厶厶 な <3<3<"A 厶厶厶 厶<:<:<1厶<3 

れ ども モルデカイ は 跪かす 叉 これ を拜せ ざり き  ハ マン、 モルデカイの 跪かす、 また 

己れ を拜 せざる を 見 たれば ハ マ ン 忿怒に 堪へ ざり し (第三 章 二  — 五節 )o 

時の 文明 世界の 半分 以上に 君主たり し 大王の 寵臣の 忿怒 を 買 ふ も 自己の 人た るの 威 權を濱 さない と 

いふ モ ルデ カイ は 確かに 太古 時代に 於け る 自由の 主唱 家でありまして、 英の ハ ムプ デン、 米の ヮ シン 

トン、 リン コル ン 等の 先驅で ありました、 然れば 彼れ モルデカイが 王に 對 して 不忠 不實の 人で ありし 

かと 云 ふに 決して 爾 うではありませんでした、 彼 は 王 を 暗殺 せんとす る隱謀 ある を 聞知し まして、 直 

に 之 を 王に 密告す るの 途を 取りました (： 六 章  一、 二、 三 節〕、 彼 は 侵人ハ マンに 對 して は 少しも 屈し ませ 

ん でした が、 王に 對 して は 少しも 非禮の 行爲に 出で ませんで した、 殊に 其從 妹なる H ス テル を 養育し、 

常に 彼女の 庇 保 人の 地位に 立って、 少しも 自己の ために 求む る 所な かりし が 如き は 彼が 今日 所謂る ゼ 

ン卜ル マンで ありし こと を證 する に 足ります (二 章 七 節、 仝 十一 節 等參考 )、 敵と して ゼル キゼス 王を迎 

へし 雅典、 スパルタの 勇士 等が 反抗 獨 立の 態度に 出で たの は 敢て赏 する に 足りません、 モルデカイ は 


s ふく てんじゅ 5  , 、わち 5 

宮廷に 在て、 而 かも 東洋風の 跪 服！？ ii 從の 渦中に 在て 獨り 儼然として 人た るの 彼の 威權を 維持した ので 

あります、 彼 は 確かに 主義の 勇者であります、 此點に 於て は、 H リャ、 ダ 一一 エルに も 劣らない 信仰の 

戰士 であります、 爾 うして 自由の 微塵 だ も 解し ない 二 干^ 百年 前の 波斯 朝廷に 在て、 自由の ために 斯 

くも 大膽 なる 抗立 を爲 したる モルデカイ を產 出した のはィ ザャ、 ヱ レ ミヤの 說 いた ェ ホバ の 宗敎を 除 

いて 他の ものではありません。 

以士帖 書の 女 主人公 は 勿論 H ス テル 女であります、 彼女 はもと ハダ ッサ と稱 びまして 彼女の 從 兄に 

當るモ ルデ カイに 養育ら れた 者であります (二 章 七 節〕、 H ス テルの 名 は 彼女が ァ ハシュ H  ロス 王の 后 

となった 後で 與 へられた ものでありまして、 是はバ ビ 口 ン 人の 崇拜 した 女神 イス タ ー (Istal.) の 名 を 

取て 附け たもので あります (『與 國 史談』 バビ -ー  ァの章 參考— 本 全集 第二 卷收錄 )、 其 顔貌の 美 を賴ん 

で縱令 大王 なれば とて 異敎 信者の 妻妾の 一 人に 舉 げられ たと は 猶太 人の 理想から 云へば 大に 非難す ベ 

き 所 はあります るが、 然し 旣に 百餘 年の 間 他 國の捕 慮と なり 居りし 國民 中の 婦女子の 爲 した 事と して 

見れば、 是れ亦 左程に 責 むべき 事で はない と 思 ひます、 「沒藥 を 用 ふること 六 ヶ月、 また 备樣 の薰物 

及び 婦人の 潔淨 事に あつる 物な ど を 用 ふること 六 ヶ月」 (二 章 十二 節) と は婵妍 たる 彼女の 姿 を 面前に 

見る やうでありまして、 彼女に 別に 何に か 冒 かすべからざる 所が あら ふと は 少しも 思 はれません、 彼 

女 はた 額貌 いと も麗 はしき 從 順なる 愛らしい 猶太 人であった ので ありました らふ、 然しながら 彼 

女 も 猶太 婦人で 有ました から 波斯 朝廷の 後宮 佳歷 三千 人と は自づ から 質 を 異にしました、 メリアム、 

デボラ、 ャ H ル 等の 賢 婦人 を 出した 猶太 民族の 中に 生れし H ス テル は 身 は 錦 纏に 纏 はれて 君主の 側に 

待べ るに 至りましても 彼女に ド コ にか シ ッ カリと した 所があります、 猶太 人 は 凡て 愛國 者であります、 
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繭う して 國の ためと あれば 其 婦女 も 身命の 危 きを 省みません、 織 弱なる H ス テル も 彼女の 胞を救 は 

んが爲 に は 彼女に 取て は 最大の 危險を 冒しました、 以士帖 書の 美 は H ス テル 女が 猶太 民族 救援の 請願 

を！！ らして ァ ハシュ H  ロス 王の 前に 出で し 時の 記事に 於て 中 集して 居ます (五 章  一、 二， 三 節)、 此 時に 

於け る 彼女の 心の中の 苦し さは 如何ば かりで ありました らふ。 

王の 諸臣 及び 諸 州の 民み な 知る、 5- にも あれ、 女に も あれ、 凡て 召されす して 內 庭に 入て 王に 到 

る^ は必す 殺さるべき 一 の 律法 あり、 され ど 王 これに 金圭を 仲れば 生く る を 得べ し (四 章 十 一節) 

兩制國 の 法律と して 今日から 見れば 實に笑 ふに 堪 へたる ものであります が、 然し 其 下に 立ちし H ス テ 

ルに 取て は 之 を 犯 かす は 死生の 問題でありまして、 非常の 決心 を爲 すに あら ざれば ァ ハシュ H  0 ス王 

の 忿怒 を 冒し て 彼に 近く こ と は 出来ませんでした、 モル、、 テ カイが 猶太 民族 の 危急 を吿げ て 彼女 の 決心 

を 促が せし 言辭は 聖書 中 有名なる 言 辭の 一 つであります。 

汝 若し 此 時に 方り て默 して 言 はすば 他の 處 よりして 助援 と救拯 ユダヤ人に 興らん、 然れ ども 汝の 

厶 <3 きさき 厶 △△△ 厶厶  <:<1厶<-<1<1<1<3  △△△△△△  <3 厶厶 <： 

父の 家 は 亡ぶべし、 汝が 后の 位 を 得た る は 此の 時の ためなり しゃも 知る ベ か らす C 四 章ト四 節) 

遠慮深き は 女 の 常 性で あります" 殊 に獨 り異敎 信者 の 中に 在て 特種の 宗敎を 信す る 事 で あります れ 

ば 一 歩 を 誤てば 同 悲の嘲 を 招く のみなら す、 彼女の 場合に 於て は 位 を 失 ひ 恥辱の 最後 を 遂げなければ 

なりません、 上の 者 は 下の 者の 心 を 知りません が、 亦 下の 者 も 上の 者の 心 を 知りません、 斯 かる 場合 

に 於け る 大宮人の 心 は 大宮人 ならでは 利り ますまい、 若し H ス テルが 普通の 婦人で ありましたならば 

彼女 は獨り 自己の 心に 首 ふたで ありませ う。 

妾は纖 おき 婦人の 身で あれば 獨り 自己 を愼 みて 婦女た るの 道を盡 せば 足る、 何ん ぞ 進んで W 事に 


干與 し、 我が 國民 のために 竭 すを須 ゐん、 是れ 男子の 爲 すべき 事に して、 女子の 關 する 所に あら 

す 

と、 然しながら そこが 猶太 婦人であります、 神の Gi- のた めと なれば 彼女 は 身命 を抬 てなければ なり ま 

せん、 彼女 は 猶太 敎の主 3 曰に 循 つて 爾ぅ敎 育され ました、 「汝 にして 今默 して 言 はすば 他の 虚 よりし 

て 助 援と拯 救 ユダヤ人に 興らん」 と、 或は 天の 星 を 以てして か、 或は 路傍の 石 を 以てして か、 祌は其 

選民 を 救 ひ 給 はん、 「汝が 后の 位 を 得た る は 此の 時の ためなり しゃも 知る ベから す」、 是れ エステル 

に 取て は 實に强 ぃ勸吿 の言辭 でありました、 「汝が 后と なりし は 綺羅 粉 黛に 身 を 飾らん がた めに 非す、 

亦瑤 車に 乘 りて 萬 人の 崇拜を 受けん が爲 めにあら す、 皇后た るも宮 女た る も 猶太 婦人に 取りて は 神と 

同胞と に對 して 盡 すべきの 職責 を盡 さんため なり」 と、 此 天職の 觀念 がありまして、 以士帖 書 も 確か 

に 聖書の 中に 人るべき の 價値ぁ る 書で ある こ とが 判ります 、 神の 選民なら では 皇后た る を 以て 身 を 同 

胞 のために 獻す るた めの 大 なる 責任の 地位で あると は 思 ひません。 

故に 皇后 H ス テル 終に 意 を 決し 返 辭をモ ルヂ カイに 送りました。 

ェ ス テル また モ ルデ カイに 答 へ しめて 曰く、 汝往 きて シュ シャンに をる ユダヤ人 を 悉く 壤 めて 我 

がた めに 斷食 せよ、 三日の 間夜晝 とも 貪 ふこと も飮 むこと もす る 勿れ、 我と 我が 侍女 等 も 同じく 

斷食 せん、 而 かして 我 律法に 背く 事 なれ ども 王に 到らん、 我 もし 死ぬべく ば 死ぬべし (四 章 十五， 

十六 節) f 

優しく も あり、 健氣 にもあります、 彼女に 祈禱の 精神が あります、 亦た 彼女に 死 を 決した る 心が あり 
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勿 レ謂裙 欽枓， 事 危 陽 氣向處 山 可レ摧 

勿レ謂 妙齢 不， 堪レ戈 至誠 闽有， 1 鬼神 知- 

此 至誠と 決心と が ありて 何事 も 成らん ことはありません、 纖 弱なる H ス テル も斷 食と 決心と に 依って 

勇者と なりました、 彼女 は 終に 王に 近づきました、 爾 うして 彼女の なすべき 事 を爲し 遂げました。 

勿論 モルデカイと 彼女と が 王の 權威 を藉 りて 爲 した 事柄に 就て は 我々 キリ ス トを 信す る 者の 眼より 

見て 少しも 赞同を 表する 事 は 出来ません、 

ェ ス テルい ひける は 王 もし 之 を 善と し 給 は 願く はシ ュ シャ ン にある ユダヤ人に 允して 明日 も 今 

日の 詔 匕 曰の ごとくな さしめ、 且ハ マンの 十 人の子 を 木に 懸けし め 給へ、 王 かく 爲 せと 命じ シュシ 

ヤンに おいて 詔 33 を 出せり、 ハ マンの 十 人の子 は 木に 懸けら る、 ァ ダルの 月の 十 ™: 日に シュ シャ 

ン の ユダヤ人 また 集まり シ ュ シャン の； M: にて 三百 人 を ころせり、 然れ ども 其 所有物に は 手 を かけ 

ざり き、 王の 諸 州に ある その 餘の ユダヤ人 もまた 相 集まり、 立てお のれの 生命 を 保護し、 その 敵 

に 勝て 安んじ、 おのれ を 悪む 者 七 萬 五 千 人 を ころせり、 然れ ども その 所有物に は 手 を かけ ざり き 

(九 章 十三— 十六 節， > 

是れは 勿論 キリストの 精神ではありません、 是れは 目に て 目 を 償ひ齒 にて 齒を償 ひ、 爾の隣 を 愛み て 

其 敵を憾 むべ しと 言 ふ舊約 時代の 古い 精神であります、 我等 は 勿論 是を擧 ぶの 必要はありません、 然 

しながら 其 時代に 在て は 最も 危險 なる 場合より、 ユダヤ人が、 皇后の 地^に 上げられし 此ー 婦人 H ス 

テルの 英斷に 由て 救 はれし と： ぶふ 一 事に 至て は、 れ其 中に 深い 攝理の 籠って 居る 事でありまして、 

我々 は 能く 此 記事 を翫 味して 深き 眞理に 接する ことが 出来ます。 


私は此 講演 を 終る に 方？ 敎授 アデ ネ， 氏が w  士帖 書の 註解に 於て 述べし  一一 f 譯 して 諸君に 默じ やうと 

す。  - 

祌に關 する 智識に 次いで 最も 肝要なる 者 は 人に 闢 する 智識なる が 故に. 吾人 は此 第二の 名譽の 地位 をい j{ れの 

學 書よりも 實 シ T クスビ ャの 作に 獻ぜ ざらん や， 而 して 若し 然リ とすれば シ ェ ク ス ビヤに 類す る 筆法 ま 

て 人 を 示現せ し 或る 一 つ の 記錄が 聖書の 或る 一 書の 中に 含まれ をる 事 を 感謝せ. さらん や。 

以士帖 書 は 寅に シ ェクス ビヤの 奢 作に 類して 人情の 示現， 亦 其 犬なる 福音書であります。 


H ス テル 書の 研究 


其  一 H ス テル 書の 紹介 

H ス テル 書 第一章 並に 第 九 章 

1 日より H ス テル 書の 研究 を 始め やう， fe ふ。 H ス テル 書 は 人の 滅多に 讀ま ない 零 ある。 是逢 

^ で 信 f 上。， - にきなら ない と 思 はれる からで ある。 之を醫 して 神なる 文字に  一 f 出會 よない r 

全然 此 世の 歷史の 一部分で ある やうに 見える。 故に ル ー テルの 如き は 之 を 卑下して 揮から なかつ 

彼 は 曰うた、 「此 書は經 典の 內 I か， も、 余 S 斷に 依れば、 此書は 他の 孰れの 書よりも 先き こ 
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聖書の 內 より 除外 せらるべき 者で ある」 と。 聖書 六十 六卷の 内より H ス テル 書 を 除外す る も、 基督 信 

者 は 何の 損失 を も 感ぜざる べしと は 大抵の 人の 思 ふ 所で ある。 

然し ユダヤ人 は此 書に 封し 多大の 尊敬 を拂 ふ。 彼等 は 毎年 一 囘 プリムの 節に 必す此 書を讀 む。 H ス 

テル 書 は ユダヤ人の 民族性 を 維持す る 上に 於て 必要 缺 くべ からざる 書で ある。 其 现由は 之 を讀ん で M 

人に も 能く！： 明る。 ユダヤ人の 年中行事に 五大 節が あった。 丁度 日本の 節句の やうな 者であった。 其 

第 一 が 逾越節 0^ ぎこし のい は ひ)、 其 第一 一が ベ ンテ コ ステ卽 ち 五 句節、 第三が 構應節 (かりほす わ 

ひの いは ひ)。 以上が ユダヤ人の 三大節であった。 其 他に プリムの 節が あった。 それ は逾越 節より 一 

ヶ月 前に 守られた。 之に 獻 堂の 節 を 加へ て 五大 節に 成る。 そして H ス テル 書 は プリムの 節の 起原 を 記 

した 書で ある。 それ故に ユダヤ人に 取り 贵 いので ある。 事 は ェ ス テル 書 第 九 章、 殊に 其 第一 一一 一節 以下 

に 於て 詳か である。 

O000O00OO0000000000000O 

そして 我々 クリスチャンに 取り 與味 多き 事 は、 我々 の クリス マ ス 祝賀 會が其 起原 を ユダヤ人の プリ 

00OOOOOOOO0 

ム の 節に 持った 事で ある。 

此兩日 (ァ ダルの 月の 十 g: 日と 十五 日) に ユダヤ人 その 敵に 勝ちて 休み、 此日は 彼等の 爲に 憂愁 

よろこび  かなしみ  よ ？ ひ 

より 喜 樂に變 はり、 悲哀より 吉日に 變 りたれば、 是 等の 日に 酒宴 をな して 喜び、 互に 物 を やりと 

I. て ごこし 

りし、 貧しき 者に 施 與を爲 すべし と 論し ぬ。 

と ある (二十 二 節)。 此 習慣が 基督 敎會 に傳 はりて、 それが 今日の クリスマスの 節と して^る ので ある 0 

斯 くして 我等 は 思 掛けな くも、 人に 省みられざる 舊ぃ此 H ステル 書に 於て、 我等が 毎年 樂 しむ クリス 

マ ス の 由 來を發 見す るので ある。 


時 は キリスト 降 世 前の 四百 七 八十 年-頃であった。 ペルシャ 王朝 時代であった。 アツ シリャ も バビロ 

ンも 亡びて ァリ ヤン 人種の ぺ ル シャ K 族が 西部！ 01 細 亞に莉 を 揮 ひし 頃であった。 古い 昔で はあった が、 

アブラハム、 モ ー セ 等に 比 ぶれば かに 新しい 時代であった。 預言者 ダニ  H ル より 少し 後の 事、 ュダ 

ャ 人が ァ レ キ サン ドル 配下の ギリシャ 人に 接觸 せる より 百年 以上 も 前の 事であった。 其 時に エステル 

書の 記す 事が 起った ので ある。 そして 其 地理 は 如何と 云 ふに、 r ァ ハシュ H  P ス卽ち 印度より H テオ 

ピ ャ まで 百 一 一十 七 州 を 治めた るァ ハシュ H  & ス の 卅」、 彼れ シ ュ シャン 城に て國の に 坐し 居りし 當 時」 

と ある (一章  一、 二 節： )o 印度より ェ テオ ピャまで、 其 都 はシュ シャンと 云 ふので ある。 東 は 印度の ィ 

ン ダス 河の 邊 より、 西 は 埃 及の ナイル 河の 上流に 至る まで、 それが ァ ハシュ H  口 ス 王の 治む る 國の廣 

さであった。 人：' の歐洲 大陸 又は 北米 合 衆圈位 ゐの廣 さであった。 其 廣大の 國土を 一 人の 王が：！ S めた の 

である 。其內 に 今の ペルシャ、 ァフ ガー 一 スタン、 ベルチ スタン、 メソ ボタ ミヤ、 トルコ、 ァラ ビヤ、 

シ リャ、 パレスチナ、 H ヂプト 等が あって、 實に 廣ぃ國 土であった。 そして 其 都 (實は 冬の 都) はシ 

ュ シャン 一 名スサ であった。 ぺ ル シャの 西南 ザグ n ス 山脈の 西 斜面に 方り てチ グリス、 ユウ フラ テ兩 

大河の 平野に 臨んで ゐた。 

ペルシャ 人 はァリ ヤン 人種であった。 故に 今の ョ ー 口 ツバ 人に 似て、 ァラ ビヤ 人、 ユダヤ人、 スリ 

ャ人 等の セム 人種と は 全く 人種 を 異にした。 彼等 は 地理 學 的に 言へば アジ ャ 人であった が、 人種 學的 

に 言へば ョ ー n ツバ 人であった。 ペルシャ 人 は ギリシャ 人 程に 進歩して ゐ なかった が、 ユダヤ人、 ェ 

ヂプト 人 等よりも 優等の 民であった。 彼等の 政治に 秩序が あり、 其 法律 は嚴 格であった。 我等 は H ス 

チル書 を讀ん でべ ルシャ 人の 國民性 を 大分に 窺 ふ 事が 出来る。 彼等の 國 語が 非 セム 人種的で ありし 事 
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は、 書屮 記載す る 所の 人名に 由て 知る ことが 出來 る。 殊に tha 叉 は atha に 終る 者 多き に 注意せ よ。 

, 王 ァハシ ユエ 口 スは 普通の 世界 歷史で 云 ふ Xerxes ゼル キゼス である。 これ は ギリシャ 人の 呼び 方 

であって、 それが 史上の 名に 成って 了った ので ある。 ペルシャ 語の I&shayarsha であって、 それ 

を ユダヤ人 はァ ハシ ユエ 口 スと 呼んだ ので ある。 ゼ ルキゼ ス 一 世 は 紀元前 叫 八 五 年より N 六 五 年まで 

位に 在った。 ギリ シャ 征服 を 試み、 サラ ミ スの 海戦に セ ミ ス トク レ ス の 敗る 所と なり、 本國に 逃げ 歸 

つた 者で ある。 

其 二 女王 ヮシテ の沒落 

H ス テル 書 第一章  . 

エステ ル書を 蒙る に 最も 善き 途は之 を， 靴と して 見る ことで ある。 それ は此 書が 劇と して 作られた る 

者で あるから ではない。 是 は事實 有った 事で 歷史 である。 然し 莨 は 小説 以上で あると 云 ふやう に、 

世に は 劇的 事實が 掛 くない。 歷史は 凡て 之 を 正 當に解 すれば 劇的 事實 である。 H ス テル 書の 如き は 其 

の 最も 明かなる 者で ある。 此 W が 殊に 贵き 所以 は、 それが 劇的 事實を 記す 者で ある 故で ある。 

舞毫 はべ ルシ ャ帝國 の都シ ュ シャンで ある。 そして 其 所に 現 はれる 者が 多くの 人物で ある。 先づ第 

一 が 大王 ァ ハシュ H  a ス である。 次ぎが 初めの 女王 ヮシテ である。 彼等に 附添 ひて 侍 從が七 人、 牧伯 

が 七 人 ある。 其內 特に 注意す べきが メム カンで ある。 是 等の 人物に 由り て- 所謂 「剠 中の 人物」 に 由 

りて、 第一 幕の 女王 ヮシ テの沒 落の 段が 演ぜられ るので ある。 大王の 大酒 宴 は 半年の 長き に涉 つた。 


酒宴 は 盛大 を 極めた。 

金の にて 酒 を 賜 ふ、 その 杯 は此と 彼と 各々 異なり 王の 用うる 酒 を 賜 ふこと 夥し、 誠に 王の 富に 

適へ り、 その 飮 むこと は 法に 合 ひて 誰も 強る こと を爲 さす、 そ は 王、 人 をして 各々 己れ の 好む 如 

く爲 さしむべし とその 宮內官 に 命じ たれば 也。 

と あるが 如し。 そして 歡樂絕 頂に 達した 頃に、 王は豫 て計畫 して 置きし 通りに、 女王 ヮシテ が 盛装し 

て 大衆の 前に 現 はれん こと を 要求した。 此は 彼の 誇りで あり 叉 威權を 示す 爲 であった。 然るに、 何 を 

思 ひけん、 女王 は 出る こと を 担んだ。 或は 大王の 寵愛に 狎れ て氣儘 勝手 を爲 したの かも 知れない。 或 

は 彼女が 宮廷に 大權を 揮 ふ 某 大官の 娘であって、 父の 威權を 笠に 着て 王 命 を 担んだ のか も 知れない。 

何れに し ろ 此際此 態度 に 出る は 王 を 侮辱す る 事 甚だ しい 行爲 である。 「王 犬に 憤りて 震 怒 その 衷に燃 

ゆ」 と ある は 尤も 至極で ある。 兹に 於て 王は斯 かる 場合に 於て 如何に 虚 すべき 乎 を 顧問の 大官に 尋ね 

た。 玆にぺ ルシャ 及び メ、、 テャの 牧伯七 人が 帝圍 最高 諮問 府の 議官 として 審議 を 凝らし、 メム カン は 彼 

等 を 代表して、 其 議決 を 王に 上奏した。 

女王 ヮシテ は 唯 王に 對 ひて 惡 事を爲 したる 而已 ならす、 凡ての 牧伯 及び ァ ハシュ H  口 ス王 治下の 

あ ね 

諸國諸 民に 對 ひても 亦 之を爲 せり。 女王の 爲 せし 此事徧 く 凡ての 婦女に 聞え、 彼等 終に その 夫 を 

.54 ろしち 

藐視て 一一 目 はん r ァ ハシュ H  n ス王、 女王 ヮシテ に 己れ の 前に 来れと 命じたり しに 來ら ざり し」 と。 

而 して 女王の 此行爲 を 聞け るべ ル シャと メデアの 凡ての 夫人 も 亦 八 マ 日 凡ての 王の 牧伯 等に 此 くの 

:. かり  V6 し 

如く 一一 目 はん。 然 すれば 必す輕 蔑と 忿恚 多く 起るべし。 王 もし 之 を 善と 視 たま は 5^ ヮ シ テは此 後. 冉 

び ァハシ ユエ 口 ス 王の 前に 來る ベから すとの 王 命 を F し、 之 をべ ルシャ とメ， チアの 律法の 中に 記 
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人して 管る こと 無から しめよ、 而 して 女王の を 彼女に 勝 さる 他の 者に 與へ 給へ。 王の 下し 給 は 

ん此？ i 命、 此大 なる 御國に 網く 聞え 渡る 時 は 妻た る 者 悉く その 夫 を 大小と なく 共に 敬 ふ ベ し U 

と。 そして 王 及び 牧们等 は 之 を 善しと したれば、 其 如く 爲 したとの 事で ある。 卽ち諸 州に 詔 を 下して、 

「凡て sf^ 子た る^ は その 〈ゑの 主たるべ し」 と 命じたり との 事で ある。 

「驟傲 は 滅亡に 先 だち、 誇る 心 は 傾 跌に先 だつ」 と ある (蔵 言 第 十六 章 十八 節〕。 女王 ヮシテ は 驕傲の 

故に 其 位 を 失うた。 驕傲 は SR 子 特有の 罪惡 であって 婦人に 無い と 云 ふ は 犬なる 遠で ある。 謙 遞は婦 

AAAAAAAAAA  AAAAAAAAAA  <<:厶<1<1<1<1<3厶<： 厶厶厶 

人 特有の 美徳で あるが、 一度び 其 反對に 出る や、 婦人の 驕傲 は si^ 子 以上で ある。 婦人 は 其 美 を 誇り、 

僅か 計りの 智慧 を 誇る。 男子 を 御し P つき 者と 思 ひ、 時々 之 を 翻弄す る。 憐む べし 女王 ヮシテ は その 淺 

はかなる 行 爲を敢 てしたの である。 斯か る 婦人 は 男子の 愛 の 如何 に ヂリケ ー ト なる 者なる 乎 を 知らな 

い J 一疋の 死にし 蠅が 高き 香り を 消す が 如くに、 一 11 の不行 機が 男子の 愛 を 消す。 是は 大切に 保存す 

べき 者で ある。 男子の 愛の 强 きに 狎れて 之 を 濫用して はならない。 そして 近代 婦人 は 全體に 女王 ヮシ 

テの 後に 從 ひつ、 あるので はない 乎。 男子が 婦人 を 弄んだ 時が 去って 婦人が si^ 子 を 弄ぶ 時が 来たので 

ある。 「凡て 男子た る 者 は その 家に 主たるべ し」 と はべ ルシャ 王の 詔 勃であって、 東洋 道 ri3 の 精華と 

して 實に贵 きもので ある。 然るに 4?- や 女子た る 者が 家の 主權を 握らん としつ、 ある。 縦し それが 西洋 

主義で あらう が、 米國 主義で あら， つが、 其 實行は 家庭の 破壞 である、 男子の 墮落 であると 同時に 女性 

の沒 落で ある。 兹 にべ ル シャ =メ 、チアの 聯合 王 國の重 K 等 は 善き 議決 を爲 して 王に 上奏した ので ある。 

ベ ル シャ王 國が猶 ほ 百 五十 年の 生命 を 保った のは斯 かる 健全なる 施政が 行 はれた からで ある。 ゾ ァ 

スト ル敎は 基督 敎と 同じく 「男 は 女の 首な り」 との 主張 を 維持して 亜細亜 道な ハ i の 本 城 を 守った ので あ 


る。 そして ユダヤの 婦人 H ス テル は £=i 細； 亞道德 を 代表して 女王 ヮシテ に 代った ので ある。 西洋の 註解 

者が 此 場合に 王 並に 議官を 責めて 女王に 同情す る は 彼等の 婦人 觀に 依る のであって 我等 は 之に 從 ふに 

及ばない。 

其 三 ヱ ス テル 女の 榮顯 

H ス テル 書 第二 章 

ユダヤ人 は 凡ての 點に 於て 優等の 民で ある。 彼等が 世界 財界の 王者で ある こと は 人の 能く 知る 所で 

ある。 其 他 政治 界に 於て、 文 學界に 於て、 音 樂界に 於て、 第一流の 地位 を 占む る 事 は、 是れ亦 周知の 

事實 である。 其 他に、 亦 多くの 人の 氣附 かざる 事實が ある。 それ は ユダヤ 婦人の 優れたる 事で ある。 

ユダヤ； t 人 は 其 美貌 を以 つて、 其淑 德を以 つて、 時には 其 勇 氣を以 つて、 他國 民の 注意 を惹 いた。 單 

に 美の 一 點に 於て 彼等 は 初めより 有名であった。 ァ ブラ ハ ム の 妻 サラは 美人であった。 彼の 子 イサク 

の 妻 レべカ も 亦 美人であった。 ヤコ ブの妻 ラケル も 亦 美人であった。 父子 孫 綾いて 美人 を 妻に 有って- 

夫れ が爲 に難條 し.^ 事 は 創世記の 錄す 所で ある。 降って モ ー セの姉 ミリアム も 亦 美人で あつたと 云 は 

れてゐ る。 叉經 外典の ュヂス 書の 女主 人 ュヂス は 殊に 優れたる 美人であって 又 烈婦であった。 其 他 亦 

近頃 映 畫に乘 せられし ユダヤ 婦人 メラ ピは 「イスラエルの 月」 と稱 せられて、 埃 及 皇太子 セチの 愛 を 

受けて H ス テルが 爲せ しと 同じ様に 其 同胞 を 救うた との 事で ある。 斯くて ユダヤ 婦人 は 其 美を以 つて 

古代史 を 色彩って ゐる。 
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姝に 注意すべき は ユダヤ ii 人の 美が 劣等の 美で なくして、 高貴なる、 道德 的の 美であった 事で ある。 

サラは 美人であった のみなら す 淑德の 婦人であった。 使徒べ テ 0 が 曰 ひしが 如し。 

妻なる 者よ 汝等 その 夫に 從ふ べし …… 昔し 神に 依賴 みし 架 女 も 其 夫に 服 ひて 此の 如く 己れ を 飾り 

たり。 サラ、 アブラハムに 從 ひて 之 を 主と 稱 へしが 如し。 若し汝等善を行ひ何_3^^をも權れすば，§ 

ちサラ の 子た る toc、 テ n 前書 三 章 一 1 六 節) 

と。 サラは ユダヤ 婦人の 桟範 であった。 美に して 賢、 神 を 畏れて 夫 を 敬うた。 ユダヤ 美人 はべ ルシャ 

美人、 叉 は フランス 美人、 义は 日本 美人と は 質 を 異にした。 肉體 美を聖 むる に 信仰 美を以 つてす る 美 

人であった。 婦人と しての 人間 美 を 最も 完全に 表現す る 美人であった。 ィ H スの母 マリヤが 多分 此點 

に 於て 最も 完全なる 婦人であった らう。 依って 知る 眞 正の 美の 決して 肉體 のみの 美に 非る 事 を。 美顏 

術と 稱 して、 近代 科 學を利 ffl して 如何に 容貌の 美 を 計る とも、 人間 美は斯 かる 技術に 由て 發 揮し 得ら 

る、 もので ない。 人間 美 は肉體 美に 加 ふるに 道德 美を以 つてした る ものである。 ゴ 一ル ドス ミ ス の 

The  \lcar  of  wukeneld に霄 へる が 如くに 

Beautiful  is  tliat  l〕eautilul  dees 

美 を爲す 人、 其 人が 美人で ある 

である。 巷間 持 # さる の 東京 美人 叉 は 京都 美人 を モデルと して 天使 を畫 くこと は 出来ない。 そ は 

彼等の 美に 品性が 無い からで ある。 ユダヤ 美人 は 品性に 基ゐ する 美人であった。 故に 殊更に 美し かつ 

た。 日本 婦人 も亦衷 より 己 を 美しく する 技術 を學 ばねば ならぬ。 

エステル 女 は ユダヤ 美人の 一人であった。 彼女 は 世に 謂 ふ 不幸の 女であった。 幼に して 父と 母と を 


失 ひ、 彼女の 從 兄 モルデカイの 養 ひ 育つ る 所と なった。 そして シュ シャンの 城市に 在りて、 大王が 美 

人 を觀し 求む ると 聞いて、 その 召集に 應 じたれば、 選ばれて ハ レ ム卽 婦人の 局に 人り、 其 處に營 養、 

修飾の 課程 を經 て、 大王に 侍つ くの 人と なった。 そして 忽 にして 大王の 寵愛 を 受けて、 女王の 冠 を その 

首に 置かれて、 宮廷 第一 の 人と 成った と 云 ふ。 事 は亞細 亜流の 專制君 の 宮廷に 在った 事で、 決して 

美 はしい 事に 非る は 言 ふまで もない。 然し 斯 かる 事 は 在り 得た ので 叉 在った ので ある。 イスラエルの 

國に 於て すら、 大王 ダビデ はへ テ人 ゥリャ の妻バ テシバ を 舉げて 女王と した。 支那に 在りても 「天の 

15 る 麗質 は自 から 棄 難し、 一朝 選ばれて 君 王の 側に 在り」 と G 樂 天に 依て 歌 はれし が 如くに、 如此き 

事 は 幾度 もあった ので ある。 斯 かる 事 は道德 でもなければ 叉敎訓 でもない。 只歷 史上 在った 事で ある- 

ふる i ひ. ^ に 

然し 注意す ベ きは斯 かる 境遇に lie- かれし ヱ ス テ ル 女の 身の 振舞 方で ある。 彼女の 從順 なりし 事で あ 

る 0 

彼女 は 婦人 を宰る 王の 侍從へ ガイが 言 ひ 聞かせた る 事の 外に は M を も 求め ざり き、 H ス テル は 凡 

0000000000000  ：  /  ) 

て 彼女 を 見る 者に 悅 ばれたり (十五 節〕 

玆に 彼女の いいや，^ なる 性質 を 見る。 彼女 は 美人 以外に 品性の 婦人であった。 そして 彼女が 女王と 成 

りし 後と 雖も、 彼女の 恩人に して 養父なる モ ルデ カイの 命 を 重んじて 4- まなかった。 

エステル は乇 ル， チカイの 一一 S に從 ふこと、 その 彼に 養 ひ 育てられし. 時と 異なら ざり き (二十 節) 

と ある。 彼女 は榮 華の 地位に 置かれて 義務と 責任 を 忘れなかった。 少しも 己の 美 を 誇らなかった。 自 

分の 氣儘を 行 はすして 何事 も 養父の 助 一 百 を 待って 爲 した。 H ス テル は 美しい 謙 遞 なる 女王であった。 

斯 くして ヮシテ は 商ぶ りの 故に 仆れ て、 H ス テル は 謙 くだりの 故に 擧 げられ た。 H ス テル は 近代 人 
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の所謂る戀の競(.^に於て ヮ シ テ に勝ったの ではなぃ。 自 から 求めざる に 高く 擧 げられ て、 品性 を以 つ 

て 其 地位 を 維持した ので ある。 

其 四 ハ マンの 惡 計 

エステル 書 第三、 第 W 章 

ェ ス テル 書の 示す 所 はべ ルシ ャ帝國 王宮の 裏面で ある。 其內に 多少の 公義 公道の 行 はれざる に は 非 

すと 雖も、 共大體 は； g 寸制獨 裁 政治で ある。 大王の 意志が 實 際の 國 法で ある。 一 人の 人が 印度より 埃 及 

まで 支配した のであって、 彼の ぐボ 俊 勝手が 億兆の 上に 行 はれた ので ある。 今より 見れば 恐ろしい 狀態 

であった が、 然し 斯る狀 態が 人類の 歷史に 於て 數 千年間 續ぃ たので ある。 そして 不幸なる 者 は 被治者 

のみでなかった、 治者なる 王 も 亦 不幸なる 人であった。 或は 彼 は 最も 不幸なる 人で あつたと 云 ふ 事が 

m 來 やう。 i^: 和!..^ な 人.^ \ ^實は 制裁の 無い 人の 如き はない。 唯 我 獨尊は 決して 幸 幅の 立場で ない „ 

:m 俊 勝手 を 行 ひ 得て、 人の 精神 は 萎， 靡し、 品性 は墮 落し、 知能 も亦發 達する の機會 がない。 斯 かる 狀 

態に かれし 者の 2： に 白痴 狂人の 多 いのは 是れ が爲 である。 我國 の歷史 にも 其 實例は くない。 北條 

高 時の 如き、 惡 人と 稱 せんより は 寧ろ 白痴であった。 德川 五代 將軍 綱吉 公の 如き、 聰明の 人であった 

が、 其の 不幸なる 地- 饥に禍 ひされて、 童子に 等しき 多くの 事を爲 した。 其 他、 今日と 雖も、 華族 富豪 

の 子弟の に 狂人に 類した る、 權衡を 失 ひたる 人の 多き は、 是れ亦 同一 の 理由 を 以て 說明 する 事が 出 

來る。 人生 贵き ものにして 責任 觀 念の 如き はない。 是れ ありて 人 は 重味 附 けられて、 知能 を 磨き 品性 


を 養成す るので ある。 責任な き 者 は 底荷な き 船の 如く、 常に 人生の 波に 漂 は せらる。 日本人の 家庭に 

於て、 K 者が 總領に 多くして、 二 男 以下の 者に き 說明も 亦玆に 在る と 思 ふ。 責任、 制裁、 義務の 束 

縛、 人生 實は 斯ん なに 貴い 者 はない。 之 を 忌み嫌 ひて、 责任は 成るべく 之 を 避けて、 氣儘 自由に 生き 

んと 欲する 近代 人 は 人生の 尊 さ を 全く 忘れた る 者で ある。 

そして ァ ハシュ H  & ス 大王が 此禍災 に 見舞 はれた る 好き 實例 である。 彼 は 生れつき 斯 くも 意志薄弱 

の 人でなかった ので あらう。 彼が 若し 普通の 家に 生れし ならば、 普通 或は 普通 以上の 人であった らう。 

然るに 不幸に して 印度より 地中海に 至る までの 莫大なる 領土 を讓り 受けて、 之 を 支配し 得すして 反つ 

て 其 支配す る 所と なった。 彼に 自己の 意志なる もの は 殆んど 無き に 至った。 彼 は 何事 も 時の 感情 CA- 

PRICE に從 つて 行うた。  小なる ギリシャ を 罰せん が 爲に五 百 萬の 大軍を 起し、 へ レス ポントに 橋 を 架 

まる 

して 之 を 歐洲に 運び、 そして 暴風の 之 を破壞 したる を 見て 海 を 鞭ち て 之 を叱咜 した。 全で 小兒の 行動 

である。 そして サ ラミスの 海戰に 大敗して、 勇 I. や 1 所に 消え、 ぺ ルシャ に 逃げ 歸 りて 元の 娃樂的 生涯 

に 人った。 彼が ユダヤ 婦人 H ス テル を 寵愛し 始めた は 多分 此時 であらう。 彼の 好 愛 は 朝と 夕に 變 つた Q 

今日の 寵臣 は 明日の 逆徒であった。 白樂 天の 太 行路の 歌に 曰 へ るが 如くに、 

君 見す や 左 は 納言右 は 納史、 朝に は 恩 を 受け、 募に は 死 を 賜 ふ。 行路 難、 水に 在らす 山に 在らす、 

截 人情 反覆の 間に 在り。 

であった。 亞. 細 -^i 的塑 制の 厭 ふべき は兹に 在る。 

そして 此 時に ァガ グ人ハ ン メグ タ の子ハ マンが 大王の 寵愛 を 受けた ので ある。 彼 は 一 躍して 大王に 

次ぐ、 大帝 W 第一 の 人と 成った ので ある。 
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王、 彼 を 高く して 己と 偕に 在る 凡ての 牧 伯の 上に その 席 を 定めしむ。 王の 門に ある 王の 諸 Hi 皆な 

ひざ * づ 

跪きて ハマ ンを拜 せり (三 章  一， 二 節) 

と ある。 ハ マン の 得意 思 ふべ しで ある。 然るに 玆に 一人、 彼 ハマ ンに 跪かざる 者が あった。 其 人 は ュ 

ダャ人 モルデカイであった。 彼 は 多分 ハ マ ンの爲 人 を 知って ゐ たので あらう。 ハ マ ンに 取りても モル 

ヂ カイ は 身中の i であった らう。 之 を 除かす して 彼の 榮華も 完全に 彼 を 慰む る 能 はすであった らう。 

然れ ばと て 彼れ 1 人 を 除く は餘 りに 易く、 彼に 對 する 彼の 憎惡を 表する に 足りない。 若 かす その 1:^ 挨 

全體を 1 さんに はと、 彼 はさう 決心した ので ある。 そして 彼の地 位に 在りて 之 を 爲すは 至って 容易で 

あった。 王の 許可 は容 a- に 得られた。 王の 寵愛に 由て 得し 大帝 闺 宰相の 地位 を、 彼の 個人的 遣 恨 を 表 

する 爲に 用ゐん とした。 

王に 此事を 言上し たれば 王 は 直に 許可 を與 へた。 王の 眼中 人民 あるな し、 只 「ぉ氣 に 人り」 あるの 

みであった。 直に 國： 颇』 を 刻た る 指環 を 取り 之をハ マ ンに 渡し、 之 を 以て ハ マ ンが思 ふ 儘の 詔勉を 作り 

之 を 天下に 布くべし との 事であった。 廣きぺ ル シャ帝 圃の行 政 機關は 今や 悉く ハ マ ン のチ に^した。 

ァ ダルの 月の トヨ 日に： 入 下の ユダヤ人 は 一 日の. 2： に 殺さる べしとの 勉令 を發 した。 不道理 極まる、 無 

慈悲 極まる： i 令であった。 然し 生命の 安 價き當 時であった。 ユダヤ人 を 絶ち 銀 一 萬 タラ ン ト (凡そ 一 一 

千 萬圆ン を 王の 金庫に 沒牧し 得べ しとの 事であった。 今 も 昔 も 一 般に 憎まる、 ユダヤ人であった。 之 

を全减 したれば とて 誰も 反 對を唱 へやうな く、 ハ マ ンは 人望に 叶 ふ 大計 畫を爲 したので ある。 然れど 

も 神の 選び 給 ひしお である、 其 罪 は大 なりと 雖も其 責任 も亦大 なりで ある。 ユダヤ人 は 一 人の 憎惡ゃ 

大王 Q 無情 ゐで滅 ぶべき li- でない。 


其 五 ヱス テルの 勇敢 

H ス テル 書 第 四 章、 五 章 

ァ ハシュ H  & ス 王の 名 を 以て 發 せられし 詔 励に 由り、 ユダヤ 民族の 全滅が 決せられた。 哭泣號 呼の 

聲は廣 き 帝 國內に 起った。 彼等 は 衣服 を 裂き、 麻布 を 纏 ひ、 灰 を かぶりて、 其堪へ 難き 悲歎 失 §ェ を 表 

した。 然し 如何と もす る 事が 出来なかった。 壓制國 に 於て 行 はれし 事であって、 法律の 生命 を 保護す 

る ものな く、 唯 運命に 默從 する のみであった。 然るに 兹に ー樓の 希望が 存 した。 H ス テルが 今や 大王 

の寵姬 であった。 彼女 を以 つて 王の 心 を 動かし 得るならば、 惡 運に 見舞 はれし ユダヤ人 は 助かる であ 

らう。 尊 制國に 在りて は善惡 共に 專制 的に 行 はる。 王の 意志 是れ 法律で あれば、 王の 意志 を變 へて 何 

事 を も爲す ことが 出来る。 其 時 公義 公道 を唱 ふる も 全く 無益で ある。 ハ マ ンは 大王の 意志 を藉 りて 彼 

の 惡計を 行 はんとした。 若し 彼れ 以上の 寵臣 ありて 大王の 意志 を 翻へ す きが出来れば、 其惡計 は無效 

に 終る ので ある。 

そして 運 八 叩 は玆に ユダヤ人の 爲に救 扬の途 を 偏へ た。 モルデカイの 養女 H ス テル は 令 や 選ばれて 君 

王の 側に 在った。 若し 彼女 を以 つて 王の 心 を 動かし 得るならば 惡 運に 定められし ュ ダャ人 は 救 はる- 

であらう。  然し 王 は氣儘 勝手の 専制君主 である。 殊にべ ル シャ國 の 法規と して 「SR にも 女に も あれ、 

凡て 召されす して 內 庭に 入りて 王に 到る 者 は必す 殺さるべし」 と 云 ふの があった。 寵姬と 雖も漫 りに 

王に 近づく こと は 許されなかった。 故に 此 場合に、 H ス テルと 雖も、 死 を 決する にあら ざれば、 大王 
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に 近いて 王に 哀願す る こと は 出来なかった。 其邊に 彼女の 苦心が あった。 そして 彼女が 躊路 ひつ、 あ 

りし § ^に、 モルデカイ は 彼女に 一一 一一 口 を傳 へて 曰 はしめ た、 曰く 

汝 もし 此 時に 方り て默 して 一一 一一 n はすば、 他の 慮より して 援助と 救拯と ユダヤ人に 舆 らん、 汝が 女王 

の K を 得た る は 此の 如き 時の 爲 なるや も 知る ベ からす (四 章 十四 節〕 

と。 是は 文字 は然ら すと する も、 意味 はたし かに 信仰の 言葉で ある。 モルデカイ は堅實 なる ユダヤ人 

であった。 故に 彼 は 彼の 民族の 全滅 を 信じ 得なかった。 此危 急の 場合と 雖も 援助の 必 す到來 する を 信 

じた。 彼 は H ス テル を經て 此拨 助は來 るな らんと， 思附 きし も必 すし も 彼女に のみ 頼らなかった。 彼に 

彼の 民族の 永 檨に關 する 傳統 的確 信が あった。 故に 彼 は 彼の 養女 H ス テルに 一一 H を傳 へて 曰 はしめ た、 

「汝 もし 此 時に 方り て 沈默を 守り 袖 手傍觀 するならば、 救 扬は汝 に 由ら すして 他の 虚 より 到る であら 

う」 と。 然し H ス テルに 取り 此時 民の 爲に盡 す は名譽 であり 又 義務で あり 叉 攝现の 命す る 所では ある 

まい 乎。 彼女が 思 はざる に斯 かる 榮 華の 地位に 置かれし は此 場合に 民 を 救 はん 爲で はなかった 乎と、 

モ ルデ カイ は H ス テルに さう 一一 一一 口 ひ 遣 はした。 

ユダヤ人に 於て 日本人に 於け るが 如くに、 愛國は 最大の 義務であって 彼等の 宗敎 であった。 彼女の 

天性の 美質、 彼女が 選ばれて ペルシャ 帝國の 女王の 冠 を 戴く に 至りし 理由、 是れ 皆な 彼女の 爲で たく 

して、 彼女の 國民を 救ふ爲 であった。 思へば 奇 しき 運命で ある。 早くより r 枫兒 となり、 從 兄に 養 はれ- 

終に 女王の 位に 上げられた。 幸運と 云へば 幸運で ある。 然し 之に 與 りて 人生 を享樂 する 爲の 幸運で な 

かった。 義務 を 果たす 爲の 幸運であった。 よし生 命 を 賭して 義務 を果 さう と 彼女 は 決心した。 美 人工 

ス テル は 今 は烈 ilH ス テルと 成った。 然し ユダヤ 流の 烈婦であって、 日本 流と は異 ふ。 劍を懷 にして 


敵に 臨む ので はない、 生命 を 賭して 民 を 救 はんと 欲する ので ある。 勇ましく も ある、 亦 優 さしく も あ 

る。 東海 散お 作 「我 所思 行」 の 一 句が 思屮 I さる。 

勿 裙欽 料， 事 危 陽 氣向處 山 可レ摧 

勿レ謂 妙齢 不：， 堪 A 戈 至誠 固有-鬼神 知- 

彼と 我と は 少しく 異ふ。 乍 併 美人と 云へば 唯 美に 生きて 義を問 はざる 者と 思 ふ は、 我 も 彼 も 同じく 否 

おする 所で ある。 H ス テル 女 は 完全なる 基督 敎 婦人ではなかった が、 美 を義と 離して 考 ふる 近代 婦人 

と は 全然 違 ふ。 彼女 は モルデカイに 返辭 して 曰 はしめ た、 

シュ シャンに 居る ユダヤ人 を 悉く 集めて 我が 爲に斷 食せ よ、 三日間 晝夜 共に 食を斷 ち、 飮を斷 つ 

べし。 我 も 我が 侍女 等と 同じく 斷食 すべし。 而 して 我れ 法規 を 犯して 王に 至らん、 我れ 若し 死ぬ 

0  0  0  0  0  0  0 

ベく ば 死ぬべし (四 章 十六 節〕。 

斯 くして H ス テル は 盛装して 死 を 決して 內 庭に 入りて 王に 近いた。 然るに 何ぞ 計らん 王 は金圭 (统〕 

を 仲べ て 彼女に 接近 を 許した。 玆に 彼女の 生命 は 安全な りしの みならす、 却って 優渥なる 寵愛の 詔に 

接した。 兹に 於て 民の 救 はる &途が 開けて、 H ス テル は 生命 を棄 て、 掛 つて 却て 之 を 全うした。 

傾國の 美と 稱 して、 昔より 美人 は 人 を 害 ひ、 國を 傾く る ものと 云 はれて 居る。 支那の 楊 貴妃、 エヂ 

ブトの クレオ パ トラ、 我 國の勾 當の內 侍が 善く 引かる \ 例 である。 然れ ども 美人 必 しも 國を 傾けない- 

美 其 物 は 神の 賜物であって 善き 物で ある。 只 「美 を 何の 爲に 用ゐる 乎」 それが 問題で ある。 美 も 亦 之 

00000  0OOO0O000O0OO  000O0O00OOO000000O  T  ロシャ > 

を 自己の 爲に用 ゐて人 を 害し 國を 傾ける。 祌と國 との 爲に用 ゐて祌 を 崇め 國を救 ふ。 普魯西 H:=i 女王 ル 

ィザ がその 善き 實例 である。 ナボレ オン 戰爭 時代に 女王の 位に 在りて、 彼女 は克く 恥を忍んで 故國復 
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與の途 を 計った。 彼女に 於て 美と 愛國 と勇氣 とが 一 致した。 彼女の 愛に 勵 まされて、 ビス マ I ク、 モ 

ルトケ 等の 英雄が 賽 策し、 終に 彼女の 敵たり し 佛國に 勝ちて 獨逸帝 W を 建設し、 彼女の 遺子 を 戴いて 

其 最初の 皇帝と なした。 ヴィル ヘルム 第一 世が それで ある。 女王 ルイザに 於ても 女王 H ス テルに 於け 

もちもの 

るが 如くに、 美 は無價 値の 所有でなかった。 H ス テルが ァ ハシュ H  n ス 王の 心 を ユダヤ人に 傾けし や 

うに、 ルイザ は ナボレ オンの 心 を 和げ、 普國戰 敗の 害 をして 輕 からしめ た。 美貌 然り、 美音 然り、 美 

と 云 ふ 美 は然ら ざるな し。 自己の 爲に用 ゐて美 は 美なら す、 神と 人との 爲に用 ゐて美 は 誠に 美な りで 

ある。 其 意味に 於て H ス テル は 美人 以上の 美人であった。 

其 六 ハマ ン對 モルデカイ 

エステル 誓 五— 七 ま =f 

ェ ス テルの 決死 的 行爲に 由って 事態 は ー變 した。 兹にハ マ ンの 墜落と 共に モルデカイの 昇進が 始ま 

ふ ♦* ちみち 

つた。 其 筋道の 詳細に 就て は 本文 以外に 述 ぶる 必要 はない。 以來ハ マンの 爲す こと は 悉く 失敗で あつ 

て、 モルデカイの 爲す こと は 悉く 成功であった。 ハ マンが モルデカイ を 懸けん と 欲して 建し 五十 キュ 

ビトの 木の 上に ハ マ ン 自身が 懸けら る k 運命に 立 到った。 人 を 呪 ふ 者は自 から 呪 はる。 彼 は 敵の 爲に 

掘りし 陷 弃に自 から 落ちて 死んだ。 

O0O00O000O000O0000000000000000  , , 

我等 は 一 一人の 運命の 背後に 品性の 大差の あった 事 を 認めねば ならぬ。 人の 運命 は實は 彼れ 自身の 作 

る ものであって、 運命と 稱 して 自然に 彼に 定まる もので ない。 善き 樹は 善き 果を 結び、 惡 しき 樹は惡 


しき 果を 結ぶ。 H ス テル 書 は 人生の 此大眞 理を敎 ゆる 上に 於て 沙 翁の 劇作に 等しき 書で ある。 

ハ マ ンは 如何なる 性格の 人であった 乎。 彼が 愚者でなかった 事 は 明かで ある。 廣きぺ ル シャ 帝阈の 

內 より 擧 げられ て 宰相の 地位に 置かれし 人で あれば、 其 才能た る や 非凡であった 事 は 言 ふまで もない。 

彼 は 多分 才智に 長け、 博識 深慮の 人であった らう。 然し 乍ら 彼の 性格に 大缺陷 のあった 事 は H ステル 

書の 明に 示す 所で ある。 而 して 此缺陷 たる や 他の 如何なる 長所 を 以てする も 補 ふ 能 はざる 所の もので 

あった。 ハ マン は 自己本位の 人であった。 彼 は 3： 事を爲 すに も先づ 自己の 利益 を 謀って 爲 した。 王の 

爲 よりも 國の爲 より 先づ 第一 に 自己の 爲に爲 した。 ユダヤ人 を 全滅 せんと 謀りし も 自己の 怨恨 を 晴ら 

さん 爲 であった。 彼が H ス テル 女王の 設けし 酒宴に 王と 共に 唯一 一人 招かれし を 見る や、 彼の 眼 は 何よ 

り も 先き に 自己の 榮耀榮 華に 注がれた。 

ハ マン 其 朋友 等 及び 妻ゼ レシ を 招き 來 らしめ 己の 富の 榮耀 とその 子の 多き 事と、 凡て 王の 己 を 貴 

びし 事、 又 己 を 高く して 王の 牧伯 及び 臣 僕の 上に 在らし むる 事 を 之に 語れり。 而 して ハ マ ン又言 

ひけら く 「女王 H ス テル 酒宴 を 設けたり しが 我の 外 は 何人 を も 王と 共に 之に 臨まし めす、 明日 も 

亦 王と 共に 女王に 招かれ 居るな り」 と (五 章 十— 十二 節 〕。 

何處 まで も自惚 であり 自己 稱讚 である。 而 して 叉ァ ハシュ H  C ス王 ハマ ンに向 ひ 「王の 責 ばんと 欲す 

る 人に は 如何に 爲 さば 善き や」 と 問へば 

ハ マ ン 心に 思 ひける は 王の 貴ばん と 欲する 者 は 我に あらす して 誰ぞ やと。 ハ マ ン卽ち 王に 曰 ひけ 

る は、 「王の 責； んと 欲する 人の 爲には 王の 着 給へ る 衣服 を 携へ來 らしめ、 王の 乘り 給へ る 馬、 

卽ち其 頭に 王の 冠 冕 を 戴ける 馬 を 牽き來 らしめ、 之 を 王の 最も 責き 一人の 牧 伯に 附し、 王の 貴ば 
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ん とする 人に 其 衣服 を 着せし め、 之 を 馬に 乘 せて 市の 街衢 を 導き 通り、 王の 貴ばん と 欲する 人に 

は 如 此く爲 すべし と 呼 はらしめ よ」 と (六 章 六 ー 九 節〕 

と ある。 ハ マ ンの 心中 を 解剖して 餘す 所な しで ある。 自己中心の 人と は斯 人で ある。 此 人が 此 運命に 

終りし は當然 である。 ハ マン は 自己の 生命 を 求めて 之 を 喪うた ので ある。 

ハ マンに 對し モルデカイ は 全然 刖 種の 人であった。 モル. デ カイ は 何で あっても 自己中心の 人で なか 

つた。 彼 は 預言者の 如き 熱烈なる 信仰の 人でなかった、 然し 預言者の 精神 を 受けて イスラ H ルを 愛す 

る 人であった、 卽ち 預言者 的の 愛國 者であった。 其點に 於て 彼はハ マ ンと 全然 性格 を 異にした。 ハ マ 

ンは 自己本位の 人、 モルデカイ は 民 本位の 人であった。 そして 各自の 性格に 循 つて 其 運命が 定 つたの 

である。 モ ルデ カイの 一 言 一 行 は 悉く 己が 國 人の 爲 であった。 彼が 養女 H ス テル を 宮廷に 納れ しも 國 

人 救濟を 見越しての 故であった。  、 

汝 若し 此 時に 方り て默 して 言 はすば 援助と 救 扬とは 他の 處 よりして ユダヤ人の 爲に 起らん。 然れ 

ど 汝と汝 の 父の 家と は 亡ぶべし。 汝が 女王の 位 を 得た る は 如此き 時の 爲 なり しゃも 知る ベから す。 

(四 章 十四 節 ：>o 

玆に モルデカイの 性格が 明かに 現 はれて ゐる。 彼 は 自己の 榮達を 計って 養女 を 王に 納れ たので ない。 

彼女 を W て の 救扬に 備えた ので ある。 彼の 喜び も 悲しみ も 凡て 民の 爲 であった。 ユダヤ人 纖滅の 詔 

勑の出 づるを 開く や 

モルデカイ 衣服 を 裂き、 麻布 を 纏 ひ、 灰 を 被り、 市の 中に 行きて 大いに 哭き、 痛く 號ぶ 

と ある s 章 一節」。 そして 終に 舉 げられ てハ マンに 代りて 王の 側に 立つ に 至りし や、 彼 は 先づ第 一に 


民の 救扬を 計り、 前の 詔勒 を撤囘 して、 之に 代 ふるに ユダヤ人 救扬の 詔勒を 以てした。 

斯くて モルデカイ は 藍と 白の 朝 服 を 着、 大 いなる 金の 冠 を 戴き、 紫の 細 布の 外衣 を 纏 ひて 王の 前 

より 出 来れり …… ユダヤ人に は 光輝 あり、 喜 悅 あり、 快樂 あり、 尊榮 ありき 

と ある (八 章 十五， 十六 節)。 斯 くして モルデカイ は 民と 榮辱を 共に し、 民と 共に 泣き、 民と 共に 樂ん だ。 

此人 にして 終に 擧 げられ し はまこと に 當然の 事で ある。 

誠に 愛 阈心は 小事で ない。 「愛 國心は 利己心 を國に 移した までの 者で ある」 と 言 ふ 人 も あるが、 然 

し 己 を 愛する と國を 愛する との 間に は 明白なる 相違が ある。 勿論 愛國 心の 上に 人類愛が あるが、 人類 

愛なら ざるが 故に 愛國 心を視 くだす 者 は、 多くの場合に 於て 復た 故の 利己心に 立 屍る ので ある。 そし 

て モルデカイが ハ マ ンと 運命 を 異にせし 根本の 原因 は玆に 在った ので ある。 自己 を 愛せし ハ マ ン は；^ 

びて、 民 を 愛せし モル.、 テ カイ は擧 げられ たので ある。 人の 榮 辱の 岐る \ 所は兹 に 在る。 自己の 爲に求 

めて 自己 を 失 ひ、 自己 を棄 て、 自己 以外の 者の 爲に 求めて、 他 を 救 ひて 亦 自己 を も 救 ふので ある。 

古代の 民族 は 悉く 滅び 去りし に對 して ユダヤ 民族の み 惟り 存り、 單に存 るの みならす、 今猶ほ » 秀 

の 民と して 世界に 活躍して 居る 理由 は玆に 在る。 ユダヤ人 は少 くと も ユダヤ 民族の 爲を思 ふ。 彼等 は 

國 民の 貴 尊 は 之を顿 みすして 自己の 利益の み 維れ 逐ふ 民で ない。 モルデカイ は 彼等の 善き 代表者で あ 

つた。 ァガ グ人ハ マンの 到底 及ぶ 所でなかった。 運命 は 自分で 作る 事が 出来る。 ハ マンの 如くに 行へ 

ば 滅び、 モルデカイの 如くに 行へば 榮 ゆるので ある。 
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其 七 ュ ダ ャ人對 異邦人 

エステル 書 九、 十 章 

あつび i 

「ユダヤ人の 敵 ハ マ ン」 と稱す (八 章 一 節〕。 「ェ ス テル 曰 ひける は、 その 敵 その 仇 人 は卽ち 此惡し 

きハ マンな り」 と ある (七. 1 早 六 節)。 斯くて ハ マン は ユダヤ人の 敵の 模範で ある。 彼の ユダヤ人に 對す 

る は イス カリオ テの ュダの 基督 信者に 對す るが 如し。 憎つ くき 敵で ある。 ユダヤ 民 埃の 全滅 を 計畫し 

た^で ある。 然るに 其 計畫は モルデカイの 智謀と H ス テルの 男斷に 由て 破れたり と 云 ふが ェ ス テル 書 

ちが > 

の 筋 川 3 である。 

そして ユダヤ人の 敞は ハ マ ンを 以て 盡き なかった。 若し ハ マ ン 程の 大計 畫を爲 した 者 は 無い として 

も、 ユダヤ人 多数の 殺戮 を計畫 して 之 を 遂行した 者 は 幾人 もあった。 ユダヤ 民族 を 絶たん とする の 計 

畫は 幾多の 人に .£ て 建ら れた。 然 かも 其の 何れもが ハ マンの それと 同様に 失敗に 終った の は 不思議で 

ある。 我等 は 其 一例 を 舊露西 .亞 帝國 のキシ ネフに 於て 見た。 一九 〇三 年に ユダヤ人の 虐殺が 行 はれて 

S1 十 人が 殺され、 三百 人が 傷 を 負うた。 數は少 かった が 第 二十世紀の 歐洲に 於て 行 はれし 虐殺で あり 

しが 故に 人道 上の 大 問題と なり、 露 西 £ュ 帝 國に對 する ユダヤ 民族 全 體の憎 意 を 喚起し、 其 事が 日露 戰 

^に 際し、 直接 間接に 日本の 益を爲 して 露 園の 敗北 を 招く の 因を爲 したので ある。 又 殆んど 同年 頃怫 

國に 有名なる ヅ ライ フス 事件なる 者 起り、 國 論 沸騰して、 是れ亦 世界の 大 問題と して 取扱 はれた。 ヅ 

ライ フス は 佛園參 謀 木部 附の  一 士官で あつたが、 彼が ユダヤ人た りしの 故 を 以て、 中傷 迫害 至らざる 


たく、 罪な くして 遠島に 流され、 受難 十 年、 漸くに して 彼の 妻と 友人との 努力に 由り 晴天 白日の 身と 

成った と 云 ふ 小說的 事件で ある。 Antiscmitism と は ユダヤ人 反對 主義と 譯 すべき ものであって、 之 

を 奉す る 者 は 今猶ほ 中央 歐羅 巴に 齡 くない。 獨 逸に 於て 之 を 呼んで Judenhet/br と 云 ふ。 爾か ある 

に 係 はらす 歐洲に 於け る ユダヤ人の 勢力 は增す 一 方であって、 現に 露國に 於て 共 產黨の 政府の 如き 主 

O0O000000O0000OO00O0O0O0 

として ユダヤ人の 掌中に 在る 者と して 知らる。 H ス テル 書 は ユダヤ人 反對 主義の 代表的 運動の 記錄と 

して 興味が 多い。 ユダヤ人 は 世に 嫌 はる \ 民 である、 然れ ども 如何なる 敵意、 如何なる 陰謀 も 此民を 

絶す 事 は 出来ない。 古代の 帝國は 悉く 亡びても 此民 丈け は 亡びない。 露 西 亞帝國 が 亡びて ユダヤ 系の 

共產 主義者の 取って 代る 所と 成りし と 云 ふ は 皮肉で ある。 聖書 を證 明す る 者 は ユダヤ人 である。 聖書 

は ユダヤ人の 不滅 を證 し、 ユダヤ人 は 不滅 を實 行して 聖書 を證 明す るので ある。 我等 は 聖書 を 信じて 

人の 作りし 奇談 を 信す るので たい。 事實を 信す るので ある。 過去と 現在の 歷史が 我等の 信仰 を證 明す 

るので ある。 

異邦人 は ユダヤ人 を 憎み、 ユダヤ人 は 異邦人 を 憎んだ。 ユダヤ人 は 迫害され し 民で あつたが、 彼等 

も 亦從順 無抵抗の 民でなかった。 彼等 は機會 ある 毎に 彼等の 敵 を 苦しめた。 H ス テル 書が 明かに 其 事 

を 示す。 H ス テル 自身が 決して 柔和 一 方の 女でなかった。 彼女の 敵に 對 して 敵 懷 心た つぶりと 稱 すべ 

き 婦人であった。 

厶  <厶<1 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶ム厶 

その 敵 その 仇 人 は卽ち 此の 惡 しき ハ マ ン なり 

と ハ マ ンを 指して 一一 目 ひし 時の H ス テ ル 女に たしかに 夜叉の 憤怒が 現 はれた に 相違ない。 そして ハ マ ン 

が 木に 懸 つて 死し を 見て 彼女 は 凱歌 を 揚げた に 相違ない。 彼女 を イスラ H ルの 烈婦と して 讚 ゆる 事 は 
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Mi 史 * 研究  K 一八 

出來 るが、 * 督的 婦人と して 崇 むる 事 は 出来ない。 其點に 於て サム H ル の母ハ ンナは 逸 かに 優れたる 

二る ま 

婦人であった。 イエスの 母 マリヤが エス テルの 立場に 在ったならば 決して 彼女の 如く 振舞はなかった 

に 相 遠ない。 

H ス テルが さう であった、 ユダヤ人 全體 がさう であった。 H ス テル 書 を 讀んで 我等が 不快に 堪 へぬ 

は 敵 像 の 精祌 と復謦 の行爲 とで ある。 

ユダヤ人 卽ち 刀刃 を もて その 一切の 敵を擊 ちて 殺し 減し、 己れ を 惡む者 を 意の ま \ に爲 したり。 

ユダヤ人 また シュ シャンの 城に 於ても 五 百 人 を 殺し 滅ぼせり。 パル シャン ダタ、 ダル ボン 等、 是 

等の 者卽ち ユダヤ人の 敵ハ マ ンの十 人の子 を も 彼等 殺せり。 

と ある (九 章 五 I 十 節 )o 叉 曰 ふ 

王の 諸 州に 在る その他の ユダヤ人 も 亦 相 染まり、 立ちて 己の 生命 を 保護し、 その 敵に 勝ちて 安ん 

じ、 己 を 惡む者 七 萬 五 千 人 を 殺せり 

と (同 十六 節〕。 是れル いな 我等が 聖書に 於て 讀 まんと 欲せざる 言で ある。 自己 防衛の ためと 云へば 辯 護 

になる が 然し キリス ト敎に 照して 之を是 とする 事 は 出来ない。 ユダヤ人 は ユダヤ人であって 異邦人と 

共に 神の 前に 人で ある。 「ユダヤ人 も ギリシャ 人 も 皆な 罪の 下に 在り」 との パゥ 口 の 斷定は 誤らな 

い r。 マ 書 三 九 節 )0 

そして 敵 を赦し 得ざる 限り は ユダヤ人 は 其 民族的 生命 を 維持し 得る も、 完全に 敵に 勝ちて、 世界 を 

^  00O0OO0000OO0O0000  00000  0  00C00OO 

治む る 其 運ん 叩に 達し 得ない。 H ス テル 女が 處女 マリヤの 代る 所と なり、 ィ H スが モルデカイの 地位 を 

占めて、 玆に ユダヤ人の 世界 統治が 始 つた。 敵に 勝つ の 唯一 の 途は敵 を 愛する に 在る。 ユダヤ人の 敵 


懷心 をお る プリムの， & はやが て廢 さるべき である。 戰勝紀 念 日の 無くなる 時に 國は 最上の 榮 光に 達す 

厶厶厶 厶厶 

るので ある。 
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約 百 記の 性質 

義人 ヨブの 生涯 を 以て 苦痛の 现由 を解釋 せんと 試みし もの、 是を約 百 記と 做す、 其 思想の 遠大に し 

て 其 文字の 莊 美なる、 世界 文 學中其 儔 あるな し。 

約 百 記 は 折： 擧 書に 非す、 實驗錄 なり、 故に 苦痛の 理由 を 攻究す るに 方て 組織的に 之を爲 さすして、 

實話 的に 之を爲 せり、 約 百 記に 苦痛の 哲學 的說明 あるな し、 然れ ども 能く 之 を 究めて 其 中に 苦痛の 攝 

理的 作用 を發 見す る を 得べ し、 約 百 記 解釋の 困難 は此 一事 を 忘却す るより 來る、 卽ち其 中に 苦痛の 哲 

理を 求めて、 苦痛が 人の 靈 魂に 及ぼす 練磨 的 作用 を 探らざる に 因る、 而 して 此 一事 を 心に 留めて、 此 

書の 解釋は 決して 困難なら す。 

此 書の 文體の に 詩的なる は、 必 しも 其 美文 的 著作なる の證に 非す、 凡て 深遠なる もの は 詩的な り _ 

心 の 深 所より 澳 出で し此書 は" S つか ら 詩的なら ざ る を 得 ざり しならん、 作詩 を 以て 閑人の 業な りと 見做 

す は 今人の 思考に 屬す、 散文的なる は 俗人の 證 なり、 人 は 何人と 雖 も誠實 にして 詩的なら ざる を 得す. 

約 百 記 は實に 熱誠 の 人の 當然の 實験錄 な り と 信す、 幽暗 の 中に 無限 の 神 を 探りて 吾人 何人 にも 此音樂 
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なかる ベから す。 

約 .rG 記 は 何人の 著なる や、 之 を 知る 者な し、 或は ヨブなる 人の 自傳 なりと 云 ひ、 或 ひ は 神の 人モ ー 

ゼの 心靈的 實驗錄 なりと 云 ひ、 或 ひ は 大王 ソ a モンの 作な りと 云 ひ、 或 ひ は 預言者 H レ ミヤの 自白な 

り と 云 ふ 、 然れ ども 著者 の 名 を 明記せ ざる 此舊 記の 著者に 就て 吾人の 推測 を 弄する は 全く 無益の 業に 

屬す、 靈に 名な し、 彼 は 宇宙の 實在 物な り、 約 百 記 は 永遠に 涉る 靈の聲 なり.' 其 著者の 名の 如き は 知 

る も 全く 用な きなり。 

著者の 名 を 知らす、 故に 著作の 時代 を 明に する 能 はす、 或 ひ は 聖書 屮 最も 奮き 書な りと 云 ひ、 或 ひ 

は 猶太 族バビ II ン 移植 以後の 作な りと 云 ふ、 而 して 學者 各" 11 を彻 りて 其說を 維持す、 然れ ども 是 

れぼ 〈理 問題と は 關係 の 至て 遠き 問題な り と 信す， 开 は 永遠 の 眞理 は 其顯出 の 時代 を以 て 其眞價 を增滅 

する ものに あら ざれば なり、 眞理に 空間な し、 亦 時間な し、 其 何時 代の 作た るに 係らす、 玆に 時と 共 

に 古びざる 書の 人類に 供せられ しあり、 吾人 は 其 中に 含まれた る 不易の 眞理を 探れば 足れり。 

約 百 記 は 眞理を 供す、 然れ ども 聖誓の 一 部分なる が 故に 特^なる 眞理を 供す、 聖 誓の 供す る 眞理は 

罪の 贖 あなる ィ H スキ リストに 中心す、 故に 直接 叉 は 間接に 彼 を^に 紹介せ ざる 者 は 聖書に 非す、 吾 

人は須 らく 約 百 記に 於て 此 特種の 眞理を 採るべき なり、 之 を 普通の 大文學 と 見て 其 眞價を 知る 難し、 

之 を 「幅 音 以前の 福音」 の 一 と 見て、 其眞 意義 は 解 せらる i なり、 ィ H ス キリス トを其 中に 發 見し 得 

ざる 者 は 未だ 以て 約 百 記 を 解し 得る 者と 稱 すべから ざるな り。 

共 眞髓は 基督 敎的 3 具理 なり、 然れ ども 其 外装 は 古代に 於け る 西方 亜 細亞の 智識、 風俗、 人情な り、 

吾人 は 全 注意 を 外装の 硏究に 奪 はれざる べし、 然れ ども 能く 外皮 を 知る は 能く 中心に 達する の途 なり- 


考古學 的 智識の 約 百 記 研究に 必要なる は 全く 是れ がた めたり、 吾人 は 往古の 埃 及、 巴 比倫の 文明に 徵 

しながら 基 敎的眞 现を其 中に 探らざる ベから す、 是れ 難事な り、 然れ ども 亦 快事な り、 能く 約 百 記 

を 究めて、 吾人 は 信仰 を增 すと 同時に 三千 年 前の 太古に 溯て 其、 文物に 接する を 得るな り。 


第 一 章 

義人の 繁榮 0 彼の 敬 信 〇 天上の 會議 〇 地上の 變災 

い  くわん. 4> ん  .U  し  とほ ざ 

1 ゥヅの 地に 人 あり、 其 名 を ヨブと 稱 へり、 其 人 完全に して 正義く、 神 を 長れ 惡を 遠け たり、 2 彼に 

七 男 三女 生れたり、 3 彼の 財 產は羊 七 千、 酪駝 三千、 牛 五 百锅、 牝 驢馬 五 百な りき、 彼に 亦 夥タ义 の 僕 

ありき、 彼 は實に 東方の 中に 在て 最も 大 なる 者な りき、 4 其 子等 互に 相 往来し、 各自 其 日に 至れば 实 

を その 家に 設け、 その 三人の 姉妹 を も 招きて 彼等と 飲食 を 共に せしめた りき、 5 而 して 饗宴の 菜つ る 

毎に ヨブ 必す 彼等 を 招きて 之 を 潔め、 卽ち 朝早く 起きて 彼等の 數に循 ひて 潘祭 を獻 げたり き、 是はョ 

ブ我 子等 罪 を 犯して 心に 神 を 忘れた らん も 知る ベから すと 謂 ひて なり、 ョ ブの爲 す 所 常に 此の 如し。 

G 一日 、神の 子等 来りて エホバの 前に 立てり、 サタン も亦來 りて その 中に 在りき、 7 エホバ、 サタン 

に 一一 一一 n ひ 給 ひける は、 汝、 何處 より 來り しゃと、 サタン、 H ホ バに應 へて 言 ひける は、 地 を 行きめ ぐ 

り、 此處彼 處を經 あるきて 來れ りと、 SH ホバ、 サタンに 言 ひ 給 ひける は、 汝、 心 を 用 ひて 我が 僕ョ 
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プを觀 しゃ、 彼の 如く 完全に して 且つ 正しく、 神 を 畏れ 惡を遠 ざく る 者 は 世に 非ざる なり、 9 サタン、 

ヱホ バに應 へて 首 ひける は、 ヨブ 豈 得る 所な くして 神 を 畏れん や、 S 汝、 彼と 彼の 家と 彼の 一切の 所 

有 物の 周 園に 藩 昇 を 設け 給 ひしに 非す や、 汝は亦 彼の 手の 爲す所 を 悉く 祝福み、 其產を 地に 增贿し 給 

ひしに 非す や、 U 然れば 今 汝の手 を 仲ば し、 彼の 一切の 所有 を擊ち 給へ、 彼 必す汝 の 面に， 對 ひて 汝を 

紐 はんと、 ホバ、 サタンに 一一 一一 口 ひ 給 はく、^ よ 彼の 一切の 所有 を汝の 手に 任 かす、 唯 彼の 身に 汝の 

芋 を 接く る 勿れと、 サタン 卽ちェ ホバ の 前より^ 行けり。 

は 一日 ヨブの 子供 等、 その 第一の 兄の 家に て 物 食 ひ 、酒飲み 居たり し 時、 "使者 あり、 ヨブの 許に 來 

りて 言 ふ、 牛 は 耕 耘に從 ひ、 牝 驢馬 は その 傍に 草食 ひ 居りし に、 ！ 5 シバ人 襲 ひて 之 を 奪 ひ 刃 を もて， 少 

もの  も い 

者 を 打殺せり、 我れ 唯 一 人 逃れて 汝に吿 げんと て來れ りと、 ！ 2 彼な ほ 語 ひ 居る 中に 叉 一 人 あり、 來り 

て 一一 一一 n ふ、 神の 火 天より 落ちて 羊 及び 少者 を 焚きて 之を滅 せり、 我れ 唯一 人 遁れて 汝に吿 げんと て 来れ 

りと、 -彼 なほ 語 ひ 居る 中に 叉 一人 あり、 来りて 一一 目 ふ、 カル デャ人 三隊に 分れ 路駝を 襲 ひ 之 を 奪 ひ 去 

れり、 然 かり、 之に 止まらす して 刃 を 以て 少者 を 殺したり、 而 して 我 唯一 人 汝に吿 げんと て遁れ 来れ 

りと、 ，. -彼尙 ほ 語 ひつ、 ありし 中に 又 一人 あり、 來てー W ふ、 汝の 子女 等、 その 第一 の 兄の 家に て 物 食 

ひ 酒 を飮み 居りし に、 2 荒野の 方より 大風 吹き 来りて 家の rai 隅を擊 ちければ 夫の 若き 人々 の 上に 落ち 

來 りて 彼等 は 皆な 1^ ねり、 而 して 我れ 唯 一 人汝に 告げ 知らせん とて 逃れ 来れり と。 

？ -5; だに 於て ヨブ 起 上り、 外衣 を 裂き、 髮を 難り、 地に 伏して 拜し、 言 ひける は 

"我れ 裸に て 母の 胎 より 出来れ り、 

亦 裸に て 彼 處に歸 柱かん、 


H ホ バは與 へ、 M ホバは 亦 取り 給 ふ、 

H ホバ の 聖名は 讚美すべき かな、 

と、 ？" 總て此 事に 關 して ヨブ は 罪 を 犯さす、 神に 對 ひて 愚かなる 言 を發せ ざり き。 

<:l)r ゥヅの 地」 其 何 地なる や 確かに {疋 め 難し、 然れ ども 本書 全體の 記事より 推して 其 沙漠に 瀕せ 

しこと、 亦、 其 ュダ國 の 東方に 位 ひせし こと は 明かな り、 之 を： 拉比亞 沙漠が ヨルダン 窪地の 東方に 

於て シリ ャの沃 原と 接する 或る 地點に 位せし ものと 見て 誤 謹な かるべし 0 「ヨブ」 原語の lyyob は 

種々 の 意義に 於て 解 せらる、 或は 「迫害され し 者」、 或は 「還りし 者 (悔 ひて 神に xr 或は 「反 對を 

招き 易き 者」 の 意な りと 云 ふ、 其 孰れが 眞 なるや 今に 於て 定め 難し、 ffll し ヨブの 戲作的 人物に 非す し 

て歷 史的 人物な りし は 但以理 書 十四 章 十 叫 節、 雅各害 五 章 十一 節 等に 由り て 明かな り 〇 「完全に して 

1 つ 正義」 勿論 人間の 眼より 見ての 完全 正義な り 〇(3) 「東方」 著者の 居住の 地より 東 を 指して 

云 ふなり、 ヨルダン 河 以東 ー帶の 地を稱 ふならん 〇(4) 「其 日」 誕生日な り、 三 章 一節 〇(5〕 「燔 

祭を默 げたり」 古代に 於け る 潔淸の 式な り (創世記 八 章卄節 參考) 〇(6) 「祌の 子」 或は 「能力 

の 子」 「能力 ある 者」 と 解す る を 得べ し、 人間以上の 實在 物にして 天使の 稱 なり、 書中 此詞を 用 ゆる 

こと 多し 〇 「サタン」 敵 叉 は反對 者の 意な り、 後 に 至て 敵なる 惡 魔と 稱 せらる (彼 前 五 ◦ 八〕、 彼 は 

天使の 隨 落せし 者な り C 路十 〇 十八〕、 人の 罪 を 神に 訴 ふる 者な り 〇(s  J 「藩屏 を 設け」 擁護す るな り 
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〇(s) 「シバ 人」 is^. 拉比 ：=oi 人の 一種 挨 なり、 掠奪 を 以て 名 あり、 今の べド ー ゥヰン 人種の 如き もの 

なりし ならん 〇05) 「神の 火」 雷な り 〇(n〕 「カル， デャ 人」 ュ フラテ 河の 東方に 住 ひしお なり、 

- レバ 人と 同じく 掠奪に 從 事せ しと 見 ゆ 〇(3) 「荒野の 方より 大風 吹來 り」 今の所 謂る Simoom の 

類な り、 沙漠より 吹來る 疾風な り 〇(^) 「外衣 を 裂き、 髮を薙 り」 愁傷の 徵表 なり 〇(？0 「彼 處に 

歸往 かん」 -冉び 母の 胎に 人らん との 意に は あらざる べし、 來 りし 所に 歸 らんとの 意な らん、 汝は塵 

なれば 塵に 歸 るべ しの 語を參 照すべし (創 一一； 0 サ〕 0 

意 解 

こ 。上  5*0  そと 

〇 義人 斯 世に 在て 富 贵の報 賞に 與 かる、 其 時 彼に 懊疑 あるな し、 苦悶 あるな し、 裏 は 外と 和し、 地 は 

天と 合し、 萬 物ー艇 色を帶 びて 歳月の 流る K こと、 水の 大洋に 臨む が 如し、 此 時人 は 一一 一一 II ふ、 天道 は是な 

りと、 然れ ども 斯の 如くに して 神の 奥義 は 終に 識る能 はす (1—5)0 

〇 羊 七 千、 路舵 三千、 牛 一 千、 牝 驢馬 五 百、 大な るかな ヨブの 產ゃ、 是れ 今、 彼が 神の 恩 惠の徵 表と 

して、 誇り 且つ 感謝す る 所の ものな り、 彼の 神 は 今 は 野の 祌 なり、 山の 神な り、 牢に牡 山羊の 息 ふ を 

兒て、 山に 牝 驢馬の 逍遙 を 見て、 彼 は 天地の 祌を 讚美せ り、 斯くて 東方の 人の 中に 在て 最も 大 なる ョ 

ブは いまだ 猶ほ 信仰の 嬰兒 なりし、 彼 は 牛と 羊と 路駝 とに 富む が 故に 宇宙の 神の 寵兒 なりと 信ぜり、 

然れ ども 祌は ヨブが 祌に 愛せら れんと 欲する よりも、 より 深く ヨブ を 愛せり、 是れ玆 に 本書の 悲劇の 

IE かる-所以 (1—5〕。 

〇 繁榮は 彼の 身 を 纏へ り、 然れ ども 繁榮の 巾に 彼 は 一種の 恐怖 を 懐けり、 彼 は 彼と 彼の 子女と が 富貴 


を樂 むの 結 ST 終に 祌を 忘れ去る に 至らん こと を 恐れたり、 故に 彼 は 饗宴の 菜る 毎に 必す 彼の 一家の 

ために 潔 淸の式 を 司れり、 彼は斯 くして 神の 怒 を 宥めん とせり、 而 して 彼の 家に 其 恩 惠の絕 え ざらん 

こと を 祈れり、 之 を 敬神と 稱 すべく ば稱 すべし、 然れ ども 是れ 恐怖と 利 慾と を雜 へざる 敬神に 非す、 

信仰の 嬰兒 たる ヨブに 更らに 純正なる 敬神 を學 ぶの 要 ありたり (5)。 

〇 一 日 天上に 會議 開かる、 天使 等 神の 前に 立て 人事 を 奏す、 人の 罪を訴 ふる 者 あり、 其 名 を サタンと 

稱ふ、 彼 亦 人の 暗黑的 方面に 就て 神に 吿 ぐる 所 あらんと せり、 H ホバ祌 彼に 問 ひ 言 ひ 給 ひける は、 我、 

特に 我が 僕 ヨブに 就て 問 はん、 汝は 彼に 就て 何の 惡 事の 訴 ふる 所 ある 耶と、 サタン、 M ホバに 答へ て 

曰く、 彼れ ヨブの 信仰なる もの は實利 的な り、 今、 彼の 產を奪 ひ 給へ、 彼 は必す 面の 當り 汝を詛 はん 

と、 サタンの 眼に 映す る 善事 は 凡て 惡に 基ゐ する 者な り、 敬神 は 利ハ. 化の ためなり、 熱心 は名譽 のた め 

なり、 ^に 純正なる 善人 あるな し、 神は義 者の 崇拜を 受けつ \ ある も、 實は彼 は 彼に 下せし 物質的 利 

益に 報 ゆるた めの 琪々 たる 返禮を 受けつ k あるに 過ぎす、 サタン は 此言を 以て 神に 答へ て、 ヨブ を 侮 

辱す ると 同時に 祌 を冒濟 せり (6—；：^)o 

〇 然 かも M ホバは 忍容に 富み 給 ふ、 彼、 サタンに 答へ て宣 はく、 汝の想 ふ 如く なれよ かし、 汝 若し 義 

者の 誠 實を疑 はに 汝が思 ふ 儘に 彼 を 試みよ かし、 世に 利 慾 を 離れた る 信仰 あり や、 否や、 我 れん マ、 ョ 

ブの 場合に 於て 此事 を汝に 示さん と 欲すと (2)。 

〇： 大 上の 會議は 終れり、 而 して 之に 應 ぜんがた めに 地上に 變災は 起れ り、 始めに ヨブの 牛と 牝 驢馬と 

はシバ 人の 掠む る 所と なれり、 其 次に 彼の 僕 は 雷に 撃れ て 死せ り、 其 次に 彼の^ 駝は カル デャ 人に 奪 

くびす 

ひ 去られたり、 其 次に 彼の 子女 は 大風の ために 變死 せり、 災難 は箇々 に來ら す、 必す踵 を 接して 來る、 
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彼の 斯 世の 產は滅 されて、 東方 第一 の 富豪 ヨブ は 一 日に して 裸體の 人と なれり、 彼れ 今、 面の 當り祌 

を詛 はん 乎、 サタン は爾か 思へ り、 然れ ども 彼れ ヨブ は爾 かせ ざり き、 彼の 信仰 は利愁 以上な りき、 

彼は壞 敗の 中に 立て H ホバ の 聖名を 讚美せ り、 斯くて サタンの 推定 は 敗れて H ホバ は 榮を得 給 へ り 

9  ISO 

〇 泣く 者よ、 試練ら る、 者よ、 識れ よ、 地上の 患 苦 は 天上の 攝 现に應 じて 來る ものなる こと を、 神 は 

我 侮の 誠實を 知り 給へ り、 祌は我 倚 を 「我が 僕」 と 呼び 給 ふ、 彼に 或る 聖圖の あれば こそ、 我 儕 は 苦 

めら る、 なれ、 憐れむべき 我 倚 は 地上に 在て 天 上の 會 fi に與 かる 能 はす、 然れ ども 信仰の 眼 は 祌の聖 

^を 函む帐 幕 を 透う して 見る、 大災寄 の 我 倚の 身に 臨む 前に 大恩 命 の 我 倚に 就て 我 倚を惱 ます 者に 傳 

へ られ しこと を。 

第二 章 

天上の 會議 〇 災禍 ヨブの 身に 及ぶ 〇 彼の 妻 彼 を 去る 〇 慰藉の 天使 来る。  ■ 

1 其 後. おた 一日 神の 子等 来りて エホバの 前に 出し 時、 サタン も 亦來り H ホバの 前に 出たり、 2 エホバ、 

サタンに 言 ひ 給 ひける は、 汝、 何處 より 來り しゃと、 サタン、 エホバに 應 へて 言 ひける は、 地 を 行き 

めぐり 此處彼 Jg^ を經 あるきて 來れ りと、 ""エホバ、 サタンに 一一 目 ひ 給 ひける は、 汝、 心 を 用 ひて 我僕ョ 

プを 見し や、 彼の 如く 完全に して 且つ 正しく、 神 を 畏れ、 惡を 遠くる 者 は 世に あらざる なり * 汝、 我 


を勸 めて 故な きに 彼 を打惱 さしめ しか ども、 彼、 尙ほ其 完全 を 維持す、 4 サタン、 エホバに 應 へて 言 

ひける は、 皮 を 以て 皮に 換 ふる なれば 人 は その 一 切の 所有物 を もて 己の 生命に 換 ふるなる べし、 5 然 

れど 今、 汝の手 を 仲べ て 彼の 骨と 肉と を擊 たまへ、 然 らば 彼れ 必す汝 の 面に 對 ひて 汝を詛 ふべ しと、 

6 エホバ、 サタンに  一一 一一 口 ひ 給 ひける は、 彼 を汝の 手に 任 かす、 只、 彼の 生命 を 害 ふ 勿れと、 サタン 継 

5 ら  あ， u-i いた，. -き  やきもの 

て M ホバの 前より 去り 行き、 惡 しき 腫物 を 以て ヨブ を その 足の K より 頭の 頂まで 撃てり、 S ヨブ 土 瓦 

の 碎片を 取り、 共 を もて 身 を搔き 灰の 中に 坐りぬ、 9 時に 彼の 妻、 彼に 言 ひける は、 汝は尙 も 汝の完 

全 を 維持 せんとす る 乎、 神を詛 ひて 死せ よと、 S 然るに 彼、 彼女に 應 へて 曰く、 汝の言 は 愚婦の 言の 

如し、 我等 神より 福祉 を 受けて 亦 災禍 を も 受け ざらん やと、 總て此 事に 關 して ヨブ は その 霄を 以て 罪 

を 犯さぐ りき。 

"時に ヨブの 三人の 友、 この 一切の 災禍の 彼に 臨みし を 聞き、 各々 其處 より 来れり、 卽ち H リパズ は 

テ マンより、 ビルダ デは シュヒ より、 ゾ パル はナ アマより 来れり、 彼等 は ヨブ を，. 傷り 且つ 慰めん とて 

互に 相 約して 來 りしな り、 "而 して 来って 目を擧 げて遙 かに 觀 しに、 其 ヨブなる を 見識り 難き 程な り 

ければ、 备々 その外 衣 を 裂き、 天に 向 ひて 塵 を 撒きて その 頭に 散布たり、 "斯くて 彼等 七日 七夜、 彼 

と 偕に 地に 座し、 彼等の 屮 何人も 彼に 向って 一言 を も發せ ざり き、 そ は 彼の 苦 憎 の 甚だ 大 なる を 見た 

れば なり。 
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(Jo 「其 後復 た」 暫 らく 過ぎて 後復 た、 卽ち 第一 囘の試 誘 失敗に 終りて 後、 時 を 經て復 た 〇(4) 

「皮 を 以て 皮に 換ふ」 2：：：： 肉 近親 を 以て 我 身に 換 ふの 意なる べし、 皮 叉 は 膚を肉 身の 意に 解す るの 例 

は 之 を 十八 章 十三 節、 十九 章 ±" 六 節に 於て 見るべし、 人の 利己心の 甚だしき、 彼 は その 最近の 骨肉 を 

さへ 犧牲に 供しても 己が 生命 を 救 はんとす る 者 なれば との 意なる べし 〇(5〕 「骨と 肉」 骨肉 近親の 

意に 非す、 ヨブの 身 體其物 を 指して 謂 ふなり 〇(6) 「彼の 生命 を 害 ふ 勿れ」 身 體を害 ふ も 生命 其 物 

を辔 ふて 之 をして 死に 至らし むる 勿れとの 意な り 〇 (7  ) 「惡 しき 膽物を 以て ヨブ を その 足の 跖 より 頭 

の 頂まで 撃てり」 痴病 なりし なり、 醫學上 象皮鹏 Elephantisisis と稱 する ものにして 皮膚の 狀態、 

變 じて 象 皮の 如くに 化する ものな り、 後篇に 至て ョ ブが其 病苦 を訴 ふ るに 方て 能く 此 病症 の 徴候 を 表 

はすと 云 ふ、 依て 知る 此 書の 著者 自身が 此 難症 を 身に 試みし 者なる こと を 〇(9) 「神 を詛 ひて 死せ よ」 

神を棄 て自椠 せよ、 無神論者 となりて 自殺せ よ、 絡び H の 極の 辭 なり 〇 「愚 婦」 事理 を 解せ ざる 

婦人、 祌 を識ら ざる 11 人、 愚者 は 心の中に 神な しと 云へ り (詩 十四 0 一)、 聖書に 誚 ゆる 愚者 は 不信者 

なり 〇(s) 「H リバ ズはテ マ ン人 なり、 テマ ンは H ドムの 一 地方に して IB 者の 產出を 以て 名 あり (耶 

™: 十九 〇 七 等參考 )、 ビ ルダヂ は シ ュ ヒ人 なり、 ゾパ ル はナァ マ 人な り * シ ュヒ、 ナ アマ は 其、 何祖 

なりし や 今に 至て 知り 難し、 養し ゥヅ、 テ マンと 均しく ヨルダン 河 以東の 高原の ァラ ビヤ 砂漠に 接す 

る邊 にあり しならん、 三人 共に ヨブと 社き 上の地位 を 等う し、 智識と 信仰と に 富み、 其產に 於ても、 

亦 其德に 於ても ヨブと 對 等の 者たり しが 如し 〇($^) 「塵 を 撒き」 愁傷の 徴表 なり、 あ i-li^ と 云 ふ 


に 均し (太 十 一 〇 廿ー )o 

意 解 

〇 サタン は ヨブ を 試 誘み て 失敗せ り、 ヨブ は サタンが 疑 察せし が 如き 營利的 信者に は あら ざり き、 困 

苦に 處 する ヨブの 態度 は サタン をして 一時 は 口 をぎ ぐの 止む を 得ざる に 至らし めたり、 世に 眞 正の 15" 

人の 存 する あり、 サタン は 之 を 信ぜ ざらん と 欲せし も 能 は ざり き、 善 を 行 ふ を 以て 愚かなる 人の 無智 

や i トか. i る は 神の なり C 彼 前 二 0 十五 y 試練に 堪 へし ヨブの 勇 行 は サタン をして 言な からしめ た 

り、 然れ ども 彼れ サタンの" a: び 口 を 開くべき 時 は 來れり (1)。 

〇 サタン は 神の 前に 其 人生 觀を 述べて 曰く、 信仰の 目的 素是れ 身命 を 保存す るに あり、 身命に して 全 

からん 乎、 人 は 其 最愛の 眷霉と 雖も之 を 犠牲に 供す るを辭 せす、 人生の 最大 目的 は 自存に あり、 ヨブ 

如何に 完全 なれば とて 此 目的 以外に 神 を 認めん や、 彼の 身命 を 脅迫し 給へ、 彼必す 面の 當り神 を詛ひ 

汝を棄 てんと (4)。 

〇 エホバ、 サタンに 答へ て 曰 ひ 給 はく、 或は 然 らん、 汝、 此事を ヨブに 於て 試み 見よ、 彼の 生命 を 脅 

かし 見よ、 然れ ども 全く 之れ を 絶つな かれ、 彼に 死の 恐怖 を 生じ 見よ、 若し 自^にして 彼が 神 を 長る 

るの 最大 動機な らん 乎、 彼 は 生命の 危 きを 見て 直に 我を棄 てん、 然れ ども 若し 彼に 自存 以上の 追求 物 

あらば 彼 は 死す とも 我に 秘 らん、 我は汝 サタンと 共に 視んと 欲す、 自存 果して 人生^ 在の 最大 目的な 

る 乎 を、 我が 愛する 僕 ヨブ は 此事を 天使と 人類と に 示さん がた めの 試験 物に 供 せらるべし (6)。 

〇 憐 むべき かな ヨブ * 福なる かな ヨブ、 汝は其 理由 を 知らす して 人の 知らざる 困苦に 遭遇 せんとす、 
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汝は 八：' は IK; 现の g„ "人と して 雲の 如くに 汝を 園む 許 多の 見證 人の 前に 立たん とす (來 十二 o 一)、 汝、 腰 

ひき からげ、 丈夫の 如くせ よ (四十 〇 七、 汝の 失， 敗 は 人類の 失收 なり、 然 かり、 神の 失收 なり、 汝は 

身に 大 なるお M 任を魏 ふて 人， より 獨り 闇黑に 入らん とす、 入りて 『闇黑 の寶』 を 我 倚に 持來れ よ、 而し 

て 我 倚に 健全なる 『忠 難の 哲理』 を敎 へよ、 我 は 汝に關 する 神の 命の サタンに 降る を 見て、 汝の め 

に 同情 推察の 淚に堪 ゆる 能 はす。 

〇 打擊は 下れり、 神の 乎 は 義人 ヨブの 身に 觸れ り、 彼 は 不治の病に 縱れ り、 天刑病と 稱 せらる &痫病 

に概 かれり、 彼 は 个は祌 に， 詛 はれし 者と して 人の 前に 立てり、 彼の 康は楚 はれたり、 彼の 子 は 殺され 

たり、 而 して 彼れ inl 身 は 今 亦 不治の病に 摇れ り、 斯くて 此^の ヨブ は旣に 死せ り、 彼の 財 床-も 彼の 名 

譽も 彼の 健 も 悉く 奪 ひ 去られて、 彼は此 世に 在て 無き に 等しき 者と 成れり、 人生の 目的物 は裹 にあ 

る 乎、 外に ある 乎、 所有物なる 乎、 信なる 乎、 世に ある 乎、 神に ある 乎、 ヨブ は此 難問題 を解釋 する 

に 最も 適 <lw なる 地位に 匿 かれたり (7—8)。 

〇 不幸なる ヨブの 忠難は 肉 身の 苦痛に 止まら ざり き、 彼 は 更らに 心情の 劇痛 を 加 へられたり、 彼の 妻 

も 終に 彼に 背けり、 彼女の 心 は 終に 動きたり、 彼女 は 面の あたり 彼を識 謗す るに 至れり、 「祌 を詛ひ 

て 死せ よ、 汝 神に 菜 てられし 者よ」 と、 彼女の 信仰 は ヨブの それと は異れ り、 富豪に 嫁せ し 彼女 も 素、 

富 Ki- の 息女たり しならん、 而 して 敬神 家の 家庭に 生長して 彼女 は 習慣 的に 神 を 長れ しならん、 然るに 

今や 忽 にして 貧者の 妻と なる に 及んで 彼女の 信仰の 基礎 は 全く 破碎 されし が 如し、 彼女 は 信ぜり、 祌 

の 恩寵の 徴表 は繁榮 にあり、 健康に ありと、 然るに 貧苦と 廢疾 との ヨブの 身に 臨む を 見て、 被 女 は 終 

に 彼女の 夫に 於て 神に 棄 てられし 者 を 認めざる を 得ざる に 至れり、 憐 むべき 彼女 は 境遇 的 信者たり し 


なり、 彼女 は 主義の 婦人に は あら ざり しなり、 彼女 は 能く 歌 を謠ひ 得しな らん、 彼女 は 能く 琴 を彈じ 

得しな らん、 彼女 は 能く 富者の 家庭 を 整理し 「貴婦人」 として 恥る 所な き 者な りしな らん、 然れ ども 

苦痛の 祕密 を識ら ざり し 彼女 は ヨブの 眞 正の 妻た るに は 適せ ざり し、 故に 陰 雲の 彼の 身を掩 ふに 及ん 

で 彼女 は 終に 彼 を 捨て去れり、 嗚呼 ヨブの 妻よ、 製造 的 基督 敎 婦人よ！  (9)。 

〇 然れ ども 犬なる ヨブ は 其 妻の 背信に も堪 へたり、 彼 は 曰へ り 「汝の 言 ふ 所 は 不信者の 婦人の 言の 如 

し」 と、 彼 は 彼女 は 信者な りと 思へ り、 然れ ども 今や 患難に 遭遇して 彼女の 不信者なる を 知れり、 彼 

女 は 恩ま^ 亦 時には 災禍なる こと を 知ら ざり き、 逝け ょ價 値な き 婦人よ、 汝は 災害の 中に 汝の良 夫の 眞 

價を 認め 能 はざる なり (^)。 

〇 彼の 子 は 死せ り、 彼の 妻 は 去れり、 彼の 兄弟と 姊 妹と は 若し ありし とする も 同じく 彼 を 侮蔑せ しな 

らん、 然れ ども 彼に 尙ほ友 ありたり、 彼等 は 彼の 災禍 を 聞いて 悲 めり、 彼等 は 相互に 距離 を 隔て &住 

めり、 然れど 相 通じ 相 約して 列 を 同う して 来れり、 美 はしき は 患難に 際する 時の 友人な り、 地上に 於 

ける 神の 賜物に して 之に S る もの 他に あるな し、 想 ひ 見る、 バ シャンの 高原、 砂漠の 風に ギレアデの 

乳香 を薰ら せ、 ヨブ を，. 傷らん ための 贈物 を携 へて 三人の 友人が 路 舵の 轡を駢 ベて 相 走る の狀 を、 是れ 

雲上 を 翔ける 天使の 狀 なり、 彼等 は 慰藉 を II らしつ i 來る、 彼等 は 勿論 完全なる 慰藉 者に 非す、 然か 

り、 彼等 は ヨブの 苦痛 を 解す る 能 は ざり し、 然れ ども 友 は 友に して 敵に 非す、 友の 見解の 足らざる た 

めに 彼 を 斥く る 勿れ、 唯、 彼の 好意の ために 彼 を 接け よ (n— お〕。 

〇 エリ バズ は 三人の 中、 年長者に して 最も 智識と 經驗 とに 富めり、 ビルダ デ 之に 次ぎ、 ゾ パル 最も 少 

かし、 彼等 齢 を 異にして 心 を 同に せり、 彼等 は 彼等の 財 を 以て、 亦、 彼等の 智識と 信仰と を 以て 惱め 
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る ヨブ を扶 けんとて 來れ り、 聖書 は 或 意味に 於て は 友德の 福音な り、 而 して 近親の 離叛の 後に、 友人 

の來 援を畫 きし 約 百 記 は 確かに 友德の 讚美 者た るな り 

〇 然れ ども 來り 見れば ソモ 如何に、 彼等 砂漠の 朦氣を 透う して ヨブの 狀を窺 ひ 見れば、 今の 彼 は 昔日 

の 彼に 非す、 富者の 尊厳 は 跡 を 絶ち、 身 は 惡疾の 汚氣を 放ち、 彼に 誠實の 容姿 は存 せし も、 懷 疑の 齓 

は 彼の 額に 波立ち、 一目して 大 災難の 彼の 身と 心と に 臨みし を 見たり、 知るべし、 彼等、 彼に 會 して 

七日 七夜 一言 を發 する 能 は ざり し を、 沈默は „f 取 も 雄 辯なる 說敎 なり、 ヨブの 苦 惱は餘 りに 大 にして、 

首 語の 以て 癒すべく も あら ざり き、 癒す 能 はす、 故に 之 を 分 有たん のみ、 ヨブの 友人 は斯 かる 場合に 

於け る 慰藉 者の 取るべき 唯一 の 方法 を 取れり (E—？s)。 

第 三 章 

ヨブ 其 誕生の 日と 胚胎の 夜と を詛ふ 〇 ヨブ 其 死して 生れ ざり し を 恨む 〇 生れて 直に 死せ ざり し 

を悲む 〇 墳墓の 幸福 〇 死 蔭の 安靜 〇 絶滅の 恩 惠 〇 絶望の 今日。 

1 この 後 ヨブ 口 を 啓きて 自己の 日を詛 へり、 卽ち 言詞を 出して はく、 

3^ が 生れし 日 は 亡びう せよ、 

* での 二 はら  い  よ  i にし 

男子 胎に やどれり と 言 ひし 夜 も 亦然か あれ、 

ての 日 は暗黑 なれ、 


神 上より これ を 顿み給 は ざれ、 

光、 其 上に 照る 勿れ、 

5 暗黑 および 死 蔭 これ を 取 もどせ、 

雲 其 上に 宿れ、 

ひ  くら  i) の  おそ 

日 を 暗く する 者 これ を懼れ しめよ。 

6 その 夜 は！ 培 黑の執 ふる 所たら しめよ 

年の 日の 屮に加 はら ざら しめよ、 

月の 數に ら ざら しめよ。 

7 その 夜 は 孕む こと 有 ざれ、 

よろこび こる；  うち お 二 

歡 喜の 聲こ の 中に 興ら ざれ、 

ひ のろ ちの  G ろ 

S 日 を 詛ふ者 これ を詛 へ、 

レ ビヤ タン を激發 すに 巧なる 者 之 を _m へ、 

9 その 夜の 晨星は 暗 かれ、 

その 夜に は 光 明 を §"1: む も 得 ざ らしめ よ、 

叉 雲の 眼ぎ を 見 ざら しめよ、 

S 是は我 母の 胎の 戶を闔 す、 

わ-かめ ラれへ み  な. 5- 

また 我 目に 憂 を 見る こと 無ら しめ ざり しによ る 

U 何とて 我 は 死て 胎 より 出 ざり しゃ、 
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H とて 胎 より 出し 時に 氣息 たえ ざり しゃ、 

n 她何 なれば 膝 ありて われ を 接け しゃ、 

^何 なれば 乳房 あ り て われ を ti^il ひし や。 

n 否ら すば 今 は 我 偃て 安 かりし もの を、  . 

我は寢 ねて こ の 身 は 休息 ひ 居りし ならん、 

"かの 荒墟を 自己の ために 築きたり し、 

世の 君等臣 等と 偕に あり、 

はかの 黄金 を；？ ち 白銀 を- に充 したりし、 

牧伯 等と 偕に 在りし ならん、  

W 又 人 しれす して 產れし 墮胎兒 の ごとく、 

また 光 を 見ざる 赤子の ごとくに して 今 は 世に 在ら ざり しならん 

"彼處 にて は 惡き者 虐遇を 息め、 

-ひ みつかれ らのゃ す み -r- 

倦癥 たる 者 安息 を 得、 

"彼處 にて は 俘 囚人み な 共に 安靜に 居り、 

おひつ かふ もの こ, Si  ？ 

驅 使者の 聲を 聞かす、 _ 

S 小き 者も大 なる 者 も 同じく 彼處 にあり、 

僕 も 主の 手 を 離る。 

S 如何 なれば 艱難に をる に 光 を 賜 ひ、 


-5- 
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こ 、ろ *-、 ろし も.^  いのち 

心 苦む 者に 生命 を 賜 ふや、 

か、 も の し rat 

"斯る 者 は 死 を 望む なれ どもき たらす、 

これ を 索む る こと 藏れ たる 寶を 掘る よりも 甚 はだし、 

？! もし 坊墓を あねて 獲ば、 

かれ お ほい よろこ  し.？，.  など ょ；っ こ 

彼 は大に 喜ぶな り、 然り、 踴り歡 ぶな り。 

?5 その 道 かくれ 祌に取 籠られ をる 人に、 

奴 何 なれば 光明 を 賜 ふや。 

な ゆ き  くひ もの か は 

わが 歎息 はわが 食物に 代り、 

我 呻吟 は 水の-如くに 流る。 

お 我が 戰慄き 懼れし 者 我に 臨み、 

我がぎ 懼れし 者 この 身に 及べり。 

われ やすら. K  おだやか  や す -t- ん 

^我 は 安然なら す、 穩 ならす、 安息 を 得す、 

惟 艱難の みきた る。 


(1) 「この 後」 七日 七夜の 沈 默を經 て 後 〇 「自己の 0」 誕生日な り、 一 章 叫 節參照 〇0 り) 「暗 黑 

および 死 蔭 これ を 取 もどせ」 常時の 科學 思想た る 二元論の 敎 ゆる 所に 由る、 之に 隨 へば 晝夜、 生死 
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の^は 光明と 暗黑 と、 生と 死との 競-が 取合より 來る ものな りと 信ぜられたり、 卽ち其 日に 限り 暗黑を 

して 光明に 勝た しめよ、 死 をして 生を败 らしめ よとの 意な り 〇 「日 を 暗く する 者」 日蝕の 時の 月な 

らん 乎、 或は 暴 天の 時の 雲な らん 乎、 或は 當 時の 天文 思想に 由り、 天 を 翔けて 日光 を蔽ふ 或る 想像 的 

奇獸 ならん 乎、 今日に 至り 之 を 知る に 由な し 〇(8) 「レ ビヤ タン を 激發す 者 云々」 レ ビヤ タン は 或 

は鱷 なりと 云 ひ 卜 一 章 一 節參 照)、 或は 鯨な りと 云 ふ、 此 場合に 於て は 前節に 謂 ゆる 或る 一 種の 

奇獸と 13- 做す を 以て 適當 なりと 信す、 「レ ビヤ タン を 激發す 者」 は 此怪獸 を 招致す る 魔術師な り、 若 

し 出來得 ベ くんば 彼 を し て 其 祕術を 施さし め暗黑 を 起し て 此 不幸な る 日を詛 はしめ よとの 意な り 0 

「東雲の k 蓋」 柬雲を 美人の 眼へ J に 准へ しさ 代の 神話，， に據る 「膝」 「乳房」 父の 膝と 母の 

^房 〇(；5) 「かの 荒墟を 自己の ために 築きたり し^の ili; 等 云々」 莊大 なる 古墳 を 築きし^の 貴人の 

謂 ひなるべし、 H ジ ブトの 尖塔 を 築きし チ ュ ー フ ー 王の 如き 者 世に 在る 時は榮 えて 今 は 墳墓の 

下 に 休息 ふ 者、 貧者 も 死して は 富者と 所 を 同に す oo^ ) 當時 の 奴隸 制度 を 表す 〇(ss ) 當時 の 捕虜 制度 

を 示す、 捕 虞 は 必す戰 勝者の 奴 僕と なりて 使役せられ たり 〇(§^) 「其 道 かくれ 云々」 前の 見えざる 

者、 なき 者、 暗黑を 以て 取缝 めら れて 身動きの 屮 H 來ぬ 者。 

意 解 

〇 艱雑は 遭遇 常時に 於て は 能く 之に 堪 ふる を 得べ し、 然れ ども 時 を經て 後に 其 劇痛 は 感ぜら る k なり、 

殊に 友人の 11: 情に 遇 ふて 其 深 痛 は 感ぜら る、 たり、 艱難 は 寒氣の 如し、 淚源 之が 爲 めに 氷結す、 然れ 

ども 友人の 温情に 接して、 其 融解して 熱淚の 一時に 迸る を 見る、 七日 七夜の 沈默の 後に ヨブの 胸間 は 


張 裂けん ばかりに なりぬ、 是れ 彼が 終に 口 を 啓きし 所以. (1)。 

〇 神を詛 はん 乎、 能 はす、 人 を 恨まん 乎、 益な し、 然 らば 存在 其 物を詛 はん、 然 かり、 存在の 始原た 

る 出生の 日を詛 はん、 然 かり、 出生に 至らし めし 胚胎の 時を詛 はん、 生命 は 今 は 苦痛な り、 生命 微り 

せば 苦痛な かりし もの を、 出生 微 りせば 生命な かりし もの を、 K 胎 なかり せば 出生な かりし もの を、 

言 ふ を 休めよ、 人の 誕生日 は 祝日な りと、 是れ實 に 災禍の 口た るたり、 我がた めに 此日を 祝せ し 者 は 

誰ぞ、 我 は 恨む 此 日の 在りし こと を、 我 は 恨む 此日 ありし とする も 何者か 出て 此日 を滅せ ざり しこと 

を、 我の 不幸 は此 日より 始まれり、 我は此 日と 此 時と を詛 ふと (l  —  w)o 

〇 縦し 我れ 胎 まれたり とする も、 縦し 我れ 生れたり とする も、 ：e 故に 我 は 死して 生れ ざり しゃ、 何故 

に 我 は 闇より 出て 闇に 行 かざりし や、 或は 若し 我れ 生きて 生れし とする も 3： 故に 我 を 撫育す る 者 あり 

しゃ、 我 は 今 我が 父母 を 恨むな り、 我 は 今、 彼等が 我 を 死に 委ね ざり し を 恨む (s—53)o 

〇 嗚呼、 若し^らん に は 我 は旣に 墓の 休息に 在りし もの を、 王侯貴族と 所 を 偕に し、 土に 枕して 眠り 

草に 蔽 はれて 休 ひし もの を、 誰か 死薩の 安靜を 知る 者 あらん 乎、 彼處に 王者の 虐政 あるな し、 戰爭は 

歇 みて 捕 慮 ある ことなし、 彼處に 大小、 貧富、 主 從の別 あるな し、 彼 處は總 て靜肅 にして 總て 平穏な 

り、 死者の 幸福 は遙 かに 生者の それに 優る (？ 3—？0。 

〇 斯 かる 休， の 供 へらる k あるに 神 は 何故に 艱難に 居る 者に 光 を 賜 ひ、 心 苦む 者に 生命 を 賜 ふや、 彼 

は 死 を §1- むこと 藏れ たる 寶を 索る よりも 切なり、 彼のん：' 欲する 唯一 の もの は 墓な り、 生命の 快 樂は希 

望に あり、 希 sl^: にして 絶た れん 乎、 生命 は 無き に 若かざる なり、 斯 かる 者に 生命 を 賜 ふ は 苛酷な り、 

無慈悲な り、 人 を 憐み給 ふ 者よ、 我に 絕滅の 恩惠を 賜へ よ (^—？-〕。 
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〇 我が 食物 は 歎息な り、 我が 飲物 は 水の 流れて 止まざる が 如き 我が. i. 吟 なり、 我の 厭 ひし 者 は 我に 臨 

り、 我の 怖れし 者 は 我が身に 及べり、 我の 今日は 我が 希ば HI と 正反對 なり、 我が 全身に 安息 あるな し、 

摱亂 我に 臨みて、 我に 今 在る もの は 唯 艱難の みと (；^ 1^)。 

〇 同情 を 寄す 我が 友 ヨブよ、 汝の 悲歎 は實に 深し、 汝は 宇宙に 汝の 立場 を 失へ り、 地 は汝を 去れり、 

而 して 地の 去りし と 同時に 汝は汝 の祌を 見失へ り、 我は汝 のために 辯 ぜんと 欲す、 汝は財 を 失 ひした 

めに 歎く 者に あらざる こと を、 妻子の 離散 亦何ぞ 深く 悲む を須 ゐん、 祌に棄 てられし の感、 是れ 今汝 

を 苦します ものな り、 汝は 4マ、 "單獨 り 無限の 宇宙に 漂流す、 汝は今 「無限の 死」 を實驗 しつ. 1 あり、 

^ち 死 せんと 欲して 死す る 能 はざる の 苦、 祌を萬 有に 探り 求めて 彼に 會 合し 能 はざる の 痛 を 感じつ \ 

あり、 然れ ども 待てよ、 黑暗 淵の 面に ありし 時に 之を裹 みし 祌の靈 は、 終に 再び 汝を發 見し、 汝を懷 

抱 上げ、 汝を 接吻し、 汝を濶 き處に 歩ませ 給 ふべ し。 

第 四 章 

ェ リ パ ズ 語る 〇 論せ し 者 論 さる 〇 不義の 急速なる 消滅 〇 之 を 獅子 巢窟の 離散に 譬ふ 〇 深更の 異 

is- と 其 教訓 . 

t 時に テ マ ン人 T^T 力 答へ て 曰く、 

。-人 もし 汝に むかひて 言詞 をお さば 汝 これ を 厭 ふや、 


然 ながら 誰か 言で 忍ぶ こと を 得ん や。 

"さきに 汝は 衆多の 人 を誨へ 諭せり、 

垂 たる 手 をば 強く せり、 

ことお  つ. -* づ： もの  たす 

4 言 を もて 躓 者 をば 扶け 起せり、 

弱りた る 膝を强 くせり、 

しか  いま  こと  の * で  も 

5 然るに 今 この 事汝に 臨めば 汝 悶え， 

二と  ： は  お v-i,-- 

この 事 汝に加 はれば 汝怖惑 ふ、 

G 神を畏 むこと 是 なん ぢ の信賴 ならす や、 

みち まつ. U  これ  の，" ふ 

道 を 全うする こと 是 なん ぢのひ W ならす や 

7 請 ふ 想 ひ 見よ、 誰か 罪な くして 亡びし 者 あらん 

ヒ し， 0 力 .1 - 、  二と  あ 

義き 者の 絶れ し 事 いづく に 在； や。 

8 我の 觀る 所に よれば、 不義 を 耕へ し、 

あく  t  もの  V  ところ ャ，、 

惡を播 く 者 は その 穫る所 も 亦是の ごとし、 

9 彼等 は 祌の氣 吹に よりて 滅び、 

その 鼻の 息に よりて 消う す。 

し ゝ  ほえ じ しゝ  二 ゑ  や 

S 獅子の 吼、 猛き 獅子の 聲 ともに 止み、 

がき 獅子の 牙 折れ、 

. ；, ほし ゝ え も の  A ろ 

"大 獅子 確 物な くして 亡び、 


ョ ブ 5-  0  i< 

めし ゝ • り さん 

牝 獅子 離散す。 

さき こと ひそか われ ^ 

^前に 言の 密に 我に 臨める あり、 

我 その 細聲を 耳に する を 得たり、 

"卽ち 人の 熟睡す る 頃、 

わ よ ろし  おら わ-つら  A  9 

我 夜の 異象に よりて 想 ひ烦ひ をり ける 時、 

= 身に 恐權を 催して 戰慄 きたり、 

我が 骨 節 こと，^  く 振 ひたり、 

n 時に 靈 あり、 我 &の前 を 過たり、 

. がが 身の 毛 よだちたり、 

ちの  さ  われ  か ii ち み わか  ち 仁 

W その物た ちと まれり、 然れど 我 は その 形 を 見 分つ こと 能 は ざり き、 

唯 或る 象の わが 目の前に 立てる あり、 

時に 我 しづかなる I 赏を 聞け り、 "^^く， 

に 人い かで 神の 前に 正義 からん や、 

人い かで その-造 主の 前に 潔 からん や、 

V  n.  しも V  た。 

ド彼は その 僕 さ へ に恃 みたま はす、 

；^へ！！^者をも足ぬ者と見做したまふ、 

いは  つち いへ すみ  もと. 0 

2?^ んゃ 土の 家に 住 をり て 塵 を 基と し、 
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かけろ 二  ろ  も 0 

蜉蝣 の ご とく に 亡ぶ る 者 を や 、 

加是は 朝より 夕までの 間に 亡び、 

もの  なー ノ  5 ぜ さ 

か へりみ る 者な くして 永く 失 逝る、 

その ^ の 緒 あに 絕 ざらん や、 

皆 悟る こと 無して 死う す。 

v.ff  sir 

^  角 

(1) 「厭 ふや」 耐 ふるや、 艱難の 時に 反駁に 類す る 言 を 聞く は 難し、 故に H リバ ズは豫 め ヨブの 忍 

耐を 喚起し おくたり 〇(3) 「垂れた る 手」 失望 落 膽の徵 表な り 〇(6〕 信賴 他な し、 神 を 長る、 こと 

なり、 希 §マー 他な し、 神の 道 を 守る ことなり、 實際的 信仰 は此 他に あるな し 〇(8) 人 は 其 捲く 者 を穫る 

(太 七 0 十六 )〇(9) 「氣 吹」 「鼻の 息」 砂漠より 來る 熱風の 野の 草 を 枯らす が 如く、 神の 憤怒 は惡 

人 を 減す (赛 SI 十 〇 七 參考) oslu^ 「獅子」、 r 猛き 獅子」、 r 少き 獅子」、 r 大 獅子」、 r 牝 獅子」 

洞穴に 巢窟を 作る 獅子の 一 圑を稱 ふ、 雌雄 あり、 老 ひたる 猫 子 あり、 少き 獅子 あり、 而 して 一 朝變災 

に 遭遇 すれば 彼等と 雖も ra: 散せ ざる を 得す、 古代に 在て 獅子の 未だ 多く 人家に 近く 棲息 しをりし 頃 は 

其 常 性 習慣 等 は 人の 善く 究めし 所なる が 如し、 本書 並に 詩篇に 於て 多く 獅子に 就て 述 ぶる 所 ある は、 

是れ當 時の 人の 日常の 話柄な りしが 故なら ざるべ からす 〇(53ls^〕 之 を H リバ ズ の幽靈 談と稱 し、 世 

界文學 に 有名な り、 或 人 曰く、 沙 翁の マクべ ス 劇に 於け る幽靈 も斯の 如くに 凄然 からすと 「夜 
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に對 する 彼の 小と、 其 聖に對 する 彼の 不淨 とを覺 りしな らん、 彼れ 今 此實験 を 開陳して ヨブ を誨 へん 

とす、 其 想の 莊、 共辭の 美、 文界の 珠玉と 稱 すべし (5-—？-)。 

第 五 章 

ェ リ 。ハ ズ更ら に ョ ブを 諭す 〇 災禍 は 地より 起らず 人より 生ず 〇 智者 は 其 智に仆 る 故に 弱者 慰む 

〇 神に 醫 されし 者の 平安。  ， 

It ふなん ぢ颟 びて^よ、 誰か 汝に應 ふる 者 あり や、 

変 者の 中に て 誰に 汝む かはんと する や。 

2 夫 愚なる 者 は 憤 恨の ために 身 を 殺し、 

癡き者 は嫉娼 のために 已を 死し む。 

3 我み づ から 愚なる 者の その 根 を 張る を 見たり、 

然れ ども 忽 にして そ の^は 詛 はれたり、 

4 その子 等 は 助 援を據 る ことなく、 

鬥 にて 屈辱 を受 くれ ども 人の 之 を 救 ふ あるな し、 

5 その 穡 とれる 物は飢 たる 人 これ を 貪 ひ、 

荊棘の 難の 中より 之 を 奪 ひいだ し、 


鬵 その 所有物に むかひて 口 を 張る。 

G 災禍 は 塵より 起ら す、 

艱難 は 土より 出す、 

ひと 5**  "4  ふ 

7 人の 生れて 艱難 をう くる は、 

火の 子の 上に まが ごとし。 

われ  われ かな  か ふ つ ゆもと 

S もし 我な らんに は 我 は 必らす 神に 吿 求め • 

わ-かこと ケふ i か 

我事 を 神に 任せん、 - 

9 神 は大ピ して 測りが たき 事 を 成した まふ、 

其 1^ 思議な る 事を爲 たま ふ こ と數し れす、 

W 雨 を 地の 上に 降し、 

みづ の おも お： 

水 を 野の 面に 遣り、 

ひく もの .a か も 

"卑き 者 を 高く 擧げ、 

'y  n,  もの ひ き お 二  さい ひ 

憂 ふる 者 を 引 興して 幸福なら しめた まふ。 

n 神 は 狡し き 者の 謀計 を 敗り、 

そ の 手業 を 成就 る こ と 能 は ざら しむ、 

かふ かしこ も；^  ，1;づ から ： ふ  とら 

n 神 は 慧き者 を その 自分の 詭計に よりて 執 へ 

よこし i  もの はかりごと  や ふ 

邪なる 者の 謀計 をして 敗れし む、 

"彼等 は 晝も暗 黑に遇 ひ、 


ヨブ t!i  w 究 

»* ひる  よる  つ-と  さ. ** ど 

卓 午に も 夜の 如くに 摸り 惑 ふ、 

：5 神は惱 める 者 を 救 ひた まふ、 

口の 劍と强 き 者の 手と を 免 かれしめ たま ふ、 

こ、  よわ もの のお ふ 

55 是を もて 弱き者に 望 あり、 

悪き 者 口 を 閉づ。 

.5- み 二ら  ひと さい は ひ 

t 神の 懲 した まふ 人 は 幸福なる かな、 

？れ  ぜんの" つし や い ♦* しめ かろ  なか 

然ば汝 全能者の 儆責 を輕ん する 勿れ、 

び 神 は 傷け 叉裹 み、 

うち い. a  ft^  て  よ  いや 

擊て 痛め 又 その 手 を もて 善く 募した まふ， 

"彼 はなん ぢを 六の 艱難の 中に て 救 ひた まふ、 

七の 中 にても 災禍なん ぢに のぞま じ、 

き きん ti,  古-.、  し  まね 

？-饑 謹の 時にはなん ぢを救 ひて 死 を 免 かれしめ、 

戰爭の 時には 劍の手 を 免れし めた まふ、 

リ汝は 舌に て 鞭た る& 時に も隱る X こと を 得、 

壞滅の 来る 時に も權 る、 こと 有 じ、 

？! 汝は壞 減と 饑饉 を 笑 ひ、 

ち  けらの  おそ  か 

地の 獸を も懼 る、 こと 無るべし、 

野の 石なん ぢと相 結び、 


五 
五 
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の け も G  や il ら 

野の 獸 なん ぢと 和がん、 

なん ぢ  くや  やす- i-.?-  し i 

？! 汝 はおの が 幕屋の 安然な る を 知ん、 

すみか ふ  かけ  もの 

汝の住 處を見 ま はるに 缺 たる 椒 なからん。 

ぉ汝 また 汝の 子等の 多くな り、 

汝の裔 の 地の 草の 如くになる を 知ん、 

よ.？ よよ ひ  はか 

部 汝は遐 齢に およびて 墓に いらん、 

あだか もむ や. た- 5 ぶ そ G とき  , 、ら はこ 

宛然 麥 束の 其 時に いたりて 倉に 運ばる i 如くな らん。 

A  われら つ あきら ところ 

"視ょ 我等が ts^ ね 明めし 所 かくの ごとし， 

汝 これ を聽て 自ら 知れよ。 

辭 解 

X  r 一け. U すけ  二. U  999*0 

(1) 「龥 びて 看よ」 喊 叫びて 扶助 を 乞 ひ 看よ、 神に 逆 ふて 誰も 汝に應 ふる 者 は あら じ、 罪 を 天に 得 

て訴 ふる 所な し 〇 「聖者」 天使な り、 汝に應 ふるの 人 あるな し、 亦、 天使 あるな し 〇 「向 はんとす 

る や」 面 を 向けて 援助 を 仰がん とする や 〇(2) 「愚者」 頑愚 者な り、 己れ を 以て 智 しと 做し、 他 

者の 訓誨 を納れ ざる 者な り 「葳霄  一 0 七) 〇 「憤怒の 爲に身 を 殺す」 愚者 非理 を 行 はんとして 神の 强 

硬なる 抵抗に 遇 ひ、 激憤 を發 して 自 から 敗滅 を 招く 〇 「療 き 者」 計 策に 富む も眞 實に缺 乏して 返て 
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失敗 を 招く 者 〇 r 嫉娼」 情火な り、 熟 憤と 譯 する を 得ん 乎 〇(3) 「根 を 張る」 勢力 を 張り、 繁榮 

を 致すな り 〇 r 忽 にして」 不意に、 急速に、 何人も 败 滅を預 期せ ざり し 時に 〇(4) 「門」 邑の門 

は パレスチナ 地方に 於て は 公利の 行 はる、 所な り、 或は 之 を 「街衢の 座」 とも 云 ふ (廿九 〇 七〕 〇 「門 

にて 屈辱 を受 く」 衆人 注視の 前にて 辱めら る 〇(5) 「荊棘の 籬の 中より 云々」 富者 難 を 以て 家 を 

繞るも W の 用な し、 時 到れば 其產は 他人の 奪 ふ 所と なる 〇 r 驕其 所有物に 向 ひ を 張る」 敗亡の 鎮 

は惡 人の 魔の 其屮 に落來 らんこと を 待ちつ \ あり、 彼が 安然 を 叫ぶ 時に 驕は旣 に 彼の 面前に 在り、 是 

れ 或は 自身の 設けし ものな らん (十三 節參 照)、 或は 神が 彼のた めに ぼけし ものたり とも 云 ふ を 得べ 

し 〇(6)， 「災禍 は 塵より 起ら す」 植物の 如くに 天然 的に 土地より 生す る ものに 非す 〇 「火の 子の 上 

に 飛ぶ が 如し」 人と して 必然の ことなり 〇03) 「口の 劍」 惡 人の 讒. 雜 なり、 劍の屮 鼓も怕 るべき 

ものな り 「六の 艱難」 「七の 中」 多数の 災禍の 中より との 意な り。 義 者に 患難 多し、 然れど 

ヱ ホバは 彼 を 其 中よ リ 救出し 給 ふ 「詩篇 三十 四 〇 十九〕 〇 「舌に て 鞭た る」 如何なる 鞭撻よ、 而 かも 偽 

善！： の 社 # に此 極の 鞭撻の 盛に 行 はれざる 所 あるな し 〇 「壞 減と 鎖 錢を笑 ふ」 其 彼に 害な きを 知れ 

ばたり、 之 を 恐れざる のみなら す、 之 を 笑 ふ、 心中の 慰安 を 示す (お) 「石と 結び、 と 和す」 人 

と 和す るの みならす、 亦 天然と 和す、 是れ 最終 最大の 平和な り (赛五 五 〇 十二、 十三 參 照)。 

ノん  «w 

〇 祌は 愚者 (頑 杭 者) を滅 さす、 彼 は 頑 杭に 由り て 自己 を 亡す たり、 神 は瘦者 (計 策 者) を 殺さす、 

彼 は 計略 を 以て 自己 を 死なし む、 敗滅 は祌に 因らす、 自已に 因る、 亡 を 以て 神 を 恨む ベから す、 只、 


自己の 實 むべき あるの み (2)。 

〇 濠 を 深く し、 雜を 高く して 賊を 守る も 何の 用 か ある、 衷 にして 正しから ざらん か、 倒 產の患 目前に 

在り、 賊は 外に 在らす、 屮 にあり、 富んで 義 から ざれば 荊棘の 籬も 以て 財貨 を 守る に 足らす、 正義 は 

確かに 財產 保全の ための 最良 策な り、 而 かも 世に 此策を fi する の 富者 甚だ 龄し (5)。 

〇 災禍と 云 ひ、 艱難と 云 ひ、 素是れ 草木の 如くに 地より 生ぜし ものに あらす、 是れ人 ありて 以來 始め 

て此 地に 臨みし ものな り、 災禍 は 人の 作りし ものにして 罪の 結果な り、 人 は 生れて S 非 を 犯し 艱難 を 招 

く、 恰 かも 火の 子の 上に 飛ぶ が 如し、 艱難 は 人の 附着 性な り、 憐 むべき かな 彼れ、 故に 慈愛の 神 は 永 

久の 喜樂に 入る の途を 彼のた めに 供へ 給へ り (6—7)0 

〇 人生に 煩悶 錯雜 多し、 吾等 自 から 之 を處理 せんと 欲して 能 はす、 故に 吾等 は 之 を 神に 任せん かな、 

神は大 にして 測リ 難き こと を 行 ひ 給 ふ、 彼が 人生 を 識り給 ふ は 醫師が 身體を 知る よりも 密 たり、 彼 は 

縫れ たる 絲を 解き 給 ふ、 彼に 處し 難き の 艱難 あるな し、 煩悶 は 家庭の 不和なる か、 之 を 神に 任せよ、 

錯雜 は社會 の混亂 なる 乎、 之 を 神に 任せよ、 雨 を 地の 上に 降らし、 水 を 野の 面に 遣 リ給ふ 神 は 恩惠の 

普き を 以て 不和 を 其 根底に 於て 絶つ を 得べ し、 卑き者 を 高く 擧げ、 憂 ふる 者 を 引 興して 幸福なら しめ 

給 ふ 神 は 公平 を此 世に 致して 混 亂を其 原因より 治す る を 得べ し、 神 を識る こと 是れ 智慧の 始 なリ、 神 

に 任 かす こと、 是れ 安靜に 入る の 初歩な り (8—^3)。 

〇 世の 才士  (慧き 者) は 自分の 智慧に 依りて 亡び、 其 策士  (邪なる 者) の 謀計 は 敗らる、 彼等 は成效 

(晝) の 中に 失敗 (暗 黑) に 遇 ひ、 全盛の 時 (卓 午) にも 惑亂 周章す る こと あり (夜の 如くに 摸り 惑 

ふ)、 是を 以て 弱き者に 望 ぁリ、 惡き者 口 を 閉づ、 成效は 才能に 因らす、 神の 指導に 因る、 弱者の 希 
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望 は 信賴に 在り、 世 は 計 策と 信仰との 競爭 場たり、 而 して 前者 は恆に 先き に成效 して 後に 失敗す る も 

のな り、， L め 者 成效の 希望 は此 天則に 基ゐす (^3—^.)。 、 

〇 神の 懲し給 ふ 者 は 幸 輻 なり、 然れ ば汝、 全能者の 儆責 を輕ん する 勿れ、 神 は 傷け 給 ふの みならす、 

亦 癒し 給 ふ、 然り、 永久に 癒し 給 はんがた めに 一 時、 傷け 給 ふなり、 六 難の 汝に 臨む こと あらん、 然 

れ ども 汝 能く 之に 耐えよ、 然れば 第 七難の 汝に 臨む 時に 汝は 凡ての 艱難より 救出 さるべし、 汝に 臨む 

艱難の 多き が 故 を 以て 神 を 恨む 勿れ、 終まで 忍ぶ 者 は 救 はるべし、 汝の 忍耐 をして 神の 忍耐に 應 はし 

めよ、 然 らば 彼 は 恩惠を 以て 党に 汝 に讓ら ざる を 得ざる に 至るべし (i:;ls)o 

〇 神の 懲 治の 結 菜 は是れ なり、 卽ち汝 は 人の 悲む 時に 悲 まざる に 至るべし、 汝は 饑饉の 中に 在て 飢え 

す、 戰爭の 時に 際して 平然たる べし、 而已 ならす、 誹謗 者の 舌 も汝を 傷く る 能 はざる べし、 壤 滅の汝 

の 周 園に 臨む こと ある も、 全能者に 賴る汝 のみ は懼る \ こと あら じ、 然り、 汝は 壤滅と 饑饉 を 見て 笑 

ひ、 暴虐の 人 (地の 獸) をも慄 るる こと 無 かるべし、 是れ 皆な 神 を 識る歡 ばし き 結果な り、 而 して 神 

を識 らんと 欲せば 神に 懲ら しめらる、 を 要す、 かも 一度び は 惡疫に 犯さる、 の 利益なる が 如し、 一 

度び 其 犯す 所と なりて、 萬 病 も 犯す こと 能 はざる に 至るべし、 然 らば 擊 たれよ、 神に 擊 たれて 強き 者 

となれ よ (gli^〕o 

〇 汝の 安然 は 之に 止まら ざるべし、 汝は萬 物と 和す るに 至るべし、 敵 は汝を 傷く る 能 はす、 而 して 木 

石禽獸 は汝の 友と なるべし、 祌と 和らぎて 汝は 宇宙と 和らぐ に 至るべし、 而 して 平穩 再び 汝の 幕屋に 

臨み、 子女、 汝の 膝下に 繋え、 汝は 老境の 悲痛 を覺ら すして、 果穀の 熟して 地に 落る が 如く、 苦痛な 

くして 汝の 墓に 入る を 得べ し、 視ょ、 是れ 我等が 生涯の 經驗 として 尋ね 得し 所な り、 今、 之 を 汝の前 


に述 ぶ、 汝、 之 を 聽て大 に 悟る 所 あれ all お〕。 

〇 然り、 H リ バズよ、 汝の經 験 は 深く して 汝の 言辭は 美な り、 然れ ども 汝は 未だ 我 友 ヨブの 苦痛の 眞 

髓に 入らざる たり、 汝の 人生 觀は 未だ 淺し、 故に 汝の言 は 未だ 以て 痛める ヨブ を 慰む るに 足らす、 我- 

汝の 誠實と 老熟と を 愛す、 然れ ども 汝の 信仰の 未だ 世の 平凡 宗 より 遠く 離れた る 者に あらざる こと を 

認め すん ば あらす。 

第 六 章 

ヨブ 其 苦痛の 眞因を 語る 〇 其 友の 無情 を責む 〇 彼等の 再考と 同情 を 促が す。 

 こ t 

1 ョ ブ嚓 へて 曰く 

2 願 はく は 我 憤 恨の 善く 權ら れ、 

わが 慎惱の 之に 對 して 天 粋に 懸ら れんこと を、 

3 然 すれば 是は 海の 沙 よりも 重 からん、 

.,p ゝ  わがこと H ふ V り 

斯れば こそ 我 言躁妄 なり けれ、 

ぜんのうしゃ や  ふ ... 

4 それ 全能者の 箭 わが 身に 入り、 

わが 靈魂 その 毒を飮 り、 

神の 怖 我 を 襲ひ攻 む。 
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5 野 驢馬 あに 靑草ぁ るに 鳴ん や、 

牛 あに 食物 あ るに^らん や、 

あは もの  し；. *  '-.V 

G 淡き 物 あ に >M なくして 食 ふ を 得ん や、 

たまご しろみ あ i つ は ひ 

蛋の白 あに 味 あらん や、 

了 わが 心 は 之に 觸る こと を-まふ、 

是れ； ^かも 我が 厭 ふ 所の 食物の ごとし。 

ね^^  .r ，が もむ LM! ろ  え 

S 願 はく は 我お 1 . も の を h!: ん こ と を、 

9 願 はく は 神，.；  一，？  /八の 物 を 我に 賜 はらん こと を- 

sah.  かみ  ほろ  よし 

願 はく は 神 われ を 滅ぼす を 善と し、 

御手 を 伸て 我を絕 たま はんこと を、 

しか  われ なほ  a:.--  3 ところ 

S 然ると も 我 は 尙みづ から 慰む る 所 あり， 

*、 つ-ひ なか  よろ 

我 は 烈しき 苦痛の 中に ありて 喜 こばん、 

是は我 聖者の 言に 悖りし ことなければ なり。 

われ x> に ち か ら  な， i**" 

"我 何の 氣カ ありて か 尙俟ん 、 

われ so  われ  二-つ し" 

我の|^ぃかなれば.^|^;なほ耐へ忍ばんゃ、 

"わが 氣カぁ に 石の 氣 力の ごとくな らん や、 

我 肉 あ に 銅の ごとくな らん や、 

n わが 助 われの 中に 無に あらす や、 


5： 
六 


.T  く ひわれお ひ  > 

救扬 我より 逐 はなされ しに あらす や。 

"憂患に し づ む 者 は その 友 これ を 憐れむべし、 

然ら すば 彼 は 全能者 を 長る \ こと を 廢ん、 

^わが 兄弟 は わ が 望 を 充 さぐる こ と溪川 の 一 こ とし" 

消失す る溪 川の 流の ごとし、 

ぉ是は 氷の ために 濁り、 

-5 ち か，、 

雪 その 中に 藏る、 

さ  あ I.- ゝ. fr  とき  -? え 

^ 然れ ど溫暖 になる 時 は 消 ゆき、 

あつ  ，-1 よ Vj  ところ ，U  は 

熱くなる に 及て は その 處に絕 え 5^ つ、 

"隊 旅客 身 をめ ぐらして 去り、 

{ や： 曠き處 にいたり て 亡ぶ、 

S ーァ マの 隊 旅客 これ を 望み、 

、レバ の 旅人 これ を 慕 ふ、 

？- 彼等 こ れを 望みし によりて 愧恥を 取り、 

彼處に 至りて その 面 を 銀く す。 

，リ かく 汝等も 今 は 虚しき 者と なりたり、 

汝等は 怖ろ しき 事 を 見れば 则 はち 懼る。 
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ベから す〇(ぉ) r 溪 川の 如し」 砂漠の 溪川 なり、 所謂 wady と稱 し潤涸 常なら ざる 者な り、 降雨 又 

は 融雪の 時に 水 あり、 乾燥の 時に 無し、 旅人 水 を 望んで 是に 至って 失卞 iH- る こと 多し 〇0^) 「氷の た 

めに 濁り」 融雪の 時に 濁流 滾々 たり 〇 rffi 其 中に 藏る」 雪の 變 じて 斯 くな りし もの、 或は 雪花 其 

上に 落ちて 消 ゆ 〇(s〕  r 隊 旅客」 所謂 caravpn なり、 隊を 組みて 砂漠 を 旅行す る 者 〇 「身 を囘 らし 

て 去る 云々」 水 を 尋ねて 溪 川に 至り、 之れ なくして 去り、 i や： 曠の處 に 至り 渴の 癒え 難き に 由り て 死 

す 〇(s)  r テ マ」 H リ バズの 本國 なり、 隊 旅客の 貿易 を 以て 有名な りし 〇 「シ バ」 一 章 十五 節 を 

見よ 〇( 幼) 彼等 個渴 せる 溪 川に 水 を 望んで 失 tn. 一 せり 〇(s^) 「汝等 も 今 は 虚しき 者と なりたり」 汝 

等 三人の 友人 も 今 は 涸れた る溪 川の 如き 者と なりたり 〇 「怖ろ しき 事 を 見れば 卽ち懼 る」 溪 川の 乾 

燥せ る 地に 達すれば 其吸牧 する 所と なる が 如し、 我が 患 苦 を 視て之 を 慰む る 能 はす、 患 苦に 接すれば 

苦言 を發 す、 頼む に 足らざる 慰藉 者なる かな (十六 〇 二) 〇( お) 我 嘗て 汝 等より 何物 を も 求めし ことな 

し、 我は汝 等の 知る が 如く 獨 立の 人な り、 我 は 唯、 汝 等の 同情と 友誼と を 要求す るの み、 然るに 汝等 

は 今、 此 同情 をも與 ふる 能 はす、 我 は 實に汝 等に 就て 失望す 〇(？D 「敵 人の 手より 救 ひ 出せ」 「贖へ」 

人、 若し 敵 人 又は 草 寇の捕 ふる 所と なれば、 金を拂 ふて 之 を 救 ひ 出す は 友人の 義務たり しなり、 亞 

拉比亞 地方に 於て は此 制度 今に 至りても 行 はる、 ヨブ は 曰 ふ、 彼 は 嘗て 斯 かる 責任 を 彼の 友人に 負 は 

しめし ことなしと 〇0:!3) 「我 を敎 へよ」 我が 苦痛 を痊 すに 足る の 智識 を 供せ よ 〇( 邪) 「言 を^ 正め 

んと想 ふや」 我 を 規定め すして 我が 言を規 正 めんと 欲 ふや、 言 語の 上に 我 を 諫言 めんと する や 〇 汝 

等 知らす や sui の 絕た る 者の 語る 所 は 風の 如き ものなる こ と を、 之に 秩序な く、 聯結 なき は當然 なり、 

然るに 汝 等は斯 かる 者の 言 を提 へて、 彼を責 む、 汝 等の 無情 も亦大 ならす や 「孤 子の ために 籤 


を If く」 昔時の 習慣と して 人、 若し 負愤を 遺して 死す る こと あれば、 彼の 懂權者 は 彼の 孤 子 を遺產 

の 中に 箅し、 纖を 以て 之 を 取り、 之 を奴隸 として 鬻ぎ、 以て 其 損失の 一 部分 を 償 ふ を 得たり、 然れど 

も 其、 之れ を爲す ことの 無慈悲の 所行たり しこと は當 時の 人と 雖も之 を 認めたり 〇 「友 を商貨 にす る」 

孤 子を賣 るに 均しき 不仁の 動作な り、 然れ ども 残忍の 人 は 此事を も 敢て爲 したりき 〇( お) 「面 を 我に 

向けよ」 我が 同情者と なれ、 我に 利益 ある こと を 語れ、 面 を 人に 向ける と は 彼に 好意 を 表すとの 熟 

語な り 〇〔 お〕 「再びせ よ」 搏考 せよ、 又は、 汝の言 ふ 所 を 改めて、 我に 臨みし 災禍に 就て 更らに 新 

たなる 見解 を懷 けよ 〇 r 此事 において は 我 正義し」 此 災禍の 一 事に おいて は 我に 不義 ある ことなし、 

我 は 我が 犯せし 罪惡 のために 神に 責められつ、 ある 者に 非す 〇( 加) 「我 舌に 登 不義 あらん や 云々」 

我が 舌、 豈、 殊更ら に 不義 を 構造 せんや、 我が 口、 豈、 惡を 善より 判別し 得 ざらん や、 我 言 を 信ぜよ、 

我 を 狂者と 做す 勿れ、 我 は 未だ 知 覺を失 はす、 汝等は 前の 日に 於け るが 如く 我が 言 を 信じて 可な り。 

意 解 

〇 我に.. 憤 恨 あり、 我 は此事 を識認 す、 然れ ども 我が 友 は 我が 憤 恨の 如何に 深き か を 知らす、 若し 彼等 

にして 之 を 知らん に は 彼等 は 其 海邊の 砂よりも 重き を覺 らん、 彼等 は 我が 換惱の 所以 を 知らす、 彼等 

は 之れ 我が身に 臨みし 災禍の ためなりと 思へ り、 然れ ども 是れ我 を識ら ざるの 甚だしき ものな り、 彼 

等の 言 の 以 て 我 を 慰む るに 足ら ざ るは宜 ベ なり (2  joc  〕o 

〇 我れ 我が 苦痛の 所以 を汝 等に 告げん、 我 は 神の 傷く る 所と なりたり、 我の 愛し、 敬し、 縫り 来りし 

我が 神 は 我が 心の奥底にまで 其 毒矢 を 送り 給へ り、 我は爲 めに 彼の 聖顏を 見失 ひたり、 慈愛の 神た る 
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ヨブ 記 w  K 六 二 

彼 は 今 は tf 忍の 神と して 我が 服に 映す るな り、 《: だれ 我が 懊惱 の眞 因な り、 汝等此 事 を 知らす して、 我 

を 慰めん とする も 無益な り、 我 は 今 は 尊 常の 人の 味 はざる 苦痛 を 味 ひつ、 あるな り (4)。 

〇祌 の 額、 我が 信仰の 服より 絶へ て、 我が 生 泥 は 無味 無意義の ものと なりたり、 我が.^  く は 全く 之 

が ためなり、 恰かも野驢^?が靑^£|なくして鳴くが如し、 牛が 食物な くして 畔 るが 如し、 我が^ 在の 目 

的 物 絶えて、 我 は 生きん こと を 欲せざる に 至れり (5—6)。 

〇 故に 我は靜 かに 眠らん こと を 求 ふ、 我 は 忘却の 墓に 降らん こと を 祈る、 我 は 我が 爲し 得る 丈け の 事 

を爲 せり、 然 かも 神 は 我 を惡し k と 認め 給へ り、 我、 今より 更らに 努めて 3： の 益 あらん や、 我に 石の 

氣カ あるな し、 銅の 堅 M あなな し、 人力 盡 きて 後に 我れ 何 をか爲 さん、 今や 我れ 自分 を 助く る 能 はす、 

而 して 神の 救 ひ 我に 臨ら す、 是れ 我が 死と 墓と を 希 ふ 所以な り (8i^3〕o 

〇 我れ 汝等 友人 を w に譬 へん、 然り、 砂漠の 溪 川に 譬 へん、 我、 慰藉に^^きて、 之 を 求めん と 欲して、 

汝 等に 到れば 汝等旣 に衷に 涸れて 同情の 一滴 を留 むるな し、 否な、 是に 止まらす して、 返て 苦 首 を發 

して 我 を. 諷す、 願 ふ、 w び汝 等の 我に 對 する 態度 を更 めよ、 我が 昔 口の ヨブなる こと を 忘る V 勿れ、 

今、 我が 富、 我より 飛び去り、 汚檢 我が身に 臨みし と雖 も、 我が 靈 魂に 正義の 念 絶えす、 我に 慰藉の 

水 を 供せ よ、 而 して 友た るの 本分 を盡 せよ、 我は懼 る、 汝 等の 此事 を爲さ るが 故に、 我 は 終に 絕對 

的 無神論者 となりて、 全能者 を畏る \ こと を 魔す るに 至らん こと を (； I： 以下〕。 

〇 嗚呼、 我 友 ヨブよ、 汝も亦 誤れり、 汝の友 は汝の 苦痛の 眞因 を識ら す、 故に 汝を 慰む る 能 はす、 然 

れ ども 汝も亦 汝の友 を識ら す、 故に 彼等 を責 むる、 亦、 酷に 過ぎたり、 汝の 日へ るが 如く、 汝を 傷け 

, r,  O00O0000O0000O0000  . 

—者 は 神な り、 而 して 神の 傷け し 者 は 神の み 之 を 癒す を 得べ し、 汝の 友、 登 神な らん 乎、 彼等 如 M で 


か、 心の 傷 を 疫すを 得ん や、 汝も 世の 多くの 悲痛 者と 等しく、 人より 神の 慰藉 を 求めつ、 あるな り、 

患 苦に 處 しても、 人に 對 して 寛大 なれ、 最も 好き 友な りと 雖、 其爲し 得る 所 は 知るべき のみ、 友 を 恨 

むに 神の 能力の 缺乏の 故 を 以てする 勿れ。 

第 七 章 

ヨブ 神に 向って 叫ぶ 〇 彼の 生命の 旦夕に 迫りし を 述べて 神の 憐潤を 仰ぐ 〇 苦痛に 堪え 得ず して 

神の 暫時 彼 を 離れ 給 はんこと を 願 ふ。 

1 それ 人の 世に ある は戰鬪 にある がごと くなら す や、 

そ 刀 ひ や 4 ひび i ひ 

又 其 日 は 龍 人 の 日の ごとくな るに あらす や、 

。• 奴 僕の タ暮 を冀 ふが 如く、 

c-i ひび i  あた ひ の& 

餹 人の その 價を 望む がごと く、 

3 我 は 苦しき 月 を 得させられ、 

憂 はしき 夜 を あた へらる、 

我 臥せば 乃ち 言 ふ、 

ぎ 時 夜 あけて 我お きい でんかと、 

あけぼの レ， ひ *i ろ 

曙まで 頻 に輾轉 ぶ、 . 

約 百 記  五六 一一 一 


ョ プ K  0 究 

5 わが 肉 は蟲と 土塊と を 衣服と なし、 

我 皮 は 愈て また 腐る、 

6 わが 日 は 機の 梭 よりも 迅速な り、 

われの き ところ  これ おく 

我 望む 所な くし て 之 を 接る、 

7 想 ひ 見よ、 わが 生命 は氣 息なる 而已、 

わ".；！ め ふ. U ゝ 5 いは ひ み  * 

我 目 は 再び 福祉 を 見る こと 有ら じ， 

われ み らの * な こ  いれ -ひ 

S 我 を 見し 者の 眼 かさねて 我 を 見 ざらん、 

め：； -±  われす で t 

汝目を 我に むくる も 我 は已に 在ざる ベ し- 

9 雲の 消て 逝が ごとく、 

陰府に 下れる 者 は 重ねて 上りき たら じ、 

S 彼 は 再び その 家に 歸らす 

彼の 鄕里も 最早 かれ を 認め じ。 

これ S ゑ われ  • 、ち i*.- 

"是 故に 我 はわが ロを禁 めす、 

我心の 痛に よりて 語 ひ、 

わが 靈 魂の 苦しき によりて 歎かん、 

我 あに 海な らん や、 鱷 ならん や、 

汝 なにと て 我 を 守らせお きた まふ ぞ、 


五 
四 


n わが 牀 われ を 慰め、 

わが 寢床 わが 愁を 解ん と 思 ひ をる 時に 

なん v-a め  P れ おどろ 

"汝夢 を もて 我 を 驚かし、 

異象 を もて 我 を懼れ しめた まふ 

！ 5 是を もて 我心 は氣 息の 閉ん こと を 願 ひ、 

わ-か  ほね  し こ ひね 

我 この 骨よりも 死を冀 がふ、 

55 われ 生命 を 厭 ふ、 我 は 永く 生る こと を 願 はす、 

我を捨 おきた まへ、 我 日は氣 息の ごときな り、 

--- 人 は 如何なる 者 なれば とて 汝 これ を 犬なる 者と 見做し， 

これ なん ぢ A こゝろ と  お 

之 を 汝の聖 心に 留め置き、 

S 朝 ごとに 之 を 看 そな はし、 

時 わかす 之 を 試みた まふ や、 

時まで 汝 われに 目を離さす、 

我が 津を 咽む 間 も 我を捨 おきた ま はざる や、 

人を鑒 みたま ふ 者よ、 我 を 犯したり とて 汝に何 を か爲ん 

何ぞ、 我 を汝の 的と なして 我に この 身 を 厭 はしめ たま ふや- 

S 汝 なん ぞ 我の 您を赦 さす、 

我 罪 を 除きた ま はざる や、 
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我い ま 土の 中に 睡 らん、 

汝我を tf ねたま ふと も 我 は 在ざる べし 

辭 解 

(1) 「戰 鬪」 强 者に 强 ひられて 巳む を 得す 從 事す る戰鬪 〇 「其 日は赌 人の 日」 其 一 生は赌 人の 一 

日の 如くなら す や 〇(2) 「夕 暮」 慕の 休息 〇 「價」 勞働，；：^^で後の其赏銀〇(3) 「得させられ」 

r 與 へらる」 自 から 求めて 得しに あらす、 强壓^1^:のぁるぁりて强ひられて得させられしなり〇 (4 

15) 能く 象 皮 症 患者の 苦痛 を寫 す辭 なりと 云 ふ (二 章 七、 八 節 を 見よ)、 夜、 眠る 能 はす、 皮膚 は 

癒て はまた 腐る、 膿 は蟲を 生じ、 塵埃、 之に 附着して 皮を爲 す、 故に 曰 ふ 「蟲と 土塊と を 衣服と なす」 

と 〇(6) 「我が 日」 我が 一 生 〇 其迅 きこと 梭の 如し、 其 短き こと 風 (氣息 ) の 如し、 其 はかなき こ 

と 雲の 如し 〇(9) 「陰 府」 死者の 往 くべき 所、 謂 ゆる 地獄に あらす 〇(w) 「彼 は W び 其 家に 歸ら す」 

往く者 は 流水の 如し、 復 た歸ら す、 死者、 時に 其 故 鄕を訪 ふと は 埃 及 人の 迷信な りし、 ヨブ は n ふ、 

我れ これ を 信ぜす と 00:0  r ロを禁 めす」 「語 ひ」 「歎かん」 思 ふ^ 分に 苦痛 を 外に 發 して 少しく 

慰まん と 「海」 大水の 意な り、 埃 及の ナイル 河 を 指して 云 ひしなる べし 〇 r 醯」 多く ナイ 

ル 河に 產 せり、 河 は 汎濫を 防がん ために 土 堤 を 以て 之 を 守る の 必要 あり、 鼴は 人に 危害 を 加へ ざらん 

が爲 めに 羅を. 4 て、 或 ひ は 釣 を 以て 之 を 捕 ふるの 必要 あり、 二者、 共に 監視 を 要す、 ヨブ 神に 叫んで 

曰く、 我 は 菜して 危險 物なる 乎、 汝、 何故に 我 を 束縛し、 我を壓 迫し 給 ふやと 〇 夢魔、 厭 


五六 六 


A 亦、 象 皮 症の 徴候な りと 云 ふ、 著者 は此 種の 翻 病患 者の 實驗 を畫 きつ k あるな り 〇 「この 骨」 

この 體、 卽ち 生命 〇05) 「我 を 棄？！ ^き 給へ」 我 を 放任し 給へ、 我 を汝の 敵と も 友と も 思 ひ 給 ふ 勿れ、 

失望の 極の 辭 なり 〇(u—？5) 詩篇 第 八 篇參考 〇(？0 「津を 咽む 問」 瞬間 〇c 幼) 「人 を鑒み 給 ふ 者」 

勿論 神な り、 彼の 愛する 者 を 翁 護し、 彼の 惡む 者を監 ig する 者 ヨブ は 今 は祌に 監視 せらる K 者な りと 

想へ り 〇 「我れ- s^ii を 犯したり とて 云々」 我 は 我たり、 汝は汝 たり、 我が， 非 は 我れ 惟り 之 を 負 はん、 

汝、 是れ がた めに 我 を 苦む るに 及ばす と、 ヨブの m 心 想錯亂 して 罪の 何たる 乎 さへ を 忘却す 〇 「我 を汝 

の 的と なし 一 前.；|;:+四節參考〇(^^)我れ夕に死して墓に下らん、 汝、 朝に尋 ぬる も 見た ま はざる べし、 

よ び. bi 

ヨブ、 神を怨 む、 而 かも 神を棄 てす、 彼の 1^ は 父の 援助 を龥 求む る 子の 聲 なり。 

意 解 

〇 艱苦に 際して 我れ 我が 友に 語る も 益な し、 我 は 寧ろ 我が 神に 語. らん、 否な、 神、 或 ひ は 我が 愁 1^ を 

聽き給 は ざらん、 然 らば 我 は獨り 語らん と、 ヨブ は 友に 對 して 語る 時 は 責め、 神に 對 して 語る 時は訴 

へ、 獨り 語る 時 は 数き 且つ 悔ゅ、 而 かも 進 步は其 巾に 在り。 

〇 人生 は戰鬪 なり、 人の 斯世 にある は徵發 されし 兵士の 强 ひられて 戰 場に 臨む が 如し、 彼 は 一 日 も 早 

く 服役 を 終へ て溫き 彼の 故鄕に 還らん こと を 希 ふ、 人生 は亦勞 苦な り、 赌 人の 貧に 责 めら れて 止む を 

得す 貴人の 田 畝に 卿く が 如し、 彼 は 一 刻 も 早く 鋤 I. 牛 を棄て 涼しき 夕 影に 疲れし 彼の 體竊を 休めん こと 

を 望む、 人は自 から 好んで 斯 世に 來 りし にあら す、 彼 は 試みられん ために 「或る 他の 者」 に 遣され し 

なり、 然れば 彼の 試練の 曰の 一 日 も 短 からん こと を 求 ふ (1—3)0 
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〇 神の 試練に 遭 ふて 其 恩惠は 屡々 壓迫 として 感ぜら る、 我が 計畫は 悉く 毀 たれ、 我が 希望 は 悉く 絶た 

れて、 我 は 神が 我 を 殺さん と爲 しつ & あり 給 ふかの 如くに 感す、 祌怒、 我が 頭上に 迫り、 墳墓、 我が 

足下に 開いて、 我 は 今にも 粉碎 されん かの 如くに 感す、 ヨブ は 今、 斯 境遇に あり、 故に 悲鳴 慟哭して 

神の 憐^ を 乞へ り、 彼 は 未だ 撃つ 手の 癒す 手なる を 知らす、 永生の 希 $s の 死の 假面を 蒙りて 彼に 臨み 

つ、 ある を 認めす、 彼 は 八 マ、 神に 驅逐 されつ、 あり、 然れ ども 光明に 向って 驅逐 されつ i ある こと を 

知らざる なり (1—^)0 

〇 ヨブ は 彼の 苦悶 を 口に 發 して 少しく 之 を 癒さん とせり、 煩悶 者の  一一 一一 n 辭 は辭義 なりに 之 を 解す ベから 

す、 そ は是れ 彼れ の 心の 狀 態の 發 表に 過ぎ ざれば なり、 ヨブの 一一 目辭は 彼の 眞意 にあら す、 其亂 調の み 

能く 彼の 心情の 狀態を 示せり、 彼の 友人 は 此事を 悟らす して、 ヨブ を 彼の 發 せし 首 辭の 儘に 解して 大 

に 彼 を 誤解したり、 慰藉の 術、 決して 容易なら す、 此 情なき 誤 謹に 陷 りし 者、 豈、 惟り、 ヨブの 友人 

のみな らん や (；："—^-)o 

第 八 章 

ビ ル ダデ 語る 〇 彼れ 神の 公儀 を 辯ず 〇 ョ ブ に隱れ たる 一 m ある を 諷し て 彼の 悔改を 促す 〇 言 を 古 

人に 藉 りて ヨブ を責む 〇 人生 を 蘆 葦の 繁 生に 譬ふ 〇 悪人の 繁榮を 藤 1b£ の延蔓 に喩ふ 〇 悔改に 件 

ふ！！ 運を豫 言す。 


とき —  、  こ. u  い は 

1 時に シ ュ ヒ人ビ ルダデ 答 へて 曰く 

-. つ  なん ぢ  こと い 

S 何時まで 汝か V る 事 を 言 ふや、 

何時まで 汝の 口の 言語 は 大風の ごとく なるや- 

3 神 あに 審判 を 曲げた ま はんや、 

^1.-んの5しゃ  こ-ひぎ  ま  J 

全能者 あ に 公義 を 曲げた ま はんや 

こどら  つ ふ え 

4 汝の 子等 は 彼に 罪 を 獲た るに や 

彼 は 之 を その 愆の 手に" 付した ま へ り、 

5  なん： 一 つ  か み もと 

-。 然れ ども 汝 にしても し 神に 求め、 

ザん のうし や ね-か a 

全能者に 願 ひ 求め 

6 淸く かつ 正しう せんに は、 

彼れ は必す ゲ汝を 顧み、 

汝の義 き 家を榮 えしめ たま はん、 

7 然 らば 汝の始 は 小なる とも、 

汝の終 は 甚だ 大 ならん。 

8 請ふ汝 過に し 代の 人に 問へ、 

かれら  ふ そ つねき は  二と まな 

彼等の 父祖の 尋 究めし ところの 事を學 一へ 

9  (我等 は 昨日より 有しの みに て 何 を も 知す、 
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我等が 世に ある H は 影の ごとし)、 

S 彼等なん ぢを敎 へ汝を 論し、 

こ iii  こゝろ  い. た 

言 を その 心より 出さ ぐらん や 

5 しどろ  „3 

"蘆 あに 泥な くして 長 びん や、 

よし  みづ 

葦 あに 水な くして そだ、 んゃ 

ド-是 は その 靑 くして 未だ 熟せざる 時に も、 

他の 一. 切の 草よりも 早く 稿る、 

"神 を 忘る の 道 は 凡て是 の ごとく、 

もと もの -.、 ゝ 

悖る!^ の _」 に は (、」 しくなる、 

"その 恃む所 は 絶れ、 

その 倚る 所 は 蜘^ 網の ごとし、 

„2 その 家に 倚 か k らんと すれば 家 立す、 

之に, 《i りすが らんと すれば 保たざる なり- 

かれ ひ i へ みどり fci 

W 彼 日の 前に 靑綠 を呈 はし、 

その 枝 を 園に 蔓延らせ、 

_ しその 根 を 石堆に 盤み て、 

石の 屋を眺 むれ ども、 

-0 し  ところ  とり 

2 若 その 處 より 取 のぞかれ なば 
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その， ir これ を d めすして 「我 は汝を 見た る 事な し」 と 言ん、 一 

み  みち t のしみ f-*、 

25?^ よその 道の 喜 樂是の ごとし 

li して また 他の 者 地より 生い でん、 

S それ 祌は 完全 人を棄 たま はす、 

また 惡き 者の 手 を 執りた ま はす 

つ ひ P ら ひ  なん S  くち みに '» 

- 遂に 喜 笑 を もて 汝の 口 に充し 

よろこび なん， ち，、 ちび る お 

歡喜 を汝の # に 置きた ま はん 

？ー汝 を 惡む者 は 羞恥 を 着せられ、 

も  も 0  ふかな 

惡 しき 者の 住所 は 無くなるべし 0 

衝  角 

(i 「ト、 風」 聲大 にして 意味な き 言 を 大風と いふ 〇ci  3 を 獲た るに や」 M 刺の 首な り、 必す 

獲し と は 言 はす、 6レ：6に^-と言ふ、 ビルダ. デは 勿論、 ヨブの 子等 は H ホバ に^ を瘦 しが 故に 罰せら 

れ たりと 信ぜり、 t; 一れ ども ヨブの 前を俾 つて 斯くは 明言せ ざり しなり、 然 すの 首に 

して之しニ：^？ーぐるはなかるべし、 無慈悲なる ヨブの 友 等よ 〇 「想の 手」 愆を 罰する 者の 乎、 或 ひ は 

一ず^ ト知 I い^か いと 解す る を 得べ し 〇0 ひ) 「然れ ども 汝 にして 若し 云々」 汝の 子等 は 其 想の た 

めに 罰せられたり、 然れ ども 未だ 死に 至らざる 汝 にして 若し 汝の 子等に 傚 ふこと なく、 亇、 直に 悔改 
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めんに は 云々 〇C7) 「始は 小なる とも …… 終は大 ならん」 小に 始まりて 大に 終る は 祌に惠 まれし 者 

の 特性な り 〇 (9) 古老に 問へ よ、 父祖に 尋ねよ、 新說を 弄する 勿れと、 ヨブの 友 等 は 守舊黨 なり 〇 

「昨日より 有しの み 云々」 昨日 生れし が 如き 者の み、 歳少 くして 何事 を も 知らざる 者な り、 我等の 

生命 は 映りて 消 ゆる 影の 如しと、 然 らば 彼等 ヨブの 友人 は 何故に 沈默を 守らざる 乎 〇cs) 「彼等、 汝 

を敎 へん」 我等に 智慧な し、 然れ ども 彼等 古老 は 汝を敎 へん、 然り、 我等 は 彼等に 代りて 語る のみ、 

彼等の 智慧 を 以て 汝を說 服 せんと むる のみ 〇 ハ n) 「藤、 豈泥 なくして 云々」 古老の 傅へ し 諺なる 

が 如く、 ビルダ デは 曰へ り、 諺に CI  く蘧豈 泥な くして 云 々〇 蘆 は 泥な くして 長び す、 葦 は 水な くして 

育た す、 人 は 善行な くして 榮 えす 云々、 「泥」 を獨 流、 卽 ち不德 と 解す ベから す、 此 場合に 於て は 

「泥」 は生命の水を含みたる土なり〇(^3〕其丈け人馬を沒するに足る蘆葦も 一 朝に して 其 根より 水 を 

絶た れん 乎、 其の 未だ 熟せざる 時と 雖も、 他の 草よりも 早く 槁る、 「早く」 は 「急」 の 意な り、 水 を 

絕 たれし 後の 水 革の 枯死の わ 速なる を 云 ふ 〇 「神 を 忘る i 者の 道 は 凡て 是の 如し」 水 を 絶 たれて 蘆 

いいのな 速に 枯死す るが 如し、 瞬間に 衰ふ、 汝 ヨブの 零落に 之に 類す る もの あり、 我れ 大に汝 の 心事 を 

疑ふと〇(；^) 「其 倚る 所 は 蜘蛛 網の 如し」 倚り か &れば 直ちに 破る 〇cf5) 其 家 は卽ち 蜘蛛の 網 (巢) 

なり、 之れ に 倚り か、 らんと すれば 立た す、 家 は 人の 最後の 隱 場なる に 之 さへ も 彼 を 支えす 〇(s〕 

「彼れ 目の前に 靑 綠を呈 はし」 不義の 人 を 藍 荤に譬 へたり、 今、 彼 を 蔓草に 比べん 〇(u) 「石の 屋 

を眺 むれ ども」 比 瑜は兹 に 事 實に變 す、 富者が 石造の 高厦を 眺めて 誇る の狀 なり、 希 伯來文 學に此 

種の 變轉尠 からす 〇(ss) 不義の 人、 終に 其 造りし 家より 逐 はれて、 家 其 物 すら 彼 を 忘る &に 至る と 云 

ふ、 忘沒の 極な り 〇〔s) 「其 道」 惡 人の 道な り、 彼の 取る 生涯の 方針な り、 「其 道の 喜樂」 とは斯 


かる 方針に 由り て 達せし 喜樂 なり 〇 「他の 者 地より 生え 出 でん」 蔓草 枯れて 後に 新草义 地より 生え 

出づ、 富者 衰 へて 後に 貧者 は 身 を 起して 彼に 代 はる、 世 は 新陳代謝 なり、 神 を 長る k 人の み 能く 長久 

に榮 ふる を 得るな り 〇0^:> 故に 悔 改めよ、 我 友 ヨブよ、 汝 にして 若し 令 神に 求め、 全能者に 願 ひ 求め、 

淸く 且つ 正う せん 乎 (五節)、 神 は 「遂に 喜 笑 を 以て 汝の 口に 充 たし 云々」、 卽ち 小に 始 つて 大に終 

り、 悲に始 つて 歡に 終らん との 意な り 〇(g^) 「汝を 惡む者 は 羞恥 を 着せられ」 榮光 は汝に 臨み、 恥 

辱 は汝の 敵に 臨むべし、 仇 を 報 ゐんと 欲せば 神に 還る に 若 かす、 然 らば 神 は 我等に 代りて 我等の 面目 

を 立て 給 はんと 〇 r 羞を 着る」 は 羞恥 を 人に 示さる、 ことなり、 心の 屮に 之を感 する のみなら す、 衆 

人の 前に 之 を 認めざる を 得ざる に 至るな り 〇 「惡き 者の 住所 は 無くなるべし」 義人の 家 は 起るべし、 

惡 人の 住所 は絕 たるべし、 希伯來 人の 思想に 從 へば、 義人の 振興 は 常に 惡 人の 衰滅と 同時に 行 はる、 

ョ ブ の 友人が ョ ブに 善行 を勸 むる に 方て 常に 此の 思想に 則れり、 是れ必 しも 復謦の 動機に 出で にあ 

らす、 神の 公義の 顯明を 望んで なり。 

意 解 

〇 其 子の Si を 諷して 父に 悔改 を勸 むる は 無慈悲な り、 ヨブが 彼の 友人 を 呼んで 「煩 はしき 慰 人」 (十六 

章 二 節) なりと 言 ひし は宜 ベな り、 慰藉に 秘術 あり、 之 を 解せ ざる 者 は 之 を 行 ふべ からす、 年少の ビ 

ルダデ は 未だ 此術を 知らす、 彼の 友愛 は誠實 なりし ならん も、 彼 は 未だ 彼の 友 を 慰む るに 足る の 人に 

あら ざり し、 好意 必 しも 慰 論の 特權を 作らす、 ビルダ デの 如き は靈 魂の 「藪謦 者」 なり、 彼 は 未だ 傷 

める 心 を 癒す の 術 を 究め ざり し 者な り (3—7)。 
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〇 ビルダ デと 彼の 同耀と は囘顧 者な りし、 彼等 は 支那 人に 類して 古老 尊拜 者な りし、 彼等の 説く 處は 

古人の！^^を=.r返すに過ぎす、 革新 は 彼等の 堪えざる 所な りし、 「請 ふ汝 過に し 代の 人に 問へ」 と、 彼 

等 は祌は 直ちにん 7 人の 心に 語り 給 ふ ものなる を 信ぜ ざり し、 彼等 は ヨブが 大膽に 新説 を 提出す るを怪 

めり、 幸 ひなる かな、 彼等 古人の 育 從者 等よ、 彼等に 獨創的 意見 を懷 くの 危險 あるな し、 彼等 は 唯 古 

書 を 調べ、 諺 を 傅へ、 以て 「忠臣 愛 w 者」 たれば 足るな り、 然れ ども 神の 人 は 常に <?!' の 人な り、 彼 は 

新たに 祌 よりの 默示を 受けし 人な り、 故に 彼 は 世の 忌む 所と なる、 彼 は 傲慢な りと して 人に 迎 へらる、 

彼 は *1 の 解せ ざる 一一：：" を 語る、 彼 は 古人 を 排斥して、 活ける 今 n の 神に 從 はんとす、 而 して ヨブ は斯か 

る 人な りしな り、 彼 は 心に 直に 神の 靈を 受けたり、 故に 彼は獨 創の 人と なれり、 彼の 言語に 粗雜 なる 

所 は あらん、 然れ ども 彼は祖 の 祌學を 繰 返す 者に あらす、 彼の 友人が 彼 を 解せ ざり し は 主として 玆 

に存 す、 卽ち 彼等 は 「祌學 者」 たるに 對 して 彼 は 信者たり しが 故な り、 彼等の 宗敎は 耳に て 聞きし も 

のなる に對 して 彼の 宗敎は 心に 感ぜし 者たり しなり、 雨 者の 問に 誤解 ありし は宜 ベな り、 そ は 死 は 到 

底 生 を 解し 5^ ざれば なり (8—w)o 

〇 然れ ども II 顧 者の 言に も 聞く に ig ひする 者な きに 非す、 ビルダ デの言 ふが 如く、 不義の 人 は 實に蘆 

の 如し、 其 水 絡た るれば 速 かに 枯る、 之に 引替へ て 義人 は レバノンの 香 柏の 如し、 早魃數 月に 涉るも 

其 靑綠を 失 はす、 丈 高き 者必 しも 强 者に 非す、 肥滿 なる もの 必 しも 勇者に あらす、 義を 以て 養 はれし 

人の み 能く 萬 難に 耐 ゆる を 得るな り、 - 吾人 は祌は 義人 を 苦め すと は 一一 K はす、 然れ ども 義人 は 羞恥 を以 

て 終らす、 彼の 死に 就く や 夏の 太陽の 西 山に 沒す るが 如し、 戰鬪 終へ て 後に 靜 息の 墓に 下る、 小な り 

と 雖も吾 人 何人も 硬質の 樹木た るべき なり、 汁液 多き 蘆 葦の 類た るべ からす、 他物に 依る にあら ざれ 


ば 己れ 獨り立 つ 能 は ざ る 葛 贏 の 類た る ベ からざる なり (n ) . 

〇 始めは 小なる も 可な り、 終りの 大 ならん こと を 欲す、 始めは 悲む も： F なり、 終りに 喜ばん こと を 欲 

す、 始めに 爱恥 ある も 可な り、 終りに 名譽 あらん こと を 欲す、 始めに 家な きも 可な り、 終りに 住所な 

きを 厭 ふ、 而 して 祌は已 を 愛する 者 を、 始めに 苦しめ 給 ふと 雖も、 終に は 「喜 笑 を 以て 彼の 口 を充た 

し、 歡喜を 彼の 辱に 置き 給 ふ」 べし、 羞恥に 始 つて 榮 光に 終り、 十字架に 始 つて 復活 昇天に 終る、 義 

者の 途は 旭日の 如し、 愈々 光輝 を增し て晝の 正午に 至 る (箴 言 g 章 十八 節) 、願く は 我 も その 恩 惠に與 か 

らんこと を (J^—g-)o 

第 九 章 

ヨブ、 ビ ル ダデ に 答 ふ 〇 彼 も 亦 神の 公義 を認む 〇 然れ ども 神の 行爲に K 制 家の それに 類す る 者 

ある は 如何 〇 神 は 獨 斷者 なり、 故に 人の 彼と 爭ふも 益な し 〇 善悪の 無差別 〇s 修の 無益 〇 仲保 

者の 希望。 

1 ヨブ こた へ て 言け る は 

われ  そのこと しか  し 

2 我 まことに， 其 事の 然る を 知れり、 

人い かで か 神の 前に 義 しかるべ けん、 

3 よし 人 は 神と 辨爭 はんとす ると も、 
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せん ひ..」 つ こに  *t 

干の 一 も 答 ふること 能 はざる べし、 

力 ふ こ、 ろ iL こ ち 力 ら つよ 

. "神 は 心慧 くカ强 くまし ますな り、 

たれ かふ ^'r  み やす 

睢か 神に 逆ら ひて その 身 安 からん や、 

か n や **  5 つ  ク.. 14 し 

""彼 山 を 移した まふに 山 知らす、 

彼 || 怒 を も て 之 を 翻倒 した まふ、 

かれち  ふる  ところ ； *" ゆ 

6 彼 地 を 震 ひて その 所 を 離れし めた まへば 

その 柱 ゆるぐ、 

ひめい  ひ 

7 曰に 命じた ま へば 日いで や、 

叉 星辰 を 封 じた まふ、 

S 唯 彼のみ 獨り天 を 張り、 

海の 濤を 履み たま ふ、 

；. V  、と しんし^,、 は-ひしゅ,、 

また 北 斗 參宿昴 宿、 

お よ び 南方の 密室 を 造りた まふ 

W 大 いなる 事 を 行 ひた まふ こと 灘られ す、 

奇 しき 業を爲 した ま ふ こ と數 知れす、 

"視 よ、 彼 わが 前+^ 過た まふ、 然るに 我 これ を 見す 

彼す i みゆき 給 ふ、 然るに 我 之 を曉ら す、 

ケり 555 ゥ ，；1**  よ  これ 15*-.* 

"彼 奪 ひ 去り 給 ふ、 誰か 能く 之 を 阻まん、 
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1- ゆ これ なん- た  い  え サ 

誰か 之に 汝何 を爲す やと 言 ふこと を 得爲ん 

かみ そのい r  0 や ヒ. -*  ► 

"神 其. 震 怒 を 息め 給 はす 

たす，、 もの ども これ し. U 

ラ ハ ブを 助る 者 等 之が 下に 屈む 

"然れ ば 我爭か 彼に 囘答 を爲す こと を 得ん、 • 

爭で われ 言 を 選び て 1 と 論ら ふ 事 を 得ん や、 

^假令 われ 義 かると も 彼に 囘答 をせ じ、 

かれ われ さ ぶ  bo  われ. J- れ な ゆ hi  I- 

彼 は 我 を 家-判く 者 なれば 我 彼に 哀き 求めん 

„ ^假令 我 彼 を 呼びて 彼 われに 答 へ たま ふと も、 

わ が  一一 =11 を聽 いれ 給 ひしと は 我 信ぜ ざ るな リ， 

5^ 彼 は 大風 を もて 我 を擊碎 き、 

故な くして 我に 衆多の 傷 を 負せ、 

は 我に 息をつか しめす、 

苦き 事 を もて 我 身に 充せ給 ふ、 

W 『强き 者の 力量 を 首 はんか、 視 よ- 此 にあり、 

審判の 事な らん か、 誰か 我 を 喚 出す こと を 得 爲ん』 と- 

假令 われ 義 かると も 我 n われ を惡 しと 爲ん、 

假令 われ 完全 かると も尙 われ を 罪 ありと せん、 

r- 我 は 全し、 然れ ども 我 はわが 心 を 知す、 


. ョプ記 究 

我 生命 を賤 む、  . 

み V ひ と つ  ゆる i  .0 れ い 

？ー皆 同 一 なり、 故に 我 は 言 ふ、 

み つ.；， 1.？ もの ちし，？ もの  ひと  ほろぼ 

祌は 完全 者と 惡 者と を 等しく 滅し たま ふと- 

.0.3 はジ に は.^  ひ t 一  ころ こ， こ 

- 災禍の 俄然に 人 を 殺す 如き m あれば、 

彼 は 辜な き 者の 苦難 を 見て 笑 ひた まふ、 

よ  あし もの て  P  - し， 

M 世 は惡き 者の 手に 交されて あり、 

彼 また その 裁判人の 面を蔽 ひた まふ、 

若し 彼なら すば、 是 誰の 行爲 なるや。 

おわが 日 は. 驛 使よりも 迅く、 

い. a づ i す： y?  _T- いは ひ ，ひ 

徒に 過去り て 福祉 を 見す、 

その はし  ちし ふ；！ 

S 其 走る こ とー竟 舟の ご とく、 

もぶ つか  》M びケけ リ* レ 

物 を 握まん とて 飛翔る 鴛の ごとし， 

"たと ひ 我 わが 愁を 忘れ、 

かほい ろ あらに  わら  おら 

面色 を 改めて 笑 ひ をらん と 田 心 ふと も， 

な-, -i  もろ/、 ： つ 5  ふ- 0 ひ， ゝ 

尙こ の 諸の 苦痛の ために 戰慄 くな り、 

我 思 ふに 汝 われ を釋し 放ちた ま は ざらん、 

四 我 は 服 ありと せらる & なれば、 


七 
八 


なん い. u づ.， I- つ 

何ぞ 徒然に 勞 すべ けんや 

み  あら 

加われ， 雪 を もて 身 を 洗 ひ、 

灰汁 を もて 手 を 潔む ると も、 . 

汝 われ を 汚 はしき 穴の 中に 陷 いれた ま はん、 

しか  わが ころも われ いと 

而 して 我 衣 も 我 を 厭 ふに いたらん。 

？-， は 我の ごとく 人に あら ざれば、 我 かれに 答 ふべ からす、 

p れら ふ .1- り  とも -ii きの,^ 

我等 一 一箇して 共に 審判に 臨む ベ からす 

S また 我等 ニ箇の 上に 手 を 置くべき 

われら あ ひ； i 

我等の 間に は 仲保 あらす 

M 願く は 彼 その 杖 をが より 取 はなし、 

その!^ 怒 を もて i を權 れ しめた ま は ざれ、 

し.？^  われもの * ひ かれ おそ  * 

然然ら ば我言 語て 彼 を 長れ ざらん 

其 は 我み づ から 斯る 者と 思 は ざれば なり。 


(2) 「我 誠に 其 事の 然る を 知れり」 汝の言 ふが 如き 平凡の 眞理は 我れ 夙く より 旣に之 を 知れり、 令 

之に 就て 汝の說 法を閜 くの 要な し 〇 「人い かで か 云々」 神の 正義なる は 我 も 亦 善く 之 を 知る、 然れ 
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ども 人 …… si- の 人 …… 彼れ いかで か 神の 前に 義 しかるべ けんや、 是れ 難問題な り、 汝等 「煩 はしき 

慰 人」 輩は此 問題 を 我に 解釋し eK れんと は爲 さぐるな り 〇(3〕 「辨 (伞 云々」 訟 上の 辯 論な り、 

縦し 祌を 相手に 取て 公平の * 刹 を 仰がん とする も 云々 〇ハ4) 「心、 慧く、 力、 强く」 智慧と 之を實 

行す るに 足る の 力量と を 備へ給 ふ、 斯 かる 者と 爭 ふて 敗訴 は當然 なり、 誰か 斯 かる 愚 を演 する 者 あら 

ん やと 〇(5) 「山 知らす」 山の 知らざる 間に、 卽ち思 ひ よらぬ 間に、 之 を 移し 給 ふ (詩篇 三十 五篇 

八 節 參考： r 祌 は獨斷 なり、 山に 謀らす して 不意に 之 を 移し 袷 ふと 〇 「震 怒 を もて 云々」 雷 筵を以 

ての 云 ひならん 〇(6〕 「地 を ひ 云々」 地震 をい ふならん 〇 「柱」 古代の 宇宙 觀に 由れば 地は大 

厦の 如き 者、 之に 柱 あり、 亦 天井 ありたり、 而 して 山嶽 は 地上に 天 を 支 ゆる 柱な りと 信ぜられたり 〇 

(7〕 約 誓 亜記 十 章 十二、 十三 節參照 〇(8〕 「天 を 張り」 天 を 天井と 見て 云 ふなり、 ヱ ホバは 蒼穹を 

薄絹の 如く 布き 之 を 幕屋の 如く 張 リ給ふ (以 赛亞書 四十 章廿ニ 節) 〇 「海の 濤を 履み 給 ふ」 大風、 洪波 

を 揚げながら 洋面を 走る の 狀を云 ふなる か 〇(9) 「北 斗、 參宿、 昴 宿」 希伯來 語の ァ ー シ ュ、 ケセ 

1 ル、 ケ ー マ， 'の 三 辭を譯 せし 語な り、 星宿の 名な り、 共に 著名なる 星 群に して、 觀星 者の 何人も 能 

く 知る 所の 者な り 〇 「南方の 密室」 赤道 以南に 羅列す る EHJI 群 を 云 ふなり、 北半球に 在る 人の 眼に 映 

ぜ ざる ものな り、 故に 之 を 密室と 云 ふ 〇(s)  r 大 いなる 事 …… 奇 しき 業」 量るべからざる こと、 探 

るべ からざる こと、 其 犬に 於て 無限な り、 其智に 於ても 亦 無限な り 〇(n〕  r 視ょ、 彼れ 我が 前 を 過ぎ 

給 ふ 云々」 神の 道 や 量る ベから す、. 亦、 採る ベから す、 雷 建 を 以て 地 を 擊ち給 ふ 乎と 思へば、 亦靜 

なる 細き 聲を 以て 人と 語り 給 ふ (列 王 紀略上 十九 章 十二 節參 照〕、 彼の 形 狀は之 を 宇宙に 於て 昆るを 

得べ し、 然れ ども 靈 なる 彼 は 風の 如くに、 我が 前 を 過ぎ 給 ふ も、 我れ 之 を 見る 能 はす、 神の 大能ゃ 驚 


くべ し、 其 微妙 ゃ亦駭 くべ し 〇(s) 「彼 奪 ひ 去り 給 ふ 云々」 祌は專 制 家な り、 獨斷 者な り、 暴君な 

り、 彼、 は 彼が 欲 ふが 儘 を 爲し給 ふ、 而 して 人 は 彼の 行 爲に對 して 喙を容 る、 能 はす 〇(s)  r ラハブ を 

助く る 者」 意義 明瞭なら す、 以賽亞 書 五十 一 章 九 節に 由て 觀 るに、 ラ ハ ブは埃 及國を 指すな るが 如 

し、 詩篇 七十 四篇 十三 節に 由れば ラハブ は 「龍」 叉 は 「鱅」 の 謂 ひなり、 而 して 「海 を 分ち、 水の 中 

なる 龍の 首 を 挫き」 と あれば 水 (海) とラ ハブと は 相 離るべからざる 者なる が 如し、 故に r ラ ハブを 

助く る 者」 と は 高ぶいた る 埃 及の 從 者の 意なる 乎、 或 ひ は 猛獸鱷 と 其 類と なる 乎、 或 ひ は 海と 其濤と 

なる 乎、 今に 到て 共 意 を 定め 難し、 惟、 其 全髎の 意義の 強者と 其 仲間と にある は敢て 疑を容 るべ から 

す、 註解 上の 此 種の 困難 は考古 學に關 はる ものにして、 實際的 信仰に 何の 影響 ある ものに あらす 〇 

(U) 「然れ ば 我れ 爭で 彼に 囘答を 爲すを 得ん」 神、 其 震 怒 を 息め 給 はすば 最大の 勢力 すら 其 下に 屈 

む (前節」、 然れ ば！ 5; おき 我 は 彼と 爭ふ ともい かで 彼に 囘答を 爲すを 得ん やと、 古代の 法廷に 在て は强者 

是れ權 者な りき、 ヨブ は 其 事 を 思 ふて、 彼の 到底、 正義の 法廷に 立て 神の 對等 者に あらざる を 信ぜり 

〇(s)  r 假令 我れ 義 しかると も 云々」 混亂 せる ヨブ は 法律の 本義 を 忘れ、 彼れ 正義の 側に 立つ と雖 

も 弱き が 故に 神と 爭ふ能 はすと 云 ふ、 斯く云 ひて 彼 は 神 を 侮辱せ り、 そ は 神 は 威力 を 以て 義者 を强壓 

し 給 ふ 者に あら ざれば なり 〇 「彼 は 我 を 審判く 者 云々」 神 は 我と 對 等の 者に 非す、 故に 我 は 彼と 爭 

ふ 能 はす、 彼 は 我 を 審判く 者な り、 我 は ハサ ふ 者に 非す、 彼に 審判 かる &者 なり、 故に 我 は 裁判人た る 

彼に 哀求 せんの み 〇C5) 「彼 を 呼びて 云々」 「呼びて」 は 裁判所に 呼び出す なり、 「答へ」 は 其 召喚 

に應 するな り、 縦し 我れ 祌を 相手取りて 訴訟 を 起し、 而 して 祌、 我が 起訴に 應 する こと ある も、 我 は 

彼が 我が 言 を 聞き入れて、 之に耳を傾け給ふとは信ぜざるなりと〇0^)彼は言を以て我に答へ給はす、 
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威力 を 以て 我 を 壓し給 ふ 我に 言 を屮 I さしめ す、 唯、 苦 楚茵藤 を 以て 我が身に 充 たせ 給 ふ、 外 

より 壓し 「前節〕、 內 より 惱 まし 給 ふ 〇cs〕 神の 首辭 として 解すべし、 ヨブ は 曰 ふ、 神 は 我が 爭議を 嘲 

りて H ひ 給 はく  r 强き 者の 力量 を 一 百 はんか 云々」 と 〇 神 は 云 ひ 給へ り r 强 者の 何たる を 知らん と 欲す 

る 乎、 我 は卽ち 彼な り、 審判 を 仰がん とする 乎、 我 を 召喚し 得る 裁判人 は誰ぞ や」 と、 故に ヨブ は 曰 

ふ、 「誰か 斯 かる 强 者に對 し 起訴す る 者 あらん」 と 〇(^) 「我 口 我を惡 しと 爲 さん」 我れ 神の 前に 

出 でん 乎、 我 身 は 恐怖の 襲 ふ 所と なりて、 假令 正義 は 我が 側に あると も、 我 は 我に 不利益なる 一一 百 を發 

して、 訴訟 は 我が 敗訴と なりて 終らん 〇c?0 「我 は 全し」 然り 我れ 己に 省みて 惡 しき 所 あるな し、 

「然れ ども 我 は 我が 心 を 知らす」 斯く斷 言す る も 我 は 我 自身 を すら 解せ ざる 者な り、 嗚呼 憐 むべき 

我よ、 我 は 我が 衷にニ 個の 我れ ある を覺 ゆ、 一 つの 我 は 他の 我の 自信 を保證 せざる なり 〇 「我 は 我が 

生命 を賤 む」 我は斯 かる 一 一元的の 生命 を賤む 〇cs-) 「皆な 同 一 なり」 善惡 皆な 同 一 なり、 其 問に 

蒂" 別 あるな し、 神 は 完全き 者と 惡き 者と を 等しく 減し 給 ふ 〇c?5) 神 は 無辜の 殄滅を 見て 喜び 給 ふ 〇 

(； 5) 世は惡 人の 手に 交され、 神 は 亦 惡人を 庇 保 せんがた めに 裁判人の 目 を 蔽ひ給 ふ 〇 「若し 彼なら す 

ば 云々」 若し 神なら すば 誰か 此事 を爲し 得ん や、 是れ祌 ならす ば爲す こと 能 はざる ことなり、 故に 

我 は 言 ふ、 皆 同 一 なり、 世に 善惡の 差別 あるな しと 〇cs^) 「我 日 は」 我が 生涯 は、 我が 此空氣 を 呼 

吸す る 間 は 〇 「驛 使」 當 時の 飛脚な り、 疾走 を 以て 有名な り、 撒 母 耳 後書 十八 章廿 二、 廿三節 を 見 

よ、 は ゅまづ かひ は 早馬 使な り、 東方の 驛使 にして 優に 一 日 百 二十 五哩を 走る 者 ありと 云 ふ 〇 「徒に 

過去り て 福祉 を 見す」 た 5- 路程 を 過ぐ るの みに して、 其 間に 何の 快樂 あるな し、 使者の 使命 はた- V 

その 目的地に 達する にあり、 其 他に あらす 〇(g) 「肇舟 •」 埃及國 ナイル 河に 浮ぶ パピ ラス 草 (葦の 


類) を 以て 造りた る 小舟 を稱 ふならん、 嬰兒モ ー ゼの 母が 彼 を 匿したり し は 蓋し 此 舟の 更らに 小なる 

者な りしな らん (出 埃 及 記 二 章 三 節參考 )、 急流 を 下る とき 其 早き こと 矢の 如し 〇 「物 を 攫まん とて 

飛翔け る 鷲の 如し」. 鷲の 最も！^ きは此 時な り、 率然 下り 来りて 餌 物 を楚ひ 去る 〇 人生、 之 を 何に 譬 

へん、 陸上 を 走る 驛 使の 如し、 水上 を 行く 輕舸の 如し、 空中 を 翔ける 飛鳥の 如しと 〇(^) 「笑 ひ をら 

んと m 心 ふ」 嬉 色を呈 せんと 欲す 〇c^) 「雪 を 以て 身 を 洗 ひ」 雪 水 を 以てに あらす、 雪 水 は 濁水な 

り (六 章 十六 節)、 雪 を 以てな り、 其 如く 白くな らん ためなり (詩篇 五十 一 章 七 節參考 ：>  〇 「灰汁」 亞 

雨 加 ii 水な り、 石 鹼の用 をな す 〇0!-) 「汚 はしき 穴」 泥坑 なり 〇 「我 衣 も 我 を" 紙 ふ」 我 身 は汚據 

を 極め、 我 衣 さへ 之 を-厳 ふに 至れり、 衣服 を感覺 ある 者と して 言 ふ 〇03〕 「仲保」 權カを 異にする 

者の 問に 介して 二者の 調和 を 計る 者な り 〇GS〕 「杖」 笞杖 なり、 罰 を 加 へんた めに 用 ひらる k もの 

にして、 此 場合に 於て は ヨブに 加 へられし 刑罰、 卽ち 艱難 をい ふなり 〇c 幼) 「我 自 から 斯る 者と 思 は 

ざれば なり」 我は斯 かる 刑罰 を 値 ひする 惡人 なりと は 思 は ざれば なり、 廿 節の 我 は 全し と 云 ふに 同 

じ U 

意 解 

〇 ヨブの 失望 今や 將 さに 其 極に 達せん とす、 故に 彼の 一 百 は 誠に 大風の 如し (八 章 二 節； r 之に 制裁な し、 

規雜 なし、 彼 は 今 は 暫時 的 無神論者 たるな り、 彼の 苦悶の 甚だしき を 知らす して 彼の 失言 を責 むる は 

酷な り、 彼が 神に 向って 暴言に 類す るの 語を發 する は、 彼が 神の 慈， g を 求め. て 息 まざ. れば なり、. 親密、 

時には 禮を 失し 易し、 ヨブの 神に 對 する 攻撃に 子が 愛 を 以て 親に 逼 るの 觀 あり、 誠むべし、 然れ ども 
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惡 むべ からす Tl^^o 

〇 苦悶の 餘り、 ヨブ は 神 は 人の 近づくべからざる 専制君主 なりと 惟へ り、 誰か 神に 逆ら ひて 其 身 安 か 

らん やと、 其理と 不理なる と を 問 はす、 人の 神に 逆 ふ は危險 なり、 如何なる 場合に 在ても 彼 は 彼に 屈 

服すべし、 彼と (サ ふべ からす、 神に 智慧 あり、 能力 あり、 然れ ども 慈愛 は 之 を 彼に 於て 認め 難し、 彼 

は 威 を 以て 下 を 壓 する 中： 人な り、 彼 は義を 以て 爭 ふべき 者に 非す と (2—4  :}。 

0 是を彼 (神) が 宇宙 を 統治す るの 途に 於て 兄よ、 山に 謀らす して 山 を 移し、 雷 纏 を 以て 之 を 挫き、 

口 を 閉ぢ、 足 を 封 じ、 天 を 張り、 濤を 履み 給 ふ、 宇宙 萬 物 皆な 彼の 威力 を 示す、 彼 は 怖るべき 者な り、 

近づくべからざる 者な り、 大事 をな し、 亦 怪事を 爲し給 ふ、 到底、 弱き 人類の 友に あらす と C5—W〕0 

〇 神の 巧妙 機智に 亦 驚くべき 者 あり、 彼靜 かに 我が 前 を 過ぎ 給 ふ も 我是を 知らす、 彼れ 進み 行き 給 ふ 

も我是 を曉ら す、 彼 は 死の 如し、 il^ ひ 去る も 人 之 を 阻む 能 はす、 彼は怕 るべき ものな り、 與 みすべ か 

ら ざる ものな り、 到底 拙き 人類の 友に あらす と (^—？3)。 

〇 憐れむべき ヨブ は 令 は 神に 怖て 彼 を 愛せす、 宇宙に 神の 恐怖の み を 見て、 其 中に 彼の 慈愛 を發 見す 

る 能 はす、 然れ ども 是れ 艱難が 相次いで 吾人に 臨む 時に 吾人 何人も 取る 心の 態度な り、 宇宙 は畢究 心 

の 反影に 外なら す、 恐怖 を 以て 充 たされた る ヨブ は 宇宙に 於て 恐怖の 外：^ 物 を も 観る 能 は ざり し、 神 

は 大風 を 以て 我 を 擊碎き 給 ふと、 然り、 ヨブよ、 彼 は 亦 軟風 を 以て 汝の頰 を 拂ひ給 ふに あらす や、 淺 

忍 刻薄 を 以て 祌を誣 ゆる 勿れ、 汝の 心に 春の 臨む 時に 宇宙 は擧て 花鳥の 鎗畫と 化すべし (^3—^)。 

〇 神 を 解せ す、 亦 己 を 解せ す、 故に 我 は 我が 生命 を賤 むと 言 ふ、 生命の 貴き は 其 調和に あり、 善なる 

神が 善に 見え、 美なる 宇宙が 美に 觀ぜら る、 時に あり、 然るに 今や 神 は 虐王暴 主として 顯 はれ、 宇宙 


は 恐怖と しての み 觀ぜら る&に 至て、 ヨブ は 己が 生命 を賤 むに 至れり、 彼は旣 にわれ 生命 を 厭 ふ、 我 

は 一水く 生る こと を 願 はす (七 章 十六 節) と 云へ り、 而 して 「人生の 矛盾」 を 益々 深く 感す るに 至て、 彼 

は 生命 其 物 を賤視 する に 至れり、 彼 は 言へ り、 皆 同一な りと、 善惡皆 同一 なり、 生死 皆 同一 なり、 惡 

者に 臨む もの は 善 者に も 臨み、 生 は 死の 如き ものにして、 死 は 亦^に 恐るべき ものに あらす と、 彼 は 

神は猛 力なり と觀ぜ り、 人の 雞苦を 見て 喜ぶ 好 嘲 家の 如き 者な りと 思へ り、 而 して 斯く祌 を 観ぜし 

ヨブ 自身 も 亦 富貴 快樂を 蔑視す る 厭世 哲學 者の 一 人と なれり、 絡 望 は 人 を驅て 「冷靜 なる 哲學 者」 た 

らしむ、 ヨブ 今や 人生に 絶望し、 神 を 去り、 宗敎を 棄て喜 怒 哀樂の 上に 立つ 超然 主義の 折 ：！ 舉者 たらん 

とせり、 憐 むべき ヨブよ！  G^,iM)o 

〇 神は猛 力なり と 了り、 死生 善惡の 差別な しと 解し、 超然 的 折 c 學 者と 化して、 ヨブ は 幸福の 人と は 成 

らざ りし、 彼 は 今 は 生く るの 3： の 甲斐な きこと を 感じたり、 愛の神 を 離れて 彼に 取りて は 時 (no は 

意味な きものと 成りたり、 是れた 通過すべき ものにして、 其 中に 何の 福祉な きものと 化せり、 無 神 

論者の 悲 さは 今日 を樂み 得ざる にあり、 1  マ— の 祈；： 學者は 喊んで in へり、 最も 善き こと は 生れ ざり しこ 

とに して、 其 次ぎに 善き こと は 一 日 も 早く 死す る ことなりと、 日本の 西 行 法師 は 歎じて 曰く、 いしな 

ごの 玉のお ちくる たへ まより、 はかなき もの は 命な りけ りと、 神 を 離れて 生命 は 空虚と なるな り、 速 

かに 經 過すべき 時間と 化するな り、 歡菩を 以て 充實 する にあら ざれば 生命 は 生命に 非す、 生命 を 厭 ふ 

に 至る は 神 を 忘る k の 直接の 結果な り (glw)。 

みづ 

0 哲學 者は自 から 努め て 憂愁 を 忘れ て 嬉色を 呈 せんと 欲す、 然 れ ど も 如何 せん、 彼の 心中の 寂 霧 は 彼 

をして 穩 かなら ざら しむ、 彼に 自 から 癒し 難き の 苦痛 あり、 彼れ 之 を 思 ふて、 人に 知られす して 獨り 
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密かに 戰慄 く、 彼 は 信す、 神 は 彼の 罪 を 釋し給 はざる を、 平和 は 獨り自 から 努めて 得らるべき ものに 

あらす、 天より 與 へられて 始めて 吾が 有と なる ものな り、 平和 は實 物な り、 之 を 想 出す る 能 はす、 而 

して 天の 神の み 能く 此實物 を 吾人に 與 ふる を 得るな り (&-—^)。 

〇 自 から 潔う せんと 欲して 潔う する 能 はざる 哲擧者 は 自己に 就て 失望して 曰 ふ、 我れ 自 から 潔う せん 

と 努るも 猶ほ罪 ありと せらる k なれば、 何 ぞ此上 徒らに 勞 すべ けんや、 飮 食す るに 若 かす 我等 明日 死 

ぬべ ければ 也と (哥林 多 前書 十五 章卅ニ 節)、 自正は 自棄に 終る、 所謂る 修養なる もの は 平安に 達する の 

途に 非す 3^0 

〇 自 から 潔 からん と 欲して 潔 かる 能 はす、 al から 正し からん と 欲して 正し かる 能 はす、 雪 を 以て 身 を 

洗 ふ も. c かる 能 はす、 灰汁 を 以て 手 を 潔む る も 潔め られ す、 否な、 自 から 潔 からん と 欲すれば 欲する 

程、 我 身の 汚據は 益々 曙 露され て、 我 は 汚 はしき 泥の 中に 陷し 入れら る、 の感 あり、 我 は 想へ り、 我 

れ獨り 修めて 自 から 聖人たり 得ざる の理 あらん やと、 然れ ども 實際 は豫 想と 違へ り、 我 は 己を資 め、 

己 に^みて、 罪 惡の泥 塊に 過ぎざる を自覺 せり、 我 身 は 實に之 を蔽ふ 衣よりも 價値 なき 者な り、 其實 

質の 何たる 乎 を 知らん に は、 無感の 衣服 も さぞ かし 之 を 厭 ふならん、 嗚呼、 我 は 此身を 如何せん (？ 3 

—  3」 

〇 玆に 於て か 我 は 我に 一大 要求 物 ある を覺 ゆるな り、 卽ち 神と 我との 間に 介して、 我の ために 神 を 和 

げ、 汚 はしき 我 をして 神の 前に 立つ を 得しむ る 仲保者 是 なり、 純正の 神 は 我 を 審判く には餘 りに 嚴正 

なり、 生来の 我 は 神の 前に 立つ には餘 りに 不淨 なり、 若し 世に 神と 人との 性を帶 びて、 人 を 神に 紹介 

する 者 あらんに は、 我 は 彼に 頼りて 神に 審判 かれん もの を、 然れ ども 今や 斯 かる 仲保者の 世に 在るな 


し、 神の 震 怒の 杖 は 我に 加 へらる、 故に 我 は 彼 を 畏れて 語る 能 はす、 願く は此 恐怖の 壓 迫の 我より 取 

去られん こと を、 そ は 我れ 自 から 斯 くも 神の 震 怒に 觸 るべき 者な りと は 思 は ざれば 也 (^—！^)。 

〇 然り、 ヨブよ、 汝は 仲保者 を 要求せ り、 而 して 汝の 要求 は實に 人類の 要求な り、 而 して 神 は 終に 斯 

かる 仲保者 を 人類に 供へ 給へ り、 令 や 彼に 賴 りて 罪の 人 も 神に 近づく を 得る に 至れり、 神と 人との 間 

に 一位の 仲保 ぁリ、 卽ち 人なる キリスト イエスな リ (提摩 太 前書 二 章 五節)、 彼に 頼りての み 人 は 神の 前 

に義 しき を 得るな り、 人生 問題の 解釋は 彼れ 一位の 仲保者に 在ての み存 す、 ヨブに して 彼 を 知る を 得 

たりと せん 乎、 彼の 苦悶 は 立ろ に媳 えしな らん、 然れ ども 彼 も キリスト 降 世 以前の 多くの 人の 如くに 

暗夜に 神 を 探らざる を 得 ざり し、 彼は遙 かに 希^の 曙光 を 見 留めし も、 直に 大 光に 接する こと 能 は ざ 

りし、 然れ ども ヨブの 聲は キリストに 接觸 せざる 凡ての 眞 面目なる 眞理 探究者の 聲 なりし、 約 百 記の 

高贵 なる 所以 は、 共、 知らす 識ら すの 間に、 神の 子に して 人類の 王なる ィ H ス キリストの 降 世 を豫言 

する にあり。 

第 十 章 

ョ ブ 二た び 死 を 願 ふ 〇 彼れ 神 は 有限 者な らん 乎と 疑 ふ 〇 胚胎當 時よりの 神の 恩寵に 就て 念 ふ 0 

神の 無慈悲 を訴ふ 〇 死と 墓と 陰 府とを 望む。 

こ ゝろゎ  いのち いと 

1 わが 心 我が 生命 を 厭 ふ、 
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然れば 我 わが 憂愁 を 包ます 言 ひ あら はし、 

わが 神 魂の 苦き によりて 語 はん、 

ケみ * クで  れつみ  な か 

2 われ 神に 中さん、 我 を 罪 ありと した まふ 勿れ 

何故に 我と (辛 ふか を 我に 示した ま へ 

S なん ぢ虐 遇を爲 し、 

汝の 手の 作 を打棄 一て、 

惡 しき 者の 謀計 を 照す こと を 善と した まふ や、 

に： _A ん もち 

. -汝は 肉眼 を 有た まふ や、 

み  ところ ひと A  yi 

汝の觀 たま ふ 所 は 人の 觀 るが 如くなる や、 

5 汝の日 は 人間の 日の 如く、  - 

汝の年 は 人の 日の ごとく なるや、 

r-w とて 汝 わが 想 をず ね、  - 

わが， 能 をき 茶べ たま ふや、 

-- され ども 汝 はすで に 我の 罪な きを 知りた まふ、 

なん 一ち て  十，、  -y 

また 汝の 手より 救 ひいだ し 得る 者 あるな し。 

S 汝の手 われ を 營み我 を 悉く I れり、 

然るに 汝は今 われ を滅 した まふな り、 

9 請 ふ 記念え たまへ、 汝は 土塊 を もてす るが ごとくに 我 を 作り 給へ り 


五 
八 
八 


然るに 復 われ を 塵に 歸 さんと した まふ や、 

S 汝は我 を 乳の ごとく 科ぎ、 

牛 酷の ごとくに 凝し めた まひし に 非す や、 

"汝は 皮と 肉と を 我に 着せ、 

骨と 筋と を もて 我 を 編み、 

"生命と 恩 惠とを われに 授け、 

我を眷 顧みて わが 神 魂 を 守りた まへ り、 

"然は あれ ど汝 これらの 事 を 御 心に 藏 しおきた まへ り、 

我 この 事の 汝の 心に ありし を 知る、 

"卽 ち、 我 もし 小 科 を 犯さば 汝 われ をみ とめて、 

わが 罪を赦 した ま はじ、 

！ 3 我 もし 大科を 犯さば 我 j^, 禍 ひなる かな、 

假令 われ 義 しかると も 我 頭を擧 ぐる 能 はす、 

其 は 我 は衷に 羞恥 充ち、 

眼に わが 患難 を 見れば なり、 

か-フ ベ あ  しゝ  なん S  おひ ラ 

S 若し 頭 を擧げ なば 獅子の ごとくに 汝 われ を 追 打ち 

我 身の上に 復 なん ぢの奇 しき 能力 を あら はした ま はん 

"汝 はしばしば 證 する 者 を だれか へ て 我 を 攻め、 
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我に むかひて 汝の. 族 怒を增 し、 

新手に 新手 を 加へ て 我 を 攻めた まふ 事 を。 

W 何とて 汝 われ を 胎 より 出した まひし や、 

然ら すば 我 は 氣絕ぇ 目に 見ら る k こと 無く、 

な 曾て 有 ざり し 者の 如くな りしな らん、 

卽ち 我は胎 より 墓に 持 ゆかれん、 

^わが 日 は 幾 時 も 無き に 非す や、 

願く は 彼 姑ら く.： めて 我 を 離れ、 

我 をして 少しく 安ん ぜ しめ 給 はんこと を、 

我が きて 復 返る ことなき その 先に 斯 あらしめ よ、 

我 は 暗き 地、 死の 隆の 地に 柱ん、 

K その 地 は 暗く して 晦冥に 等しく、 

死の 蔭に して 區分 なし、 

彼處 にて は 光明 も黑 暗の ごとし。 

辭 解 

(1) 「我が 心、 我が 生命 を 厭 ふ」 ヨブ 旣に 一 たび 此聲 を發 せり (七 章 十六 節)、 今 叉 玆に之 を 繰 返す 〇 


「我れ 我が 憂愁 を 包ます 云々」 七 章 十一 節の 反覆な り、 憂愁 を 外に 發 して 衷心の 苦悶 を輕滅 せんと 

欲すとの 意なる べし 〇 「苦き によりて 語らん」 苦痛に 驅られ て 止む を 得す 語らん 〇(2) 「我 を 罪 あ 

りと 爲し給 ふ 勿れ」 罪の 理由 を 示さす して 壓制 的に 我 を 罰し 給 ふ 勿れ 〇 「何故に 云々」 何故に 我 

を 罰し 給 ふ 乎、 其 理由 を 我に 示し 給へ、 我 は 心に 辜な きを 知る と雖 も、 汝は我 身に 苦痛 を 加へ て 我 を 

罪 ありと 爲し給 ふが 如し、 我心 甚だ 惑 ふと 〇C3) 「虐 遇」 意義な き 待遇、 暴君の 行爲 なり 〇 「汝の 

手の 作」 汝の 造り 給 ひし 者、 汝の生 子 を 打 棄て給 ふや、 婦、 其 乳 兒を棄 つる こと ある も 汝は我 倚 を 

棄て給 はすと は 我が 問き し 所なら す や 〇 「惡 しき 者の 謀計 云々」 自己の 生 子 を打棄 て、 惡 人に 與み 

し 給 ふ 乎と 問 ふ、 ヨブ、 ん r- は 彼の 父なる 神 を 怨んで 止ます 〇(4) 「汝は 肉眼 云々」 汝、 H ホバの 神 

は 人なる 乎、 汝の眼 は 公平に 宇宙 を 照らす 靈 眼に は あらす して、 人 を偏視 する 肉眼なる 乎 〇 「汝の 日 

は 云々」 汝は 無限の 神に は 非す して、 生命の 短 かき を 歎つ 人の 如き 者なる 乎 〇(6) 然ら ざるべし、 

然 らば 汝、 何とて 我に！？ 責を加 へ て 我が 慰 を 尋ね 給 ふや 云 々〇(7〕 靈眼を 以て 人の 心 を 鑒み給 ふ汝は 

旣に 我の 罪な きを 知り 給 ふ、 然 らば 何故に 汝は我 を 苦め 給 ふや、 亦汝は 永遠に 在ます 者 なれば、 急 劇 

に 我 を 苦め て、 今日 直に 汝の怒 を 我が 上に 注ぎ 給 ふの 要な かるべし、 人の 互に 相 爭ふは 其 短時日の 生 

存 中に 正邪の 斷定を 見ん こと を 欲して なり、 然れ ども 汝に 於て は然ら す、 永遠に 在し ます 汝は 永き 忍 

容を 以て 我に 對 して 可な り、 そ は 歳 は 移り 星は變 ると も汝の 手より 我 を 奪 ひ 取る 者なければ なり 〇 

「汝の 手 我 を營み 云々」 我 は汝の 經營に 成りし 者な り、 我 は汝の 手の 作な り (3)、 然るに 汝は 今、 

巳が 作りし 者 を 滅し給 ふ 〇(oo 「土塊 を 以てする 如く 云々」 陶師， が 土塊 を 以て 土器 を 作る が 如くに 

汝は我 を 作り 給へ り、 然るに 汝は今 再び 之 を 元の 土塊 (塵) に 還し 給 ふ 〇(^) 「乳の 如く …… 牛 酷の 
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如く」 古人 の^に 映ぜ し胎兒 形成の 狀 なり、 始めに 乳の 如くに 注がれ、 次ぎに 牛 酷の 如くに 凝結せ 

ら ると、 液體の もの 化して 體と 成る と 〇(n) 「皮と 肉と ，：•： 骨と 筋と」 液體の もの 凝結して 间體 

となり、 之 を 被 ふに 皮 を 以てし、 之を實 たす に 肉 を 以てし、 之 を 支 ゆるに 骨 を 以てし、 之を繁 ぐに 筋 

を 以てせり 〇CE) 「生命と 恩惠」 斯くて 汝の 經營慘 憎に なりし 肉 體に授 くるに 生命と 恩 惠とを 以て 

し、 而 して-: i! ほ 之 を，：： 化め なき 蓮 八 叩に 住 かし 給 ふこと なく、 常に 我を眷 顧み、 我が 神 魂 を 守りて 4- 口に 

至り 給へ り、 是れ 抑々 M の爲 めなる や 〇03:- 「然か は あれ ど 云々」 過去に 於け る汝の 恩惠に 依て、 

我 は 現在 並に 未来に 於け る 汝の眷 顧を豫 想せ り、 然かは あれ ど 事實は 全く 我が 豫 想と 違へ り、 我はヶ 

にして 知る、 汝が我 を 經營し 給 ひし は 我 を 苦痛の 器と なさん が ためなりし を、 是れ 以下の 事實 (此等 

のこと、 卽ち 以下 十七 節に 至る までの 事實) に照らして 明かなら す や OCM lis 〕 汝は我 を 汝の震 怒の 

^的と たさんが ために 造り 給へ り、 故に 我れ 若し 小 科 を 犯さん か、 汝は我 を 赦し給 はじ、 大科を 犯さ 

んか、 汝の嚴 罰 は 我に 臨み 來 りて 我は禍 ひなる かな、 小 科は赦 されす、 大科は 罰せら る、 無慈悲なる 

神よ 〇 r 假令 我れ 義 しかると もま々」 神 は 暴君な り、 唯、 威 を 以て 我を壓 すと 〇 「羞恥」 は此場 

合に 於て は、 混亂、 疑惑の 意な り、 良心に 恥て にあら す、 ヨブ は 今、 尙ほ己 は 義人な りと 信ぜり、 挫 

敗に 羞て なり 〇C5) 「獅子の 如くに …… 追 打つ」 頭を擧 ぐる 能 はす、 然れ ども 我れ 若し 潜 越に も 之 

を舉 げん 乎、 汝は 人が 獅子 を 狩る が 如くに 我 身の上に 汝の 怪力 を顯 はし 我 を 追 打ち 給 ふと OO^Jl 我 は 

汝の 前に 立て 檔螂の 斧に 觸る& が 如し、 然れ ども 緣弱 我の 如き 者を處 する に 方て 汝は强 敵 を 挫く 時の 

法 を 用ゐ給 ふ、 卽ち證 人 を 交へ、 新手 を 加へ、 我 をして 屈服せ ざる を 得ざる に 至らし め 給 ふ 〇(？5〕 事 

寳如此 しと すれば、 何とて 汝、 我を胎 より 出 だし 給 しゃ、 我に 施されし 汝の 經營は 我の 竞に此 に 至 


らんた めか、 若し 然 らんに は 我 は 生れざる に 如かざる に 非す や 〇(^〕 生命 は 短 かし、 其 終る 前に 我に 

少しく 休息 あらしめ よ 〇(5-—g^,} 「暗き 地、 死の 蔭の 地 云々」 陰府の 形容な り、 人の 言語 を 以て ま曰 

かれた る 下界に 關 する 記事に して 之に 勝りて 凄慘 なる もの 他に あるな し、 之に 說明 を附 する は 難し、 

唯 之 を 想像す るの み、 死の 蔭の 地と あれば 生命 絶無の 地に は あらざる べし、 光明 ありと 云へば 全然 暗 

黑の處 に は あらざる べし、 然れ ども 其 處には 生 は 死の 蔭の 蔽ふ 所と なり、 光明 は 暗黑の 如くな りと 云 

ふ、 詩人 ミルトン 此狀を 叙して 曰く  No  light,,  but  rather  darkness  visible 光明な し、 然 ども 

暗黑の 看取すべき ありと、 陰府の 寫實的 記事 はこれ を 以西 結 書 三十 一 Ksf 十七 節 以下に 於て 見るべし 0 

(？ D は 之 を 左の 如く 意譯 する を 得べ し、 

是れ 暗黑の 地に して 其 暗き こと 晦冥 其 物の 如し、 

死の 蔭に して 秩序の 其 中に あるな し、 

彼 處には 光明 ある も是れ 暗黑の 輝く が 如き ものな り。 

意 解 

〇 我れ 己 を 潔く せんと 欲して 潔くす る 能 はす、 神に 近かん と 欲して 近く 能 はす、 進む も 苦痛な り、 返 

くも 苦痛な り、 我は斯 かる 苦痛の 生涯 を 厭 ふ、 今や 我に 唯一 事の 爲し搏 る あるの み、 卽ち 憂愁 を 語り、 

苦痛 を 述べ、 淚を 我の 糧 となす こと 是れ なり、 我の 慰藉 は 唯 我が 憂愁 を訴 ふるに あり、 神よ、 我が 哀 

吿を赦 し 給へ と (1:10 

〇 神よ、 我 は汝が 我に 降し 給 ひし 苦痛の 說明を 得ん がた めに、 先 づ汝を 有限 有情の 人の 如き 者と 假定 
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せんか、 汝に 偏見 あれば 汝、 罪な きに 我 を 責め、 汝に 死期の 逼る あれば、 汝、 我が 罪を定 むる に 遣な 

くして、 急 劇に 我 を 苦しめ 給 ふに あらざる 乎、 然れ ども 斯 かる 假說は 我れ 之 を 設けん と 欲して 能 は ざ 

るな り、 そ は 是れ祌 を 無視す るに 等しければ なり、 汝は 公平な り、 叉 無限な り、 汝が我 を 苦しめ 給 ふ 

は 何に か 他に 理由な くんば あらす、 而 かも 我 は 今 其 何たる 乎 を 知る 能 はす、 我心 爲 めに 甚だ 惑 ふと 

？ こ。 

〇 汝、 何故に 我 を 造り 給 ひしゃ、 汝、 何故に 今日まで 我 を 守り 給 ひしゃ、 我れ 知る 我は畏 るべ く、 奇 

しく 造られた る を (詩篇 百 卅九篇 十四 節)、 我れ 知る 汝は 日毎に 我 を 顧み、 時 毎に 我 を 見舞 ひ 給 ひし を、 

然るに 汝今に 至て 我を澳 まし 給 ふこと 斯の 如し、 汝は壞 たんが ために 我 を 造り 給 ひし 乎、 汝は悪 戲を 

好む 小兒の 如き 者なる 乎、 生者の 苦悶に 快 を 貪る 虐 王の 如き 者なる 乎、 然るに、 汝の今 爲し給 ふ 所 を 

見る に 彼の それに 類す る 所 あるに 非す や、 我が 信仰の 緖は絕 えなん とす、 吁嗟 神よ、 我 は汝を 信ぜ ざ 

る を 得す、 而 かも 今や 汝を 信す る 能 はす、 矛盾と 混 亂とは 我が 心に 充っ、 我 は汝の 何たる 乎 を 解す る 

に 苦しむ と (8 —ひ )o 

〇 神 は 忍な り、 無慈悲な り、 彼 は 我が 小 科 だ も 赦し給 はす、 大 科と あれば 勿論、 厳しく 之 を 罰し 給 

ふ、 我れ 若し 少しく 頭を擧 げんと すれば、 彼 は 獅子の 如くに 我 を 狩り立て 給 ふ (； 5—^)0 

〇 故に 我 は 言 ふ、 我 は 生 を 厭 ふて 死 を 望む と、 願 ふ 神よ、 我が 陰府に 下る 前に 我に 暫時の 小康 あらし 

めよ、 我 は 幾 時 もな くして、 往 いて 復 返らざる 所に 赴かん とす、 永久の 晦冥 は 我 を 待てり、 今少しく 

汝の聖 額の 光 を 我に 向けよ、 我 をして 結 望の 丘より 直に 死 藤の 谷に 往か しむる 勿れと (s—g-)。 

〇 待てよ、 ヨブよ、 汝の眼 は 今や 全く 閉 されたり、 今や 神に 關 する 汝の 推測 は 以て 一 つも 彼の 眞相を 


窺 ふ ii?^ らす、 汝 はん マ は 夜の 眞 中に 在り、 而 して 神 を 探て 止ます、 夜の 明くる を 待てよ、 然 らば 萬 物 

悉く 明瞭な らん、 祌は 光明の 中に 在て 信仰の 眼 を 以ての み 能く 仰ぎ 瞻るを 得べ し、 暗黑の 中に 在て 理 

性の 手 を 以て 探ぐ る 能 はす、 汝 はん マ や 希望な き哲學 者に 傚 ひ、 祌を想 出せん と 試みつ.， あり、 汝の瑞 

摩 臆 說を廢 めよ、 唯單 へ に 心 を靜か にして 日の ar つ る を 待 て よ。 

第 十一 章 

ナ アマ 人ゾ パル 語る 〇 ョ ブの 多言 を 貴む 〇 神の 全能 全智 を設 い て ョ ブに祈 鑄の 態度 を 促が す 〇 

憂愁の 消散と 平安の 囘復と を 約す。 

1 是 において ナァ マ 人ゾパ ル答 へて 一 一目 ひチる ま、 

2-._  i  U お ほ  あに こ. s;  Ini  V 

一一 一一 口語 多からば 豈 之に 答へ ざる 可 けんや、 

口 多き 人 あに 義し とせら にん や、 

なん * ち i. に 4  こと； Ij  ひと  ： ち i 

汝の 空しき 一一 目 あに 人 をして 口 を閉ぢ しめし や、 

ひ. こ  S?  /  - 

汝^ けらば 人なん ぢ をして 羞し めざらん や 0 

.-4 んぢ い  わが， でしへ た 

4 汝は言 ふ、 我敎は 正し、 

我 は汝の 目の前に 潔し と、 

5 願 はく は 神 一一 一一 n を 出し、 

» 百 記 

五 九 五 


ヨブ w 究 

汝に むかひて 口 を SI き、 

ち る 一  ひみつ  しめ  . 

6 智慧の 祕密 をなん ぢに 示して、 

その 知識の 相 倍す る こと を顯 はした ま はんこと を、 

汝識れ ，は汝 の 罪よりも 輕 くなん ぢを處 置した まふ こと を、 

"'なん ぢ 神の 深き を窮む る を 得ん や、 

ザん の-つし ャ *i つ. a  ，は  え 

全能者の 全き を窮 むる を 得ん や、 

S その 高き こと は 天の ごとし， 汝 なに を爲し 得ん や、 

その ふか  よ ふ  なん in  し  え 

其 深き こと は 陰府の ごとし、 汝 なに を 知り 得ん や、 

_% ての 量 は 地より も 11^  く 

ラみ  ひろ 

海よりも 濶し、 

S 彼 もし 行き めぐりて 人 を 執へ、 

め しわつ  is  れよ 

召集め たま ふ 時 は 誰か 能く これ を 阻まん や 

"彼 は，. 偽る 人 を 善く 知りた まふ、 

又 惡事は 顧る こ と 無くし て 見知りた ま ふなり、 

"虚しき 人 は 悟性な し、 

、ひ t  <^ ろ. £  二. -t 

その 生る、 よりして 野驟 馬の 駒の ごとし。 

なんち  かれ  んぢ ニゝろ と、 • の 

S3 汝 もし 彼に むかひて 汝の心 を 調へ、 

汝の 手を舒 ベ、 


jr. 


"手に 罪の あらんに はこれ を 遠く 去り、 

悪 をなん ぢの 幕屋に 留め ざらん に は、 

"然 すれば 汝面 を, げて玷 なかる ベ く、 

堅く 立て 權る. 、事な かるべ し、 

s すな はち 汝 憂愁 を 忘れん、 

なん：， つ  な.；' り みづ 

汝の これ を 憶 ゆる こと は 流れ 去し 水の ごとくな らん 

"汝の 生涯 は眞晝 よりも 輝かん、 

假令 暗き 事 あると も是は 平旦の ごとくな らん、 

の，, -』 ふ  VI  やす 

S なん ぢは望 あるに 因りて 安んじ、 

汝の周 圍を見 めぐりて 安然に 寐 るに いたらん、 

なん-ち ふしゃす  なにび と なん ぢ おそ 

汝偃 休む とも 何人も 汝 を懼れ しめざる べし、 

必す 衆多の 者なん ぢを悅 ば せんと 務む べし、 

然れ ど惡き 者の 目 は 矇み彼 は 逃 遁處を 失 はん、  • 

モ のの， ふ いき "ゆ 

其 望 は 氣の斷 る ことなるべし。 

辭 解 

(2) 「言語 多からば 云々」 言 多ければ 罪な きこと 能 はす (箴ー 百 十 章 十九 節)、 岢 〈之 を默 過す る を 得ん や、 

約 百 記  K 九 七 


ョ ゾ K  0 究  五 九 八 

汝の 言語 多き は汝が 未だ 眞理に 達せざる の證 なり 〇 「口お ほき 人」 「ロ脣 の 人」 の 意な り、 言 多くし 

て實 ii き 人 を 云 ふ、 斯 かる 人豈義 とせら れんや、 一一 目 語 は 如何に 多き も 以て 不義 を義 となす に 足らす 〇 

(3)  r 汝の {4.: しき 言 云々」 空言 は 以て 人を說 服す るに 足らす、 恰 かも 空砲 は 以て 敵 を沈默 する に 足 

ら ざるが 如し 〇 r 汝嘲 けらば 云々」 神に 對 する 嘲弄の 言な り、 彼 を 壓制. 冢、 不義の 友と 稱す るの 類 

なり 〇(4) 「我敎 は 正し」 汝は言 ふ 我が 敎義は 正し、 我が 神と 人と に關 する 1^ 信 は 正しと 〇 「汝の 

目の前に」 神の 目の前に OC6) 「智識の 相 倍す る こと 云々」 神の 智識の 人の 思 ひに 過ぐ るを顯 は， 

し 給 はん 云々、 「相 倍す」 とは-^111人の想像に相倍すとの意なるべし、 或 ひ は 言 ふ 言語に 多方面の 意 あ 

りと、 卽ち 神の 識は 多方面に 涉 りて、 人智の 以て 到底 探り 得る 所に あらす と 〇 r 汝の "能よりも 輕く 

云々」 若し 汝 にして 神の 智識 を 悉く 探る を 得ん か、 汝は 神が 汝を處 罰する に輕 きに 過ぎる を發 見す 

るなる べしと、 苛酷なる かな ゾパ ルの此 言 や 〇(7) 「神の 深 …… 全能者の 全」 兩者 共に 量る ベから 

す、 神の 深き は 其智の 深遠 無量なる にあり、 其 全き は 其 愛の 宏大 無邊 なる にあり 〇(8) 「高き こと 天 

の 如し ：：： 深き こと 陰府の 如し」 二者 共に 量るべからざる 者、 陰府、 一 名 之 を 「穴」 と稱す (以西 

結 書 三十 二 章廿三 節)、 梵語の 奈落と 同意義な らん、 最 底の 地下に 在りし ものと 信ぜられたり 〇(s) 斯 

かる 全能 全智の 者が 世 を 行き めぐりて 人 を 執へ、 古老 を 召集め て、 彼の 罪 を 審判 かしめ 給 ふこと ある 

も、 誰か 能く 神の 此行爲 を 阻む を 得ん やと、 古老を召集して1^|訟を判決せしむるの古例は之を路得記 

ra 章 等に 於て 見るべし 00:0 前節の 理由 を 示す、 神 は 其 を定 むる ことなくして、 人 を 裁判に 附すを 

得べ し、 そ は 心 を 鑒み給 ふ 彼 は 問 はすして 僞 はる 人の 誰なる か を 知り、 審茶 する ことなくして (顧る 

ことなくして) 惡事を見知り給へばなりと〇(^;0此神と相對して人は如何なる物ぞ、 彼 は 虚しき 者な 


らす や、 彼 は 生れながら にして 暗愚なる こと 野 驢馬の 駒の 如き 者なら す やと、 西洋 諸國に 於て 愚者 を 

驢馬に 譬 ふる は 令 日 も 尙ほ然 りと す、 支那に 於て 喑 子を隊 兒と稱 する の 類な り 〇(？3—；！？0 神と 相對し 

て 爭ふ能 はす、 故に 玆に 彼に 對 する 反抗の 姿勢 を更 め、 懇請の 態度に 出ん か、 卽ち汝 の 心 を 調へ、 汝 

の 手を舒 ベ、 汝の 罪を悔 ひ、 汝の 家より 惡を 排除 せんか 云 々〇(s) 「然 かすれば 汝面を 擧げて 云々」 

前章 十五 節に 於け る 我 頭を舉 ぐる 能 はすとの ヨブの 一一 一一 c に對 して 言 ふ 〇 「玷 なかるべし」 と は 同 節に 於 

ける 衷に 羞恥 充 つとの 言に 對し て 言 ふ、 良心の 詰責な かる べしとの 謂 ひなるべし 〇 r 堅く 立て 云々」 

心 思 確立して、 風の 吹き 去る 粃 糠の 如き ことな かるべし 憂愁 は 去て 流水の 如くな らん、 去て 復 

た 還 ら ざるべし 〇(^ 〕 汝の 生涯 は汝が 冥想す るが 如くに 晦冥に 終らざる ベ し (前 章 末節)、 否な、 愈々 

光輝 を增 して 晝の 正午に 至らん (箴言 四 章 十八 節)、 縱し 之に 暗き 事 ある も是は 永久に 績 くべき ものに 非 

す、 晦冥 は平旦 となりて 終らん、 歡喜は 朝と 共に 来るべし 〇c?5) 「汝は 望 あるに 因りて 安し」 神の 

恩寵と 掩護との 望 あるに 因りて 心安し 〇 「周 圍を見 めぐりて 云々」 周 園 を 見 めぐりて 敵な きを 知る 

が 故に、 或は 敵 ある も 彼の 汝に害 を 加 ふる 能 はざる を 知る が 故に、 汝は 安然に 寐 るに 至らん と、 我れ 

臥して 寐ね、 叉 目 醒めたり、 H ホバ我 を 支へ 給へば なり (詩 篱三篇 五節) 〇(s) 「汝 を悅ば せんと 務む 

べし」 汝を害 はんと 欲する 者は絕 えて、 衆多の 人 は汝の 意を迎 ふるに 至るべし と、 繁榮の 兆な り G> 

(^)  r 惡 者の 目は朦 み」 利 未 記 二十 六 章 十六 節 を 見よ 〇 「氣 の斷 ゆる こと」 死なり、 悪人に 望 あ 

りと せん 乎、 是れ 死の み。 

意 解 
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〇 ゾ パルの 首 は 酷な り、 然れ ども 美な り、 彼 は H リ バズ、 ビルダ デと 等しく ヨブの 苦痛の 眞因を 解せ 

す、 故に 彼 も 亦 彼の 澳 める 友に 對 して 酷なら ざる を 得す、 殊に 「汝 識れ 神は汝 の， 能よりも 輕く 汝を處 

置し 給 ふこと を」 と 言 ふに 至て は 諷刺 も 叉 甚だしと 謂ぶべし、 ヨブに 缺點 ある は 彼 も 亦 能く 之を認 む、 

彼 は 「我 は 神の 目の前に 潔し」 と は 言 はす、 彼 は 彼の 身に 臨みし 總 ての 艱苦に 値する 雜を 犯せし 覺ぇ 

なしと 首 ひしの み、 ョ ブ の 友人 等 は 彼の 言 を 以て 自己の 淸淨 潔白 を 辯す る もの 乎の 如くに 解せ り、 然 

れ ども是 れ： f:^ だしき 誤解な り、 此 誤解 ありて 彼等が ヨブ を 慰め 得 ざり しは宜 ベな り、 語に 曰く 「其 美 

に將 順して 其 惡を医 救す」 と、 ヨブの 友人 等 は 彼の 美 を 知ら ざり き、 故に 彼 を 救 ふこと 能 は ざり き。 

〇 然れ ども ゾパ ルの fill に 謹 聽服朥 すべき 者 多し、 人 は 多 首 を 以て 義 とせられす、 {仝 首 は 以て 人 を說服 

する に 足らす、 沈默は 最大の 雄 辯な り、 ヨブに 一一 一一 n 語 多 かりし は 確かに 彼が 未だ 事物の 眞 相に 達せ ざり 

し證 なり、 故に 彼れ 祌の默 示に 接して、 彼の 疑惑の 悉く 氷解す るに 至りし や、 彼 は ロを噤 いで 曰く 

「我 は自 から 了解ざる 事 を 言 ひ、 自 から 知ら ざる^り 難き 事 を 述べたり …… 是を 以て 我れ 自 から 恨み、 

塵 灰の 中に て悔 ゆ」 と (四十 二 章 三、 六 節)、 智慧の 極 は沈默 なり、 ヨブん マ ゃ滔々 として 辯す、 彼に 應答 

なかる ベから すと (2 I co)o 

〇 ヨブ はゾ パルが 想 ひし 如き 罪人に は あら ざり き、 然れ ども 彼 も 亦 人た る を 失 は ざり き、 彼 は 「汝 

は旣に 我の 罪な きを 知り 給 ふ」 と 言へ り C 前章 七 節)、 然れ ども 若し 神に して 其 言 を 出し、 彼に 向 ひて 

口 を 開き 給 はん 乎、 彼は必 す、 彼が 竟に爲 せし 如く、 己の 罪に 恥 ぢて塵 灰の 中に 悔 ゆるに 至らん、 我 

等が 無 i§ を 辯す る は 勿論、 人に 對 しての み、 祌に對 して は 我等に 一 雷の 中譯 あるべ からす、 ヨブ は 神 

を 人の 如くに 解せ り、 故に 未だ 神の 赦 罪の 恩 惠に與 かる 能 は ざり き、 彼の 苦悶の 眞因は 義人と して 祌 


の 前に 立たん として 努む るに ありき、 卽ち 神に 公-やに 精 かれんと 欲して、 彼に 赦 されん と 欲せざる に 

ありき、 此 誤謬に して 除かれざる 間 は 論爭は 彼と 彼の 友人との 間に 絕ぇ ざるべし (415)。 

〇 神の 智慧 は大 なり、 天よりも 高し、 陰府 よりも 深し、 地よりも 長し、 海よりも 濶し、 誰か 是を窮 む 

る を 得ん や、 吾 儕 は 僅かに 其 皮相 を 知る のみ、 其 深奥 祕密を 知らす、 學 者の 擧說 にして 旣に 確定せ し 

者 あるな し、 智者の 計 策に して 永く 成效 せし 者 ある を 知らす、 吾 倚 は 神の 深き を 知る のみ、 其 深さ を 

知らす、 神 は 論究すべき 者に 非す、 崇敬すべき ものな り、 讚美すべき ものな り (6—9)。 

〇 神 は 覺 的に 人の 善 亞心を 知り 給 ふ、 彼 は惡事 はま 杏す る こと 無くして 之 を 見知り 給 ふ、 彼 は 惡人を 

罰する に 方て 其 I 非の 證明を 求む るの 要な し、 「否な、 否な、 然り、 然 り、」 神の 言語 は是 のみ、 彼 は 

善 を 知り 給 ふ、 亦惡を 知り 給 ふ、 彼 は善惡 何れと も！： 明たざる 中性 ある を 知らす、 彼のみ は 實に人 を 

裁判に 附 たして M 人 も 彼の 此專斷 を 阻む 能 はす、 然れ ども 人 は 何人も 神に 代って を定 むる 能 はす、 

ヨブの 友人の 誤謬 は 己れ 神なら ざるに ヨブの 短 を 推定せ しに あり、 ゾ パルの 此言は 亦 以て 直に 之 を 

彼 自身に 適用すべき なり (w—；：0。 

〇 神と & ふ をお めよ、 彼に 乞 ひ 求めよ、 神に 對 して は 單 へに 祈禱の 態度に 出で よ、 心 を 調へ、 手を舒 

ベ、 以て 彼の 赦免 を 乞 ひ、 恩寵 を 仰げよ、 人に 對 して は 爭ふも 可な り、 然れ ども 神に 對 して 爭ふも 益 

なし、 總 ての 幸福 は 神に 服從 してより 来る (^3—；5)0 

〇 而 して 神に 服從 して 後の 快樂は 如何、 憂愁 は 流れ 去て 水の 如し、 柱いて 復た 還らす、 希望 は 生じ、 

恐怖 は 去り、 身に 威 權の加 はる ありて 衆人の 崇敬 を 己に 惹 くに 至る、 我 倚 は 神に 降參 して 始めて 勝利 

の 人と なるな り、 神と 對抗 して 愛愁は 終生 我 儕 を 離れす (s—w)。 


ョブ_^^£究  六 〇 二 

〇 惡き 者の 希望 は 死なり、 彼に 取りて は 生命 は 苦痛の 連續に 他なら す、 彼 はた 其 絶た れんこと を 欲 

す、 彼が 死 を^む は バウ a の 如くに 往て キリストと 偕に あらんが ために 非す、 彼 は 絶滅 を 欲す、 故に 

死 を tiH むな り、 r 惡き 者の 希望 は 死なり」、 彼 は 死に 由り て 神と 人と に對 する 總 ての 負 俊より 免 かれ 

んと 欲す、 彼 は 死に 由り て總 ての 羞恥 を 忘れん と 欲す、 彼 は 死に 由り て 殊に 良心 詰責の 聲を 消さん と 

欲す、 「惡き 者の X 布 望 は 死なり」、 恐るべき かな！  (^)。 

第 十二 章 

ヨブ 友人の 智慧 を 罵る 〇 造化に 現 はれた る 神の 大能を 語る 〇 人事に 現 はれた る 神の 權能 を述 ぶ。 

1 ョ ブ こた へ て 言 ふ 

2 なん ぢら 而已 まことに 人な り、 

智慧 は汝 等と ともに 死ん、 

3 然れど 我に も 亦なん ぢらと 同じく 曉る心 あり、 

我 はなん ぢらの 下に 立す、 

誰か 汝 等の 言 ひし ごとき 事 を 知ら ざらん や。 

われ み >5  ？ X  もの 

4 我 は 神に 敲 はりて 聽れし 者なる に、 

今 その 友に 嘲 けらる、^ とな^り、 


嗚呼 正しく かつ 完 たき 人 あざけらる。 

5 安逸なる 者 は 思 ふ、 

あなどり ふし あ" * せ  ら G とも. 二 

輕侮は 不幸なる 者に 伴 ひ、 

あし  もの *♦ つ 

足の よろめく 者を俟 と。 

かすめう ほ もの てん. -i く  ？  r 

G 掠奪 ふ 者の 天幕 は繁榮 え、 

かみ rr  もの ゃすら.？^ 

神 を 怒らせる 者 は 安泰な り、 

おのれ て かみ i につ 

自己の 手に 神 を携さ ふ。 

7 今 請 ふ獸に 問へ、 然ば 1 れ 汝に敎 へん、 

天空の 鳥に 問へ、 然ば 彼れ なん ぢに 語らん、 

S 地に 一一 百へ、 然ば 彼れ なん ぢに敎 へん、 

海の 魚 もまた 汝に； 1 べし、 

たれ  す ベ て も 力 よ 

9 誰か この 一 切の 物に 依りて、 

TRT パ， の 手の これ を 作りし なる を 知 ざらん や 

す ベ て いきもの い ^ ち. れ て  うち 

S 1 切の 生物の 生氣 彼の 手の 中に あり、 

一 切の 人の 靈魂 も亦然 り。 

"耳 は說話 を， 辨へ ざらん や、 


ョ ブ 5i  0 究 

あだか も 口の 食物 を 味 ふが ごとし、 

"老 たる 者の 中には 智慧 あり、 

長壽者 の 中には 颖悟 あり。 

2 智慧と 權 能と は 神に 在り、 

智謀と 観 悟と は 彼に 場す、 

"視 よ、 彼 毀てば： 待び 建る こと 能 はす、 

彼 人 を閉こ むれば き 出す こと を 得す、 

=5 視ょ、 彼 水 を 止 むれば 則 はち 涸れ、 

水 を 出せば 則 はち 地 を 滅ぼす、 

W 權 能と 親 悟と は t に 在り、 

惑 はさる &者も 惑す 者 も 共に 彼に 属す、 

"彼 は 策士 を 裸 にして 擄へ ゆき、 

審判 人 をし て 愚なる 者と ならしめ、 

わ う is;- けん. a  -」 

王 等の 權威を 解き、 

反て .|\！ が 腰に 繩を かけ、 

2 祭司 等 を裸體 にして 擄へゅ き 、 

權カ ある 者 を 滅ぼし、 

M 1  一一 一 C 爽 なる 者の 言語 を 取 除き、 
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老 たる 者の 了知 を 奪 ひ、 

？ 3 侯伯た る 者 等に 恥辱 を 蒙らせ、 

强き 者の 帶を 解き、 . " 

？ i 暗中より 隱れ たる 事 等を顯 はし、 

死の 薩を 光.. 明に 出し、 

？ 5 國々 を大 にし、 また 之 を 滅ぼし、 

國々 を廣 くし、 また 之 を 舊に歸 し、 

ち  .U み かしら  もの ども さ i  ，リ 、？は 

地の 民の 長た る 者 等の 了知 を 奪 ひ、 

これ を路 なき 荒野に i 「行 はしむ、 

^^.^彼等は光明なき暗にたどる、 

彼 また 彼等 を醉る 人の ごとくに 躕跚 かしむ。 

(1) 「答へ て 言 ふ」 殊に ゾ パルに 答へ て 曰 ふ、 彼れ ゾ パル は 神の 智慧 を 述べ て 自己の 智慧 を 街へ り 

(前章 六 節)、 〇{>0 激烈なる 畿 刺の 辭 なり、 r 爾曹 のみ 誠に 人な り」、 人と 稱 すべき 人 は 爾曹を 除い 

て 他に 在らざる べし、 人類の 智慧 は 凡て 汝等 三人に 在 て^する が 如し 〇 「智慧 は汝 等と 偕に 死なん」 

汝等 失する と 同時に 全世界の 智慧 は 失せん、 偉大なる かな 汝等！ 〇(3〕 然れど 我に も 亦 多少の 曉る 

約 百 記  六 0 五 


ヨブ！ S  w 究  六 〇 六 

心 (智慧； >  あり、 若し 汝等 にして 智者と 稱 すべ くんば、 我 も 亦 智者たら ざる を 得 じ、 我は汝 等に は 劣 

ら すと 信す (十三 章 六 節) 〇 「誰か 汝 等の 首 ひし こと 云々」 誰か 汝 等が 首 ひし 如き 平凡の 理を 知ら ざ 

る 者 あらん や、 汝等 にして 若し 智者な りと せば、 ^に 智者なら ざる 者何處 にある 乎 〇(4) 「神に 齠は 

りて 聽 かれし 者」 神と 交 はり、 彼と 語りて- 其默 示に 與 かりし 者、 神の 事に 關 して は 少なから ざる 

智識 を 有せり と 信ぜし 者 〇 「今、 其 友に 嘲 けらる」 身に 不幸の 臨みし が 故に、 我が 信仰の 察に 關し 

てまで 我が 友の 嘲け る 所と なる 〇 「鳴 呼 正しく 且 云々」 鳴 呼 辜な き、 比 絞 的 完全の 者 (信仰の こと 

に關 して は) 無智の 者にまで 嘲 けらる、 我に 臨みし 災害の 結 ra^ は 終に 此に 至りし 乎 〇(5) 安逸に 居る 

者 は 息 難の 由て 來る 理由 を 知らす、 彼等 は 不幸 は ssf に 侮るべき ものな りと 信す、 「足の 蹣跚く 者」 と 

は 信仰の 立場 を 失 ひ、 懊 疑に 苦む 者の 謂 ひなるべし、 輕侮、 追手の 如くに 斯 かる 者の 後に 隨ひ、 亦 其 

前 を 遮ぎ ると、 卽ち 到る 處に 人の 侮蔑す る 所と なると 〇(6) 「掠奪 者の 天 慕は榮 え」 盗賊の 家は繁 

昌す、 正しく 且つ 完き 人の 嘲 けらる，^ に對 して 言 ふ 〇 「自己の 手に 神を携 ふ」 神は自己の手に^^す- 

之 を 自己 以外に 仰ぐ の 要な し、 我が 手 卽ち我 神な り、 我 は 我が 意 ふが 儘 を 行 ふと、 斯 かる 不敬 褻 潰の 

言を發 する 者 は 安泰な り 〇(7〕 「今 請 ふ 云々」 以下 十 節に 至る まで 造化に 現 はれた る 神の 妙技 を 指 

明し、 以て 彼の 智慧 を曉 るに 智者の 聰明 を 待つ の 要な きを 示す、 ヨブ は 曰く 神の 智慧に 就て 語る を 休 

めよ、 造化 は汝 等の 駄辯を 待た すして 能く 此事を 吾人に 示す、 汝等此 事 を 語る が 故に 智者 を 以て 自か 

ら 任す るか、 然 らば 獸も鳥 も 魚 も 皆な 智者なら ざる を 得ざる べしと、 ヨブの 畿刺反 に 常る ベから ざ 

る 者 あり 〇C9) 誰か 造化の 玄妙に 入て 神の 大能を 悟らざる 者 あらん や 〇(s〕 萬 物 悉く 神の 手中に 在り" 

殊に 生物 は 彼の 生 氣の吹 入に 由て 支持 せらる (創世記 二 章 七 節、 行傳 十七 章廿 八節參 照) 〇(s) 「耳 


は說話 を辨へ ざらん や」 造化の 微妙 は 眼 を 以て 之 を 見るべし、 人事の 異跡は 耳 を 以て 之を辨 ふべ し 

と、 以下 二十 五節に 至る まで、 古人の 說話 にか X る 人事の 成 行に 就て 語る 〇耳 は 人事に 係 はる 說 話の 

眞 偽を辨 別す、 恰 かも 口  (舌) は 食物の 味 を判训 する が 如し 〇(3)  r 老 たる 者の 中には 智慧 あり 云々」 

汝 等が 曾て 言へ るが 如し (八 章 八 節〕、 今、 古老の 一一 目に 從ひ、 少しく 人事 を閱し 見ん 乎 云 々〇(w:- 「智 

慧と權 能と は 神に 在り」 誠に 古老の 言の 如しと、 「機能」 は 「智慧」 を 決行す るた めの 實 力なり、 

神に 智慧 あり、 亦、 之 を 行 ふの 能力 あり、 彼は言 行の 一 致 を缺く 人の 如き 者に 非す 〇 「智謀と 颖悟」 

智慧 を實 行す るの 方法と 之 を 適用す るの 意識 〇(；！：) 「彼 毀てば 云々」 彼れ 毀てば 人、 再び 之 を 建つ 

る こと 能 はす、 そ は 彼 は 永遠の 智慧に 由り て 之 を 毀ち 給へば なり 〇 「人 を閉ぢ こむ」 禁錮の 意な り 

(十一 章 十節參 照) 〇(s) 旱魃 は 彼に 由り て 来り、 洪水 も 亦 彼に 由り て 臨む、 彼 乾し 亦 潤し 給 ふ 〇 

G5) 「權 能と 親 悟」 深き 意識と 之 を 行 ふに 足る の 能力 〇 r 惑 さる &者も 惑す 者 も」 惑 さる i 衆愚 

も 之 を 惑 はす 惯侶、 政治家の 聚も 〇0^) 「策士」 奸策を 以て 愚者 を 惑 はす 者な り、 而 かも 神の 智慧 

は 策士の それに 勝 さる、 彼 は 策略の 豊富 を 以て 誇る 策士 を も 時には 裸體 にして 擄へ 行き 給 ふと、 感謝 

すべき かな 〇 「審判 人」 必 しも 法律上の 裁 利 人に 限らざる べし、 八 マの 批評家と 稱 する 者の 如き も 叉 

此 類なる べし、 彼等 も 亦 惑 さる、 者 を 惑す 者な り、 而 して 祌は亦 彼等 を も 愚かなる 者と ならしめ 給 ふ 

と、 是れ亦 感謝すべき 事な り 〇( お) 王者の 權を 解き 反て 之が 腰に 繩を 掛け 給 ふと、 祌は 王の 王な り、 

彼 は 王者の 權を剝 ぎ (卽 ちお の 壓制を 解き)、 亦 彼 を 縛し 給 ふと、 縛す る 者 縛 せらる、 快なる かな 〇 

(？ 0 「祭司 等」 ^侶の 階級な り、 王 等と 結託して 愚者 を 惑す、 而 かして H ホバ は 亦 彼等 を も 裸體に 

て擄へ 行き 給 ふと、 愤 侶の 裸 體とは 蓋し 其 偽善の 曝露 せられて、 衆人の 前に 其 醜態 を 示さる \ ことな 
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るべ し 〇 r 權カ ある 者」 今の所 謂る 貴挨 なり、 神、 叉 彼等 を も 滅し給 ふと、 感謝すべき かな 〇(^) 

「言 爽 かなる 者」 能辯 家な り、 辯 舌 を 以て 人 を 惑す 者な り、 而 して 神 は其言 語 を 取 除き 給 ふと、 卽 

ち 彼 を沈默 せしめ 給 ふと、 或 ひ は 其 雄 辯 をして 無效 ならしめ 給 ふと、 能辯 は 如何に 大 なる も 虚僞 を眞 

理 となす に 足らす、 能辯 一 名 之 を 詭辯と 稱す、 最も 危險 なる 天才の 一 なり 〇 「老 ひたる 者の 了知 を 奪 

ひ」 年功に 誇り、 老練 を循に 取りて 民 を 惑 はす 者の 了知 を 奪 ひ 給 ふと、 老 ひたる 者必 しも 智者なら 

す、 世に は老 ひたる 愚者 尠 からす 〇(？^) 「侯伯た る 者」 貴族の 一 種な り、 社會の 上位に 立つ を 以て 

誇る 者な り、 而 して 神 は 彼等に 恥辱 を 蒙らせ 給 ふと、 若し 人の 彼等に 恥 を 加 ふる 者 あらん 乎、 彼等 は 

怒て 之 を獄に 下すな り、 然れ ども 神の 辱し むる 所と なりて、 彼等 は 憤怒 を發 する に途 なし、 「侯伯の 

恥辱」、 誰か 此事 ある を 知らざる 者 あらん や 〇 r 强き 者の 帶を 解き」 「强き 者」 と は 前に 一一 一一 n へる 「權 

力 ある 者」 に 同じ、 責挨 富豪の 類な り、 「帶を 解く」 と は 權を剝 ぐとの 意な り (以賽 亞書五 章 廿七節 

參考 )、 神 は 豪族 の權 利を擄 奪し 給 ふと、 是れ亦 感謝す べきの 事 〇(g^) 「暗中より 隱れ たる 事 等 を 

顯 はし」 王侯、 貴族、 僧侶 等、 魔魅の 挨が隱 密に附 する 多くの 祕 事を嗥 露し 給 ふとの 意なる べし、 

あほ 

貴族の 莊屋は 罪惡の S 果窟 なり、 天地の 祌 のみ 能く 之 を 撥き て 世に 顯し給 ふ 〇 「死の 蔭 を 光明に し」 

死の 伏在す る 所に 光明 を 注射す、 凡ての 國家的 丼に 社會 的罪惡 の計畫 せらる X 所 を 曝露し 給 ふと、 或 

は獰奸 相互の 嫉視 護 害に 由て、 或 ひ は 天外より 来る 革命 を 以て 〇(si) 「國々 を大 にして 亦 之 を 減し」 

波斯、 羅 馬の 如し、 露國、 英國、 米 圃も亦 遠から すして 滅 さるべし 〇 「廣 くして 亦 舊に歸 す」 个の 

西班牙 は 其 好適 例な らん 〇(3;) 「地の 民の 長」 萬 邦の 主權を 握る 者、 バ ビ 口 ン王 ネブカ ドネ ザル、 

マセ ドン 王 ァレキ サン ドルの 如き 者な り、 自 から 王の 王な りと 稱 する 者、 而 かも 神 は 彼等 を も 滅亡に 


導き 給 ふ 〇 r 路 なき 荒野 云々」 曠空の 意な り (創 *： 記 一章 二 節〕、 曠签に 彷徨 ふと は 迷 霧の 屮に 入りて 

進路 を 失 ふこと なり、 大帝 ナボ レオンの 末路に 鑑みよ 〇(！^) 英雄の 最後に 醉 客の 满跚 たるの 狀 あり、 - 

彼等 何ん ぞ懼 る&に 足らん。 

意 解 

〇 彼 も 人たり、 我 も 人な り、 彼の 知る 所 は 我 も 知る、 彼 は 今 は 安逸の 地位に 在り、 故に 智者の 如くに 

見 ゆ、 我 は 今 は 不幸に 換 まさる、 故に 人の 嘲け る 所と なる、 人の 智愚は 彼の 於て 在る 境遇に 依る が 如 

しと、 ヨブの 此觀 察に 亦 一片の 眞理 なきに 非す (1—5)。 

〇祌 に 依る 者 は衰へ 、自己に 頼る 者は榮 ふ、 「自己の 手に 祌を携 へ」、 我が 腕力 是れ我 神な りと 稱す 

る 者 は 安泰な り、 是れ今 も尙ほ 吾人の 目擊 する 所、 所謂る 優勝劣敗の 现 なる 者 は ヨブの 此觀 察に 他な 

らす、 吾人の 觀察を 現世に のみ 止めて 吾人に も 亦 ヨブの 此 感慨な き 能 はす (6)。 

〇 吾人 若し 神の 智慧 を 知らん と 欲せば、 I 曰 者 哲人の 敎訓を 待つ に 及ばす、 天然 其 物が 此 事に 關 する 吾 

人の 最も 善き 說敎 者な り、 野の 獸と 天空の 鳥と、 地と 海と 其 中に ある 總 ての 物と は 神の 全智 を傳 へて 

剩す 所な し、 神の 智慧に して 若し 吾人の 特に 知らん と 欲する 所な らん 乎、 吾人 は 所謂る 「天然 神學」 

を 以て 滿 足すべし、 然れ ども 吾人 は 更らに 神の愛に 就て 知らん と 欲す、 故に 吾人 は祌の 特種の 默示を 

要するな り、 天然の 研究 は 如何 に 深き に 達する も 以て 吾人に 臨む 苦痛と 死と の 說明を 供す るに 足ら ざ 

るな り (7—^)。 

〇 天然の 研究 然り、 歷史の 研究 亦然 り、 神 は 凡て 高ぶる 者、 誇る 者、 自己 を崇 むる 者の 上に 臨みて 之 

約 百 ^  六 〇 九 


を 低く し 給 ふと は 歷史の 明かに 示す 所な り (w 赛亞書 二 章 十二 節」、 然れ ども 之 を 知りて 以て 我が 心中の 

悶 を-終す 能 はす、 人事 は 人類 全體 の. -i^ にして 我が 良心の 事に あらす、 然り 歷史は 以て 神と 我との 

に 平和 を 結ぶ 者に 非す、 ヨブ は旣に 天然 を 知れり、 亦 歷史を 知れり、 然れ ども 彼 は 今や 彼の 衷心に 天 

然も 歷史も 以て 解 說し能 はざる 大 疑問 を 有せり、 彼の 友人 は此事 ある を 知らす、 故に 頻りに 駄辯を 弄 

し て 彼 を 誹議 せり、 ヨブの 懐疑 は斯 世の 智識 を 以てして は 到底 氷解し 得 べき ものに あらざる なり。 

ヽ 1 — -0 ン 0 
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〇 科 學ょ、 歷史 よ、 汝 等の 名 は 美に して 大 なり、 人 は 汝等を 知る を 以て 全 宇宙 を 知悉く せし が 如くに 

信す、 然れ ども 我れ 我が 良心に 於て 病み、 暗夜に 我が 神 を 求む るに 方て、 汝等は 我に 於て 何の 要 ある 

なし、 海の 魚 は 我に 救扬の 道を敎 へす、 天 おの.：； 1 は 我に 赦免の 歡喜を 供せ す、 地 を 穿ち たれば とて 此 

處に神 在 さす、 海 を 探り たれば とて 其處 に天國 なし、 英雄の 事跡 は 亦 以て 我に 慰安 を 供す る 者に 非す、 

我れ 我が 靈 魂に 於て 病まん 乎、 我 は 科 擧と歷 史とを 去て 宗敎に 行かん のみ. 然り 神の 默 示なる キリス 

トの福 昔に 行かん のみ。 

第 十 三 章 

ョ ブ 再び 彼の 友人 を 罵る 〇 虚言の 製造者、 無用の 醫師 なりと 0 神に 對 する 彼等の 阿諛 追 從を責 

む 〇 彼等に 沈默を 命じ 謹聽を 促が す 〇 彼れ 直に 神に 迫る 〇 然 かも 哀憐 を 乞 ふの 外、 他に 發 する 

の 言 を 有せず。 


，す  め こと-. 一と  ^  \ 

1 視 よわが 目 盡 くこれ を觀 

わが 耳 これ を 聞て 了知れ り、 

"汝 等が 知る ところ は 我 もこれ を.^ る 

我は汝 等に 劣らす。 ん , ^-; 

"お" りと i ども 我 は 全。 能 者 に 物言 ん 、 

リぃ ゲみ ，0 ん  の& 

我 は 神と 論ぜん こと を^む 

4 汝等は ロハき 言 を 造 り設 くる ％ - 

汝等は 皆無 用の 醫師 なり、 

i が  .；.* ん. i つら つに be 

5^ はく は汝等 全く 默 せよ， 

然す る は 汝等 の 智慧な る ベ し 、 

Gsk ふわが 論す る 所を聽 け、 . 

わ ： ちび る いつ あらそ と 二ろ み/ 力-;:; リノ  9 

我がき にて 辯爭ふ 所に 耳 を 傾けよ 

、—ふ  ."re ぢ -.i- あし 二と ^  > 

7 神の ために 汝等惡 き 事 を 言 や 

tfc  いつは， リ の ふ 

叉 かれのた めに 虛僞を 述るゃ 

なんち-.;' ゲみ  力 た よ 

S 汝等 神の ために 偏る や 

また かれのた めに 爭 はんとす る や、 

0.  m も し^ I？ 鑒察 ベた ま はぐ 豈善 ら ん や 

汝等人 を 欺く ごとくに 彼 を 欺き 得ん や、 
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なん ぢら  ひそか わ. U, ゝ 

S 汝等 もし 密に 私しす る あらば、 

彼 かなら す 汝等を 資ん、 

U その 威光なん ぢら を懼れ しめ ざらん や、 

かれお それ  の t 

彼の 長懼 なん ぢらに 臨ま ざらん や、 

、r- なん ぢらの 譬は 灰 の 譬 なり、 

なん ぢらの 城 は 土の 城な り、 

も,、  .0  n 

W 默 せよ、 我に か k はら ざれ、  . 

われい ** ものい は  ひに-一と  われ さに  Jf4 ーレ 

我 今 言語ん と. \ -I 何事に も あれ 我に 来らば 來れ ー 

"我なん ぞ我肉 を わが 齒の 間に 置かん や、 

我 はわが 生命 を わが 手に 置かん、 

"彼 われ を 殺す とも 我 は 彼に 依賴 まん、 

-r.^  わ. Asi ち V  n  i へ あ？. つか 

淮 われ は 吾 道 を 彼の 前に 明に せんとす、 

K 此 一 事 は 我 救 極と ならん、 

卽ち 邪曲なる 者 は I の 前にいた る こと 能 はざる こと是 なり、 

に-なん ぢら聽 けよ、 我 言 を聽 け、 

我が li る 所 をなん ぢらの 耳に； <  らしめ よ、 

，ひ  .r, れ  わがこと いひ.：？ ら 

"視 よ、 我す でに 吾 事 を 言 並べたり、 

我 は、 ゼ らす義 しと せられん と 自ら 知る、 


s 誰か 能 われと 辯 論 ふ 者 あらん、 

若 あらば 我 は：！ を 練て 死ん。 

惟 われに 二の 事を爲 した ま は ざれ、 

然 らばが なん ぢの面 を さけて 隱れ じ、 

"なん ぢの手 を 我より 離した ま へ 、 

汝の 威嚴を もて 我 を懼れ しめた ま は ざれ 

？ー  して 汝 われ を 召した まへ、 我 こた へん、 

叉 われに も 一一 一一 0. はしめ て汝 われに 答へ たまへ、 

y 我の 想われの 罪い くばく なるや、 

我の 背反と 罪と を 我に 知し めた ま へ、 

？ I 何とて 御 面を隱 し、 

我 を もて 汝の 敵と なした まふ や、 

！ ^ なん ぢは吹 廻 さる、 木の葉 を 威し、 

干 あがりた る 切株 を 追 ひた まふ や、 

なん ぢ われ  に-か ことども か  しる 

w> -汝は 我に つきて 苦き 事 等 を 書き記し、 

われ  わい と けな -? とき つみ み お a 

我 をして 我が 幼 時 の 罪 を 身に 食し め、 

あし あし. .t,,vx  ，ひち -yr 

や〕 わが 足 を 足械に はめ、 我す ベての 道 を 窺が ひ 


ヨブ w 究  六 1 四 

わが あし ** じり ^  y 

我 足の 周 園に 限界 をつ けた まふ、 

し  つれ -、ち，"^  ：?  in 

？ 5 而 かも 我は朽 行く 腐れた る 者の ごとし、 

蠶に 食る \ 衣服に 等し。 

き え 

(1) 「我 目 盡く之 を觀」 前章 七 節より 十 節まで 〇 「我 耳 之 を 聞て 云々」 同 十 一 節より 二十 五節 ま 

で、 天然に 神の I 曰 慧を觀 たり、 歴史に 神の 權能を 聞け り 0(01) 「汝 等が 知る 所 云々」 我は汝 等が 知 

る 所 を 知る、 然れ ども 斯 かる 智識 は 以て 我が 今日の 窮境 を說 明す るに 足らす 〇(3)  r 然 りと 雖も」 

我に 汝 等に 劣らざる の 智識 ありと 雖も 〇 「我 は 全能者に 物言 はん」 我 は 特に 神に 問 ふて 祌の說 明に 

與 からん 〇 「神と 論ぜん こと を 望む」 汝 等と 語る も訟 なし、 直に 神と 論ぜん こと を 望む と、 人 は 直 

接に 祌 より 敎 へらる、 にあら ざれば 竞に 慰安に 達する 能 はす 〇(4) 「汝等 は 只 諫言 を 造り 設 くる 者」 

虚偽の 製造者な り、 汝 等に 惡意 はた か る ベ しと 雖も汝 等の 言 ふ 所 は謊言 に 等し 〇 「無用 の 醫師 なり」 

慣 値な き醫師 なり、 我が 苦痛 を疫 さんと 欲して 癒す 能 はざる 者、 靈 魂の 藪 醫者. V なり 〇(5) 故に ロを噤 

げょ、 沈默は 反て 汝 等の 智慧なる べし、 汝等 頻りに 智慧 を 口にす、 我、 汝 等に 告げん と 欲す、 汝 等の 

智慧 は 沈默を 守る に 在るべし と (葳言 十七 章 廿八節 を 見よ) 〇(6) 汝等 沈默を 守り、 我が 神と 論す る 

所 を謹聽 せよ 云 々〇(7) 「神の ために …… 言 ふや」 祌 のために 駄辯を 弄する や、 虚偽 を 以て 神 を 辯 

護 せんとす る や 〇(8:} 祌を辯 護 せんとて 偏頗た る.？^ れ、 神 を 庇 保 せんとて 公平 を缺く 勿れ、 强 者の 辯 


護士 たる は 易し、 汝等は 苦痛に 惱む 我に 對 して、 神の 新 悟と 權 能と を 辯 じ 返て 神の 怒に 觸れ ざらん こ 

と を 努めよ 〇(9) 「神 若し 汝等 を鑒 察べ 袷 はに 云々」 神 若し 汝 等が 我に 對 して 發 する 苦言の 動機 を 

鑿 察し 給 はんに は、 「豈 善らん や」、 豈汝 等の 利益な らん や 〇 r 汝等人 を 欺く 云々」 汝等は 人 を 欺 

く を 得べ し、 然れ ども 祌を 欺く を 得す、 詭辯 を 弄して 人の 歡心を 買 ふ を ST ぺし、 然れ ども 公平なる 祌 

は 虛僞を 以て 自己 (神) を歡ば せんと 欲する 者 を も 怒り 給 ふ、 汝等此 事 を 知る や 〇(，^) 神 は 公平な り、 

故に 神は祌 のために 計る 者な りと 雖も其 依估 偏頗 を 赦し給 はざる べしと 〇c;:0 「その 威光 云々」 神 

のために 辯す る 時に 神の 威光 を 長れ よ、 神に 就て 僞 はりの 證據を 立つ る 勿れ、 神の 爲し給 はざる こと 

を 神の 行爲 なりと 稱 して 之 を 人に 敎 ふる 勿れ、 神 は 凡ての 眞 人の 如くに 甚く 詔諛、 追従 を 憎み 給 ふ、 

祌を 呼びて 主よ 主よ と 曰 ふ 者盡く 神の 忠實 なる 僕に 非す (馬 太傳 七章サ 一 節」、 然り、 多くの 祌學者 は 

神の 追從 者た るに 過ぎす、 ョブの友人も亦敬神を装ふて阿誤追從の罪に落りし形跡なきに非す〇(^^) 

r 汝 等の 譬は 灰の 譬 なり」 「譬」 は此 場合に 於て は 說敎の 意. なり、 聖書に 嘲弄、 刺の 言 を r 譬」 と 

稱 ひし 例斟 からす (哈巴 谷 書 二 章 六節參 照)、 「灰の 譬 なり」、 生氣 なき、 意味た き、 無 效の說 法な り 

Q 「土の 城」 土 を 以て 築きた るが 如き 論 城な り、 是に據 りて 以て 我を攻 むる に 足らす 〇03) 「我に 

關 係ら ざれ」 我が 事に 容喙 する 勿れ 〇 「我 ーーー曰 ぽ はんとす」 默 して 我が 神に 言 はんと 欲する 所を聽 

け 〇 「何事に も あれ 我に 来らば 来れ」 決心の 辭 なり、 ヨブ 今や 大瞻に 祌と爭 はんとす、 彼 は 其 結果 

として 更 らに大 なる 災厄の 彼の 身に 加 へられん こと を豫 期せる が 如し、 然れ ども 彼は獨 語して 曰 ふ、 

我 身 は 如何に 成果 てん も 我 は 言 はんと 欲する 所 を 言 は ざれば 止 ます と、 ヨブの 勇氣は <f マ ゃ筢望 に せ 

り 〇c;:5.) 「我 肉 を 我が 齒の 間に 置」 意義 明瞭なら す、 我. S 豈我肉 (生命) を elf 存 せんと 欲する 者な 


らん やとの 意な らん 乎 (耶利 米 亜記 三十 八 章 一 一節 參照) 〇 「我 は 我が 生命 を 我が 手に 置かん」 我 は 

如何なる 危險を も 放て 冒さん とす (士師 記 十一 一章 三 節 を 見よ) 〇(；3) 「彼我 を 殺す とも 云々」 多く 

の殉敎 者は此 語 を 口に 唱 へながら 悠々 死に 就けり、 有名の 聖句 なり、 然れ ども 其 原意 は ヨブの 神に 

對 する 信 核の 厚き を 述べし ものに は あらざる が 如し、 「依敏 まん」 は 放任の 意に して、 第 十三 節に 於 

て 言 へ るが 如き 自暴自棄の 意 を 含む の辭 なる が 如し、 神 我 を 殺さん 乎、 我 は 喜んで 其 意に 任 かせんと、 

或る 註解 者 は 「依 親ん」 を俟 た， i と 解す、 卽ち我 は 心を靜 めて 我が 殺さる、 を俟 たんと、 ヨブ は飽く 

まで 決死の 態度 を 示せり 〇 「我 道 を 彼の 前に 云々」 我 行爲を 彼の 前に 述べて 我が 無辜 を 辯 ぜん、、 我 

は 死す とも 此事 を爲 さざる を 得すと 「此 一 事 は …… 卽ち 云々」 「救 拯」 は此 場合に 於て は義と 

せらる、 ことなり(十八節)、ョブは神の前に彼の無辜を辯じて義人として放釋せらる、 の希^！ェを有せり、 

そ は 彼に 神に 近かん とする の iJj 氣 あれば なり、 邪曲なる 者 は 神の 前に 至らん と 欲する. も 能 はす、 然れ 

ども 彼に 今、 神の 聖 前に 出て、 彼の 潔お を爭 はんとす るの 勇氣 あり、 是れ 彼が 竞に 神. に義 とせら る、 

(救 はる、) の 前兆に あらす して 何ぞ やと、 ヨブの 自信 も玆に 至て 其 極に 達せり と 謂 ふべ し 〇(i:0 ョ 

ブは今 より 神に 對 して 十、 に 自己の 義を辯 ぜんとす、 故に 彼 は 彼の 友人に 嚴肅 なる 傍聽を 促せり 〇(？s) 

「旣に 吾 事 を 言 並べたり」 旣に 我が 訴訟の 手镜を 定めたり、 今や 言語 を 整へ て 堂々 我が 義を辯 ぜん 

とす 0 「我 は 必す義 しと せられん」 控訴 は必す 我が 無罪 放免に 終らん 〇(s) 「誰か 能く 云々」 誰 

か 能く 我に 對 して 論 を 試る 者 あらん や、 我が 胸中に 築きし 論 城 は 金城 鐵壁 なり、 天下 能く 之 を拔く 

に 足る の 論者 あらん や、 若し 有らん 乎、 「我 は 口 を械て 死なん」、 我が 辯 明に して 肽 れん 乎、 我 は 死 

せんの み、 我 は 我が 生命 を 賭して 此論 ハサに 臨む^ なりと 〇c^) 「惟 我に 二つの 事 を 爲し給 は ざれ」 


ヨブの 辯 論 は 此節を 以て 始まる、 而 かも 彼の 大言壯 語に 似す、 彼の 論爭 なる もの は 其 始めより 懇 求な 

り、 彼の 愛すべき は此 に^す、 彼に 此心 ありし が 故に 彼 は竞に 神に 受けられ しなり 〇(？0 前節に 言へ 

る 「二つの 事」 を樓述 して 言 ふ、 其 一 は 神が 其 手 を 離し 給 はんこと なり、 卽ち壓 抑の 手 を 離して 彼 

(ヨブ) の 身より 災害 を 除き 給 はんこと なり、 其 二 は祌の 威光 を 以て 彼 を權れ しめ 給 は ざらん ことな 

り、 彼れ 神と 論爭 はんとす るも此 二つの 事に 妨げられて、 fie 語 を 整へ て靜 かに 彼の 主張 を述 ぶる 能 は 

す、 故に 彼 は 彼の 審判 人に して 被告人なる 神が 先 づ其爾 力 を 去り、 威 嚴を撤 し 給 はんこと を 要め たり、 

奇異なる 要求なる かな 〇(g^) 「而 して 汝、 我 を 召し 給へ 云々」 强壓を 去り、 威風 を撤 し、 我と 親む 

べき 者と なり 給へ、 而 して 汝、 我 を 呼び (召し) 給へ、 然 らば 我 も 亦 汝に應 へんと (九 章 卅四、 卅五 

節參 照) 〇(ぉ.}. 「我の 想、 我の 罪 …… 我の 背反と 罪と」 「您」 は 故意 を 以て 犯す 罪な り、 故に 意志の 

M ル なり、 「罪」 は 過失に して 情の 1^ なり、 ト章 十四、 十五 節に 曾へ る大 科と 小 科と なり、 「背反」 は 

大 科の 一 にして 其 最も 重き ものな り、 神に 背反く こと は 凡ての 雜の 原因な り、 ヨブ は 明かに 彼の 罪科 

を 示されん こと を 求めたり 〇0:0 「御 面を隱 くし …… 汝の 敵と なし 給 ふや」 何故に 先 づ汝の 恩寵 を 

撒 M し、 然る 後に 我が 敵と なり 給 ひしゃ 〇(s) 「吹 廻 さる、 木の葉 …… 千 上りた る 切株」 惯値 なき 

倚處 なき 者の 稱 なり、 運命の 風に 吹 廻 さる >- も 之に 抗す るの 能な く、 地上に 放棄 せられて 只燒 かる- 1 

の 外、 用な き 者な りと、 是れ ヨブの 自 おなり、 然 かも 彼 は 神と 對抗 して 爭 はんと 言へ り、 正直なる 彼 

かさし る 

は 彼の 矛盾 を 包まん として、 彼の 眞愦 を隱さ りき 〇( 加) 「苦き 事 等 を 書記し」 祌は 彼の 罪科 を 一 

一記 錄に 止め 給へ り、 之 を 忘却に 附し給 はすとの 意なる べし、 詩篇 百 四十 九 篇九節 を 見よ 〇 「我が 幼 

時の 罪」 . 靑年 時代の 過失な り (詩篇 卄 五の 七に 若き 時の 1^ と あり)、 熱情に 驅られ て 犯せし， ss^ なり、 


^は 罪な りと 雖も、 假 借し 難き 8!^ に は あらざる べし、 而 かも 汝は令 之 を 我が 前に 列舉 して 我 を 責め 給 

ふと 〇(s-) 「我が 足 を 足械に はめ」 我が 自由 を 束縛し 給 ふ、 或 ひ は 疾病 を 以て、 或 ひ は 良心の 苦悶 

を 以て 〇 「我が 凡ての 道 を 窺 ひ」 我が 凡ての 行爲を 監視し 給 ふ、 卽ち 罪囚の 如くに 我 を 极ひ給 ふ 〇 

「我が 足の 周 園に 限界 を 附け給 ふ」 或 ひ は 「輪 を 畫き給 ふ」 と、 卽ち 我が 運動の 區 域を狹 ばめ、 我 

をして 動く こと 能 は ざら しめ 給 ふと 〇( 幼) 「而 かも 我は朽 行く 云々」 而 かも 斯く嚴 しく 監視 せらる 

る 我 は 抑 も 如何なる 物ぞ、 朽 行く 腐れた る 者の 如き 者なら す や、 蠢に食 はる、 衣服に 等しき 者なら す 

や、 斯 かる 者 を 苦しめて 何の 益 あらん や、 神よ、 汝は^ 弱 我の 如き 者 を 苦め 給 ひて 汝の威 權を害 ひ 給 

ふの 恐れな き 乎と、 且つ 求め、 且訴 ふ。 

ま  早 

力ん  ft; 

〇視 よ、 我が 目 は旣に 天然 を 見たり、 我が 耳 は旣に 人事に 就て 聞け り、 我 は 其點に 於て 世の 所謂る 智 

者に 劣る 所な し、 而 かも 此 智識 あるが 故に 我が 心 は 安から す、 我 は 目 未だ 見ず、 耳 未だ 聞ず、 人の 心 

ふかき こと .tv つねし 

未だ 念 はざる- 神の 深 事を究 知らん と 欲す 二 0 九 * 十」、 然ら ざれば 我に 我が 求む る 慰安 あるな し、 

而 して 批の理 學者も 學 者も此 智識 を 我に 供す る 能 はす、 神と 天國 との 事に 關 して は 彼等 は 誠に 虚偽 

の 製造者な り、 無用の 醫師 なり、 我は單 へに 彼等に 沈 默を乞 はんと 欲す (116〕。 

〇 世の 理學 者哲 擧者然 り、 神學者 も亦然 り、 彼等 は 神に 就て 語り 神の ために 辯す ると 揚言す、 而 かも 

彼等の 言 ふ 所を閗 くに 多く は 祌に對 する 詔諫の 一一" 一 n に 他なら す、 曰く 神 は 愛な り、 曰く 神 は 公義な りと、 

波 等 は 惟 ふ ：！： は {^y 全た る；^ なれば、 神に 就て 何事な 述 ぶる も 惡事を だに 述べ ざれば 誤 譯に陷 るの 虞れ 


あるな しと、 然れ ども 神 は單に 完全なる 者に あらす、 彼 は 或る 特別なる 意味に 於て 完全なる 者な り、 

神は單 純なる 理想に 非す、 彼 はべ ルソナ なり、 彼に 特性 ある は 人に 特性 あるが 如し、 漠 たる 概論 は以 

て祌の 何たる 乎 を 吾人に 示す に 足らす、 神 を 知らん と 欲せば 深く 神 を 究めざる ベから ざるの みならす、 

亦 面と 面と 相對 して 實驗 的に 彼の 聖靈に 接せざる ベから す、 多くの 祌學 者は祌 を識ら す、 彼等 は 神に 

諛ー K を 奉つ るの み、 恰 かも 多くの 政治家が 帝王の 何たる 乎 を 知らざる に、 只、 諛辭を 羅列す る を 以て 

忠愛 を 迷 想す るが 如し、 斯 かる 神 學 者の 說敎 (譬) は實に 灰の 說敎 なり、 彼等の 論 城 は實に 土の 城た 

り、 實驗の 一 擊を 以て 直に 之 を破碎 する を 得べ し (8—J^:}o 

〇 理學 者と 哲學 者と は 虚偽の 製造者な り、 神舉者 は 侯臣の 類な り、 吾人 神に 就て 知らん と 欲せば 直に 

神の 足下に 迫り、 其 處に祌 の 祝， 幅に 與 からざる ベから す、 縱し 神聖 を 犯 かすの 罪 は 我が身に 滅亡 を 招 

くに 至らん も、 死 は 我の 意と する 所に あらす、 我 は旣に 我が 生命 を 廐 ふ 者な り、 我 は 何事 を 措いても 

先づ 神に 義 とせら れんと 欲すと、 ヨブ 今や 猛士の 勇 を 以て 神の 臺 前に 迫らん とす、 勵 みて 天國を 奪取 

らんと す (馬 太傳十 一章 十二 節)、 彼 は 勿論 斯の 如くに して 神に 近づく こと 能 は ざり き、 然れ ども 此 決死 

の覺 悟な くして、 竞に 神の 光明に 接せし 者 あるな し、 天國に 入る は 誠に 虎穴に 入る が 如し、 其 寶貨は 

同じく 勇者に 屬す、 安逸に 居り、 書 藉と說 論と に 頼り、 沈思 默考の 結果 天 國に 入らん と 欲する 者の 如 

き は 未だ 天國の 眞價を 知らざる 者な り、 ィ H ス曰ひ 給 はく、 天國は 畑に 蔵れ たる 寶の 如し、 人 看 出さ 

ば 之を祕 し、 喜び 歸リ、 其 所有 を盡く 賣リて その 畑 を 買 ふな リと (：is 太傳 十三 章 四十 四 節」、 で；；： 人、 此寶 

の 山 を^ん と 欲す、 決死の 覺悟 なくして {.i^ で 之 を 我 有と なす を 得ん や (J5i;5.}。 

〇 神と 爭ふは 易き が 如くに ゆ、 吾人 は 惟 ふ、 我 は 一一 一一 n 語 を 整へ、 威儀 堂々、 神前に 自己の 正義 を辯ぜ 
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んと、 然れども 一 たび祌の前に屮^^乎、 我は自已に恥ぢて我が頭を揍げ能はざるなり、 祌に對 して 爭 

論 は 懇求を 以て 始まらざる ベから す、 然 り-印 論は哀 求と 化せざる ベから す、 我を赦 せよ、 神よ 罪人な 

る 我 を憐み 給へ、 汝、 吹 廻 さる-木の葉 を 威す 勿れ、 干 あがりた る 切株 を 追 ふ 勿れと、 一.:: 人 は 神に；， 

ふるのみ、 神に 叫ぶ のみ、 密かに 心に 齊 へし 議論 は 全然 之 を 撤去 せんの み、 友人に 對 する ヨブ は大瞻 

なり、 獨立 なり、 祌に對 する 彼 は 細心な り、 柔順な り、 ヨブに 此心 ありたり、 故に 彼 は 竞に祌 に 受け 

られ たり、 神の 前に 立つ も 自已に 恥す、 堂 々己の 義を唱 ふる 者の 如き は祌を 見る こと 能 はざる 者な り、 

「我 は朽 行く 腐 れ たる 者 、霞に 食 はる & 衣服に 等し」 と、 是れ 罪人の 適當 なる 表 おなり、 ヨブよ、 光 

明 は 个ゃ汝 に 近づきつ k あり、 汝の 友人. の圈 S の 中に、 彼等の 嘲笑 幾 刺の 間に、. 汝は 頭に 恥辱の 灰 を 

蒙りながら、 光の を 戴かん としつ. & あり、 猶ほ 少しく 忍べよ、 幽暗 は晝 となりて 終らん (S—SQ)。 

第 十四 十 

ヨブ t 己の 弱き を訴ふ 〇 淸淨を 彼より 要求す るの 無慈悲なる を述ぶ 〇 煩悶に 倦みて 休息 を 請求 

す 〇 木 を 羨む 〇 人生 を 水に 譬ふ 〇 再生 を 望む 〇 罪惡の 密封 〇 希望の 减殺 を悲む 〇 陰府を 想像す。 

1 婦の產 む 人 は、 

その 日 少なく して 艱難 多し、 

2 花の ごとくに 來 りて 剪除ら れ 


影の ごとくに 馳 せて 止まらす、 

か，、  .-PG  .!* ん-ち め ひん 

3 なん ぢ 是 の ごとき 者に 汝の目 を 啓 きた まふ や、 

汝ゎ れを汝 の 前に ひ き て 審判した ま ふ や。 

J- れ さよ bo け --っ1" うち  ぃズ 5  も の 

4 誰か 淸き物 を 汚れた る 物の 中より 出し 得る 者 あらん 

一 人 も 無し、 

ひ ャで ，• た  つき 

- 。そ. の 日旣に 定まり、 その 月の 數 なん ぢに 知らる、 

なん ぢ  ？ か ひ て こえ 

汝 これが 區域を 立て 越 ざら しめた まふ。 

6 然れば 彼より 目を離し 彼 をして 安息 を 得させ、 

傭人の その 日を樂 しむが ごとくな らしめ たまへ。 

7 それ 木に は §K あり、 

假令砍 る k とも 復芽を 出して その 枝 結す、 

S- たと ひ 其 根 地の 中に 老い、 

其 幹 土の 中に 枯る とも、 

9 水の 潤霑 にあ ぺば卽 はち 芽 を萌. き、 

え. た い-た  . リゲき  こと 

枝 を 出して 若樹に 異ならす、 

r- れ ひと t ね  きえ 5 

"然ど 人 は 死れば 消失す、 

人氣筢 なば 安くに 在ん や。 

みづ .1  つ 

"水 は 海より 塌き、 
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河 は 涸れて かわく、 

"是 の ご とく 人も寢 臥して また 興き す、 

天の 盡 くるまで 目覺 めす、 睡眠 を醒 さ^るな り。 

K 颗 はく は 汝 われ を 陰」.^ に 蔵し、 

汝の震 怒の 息む まで 我を掩 ひ、 

我.が た め に 期 を 51^- め 而 し て 我 を 記 念 へ 給 は ん こ と を  

3 人 もし 死ば また きん や  

C れ  ひ あ ひ * たのち- 

我 は 我に {； ん めら れし 日の 間^み をり て、 

我が 變 化の 来る を 待たん、. 

； 2 なん ぢ我を 呼び 給 はん、 而 して 我 こた へん、 

汝 かなら す汝の 乎の 作 を 顧みた ま はん。 

5- 今なん ぢは 我の 歩 履を數 へ たま ふ、 

P  r- ふ なん ぢうか 

我が 罪 を汝窺 ひた まふに あらす や、 

1-,^ ヶく ふ： ろ .；，*か ふ-".' 

r- わが 愆は 凡て 囊の屮 に 封 じて あり、 

汝 わが 罪 を 縫 ひこめ たま ふ。 

それ 山 も 崩れて 終に 失す、 

巖石も 移りて その 處を 離る、 

S 水 は 石 を iiifi ち、 浪は 地の 應を押 流す、 


なん ぢ  ひ.. 一 の やみ ，- ち  . 

汝は その 如く 人 の^を 絕た まふ、 

？ 5 なん ぢ 常に 彼 を 攻め 給 へ ば 彼 逝 行く、 

彼の 面容 を 變らせ 給 ひて 彼を逐 やりた まふ、 

？ 1 その子 貴くなる も 彼 はこれ を 知す、 

賤 くなる もまた 之 を隨ら ざるな り、 

お 只 己み づ か らそ の 肉に 痛苦 を覺 え、 

おのれ  こ、 ろ な^> の み 

已みづ から その 心に 哀く 而已。 

辭 解 

(1) 「婦 の產む 人」 婦は 弱き者な り、 其產む 所の 人 も 弱から ざる を 得す 〇 「其 日少 くして」 百年 

に滿 たす、 七十 は古來 稀な り (詩篇 九十 篇十節 XX9.0 「花の 如くに 云々」 花の 如くに 世に 顯 はれ、 問 

か り i  すみ や.？ > 

くや 否や 人 (祌) に 剪除ら る 〇 「影の 如く 云々」 風に 逐 はる、 浮 雲の 影の 如し、 走る こと 迅速たり 

〇(3) 「目 を 啓き 給 ふや」 活 目して 人の 罪 を 見張り 給 ふや、 偉大なる 神 は 弱き 人類の 瑕瑾を 容赦す 

べきに あらす や 〇(4)  r 淸き物 を 汚れた る 物の 中より 云々」 人 は 皆な 汚れた る 物 なれば 誰か 淸淨潔 

a の 者 を 彼等の 中に 發見 する を 得ん や、 汚濁 は 人の 特性な り、 淸淨は 彼より 望む ベから す 〇 「一 人 も 

なし」 是れ 不可能 事な り、 之 を爲し 得る 者 一人 もな し、 而 かも 神 は 淸淨を ヨブより 求め 給 ふが 如し 

〇(5) 「其 日旣に 定まり 云々」 其 命数の 旣に 定まり 云 々〇 「之が 區域を 立て 云々」 其 命 數に限 有 
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り、 其 活動 は 制限 せらる、 斯 かる 者 は 偶むべき 者な り、 貴むべき 者に 非す 0(6) 「彼より 目を離し」 

彼の 監視 を 解き 〇 「安息 を 得させ、 赌 人の 云々」 獨り 閑日月 を樂 ましめ 給へ、 傭人の 其 業 を 終へ し 

後に 身 を 休む るが 如く 爲 さしめ 給へ 〇C7) 「それ 木に は みあり」 人の 運命 を 草木に 比べて いふ 〇 

「水の 潤霑 にあへば 云々」 熱帶 地方の 草木の 狀態を 云 ふ、 早 魅 一 たび 到れば、 綠葉倏 失せて 萬木祜 

死の 狀を呈 す、 然れ ども 潤 濕の再 び 其 根 に 達する あれば、 翠光梢 に復 りて 若樹に 異な らす 〇 (W  ：、 然 れ 

ど 人 は然ら す、 彼 は 死して 復た 歸らす 〇(；i) 「海」 海洋に あらす、 砂漠に 散在す る 鹹水湖な り、 夏 

時 は 水な きを 常と す 〇 「河」 砂漠の 溪流 なり、 wxdy と稱 する 者、 常時 は 乾燥し、 雨期に のみ 流水 

あり 〇( お) 「是の 如く 云々」 木の 如くなら，、 流水の 如し、 逝て 復た 歸らす 〇(^3) 「陰 府に藏 し」 

陰府 をして 永久の 墓たら しむる 勿れ、 暫時の 隱 場たら しめよ、 暴風 吹き 去る までの 一 時の 避難所たら 

しめよ 〇(；！：)  r おめら れし 曰」 陰" 付に ありて 待望む 時期 〇 r 變化」 身の 變 化か 又は ヨブに 對 する 

神の 態度の 變 化か、 蓋し 前者な らん 「呼び 給 はん …… 我應 へん」 昵 近の 徵 なり 〇 「乎の 作」 

乎に て 造りし 者、 己が 子と 言 ふと 同じ つ. ^こ 然れど 今 は 然らす 〇 r 歩 履を數 ふ」 目 を 我が 

一 一一 目 一 行に 注いで 嚴密に 我 を 看守し 給 ふ、 我はまことに汝に禁錮せられし囚人なり〇(^^)  r 愆は囊 の 

屮に封 じて あり」 「雜を 縫 ひこめ 給 ふ」 我が 雜と愆 と は 大小 漏 さす、 我が55^-狀の證據物件として保 

存 せられて あり (H フ ライム の 不義 は 包まれて あり、 その 罪 は 牧め蓄 へられたり。 何 西-! Oi 書 十三 章 十二 

節。 叉 羅馬書 二 章 五節 を參 照すべし) 〇(s) 「山 も 崩れ …… 巖石も 移り」 地質の 變化を 云 ふ、 寒暑 

雨 雪の 動作に 由り て 山 も 終に は 崩れて 平地と なり、 巖石 も片々 相 離れて、 終に 其 形 を 失 ふに 至 る 〇 

(^) 「水 は 石 を 整ち」 滴々 の 水、 終に は 養 を 以てする が 如くに 石 を 穿つ 〇 r 浪は 地の 塵を柙 流す」 


激流 泥土 を 押 流し、 高き を 削り、 低き を墳む 〇(^) 「汝は その 如く 云々」 汝、 我 神 は 雨水が 山を碎 

く 如く、 滴々 の 水が 岩 を 穿つ 如く、 「常に」 休む 時な く (次 節) 人の §s を 絡ち 給 ふ 〇(？0 死ぬ る 者 は 何 

事 を も 知らず (傳造 之 書 九 章 五節 ：} 〇(5^ ヒ ブライ 人の 思想に 極る 陰府に 於け る 死^の 狀態 をい ふ、 以 

賽 書 末 章 末節 を參 照すべし、 生命 は 全く 消 減せ す、 肉に 苦痛 を覺 え、 心に 悲哀 を感 す、 而 かも 過去 

を 記憶す、 朱來を 望ます、 幽暗 陰 沈の 生涯な り。 

意 解 

〇 人 は 弱き者な り、 弱き は 彼の 特性な り、 彼 は 弱き 婦の產 みし 者な り、 唤 いて 直ぐ 散る 花の 如き 者、 

風に 逐 はる k 浮 雲の 如き 者な り、 彼 はまこと に憐 むべき 者な り、 資 むべき 者に あらす、 彼 を 只る は 赤 

子を責 るが 如し、 無慈悲の 業な り (1—3)。  . 

〇 有 は 無より 求む ベから す、 淸は^ょり&！；^むべからす、 純潔 は 人より むべ からす、 之 を むは 荊棘 

ぶ ^,:？  あ f み  、， ちじ ゆく 

より 萄を 望み、 契 藝 より 無 花 鬼 を 望む が 如くなら す や C お 太傳七 章. H ハ 節〕、 而 かも 汝 H ホバは 我より 

淸淨を 要め 給 ふ、 汝は我ょり無现を•^§_^求し袷ふ者にぁらすゃ  (4—5〕。 

〇 人 は 人と して 极ひ 給へ、 彼を窮 たく 穷め給 ふ 勿れ、 斷 えす 彼 を 責め 給 ふ 勿れ、 彼 を 虐待し 給 ふ 勿れ、 

時には 彼に 休息 を與 へ， 給へ、 我 は 煩悶に 疲 る、 我 は汝の 要求に 應 じて 自. 己 を 潔う して 汝の VM に 立. たん 

とせり、 而 かも 能 はざる なり、 我 は 今 は 人生の 解. 釋を 要め す、 休息 を 求む， (6)0 

〇 樹には 望 あり、 人に は 無し、 樹 にして 百 年の 生 を 存っ者 は. Si からす、 人に して 七十に 逮 する^ は； t 

れ なり、 樹は 枯れて 再た び 芽 4^ 萌 くの あり、 人 は 死して また 歸ら す、 有 の 人 は 無覺の 樹に對 して 
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誇る 能 はす、 否な 彼 は老幹 W 材の 前に 立て、 自己の^ 弱 短命に 恥ぢ ざる を 得す (7—^〕。 

〇 願く は 死 は 生命の 休止に と^ま らんこと を、 願く は 我に 死して 復た H ホバ に 見 ゆるの 機會 あらん こ 

と を 「 願く は 或る 一定の 時期 を經 過して 後に 我 は W たび 知 覺を備 へて 顯 はる &を 得ん こと を、 「我 は 

我が 變 化の 来る を 待たん」、 我 は 我が 體 質に 變 化の 来る を 待たん、 再生 か 復活 か は 我 (ヨブ) は 未だ 

知らす、 然れ ども 我 はた 此血此 肉 を 以てして は 神の 前に 立つ 能 はざる を識る (？ so 

〇； 冉生は 我が 希望な り、 然れ ども 「人 若し 死なば また 生きん や」、 我に 此大 疑問 在て 存す、 我が 智識 

は 我が 希 til- に 添 はす、 我 は 知らざる こと を笔 む、 我 は 我が 希望の 空 ならん こと を懼 る、 嗚呼 我に- S 

生 を 確かむ る 者 は誰ぞ (；！ 0。 

〇 我 は 再生 を 未来に 望む、 然れ ども 現在の 我は窮 困苦 痛の 我な り、 神に 我が 罪 を され、 一 口 として 

ねいじつ  ぜん 

寧！：： あるな し、 彼 は 我が 善 は 悉く 之 を 忘れ 給 ふが 如し、 而 して 我が 惡は 悉く 之 を 記憶に §S め、 之 を 一 

一 我が 前に 列舉 して 我 を 貴め 給 ふ、 裁判の 神の 心 は 善を留 むる に 粗に して 惡を 保つ に密 なる が 如し、 

〇 神が 人の 希望 を 絶ち 給 ふや、 水が 厳 を 鑿つ が 如し、 刻々 息ます、 時々 休ます、 全然 之 を 破碎せ ざ.^ 

ば 止ます、 人 は 希 tl- を 以て 生れ、 絕 tll^ を 以て 死に 就か しめらる、 希望の 蓄積 を 以て^に 顯 はれ、 之 を 

消 養し 盡し て^を 逝る、 生命 何物 ぞ、 希望の 減殺 時期に 非す や (55—s)。 

〇 希望 悉く 失せて 後に 陰府に 下る、 其處に 生命 は 絶滅せ す、 然れ ども 其 趣味 は存 せす、 歡喜 なし、 又 

恐怖な し、 只 痛苦と 悲哀と あるの み、 山 も 終に は 崩れて 平地と なり、 地 は 平々 坦々 となりて 何の 趣味 

を も 留めざる に 至る が 如く、 人 も 終に は 全く 其 希^ を 殺 がれて、 陰府の 趣味な き 生涯に 入らざる ベ か 


らす ai^o 


〇 憐む べき ヨブ は 自己の 荏 弱 を 神に 訴 へて 其宥恕 に與 からん とせり、 然れ ども 神 は 人の 弱き の 故を以 

て 其 罪 を 赦し能 はざる なり、 罪 は 意志の 行爲 なり、 荏 弱の 結果に あらす、 祌は 正義に 則りて 人の 罪 を 

赦し給 ふ、 其 弱き を愍 みて 濫りに 彼 を 放免し 給 はす。 

〇 煩悶の 間に ヨブ は^ 生 復活の 曙光 を 認めたり、 一一： 一 n あり 曰く 「來 *1 の 希望 は 地獄の 緣に. 咲く 花たり」 

と、 困難の 極に 迫ら ざれば 来世 は 吾人の 眼に 映ぜ す、 困難の 用 は 吾人に 新 希望 を 供す るに あり、 ヨブ 

は 困し みつ、 彼の 来世の 希望 を增 しつ、 あり、 彼の 患難 は 無益に あらざる なり、 神 は 試練の 鞭 を 以て 

彼 を 天 國に追 遣りつ.. - あり。 

〇 然れ ども ヨブに 取りて は 希望 は 莴綠叢 中 紅 一 點 なりき、 彼の 希望 は 未だ 彼 を繞圍 する 眞闇を 破る に 

足らす、 曙光 は 一度び 彼に 臨みし と雖 ども 幽陰 は搏び 彼を裹 めり、 彼 は 頭上に 再生 を めり、 然れど 

も 足下に 陰府を 認めざる を 得 ざり き、 「人 もし 死なば また 生きん や」 と、 彼 は來^ を 望みながら も、 

此懊 疑より 脫 する 能 は ざり き。 

〇 ヨブ 然り、 我等 も亦然 り、 懷 疑と 憂懼と は 我等の 習慣 性な り、 我等 は 疑 ひ 易く して 望み 難し、 我等 

若し 上に 一 光を認 むれば 下に 萬 難の 蟠 まる を 見る、 我等 は 到底 疑懼の 子たり、 神よ 願く は 我が 信な き 

を 助け 給へ (： 馬 可傳九 章サ四 節〕。 
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第 十五 章 

ェ リ パ ズ再 たび 語る 〇 ヨブの 不敬と 傲慢と を責む 〇 犬に 悪人の 擧動 運命に 就て 誨 ゆる 所 あり _ 

loINt 人 H リ パカ 答へ て 曰く、 

2, 智者 あに 虚しき 知慧を もて 答 へん や、 

豈 東風 を その 腹に 充 さんや、 

3 豈 用な き談を 以て 爭 はんや、 

え 3  こ iii  あゆ つら 

益な き詞を もて 辯 論 はんや、 

4 まことに 汝は祌 を 長る k 事を棄 て、 

その 前に 禱る こと を 止む、 

つ， ひ  くち  itu 

5 なん ぢの 罪なん ぢの ロを敎 ふ、 

な ん ぢ  えら  さか しらび ，こ し i.1 もち 

汝は みづ か ら擇び て 狡 滑 人 の 舌 を 用 ふ、 

"なん ぢの 口み づ から 汝の罪 をお む、 我に は 非す、 

なん， ち.、 ちび る  あ：) あぽつ ) 

汝の脣 なん ぢの惡 きを 1； ばす。 

M ん v  い 0 'さき よ  5i  ひと 

7 汝 あに 最初に 世に 生れた る 人な らん や、 

bi*  ^-? いでき 

山よりも 前に 出来しな らん や、 

S 神の 御 謀議 を 聞し ならん や、 


智慧 を獨 にで 藏め をらん や 

9 なん ぢが 知る 所 は 我等 も 知 ざらん や、 

汝が隨 ると ころ は 我等の 心に も 在ら ざらん や、 

われら なか  しらが ひと  ひと 

S 我等の 中には， 曰髮の 人お よび 老 たる 人 あり、 

汝の 父よりも 年 高き 人 あり、 

"神の 慰藉 を汝 小な りと する や、 

夫の^^かき首詞を汝無視せんとするゃ、 • 

なん  こゝ ろくる 

1 なん ぢ.^ ぞ 力く、 も 狂 4{ や 

なん  め 

何ぞ かく 目 をし ばた k  くや， 

化なん ぢ： r ぞ是の ごとく 神に 對 ひて 氣を いらだつ る や 

何ぞ斯 る言詞 をなん ぢの门 よりいだ す や、 

"人 は 如何なる 者ぞ、 如 して か 潔 からん、 

婦の產 し 者 は 奴 何なる 者ぞ、 奴 何して か義 からん、 

5^ それ 神 は その 聖者に すら 信 を 置きた ま はす、 

諸の 天 も その 目の前に は 潔から ざるな り、 

W 況んゃ 罪 を 取る こと 水を飮 がご とくする、 

憎むべき 緩れ たる 人 を や。 


ョゾ. K  w  a- 

いれ  か； - t」 ころ  きけ 

n 我なん ぢに 語る 所 あらん、 聽ょ、 

我 見た る 所 を 述ん、 ■ 

" JT だす な は ち 智ぁ 等が 父 祖 より 受て、 

隱す ところ 無く 傅 へ來し 者な り、 

S 彼等に 而已 この 地 は 授けられて、 

外！： 人 は 彼等の 中に 往来せ しこと 無り き。 

？-惡 き 人 は その 生る 日の 間つ ねに 悶え 苦しむ、 

強暴き 人の 年は數 へて 定めお かる、 

"その 耳に は 常に 湘怖 しき 音き こえ、 

平安の 時に も 滅ぼす 者 これに 臨 む、 

彼 は 幽暗 を 出 得 ると は 信ぜす、 

め  つ. 01? 

目 ざ &れて 劍に付 さる、 

？-彼 食物 は何處 にあり やと 言 ひつ 、尋ね あるき、 

く  ；, ひ？ y  i のれね？  し 

黑 暗き 日の 備 へ られて 己の 側に ある を 知る、 

な や み くるしみ  ぉモ 

、"中ん 難と 苦痛と はかれ を懼れ しめ、 

戰鬪の 準備 をな せる 王の ごとくして 彼に 打 勝ん、 

彼 は 手 を 仲て 神に 敵し、 


六 


ヒ- かふ ザん の-..' しゃ もと 

傲りて 全能者に 悖り、 

S 頸を强 くし、 

あつ ii て . ；〕 らて むけ これ は 

厚き 循の面 を 向て 之に 馳 せか、 り、 

"面に 肉を滿 せ、 

腰に 脂 を 凝し、 

あら  t ち/ ヽ V  ** ひ ** う 

?< 荒された る邑々 に 住居 を 設けて、 

人の 住べ からざる 家石堆 となるべき 所に 居る、 

この r.^ る 一 かれ it  に r ら ノ ぶ 

是 故に 彼 は 富す、 その 貨物 は 永く 保た す 

6 ち も " ち ひろが； ノ 

その 所有物 は 地に 蔓延す、 

加 また 自己 は黑暗 を出づ るに 至らす、 

火焰 その 枝葉 を枯 さん、 

而 して その 身 は 神の 口の 氣吹 によりて 失せ ゆかん" 

か e、 むなしき こと の  みづか あざ 

M 彼 は 虚妄 を恃み て 自ら 欺む く ベ からす、 

そのむ,、 い むなし/ r.. こと 

其 報は虚 妄 なる ベければ なり、 

かれ ひ  きに  さ5 そめこ..」 な 

お 彼の 日の 来らざる 先に 其 事 成るべし、 

彼の 枝は綠 なら じ、 

彼 は 葡萄の 樹の その 熟せざる 果を振 落す がごと く- 

橄懂 の樹の その 花 を 落す がごと くな るべ し、 


w 邪曲なる 者の 宗族 は 零 i> ^れ、  . 

賄 赂の家 は 火に 焚ん、 

お 彼等 は殘寄 を fC たみ 艱苦 を 生み、  - 

その 腹に て 詭計 を 調 ふ。 

辭 解 

(2〕 「虚しき 智慧」 聲 のみに して 實 なき 智慧、 風の 如き 智慧、 大言壯 語な り 〇 「東風 云々」 暴風 

を 股に 充 たして 之 を 吐く、 ：《. ^言な り 〇C7) 「山よりも. 前に 云々」 汝は 神智其 物なる や、 山 未だ 定め 

られ す、 陵 未だ 有ら ざり し 前に 旣に 生れた るお なるや (箴言 八章廿 五節) 〇C8) 「神の 御 謀議 ま々」 

汝 は；：： 化の 神の 一 位に して、 造化の 謀議に 與 かりし 者なる や、 卽ち 「^きに 1- りて I： ^のうき。 の 如くに 

我 倚 人 を 造り」 と 言 給 へる 神の 一 位なる や (創世記 一 章廿六 節) 〇 「智慧 を獨 にて 藏め 居らん や」 智 

慧と 智識の 蓄積 は 一 切 キリ ス 卜に 蔵れ ある 也 r.sis 羅 西 書 二 章 三 節)、 汝は實 に 彼の 如き 者なる や 〇(9) 汝 

若し 人 なれば 我等 も 人な り OOIO 「神の 慰藉 …… ， ^かき 言 詞」 我等 (ヨブの 友人 等) に 由て 傅 へら 

れし 慰藉と 言詞、 汝は之 を輕視 する や 「目 をし ばた、 く」 を繁く 開閉す、 內心 煩悶の 表顯 

なり 〇 「お) 「神の 聖者」 灭使 なり 〇 「天」 星辰 を 列ね たる 蒼な り、 透明なる 靑玉を もて 作れる 

如き 輝け る 天空な り S 埃 及 記 二十 四 章 十 節： 505) 「罪 を 取る こと 水を飮 むが 如き 云々」 si く 如く 

義を ic^ ふに あらで、 gi- を 追求む る 者、 是れ 憎むべき 穢れ たる 性來の 人な り 〇(^) 「彼等に のみ 此地は 

授けられて 云々」 我等の 此美國 は 神が 我等の 先祖に 授け 給 ひし 者、 外國 人の 曾て 之 を 侵した る こと 


なし、 故に 眞理は 純粹に 先. 組より 我等の 中なる 智者に 傳 へられたり、 我れ 八/之 を 汝に傅 へんと すと、 

, 、-ー じ <-* ん  かすめ-フュレ 

H リ バズの 國 自慢な り 〇ハ^|5^) 「惡き 人 は 常に 悶え 苦む 云々」 「掠奪 ふ 者の 天幕 は榮 え」 とい ひし 

ヨブの 言葉に 對 して 云 ふ 〇0^— お) 衷に ：4- 安な し、 故に 外に 強暴な り、 神 は衷に 彼を攻 む、 故に 彼 は 

外に 神に 逆 ふ 惡 人の 相貌な り 〇( お) 荒邱 W 建 は 神の 禁じ 給 ひし 所なる に (中 命 記 十三 章 十六 節 

參考 )、 彼等 惡人は 故ら に 擇んで 住居 を斯 か. る 所に 設く 〇(^) 虚妄 を恃 むは 自ら を 欺くな り、 そ は 彼 

が 報と して 缝る所 は 彼が 恃 みし 虚妄 其 物 なれば なり、 不義 を 耕 やし 惡を播 く 者 は その 獲る 所 も 亦是の 

如し (SI 章 八 節) 〇(？^) 「彼の 日の 来らざる 先に 云々」 彼の 終の 日 (死〕 の 来らざる 先き に 彼 は 0-妄 

に恃 みし 報と して 己れ 自 から 虚妄 を受 くべ し 〇0^) 「残 害 を 孕み 艱苦 を 生み」 他人に 舍を加 へん 

と 企 圖んで 返て 艱苦 を 自己に 招く 〇 「其の 腹に て. 詭計 を 調 ふ」 彼の 腹屮は 詭計の 製造所たり、 彼 は 

之 を 他人の ために 調へ て 己れ 自 から 之 を 食 ふ。 

意 解 

〇 老 義人 H リパ ズ猶ほ 未だ ヨブの 炬悶の 理由 を 解せ す、 故に 彼の 言 を 以て 狂暴 不遞 不敬の 言な りと 云 

ふ、 彼れ H リパズ は 年老 ひたりと 雖も 未だ 曾て 神の 聖靈に 其 心 を 接されし ことなし、 故に 彼は靈 魂の 

「產の 勞劬」 を 知らす、 彼 は ヨブ を 責めて 「彼の 口み づ から 彼の 罪を定 む」、 卽ち 彼の 信仰の 如何に 

淺薄 にして 如何に 機械的なる 乎 を 自白す rl—G ソ。 

〇 彼れ H リ バズの 恃む所 は 彼の 高齢に あり、 彼の 永き 生涯の 經驗に 在り、 彼 は 智慧 は 齢に ありと 信す、 

彼 は 神より 直接に 來る 深き 智慧の ある こと を 知らす、 故に ヨブ を戒 むる に 傲 馒無禮 を 以てす、 憐 むべ 
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し エリ。 ハ ズは 髮の故 を 以て 神の 深 事に 關 する 自己の 無 識を掩 はんとす、 白髮登 必 しも 信仰の 徵 なら 

んゃ、 祌に if かれし 者の み 能く 神の 事 を 知るな り、 古老 豈必 しも 信仰の 先導者な らん や (1 -— n^o 

〇 ヨブの 首 ひし 所の 事 を H リパズ も 云 ふ、 「婦の 魔し 者 は 如何にして 潔 からん」 と、 ヨブ は 此言を 神 

に對 つて 一一 百へ り、 然るに H リパズ は 之 を 人に 對 つて 言 ふ、 ヨブ は 己れ 神の 赦免に 與 からん と 欲して 此 

言を發 せり、 然るに エリ バズ は 其 友を誡 めんと て 同じ 言 を 放てり、 同一 の 一一 目 も 話し掛けら る \ 者の 如 

何に 由て 其 意義 を 異にす、 前者 は 自己の 汚穢に 堪えす して 祌の 淸淨を 求む る聲 なり、 後者 は 自己の 淸 

淨に 足りて 他人の 汚 を責む る 曾 なり、 祌に對 つて 發 する 叫 號の聲 は 狂者の  一一 一一 c として 人に 解 せらる. 

9 ん〕。 

〇 ェ リパ ズ乂大 に ヨブ を 論す 所 あらんと す、 而 して 彼の 言 はんと 欲する 所 は 父祖より 受けし 遺 俾に過 

ぎす、 父祖 は 斯く言 へり、 古老 は斯く 言へ りと、 自己の 確信 を 語る に 非す、 獨 創の 意見 を述 ぶる に 非 

す、 唯 古人の 背後に 隱れて 其 威 嚴を藉 りて 言 ふの み (^：:  —  ^)。 

〇 古老に 賴る者 は义故 國に賴 る、 H 自慢 は 又 彼等の 特性な り、 「外 國人は 彼等の 中に 往來 せし ことな 

し」 と、 我國は 曾て 外國の 侵略に 遭 ひし ことなし、 故に 眞理 は粹 然として 我 國に存 すと、 彼等の 誇り 

とする 所 は 祖先と 祖國 となり、 神に あらす、 神より 直接に 受けし 光に あらす (s)o 

〇 惡人は 短命な り、 惡 人に 恐怖 絡え す、 惡人は 常に 幽暗の 裡に 彷徨す、 惡人は 終に 饑 死すべし、 惡人 

に 患難と 苦痛 多し と、 是れ H リパ ズが稱 して 祖先 傳來の 大眞理 となす 所の ものな り、 而 して その 眞理 

の 一 面なる こと は 何人も 能く 之 を 知る、 然れ ども 吾人 はまた 義 者に 患難 多き を 知る (詩篇 三十 五篇 十九 

節」、 神の 僕の 傷 けられ、 碎 かれ、 鞭撻る、 を 知る、 H リパズ の 父 組 傳來の 敎訓は 眞理の 半面に 過ぎ 


す、 而 かも 其 淺；！ t なる 半面に 過ぎす、 彼 は 之 を 知る の 故 を 以て 智者 を 以て 自 から 任すべからざる なり 

d  — 4 ン 0 

〇 惡人は 神に 敵す、 惡人は 頑 硬な り、 惡人は 酒 肉に 飽く、 惡人は 好んで 人の 住ざる 所に 居る と H リバ 

ズは言 ふ、 然れ ども 或 時 は 善人 も 祌を漬 す 者と して 十字架に 釘 けられ、 彼の 確信 は 頑迷な りと して 世 

に 嫌 はれ、 彼 若し 食 ふこと を爲 し、 飮 むこと を 爲れば 食 を 嗜み酒 を 好む 人、 稅吏、 罪 ある 者の 友と し 

て ぼの 義人の 排斥す る 所と なる (馬 太傳 十一 章 十九 節)、 彼 は孤獨 にして 世に 枕す る 所な し、 善人と 惡人 

と は 之 を 其 外部の 境遇に 由て lEi: 刖 する 難し、 ヱ リ バズの 誇りと する 所謂る 祖先 傳來 の眞理 なる もの は 

此點に 於ても 亦 大に缺 くる 所 あり 0^— お)。 

〇 惡人は 富ます、 惡 人の子 孫 (枝葉) は 絶 たるべし、 彼れ 自身 も 神の 口の 氣 吹に 由り て 失すべし、 彼 

は虛 1： 女を恃 むが 故に 自 から を 欺く 者な り、 彼 は^ 命中 必す其 報を受 くべ し、 彼の 事業 は 葡萄の 樹のそ 

の 熟せざる 果を振 落す が 如く 中途に して， 奴るべし と、 而 して H リパズ は 年老 ひたりと 雖 も是れ 以上の 

眞理を 知らす、 彼 は 「失敗の 成效」 を 知らす、 彼 は r 贫 困の 神聖」 を 知らす、 彼 は 「十字架の 幅 昔」 

を 知らす (g-—g§)0 

0 「邪曲なる 者の 宗族 は 零落れ、 賄 赂の家 は 火に 焚 けん」 と、 然り、 吾人 も然か 信す、 然れ ども 現世 

に 於て 目前に 然か あるべし と 信ぜす、 實に 多くの 邪曲なる 者の 宗族と 多くの 賄賂の 家と は榮 えつ 、あ 

り、 而 して 多くの 義人と 其 家族と は 磯餓に 苦み つ k あり、 吾人 も ヱ リパズ の 如くに 神の 嚴罰を 信す、 

然れ ども 彼が 信す るが 如くに 信ぜす、 吾人 は 未来に 於け る 神の 正 罰 を 信す、 而 して 現世 は 至て 不公平 

なる^なる を認む (；？)。 
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〇 r 惡人は 殘害を 孕み、 艱苦 を 生み、 其 腹に て 詭計 を 調 ふ」 と、 老人 H リ バズの 觀察玆 に 至て 其當を 

得たり と 云 ふべ し、 惡人は 其 心に 於て 惡人 たるな り、 其 外形 を 以て 彼の惡 人た る を y-分 くる 能 はす、 

悪人の 特質 は 心に 殘害を 孕む にあり、 腹に 詭計 を 料理 (調 ふ) する にあり、 彼等の €： 部 はすべ て闇黑 

なり、 共 中に 善の 歡喜の 踊る あるな し、 愛の 光りの 輝く あるな し、 怨恨の 大蛇 は 其 中に 離り、 憎惡の 

蠍 は 共 中に Si る、 彼等 は 嫉妬に 嫁して 詭計 を 孕む (^)。 

〇 然り、 白 髮 老人 H リパズ の 言 ふ 所 は 多く は 平々 凡々 なり、 彼 は 人 を 審判く に 其 外觀を 以てす、 彼 は 

r 衷 なる 人」 に 就て 知る 所 gi し、 彼が ヨブ を 慰め 能 はざる は 是れが ためなり、 彼 は ヨブの 困難に 陷り 

し を て 彼れ ヨブ も亦惡 人な りと 推測せ り、 彼 は 人生 を 半解せ り、 故に 彼に 此悲 むべき 誤解 ありたり、 

彼 の 高齢 は 以て 神 を 求む る 少者 を 導く に 足らざる なり。 

第 十 六 章 

ョ ブ 再び 友人に 沈默を 促す 〇 言辭の 慰藉 を 返く 〇祌 を 恨み 人 を責む 〇 地に 向て 叫ぶ 〇 神なる 中 

保 者 を 要求す 〇 朋友 を 離れて 神に 向 ふ。 

1 ョ ブ答 へ て 曰く、 

。-斯る：5^-は我ぉほく聞り、 

汝等は 皆な はしき 慰 人な り、 


しき 言語 あに 終極 あらん や、 

汝 なにに 勵 まされて 應答 をな す や、 

4 我 もまた 汝 等の 如くに 言 ふこと を 得、 

若し 汝 等の 身 わが 身と 處を換 なば、 

我 も 言語 を聯 て 汝等を 攻 め 、 

汝 等に むかひて 首 を搖る こと を 得、 

5 また 口 を もて 汝等 を强 くし、 

くちびる な ひ、？ め  なん-ちら -7 ゆへ と  5  > 

脣の 慰藉 を もて 汝 等の 憂愁 を 解く こと を 得るな り 

6 たと ひ 我れ 言 を 出す とも 我 憂愁 は 解す、 

も，、  わ. かふ  やす 

gs? するとても 我 身 は 安らか ならす、 

かれ  すで われ つ. Jl 

7 彼い ま 巳に 我 を 疲らしむ、 

汝 わが 氣族を こと， く 荒し 給 へ り、 

8 なん ぢ 1 を 以て 我が身 を 蔽ひ給 へ り、 

是 われに 向 ひて 見證 をな すな り、 

叉 わが 痰お とろへ たる f 貌 我が 面の 前に 我 罪 を證 す- 

9 かれ 怒て われ を撕 fl- きかつ 窘 しめ、 

我に むかひて 齒を嗨 鳴し、 


ヨブ 究 

^敵と なり 目 を 鋭して 我 を 看る、 

S 彼等 ほに むかひて 口 を 張り、 

我を賤 しめて わが 頰を 打ち、 

あ ひ あつ  わ れ せ 

相 築 まりて 我を攻 む、 

かみ  よこし. -*  もの .c-i.1 

"神 われ を 邪曲なる 者に 交し、 

：惡き 者の 手に 掷ち たま へり。 

われ S- す： -y.  A  rn  われ - ひち なわ- 

^^我は安！^なる身なりしに彼ぃたく我を打惱まし、 

頸 を 執 へ て 我 を うちくだき、 

逮に 我を立て 鵠 となした まひ、 

r 。その 矢 我が 周 园 に 飛び、 

やがて 情 もな く 我 腰 を 射 透し、 

わが 膽を 地に 流れ しめ 給へ り、 

"彼 はわれ を 打 敗りて 破壤に 破壊 を 加へ、 . 

i すら を  "れ はせ 

勇士の ごとく 我に 奔か k りた まふ、 

ほ われ 麻布 を わぶ 肌に 縫つ け、 

我 角 を 塵に て 汚せり、 

= ^わが 面 は 泣て 額くな り、 

.ハ， が. *i ふ ち  し  ヶげ 

我 目 緣には 死の 薩 あり、 


八 


n 然れ ども 我 手に は 不義 ある こと 無く、 

いのり きょ 

わが 祈 禱は淸 し。 

W 地よ 我 血を掩 ふなかれ、 

我 號呼は 休む 處を得 ざれ、 

み  い i  わ-か ぁケし  fe のてん 

よ 今にても 我證 となる 者 天に あり、 

i  二，.」 あら は ら の；： か と- -ろ 

わ が 眞實を 表明す 者 高 き處 にあり、 

とも われ ち ざ 

？ S わが 朋友 は 我 を 嘲け る、 

然れど 我 目 は 神に むかひて 淚を 注ぐ、 

；? 1, は  ケれ ひと  かみ ろん ぺん 

願く は 彼 人の ために 神と 論 辯し、 

ひとこ  とも  ろん くん 

人の子の ために これが 朋友と 論 辯 せんこと を、 

？ー數 年 すぎさらば、 

我 は 還らぬ 旅路に 往 べし。 


(2) 「斯る 事」 H リ バズが 云へ る 如き 平々 凡々 の 世の 倫 现道德 〇 「煩 はしき 慰 人」 慰 人な らん、 

而 かも 煩悶 を 除く に 非す して、 返て 之 を 增す慰 人な り、 卽ち偽 はりの 慰 人な り、 前章 十一 節に 於け る 
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ヱリ バズの 首 に 答へ て 曰 ふ 〇(3  〕 「虚しき 言語 云々」 {4- 首 に はてしなし、 沈默を 守る に 若 かす 〇 

^o-r  れん みん 

「3: に勵 されて 云々」 何が 刺激と なりて 我に 答 ふるや、 憎惡 か、 憐愍 か、 將义 己の 智慧 を 街 ふ虚榮 

心 か、 我れ 旣に汝 等に 沈 默を乞 ひしに 非す や、 十三 章 五節 〇(4) 「一一 一一 n 語を聯 ねて」 H リパズ が爲せ 

し 如く 古 誇 格 一 百 を 陳列して 〇 「首 を搖 る」 嘲け るの 意な り、 詩篇 第 廿ニ篇 七、 八 節參考 〇C5) 「禅 

の 慰藉」 言 を 以てする 慰藉、 實 物と 誠實 との 伴 はざる のみの 慰藉 〇(7) 「彼」 神たり、 祌と 

人と はケゃ ヨブの 敵と なれり、 神 先 づ彼を 疲らし、 人 は 彼の 疲勞 に乘 じて 彼を资 しむと 〇 r 汝」 同 

じく 神 を 指して いふ 〇 「宗族 を …… 荒せり」 我が家 族、 友人、 鄕黨の 者を驅 つて 悉く 我が 敵と なし 

給へ り、 我に 大忠難 を 下し 給 ひて 我が 宗族 中に 大 離反 を 起し 給へ り 〇(8) 「皺」 心配、 苦痛、 K 悶 

の 彼 OC9) 「彼」 祌 なり、 彼 は 令 は ヨブの 首 敵な り、 彼先づ 獅子の 如くに ヨブに 向 ひ來る 〇cs) 

「彼等」 彼より 離反せ る 彼の 宗族な り、 神先づ 獅子の 如くに 彼 を 攻め、 宗挨狐^^の如くに其後に從 

ふて 彼 を t おむ 〇cn) 「邪 =w なる 者」、 「惡 しき 者」 前節に 一一 H へ る 宗族 を 指して 云 ふに は あらざる ベ し、 

世の 賤民、 暴徒 をい ふなるべし、 第三 十 章 を 見よ OS) 「彼」 尙ほ神 を 敵 魁と 見て 首 ふなり、 彼れ 

不意に 我 を 製 ひ 給へ りと 〇(^) 「矢」 疾病、 貧苦、 讒誣、 嘲弄 等 〇 「磨 "を 地に 流れ出す」 膽は瞻 

汁な り、 膽汁を 流れ出さ しむと は 血 を 流れ出さ しむと 言 ふに 同じ、 我 を 傷け しめ 給へ りと 云 ふに 同じ、 

論 災難 艱苦 を 加へ 給へ りとの 意な り 〇(；！；) 「破壞 に 破壞を 加へ」 城塞 を 奪取す る 時の 狀に譬 へて 

いふ、 先づ 第一 塞 を 陷れ、 次に 第二 塞を拔 き、 終に 全壘を 毀ち 給へ り、 我 は 神の 攻 むる 所と なりて 令 

は 大敗 北の 地位に 立てり 〇っ，！^) 「麻布 を 肌に 綠 ひつけ」 麻布 を 纏 ふ は 愁傷の 兆な り、 之 を 肌に 縫 ひ 

つくる と は 膚 ちかく 之 を 着る との 意なる ベ し、 或 ひ は 永く 之 を！！： ひしが 故に 皮膚に 糊 着せり との 意な 


るべ し 〇 「角 を 塵に て 汚が せり」 角は榮 光の 表號 なり、 角 を 塵に て 汚が すと は名譽 地に 落ちたり と 

云 ふに 同じ、 詩篇 八十 九篇 十七 節參考 〇05〕 「面 は 泣て 額し」 我れ 知らす に淚の 流る、 は 象 皮 腫 症 

の 徴候の 一な りと 云 ふ、 第二 章 七 節 を 見よ 〇 「我 目 緣には 死の 蔭 あり」 我 目 憂愁に 由り て衰 へ、 諸 

の 仇 ゆ ゑに 老いぬ (詩篇 六篇七 節) 〇(？^〕然れども我に不義ぁることなし、 我の 神に 封す る 態度 は淸 し、 

前章 節 H リパズ の  一一 一一 c に 答 へて いふ。 

03) 「地よ 云々」 神と 人と は 我が 敵と たれり、 我れ 彼等に 訴 ふる も 益な し、 今 は 地に 向て 訴 へん 〇 

「血 を掩 ふなかれ」 我が 無辜 を證 しせよ、 我が 血 をして 聲を 揚げて 叫ばし めよ、 創世記 四 章 十節參 

考 〇 「我が 號呼は 云々」 我聲の 天地に 聽 かる & まで は 我 をして 絕叫 せしめよ 〇(？0 「今にても」 

今旣 に、 神の 最後の 裁判 を俟 たす して 〇 r 證 となる 者」 ヨブの 無罪 を證 する 者、 又 同時に 彼の 正義 

を 辯 護す る 者 〇(^) 「我が 朋友 は 我 を 嘲け る」 我が 朋友 は 我が 證人 として 立た すして 返て 我 を 嘲け 

る 〇c?0 「彼」 天に ありて 證 となる 者、 父の 前の 保惠師 なり。 約 翰 第 一 書 一 一章 一 節參照 〇 「人」、 

「人の子」 己 を 指して 一一 目 ふ、 保 惠師が 神と 人 (朋友) とに 對 して 己の ために 論 辯 せんこと を 願 ふ 〇 

G-) 我が 死期の 到る は 遠き にあら す。 

意 解 

〇 汝等は 智者な らん、 汝等は 長者な らん、 汝 等の 經 驗は廣 からん、 汝 等の 頭 髮は白 からん、 汝 等に 多 

くの 古き 諺と 祖先の 遣訓と あらん、 然れ ども 我は汝 等に 向って 曰 はざる を 得す、 汝 等の 言 は 以て 今日 

の 我 を 慰む るに 足らす と、 汝等 はまこと に 我に 取りて は 煩 はしき 慰 人な り、 我は汝 等が 我が 側に 在ら 
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ざらん こと を 欲す、 汝等は 我が 苦痛の 理由 を 解せ す、 故に 汝 等の 言 は 返て 我が 煩悶 を增 すに 過ぎす、 

我れ 旣に汝 等に 沈默を 乞へ るに 非す や、 汝等何 を 目的に 汝 等の 空しき 言 を 綾く る や、 願く は 終極な き 

汝 等の 曾 を廢 めて 我 をして 少しく 衷に 息む 所 あらしめ よ (1—2 ;~o 

〇 嗚呼 慰藉の 術何ぞ 易き や、 我 も 若し 汝 等の 地位に 立た ば汝 等の 如くに 能く 古人の 諺を聯 ねて 慰藉の 

言 を 綴る を 得ん、 汝等、 口の 慈善 を 止めよ、 我は汝 等の 脣の 慰藉に 堪 ゆる 能 はざる なり (415)。 

〇 我が 衷に大 なる 苦痛 あり、 深遠に して 語り 難し、 我れ 之 を 語らん 乎、 我が， 憂 は 解けす、 默 せん 乎、 

我が身 は 安から す、 語る も 苦痛な り、 語らざる も 苦痛な り、 我 は 今 苦痛の 中に 彷徨す、 慰安の 途、 我 

にあるな し (6、 

〇 そ は 神、 今 我が 敵と なり 給 ひたれば なり、 彼れ 我 を 責め 我 を 疲らせ、 我が 宗族まで を 我より 離反せ 

しめ 給 ひたれば なり、 神 我 を 去り、 宗族 我より 離れ 去りて 我 は 天に も 地に も 身 を 安す る 所な きに 至れ 

り、 鳴 呼、 我れ 安くに 適歸 せん (7)。 

〇 我れ 鏡に 對 して 我が 額 を 見れば 憂愁の 皺、 其 處に現 はれ、 我に 向 ひて 我が 罪を責 むる が 如し、 我 i 

俘の 狀は 我が 科の證 跡なる が 如し、 我 は 己の 影 を 見て 驚くな り、 神の 吮詛 はん r や 我 身 を 纏 ふが 如し。 

(00)0 

〇 我が 神 は 今や 猛獸の 如し、 我を撕 裂き 且つ 窘め、 我が 敵と なりて 我を攻 む、 而 して^の 陋徒は 其 後 

に從 ひ、 我を詛 ひ、 我を賤 しめ、 相 集まりて 我を攻 む、 獅子 先 づ我を 傷け、 狐狸 其 後に 從ひ、 我が 弱 

きに 乘 じて 我を惱 ます、 神 我を棄 て、 我を惡 人の 手に 交し 給へ り {^9、  w、  n^o 

〇 我 は 安全の 身なりし に 神 は 我 を 毀ち 給へ り、 我 は 高貴の 者な りしに 神 は 我が 角 を 折りて、 我 を 恥辱 


の 淵に 沈め 給へ り、 我が 面 は 泣て 械く、 我が 目 緣には 死の 薩 あり (^^|^)。 

〇 然れ ども 我れ 己に 省みて 不義 ある こと を發 見す る 能 はす、 我 は 未だ 曾て 身の 利益 を 神より 求めし こ 

となし、 我が 祈 禱は今 尙ほ淸 し、 我 は 祌が斯 くも 我 を 苦しめ 給 ふ 其 理由 を 知る に 困し む (i^:}。 

〇 神に 訴 ふる も 彼れ 聽き給 はす、 人 は 勿論 我が 叫 號の聲 に. 斗 を 傾けす、 然れば 我 は 地に 向って 叫ばん 

かな、 地よ、 汝 我が 無辜の 血 を掩ふ 勿れ、 神と 人と は 我 を 忘る とも、 地よ、 我を產 みし 地よ、 汝は慈 

母の 如くな りて 我が 不幸 を 記憶せ よ、 一人の ヨブなる 不幸 兒 ありて、 神に 事 へんと して 返て 神に 棄て 

られ、 人 を 愛せん として 返て 人に 憎まれし 者 ある を 記憶せ よ、 鳴 呼、 地よ、 天然よ、 土よ、 墓よ、 神 

に 呪， はれ、 人に 棄 てられし 者 は 汝を慕 ふこと 益々 切なり (55:10 

〇 然り、 我に 同情 を 寄す る 者 は 無心の 天然の みに あらざる なり、 視ょ、 今にても 我が 證 となる 者 天に 

在り、 彼 は 神なら ざるべし、 勿論 人に 非す、 然れ ども 祌の 如きの 公平 を 以て 人の 如くに 我が 眞實を 表 

明す る^、 我 は斯の 如き 者の 高き 處に 在す を 信す、 我 は 我が 辯 護 を 彼に 委ねん、 彼 は祌と 我との 問に 

立つ 中保者 なるべし、 彼に. m りて 我 は 我が 神に 近く を 得べ し、 鳴 呼、 救 主！ 保 惠師！ 義 者の 辯 護 

者、 罪人の 庇 保 者！ 我 は 信す、 困苦に 迫りて 今 始めて 信す、 我が ff^ となる 者： 大に 在り、 我が 眞實を 

表明す る 者 髙き處 に 在る を (s:}。 

〇 我が 朋友 は 我 を 嘲け る、 彼等 は 我が 不幸に 在る を 見て、 我 を 以て 祌に詛 はれし 者な りと 做す、 故に 

彼等に 向って 我が 義を 辯す る も 益な し、 彼等 をして 我に 就て 彼等が 思 ふ 儘に 思 はしめ よ、 然れ ども 我 

IH は 祌に向 ひて 淚を 注ぐな り、 我 は 朋友の 同情 を 求めん とせす、 求む る も (化なければ たり、 然れ ども 

神の 憐愍 を めんと 欲す、 我 は 今 は 舊來の 朋友より 離れて 孤獨の 者と なれり、 然れ ども 同時に 祌を求 
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むる 者と なれり、 我れ 今、 神と 語る に 言な し、 唯淚を 流して 我が 憂を訴 ふるのみ (加)。 

〇*- は 一た び は 神 は 我が 敵と 成り 給へ りと 云へ り、 而 して 今 は 神の 憐愍 を 要む と 云 ふ、 祌は 新ら しき 

Ilid 以て 我に 現 はれ 給 ひたれば なり、 我が 今 憂愁 を訴 ふる 神 は 高き 處に 在りて 我が 眞實を 表明す る 者 

なリ、 彼 は 神なる 證明 者なら ざるべ からす、 神に して 神の 前に 人の 眞實を 表明し 給 ふと 云 ふ、 祌は同 

時に 裁判官に して 义辯 13 者た る を 得る 乎、 我れ 深く 其 所以 を 解せ す、 然れ ども 我が 靈魂 は斯 かる 神と 

斯 かる 神な！^ 辯 護 者と を 要求す (お)。 

〇 願く は 彼れ 神なる 辯 護 者、 我の ために 神なる 裁判人と 論 辯し、 我が 義を其 前に 立て 給 はんこと を、 

又 我の ために 我 を 嘲け る 我が 朋友と 論 辯し 之 を 論し 給 はんこと、 是れ 我が 切なる 祈願な り、 我 は 己 を 

神の 前に も 人の 前に も 辯す る 能 はす、 我 は 我が 辯 護 を 他者に 委ねざる ベから す、 而 して 天に 在りて 我 

が證 となる 者、 彼れ 必す 我がた めに 此事を 爲し給 はん (5^)。 

〇 是れ 我が 祈願な り、 然れ ども 我が 歳 は 已に數 へられたり、 我の 還らぬ 旅路に 往くは 遠き にあらざる 

べし、 は此 世に 在りて 我の 義 とせら る-を 見る 能 はざる べし、 此事を 思 ふて 我が 心 は 再た び 悲痛に 

沈むな り 0^】)。 

第 十七 章 

ヨブ まだ 死と 墓と を 慕 ふ 〇 痛く 友人と 其 子 を 呪 ふ 0 神 を 恨み 又 神に 賴む 〇義 者の 堅 信を述 ぶ。 


1 わが 氣息 は已 にくさり、 

我 日す でに 盡 なんとし、 

墳墓 われ を 待つ。 

も ざナ る.. P のど も  かたはら も 

2 まことに 嘲弄 者 等 わが 傍に 在り、 

,,っ れら  いひ あらそ  つ ふ  え 

我 目 は 彼等の 辯 爭ふを 常に 見ざる を 得す 

ねかよ  い まものしろ われ .；-**  なんち -U い  わ a  5 け あ ひ 

3 願く は 今 質 を 我に 賜へ、 汝に對 する 我の 保證 となりた まへ 

a は * ヶ  て 5 

誰か 他に わが 手 を 拍っ者 あらん や、 

なん ゥ こ、 ろ -i ゥ ラと  な /3  ,  ,  » 

4 汝 彼等の 心 を閉て 悟る ところ 無ら しめた ま へ り、 

かな  y  n ら  ** さ 

必らす 彼等 をして 愈ら しめた ま はじ。 

i  b  p  .1  一  .K すめ おは  i) の 

5 朋友 を 交付して 掠奪に 遭し むる 者 は、 

二 どち めつ ふ 

其 子 f- の 目 憤るべし。 

6 彼 われ を *1 の 民の 笑 柄と ならしめ たまへ り、 

われ か ほ っ&き  bo 

我 は 面に 唾 せらる ベ き 者と なれり。 

.r.;- め 5  a. へ  くら 

7 我 目 は 憂愁に よりて 昏み、 

咬體は 凡て 影の ごとし、 

S 義き者 は 之に 驚き、 

つみな きもの よこしま  6  0  み  いき ど 

無辜 者 は 邪曲なる 者 を 見て 憤 ほる、 

う  .u，*  もの  、ラっ か. U たも 

9 然 りながら 義 しき 者 は その 道 を 堅く 持ち、 
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て い？ ぎよ もの  ちから ,/ 

手の 潔き 者 はます ます 力 を 得るな り。 

2 請 ふ 汝等皆 ふた i び 来れ、 

われ なんちら 5 ち ひ とり かしこ もの  み 

我は汝 等の 中に 一 人 も 智き者 ある を 兄ざる なり。 

ひ ォで す 

"わが 日 は已に 過ぎ、 

はか ところ  こ、 ろ こ ひねが ところ す？」 やぶ 

わが 計る 所 わが 心に 冀ふ所 は已に 敗れたり。 

かれ. J- よ 6 ひ. 0  V 

^^彼等夜を晝に變ふ、 

黑 暗の 前に 光明ち かづく と 一 K ふ。 

われ  つ  あ  二  i.-  いへ  よ， ひ 

"我 もし 俟 とこ ろ 有らば 是 わが 家た るべ き陰府 なる の み、 

われ ^らゃみ  i  二  0 

我は黑 暗に わが 牀を展 ぶ、 

"われ i;^ 腐に 向 ひて は汝 はわが 父な りと 言 ひ、 

蛆に向 ひて は 汝は我 母 わが 姉妹な りと 言 ふ、 

= ^然ば わが 望 は いづく にか ある、 

我 望 は 誰か これ を 見る 装 あらん、 

S 是は 下りて 陰府 の， 關に 到らん、 

--れ ひと .っ しか， C ちり ，•* か せ-. ひ， つ、 

之と 齊 しく 我 身 は 塵の 中に 靜 臥すべし 0 

tE  解 


六 


(1) 「氣息 は 腐り」 生 氣は衰 へ。 氣息は 生命な り 〇(3) 「願く は 云々」 天 に 在る 保證 者に 對 つて 

願 求す。 前章 十九 節 〇 「質 を 賜へ」 未 來の裁 刹に 於て 輔く 神と 鞫 かる、 我との 間に 立て 我が 保惠師 

たる を 約す る 證據物 を 我に 賜へ 〇 「汝 に對 する 我の 保證」 糊く 神に 對て 保證者 (辯 護 者) たらん こ 

と を 求む、 神 は 同時に 裁判人に して 又 辯 護 者な り、 父に して 又 子な り、 正義の 神に して 又 罪の 贖 主な 

り、 三位 一 體の敎 義は往 々にして 舊約 聖書の 中に 現 はる 〇 「手 を拍っ 者」 保證 人の 意な り、 ユダヤ 

人の 舊慣に 由る。 箴言 十七 章 十八 節、 同廿ニ 章廿六 節參照 〇(4〕 「彼等」 嘲弄 者 等な り、 三人の 友 

人 を 云 ふ、 彼等 は 心 閉ぢて 我の 證人 となる 能 はすと 〇 「彼等 をして 愈ら しめ 給 はじ」 彼等の 我に 對 

する 辯爭 をして 勝利に 歸 せしめ 給 はじ 〇0 ひ) 「朋友 を 交付して 云々」 三人の 友 を 罵て 言 ふ、 彼等 は 

艱難に ある 朋友 を 敵に 交付して 其 掠奪に 遭 はしむ、 是れ 無情の 極な り、 其 罰と して 其 子等の 目 潰る ベ 

しと 〇(6) 「彼」 神 をい ふ、 朋友 は 我 を 敵に 交付し、 神 は 我 を 世の 笑 柄と なし 給へ り ococo 義人の 

世に 苦む を 見て 義者は 疑 ひ、 聖者 は 惑 ふ OCQO 然れど 義者は 息 難の ために 義を棄 てす、 彼 は 苦め られ 

て 益々 力 を 得るな り 〇cs) 「再び 来れ」 還て 復た 来れ、 我 は今汝 等に 聽くを 好ます 00:0 我 は 巳に 

失望の 人な り 〇(？0 「夜 を 晝に變 ふ 云々」 我に 来るべき 夜を晝 なりと 云 ふ、 叉 暗黑の 前に 光明 あり 

と 云 ふ、 智者 を 以て 自 から 任す る 我 朋友 等 は 物の 黑白 すら をも辨 する 能 はす 〇(M〕 朽腐は 父、 蛆は母 

と 姉妹、 死 は 我に 最も 親しき 者な り 〇05) 「是 れ」 我が 希望 は 〇 我 身 は 我が 希望と 齊 しく 陰 府に下 

るべ し、 而 して 其處に 塵の 中に 静 臥すべし、 希望 先づ 失せ、 身 其 後に 從て消 ゆと。 

意 解 
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〇 幽暗 朱 だ ヨブの 身 を 去らす、 故に 彼 は 人生 を 消極的に 解して 之 を 積極的に 解す る 能 はす、 彼 は 時に 

は 暗夜に 星 光を認 むる を 得たり、 然れ ども 義の 太陽 は 未だ 彼の 上に „t らす、 故に 彼に 悲歎の 言 多くし 

て歡ー 5；： の聲掛 し、 彼 は尙ほ 苦痛 を感 する こと 銳 くして 恩 惠を感 する こと 鈍し、 神 は 彼 を鍛鍊 せんた め 

に 一 時 其 聖靈を 彼より 取り上げ 給へ り、 而 して ヨブ は 其 再送 を 求めて 歇 まざるな り、 是れ 彼の 悲鳴の 

益々 高き 所以。 

〇 ヨブ は 幾 囘か死 を t-A めり、 而 して 今や 之 を 慕 ふに 至れり、 「墳墓 我 を 待つ」、 「腐朽 は 我が 父，、 蛆は 

我が，、 我が 姉妹」 と、 彼の 妻 は 彼を棄 去り、 彼の 親友 は 彼 を 解せ す、 而 して 彼の 神 も 亦 其 聖顏を 彼 

より 隱し 給へ り、 彼れ 今 誰と 親しみ、 誰と 語らん、 然り、 彼の 妻 は 墳墓な り、 彼女 は 草の 搏を展 ベて 

彼の る を 待ちつ \ あり、 彼の 父 は 腐朽な り、 彼 は 寂滅の 休息 を 以て 彼の 勤 勞に報 ゆる 所 あらん、 而 

して 彼の 母と 姉妹と は蛆 なり、 彼等 は 彼の 病 艇 を蠶 みて 彼 を 慰む る 所 あらんと (li;l:—s—^.)o 

〇 同情の 友 は 今 は 嘲弄 者と して 感ぜら る、 彼 を 慰めん とする 者 は 彼と， 辯爭ふ 者の 如くに 思 はる、 否な- 

逆境に 在る ヨブ は 其 友を稱 して 「朋友 を 敵に 交附 して 掠奪に 遭 はしむ る 者」 となせ り、 彼 は 其 子等 ま 

で を 呪 ひて 彼等の 目 は 潰るべし と 一一 a へり、 聖靈を 取 去られし ヨブ は峻嚴 にして 冷酷な り、 春風 未だ 彼 

の 心 を 吹かす、 故に { 有恕の 温暖 未だ 彼に おるな し、 溫 かりし ヨブ は 肉に 病み 靈に娥 えて 偏僻狹 隙の 人 

となれ り (2—5)0 

〇 祌を 恨み 奉り、 叉 祌を賴 み 奉る、 裁判の 神と して 恨み 奉り、 仲裁の 神と して 賴み 奉る、 神 を 恨みて 

亦 神に 訴ふ、 是れ 人が 神に 對 して 取る 必然の 態度な り、 神 は 絕對者 なれば 一位と しての み考 ふべ から 

す、 或 ひ は 父と して、 或 ひ は 母と して、 或 ひ は 又 兄弟と して 考 ふる を 得るな り、 ヨブの 神に 二 伉 ある 


は 善く 神の 神た る を 示す ものたり (3—4—6)。 

〇 消極的の ヨブ は 今や 溫 愛の 人た る 能 はす、 然れ ども 善く 困難の 中に 處 して 正義の 人た る を 得たり、 

善人の 此 世に 苦しめら る&を 見て 義者は 驚き 聖者 は 憤る こと ありと 雖も、 彼れ 自身 は 堅く 道 を 守り、 

心に 詐識 なきが 故に 益々 力 を 得ん と 言へ り、 神の 人 は 勿論 義人 以上な り、 然れ ども 前者たり 得すと 雖 

も 何人も 勉めて 後者た る を 得べ し、 世に は 神 を 信ぜざる 義人な きに 非す、 而 して 神 は叉斯 かる 義人 を 

愛し 且つ 惠み給 ふ、 手の 潔き 者 は 信者た る も 不信者た る も 益々 力 を 得るな り、 ヨブ 今 は 前の 如くに 神 

を 視る能 はす、 故に 讚美と 感謝の 生涯 を 送る 能 はす、 然れ ども 不義 を惡む 義人と なりて 人た るの 正道 

を 踐むを 得たり、 ヨブの 高貴なる は此 に^せり、 彼 は 如何に 墮 落せる も 義人 以下に は墮 落せ ざり しな 

り、 彼れ が 終に 義人 以上の 人た る を 得し は 彼に 此堅心 ありし が 故な り (8—9)0  (S- 下！！ 稿な し) 


約 百 記の 研究 

第一 講 約 百 記 は 如何なる 書で ある 乎 

約 百 記の 發端は 一章、 二 章に して、 十九 章が その 絶頂たり、 それより 下りて S: 十二 章 を 以て 終 尾と な 

はさ  のぼりみち  くだり， 1- ち 

す。 併し 此 W つの 章を讀 みしの みに て は 足らす、 その 間に 挟まる 各 章を讀 むは、 恰も 昇路 及び 降路に 
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於て 金銀 寶玉を 拾 ふが 如くで ある。 故に 四十 一 ーケ章 全部に 心 を 留めねば ならぬ ので ある。 

- 注意すべき は 約 百 記の 聖書に 於け る 位置で ある。 凡て 聖 窨 中に 牧 めら る、 各 書の 位置 を 知る は、 其 

書の 研究 上 大切なる 事で ある。 先づ 新約聖書 を 見る に、 馬 太 傅より 使徒 行 傅まで は 「歷 史」、 最後の 

默示錄 は 「預 一一 一一 II」 にして、 その 間に 揷 まる 使徒 等の 書翰 は r 靈的 實驗の 提唱」 とも 云 ふべ く、 「敎理 

の 解明」 とも 稱 すべく、 叉 は 簡單に r 敎訓」 とも 名くべき である。 歷史と 預言 は敎會 及び 人類の 外部 

の歉 態に 關し、 敎訓は 個人の 內 界に關 する もの、 外より 敎 へ又內 より 敎ふ るので ある。 そして 此事は 

舊約 聖書に 於ても 同様で ある。 その 三十 九 書中、 初の 十七 書 は 歷史、 終の 十七 書 は预ー 百、 そして 其 間 

の 五書 郎ち約 百 記、 詩篇、 箴言、 傳道之 書、 雅歌 は心靈 的敎訓 である。 そして 約 百 記が 此敎訓 部の tR 

頭 第一 に 位する に 注意せ よ。 抑 も 創世記 を 以て 始まりし 歷史 は、 イスラ H ルを通して^^ へられし祌の 

啓示 を 載す る ものである。 而 して それが 最後の 以士帖 書 を 以て 終る や、 兹に約 百 記 を 以て 一 個人の 心 

靈を 以てする 啓示が 傳 へられた ので ある。 玆に 新なる 默 示が 傳 ぺられ たので ある。 神の 教示が 全く^ 

の 道 を 取る に 至った ので ある。 卽ち 個人の 實驗を 通して 聖 意が 此の世に 臨んだ ので ある。 r 歷史」 と 

「預言」 と は 過去と 未来に 於け る 國民叉 は 人類の 外的 表現に 依りて 傳 ふるもの、 之れ に對 して r 敎訓」 

は 神と 靈 魂との^ 接關係 その ま、 の 提示で ある。 

神 は 外より 探り 得べ し、 又內 より 悟り 得べ し。 神 を 歴史に 於て 見、 從 つて 神の 敎を國 民 的、 社會 的、 

政治的に 見る も 一 の 見方で ある。 され ど 之の みに 止まる 時は淺 it に陷り 2^ い。 これ を 個人 心靈の 堅き 

寳驗 上に 据えて、 初て その 眞相を 穿ち 得る ので ある。 か、 る 實驗の 人が 集まる 處、 おの づ から 外部 的 

に 神の 國は 成立す るので ある、 そして 史的 勢力と なる ので ある。 我等 は 我 內界に 不拔の 確信 を 豐强 な 


る實 験の 上に 築き、 そして 又 同時に 其 外的 表現に 留意すべき である。 外にの み 走りて 淺 薄になる 虞 あ 

ると 共に、 內に のみ 潜みて 狹隘 とたる 嫌が ある。 いづれ にせよ、 舊約 聖書に 於て 此 個人的 沈潜の 深み 

を傳 へし 第一 が 約 百 記で ある こと は、 忘るべからざる 點 である。 

約 百 記 を心靈 の實驗 記と 見る 上に 於て 注意す ベ き は 卷頭第 一の 語で ある。 「ゥヅ の 地に ヨブ と 名く 

る 人 あり」 と 記さる。 ゥヅと は 異邦の 地で ある。 實に舊 約 聖書 は 其 歷史部 を 終へ て敎訓 部に 入る や、 

oo〇〇coooooo〇o  OO0OO00O0000000O000 

劈頭 第一 に 異邦の 地名 を 揭げ、 異邦人 ヨブの 實驗を 語らん とする ので ある。 これ 眞に 今人の 驚異に 値 

する ことで ある。 ゥヅの 地と は何處 なる かに 就て 諸說 ある も、 その パレスチナの 中に なき こと は 明か 

である。 そして 之 をァラ ビヤ 沙漠の 北部 地方 (全 沙漠の 三分の 一 又は 四 分の 一 ) の 總稱と 見る を 正し 

と 思 ふ。 然る 時 は、 ヨブの 住みし 村 叉 は 町 は 何處ぞ とい ふ 問題が 次に 起る。 沙漠の 最 北部 卽ち パレス 

チナに 接近せ る 邊と云 ふ 學者も ある。 併し 沙漠の 中央に 近き ヂュ マ または ショフ CDum:i;  escllof) 

であるとの 說を余 は 採る ので ある。 羊 七 千 駱駝 三千と 云 ふ 如き 大群の 家畜 を 養 ひ 得ん に は 廣き綠 野 を 

要する ので ある。 そして ヨブの 外に も 彼に 匹敵す る、 又は 彼に 近き 豪農が 住んで ゐ たこと k 當然 推お 

せらる、 が 故に、 か、 る綠 野の 充分 ある 地 はヂュ マの 外に はない ので ある。 されば ヨブの 住みし 地 は、 

パ レ スチ 十より 見て 純然たる 異邦で あつたので ある。 

, 卜  ，： ，  0OOOOOOO0OOOOOO0  00000000  0-00 

此事は M を 我等に 示す ので あるか。 イスラ H ルは 神の 選民たり と雖 ども、 神 を 求む るの 心 は イスラ 

OOOOOpOOOO  O0000000O00OCO0  00000000000000000 

エルの 獨占 物で はない、 人 は 各個 人 直接に 祌を 求む る を 得、 祌は 各個 人の 心靈に その 姿 を 顯し給 ふ。 

此 意味に 於て 園籍 民族の 區別は 全く 無意味で ある。 そ は實に 個人的な るが 故に 又 普遍的で ある。 故に 

神 を 求む る 者 を 猶太 人に 限る 要はない、 異邦人 にても 宜 いので ある。 否 異邦人の 方が 却て 宜しい ので 
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あ る。 約 百 記が 異邦人 ョ ブ の 心靈 史を揭 ぐる は 神 を 求む る 心 の 普遍的なる を 示す と共に、 祌 の 眞理 の 

批 5^ 的なる を 示す ので ある。 實に 各個 人の 11 從 つて 全人 類の 11 實驗を 描かん とせば、 其 中： 人 公 

を 猶太 人 以外に 求む る を 得策と する。 而 して 舊約 聖書 は その 敎訓 部の 劈頭に 異邦人の 心的 經驗を 記載 

して、 以て 其 人類 的經 典た る こと を自證 して ゐ るので ある。 げに 聖書 ほど 人類 的の 書 はない。 聖誓を 

以て 猶太 思想の 廢址と 見る は大 なる 誤 護で ある。 その 然ら ざる を證 する もの は 少なくな いが、 約 百 記 

の 如き は その 最 たる ものである。 されば 約 百 記 は 特に 普遍的の 書物で ある。 特に 國 家な きァラ ビヤ 人 

中より 其 主人公 を 選びて、 誰 人と 雖も、 苟も 人で ある 以上 は、 神 を 知り 神の 眞理を 探り 得る こと を 示 

したので ある。 約 百 記が 特殊の 力 を 以て 吾人 を惹く 所以の 1 は玆 にある ので ある。 

神の 選民た る 誇りの 中に 住み 居た る 猶太 人中、 異邦人 を 主人公と して 斯る大 信仰 を開說 したる 約 百 

記 作者が あつたの である。 その 如何なる 人な りし か は 今 之 を 明に し 難いが、 その 大膽 なる 態度と その 

き 由なる 魂と は 羨むべき である。 同時に また 人生 最高の 實驗 として 描きた る此 書の 如き を 尊重し、 之 

を 聖書 中に 正經 として 加へ たる 猶太 人の 心の 廣さを 我等 は 見落して はならない。 げに此 民 ありて 此著 

者 ありと 云 ふべき である。 

人 は 何故に 艱難に 會す るか、 殊に 義 者が 何故 艱難に 會す るか、 これ 約 百 記の 提出す る 問題で ある。 

これ 實に 人生 最大 問題の 一 である。 そして 此の 問題の 提出 方法が 普通の それと 全く 異り 居る が此 書の 

特徴で ある。 先づ 一章 全部と 二 章 前半 を 見よ、 ヨブに 大 災禍 臨みて 產は 悉く 奪 はれ、 子女 は 悉く 殺さ 

れ、 身 は 惡疾に 襲 はれ、 最愛の 妻 さへ 彼 を 罵る に 至った ので ある。 かくて 彼 は 唯獨り 苦難の 曠野に 坐 

して、 此 問題の 解決 を强 ひられた ので ある。 實に彼 は 生涯の 實驗 —— 殊に 悲痛なる 實驗 I を 以て 問 


題 を 提出せられ たので ある。 敎 場に 於け る 口 叉 は 筆に 依る 問題の 提出 及び 其 解答で はない。 學 上の 

問題 ゃ文擧 上の 問題の 如く、 思想 を 以て 提出され 思想 を 以て 答 ふるものと は 全然 性質 を 異にする。 ョ 

ブ は 息 難 の 連 續を以 て 患難の 意味て ふ 問題 を 提出せられ、 そして 事實的 の 痛苦 煩悶 苦 鬪を以 て 之に 答 

へざる を 得なかった ので ある。 彼の 如き 敬虔なる 信者が、 かの 如き 大 苦難に 會し たので ある。 これ 果 

して 愛なる 父の 所爲 として 合理なる か、 神に 對 する 我 信仰 は 誤謬なら ざり しか、 寧ろ 世に 祌 なきに 非 

ざる か、 も し祌 在りと せば 義 者に 患難 を 下し 給 ふ は 何故か —— 凡そ 之 等 の 疑問が 彼 の 心 靈を壓 倒す ベ 

く 臨んだ ので ある。 實に彼 は 實驗を 以そ大 問題 を 提出せられ、 實驗を 以て 之に 答へ しめられ たので あ 

る。 故に 約 百 記 全體に 活ける 血が 通って ゐる。 火と 燃 ゆる 人生の 鎔爐 に、 鐵は鍛 へられん とする ので 

ある。 文擧の 上の 遊戲 ではない。 生ける 人間 生活の 血と 火で ある。 是れ約 百 記の 特徵 である。 此事を 

心に 牧め 置かす して は 此書を 解す る こと は 出来ない。 約 百 記 は 美文で ない、 靈 魂の 實験錄 である。 

約 百 記が 世界 第一 の文學 なること は 古来よりの 定說 である。 之を單 なる 文學 書と して、 審美 心 或は 

思想 愛好 心より 研究す る も 全く 無 效には 終るまい。 併し乍ら 是れ 信仰的 立場に 於て 初て 充分に 了解せ 

らる. i 曰で ある。 我等 は 此書を 研究す る 時、 先づ 著者に 對 して 深き 同情と 尊敬と を 抱かねば ならぬ。 

由 來此書 は 文學書 又は 思想 書と して 著された もので はない。 著者 自 から 書中に 記す 如き 大 苦難に 會は 

すと する も、 少 くも 之に 似た る 苦難に 逢 ひて 其 實驗の 上に 此書を 著した ものと 見ねば ならぬ。 故に 之 

を文學 とし 叉 思想と して 研究す る 時 は、 一 の 謎と して 終る のみで ある。 身 自ら 人生の 苦難に 會し、 悲 

痛 頻りに 心に 往来す る を 味 ひ、 しかも 神 を 信す る 信仰と 我 苦難との 矛盾に 血淚 止め あへ ざり し 人 -I . 

此 種の 人が 深き 同感と 少 からぬ 敬意と を 以て 此 書に 對 する 時 は、 此書を 理解し 得る のみなら す、 此書 
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より？^ る處 少なくな いので ある。 

今日までに 約 百 記の 註解 は少 からす 現れた。 而も 其の 多く は 之 を 以て 不可解の 書と なすので ある。 

此書を 美 はしき 佛 文に 移した る ルナ ン の 如き は、 聖書 舉者 として 叉 約 百 記 研究者と して 有名なる 人な 

るに も拘ら す、 約 百 記の 眞意を 捕捉す る こと を 得なかった ので ある。 其他此 書の 研究者 は 概ね 古代の 

習慣、 思想 等の 考古學 的 研究に 心 を 奪 はれて、 此 書の 神 髓を捉 へ 得ない ので ある。 これ 研究の 態度が 

正しから ぬた めで ある。 之 を實驗 的に 解 せんとせ すして 思索的に 解 せんとす る 時 は 如何なる 學者 にも 

此書は 不可解の 謎と して 殘 るので ある。 自分 を ヨブの 位置に 置き 苦 鬪勞カ 以て 光明 を 得ん とせし 者に 

は、 此書は 決して 不可解の 書で はない。 無舉 者と 雖も 老人 小 兒と雖 も、 此心を 以てせば 約 百 記 を 解し 

得る ので ある。 聖書 は その 何れの 書と 雖も讀 者に 斯る 態度 を 要求す る ものであるが、 約 百 記の 如き は 

格^に も 然るので ある。 

寳驗を 以て 與 へられし 問題 を 實驗を 以て 解かん として ヨブの 苦め る 時、 H リ バズ、 ビルダ，、 テ、 ゾパ 

ルの三 友人 現れ、 各々 獨特の 思想と 論法と を 以て ヨブ を 慰めん とする。 かくて 世に 普通の 解釋 は皆與 

へられし も、 そ は 却て 彼 を 苦む るの みであった。 其 時靑年 H リフ 仲裁者と して 現る。 H リ フは學 經 

験に 於て は 三人に 劣れ ども、 同情に 於て 優れる ため 稍 や ヨブの 心を柔 ぐるに 於て 成功す る。 最後に H 

ホバ 御自身 現 はれて 親しく 敎示 する。 しかも 此敎示 中、 直接 ヨブの 疑問 を 解くべき 答 は 一 も與 へられ 

て 居らぬ ので ある。 義 者に 臨む 苦難の 意味に ついては  一 一一 一一 n も 答 ふる 所ない ので ある (三十 八- 55IMWF を 

見よ)。 これ 不思議と 云 ふ ほか はない。 然るに 尙ほ 不思議なる は ヨブが それに 全く 滿 足し、 我 "ぁ を認 

めて 全き 平安に 入りし ことで ある。 問題の 說明 供せられ ざるに 彼の 苦み が 悉く 取 去られし と は、 {是 に 


不思議なる 事で ある。 初から 問題 を 提出し ないならば それで 宜しい。 然るに 之 を 明かに 提出しながら 

その 解答 を 載せざる は、 實に 怪しむべき ことで ある。 

しかし 解答 は與 へられす して 與 へられた ので ある。 實に神 を 信す る 者の 實驗は 之に 外ならぬの であ 

る。 苦難の 臨みし 說 明は與 へられ ざれ ど、 大 痛苦の 中に ありて 遂に 神 御自身に 接する ことが 出來、 そ 

して 神に 接する と共に 凡ての 博 11 痛恨 を脫 して 大歡 喜の 狀 態に 入る ので ある。 た^^神がその姿を現は 

しさへ すれば 宜 いので ある。 た 5^ 直接に 神の 聲を閒 きさへ すれば 宜 いので ある。 それで 疑問 は 悉く 融 

け 去りて 歡 喜の 中に 心 を 浸す に 至る ので ある。 其 時 苦難の 臨みし 理由 を 尋ねる 要はない。 否 苦難 その 

もの すら 忘れ去らる.^ ので ある。 そして 唯 不思議なる 歡喜の 巾に、 凡てが 光 を 以て 輝く を 見る のみで 

ある。 

今日 基督 信者の 實驗も 亦 これで ある。 彼に 取って は 之が 患難 苦痛の 唯一 の解釋 法で ある。 友人 等の 

提供す る 種々 の 說明も 彼に 何等 滿 足なる 解答 を與 へない。 或は 人生の 長き 實驗 より、 或は 深き 學識ょ 

り、 或は 溫き 同情より 彼 を 慰 むれ ども 何れも 問題の 中心に 觸れ ない。 かくて 彼の 煩悶い よく 加 はる 

時、 遂に 父 は キリストに 於て 其 姿 を 現 はし 其 光 彼 を 環 照し、 其 光の 中に 凡ての 懷疑 ゃ懊惱 がお のづと 

姿を牧 める ので ある。 そして 凡て を 失 ひても 之 を 糞土の 如く 思 ひ 得る に 至る ので ある。 

因に 記す、 約 百 記 は文擧 書に あらす して 而も 世界最大の 文擧 書で ある。 世界の 大文學 中 約 百 記 を 手 

本と して 作られし もの は 少なくない。 ゲ ー テの ファウスト、 ダンテ の 神曲、 シェ タス ピャの ハムレ ッ 

ト、 カァ ライルの サァタ I* レサ アクス (sartor  nesartus) ブラウ 一一 ン グのィ ー スタァ • デ ー (Ea- 

ster Ixv) と ラビ • ベン. H ズラ (Rabbi  Ben  Ezra) 等 は それで ある。 又 現代 英の 文豪た る H  . 
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G  . ゥ H ルスの 『不死の 火』 (undying  Fire) の 如き も 約 百 記 を 手本と せる 作物で ある。 以て 約 百 

記の 大を 知るべき である。 

第二 講 ヨブの 平生と 彼に 臨みし 忠難 

第 一 章、 一 一 章 の 研究 

約 百 記 は 今日の 語 を 以てせば 劇詩 (Dramatic  poetry) と名づ くべ く、 叉 叙事詩 (Epic) と稱 すべ 

きもので ある。 劇詩と 見る も 舞臺に 上すべき 性質の もので はない。 希 職人の 如くに 風景 的觀 念に 豐か 

ならぬ 猶太 人の 作 なれば、 之 を 舞 臺に演 する 時 は簡單 にして 無味なる を 免 かれぬ。 ヨブの 平生、 天國 

に 於け る祌と サタンとの 問答、 ヨブに 臨みし 災禍、 三 友人の 來訪、 ヨブ 對三 友人の 長い 論爭、 H リフ 

の 仲裁、 最後に H ホバ 御自身の 垂訓と ヨブの 慚改 感謝 —1 これにて 大圑圓 となる ので ある。 これで は 

劇と して 餘 りに 無意味で ある。 故に 之 は 舞臺に 上す ために 書いた もので ない こと は 明かで ある。 ^し 

劇作に 甚だ 乏しき 猶太 文學 のこと なれば、 約 百 記、 雅歌 等 を 其 中に 加 ふる も 可な りと 思 ふ。 

ヨブ は實 在の 人物 か 想像の 人物 か は 一 の 問題で ある。 そして 余 は ヨブ を實 在の 人物と 信す る 者で あ 

る。 一ての 本名が ヨブな りし か 如何 は 不明なる も、 少 くと も此 人の 味 ひし 經驗 は事實 的に 起り しものと 

余 は 認める ので ある。 健かに 約 百 記 は 或確實 なる 事實 を根據 とせる ものである。 もとより 斯る 作品の 

常と して 其 光景、 その 對話 等に 著者 獨特の 修飾 ある は當然 ながら、 此 作が 或 事實の 詩的 表現で ある こ 

と は 疑 ふべ くもない。 而 して 此 作の 主人公と 著者と は训 人なる べき も、 著者 は 謂 ゆる 文學 者の 列に 加 


へらるべき 人に 非す して、 主人公 ヨブと 似た る 經驗を 持ちし 所の 敬虔 摯實 なる 人な りし は 明かで ある ( 

O0000O  0  0000000000  0000 

然ら すして は斯る 大作 を 生み出し 得べ き 害 がない。 祌を 長れ 惡に 遠ざかりし ョ ブ の實傳 を、 ョ ブと等 

00O0000000000O00O0O00O00OO0O0O0000  o〇〇〇〇ooooo 

しき 實驗を 持てる 或 人が 自己の 實驗に 照し 叉 詩的 外衣に 包みて 提示せ しもの、 これ 卽ち約 百 記で ある „ 

故に 吾人 は ヨブに 對 して 敬意 を 表する と 同時に. 著者に 對 しても 亦 同一 の 敬意 を拂 はねば ならぬ ので 

ある。 

之れ より 本文に 移らう。 U 早 一節に 「ゥヅ の 地に ヨブと 名く る 人 あり、 其爲人 完く且 正しくして 祌 

を 長れ 惡に 遠ざかる」 と ある。 「爲人 全く」 と ある も、 是れ もとより 人より 見ての 完全であって、 神 

より 見ての 完全で はない。 完全の 程度 は 見る 人の 目に 依て 異なる。 日本に て 品行方正 位の 程度 を 以て 

比較的 完全と 見る は 低き 見方で ある。 古昔の 猶太 人の 謂 ゆる 完全なら すと する も、 今日の 我國の 如き 

より は遙 かに 高き 道德的 標準に 照らして の 完全で あ る に 注意す べきで ある。 第一章に 表れた るョ ブ、 

殊に 三十 一 章に 表れた る 彼 を 見れば 彼が 如何なる 程度に 於て 完全な りし か を 知り 得る。 か k る 人が 今 

日 我等の 間に あらば 社 會は之 を完き 人と 見、 敎會は 之 を 完全なる 信者と 見る であらう。 併し乍ら 聖書 

の 立場より 見れば、 ヨブの 完全 は 絕對の 完全に あらす、 更に 完全なる を 要する 所の 完全で あつたので 

ある。 これ 約 百 記に 現 はれた る 悲剠の 生す る 所以で ある。 

此 完全なる ヨブの 生涯 も 亦 完全であった。 「その 生める 者 は 男の子 七 人、 女の子 三人」 と 云 ふ 完全 

なる 家庭であった U 「その 所有物 は 羊 七 千、 駱駝 三千、 牛 五 百耦、 牝 驢馬 五 百、 僕 も 夥しく あり」 と 

まふ 程の 富の 程度であった。 そして 其 家庭 は 夫婦 兄弟 姉妹 相 和して 平和 漲る の狀 態に あり、 特に ヨブ 

が 其 子の 敎 育に 於て 誤らす、 祭壇 を はけ 自ら 祭司の 職 を 取りて 子女の 赦 11 のた め燔 祭を獻 ぐる 如き、 
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凡てが 完全の 狀 態であった。 卽ち. i お足り、 .！：¥榮 え、 家訓 行 はれ、 敬神の 念 盛たり と 云 ふべき 有様で あ 

つたので ある。 

試みに ヨブ を 今日の 社會に 立た せて 見よ。 その 富 は 何百 萬、 外に 出で k は 多くの 有力なる 會 社の 社 

長 又は 重役たり、 內に 在りて は 子女の 敎 育に 於て 全く、 牧師の 任に 當 りて 過たざる 人た るで あらう。 

不幸に して 我圃に 此の 種の 人 は殆ん どない。 富者 は 多 けれども 神 を 長る.^ の 信仰な き は 勿論、 我 生み 

し 子 を すら 治め 得ざる もの 比々 皆然 りで ある。 まして 家に 在て 牧師の 職 を 取り得る 者の 如き は、 到底 

見出し 得ぬ 處 である。 併し 是れ 世に 皆無の 事象で はない。 歐米 諸國に 於て は少數 ながら 此 種の 人が 實 

^^す るので ある。 ヨブの 如き 人 を 今日 我國に 於て 見ざる 事は必 しも ョ ブが 架空 の 人た る證左 と はなら 

たい。 併し乍ら ヨブの 完全 は 神より 見ての 完全で はない。 更に 大 なる 完全に 彼 を 導くべく、 大 災禍 は 

績々 として 彼 を 襲った ので ある" かくて ヨブの 悲歡 起る。 しかし 是れ 同時に 神の 恩惠の 現れで ある。 

次に 問題と なる の は H ホバ對 サタンの 問答で ある" 或 時 サタン、 M ホバの 前に 現 はれ、 H ホ バ先づ 

サタンに 向って 語り サタン 之に 答へ、 斯くて ヨブに 災禍 は 臨む に 至った ので ある。 一 章 及び 一 +の此 

對話は 其 表面の 意味に 於て は 甚だ 明瞭であって、 何等の 註解 を も 要しない ので ある" しかし 今日の 人 

に は 斯る事 果して 在り 得る やとの 疑問が 起る。 人類に 下る 災禍 は して サタンが 神の 許可 を 得て 起こ 

す 所の ものなる か —— これ 今日の 人の 疑問と する 處 である。 彼等 は 言 ふ 凡ての 疾病 は 神より 刑罰と し 

て 降りし ものに あらす、 其 他の 禍 にも それぐ 天然 的 又は 人間的 原因 あり、 之 を 天に 於て 神の 定め 給 

ひし 所と 見る は 誤れり と。 

^し 乍ら 天上に 於け る H ホバ對 サタンの 對 話の 實否 如何 は 姑く 刖 として、 吾人 基督 者の 實驗 に訴ふ 


る i- は * 此 記事が 其 究竟 的 意味に 於て 至當 なる を 知る ので ある。 此 記事 を 見る に H ホバ對 サタンの 

話 は 偶然に 發せ しもので はない。 H ホバ より 先づ サタンに 向って 「汝心 を 用 ひて 我 僕 ヨブ を觀 しゃ、 

彼 の 如く 完く且 正 しくて 神 を 長 れ惡 に 遠 ざ かる 人世に 非ざる たり」. と 言 ひかけ たので ある。 ヨブの 清 

は エホバの 充分 認め 且 つ 喜 ベる ところ、 故に エホバより 先づ 問題 を 提出した ので ある。 これ ヨブに 

起り し 災禍が 其 究竟の 原因 を H ホバ に 置く こと を 示した ので ある。 基督 者 は 自己に 臨みし 一 切の 事件 

が聖 意に 基づく こと を、 其 實驗の 上に 認 むる ものである。 「凡ての 事 は 神の 33 に 依りて 召 かれた る 神 

を 愛する 者の ために 悉く 働きて 益 をな す を 我等 は 知れり」 (。 マ 書 八の 二十 八) との バウ 口 の 言 は、 卽ち 

基蝥 者の 實験 である。 余 自身に ついて 言へば、 病に 權 りし 時の 如き 之 を 神より 直接に 來り しものと は 

思 はす 他の 原因が 明かに 認めら るれ ど、 後に 囘顧 すれば 其 中に 深き 聖意を 認めざる を 得ない ので ある- 

然り神 を 信す る 者に 於て は、 自己の 生涯に 臨みし 凡ての 出来事に 必す道 德的價 値が あるので ある。 ， 

そして 宇宙人 生の 凡ての 出来事 は 其 究竞的 原因 を聖 3 曰に 置く と 見る を 正しと する ので ある。 然り萬 事 

物の 本源 を 握る 者 は 神の 御手で ある。 これ 近代 人と 雖も必 しも 否認 せんと 欲する 所では あるまい。 

直接の 原因と 見る と 間接の 原因と 見る との 差別 こそ あれ、 原因の 原因に 溯れば、 凡ての 災禍の 源 は 約 

百 記の 玆に 記す 所に 外たら ない。 卽ち 地に 起る 凡ての 出 來事は 源 を 天に 置く ので ある。 近時の 心理 學 

が渐 く此遷 に 着目して、 有形 世界と 神秘 枇界 の關 係に 想到せ し 如き は 一 段の 進 步と稱 すべきで は ある 

が、 然し 是れ 古より 神 を 信す る 者の 實驗 し來 つた 所に 過ぎぬ ので ある。 この 古き 實驗を 今に 至って 心 

理學 者が 初て 研究の 主題と したので ある。 

かくて N ホバと サタンとの 對 話の 結 ra^、 サタン は 神の 許可 を 得て 愈よ ヨブに 災を 下す ので ある。 そ 
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の災は 前後 ニ囘に 分た る。 前の 災は 彼の 所有物に 關 する もの 後のに 夂は 彼の 生命の 脅威で ある。 そして 

め ろ ば  わかもの 

前の 災は 四囘に 彼に 臨んだ。 其 第一 1： に はシバ 人の ために 牛と 牝驗 iiiil が 奪 はれ、 少者が 殺された、 第 

二！： に は 「神の 火 天より 降りて 羊 及び 少者 を 焚きて 滅ぼ」 した。 第三！： に は カル デャ 人が 路舵を 奪 

ひ 少者 を 殺した。 第 s: 囘には 大風の ために 子女 十 人 悉く 死した。 かく 彼の 所有物 悉く 失せし も、 彼 は 

「我れ 裸に て 母の 胎を 出で たり 义裸 にて 彼 處に歸 らん、 H ホバ與 へ H ホバ 取り 給 ふ、 エホバの 御名 は 

むべき かな」 と 言 ひて r 此 事に 於て ヨブ は 全く 扉 を 犯さす 神に 向 ひて 愚なる 事 を 言 は」 なかった。 

忍耐 深き ョ ブょ。 

第二 章に 進みて は、 H ホバと サタンと は 第二； 目の 對 話に 入る ので ある。 H ホバは ヨブ を稱揚 し、 

サタン は 之に 對 して 言 ふ 「皮 を もて 皮に 換 ふる なれば 人 は 其 一 切の 所有物 を もて 己の 生命に 換ふ べし、 

され ど 今 汝の手 を 仲べ て 彼の 件と 肉と を擊ち 給へ、 さらば 必す汝 の 額に 向 ひて 汝を詛 はん」 と。 皮 を 

もて 皮に 換 ふと は 古い 諺であって 其 意味 は 不明で ある。 しかし 多分 B  -  A  ニァ ー. ヰッド ソン 氏の f  一口 ふ 

如く、 肉 を 以て 肉に 換 ふと 云 ふと 等しく、 人 は 己が 生命 を 全うせん ために は 骨肉の 生命 を 犠牲に 供す 

る を 厥 はぬ との 意で あらう。 故に サタンの 此語は 「人 は 己が 生命 を 全うせん ために は 何物 を も 犠牲に 

せんとす る 者に して、 生命 は 彼の 最 貴重 物 なれば 若し 神 ヨブの 生命 を 脅す あらば 彼必す 祌を詛 はん」 

と 云 ふ 意味に 解すべき もので あらう。 かくて サタン は H ホバ の 許し を 得て ヨブ を 撃ち ヨブ は攧 病の 襲 

ふところ となった。 兹に 於て ヨブ は 自己 生命の 脅威 を感 する に 至った ので ある。 是れ 後なる 災 である。 

サタンの 此 申出 は 人間 を 護り 叉 神を畿 りし ものである。 先に は 云 ふ 「ヨブ 3:0, 〈求む る 所な くして 祌を 

れんや …… され ど 汝の手 を 仲べ て 彼の 一 切の 所有物 を擎ち 給へ、 さらば 必す汝 の 額に 向 ひて 汝を諷 


はん」 (一 C 九—. 十一〕 と。 後に は 言 ふ 「彼の 骨と 肉と を擊ち 給へ、 さらば 汝の 額に 向 ひて 汝を詛 はん」 

と。 蓋し 祌を畏 る、 如き は 要するに 物質的 恩惠を 希求す る 人間の 賤 しき 動機より 發せ しもの、 故に 物 

を 失 ひ 生命 を 脅さる、 や 人 は必す 不信に 墜 つと、 これ サタンの 人間 觀 である。 而 して 人に 對 する サタ 

ンの 此纖り は、 祌に對 する 幾り を も 含む ので ある。 卽ち 人類なる もの は 利 慾 中心の 生物に して、 決し 

て 善 そのもの k ために 善 を 求む る 如き ことなしと 主張して、 この 人間 を 造りし 神 自身 を も 利 慾 的 存在 

者と 貶した ので ある。 サタン は斯 く；；； 5 じ、 サタンの 子等 亦 かく 信す。 か k る 場合に 於て 神 は サタンに 

對 し又此 世に 群生す る 彼の 子供ら に對 して 「否！ 世に は 利 慾 を 離れての 信仰 あり、 善の ために 善 を 

追求す る 信仰 あり、 祌は 物質的 恩惠の 故に 祟むべき 者に あらす、 神 は 神 御自身の 故に 崇 むべ きものな 

り」 との 事 を 示す 要が ある。 之 を立證 せんた めに ヨブ は 用 ひられた ので ある。 我等 今日の 基督 者 も 亦 

此眞 理を證 明 せんた めに 奉仕すべき である。 自己の 生涯 を 以て 自己の 信仰の 物質 を 超越せ る至醇 なる 

ものなる こと を立證 すべきで ある。 前後 數 の大 災禍に 會 して 靜 かに 之に 堪 へて、 尙 信仰の 上に 立ち 

し ヨブ は 我等の 最上の 模範で ある。 

しかも 遂に 最大の 災が ヨブに 臨む に 至った。 そ は 彼の 妻の 離反で ある。 「時に その 妻 彼に 首 ひける 

は、 汝は尙 も 己を完 うして 自ら 堅く する や 神を詛 ひて 死ぬ るに 如かす」 と 二 章 九 節 は 語る。 人生に 禍 

多し、 而も ヨブの 如き 淸き 家庭 を營 める 人に 於て は、 妻の 離反 は 最大の 禍 であると 云 ふべき である。 

產を 悉く 失 ふも宜 い。 子 を 悉く 失 ふ も 或は 堪へ 得よう。 惡疾に 襲 はる &も亦 忍び 得よう。 しかし 寂し 

き 人生の 旅路に 於け る 唯一 の 伴侶た る 妻が 自ら 信仰 を棄 てし のみなら す、 進んで 信仰 放棄 を勸 むる に 

會 して、 彼の 苦痛 は 絶頂に 達した ので ある。 我等 は 深き 同情 を 彼に さねば ならぬ。 ：w し 一方 また ョ 
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ブの妻 を 以て 惡き 女と なすべき ではない。 彼女 は 普通の 婦人の 堪へ 難き を 堪へ來 つたので ある。 財産 

を 失 ひ 地位 を 失 ひ 子女 を 悉く 奪 はれて 彼女 は尙 夫と 信仰 を 共に して 来た。 最後に 夫に 不治の 惡疾が 臨 

むに 至って、 遂に 信仰 を棄 つるに 至った ので ある。 されば 彼女に 對 しても 亦 深き 同情 を 表さねば なら 

ぬ。 肘 魔の 一 部 を 失 ひて すら 夫に 信仰の 放棄 を勸 むる、 謂 ゆる 基督 敎 婦人が 此 世に は 少なくない。 彼 

等に 比して ヨブの 妻の 優れる こと 幾許 ぞ。 さり 乍ら 彼女 も 遂に サタンの 告に陷 り、 ヨブ は 全く 孤獨の 

人と なった。 茫々 たる 大宇宙に た 一  人の 孤獨！ その 寂雾、 その 苦痛 果して 如何で あったら うか、 

察する に餘り ありと 云 ふべき である。 

此事 次第に 世に 知れ わたりて、 遂に 遠隔の 地に ある ヨブの 三 友人の 耳に 達する に 至った。 通信 機關 

不充分な りし 當時 のこと k て、 其 問 早く も 一年 は經 過した と 見ねば ならぬ。 その 間に 此處に 記され ざ 

る 多くの 苦痛が ヨブに 在りし こと は、 後 章に 至って 知れる ので ある。 產を失 ひ 惡疾を 得て 今 は ヨブ を 

信す る 者 世に なく、 今までの 敬慕 者 も 嘲笑 者と 變り、 友と して 賴 るべき 者 もな き 悲境に 彼は陷 つたの 

である。 然るに 玆に 三人の 良き 友が あった。 テマ ン人 エリ バズ、 シュヒ 人 ビルダ デ、 ナ アマ 人 ゾ パル 

がそれ である。 彼等 は 互に 離れ 居りし も、 ヨブの 災禍 を 傅へ 聞きて 或 時 某所に 會 して 相談の 結果、 共 

に ヨブ を訪 ふこと、 なった。 ヨブと 此 三人 は その 社會的 地位、 その 學識、 その 信仰 (靈的 經驗〕 を 等 

しくして ゐた。 彼等 は 沙漠の 海 數百哩 を 遠し とせす して 来たので ある。 各々 從 者を隨 へ、 叉 友情に 厚 

き 人々 のこと、 て 多くの 見舞 品な どを携 へ、 沙漠の 舟と 稱 ばる \ 驗 駝に乘 りて <1 ^ぎ來 つたので あら う- 

キヤ ラ -；: ン 

沙^_^の旅は夜に於て爲すものなれば、 或は 明月 煌々 たるの 夕、 或は 星斗 爛干 たるの 夜、 一隊の 隊 旅が 

< ^物の 董 一り を 風に 漂 はせ ながら、 悔 める 友 を 見舞 はんと 鈴 打ち鳴らして 進む 光景 は 實に絕 好の 畫 題で 


ある。 そして 今日まで 度々 畫題 として 用 ひられた ので ある。 何れにせよ ヨブに 三人の 眞の友 ありて、 

世が 彼を棄 つる も 彼を棄 てなかった ので ある。 誠に 欲しき は眞の 友で ある。 かくて ヨブ は 全く 不幸で 

はなかった ので ある。 

やがて H リ パズ、 ビルダ デ、 ゾ パルの 三人 は ゥヅの 地に 來 た。 そして ヨブの 所に 來り 見れば 往日の 

繁榮、 往日の 家庭、 往日の 貴き 風采 悉く 失せて 今 は 見る 蔭 もな く、 身 は 足の 跖 より 頂 まで 惡 しき 腫 

や/., もの *、  け 

物に 惱み、 土 瓦の 碎片を 以て 身を搔 きつ \ 灰の 中に 坐す る 有様であった。 三 友人の 驚き 果して 如何。 

「目 を擧 げて遙 かに 見し に 其 ヨブなる を 見識り 難き 程な りければ、 齊 しく 聲を あげて 泣き、 备々 おの 

れの 衣 を 裂き、 天に 向 ひて 塵 を 撒きて 己の 頭の 上に 散らし、 乃ち 七日 七夜 彼れ と共に 地に 坐し ゐて、 

一 言 も 彼に 言 ひかくる 者な かりき」 と 第一 一章の 末 段 は 語る ので ある。 

かくて 友人の 来訪に 會 して， ヨブの 心に も 亦 一 變 動が 起った ので ある。 患難 は其當 時に 於て は 堪へ得 

る。 叉 敵 や 無情の 人に 對 して は 忍耐 を 持續し 得る。 しかし 乍ら 我心 を 知る 友人と 相會 する 時、 淚は初 

て 其堠を 破って 出で 來 るので ある。 患難に 於け る此 心理 を 知りて 初て 約 百 記の 構想 を 知り 得る ので あ 

る。 三 友人 は ヨブの 此 心理 を 察し 得 ざり し 故に、 眞 正面より 彼の 論理に つて 突擊 したので ある。 か 

くて 三章以 T に 記さる、 ヨブ 對三 友人の 議論 は 始まる ので ある。 

第三 講 ョ ブ の 哀 哭 

第 三 章の 研 究 

約 W 記 <3 研究  六 六 1= 


<_- ブ記 w 究  六 六 四 

ヨブの 哀哭 は 約 百 記の 到る 處に あるが、 第三 章 は その 哀哭の 最初で あり 且 その 最も 代表的 の ものな 

るが 故に、 此.； ii^f の 研究 は 甚だ 有意 味なので ある。 

さて此の^^十の研究に當り注意すべきは、 五 章 十九 節の 「彼 は 六つの 艱難の 中に て 救 ひ 給 ふ、 七の 中 

にても 災禍 汝に 臨ま じ」 の 語で ある。 ユダヤに ありて は 七 は. 完全 を 意味す る 語で あれば、 六 は 朱完を 

示す 辭 である。 故に 七の 艱難と は 艱難が その 極に 至った こと を 意味す るので ある。 今 ヨブの 場合 を 見 

め ろ お  しらべ 

るに、 審實上 六の 艱難 は旣に 臨んだ ので ある。 平と 牝 驢馬 全部 及び 僕 若干、 羊 全部と 僕 若干、 酪駝全 

部と 僕 若干、 子女 全部、 健康、 妻と 六囘に 分って 之 等 を 失った ので ある。 第 W 以下の 艱難の 如き は 可 

成り 手痛き もので あり、 第 六の 如き は其最 たる ものであった。 けれども 禍は尙 ほ 六に 止まって ゐた。 

もし 更に 之に 加へ て 第 七の 災來る 時、 ヨブの 艱難 は その 極に 至る ので ある。 そして 若し 尙ほ來 るべき 

艱難が あると すれば、 それ は 友の 離反で ある。 或 場合に 於て 妻よりも 尙ほ 能く 人の 心 を 知る もの は眞 

の 友で ある。 妻が 彼 を 解し 得ざる も 友が 彼 を 解し 得ば、 宇 {由|1 尙ほ 一 點の 光が 殘 るので ある。 もし 此 

最後の 光まで 失せ去った 時 は 卽ち第 七の 艱難が 臨んだ のであって、 玆に 艱難 は 其 完全に 達し、 宇宙 は 

ー附黑 となる ので ある。 

ヨブの IK の 地位 を 以てして は、 彼 は 寧ろ 友の 多き に 苦しんだ であらう。 しかし 之 等の 友 は 皆 彼の || 

落と 共に 彼 を 離れた であらう。 けれども 彼 は、 少く とも H リパズ 等 三人 は 彼の 心 を 解し 得る と 思って 

ゐ たに 相違ない。 案の 如く 三人 は 遠き を 厭 はすして 彼 を 見舞 ふべ く 来た。 ての 人に 棄 てられた るョ 

ブは、 如何に 三人の 來訪 を歡ん だで あらう か。 遙 かに 三 友 を 望みし 時、 彼の 心 は 天に も 昇るべく 驟っ 

たで あらう。 併し ヨブに 乂 危惧が たいではなかった。 そ は 彼等 三人 も 亦 或は 彼の 眞の心 を 解し 得ない 


では あるまい かとの 疑であった。 それ は靑 i 仝に 一抹の 黑 雲 を 望み 見て、 雨の 襲來を 虞る、 旅人の 心と 

同じ 虞れ であって、 心より 拂 はんとす る も拂ひ 得ない 一種の 雲影であった。 

一方 H リパズ 等 三 友 は、 來り觀 て 想像り； 上の 悲慘 なる 光景に 先づ 吃驚し、 同情と 共に 一 種の 疑の 起 

る を 防ぎ 得な か つたので ある。 多分 彼等 は 途中 ヨブに ついて 種々 の惡評 を-耳に し 之 を 打消し つ， k 來り 

しも、 疑 もな くそれ は 或 暗示 を 彼等に 與 へたに 相違ない。 そして 彼等 愈よ 來り 見れば あまりに 陰慘な 

る 有様よ！ あまりに 大 たる 變 化よ！ 町の 外に 逐 はれて 乞食の 如く 坐し 惡腫 全身 を 犯す 其慘狀 よ！ 

疑 ふ ヨブ 或は 隱れ たる 大罪 を 犯して 此禍を 受けし にあらざる か、 彼れ 信仰に 堅く 立ち行 ふ 所 正しから 

ん には斯 くまで 大 なる 禍に會 する 道理な きに あらす やと。 同情の みが 彼等の 心 を 占領した らんに は、 

彼等 は 直に ヨブに 近いて 篤き 握手 をな し 以て 慰藉の 言を發 したで あらう。 然るに 如何に 其 驚き 犬たり 

しと は 云へ、 七日 七夜 地に 坐して 一語 をも發 しなかった と 云 ふの は、 彼等の 心に 同情の ほかに 右の 疑 

が捧 頭して ゐた事 を 示す ものであると 思 ふ。 

そ して ヨブ は 三 友の 態度 表情 に 依て 彼等の 心に 潜む 此疑ひ 11 卽ち 彼に 對 する 批難 —— を直覺 した 

ので ある。 彼等 は 遂に 彼の 頼むべき 友ではなかった。 彼の 虞れ つ、 あった 事が 事實 となって 今 目前に 

現れた。 かく 最後の 頼みの綱 も 愈よ 切れた ので ある。 禍は六 を 以て 終らす 愈よ 七に 迄 至った ので ある。 

卽ち 彼の 艱難 は 其 極に 達した ので ある。 爲に 洪水の 如き 悲痛が 彼の 心を滿 たす に 至り、 それが 自ら 發 

して 第三 章の 哀語 となった ので ある。 これ 決して 余 一人の 憶測に あらす、 深き 約 百 記 研究家の 幾人 も 

認 むる 所で ある。 斯る推 测をニ 章と 三 章の 間に 加へ すば、 三 章に 於け る ヨブの 信仰の 急 變を說 明す る 

道がない。 產を失 ひ 子女 悉く 死せ し 時 も 彼 は 「われ if にて 母の 胎を 出で たり 叉 裸に て 彼 處に歸 らん、 
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H ホバ與 へ エホバ 取り 給 ふ、 ェ ホバ の 御名 は 讚むべき かた」 (一の ニー〕 と 云 ひ、 また 妻が 信仰 放棄 を 

おろか  さい は ひ  つ？ わ ひ 

勸む るに 食しても 「汝の 一一 目 ふ 所 は 愚な ろ 女の ーー百 ふ 所に 似たり、 我等 神より 一 i 祉を受 くる なれば 災禍 を 

も 受けざる を 得ん や」 (二の 十〕 と 述べて 靜に 信仰の 上に 堅 立して ゐた。 その ヨブが 友人の 来訪に 會し 

て 突然 三 章の 痛 歎を發 して 我 運命 を詛 ふに 至る は、 必す そこに 彼の 心理 狀 態の 急變を 促す 或 誘因が あ 

つたに 相違ない ので ある。 そして 其 誘因 を 友の 離反の 直覺と 見る は、 唯一 正當の 見方で あると 思 ふ。 

第三 章 は 三 段に 分ち て 見るべき 者で ある。 第一 段 は 一 節 —十 節であって 呪詛の 語で ある。 悲歎の 極 

ヨブ は 何物 かを詛 はざる を 得なかった。 そして 他に 詛 ふべき 何者 を も 有せざる 彼 は、 遂に 我 生れし 日 

を詛 つたので ある。 これ 注意すべき 點 である。 普通の 信者 は 斯る際 は 神を詛 ひて 信仰 を棄 てる。 信者 

ならぬ^ は 或は 社 會を詛 ひ、 先祖 を詛 ひ、 父母 兄？^ を詛 ひ、 友を詛 ふ。 しかし ヨブ は斯る 心理 狀 態に 

入らなかった。 彼 は 到底 我 祌を詛 ふこと は 出来なかった。 叉 他の 者を詛 ふこと を 得なかった。 故に 其 

生れし 日を詛 つたので ある。 極端なる 患難に 會 しても 神を詛 はす 神を棄 てす、 叉 神の^ 在 を 疑 はぬ。 

こ k に 彼の 信仰の 性質の 優秀なる こと を 知る ので ある。 

一節— 十 節の 此呪詛 の 語の 如何に 深刻 痛烈なる よ！ 其 中二 三 難解の 語 を 解 せんに、 八 節に 「日 を 

詛ふ 者、 レ ビヤ タン を 激發 すに 巧なる 者、 これ を詛 へ」 の 語が ある。 「日 を詛ふ 者」 と は 日 を 詛ふ術 

者の ことで ある。 「レ ビヤ タン」 は 日月 蝕 を 起す 怪獸 であって 「レ ビヤ タン を激發 すに 巧なる 者」 は 

此怪獸 をして 日月 蝕 を 起さし むる 魔術 者の ことで ある。 故に 八 節の 語 は 術 者 をして 良き 日を詛 ひて 惡 

日と なさし め、 魔術 者 をして 普通の 日 を 日蝕の 日と なし 普通の 夜 を 月蝕の 夜と なさし めんと 願った も 

ので ある。 古代に 於て は 日月 蝕 を 不吉と 見た ので ある。 次に 九 節の 「東雲の I ぎ」 は 東雲 を 美 婦人の 


起床に 譬 へての 語で ある。 曙の 美は此 世に 於け る 最上の 美と も 云 ふべき もの、 殊に 古代 文 學には 之 を 

讚美した 麗 はしき 文字が 多い ので ある。 

十 節までに 於て 激越の 詞を 以て 生れし 日 を 呪 ひし ヨブ は、 十 一 節— 十九 節に 於て 死と 墓と を 慕 ふ 心 

を 述べた ので ある。 實に人 は 苦痛の 極に 至る や、 死して 一 切 を 忘る \ 休 安を懷 ふに 至る ので ある。 し 

かし 乍ら 死 せんとす る も 死し 得ざる 彼、 墳墓 を 尊ね 瘦ん とする も瘼 ざる 彼 は、 二十 節 以下に 於て 依然 

たる 悲調を 以て 神に 迫る ので ある。 その 辭切々 人の 心 を 動かさす ば 止まない。 併し 彼の 友は此 哀哭に 

接して、 ヨブ を 以て 信仰的 墮落 者と 定め 彼 を 貴め るので ある。 (因に 記す、 ヨブの 此死を 慕 ふ 語と 似 

たる もの を 聖書 中に 求 むれば、 耶利米 亞記ー 一十 章 十四 節 以下の 如き は それで ある)。 

ヨブ 己が 生れし 日 を 呪 ひ、 又 死と 墓と を 慕 ひて やまぬ。 然 らば 彼 は 何故に 自殺 を 決行せ ざり しかと 

の 疑問 起る。 一 度 我 生命 を絕 たば 絕對の 休 安に 入り 得る ので ある。 彼の 如き 死 を 慕へ る 者に 於て は是 

れ最 上の、 且最 捷徑の 問題解決 法で はない か。 マシュウ • ァ ー ノ ルドの 作なる 「H トナに 於け る H ム 

ベ ドク レス」 (Empedocles  at  Etna) は此 意味 を 表した る 劇詩で ある。 H ムぺ ドク レス が 人生 を不 

可 解と なして、 遂に H トナの 噴火口に 身 を 投げ、 以て 最後の 解決 を 計った こと を 述べた ものである。 

是れ 世に 數 多き 事で ある。 何故 ヨブ は 此道を 採らたかった ので あるか。 實に 死が 最上の 道な りと 思 は 

る、 場合 は S かに 在る。 トマス- フ ー ドの詩 「悲歎の 撟」 (Bridge  of  sighs) の 如き は 一 貧 婦の自 

殺 を 描け る ものであって、 之 を 讀んで 誰 人 も 其 自殺の 同情すべき 者なる を 思 ふので ある。 叉 我が 『平 

家 物語』 に 於け る 三位 通 盛の 妻 小 宰相の 自殺の 如き も此 類で ある。 實に或 場合に は 自殺が 最上の そし 

て最 美の 道と 見 ゆるので ある。 
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しかし ヨブ は 自殺し ようと は 思はなかった ので ある。 聖書 は 徹頭徹 足 自殺 を 否認して ゐる。 舊新兩 

約 聖書 を 通じて 自殺 を 記述せ る は 唯 だ 四つの みで ある。 其 一 は ギルボア山に 於け るサ ウルの 自殺、 其 

二 は イス カリオ テの ュダの 死、 其 三はァ ヒトぺ ルの 場合 (サム ェ ル後眷 十七 隶ー 以下〕、 其 四 は ジム リの 

それで あ る (列 王 紀略上 十 六 章 十 八〕。 孰れ も 信仰 を 失 ひし 者の 自殺で ある。 人生の 禍 悉く 臨 みて 死 を 懐 

ふ 切なり し ヨブ すら、 自ら 生命 を 絶たぬ ので ある。 十一 節— 十九 節 を熟讀 せよ、 そこに 彼の 死 を 慕 ふ 

心 は 痛切に 表 はれて ゐ るが、 自殺 せんとの 心 は 微塵 も てゐ ない ので ある。 「何とて 胎 より 出で し 時 

に氣， H ^絶え ざり しゃ …… 然 らば 今 は 我れ 値して 安んじ 且 眠らん」 と ありて、 彼 は 生れて 直に 死せ しな 

らば 今 填 icl- にあり て 如何に 安け きかな と 歎いた ので ある。 彼 は 今此 所に 墓に 行き 度し と 望んだ ので は 

ない。 叉 r 斯る者 は 死 を^む なれ ども 来らす」 と ある は 彼が 自然死 を 求 むれ ど 得ざる を悲 みし 語で あ 

つて、 自殺と 云ふ觀 念が 彼の 心に 全然なかった こと を 示す ので ある。 彼 は 自殺の 罪なる こと を 能く 知 

つて ゐ たので ある。 彼れ もし 此時 自殺せ しなら ば 自身が 後の 大歡 喜に 入る 能 は ざり しのみ ならす、 約 

百 記の 現 はる \ 苦 もな く、 從 つて 永久に 之 を以. て 人 を 慰む る こと も 出来なかった ので ある。 實に 至大 

な る 不利益 であった と 一 K はねば ならぬ、 我 生命 を 愛 擁し、 之 を 善用して 自他 をハ： ^す べしと は 聖書 の 明 

E なる 敎訓 である。 問題が 行きつ まりしと て 自殺 を 選ぶ が 如き は 聖書の 精神に 反し、 叉 父の 聖旨に 背 

く行爲 である。 

しかしながら^ ほ 云 ふ 人が あるで あらう、 約 百 記、 耶米利 ：=oi 記の 如きに 死 を 慕 ふ 言辭 ある 以上 は、 

そして 聖書が 斯 る 言辭を 平然とし て 其 儘 載せ 居 る W 上 は、 自殺 を獎勵 せざる とす る も 少 く とも 自殺 を 

是認す る ものに あらざる かと。 しかし H だれ 一 部 を 以て 全部 を蔽ふ ものである。 一 度舊約 聖書 を 去て 新 


約に 入らん か、 此 種の 陰影 は 毫も 認め難いの である。 例へば 哥林多 後 蕾 四 章 八 節 以下の パゥ II の 一 K の 

如き を 見よ。 之 を 幾度 繰返して 讀む も、 其 偉大なる 言辭 たる を 感じたい 事 はない ので ある" 日々 死に 

面する 如き 迫害に ありて は 生命と 勇氣に 充溢して ゐる其 心理 狀態 は、 實に 驚異に 値する もので はない 

か。 之 を ヨブの 哀哭と 比して 霄壌の 差 ありと 云 ふべき である。 しかし 此 理由 を 以て ヨブ を 貶す る こと 

は 出来ない。 この 大 なる 差異 は、 キリスト を 知る と 知らぬ に 基因す るので ある。 キリスト 降 世 以後に 

生れし パゥ B は キリス トを 知れる 故に かの 大安 心 あり、 キリス ト降世 以前に 生れし ヨブ は 未だ キリス 

トを 知らざる 故に かの 大 哀哭が あつたの である。 そして 此 キリス トを 暗中に 搜索 せんとす るが 卽ちョ 
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ブの 苦鬪史 である。 約 百 記ー卷 四十 二 章、 要するに 是れ キリスト 降 世 以前の キリスト 探求 史 である。 

實に 悲痛なる 探求で ある。 故に 悲痛なる 文字 を 衣と する ので ある。 又 キリスト 出現 前の キリスト 探求 

史 なる 故に 或 意味に 於 て 救 主 出現の 豫表 であり、 福音 以前 の 福音 で あるので ある。 

せ 疋 に 人の 苦痛 は 人の 慰藉 を 以て 慰める こと は 出来ない。 人の 干 言 萬 語 も 此點に 於て は 何等の 益ない- 

た、 V 主 キリス トを 知りて 凡ての 苦難に 堪へ 得る ので ある。 ヨブの 苦闘が 進んで バウ 0 の 救主發 見に 至 

て、 苦痛 は 苦痛でなくなる ので ある。 キリストが 心に 宿る に 至って、 人の 慰藉 を 待た すして 苦痛に 堪 

へ 得る に 至る ので ある。 故に 一度 バウ & の 如き 心 を 我に 實 得し 得ば、 凡ての 難問題が 難問題で なくな 

るので ある。 最も 不幸なる 人 さへ 最も 幸なる 人となり 得る ので ある。 然るに 世に は 不幸に 會 せした め 

信仰的 自殺 を 遂げし 人が 少なくない。 是れ 肉體的 自殺と 相 選ばざる 忌むべき 事で ある。 我等 は キリス 

トに 縫り て、 凡ての 悲痛 艱苦に 勝つべく 努めね ば た ら な い 。 

ヨブの 此 哀哭の 眞因 如何。 第 六の 禍ま では 彼 を 歎 かしめ す 第 七の 禍來 つて 彼の 哀哭 生じた と 前に 說 

釣 百！ 一?u の 研，  .1 ハ六. 


ヨブ w お  六 七 〇 

明した。 併し 第 七の 禍卽ち 友の 誤解 は、 此 哀哭 を爆發 せしめし 誘因た るに 過ぎない。 他に 彼の 悲痛の 

深き 原因が あつたの である。 それ は 神に 棄 てられし との 實感 であった。 彼は此 種の 災禍 績々 として 降 

るに 食して ェ ホバ の眞意 を 測り 得なかった ので ある。 之 等の 禍を受 くべき だけの 罪科 彼に あらざる に 

神 は 何故に 彼 をのみ 斯 くも 苦しむ るか、 多分 神 は 彼 を 棄て彼 を 離れ 去りし なるべし と、 是れ 彼の 心の 

底に 潜みし 懊 疑であった。 そして 三 友の 彼 を 正解せ ざるに/まして、 此懷疑 は 奔流の 如く 心の 表に 現 は 

れて、 彼の 口より 大 哀哭 を 發 せしめた ので ある。 病の 眞 因に 穿ち 得ざる 庸醫の 見舞に 接して 息 者の 病 

苦 は 倍加し、 獨り 自ら 解決 を 得べ く 突き進ん だので ある。 

第 四. 講 老友ヱ リバ ズ先づ 語る 

第 四 早、 五 章 の 研 究 

約 百 記 章 五 章の 記す 所 は、 第三 章の ヨブの 哀哭に 對 する ヱ リ バズの 答で ある" H リパズ 等 三 友人 

は ヨブの 不信 的 哀哭に 接して、 彼等の 推測の 過た ざり し を 知り、 半ば 彼を憐 むの 同情心より、 半ば 彼 

を責 むる の 公義 心— 祌に對 する 義務の 感 I よりして 彼に 向って 語らん とする ので ある。 そして H リバ 

ズ は 最 年長者 の 故 を 以て 先 づロを 開き、 其 長き 人生の 經験 に照らして ヨブ を 諭さ ん とす る の で あ る 。 

彼れ 先 づロを 開いて 云 ふ 「人 もし 汝に向 ひて 言詞を 出さば 汝 これ を 厭 ふや、 さりながら 誰か 一 百 はで 

忍ぶ こと を 得ん や」 と。 以て 神の 道の ために は辯ぜ ざる を 得すとの、 彼の 意氣込 を 知るべき である。 

而し て 三 節より 五節 ま でに 於 て 彼 は先づ ョ ブ を 貴め て 云 ふので ある、 汝 曾て は 人を誨 へ 人 を 慰めた る 


もの 今 禍に會 すれば 悶え 苦しむ は 何の 態ぞ と。 如何にも 傍觀 者の 貧 ひさうな 冷 かな 言葉で ある。 苦艱 

にある 友に 向て 發 する 第一 語に 於て、 斯く訶 詰の 態度 を 取る は 冷 刻と 云 はねば ならぬ。 併し 是れ 彼の 

罪と 云 ふよりも、 寧ろ 當 時の 神 學 思想の 罪で ある。 此事は 六 節 以後に 於て 益す 明白と なる ので ある。 

六 節に 曰 ふ 「汝は 神 をう 長 こめり、 是れ汝 の 依頼む 所なら す や、 汝は其 道 を 全うせり、 是れ汝 の 望な 

らす や」 と。 これ 特に 注意すべき 語で ある。 兹に當 時の 神學 思想が 遺憾な く 表 はれて 居る ので ある。 

H リパズ は ヨブの 信仰の 性質 を 語りて 誤ら ざり しのみ ならす、 H リパズ 自身 も 亦 (他の 二 友 も 勿論) 

此 信仰の 上に 立って 居た ので ある。 我れ 神 を 長る i 事に 依頼み、 我れ 神の 道 を 守る 事に & ：!! を 置く、 我 

厶  厶厶  厶厶  厶<1  厶<3 厶厶厶 厶厶厶  <1<3 厶厶 △ 厶厶厶 

が 敬虔 我が 德行 これ 我が 依頼む 處 我が 望の か i る 所な りと。 卽ち 我の 無 價値を 認めて 專ら 神に 依頼む 

厶  <"厶厶  AA 厶 △△△△ 厶厶 ム厶厶 厶厶厶 厶 △△△ 厶厶 <3 厶厶  < "厶 <3厶<3 厶厶 

にあら す、 我の 信仰と 行 爲に恃 みて 其處に 小なる 安心と 誇りの 泉 を 穿つ ので ある。 我 信仰の 純正と 我 

行爲 の無疵 とに 恃む、 これ 何の 時に も ある ォ ー ソド クシ ー (所謂 正統 敎) である。 ヨブ は此 心理 狀態 

にあり し 故に 災禍 來るゃ 忽ち 懐疑の 襲 ふ 所と なり、 H リパズ 等 は 此狀態 を 出で ざり し 故に ヨブ を 慰め 

得なかった ので ある。 ヨブの 苦鬪 は、 要するに 此誤 想より 出で. -1 新 光明に 觸 れんが 爲の 苦闘で ある、 

卽ち 凡ての 眞人 の經 過す る 苦鬪 である。 

七 節 I 十一 節 も 亦 右と 關聯 せる 思想と して、 約 百 記 解釋上 注意すべき ものである。 「請 ふ 想 ひ 見よ、 

誰か 罪な くして 亡びし 者 あらん、 義き 者の 絕 たれし 事 いづく に 在り や、 我の 觀る 所に よれば 不義 を 耕 

へ し 惡を播 く 者 は …… みな 祌の氣 吹に よりて 滅び その 募の 息に よりて 消え 失す」 と 云 ふ は是れ 亦實に 

當 時の 神 學 思想で ある。 罪 を 犯し 不義 を 計る 者 は 皆 亡び 失せ、 義 しき 者は禍 その 身に 及ばす して 益す 

繫榮致 富す るに 至る と 云 ふので ある。 卽ち 人の 成敗 榮辱を 以て、 人の 信仰 及び 行 爲の善 惡に歸 する の 
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である。 H リパ ズは斯 くの 如き 旣成觀 念に 照して ヨブの 場合 を たので ある。 故に 見る に 忍びざる ョ 

ブの慘 落 を 以て、 何 か隱れ たる 大罪の 結果な らんと 思 ふより 外なかった ので ある。 故に 斯く 語りて 明 

かに ヨブ を 罪に 定 むる と共に、 彼 をして 其雜を 懺悔せ しめて 禍 より 救 はんと 計った ので ある。 深切な 

る、 併し 冷 刻なる 友よ！ (十 節、 十一 節 は 獅子の 猛 きも 亡ぶ る こと あれば、 不義 者の 亡ぶ る 如き 當然 

のみとの 意 を 表 はした ので ある。 玆に 獅子、 猛き 獅子、 少き 獅子、 大 獅子、 小 獅子と 五 種の 獅子 を 記 

して ゐ るが、 原語に 於て は 孰れ も训々 な 語 を 用 ひて あって、 老少 稲別 等に 應 じて 種々 の 名の 付けられ 

てあつた 事が 分る。 これ 獅子が 比 絞 的 人家に 近く 樓自- して ゐた 時代に 於て、 人々 が此 動物の 習性 を 熟 

知し て 居た こ と を 示す も ので あ る)。 

十一 一節 —一 一十 一 節 は 有名なる 幽靈 物語に して、 文學的 立場より 見て シ H 1 クスピ ャの 悲劇 マクベス 

巾の それと 比肩すべき 者と 云 はれて 居る。 是れ H リ バズが： 大地 閲 として 死せ るが 如き 深夜に 於て、 或 

靈に 接し、 その 語りし 語 を 取次いだ ので ある。 これ 彼の 實驗談 か、 或は ヨブ を 論さん ための 技巧なる 

か、 何れにせよ 斯 かる 演劇的 態度 を て惱 める 友 を 論さん とする は、 眞 率に 於て 缺 くる 所 ありと 云 は 

ねばならぬ。 しかし 乍ら 斯く 描き 屮 I す 時 は、 聽 者の 心に 深き 印刻 を與 ふる 事 は 云 ふまで もない。 

而 して 彼が 靈 より 開きし 言の 主意 は 「人い かで 神より 正義 からん や、 人い かで 其 造 主より 潔 からん 

や、 ：：： 是は (人 は) 朝より 夕までの 間に 亡び、 顧る 者 もな くして 永く 失 逝る」 と 云 ふに ある。 人の 

神より 潔から ざる こと、 人命の 定に はかなき 事— これ を H リバ ズは ヨブに 吿 げんと したので ある。 卽 

ち 彼 は 人の 罪と 弱き と を ヨブに 想起せ しめて 自ら 正しと する 彼の 反省 を 促し、 以て 彼 を 懺悔の 座に あ 

らし めんと したので ある。 これ 普通の 道德 家の 爲す 所で ある。 


H リパズ の 語は尙 ほつ いて 五 章に 記されて ゐる。 二 節— 七 節 は 愚者の 必滅 を說 く。 けだし 災禍 は 

悪の 結果な りとの 思想の 一 發表 である。 「災禍 は 塵より 起ら す 艱難 は 土より 出です」 と 六 節に ある は" 

災禍 艱難 は 理由な く 起る ものに あらす して、 必す 相當の 原因 ありて 神より 下し 給 ふ ものであるとの 意 

である。 そして 七 節の 「人の 生れて 艱難 を受 くる は 火の 子の 上に 飛ぶ が 如し」 と は、 火の 子が 上に 飛 

ぶ を 本性と する が 如く、 人の 艱難 を受 くる は 其 本質 上 免 かれ 難き ことで あるとの 意で ある。 いづれ も 

是れ H リパズ の 抱け る 旣成觀 念 の發 表で ある。 

進んで 八 節に 於て 「もし 我な らんに は 我 は必す 神に 吿 求め、 我事 を 神に 任せん」 と 云 ふ、 これ ヨブ 

の 信仰の 不足 を 責めた 語で ある。 そして 九 節— 十六 節に 於て は 美しき 首 辭を 以て 神の 異能を 描いて ゐ 

る。 天然と 人事に 對 する 神の 支配 は 實に鮮 かに 書き記されて ゐる。 (十 節に 雨 を 地に 降らし 水 を 野に 

途 りと ありて、 之 を 以て 神の 不思議なる 業の 一 としたる 如き は、 沙漠の 住民の 立場と しての 見方で あ 

つて 約 百 記の 舞臺を 知る に 足る 語で ある。) 

十七 節 以下 は エリ バズの 艱難 觀 として 注意すべき 所で ある。 十 じ 節に 曰 ふ 「神の 懲し耠 ふ 人 は 幸 幅 

なり、 されば 汝 全能^の 儆責 を輕ん する 勿れ」 と。 彼 は 人に 臨む 艱難 を 以て 罪の 結 菜と 見、 從 つて 之 

を 神よりの 懲 治と 做した ので ある。 旣に 是れ懲 治で ある。 卽ち 同一 の 罪 を 重ね ざら しめんが ための 警 

めで ある。 されば 是れ 愛の 鞭で ある。 故に 若し 彼に して 一 度悔 改めん か、 その 禍は取 除かれ、 其上尙 

ほ 神の 保護と 愛 抱 は 豊かに 下る ので ある。 「祌は Is け叉裹 み、 撃ちて 痛め、 叉 その 手 を もて 善く 醫し 

給 ふ」 ので ある。 故に 懲治を 受けた る 者 は 饑饉に 於ても 救 はれ、 戰に 出で、 も 死. せす、 地の 獸 にも 襲 

はる \事 なく、 天地 萬 有と 相 和ぐ に 至り、 衣食住に 於て 缺 くる 所な く、 子孫 相つ^い て此 世に 榮ぇ、 
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長壽の 幸福 を 享受す るに 至る と、 是れ H リバ ズ の 語る 所で ある。 こ の觀念 もとより 完 きもので はない。 

併し乍ら 慰藉の 語と して 健かに 貴き ものである。 富貴、 繁榮、 長壽 等の 此 世の 幸福 を 以て 神の 恩惠の 

印と 做す 見方 は 依然として^して 居る けれども、 患難 を 以て 懲 治と 見、 この 懲 治に 堪えし 者の 上に 各 

種の 恩惠相 重なりて 下る と 說く邊 は、 文 も 想 も 相伴って 美 はしと 云 ふべき である。 然 り是れ 慰藉の 言 

として 储 かに 貴き ものである。 

以上 を 以て H リ バズの 第一 囘演說 は 終った ので ある。 その 內容 について 考察 を 下す 前に、 此場  <1リ の 

事 を 今日の 事に 喩 へて 考 ふる は 甚だ 便利で ある。 先づ ヨブ を 以て 今の 敎會の 信者と せんに、 彼れ 信仰 

及び 行爲に 於て 缺 くる 所な く、 模範的 信者と して 敎會 員の 間に 大に 推稱 せられ、 その 家 また 富み 且榮 

えて：； 5 た。 依て 敎會員 等 は 彼の 榮達を 以て その 良 信仰の 賜物な りと 見做して ゐた。 然るに 何事 ぞ 一 朝 

變事 起り て ヨブの 繁榮 忽ち 消え失せ、 身 は 零落して 乞食の 如く、 體は 人の 厭 ふ 病毒の 犯す 所と なった。 

敎會員 等 呆然と して 爲す所 を 知らす、 一人と して 其 所 由 を 解し 得る 者がない-〕 凡ての 會合は 彼に 關す 

る^、 义は 批評 を 以て 充 たさる、 に 至った。 彼の 如き 篤信 家に も斯 かる 大 災禍の 臨む は 神の 存在せ ざ 

る證據 にあらざる かと 疑 ふ 者 さ へ 現 はれた。 或は 祌は 存在す れど必 しも 愛の 父に あらざる ならん など 

と 云 ふ 者 もあった。 併し 大多数の 贊成を 以て 全會の 輿論と なった の は、 彼が 何 か隱れ たる Si を 犯した 

ために 此大 災禍が 神より 下った ので は あるまい かと 云ふ老 牧師の 推測であった。 玆に 於て か 代表者 數 

名 を 選びて ヨブ を 見舞 はしめ、 其 痛苦 を 慰む ると 共に 其 罪 を 懺悔せ しめて、 再び 神の 恩惠に 浴せ しめ 

ん との 議が全 まの 贊同を 得た。 斯て 三人の 委員が 擧 げられ た。 甲は老 牧師 H リ バズ、 乙 は壯年 有能の 

神學 者ビ， ん ダデ、 丙 は 少壯有 爲の實 務家ゾ パルであった。 三人 到り 見れば、 ヨブの 實狀は 思 ひの 外に 


慘憎 たる 有様であった。 彼等 は 彼等の 推測の 誤ら ざり し を 今更の 如く 感じた。 一方 ヨブ はまた 彼等の 

沈 默の屮 に 彼等の 心中の 批難 を 知りて 悲歎 一 時に 激發 した。 然るに 彼等 は ヨブの 哀哭の 語に 接して 其 

曾 鮮に囚 へられて 其 心裡を 解す る 能 はす、 益す 彼等の 推測の 正當 なりし を 悟り、 玆に ヨブ を责 めて 其 

私-かなる 罪 を 懺悔せ しめ、 以て 彼 を舊の 恩惠の 中に 引き戻 さんと 計った ので ある。 そして 年長と 經驗 

と の 故を以 て老 牧師 H リパズ 先づ 口 を 開き、 全敎會 の 輿論 を 提唱し て 第一 囘の 訶 詰を與 へたので あ る， 

—— かく 考 へ て此 場合 を 今日に 活かす ことが 出來 るので ある。 

而 して エリ バズの 語りし 處は 如何。 その 中に 美 はしく rri 正しき 思想 を 含まざる にあら す、 され ど 要 

する に 是れ當 時の 祌學 思想の 發表 たるに 過ぎない。 卽ち 災禍 は のために 起り しもの、 卽ち 上よりの 

懲罰で あると 云 ふので ある。 而 して 事 實か、 る 場合 少 からざる は、 H リパズ ならぬ 我等 も 亦 人生に 於 

て 数多た び觀 取す る處 である。 然 らば 何故 ヨブ は 「然 り！」 と 之に 應 じて 其 罪を吿 白 しなかった か。 

何故 六 章に 於て 其 友 の 推定に 對し て 激しき 憤懣 を 放 つたの か。 彼の 此憤懑 こそせ に 愚なる もので は あ 

るまい か？ 

否然ら す。 罪 は 災禍の 源た る こと あれ ど、 災禍 は 悉く 罪の 結 菜で はない。 もし 然り とせば キリスト 

何、 パゥ & は 如何、 其 他 多 雑の 一 生 を 送りし 多くの 優秀なる 基督 者 は 如何。 苦難 迫害 を 以て 其 一 

生涯 を 園 まれた る キリスト は、 己の 犯せる S 非の 結果 を 受けた ので あるか。 罪と は キリストと 全く かけ 

離れた 者で はない か。 バウ 以下 多くの 信者 は、 勿論 ィ H スの 如き 聖淨 完全の 人で はない。 併し乍ら 

彼等の 受けた 苦難 災禍が その 罪の 結 菜で ない こと は 明 々白々 の事實 ではない か。 然 らば 人の 受 くる 凡 

ての 災禍 苦難 を その 犯せる 罪の 結 菜と 兒る こと は 出来ない。 
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苦難に 三種 ある を 我等 は 知る。 第一 は si- の 結果と して 起る ものである。 これ 神の 義に 於て 當 然然る 

べき ものである。 第二 は祌 より 人に 下る 懲治 としての 苦難で ある。 これ 愛の 笞 である、 惠の 鞭で ある。 

これまで は H リパ ズも 知り ョ ブも亦 認めて ゐ る。 然るに 玆に ヨブ も エリ パ ズも 他の 一 一友 も 知らぬ 苦難 

が ある。 これ 第三の それであって、 卽ち 信仰 を 試む るた めに 下る 苦難で ある。 故に 此 苦難に 會 する は 

特に 神に 愛せら る&證 左で ある。 淺き人 は 第一 のみ を 知り、 これより 進める 人 も 第二 を 併せ 知る に 止 

まる。 しかし 最も 注意すべき は 第三で ある。 此三を 併せ 知らす して は 苦難 は 解らない。 ヨブ は 第三 を 

知らぬ ために 苦む ので ある。 故に 彼の 苦 鬪は此 新 原理 を發 見せん がた めの 苦鬪 である。 そして H リバ 

ズ等三 友の 首辭の 肯綮に 當 らす且 その 同情の 不足せ る は、 是れ亦 第三 種の 災禍 を 知らぬ からで ある。 

そして ヨブの 場合が 此第 三種の ものである こと は、 第 一 章の 天國の 場が 之 を 暗示して ゐ るので ある。 

玆に 信仰 を 試む るた めの 苦難の 襲 來は豫 示されて ゐ るので ある。 然れ ども 誰 人 か 天國の 光景 を 知らん。 

玆に ヨブの 苦み あり、 三 友の 迷が 在る ので ある。 

0000000O0O0OOOOO00000000000O0 

ブ レンチ ウス (Brentius) 曰 ふ、 人が 息 難に 會 したる 時 は 其の 患難 を 以て 其 人 を 審判く ベから す 其 

人格 を 以て 其 患難 を審 刹くべし と。 けだし 廒 難の 意味 は 人の 人格に 依て 異なる ので ある。 十字架に 釘 

けられし 一 1^ 賊の死 は 罪の 當然の 報と しての 死で ある。 しかし 同じく 十字架に 釘 けられし ィ H スは其 

正反對 である。 故に 我等が 人の 受けし 災禍 苦難 を 以て 直に 其 人 を刹定 する は大 なる 誤で ある。 其 人の 

々格に 依て 其 苦難の 意味 を 判お すべきで ある。 苦難に も 幾つ も 意味が ある。 人に より 場合によりて 異 

つて ゐる" 一様の 旣成觀 念 を 以て 凡ての 場合 を蔽 ふこと は 出来ない。 故に 艱難 を 以て 人 を 審判 かす 其 

人格 を以 て 其 艱難 を 寐 判 くべき である。 


第五 講 ヨブ 再び 口 を 啓く 

第 六 章、 七 章の 研究 

前に も說 きし 如く、  H リパズ 等 は禍は 罪の 結果な りとの 旣成觀 念 を 抱き、 この 觀念を 以て ヨブの 場 

合 を 判定し、 以て ヨブ をして 其 罪 を 認めし めんと したので ある。 彼等 はかくして ヨブ を 其 災禍より 救 

ひ 得る と 信じた。 そして 年長の H リパズ 先づ此 意味 を 以て 五 章、 六 章の 語を發 し、 ヨブ をして 其隱れ 

たる 罪 を 告白せ しめんと 計った。 ヨブ もとより 己 を 以て 完全 無撖と はしない。 併し乍ら 此度 P つ 災禍が 

或る 隱れ たる 雑の 結果な りと は、 彼に 於て 全然 覺 えなき 事であった。 故に 彼 は H リパ ズの訶 詰に 接し 

て、 憤然として 辯 明せ ざる を 得なかった。 これ 第 六 章に 載す る 所で ある。  り か 

一節 ー 四 節 は 友に 對 する 不 滿の發 表と、 己の 立場の 辯 明と である。 「願く は 我 憤 恨の 善く 權ら れ、 

我お ぬお の 之と 向 ひて 仏に かけら れんこと を」 と 云 ふ は、 友の 觀 察の 淺 きを 責めし 語で ある。 「さす 

れ-, H 是れは 海の 沙 よりも 重 からん、 か &れば 我 言躁妄 なり けれ」 と ある は、 苦惱大 なる ため 前の 哀哭 

も 我 r> 知らす 躁妄 に陷っ たので あるとの 意で ある。 ヨブ は 自己の 哀 語の 亂調を 明に 認め て 居た の で あ 

る。 これ 苦惱に 重く 壓 せられし 心の 琴の、 おの づ からなる 亂 奏であった。 然るに 友 は 之 を 悟らす して- 

ヨブの 哀々 たる 心の、 ilvM 言 句の 末に 於て 钊定 する。 これ ヨブの 大 なる 不滿 であった。 故に 此語 を發し 

たので ある。 「それ 全能者の 箭 わが 身に 人り わが 魂 その 毒 を 飲めり、 神の 長 怖 われ を 襲ひ攻 む」 と M 

節 は 曰 ふ。 これ ヨブが 其 苦悶の 理由 を 示して、 我 立場 を 辯 明した ので ある。 祌は 今や 我 敵と なりて 我 
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を擎 ちた るかと、 これ 彼の 暗き 疑で あり、 叉 その .11 惱の 原因で あつたので ある。 

五節— 七 節 は 友の 言 の 無價 値な る を 冷笑した 語 である。 「淡き 物 あ に 盥 なくし て 食 はれん や、 卵の. 

蛋， n あに 味 あらん や」 と 云 ふ は、 謂 ゆる 乾燥無味 沙を噸 むが 如しと 云 ふ 類の 語であって、 エリ バズの 

言に 對 する 思 ひきった 嘲罵で ある。 

友ん， ゃ賴 むに 足らす、 友の 言 は 徒らに 我 を 怒らす も、 一毫の 慰藉 を も 我に 與 へない。 然 らば 我が 願 

ふ 所 は 依然として 死の 一 のみと、 かくて 八 節 I 十三 節の 語と なった ので ある。 「願く は 我 求む る 所 を 

得ん こと を …… 願く は祌 われ を 滅すを 善しと し 御 乎 を 仲べ て 我 を 絕ち給 はんこと を」 と 彼 は 只管に 死 

を 希 ふ。 前說 せし 如く 彼 は 死 を 願へ ども、 それ は 神が 己 を 取り去り 給 はんこと を 願った ので ある。 決 

して 不自然なる 自殺 を 望んだ ので はない。 自殺な ど 云 ふこと は 彼の 思 ふだに しない 所であった。 これ 

大 に 注意す ベ き點 である。 

十四 節 I 三十 節 は、 友の 賴み 難き を 述べし 言と して 頗る 有名で ある。 文舉的 意味に 於ても 價 値と 名 

と共に 高く、 丙 洋 の文學 書に 壞々 引用 せらる、 ものである。 先づ十 四 節に 於て 友の 同情心の 不足 を實 

めて 輕き 脅迫 を與 へ、 十五 節 I 二十 節に 於て は 友 を 沙漠の 溪 川に 譬 へて、 生命 を 潤 ほす 水 を 得ん とて， 

其處に 到る 隊 旅客 (cal.avau) を 失望 慚愧 せし むる ものである となして 居る。 げに當 時の ヨブの 心 を 

語るべく 此 比き" は 適切で ある。 人生の 沙漠に 生命の 水 を 求めつ、 あった ヨブ は、 偶々 三 友の 来訪に 接 

して、 价 も隊貌 客が 遙 かに 溪川を 望見せ し 如くに 感じた。 そこに は必す 彼の 求む る 水が あると 思った 

然るに 愈よ 近づきて 彼等の 態度 を 見、 叉 その 語に 接する や 期待 は 全然 裏切られて、 我 渴を醫 すべき 水 

は 一滴 も 見當ら ない ので ある。 ヨブの 失望 察すべき である。 故に 二十 一節に 於て 「汝等 も 今 は 虚しき 


者な り」 と 彼 は 友人 等に 對し先 づ總括 的 斷定を 下して 後ち、 激語 を 重ねて 彼等 を責 むる の 巳むな きに 

至った ので ある。 

二十 四 節の 「我 を敎 へよ 然 らば 我れ 默 せん、 請 ふ 我の 過てる 所 を 知らせよ」 と は 彼の 心の 切なる 願 

その ま. -の發 表で ある。 同時に 又 之 を爲し 得ぬ 友の 無能 を 貴め た 語で ある。 二十 六 節に は 「汝等 は 言 

をお Ix! めんと 想 ふや、 の絕 えたる 者の 語る 所 は 風の 如きな り」 と ある。 ヨブ は 自己の 語る 所が 風の 

如く 秩序 も微絡 もな くして、 取る に 足らぬ ものなる こと を 自認して 居た ので ある。 これ 望の 絶えた る 

彼と して は 自然の ことで ある。 然るに 斯る 者の 語の 言葉尻 を捉 へ て 是非 の 批判 を 下す は 何の 陋 ぞと資 

めた ので ある。 友人 等 は ヨブの 言語の 表面の 意味の み を 見て、 その 誤謬 をた^ さんと する。 かくて は 

「言 を 正」 むる に 止まって、 ヨブ 自身 を 規正む る 事 は 少しも 屮 I 來な いので ある。 是れ謂 ゆる オル ソ 

ド クシ ー (正統派〕 の 取る 態度で ある。 徒らに 死文 死語に 執して 相爭 ひ、 自己 を 正しと し、 自己の 定 

規を 他に 加 へ るので ある。 

みぶ し-一  くじ  ，めきな ひもの 

二 卜 七 節の 「汝 等は氣 子の ために 籤 を ひき、 汝 等の 友 を も商貨 にす るな らん」 は 人身 賣 買の を も 

^すに 至らし との 意で ある。 ヨブが 斯く友 を 責めし は餘 りに 峻烈な りと 評さる X であらう。 併し HIi- れ 

感情 激發の 語で あれば、 普通の 批判の 標準 を 以て 之に 對 すべきで はない。 併しながら ヨブの 言 必 しも 

全然 誤 と 云お こと は 出来ない。 前に も 云 ふた 通り、 ヱ リパズ 等 三 友人 は 謂 ゆる オル ソド クシ I の 徒 

メ  一  *??  AAiaaAAA-AAA 厶厶厶 A 厶 <3<1<3<1 厶厶厶 △△<"<-< ！厶 厶厶厶 厶 

である。 而 して オル ソド クシ ー は 其 信條、 その 神學の 擁護の ために は、 或 時 は 如何なる 罪 を も 犯して 

ので ある。 抑 も オル ソド クシ ー なる もの は、 或 眞理の 一群 を 信仰 筒條 とおめて 動かざる もの 

である。 もし 之 等の 眞理 を眞 正の 意味に 於て 受得 信奉 すれば 是れ 理想的の 狀 態であって、 斯 かる オル 
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ゾド クシ ー は 貴むべき ものである。 然るに 此 一群の 眞理を 11 定 の敎條 として 相傳 的、 非實驗 的に 丸 呑 

にし 自ら 信條の 純正 を 以て 誇り、 人に 强 ゆるに 之 を 以てし、 もし 人の 信仰 又は 行爲 にして 自分 等の 信 

條と 相反す る 時 は、 直ちに 彼 を 不信 非行の 罪人と して 排去 せんとす る。 これ 謂 ゆる オル ソド クシ ー で 

ある。 彼等 は その 敎條、 その 神學を 凡ゆる 他の もの \ 上に 置く ので ある。 故に 共 敎條、 その 神 學の爲 

に は、 凡ゆる 他の もの を 犠牲に 供して 厭 はない。 その 結果 は 知らす 識らす 恐ろしき 罪 を も 犯す に 至る 

ので ある。 ヨブ は ニト七 節に 於て、 三 友の オル ソド クシ ー の 恐ろし さを說 いたので ある、 約 百 記の 著 

者 は 此言を ヨブに 發 せしめて、 或は 當 時の オル ソ ドク シ ー を 貴め しもので はなから うか。 

かくて ヨブ は 二十 八 節 以下に 於て、 强き語 を 以て 自 巳の 無罪 を 主張して ゐる。 「此 事に 於て は 我れ 

正し、 我 舌に 不義 あらん や、 我ロ惡 しき 物 を辨へ ざらん や」 と は 彼の 友に 答へ し 最後の 語で ある。 實 

に ヨブ は 罪の 故なら すして 禍に 逢った ので ある。 然るに 友 は 罪の 故な りと 固く 信じて 彼を責 むる。 故 

に ョ ブは 怒って 己の 無罪 を高唱 せざる を 得なかった ので ある。 

友 は 人に して 神で はない。 友に 滿全 をび むこと は 出来ない。 友より 得る 所に は^が ある。 故に 友に 

過大の 要求 をな すべきで はない。 此事を ヨブ は 今學ん だので ある。 彼は餘 りに 友 を 信じ 過ぎて ゐた。 

友 を 以て 全く 己と 等しき ものと 思 ひ、 友 は 我 衷心 を 悉く 了解し くれるな らんと 豫 期して ゐた。 然るに 

此豫期 は 裏切られて 彼は大 なる 失望 を 味った。 そして 初めて 友の 賴み 難き を 悟った ので ある。 初め 彼 

は 妻に 背かれ、 玆に义 友に 誤解 せられた。 夫婦の 關 係と 云 ひ 友の 關 係と 云 ひ、 何れも n: 一？！ れ 人と 人との 

關 係であって、 神と 人との 關係 ではない。 もし 完全の 妻 を 得 また 完全の 夫 を 得て 人生の 幸福 を 計らん 

とならば、 直に 失 a- の襲來 となる 外 はない。 人 は 完全なる もので ない、 故に 全然 依り 賴 むべき ではな 


い。 人に は 先天的の 制限が ある。 能く 此事を 知って 人が その 妻、 その 夫、 その 友に 對 して 過大の 要求 

をな さ る 時、 其處に 寛容と 理解と 平和と 愛と が 自由の 流れ 口 を 得て、 兹に 幸福なる 夫婦、 幸 幅なる 

友人 關 係が 生れる ので ある。 而 して 此 事が ヨブに 解り、 最後に 至って 彼が 遂に 祌 のみ を 唯一 の 眞の友 

として 持つ に 至って、 彼 は 幸福と 安心の 絶頂に 達し、 我に 同情 足ら ざり し 三 友の ために も 祈る 程に な 

り 得た ので ある (第 W 十二 章 を 見よ)。 

人に 滿全を 望みて 後ち 失望し 而 して 人を怨 む、 これ 我國 人の 通弊で ある。 此時 失望の あまり 信仰よ 

り墮 つる 者 さへ ある。 これ 出 發點に 於て 全く 誤って 居た &め である。 人は賴 むべ からす、 頼むべき は 

マ- 

父なる 神と 子なる キリスト のみで ある。 人に 頼らす 神 を 友と し、 キリスト を 友と して 初めて 全い ので 

ある。 か.^ る狀 態に 入りし 人の み 他に 對し、 夫に 對し、 妻に 對し、 子に 對し、 友に 對 して 正しき 關係 

を 保ち 得る ので ある。 先づ 神に 頼みて 然る 後に 人に 頼む、 其 時に 人 は信賴 する に 足る 者と なる。 

ヨブ は 七 章に 於て は 祌に對 して 訴 ふる 處 あった。 これ 第三 章の 反覆であって、 依然 死 を 希 ふ 語で あ 

る。 しかし 其 間に ヨブの 思想に 進歩が ある。 三 章と 七 章 を 仔細に 比較して 見れば 此 事が 解る。 けれど 

も 容易く は 解らない。 これが 約 百 記の 實驗 記た る證據 である。 實驗 そのもの i 提示なる が 故に、 卽ち 

人生の 事實 その ま、 の 記載なる が 故に、 其れに 徐々 たる 思想の 進歩が 隱 れて存 して 居る ので ある。 勿 

論 著者の 筆の 巧妙 を も 認めない わけに は 行かない。 併し 實驗の 上に 立ちての 文藻なる 故の 巧妙で ある- 

空虚の 上に 如何に 巧なる 想像の 橋 を 架す る も、 斯 くの 如くなる こと は出來 ない ので ある。 

一 節— 十 一 節 は 逃れ 難き 人生の 苦惱を 深刻なる 語 を 以て 述べた ものである。 十一 一節 以； 卜 は 神の 手の 

彼の 上に 加 はりて 離れざる を 厭 ひ、 死の 早く 來 らん 事 を 望みし ものである。 「人 を 如何なる 者と して 
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、汝 <_」 れを大 にし、 之 を 心に 留め、 朝 ごとに 之 を 看 そな はし、 時 わかす 之 を 試み 給 ふや、 何時まで 汝ゎ 

れに眼 を 離さす 我が 津を 咽む 間 も 我 を 拾て 置き 給 はざる や」 と は 彼の 祌に對 する 切 々たる 哀訴で ある- 

故に 彼 は 「我 を 捨てお き 給へ」 と 願 ひ、 叉 「われ^ 命 を 厭 ふ、 我 は 永く 生く る こと を 願 はす」 と 歎く 

ので ある。 實に是 れ神を 篤く 信す る 者の 叫で ある。 彼は大 災禍に 會 する も 毫も 神の^ 在 を 疑 はない。 

た ^神が 我 を 撃ち、 我 を 苦め、 我 を 試み、 我の 上に 監視の 眼 を 弛めざる を 咬き て 神が 我より 離れん こ 

と を 願 ひ、 死の 早く 來 らんこと を S 一お むので ある。 これ 實に 信仰 家の 苦惱 である。 その 哀々 として- fii! 人 

の 心に 迫り 來る 理由 は玆 にある ので ある。 

或 人 一一 一一 n はん、 かく 苦惱を 掌： ぬるより は 神を棄 つるの 勝れる に 如かす と。 { 是に然 り、 祌を 離れ、 祌を 

忘れ、 神の ^在 を 否お する 時 は、 ヨブの 此苦惱 は 簿らぎ 問題の 解決 は となる ので ある。 {是 に然ぅ 

である。 ^し 乍ら 祌を棄 て 神 を 否定す る 時、 人生 は 全然 無意味と なる を 如何。 神 を 菜て k 問題の 解決 

を 計る は 1^ 捷 ffi である。 けれども 几 たれ 人生 を 無意味と する の 結 * に歸 着す るので ある。 故に 人生 を 重 

ん する 者 は、 斯 かる 解決法 を 計り 得ない。 是非とも 祌を 保持して 其 上に 立ちて 問題の 解決 を 計らねば 

ならない。 神を棄 てざる 時、 この 苦難の 降れる 意味 は 如何 。神の 存在と S 非な くして 降る 災禍と は、 兩 

立し 難き 二 現象で ある。 この 二つ を 何とかして 兩立 せしめす して は、 問題の 解決に は 達しない。 玆に 

ョ ブ の 特殊の 苦 惱が存 する ので ある。 而 して 叉 そこに 特殊の 貴 さも 存す るので ある。 

神 を 父と し キリス トを^^-とする信仰の上に立ちて人生の矛盾を解かんとす、 兹に 我等の 特別の 苦心 

困難 が^する ので ある。 信仰 を棄 つれば 問題 は 忽ち 解ける。 しかし 斯くて は 人生 は 無意味と なり、 我 

は 貴き 生の 消費：^ とたり、 ん 生の 失敗 者と 噴す るに 至る。 故に 人と して 活 きんた めに は、 是非とも 信 


仰 を 保持せ る ま k にて 難問題の 解決に 當ら なければ ならない。 玆に 困難が あり、 玆に 苦悶 博惱が 生れ 

る。 しかし 人生 を 愛 軍； する もの は、 如何なる 代 價を拂 つても 信仰の 上に 立ちての 解決 を 計り、 祌の爲 

し：^ P ふ； 祈の 正しき を證 さなくて はならぬ。 若き ミルトン は Justify  the  ways  of  Gcd  to  men と 

言 ひて、 祌の爲 し 給 ふ 所 を 人の 前に 正しと 證 する を 以て 其 一生の 標語と なした。 我等 も 亦 苦悶 を 以て 

信仰の 上に 立ちて 解決 を 計り、 新しき 光明に 觸れ、 我の ため、 人の ため、 人類の ために 計らねば なら 

ない。 これ は 唯-一 眞 正なる 人生 苦難の 解決法で ある。 而 して 祌は斯 くの 如き 解決法 を 我等に 命じ、 か 

くの 如き 解決 を 我等より 求め 給 ふので ある。 故に 苦難と 痛苦 は、 我等に 滿 全の 光と 幸福と を與 へんと 

する 天使で ある。 我等 は 此事を 忘れて はならない。 

第六講 神 學者ビ ルダ デ 語 る 

第 八 章の 研究 

第 八 章 を 研究す る 前に、 少し 前 講を補 ふ 必要が ある。 七 章 十七、 十八 節の 「人 を 如何なる 者と して 

汝 これ を大 にし 之 を 心に 留め、 朝 ごとに 之 を 看 そな はし 時 わかす 之 を 試み 給 ふや」 なる ヨブの 言 は 詩 

篇八篇 より 引用せ る ものと 思 はる。 併し 彼に 於て は 神の愛 を 嘆美せ し 語で あるのに、 是に 於て は 神の 

眼の 己より 離れぬ を 眩き しもので ある。 ヨブ は 何故か \ る悲 聲を發 したので あるか。 是れ 神に 對 する 

眩き であるの みならす、 其內容 たる 頗る 不道理で あると 云 はざる を 得ない。 故に 或 人 は 曰 ふ、 ヨブの 

病 氣は麵 病の 一種なる 象皮病に して、 此病は 精神の 異常 を 起し やすき もの 故、 彼は斯 かる 故な き 迷 想 
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を 抱く に 至った ので あると。 併し乍ら 健全なる 人に して、 神が 罪の 故 を 以て 我 を 苦む るとの 靈 的實感 

を 味 ひし 人が 少なくない。 ァゥ ガス チンの 如き、 バン ヤンの 如き は其最 たる ものである。 事 は 前者の 

『徴 悔錄』 及び 後者の 『恩寵 溢る.^ の 記』 に 於て 明かで ある。 彼等 は 罪の 苦悶の 故に 心の 平安 を 失 ひ 

て、 悲痛 博惱の 極、 神に 向って 何故かく も 我 を 苦む るかと 眩いた ので ある。 されば ヨブの 眩き は 決し 

て 彼の 病の 徵候 ではない。 多くの 眞 面目なる 人の 靈的 實感 として 起り し 事で ある。 

そして 誰 人と 雖も、 祌に對 して 此眩 きを 抱け る 間 は祌を 離れない ので ある。 神を宽 て. - 了へば 此吱 

きも 失せる。 さはれ 斯くて は 人生の 失敗 者た るの 否運に 會 する を 如何。 人生 を 愛する 以上、 祌を 保ち 

居りて 難問題の 解決に 當ら なくて はならない。 故に 苦難 懊 疑の 中に ありて 神 を 保たん との 努力に 歩む 

時、 その 努力の ー變 態として 神に 對 する 眩き の 起る 事が ある。 之 は 善き 事で ない、 しかし 全く 神を棄 

つるより は 眩き つ \ も祌を 保つ を 優に 勝れり とする。 而 して 此 眩き の ある 間 は 神との 關 係が 絶えぬ の 

である。 故に： 冉び 眩き なくして 神 を 信じ 得る に 至る 見込が あるので ある。 

ヨブ は 右の 如き 咬き を 以て 其 哀語を 終へ た。 これに 對 して 此 度はシ ュ ヒ人 ビルダ デが 語る ので ある。 

三 友 順次に 語り 之に 對 して ヨブ は 一 々返答す る。 (ヨブの 語に は 三種 ある。 甲 は 友に 直接 答 ふる 語、 

乙 は 神に 訴 ふる 語、 丙 は 己に 語る 語 卽ち獨 語で ある )o そして ヨブ は 友の 攻撃に 逢 ふ 毎に 進歩す る。 

されば 其 語る 內容は  一 ^々 々光明に 向って 進む ので ある。 友に 責めら る \ 毎に 彼の 苦痛 は增 す、 しか 

し 其 度 ごとに 少 しづ、 新 光明に 觸れる 0 かくして 一 階 又 一 階と 進展の 梯子 を 踏みて 遂に 最後の 大安 心 

境に 到る ので ある。 然 らば 最初 H リ バズの 責 むる 所と なった 時 ヨブ は 如何なる 新 光明に 觸れ たか。 そ 

れは六 章 七 章の 彼の 答に 於て 明なる が 如く  ( 一 ) 友の 賴 むに 足らぬ こと を 悟り (一 一) 种 に對 する 誤 想 


より 離れ 始めた ので ある。 彼が 斯く 神に 對 して 眩く の は、 其 抱け る 神觀の 誤謬に 基す るので ある。 神 

は 信仰に 立ち、 義を行 ふ 者に 物質的 恩惠を 下し、 然ら ざる 者に 災禍 を 下す と 做せし 如き は、 明かに 彼 

の 神觀の 誤謬 を 示す ものである。 かく 神 を 正解し 居ら ざり し 故、 眩く 必要 も 起った ので ある。 祌をそ 

の眞 性に 於て 信受 せる 者、 いかで 眩く の 必要が あらう か。 故に 彼 は 神に 向って 眩き つ k 其 神が 眞の祌 

にあらざる を學 びて、 次第に 眞 ならぬ 神より 離れて、 眞の 神に 近づく に 至る ので ある。 そして 其 第一 

步が此 時す でに 彼に 始まった ので ある。 

第 八 章 ビルダ デの言 を 調べて 見よう。 先づ 一節— 七 節 を 見よ、 兹に ビルダ ヂ の神學 思想 は 遺憾た く 

表 はれて 居る。 四 節に 於て 彼 は r 汝の 子供 かれ (神) に 罪を璲 たるに や 之 を その 愆の 手に 付し 給へ り」 

と 云 ふた。 彼 は ヨブの 子等の 死 は その 罪の 當然の 報な りと 斷定 したので ある。 彼 もとより ヨブの 子等 

の 罪 を 見た ので はない。 た 罪 を 犯した に 相違な しと 斷定 したので ある。 (罪 を 獲た るに やと 想像 的 

の 言語 を 用 ひたの は單に 用語 上の 禮儀 たるに 過ぎない)。 彼 は 災禍 は必す si- の 結果で あるとの 祌學思 

想 を 以て、 凡ての 場合 を 照らす 神學 者で ある。 故に ヨブの 子等 は 當然或 重き 罪 を 犯して、 其 罰 を 受け 

たものに 相違ない と斷定 したので ある。 そして 彼 は 進んで r 汝 もし 神に 求め 全能者に 祈り、 淸く且 正 

しう して あらば、 必す 今汝を 顧み 汝の義 き 家を榮 えしめ 給 はん …… 」 と 云 ふ。 卽ち彼 は ヨブ も 亦 罪の 

結果なる 災禍に 苦め る ものと なし、 死せ る 子は逐 ふべ からす、 少く とも 生ける 汝は 正に 歸り義 を 行 ひ 

以て 物質的 恩惠の 囘復を 計れと 勸め るので ある。 無情なる 淺 薄なる 神擧 者よ！ 

十 人の子 を 悉く 失 ひ 身は此 上な き 困苦の 中に ある 友に 向って、 此言 をな すの 如何に 無情なる よ！ 

汝の 子の 死 は 罪の 故な りと 吿ぐ。 斯る言 を 以てして， で ヨブ を 首肯せ しむる を 得よう。 もし 罪の 故 を 
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以てせば 我 こそ 我 子等より 先に 死すべき ものであると、 親の 心 は^に 反较 する ではない か。 この 人情 

の 機微 を も 知らす して、 直に 我 祌學的 斷定を 友の 頭上に 加へ て 得々 たると ころ、 正に その 神學の 純正 

を 誇る 若き 神學^ その ま \ と 云 ふべき である。 彼の 一一 r は、 恰も 舉舍 にて 舉 びし 旣 成の 敎理を 其 筆記帳 

を 見て 繰 返す が 如くで ある。 これ 余が 彼 を 「神學 者」 と名づ くる 所以で ある。 

八 節— 卜 節に 於て、 彼 は 己の 斷定の 支持者と して 古人 を 引く ので ある。 これ 亦 いかにも 學者 らしき 

熊 度で ある。 令 日に 於て 云へば 「何某 曰く …… 、 M 其 曰く …… J と 頻りに 大家の 權威を 以て 自說を 維 

持す る 類で ある。 

十一 節— 十九 節 は、 自然界の 事象 を 三度 引例して 神に 悖る 者の 必滅 を 主張した ので ある。 十一 節に 

「蘆 あに 泥なくて 長 びん や、 萆 あに 水な くして 育たん や」 と ありて、 此 二つの 植物が 水邊に 生す る も 

のなる こと を 示して ゐる。 「蘆」 と譯 せる は パピ ラス (papyrus) であった。 是れ エジプトに ありて 

は ナイル 河の 水邊、 パレス チンに ありて はメ  ロム 湖の 周邊に 生す る 草で ある。 之 を 以て 古代人 は 紙 を 

製した ので ある。 英語に て 紙 をべ エバ ー (papeo と 呼ぶ は、 パピ ラスより 出で たので ある。 叉 日本 

譯 聖書に 「荻」 と譯 せし は 寧ろ 「葦」 と譯 すべき もので、 是れ亦 水遷に 育つ 草で ある。 十二 節に 「是 

れ その 靑 くして 未だ 刈らざる 時に も 他の 一 切の 草より は 早く 枯る」 と ある は、 萃魅來 りて 水 退く ゃ此 

の 二つの 草が 忽ち 枯 る、 こと を 云 ふたので ある。 この 雨 節の 如き は、 古代 博物 學の 資料と して 俯 ある 

ものである。 而 して 十三 節に 「神 を 忘る i 者の 道 は 凡て 斯 くの 如く、 悖る 者の 望 は 空しくなる」 と あ 

りて、 祌を 忘れ 道に 悖る 者 は 早魃 時の 此の 二つの 草の 如く、 その 繁榮 一朝に して 消え 失すとの 意を述 

ベて ゐる。 これ 第 一 の 引例で ある。 


次の 十 M 節に は 「その 恃む所 は 絶 たれ、 その 倚る 所 は 蜘蛛 網の 如し」 と ありて 神 を 忘れて 他の物に 

賴る ことの i 仝し きを 述べて ゐる。 彼が 營々 として 名譽、 財 魔、 地-:^ を 積み重ねて 之に 依賴 むは、 恰も 

蜘蛛が 其 網 を 金城 鐵壁 として 頼める の 類で あると 云 ふので ある。 これ 第二の 引例で ある。 

十六 節— 十九 節 は祌を 忘る、 者 を W び 或 草に 例へ たので ある。 「彼れ 目の前に 靑 綠を呈 はし、 その 

枝 を 園に 蔓延らせ、 その 根 を石堆 にからみ て 石の (k# を眺 むれ ども、 もし 其の 處 より 取 除かれな ば 其の 

處 これ を 認めす して、 我 は汝を 見た る 事な しと 一一 一一 n はん ：•：• 」 と ある。 これ 多分 一夜に 育ちて 忽ち 頭上 

を蔽 へりと 云 ふョナ の瓢の 類で あると 思 ふ。 忽ちに 成長して 全 閥 を蔽 ふに 至り、 其の 勢 成人 を 驚かせ 

ど 一度 根 を 絶た ば 枯死して 跡 を 止めない。 凡て 神 を 忘る & 者の 運命 は斯 くの 如く、 其 繁榮は 一 夜の 夢 

の 如き ものであると 云 ふので ある。 これ 第三の 引例で ある。 

ビルダ デは 右の 如くに 說 きて、 ヨブ 祌を 忘れ 道に 悖りした めに 其繁榮 一 朝に して 失せた ので あると 

主張した ので ある。 故に 二十 節 以下に 於て は、 ヨブが， を 悔い 正に 歸 りて 再び 神の 恩惠に 浴さん こと 

を勸 めて ゐ るので ある。 「それ 神 は 完き人 を 棄て給 はす …… (汝 もし 祌に歸 らば〕 遂に 哂笑を もて 汝 

よろこび 

の ロを充 たし 歡喜を 汝の脣 に 置き 給 はん」 と 云 ふて 居る。 

ビ ル ダ.. テ の 說く 所に 多少 の眞理 がないで はない。 しか し此 場合に ョ ブ を 慰む る 言と し て は 全然 無惯 

値で ある。 彼の 苦 首 も 唯 ヨブより. M 哭の 反覆 を 引き出し たのみに 終った。 祌の 言 であると 云 ふ 聖書に、 

斯く 友に 對 する 無情なる 語 ある を怪む 人が あるで あらう。 しかし 之は此 種の 場合に 此 種の 一一 一一 n を 友に 向 

つて 發 する ことの 無效 なる を 記して、 讀 者に 言外の 警め を與 へたので ある。 卽ち 艱難に ある 友に 向つ 

ては斯 くの 如く 語る ベから すと 敎 へたので ある。 同様に 一夫 一 妻 を 明白に 主張す る 聖書が アブ ラハ ム 
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の 一夫多妻 を 記した の は、 彼の 一夫多妻が 彼の 凡ての 苦痛 災禍の 種と なった こと を 記述して、 一夫 多 

妻の 害 を事實 的に 示し、 一夫 一 妻の 利 を 間接に 敎 へたので ある。 聖書 は 文字の 表面の みを讀 むべき も 

のでない。 その 裏面に 其眞 意の 藏 せられ ある 場合が 少なくな いので ある。 

ビルダ、. テは オル ソ ドク ス (正統 敎會) の 若き 祌舉 者で ある。 彼 は その 眞理と 信す る 所 を、 場合 も考 

へす 相手の 感情 を も 顧慮せ すして、 頭から 平氣で 述べ立て たので ある。 is も 一 の 學說を 主張す るが 如 

くに 其 論现を 運ばす るの みであって、 實際 問題に 携 はるに 當 つて 必要なる 氣轉ゃ 分別 は 其 影 すら 無い。 

最初に ヨブの 子等の 死 を 以て の 結果の みと 一 舉に 論斷し 去る 如き は、 相手の 心 を 少しも 察せざる 無 

分別の 言と 一一 一一 a はねば ならない。 その 祌學 思想の 幼稚なる は 時代の 罪と して 巳む を 得すと する も、 其 信 

條を確 {； え 不變の 金 科玉條 となし、 之 を 以て 凡ゆる 場合 を說 明し 去り、 之が ために は 相手の 感情の 如き 

は 勿論、 何 を 犠牲に 供す る も 厭 はぬ と 云 ふ 其 心 持、 その 態度 そのものが 全くの 神學 者の それで ある。 

右の 如き ビルダ デの熊 度、 及び それと 大同小異なる ヱ リパズ 、ゾ パル 等の 態度 は 何れも 排 すべきで 

ある。 約 百 記 は 此事を 其 敎訓の 一 として 敎へ るので ある。 彼等 三 友が 敎義を 知る も 愛 を 知らざる は、 

斯 かる 熊 度 を 生みし. 原因で ある。 愛 ありて こそ 敎義も 知識 も 生きる ので ある。 愛 ありて こそ 人 を 救 ひ 

得る ので ある。 愛な き 知識 は無效 である。 此事を 約 百 記 は 文字の 裡に 暗示して 居る ので ある。 これ 約 

百 記の 大文學 たる 徴證の 一 である。 

諸君 もし 約 百 記 八 章に 併せて、 哥林多 前書 十三 章を讀 まば 思 ひ 半に 過ぐ る ものが あるで あらう。 殊 

に 其 初めの 三 節に 於て 如何に 廣き 知識 も、 如何に 强き 信仰 も、 如何に 盛なる 行 爲も愛 を 含まざる 時 は 

全く 空で あると 說 ける は、 ^も ビルダ デを責 むる が 如くで はない か。 彼に 種々 の長處 があった かも 知 


らぬ。 しかし 其說く 所が 明かに 示す 如く 彼 は 祌の愛 を 能く 知らす、 叉 事實が 示す 如く 友に 對 して 眞の 

愛 を 抱き 得なかった。 是れ 彼の 凡ての 長處 も、 ヨブ を 慰む るに 於て 全く 無效 であった 理由で ある。 

まことに 愛な くば 凡てが 空で ある。 愛 は キリストの 福音の 眞髓 である。 再臨の 信仰と 雖も之 を旣定 

敎理の 一とな し、 之に 照して 人を寐 判く が 如き は、 謂 ゆる オル ソド クシ ー にて 余の 採らざる 所で ある。 

これ 眞理の 濫用 叉 は 誤用であって、 ビ ルダ Mn の 流 を 汲める 者で ある。 再臨 は 神の愛 を 最も 能く 示す も 

ので ある 故に 之 を 信す と 云 ふが 健全なる 信じ 方で ある。 聖 潔の 眞 理と雖 も 亦同樣 である。 神の愛 を 第 

一 前提と して 其 上に 立ちし 敎理 にして 初めて 値 あるので ある。 又 傳道も 人 を 愛する がた めの 傳道 たる 

に 至って、 初めて 眞の傳 道と なる ので ある。 此愛を 根柢と せざる 時、 徒らに 純 福音と 誇稱 する も無效 

である。 無效 であるの みならす、 大 なる 害 を 伴 ふので ある。 然るに 愛 を 心に 置かす して、 た 1- 敎现の 

ために 敎理 を說く 者が 世に 甚だ 多い。 是 れ敎理 のために は 何者 を犧牲 とする も 厭 はぬ 心 を 生み 易き も 

のであって、 愛の 反對 なる 憎 を 喚び 起し、 無数の 害悪 を 生む に 至る ので ある。 如何なる 敎理を 說き如 

何なる 傳 道に 從ふ も、 それが 愛の 動機より 出で しもので なくて はならぬ。 余の 此の 小なる 傅 道の 如き 

も 亦 父の 愛 を 示さん ため、 又 人の 魂 を 愛する がた めでなくて はならぬ。 諸君の 此 處に參 第し 來るも 亦 

父の 愛 を尙ほ 深く 知らん ため、 そして 人に 對 する 我 愛を增 さんがた めでなくて はならぬ。 然ら すして 

此 集り を 幾度な す も無效 である。 げに 愛の 不足 を 描く 約 百 記 八 章 は、 愛の 必要 を 我等に 敎 へて やまぬ 

ので ある。 

愛で ある、 然り 愛で ある。 愛 ありての 神學 である。 愛 ありての 敎會 である。 愛 ありての 傳 道で ある。 

愛な くして 如何なる 知識 も、 如何なる 熱心 も 害 ありて ハ氽 なき 者で ある。 然るに 鳴 呼、 ビルダ *テ 流の 神 
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擧 者何ぞ 多き。 まことに 憤慨に 堪 へない。 

第七講 ヨブ 仲保者 を 要求す 

第 九 章の 研究 

ヨブの 友 三人 は、 ヨブに 臨みし 災禍 を 彼の 隠れた る歸の 結 菜と 誤斷 した。 そして 年長の H リパズ 先 

づ之を ヨブに 覺ら しめんと て、 第一 同 の 勸吿を 試みし も 徒^に 終った。 之 を 見た る 若き ビルダ，、 テはぁ 

からさ まに ヨブの 罪過 を斷 して、 彼に 肉迫した。 ヨブ は ハ裣す 心 を 痛める のみであった。 其 様 恰も 庸 

翳が 病 を 誤診して、 初め 普通 藥を用 ひて 無效 なりし や 更に 劇： 樂を病 者に 服せ しめし 如く、 病 は 平癒せ 

ざるの みか 益す 重る 一方であった。 ^し 乍ら 友人の 誤解と 難詰 は ヨブの 思想 を 刺戟し、 神 を 知らん と 

する 熱情 を 益す 高めし 故、 却て 彼 を 光明に 向って 導く 原動力と なる ので ある。 此事を 知る は 約 百 記の 

主部 (發 端と 結末 を 除きし 部〕 を 解す る 上に 於て 最も 大切で ある。 

前講に 於て 述べし 如く、 ヨブの 語 は 友に 封す る 語と、 已に對 する 語と、 祌に對 する 語の 三種に 分た 

れる。 九 章 十 章の ヨブの 語の 中、 九 章 一節— 二十 節 は 友に 對 する 返答、 九 章 二十 五節— 三十 五節 は 

己に 對 する 語 C 卽ち獨 語)、 十 章 全部 は 神に 向っての 愁訴で ある。 そして 九 章 前半の 友に 對 する 答 は、 

女の 祌觀の 批評と でも 稱 すべき ものである 。神 は 善人 を榮 えしめ 惡 人を衰 へしむ ると は、 ビル ダ. チ 等 

の神觀 であった。 之に 對 して ヨブ は 答へ るので ある 「神が 菜して 斯 くの 如き ものなら ば 贡の此 狀態は 

何の 故ぞ、 善人 却て 袞へ惡 人 却て 榮 えつ、 あるに あらす や」 と。 二十 四 節に は 「世 は惡 しき 者の 手に 


渡されて あり、 彼れ また 其 裁判人の 顔 を 蔽ひ給 ふ、 もし 彼なら すば 是れ 誰の 行爲 なるや」 と ある。 是 

れ 世に 惡 人の 跋扈す る を 神の 業な りと 認めて、 祌を 嘲りし 語で ある。 併し 眞の神 を 嘲った ので はない、 

友人の 稱 する 所の 神 を 嘲った ので ある。 卽ち 友人の 提唱す る 神觀の 誤謬 を 指摘した ので ある" 此 世の 

凡ゆる 不公平、 義人に 臨む 災禍 I これ 必賞 必罰の 神の 爲す 所と して は 全く 不可解で ある。 友人 等の 抱 

く 神觀を 以てして は 到底 此 世の 實相を 解し 得ない。 故に 彼等の 信す る 如き 神 を 彼 は 信じ 得ない と 云 ふ 

ので ある。 九 章 前半 は 文字 直接の 意味に 於て は、 神を責 むる が 如くに して 褻瀆の 極と 云 ふべき も、 實 

は 友の 提唱す る 祌觀の 誤り を 指摘した ものであって、 畢竟す るに 友 を 責めた 語で ある。 

ヨブ 對三 友人の 對 話を讀 むに、 凡ての 點に 於て ヨブの 彼等に 勝って ゐる こと は 明かで ある。 信仰 は 

勿論 知識に 於ても 彼等 以上で ある。 三 友の 信仰と 知識 を 合する も尙ほ ヨブ 一 人に 匹敵し 得ない ので あ 

る。 故に 三 友の 語に も 見るべき ものが 少なくな いが、 約 百 記の 中 柩は云 ふまで もな く ヨブ 自身の 言で 

ある。 三 友の 難詰の 語 は ヨブより 大眞理 を 喚び 出した とい ふ點に 於て 有意 味で は あるが、 その 價 値に 

於て は 到底 ヨブ 自身の 語と は 比較し 得 ベ くもない ので ある。 

九， 章の ヨブの 語の 中には、 彼の 廣き 知識が 表 はれて ゐる" 五節、 六 節に は 彼の地 文學の 知識が 窺 は 

れる、 「彼れ (神) 山 を 移し 給 ふに 山 知らす、 彼れ 靈怒を もて 之 を 覆し 給 ふ」 は 火山の 爆發を 形容せ 

し 語、 「彼れ 地 を 震 ひて その 所 を 離れし め 給へば 其 柱 ゆるぐ」 は 大地震 を 描きし 語で ある。 次の 七 節 

—九 節 は 彼の 天文 學の 知識 を 示す 語で ある。 九 節 は 「また 北 斗、 參 宿、. 宿 及び 南方の 密室 を 造り 給 

ふ」 と 云 ふ。 北 斗 は大熊 星座 (北斗七星)、 參宿は オリオン 星座、 昴 宿 は プライア デス 星座で ある。 

孰れ も 七つの 重なる 星 を 有する 星座で ある。 南方の 密室 は 赤道 以北の 住民に は 見る 能 はざる 星 を總稱 
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した もので あらう。 (之と 三十 八 章 三十 一、 二 節と を 併せて 當 時の-天文 知識 を 知る 良 資料と なる )o 

又 十二 章に 依れば、 ヨブ は 生理 舉 にも 通じて ゐ たので ある 。定に 彼 は 其 時代の 最も 深く、  廣き知 

識を 有して 居た ので ある。 約 百 記 作者 は 學識と 信仰と に 於け る當 代の 最 優者 を 主人公と して、 其 煩悶 

と 最後の 勝利と を 描かん と 努めた ので ある。 約 百 記の 大作た る 理由の 一 は 健に 玆に 在る。 試に 八 r. 曰 世 

界の あらゆる 知識に 達し 居る 人が 宗敎 的大 煩悶 を 味 ひ、 遂に 飜然ー 切 を 棄て& 父なる 神に 歸 服せ しと 

いふ 心的 經過を 描きし 小 說叉は 脚本 あらば、 これほど 現代の 人に 强く訴 ふるもの は あるまい。 げに廣 

博 深遠なる 知識の 所有者な りし ヨブ は、 最後に 其 知識 を 悉く  H ホバ の 前に 投げ出して、 「我 は ii^ 人な 

り」 との 痛切なる 叫び を發 したので ある。 無擧 者の 輕き 煩悶と 淺き 解決で はない、 大學 者の 重き 煩悶 

と 深き 解決で ある。 その 煩悶の 深刻な りしと 共に、 勝利 は絕大 であった ので ある。 

九 節に 於て 星 晨界の 神秘 を 述べた る ヨブ は、 十 節に 於て は 更に 進みて 「大 なること を 行 ひ 給 ふこと 

測られす、 奇 しき 業 を 爲し給 ふこと 數 知れす」 と 云 ふ。 その 當 時の 幼稚なる 天文 知識 を 以てすら、 祌 

の聖 業の 驚異すべき を 知る。 まして 今日の 進歩せ る 天文 知識 を 以て 宇宙の 精妙 莊美を 知る 我等 は、 益 

す 造化の 神 を 讚美すべき ではない か。 然るに 事實は 之に 反して 科學の 進歩 は 却て 神 を驅逐 する 傾き を 

生じ、 八.' 日の 科 畢は人 を 神に 導く もので なくして 神 を 否定せ しむる ものと なった。 これ 實に痛 歎す ベ 

き 事であって、 理想の 狀 態の 正反對 である。 近世の 科 學者中 にても 一一 ュ ー トンの 如き 敬虔なる 信仰 家 

ありと 雖も、 其 多く は佛の 天文 擧者 ラランドの 類で ある。 彼れ ラランド は 一生涯 を 天體觀 察に 獻 げた 

人で あるが、 彼 は 言 ふた 「余の 遠 鏡に 神の 映りし 事な し、 故に 神 は 在る 者に 非す」 と。 現今の 所謂 

基督 敎國の 科學は 大抵 は 無神論の 味方で ある。 


九 章 前半 は 神に 對 する 强き疑 ひの 語で ある。 これ 無神論者の 言に 似た ものである。 併し 懐疑 は 決し 

て 信仰 を 否 定 する もので はない。 大 なる 懊 疑の ある 所たら すして は大 なる 信仰の 光 は 現れない。 黑烟 

の潢々 として 立ち 昇る 所に 一度 火が 移れば、 焰々 天 を 焦す 猛火 を 見る に 至る。 ヨブ は 九 章の 如き 深き 

懷 疑の 黑烟に 閉ぢ 込められ たるが 故に、 遂に 信仰の 火 これに 移りて 靈界の 煌 火談々 として 昇り、 大光 

明 は 彼に 臨み 又 彼 を 通して 世に 臨んだ ので ある。 故に 懷疑は 貴い ものである。 知識の ない 所に 懷疑は 

ない。 知識の 少ない 所に 懷疑は 少ない" ヨブの 如き 深き 性質の 人に 廣き 知識 備 はりて、 天の 城 を 攻略 

せんとす る 如き 激烈 雄大なる 懐疑が 起った ので ある。 しかも 此懷 疑の 黑 煙に 天の 靈火 移りし 故、 遂に 

最終 章に 示す が 如き 光 耀赫々 たる 大 信仰に 入った ので ある。 

次に 九 章の 二十 五節— 三十 五節 は ヨブの 己に 對 する 獨 語で ある。 己の 憐れ さ を愍む 語で ある。 邦譯 

聖書に 於て 見る も その 悲哀 美に 富める 哀哭 (Lamentation) たる を 知り 得る ので ある。 二十 節まで 

の 友に 對 する 語 は、 天地 を 挑む が 如き 元 氣充盈 せる ものに て、 恰も バイ & ンゃ 一一 イチ H の 一 篇を讀 む 

やうで あるが、 之に 反して 二十 五節 以下 は 沈痛 悲宴 な る哀 語で ある。 その 對照 著しと 云 ふべき である。 

しかし 實はー 一十 四 節 以前に 於ても 我 を愍む 語が 見える ので ある。 卽ちー 一十、 一 一十 一 節に 曰 ふ 「たと ひ 

我れ 正し かると も 我 口 われ を惡 しとな さん、 たと ひ 我れ 全 かると も尙 われ を 罪 ありと せん、 我 は 全し、 

然れ ども 我 は 我心 を 知らす、 わが 生命 を賤 む」 と。 而 して 是れ バイ n ン、 一一 イチ H 等の 近代 文士の 云 

ひ 得ざる 所で ある。 大宇宙 を 前にしての 此謙牢 は 彼等に なきもの である。 ヨブの 此 言た る バウ n の 

あや ** ち  さ f4 

「我れ みづ から 省る に 過 ある を覺 えす、 然れ ども 之に よりて 義 とせられす、 我を審 剣く 者 は 主な り」 

(n リント 前 四の 四) と 其 精神 を 一にす る ものであって、 神 を 長る \ 者の 魂より 流れ いづる 語で ある。 ョ 

約 百 記の W 究  六 九 111 


ョ ブ S?" 研究  六 九 四 

ブに此 心 あり、 又ニト E 節 以下の 如き 己に 對 する 失^ ありし 故に、 遂に 最後の 救に 浴し 得た ので ある。 

是れゃ k も すれば 自己 を祌 となさん とする 近代 文人と ョ ブ との 著しき 相違 點 である。 

「わが 日 は驛使 t (早馬 使、 驛丁) よりも 迅く、 徒に 過ぎ去りて 福祉 を 兄す、 其 走る こと 葦 舟の 如く. 

物 を 攫まん とて 飛び かける 驚の 如し」 との 悲歎の 語が 二十 五、 六 節に ある、 我 日の 過ぎ去る 事の 早き 

を 陸上、 水上、 空中の 最も 早き 物に 比した ので ある。 今日に 於て 自動車、 汽船、 飛行機 を舉 ぐるが 如 

きもので ある。 (兼 舟 は 速力 早き 輕舸 にして、 今日 も 南米 祕露國 に 於て 用 ひられて ゐ る)。 

一 一十 七 節 I 三十 一 節 は 我 病の 苦痛 を訴 へ し 語なる と共に、 义 我が 心霊の 苦悶 を ありく と 述べ しも 

ので ある。 かく 見て その 生々 した 發表 たる を 知る ので ある。 「われ 雪 水 を もて 身 を 洗 ひ、 灰汁 を もて 

手 を 潔む ると も、 汝 われ を 汚ら はしき 穴の 中に 陷 いれ 給 はん、 而 して 我 衣 も 我 を 厭 ふに 至らん」 の 如 

きを 見よ、 肉體の 汚れと 共に 心靈の 汚れ を 歎きし ものた る こと 明かで ある。 「雪 水」 は 沙漠 地の こと 

とて 雪の ある 時に のみ 水 を 充分 有ち 得る からの 語で ある。 「灰汁」 は 天然 曹達 (natron) 卽ち 天然に 

ひする 結晶せ る 曹達で ある。 之 を 石 齢の 如く 使用す るので ある。 

三十 二 節 以ドは 約 百 記 中に 於ても 最も 注意すべき 語の 一 である。 「祌は 我の 如き 人に あら ざれば 我 

かれに 答 ふべ からす、 我等 二 個して 共に 審判に 臨む ベから す」 と 三十 二 節に 言 ふ。 ヨブ は 神と 己との 

間に 充分なる 交通の 道な きを 歎じた ので ある。 そして 三十 三 節に て は 「叉 我等の 間に は 我等 一 一個の 上 

に 乎 を 5^ くべき 仲保 あらす」 と 云 ひて、 彼 は 祌と已 の 間に 仲保者の なき を 遺憾と したので ある。 「仲 

保 あらす」 と 云 ふ は： £ 保 を 欲する 心 を 示した 語で ある。 欲しき ものが 無き 故に、 その 無き を 歎いた の 

である。 ヨブの 此 叫び は、 神の 探究に おの づと伴 ふ 仲保 要求の 最初の 聲 である。 舊 新約 全體に 於て 之 


より 以前に 此聲 はない ので ある。 その 聲は 短く 且 微かで ある。 しかし 人の 本性より sT つる 重大なる 叫 

びで ある。 人の 心の 深みより 生る k 人類 本 具の 叫びで ある。 そして 此 要求 は 世界 大 となりて 遂に 滿た 

さるべき ものである。 高等動物の 眼の 如き は 頗る 精妙なる ものであるが、 生物 進化の 流 を 溯って みれ 

ば 其 初 現 は 一 黑點、 一 核子た るに 過ぎない。 しかも 此微 なる 原始 ありて こそ 後の 完き發 達 あるので あ 

る。 そして 十九 章ニト 五節に 至れば 「われ 知る 我 を 躓 ふ 者は活 く、 後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん」 

と 云 ひて、 仲保者 出現の 確固たる 希望 を 歌って ゐ るので ある。 

而 して ヨブの 仲保 要求の 完全に 充 たされた る は、 勿論 ィ H スの降 I に 依て である。 かの 微かなる 叫 

が、 遂に 此大 なる 實現 にまで 進化した ので ある" 新約 聖誉は 云 ふ 「それ 神 は 一 位な り、 叉 神と 人との 

？ 1 に は 一 位の 仲保 あり、 卽ち 人なる キリス トイ H ス なり」 と (テ モ テ 前書 二の 五〕。 叉 云 ふ 「もし 人， SJi- を 

犯せば 我等の ために 父の 前に 保惠師 あり、 卽ち義 なる イエ ス キリ ス ト」 と (ョ ハネー 書 二の 一 )。 叉 云 ふ 

「新約の 仲保なる ィ H ス」 と (： へ ブル 十二の 二 四 )o 此 新約 的 大事 實は、 その 初 現 を ヨブの かの 語に 於て 

發 したので ある。 約 百 記に は斯 くの 如き 語が 處々 に 在る。 そ は^も 砂 中に 眞珠を 拾 ふが 如くで ある。 

同じ 意味に 於て、 我等 は 叉 九 章 二 節に 注意すべき である。 そこに 「人い かで か 神の 前に 義 しかるべ 

けん」 と ある。 義人な し 一人 も 有るな しとの ことで ある。 ヨブ は 之 を その 最も 深き 意味に 於て 云 ふた 

ので はない とする も、 兹に 新約の 中心 問題が 存 して ゐ るので ある。 彼 は S 取なる 失望の 聲 として 之を發 

せし も、 實 はこれ 神と 人と に 提出 せられし 最 重要の 問題な ので ある。 宇宙の 中心 問題と も 云 ふべき 重 

大 問題が、 その 發芽を ヨブの 語に 於て 有した ので ある。 見よ 「人い かで か 神の 前に k しかるべ けん」 

と、 げに 是れ此 世に 於け る 最も 難き 問題の 提出で はない か、 人 は "おに 生れ に 育ち S^Ji に 歩みて、 如何 
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に奮鬪 努力す る も 神の 前に 已を義 しくす る こと は 出来ない。 併し乍ら 人義 たらす して 永生 を 獲得す る 

こと は 出来ない。 神 徒らに 人を義 とする 時 はみ づ から 義 たり 得ぬ を 如何。 玆に 問題 は 至難 中の 至難と 

して 現れた ので ある。 併し乍ら 人より 見ての 至難 は 神より 見ての 至難で はない。 彼 は 遂に その 獨子を 

^に 降し 給 ふて、 罪人 を義 とすると 共に 叉 自ら 義 たるの 道を拓 き、 遂に 千古の 難問 を 解決した ので あ 

る。 而 して 此 難問題 は 實に約 百 記の 九 章 一 一節に その 源を發 したので ある。 

約： C 記 は 種々 の大 問題 を 暗示 的に 提出し、 之に 對 して 多少の 解決 を 試みて ゐる。 しかし 其 全き 解決 

は 勿論 新約に 於て 在る ので ある。 かの 有名なる 法王 ダレ ゴリ ー 七 世 (ヒルデブランド) は 特に 約 百 記 

を 愛護せ しと 云 ふ。 その 理由 は此 書の 中に 聖書 中の 眞理が 悉く 含まれて 居る と 云 ふに あった。 凡て 基 

サヅ ゼスチ ョ ン 

督敎の 大眞理 は 約 百 記の 中に 發 芽して 居る。 而も それが 暗 示 の 形に 於て 問題と して 提出され て ゐる。 

凡て 大 著述の 特徵 は論證 的なる よりも &ポ的 (suggestive) なる にある。 以て 約 百 記の 大を 知るべき 

である。 

第八講 ヨブ 愛の神に 訴ふ 

第 十 章の 研究 

九 章 前半 は 友に 對 する 語、 後半 は 自己に 對 する 語で ある。 そして 沈默 暫時の 後 ヨブ は 第 十 章の 語 を 

發 して 神に 訴 ふる 處 あつたの である。 前述せ し 如く、 九 章 前半の 彼の 語 は 友の 神觀の 不備 を 指摘した 

ものである。 彼 は 友の 提唱す る 所の 神學の 神、 敎會の 神に 反抗した ので ある。 そして^に 眞の 神を發 


見せん とする 努力に 入った ので ある。 第 十 章 は卽ち 此^ 力の 發端を 示した ものと 云 ふべき である。 抑 

も 寺 代 の 祌學 思想 に 反抗し て、 ^に 我 魂 の 飢 渴を醫 やす に 足る ベ き祌を 見出さん とする 苦鬪は 必 しも 

ヨブに 限らない、 他に も 類例が 多い ので ある。 凡そ 深刻 摯實 なる 魂の 所有者 は 皆 さう であった。 故に 

十 章に 於け る ヨブと 九 章 前半に 於け る 彼と は、 全然 その 心の 姿 を 異にして ゐる。 十 章に 入りても 彼の 

說く所 は 依然として 舊き 神ながら、 其 中に 新しき 神 觀が發 芽して ゐ るので ある。 

ヨブ は先づ 「わが 心 生命 を 厭 ふ、 されば 我れ 我 憂 を 包ます 一一 百 ひ 表 はし、 わが 魂の 苦き によりて 語 は 

ん」 との 發語を 述べて 後ち、 痛 刻なる 語 を 以て 神と 爭 はんとす るので ある。 二 節 —七 節 は 何故 われ を 

苦む るかと、 神に 向って 不平 を 並べし 箇處 である。 「われ 神に 申さん、 我 を 罪 ありと し 給 ふ 勿れ、 何 

故に 我と 爭 ふか を 我に 示し 給へ」 と 云 ひ、 「何とて 汝 わが 愆を 尋ね 我 罪 を 調べ 給 ふや」 と 云 ふ (二 節 

及び 六 節〕。 彼 は 神に 苦 めら る&が 如く 感じつ、 あつたの である。 實に彼 は 神が 己 を 拷問に かけて 居る 

と 思った ので ある。 卽ち神 は 豫め彼 を 罪 ありと 定め、 そして 拷問 を 以て 彼 を 苦め て、 彼に 罪 を自. n せ 

しめんと して 居る と 思った ので ある。 

凡そ 拷問なる もの、 起る 理由が 二つ ある。 罪 ありと 推定 せらる-" も、 罪の 自白に 接せす して は 不正 

確なる 故、 罪人 を 5^ 彈し 以て 其 罪 を 自白せ しめんと する が 第一 の 理由で ある。 人命 は 明日 を 期し 難き 

もの 故、 早く 罪 を 定めん とする が 第二の 理由で ある。 これ 人が 人 を 審判く に當 つて 拷問の 起る 理由で 

ある。 ゆの 理由 は 人間 知力の 有限であって、 乙の 理由 は 人間 生命の 有限で ある。 故に 拷問 は、 有限て 

ふ 壁に 取圍 まる、 不完全なる 人間の 關 係の 上に 生起す る 事象で ある。 されば 無限 を 以て 特徵 とする 神 

. 1 無限の 知力と 生命 を 有する 神 1—— に 於て は 何等 人 を 拷問に かける 必要がない ので ある。 然るに 今 

約 百 記の 研究  六 九 七 


ヨブ； K  s 究  六 九 八 

祌 が 我 を 拷問に かけて 苦め っ& ある は 何故で あるかと、 ヨブ は 神に 向って 迫る ので ある。 ra: 節に r 汝 

は 肉^ を もち 給 ふや、 汝の觀 給 ふ 所 は 人の 觀 るが 如くなる や」 と 云 ふ は、 神の 知力 は 人の それの 如く 

冇 K なる かとの？ i であって、 「否 然ら す祌の 知力 は 無限な り、 故に 拷問 を 用 ひすして 人に， 罪 あるか 無 

きか を 知る、 然るに 我れ にの み 拷問 を 用 ふる は： r ぞ」 と 詰った ので ある。 五節の r 汝の日 は 人間の 日 

の 如く、 汝の年 は 日の 如くなる や」 は 神の 生命が 人の それの 如く 有限な り やとの 問であって 「否 然ら 

す 無限な り、 さらば 何 ぞ人を 拷問に かける li- あらん や」 との 詰問 を 含む 語で ある。 卽ち 人と 人との 間 

に 拷問の 起り 5^ る 二つの 现.5 は、 神と 人との 間に 於て は 全然 消滅す ると ヨブ は 主張す るので ある。 然 

るに 此の 巾な き拷？ i: を 神が 我に 向って 加 ふる は 全く 不可解で ある、 r 汝は旣 に 我の 罪な きを 知り 給 

ふ」 然るに 何の 故の この 拷問 ぞと、 ヨブ は 神 を 責め 且怨ん だので ある。 

次に は 八 節— 十二 節 を 一段として 讀 むべき である。 「汝の 手 我 を 營み我 を 悉く 作れり、 然るに 汝んマ 

われ を 減し 給 ふ 也」 と 八 節 は 云 ひ、 九 節 は 八 節の 反覆と 云 ふべ く、 义十 節— 十二 節 は r 汝は我 を 乳の 

如く 斛ぎ牛 酷の 如くに ra; め 給 ひしに 非す や、 汝は 皮と 肉と を 我に 着せ と 筋と を もて 我 を 編み、 生命 

と 恩 惠とを 我に 校け 我 を 顧みて 我 息 を 守り 給へ り」 と 云 ふ。 ^の 如く S£ ぎ 牛酪の 如くに め 云々 と あ 

る は re^ 庙 製造業」 の 盛なる 地方に て 初めて 云 はる \ 形容語で ある。 ァラ ビヤ、 韃 W 等 牧畜業の 盛な 

る 地方に 於て は、 獸 乳が 主要なる 食物で あるた め、 之 を 種々 の 物に 製す るので ある。 祌が人 を 造る に 

乳の 如く 斜ぎ牛 酷の 如く 固め 皮と 肉と を 着せ 骨と 筋と を もて 編む と 云 ふ は、 胎內に 於け る 發生を 語つ 

たもので、 當 時の 發生學 (Elulnyclogy) の 知識 を 示す ものである。 勿論 幼稚 不充分ながら、 九 章の 

天文 學と 相對 して 玆に 古代 生 现學の 一 端が 見 ゆるので ある。 實に神 は 斯く人 を 母の 胎内に 造りし のみ 


ならす、 之に 生命と 恩 惠とを 授け、 之 を 顧みて、 恰も！ # が 其の 子の 寢息を 守る が 如くに 人の 息 を 守る 

ので ある。 かほ ど 迄に 祌は 努力と 苦心と 愛と を 以て 人 を 造り、 育て、 喪 ひ、 守る ので ある。 ヨブ 自身 

は斯 くの 如くに 造られ、 又 育てられ たので ある。 然るに 神の 所作に して 愛 養 物なる 我 を 何故に 彼は斯 

ほ ろ， iJ! 

くまで 苦め 滅 さんと する ので あるかと、 ョ ブは 依然として 神に 向って 肉迫す るので ある。 

九 章 に 於て 神の 宇宙 創造 及 び 支配 を述 ベて 高遠なる 想像 を 筆に 上せた る 彼 は、 玆に 纖細 微妙な る 造- 

化の  一 面に その 豐 かなる 描寫カ を 向けた ので ある。 心憎き までに 美 はしき 筆なる 哉！ 想像の 翼 を 張 

つて： 太の 高き に 達し 又 地の 深き を 穿つ、 高遠と 細微と 伴 ひ 莊大と 優美と 並立す、 まことに 得難き 筆、 

古今 獨 歩の 大文學 と 云 ふべき である。 

人間 發 生の 叙述と して はト、 十一 節の 不正確なる は 云 ふまで もない。 文字 直接の 意味に 於て は、 勿 

論 近世 科學の 承認 を 得る こと は 出来ない。 併し乍ら 言 ふ 所の 精神に 至って は、 近世 科 學と雖 も 敢て抗 

議を 提出し 得ない ので ある。 宇 窗 萬 物 を 神の 所作と 見る 時 一個の 人 を 獲る までの 其 準備、 其 努力 果し 

て ■ 如何。 神なる 思想 を 外より 入る.^ は 科學の 担む 所なる 故、 姑く 科學 者の 筆 方 を 用 ひて r 大然」 なる 

文字 を 用 ふる も 事 は 同一 である。 卽 ちん，' 日の 科學に 基き 宇宙 萬 物の 進化 生成 を 認め 其 上に 立ちて 進化 

の 永き 歷史を 想へ。 漠々 たる 大虚 の屮 に散亂 せる 物質 は 一 團叉 一 團栢 集合して、 遂に 無數の 天 體を形 

造る に 至り、 我 太陽 生れ それに 附隨 する 数百の 遊虽現 はれ、 初め 火と 熱せる 地球 も 漸次 冷却して 渐く 

生物の 育ち 得る に 至った。 それまでに は 無限に 等しき 永き 年を經 過した であらう。 地球 生成 以後 人類 

が 之に 住み 得る に 至りし 迄に は、 三 億 五 干 萬 年 乃至 七 億 萬 年を經 過せ しと 科學 者は箅 す。 その の變 

遷は. であった か、 人間の 想像に も あまる 事で ある。 そして 單 細胞 物の 發 生より 進化 又 進化の 幾惊 
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萬 年 を 終て、 一重 义 一階の 過程に 整然たる 秩序の 道 を 一歩 づ.^ 踏み 上りて、 遂に 人類の 發生 となった 

ので ある。 それまでの 「天然」 の 努力 奮 鬪は實 に 想像に 餘 る絕大 なる ものが あった。 そして 神 を 信す 

る 者に 於て は 祌の此 凡ての 努力、 此 凡ての 準備、 此 凡ての 時が 人類 生成の ために 費され たる を 知る 時 

は、 勿論 その 人類と 云ふ觀 念の 中に 己 を も 加へ ざる を 得ない ので ある。 卽ち 父が 我 一人の ために、 之 

だけの 準備と 勞 苦と を 爲し給 ひし こと を 認めざる を 得ない ので ある。 

然るに^ 人の 人 を 見る は 之と 異 つて ゐる。 政治家 はた 民 を nl^ 衆て ふ 一 圑 として 見、 經濟學 者は數 

を ■ 以ての み 人 を 見、 軍人 は is も 將棋の 駒 を 動かす が 如き 考を 以て 部下の 兵に 臨む ので ある。 かく 個人 

の 認められざる 社會 にあり て は、 我等 も 亦 人 を 輕んじ 叉 自ら 輕ん ぜんとす る。 然るに 一度 ヨブの 見る 

處を W て せんか、 人 一人が 神の 絕大 なる 努力の 結 菜と して 現 はれた る ものにして、 一人 は 大宇宙 全體 

と 匹敵す るので ある。 而 して 是れ單 に ヨブ 一 人の 思想に 止まらす、 又 約 百 記 一書の 主張に 止まらす し 

て、 實に 聖書 全 體の敎 ふる 處 である。 

神の 心 を こめての 所作なる 人 を 何故 祌は 苦む るかと、 ヨブ は祌に 迫った ので ある。 そして 我等 キリ 

ストの 救に 浴して 永遠 の 生命 を 信す る 者 は、 ヨブの 此 詰問に 對 して は 永生の 眞理を 以て 之に 答 ふる を 

0000000000000000000000  OOOOOOOOCOO 

最上の 途 とする。 卽ち r 祌は その 所作に か、 る 忠誠なる 魂 を 決して 棄 てす、 たと へ 一時 彼 を 苦しむ る 

0  0  0  0  0  0000000  O00OOOOOO  0000000000000000000000 

こと ある も、 而 して 彼の 生命 斷 たる & こと ある も、 神 は 復活の 惠を 以て 彼 を 起し 永遠の 生命 を 彼に 與 

へて 彼 をして 最後の 且 永久の 勝利 を 獲し む」 と 答へ るので ある。 そして 之に 關 して は キリストの 復活、 

其 永生 陚與の 約束 等確實 なる 證據を 提供し 得る ので ある。 是れ キリス ト 以後に 生れし 我等の 幸福で あ 

る" げに々 生の 苦痛 慘禍 は、 幕 一 重の 彼方なる 永生 を 以てせす して は 根本的に 慰められ 得ない。 たと 


へ ば 多年 苦心 撫育せ し 子女 を 失 ひたる a 親の 心の 如き、 復活 再會の 希望に 依らす して 何に 依りて か 慰 

め 得よう。 そして 單に 婦人の みに 限らす 男子 も 亦 同様で ある。 今日まで 多くの 知力 優秀なる sf- 子が 此 

事 を 信じて 大に 慰められ たので ある。 近時の 歐洲に 於て サ ー • ォ リグ，' . 口 ッヂゃ 口 ムブ ロゾ ー の 如 

き 大科學 者が 競って 心靈 現象 を 以てする 来世 問題の 研究に 沒頭 する 如き は、 見逃すべからざる 事柄で 

ある。 さり 乍ら 來世 問題に ついての 最大 權威者 は キリスト である。 彼の 復活 ありて 來世 問題 は 完全に 

解かれた ので ある。 

しかし 乍ら 此 時の ヨブ は、 その 詰問に 對 して 未だ 明確なる 解答 を 得なかった ので ある。 故に 彼 は 十 

三 節 以下に 於て また 眩き と哭 きとに 入る ので ある。 「もし 頭 を あげなば 獅子の 如くに 汝 われ を 追 打ち 

…… 汝 はしば，/, \>證 する 者 を 入れ か へ て 我 を 攻め、 我に 向 ひて 汝の怒 を增し 新手に 新手 を 加 へ て 我 を 

攻め 給 ふ」 と ヨブ は 神の 迫撃 盛なる を怨 じ、 そして 十八 節 以下に 於て 叉 死 を 慕 ふ 心 を哀々 たる 文字 を 

以て 發 表する ので ある。 十八、 十九 節に 於て ヨブ は此 世に 生れ 来りし を 悲み、 次に 二十 節に 於て 言 ふ 

いくた，、  しほ  や 

「我 日 は 幾何 もな きに あらす や、 願く は 彼れ (神) 姑ら く 息め て 我 を 離れ 我 をして 少しく 安ん ぜ しめ 

ん こと を」 と。 ヨブ は 我 生命の 終 近き を 感じ 其 前の 少時の 間 神の 迫撃の 手が 己の 上に 來ら ざらん こと 

を 願った Q である。 憐 むべき かな ヨブ！ 彼 は 神に 攻められつ、 ありと 感じて、 死ぬ る前數 日間な り 

と 神が その 手 を 緩め 給 はんこと を 乞 ふたので ある。 その 心情 まことに 同情すべき でない か。 そして 彼 

は 最後に 一一 目 ふ 「我 は 暗き 地、 死の 隆の 地に 柱かん、 この 地 は 暗く して 晦冥に 等しく 死の 蔭に して Ini: 別 

なし、 彼處 にて は 光明 も黑 暗の 如し」 と。 これ 世 を 去って 陰 府に往 かんとの 心 を 言 ひ 表 はした もので 

ある。 けだし 舊約 時代に 於て は、 死者 は陰府 (sheol) て ふ暗黑 世界に 住む と 信ぜられて 居た ので ある。 

約 百 5?, の 研究  七 01 


ヨブ w 究  七 o  二 

ケ第十 章 全部 を 心に 置きて 考 ふるに ヨブ は義の 祌に對 して 愛の神 を 求めて 居る ので ある。 八 節— 十 

二 節に 於て 彼が 神の愛 護 を 述べた とき、 彼の 心に 愛の神 は 隅の 光 を發し 初めた ので ある。 神は義 たる 

に 止まらす 又 愛な りとの 觀 念が、 此時 彼の 惱 める 心に 光明と して 臨み 初めた ので ある。 この 隅 光が 發 

.展 して 眞晝の 輝きと ならば、 神の愛 は 悉く 解り、 来^の 希望 は 手に 取る 如く 鮮か となる ので ある。 し 

かし.； トら之 は 急速に 發展 すべき もので はない。 ちらと 輝いた 曙光 は 一 先づ 消えて ヨブ はまた 元の 哭き 

に 人った ので ある。 さはれ 曙光 は糙 かに 現 はれた ので ある。 これ 見逃すべからざる 點 である。 

神 を義と 見る は 不充分で ある。 ために ヨブ は 解決 點を 得ない ので ある。 故に 彼の 神觀は 是非とも 一 

轉 化を經 ねばならぬ。 第一 の 神の ほかに 第二の 神 を 認めねば ならぬ。 義 なる 神の ほかに 愛なる 祌を認 

めねば ならぬ。 そして ヨブ は 十 章に 於て 愛なる 神 を 認め 始めた ので ある。 祌を義 とのみ 見る 時人の 心 

は 平安 を 得ない。 罪 を 罰し 惡 をた し 規律 を 維持す る をのみ 神の 屬 性と 見做す 時、 人 は 我 罪の 報 を 怖 

れて 平安 を 得ない。 此時 キリスト を 通して 愛の神 を 知る に 至れば、 神 觀ー轉 化 を經て 赦免の 恩 惠を實 

感し 以て 光明に 入る ので ある。 しかし キリスト を 知らぬ ヨブ は、 獨 りみ づ から 愛の神の 搜 索に 從はざ 

る を 得なかった。 義の 神と 愛の神と が 人の 魂の 中に 於て"：^ 均 を 取る に 至って、 初めて 人の 心 は (. 定す 

るので ある。 それに 至る まで は苦鬪 である。 ヨブ は 今此 苦闘の 道程に 於て 在る。 それ は も 車 を峻坂 

に 押し進め るが 如くで ある。 二 歩 進みし かと 思へば 一歩退く。 ヨブ は 十 章の 八 節— トニ 節に 於て 愛の 

神の 一端に 觸れ しも、 十三 節 以下 また 後退す るので ある。 しかし 凡そ 光明 接受に 向って 進む 道程 は 常 

にこれ である。 此 微細なる 點を 過た す 描きし 約 百 記 は、 偉大なる 書と 云 はざる を 得ない。 同時に 此書 

が 人生の 確實 なる 實驗を 背景と せる 劇詩なる こと を 知る ので ある。 


因に 記す。 十 章 八 節— 十二 節に 似た る箇處 を舊約 聖書 中に 求 むれば、 左記の 如き 代表的の ものが あ 

る。 何れも 舊約 中の 新約 的 曙光と 云 ふべき ものである。 

M ホバ が 已を畏 る、 者 を 憐み給 ふこと は 父が 其 子を憐 むが 如し (詩 百三篇 十三 )o 

女 その^ 兒を 忘れて 己が 腹の 子を憐 まざる 事 あらん や、 たと ひ 彼等 忘る X 事 ありと も 我 は 汝を忘 

る k ことなし (ィ ザャ四 九の 十五 )o 

我等の 尙ほ 亡びざる は H ホバ の 仁愛に よりその 憐 みの 盡 きざる に 因る …… (哀歌 三の ニニ 以下 )o 

約 百 記 十 章と 併せて 讀 むべき 者 は 詩 四十 二、 三篇 である。 「わが 魂は渴 ける 如くに 祌を慕 ふ、 活け 

る 神 をぞ慕 ふ， 10 しかし 神 は 容易に 見えない。 「何れの 時に か 我れ 行きて 神の みまへ に 出 でん」 と 歎 

く。 然れ ども 神の 見えざる 時は靜 かに 神の 見 ゆる 時 を 待ち、 其 希望の 中に 活 くべき である。 「あ &我 

魂よ、 汝何 ぞうな だる k や、 なん ぞ我衷 に 思 ひ 亂る& や、 汝祌を 待ち S ポめ、 われに 聖 額の 助け ありて 

我れ 尙ほ 我祌を 讚め 稱ふ ベければ なり」 と 三度 繰 返さる &に 注意せ よ (ffl 十二 篇 五節と 十一 節と 叫 十 

三篇 五節と に 於て〕。 望 は 達せられ すして は滿 足しない。 しかし 望の 達せられぬ 間 は、 望の ある 事 そ 

の 事が 慰めで ある。 「汝祌 を 待ち望め」 と 我 魂に 告げつ-、 靜に 待つ 者 は 幸なる かな。 ヨブ は 愛の神 

を 探りて 未. だ 得す、 僅に その 一端 を捉 へて また 之 を 放す。 暗 黑は尙 霧れ やらす 光明 は 未だ 照り 亙らな 

い。 しかし 願 は 必す充 たさる & 時が 來 るので ある。 

疑問 あり 煩悶 ある 時、 直ちに 解決し 得べき もので はない。 た 必す 神より 解答 を 賜 はる 時 あるべし 

と 信じて、 X 布び 1^ を 以て 今の 痛苦 を 慰むべき である。 急ぐ 勿れ、 慌 つる 勿れ、 神 を 待ち め、 靜に 待望 

せよ。 これ 暗中に 處 する 唯一 の 健全なる 道で ある。 
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第九講 神智の 探索 

第 十一 章、 十二 章の 研 究 

我等の 研究 は 次第に 進みて、 今や ヨブの 獲た る 最大 眞理に 近よ らんと して 居る ので ある。 此際 特に 

00000000000000000  000000 

約 百 記 研究 全體 について 一 言の 注意 をし 度い。 抑 も 約 百 記 了解の 困難なる 理由の 一 は、 それが 餘 りに 

多くの 眞现を 含んで 居る に 在る。 一 見： 午 凡なる が 如き 辭 句が 或 東き 眞现を 暗示し 居る 場合が 甚だ 多い 

故、 それ を 見落さぬ ために は 細心の 注意 を 要する。 約 百 記に 限らす 聖書 全體に 亙りて、 その 記者た ち 

の 語法が 我等の それと 根本的に 相違せ る は 忘るべからざる 事で ある。 我等 は 順序 を 整へ 論理 を迎 りて 

.  はこ 

紙 織 的に 結論に 導き、 彼等 は 前後の 關係を 顧慮せ すして 續々 として 眞理を 提示す る。 恰も 寶の匡 を 開 

きて 手當り 次第に 齊石を 取り SI すが 如くで ある。 これ 餘 りに 多く 眞现に 充てる がた めで ある。 さり 乍 

ら本 講演 はむしろ. K 體の經 過 を 本流に 於て 探る を 目的と し、 支流 叉 は 分流に 探究の 舟 を乘り 人る k 場 

合 は 甚だ 少ない ので ある。 

H リパズ は 初め 實驗 に徵 して 「神 は 善な り」 と說 き、 次に ビルダ デは所 傅に よりて 「神 は義 なり」 

と 主 張す。 そして 孰れ も ヨブの 擊退 する 所と なった。 兹に 於て か最 年少の ゾ パル 現 はれ、 天然 學 上よ 

り 「神 智 測り 難き こと」 を 述べる。 これ 第 十一 章で ある。 然るに 前述せ し 通り ヨブ は 信仰に 於て 知識 

に 於て 遙 かに 三 友 を 凌駕せ る 故、 ゾ パルの 振 廻す 天然 知識 位に て 怯むべき 害がない。 直に その 豊富な 

る 知識の 庫 を 開いて 逆襲 的に ゾ パルに 答へ るので ある。 これ を 載す る は 十二 章で ある。 そして 彼の 語 


は尙ほ 綾いて 十三、 十 章と なり、 かくて ヨブ 對三 友人の 第一 囘 問答 は 決 了す るので ある。 

まづ十 一 章に 於て ゾパ ル の 語 を 見よ。 一 節— 三 節 は 彼の 首 はざる を 得ざる 理由 を 述べた もので あつ 

て、 ヨブの 言 說に對 して 起した る 靑年ゾ パルの 憤り はさながら 見る が 如くで ある。 而 して 節より 本 

論に 入りて 云 ふ 「汝は 言 ふ、 我敎は 正し 我 は汝の 目の前に 潔し と、 願く は 神 言 を 出し、 汝に向 ひて 口 

を 開き、 智慧の 祕密 を汝に 示して その 知識の 相-供す るを顯 はし 給 はんこと を、 然 らば 汝 知らん 神は汝 

の 罪よりも 輕く 汝を處 置し 給 ふこと を」 と。 然り ヨブが 自ら 正 を 以て 居りて 雜 なしと せる は 過って ゐ 

る。 併し ゾパ ルは言 ふので ある r 祌 もし 其 智慧の 大 なる を 示し 給へば ヨブ は已の 智慧の 足らざる を 知 

り、 且已に 降りし 禍は その 犯せし 罪の 報 以下なる こと を 知る に 至る であらう」 と。 卽ちゾ パル は ヨブ 

を 以て 大罪 を 犯せる ものと 見做し、 受けし 災禍の 如き は 罰と して 頗る 寬大 なる ものであると 主張した 

ので ある。 友 を 責める 言と して 峻烈 を 超えて 寧ろ 残酷と 一一 百 ふべき である。 ヨブ を 大罪 人と 見做し、 彼 

の 災禍 を 以て 揮の 當然の 報と 見る 點に 於て、 ゾ パル は 他の 二人と 全く 同一 の 誤 想に 陷 つて 居た ので あ 

る 0 

七 節— 十一 一節に 於て ゾパ ル は 全能者の 測り 難き 深智を 歌って ゐる。 「その 高き こと は； 大の 如し、 汝 

なに を爲し 得ん や、 その 深き こと は 陰府の 如し、 汝 なに を 知り 得ん や、 その 量 は 地よりも 長く 海より 

も濶 し」 と。 彼 は 神の 大智を 讚へ つ、 ヨブの， 誇 を 責めて ゐ るので ある。 叉 「彼れ もし 行き めぐりて 人 

i ら め しもつ 

を 執へ て 召集め (卽ち 裁判官が 巡囘 して 犯罪 人 を 捕へ 集めて 裁判す る 如くし) 給 ふ 時 は 誰か 能く 之 を 

阻まん や、 彼 は 偽る 人 を 善く 知り 給 ふ、 又 惡事は 顧る ことなくして 見知り 給 ふなり」 と 一一 IC ふ。 これ 亦 

神 を 讚美し つ i、 ヨブ を， 人と し 偽る 人と し 惡事を 犯せる 者と して 批難した 語で ある。 「虚しき 人 は 
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悟性な し、 その 生る、 よりして 野 驢馬の 駒の 如し」 と 云 ふが 如き、 餘 りに 不當 なる 惡 口と 云 ふべき で 

ある。 

かく ョ ブ の 禍 を- sS の 報と おむ。 故に 當然 十三 節以 下 の 忠言と な るので ある。 「手に， 罪の あらんに は 

之 を 遠く 去れ、 惡を汝 の 幕屋に 留 むる 勿れ、 さすれば 汝額を あげて 站 なかるべく、 堅く 立ちて 懼る、 

事な かるべし、 卽ち汝 憂愁 を 忘れん …… 汝の 生き 存 ふる 日 は爲晝 よりも 輝かん …… 汝は 何にも 恐れさ 

せらる &事 なくして 伏し 休まん …… 」 と、 卽ち罪 を 去れ 然 せば 幸福 臨まん と 云 ふので ある。 最 年少な 

るゾパ ルも亦 依然として 時代の 思想に 囚 はれて ゐ たので ある。 

二十 節 は改譯 して 「され ど惡 しき 者 は 目 くらみ 遁れ處 を 失 はん、 その tlil は 死なり」 とすべき である- 

惑し き 者は來 世の 生活 を 厭 ふ、 これ IS の 罰を懼 る、 からで ある、 故に 惡 しき 者の 望 は 死 (絶滅) であ 

ると 云 ふので ある。 此語は ヨブが 頻りに 死 を 希 ふ 心 を 表 はし 居た るに 因して 發し たもので ある。 ゾパ 

ルは ヨブ を 罪人と なし、 愚者と なし、 叉惡 しき 者と なすので ある。 

此の ゾ パルの 語に 對 する ヨブの 答 は、 十二 章に 載せられて ゐる。 彼 は 若き 友が その 抱け る 智識と 思 

想と に照らして 無遠慮に 彼 を 批難す るに 會 して、 憤激の 情 はー轉 化して. ；^れ き 笑と なり、 皮肉の 言葉 を 

並べて 相手 を飜 弄せん とする ので ある。 彼 は 未熟なる 知識 を糧 とせる 乳臭 兒の 襲擊を 受けて、 知識の 

事なら ば 我れ いかで 汝に讓 らん やとて、 暫し 病苦と 悲境と を 忘れて 嘲弄 的 逆襲に 出た ので ある。 劈頭 

の r 汝等 のみ まことに 人な り、 智慧 は汝 等と 共に 死なん」 と ある 語 を 初と し、 以下 凡てに 此 冷笑的 氣 

八" が 漲って ゐる。 

「誰か 汝 等の 言 ひし 如き 事 を 知ら ざらん や」 と ヨブ は 言 ふ。 ゾ パル は 新 知識の 所有者 を 以て 自ら 任 


じ、 新說の提唱をなすが如く思ひて意^_湫揚々として舌を揮ふ、 之に 對 して ヨブ は 右の 如く 答へ るので 

ある。 今日 新 說と稱 し 革命的 思想と 唱 へて 得々 として 或は 之 を 口にし、 或は 之 を 筆に する 者が 多い。 

併し ヨブの 此答を 借りて 我等 は 「誰か 汝 等の 一一 一一 口 ひし 如き 事 を 知ら ざらん や」 と 一一 目 はんとす る。 畢竞か 

の 新説と 稱 する もの、 概ね 舊說 の燒き 直した るに 過ぎない。 その 內容 とその 精神に 於て 3： 等の 相違 あ 

るに 非す、 唯 外衣と 装飾と を 異にせる のみで ある。 

かすめ-つ： 14  やすら ケ 

六 節 は 之 を 改めて 「掠奪 ふ 者の 天幕 は榮 え、 神 を 怒らす る 者 は 安泰な り、 彼等 は 己の ％ ^に 祌を携 ふ」 

とすべき である。 これ 卽ち惡 人の 繁榮と 安泰 を に 通有の こと、 して 述べた ので ある。 げに 「彼等 は 

nj の 乎に 祌を携 ふ」 る。 彼等 は 自己の 抱く 思想、 自己の 信す る 敎義、 自己の 選ぶ 行動、 悉く 眞- 止安當 

にして 袋 も 能く 眞理に 適へ る ものと 做す。 彼等 は 自己中心の 徒で ある。 自己の 凡てが 神に 適 ひ、 神 は 

いたく 之れ を 賞で k 凡てに 於て 已の 味方で あると なす。 卽ち 彼等 は 己 を 悉く 棄て & 神に 隨 はんとす る 

に 非す、 已を 悉く 立て &神 をして それに 隨は しめんと する、 否 神が それに 隨ひ 居る となす ので ある。 

これ 最大の 自己中心 である。 實は 最も 「神 を 怒ら」 する ものである。 彼等の 類 は 世に 甚だ 多く、 而し 

て 富み 榮ぇ且 安らかで ある。 それに 比して 義 しき 者の 悲境に 沈淪 せる は 何の 故ぞ と、 ヨブ は 疑 ふので 

ある。 

七 i§— 十 節は言 ふ 「今 請 ふ獸に 問へ、 されば 汝に敎 へん、 天空の 鳥に 問へ、 さらば 汝に 語らん、 地 

に 言へ、 さらば 汝に敎 へん、 海の 魚 も 亦 汝に述 ぶべ し、 誰か この 一切の ものに 依りて M ホバの 手の 之 

す ベ て いきもの いのち  や -. へ て  た- * しひ 

を 作りし なる を 知ら ざらん や、 一 切の 生物の 生氣 及び 一 切の 人の 靈魂 共に 彼の 乎の 屮 にあり」 と。 天 

地 萬 有 を 通して 造化の 神を認 むる 心 を 言 ひ 表 はした ものである。 ヨブ は 精密 周到なる； 大然觀 察に より 
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て、 ；大然 を 通じて 神の 心 を擧ん だので ある。 野の 獸、 穴. 一 の 鳥、 海の 魚、 地上の もろく の 植物、 いづ 

れも 彼に 神 を 示した。 彼が 各地に 旅行して 自然 科學 上の 瞥： 富なる 知識 を貯 へたる 人なる こと は、 三十 

章 以後に 於て 明かで ある。 實に彼 は 健全なる 路を 經て大 なる 神を學 びつ、 あった 人で ある。 

今 日 基赞 信徒が 自然 研究 を 遣 却 して 徒ら に 新著 新說 に 走り、 變り 易き 现論を 以て 自己 を 整 はんとす 

こっち ク， ひ  ほと ゝ V, す 

る は 愚の 骨頂で ある。 ^の 雌雄 を 知らす 不如歸 の 無慈悲 を 悟らす して、 新しき 祌學說 を 喋々 する も 何 

の 效ぞ。 魚類の 如き 凡て 面白から ぬ はなく、 鰻の 如き 最も 不可解なる 生物で ある。 心 を 潜めて 一 小 天 

然 物を觀 よ、 そこに 神 を 知る こと 深き を 加 ふるで はない か。 凡ての 天然 物 は 我等に 祌の 測り 難き 穎智 

を敎 ふ。 故に 天然 研究 は 神 を 信す る 者の 奴樂 であり、 又 責務で ある。 ヨブの 如き は 熱心なる 天然 研究 

に 依りて、 信仰の 養成 をな しつ、 あつたの である。 勿論 この 研究の みに て 人 は 救 はれる ので はない。 

しかし 是れ 救の 基礎と し 準備と して 役立つ こと は 疑ない。 神の 著 はせ し 書物に 二つ ある、 甲 は 聖書、 

乙 は 自然界 (全 宇宙) である。 兩者を 知りて 初て 神 を 知る に 於て 全い。 自然 研究の 效大 なりと 云 はね 

ばなら ない。 之 を輕ん する 時 は 造化の 神 を 能く 知る こと は 出来ない。 祌の 探究と 稱 して 徒らに 惱屮に 

思索 を 繰 返す は、 勞 して 效 なき 業で ある。 むしろ 祌の 作物に ついて 直接に 祌を學 ぶべき である。 神の 

物た る 聖書と 天然、 この ニを學 びて 初めて 祌を 知り 得、 叉 益す 深く 彼 を 知り 得る ので ある。 

十 一 節 —二十 五節 は 七 節— 十 節と 其 精神 を 等しく する。 彼 は 天然 物 を 通じて 神の 全智 全能 を學 び、 

は此 世に 臨む 神の 支配 を 通じて その 測り 難き 智と抗 し 難き 能力と を 知る 事 を 述べて ゐる。 「智慧と 

權 能と は 神に あり、 智謀と 颖悟も 彼に 屬す」 る 事 を、 此 世の 备 方面に わたりて 實證 して ゐる。 辭 句の 

意味 は說 明せ すして 明かで ある。 


十一 奪と 十二 章 を 通す る 問題 は 祌智の 探索で ある。 それにつ いて 記さる、 凡てが、 貴き 眞理の 提示 

たる は 明瞭で ある。 天然 を 通じ 人事に 徵 して 神 智神 能の 絶大 を 知る ほか、 尙ほ 一事 を 知らす して は、 

我等の 祌に關 する 知識、 叉 救に 關 する 知識 は 不充分で ある。 尙ほ 一事と は卽ち 罪の 自覺 である。 ヨブ 

が 己 を 以て 正しと なす は大 なる 過誤で ある。 この 誇り 彼に ありて 彼 は 未だ 救 はれす、 彼の 知識 は 不具 

である。 彼れ 我 罪の 自覺に 達し (勿論 友の 想像せ る 如き 有形 的 罪惡の 意に あらす) 神の 前に 己 を卑ぅ 

する に 至って 彼の 救 は 成立し、 彼の 知識 は 全きに 至る ので ある。 それまで は 暗中の 彷徨で ある、 しか 

し 光明に 向っての 暗中の 彷徨で ある。 

天然 を 以て 神の 權ぜを 知る 事が 出来る。 歷史を 以て 彼の 智慧 を 量る 事が 出来る" 或る 程度まで は 人 

智を 以て 「神の 深き 事 を 窮め、 全能者 を 全く 窮 むる 事が」 出来る (十一 章 七 節)。 然し 乍ら 神の 心に 至 

て は、 灭 然も 歷史も 我等に 敎 ふる 所がない 。神の 心に 關 する 知識に 至て は、 我等 は 全然 神の 啓示に 待 

たなければ ならない。 神 は 其 獨子を 賜 ふ 程に 世の 人 を 愛し 給へ りと 云 ふ 事 は、 人間の 智慧 を 以てして 

は 到底 解らない。 天然 研究 責 しと 雖も、 罪の 如何なる 者なる か は 之に 由て は 解らない。 而 して 神の 智 

慧を 知悉しても 神の 心が 解ら すして は、 神に 關 する 最も 大切なる 事 は 解らない。 ヨブと 彼の 友人と は 

今日まで 神の 智慧に 就て 大に學 び、 且つ 知る 所があった。 而 して 今や 神より 直に 神の 何たる か、 其聖 

、いの 何たる かを敎 へられつ 、あるので ある。 最も 貴き は 此の 知識で ある。 
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第十講 再生の 欲求 

第 卜 四 章の 研究 

士  H=J- より 十 W 堂に わたる ヨブの 言の 屮、 第士 一章 は 前 囘に舉 び たれば、 今 囘は第 十三 章に ついて 

一 言せ しのち、 第十四章に就ぃて^91:ら學び度ぃ のでぁる。 

十三 章に 於て は、 ヨブ はゾパ ル 等に 對 して 逆襲 的 態度に 5r つるので ある。 「汝 等が 知る 所 は 我 も 之 

を 知る、 我は汝 等に 少" らす、 然 りと 雖も我 は 全能者に 物言 はん、 我 は 神と 論ぜん こと を む、 汝等は 

た 虚言 を 造り f_ はくる 者、 汝等は 皆無 用の 醫師 なり、 願く は汝等 全く 默 せよ、 然 する は汝 等の 智慧な 

るべ し」 と 云 ふ 如き は、 明かに ヨブの 此 態度 を 示す ものである。 尙ほ 十三 章の 中に て 大切なる 句 は 卜 

五節で ある。 邦譯 聖書に は 「彼れ 我 を 殺す とも 我 は 彼に 依頼まん、 た 我 は 我 道 を 彼の 前に 明かに せ 

ん とす」 と ある。 此 語の 前半 は憲に 美 はしき 心情 を 示した 語と して 有名で あるが、 實は それ は 誤譯で 

ある。 「彼れ 我 を 殺す とも 我 は 彼 を 待ち. まます」 と改譯 すべきで ある。 かくて 十五 節の 意味 は 「我 は 

飽くまで 我 無罪 を 祌に訴 へん、 そのため 彼に 殺さる、 に 至る も 敢て厭 はす」 と 云 ふに 在る。 彼 は fSfJ 氣 

を 揮 ひ 起して 此强き 語を發 してみ た。 しかし 神より は 何等の 反響が なく、 友 は 皆 かれ を 誤解して ゐる。 

そして ：！；- の 中には 此勇菊 を 持 綾せ しむる だけの 力がない。 一 度 起せし： 奥氣は 忽ち 消滅 せざるを得ない。 

恰も 東 病人が 率然として 仇敵の 其 前に 立つ に會 し、 憤然として  一 to; 起ち 上りし も、 自己 自身に 力なき 

ため 直に 倒る \が 如くで ある。 第 十 四 章 以後の ヨブの 語に は、 健かに 此心 持が 見えて 居る ので ある。 


十^ 章 は 約 百 記 中 最も 重要なる 章の 一 である。 神と 爭 はんとして 己の 無力 を 悟りし ヨブの 悲歎 は、 

4^:.^&^^ilii、となって此ll早に表はれて居る。 彼 は 自然界の 諸々 の 物象に 比して、 人間の はかな さ を 

描き出 づ るので ある。 玆 にも 亦 約 百 記 作者の 優^ 精到なる 天然 觀察 者なる こと を 知る ので ある。 

「女の 產む人 は 其 日 少なく して 艱難 多し」 と 一節 は 曰 ふ。 人 は 誰 人と 雖も 女より 生れし もので あれ 

ば、 產む 人と 殊更に 言 ふ 必要 はない とも 云へ る。 しかし 此 語に は 深き 意味が ある。 女 は 體も心 も 

弱き ものである。 故に 「女の 産む 人」 と 記して、 人の 弱き 事が 暗示せられ たので ある。 實に 女の 產 

む 人 は 其 日 少なく して 艱難 多し である。 コ &ムゥ H ルの 如き、 ナボレ オンの 如き 人類 中の 最强 者と 雖 

も、 實は 弱き 女の 產 みし 弱き 人の子た るに 過ぎない。 彼等の 生涯 は 明かに 此事を 示して ゐる。 げに人 

は 皆 弱き者で ある。 此事を 知らす して は、 我等 は眞の 同情 を 人に 向って 起す こと は 出来ない。 

二 節に は 「その 來る こと 花の 如くに して 散り、 その 馳 する こと 影の 如くに して. まらす」 と ある。 

此 節の 後半 は、 人の 生涯 を 風强き 日に 砂原 を 走る 雲の 影に たと へ たもので ある。 是れ亦 約 百 記の 舞 

臺を 示す 語で ある。 M 節の 「誰か 淸き物 を 汚れた る 物の 中より 出し 得る 者 あらん」 は、 女より 生れし 

人の 到底 淸く あり 得ぬ を說 いたので ある。 かく ヨブ は 人間の 弱く、 はかなく、 汚れ 居る 事を說 きし 後 

「その 日旣に 定まり、 其 月の 數汝 により、 汝 これが 區域を 立て、 越え ざら しめ 給 ふなれば、 之に 目 を 

. 膝 して I 女 息 を 得させ、 之 をして 慵. 人の 其 日を樂 しむが 如くなら しめ 給へ」 と訴 へて ゐる。 彼 は 絕望中 

の 僅の 安息 を 希った ので ある。 その 心情 ゃ洵に 同情すべき である。 

次に 見るべき は 七 節— 十二 節で ある。 「それ 木に は 望 あり、 たと ひ 砍らる \ とも 復た芽 を 出して 其 

枝 絶えす、 たと ひ 其 根 地の 中に 老い 幹 土に 枯る、 とも、 水の 香に あへば 卽ち芽 を ふき 枝 を 出して 若樹 
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に 異ならす と」 と 羨み、 それに 比して 「され ど 人 は 死 ぬれば 消え 失す、 人氣絕 えなば 安に 在らん や」 

と 歎く ので ある。 げに 木に は 望 あり、 そ は (仪 活し义 (议活 す、 砍ら る、 とも 後た 芽 を 出し 枝 を ひろげる， - 

桑の 如き 擦の 如き、 わざと 砍 りて その 生命 を 永久に 新鮮なら しむる 者 さへ ある。 パレスチナに 於ても、 

撖^ の 如き は斯 くして 之 を 老衰より 少壯 によび 戾し 得る ので ある。 樹には 復活 あり 人に は 復活な し、 

是れ ヨブの 悲歎であった。 

植物に 再生 あるに 比して 人に 之な きを 歎き、 或は 之 ある を ひ H む。 これ 印度、 ス カン.、 テナ ビヤ 等の 备 

國の 古文 學に 共通せ る 思想で ある。 ヨブ 亦 植物に-再生 ありて 人に 之な きを 歎く。 しかも 此 悲歎た る- 

實 はこれ 復活 再生の 希望の 初 現と も 云 ふべき ものである。 この 悲歎の 裏面に、 此希 JIft.- が 起り つ 、あつ 

たので ある。 抑 も 植物 は 人間 以下の ものである。 然るに 神 は 之 をし も 再生せ しむ、 況して 祌の心 を 籠 

めての 所作なる 人に 於て おや ！ と は當然 此の 悲歎と 形影 相伴 ひて 起るべき 推定で ある。 根 地の 中に 

老い、 幹 土に 枯る i 樹木 も 水の 番 にあへば、 忽ち 若樹 として 再生す るが 如く、 人 は其體 地の 中に 枯れ 

其の 魂 土に 歸 する も、 一度 神の 靈の 香に 會 はんか 忽ち 復 生し、 再び 若く して 地の 上に 立つ に 至る であ 

らう. I と黑 雲の 中に 光明 は隱 見す るので ある。 

第 十一 、第 十二 節 も 同じく 悲歎で ある。 「水 は 海に 竭き、 河 は 滴れて 乾く」 と は 砂漠 地に て 常に 目 

擊 する 現象で ある (海と は眞の 海で はない、 池の 如く 凡て 水の 溜れる 處を云 ふので ある )。 「かくの 如 

く 人 も. おね 臥して また 起きす、 天の 盡 くるまで 目覺 めす 睡眠 を醒 まさ るな り」 と は、 死後 陰 府に於 

ける 生活 を 描いた もので、 陰府の 生活 は 忘却 睡眠 を 特徴と すと 猶太 人は考 へて ゐ たので ある。 「；大 の 

盡 くるまで」 は 永久にの 意で ある。 天 は 永久に 盡き すとの 思想より 出で た 句で ある。 


次 は 十三 節 I 十七 節で ある。 「願く は 汝我を 陰" 时に藏 し、 汝の震 怒の 息む まで 我を掩 ひ、 我がた め 

に 期 を 定め 而 して 我 を 念 ひ 給へ」 (十三 節〕 と は 再生の 欲求の 發表 である。 ヨブ は 今 神の 怒に 會 へりと 

信じて ゐる。 故に 世 を 去りて 陰府に 降らば 神が 彼 を 其處に 保護して、 その 怒 息み し 後に 於て 彼 を 再生 

せし むる であらう と 思ひ且 望んだ ので ある。 次の 十 W 節の 前半 は 挿入句で ある。 「人 もし 死なば また 

生きん や」 は、 人 死ぬ も 再生すべき かとの 問題の 提出で ある。 此時 ヨブ は 直ちに r 然り W 生す」 と は 

答へ 得なかった。 彼 は此大 問題 を 提出した ま、 に 放置して 十 四 節 後半より 直ちに また 前節の 欲求に 歸 

つて 了った。 恰も： 大 よりの 問 光の ごとく 此 問題 は 突如と して 彼に 起り、 又 突如と して 彼 を 去った" そ 

れは 恰も 雲の 切れ目より、 一瞬間 日光が 照りし が 如くであった。 そして 之に 對 しての 「然 り」 とい ふ 

答 は、 約 百 記の 最後に 至って 現 はれる ので ある。 淘 に文舉 として 絶妙で ある。 そして 是れ亦 實驗の 上 

の 作た る を 誇す る ものである。 

十四 節 後半— 十七 節 は 少しく 改譯 せねば ならぬ。 卽ち 

我 は 我 征戰の 諸 日の 間 望み 居りて 我 變更の 来る を 待たん、 汝我を 呼び 給 はん 而 して 我れ 答 へん、 

汝必 す汝の 手の 業 を 顧み 給 はん、 其 時汝は 我の 歩み を 數へ給 はん、 我 罪を汝 うか ひ 給 はざる ベ 

し、 わが 慰 は 凡て 囊の 中に 封ぜ られ汝 わが 罪 を 縫 ひこめ 給 はん。 

と譯 すべきで ある。 一 W ふ 所 もとより 漠然たる を 免れない。 さり 乍ら 復活の 欲求に 於て 甚だ 大 なる もの 

が あり、 せ 何等かの 形に 於て W 生の あるべき 事の 豫感が 見える。 未 來の或 時に 彼の 上に 或 變動來 り、 

神と 彼と 相 呼ぶ に 至り、 神 彼の 業 を 顧み、 歩み を數 へて 彼 を 愛護し、 神 彼の 罪 を 窺 はす、 燈と si- を 抑 

へ て 外に 出で ざら しむと 云 ふので ある。 想の 大、 一一： e の 美 まことに 一二 歎すべき である。 是れ キリス ト以 
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前 に 生れし 摯實な る 心靈 の 來世 探究 史と し て、 見逃す ベ から ざ る筒處 である。 

ヨブ は； 冉 生の 欲求に 於て 盛 なれ ど、 それ は 未だ 再生の 希-ば 卞： となった と は 云へ ない。 欲求と 希望と は 

大に3^ハなる。 甲 はた の 願 ひ、 乙 は 或確實 なる 未来の 事の 望で ある。 欲求に は 正しき あり 惡 しき あり、 

來^ の 欲求の 如き は li- 且 善なる 者で ある。 必 しも 自己の ためにの み 來世を 望む にあら す、 神の 義の完 

全なる 顯照 を熱& えす る 時、 自己 を 離れて 人に 深刻 痛切なる 來世 希求が 起る ので ある。 而 して 此 欲求の 

充 たさる X 事が 確實 となるとき、 其 欲求 は 進んで 希望と なった ので ある。 來 低の 欲求の 上に 神の! 

0  0  0  OO0O00OOOOOOO  00000000000003 

加 はり、 キリスト 復活の 信仰 重なりて、 玆に來 世の 希望と なる ので ある。 欲求 は 漠然に して 不正確、 

希 は； A は 確乎と して 正確で ある。 恰も 男女 間の 思慕が 初め 欲求た る 問 は不储 なれ ど、 後ち 進みて 婚約 成 

立と なりて 初めて 希 §fl と 化して、 確實 になる が 如くで ある。 

ヨブの 此 欲求 は 人類 全體の 欲求で ある。 人に は 誰 人に も來 世の 欲求が ある。 神 は キリスト を 通じて 

永生の 下賜 を 約束し 給 ひしの みならす、 其 キリスト を 復活せ しめ 給 ふて、 以て 彼に 從ふ 者に 確實 なる 

永生の 希望 を 與へ給 ふたので ある。 かくて 來 世の 欲求 は 希望と 化した ので ある。 そして キリストの 十 

字 架 あるが 故に 我等の 愆は 凡て 囊の 中に 封ぜ られ、 罪 は 縫 ひ 込めら る、 ので ある。 かくの 如くに して 

此處 に ョ ブ の 願 ひし 處は 遂に 或 時實現 せらる &の である。 實に 感謝す べき 事で はない か。 

然るに 十八 節 以後に 於て は、 ヨブに 起り し 光明の 一閃 は 消えて 再び 哀哭に 入る ので ある。 「それ 山 

も 倒れて 終に 崩れ 巖も 移りて 其處を 離る、 水 は 石 を 穿ち 浪は 地の 塵 を 押 流す、 汝は 人の 望 を 絕ち給 ふ」 

と、 ヨブ は 依然として 豊富なる 自然 觀 察の 知識 を 借りて、 人間の 運命 を 歎く ので ある。 自然の 變 動が 

目に 見えざる 如くに して 而も 徐々 として 行 はる &が 如く、 人の 生命 も 亦徐々 として 絕 たる., と 云 ふの 


である。 「汝は 彼 を 永く 攻めな やまして 去り 往 かしめ、 彼の 面容 を變ら せて 逐 ひやり 給 ふ、 その子 貴 

くた る も 彼 は 之 を 知らす、 卑 勝くなる も 亦 これ を隨ら ざるな り、 た 5^ 己み づ から 其 心に 痛苦 を 覺ぇ已 

みづ から 其 心に 哀く のみ」 と 云 ふ。 是れ 死者 は 陰」 おに ありて 此， の 成 行 を 感知し 得す、 半醒半 眠の 屮 

に 唯 自己の 痛苦 否運 を感 する のみとの、 時代 信念 を 背景と して 讀 むべき 茵處 である。 げに 痛切 悲愁な 

る 魂の f 'きで ある。 

今 十四 章 を全體 として 視 るに、 光明 旣に 臨めり と 云 ふこと は屮 Z 來 ない。 全 體を蔽 ふ もの は 依然た る 

暗雲で ある。 しかし 黑雲を 透して 電光が 閃く が 如くに、 光明 は 一 度 叉 一 一度 隱見 する。 かくて 最後に 黑 

雲 悉く 晴れて、 全天 全地 光明 を 以て 輝く 時が 豫想 せらる X ので ある。 凡て 信仰 進歩の 順序 は 之で ある。 

初より 全 光明 を 一 時に 望むべき もので はない。 まづ懷 疑の 暗雲に 閉ぢ こめられて 天地 晦冥の 間に 時々 

光明の 閃光に 接し、 その 光明 次第に 增 すと 反比例して 暗雲 徐々 として 去り、 遂に 全 光明に 接する に 至 

るので ある。 此 順序 を逐 ふて 過たざる は 約 百 記の 實驗 記た る證據 である。 そして 我が 信仰の 性質の 漸 

次 的 進歩に ある 事 を 知る は、 自己の ために 必要で あり、 又 人に 向って， 幅 昔を說 くに 當 つて 必要で ある。 

かの 一夜に して 人 を 光明に 入れん とする 如き 傳道法 は、 此 心理的 事實を 無視す る ものであると 言 は ざ 

る を 得ない。 

來^ 的 光明の 徐々 として 彼に 臨みし は 何に 因る か。 是れ 彼に 降りた る禍、 禍の ための 痛苦、 痛苦の 

極の 絶望に 因る ので ある。 「來 世の 希望 は 奈落の 緣 にん く 花な り」 との 語が ある。 大 苦難、 大絕 ss、 

； も 死に 瀕する 如き を 心に 味 ふ 時、 そこ に^く 花は來 世の 希望で ある。 我 愛する 者の 死に 會 して 之 を 

獨り 彼^に 送る。 そして 自身の 心 また 死の 如き 寂 1鬆 悲愁に 會 して、 奈落の 淵に 臨める が 如くで ある。 
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然るに 見よ 其 時卿ド に^ける 美 花は來 世の 欲求で あり、 進んで は叉來 世の 希望で ある。 これ を 摘み 來 

ジるほ 

つて 我心に 植ゑ、 我に 永遠の 希望の 拔き 難き もの 生れて、 再 會の望 を 以て 我 殘生を IS すに 至る ので あ 

る。 忠難は 人生 最上の 惠み である。 

第 十一 講 ヱ リバ ズ 再 び 語 る 

第 十五 章の 研究 

これより 約 百 記の 十五 章の 研究に 入らん とする に當 つて、 約 百 記 全體の 綱目 を 揭げて 研究の 便に 供 

する。 卽ち 左の 如くで ある。 

約 百 記 綱目 

發 端  一、 二 章 

ヨブ 對 友人  三 章— 三十 七 章 

ヨブの 獨語  三 章 

0  0  0  0  0 

;^1戰第 一 囘 

H リパズ 語る  ra:、 五 章 

ヨブ 之に 答 ふ  六、 七 章 

ビルダ デ 語る  八 章 


一章 章 章 
章 


ヨブ 之に 答 ふ  九、 十 章 

ゾ パル 語る  ト 一 章 

ヨブ 之に 答 ふ  十一 一、 十三、 十 四 章 

0  0  0  0  0 

論戰 第二 囘 

エリ バズ 語る  十五 章 

ヨブ 之に 答 ふ  ト六、 十七 章 

ビルダ- デ 語る  ト八 

ヨブ 之に 答 ふ  ト九 

ゾ パル 語る  一 一 卜 

ョ ブ 之に 答 ふ  一 一十 

0  0  0  0  0 

論戰 第三 囘 

エリ バズ 語る  一 一十一 一章 

ヨブ 之に 答 ふ  一 ート 三、 一 一十 gl 章 

ビルダ， テ 語る  二十 五 章 

ヨブ 之に 答 ふ  一 一十 六— 三十 一 章 

ヱ リフの 仲裁  三十 二— 三十 七 章 

エホバ 對 ヨブ  三十 八， I 四十 一章 

結 末  四十 二 章 
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約 百 記 は 右の 如き 結構の 上に 成立つ ものである。 三 囘の論 戰の經 過 を 見る に、 ヨブ は 次第に 其 論陣 

を 進め、 三 友 は 次第に 萎縮 退 嬰す るの 形が ある。 論 戰す& むに 從 つて、 ヨブの 語が 次第に 長くなる 倾 

き あるに 反して、 三 友の 語 は 次第に 短くな り、 第三 囘の 最後に 現 はるべき ゾ パル は 遂に 姿 を 見せない 

ので ある。 此時靑 年 H リフ兩 者の 態度に 憤り を 起して 現 はれて 仲裁 を 試み、 最後に H ホバ 御自身 ヨブ 

を 論して ョ ブに 平安 臨み、 そして 結末と なる ので ある。 

今 全卷 四十 一 一章 を 左表の 如く 分類す る ことが 出来る。 之に 依て 見る に ヨブの 語りし 所 は 合せて 二十 

隶に 亙る も、 三 友の 語 は 全部に て 九 草に 過ぎす、 之に H リフの 語 を 加 ふる も尙ほ 十五^ を 出で ない の 

である。 もし 我等 節の 數 による 分類表 を 作らば 更に 興味 ある ことで あらう。 


約 百 記の. 部 は ヨブ 對三 友の 論戰 である。 此論戰 は 十 W 衆までに 於て 第一 囘を 了へ、 十五 章より は 

第二 に 入る ので ある。 論戰の 主題 は簡單 なれ ども 人生の 深き 疑問に 關す。 卽ち忠 難 は 凡て 罪 惡の結 

* なる か 如 w、 義 しき 者に 患難の 下る 理由 如何の 問題で ある。 三 友 は忠難 災禍 を 以て Si 惡の 結果との 

み 見る 時代 思想の 中に 呼吸せ る 人、 故に ヨブ に續々 として 臨みし 禍は 彼の 罪 惡を證 明す る ものと 堅く 


田 あ ひて 動かな. かった。 されば 彼等 は先づ 接に 此事を 暗示して、 ヨブ をして 其 理由 を 認めて 悔 改めし 

めんと したので ある。 ヨブ 一度 其 ，菲 を 自認して 吿 せば、 災禍 は 忽ち 彼 を 去って、 倍舊の 物的 恩惠か 

れを 見舞 ふならん と 彼等 は考 へたので ある。 誠に 彼等 は 時代 思想の 子であった ので ある。 故に 第一 囘 

戰に 於て は、 彼等 は 成るべく 穏 かなる 語 を 以て ヨブ を 責め、 彼等に 責めら る.^ ヨブ は 却て 眞理の 間 光 

を 浴びつ、、 徐々 として 光明の 域に 向って 進む ので ある。 さり 乍ら 一方 彼 はまた 友 等に 對 して は 頗る 

頑強の 態度 を 持し、 自己の 無罪 を 主張して 敢て 降らす、 却て 無罪なる 彼を虐 ぐる 祌を慘 酷 無慈悲な り 

と呼號 する ので ある。 兹に 於て 三 友 は 彼 を 頑冥 不靈 となして 憤り を發 し、 此度は 陣容 を 改めて 間接 射 

擊を罷 めて 直接 射擎に 入った ので ある。 これ 卽ち 第一 ー囘戰 である。 

そして 第二 囘戰の 火蓋 を眞 先に 切った もの は、 例に 依って 長老の H リパズ である。 この 第 十五 章 を 

前の 彼の 語 卽ち第 四、 五 章と 比較 するとき 其 語勢、 その 態度に 大 なる 相違 ある ことが 認められる。 間 

接より 直接に、 靜穩 より 峻酷 へと 彼は變 つたので ある。 

一節— 十一 節 は、 ヨブ を 驕慢 者と なして 直接に 向けた る 批難の 矢で ある。 けだし 第一 囘論戰 に 於け 

る ヨブの 最後の 答に は、 彼が 己 を 以て 三 友に 優れり となす 自信が 漲って ゐる。 「我 は汝 等の f に 立た 

す、 誰か 汝 等の 言 ひし 如き 事 を 知ら ざらん や」 と 云 ひ、 又 「汝 等が 知る ところ は 我 も 之 を 知る、 我 は 

汝 等に 劣らす」 と 主張し、 そして 「汝等 は 皆無 用の 醫師 なり、 願く は汝等 全く 默 せよ、 然 する は汝等 

の 智慧なる べし」 と 嘲る。 ヨブの 之 等の 首に 彼等 は その 誇 を 傷 けられ、 そして H リパズ は その 返報と 

して ヨブ を 責める ので ある。 先づ ヨブ を 以て 智者に あらす と斷 じたる のち、 「まことに：^ は 神 を 長る 

る|£^-を棄て其前に祈ることを4-む」 とて 彼 を 不信者と なして 責め、 次に 「汝の 罪 汝のロ を敎ふ ：：： 汝 
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の：：： みづ から 汝 の-訊 をお む、 我に は あらす 汝の眷 汝の惡 きを 證す」 と 云 ひて ヨブの 罪 を 肯定して ゐる。 

七 節 —十一 節 は、 自ら を智 しと 做す ヨブの 誇 を 挫かん 爲の 語で ある。 「汝 あに 最初に 生れた る 人な 

らん や、 山よりも 前に 出来しな らん や 云々」 と ある は、 神の^ 界 創造に 當 つて 其 相談 相手たり し 大使 

ならん やとの 意 を 傅 ふる 語で ある。 H ホバ祌 まづ； 大使 を 造り 彼 を 相談 相手と して 天地 萬 有 を 造れり と 

は、 いっと はなしに 十！： 代人 間に 起り し傳說 であった ので ある。 「我等の 中には 白 髮の人 及び 老いた る 

人 ありて、 汝の 父よりも 年 高し」 と ある は、 老齢の 權威を 以て 年少者に 臨む ものである。 これ 年長者 

の 智慧 は 年少者に 優る との 先有觀 念の 生みし 語で ある。 併し乍ら H リ バズの 此 態度 は、 心靈 問題に 關 

して は 全然 不合理なる 態度で ある。 心霊の ことに 於て は 人 は 一 人々々 獨立 である。 神と 彼と 一 一 者相對 

の 上に 心靈 問題 は 生起す る。 年齢の 權威も 地位の 權威 も、 此 間の 壓 迫の 力 を 揮 ふこと は 許されない。 

ノ-し ショヅ ブ 

老人なる が 故に 其智壯 者に 勝つ と 云 ひ、 監督なる が 故に 其 信仰 平信徒に 優る と 云 ふが 如き は、 而 して 

斯く霄 ふて 己 を 立て 他 を 倒さん とする が 如き は 過れ るの 甚 しきもの である。 許しが たき 背理で ある。 

次の 十二 節— 十六 節 は 「人 は 如何なる 者ぞ、 如何にして 潔 からん、 女の 産みし 者 は 如何なる 者ぞ、 

如何にして 義 しからん」 との 意味 を 述べて、 みづ から を義 しとす る ヨブの 反省 を 促した 語で ある。 十 

節 は 「罪 を 取る こと 水を飮 むが 如くす る 憎むべき 據れ たる 人」 なる 語 を 以て、 人間 其 者の 性質 を說明 

して ゐる。 渴く者 はおの づ から 水 を 取る、 これ 其 本然の 必要に 促されて ある、 その 如く 人が 罪 を 取 

る は 其 本性 上 然る 所であって、 人 は 到底 罪人た る 境涯より 脫し 得ぬ と、 これ 此 語の 暗示す る 所で ある。 

十七 節より H リ バズの 論 歩 はー轉 する。 先づ言 ふ 「我れ 汝に 語る 所 あらん、 聽 けよ 我れ 見た る 所 を 

述べん、 是れ卽 ち 智者た ちが 父祖より 受けて 隱す 所な く 傳へ來 りし ものな り、 彼等に のみ 此地は 授け 


られて 外 國人は 彼等の 中に 往來 せし ことた かりき」 と。 これ 祖先 傳來 のま、 にて 何等 外國の 影響 を受 

けざる、 雜 りなき、 純の 純なる 敎を說 かんとの 意で ある。 恰も 我 日本に 於て、 日本 古来の 道に して 何 

等外 來 思想 を 混へ ざる ものと 稱 せらる、 ものが、 一 部の 人々 に此 上な く  (何等 格別の 理由な くして) 

尊信せられ 居る 如く、  H リパズ は 祖先の 敎の其 儘に 傳へ來 りし もの を、 唯雜 りなき 祖先の 敎 であると 

云 ふだけ の 理由の 下に 祌聖視 して、 玆に說 き 出さん とする ので ある。 

然るに 斯の如 き 前 振を以 て勿體 らしく 說き 出されし 眞理 なる もの は、 何等 責 きもので たいので ある。 

說く所 は 一 一十 節より 三十 五節に 互る けれども、 要するに 是れ惡 人 必衰 必滅と いふ 陳腐なる 敎義の 主張 

に 過ぎぬ ので ある。 r 惡き人 は 其 生ける 日の 間つ ねに 悶え 苦しむ ：：： 其 耳に は 常に 怖ろ しき 音き こえ、 

平安の 時に も 滅ぼす 者 これに 臨む ：•：• 彼 は 富ます、 その 貨物 は 永く 保た す、 その 所有物 は 地に 蔓延ら 

す …… 邪曲なる 者の 宗族 は 零落れ、 賄 赂の家 は 火に 焚 けん」 と 云 ふ。 卽ち惡 人 は 苦悶 を 以て 一 生 を 終 

へ、 困窮 失敗の 中に 世 を 去り、 其 家族 も 亦 零落す と 云 ふので ある。 同時に 此語は 苦悶、 困窮、 失敗、 

零落 は 凡て 罪惡の 結果で あるとの 意味 を 含んで 居る ので ある。 

H リ バズの 此所說 は、 菜して 人生の 事實に 合って 居る であらう か。 否！ と 我等 は 叫ばねば ならな 

い。 罪惡の 巷に 物慾の 毒酒 を 汲む 人、 決して 悉く 苦悶、 失敗の 果を 刈り取らない。 悪は必 しも 困窮 零 

落の a! ではない。 祌を 嘲る 惡人 にして 成功 叉 成功の 一. 路を 昇る 者 は 決して 少なくない。 祌を 畏れす 人 

厶 △ 厶 厶厶厶 むしろ 

を 敬 はざる 不退の 徒にして、 何等の 恐怖 煩悶な くして 一 生 を 終る 者 は 寧ろ 甚だ 多い。 罪 を 犯し 惡の筵 

に 坐して 平然たるが 卽ち惡 人の 惡人 たる 所以で ある、 惡 人の 特徵は 煩悶 恐怖 を 感ぜざる 所に 在る。 ジ 

ヨン • バ ン ヤンの 作た る The  Life  ami  Death  of  Mr.  き lan  (惡人 氏の 生死) は、 或 意味に 於て 
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『天 路歷 程』 以上の 傑作で あると 思 はれる が、 英人 自身 は 餘り此 書を赏 まない ので ある。 これ 此 書の 

價 彼が 彼等に 解らぬ からで ある。 此 書の 主人公た る惡人 は、 神 を 信ぜす 道に 背く 惡人 にして、 而も 事 

業 は 成功し、 身は榮 達し、 子女 悉く 良緣 を？ ひ、 艱難 痛苦 等に 少しも 襲 はれす、 何等の 痛苦な く 恐怖な 

くして 大滿悅 を 以て 世を途 る。 然るに 讀者 は、 彼れ 恐らく は 死に 臨んで 大 煩悶に 陷る であらう と豫期 

しつ、 讀み 進む に、 其 死 また 甚だ 平安に して 彼 は 安らかなる 大往生 を 遂げる ので ある。 彼の 生に 死に- 

苦悶 叉 は 恐怖 叉 は 患難 叉 は 失敗の 陰影 すらない。 そして 是れ實 に 本 當の惡 人の 特徵 である。 眞の惡 人 

の 生死 は 實に斯 くの 如くで ある。 バ ン ヤン は 人生の 事實に 深く 徹せし 人なる 故、 かくの 如き 眞 正なる 

觀察 をな し 得た ので ある。 

之に 反して 十八 f 紀の大 文豪に て、 信仰の 人たり し ドクトル. ジョン ソン は、 死の 床に 犬なる 苦悶 

を 味 ひしと 云 ふ。 これ 或は 地獄に 落ちざる かとの 憂慮に 悶えた のであって、 此 種の 苦悶 は 却て 其 人の 

心の 醇眞と 信仰の 靈活を 語る ので ある。 恐怖 苦悶 は 其 人の 心靈 的に 目 ざめ たる を 示す ものである。 祌 

を 知らざる 時 我等に 眞の 恐怖な く、 痛烈なる 煩悶 はない。 怖る、 事、 悶 ゆる 事、 それ は 神に 捉 へられ 

た證據 である。 そして 救拯と 光明へ 向ての 中道の 峠で ある。 惡人は 却て 恐怖 を 味 はす、 善人 は 却て 之 

を 味 ふ。 虚人は 却て 苦悶 を 知らす、 眞人は 却て 之 を 味 ふ。 然るに 淺 薄なる H リパズ は 傳統的 敎義の 純 

正 を 誇りて 之 を 盲目的に 抱く のみに て、 活ける 人生 を視る 深みと 心と を缺 いて ゐる。 これ 我等の 大 

に考 ふべき 事で ある。 叉 人 を 慰めん とする に當 つて、 充分に 注意せ ねばならぬ 事で ある、 我等 はくれ 

ぐれ も H リパズ 等 三人の 心 を學ん ではならない。 


第 十二 講 ョ ブ 答 ふ (上) 

= 終に 仲保者 を 見る- = 

第 十六 章の 研究 

約 kc 記 第 十六 章の 大意 を 語らう。 第 十五 章の ニ囘戰 開始に 於て、 H リパズ は先づ ヨブ を 罪人と して 

赏 め、 次に 惡の 結果と して 必す 恐怖、 烦悶、 零落の 臨むべき を說 いた。 之に 對 して ヨブ は先づ 十六 

> 軍の 一節— 五節に 於て、 友の 忠言の 無惯 他なる こと を 主張す る。 「斯る 事 は 我れ 多く 聞け り」 は、 汝 

等の 反覆 語に 倦き たとの 意で ある。 r 汝等は 皆 人 を 慰めん とて 却て 人 を 煩 はす ものな り」 は 原語 を 直 

譯す 比ば 「汝等 は 人 を 苦しむ る 慰 者な り」 となる。 慰 者と は 名のみ で 實は人 を 苦め 煩 はす 者で あると 

の 意、 强き 嘲りの 語で ある。 次に 「もし 汝 等の 身 わが 身と 處を換 へな ば  口 を もて 汝等 を强 くし" 

替の 慰藉 を もて 汝 等の 憂愁 を 解く こと を 得るな り」 と ある は、 我と 汝 等と 位置 を 代へ なば 我 は 立派に 

汝等を 慰め 得ん と 云 ふので ある。 其 半面に、 三 友の 慰藉が 徒らに 安惯 なる 口と 辱との 慰めに 過ぎぬ こ 

と を 暗に 嘲った の である。 

抑 も 「慰め」 と は 何 を 指す か。 『言海』 を 見る に 邦語の 「なぐさめ」 はなぐ より 屮 Z た 語であって 

(風が かい S の 類)、 「物 思 ひ を 晴らして 暫し樂 む」 を 意味す ると 云 ふ。 他の 事に 紛らして 暫し l^z 

を 忘れる と 云 ふの が、 東洋 思想の 「慰め」 である。 されば 鬼 洋人は 或は 風月に 親み、 或は 詩歌 管絃の 
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樂 みに 從 ひて、 人生の 憂苦 を 其 時 だけ 忘れる を 以て 「慰め」 と 思って ゐる。 從て尙 低級なる 「慰め」 

ム厶ム 厶厶厶  <1<1厶<" 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <:,,.:<1厶^<3< 

の 道 も 起り 得る ので ある。 正面より 人生の 痛苦と 相對 して 堂々 の戰 をな さんと せす、 之 を 逃避して 他 

Aa 厶 <3<"<JA<!A 厶厶 厶厶 <J<1<3<1<"A<.1<3 厶  厶厶  <1厶<1<1 厶厶 厶厶厶 

の 奴樂を 以て 我が 1^ を 慰める と 一一. 一 "ふの はせ. 仏に 淺ぃ、 弱い、 退嬰的な 態度で ある。 聖書 的の 「慰め」 は 

決して 此 種の もので はない ので ある。 

英語に 於て 「慰め」 を ccmfol-t と 云 ふ、 勿論 慰めと 譯 して は 甚だ 不充分で ある。 fcl.t は 「力」 の 

意で ある 故、 comfort は 「力 を 共に する、 力 を 分つ」 を 意味す るので ある。 抑 も 人が 苦惱 する の は、 

忠難 禍に當 りて 力が 足らざる ためで ある。 其 時 他より 力 を 供す る ことが 卽ち coulfcl.t である。 故に 

S 呉の 力 を 供す るの が眞の comfort である 。然ら ざる もの は comfort ではない。 殊に 天父より、 主ィ 

H ス より 此カを 供せられ るの が、 基督 敎 的の 「慰め」 である。 かくの 如き 力 を 供給す る 慰めが 眞の慰 

めで ある。 ヨブの 三 友の 慰めの 如き は、 寧ろ 力 を 奪 ふところの 慰めで あつたので ある。 

六 節— 十七 節に 於て、 ヨブ は復た 神に 對 して 恨みの 語 を 述べて ゐる。 或は 神 を 「彼」 と 呼びて 「彼 

れ 怒りて 我を擾 裂き 且窘 しめ、 我に 向 ひて 齒を嚼 ^らし 我 敵と なり 目 を 鋭く して 我 を 看る …… 彼 は 我 

を 打 敗りて 破壞に 破壞を 加へ、 fsfj 士の ごとく 我 一に 奔 せか、 り 給 ふ」 と 恨み、 或は 神 を r 汝」 と 呼びて 

「汝 わが 宗族 を ことごとく 荒せり、 汝 我れ を 皺ら しめたり」 と怨 じて 居る。 其 語法の 不統一 は 却て 情 

感の 熾烈 を 語る ものである。 實に六 節 11 十七 節の 全體 にわた る 神に 對 する 怨恨 は、 其 語調と 其 感情 

と共に 激越 痛烈 を 極めて ゐる。 而 して ヨブ は その 最後に 於て 「然れ ども 我 手に は 不義 あるな く 我祈禱 

は淸 し」 と 主張して、 依然として 己の 無罪 を 高調し、 此の 罪な き 彼 を 打つ 神の 杖の 無情 を怨 んでゐ る- 

此怨 語を聽 きたる 三 友 は、 ヨブ を 以て 神 を 誇る 不信の 徒と なした ので ある。 そして 凡て 斯る語 を 傍 


より 冷 かに 批評す る 者 は、 彼等と 思 を 同じう する 外 はない。 しながら 事實は 彼等の 思 ひと 異なる ふ 

祌に對 して 怨の語 を 放つ は、 勿論 その 人の 魂の 健全 を 語る ことで はない。 併し 是れ冷 かたる 批評家よ 

り も 却て 神に 近き を 示す ものである。 かく 神 を 怨みて 巳まざる は、 神 を 忘れ 得す 又 神に 背き 得ざる 魂 

の 呻きであって、 やがて 光明 境に 到るべき 産みの 苦み である。 神 を 離れし 者 叉 は 神に 背ける 者 は 神 を 

忘れ去る 者であって、 神 を 怨み 得ない ので ある。 神に 對 する 怨言 は、 澳惱絕 の 極に ある 心靈 の亂奏 

曲で ある。 斯の 如き 悲痛 を經 過して、 魂 は 熱 火に 鈸 はれて、 次第に 祌 とその 眞理 とに 近づく ので ある- 

これ 心 靈實驗 上の 事實 である。 この 實驗 なき 淺薄者 流 は 之 を 解し 得すして、 H リパズ 等の 過誤 を 繰 返 

すので ある。 

十 七 節 ま で に 於て、 ヨブ は 三 友 を 嘲り 神 を怨ん だ。 今や 三 友人 は 彼の 友 で なく 神 も 亦 彼 の 友 で は な 

い。 玆に 於て 彼は訴 ふるに 處 なくして、 遂に 大地に 向って 訴 ふるに 至った。 これ 十八 節で ある。 「地 

よ 我 血 を掩ふ 勿れ、 我 號叫は 休む 處を得 ざれ」 と 云 ふ。 彼 今や 無 實の罪 を 着せられ、 不當の 死に 會は 

ん として ゐる。 彼の 無辜なる 血 は 地に 流れん として ゐる。 彼の 死後に 於て、 彼の 血 は 彼の 不當の 死 を 

證明 する であらう。 故に 地に 向って、 血を蔽 ふこと なく 何時までも 之 を 地に 止めて 其の 血の 號叫 をし 

て 永久に 終熄す る こと 無から しめん こと を 求めた ので ある。 r 汝の 弟の 血の 聲 地より 我に 叫べり」 と- 

兄 を 殺した る 力 インに エホバ は 言 ふた (創世記 四の 十〕。 ヨブ は 死の 近き を 知り、 且 その 不當の 死なる 

こと を 一人 も 知る ものな きを 悲 みて、 我 血 をして 我 無罪 を證 明せ しめんと て 地に 後事 を 托して、 綿々 

たる 怨を 抱いて 世 を 去らん とする ので ある。 これ 筢 望の 悲聲 であって 理性の 叫で はない。 然し 乍ら 人 

の 心 は 何か訴 ふる 所 を 要求す るので ある。 人 は 何 かに 我の 證人 となって 貰 ひ 度い ので ある。 溺る、 者 

百 eiow 究  七 二 五 


ヨブ 記 w 究  七 二 六 

は 藁に も 線る と 云 ふ。 人 は 神に も 友に も棄 てられし と 感ぜし 時 は、 大地に 向って 訴へ， 我 血に 向って 

我の 證人 たれと 願 ふ ほどに 至る ので ある。 

然るに 十九 節に 至って は、 ヨブ はー轉 して 我證 人の 天に 在る こと を 認めて ゐる。 「視ょ 今にても 我 

證 となる 者； 大 にあり、 わが 眞實を 表明す 者 高き 處 にあり」 と 云 ふ。 今まで 神 を 怨みながら、 兹には 我 

證人卽 ち 我の 無罪 を 知る もの 天に ありと 云 ふ。 其處に 明かなる 矛盾が ある。 併し 心 靈の實 験と して は 

却て 此事 は眞 である。 恰も 航海 者が 海上 暴風雨に 會 して 船 は 難破し、 身 は將に 溺れん として、 「海よ 

我 を 記せよ」 と 叫びて 絶 SHI の悲 聲を發 する かと 思へば、 忽ち 暗雲 風に 開けて 雲間に 星辰の 燦くを 見て、 

其處に 微かなる 希 tiH を 起す が 如き 狀態 である。 悲壯の 叫びで ある。 痛烈なる 要求で ある。 微かなる、 

W し 打ち消し 難き 希望で ある。 

二十 節に 言 ふ 「わが 友 は 我 を 嘲る、 され ども 我 目 は 神に 向 ひて 淚を 注ぐ」 と。 友に は 理不盡 なる 嘲 

笑 を 浴びせられて 其 誤解 を 解く の 道な し、 玆に 於て 神に 向 ひて た 淚の目 を 注ぐ のみと、 哀切の 極で 

ある。 無限の 感情が 此 一 語の 中に^って ゐる。 言 ひ 知れぬ 深刻、 たと ひ 難き 崇高が 此 一 節に 於て 感ぜ 

られ る。 他の 文籍に 類例な き 偉大なる 語で ある。 

彼 を 誤解し、 彼 を 難詰し、 彼 を 侮蔑す る 友 を 全く 忘れ 得ぬ は 何故で あるか。 「我 友 は 我 を 嘲る」 と 

云 ひて、 友の 嘲笑 を 何時までも 氣に 掛け 居る は 如何。 そ は 友の 誤解 嘲笑 は、 彼に とりて 淺 からぬ 手傷 

であるから である。 ^も 針 を 以て 心臓 を 刺されし 如く、 彼の 心 は 之が ために 激痛 を 起した ので ある。 

故に 忘れん として 忘れ 得ない ので ある。 併しながら 友に 棄 てられて 全く 己一 人となりし 時、 茫々 たる 

宇宙た ぐ 神と 我の みある の 實感に 入りて、 初て 神と 眞の關 係に 入り 得る ので ある。 而 して 後 また 友誼 


を 恢復，^ て、 之 を 潔め 得る ので ある。 

二十 一節 は 「願く は 彼. S 人の ために 神と 論 辯し、 人の子の ために 之が 友と 論 辯 せんこと を」 と 言 ふ 

(ハ W や と ある もハと 同じで ある >  神に は擊 たれ 友に は 誤解 せらる、 自ら 自己の 爲に辯 明す る も 些の效 

なぐ， 神の 我 を 苦む る 手 は 弛ます 友の 矢 は 益す 頻く來 り 注ぐ。 玆に 於て か ヨブ は 己の ために 神と 論 辯 

し 叉 友と 論 辯して、 彼の 無罪の 證を 立つ る、 一種の 證人を 要求す るので ある。 「彼れ」 とは卽 ^5\此 者 

を 指した ので ある。 實に人 は 自身 神に 訴へ 自ら 友と 爭ふも 力足ら す、 我に 代りて 此事 をな す 證メを 切 

に 求める ので ある。 これ 難局に 處 しての 人間 自然の 要求で ある。 人 は 己の 無力 を覺 ると き、 强 くして 

力 ある 我の 代 辯 者 を 求めざる を 得ない ので ある。 この 證者は 弱き 人類の 一 員であって はならぬ。 同じ 

0O0OO00O0OOO00OO000  0000O0  0  00000000  0  0^  ^  ^  0  0  ^ 

く 弱き 人に ては此 事に 富る こと は 出来ない。 故に 人 以上の 者でなくて はならない 故に 神の 如き 者で 

nnoooooooooooo  O00OOOO0OOOO0O00OOC50P 

よいむ か.^ よ. VP 一。 い トレ か^^ < ^むはなら ぬ。 人の 如き 者に して 我等の 弱き を 思 ひやり 得る 者 

00000000  3©®®3®®®© で S  ©  ®  ©  ©  ®  ©  ©  ®  ^  ®  © S  ？  ド，？  1?-  ？- 

でなくて はならぬ。 神に して 神なら ざる 者、 人に して 人なら ざる 者 これ 卽ち 神の 子た る ものて ある 

0  0  0  0  0  0  0 

他の 者で はない。 

ヨブの 證者 要求 は卽ち キリスト 出現の 豫表 である。 魂の 深 底に 於て ヨブ は 神の 獨子を 暗中に 求めて、 

人心 本来の 切願 を發 表した ので ある。 げに獨 子 を 求む る は 人心お のづ からの 叫で ある。 而し てこの 耍 

求 は ナザレの ィ H スを獨 子と して 信受 して 初て 滿 たさる- - ものである。 
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第 十三 講 ョ ブ 答 ふ (下) 

= 遂に 仲保者 を 見る = 

第 十七 章の 研究 

約 百 記 十七 章 を 見る に、 それが 十六 章の 繼 綾なる こと は 明かで ある。 殊に 十六 章の 十八 節より 十七 

章 九 節まで は、 一 の 思想 を傳 へて ゐ るので ある。 十六 章 二十 二 節 は 「數年 過ぎ去らば 我 は 還らぬ 旅路 

いき すで 

に 注くべし」 と 一一 一一 n ふた。 そして 十七 章 一節 は 一一 目 ふ 「わが 息 は已に 腐り、 我 日す でに 盡 きなんと し、 墓 

われ を 待つ」 と。 彼は斯 かる 悲境に ありて、 十六 章 末尾の 如く 地に 向って 訴へ、 叉 天の 證 者に 向って 

も 力し ろ  ラけも ひ  li ケ 

訴 へた。 そして 玆に 十七 章 三 節に 於て 「願く は 質 を 賜 ふて 汝みづ から 我の 保證 となり 給へ、 誰か 他に 

我 手 を 拍っ者 あらん や」 と 呼ぶ ので ある。 これ 深く 注意すべき 一 節で ある。 

哥林多 後書 五 章 は先づ 終の 日に 於け る 信徒の 榮化 (永生 賦與) を 述べ、 次に 五節に 於て 「それ 此事 

に應ふ 者と 我等 を 爲し給 ふ 者 は 神な り、 彼れ 聖靈を 其 質と して 我等に 賜へ り」 と 云 ふ。 質と は手附 金、 

見本の 意で ある。 後に 赐ふ榮 化の 契約の 印と して、 今 聖靈を 賜 はるので ある。 我等 は 之 を 賜 はりて 契 

約の 確立 を 信じ 得、 叉 後に 賜 はる 者の 見本 を 接受す るので ある。 されば 「質」 と は 後に 實行 さるべき 

事 を 八 「確く 約す る 所の 確證 である。 十七 章 三 節の ヨブの 願 は 彼の 死後に 於て 神が 彼の 無罪 を證 明す る 

約束の ま 證を今 賜 はらん こと を 願 ふので ある。 彼 は 人 マ や 罪の 故なら すして 死 せんとして ゐる。 友 は そ 


れを 罪の 故と 斷定 して 彼 を 責めて ゐ る。 件し 祌は 彼の 無罪 を 知り 給 ふ。 然り 神の みが 彼の 無罪 を 知り 

給 ふ。 我 亡きの ち 我の 無罪 を 證し給 ふ もの は 神で ある。 これ ヨブの 暗中に 望み 見た 燈火 である。 故に 

彼 は 神が この 證の確 證を今 與へ給 はんこと を 願 ふので ある。 神が 彼の 死後 必す 彼の 無罪 を證 明す ると 

の 約束の 印 (商業 上の 契約なら ば手附 金) を 今 神より 得た しと 望んだ ので ある。 

ヨブ は 神が 罪な き 彼 を 苦め つ k ある 事 を 認めて 之を怨 じながら、 今 また 同一 の 神に 無罪の 證明を 求 

めて ゐる。 其處に 明かに 思想の 矛盾が ある。 由來： 保と いふ 観念 は、 思想 上の 矛盾の 上に 成立す る觀 

念で ある。 神 は 罪 を惡む 神なる が 故に、 人が 罪 を 犯した 場合に は 人 を 責めなければ ならぬ。 彼 は 人 を 

罰して 靈界の 秩序 を 維持せ ねばならない。 彼 は 已むを 得すして i 實に已 む を 得すして 人の 敵と なる 

ので ある。 此 時人の 側より して、 仲保者 を 要求す る 心 は當然 起らざる を 得ない。 「人の ために 神と 論 

辯」 する 者、 卽ち辯 護 者 を 要求 せざるを得ない。 而 して か k る 仲保者 はた^の 人に て は 力足ら す、 神 

自身でなくて はならぬ ので ある。 同一 の 神が 我 を 責め 且我 ために 辯 護す、 同一 の 神が 我 を 苦め そして 

我の ために 證 すると、 その 明白なる 矛盾 あるに も 係らす、 人 は 神に 向って 我た めの 證明、 論 辯、 仲保 

を 望む ので ある。 神 以外の 者に 向って は 到底 起らない 二つの 相反せ る 望 を、 神に 向って は 起す ので あ 

る。 玆に 明なる 矛盾が あると 共に、 叉玆に 靈界の 秘義が ある。 叉 人心の 機微が ある。 そして 此 矛盾せ 

る、 然れ ども 牢乎と して 拔き 難き 要求 は、 キリストの 出現に 依て 完全に 充 たさる、 に 至った ので ある。 

それ迄 は 暗中の 光明 探索で ある。 

囘 敎の經 典た る 『コ ー ラン』 に 曰 ふ 「神と 爭ふ 時の 最後の 逃げ場 所は祌 御自身な り」 と。 まことに 

0C000000OOO  O00000O00000O00O0O00OOO000 

人 は 神と 爭 ひて 苦む とき、 我 を 苦しむ る 神の 所へ 往く ほかに 逃げ場 所 はない ので ある。 イエス を稱し 
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て 最大の 無神論者と 云 ふ 人が ある。 そ は 彼が 此 *1 に 於て 遣した る 最後の 語が、 感謝 を も 平安 を も傳へ 

すして 「我祌 我， 祌何ぞ 我 を 棄て給 ふや」 と 彼の 大失ぼ -111 を 語って ゐ るからで ある。 しかし 此 哀切なる 悲 

聲が 彼の 魂の 咽喉 を 絞りて 出で たるが ために、 多くの 息 難 悲痛に ある 人々 が 彼に よって 救 はる、 ので 

ある。 失望、 痛苦、 慎惱 にあり て 神 を 疑 ひて 離れん とする 人が ィ H スの此 大悲聲 に 接して、 この 深刻 

なる 內的 經驗に 於て 彼と 已と靈 犀 相 通す る を 知り、 彼に 頼りて 神 を 見出し 神に 還る に 至る ので ある。 

かくして 「最大の 無神論者」 が 我等 を 眞實の 11 空理に 依らぬ 實驗 上の 1—— 有神論 者と する ので ある。 

そ は 「最大の 無神論者」 は實は 最大の 有神論 者で あるから である。 

五節 は 一 百 ふ 「友 を 交付して 掠奪に 遭 はしむ る 者 は 其" 子等の 目漬 るべ し」 と。 ヨブが 三 友人に 向って、 

余 を 苦む る 汝等は その子 等の 眼 潰る、 の 報に 會ふ べしと 吿 げたと 云 ふので ある。 併し 此 節に ついては 

說が 多い。 ヨブ は 今まで 可成り 激しく 友に 責められ、 自分 も 相當に 逆襲す る 所あった が、 未だ 曾て か 

かる 呪咀に 類す る やうな 語を發 しなかった。 彼が 今に 至って 此 種の 語を發 する は、 彼のた めに 惜 むべ 

き 至りで ある。 否 彼が 斯 かる 語 を發 したと 云 ふの は 甚だ 疑 はしき ことで ある。 故に 之 を 改めて 「汝等 

わ. U  かすめ  こ ど h  つぶ 

は 友 を 敵に 交付して 掠奪に 逢 はしむ、 而 して 彼等- (友) の 子等 は 目 遣るべし」 と譯 する 擧 者が ある。 

然る 時 は、 汝等は 友 を 苦め 其 子供 をして 目 憤れる ほどの 災に陷 らしむ との 意と なる ので ある。 六 章 二 

十七 節の 筆法と 照り 合せる とき、 此 見方の 方が 正しい やうに 思 はれる。 我等 は ヨブが 惡を 以て 惡に酬 

いたと 見た く はたい。 萬 一 にも 然り とせば、 我等 は それ を學 ばぬ やうに 力めねば ならぬ。 

次に 注意すべき は 第 九 節で ある。 「さりながら 義 しき 者 は 其 道 を 堅く 保ち、 手の 潔淨 きもの は 益す 

力 を 得るな り」 と ある。 之 を 英語 改訂 聖書に 於て 


Yet  shall  the  l-ighteous  hold  on  liis  way. 

And  lie  that  liath  clen-n  liands  sliall  wax  stl.ong.el-  and  stronger. 

と 讀む時 その 偉大なる 言た る を 知る ので ある。 この 一節が 失 ひ 1^ の 語と 失望の 語の 問に 挿 まれ あるた め， 

之 を ヨブの 言と 見す して、 次章の ビルダ デの 語の 誤 入と 見る 學 者が ある。 しかし 前後 關係 なくして 突 

如と して 現 はれ、 叉 突如と して 隱れ たる 事が、 却て 此 語の 純正 を證 する ものである。 ヨブ は大 苦難の 

眞只 中に ありて 前後左右 を 暗 黑に圍 まれつ \、 ー樓 この 光明 を 抱いた ので ある。 以て 此 語の 偉大 さ を 

るので ある。 これ 人生の 根抵に 於け る 彼の 確信の 發表 である。 罪の ためなら すして 大 災禍に 逢へ る 

彼が、 その 大 災禍の 中に ありて 正と 義の 勝利 を 確信した ので ある。 ヨブの 偉大よ！ また 約 百 記 著者 

の 偉大よ！ 

我等 は 如何なる 場合に 處 しても、 此 信念 を 失って はならない。 凡て を 失っても 此 信念 を 失って はな 

らぬ。 「i しき 事の ために 責めら る、 者 は 幸な り」 と 主 は 敎へ給 ふた。 迫害 屈辱に 逢 ふ も、 正義 公道 

に 立てり との 確信 あらば 我の 勝利 は確實 である。 今や 北米 合 衆國は 有色 人種 を 窘めて、 明に 國祖 淸敎 

徒の 自由 平等の 大信條 に 背い てゐ る。 彼等 は その 優秀なる 軍備 を 以て 他國を 屈服せ しめ 得る かも 知れ 

ぬ。 併しながら 彼等 は 明白に 神の 眞理に 背いて、 果して 安き を 得る であらう か。 彼等に 向って 約 百 記 

の 此語を 提示 するとき、 恐らく 彼等 は 羞恥に 顏を蔽 ふで あらう。 明白なる 非理 を 立て通して 勝つ も、 

實 はこれ 敗る、 事で ある。 又 彼等に 窘めら る、 者と 雖も、 自身 正に 立ち 義に步 める の 確信 だに あらば- 

負ける は卽ち 勝つ であって、 少しも 恐る k 處 ない ので ある、 神 は 最後まで 義の 味方であって 惡の 敵で 

ある、 われらの 求むべき は義 にや ゾ むの 生涯で ある。 自身 神の 道に 立ち 正義 公道の 命す る虚に 歩む の覺 
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あらば、 我等 は 卽ち大 磐石の 上に 立って 安らかな ので ある。 

碩舉老 デリッチ は此 一節 を 評して 「暗黑 中に 打ち あげられし 狼煙の 如し」 と 云 ふた" 光明 は 暗黑を 

破って 一度 輝きし も、 役た 忽ち 消えて 再び 暗黑 となった。 十 節 以後の 痛切 深刻なる 悲哀の 發表を 見よ。 

その 辭惻々 讀む 者の 心 をうた ねば 巳まぬ。 人の 弱さと して 是れ實 に 已むを得ないの である。 さはれ 失 

望 中に 一 問の 希望 ありて、 約 百 記が 失 tlw の 書に あらす 希望の 書た る こと を 知る ので ある。 一 閃 また 一 
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閃、 遂に 暗黑 悉く 去って 光明 全 視界 を 蔽ふ處 まで 至る が 約 百 記の 經過 である。 

暗黑 中に 一閃の 狼煙 ひらめき、 叉 忽ち もとの 喑黑 となる。 これ 人の 魂の S 典の 實験 である。 人間 心靈 

うみ • 、るし ふ 

の歷史 として 約 百 記の 優秀 は兹に 在る。 人の 靈 魂の 產の劬 勞は實 にこれ である。 か、 る 道程 を 經て進 

歩す るので ある。 されば 約 百 記の 實験 記た る は 益す 明かで ある。 第二 囘論戰 に 入りて は、 ヨブの 失望 

は 第一 囘論戰 の 時よりも 一 層 深くな つた やうに 思える。 ^し 其 間に 光明の 閃耀 次第に 著しくして、 徐 

徐 として 進展の 階段 を攀づ るので ある。 獨り ヨブに 限らす 凡て 心 靈の惱 みは 之であって、 同 一の 經過 

を經て 遂に 救に 入る ので ある。 

第 十四 講 ビ ル ダ デ 再び 語る 

第 十八 章の 研究 

第二 囘 論戰は H リ バズに 依て 開始せられ、 それに 對 して ヨブ は 十六 章と 十七- unf を 以て 報いた。 され 

ば 此度は ビルダ ヂの 語るべき 場合と なった ので ある。 彼 は 却々 の學 者で ある。 頭腦 明晰に して、 組織 


だった 宇宙 觀、 人生 觀を 有せる 人で ある。 故に 彼の 言 ふ 所 は 常に 理性的に して、 其 論理 は 整然として 

居る。 彼の 如き 明晰に して 鋭敏なる 頭腦の 所有者に は、 ヨブの 返答 中に 前後 矛盾の 點 甚だ 多き ことが 

すぐ 分る ので ある。 故に 彼 は ヨブの 返答 中、 その 所 言 を 打ち破 らんと 頻りに 頭腦を 働かせ 居りて、 い 

よいよ ヨブ 口 を 閉づる や、 猛然と して ヨブの 弱 點を衝 いて 肉迫した ので ある。 その 論法の 整然たる、 

その 用語の 簡潔に して 有力な る、 さすが の ヨブ も 彼の 攻撃に 逢 ひて は大 にた ぢ ろいた ので ある。 

そして ビルダ デの 如き 論理の 一 面 を 以ての み 物 を 見る 人に、 ヨブの 前章の 言が 愚劣と 見えた の も 誠 

に 已むを得ないの である。 實際 ヨブの 返答 は、 論理の 上に 於て は 不可解の 極で ある。 神に 訴 ふるため 

の 辯 護 者と して 神 を 見、 神 を 怨みつ &其 神に 對 する 仲保者 を 神に 於て 求めん とする ので ある。 神 を 敵 

とし 叉 味方と し、 神 を 罵り 又 神に 憐みを 乞 ふ。 これ 理性と 論理に 於て は 迷妄の 極で ある。 しかし 乍ら 

その 迷妄の 中に、 心靈の 切なる 要求が 潜んで ゐる。 その 愚劣の 中に、 魂の 哀切なる 呻きが 聞え る。 そ 

の 矛盾の 中に、 靈的 光明 は 見えつ 隱 れつす るので ある。 しかし 乍ら 心 淺き三 友に は 此事は 解らない。 

殊に ビルダ デに は、 ョ ブの 論理的 缺陷 のみ 見える ので ある。 

二 節より s: 節まで は、 ヨブに 封す る ビルダ デの 正面攻撃 である。 ヨブの 嘲りの 言が 彼 を 怒らした の 

である。 ra 節に 曰 ふ 「汝 怒りて 身 を 裂く 者よ、 汝の ためとて 地 あに 棄 てられん や、 磐 あに 其處 より 移 

されん や」 と。 如何に 激語 を 放っと も、 其た めに 地は棄 てられす 磐 は 移らない、 神 を 挑む が 如き 大な 

る 言 を發す る も、 汝の 一一 目を以 て 地 を破壤 し 磐 を 移らし むる 事 は 出來な いと 云 ふので ある。 卽ち 無益な 

る 空言 を 慎めとの 意で ある。 ビルダ デの 此の ヨブ 攻擊 は、 殊に 第 M 節の 如き は、 罵詈の 一語と して は簡 

潔 雄勁に して、 正に 獨創 的の 警句と 云 ふべき である。 けれども 余 は ヨブに 代って 答へ よう、 一人の 信 
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仰が 能く 世界 を 動かす こと あり， 神よりの 力 われに 臨めば 我に 爲し 得ざる こと 一 もな し、 ビルダ デょ 

汝の言 は 過れ りと。 

五節 以下 「惡 人」 を 主題と して 整然たる 論理の 下に 簡潔 明快なる 語 を 行る、 まさに ビルダ デが 得意 

の 擅 場で ある。 五節より 十二 節まで は、 惡人 滅亡の 次第 を 順序 正しく 描きた る ものである。 先づ 「惡 

き 者の 光 は 消され、 其 火の 焰は 照ら じ、 その 天幕の 內 なる 光 は 暗くな り、 そが 上の 燈火は 消さるべし」 

と 曰 ふ。 惡 人が 零落の 第一 歩 を 踏む 時 は、 其 家の 中より 何となく 光が 消えて、 家が 暗くなる やうに 感 

ぜられ る ものである。 次に は 「また その 强き步 履は狹 まり、 その 計る ところ は 自分 を陷 しいる、 卽ち 

其 足に 逐 はれて 網に 到り、 又 陷胖の 上 を 歩む に 索 その 踵に 纏り 告 これ を 執 ふ」 と ある。 令まで 胸 を 張 

つて 堂々 と 歩みし 者が、 胸を狹 くし 下 を 俯して 惰 然として 歩む やうになる。 そして 自己の 計畫が 自己 

を 滅ぼす 結 5^ となりて、 自分の 張った 網に 自分が 捕 へらる \ やうになる。 惡 人の 失敗 は 人の 計 畫に破 

らる、 に 非す、 自己の 計畫を 以て 自身 を滅 すので ある。 次に は 「怖ろ しき 事 g 方に 於て 彼 を懼れ しめ 

その 足に 從 ひて 彼 を 追 ふ」、 そして 「その 力 は 餞え、 其 傍に は 災禍 そな はり …… 」 と 以下 一 一十 一 節 ま 

でつ く。 かくして 惡人 衰退 滅亡の 狀 態は簡 勁に、 順序 正しく 描き出され たので ある。 誠に ビルダ デ 

獨特の 筆法で ある。 

十三 節に 「その 膚の K は 独 填らる、 卽ち 死の 初子 これが K を 蝕 壌る たり」 と ある を 見れば、 この 惡 

人 必滅の 主張が 明かに ヨブ を 指した ものである こと 確實 である。 「死の 初子」 と は 死の 生みし 者の 屮 

最も 力 ある もの  >- 意に て、 瘤 病 を 指した もので あらう。 十四 節に は 「やがて 彼 は その 恃 める 大 幕より 

曳 離されて 懼 怖の 王の もとに 逐 ひやら れん」 と ある。 家 を 失 ひて 流浪し 遂に は 死す るな らんとの 意で 


ある。 「膨"^^の王」 は 死 を 指した ので ある。 其 上 「彼に 羼 せざる 者 かれの 天幕に 住み …… 彼の 跡 は 地 

に絕ぇ 彼の 名 は 街衢に 傳 はら じ .•：.. 彼 は その 民の 中に 子 もな く 孫 も あら じ  之が 日 r 審判 を 受けし 

を 見る に 於て 後に 來る者 は駭き 先に 出で し 者 は怖ぢ 恐れん」、 これ 實に惡 しき 者の 最後で ある。 かく 

ビルダ デは惡 人の 運命 を斷定 的に 描述 して、 最後に 確信の 一語 を 加へ て 言 ふた r 必す惡 き 人の 住所 は 

斯 くの 如く、 神 を 知らざる 者の 所 は斯の 如くなる べし」 と。 

は 上 ビルダ デの 惡人必 1« 論 は ヨブの 場合 を 指した 者で ある こと 云 ふ 迄 もない。 ョ ブが今 難病に 惱み 

子女 悉く 失せ、 死 目前に 迫り、 其 跡地より 結た れんと する の 悲境に ある 時、 惡 しき 者の 受 くる 運命 は 

その 如しと 說く は、 明かに ヨブ を r 惡 しき 者」 となした ので ある。 これ 汝は 正に 此惡 人な りと 暗示し 

たので あるが、 その 暗示 は 殆ど 明示と 云 ふべき 程の ものである。 ビルダ ヂは 實に殘 酷に も、 劍を 以て 

惱 める ヨブの 心臓 を 突き指し たので ある。 

人 は 能く 「ヨブの 苦み」 と 云 ふ。 そして 產を失 ひ、 妻子 を 失 ひ、 難病に 惱む 類の こと を 意味す る。 

併し 是れ 菜して 「ヨブの 苦み」 であらう か。 彼 は 凡ての 災禍に は堪 へたので ある。 產を失 ひ、 子女 を 

失 ひ、 身 は 業病の 撃つ ところと なりても、 彼 は 之に 堪 へたので ある。 彼の 苦み は 他に 在った ので ある 一 

神 は 故な くして 彼を擊 つた。 神 は 彼 を 苦しめて ゐる。 彼の 信す る 神 は 彼の 歒 として 彼 を 攻めて ゐる。 

ために 彼の 信仰 は 今や 失せん として ゐる。 彼の 最も 信賴 する 者が 彼の 敵と なった。 ために 彼 は 此者を 

離れん として 居る。 併し乍ら 失せん として ゐる 信仰 を、 思 ひきって 棄て \ し まふに 堪 へない。 離れん 

として ゐる祌 を、 一思 ひに 離れて しま ふ 事 は 出来ない。 失せん とする もの を 保たん とし、 離れん とす 

る 者 を 抑 へんと す、 兹に ヨブの 特殊の 苦み が ある。 卽ち 暗中に ありて 强 ひて 信仰 を 維持 せんとす る 苦 
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みで ある。 此事を 知らす して 約 百 記 を 解す る こと は 出来ない。 

かく ヨブ は 苦んで ゐる。 その 孤獨の 苦み を 察し 得すして、 友 は 頻りに 彼 を 責める ことに 沒 頭して ゐ 

る。 そして 十八 章の ビルダ デの言 は、 ヨブに 對 する 可成り 激しき 攻擊 である。 或は 病毒の ために 身體 

の 腐蝕す る を 云 ひ、 或は 死が 近く 臨む と 云 ひ、 或は その 跡 悉く 絕 たる、 と 云 ふ、 まことに 毒 を 含める 

强き 皮肉で ある。 この 語 を聽き 居る 間の ヨブの 心中 如何。 友 は 敵と 化して、 其銳峻 なる 論理 を 武器と 

い や さ 

して 彼 を 責めた てる。 友の 放つ 矢 は 彼の 心 臟に當 つて、 彼の 苦惱 は彌增 るの みで ある。 この 時 ヨブの 

苦惱 悲愁 は 結 頂に 達した ので ある。 

故に ビ ルダデ に 答へ し ヨブの 十九 章の 言 は、 ヨブの 此 心理 を 知りて 後ち 讀 むべき ものである。 此章 

に 於て ヨブ は 初めて、 友に 向って 「我 を 憐め」 との 哀昔 を發 する に 至った ので ある。 今まで 一歩 も 友 

に讓ら ざり し ヨブ も、 遂に 我を惱 ます 內 外の 敵の 銳 さに 應 迫され て、 友に 憐みを 乞 ふに 至った ので あ 

る。 彼の 心事 また 實に 同情すべき ではない か。 

第 十五 講 ョ ブ 終に 贖 主 を認む 

第 十九 章の 研究 

論理 整然たる ビルダ， テの攻 擊に會 して ヨブ 答 ふるに 語な く、 その 悲寥 一は 絶頂に 達して、 遂に 友の 憐 

み を 乞 ふに 至る。 これ 十九 章 一節— 二十 二 節で ある。 一節 I 六 節に 於て は 友に 對 する 不滿を 述べ、 七 

節より は 悲痛 極まる 哀哭の 語を發 する。 まづ神 かれ を擊 ちし こと を 述べ、 次ぎに は 「我 を 知る 人々 は 


全く 我に 疎くな り」 し 有様 を 精細に 描きて、 知人、 兄弟、 親戚、 友人、 僕婢、 妻 さへ も 我 を 離れし 現 

在の 寂 寒 孤獨 を、 啤 くが 如く 訴 ふるが 如く 述べて ゐる。 彼 は ビルダ デの 辛辣なる 攻撃に 會 して、 茫々 

たる 天地の 間に 唯一 人なる 我の 孤獨を 痛切に 感じた ので あらう。 されば 彼 は 二十  一、 二 節に 於て 言 ふ 

「わが 友よ 汝等 われ を恤れ め、 我 を恤れ め、 神の 手 われ を擊 てり、 汝等 何とて 神の 如くして 我 を 責め 

我 肉に 飽く ことなき や」 と。 友の 無情 を怨 じ、 叉 その 憐みを 乞 ふので ある。 今まで は 友の 攻擊を 悉く 

撃退した る 剛毅の ヨブ も 遂に 彼等の 同情、 憐愍、 推察 を 乞 ふに 至る。 その 心情 まことに 同情に 値する 

ではない か。 

十九 章 を 見る に、 二十 二 節と 二十 三 節の 間に 何等の 間隔 もない が、 實は此 間に 一 の 休止 (pause) 

を 置いて 讀 むべき もので あらう。 ヨブ は 一 一十一 一節までの 語を發 して 友の 同情 を 乞 ひ、 玆に 暫く 發語を 

止めて 三 友人の 顏を見 まもつ て 居た ことで あらう。 そ し て 彼等が 如何なる 態度 を以- て 彼の 言に 對す る 

か を 見て ゐ たので あらう。 彼 は 心中 ひそかに 彼等の 變 化を豫 期して ゐ たので ある。 然るに 三 友の 容貌 

は 少しも 和がない のみ か、 却て 傲然と して 彼 を 見下す 其 態度に、 ョ ブは 彼等の 心を斯 く讀ん だで あら 

う 「汝 遂に 憐愍 を 乞 ふに 至った か、 さらば 何故 半く 其 謙遜 を 示さなかった のか、 汝 早く 謙邏を 示せば 

我等 他に 言 ふべき 事が あつたの である」 と。 實に三 友 は ヨブの 哀切なる 懇 求に 接しても、 依然として 

ョ ブ を K す る 態度 を 取 り て 、 庇護 同情 を少 しも 現 はさう と はし.；. i かった。 ヨブ は 三 友の 此心を 知りて、 

悲憤が 胸中に 渦 まき 立つ を 感じた。 彼 は 此時此 世に ありて 絕對 の孤獨 境に 入った ので ある。 併し乍ら 

物 翁れば 道お のづ から 通 でる。 此時 今まで 友の 額 を 見つめつ X あった ヨブ は、 急遽と して 眼 を 他に 轉 

する ことが 出来た、 そして 遙か 彼方 を 望み 見る を 得た。 かくて 二十 三 節 以下の 語が 發 せられた ので あ 
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二十 三、 g: 節に は 三つの 願が 記されて ゐる。 第一 は 「& 7^ むらく は 我 一一 K の 書き留めら れんこと を」 で 
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ある。 IS 二 は 「び！ i! むらく は 我 一 百 香に 記されん こと を」 である。 第三 は 「望む らく は鐵の 筆と 鉛と を も 

て 之 を 永く 磐石に 鍋り つけ 置かん こと を」 である。 之 は 友の 無情に 失び おして、 今の 人の 誰 人に も訴ふ 

るの 無 を 悟りて 後 * に 知己 を 求めん との 心より 屮 いでし 言で ある。 先 づ我言 の 書き留められん こと を 

tl-tll み、 次に は 書物に 記されて 遣らん こと を 望み、 最後に は其言 が 鑿 を以七 磐に 刻まれて 其 中に 鈴 を 流 

し こんで 永久に 遣らん こと を 望む。 思想 は 順を逐 ふて 强 まるので ある。 かくして 彼が 己の 首 を 後^に 

遺す とき は、 必す 彼の 罪な きに 受けし 災禍 を 認めて 彼の 同情者、 辯 護 者、 證人 となる ものが ar つるで 

あらう との 期待 を 抱いた ので ある。 (王の 功 緩な ど を 石に 刻みて 其 永久に 傳 はらん こと を 期す る 風 は 

卜：：^^ポ方^？？園に於ては盛でぁったと见ぇ、 个 u 時々 この種の 石が 發 見せられて、 歴史 學 及び 考古舉 上 

の 有益なる 資料と なる 事が ある ：}。 

^し此 願を發 しつ、 ある 時、 ヨブに 又 一 の 思想が 起った。 よし 磐に 我 一 百 を 刻して 後世に 遗すも 後世 

の 人 も 亦 人で ある。 現代の 人と 同様に、 又 彼の 三 友と 同様に 人で ある。 然 らば 友 を 後世に 求めん とす 

る は、 焦土に 樹木 を 求めん とする 類であって 全く 無效 であると。 かく ヨブ は 心に 思った。 ために 失望 

が. 化び 彼 を 襲 はんとした。 その 時忽焉 として、 二十 五 —二十 七 節の 大 思想が 彼に 光の 如く 臨んだ。 後 

叱に 評 ふる ii^ なし、 我の 辯 護 者、 我の 證者、 我の 友 は 今 天に 在りとの 新 光明が、 今や 此 叱に 於て 又 人 

の屮に 於て 道缩 まりた る 彼に 臨んだ ので ある。 

1 一十 五— 一 一十 七 節 は 左の 如くで ある。 


われ 知る 我 を蹟ふ 者は活 く、 後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん I  S わが 此皮此 身の 朽ち はてん 

後 われ 肉 を 離れて 神 を 見ん、 K 我れ みづ から 彼 を 見 奉らん、 我 目 かれ を 見ん に 識らぬ 者の 如くた 

らじ、 我心 これ を 望みて 焦る。 

「我 を 贖 ふ 者」 は 我の 辯 護 者 (我 を義 なりと 證 して 我の 汚名 を濺 いで くれる 者) の 意で ある。 この 者 

がな r 活 きて ゐる事 を 我 は 知る 11 我 は 確信す る 11 と 云 ふので ある。 彼 は 存在し 居る のみなら す 今活 

きて 活動し 居り、 我の 味方たり 我 正義の 保護者で あると 云 ふので ある。 これ 實に 暗中より 探り出した 

る、 光 まば ゆき 信仰の 珠玉で ある。 そして 「後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん」 と は、 此辯護 者が 他 

日 地上に 出現す るとの 豫感 である。 そして 二十 六 節に 於て は 「わが 此皮此 身の 朽ち はてん 後 われ 肉 を 

離れて 神 を 見ん」 とて 死後に 神 を 見ん との 確信 を發 表し、 一 一十 七 節に は 「我れ みづ から 彼 を 見 奉らん」 

と 之 を 反覆 强 調し、 次に 「我 目 かれ を 見ん に 識らぬ 者の 如くたら じ」 と 三度 繰返して 其 確信 を發 表し 

てゐ る。 最後の 語 は 神 を 我 友と して 認識 せん (今日の 如く 敵と して 相 封す る 如き こと あら じ) との 意 

味 を 言 ひ 表した ので ある。 

この 偉大なる 語の 最後に 「我心 これ を 望みて 焦る」 と あるに 注意すべき である。 我 を 躓 ふ 者 は 後 R 

地上に 現 はれん と 云 ひ、 死後 われ 神 を 見ん と 云 ふ、 實 にこれ 偉大なる 希望で ある。 彼 は 此の 聖望 心に 

起り て 心の 琴の 高く 鳴る を 感じた。 此 語を發 しつ & ある 時、 彼の 心 は. K; 大の 上にまで 擧 げらる、 を感 

じた。 この 大 希望 を 以て 熟 火の 如く 彼の 心 は 燃えた。 彼の 心 は 湧きた つた。 大歡喜 は 彼の 全心に 漲つ 

た。 故に 彼 はこの 心に 燃 ゆる 熟き 望 を 言 ひ 表して 「我心 これ を 望みて 焦る」 と 云 ふたので ある。 

この 語の 中に 注意すべき 二三の 思想が ある。 第一 は 贖 ふ 者 は 神で あると 云 ふ 思想で ある。 二十 五節 
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と 二十 六 節 を 併せ 見れば、 此事は 明瞭で ある。 第二 は 此の 牘ふ 者が 地上に 現 はると 云 ふ 思想、 第三 は 

或 時に 於て 人が 祌を 見る 眼を與 へられて 明かに 神 を 直視し 得る に 至る との 思想で ある。 第 一 は キリス 

トの 神性 を 示す もの、 第二 は キリストの 再臨、 第三 は 信者の 復活 及び 復活 後に 神 を 見 奉る こと を 示す 

ので ある。 絶 til- の 極 この 三思 想 心に 起る 時— 否 この 三 啓示 心に 臨む とき I 絕 望の 人 は ー變 して 希望の 

A, 歡 喜の 人と なる ので ある。 

近世の 神學は その 本文批評 を 武器と して、 右の 如き 見方 を破壤 せんと 頻りに 努力す る。 本文 を 改訂 

して 右の 如き 意味 を 除き 去らん とする ので ある。 しかし， 1 音 的 信者 は 之 を 承認 しないの である。 救 主 

の 神性、 その W 臨、 信者の 復活 を ヨブの 右の 語に 讀 みて 過らない と 思 ふ。 そして 之 を 以て 必 しも 新約 

的 意味 を强 ひて 奮 約 聖書の 解 釋に用 ひたと 難すべき ではない。 ヨブ は 己の 義を證 する もの 地上に 一人 

もな きを 悟りて、 遂に 神に 於て 之 を 求む るに 至った ので ある。 卽ち彼 は 心の 自然の 動きに 追 はれて、 

喷ひ 主の 信念にまで 到達した ので ある。 彼に 限らす 何人 にても 彼の 場合に 立ちて、 光明 探求の 心を棄 
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てす ば 終に 玆に 至る ので ある。 之 を 特殊の 天啓と 見す とも 人間 自然の 要求と 見れば 少しも 怪むを 要さ 

ない。 今日 基督 者の 中に 再臨 復活 等の 信仰 を 喜び 受 くる 者 多き は、 それが 我 本来の 要求に 合致す るか 

ら のこと である、 信者 は 祌舉を 求めす 信 條を要 せす、 たに 魂の 中に おの づと澳 き sr つる ものにして 同 

時に 天父より 啓示 さる-もの を 求む る。 卽ち 己の 要求と 上よりの 啓示と 相 合致せ し 所の 眞理を 要する 

ので ある。 

次に 見るべき は 二十 八、 二十 九 節で ある、 ヨブが 上述の 如き 心理的 過程 を經て 遂に 頌ひ 主を發 見す 

るに 至る や、 友に 對 する 彼の 態度 は 一 變 したので ある。 前に は 「我 を 恤れめ 我 を恤れ め. 一 と 友に 哀願 


せし に、 人 マ は 友 を 幕 判く に 至った。 「汝等 もし 我等い かに 彼 を 攻めん かと 言 ひ、 また 事の 根 われに あ 

りと 言 は 劍 を懼れ よ、 忿怒 は 劍の罰 を 来らす、 かく 汝等 遂に 審判の ある を 知らん」 と は 卽ち其 語で 

ある。 もし 三 友 等 あくまで ヨブ を 罪 ありと して、 ヨブ を 如何にして 攻めん かと 腐心す るたら ば、 心せ 

よ 神の 恐る ベ き {难 判 臨む に 至る で あらう。 神 は 遂に 或 時 ヨブの 無罪 を證 明す ると 共に、 ョ ブを 苦し め 

し 三 友 を 罰し 給 ふ で あらう、 怒の 劍を 以て 攻め 給 ふで あらう と。 かく ヨブ は 三 友に 威 壓的警 吿を與 へ 
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たので ある。 ヨブ は 新 光明に 接せした め 屈辱の 極より 一躍して 勝利の 舞臺に 登り、 友 等 を 眼下に 見る 

に 至った ので ある。 屈辱より 榮譽 に、 敗北より 勝利に， こ ヨブ は 一瞬の 間に 大變 化を經 たので ある。 そ 

れは 光明に 接せした めで ある。 僅か 一章の 間に 此大變 化が 潜んで ゐ るので ある。 

第 十九 章 は 實に約 百 記の 分水嶺で ある。 依て 我等 は玆に 今までの 經 過を囘 顧して 四 五の 眞理 を學び 

度い ので ある。 第一 、 ヨブ は 議論に て は 度々 負けた 形で 玆 まで 至った ので あり、 殊に 十八 章に 於て は 

ビルダ デ のために 手痛く 擊 たれた ので ある。 然るに 其 間 彼 は 常に 實験を 積みつ、 ありて、 遂に 十九 章 

に 至りて その 靈的實 験の 高調に 達する や、 見事なる 勝利 を 占めたの である。 ビルダ デ のために 最後の 

大敗 衄を なした 如く 見えし 其 瞬間、 實に新 光明 は 彼に 臨みて 主客 顚 倒の 態 を 表 はし、 三 友 は.^ 論彼自 

身す ら豫 期せ ざり し 眞理の 把握に 依りて 彼等 を 見事に 撃退した ので ある。 負く るは必 すし も 負く るに 

あらす、 勝つ は必 すし も 勝つ にあら す、 これ 注意すべき 第一 點 である。 

第二に 見るべき は ヨブの 信仰が 徐々 として 進步 せし 事で ある。 先づ r 墳ひ 主」 の 事 を 見る に、 九 章 

三十 三 節に は 「また 我等 (祌 と 人と〕 の 間に は 我等の ニ侗の 上に 手 を 置くべき 仲保 あらす」 と ありて、 

唯 仲保者の あらん こと を 切望して ゐる。 然るに 十 章 十九 節に 至れば 「視ょ 今にても 我證 となる 者 天に 
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あり、 わが 露實を 明す 者 高き 處 にあり」 と 云 ひて、 證 者の 天に ある こと を 暗中に 悟り 初めし を 示す 

そして 十九 章に 至て は 遂に 噴 ひ 主の 實在を 確信す るに 至り、 それが 神に して 他日 地の 上に 立つ こと を 

豫 知す るに 至る。 「われ 知る」 と 云 ひて 其 確信の 首た る を 言 ひ 表 はした ので ある。 而 して 此 信仰の 進 

歩 は 「來 世^ 在」 のこと に 於ても 亦；！： 様で ある。 十 叫 章 十四 節に 於て は 「人 もし 死なば また 生きん や」 

と來叱 問題 を 一 の 疑問と して 提屮 I せし 有様で あつたが、 W 生の 要求 彼に 根深く して、 遂に ト九 章に 至 

つて は 二十 六 節の 如き 明白な る來世 信仰 を 抱く に 至った ので ある。 かく ヨブ は 友の 攻擎 に會 へば 會ふ 

ほど 益す 明かに、 益す 高く、 益す 深く 信仰の 境地に 入る ので ある。 

第三に は ヨブの 苦痛に^ ひし 意味が 解る ので ある。 神が 彼に 堪へ 難き ほどの 災禍 痛苦 を 下せし 目的 

が 解る ので ある。 それ は 喷ひ主 を 示す にあった ので ある。 ヨブ は 苦難 を 經て頌 ひ 主 を 知る に 至り、 そ 

の 苦難の 意味が よく 解った ので ある。 キリスト 現前の ヨブに ありて、 此墳ひ 主の こと は 暗中に 模索 

せし K であった。 人， H の 我等に 於て は、 此贖ひ 主 を イエスに 於て 認めて 全 光の 中の 珠玉で ある。 人生 
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の 目的 如何、 3： 故の 苦惱、 M 故の 煩悶 博 惱ぞ、 それ は キリスト を 知らん ためで ある 0 而 して キリスト 

を 知り、 その 噴 "軋 を 信じ、 その 再臨 を 望み、 そして 自身の 復活 永生 を 信じ 得る に 至る とき は、 我等 も 

亦 ヨブと 共に 叫んで 首 ふ 「我心これを§-^!みて焦る」 と。 人生の 凡ての 苦難 は此 希望と 此 信仰と を 以て 

^ひ 得て 餘り あるので ある。 

第 四に 信仰 は 由來侗 人的の ものである。 社交的 又は 國家的 又は 人類 的の もので はない。 ヨブ は獨り 

苦み て 獨り頫 ひ 主を發 見し 「我れ 知る …… 」 と 云 ふに 至った。 誰 人 も ヨブの 如く あらねば ならぬ。 我 

等 は 人類と 共に キリ ス トを 知る ので はない、 一 人に て キリス トを 知る ので ある。 今の 人 はと かく 一  人 


にて 神 を 知らん とせす、 社會 と共に 阈家 と共に *1 界 萬！： と共に 神 を 知らん とする。 これ 大 なる 過誤で 

ある。 か、 る IS 見より 屮： 發す るが ために、 今日の 信者に は 信仰の 淺ぃ 者が 多い ので ある。 我等 は ヨブ 

の 如く 獨 りみ づ から 苦み て、 遂に 「我れ 知る 我 を 贖 ふ 者は活 く」 と 云 ひ 得る に 至らねば ならぬ。 

第五に 此の 救 主 再臨の 希望 は 己に 對し、 他人に 對し、 萬 物に 對 する 態度 をー變 せしめる ものである 

こと を 知る。 此 光に 觸れ しため 今まで 失^の 極に ありし ヨブに 根本的の 變 化が 臨んだ ので ある。 絶望 

の 底より 希望の 絶頂に 上り、 悲愁の 極より 歡 害の 滿 溢に 至った。 そして 友に 對 する その 態度の 變 化の 

著しき は實に 驚くべき ほどで ある。 我 を 罵る 友 I 雜 なき 我 を 罪 ありと して 責める 友 I 親友なる 我に 無 

情の 矢 を 放つ 友に 向って さへ 「我 を恤れ め、 我 を恤れ め」 と 屈辱的な 憐愁を 乞 ふに 至った ほどの ヨブ 

が、 此 光に 接して 後 は 友の 上に 優越なる 地歩 を 維持して、 正 は 我に あり 曲 は 彼等に ありと なして、 彼 

等に 向って 堂々 たる 威 壓的警 吿を與 ふるに 至った ので ある。 實に 一 瞬の 前と 一 瞬の 後との 此大變 化 は 

驚くべき 者で ある。 そして ヨブの 場合に 於て 然るが 如く、 我等の 場合に 於ても 然るので ある。 この 新 

光明、 新默 示に 接して 我等 は 全く 別人と なる ので ある。 

我等 は 以上の 如く 約 百 記を發 端より 十九 章まで 學び來 つた。 そして 今日は 約 百 記の 絡 頂た る 十九 章 

を 研究し、 且 また 全體に わたりて g: 五の 注意 を 述べ 終へ た。 かくて 我等 は 旣に約 百 記と いふ 高山の 絶 

頂 を 極めた わけで ある。 ヨブ は旣に 苦痛の 果を 受けて 人生の 祕義を 悟り、 その 目的 は 達せられ たわけ 

である。 約 百 記 著者が 普通の 文士なら ば 玆で約 百 記 を 終局と すべきであった。 然し 乍ら 著者 は 十九 章 

を 以て 閣筆 しなかった。 此 信仰の 絶頂に 達しても、 尙 その後に 舉 ぶべき 多くの 事が あるので ある。 恰 
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も 山の ffi きを 極む る も、 尙之を 越えて 向 側 を 下りつ- -種々 の 新しき 風光に 接する が 如くで ある。 かく 

て 約 百 記 は 十九 章 を 以て 終らす して、 尙ほ其 後に 今迄よりも 多くの 二十 三 章を附 加して、 遂に 全卷 M 

十二 草 を 以て 完了す るので ある。 ヨブ は 信仰の 絕預に 達して 巳むべき でなかった。 信仰に 依て 友に 勝 

つ は 決して 最善の 道で はない。 ヨブ は 尙ほ學 ばねば ならぬ。 約 百 記 は尙ほ 緩かねば ならぬ。 之 を 十. K 

章 を 以て 終へ すして、 ra: 十二 章まで 續^ たる 著者の 天才と 慎 盧は大 なる かな。 、 

附 ま n 

1 一十三 節 以下の 首 を發 する に 方り て ヨブの 態度に 左の 如き 變化 ありし 者と 見て、 其 意味 を 解す る 事 

が 容易に なると S ャ 4。 

ヨブ I" らく 三 友人の 面 を 眺めつ 、ぁリ しが * 少しも Si 惊 推察の 色の 現 はれざる を視て 取りければ. 彼の 面 を 友人 

等の 面より 反け、 遙 かに 遠方 を 5^ み， 獨り It を 揚げて 曰 ひける は 

鳴 呼 我 一 百の 書き留めら れんこと を。 

しる 

鳴 呼 我 言の 書籍に 記されん こと を。 

^呼 鐵 の 筆と 鉛と を もて 永く 磐石に 錢 つけお かんこと を。 

し ふ 

斯く言 ひて 少時く 默し、 眼 を 轉じ天 を 仰 いで 言 ひけ る は 

我 は、 然り我 は 知る 我 を 贖 ふ 者は活 く、 

後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん" 

我が 此の 皮 此の 身 「き 「し を 指して 首 ふ) C 朽 果てん 後、 


我れ 肉 を 離れて 神 を 見ん、 

我れ rtn から 彼 を 見た てまつ らん、 

我が 眼 彼 を 見 奉らん、 識らぬ 者の 如くなら じ。 

^呼 之 を tlli みて 我が 心衷に 焦る。 

斯く言 ひて 後- ヨブ； 冉び其 面 を 三 友に， M けて 儼然として 一一 一一 口 ふ 

汝等 「若し 我等 如何に 彼 を 攻めん 乎」 と 一一 まひ、 

叉 「事の 根源 我に 在り」 と 言 は^、 

劍 を懼れ よ、 怒 忿は劍 の 罰 を 来らす、 

斯くて 汝等 遂に 蕃 判の ある を 知らん。 

第 十六 講 ゾパ ル 再び 語る 

第二 十 章の 研究 

ヨブ は 十九 章に 於て 大 なる 啓示に 接して 光明 全心に 漲る に 至り、 今 は 友の 上に 優 逸なる 信仰の 地歩 

を 占む る こと、 なりて、 今まで は 友に 擊 たれつ X ありし に 今 は 威 迫 を 以て 友に 臨み 得る に 至った。 一 

瞬に して 局面 はー變 し、 彼 は 勝利者と して 鮮 かに 現れた。 故に 約 百 記 は 十九 章 を 以て 終 尾と すべきで 

はない かと 思 はれる。 然るに 著者 は 以後に 一 一 十三 箇章を 加 へ て 、 尙 大に讀 者を敎 へ ん とす る の で あ る。 

まことに 不思議な 事で ある。 
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そして 約 百 記の みに 限らない、 聖書に 於て は 他に も此 種の 事が ある。 以賽 亞番の 如き は、 その 第五 

十三 章の 救主豫 fH を 以て 光明の 絶顶、 に 達した ので ある。 然るに 之 を 以て 以賽亞 書 は 終らす して、 六十 

六 章まで 緩いて ゐる。 叉 新約聖書 は 約 翰俾の 十三 章 I 十七 章 を 以て 絶頂に 達せり と 見ら る& にも 係ら 

す、 之れ を 以て 終らない ので ある。 其理 如何。 

けだし 人 は 信仰の 絕 頂に 攀ぢ 登り、 希望の 全 光明に その 身 を ひたす と雖 も、 之 だけで 充分で はな 

い。 尙 -t=;" 人に 學 ぶべき ものが 殘 つて；！ 5 るので ある。 「それ 信仰と 望と 愛と 此 三つの 者 は 常に 在るな り、 

此屮 最も 大 なる もの は 愛な り」 と 云 ふ。 我等 は尙ほ 愛に ついて 舉 ばねば ならぬ ので ある。 されば 約- rC 

記 は 十九 奪 を 以て 終って はならぬ ので ある。 

卜 九 章の 最後 を 見よ、 其處に ヨブ は 明かに 友に 勝って ゐる。 しかし それ は 信仰に よる 勝利で は ある 

が、 による 勝利で はない。 故に 之 は 最上の 勝利で はない。 ヨブ は； 一:^ 仰に 由て 友 を 蹴破して 終るべき 

ではなかった。 愛 を 以て 友を赦 して 終るべき であった。 彼 は 尙ほ此 上學ぶ 所があって、 遂に 愛 を 以て 

友 を赦し 得る に 至らねば ならぬ。 卽ち 愛に よる 勝利の 域に 達せねば ならぬ。 そして 彼 は g: 十二 章に 至 

つて、 に 友 を 愛し 得る に 至った。 それまでの 道程 を 我等 は 二十 窣 以下に 於て 學 ぶので ある。 約 百 記 

が 十九 章 を W て 終るべく して 終らなかった 理由 は玆に 在る。 故に 二十 章の ゾ パルの ヨブ 攻撃 は 實に辛 

辣非禮 を 極めた もので、 十八 章の ビルダ.、 テの 攻撃に 勝る も 劣らぬ ものであるが、 之に 對 して ヨブ は甚 

だ平靜 であって 決して 激語 を 以て 酬いす、 遂に は 進で 自己 を Sil: 人と なし 友 を赦し 得る に 至る ので ある。 

これより ヨブの 學 ぶべき 事 は 其 終局 に 於て 愛で あるが、 その 中道に 學 ぶべき 二三の 重要なる 事柄が 

あつたの である。 先づ 知るべき は r 攝理」 のこと である。 神 は 如何様に 人 問 を —— 又 人間 社會を 導き 


つ、 あるか、 義人と 惡 人と に對 する 神の 態度 如：^、 義人に 患難 を 下す 神の 攝理の 意味 如何、 之 を ヨブ 

は 舉 ばねば たらぬ。 一 曾に して 云へば 神 を 認めて 上の 人生 問題の 解決 を 得ねば ならぬ。 次ぎに は 自然 

界の 事、 *1 界、 .：. 于宙 の？ i 義を學 ばねば ならぬ。 卽ち 宇宙 問題 を 研究せ ねばならぬ。 ヨブ は 十九 章に 於 

て自 已心靈 一個の 問題 を その 根 原に 於て 解きし 故、 これから は 眼 を廣く 世界に 放って 人生 問題、 宇宙 

問題の 研究に 從 はねば ならぬ。 かくして 自己 心靈の 問題、 自己 以外の 世界 宇宙の 問題な ど、 凡そ 肯に 

ある 大 問題 を 解き 終へ て、 遂に 己 を 苦め し 友 を赦し 得る 愛にまで 到達す るので ある。 われら は 二十 章 

以後の 研究に 當 りて は、 上述の 事 を 深く 心に 留めて 置かねば ならない。 

二十 章の ゾ パルの 語 は 十八 章の ビルダ デの 語と 同じく、 惡 しき 人の 滅亡 を 描いた ものである。 卽ち 

ヨブの 目下の 慘苦 及び 來 らん とする 滅亡 を 以て 惡の 結 菜と 斷定 した のであって、 時代 思想の 罪と は 云 

へ、 如 M にも 峻酷 であると 云 はねば ならぬ。 その 中 十九 節に 「こ は 彼れ (惡き 人 を 云 ふ * 暗に ヨブ を 指す) 

貧しき 者 を 虐げて これ を棄て たれば なり、 たと ひ 家 を 奪 ひとる とも 之れ を 改め 作る 事 を 得 ざらん」 と 

あるが 如き、 貧者 を 虐げ 其 家 を 奪 ふ 惡を ヨブに 歸 したので あって、 理不盡 なる 批難と 云 ふべき であ 

る 0 

くろがね 5 つ は  あか, ね 

又 二十 四、 二十 五節の 如き は 文章 美の 點 より 注意すべき 語で ある。 「かれ 鐵の器 を 避 くれば 銅の 弓 

やじり  きも  お そ は 

これ を 射 透す、 是に 於て 之 を その 身より 拔 けば SS く簇 その 膽 より 出で 來 りて 長 怖 これに 臨む」 と ある。 

これ 神が 惡人を 撃ち 給 ふ 事 を 比喩的に 述べた のであって、 其 描く が 如き 書 振の 鮮か なること 比類 少き 

を 思 はしむ る。 

又 ニト七 節に は 「天 かれ (惡 人) の 罪を顯 はし 地 興りて 彼 を 攻めん」 と ある。 これ 卜 九 章 二十 五節 
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にある ヨブの 霄 たる 「われ 知る 我 を 贖 ふ 者は活 く、 後の 日に 彼必す 地の 上に 立たん」 に對 する 嘲笑 的 

皮肉で ある。 我れ を臢ふ 者が 後必す 地の 上に 立たん との ヨブの 大 信仰の 披歴に 對 して、 天 は ヨブの 罪 

を顯 はし 地 は 興りて ヨブ を 攻めん と 云 ふ (明かに ヨブと は 云 はす、 しかし 勿論 ヨブ を 意味す るので あ 

る； }o まことに 毒 を 含める 嘲笑 の 語で ある。 ヨブ が靈界 神秘 の 域に 獨り神 と 交 はり て 得た る 默示は 心 

なき 友の ために 斯 くも 汚されん とする ので ある。 

實に 二十 章の ゾ パル は、 ヨブに 對 して 毒 ある 矢 を 放った ので ある。 併し 今日の ヨブ はも はや 昨日の 

ヨブで はない。 彼 は 今や 默 示の 深 かきに 接し 信仰の 絶顚に 登りて、 遙か 下に 友の 陋態 を眺 むる の餘裕 

を 抱いて ゐる。 故に 友の 毒矢 は 彼 を 怒らせない。 故に 彼 は 二十 一章に 於て、 決して 激語 を 以て ゾ パル 

に 酬いたい、 た 靜 かに 彼等 を 諭さん とする ので ある。 そして 遂に は斯 かる 嘲笑 を 以て ヨブの 信仰に 

對 せし ほどの ゾ パル を も 容易く 赦し 得て、 みづ から 手 を 伸ばして 彼等と 握手す るに 至った ので ある。 

OOO0O0O0OO0  0000  OO0000OOOOOQ0OO00OOO0O  0  0  0  0  0 

さ らば 我等の 學 ぶ べき は 愛で ある。 我等 は 信仰 を 以て 人に 勝ちて 滿 足して はならない。 こ れ 未だ 人 

0000000000  O0OO00C00OOO  oooooooooooooooooooo 

を 敵視す る ことで ある。 愛 を 以て 人に 勝つ に 至って 11- 卽 ち 愛 を 以て 敵 人の 首に 熱き 火 を 積み 得 る に 

0O00OOOOO0000000  O0O0OOOO0O0OOO0O0OO00O 

至って 初めて 健全に 達した ので ある。 信仰よりも 希望よりも 最も 大 たる もの は 愛で ある。 

第 十七 講 ヨブの 見神 二) 

第三 十八 章の 研究 

余 は 約 百 記 C 絶頂た る 十九 章 を 講じて 後ち 病 を 得、 數 HI この 講壇 を 休む の已 むな きに 至った。 詩人 


パイ B ンは大 なる 天才で あつたが、 三十 八 歳 を 以て 此世を 去った。 或 人 此事を 評して、 彼 は その 發見 

せる 眞理の あまりに 犬なる ため 噎れ たので あると 云 ふた。 余 は 自ら 眞理 を發 見した ためで はない が、 

約 百 記 十九 意まで に 含ま る &眞 理の餘 りに 大な るに 接して 病 を 得た ので ある。 依て 余 は 最初の 計畫 に 

變更を 加へ、 二十 章 以後 を逐章 研究す る こと を罷 めて、 最後の 數章 のみ を 講ぜん と 欲する。 卽ち 「第 

三囘 論戰」 と 「エリ フ對 ヨブ」 の i を歇 めて、 最後の rn ホバ對 ヨブ」 を 講演の 題目と する ので ある 一 

ヨブ は 十九 章に 於て 希望の 絕 頂に 達した。 そして 二十 章 以後に 於ても、 種々 の 貴き 事 を 示される の 

である。 三 友人 は 依然として 彼の 攻攀に 全力 を盡 せど も ヨブ は 從來の 如く 激 せす、 受けた 攻撃の 主意 

を 自分 一 己の 事と せす、 之 を 人類 全 體の大 問題と して 考察す る。 例へば 「神の 支配す る此 世に 於て 善 

人に して 衰 ふる 者 あり、 惡人 にして 榮 ゆる 者 ある は 何故 ぞ」 等の 疑問に 對 して、 之 を 人類 共通の 問題 

として 答 ふるので ある。 

三 友の ヨブ 攻擊は 依然として 續け ども ヨブに 何等 敎 ふる 所な く、 次に 靑年 H リフ堪 りかね て 仲裁の 

語 を發し (三十 二 I 三十 七 章〕、 それ は 多少 ヨブ を 慰む る 所あった が、 勿論 ヨブに 充分の 滿足 を與へ 

すして、 ヨブ は 唯 沈默を 以て 之に 應 じたの みであった。 蓋し 最後の 問題 は ヨブが 直接 神の 聲を聽 くこ 

とで ある。 彼 はみ づ から 父の 御聲に 接せす して は、 滿 足しない ので ある。 彼 は此祌 秘境 を 味 はすして 

は其靈 魂に 眞の 平安 を 得る こと は 出来ぬ ので ある。 人の 聲は人 を 救 ふこと は 出来ぬ、 祌の聲 のみ 人 を 

救 ひ 得る ので ある。 

こと 1.- 一と  さ tj 

ヨブの 此願は 十三 章に 示されて ゐる。 「視ょ 我 目 これ を盡 く觀、 我 耳 これ を 聞きて 通達れ り、 汝等 

が 知る 所 は 我 も 之 を 知る、 我は汝 等に 劣らす、 然 りと 雖も我 は 全能者に 物言 はん、 われ は 神と 論ぜん 
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こと を^む」 C 一— 三 節」 と ある。 又 三十 一 章 三十 五節に は 「あ、 我の 言 ふ 所 を聽き 分る もの あらま ほし 

(我が 花柙玆 にあり、 願 は 全能者 われに 答へ 給へ)」 と ある。 ヨブ は 神の 聲を聽 かんこと を 熱 si- した 

ので ある。 そして 此 熱望 は 次に 希望と なり、 確信と なって ゐる。 「我が 此皮此 身の 朽ち はてん 後ち わ 

れ肉を 離れて 神 を 見ん、 我れ 彼 を 見 奉らん、 我 目 彼 を 見ん に、 識ら ぬ^の 如くなら じ、 我心 これ を 望 

みて 焦る」 (十九の 二 六、 二 七 節 〕 と ある。 ヨブ は 他 HI 神と 相對 して 語るべき 時 ある 事 を 確信す るに 至つ 

たので ある。 旣に此 熟び S を 達すべき 時來 るとの 確信に 達した 以上 は、 或は 旣に 充分で あると 云 ふ 人が 

あるか も 知れぬ。 しかし 約 百 記 著者 は 詩人で ある。 詩人で あると 共に 乂： 仰 問題の 精髓に 達した 人で 

ある。 故に 最後に 至って ヨブに 神 を 示す ので ある。 玆に ヨブの 切なる は^かに 遂げられて、 彼に 大 

なる 滿 足が 臨む ので ある。 

兄 神の 實驗と 叫ぶ 人が ある。 又 見神の 實験 記の 記されし ものが ある。 しかし 如 3： なる 見神で あるか 

が 問題で ある。 ヨブの 見神の 實験 如何、 彼 は 如何様に 神に 接し 如何様に 其聲を 聞きし か —— それが 問 

題で ある。 そして 之 を 記す もの は 三十 八 章- —叫 十一 章で ある。 これが ヨブの 見神の 實驗 記で ある。 或 

はこれ を讀 みて 其無惯 俯を稱 する 人 も あら-つ。 しかし H:,l れ眞の 見神 實験 記で ある。 人 もし：^ 仰と 祈禱 

の 心と を 以て 之に 對 せば、 之が 眞の 見神 記なる こと を 認め 得る であらう。 徒らに 之 を^す るが 如き は 

敬虔の 念 乏 しく 廣 摯 に 於て 缺 くる 所の 態度 である。 

三十 八 章 一節に 云 ふ r 玆に H ホバ 大風の 中より ヨブに 答へ て {义 はく」 と。 「大風の 巾より」 と 云 ふ 

は 如何なる 狀態を 指した ので あるか 知る 由 もない が、 エホバ の 聲は鬼 角 人の 道が 窮 つた 時に 聞 ゆる も 

ので ある。 此 世の 人々 が 全く する に 至って、 茫然自失 爲す所 を 知らざる 時、 M ホ バの聲 は预ず 者の 


n を 通して 聞 ゆる ものである。 三 友人の 批難の 語 も H リフの 慰めの 語 も 共に 問題 を 解く に 足らす、 ョ 

ブは 光明に 觸れ しも 未だ 直接 父に 接する を 得すして、 深き 遺憾 を 心に 抱け る 時、 こ \に M ホバ は 人間 

の 造る 大風の 混亂の 中より その 聲を發 し 給 ふので ある。 

その 聲に云 ふ 「無知の 言 詞を もて 道 を 暗から しむる 此者 は誰ぞ や」 と。 「道」 と は 神の 御 計畫、 世 

界を 造り 結 ひし 時の 御 精神と 云 ふ 意で ある。 神 は 光明の 道 を 以て 世界 を 造り 且 導き 給 ふ、 然るに 强ひ 

て 心屮の 懷 疑を以 て 其 道 を 暗く す る もの は 誰ぞ と 云 ふので ある。 

次に r 汝腰 ひき からげ て 丈夫の 如くせ よ、 我れ 汝に問 はん、 汝 われに 答へ よ」 と ありて 次に 左の 如 

く 一一 目 ふ。 

地の 基 を 我が 置 ゑたり し 時なん ぢ何處 にあり しゃ、 汝 もし 穎悟 あらば 一一 一一 n へ、 汝 もし 知らん に は 誰 

が 度量 を 定めたり しゃ、 誰が 準繩を 地の 上に 張りたり しゃ、 その 基 は 何の 上に 置かれし や、 その 

隅 石 は 誰が 置 ゑたり しゃ (四 —六 節〕 

是れ祌 が 世界 を 造りし 時汝は その 計畫 に參與 せし かとの 問であって、 造化の 秘 義に關 する 人間の 無知 

を 諷せし 語で ある。 「地」 と 云 ふ も 勿論 當 時の 地文 學に循 つての 語であって、 地球 を 意味せ す、 地 を 

扁平なる ものと 見ての 言で ある。 故に 「地の 基 を 我が 置 ゑたり し 時」 と 云 ふので ある。 「誰が 度 * を 

^めたり しゃ、 誰が 準繩を 地の 上に 張りし ャ」 は 地の 目方、 長さ、 幅 等 を 汝が與 り 知る や、 人智の 微 

弱なる 到底 これ を 知る 能 はす、 た 地 を 造りし 神の み 知る との 意で ある。 六 節 も 同様の 主 趣の 語で あ 

つて、 「基」 と 云 ひ 「隅 石」 と 云 ふ は、 何れも 地 を 扁平 體の大 建築物と 見ての 言 ひ 方で ある。 

人 は 地 11 己が 脚 を 立てつ、 ある 所の 地に ついても 斯く 無知で ある。 之 を 知る は 神の み。 造化の 秘 
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義、 攝理の 妙趣 は 人知の 把握の 外に 在る。 徒らに 小なる 知力 を 以て 神の 宇宙に ついて、 是非 得失の 論 

議を なす は 空しき 極で あるとの 主意で ある。 今日の 科擧に 於て は 地球の 長さ、 幅、 目方 も 正確に 知ら 

れてゐ る (太陽 や 2： の それさへ 知られて ゐる )o 故に 約 百 記の 此言は 何等 肯繁 に當ら ない と 云 ふ 人が 

あるか も 知れぬ。 しかし 是れ 愚かなる 批評で ある。 數 千年 前の 約 百 記なる が 故に、 かく 論じて 人間の 

無知 を 充分 明示し 得た ので ある。 もし 今日 約 百 記が 作らる X ならば、 他の 難問 を 提起して 人間の 無 S 

を證し 得る ので ある。 人知の 進歩と 人 は 叫べ ども、 未だ 人に 知られぬ 事 は 宇宙に 夥し く^する ので あ 

る。 そして 昨の 知識 は 今す でに 非なる が 常で ある。 人 は 地に 關 して すら 未だ 甚 しく 無知で ある。 約 百 

記の 此首 は、 その 精神に 於て 今な ほ有效 である。 

次の 第 七 節に 言 ふ 「かの 時には 晨：： 生 あ ひと もに 歌 ひ、 神の 子た ち呰歡 びて 呼 はりぬ」 と。 池の 造ら 

れし時 天の 星と 天使との 合 歡 呼せ しこと を 云 ふ。 まことに 莊大 なる 言で ある。 あ-' 如何なる 合唱な 

りし ぞ。 あ、 如 3： なる 歡呼 なりし ぞ。 人の 合唱、 人の 歡呼 すら 莊大高 妙 を 極む る こと あるに、 之 はま 

た 類な き 合唱 歡呼 11 晨星聲 を 揃えて 歌 ひ、 神の 子た ち 皆 歡び呼 はるの 合唱 歡呼 である。 人 は 宇宙の 

创造 に 參與 せす し て 少しも 此事を 知らな い。 そし て 4r い たづら に 其 貧弱なる 智囊を 絞り つくして 宇宙 

と 造化の 祕義 について 知らん とし、 少 許の 推測の 上に 喋々 し喃々 する。 實に憐 むべき 人の 無知で ある。 

知らす や 地 は 人の 思 ふが 如くに して 現 はれ 出で たので はない。 思 ふだに 心權る 所の、 莊大と 云 ひ嚴肅 

と 云 ひ 優美と 云 ふ も 到底 云 ひ盡レ 得ぬ 所の、 光景の 中に 造られた ので ある。 

然り、 地は斯 かる 大 讚美の 中に 勇し く 生れ 出で たもので ある。 旣に斯 る 地で ある。 祌が 造り 且 台め 

給 ふ斯る 地で ある。 斯る 讚美の 中に 生れて 神に 治めら る \此 地で ある。 そして 斯 くの 如き 地に 生を享 


けたる 人で ある。 さらば 人よ 無益なる 不平 や 疑惑 を 去れ。 諸 星と 天使との 大讚 美大 歡 呼の 中に 生れし 

地に 住みて、 心に 讚美の 歌な く歡 呼の 聲 なくして 生く る は 醉生夢 死で ある。 小さき 理知の 生む 悶えと 

疑 ひ を 去りて 星と 共に、 灭 使と 共に、 神と 其 造化と を 讚美し つ i 意義 あり 希望 ある 生 を 送るべき であ 

る。  ， 

あ k 人 は 無智に して 造化の 祕義を 知らぬ。 そして 獨り 悶えて ゐる。 然るに 人の 立つ 所の 地の 造られ 

し 時に 於て、 全 宇宙の 讚美 歡呼 があった ので ある。 神 は 地と 其 上に 住む 人 を 空しく 造った ので はない。 

されば 我等 は 地 を 見て 其處に 神の愛 を 悟る ベ きで ある。 そして 安す ベ きで ある。 

第 十八 講 ヨブの 見神 (二) 

. 第三 十八 章の 研究 

第三 十八 章の 一— 七 節 は 前講の 主題であった。 造化の妙 趣の 中に 祌を 悟るべし と 云 ふが 其 根本 精神 

である。 七 節に は 「かの 時には 晨星相 共に 歌 ひ、 神の 子ども 皆歡 びて 呼 はりぬ」 と ある。 八 —十 一 節 

は 之 を 受けて 言 ふ。 

8 海の 水流れ 出で、 胎內 より 湧き出で し 時 誰が 戶を 以て 之 を閉ぢ こめたり しゃ 9 かの 時 我れ 雲 を も 

て 之 を 衣服と なし、 黑暗を もて 之が 褓. 襁 となし、 W これに 我 法度 を 定め 關 及び 門 を 設けて、 "口 

く 之れ まで は 来るべし、 玆を越 ゆべ からす、 汝 の高浪 こ、 に 止まる べしと。 

海 は動搖 常な きものに して 到底 人に 御し 得ぬ ものと は、 古人の 思想であった。 默示錄 第二 十一 章 は 新 
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天 新地の 成立 を 描きし 者で あるが、 その 第一 節に は 「われ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり、 先の 天と 先 

の 地 は旣に 過ぎ去り、 海 も 亦 有る ことなし」 と ある。 海旣に 無し は、 舊 世界の 混亂 不安 動 搖旣に 去れ 

りとの 意で あらう。 又 約 百 記 七 章 十二 節に 「我 あに 海な らん や、 鰱 ならん や」 と 海 を鱷に 比較せ る 如 

きも、 古代人の 此 思想 を 語る ものである。 かくの 如く 海 は 人力の 到底 御し 得ぬ ものである。 然るに 神 

は 此海を 造り 給 ひ、 そして 易々 と 之 を 制御し つ-ある。 以て 我等 は 神の 力の 偉大なる を 知るべき であ 

ると。 これ 八 節— 十一 節の 大意で ある。 

そして 八 節— 十 一 節 は 海 を 以て w< 兒に譬 へ、 海の 創造 を 嬰兒の 出産に 譬 へて 美妙なる 筆を揮つ たの 

である。 海なる 嬰兒が 母の 胎內 より 湧き出で、、 々蕩々 將に 全地 を蔽 はんとした 時、 戶を 以て 之 を 

閉ぢて 汎濫を 防ぎし は 誰で あるかと 八 節 は 問 ふ。 けだし 此 御し 難き 力 を 制御せ し は 神に 外なら すとの 

意で ある。 次に 九 節は此 海て ふ 嬰 兒に對 して 「雲 を 以て 之が 衣服と なし、 黑暗を 以て 之が 褓襁 となし」 

たの は 神で あると 云 ふので ある。 雲 は 海 を蔽ふ 衣で あり 黑暗は 之 を 包む 褓襁 であると は、 せ 疋に絕 妙な 

る 形容で あると 思 ふ。 そして 單に 形容た るの みならす、 恐く は渺茫 たる 大洋の 中に 幾日 か を 送る 航海 

者に 取りて は、 約 百 記の 此 語が 宛然に i5Sf 實な るが 如く 感ぜら る k であらう。 晝は滿 天の 漠々 たる 雲が 

海 を 蔽ひ夜 は 底 しれぬ 暗 黑が海 を 包む 光景 を 親しく 觀て、 此 形容の 莊大、 優美に して 且如實 なる を 悟 

り 得る ので ある。 

そして 此 御し 難き 奔放 自在の 海に 對 して 「法度 を 定め 關 及び 門 を 設けて」、 之に 向 ひて 「之まで は 

來る べし 玆を越 ゆべ からす、 汝の 高浪こ 目に止まるべし」 と 命じ 給 ひし は 實に造 物 者なる 神で ある。 

海が その 葳 する 無限の H ネル ギ —に 押し立てられて、 冲 天の 勢 を 以て 陸に 向って 押しよ せる 時 は、 恰 


も 陸 を 一呑みに する かと 思 はる、 程で ある。 然るに 見よ 「我 法度」 は 儼として 其處に 立つ。 神 は 「關 

及び 門」 を 其處に 設け 給 ふて 過らない。 我等 は 海岸に 立ちて、 脚下に 襲 ひ 来る 丈 餘の浪 が 忽ち カ盡き 

たるが 如くに 引退く を 見て、 約 百 記の 此 語の 妙味 を 悟り 得る ので ある。 我等 は 九十 九 里 ケ濱の 港に 立 

ちて、 寄せ 來る 太平洋の 高浪を 見て 其 強烈なる 力に 驚く。 この H ネル ギ ー を 利用して 電力 を 起さし 

めんと 計 案し つ、 ある 人が ある。 然るに それ 程の 力 を 以て 寄せ 來る浩 波 も、 打ち破り 難き 或 力に 制 

せらる k 如くに 其 儘 後退す るので ある。 神 は 實に或 制限 を 設けて、 人の 御し 得ぬ 海 を 御し 給 ふので あ 

る 0 

約 百 記の 此 見方に 對 して は、 今日の 科學 者に 種々 の 批評が あるで あらう。 併し 今日の 進歩せ る 自然 

科 學と雖 も、 其 幾多 複雜 なる 研究 を 以てして、 つまり は 約 百 記と 同一の 言を發 する 外 はない と 思 ふ。 

有名な る獨 逸の 科學者 フム ボル トは科 學者は 自然現象 を說 明し 得る も 其 意味 を 解く 能 はすと 云 ふた。 

inj 大 なる 太平洋 をして 全地 を蔽 はしめ ざる やう、 之を圍 みて 陸地の 大 堤防が 傲と して 存 する を 見る。 

我 日本 島の 如き は 其 堤防の 一部で あると 見られる。 南氷洋 を圍 みて 同様なる 陸の 堤 ありと 探險. 冢は云 

ふ。 { 愚に 祌は 海の 大動搖 を 或 範圍に 止めて、 人畜 をして 安 じて 地の 上に 住まし むる ので ある。 

人の 御し 難き 海に 堤 を 設けて 之 を 制する は 神で ある。 海 は動搖 それ 自身で ある。 人 は备人 難問題 を 

抱いて 苦む。 その 時人の 心 は 一 の 海で ある。 動 搖混亂 底止す る 所 を 知らない。 併し 人の 御し 難き 海 を 

神 は 御し 給 ふ。 我等より 熱誠なる 祈の 9r つる 時、 神 は その 大 なる 御手 を 伸ばして 海 を 制し 給 ふ。 かく 

て 我等の 衷の海 は 止まる ので ある。 

又 八 r- の 世界 は寇に 混 亂援雜 の 海で ある。 社會の 腐敗 は 底な きが 如く、 世界の 表 は 紛亂を 以て 充 たさ 
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れてゐ る。 世界 大亂 一度 牧 まりし 如くに して 實は收 まらす、 戰 の^は 嗜を 生みて、 今や 全地 大 洪水に 

溺れん とする が 如く 見 ゆる。 我等の 憂慮 も 3: 等の 效 * なし。 我等の.^ 力 を 以て 全地の 大海 を 抑 ふるこ 

と は 出来ない。 我等 は 唯 熱心に 祈る のみで ある。 しかし 神 は 此祈を 記憶し 給 ふ。 混 亂の海 を 制する 力 

は 彼に のみ 在る。 神 は 全地 を吞 まんと する 海に 對 して 「之まで は來 るべ し、 玆を超 ゆべ からす、 汝の 

髙浪 こ、 に 止まるべし」 と 言 ひ 給 ふ。 實に彼 は 人の 御し 難き 海 を 御し 給 ふ。 彼 は 地の 上に 其 支配 權を 

持ち 給 ふ。 此事を 知りて、 自身と して は 力なき 我等に も大 なる.： 文 心が ある。 

一世紀 前、 かの 大 ナボレ オン は、 世界 を その 飽く なき 欲望の 餌食たら しめんと した。 併し ゥヲ ルタ 

1 1 の 一 戰は 遂に 彼の 此 暴威 を 制した。 人 は^ 之 を 評して 英齊 聯合 軍、 殊に 英 軍司令官 ゥ H リント 

ンと普 軍司令官 プル ー ヘルの 力に 基く と： ーム ふ。 獨り佛 の 文豪， ヰク トル . ュ ー ゴ ー は 云 ふた、 祌は此 朝 

二三 十分 間 の 小雨 を 降らし ナボレ オンの 勢威 を 挫いた ので あると。 蓋し 此 朝の 小 降雨が 佛！^ 大砲の 轍 

を 汚し、 その 爲に 進軍の 豫 定が數 十分 後れた。 ために 佛軍は 普 軍 到着 前に 英軍を 破るべく して 破り 得 

なかった ので ある。 朝の 小雨 さへ なくば、 常勝 將軍 ナボレ オン は 其 異常なる 軍事的 天才 を 以て、 見事 

に敞を 破り 得た であらう。 かくて 歐洲 全土 は 彼の 暴威の 下に^ 伏した であらう。 しかし 乍ら 神 は 地 を 

:m め 給 ふ。 時あって か 其 犬なる 御手 を 揮って、 人力の 制し 5J: ぬ 海 を 制し 給 ふ。 彼の 力 は 永遠に 絶大で 

ある。 

次に 見るべき は 十二— 十五 節で ある。 先 づ言ふ 「汝 生れし 日より 以來 朝に 向 ひて 命 を： 卜せし 事 あり 

や、 また 黎^に 其 所 を 知らし め 之 をして 地の 緣を 取へ て 惡き者 を 地の 上より 振 落さし めたり しゃ」 と 0 

これ エホバが 其 能力 を ヨブに 示す のであって、 卽ち 人力の 到底 及ばぬ 所に 彼の 力の 存 する こと を 示す 


ので ある。 黎明 來る と共に 暗 黑の惡 者 ども は 忽ち 姿を消す、 其樣 恰も 絨怪の 四隅 を 取らへ て 之より 塵 

を拂ひ 退：^ るが 如くで あると 云 ふので ある。 神 は 朝に 命 を 下し 黎明に 其 所 を 知らし めて、 其 造り 給へ 

る 宇宙に 妙なる 活動 を與 へつ.^ あるので ある。 

綾いて 十 i: 節 は 云 ふ 「地 は變 りて 土に 印した る 如くな り、 r お 々の 物 は 美 はしき 衣服の 如くに 顯 はる」 

と。 これ 黎明の 光景 を 描きた る ものである。 この 形容の 眞 なる を 知る ために は、 ァラ ビヤの 沙漠に 到 

ら ねばならぬ。 或は 大洋の 眞 中に 於け る 黎明 を 見ねば ならぬ。 或は 我國 にあ りても、 眞： 夏に 富士山の 

絶頂に 於て 雲な き 空に 日の出 を 見る 時 は、 此語 の眞 なる を 知り 得る であらう。 卽ち 日が 東の 地平線 を 

破りて 5r つ る と共に、 今 ま で 暗黑 なり し 全地 は 急遽と し て 光明の 野と なり * 山川 風物 さながら 土に 印 

を 以て 押した るが 如く 姿 を 現 はし、 地上の 萬 物 は 美 はしき 衣服の 如くに 出現す ると 云 ふので ある。 こ 

れ實に 美 盡し眞 極まれる 朝の 光景の 綺畫 である。 ヨブ は 度々 ァラ ビヤ 沙漠に 於け る此 趣の 朝の 光景に 

接して、 その 絶妙なる 詩趣に 醉 ふたこと であらう。 今や 彼 は 之が 神の 爲し給 ふ 所なる 事に 初めて 氣が 

ついた ので ある。 此事汝 に 可能なる かと 詰問され て、 彼 は 神の 靈 能の 前に 首 を 垂れざる を 得なかった 

ので ある リ 

次の 十五 節 は 首 ふ 「また 惡人は 其 光明 を 奪 はれ、 高く 擧 げたる 手 は 折らる」 とこれ 亦 朝の 形容の 一 

部で ある。 暗 黑の間 惡人は その 惡を 擅に して 其 手 を 高く 擧げて 惡に從 ふ。 しかし 東天 を 破りて 日出 づ 

る や、 彼等 は その 武器と する 暗 黑を奪 はれて 其 惡を斷 たる \ ので ある。 神 は 日 を 以て 惡を逐 ひ 給 ふ。 

神 は 朝 を 世に 現 はして 惡人を 撃ち 給 ふ。 神の 力 は絕大 で あ る 。 

八 節より 十五 節まで を通讀 せよ、 其處に ヨブの 見神が 現 はれて ゐる。 彼 は 海 を 見、 また 海 を 制する 
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陸 を 見、 また 黎明の 莊大 なる 光景に 接せし こと 一 再に 止まらなかった。 併し 此 時まで は 其 處に祌 を 見 

なかった ので ある。 そして 此時 になって 初めて 其 處に祌 を 見得た ので ある U 神の 造りし 莊大 なる 宇宙 

とその 深 妙なる 運動、 神の 所作と 支配、 そこに 祌は見 ゆる。 海 を 制する 力に、 又 黎明の 絶 美の 屮に彼 

は 明かに 見 ゆる。 人 は 之 を 無意味に 着 過す る。 併し 信仰の 眼 を 以てすれば 其 處に祌 は 見 ゆるので ある。 

然り、 ル處に 祌は兑 ゆるので ある。 

一， 尺 のん を眞に 知らん 爲 めに は、 其の 人の 作物 を 見る を 最上の 道と する。 もし 文士なら ば 彼の 著作 

を： 12- れば其 處に其 人の 3m の 姿が 見える。 肉眼 を 以て 彼 を 見る 事 は、 却て 彼 を 誤解す る 道と なる。 少く 

とも 彼 を； 止 解す る 道で はない。 神 を 見る こと は 決して 肉眼 を 以て 彼 を 見る ことで はない。 眞に彼 を 見 

んに は、 彼の 所作 物た る 宇宙と 其 中の 萬 物 を 見るべき である。 その 中に 彼の 眞の 姿が 潜んで ゐる。 

第 十九 講 ヨブの 見神 (三) 

第三 十八 章の 研究 

地の^^ 海 を 制する 事、 黎明の 事 を 述べて 其處に 神の 力 を 見る は 三十 八 章 一節— 十五 節の 骨子で あ 

つて、 前 3： の 講演の 主題であった。 今日は 十六 節以ド について 語らん とする。 十六 節より 三十 八 節 ま 

では 自然界の 現象 を 幾つ も揭げ て 、 之 を 起す 神智 の 不可 測 を 示し、 之が 根源 を 知らざる 人知  =1 の 狭小 を 

示す ので ある。 备節 について 精細に 説明すべき 時 を 有たぬ 故、 その 中の 二三に ついて 語らう。 

A な もと 

十六 節に は 「汝 海の 泉 源に 至りし こと あり や、 淵の 底 を 歩みし こと あり や」 と ある。 海水の IS 起す 


る 源と、 深き 水底 は 人の 達し 得ざる 所で ある。 其處に 於て 永遠に 隱 された る 秘密 を 探り 得ざる 人智の 

弱さ を 見よ との 意で ある。 十八 節に は r 汝 地の 廣さを 看 究めし や、 もし 之 を盡く 知らば 一一 百へ」 と ある Q 

これ 亦 地の 廣 さの 知られ ざり し 時に 於て は、 人智の 極限 を 有力に 示す 語で ある。 二十 M 節に は 「光明 

の發 散る 道、 東風の 地に 吹き わたる 所の 路は 何處ぞ や」 と ある。 光 は 東より 忽ち 全 視界に 廣 がり、 東 

風 は 忽ち 吹き 来って 地を拂 ふ。 光と 風の 通り 來る 東の 路は何 處ぞ、 誰 人 も 之 を 知らす と 云 ふので ある。 

其 他の 各 節 いづれ も 同 一 意味 を傳 ふるものであって、 自然界の 諸 現象 を 起し 得す 叉 究め 得ざる 人間の 

無力 を 指摘して 神の 智慧と 力と を 高調した ので ある。 

次に 注意すべき は 三十 一 、 一 一節の 有力なる 語で ある。 

汝昴 宿の 鏈索を 結ぶ や、 參 宿の 繁繩を 解く や、 汝 十二宮 を 其 時に 從 ひて 引き出 だす や、 叉 北 斗と 

その子 星 を 導く や。 (改譯 ) 

邦譯 聖書に は备 成句の 結尾 を 「得る や」 と譯 して あるが、 寧ろ 右に 掲げし 如く 譯 すべき ものである。 

S 氣淸 澄に して 夜ごとに 煌々 たる 滿 天の 星晨を 仰ぎ 得た るァラ ビヤ 地方に 住みて、 ヨブ は 如何に 天 を 

仰いで 星 を 歎美し っ& あった ことで あらう。 隊商に 加 はりて 沙漠の 夜の 旅を镜 けし 時の 如き、 彼の 心 

は 天に 燦く 星の 神秘に 强く打 たれた ことで あらう。 そして 斯く星 天の 美妙 を歎稱 しつ i ありし 彼の 心 

に、 恰も アブ ラ ハ ムに向 ひて 「天 を 望みて 星 を數へ 得る か を 見よ」 と吿げ 給 ひし 如く、 祌は此 時此言 

を 下し 給 ふたので ある。 彼 は 神の 論吿 として、 此時 特に 强 くこの 言を聽 いたので ある。 

この 語 は 約 百 記が 各國の 語に 譯 せらる & と共に 人々 の 注意 を惹 きて、 崇高 麗 美の 語と して 名高き も 

のとな つた。 备國の 人々 に 天文 思想 を 喚起せ し點に 於て 此 語に 及ぶ もの は あるまい と 思 ふ。 憲に約 百 
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記に 於て 此美 はしき 文字に 接して、 天 を 窺 はんとす る 心 を 起す は當然 である。 

九.； 131. 九 節に も 旣に北 斗、 參宿、 昴 宿の 語が あつたが 今 また 此の 三つが 出で、 街 その他に 十二宮が 出 

でた ので ある。 約 百 記の 讀者 は、 灭文 について 少く とも 之 位 は 知って 居らねば ならぬ。 之 だけの 0^ を 

知る も大 なる 夜の 慰めと なる のみなら す 神の 御 心 を 知る に 於ても 益 せらる \處 少なくない。 實に 天然 

は 聖書 以前の 聖書で ある。 其屮に 神の 御 心が 籠って ゐる。 只 人の 心淺 くして 之 を 悟り 得ざる を 遗憾と 

する ので ある。 

先づ參 宿と は オリオン 星座 (Orion) のこと である。 支那に て は 二十 八 宿の 一 として 參 宿と 云 ふ。 

日本に て 「三つ 星」 と 稱し來 りし ものである。 中央に 三 の 一 列に 並ぶ あり、 之 を 遠く 圍む 四の 星 あ 

り、 孰れ も 强き光 を 放つ EJil にして、 巨星の 一群と して 他に 類例な く、 古 來备國 の 人の 注意 を惹 きし も 

當然 である。 ヨブ は 幾千 年 前ァラ ビヤの 曠野に 此星を 仰ぎ見て、 神の 能と 愛と を懷 つたので ある。 我 

等 今日 此星を 仰ぎ見て 同じく 神を懊 ひ、 古人と 心 相 通す るの 感を 抱かざる を 得ない。 次に 昂宿は ブラ 

イマ， テス (Pleiades) のこと で、 オリオンの 西北 方に 見 ゆる 小 星の 一群 を 云 ふので ある。 日本に て は 

之 を r ス バル 星」 と 云ひ來 つた。 これ 縛る 星の 意であって、 幾つ もの 小 星が 連なりて ー圑 をな して 居 

る を 以て 名け たので あらう。 叉 六 連 2 生と も 云 ふ。 これ 普通の 視力 ある 人に 六つ だけ 星が 見 ゆるからで 

ある。 併し 實は揮 山の S の集團 なので ある。 參 宿と 昴 宿 は 甚だ 解り 易く して 特色が あるた め、 古代よ 

りんの 注意 を惹 いたので ある。 

「汝節 宿の 鏈索を 結ぶ や、 參 宿の 繁繩を 解く や」 と は 何 を 意味す るか。 古代人 は 凡て 天象 を 動物に 

擬へ たもの 故、 「結ぶ」 「解く」 等の 語 を 用 ひたので あると 云 ふの が 普通の 見方で ある 。併し それ だ 


けで は 文意 は 充分 明かと ならす、 從 つて 註解 者 は 犬に 苦心し 來 つたので ある。 而 して 最近の 天文 學上 

の 新 现が 極めて 鮮 かに 此語を 解し 去る の は、 誠に 面白き 一 事實 である。 「昂 宿の 鏈索を 結ぶ や」 と 

云 ふ は 昴 宿の 备星 を繫ぐ 無形の 連鎖 ありと 考へ、 それ を 結びつ V ある は 造 物 者に して、 到底 人に 不可 

能な りとの 意味 を 言 ひ 表 はした ので ある。 また 「參 宿の 繁繩を 解く や」 は參 宿の 备&の 繋ぎ を 解きつ 

つ ある は 神に して、： 人間の 爲し 得る 處 にあら すとの 意で ある。 故に 若し 昴 宿の 备星は 永久に 結ばれ、 

參 宿の 各 星 は 次第に 分離し っ& ありと すれば、 此 語の意味 は 頗る 的確になる ので ある。 

そして 不思議な 事に は、 最近の 天文 學 上の 新 學說が 此事を 語りつ i あるので ある。 .： 于宙に は ニ大星 

流 ありて、 凡ての 星 は ニ大星 流の 孰れ か 一に 靄して 流動し つ、 ありと は 最近の 學說 である。 卽ち 宇宙 

の 凡ての 星 は、 ニ大 系統に 刖れ て全虛 S を 運動し つ k あるので ある。 かくの 如き 星の 運動の 給果、 昴 

宿の 各虽は 孰れ も 同一 方向に 動きつ & あるた め、 全團 がーと なりて 流動し つ i ある わけに て、 其繁ぎ 

は 永 に不變 であるが、 參 宿の 各 星 は 別々 の 方向に 動きつ k あるた め 五 萬 年の 後に は 遂に 分散し 去る 

べしとの 事で ある。 (フラム メリ オンの 如き 天文 學者は 明かに 此の 事 を斷定 して ゐ る)。 約 百 記 著作 

の 時代に 於て、 昴 宿の 永久 的不變 と、 參 宿の 漸々 的 分散と が、 天文 學 上に 解って 居た と は斷じ 難い。 

併し 最近に 發 見せられ たる 此の 科學 上の 新 事實を 以て、 約 百 記の 此語 を鮮 かに 解き 得る と 云 ふ は 面 .□ 

き 事で ある。 

「汝七 一 一宮 を 其 時に 從 ひて 引出し 得る や」 と は 何 を 意味す るか。 「十一 H 呂」 と は 謂 ゆる 黄道 卜 一 一宮 

にして、 地球より 見て 太陽の 通る 道に 當る 十二の 星座 を 指す ので ある。 そして 其 現 はる、 期 節 は 各々 

異なる ので あるから 「其 時に 從 ひて 引出し 得る や」 と 云 ふたので ある。 叉 「北 斗と 其 子 星 を 導き 得る 
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や」 と は 北斗七星が 北極星の 周圍を 廻りつ & ある を捉 へて、 汝 この 事 を爲し 得る やと 問 ふたので ある- 

卽ち 十一 一宮の 各 星 を 其 時に 適 ふやう，？？^ りなく 東方に 上らし め、 且つ 北 斗 七 w^- を 北極 虽の周 劇に 動かす 

i5?f の 如き、 到底 人力の 爲し 得ざる 處 にして、 其處に 全能者の 力と 智慧 を 認めざる を 得すとの 意味で あ 

る。 (今日の 人に して 十二宮の 名 を 知れる 人 叉 これ を 天に 於て 認め 得る 人が 幾人 あるか。 數 千年 前の 

天文 舉の 侮るべからざる と共に、 ヨブが 信仰 家なる 外に 又 天然 擧者 なりし 事 を 知る ので ある)。 

ヨブ は 右の 如く 天の S を 見た。 彼 は 人力の 及ばざる 共 處に祌 の 無限の 力と 智慧と を 見た。 人の 小と 

神の 大とを 知った。 彼 は S 夜に 獨り天 を 仰いで 其 處に神 を 見た。 神と 彼と 只 二人 相對 して 前者の 聲は 

燦く 神秘の 星 を 通じて 後者に 臨んだ ので ある。 是れ 彼の 實驗 的に 味 ひし 聖境 にての 聖感 であった。 星 

を 見る も 何等 IS する；^ なしと 云 ふ 人 も ある。 併し そ は 其 人の 低劣 を 自白す る だけの ことで ある。 星 を 

000000  ooooooooooo^o^ooo 

見て 祌を 見る の 實感が 起らざる 人に は ヨブの 心 は 解らない。 神の 所作 を 見て 神 を 知り 得ぬ 害がない。 

我等 は 彼の 作物た る 萬 象に 上ド 左右 を 園 まれて 呼吸して ゐる。 されば それに 依て 益々 神 を 知らん と努 

むべ きで ある。 

三十 八 節 を 以て 無生物の 列擧は 終り、 三十 九 節より 動物の ことに 移りて 其 儘 次の 三十 九 章に 及ぶ の 

である。 旣に 神の 第一 の 所作なる 無生物 を 見 終へ たれば、 之より は 其 第二の 所作た る 生物に 及ぶ ので 

ある。 その 委しき は 之 を 次 囘に讓 らう。 

祌の 造り 給 ひし 萬 物に 圍繞 されて 我等 は 今旣に 神の 懐に ある。 我等 は 今 神に 護ら れ、 養 はれ、 育て 

られつ k ある。 神 を 見ん と 欲する か、 されば 彼の 天然 を 見よ、 海 を 見よ、 地 を 見よ、 曙 を 見よ、 ：大の 

猪1:^^!を1113-ょ、 空の 鳥、 野の 獸を 見よ、 森 羅萬象 一 として 神 を 吾人に 示さぬ もの はない。 我等 は 今 神 を 


見つ、 ある。 た 神 を 見て 居りながら、 自ら 其 事 を 知らぬ ので ある。 併し乍ら 少しく、 七 を 開き 眼 を 

深く すれば、 我等が 八 「神 を 見つ i ある 事 を 悟る ので ある。 萬 象の 中に 神 を 見る、 これ ヨブの 見神の 實 

驗 にして、 叉 我等の 最も 確實 健全なる 見神の 實驗 である。 

第二 十講 ヨブの 見神 (四) 

約 百 記 第三 十八 章 三十 九 節より ra: 十一 一章 六 節に 至る までの 研究 

次囘を 以て 約 百 記 研究 を 終 へんた め、 今日は 三十 八 章 三十 九 節より 四十 二 章 六 節までの 大意 を 語ら 

う。 三十 八 章の 一節より 三十 八 節まで は 宇宙の 諸 現象の 屮に祌 の 穎 智とカ を 認めた もので あつたが、 

三十 九 節 以下 四十 一章まで は 生物界に 於て 神の 颖智と 愛 を I 殊に 愛を强 く— 認めた ものである。 各 動 

物の 特徴 を 室に 能く 捉 へ し 文字で ある。 今日の 動物 學者は 多分 之に 何の 價値を も 見出さぬ であらう。 

併し 若し 我國の 動物 畫 家た る應 舉に此 文字 を 示したならば、 彼 は 犬に 喜んで 是れ眞 の 動物 描寫 である 

と 云 ふで あらう。 恰も 日本 畫が 僅少の 線 を 以て 描きて 自然 物 を 躍如たら しむる が 如く、 數語を 以て 备 

動物 を讀 者の 前に 躍らせる ので ある。 

先づ 第一 に 獅子 を 擧げて あるが、 是れ此 動物が 當 時の 人の 生活に 甚だ 近かった 事 を 示す ので ある。 

次に は鸦を 擧げ、 三十 九 章に 入りて は 山羊、 牝鹿、 野 驢馬、 i: 几 (野牛 卽ち 野生の 牛)、 駝鳥、 鷹、 驚 

を 舉げて 乂" の 特徴 を 述べ、 神の 與 へし 智慧に よる 各 動物の 活動 を 記して、 人智の之に關與し得ぬ^^さ 

を 示して ゐる。 其 一 々の 叙述に ついて 述べる 時な きを 遣憾 とする が、 十九— 二十 五節の 馬 (軍馬) の 
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描 .Jll の 如き は 最も 美 はしき ものである。 カァ ライル は 其 『英雄 崇拜 論』 中に、 此の 馬の 描 寫に對 して 

大 なる 讚 辭を呈 して ゐる。 ァラ ビヤの l.ef^ 壯 なる 軍馬の 姿 は、 活ける が 如くに 描かれて 居る ので ある。 

聖書 註解 者よりも 寧ろ 騎兵と して 實戰に 臨みし 人 は、 此描寫 の眞に 迫れる を 知る であらう。 (讀者 は 

約 百 記 を If い て 自ら 此處 を讀 まれ 度し〕。 

-W ほ 一例と して 三十 八 章 末尾の 鴉の 記事 を 見る に 「また 鸦の子 神に 向 ひて 呼 はり 食物な くして 徘徊 

る 時稱に 餌を與 ふる 者 は誰ぞ や」 と ある。 沟 に簡單 なる 數語 である。 併し 意味 は， 淺 くない。 祌は鸦 を 

養 ひ 給 ふと は 詩篇に 度々 sr つる 思想で あり、 又主ィ H スは 「鴉 を 思 ひ 見よ 稿 かす 牆らす 倉 を も 納屋 を 

もお たす、 され ども 神 は 尙ほ之 等 を 養 ひ 給 ふ」 と 云 ふた (ルカ 傳 十二の 二 四 )o 鸦は 人に 嫌 はる、 鳥で あ 

る。 この 鴉 を 神が 養 ひ 給 ふと 云 ふ處に 意味が ある。 「穂に 餌を與 ふる 者 は誰ぞ や」 と 神 は ヨブに 問 を 

發 して、 鸦をさ へ 養 ひ 給 ふ 神の 人に 對 する 愛と 護り と を 彼に 悟り 知ら しめたの である。 

以上の 如く エホバ は 諸 現象 を 引き 又 動物 を 引きて、 神智神 力の 無限と、 人智 人力の 有限と を敎 へた _ 

そして 次の g: 十 章 を 見る に 「エホバ また ヨブに 對 へて 言 ひ 給 はく、 非難す る 者よ エホバと 爭 はんとす 

る や、 神と 論す る 者よ 之に 答 ふべ し」 と ある。 併し 旣に 人の 無智、 無力 を 充分に 悟りた る ヨブ は 「あ 

あ 我は賤 しき 者な り、 何と 汝に 答へ まつらん や、 唯 手 を 我 口に 當 てんの み」 と 云 ふ 外 はなき に 至った- 

毅然として 友に 降ら ざり し ヨブ も、 今 は 神 御自身の 直 示に 接して、 此謙遞 の 心 態に 入る に 至った ので 

ある〕 しかも 彼の 悟りし 所 は尙ほ 足ら ざり しと 見え、 エホバ は 尙ほ敎 へ 給 ふたので ある。 

ェ ホバ は 叉 大風の 屮 より 左の 如く ヨブに 言 ひ 給 ふた〕 

汝 わが. 判を棄 てんとす る や、 我 を 非と して 己 を I だと せんとす る や、 汝祌の 如き 腕 あり や、 祌の 


いき 1, ぶ ひ た ふとき  さ r え 5-0 はしき 

如き 聲 にて 轟き わたらん や、 さらば 汝 威光と 尊重と を もて 自ら 飾り、 榮 光と 華美と を もて 身に-一. ：- 

へ、 …高ぶる 者 を 見て 之 を 悉く 鞠 ませ、 また 惡人を 立 所に 踐 みつけ、 之 を 塵の 中に 埋め 之が 面 を 

隱れ たる 處に 閉ぢ こめよ、 さらば 我 も汝を 讚め て汝の 右の 乎 汝を救 ひ 得る とせん。 

^  i  ；. S- る ，ゥ の 

若し ヨブに 神の 如き 力 あらん か、 もし 倨傲 者と 惡 人と を卽 坐に 打 碎く腕 あらん か 祌も亦 ヨブが 自ら 己 

を 救 ひ 得る こと を認 むる であらう。 併し乍ら 事實は その 正反對 である。 神 は 絡對の 力で あるに、 ヨブ 

は 絕對の 無力で ある。 かくても 尙ほ ヨブ は 自己 を是 とし 祌を 非と 做し 得る であらう か。 神の 審判に 對 

して 眩き 得る であらう か。 —かく 神 は ヨブに 吿げ、 ヨブ は 自己の 心に 問 ふた。 兹に 彼の 魂 は 益す 碎く 

るの みであった。 彼 は 謙る より 外に 行き 道が なきに 至った。 

次に 叉 エホバ は 一 一の 動物 を 擧げて ヨブに 敎 ふる 所があった (， 十五 節 以下〕。 先 づ出づ る は 河馬で ある 

(十五 節より 二十 四 節まで〕。 次に 出 づるは 謹で ある (四十 一章 全部〕。 これ 執ー帶 地方に ありて は 最も 怖ろ 

しき 二の 動物で ある。 エホバ は ヨブに 向って、 汝か& る 怖ろ しき 生物 を 御し 得る やと 云 ふので あって、 

神の 力と 人の 無力が 益す 強く 示される の で あ る 。 

一度 謙遞に 達せし ヨブ は、 右の 如く 再び 大風の 中より 屮 r つる 神の 聲に敎 へられた ので ある。 玆に於 

て 彼 は 遂に ra: 十一 一章 一 一節 I 六 節の 語を發 せざる を 得ざる に 至った。 

お しめし 

我れ 知る 汝は 一切の 事 を 爲すを 得 給 ふ、 叉 如何なる 意志 にても 成す 能 はざる なし、 無知 を もて 道 

を 蔽ふ者 は誰ぞ や、 斯く我 は 自ら 了解らざる 事 を 一 百 ひ、 自ら 知らざる 測り 難き 事 を 述べたり、 請 

ふ聽き 給へ、 我れ 言 ふ 所 あらん、 我れ 汝に問 ひまつらん、 我に 答へ 給へ、 われ 汝の事 を 耳に て 聞 

きゐたり しが 今 は 目 を もて 汝を見 奉る、 是を もて 我れ 自ら 恨み、 塵と 灰との 中に て悔 ゆ。 
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先づ ヨブ は祌 の 全能 を 讚美 し、 次に 已れ 無知に して 神の 攝现に 暗 き 陰影 を 自ら 投じた る 不明 を 恥ぢ、 

これより は 全然 神に 服從 せんとの 意 を 表 はし、 以後 神と 彼との 間に 直接なる 思想の 傅逹 あらん こと を 

希 ひ、 设 後に 五節、 六 節の 著しき 語を發 したので ある。 

「われ 汝の事 を 耳に て 聞 きゐたり しが 今 は E を もて 汝を見 奉る」 と 云 ふ。 ヨブ は个 まで 神 を 知って 

居る と 思って ゐた。 けれども それ は 眞に神 を 知って 居た ので はない。 神に ついて 聞いて 居た に 過ぎな 

かった。 神に 關 する 知識 を 所有して ゐ たに 過ぎなかった。 然るに 今や 萬 象 を 通じて、 神 を 觀 直視す 

るの 域に 至った ので ある。 彼の 歡び 知るべき である。 かく 祌を 事實 上に 見て 其の 全能 を 悟る や、 自己 

の 無力 汚^ は 何よりも 痛切に 感ぜら る k に 至り、 驕慢に して 自己に 賴 りし 旣 往の淺 墓 さは 懺悔の 種と 

のみな つた。 されば 最後に 彼 は 「是を もて 我れ 自ら 恨み (自己 を 諱み嫌 ひ ：>、 塵と 灰との 中に て悔 ゆ」 

と悔改 の淚を 出す に 至 つたので ある。 

以上 約 百 記 三十 八 章 以下の 「エホバ 對 ヨブの 問答」 について 兹に 二三の 注意 を 述べ 度い と 思 ふ。 

(第一) 玆に备 種の 現象と 動物に 就て 記されて、 植物に 關 して 一言 も 云 はざる は 何故で あるかと 批評 

〔糸 は 問題 を 起す であらう。 思 ふに 是れ約 百 記が 沙漠 を舞臺 とせる ためで あらう。 ヨブ は 植物に 乏しき 

沙漠の 住人と して、 神の 力 を 植物に 於て 充分に 窺 ふこと は 出来なかった ので ある。 約 百 記 は 健に これ 

「沙漠 文學」 である。 

r 第二〕 或 人 は 抗議 を 提出して 云 ふで あらう、 ヨブ は 天 然物を 見て 神 を 悟り 得しな らん も、 今の 時 

代に 於て 短 悶苦惱 せる 人に 向って 「鸦を 見よ、 馬 を 見よ」 と 云 ふ も 何等の 效果 あるべ からすと。 そし 


て 今や 惱 める 人に 向って は 敎會に 行けと か宗敎 書類 を讀 めと か 云 ふの が 普通で ある。 さりながら ヨブ 

の 三 友人 は當 時の 祌學を 以て 彼に 迫って 失敗に 終った。 もし 此上 希臘羅 馬の 哲學を 以てする も、 到底 

彼に 滿足 を與へ 得なかった 事 は 明かで ある。 人の 首 を 以てして は、 到底 ヨブ を 安心せ しむる を 得な か 

つたので ある。 此時彼 は 神の 所 造 物に 於て 神を拜 する を 得て、 自己の 罪 を 懺悔す るに 至り、 爲に事 は 

喜ばしき 解決 を吿 ぐるに 至った ので ある。 そして 此事は 今日と 雖も變 るべき 害がない。 苦悶 者の 眞の 

厶  < ：厶 <： △<!△△△△△  < ！厶厶 A 厶厶  A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 

行き場 所 は敎會 にあら す、 敎師 にあら す、 宗敎 書類に あらす、 祌の 所作 物た る 自然の 萬 物 萬 象で ある。 

それに 親み て 神 を 見、 且 己の 眞相を 知り、 以て ヨブの 如き 平安と 歡喜を 味 ふに 至る ので ある。 約 百 記 

は此 事を敎 ふる 書物で ある。 

英の 天然 詩人 ゥヲ ルヅ ヲス、 彼 は 少時より 天然 を 熱愛せ しと 雖も、 而も 初より 天然 を 以て 悉く 足れ 

り とした 人ではなかった、 少壯 にして 彼 は 社會の 改善に 心を勞 し、 丁度 は佛國 革命に 投じて 理想の 實 

現 を 計りし 英氣 勃々 たる 青年であった。 しかし 彼 は 遂に 文化 世界の 中に 眞理と 生命 を 求む るの 無效な 

る を 悟りて、 カム バ ランドの 片田舍 に 退きて、 天然 世界の 中に 祌の 御手 を拜 し、 人生の 本 趣 を 見た の 

である。 彼が 天然 を 讚美した の は 唯 天然 を 讚美した ので はない、 彼 は 天然に 於て 祌を 讚美した ので あ 

る。 我等 また 彼に 做 ふべき である。 

(第三) ヨブの 最初よりの 曾に 依て 見る に、 彼 はもと から 天然に 親め る 人で ある。 然るに 八！' に 至つ 

て 天然 を 示されて 神の 前に 平伏す るに 至りし は 何故か。 これ 明かに 一 の 難問題で ある。 殊に 今日の 聖 

書 註解 者 にと つ て は然 うで ある。 彼等 は 思 ふ 人生 問題 は 天然 物な ど を 以てして 解き 得る ものに あらす、 

O0O000000000000OO0000 

故に ヨブに 此事 ありし は 不可解で あると。 余 は 思 ふ、 是れ ヨブの 味 ひたる 患難 痛苦が 彼の 天然 を 見る 
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眼を變 へたので あると。 彼れ 異常の 災禍に 逢 ひ ほ 友の 现不盡 なる 攻 に會 し、 幾多の 悲痛なる 經驗を 

嘗めて 自己が 碎 かれて 自己が 新しくな り、 かくして 天地 萬 有 を 見る 眼が 全く ー變 したので ある。 余 は 

斯く說 明す るより 外に 道な しと 思 ふ。 年少に して 謂 ゆる 青雲の志 を 以て 燃 ゆる 時、 眼中 天然 物な きを 

常と する。 併し乍ら 人生の 實 相に 觸れ、 幾多の 經驗を 味 ひて、 疑義 菜く 心を壓 する に 至る 時、 其時ョ 

ブの 如く； 大然の 巾に 神と 福音と を認 むる に 至り、 以て 大 なる 慰藉 を 得る ので ある。 

然 らば 右の 如く ヨブの 眼を變 へし もの は 何なる かとの 問題が 起る。 その 問題 を 解く もの は、 十九 章 

に 於て 彼の 達せし 希 の 高 頂で ある。 かの 時 ヨブ は旣に 心に 於て、 信と とに 於て 神 を 見た ので ある。 

然るが 故に 天地の 萬 象に 對 して 新しき 眼 を 張る を 得る に 至った ので ある。 彼の 受けし 苦難、 彼の 抱き 

し 希望、 これが 彼の 天然 觀を變 へたので ある。 かくて 遂に 神 を 事實に 於て 見る に 至った ので ある。 

〔第 四) ヨブ は 最後に 至って 神の 何たる か を 知った。 彼 は 神 を {于宙 の 主人公と 知った。 從 つて 自己 

は 神の 僕で あると 知った。 それで 問題 は 解けた ので ある。 人 は 能く 云 ふ 「我 は 宇宙の 主宰者た る祌を 

じ 自己が その 僕た る を 知る」 と。 しかし 口で 斯く 云へば とて、 眞に 心から 信じ 居る か 如何 は 問題で 

ある。 其證據 に は 少しく 苦難に でも 逢へば、 愛の神に 似合 はしから すと 稱 へて 忽ち 神 を 疑 はんとす る。 

これ 神の 主宰者た る を眞に 知らざる と共に、 自己の 其 僕た る を も眞に 知らぬ ので ある。 僕 は 絕對に 主 

に從 ふべき もの、 中； 人に は 主人の 心が ある。 主人の 爲す 所がん r. 不可解な りと て 直ちに 抗議 を 心に 抱く 

が 如き は、 自己の 僕た る を 知らぬ ものである。 神の 攝理を 認め 己 を 神の 僕と 信す る 上 は、 苦難 災禍 我 

を^ ひ來 ると も 「御 心 をして 成らし め 給へ」 と 云 ひて 靜 かに 忍耐すべき である。 これ 僕た る 者の 執る 

べき 唯 一 の 道で ある。 ヨブ は此 信仰に 達して 眞の 安心に 人った ので ある。 人 もし 神の 結 對智と 絡對カ 


を 悟り、 己 を 力なき 神の 僕と 認む るに 至る 時 は、 人^の 凡ゆる 境遇に 處 して それ を 街 心と なして 安ん 

じ 得る ので ある。 「御 心 をして 成らし めよ」 との 默從に 入り 得る ので ある。 

第 廿ー講 ヨブの 終末 

第 四十 二 章 七 節 以下の 研究 

雅备書 第五 章 十一 節に 曰く  r 汝等 曾て ヨブの 忍び を 聞け り、 主い かに 行し 給 ひし 乎 その 終末 を 見よ- 

卽ち主 は 慈悲 深く 且つ 矜恤 ある 者たり」 と、 まことに 其 通りで ある。 

ヨブの 「終末」 を 記す 約 百 記の 結末 を 語る 前に 旣往 を囘 顧す るに、 ヨブの 異常の 災禍に 逢へ る を 三 

友 は， 乳 惡の結 raK と 見、 此， # を吿 C し徴悔 せば 禍は 自ら 去るべし と 做して、 經驗と 神學と 常識と を 以て 

ヨブ を 責める。 しかも ヨブ は 罪 を 犯せし 覺 なしと 稱 して、 强 硬に 友の 言 を 斥ける。 靑年 H リフ亦 ヨブ 

に 說く所 ありし も效 少く、 玆に已 の 力 も 他人の 力 も ヨブ を 救 ふ 能 はざる に 至って、 H ホ バの聲 遂に 

大風の 巾に 聞え る。 M ホバは 彼に 其 所 造に か \ る 萬 有 を 指示し、 ヨブ は玆に 心に 平安 を 得る に 至る。 

彼が 斯く 天然 を 見て 平安 を 得し は單に 天然に 敎 へられた るに 非す、 種々 の 苦 惱の經 験 を 味 ひて、 遂に 

ト九章 一 一十 五—！ 一十 七 節の 大 希望 を 抱く に 至りした め、 祌に對 する 見方が 變 りて IK 然に對 する 見方 も 

變 つたので ある。 かくして ヨブ は 遂に ™: 十一 一章の 劈頭に 記さる \ 大吿 白を發 する に 至った ので ある。 

「我れ 知る 汝は 一 切の 事 をな す を 得 給 ふ」 と 云 ひ、 又 「われ 汝の事 を-耳 にて 聞 きゐたり しが 今 は 目 を 

もて 汝を見 奉る、 是を もて 自ら 恨み、 澳 灰の 屮 にて 悔ゅ」 と 云 ふ。 されば 約 百 記 は兹を 以て 終 給と す 
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べきで はない かと 思 はれる。 

然るに 約 百 記 は玆を 以て 終らす して、 七 節 以下 ヨブに 物的 幸 幅の 臨みし こと を 記して ゐる。 设 後に 

物的 幸； i を 描かす して、 唯 ヨブが 「塵 灰の 中に て 悔い」 しま i にて、 卽ち 孤獨と 病苦の ま、 に 放置し 

て、 約 百 記 全體を 悲劇と なした 方遙 かに 大文學 らしく あると 云 ふ 人が あるで あらう。 近頃の 文學 者の 

如き は、 人生の 悲痛 を 描きて 悲痛 を 以て 終る を 以て 人生に 徹底した ので あると 考 へて 居る = 併し乍ら 

大文學 の 多く は 決して 悲劇 を 以て 終らない ので ある。 ダンテの 神曲の 如き は 其 著しき 一 例で ある。 原 

し， 0 し 

名 Divina  cosmedia は 「聖 なる 喜劇」 の 意で ある。 悲痛 を以. て 終る は 不健全の 印で ある。 喜び を以 

て 終って、 眞に 人生に 徹せる 他 全なる 文 舉と云 ふべき であ る。 勿論 ョ ブ は靈魂 の聖 境に 入った ので あ 

つて、 其 上に 何等 此 世の 幸福 を 望まなかった ので あるが、 約 百 記を玆 まで 讀み來 りし 人 は、 M れも此 

處を 以て 終って は滿足 出来ぬ ので ある。 

先 づ七節 八 節 を 見よ。 

ェ ホバ是 等の 言葉 を ヨブに， 語り 給 ひて 後、 テ マン 人 H リ バズに 言 ひける は 我れ 汝と汝 の 二人の 友 

を 怒る、 そは汝 等が 我に 就きて 言 述べた る 所 は 我 僕 ヨブの 雷 ひたる 事の 如く 正しから ざれば なり、 

V  5 レ  へ N ひつじ 

されば 汝等 牡牛 七 頭、 牡羊 七 頭 を 取りて 我 僕 ヨブに 至り 汝 等の 身の ために 燔祭 を默げ よ、 我僕ョ 

ブ汝 等の ために 祈らん、 われ 彼 を嘉： ^ベければ 之に よりて 汝 等の 愚 を 罰せ ざらん …… 。 

かく エホバの 審判 三 友人の 上に 下って、 其 愚 は 明示せられ たので ある。 彼等 は 論理に 於て 精確な りし 

も、 其 根本 思想に 於て 全然 愚妄 であった ので ある。 之に 反して ヨブ は 所論 支離滅裂 なりし も 其 精神に 

於て； 止しく、 その 心 は 三 友よりも 却って 神と 眞现 とに 近かった ので ある。 理論の 精確に して 徹底せ る 


もの 必 しも 眞现 を體 得せる に 非す、 理論 の 不精 確に し て亂れ がちなる 者必 しも 眞理 より 遠き にあら す、 

理論 周到に して 知識 精確なる 神學 者の 一一 目說 却て 福 昔の 眞髓を 外れ、 無學 にして 發 表に 拙なる 一平 信徒 

の 信仰 却て 幅 昔の 屮 心的 生命に 觸る。 これ 往々 にして 我等の 見る 所で ある。 今や 神の 刹定 H リパズ 等 

の 上に 臨みて、 其 愚妄は 明瞭と なった ので ある。 

さて ヱリ パ ズ 等 は 命ぜ られし 如く 燔祭を 獻げ、 H ホ バはョ ブ を 嘉！^ る \ に 至った。 其 時 ヨブ は 三 友 

人の ために 祈った (九、 十 節〕。 見よ 彼 は 三 友の 凡ての 惡 罵と 無情と を赦 して、 彼等の ために 祈る に 至 

つた。 この 大 なる 愛 は 如何にして 生れし ぞ。 云 ふまで もな く 「是を もて 我れ 自ら 恨み 藤 灰の 巾に て悔 

ゆ」 との 彼の 大 なる 謙 遞の結 栗で ある。 愛 は 謙遜に 伴 ふ、 犬なる 謙遜に 入りし 彼は大 なる 愛 を 現 はし 

得た ので ある。 己に 矜誇 ある 時 は 愛に 於て 充分なる を 得ない。 我心 神の 前に 深く 謙 だるに 至って 無常 

なる 友 を も、 叉 如何なる 敵 を も 愛し 得る ので ある。 

ヨブ 此 高き 境地に 入る に 至って、 H ホバが 彼に 災禍 を 下せし 理由 は 全く 消失した。 されば 「H ホ バ- 

ヨブの 艱難 を 解きて 舊に 復し而 して H ホバ 遂に ヨブの 所有物 を 二倍に 增し 給」 ふた。 M ホ バは斯 くし 

て 彼 を 惠み給 ふた。 「是に 於て 彼の 凡ての 兄弟、 凡ての 姉妹、 及び 其 もと 相 知れる 者 ども 悉く 來 りて 

.  わざ は ひ 

彼と 共に 其 家に て飮 食を爲 し、 且ェ ホバ の 彼に 降し 給 ひし 一 切の 災禍に つきて は 彼 をいた はり 慰め、 

また 各々 金 一 ケセタ と金の 環 一 箇を 之に 贈れり」 と 十 一 節に 在る。 ヨブの 病中 は 傍に 寄りつ く 事 だに 

しなかった 兄弟 姉妹 知友た ち、 令 ヨブが 病 癒えて 昔 口 以上の 繁榮に 人る や、 俄に 彼の 家を訪 ふて 飮貪 

し、 旣に 慰めいた はる 必要な き ヨブ を 慰め 勞り、 叉 銀 一 ケセタ と金の 環 一箇 を 彼に 贈った と ある。 人 

情の 薄き 東西 古今 別な きを 思って、 微笑まる、 ので ある。 (金 一 ケセタ と ある は 銀 一 ケセタ の 誤譯で 

約 百 5?" の W 究  七 七 1 


ヨブ 5-  ^ 究  七 七 二 

ある。 ケセタ は 多分 銀貨の 名で あつたと 思 ふ。 一 ケセタ は 寧ろ 少額の 貨幣で あつたと 思 はれる が、 斯 

かる 際にお 惯 として 贈られた 額であった ので あらう )o 

I 一 一節 は 彼の 財產の 二倍と なりし 事 を 記し (第 一 章と 比較せ よ)、 次に 十三— 十五 節に 謂 ふ。 

又 SR 子 七 人、 女子 三人 ありき、 彼れ 其 第一 の 女 を H ミマと 名け 第二 を ケジァ と 名け 第三 をケ レン 

ハツ ブクと 名け たり、 全 國の 中に て ヨブの 女子 等 ほど 美しき 婦人 は 見え ざり き、 其 父 之に 其 兄弟 

たちと 问 じく 産業 を與 へたり。 

女子の 名のみ 舉げ、 そして 其 女子が 全國に 比な く 美しく 且 男の 子 同様 库業 を分與 せられた と 特記した 

の は、 女子 をば 特刖 に贵 ぶ當 時の 風習の 表 はれと して 注意すべき である。 H ミマは 「膽」 を 意味し、 

つの 

ケジァ は 「肉桂 (香料と して： U を 意味し ケレ ン ハツ ブクは 「眼に 塗る 化粧 藥の 角」 を 意味す。 原 名 

に 於て は 孰れ も 優雅な 名であった こと、 思 ふ。 「この 後 ヨブ は 百 四十 年生きながら へ て 其 子 其 孫と 四 

まで を 見たり、 かく ヨブ は 年老い n 滿 ちて 死にたり き」 と 十六、 十七 節 は 語りて 約 百 記 は 大尾と な 

る。 實 に悔改 後の ヨブ は、 此 世の 幸福と 云 ふ 幸福 を 以て 見舞 はれた ので ある。 

人 は 苦難 に會ひ し 後 謙遜と 悔改 に 達す れ ば 、 必す ヨブの 如く 此 骨の 幸福 を 以て 惠ま る、 であら-つか。 

或ん は 約 百 記の 始と 終の みを讀 みて 物的 恩 惠は必 す 悔改に 伴 ふべき ものと なし、 前者に 於て 足らざる 

は 後；！ |< ^に 於て 足らざる に 因る と考 ふ。 從 つて 災禍の 下る は 其 人の 信仰 足らざる ためで あると 見做す。 

かくな つて は 三 友人と 全く 等しき 愚 妄に陷 つたので ある。 見よ ヨブ は 決して 物的 幸福 を 願った ので は 

ない。 彼は此 世の 事 は 全く 忘れて、 唯靈に 於て 生きん と 努めた ので ある。 そして 令 苦難の 中に ある 其 

^にて、 歡甚の 人と なった ので ある。 故に ヨブ は 最後の 物的 幸福に 入る ことたく して、 充分 幸福で あ 


つたので ある。 從 つて 之 はなく も宜 かった ので ある。 故に 約 百 記 は 物的 恩 惠が悔 改に伴 ふこと を敎へ 

た 書で あると 做す 人 あらば、 是れ大 なる 誤りで ある。 

ヨブ は 所有物に 於て 前の 二倍と なり、 家 富み 子女 榮 えて、 長壽と 健康と を惠 まれて、 其 境遇に 於て 

完全な る 幸； i を 享受す るに 至った。 故に 或 人 は 言 ふ、 ヨブ は 前の 苦難 を 悉く 忘る X ほどの 幸福 に 入つ 

たので あると。 菜して 然る か。 ヨブ は 後の 繁榮の 故 を 以て、 悲痛 極まりし 過去 を 全く 忘れ 得た であら 

うか。 否！ と 我等 は 叫ばねば ならぬ。 誰か 子 を 失 ひし 親に して、 新たに 子 を 賜 はる も、 前の 悲痛 を 

忘れ 得よう か。 一人の 子 を 失 ひて 十 人の子 を 賜 はる も、 其 損失と 悲哀 を 忘る、 こと は出來 ぬので ある 一 

これ 誰 人に 於ても 然る 所で ある。 ヨブ は 後の 繁榮 にあ りても、 必す 過去の 災禍 を 想起した ことで あら 

う。 去りし 妻の こと、 失 ひし 子の こと、 雇人の こと、 其 他 自身の 病苦と 人の 無常、 いづれ も 彼の 心に 

深く 食 ひこんだ ものであって、 到底 忘る、 を 得ない 事で ある。 故に 彼 は 新しき 幸福に 浴せ しために、 

舊き禍 を 忘れて 滿足歡 喜に 人った ので はない。 ト九 章に 記さる、 「我れ 知る 我 を 贖 ふ 者は活 く、 後の 

日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん、 我 この 皮此 身の 朽 果てん 後 われ 肉 を 離れて 神 を 見ん、 我れ 自ら 彼 を 見 

奉らん、 我 n 彼 を 見ん に 識らぬ 者の 如くなら じ、 我心 これ を みて 焦る」 との 大 希び！.； に 入りし 故、 ョ 

ブに滿 足と 歡 喜が 臨んだ ので ある。 之に 比すれば 物の 惠の 如き は數 ふるに 足らぬ ので ある。 

初めの ヨブの 繁榮と 後の 繁榮 との 間に、 或る 犬なる 相違が ある こと を 我等 は 認める。 初 は 己に 信仰 

が ありて 神に 事へ て. 止しき 故、 此 幸福 を 以て 惠 まれて 居る と 彼 はおへ た。 卽ち 自已の 善き 信仰と 善き 

行 爲の結 としての 物的 繁榮を 認めた。 これ 權利义 は 報 賞と して、 幸 一幅 を 見た ので ある。 然るにん/は 

何等 惯似 なき 自分に、 全く 恩惠 として 幸福の 與 へられし 事を認 むる に 至った ので ある。 實に此 差別 は 

約 ..！1:!?" の 九  七 七 一一！ 
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天地 霄壤も 管なら ざる 差別であって、 ヨブ は大 苦難の 杯を飮 みした めに、 遂に 斯の 如き 靈的 進歩 を遂 

ぐるに； 全った ので ある。 今日 を 以て 云へば、 前の 狀態は 不信者の それであって 後 は 信者の それで ある。 

不信 老は 物の 所有 を 以て 正 當の權 利と 考ふ。 故に それに 於て； t き 時 は 不平が 堪 へない。 併し 信者 は 僅 

少の 所^物 を 以て 滿足 する。 これ 一切 自己の 功に 因らす、 全く 神の 恩惠に 因る と 思 ふからで ある。 

(畔上 賢 造 筆記) 


第三 卷 內容 年譜 

聖書 大意 聖書 之 研究 第三 一 六號 大正 十五 年 ( I 九 二 六 年) 十 一 月 

五 書 硏 究 

モ ー セの 五書 聖書 之 研究 第 一 0 八號 明治 四十 二 年 C1 九 〇 九 年) 四月 

創世記 硏究 

創世記 大意 聖書 之 研究 第一 一一 一 六號 大正 十五 年 ( 一 九 二 六 年) 十 一 月 

造化の 敎訓 聖書 之 研究 第二 ハ三號 大正 三年 (一九 一 四 年) 二月 

創世記 第一章 第一 節 聖書 之 研究 第二 ニニ 號 大正 八 年 (一九 一九 年〕 一月 

ズね ず W 

1 萬 物の 元始 聖書 之 研究 第一 號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年) 九月、 創世記 第一章 ト 題シテ 洪水 以前. 

記再錄 

二 天地の 創造 聖書 之 研究 第二， 三、 五號 明治 一一 一十三 年 (一九 〇0 年) 十、 十一月 明治 三十 四 年 C1 

九 〇 一 年〕 一 月 創世記 第 一 章ト題 シ テ 洪水 以前 記再錄 一 

三 安息日の 制定 聖書 之 研究 笫六號 明治 一一 一十 四 年 (一九 〇 一年) 二月、 創世記 第二 章ト 題シテ 洪水 以 
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前記； 冉錄 

四 エデンの 園 犁書之 W 究第 一四 號明； isi 一一 十四 年 (一九 0  I 年) 十月 洪水 W 前記 再錄 

五 女性の 創造 聖書 之 W 究第 一 五號 明治 三十 四ハゃ (一九 〇 一 年) 十一月 洪水 以前 記再錄 

六 人類の 墮落 書 之 研究 第一 七， 一八、 一九 號 明治 三十 五： ^(一九 〇 二 年) 一、 ir 一一 一月 洪水 以前 

記再錄 

七 最初の 殺人罪 聖 * 之 研究 第二 〇， ニー  號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 四， 五月 ； ^水：； 、前記 再錄 

八 善惡 二子の 裔 書 之 研究 第二 ニ號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 六月 洪水-以前； P た冉錄 

九 長壽 時代 樂書之 W 究笫 二三 號 明治 三十 五 年 (一九 〇 ニハ 牛) 七月 洪水 W 前記 再錄 

t  /ァの 洪水 聖書 之 研究 第二 六 *  二 七、 二八 號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 十、 十一月 洪水- W 前記 

再錄 

附 洪水 後の 新社會 聖書 之 研究 第一 一一 1 號 明治 一一 一十 六 年 ( 1 九 onK や) 一 月 

創世記の 研究 

其 一 天地の 創造 蜜 書 之 研究 第一 1 一 五四號 昭和 五 年 (一九 三 〇； や) 一月 

其 二 人の 創造 聖書 之 研究 第三 五四號 昭和 五ハキ (一九 三 〇 年〕 一月 

アダムの 創造 聖書 之 研究 第一 一一 四八號 昭和 四 iji- ( 一  九 二 九 年) 七月 

女の 創造 §1^書之研究第ーーー五六號昭和五年 (一 九 一一 ー〇 ハ牛) 三月 


エデンの 所在地 亳書之 研究 第三 ニ六號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 九月 

其 三 人類の 墮落 聖書 之 研究 第三 五四號 昭和 五华 ( 一 九 三 〇 年) 一 月 

其 四 力 インと アベル 聖書 之 W 究第 一二 五五號 昭和 五 年 (一九 三 〇 ギ) 二 力 

其 五 アダムより/ ァ まで ま 之 研究 第一 一一 五五號 昭和 五 年 (一九 一 ーー〇 年) 二月 

其 六 ノアの 大 洪水 (一) Bif 書 之 研究 第一 一一 五五號 昭和 五 年 (一九 三 〇 年) 二月 

其 七 ノアの 大 洪水 (二) 聖書 之 研究 第一 一一 五六 號 昭和 五ギ (一九 一一 ー〇 年： Mllo; 

ノアの 洪水 聖書 之 研究 第二 一六 號 大正 七ハ牛 (一九 一八 年) 七ガ - 

人類 最初の 平和 會議 (藤 井武 筆記) 聖書 之 研究 第二 ニ七號 大正 八 年 (I 九 一九 ギ) 六月 

fsi 伯 拉罕傳 の 研究 SSI 之 研究 第 一〇ーー一, l〇sr 10 五號 明治 四 十一 年 (一九 〇 八 年) 十、 十一. 十二月 

舊約十 年再錄 

ソ ドムと ゴ モラの 覆滅 聖書 之 研究 第二 七 九. 二八 〇 號 大正 十二 年 ( I 九 二三 年) 十、 十一月 

ヨセフの 話 聖書 之 研究 第二 八ニ號 大正 十三 年 (一九二 四 年) 一月 

出 埃 及 記 研究 

出 埃 及 記 大意 犁書之 研究 第三 一 六號 大正 十五 年 (一九二 六 年) 十一月 

モ ー セ傳の 研究 聖書 之 研究 第 10 九. 一ー〇- 一一 一、 一一 ニ號 明治 四十 二 年 (一九 0 九 年) 五， 六. 七、 

九お W 約 十 年再錄 

第 ヨ卷内 {a 年 f5  七 七 i 


第一-: 卷 内お 年 Si  七 七み 

麼 g: の 十誡と 其 註解 東京 獨立雜 誌 第 四 一一 ー號 明治 一一 一十 二 年 (一 八 九九 年) 九月 

モ ー セの 十誡 C 藤井武 筆記) 

十誡 總論 犁書之 研究 第二 三 一 號火正 八 たや (一九 一九 十お モ— セの 十誡 再錄 

十誡 第 一條 *f 書 之 研究 笫 ニー 一二 號 大正 八た 牛 (一九 一九 年〕 十 =^ 仝 

十誡 第二 條 塞書 之 研究 第二 三 一 號大 八ハゃ (一九 一 九 年〕 十月 仝 

十誡 第三 條 犁書之 研究 第二 三ニ號 大正 八 年 (一九 一九 ギ) 十一月 仝  ，： 

十誡 第四條 架 書 之 W 究第 ニー 一一 ニ號大 •  止 八 年 (一九 一九 年) 十一 =^ 仝  一 

十誡 第 五條 聖書之研究第ニ三ニ號大正八3^  ( 一  九 一 九ハゃ〕 十 一 月 仝  ， 

十誡 第六條 Sil 書 之 硏究笫 二三 三號 大正 八 年 (一九 一九 年) 十二月 仝 

十誡 第七條 s$ 書 之 研究 第二 一一！ 一 n 號火正 八 年 (一九 一九 年) 十二月 仝 

十誡 第八條 聖書 之 W 究笫 二三 一一 ー號 大正 八 ハル (一九 一九 (や) 十二お 仝 

十誡 第九條 聖書之研究第ニ三四號大：.^^九年 ( 一 九ニ〇年) ーガ 仝 

十； i 第十條 塞書之研究第ニーーー四號大正九^^  (一 九ニ〇年) 一 月 仝  j 

律法と 福音 聖書 之 研究 第二 一一 一四 號 大正 九； や (一九二 〇 年) 一月 仝 

I 匕 さ！！  ^  W> - 

利 未 記 大意 書 之 研究 第三 一七 號 大正 十五 年 (一九二 六 年) 十二月  i 


猶太の 祭事 聖書 之 研究 第一 六 〇 號 大正 ニ年 (一九二 一一 年) 十一月 研究 第二 之 十 年再錄 、猶太 Q 祭事と キ 

リスト ト 題シテ 

民 數紀略 研究 

民 數紀略 大意 聖書 之 研究 第三 一 七號 大正 十五 年 ( 一 九 二 六 年) 十二月 

申 ノ nf 1-111 卩 5;^ 梦 

巾 命 記 大意 St 書 之 研究 第三 一七 號 大正 十五 年 (一九二 六 年) 十二月 

巾 命 記模註 聖書 之 研究 第 九 〇， 九 一 號 明治 四十 年 ( 一 九 0 七 年) 八， 九月 研究 十 年再錄 •  .3. 命 記に 就て 

ト 題 、ン テ 

歴史 書硏究 

ヨシ ユア 記硏究 

約 書亞記 大意 聖書 之 研究 第三 一八 號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 一月  ， 

アイの 攻饕  r 聖書 之 研究 第 九四號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 十二月 舊約十 年再錄 

アイの 攻略. 聖書 之 研究 第三 一 八號 昭和 二 年 ( 一 九 二 七 年) I 月 

士 ば ISP  ^ 突 

士師記 大意 聖書 之 研究 第三 一 八號 昭和 二 年 ( 一九二 七 年) 一 月 

士師ギ 、デオン 聖書 之 研究 第 八 六、 八 七、 八八號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 四 * 五、 六月 舊約十 年再錄 

第一 一一 卷內容 年譜  七 七 九 


第二 卷 内容 年譜  七 八： ：- 

士： §M フタの 話 聖# 之 研究 第一 四 一一： 號 明：^ 四十 五 年 (一九二 一年 )- 六 舊約十 年再錄 

レ ス 1し K!:  Z 

パ- -ン 1 一 m  # 

路？！ ^記 大意 聖書 之 研究 第三 一九 號 昭和 二 年 (一九二 七た 牛) 二月  ， 

テム ュ ダ 書硏究 

撒 母 耳 前書 大意 聖書 之 研究 第三 一 九號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 二月 

撒 母 耳 後書 大意 聖書 之 研究 第三 一九 號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 二月 

列 干： 紀 略硏究 

列 王紀略 上の 大意 sf- 書 之 研究 笫. 三 ニ九號 昭和 ニハキ (一九二 七 年) 十二月 

預 一一 エリヤ 聖書 之 研究 笫九 五、 九 六、 九 七、 九八號 明治 四十 一年 (一九 0 八 年) 一.  一 r 三、 四月 舊 

it  T  (や ー冉錄 

歷代志 略硏究 

信仰の 勝利 聖書 之 W 究第 一 七ニ號 大正 三年 (一九 一 四 年) 十 一 月 

ェ ズ ラ 書 研 究 

世3^.歷5„-とィスラ H ル 聖書 之 研究 第三 ニ九號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 十二月  . 

エステ ^ 書 硏 究 

女王 エステル 聖書 之 研究 第 四 一 號 明治 三十 六 年 (一 九 0 三年) 六月 舊約十 年 •  冉錄 


エステル 書の 研究 

一 エステル 書の 紹介 聖書 之 研究 第一 一一 ニ六號 昭和 二 3f  (一九二 七 年〕 九月 

二 女王 ヮシテ の沒落 聖書 之 研究 第三 ニ六號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 九月 

三 エステル 女の 榮顯 聖書 之 研究 第一 一一 ニ六號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 九月 

四 ハ マンの 悪計 聖書 之 研究 第三 ニ六號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 九 刀 

五 エステルの 勇敢 *?書之研究第三ニ七號昭和ニ5^  ( 一  九ニ七ハキ) 十=^ 

六 ハマ ン對 モルデカイ 聖書 之 研究 维 一一 一二 七 號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 十月 

b ユダヤ人 對 異邦人 聖書 之 研究 第一 一一 ニ七號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 十お 

ョ ブ 記 硏 究 

角 害 聖書 約 百 記 第一章より 第 七 章 明治 三十 七ハキ (一九 〇四ハ や) 八ガ 「角 答 約 百 記」 トシ テ 

第 八 章より 第 十七 章 聖書 之 研究 第 六 一， 六 二  * 六 三、 七 六， 七 七. 七 九. 八 〇 號 明治 一一 一十 八 年 (一九 〇 

五 年) 二， 三， 四月 明治 一一 一十 九 年 (一九 〇 六^) 六， 七、 九， 十月 

約 百 記 の 硏 究 (畔上 賢 造 筆記〕 

1 約 百， 記 は 如何なる 書で ある 乎 聖書 之 研究 第二 n 一九 號 大正 九 ハキ (一九二 〇 たや〕 六 =^ 約 百 記 講演 再錄 

一一 ヨブの 平生と 彼に 臨みし 患難 書 之 研究 第二 三九號 火： 止 九 年 (一九二 〇 年〕 六お 仝 

三 ヨブの 哀哭 聖書之研究笫ニーーー九號火^九年 ( 一 九ニ〇^^^〕 六月 仝 

第；； ー卷 内容 年譜  七 八 一 


第二 卷 内容 年譜  七 八 二 

0 老友 エリ バズ 先づ 語る 聖書 之 W 究 第二 四 0 號 大正 九 年 (一九二 〇 年〕 七お 約 百 記 講演 再錄 

五 ヨブ 再び 口 を 啓く 聖書 之 W 究 第二 四 〇 號 大正 九 年 (一九二 〇 年〕 七ガ 仝 

六 祌學者 ビルダ デ 語る ^甞之 研究 第二 四 〇號 大正 九 年 (一九二 〇ハ 牛) 七 力 仝 - 

七 ヨブ 仲保者 を 要求す 聖書 之 研究 第二 四 一 號 大正 九 年 ( 一 九 二 〇 年) 八月 仝 

八 ヨブ 愛の神に 訴ふ 聖書 之 研究 第二 四 一 號大： 止 九 年 (一九二 〇 年) 八ガ 仝 

九 神 智の採 索 聖書 之 研究 第二 四ー號 大正 九た や (一九二 〇 年) 八月 仝 

十 再生の 欲求 聖書 之 研究 笫ニ四 一一 ー號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 十パ 仝 

个 一 エリ パズ 再び 語る 塞 書 之 W 究笫ニ 四三號 大正 九ハゃ (一九二 〇 年) 十月 仝 

十二 ヨブ 答 ふ == 終に 仲保者 を 見る (上) 聖書 之 研究 第二 四三號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 十月 仝 

や 三 ヨブ 答 ふ == 遂に 仲保者 を 見る (下」 聖書 之 W 究 第二 四四號 大正 九ハゃ (一九二 〇 年) 十一月 仝 

十四 ビルダ デ 再び 語る 楚書之 研究 第二 四四號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 十一 力 企 

十五 ヨブ 終に 贖 主 を認む 聖書 之 研究 第二 四 四號人 正九华 (一 九 二 〇 年) 十一月 仝 

十六 ゾ パル 再び 語る 聖書 之 研究 第二 四五號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 十二月 仝 

十七 ヨブの 見神 (一) 聖書 之 研究 第二 四五號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 十二月 仝 

十八 ヨブの 兑祌 ニー) 牵-書 之 研究 第二 四六號 大正 十 年 (一九二 一年〕 一月 仝 

十九 ヨブの 見神 ニニ)  §f 書 之 W 究笫ニ 四六號 大正 十 年 (一九二 一年〕 一月 仝 


二十 ヨブの 見神 (四〕 聖書 之 研究 第二 四六號 大正 十 年 (一九二 一年) 一月 仝 

廿ー ヨブの 終末 聖書 之 研究 第二 四六號 大正 十 年 (一九二 一年〕 一月 八ェ 
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第三 SSJ 内容 年譜 
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